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ＲＩ会長  シェカール・メータ

第 2500 地区ガバナー
漆崎　　隆（釧路ベイ RC）

ロータリー親睦活動月間月間テーマ

本日のプログラム

次週例会 「クラブアッセンブリー」（担当：理事会）

「ガバナー補佐及び各クラブ会長・幹事表敬訪問」（担当：理事会）

■ロータリーソング：「君が代」「奉仕の理想」　　■ソングリーダー：後藤　公貴君

■会員数　  97 名

■ビジター   2021-2022 年度国際ロータリー第 2500 地区　長倉　巨樹彦ガバナー補佐

　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　  上川原　   昭ガバナー補佐幹事　　　　

■ゲスト　なし 

 

　開会に先立ちまし

て「ハンマー伝達式」

を執り行います。杉

村会長、舟木直前会

長、邵ＳＡＡはご登

壇ください。

ハンマーの伝達は、

舟木直前会長より邵ＳＡＡへ、邵ＳＡＡより杉村会長

へお渡しいただきます。

事務局の青島さん、舟木直前会長へハンマーをお渡し

ください。

ただいま、杉村会長がハンマーをしっかりと受け取り

ました。ありがとうございました。舟木直前会長、邵

ＳＡＡはご降壇ください。

それでは、歴代会長の思いが詰まった歴史と伝統のあ

るハンマーを引き継ぎました杉村会長より一言ご挨拶

をお願いいたします。

ご挨拶　杉村　荘平会長

　はい、舟木直前会長におかれましては体調のよろし

くない中をご出席ありがとうございます。

ただいま、歴代会長の思いのこもったハンマーを引き

渡していただきました。

今年度は、この７月１日木曜日から始まって、来年の

６月 30日木曜日ま

で続くという尾越会

長年度以来のフル操

業年度でございまし

て、48回の例会を

予定しております。

85周年、48回の点

鐘に思いを込めて、滝越エレクトにしっかりと引き継

げるよう頑張っていきたいと思います。どうぞよろし

くお願いいたします。

ご来訪のお客さまのご紹介　杉村　荘平会長

　それでは本日のお客さまをご紹介させていただきま

す。お名前を読み上げますのでその場でご起立の上、

歓迎の拍手をお受けください。

国際ロータリー第 2500 地区第７分区ガバナー補佐・

長倉巨樹彦君。同じくガバナー補佐幹事・上川原昭君。

本日はビデオでのご出演になりますが、今年度の各ク

ラブの会長幹事様をご紹介させていただきます。

釧路北ロータリークラブ会長・平井昌弘君、同じく幹

事・田野竜之介君。白糠ロータリークラブ会長・美馬

俊哉君、同じく幹事・本城慶児郎君。釧路西ロータリー

クラブ会長・山本秀基君、同じく幹事・舟木雅司君。

釧路東ロータリークラブ会長・猿子満彦君、同じく幹

事・川上登君。釧路音別ロータリークラブ会長・水野

昭人君、同じく幹事・川口恭弘君。釧路南ロータリー

クラブ会長・亀井麻也君、同じく幹事・澤山理恵君。

釧路ベイロータリークラブ会長・貝嶋政治君、同じく

幹事・池田圭樹君。釧路北ローターアクトクラブ会長・

松永憲人君、同じく幹事・加納萌子君。以上でござい

ます。

長倉ガバナー補佐におかれましては、後ほどご挨拶を

頂戴いたしますので本日はどうぞよろしくお願いいた

します。

乾杯のご挨拶　清水　幸彦パストガバナー

　どうぞ座ってくだ

さい。新しい年度が

始まりました。漆崎

ガバナーは国際大会

にたくさん出席した

ことで有名な方で

す。それからガバ

ナー補佐の長倉巨樹彦さんは南ロータリークラブ。私

のガバナー年度の 1981-1982 年にできたただひとつ

のクラブです、頑張ってやってください。

いろんな方が今日集まって来ております。このコロナ

はまだ明確でない先のことですが、ダーウィンの言葉

を借りると「生き抜く者は頭の良い者ではない。力の

強い者ではない。よく適応できる者だ」ということ。

どうぞ皆さん、各クラブに合った、コロナに負けない

ような適応で頑張ってください。

ということで、乾杯をしましょう。

それでは、ともに社会を渡れる者のロータリーに、乾

杯。

　　　　　　　　　　　杉村　荘平会長

　お食事の方はその

ままお続けくださ

い。

改めまして、こんに

ちは。釧路ロータ

リークラブ第 85代

会長を務めさせてい

ただきます杉村でございます。どうぞよろしくお願い

いたします。

ここに至るまで山あり谷ありの連続でしたが、皆さん

のご協力をいただきまして何とか無事に第１回のこの

例会にたどり着くことができました。この場をお借り

しまして感謝とお礼を申し上げます。ありがとうござ

います。

いよいよ始まったなという責任の重さをひしひしと感

じているところでございますが、何とか前を向いて１

年間しっかり頑張っていこうと思っております。どう

ぞよろしくお願いいたします。

改めまして長倉ガバナー補佐、上川原ガバナー補佐幹

事におかれましては、まさにこのコロナ禍、そして新

年度初日の大変お忙しい中、釧路ロータリークラブに

来ていただきまして本当にありがとうございます。

これから表敬訪問も始まりまして、お忙しい日々が続

くと思いますが、今日はできる限りごゆっくりお過ご

しいただければと思っております。

例年であれば、ここに第７分区各クラブの会長さん・

幹事さんが勢揃いしてスタートということになります

が、本年はやっぱりコロナの影響の中でビデオでのご

挨拶という形を取らせていただきました。少々、寂し

い感じは否めませんが、どうかご理解いただければと

思います。

今日は時間の関係上、私の挨拶は来週のアッセンブ

リーでゆっくりと喋らせていただきたいなと思ってお

ります。改めまして、本年度はこのコロナから改めて

ロータリーを離陸させて行く。そして、ロータリーの

素晴らしさを再確認して行くという大切な１年になる

だろうと思っております。

改めまして、今年度の活動に対する皆さんのご支援と

ご協力をお願い申し上げまして、本日１回目の会長挨

拶とさせていただきます。

本日はどうぞよろしくお願いいたします。

国際ロータリー第 2500 地区第７分区

　　　　　　　　長倉巨樹彦ガバナー補佐　

　　　　　　　　上川原　昭ガバナー補佐幹事

　皆さん、こんにち

は。今年度、第７分

区ガバナー補佐を務

めます釧路南の長倉

でございます。補佐

幹事はそちらにおり

ます上川原昭君とな

りますので１年間、皆さま、よろしくお願いいたしま

す。

今年度このコロナ禍の中で杉村会長の下、釧路クラブ

さんの第１回例会が無事開催されますことを心よりお

喜び申し上げます。

また、昨年度は、石田パストガバナー補佐におかれま

して、このコロナ禍で思うように事業ができない、い

ろいろな面でご苦労されたかのかと存じます。本当に

１年間、お疲れ様でした。また、ありがとうございま

した。

本日は表敬訪問ということですが、見てのとおり例年

どおりになりません。コロナ禍でありましたので、私

と補佐幹事が伺わせていただきまして、各クラブの会

長の表敬のご挨拶は動画にて皆さまにご覧をいただく

ことといたします。事情を考慮し、ご理解いただきま

すようお願いを申し上げます。

さて、ＲＩ会長・シェカール・メータ氏の方針は

「Serve to Change Lives （奉仕しよう みんなの人生を

豊かにするために）」その中で「Each One, Bring One

（ひとりひとりが誰か一人を連れてきて会員増強しま

しょう）」ということです。現在の世界中のロータリ

アン 120 万人を 130 万人に増やすということです。

パーセンテージでいうと８％となりますので、釧路ク

ラブさんの会員数に８％を掛けた人数分を会員増強し

ていただけなければいけないことになりますので、ご

協力のほどよろしくお願いいたします。

漆崎ガバナーの地区のスローガンは「ロータリーの素

晴らしさを広めよう」。方針は「親睦と持続可能な奉

仕活動の推進」。具体的な目標につきましては９つ挙

げられておりますので、本日は割愛させていただきま

すが、活動計画書でご覧いただきたいと存じます。

ガバナー、ＲＩ会長、ＲＩ理事から昨今言われておりま

す「戦略計画」それから「ＤＥＩ」と、いろんな方針

が掲げられております。時間がございませんので割愛

させていただきますけども、杉村会長・市橋幹事の下

に随時進めていただきたいと存じます。

最後に貴クラブのますますの発展と皆さまのご健勝を

ご祈念申し上げまして表敬のご挨拶とさせていただき

ます。

１年間、どうぞよろしくお願いいたします。

釧路北ロータリークラブ　

　　　　　　　平井　昌弘会長　田野竜之介幹事

　こんにちは。今年度、釧路北

ロータリークラブの会長を仰せ

つかりました平井昌弘です。隣

に映っていますのが幹事の田野

竜之介君です。どうぞ１年間、

何卒よろしくお願いいたしま

す。

私ども釧路北ロータリークラブは釧路クラブ様のスポ

ンサーのもと、昭和 33年に創立させていただき今年

で 64年目を迎えることとなりました。その昔、一時

100 名を超える会員数を誇っておりましたが経済状

況の変化、そしてコロナ禍の影響で減少を余儀なくさ

れ、本年度は 70名のスタートでございます。

今年度会長方針としまして「BE A GIVER ～求めるの

ではなく、与える人になろう～」とさせていただきま

した。ロータリアンにとって大切なのは、与えるもの、

奉仕するものであり、与える時も謙虚さが大事であり

ます。クラブは個人の才能の集合体であり、そのクラ

ブがさらなる成長を遂げた時、社会に対して素晴らし

いものを与えるきっかけになるのではないかと思って

います。与えることで、会員皆さまが幸せを感じ取れ

るようなクラブ運営をしたいと考えています。

当クラブは入会暦の浅い会員、若い会員が多い中では

ありますが、変えて良いものと、そうではないものを

諸先輩からしっかりと学び、常に真実と向き合う必要

があると思います。友情と親睦という言葉があるよう

に、生涯そのお付き合いができるのがこのクラブだと

思います。時にはお互いを戒め合う場面もあるかもし

れません。しかし、今一度なぜクラブに入会したのか、

何のために活動しているのかを理解すれば、おのずと

答えは出てくるはずです。ですから、求めるのではな

く与える人になることで、心身ともに成長していくも

のと信じています。

そして、昨年度よりわがクラブではクラブ内クラブと

いう位置付けで『ノースサテライトクラブ』を 28名

の会員でスタートし、月１回、Zoomでの例会を開催。

更なる奉仕の活動の域を広めて活動していくところで

ございます。

また、釧路北ローターアクトクラブは今年 50周年の

節目を迎えることとなり、分区の皆さまには改めてご

支援ご協力を賜りたく存じあげます。

最後になりますが、長倉ガバナー補佐はじめ第７分区

の会長・幹事様、会員皆さまのご健勝をご祈念申し上

げ表敬のご挨拶とさせていただきます。

ありがとうございました。

白糠ロータリークラブ　

　　　　　　美馬　俊哉会長　本城慶児郎幹事

　白糠ロータリークラブ第 61

代会長を務めます美馬です。そ

して私を支えてくださいます幹

事の本城君です。よろしくお願

いいたします。

本来ならばそれぞれのクラブに

表敬訪問をしたいと思っていま

したが、コロナ禍で難しいこともあり、ビデオメッセー

ジでご挨拶させていただきます。

当クラブは本年度、コロナ禍でも毎週例会を開催しよ

うと思っています。会員 11名ということもあり、ま

たコロナワクチン接種済者が４名、このままにいけば

８月中に全員接種できると思っております。早く通常

のロータリー活動ができればと思っています。

多分、皆さま方とお会いできるのは地区大会だと思っ

ております。それを楽しみにロータリー活動ができれ

ばいいと思っております。

本年度、白糠ロータリークラブは少数精鋭で頑張って

行こうと思っていますが、他のクラブにもいろいろと

お願いすることがあるかもしれません。その時はロー

タリーの寛容の精神でよろしくお願いをしまして、表

敬訪問のご挨拶とさせていただきます。

１年間、よろしくお願いいたします。

釧路西ロータリークラブ　

　　　　　　　山本　秀基会長　舟木　雅司幹事

　皆さん、こんにちは。今年

度西ロータリークラブ会長の

山本です。１年間どうぞよろ

しくお願いいたします。実は、

釧路西ロータリークラブで初

めて２回目の会長を務めさせ

ていただきます。

この大変なコロナ禍の時代に私は改めて原点回帰、先

輩ロータリアンに教えていただきましたロータリーは

親睦と奉仕の元にテーマを掲げて例会運営に取り組ん

でまいりたいと考えております。

例会を楽しく、出席率の向上、そして会員増強・退会

防止にと、さらなる努力を考えております。ロータリー

の奉仕活動を楽しみ、活動できて嬉しいと感じるよう

なクラブ運営を目指して取り組んでまいります。

１年間、どうぞよろしくお願いいたします。

釧路東ロータリークラブ　

　　　　　　　　猿子　満彦会長　川上　登幹事

　皆さん、こんにちは。今年度

釧路東ロータリークラブの会長

を務めさせていただきます猿子

でございます。１年間、よろし

くお願いいたします。

当東クラブは 1971 年９月４日

に釧路ロータリークラブ様がス

ポンサーとなり、釧路市内で４番目のロータリークラ

ブとして 24名の会員にて設立しております。以来、

50年が経過し、今年度は節目の１年になります。こ

れまでの間、各クラブの皆さま方には当東クラブの運

営にあたり、ご理解とご協力を賜り誠にありがたく厚

くお礼を申し上げる次第でございます。

新年度、当東クラブは 33名の会員での出発となって

おります。

ＲＩ会長シェカール・メータ氏の「奉仕しよう みん

なの人生を豊かにするために」の会長テーマの下、漆

崎ガバナーは地区スローガンを「ロータリーの素晴ら

しさを広めましょう」と地区活動方針を　地区の明る

い未来のために、地域の人々と親睦と持続可能な奉仕

活動の推進として地区活動目標を掲げております。

当クラブも以上のことを踏まえまして、５つの活動目

標を定めております。内容につきましては割愛させて

いただきますが、詳細は当クラブの活動計画書をご参

照願えればと思います。

最後になりますが、各クラブの益々のご発展と会員皆

さま方の一層のご健勝ご活躍をご祈念申し上げまして

簡単ではございますが、ビデオメッセージの挨拶に代

えさせていただきます。

１年間、よろしくお願い申し上げます。ご清聴ありが

とうございました。

釧路音別ロータリークラブ　

　　　　　　水野　昭人会長　川口　恭弘幹事

　皆さま、こんにちは。私は音

別ロータリークラブ第 43代会

長に指名されました水野昭人と

申します。今年１年、一緒に頑

張っていただきます幹事は、３

年目のベテラン川口幹事です。

１年間どうぞよろしくお願いい

たします。

私は以前、2014-2015 年度から３期に亘って幹事を

勉強してまいりました。その時には皆さま方のクラブ

ひとつひとつ回って、たくさんの勉強、そして歓迎を

いただきました。誠にありがとうございます。今回、

その時の思い出を交えてお話できたら良かったのです

が、このような状況下でできなくなりましたことを残

念に思います。

さて、音別ロータリークラブは今年度 15名の出発と

なります。人口減、しかもこのコロナ禍の中で何をやっ

て行くかですが、特に５年、10年の節目でないこと

もありまして、特に大きなことは考えておりません。

ただ、奉仕活動として４～５年前に無くなったひとつ

の奉仕活動がありまして、それに代わる新しいことを

考えていこう、そう思っております。また、会員増強

もその中のひとつでもあります。

早くこのような状況を乗り越えて皆さんと親睦を深め

ることができることを願って本日の挨拶とさせていた

だきます。１年間、どうぞよろしくお願いいたします。

釧路南ロータリークラブ　

　　　　　　　　亀井 麻也会長　澤山 理恵幹事

　皆さま、こんにちは。本年度

釧路南ロータリークラブ第 40

代会長を務めます亀井麻也でご

ざいます。当クラブでは女性会

長としては２代目で、サポート

していただくのは幹事の澤山理

恵会員です。女性初コンビは

ロータリー歴９年迎える私と６年の幹事で、経験も浅

く、クラブメンバーの応援があってこの日を迎えるこ

とができました。副会長には初代女性会長で大先輩の

工藤ゆかり会員が控えておりますので厳しく指導いた

だきながら１年間を全うしたいと思っております。

この度はコロナ禍により訪問が叶わず大変残念でなり

ませんが、状況が許されるようになりましたら澤山幹

事とともにご挨拶にお伺いしたいと思っております。

その節はよろしくお願いいたします。

さて、釧路南ロータリークラブ会長として『be proud

（誇りを持って）』とテーマを掲げました。引き続き、

これまでと同様の活動が困難な状況でありますが、昨

年度は奈良パスト会長テーマ『Challenge』のもと、

Zoomを活用して仕事の都合や緊急事態宣言等で集う

ことできない状況でも例会に参加できる体制を構築し

てきました。休会を最小限にとどめ、いかなる環境で

も多くのメンバーがつながるツールとして今後も持続

し、会員相互の結束をより強くしていこうと思ってお

ります。

本年度は長倉ガバナー補佐の輩出、40周年行事、地

区補助金事業は釧路市動物園に梨の植樹を予定してお

り、盛りだくさんな１年となります。

南クラブは最年少 41歳から最年長 77歳の会員数 28

名でスタートいたします。年代、性別に隔たりなく、

アットホームな雰囲気は先輩会員が培ってきたもの

で、この誇りあるクラブを受け継ぎ、この１年も笑顔

あふれるクラブ運営と持続可能な奉仕活動を目指して

参ります。

結びになりますが、貴クラブの益々のご繁栄と会長・

幹事はじめ会員皆さまのご多幸をお祈りし、表敬訪問

のご挨拶に代えさせていただきます。

本日は誠にありがとうございました。

釧路ベイロータリークラブ　

　　　　　　　貝嶋　政治会長　池田　圭樹幹事

　皆さま、こんにちは。本年度、

釧路ベイロータリークラブ 25

代目の会長を承りました貝嶋政

治です。幹事は池田圭樹君です。

本来ですと直接例会に参加し、

皆さまと懇親を深めたいと思っ

ておりましたけれども、このコ

ロナの流行のせいでそれが叶わずビデオでの出席と

なってしまい非常に残念です。

さて、本年度は漆崎ガバナーの下、10月 10日に地

区大会を予定しております。本来ですと記念ゴルフ大

会など、種々の催し物をやりたいところではございま

すが、コロナの影響のためにそれらの行事を割愛せざ

るを得なく 10月 10日の１日だけの大会、しかも

Zoomとのハイブリット方式で行うことが決まってお

ります。

当初の予定ではコロナのワクチン接種が非常に遅いと

予想されていたのですが、最近急速にワクチンの接種

が早まり、10月に入るころにはかなりの方が接種を

済ませていると思われます。ただ、２回の接種が終わっ

ても絶対大丈夫とは言えませんので、強制はできませ

んができるだけ地区大会へ直接ご参加をよろしくお願

いいたします。ワクチンを済ましていない方は Zoom

での参加をよろしくお願いいたします。

最後に貴クラブの今後のますますのご繁栄を祈念して

表敬訪問の挨拶とさせていただきます。

１年間、どうぞよろしくお願いいたします。

釧路北ローターアクトクラブ　

　　　　　　　松永　憲人会長　加納　萌子幹事

　皆さま、こんにちは。今年度

釧路北ローターアクトクラブ第

51代会長の松永です。１年間、

どうぞよろしくお願いします。

さて、今年度の釧路北ローター

アクトクラブのクラブテーマは

『繋ぐ』です。私たち、釧路北ロー

ターアクトクラブは創立 51年目を迎えます。これま

で先輩方が受け継いできた意志や誇りを次世代に継承

し、これからの 50年、100 年と釧路北ローターアク

トクラブが繫栄し続けるようにと思い、このクラブ

テーマに決めました。

私はこれから更に 50年とクラブを繫栄させるために

は、その時に時代によってクラブ運営を変化させるこ

とが大切だと思っております。今年大きく変化させた

のは例会の回数です。これまで通常例会や移動例会を

含めると計 24回例会を行ってきておりましたが今年

は 18回と計画させていただきました。

ただし、例会回数は減っておりますが地域の方々と交

流できるような例会を多く取り入れました。中でも昨

年大好評でしたハロウィンのカボチャを子どもたちと

一緒に作る『ジャック・オー・ランタン例会』や、子

どもたちに職業体験していただく『キッズタウン例会』

は継続して行っていきます。こういった奉仕活動を計

画し・実行する・そこで反省し・また次に生かす、そ

ういった一連の活動がより会員自身を成長させると私

は思います。

10月には 50周年記念式典。来年５月にはアクトの

地区大会が釧路にて開催されます。行事が多くなる１

年ですが会員はもちろん、ロータリアンの皆さまのご

協力をいただきながら精一杯活動を行っていきたいと

思います。

最後になりますが、毎年私たち釧路北ローターアクト

クラブにご協力いただいております第７分区のロータ

リークラブの皆さま、誠にありがとうございます。

今年度 1年も、どうぞ釧路北ローターアクトクラブ

をよろしくお願いいたします。

長倉巨樹彦ガバナー補佐

　以上をもちまして表敬訪問とさせていただきます。

１年間皆さまご指導よろしくお願い申し上げます。

司会　

長倉ガバナー補佐、ありがとうございました。ここで

杉村会長より謝辞をお願いいたします。

会長謝辞　杉村　荘平会長

　今回のビデオのご挨拶が思いがけず順調に行きまし

て、時間に多少余裕ありましてこういう感じになって

おりますが、謝辞をあまり長くするのもいかがなもの

かと思います。

改めまして長倉ガバナー補佐、上川原補佐幹事、本当

にありがとうございました。

今回、ビデオの表敬訪問となってしまいましたが、８

月１日に中学親善野球大会を再開する予定でおりま

す。この時にはちょっと「大人数で」とは行きません

が、ある程度の皆さんが顔を合わせて分区事業をまた

再開できると思っております。本当に楽しみにしてお

ります。今年度も第７分区、結束してしっかりと前に

進んで行きたいと思います。

改めまして、今日本当にありがとうございました。第

７分区、しっかりと結束しながら今年１年やって行き

たいと思っております。第 7分区の皆さま、各クラ

ブ会長・幹事の皆さま、ご健勝をご祈念いたしまして

本日の謝辞とさせていただきます。

どうも今日はありがとうございました。

ハンマー伝達式
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■ 本日のプログラム ■

ガバナー補佐及び各クラブ会長・幹事表敬訪問

　開会に先立ちまし

て「ハンマー伝達式」

を執り行います。杉

村会長、舟木直前会

長、邵ＳＡＡはご登

壇ください。

ハンマーの伝達は、

舟木直前会長より邵ＳＡＡへ、邵ＳＡＡより杉村会長

へお渡しいただきます。

事務局の青島さん、舟木直前会長へハンマーをお渡し

ください。

ただいま、杉村会長がハンマーをしっかりと受け取り

ました。ありがとうございました。舟木直前会長、邵

ＳＡＡはご降壇ください。

それでは、歴代会長の思いが詰まった歴史と伝統のあ

るハンマーを引き継ぎました杉村会長より一言ご挨拶

をお願いいたします。

ご挨拶　杉村　荘平会長

　はい、舟木直前会長におかれましては体調のよろし

くない中をご出席ありがとうございます。

ただいま、歴代会長の思いのこもったハンマーを引き

渡していただきました。

今年度は、この７月１日木曜日から始まって、来年の

６月 30日木曜日ま

で続くという尾越会

長年度以来のフル操

業年度でございまし

て、48回の例会を

予定しております。

85周年、48回の点

鐘に思いを込めて、滝越エレクトにしっかりと引き継

げるよう頑張っていきたいと思います。どうぞよろし

くお願いいたします。

ご来訪のお客さまのご紹介　杉村　荘平会長

　それでは本日のお客さまをご紹介させていただきま

す。お名前を読み上げますのでその場でご起立の上、

歓迎の拍手をお受けください。

国際ロータリー第 2500 地区第７分区ガバナー補佐・

長倉巨樹彦君。同じくガバナー補佐幹事・上川原昭君。

本日はビデオでのご出演になりますが、今年度の各ク

ラブの会長幹事様をご紹介させていただきます。

釧路北ロータリークラブ会長・平井昌弘君、同じく幹

事・田野竜之介君。白糠ロータリークラブ会長・美馬

俊哉君、同じく幹事・本城慶児郎君。釧路西ロータリー

クラブ会長・山本秀基君、同じく幹事・舟木雅司君。

釧路東ロータリークラブ会長・猿子満彦君、同じく幹

事・川上登君。釧路音別ロータリークラブ会長・水野

昭人君、同じく幹事・川口恭弘君。釧路南ロータリー

クラブ会長・亀井麻也君、同じく幹事・澤山理恵君。

釧路ベイロータリークラブ会長・貝嶋政治君、同じく

幹事・池田圭樹君。釧路北ローターアクトクラブ会長・

松永憲人君、同じく幹事・加納萌子君。以上でござい

ます。

長倉ガバナー補佐におかれましては、後ほどご挨拶を

頂戴いたしますので本日はどうぞよろしくお願いいた

します。

乾杯のご挨拶　清水　幸彦パストガバナー

　どうぞ座ってくだ

さい。新しい年度が

始まりました。漆崎

ガバナーは国際大会

にたくさん出席した

ことで有名な方で

す。それからガバ

ナー補佐の長倉巨樹彦さんは南ロータリークラブ。私

のガバナー年度の 1981-1982 年にできたただひとつ

のクラブです、頑張ってやってください。

いろんな方が今日集まって来ております。このコロナ

はまだ明確でない先のことですが、ダーウィンの言葉

を借りると「生き抜く者は頭の良い者ではない。力の

強い者ではない。よく適応できる者だ」ということ。

どうぞ皆さん、各クラブに合った、コロナに負けない

ような適応で頑張ってください。

ということで、乾杯をしましょう。

それでは、ともに社会を渡れる者のロータリーに、乾

杯。

　　　　　　　　　　　杉村　荘平会長

　お食事の方はその

ままお続けくださ

い。

改めまして、こんに

ちは。釧路ロータ

リークラブ第 85代

会長を務めさせてい

ただきます杉村でございます。どうぞよろしくお願い

いたします。

ここに至るまで山あり谷ありの連続でしたが、皆さん

のご協力をいただきまして何とか無事に第１回のこの

例会にたどり着くことができました。この場をお借り

しまして感謝とお礼を申し上げます。ありがとうござ

います。

いよいよ始まったなという責任の重さをひしひしと感

じているところでございますが、何とか前を向いて１

年間しっかり頑張っていこうと思っております。どう

ぞよろしくお願いいたします。

改めまして長倉ガバナー補佐、上川原ガバナー補佐幹

事におかれましては、まさにこのコロナ禍、そして新

年度初日の大変お忙しい中、釧路ロータリークラブに

来ていただきまして本当にありがとうございます。

これから表敬訪問も始まりまして、お忙しい日々が続

くと思いますが、今日はできる限りごゆっくりお過ご

しいただければと思っております。

例年であれば、ここに第７分区各クラブの会長さん・

幹事さんが勢揃いしてスタートということになります

が、本年はやっぱりコロナの影響の中でビデオでのご

挨拶という形を取らせていただきました。少々、寂し

い感じは否めませんが、どうかご理解いただければと

思います。

今日は時間の関係上、私の挨拶は来週のアッセンブ

リーでゆっくりと喋らせていただきたいなと思ってお

ります。改めまして、本年度はこのコロナから改めて

ロータリーを離陸させて行く。そして、ロータリーの

素晴らしさを再確認して行くという大切な１年になる

だろうと思っております。

改めまして、今年度の活動に対する皆さんのご支援と

ご協力をお願い申し上げまして、本日１回目の会長挨

拶とさせていただきます。

本日はどうぞよろしくお願いいたします。

国際ロータリー第 2500 地区第７分区

　　　　　　　　長倉巨樹彦ガバナー補佐　

　　　　　　　　上川原　昭ガバナー補佐幹事

　皆さん、こんにち

は。今年度、第７分

区ガバナー補佐を務

めます釧路南の長倉

でございます。補佐

幹事はそちらにおり

ます上川原昭君とな

りますので１年間、皆さま、よろしくお願いいたしま

す。

今年度このコロナ禍の中で杉村会長の下、釧路クラブ

さんの第１回例会が無事開催されますことを心よりお

喜び申し上げます。

また、昨年度は、石田パストガバナー補佐におかれま

して、このコロナ禍で思うように事業ができない、い

ろいろな面でご苦労されたかのかと存じます。本当に

１年間、お疲れ様でした。また、ありがとうございま

した。

本日は表敬訪問ということですが、見てのとおり例年

どおりになりません。コロナ禍でありましたので、私

と補佐幹事が伺わせていただきまして、各クラブの会

長の表敬のご挨拶は動画にて皆さまにご覧をいただく

ことといたします。事情を考慮し、ご理解いただきま

すようお願いを申し上げます。

さて、ＲＩ会長・シェカール・メータ氏の方針は

「Serve to Change Lives （奉仕しよう みんなの人生を

豊かにするために）」その中で「Each One, Bring One

（ひとりひとりが誰か一人を連れてきて会員増強しま

しょう）」ということです。現在の世界中のロータリ

アン 120 万人を 130 万人に増やすということです。

パーセンテージでいうと８％となりますので、釧路ク

ラブさんの会員数に８％を掛けた人数分を会員増強し

ていただけなければいけないことになりますので、ご

協力のほどよろしくお願いいたします。

漆崎ガバナーの地区のスローガンは「ロータリーの素

晴らしさを広めよう」。方針は「親睦と持続可能な奉

仕活動の推進」。具体的な目標につきましては９つ挙

げられておりますので、本日は割愛させていただきま

すが、活動計画書でご覧いただきたいと存じます。

ガバナー、ＲＩ会長、ＲＩ理事から昨今言われておりま

す「戦略計画」それから「ＤＥＩ」と、いろんな方針

が掲げられております。時間がございませんので割愛

させていただきますけども、杉村会長・市橋幹事の下

に随時進めていただきたいと存じます。

最後に貴クラブのますますの発展と皆さまのご健勝を

ご祈念申し上げまして表敬のご挨拶とさせていただき

ます。

１年間、どうぞよろしくお願いいたします。

釧路北ロータリークラブ　

　　　　　　　平井　昌弘会長　田野竜之介幹事

　こんにちは。今年度、釧路北

ロータリークラブの会長を仰せ

つかりました平井昌弘です。隣

に映っていますのが幹事の田野

竜之介君です。どうぞ１年間、

何卒よろしくお願いいたしま

す。

私ども釧路北ロータリークラブは釧路クラブ様のスポ

ンサーのもと、昭和 33年に創立させていただき今年

で 64年目を迎えることとなりました。その昔、一時

100 名を超える会員数を誇っておりましたが経済状

況の変化、そしてコロナ禍の影響で減少を余儀なくさ

れ、本年度は 70名のスタートでございます。

今年度会長方針としまして「BE A GIVER ～求めるの

ではなく、与える人になろう～」とさせていただきま

した。ロータリアンにとって大切なのは、与えるもの、

奉仕するものであり、与える時も謙虚さが大事であり

ます。クラブは個人の才能の集合体であり、そのクラ

ブがさらなる成長を遂げた時、社会に対して素晴らし

いものを与えるきっかけになるのではないかと思って

います。与えることで、会員皆さまが幸せを感じ取れ

るようなクラブ運営をしたいと考えています。

当クラブは入会暦の浅い会員、若い会員が多い中では

ありますが、変えて良いものと、そうではないものを

諸先輩からしっかりと学び、常に真実と向き合う必要

があると思います。友情と親睦という言葉があるよう

に、生涯そのお付き合いができるのがこのクラブだと

思います。時にはお互いを戒め合う場面もあるかもし

れません。しかし、今一度なぜクラブに入会したのか、

何のために活動しているのかを理解すれば、おのずと

答えは出てくるはずです。ですから、求めるのではな

く与える人になることで、心身ともに成長していくも

のと信じています。

そして、昨年度よりわがクラブではクラブ内クラブと

いう位置付けで『ノースサテライトクラブ』を 28名

の会員でスタートし、月１回、Zoomでの例会を開催。

更なる奉仕の活動の域を広めて活動していくところで

ございます。

また、釧路北ローターアクトクラブは今年 50周年の

節目を迎えることとなり、分区の皆さまには改めてご

支援ご協力を賜りたく存じあげます。

最後になりますが、長倉ガバナー補佐はじめ第７分区

の会長・幹事様、会員皆さまのご健勝をご祈念申し上

げ表敬のご挨拶とさせていただきます。

ありがとうございました。

白糠ロータリークラブ　

　　　　　　美馬　俊哉会長　本城慶児郎幹事

　白糠ロータリークラブ第 61

代会長を務めます美馬です。そ

して私を支えてくださいます幹

事の本城君です。よろしくお願

いいたします。

本来ならばそれぞれのクラブに

表敬訪問をしたいと思っていま

したが、コロナ禍で難しいこともあり、ビデオメッセー

ジでご挨拶させていただきます。

当クラブは本年度、コロナ禍でも毎週例会を開催しよ

うと思っています。会員 11名ということもあり、ま

たコロナワクチン接種済者が４名、このままにいけば

８月中に全員接種できると思っております。早く通常

のロータリー活動ができればと思っています。

多分、皆さま方とお会いできるのは地区大会だと思っ

ております。それを楽しみにロータリー活動ができれ

ばいいと思っております。

本年度、白糠ロータリークラブは少数精鋭で頑張って

行こうと思っていますが、他のクラブにもいろいろと

お願いすることがあるかもしれません。その時はロー

タリーの寛容の精神でよろしくお願いをしまして、表

敬訪問のご挨拶とさせていただきます。

１年間、よろしくお願いいたします。

釧路西ロータリークラブ　

　　　　　　　山本　秀基会長　舟木　雅司幹事

　皆さん、こんにちは。今年

度西ロータリークラブ会長の

山本です。１年間どうぞよろ

しくお願いいたします。実は、

釧路西ロータリークラブで初

めて２回目の会長を務めさせ

ていただきます。

この大変なコロナ禍の時代に私は改めて原点回帰、先

輩ロータリアンに教えていただきましたロータリーは

親睦と奉仕の元にテーマを掲げて例会運営に取り組ん

でまいりたいと考えております。

例会を楽しく、出席率の向上、そして会員増強・退会

防止にと、さらなる努力を考えております。ロータリー

の奉仕活動を楽しみ、活動できて嬉しいと感じるよう

なクラブ運営を目指して取り組んでまいります。

１年間、どうぞよろしくお願いいたします。

釧路東ロータリークラブ　

　　　　　　　　猿子　満彦会長　川上　登幹事

　皆さん、こんにちは。今年度

釧路東ロータリークラブの会長

を務めさせていただきます猿子

でございます。１年間、よろし

くお願いいたします。

当東クラブは 1971 年９月４日

に釧路ロータリークラブ様がス

ポンサーとなり、釧路市内で４番目のロータリークラ

ブとして 24名の会員にて設立しております。以来、

50年が経過し、今年度は節目の１年になります。こ

れまでの間、各クラブの皆さま方には当東クラブの運

営にあたり、ご理解とご協力を賜り誠にありがたく厚

くお礼を申し上げる次第でございます。

新年度、当東クラブは 33名の会員での出発となって

おります。

ＲＩ会長シェカール・メータ氏の「奉仕しよう みん

なの人生を豊かにするために」の会長テーマの下、漆

崎ガバナーは地区スローガンを「ロータリーの素晴ら

しさを広めましょう」と地区活動方針を　地区の明る

い未来のために、地域の人々と親睦と持続可能な奉仕

活動の推進として地区活動目標を掲げております。

当クラブも以上のことを踏まえまして、５つの活動目

標を定めております。内容につきましては割愛させて

いただきますが、詳細は当クラブの活動計画書をご参

照願えればと思います。

最後になりますが、各クラブの益々のご発展と会員皆

さま方の一層のご健勝ご活躍をご祈念申し上げまして

簡単ではございますが、ビデオメッセージの挨拶に代

えさせていただきます。

１年間、よろしくお願い申し上げます。ご清聴ありが

とうございました。

釧路音別ロータリークラブ　

　　　　　　水野　昭人会長　川口　恭弘幹事

　皆さま、こんにちは。私は音

別ロータリークラブ第 43代会

長に指名されました水野昭人と

申します。今年１年、一緒に頑

張っていただきます幹事は、３

年目のベテラン川口幹事です。

１年間どうぞよろしくお願いい

たします。

私は以前、2014-2015 年度から３期に亘って幹事を

勉強してまいりました。その時には皆さま方のクラブ

ひとつひとつ回って、たくさんの勉強、そして歓迎を

いただきました。誠にありがとうございます。今回、

その時の思い出を交えてお話できたら良かったのです

が、このような状況下でできなくなりましたことを残

念に思います。

さて、音別ロータリークラブは今年度 15名の出発と

なります。人口減、しかもこのコロナ禍の中で何をやっ

て行くかですが、特に５年、10年の節目でないこと

もありまして、特に大きなことは考えておりません。

ただ、奉仕活動として４～５年前に無くなったひとつ

の奉仕活動がありまして、それに代わる新しいことを

考えていこう、そう思っております。また、会員増強

もその中のひとつでもあります。

早くこのような状況を乗り越えて皆さんと親睦を深め

ることができることを願って本日の挨拶とさせていた

だきます。１年間、どうぞよろしくお願いいたします。

釧路南ロータリークラブ　

　　　　　　　　亀井 麻也会長　澤山 理恵幹事

　皆さま、こんにちは。本年度

釧路南ロータリークラブ第 40

代会長を務めます亀井麻也でご

ざいます。当クラブでは女性会

長としては２代目で、サポート

していただくのは幹事の澤山理

恵会員です。女性初コンビは

ロータリー歴９年迎える私と６年の幹事で、経験も浅

く、クラブメンバーの応援があってこの日を迎えるこ

とができました。副会長には初代女性会長で大先輩の

工藤ゆかり会員が控えておりますので厳しく指導いた

だきながら１年間を全うしたいと思っております。

この度はコロナ禍により訪問が叶わず大変残念でなり

ませんが、状況が許されるようになりましたら澤山幹

事とともにご挨拶にお伺いしたいと思っております。

その節はよろしくお願いいたします。

さて、釧路南ロータリークラブ会長として『be proud

（誇りを持って）』とテーマを掲げました。引き続き、

これまでと同様の活動が困難な状況でありますが、昨

年度は奈良パスト会長テーマ『Challenge』のもと、

Zoomを活用して仕事の都合や緊急事態宣言等で集う

ことできない状況でも例会に参加できる体制を構築し

てきました。休会を最小限にとどめ、いかなる環境で

も多くのメンバーがつながるツールとして今後も持続

し、会員相互の結束をより強くしていこうと思ってお

ります。

本年度は長倉ガバナー補佐の輩出、40周年行事、地

区補助金事業は釧路市動物園に梨の植樹を予定してお

り、盛りだくさんな１年となります。

南クラブは最年少 41歳から最年長 77歳の会員数 28

名でスタートいたします。年代、性別に隔たりなく、

アットホームな雰囲気は先輩会員が培ってきたもの

で、この誇りあるクラブを受け継ぎ、この１年も笑顔

あふれるクラブ運営と持続可能な奉仕活動を目指して

参ります。

結びになりますが、貴クラブの益々のご繁栄と会長・

幹事はじめ会員皆さまのご多幸をお祈りし、表敬訪問

のご挨拶に代えさせていただきます。

本日は誠にありがとうございました。

釧路ベイロータリークラブ　

　　　　　　　貝嶋　政治会長　池田　圭樹幹事

　皆さま、こんにちは。本年度、
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代目の会長を承りました貝嶋政

治です。幹事は池田圭樹君です。

本来ですと直接例会に参加し、

皆さまと懇親を深めたいと思っ

ておりましたけれども、このコ

ロナの流行のせいでそれが叶わずビデオでの出席と

なってしまい非常に残念です。

さて、本年度は漆崎ガバナーの下、10月 10日に地

区大会を予定しております。本来ですと記念ゴルフ大

会など、種々の催し物をやりたいところではございま

すが、コロナの影響のためにそれらの行事を割愛せざ

るを得なく 10月 10日の１日だけの大会、しかも

Zoomとのハイブリット方式で行うことが決まってお

ります。

当初の予定ではコロナのワクチン接種が非常に遅いと

予想されていたのですが、最近急速にワクチンの接種

が早まり、10月に入るころにはかなりの方が接種を

済ませていると思われます。ただ、２回の接種が終わっ

ても絶対大丈夫とは言えませんので、強制はできませ

んができるだけ地区大会へ直接ご参加をよろしくお願

いいたします。ワクチンを済ましていない方は Zoom

での参加をよろしくお願いいたします。

最後に貴クラブの今後のますますのご繁栄を祈念して

表敬訪問の挨拶とさせていただきます。

１年間、どうぞよろしくお願いいたします。

釧路北ローターアクトクラブ　

　　　　　　　松永　憲人会長　加納　萌子幹事

　皆さま、こんにちは。今年度

釧路北ローターアクトクラブ第

51代会長の松永です。１年間、

どうぞよろしくお願いします。

さて、今年度の釧路北ローター

アクトクラブのクラブテーマは

『繋ぐ』です。私たち、釧路北ロー

ターアクトクラブは創立 51年目を迎えます。これま

で先輩方が受け継いできた意志や誇りを次世代に継承

し、これからの 50年、100 年と釧路北ローターアク

トクラブが繫栄し続けるようにと思い、このクラブ

テーマに決めました。

私はこれから更に 50年とクラブを繫栄させるために

は、その時に時代によってクラブ運営を変化させるこ

とが大切だと思っております。今年大きく変化させた

のは例会の回数です。これまで通常例会や移動例会を

含めると計 24回例会を行ってきておりましたが今年

は 18回と計画させていただきました。

ただし、例会回数は減っておりますが地域の方々と交

流できるような例会を多く取り入れました。中でも昨

年大好評でしたハロウィンのカボチャを子どもたちと

一緒に作る『ジャック・オー・ランタン例会』や、子

どもたちに職業体験していただく『キッズタウン例会』

は継続して行っていきます。こういった奉仕活動を計

画し・実行する・そこで反省し・また次に生かす、そ

ういった一連の活動がより会員自身を成長させると私

は思います。

10月には 50周年記念式典。来年５月にはアクトの

地区大会が釧路にて開催されます。行事が多くなる１

年ですが会員はもちろん、ロータリアンの皆さまのご

協力をいただきながら精一杯活動を行っていきたいと

思います。

最後になりますが、毎年私たち釧路北ローターアクト

クラブにご協力いただいております第７分区のロータ

リークラブの皆さま、誠にありがとうございます。

今年度 1年も、どうぞ釧路北ローターアクトクラブ

をよろしくお願いいたします。

長倉巨樹彦ガバナー補佐

　以上をもちまして表敬訪問とさせていただきます。

１年間皆さまご指導よろしくお願い申し上げます。

司会　

長倉ガバナー補佐、ありがとうございました。ここで

杉村会長より謝辞をお願いいたします。

会長謝辞　杉村　荘平会長

　今回のビデオのご挨拶が思いがけず順調に行きまし

て、時間に多少余裕ありましてこういう感じになって

おりますが、謝辞をあまり長くするのもいかがなもの

かと思います。

改めまして長倉ガバナー補佐、上川原補佐幹事、本当

にありがとうございました。

今回、ビデオの表敬訪問となってしまいましたが、８

月１日に中学親善野球大会を再開する予定でおりま

す。この時にはちょっと「大人数で」とは行きません

が、ある程度の皆さんが顔を合わせて分区事業をまた

再開できると思っております。本当に楽しみにしてお

ります。今年度も第７分区、結束してしっかりと前に

進んで行きたいと思います。

改めまして、今日本当にありがとうございました。第

７分区、しっかりと結束しながら今年１年やって行き

たいと思っております。第 7分区の皆さま、各クラ

ブ会長・幹事の皆さま、ご健勝をご祈念いたしまして

本日の謝辞とさせていただきます。

どうも今日はありがとうございました。

会長の時間
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　開会に先立ちまし

て「ハンマー伝達式」

を執り行います。杉

村会長、舟木直前会

長、邵ＳＡＡはご登

壇ください。

ハンマーの伝達は、

舟木直前会長より邵ＳＡＡへ、邵ＳＡＡより杉村会長

へお渡しいただきます。

事務局の青島さん、舟木直前会長へハンマーをお渡し

ください。

ただいま、杉村会長がハンマーをしっかりと受け取り

ました。ありがとうございました。舟木直前会長、邵

ＳＡＡはご降壇ください。

それでは、歴代会長の思いが詰まった歴史と伝統のあ

るハンマーを引き継ぎました杉村会長より一言ご挨拶

をお願いいたします。

ご挨拶　杉村　荘平会長

　はい、舟木直前会長におかれましては体調のよろし

くない中をご出席ありがとうございます。

ただいま、歴代会長の思いのこもったハンマーを引き

渡していただきました。

今年度は、この７月１日木曜日から始まって、来年の

６月 30日木曜日ま

で続くという尾越会

長年度以来のフル操

業年度でございまし

て、48回の例会を

予定しております。

85周年、48回の点

鐘に思いを込めて、滝越エレクトにしっかりと引き継

げるよう頑張っていきたいと思います。どうぞよろし

くお願いいたします。

ご来訪のお客さまのご紹介　杉村　荘平会長

　それでは本日のお客さまをご紹介させていただきま

す。お名前を読み上げますのでその場でご起立の上、

歓迎の拍手をお受けください。

国際ロータリー第 2500 地区第７分区ガバナー補佐・

長倉巨樹彦君。同じくガバナー補佐幹事・上川原昭君。

本日はビデオでのご出演になりますが、今年度の各ク

ラブの会長幹事様をご紹介させていただきます。

釧路北ロータリークラブ会長・平井昌弘君、同じく幹

事・田野竜之介君。白糠ロータリークラブ会長・美馬

俊哉君、同じく幹事・本城慶児郎君。釧路西ロータリー

クラブ会長・山本秀基君、同じく幹事・舟木雅司君。

釧路東ロータリークラブ会長・猿子満彦君、同じく幹

事・川上登君。釧路音別ロータリークラブ会長・水野

昭人君、同じく幹事・川口恭弘君。釧路南ロータリー

クラブ会長・亀井麻也君、同じく幹事・澤山理恵君。

釧路ベイロータリークラブ会長・貝嶋政治君、同じく

幹事・池田圭樹君。釧路北ローターアクトクラブ会長・

松永憲人君、同じく幹事・加納萌子君。以上でござい

ます。

長倉ガバナー補佐におかれましては、後ほどご挨拶を

頂戴いたしますので本日はどうぞよろしくお願いいた

します。

乾杯のご挨拶　清水　幸彦パストガバナー

　どうぞ座ってくだ

さい。新しい年度が

始まりました。漆崎

ガバナーは国際大会

にたくさん出席した

ことで有名な方で

す。それからガバ

ナー補佐の長倉巨樹彦さんは南ロータリークラブ。私

のガバナー年度の 1981-1982 年にできたただひとつ

のクラブです、頑張ってやってください。

いろんな方が今日集まって来ております。このコロナ

はまだ明確でない先のことですが、ダーウィンの言葉

を借りると「生き抜く者は頭の良い者ではない。力の

強い者ではない。よく適応できる者だ」ということ。

どうぞ皆さん、各クラブに合った、コロナに負けない

ような適応で頑張ってください。

ということで、乾杯をしましょう。

それでは、ともに社会を渡れる者のロータリーに、乾

杯。

　　　　　　　　　　　杉村　荘平会長

　お食事の方はその

ままお続けくださ

い。

改めまして、こんに

ちは。釧路ロータ

リークラブ第 85代

会長を務めさせてい

ただきます杉村でございます。どうぞよろしくお願い

いたします。

ここに至るまで山あり谷ありの連続でしたが、皆さん

のご協力をいただきまして何とか無事に第１回のこの

例会にたどり着くことができました。この場をお借り

しまして感謝とお礼を申し上げます。ありがとうござ

います。

いよいよ始まったなという責任の重さをひしひしと感

じているところでございますが、何とか前を向いて１

年間しっかり頑張っていこうと思っております。どう

ぞよろしくお願いいたします。

改めまして長倉ガバナー補佐、上川原ガバナー補佐幹

事におかれましては、まさにこのコロナ禍、そして新

年度初日の大変お忙しい中、釧路ロータリークラブに

来ていただきまして本当にありがとうございます。

これから表敬訪問も始まりまして、お忙しい日々が続

くと思いますが、今日はできる限りごゆっくりお過ご

しいただければと思っております。

例年であれば、ここに第７分区各クラブの会長さん・

幹事さんが勢揃いしてスタートということになります

が、本年はやっぱりコロナの影響の中でビデオでのご

挨拶という形を取らせていただきました。少々、寂し

い感じは否めませんが、どうかご理解いただければと

思います。

今日は時間の関係上、私の挨拶は来週のアッセンブ

リーでゆっくりと喋らせていただきたいなと思ってお

ります。改めまして、本年度はこのコロナから改めて

ロータリーを離陸させて行く。そして、ロータリーの

素晴らしさを再確認して行くという大切な１年になる

だろうと思っております。

改めまして、今年度の活動に対する皆さんのご支援と

ご協力をお願い申し上げまして、本日１回目の会長挨

拶とさせていただきます。

本日はどうぞよろしくお願いいたします。

国際ロータリー第 2500 地区第７分区

　　　　　　　　長倉巨樹彦ガバナー補佐　

　　　　　　　　上川原　昭ガバナー補佐幹事

　皆さん、こんにち

は。今年度、第７分

区ガバナー補佐を務

めます釧路南の長倉

でございます。補佐

幹事はそちらにおり

ます上川原昭君とな

りますので１年間、皆さま、よろしくお願いいたしま

す。

今年度このコロナ禍の中で杉村会長の下、釧路クラブ

さんの第１回例会が無事開催されますことを心よりお

喜び申し上げます。

また、昨年度は、石田パストガバナー補佐におかれま

して、このコロナ禍で思うように事業ができない、い

ろいろな面でご苦労されたかのかと存じます。本当に

１年間、お疲れ様でした。また、ありがとうございま

した。

本日は表敬訪問ということですが、見てのとおり例年

どおりになりません。コロナ禍でありましたので、私

と補佐幹事が伺わせていただきまして、各クラブの会

長の表敬のご挨拶は動画にて皆さまにご覧をいただく

ことといたします。事情を考慮し、ご理解いただきま

すようお願いを申し上げます。

さて、ＲＩ会長・シェカール・メータ氏の方針は

「Serve to Change Lives （奉仕しよう みんなの人生を

豊かにするために）」その中で「Each One, Bring One

（ひとりひとりが誰か一人を連れてきて会員増強しま

しょう）」ということです。現在の世界中のロータリ

アン 120 万人を 130 万人に増やすということです。

パーセンテージでいうと８％となりますので、釧路ク

ラブさんの会員数に８％を掛けた人数分を会員増強し

ていただけなければいけないことになりますので、ご

協力のほどよろしくお願いいたします。

漆崎ガバナーの地区のスローガンは「ロータリーの素

晴らしさを広めよう」。方針は「親睦と持続可能な奉

仕活動の推進」。具体的な目標につきましては９つ挙

げられておりますので、本日は割愛させていただきま

すが、活動計画書でご覧いただきたいと存じます。

ガバナー、ＲＩ会長、ＲＩ理事から昨今言われておりま

す「戦略計画」それから「ＤＥＩ」と、いろんな方針

が掲げられております。時間がございませんので割愛

させていただきますけども、杉村会長・市橋幹事の下

に随時進めていただきたいと存じます。

最後に貴クラブのますますの発展と皆さまのご健勝を

ご祈念申し上げまして表敬のご挨拶とさせていただき

ます。

１年間、どうぞよろしくお願いいたします。

釧路北ロータリークラブ　

　　　　　　　平井　昌弘会長　田野竜之介幹事

　こんにちは。今年度、釧路北

ロータリークラブの会長を仰せ

つかりました平井昌弘です。隣

に映っていますのが幹事の田野

竜之介君です。どうぞ１年間、

何卒よろしくお願いいたしま

す。

私ども釧路北ロータリークラブは釧路クラブ様のスポ

ンサーのもと、昭和 33年に創立させていただき今年

で 64年目を迎えることとなりました。その昔、一時

100 名を超える会員数を誇っておりましたが経済状

況の変化、そしてコロナ禍の影響で減少を余儀なくさ

れ、本年度は 70名のスタートでございます。

今年度会長方針としまして「BE A GIVER ～求めるの

ではなく、与える人になろう～」とさせていただきま

した。ロータリアンにとって大切なのは、与えるもの、

奉仕するものであり、与える時も謙虚さが大事であり

ます。クラブは個人の才能の集合体であり、そのクラ

ブがさらなる成長を遂げた時、社会に対して素晴らし

いものを与えるきっかけになるのではないかと思って

います。与えることで、会員皆さまが幸せを感じ取れ

るようなクラブ運営をしたいと考えています。

当クラブは入会暦の浅い会員、若い会員が多い中では

ありますが、変えて良いものと、そうではないものを

諸先輩からしっかりと学び、常に真実と向き合う必要

があると思います。友情と親睦という言葉があるよう

に、生涯そのお付き合いができるのがこのクラブだと

思います。時にはお互いを戒め合う場面もあるかもし

れません。しかし、今一度なぜクラブに入会したのか、

何のために活動しているのかを理解すれば、おのずと

答えは出てくるはずです。ですから、求めるのではな

く与える人になることで、心身ともに成長していくも

のと信じています。

そして、昨年度よりわがクラブではクラブ内クラブと

いう位置付けで『ノースサテライトクラブ』を 28名

の会員でスタートし、月１回、Zoomでの例会を開催。

更なる奉仕の活動の域を広めて活動していくところで

ございます。

また、釧路北ローターアクトクラブは今年 50周年の

節目を迎えることとなり、分区の皆さまには改めてご

支援ご協力を賜りたく存じあげます。

最後になりますが、長倉ガバナー補佐はじめ第７分区

の会長・幹事様、会員皆さまのご健勝をご祈念申し上

げ表敬のご挨拶とさせていただきます。

ありがとうございました。

白糠ロータリークラブ　

　　　　　　美馬　俊哉会長　本城慶児郎幹事

　白糠ロータリークラブ第 61

代会長を務めます美馬です。そ

して私を支えてくださいます幹

事の本城君です。よろしくお願

いいたします。

本来ならばそれぞれのクラブに

表敬訪問をしたいと思っていま

したが、コロナ禍で難しいこともあり、ビデオメッセー

ジでご挨拶させていただきます。

当クラブは本年度、コロナ禍でも毎週例会を開催しよ

うと思っています。会員 11名ということもあり、ま

たコロナワクチン接種済者が４名、このままにいけば

８月中に全員接種できると思っております。早く通常

のロータリー活動ができればと思っています。

多分、皆さま方とお会いできるのは地区大会だと思っ

ております。それを楽しみにロータリー活動ができれ

ばいいと思っております。

本年度、白糠ロータリークラブは少数精鋭で頑張って

行こうと思っていますが、他のクラブにもいろいろと

お願いすることがあるかもしれません。その時はロー

タリーの寛容の精神でよろしくお願いをしまして、表

敬訪問のご挨拶とさせていただきます。

１年間、よろしくお願いいたします。

釧路西ロータリークラブ　

　　　　　　　山本　秀基会長　舟木　雅司幹事

　皆さん、こんにちは。今年

度西ロータリークラブ会長の

山本です。１年間どうぞよろ

しくお願いいたします。実は、

釧路西ロータリークラブで初

めて２回目の会長を務めさせ

ていただきます。

この大変なコロナ禍の時代に私は改めて原点回帰、先

輩ロータリアンに教えていただきましたロータリーは

親睦と奉仕の元にテーマを掲げて例会運営に取り組ん

でまいりたいと考えております。

例会を楽しく、出席率の向上、そして会員増強・退会

防止にと、さらなる努力を考えております。ロータリー

の奉仕活動を楽しみ、活動できて嬉しいと感じるよう

なクラブ運営を目指して取り組んでまいります。

１年間、どうぞよろしくお願いいたします。

釧路東ロータリークラブ　

　　　　　　　　猿子　満彦会長　川上　登幹事

　皆さん、こんにちは。今年度

釧路東ロータリークラブの会長

を務めさせていただきます猿子

でございます。１年間、よろし

くお願いいたします。

当東クラブは 1971 年９月４日

に釧路ロータリークラブ様がス

ポンサーとなり、釧路市内で４番目のロータリークラ

ブとして 24名の会員にて設立しております。以来、

50年が経過し、今年度は節目の１年になります。こ

れまでの間、各クラブの皆さま方には当東クラブの運

営にあたり、ご理解とご協力を賜り誠にありがたく厚

くお礼を申し上げる次第でございます。

新年度、当東クラブは 33名の会員での出発となって

おります。

ＲＩ会長シェカール・メータ氏の「奉仕しよう みん

なの人生を豊かにするために」の会長テーマの下、漆

崎ガバナーは地区スローガンを「ロータリーの素晴ら

しさを広めましょう」と地区活動方針を　地区の明る

い未来のために、地域の人々と親睦と持続可能な奉仕

活動の推進として地区活動目標を掲げております。

当クラブも以上のことを踏まえまして、５つの活動目

標を定めております。内容につきましては割愛させて

いただきますが、詳細は当クラブの活動計画書をご参

照願えればと思います。

最後になりますが、各クラブの益々のご発展と会員皆

さま方の一層のご健勝ご活躍をご祈念申し上げまして

簡単ではございますが、ビデオメッセージの挨拶に代

えさせていただきます。

１年間、よろしくお願い申し上げます。ご清聴ありが

とうございました。

釧路音別ロータリークラブ　

　　　　　　水野　昭人会長　川口　恭弘幹事

　皆さま、こんにちは。私は音

別ロータリークラブ第 43代会

長に指名されました水野昭人と

申します。今年１年、一緒に頑

張っていただきます幹事は、３

年目のベテラン川口幹事です。

１年間どうぞよろしくお願いい

たします。

私は以前、2014-2015 年度から３期に亘って幹事を

勉強してまいりました。その時には皆さま方のクラブ

ひとつひとつ回って、たくさんの勉強、そして歓迎を

いただきました。誠にありがとうございます。今回、

その時の思い出を交えてお話できたら良かったのです

が、このような状況下でできなくなりましたことを残

念に思います。

さて、音別ロータリークラブは今年度 15名の出発と

なります。人口減、しかもこのコロナ禍の中で何をやっ

て行くかですが、特に５年、10年の節目でないこと

もありまして、特に大きなことは考えておりません。

ただ、奉仕活動として４～５年前に無くなったひとつ

の奉仕活動がありまして、それに代わる新しいことを

考えていこう、そう思っております。また、会員増強

もその中のひとつでもあります。

早くこのような状況を乗り越えて皆さんと親睦を深め

ることができることを願って本日の挨拶とさせていた

だきます。１年間、どうぞよろしくお願いいたします。

釧路南ロータリークラブ　

　　　　　　　　亀井 麻也会長　澤山 理恵幹事

　皆さま、こんにちは。本年度

釧路南ロータリークラブ第 40

代会長を務めます亀井麻也でご

ざいます。当クラブでは女性会

長としては２代目で、サポート

していただくのは幹事の澤山理

恵会員です。女性初コンビは

ロータリー歴９年迎える私と６年の幹事で、経験も浅

く、クラブメンバーの応援があってこの日を迎えるこ

とができました。副会長には初代女性会長で大先輩の

工藤ゆかり会員が控えておりますので厳しく指導いた

だきながら１年間を全うしたいと思っております。

この度はコロナ禍により訪問が叶わず大変残念でなり

ませんが、状況が許されるようになりましたら澤山幹

事とともにご挨拶にお伺いしたいと思っております。

その節はよろしくお願いいたします。

さて、釧路南ロータリークラブ会長として『be proud

（誇りを持って）』とテーマを掲げました。引き続き、

これまでと同様の活動が困難な状況でありますが、昨

年度は奈良パスト会長テーマ『Challenge』のもと、

Zoomを活用して仕事の都合や緊急事態宣言等で集う

ことできない状況でも例会に参加できる体制を構築し

てきました。休会を最小限にとどめ、いかなる環境で

も多くのメンバーがつながるツールとして今後も持続

し、会員相互の結束をより強くしていこうと思ってお

ります。

本年度は長倉ガバナー補佐の輩出、40周年行事、地

区補助金事業は釧路市動物園に梨の植樹を予定してお

り、盛りだくさんな１年となります。

南クラブは最年少 41歳から最年長 77歳の会員数 28

名でスタートいたします。年代、性別に隔たりなく、

アットホームな雰囲気は先輩会員が培ってきたもの

で、この誇りあるクラブを受け継ぎ、この１年も笑顔

あふれるクラブ運営と持続可能な奉仕活動を目指して

参ります。

結びになりますが、貴クラブの益々のご繁栄と会長・

幹事はじめ会員皆さまのご多幸をお祈りし、表敬訪問

のご挨拶に代えさせていただきます。

本日は誠にありがとうございました。

釧路ベイロータリークラブ　

　　　　　　　貝嶋　政治会長　池田　圭樹幹事

　皆さま、こんにちは。本年度、
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代目の会長を承りました貝嶋政

治です。幹事は池田圭樹君です。

本来ですと直接例会に参加し、

皆さまと懇親を深めたいと思っ

ておりましたけれども、このコ

ロナの流行のせいでそれが叶わずビデオでの出席と

なってしまい非常に残念です。

さて、本年度は漆崎ガバナーの下、10月 10日に地

区大会を予定しております。本来ですと記念ゴルフ大

会など、種々の催し物をやりたいところではございま

すが、コロナの影響のためにそれらの行事を割愛せざ

るを得なく 10月 10日の１日だけの大会、しかも

Zoomとのハイブリット方式で行うことが決まってお

ります。

当初の予定ではコロナのワクチン接種が非常に遅いと

予想されていたのですが、最近急速にワクチンの接種

が早まり、10月に入るころにはかなりの方が接種を

済ませていると思われます。ただ、２回の接種が終わっ

ても絶対大丈夫とは言えませんので、強制はできませ

んができるだけ地区大会へ直接ご参加をよろしくお願

いいたします。ワクチンを済ましていない方は Zoom

での参加をよろしくお願いいたします。

最後に貴クラブの今後のますますのご繁栄を祈念して

表敬訪問の挨拶とさせていただきます。

１年間、どうぞよろしくお願いいたします。

釧路北ローターアクトクラブ　

　　　　　　　松永　憲人会長　加納　萌子幹事

　皆さま、こんにちは。今年度

釧路北ローターアクトクラブ第

51代会長の松永です。１年間、

どうぞよろしくお願いします。

さて、今年度の釧路北ローター

アクトクラブのクラブテーマは

『繋ぐ』です。私たち、釧路北ロー

ターアクトクラブは創立 51年目を迎えます。これま

で先輩方が受け継いできた意志や誇りを次世代に継承

し、これからの 50年、100 年と釧路北ローターアク

トクラブが繫栄し続けるようにと思い、このクラブ

テーマに決めました。

私はこれから更に 50年とクラブを繫栄させるために

は、その時に時代によってクラブ運営を変化させるこ

とが大切だと思っております。今年大きく変化させた

のは例会の回数です。これまで通常例会や移動例会を

含めると計 24回例会を行ってきておりましたが今年

は 18回と計画させていただきました。

ただし、例会回数は減っておりますが地域の方々と交

流できるような例会を多く取り入れました。中でも昨

年大好評でしたハロウィンのカボチャを子どもたちと

一緒に作る『ジャック・オー・ランタン例会』や、子

どもたちに職業体験していただく『キッズタウン例会』

は継続して行っていきます。こういった奉仕活動を計

画し・実行する・そこで反省し・また次に生かす、そ

ういった一連の活動がより会員自身を成長させると私

は思います。

10月には 50周年記念式典。来年５月にはアクトの

地区大会が釧路にて開催されます。行事が多くなる１

年ですが会員はもちろん、ロータリアンの皆さまのご

協力をいただきながら精一杯活動を行っていきたいと

思います。

最後になりますが、毎年私たち釧路北ローターアクト

クラブにご協力いただいております第７分区のロータ

リークラブの皆さま、誠にありがとうございます。

今年度 1年も、どうぞ釧路北ローターアクトクラブ

をよろしくお願いいたします。

長倉巨樹彦ガバナー補佐

　以上をもちまして表敬訪問とさせていただきます。

１年間皆さまご指導よろしくお願い申し上げます。

司会　

長倉ガバナー補佐、ありがとうございました。ここで

杉村会長より謝辞をお願いいたします。

会長謝辞　杉村　荘平会長

　今回のビデオのご挨拶が思いがけず順調に行きまし

て、時間に多少余裕ありましてこういう感じになって

おりますが、謝辞をあまり長くするのもいかがなもの

かと思います。

改めまして長倉ガバナー補佐、上川原補佐幹事、本当

にありがとうございました。

今回、ビデオの表敬訪問となってしまいましたが、８

月１日に中学親善野球大会を再開する予定でおりま

す。この時にはちょっと「大人数で」とは行きません

が、ある程度の皆さんが顔を合わせて分区事業をまた

再開できると思っております。本当に楽しみにしてお

ります。今年度も第７分区、結束してしっかりと前に

進んで行きたいと思います。

改めまして、今日本当にありがとうございました。第

７分区、しっかりと結束しながら今年１年やって行き

たいと思っております。第 7分区の皆さま、各クラ

ブ会長・幹事の皆さま、ご健勝をご祈念いたしまして

本日の謝辞とさせていただきます。

どうも今日はありがとうございました。
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　開会に先立ちまし

て「ハンマー伝達式」

を執り行います。杉

村会長、舟木直前会

長、邵ＳＡＡはご登

壇ください。

ハンマーの伝達は、

舟木直前会長より邵ＳＡＡへ、邵ＳＡＡより杉村会長

へお渡しいただきます。

事務局の青島さん、舟木直前会長へハンマーをお渡し

ください。

ただいま、杉村会長がハンマーをしっかりと受け取り

ました。ありがとうございました。舟木直前会長、邵

ＳＡＡはご降壇ください。

それでは、歴代会長の思いが詰まった歴史と伝統のあ

るハンマーを引き継ぎました杉村会長より一言ご挨拶

をお願いいたします。

ご挨拶　杉村　荘平会長

　はい、舟木直前会長におかれましては体調のよろし

くない中をご出席ありがとうございます。

ただいま、歴代会長の思いのこもったハンマーを引き

渡していただきました。

今年度は、この７月１日木曜日から始まって、来年の

６月 30日木曜日ま

で続くという尾越会

長年度以来のフル操

業年度でございまし

て、48回の例会を

予定しております。

85周年、48回の点

鐘に思いを込めて、滝越エレクトにしっかりと引き継

げるよう頑張っていきたいと思います。どうぞよろし

くお願いいたします。

ご来訪のお客さまのご紹介　杉村　荘平会長

　それでは本日のお客さまをご紹介させていただきま

す。お名前を読み上げますのでその場でご起立の上、

歓迎の拍手をお受けください。

国際ロータリー第 2500 地区第７分区ガバナー補佐・

長倉巨樹彦君。同じくガバナー補佐幹事・上川原昭君。

本日はビデオでのご出演になりますが、今年度の各ク

ラブの会長幹事様をご紹介させていただきます。

釧路北ロータリークラブ会長・平井昌弘君、同じく幹

事・田野竜之介君。白糠ロータリークラブ会長・美馬

俊哉君、同じく幹事・本城慶児郎君。釧路西ロータリー

クラブ会長・山本秀基君、同じく幹事・舟木雅司君。

釧路東ロータリークラブ会長・猿子満彦君、同じく幹

事・川上登君。釧路音別ロータリークラブ会長・水野

昭人君、同じく幹事・川口恭弘君。釧路南ロータリー

クラブ会長・亀井麻也君、同じく幹事・澤山理恵君。

釧路ベイロータリークラブ会長・貝嶋政治君、同じく

幹事・池田圭樹君。釧路北ローターアクトクラブ会長・

松永憲人君、同じく幹事・加納萌子君。以上でござい

ます。

長倉ガバナー補佐におかれましては、後ほどご挨拶を

頂戴いたしますので本日はどうぞよろしくお願いいた

します。

乾杯のご挨拶　清水　幸彦パストガバナー

　どうぞ座ってくだ

さい。新しい年度が

始まりました。漆崎

ガバナーは国際大会

にたくさん出席した

ことで有名な方で

す。それからガバ

ナー補佐の長倉巨樹彦さんは南ロータリークラブ。私

のガバナー年度の 1981-1982 年にできたただひとつ

のクラブです、頑張ってやってください。

いろんな方が今日集まって来ております。このコロナ

はまだ明確でない先のことですが、ダーウィンの言葉

を借りると「生き抜く者は頭の良い者ではない。力の

強い者ではない。よく適応できる者だ」ということ。

どうぞ皆さん、各クラブに合った、コロナに負けない

ような適応で頑張ってください。

ということで、乾杯をしましょう。

それでは、ともに社会を渡れる者のロータリーに、乾

杯。

　　　　　　　　　　　杉村　荘平会長

　お食事の方はその

ままお続けくださ

い。

改めまして、こんに

ちは。釧路ロータ

リークラブ第 85代

会長を務めさせてい

ただきます杉村でございます。どうぞよろしくお願い

いたします。

ここに至るまで山あり谷ありの連続でしたが、皆さん

のご協力をいただきまして何とか無事に第１回のこの

例会にたどり着くことができました。この場をお借り

しまして感謝とお礼を申し上げます。ありがとうござ

います。

いよいよ始まったなという責任の重さをひしひしと感

じているところでございますが、何とか前を向いて１

年間しっかり頑張っていこうと思っております。どう

ぞよろしくお願いいたします。

改めまして長倉ガバナー補佐、上川原ガバナー補佐幹

事におかれましては、まさにこのコロナ禍、そして新

年度初日の大変お忙しい中、釧路ロータリークラブに

来ていただきまして本当にありがとうございます。

これから表敬訪問も始まりまして、お忙しい日々が続

くと思いますが、今日はできる限りごゆっくりお過ご

しいただければと思っております。

例年であれば、ここに第７分区各クラブの会長さん・

幹事さんが勢揃いしてスタートということになります

が、本年はやっぱりコロナの影響の中でビデオでのご

挨拶という形を取らせていただきました。少々、寂し

い感じは否めませんが、どうかご理解いただければと

思います。

今日は時間の関係上、私の挨拶は来週のアッセンブ

リーでゆっくりと喋らせていただきたいなと思ってお

ります。改めまして、本年度はこのコロナから改めて

ロータリーを離陸させて行く。そして、ロータリーの

素晴らしさを再確認して行くという大切な１年になる

だろうと思っております。

改めまして、今年度の活動に対する皆さんのご支援と

ご協力をお願い申し上げまして、本日１回目の会長挨

拶とさせていただきます。

本日はどうぞよろしくお願いいたします。

国際ロータリー第 2500 地区第７分区

　　　　　　　　長倉巨樹彦ガバナー補佐　

　　　　　　　　上川原　昭ガバナー補佐幹事

　皆さん、こんにち

は。今年度、第７分

区ガバナー補佐を務

めます釧路南の長倉

でございます。補佐

幹事はそちらにおり

ます上川原昭君とな

りますので１年間、皆さま、よろしくお願いいたしま

す。

今年度このコロナ禍の中で杉村会長の下、釧路クラブ

さんの第１回例会が無事開催されますことを心よりお

喜び申し上げます。

また、昨年度は、石田パストガバナー補佐におかれま

して、このコロナ禍で思うように事業ができない、い

ろいろな面でご苦労されたかのかと存じます。本当に

１年間、お疲れ様でした。また、ありがとうございま

した。

本日は表敬訪問ということですが、見てのとおり例年

どおりになりません。コロナ禍でありましたので、私

と補佐幹事が伺わせていただきまして、各クラブの会

長の表敬のご挨拶は動画にて皆さまにご覧をいただく

ことといたします。事情を考慮し、ご理解いただきま

すようお願いを申し上げます。

さて、ＲＩ会長・シェカール・メータ氏の方針は

「Serve to Change Lives （奉仕しよう みんなの人生を

豊かにするために）」その中で「Each One, Bring One

（ひとりひとりが誰か一人を連れてきて会員増強しま

しょう）」ということです。現在の世界中のロータリ

アン 120 万人を 130 万人に増やすということです。

パーセンテージでいうと８％となりますので、釧路ク

ラブさんの会員数に８％を掛けた人数分を会員増強し

ていただけなければいけないことになりますので、ご

協力のほどよろしくお願いいたします。

漆崎ガバナーの地区のスローガンは「ロータリーの素

晴らしさを広めよう」。方針は「親睦と持続可能な奉

仕活動の推進」。具体的な目標につきましては９つ挙

げられておりますので、本日は割愛させていただきま

すが、活動計画書でご覧いただきたいと存じます。

ガバナー、ＲＩ会長、ＲＩ理事から昨今言われておりま

す「戦略計画」それから「ＤＥＩ」と、いろんな方針

が掲げられております。時間がございませんので割愛

させていただきますけども、杉村会長・市橋幹事の下

に随時進めていただきたいと存じます。

最後に貴クラブのますますの発展と皆さまのご健勝を

ご祈念申し上げまして表敬のご挨拶とさせていただき

ます。

１年間、どうぞよろしくお願いいたします。

釧路北ロータリークラブ　

　　　　　　　平井　昌弘会長　田野竜之介幹事

　こんにちは。今年度、釧路北

ロータリークラブの会長を仰せ

つかりました平井昌弘です。隣

に映っていますのが幹事の田野

竜之介君です。どうぞ１年間、

何卒よろしくお願いいたしま

す。

私ども釧路北ロータリークラブは釧路クラブ様のスポ

ンサーのもと、昭和 33年に創立させていただき今年

で 64年目を迎えることとなりました。その昔、一時

100 名を超える会員数を誇っておりましたが経済状

況の変化、そしてコロナ禍の影響で減少を余儀なくさ

れ、本年度は 70名のスタートでございます。

今年度会長方針としまして「BE A GIVER ～求めるの

ではなく、与える人になろう～」とさせていただきま

した。ロータリアンにとって大切なのは、与えるもの、

奉仕するものであり、与える時も謙虚さが大事であり

ます。クラブは個人の才能の集合体であり、そのクラ

ブがさらなる成長を遂げた時、社会に対して素晴らし

いものを与えるきっかけになるのではないかと思って

います。与えることで、会員皆さまが幸せを感じ取れ

るようなクラブ運営をしたいと考えています。

当クラブは入会暦の浅い会員、若い会員が多い中では

ありますが、変えて良いものと、そうではないものを

諸先輩からしっかりと学び、常に真実と向き合う必要

があると思います。友情と親睦という言葉があるよう

に、生涯そのお付き合いができるのがこのクラブだと

思います。時にはお互いを戒め合う場面もあるかもし

れません。しかし、今一度なぜクラブに入会したのか、

何のために活動しているのかを理解すれば、おのずと

答えは出てくるはずです。ですから、求めるのではな

く与える人になることで、心身ともに成長していくも

のと信じています。

そして、昨年度よりわがクラブではクラブ内クラブと

いう位置付けで『ノースサテライトクラブ』を 28名

の会員でスタートし、月１回、Zoomでの例会を開催。

更なる奉仕の活動の域を広めて活動していくところで

ございます。

また、釧路北ローターアクトクラブは今年 50周年の

節目を迎えることとなり、分区の皆さまには改めてご

支援ご協力を賜りたく存じあげます。

最後になりますが、長倉ガバナー補佐はじめ第７分区

の会長・幹事様、会員皆さまのご健勝をご祈念申し上

げ表敬のご挨拶とさせていただきます。

ありがとうございました。

白糠ロータリークラブ　

　　　　　　美馬　俊哉会長　本城慶児郎幹事

　白糠ロータリークラブ第 61

代会長を務めます美馬です。そ

して私を支えてくださいます幹

事の本城君です。よろしくお願

いいたします。

本来ならばそれぞれのクラブに

表敬訪問をしたいと思っていま

したが、コロナ禍で難しいこともあり、ビデオメッセー

ジでご挨拶させていただきます。

当クラブは本年度、コロナ禍でも毎週例会を開催しよ

うと思っています。会員 11名ということもあり、ま

たコロナワクチン接種済者が４名、このままにいけば

８月中に全員接種できると思っております。早く通常

のロータリー活動ができればと思っています。

多分、皆さま方とお会いできるのは地区大会だと思っ

ております。それを楽しみにロータリー活動ができれ

ばいいと思っております。

本年度、白糠ロータリークラブは少数精鋭で頑張って

行こうと思っていますが、他のクラブにもいろいろと

お願いすることがあるかもしれません。その時はロー

タリーの寛容の精神でよろしくお願いをしまして、表

敬訪問のご挨拶とさせていただきます。

１年間、よろしくお願いいたします。

釧路西ロータリークラブ　

　　　　　　　山本　秀基会長　舟木　雅司幹事

　皆さん、こんにちは。今年

度西ロータリークラブ会長の

山本です。１年間どうぞよろ

しくお願いいたします。実は、

釧路西ロータリークラブで初

めて２回目の会長を務めさせ

ていただきます。

この大変なコロナ禍の時代に私は改めて原点回帰、先

輩ロータリアンに教えていただきましたロータリーは

親睦と奉仕の元にテーマを掲げて例会運営に取り組ん

でまいりたいと考えております。

例会を楽しく、出席率の向上、そして会員増強・退会

防止にと、さらなる努力を考えております。ロータリー

の奉仕活動を楽しみ、活動できて嬉しいと感じるよう

なクラブ運営を目指して取り組んでまいります。

１年間、どうぞよろしくお願いいたします。

釧路東ロータリークラブ　

　　　　　　　　猿子　満彦会長　川上　登幹事

　皆さん、こんにちは。今年度

釧路東ロータリークラブの会長

を務めさせていただきます猿子

でございます。１年間、よろし

くお願いいたします。

当東クラブは 1971 年９月４日

に釧路ロータリークラブ様がス

ポンサーとなり、釧路市内で４番目のロータリークラ

ブとして 24名の会員にて設立しております。以来、

50年が経過し、今年度は節目の１年になります。こ

れまでの間、各クラブの皆さま方には当東クラブの運

営にあたり、ご理解とご協力を賜り誠にありがたく厚

くお礼を申し上げる次第でございます。

新年度、当東クラブは 33名の会員での出発となって

おります。

ＲＩ会長シェカール・メータ氏の「奉仕しよう みん

なの人生を豊かにするために」の会長テーマの下、漆

崎ガバナーは地区スローガンを「ロータリーの素晴ら

しさを広めましょう」と地区活動方針を　地区の明る

い未来のために、地域の人々と親睦と持続可能な奉仕

活動の推進として地区活動目標を掲げております。

当クラブも以上のことを踏まえまして、５つの活動目

標を定めております。内容につきましては割愛させて

いただきますが、詳細は当クラブの活動計画書をご参

照願えればと思います。

最後になりますが、各クラブの益々のご発展と会員皆

さま方の一層のご健勝ご活躍をご祈念申し上げまして

簡単ではございますが、ビデオメッセージの挨拶に代

えさせていただきます。

１年間、よろしくお願い申し上げます。ご清聴ありが

とうございました。

釧路音別ロータリークラブ　

　　　　　　水野　昭人会長　川口　恭弘幹事

　皆さま、こんにちは。私は音

別ロータリークラブ第 43代会

長に指名されました水野昭人と

申します。今年１年、一緒に頑

張っていただきます幹事は、３

年目のベテラン川口幹事です。

１年間どうぞよろしくお願いい

たします。

私は以前、2014-2015 年度から３期に亘って幹事を

勉強してまいりました。その時には皆さま方のクラブ

ひとつひとつ回って、たくさんの勉強、そして歓迎を

いただきました。誠にありがとうございます。今回、

その時の思い出を交えてお話できたら良かったのです

が、このような状況下でできなくなりましたことを残

念に思います。

さて、音別ロータリークラブは今年度 15名の出発と

なります。人口減、しかもこのコロナ禍の中で何をやっ

て行くかですが、特に５年、10年の節目でないこと

もありまして、特に大きなことは考えておりません。

ただ、奉仕活動として４～５年前に無くなったひとつ

の奉仕活動がありまして、それに代わる新しいことを

考えていこう、そう思っております。また、会員増強

もその中のひとつでもあります。

早くこのような状況を乗り越えて皆さんと親睦を深め

ることができることを願って本日の挨拶とさせていた

だきます。１年間、どうぞよろしくお願いいたします。

釧路南ロータリークラブ　

　　　　　　　　亀井 麻也会長　澤山 理恵幹事

　皆さま、こんにちは。本年度

釧路南ロータリークラブ第 40

代会長を務めます亀井麻也でご

ざいます。当クラブでは女性会

長としては２代目で、サポート

していただくのは幹事の澤山理

恵会員です。女性初コンビは

ロータリー歴９年迎える私と６年の幹事で、経験も浅

く、クラブメンバーの応援があってこの日を迎えるこ

とができました。副会長には初代女性会長で大先輩の

工藤ゆかり会員が控えておりますので厳しく指導いた

だきながら１年間を全うしたいと思っております。

この度はコロナ禍により訪問が叶わず大変残念でなり

ませんが、状況が許されるようになりましたら澤山幹

事とともにご挨拶にお伺いしたいと思っております。

その節はよろしくお願いいたします。

さて、釧路南ロータリークラブ会長として『be proud

（誇りを持って）』とテーマを掲げました。引き続き、

これまでと同様の活動が困難な状況でありますが、昨

年度は奈良パスト会長テーマ『Challenge』のもと、

Zoomを活用して仕事の都合や緊急事態宣言等で集う

ことできない状況でも例会に参加できる体制を構築し

てきました。休会を最小限にとどめ、いかなる環境で

も多くのメンバーがつながるツールとして今後も持続

し、会員相互の結束をより強くしていこうと思ってお

ります。

本年度は長倉ガバナー補佐の輩出、40周年行事、地

区補助金事業は釧路市動物園に梨の植樹を予定してお

り、盛りだくさんな１年となります。

南クラブは最年少 41歳から最年長 77歳の会員数 28

名でスタートいたします。年代、性別に隔たりなく、

アットホームな雰囲気は先輩会員が培ってきたもの

で、この誇りあるクラブを受け継ぎ、この１年も笑顔

あふれるクラブ運営と持続可能な奉仕活動を目指して

参ります。

結びになりますが、貴クラブの益々のご繁栄と会長・

幹事はじめ会員皆さまのご多幸をお祈りし、表敬訪問

のご挨拶に代えさせていただきます。

本日は誠にありがとうございました。

釧路ベイロータリークラブ　

　　　　　　　貝嶋　政治会長　池田　圭樹幹事

　皆さま、こんにちは。本年度、

釧路ベイロータリークラブ 25

代目の会長を承りました貝嶋政

治です。幹事は池田圭樹君です。

本来ですと直接例会に参加し、

皆さまと懇親を深めたいと思っ

ておりましたけれども、このコ

ロナの流行のせいでそれが叶わずビデオでの出席と

なってしまい非常に残念です。

さて、本年度は漆崎ガバナーの下、10月 10日に地

区大会を予定しております。本来ですと記念ゴルフ大

会など、種々の催し物をやりたいところではございま

すが、コロナの影響のためにそれらの行事を割愛せざ

るを得なく 10月 10日の１日だけの大会、しかも

Zoomとのハイブリット方式で行うことが決まってお

ります。

当初の予定ではコロナのワクチン接種が非常に遅いと

予想されていたのですが、最近急速にワクチンの接種

が早まり、10月に入るころにはかなりの方が接種を

済ませていると思われます。ただ、２回の接種が終わっ

ても絶対大丈夫とは言えませんので、強制はできませ

んができるだけ地区大会へ直接ご参加をよろしくお願

いいたします。ワクチンを済ましていない方は Zoom

での参加をよろしくお願いいたします。

最後に貴クラブの今後のますますのご繁栄を祈念して

表敬訪問の挨拶とさせていただきます。

１年間、どうぞよろしくお願いいたします。

釧路北ローターアクトクラブ　

　　　　　　　松永　憲人会長　加納　萌子幹事

　皆さま、こんにちは。今年度

釧路北ローターアクトクラブ第

51代会長の松永です。１年間、

どうぞよろしくお願いします。

さて、今年度の釧路北ローター

アクトクラブのクラブテーマは

『繋ぐ』です。私たち、釧路北ロー

ターアクトクラブは創立 51年目を迎えます。これま

で先輩方が受け継いできた意志や誇りを次世代に継承

し、これからの 50年、100 年と釧路北ローターアク

トクラブが繫栄し続けるようにと思い、このクラブ

テーマに決めました。

私はこれから更に 50年とクラブを繫栄させるために

は、その時に時代によってクラブ運営を変化させるこ

とが大切だと思っております。今年大きく変化させた

のは例会の回数です。これまで通常例会や移動例会を

含めると計 24回例会を行ってきておりましたが今年

は 18回と計画させていただきました。

ただし、例会回数は減っておりますが地域の方々と交

流できるような例会を多く取り入れました。中でも昨

年大好評でしたハロウィンのカボチャを子どもたちと

一緒に作る『ジャック・オー・ランタン例会』や、子

どもたちに職業体験していただく『キッズタウン例会』

は継続して行っていきます。こういった奉仕活動を計

画し・実行する・そこで反省し・また次に生かす、そ

ういった一連の活動がより会員自身を成長させると私

は思います。

10月には 50周年記念式典。来年５月にはアクトの

地区大会が釧路にて開催されます。行事が多くなる１

年ですが会員はもちろん、ロータリアンの皆さまのご

協力をいただきながら精一杯活動を行っていきたいと

思います。

最後になりますが、毎年私たち釧路北ローターアクト

クラブにご協力いただいております第７分区のロータ

リークラブの皆さま、誠にありがとうございます。

今年度 1年も、どうぞ釧路北ローターアクトクラブ

をよろしくお願いいたします。

長倉巨樹彦ガバナー補佐

　以上をもちまして表敬訪問とさせていただきます。

１年間皆さまご指導よろしくお願い申し上げます。

司会　

長倉ガバナー補佐、ありがとうございました。ここで

杉村会長より謝辞をお願いいたします。

会長謝辞　杉村　荘平会長

　今回のビデオのご挨拶が思いがけず順調に行きまし

て、時間に多少余裕ありましてこういう感じになって

おりますが、謝辞をあまり長くするのもいかがなもの

かと思います。

改めまして長倉ガバナー補佐、上川原補佐幹事、本当

にありがとうございました。

今回、ビデオの表敬訪問となってしまいましたが、８

月１日に中学親善野球大会を再開する予定でおりま

す。この時にはちょっと「大人数で」とは行きません

が、ある程度の皆さんが顔を合わせて分区事業をまた

再開できると思っております。本当に楽しみにしてお

ります。今年度も第７分区、結束してしっかりと前に

進んで行きたいと思います。

改めまして、今日本当にありがとうございました。第

７分区、しっかりと結束しながら今年１年やって行き

たいと思っております。第 7分区の皆さま、各クラ

ブ会長・幹事の皆さま、ご健勝をご祈念いたしまして

本日の謝辞とさせていただきます。

どうも今日はありがとうございました。
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　開会に先立ちまし

て「ハンマー伝達式」

を執り行います。杉

村会長、舟木直前会

長、邵ＳＡＡはご登

壇ください。

ハンマーの伝達は、

舟木直前会長より邵ＳＡＡへ、邵ＳＡＡより杉村会長

へお渡しいただきます。

事務局の青島さん、舟木直前会長へハンマーをお渡し

ください。

ただいま、杉村会長がハンマーをしっかりと受け取り

ました。ありがとうございました。舟木直前会長、邵

ＳＡＡはご降壇ください。

それでは、歴代会長の思いが詰まった歴史と伝統のあ

るハンマーを引き継ぎました杉村会長より一言ご挨拶

をお願いいたします。

ご挨拶　杉村　荘平会長

　はい、舟木直前会長におかれましては体調のよろし

くない中をご出席ありがとうございます。

ただいま、歴代会長の思いのこもったハンマーを引き

渡していただきました。

今年度は、この７月１日木曜日から始まって、来年の

６月 30日木曜日ま

で続くという尾越会

長年度以来のフル操

業年度でございまし

て、48回の例会を

予定しております。

85周年、48回の点

鐘に思いを込めて、滝越エレクトにしっかりと引き継

げるよう頑張っていきたいと思います。どうぞよろし

くお願いいたします。

ご来訪のお客さまのご紹介　杉村　荘平会長

　それでは本日のお客さまをご紹介させていただきま

す。お名前を読み上げますのでその場でご起立の上、

歓迎の拍手をお受けください。

国際ロータリー第 2500 地区第７分区ガバナー補佐・

長倉巨樹彦君。同じくガバナー補佐幹事・上川原昭君。

本日はビデオでのご出演になりますが、今年度の各ク

ラブの会長幹事様をご紹介させていただきます。

釧路北ロータリークラブ会長・平井昌弘君、同じく幹

事・田野竜之介君。白糠ロータリークラブ会長・美馬

俊哉君、同じく幹事・本城慶児郎君。釧路西ロータリー

クラブ会長・山本秀基君、同じく幹事・舟木雅司君。

釧路東ロータリークラブ会長・猿子満彦君、同じく幹

事・川上登君。釧路音別ロータリークラブ会長・水野

昭人君、同じく幹事・川口恭弘君。釧路南ロータリー

クラブ会長・亀井麻也君、同じく幹事・澤山理恵君。

釧路ベイロータリークラブ会長・貝嶋政治君、同じく

幹事・池田圭樹君。釧路北ローターアクトクラブ会長・

松永憲人君、同じく幹事・加納萌子君。以上でござい

ます。

長倉ガバナー補佐におかれましては、後ほどご挨拶を

頂戴いたしますので本日はどうぞよろしくお願いいた

します。

乾杯のご挨拶　清水　幸彦パストガバナー

　どうぞ座ってくだ

さい。新しい年度が

始まりました。漆崎

ガバナーは国際大会

にたくさん出席した

ことで有名な方で

す。それからガバ

ナー補佐の長倉巨樹彦さんは南ロータリークラブ。私

のガバナー年度の 1981-1982 年にできたただひとつ

のクラブです、頑張ってやってください。

いろんな方が今日集まって来ております。このコロナ

はまだ明確でない先のことですが、ダーウィンの言葉

を借りると「生き抜く者は頭の良い者ではない。力の

強い者ではない。よく適応できる者だ」ということ。

どうぞ皆さん、各クラブに合った、コロナに負けない

ような適応で頑張ってください。

ということで、乾杯をしましょう。

それでは、ともに社会を渡れる者のロータリーに、乾

杯。

　　　　　　　　　　　杉村　荘平会長

　お食事の方はその

ままお続けくださ

い。

改めまして、こんに

ちは。釧路ロータ

リークラブ第 85代

会長を務めさせてい

ただきます杉村でございます。どうぞよろしくお願い

いたします。

ここに至るまで山あり谷ありの連続でしたが、皆さん

のご協力をいただきまして何とか無事に第１回のこの

例会にたどり着くことができました。この場をお借り

しまして感謝とお礼を申し上げます。ありがとうござ

います。

いよいよ始まったなという責任の重さをひしひしと感

じているところでございますが、何とか前を向いて１

年間しっかり頑張っていこうと思っております。どう

ぞよろしくお願いいたします。

改めまして長倉ガバナー補佐、上川原ガバナー補佐幹

事におかれましては、まさにこのコロナ禍、そして新

年度初日の大変お忙しい中、釧路ロータリークラブに

来ていただきまして本当にありがとうございます。

これから表敬訪問も始まりまして、お忙しい日々が続

くと思いますが、今日はできる限りごゆっくりお過ご

しいただければと思っております。

例年であれば、ここに第７分区各クラブの会長さん・

幹事さんが勢揃いしてスタートということになります

が、本年はやっぱりコロナの影響の中でビデオでのご

挨拶という形を取らせていただきました。少々、寂し

い感じは否めませんが、どうかご理解いただければと

思います。

今日は時間の関係上、私の挨拶は来週のアッセンブ

リーでゆっくりと喋らせていただきたいなと思ってお

ります。改めまして、本年度はこのコロナから改めて

ロータリーを離陸させて行く。そして、ロータリーの

素晴らしさを再確認して行くという大切な１年になる

だろうと思っております。

改めまして、今年度の活動に対する皆さんのご支援と

ご協力をお願い申し上げまして、本日１回目の会長挨

拶とさせていただきます。

本日はどうぞよろしくお願いいたします。

国際ロータリー第 2500 地区第７分区

　　　　　　　　長倉巨樹彦ガバナー補佐　

　　　　　　　　上川原　昭ガバナー補佐幹事

　皆さん、こんにち

は。今年度、第７分

区ガバナー補佐を務

めます釧路南の長倉

でございます。補佐

幹事はそちらにおり

ます上川原昭君とな

りますので１年間、皆さま、よろしくお願いいたしま

す。

今年度このコロナ禍の中で杉村会長の下、釧路クラブ

さんの第１回例会が無事開催されますことを心よりお

喜び申し上げます。

また、昨年度は、石田パストガバナー補佐におかれま

して、このコロナ禍で思うように事業ができない、い

ろいろな面でご苦労されたかのかと存じます。本当に

１年間、お疲れ様でした。また、ありがとうございま

した。

本日は表敬訪問ということですが、見てのとおり例年

どおりになりません。コロナ禍でありましたので、私

と補佐幹事が伺わせていただきまして、各クラブの会

長の表敬のご挨拶は動画にて皆さまにご覧をいただく

ことといたします。事情を考慮し、ご理解いただきま

すようお願いを申し上げます。

さて、ＲＩ会長・シェカール・メータ氏の方針は

「Serve to Change Lives （奉仕しよう みんなの人生を

豊かにするために）」その中で「Each One, Bring One

（ひとりひとりが誰か一人を連れてきて会員増強しま

しょう）」ということです。現在の世界中のロータリ

アン 120 万人を 130 万人に増やすということです。

パーセンテージでいうと８％となりますので、釧路ク

ラブさんの会員数に８％を掛けた人数分を会員増強し

ていただけなければいけないことになりますので、ご

協力のほどよろしくお願いいたします。

漆崎ガバナーの地区のスローガンは「ロータリーの素

晴らしさを広めよう」。方針は「親睦と持続可能な奉

仕活動の推進」。具体的な目標につきましては９つ挙

げられておりますので、本日は割愛させていただきま

すが、活動計画書でご覧いただきたいと存じます。

ガバナー、ＲＩ会長、ＲＩ理事から昨今言われておりま

す「戦略計画」それから「ＤＥＩ」と、いろんな方針

が掲げられております。時間がございませんので割愛

させていただきますけども、杉村会長・市橋幹事の下

に随時進めていただきたいと存じます。

最後に貴クラブのますますの発展と皆さまのご健勝を

ご祈念申し上げまして表敬のご挨拶とさせていただき

ます。

１年間、どうぞよろしくお願いいたします。

釧路北ロータリークラブ　

　　　　　　　平井　昌弘会長　田野竜之介幹事

　こんにちは。今年度、釧路北

ロータリークラブの会長を仰せ

つかりました平井昌弘です。隣

に映っていますのが幹事の田野

竜之介君です。どうぞ１年間、

何卒よろしくお願いいたしま

す。

私ども釧路北ロータリークラブは釧路クラブ様のスポ

ンサーのもと、昭和 33年に創立させていただき今年

で 64年目を迎えることとなりました。その昔、一時

100 名を超える会員数を誇っておりましたが経済状

況の変化、そしてコロナ禍の影響で減少を余儀なくさ

れ、本年度は 70名のスタートでございます。

今年度会長方針としまして「BE A GIVER ～求めるの

ではなく、与える人になろう～」とさせていただきま

した。ロータリアンにとって大切なのは、与えるもの、

奉仕するものであり、与える時も謙虚さが大事であり

ます。クラブは個人の才能の集合体であり、そのクラ

ブがさらなる成長を遂げた時、社会に対して素晴らし

いものを与えるきっかけになるのではないかと思って

います。与えることで、会員皆さまが幸せを感じ取れ

るようなクラブ運営をしたいと考えています。

当クラブは入会暦の浅い会員、若い会員が多い中では

ありますが、変えて良いものと、そうではないものを

諸先輩からしっかりと学び、常に真実と向き合う必要

があると思います。友情と親睦という言葉があるよう

に、生涯そのお付き合いができるのがこのクラブだと

思います。時にはお互いを戒め合う場面もあるかもし

れません。しかし、今一度なぜクラブに入会したのか、

何のために活動しているのかを理解すれば、おのずと

答えは出てくるはずです。ですから、求めるのではな

く与える人になることで、心身ともに成長していくも

のと信じています。

そして、昨年度よりわがクラブではクラブ内クラブと

いう位置付けで『ノースサテライトクラブ』を 28名

の会員でスタートし、月１回、Zoomでの例会を開催。

更なる奉仕の活動の域を広めて活動していくところで

ございます。

また、釧路北ローターアクトクラブは今年 50周年の

節目を迎えることとなり、分区の皆さまには改めてご

支援ご協力を賜りたく存じあげます。

最後になりますが、長倉ガバナー補佐はじめ第７分区

の会長・幹事様、会員皆さまのご健勝をご祈念申し上

げ表敬のご挨拶とさせていただきます。

ありがとうございました。

白糠ロータリークラブ　

　　　　　　美馬　俊哉会長　本城慶児郎幹事

　白糠ロータリークラブ第 61

代会長を務めます美馬です。そ

して私を支えてくださいます幹

事の本城君です。よろしくお願

いいたします。

本来ならばそれぞれのクラブに

表敬訪問をしたいと思っていま

したが、コロナ禍で難しいこともあり、ビデオメッセー

ジでご挨拶させていただきます。

当クラブは本年度、コロナ禍でも毎週例会を開催しよ

うと思っています。会員 11名ということもあり、ま

たコロナワクチン接種済者が４名、このままにいけば

８月中に全員接種できると思っております。早く通常

のロータリー活動ができればと思っています。

多分、皆さま方とお会いできるのは地区大会だと思っ

ております。それを楽しみにロータリー活動ができれ

ばいいと思っております。

本年度、白糠ロータリークラブは少数精鋭で頑張って

行こうと思っていますが、他のクラブにもいろいろと

お願いすることがあるかもしれません。その時はロー

タリーの寛容の精神でよろしくお願いをしまして、表

敬訪問のご挨拶とさせていただきます。

１年間、よろしくお願いいたします。

釧路西ロータリークラブ　

　　　　　　　山本　秀基会長　舟木　雅司幹事

　皆さん、こんにちは。今年

度西ロータリークラブ会長の

山本です。１年間どうぞよろ

しくお願いいたします。実は、

釧路西ロータリークラブで初

めて２回目の会長を務めさせ

ていただきます。

この大変なコロナ禍の時代に私は改めて原点回帰、先

輩ロータリアンに教えていただきましたロータリーは

親睦と奉仕の元にテーマを掲げて例会運営に取り組ん

でまいりたいと考えております。

例会を楽しく、出席率の向上、そして会員増強・退会

防止にと、さらなる努力を考えております。ロータリー

の奉仕活動を楽しみ、活動できて嬉しいと感じるよう

なクラブ運営を目指して取り組んでまいります。

１年間、どうぞよろしくお願いいたします。

釧路東ロータリークラブ　

　　　　　　　　猿子　満彦会長　川上　登幹事

　皆さん、こんにちは。今年度

釧路東ロータリークラブの会長

を務めさせていただきます猿子

でございます。１年間、よろし

くお願いいたします。

当東クラブは 1971 年９月４日

に釧路ロータリークラブ様がス

ポンサーとなり、釧路市内で４番目のロータリークラ

ブとして 24名の会員にて設立しております。以来、

50年が経過し、今年度は節目の１年になります。こ

れまでの間、各クラブの皆さま方には当東クラブの運

営にあたり、ご理解とご協力を賜り誠にありがたく厚

くお礼を申し上げる次第でございます。

新年度、当東クラブは 33名の会員での出発となって

おります。

ＲＩ会長シェカール・メータ氏の「奉仕しよう みん

なの人生を豊かにするために」の会長テーマの下、漆

崎ガバナーは地区スローガンを「ロータリーの素晴ら

しさを広めましょう」と地区活動方針を　地区の明る

い未来のために、地域の人々と親睦と持続可能な奉仕

活動の推進として地区活動目標を掲げております。

当クラブも以上のことを踏まえまして、５つの活動目

標を定めております。内容につきましては割愛させて

いただきますが、詳細は当クラブの活動計画書をご参

照願えればと思います。

最後になりますが、各クラブの益々のご発展と会員皆

さま方の一層のご健勝ご活躍をご祈念申し上げまして

簡単ではございますが、ビデオメッセージの挨拶に代

えさせていただきます。

１年間、よろしくお願い申し上げます。ご清聴ありが

とうございました。

釧路音別ロータリークラブ　

　　　　　　水野　昭人会長　川口　恭弘幹事

　皆さま、こんにちは。私は音

別ロータリークラブ第 43代会

長に指名されました水野昭人と

申します。今年１年、一緒に頑

張っていただきます幹事は、３

年目のベテラン川口幹事です。

１年間どうぞよろしくお願いい

たします。

私は以前、2014-2015 年度から３期に亘って幹事を

勉強してまいりました。その時には皆さま方のクラブ

ひとつひとつ回って、たくさんの勉強、そして歓迎を

いただきました。誠にありがとうございます。今回、

その時の思い出を交えてお話できたら良かったのです

が、このような状況下でできなくなりましたことを残

念に思います。

さて、音別ロータリークラブは今年度 15名の出発と

なります。人口減、しかもこのコロナ禍の中で何をやっ

て行くかですが、特に５年、10年の節目でないこと

もありまして、特に大きなことは考えておりません。

ただ、奉仕活動として４～５年前に無くなったひとつ

の奉仕活動がありまして、それに代わる新しいことを

考えていこう、そう思っております。また、会員増強

もその中のひとつでもあります。

早くこのような状況を乗り越えて皆さんと親睦を深め

ることができることを願って本日の挨拶とさせていた

だきます。１年間、どうぞよろしくお願いいたします。

釧路南ロータリークラブ　

　　　　　　　　亀井 麻也会長　澤山 理恵幹事

　皆さま、こんにちは。本年度

釧路南ロータリークラブ第 40

代会長を務めます亀井麻也でご

ざいます。当クラブでは女性会

長としては２代目で、サポート

していただくのは幹事の澤山理

恵会員です。女性初コンビは

ロータリー歴９年迎える私と６年の幹事で、経験も浅

く、クラブメンバーの応援があってこの日を迎えるこ

とができました。副会長には初代女性会長で大先輩の

工藤ゆかり会員が控えておりますので厳しく指導いた

だきながら１年間を全うしたいと思っております。

この度はコロナ禍により訪問が叶わず大変残念でなり

ませんが、状況が許されるようになりましたら澤山幹

事とともにご挨拶にお伺いしたいと思っております。

その節はよろしくお願いいたします。

さて、釧路南ロータリークラブ会長として『be proud

（誇りを持って）』とテーマを掲げました。引き続き、

これまでと同様の活動が困難な状況でありますが、昨

年度は奈良パスト会長テーマ『Challenge』のもと、

Zoomを活用して仕事の都合や緊急事態宣言等で集う

ことできない状況でも例会に参加できる体制を構築し

てきました。休会を最小限にとどめ、いかなる環境で

も多くのメンバーがつながるツールとして今後も持続

し、会員相互の結束をより強くしていこうと思ってお

ります。

本年度は長倉ガバナー補佐の輩出、40周年行事、地

区補助金事業は釧路市動物園に梨の植樹を予定してお

り、盛りだくさんな１年となります。

南クラブは最年少 41歳から最年長 77歳の会員数 28

名でスタートいたします。年代、性別に隔たりなく、

アットホームな雰囲気は先輩会員が培ってきたもの

で、この誇りあるクラブを受け継ぎ、この１年も笑顔

あふれるクラブ運営と持続可能な奉仕活動を目指して

参ります。

結びになりますが、貴クラブの益々のご繁栄と会長・

幹事はじめ会員皆さまのご多幸をお祈りし、表敬訪問

のご挨拶に代えさせていただきます。

本日は誠にありがとうございました。

釧路ベイロータリークラブ　

　　　　　　　貝嶋　政治会長　池田　圭樹幹事

　皆さま、こんにちは。本年度、

釧路ベイロータリークラブ 25

代目の会長を承りました貝嶋政

治です。幹事は池田圭樹君です。

本来ですと直接例会に参加し、

皆さまと懇親を深めたいと思っ

ておりましたけれども、このコ

ロナの流行のせいでそれが叶わずビデオでの出席と

なってしまい非常に残念です。

さて、本年度は漆崎ガバナーの下、10月 10日に地

区大会を予定しております。本来ですと記念ゴルフ大

会など、種々の催し物をやりたいところではございま

すが、コロナの影響のためにそれらの行事を割愛せざ

るを得なく 10月 10日の１日だけの大会、しかも

Zoomとのハイブリット方式で行うことが決まってお

ります。

当初の予定ではコロナのワクチン接種が非常に遅いと

予想されていたのですが、最近急速にワクチンの接種

が早まり、10月に入るころにはかなりの方が接種を

済ませていると思われます。ただ、２回の接種が終わっ

ても絶対大丈夫とは言えませんので、強制はできませ

んができるだけ地区大会へ直接ご参加をよろしくお願

いいたします。ワクチンを済ましていない方は Zoom

での参加をよろしくお願いいたします。

最後に貴クラブの今後のますますのご繁栄を祈念して

表敬訪問の挨拶とさせていただきます。

１年間、どうぞよろしくお願いいたします。

釧路北ローターアクトクラブ　

　　　　　　　松永　憲人会長　加納　萌子幹事

　皆さま、こんにちは。今年度

釧路北ローターアクトクラブ第

51代会長の松永です。１年間、

どうぞよろしくお願いします。

さて、今年度の釧路北ローター

アクトクラブのクラブテーマは

『繋ぐ』です。私たち、釧路北ロー

ターアクトクラブは創立 51年目を迎えます。これま

で先輩方が受け継いできた意志や誇りを次世代に継承

し、これからの 50年、100 年と釧路北ローターアク

トクラブが繫栄し続けるようにと思い、このクラブ

テーマに決めました。

私はこれから更に 50年とクラブを繫栄させるために

は、その時に時代によってクラブ運営を変化させるこ

とが大切だと思っております。今年大きく変化させた

のは例会の回数です。これまで通常例会や移動例会を

含めると計 24回例会を行ってきておりましたが今年

は 18回と計画させていただきました。

ただし、例会回数は減っておりますが地域の方々と交

流できるような例会を多く取り入れました。中でも昨

年大好評でしたハロウィンのカボチャを子どもたちと

一緒に作る『ジャック・オー・ランタン例会』や、子

どもたちに職業体験していただく『キッズタウン例会』

は継続して行っていきます。こういった奉仕活動を計

画し・実行する・そこで反省し・また次に生かす、そ

ういった一連の活動がより会員自身を成長させると私

は思います。

10月には 50周年記念式典。来年５月にはアクトの

地区大会が釧路にて開催されます。行事が多くなる１

年ですが会員はもちろん、ロータリアンの皆さまのご

協力をいただきながら精一杯活動を行っていきたいと

思います。

最後になりますが、毎年私たち釧路北ローターアクト

クラブにご協力いただいております第７分区のロータ

リークラブの皆さま、誠にありがとうございます。

今年度 1年も、どうぞ釧路北ローターアクトクラブ

をよろしくお願いいたします。

長倉巨樹彦ガバナー補佐

　以上をもちまして表敬訪問とさせていただきます。

１年間皆さまご指導よろしくお願い申し上げます。

司会　

長倉ガバナー補佐、ありがとうございました。ここで

杉村会長より謝辞をお願いいたします。

会長謝辞　杉村　荘平会長

　今回のビデオのご挨拶が思いがけず順調に行きまし

て、時間に多少余裕ありましてこういう感じになって

おりますが、謝辞をあまり長くするのもいかがなもの

かと思います。

改めまして長倉ガバナー補佐、上川原補佐幹事、本当

にありがとうございました。

今回、ビデオの表敬訪問となってしまいましたが、８

月１日に中学親善野球大会を再開する予定でおりま

す。この時にはちょっと「大人数で」とは行きません

が、ある程度の皆さんが顔を合わせて分区事業をまた

再開できると思っております。本当に楽しみにしてお

ります。今年度も第７分区、結束してしっかりと前に

進んで行きたいと思います。

改めまして、今日本当にありがとうございました。第

７分区、しっかりと結束しながら今年１年やって行き

たいと思っております。第 7分区の皆さま、各クラ

ブ会長・幹事の皆さま、ご健勝をご祈念いたしまして

本日の謝辞とさせていただきます。

どうも今日はありがとうございました。
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　開会に先立ちまし

て「ハンマー伝達式」

を執り行います。杉

村会長、舟木直前会

長、邵ＳＡＡはご登

壇ください。

ハンマーの伝達は、

舟木直前会長より邵ＳＡＡへ、邵ＳＡＡより杉村会長

へお渡しいただきます。

事務局の青島さん、舟木直前会長へハンマーをお渡し

ください。

ただいま、杉村会長がハンマーをしっかりと受け取り

ました。ありがとうございました。舟木直前会長、邵

ＳＡＡはご降壇ください。

それでは、歴代会長の思いが詰まった歴史と伝統のあ

るハンマーを引き継ぎました杉村会長より一言ご挨拶

をお願いいたします。

ご挨拶　杉村　荘平会長

　はい、舟木直前会長におかれましては体調のよろし

くない中をご出席ありがとうございます。

ただいま、歴代会長の思いのこもったハンマーを引き

渡していただきました。

今年度は、この７月１日木曜日から始まって、来年の

６月 30日木曜日ま

で続くという尾越会

長年度以来のフル操

業年度でございまし

て、48回の例会を

予定しております。

85周年、48回の点

鐘に思いを込めて、滝越エレクトにしっかりと引き継

げるよう頑張っていきたいと思います。どうぞよろし

くお願いいたします。

ご来訪のお客さまのご紹介　杉村　荘平会長

　それでは本日のお客さまをご紹介させていただきま

す。お名前を読み上げますのでその場でご起立の上、

歓迎の拍手をお受けください。

国際ロータリー第 2500 地区第７分区ガバナー補佐・

長倉巨樹彦君。同じくガバナー補佐幹事・上川原昭君。

本日はビデオでのご出演になりますが、今年度の各ク

ラブの会長幹事様をご紹介させていただきます。

釧路北ロータリークラブ会長・平井昌弘君、同じく幹

事・田野竜之介君。白糠ロータリークラブ会長・美馬

俊哉君、同じく幹事・本城慶児郎君。釧路西ロータリー

クラブ会長・山本秀基君、同じく幹事・舟木雅司君。

釧路東ロータリークラブ会長・猿子満彦君、同じく幹

事・川上登君。釧路音別ロータリークラブ会長・水野

昭人君、同じく幹事・川口恭弘君。釧路南ロータリー

クラブ会長・亀井麻也君、同じく幹事・澤山理恵君。

釧路ベイロータリークラブ会長・貝嶋政治君、同じく

幹事・池田圭樹君。釧路北ローターアクトクラブ会長・

松永憲人君、同じく幹事・加納萌子君。以上でござい

ます。

長倉ガバナー補佐におかれましては、後ほどご挨拶を

頂戴いたしますので本日はどうぞよろしくお願いいた

します。

乾杯のご挨拶　清水　幸彦パストガバナー

　どうぞ座ってくだ

さい。新しい年度が

始まりました。漆崎

ガバナーは国際大会

にたくさん出席した

ことで有名な方で

す。それからガバ

ナー補佐の長倉巨樹彦さんは南ロータリークラブ。私

のガバナー年度の 1981-1982 年にできたただひとつ

のクラブです、頑張ってやってください。

いろんな方が今日集まって来ております。このコロナ

はまだ明確でない先のことですが、ダーウィンの言葉

を借りると「生き抜く者は頭の良い者ではない。力の

強い者ではない。よく適応できる者だ」ということ。

どうぞ皆さん、各クラブに合った、コロナに負けない

ような適応で頑張ってください。

ということで、乾杯をしましょう。

それでは、ともに社会を渡れる者のロータリーに、乾

杯。

　　　　　　　　　　　杉村　荘平会長

　お食事の方はその

ままお続けくださ

い。

改めまして、こんに

ちは。釧路ロータ

リークラブ第 85代

会長を務めさせてい

ただきます杉村でございます。どうぞよろしくお願い

いたします。

ここに至るまで山あり谷ありの連続でしたが、皆さん

のご協力をいただきまして何とか無事に第１回のこの

例会にたどり着くことができました。この場をお借り

しまして感謝とお礼を申し上げます。ありがとうござ

います。

いよいよ始まったなという責任の重さをひしひしと感

じているところでございますが、何とか前を向いて１

年間しっかり頑張っていこうと思っております。どう

ぞよろしくお願いいたします。

改めまして長倉ガバナー補佐、上川原ガバナー補佐幹

事におかれましては、まさにこのコロナ禍、そして新

年度初日の大変お忙しい中、釧路ロータリークラブに

来ていただきまして本当にありがとうございます。

これから表敬訪問も始まりまして、お忙しい日々が続

くと思いますが、今日はできる限りごゆっくりお過ご

しいただければと思っております。

例年であれば、ここに第７分区各クラブの会長さん・

幹事さんが勢揃いしてスタートということになります

が、本年はやっぱりコロナの影響の中でビデオでのご

挨拶という形を取らせていただきました。少々、寂し

い感じは否めませんが、どうかご理解いただければと

思います。

今日は時間の関係上、私の挨拶は来週のアッセンブ

リーでゆっくりと喋らせていただきたいなと思ってお

ります。改めまして、本年度はこのコロナから改めて

ロータリーを離陸させて行く。そして、ロータリーの

素晴らしさを再確認して行くという大切な１年になる

だろうと思っております。

改めまして、今年度の活動に対する皆さんのご支援と

ご協力をお願い申し上げまして、本日１回目の会長挨

拶とさせていただきます。

本日はどうぞよろしくお願いいたします。

国際ロータリー第 2500 地区第７分区

　　　　　　　　長倉巨樹彦ガバナー補佐　

　　　　　　　　上川原　昭ガバナー補佐幹事

　皆さん、こんにち

は。今年度、第７分

区ガバナー補佐を務

めます釧路南の長倉

でございます。補佐

幹事はそちらにおり

ます上川原昭君とな

りますので１年間、皆さま、よろしくお願いいたしま

す。

今年度このコロナ禍の中で杉村会長の下、釧路クラブ

さんの第１回例会が無事開催されますことを心よりお

喜び申し上げます。

また、昨年度は、石田パストガバナー補佐におかれま

して、このコロナ禍で思うように事業ができない、い

ろいろな面でご苦労されたかのかと存じます。本当に

１年間、お疲れ様でした。また、ありがとうございま

した。

本日は表敬訪問ということですが、見てのとおり例年

どおりになりません。コロナ禍でありましたので、私

と補佐幹事が伺わせていただきまして、各クラブの会

長の表敬のご挨拶は動画にて皆さまにご覧をいただく

ことといたします。事情を考慮し、ご理解いただきま

すようお願いを申し上げます。

さて、ＲＩ会長・シェカール・メータ氏の方針は

「Serve to Change Lives （奉仕しよう みんなの人生を

豊かにするために）」その中で「Each One, Bring One

（ひとりひとりが誰か一人を連れてきて会員増強しま

しょう）」ということです。現在の世界中のロータリ

アン 120 万人を 130 万人に増やすということです。

パーセンテージでいうと８％となりますので、釧路ク

ラブさんの会員数に８％を掛けた人数分を会員増強し

ていただけなければいけないことになりますので、ご

協力のほどよろしくお願いいたします。

漆崎ガバナーの地区のスローガンは「ロータリーの素

晴らしさを広めよう」。方針は「親睦と持続可能な奉

仕活動の推進」。具体的な目標につきましては９つ挙

げられておりますので、本日は割愛させていただきま

すが、活動計画書でご覧いただきたいと存じます。

ガバナー、ＲＩ会長、ＲＩ理事から昨今言われておりま

す「戦略計画」それから「ＤＥＩ」と、いろんな方針

が掲げられております。時間がございませんので割愛

させていただきますけども、杉村会長・市橋幹事の下

に随時進めていただきたいと存じます。

最後に貴クラブのますますの発展と皆さまのご健勝を

ご祈念申し上げまして表敬のご挨拶とさせていただき

ます。

１年間、どうぞよろしくお願いいたします。

釧路北ロータリークラブ　

　　　　　　　平井　昌弘会長　田野竜之介幹事

　こんにちは。今年度、釧路北

ロータリークラブの会長を仰せ

つかりました平井昌弘です。隣

に映っていますのが幹事の田野

竜之介君です。どうぞ１年間、

何卒よろしくお願いいたしま

す。

私ども釧路北ロータリークラブは釧路クラブ様のスポ

ンサーのもと、昭和 33年に創立させていただき今年

で 64年目を迎えることとなりました。その昔、一時

100 名を超える会員数を誇っておりましたが経済状

況の変化、そしてコロナ禍の影響で減少を余儀なくさ

れ、本年度は 70名のスタートでございます。

今年度会長方針としまして「BE A GIVER ～求めるの

ではなく、与える人になろう～」とさせていただきま

した。ロータリアンにとって大切なのは、与えるもの、

奉仕するものであり、与える時も謙虚さが大事であり

ます。クラブは個人の才能の集合体であり、そのクラ

ブがさらなる成長を遂げた時、社会に対して素晴らし

いものを与えるきっかけになるのではないかと思って

います。与えることで、会員皆さまが幸せを感じ取れ

るようなクラブ運営をしたいと考えています。

当クラブは入会暦の浅い会員、若い会員が多い中では

ありますが、変えて良いものと、そうではないものを

諸先輩からしっかりと学び、常に真実と向き合う必要

があると思います。友情と親睦という言葉があるよう

に、生涯そのお付き合いができるのがこのクラブだと

思います。時にはお互いを戒め合う場面もあるかもし

れません。しかし、今一度なぜクラブに入会したのか、

何のために活動しているのかを理解すれば、おのずと

答えは出てくるはずです。ですから、求めるのではな

く与える人になることで、心身ともに成長していくも

のと信じています。

そして、昨年度よりわがクラブではクラブ内クラブと

いう位置付けで『ノースサテライトクラブ』を 28名

の会員でスタートし、月１回、Zoomでの例会を開催。

更なる奉仕の活動の域を広めて活動していくところで

ございます。

また、釧路北ローターアクトクラブは今年 50周年の

節目を迎えることとなり、分区の皆さまには改めてご

支援ご協力を賜りたく存じあげます。

最後になりますが、長倉ガバナー補佐はじめ第７分区

の会長・幹事様、会員皆さまのご健勝をご祈念申し上

げ表敬のご挨拶とさせていただきます。

ありがとうございました。

白糠ロータリークラブ　

　　　　　　美馬　俊哉会長　本城慶児郎幹事

　白糠ロータリークラブ第 61

代会長を務めます美馬です。そ

して私を支えてくださいます幹

事の本城君です。よろしくお願

いいたします。

本来ならばそれぞれのクラブに

表敬訪問をしたいと思っていま

したが、コロナ禍で難しいこともあり、ビデオメッセー

ジでご挨拶させていただきます。

当クラブは本年度、コロナ禍でも毎週例会を開催しよ

うと思っています。会員 11名ということもあり、ま

たコロナワクチン接種済者が４名、このままにいけば

８月中に全員接種できると思っております。早く通常

のロータリー活動ができればと思っています。

多分、皆さま方とお会いできるのは地区大会だと思っ

ております。それを楽しみにロータリー活動ができれ

ばいいと思っております。

本年度、白糠ロータリークラブは少数精鋭で頑張って

行こうと思っていますが、他のクラブにもいろいろと

お願いすることがあるかもしれません。その時はロー

タリーの寛容の精神でよろしくお願いをしまして、表

敬訪問のご挨拶とさせていただきます。

１年間、よろしくお願いいたします。

釧路西ロータリークラブ　

　　　　　　　山本　秀基会長　舟木　雅司幹事

　皆さん、こんにちは。今年

度西ロータリークラブ会長の

山本です。１年間どうぞよろ

しくお願いいたします。実は、

釧路西ロータリークラブで初

めて２回目の会長を務めさせ

ていただきます。

この大変なコロナ禍の時代に私は改めて原点回帰、先

輩ロータリアンに教えていただきましたロータリーは

親睦と奉仕の元にテーマを掲げて例会運営に取り組ん

でまいりたいと考えております。

例会を楽しく、出席率の向上、そして会員増強・退会

防止にと、さらなる努力を考えております。ロータリー

の奉仕活動を楽しみ、活動できて嬉しいと感じるよう

なクラブ運営を目指して取り組んでまいります。

１年間、どうぞよろしくお願いいたします。

釧路東ロータリークラブ　

　　　　　　　　猿子　満彦会長　川上　登幹事

　皆さん、こんにちは。今年度

釧路東ロータリークラブの会長

を務めさせていただきます猿子

でございます。１年間、よろし

くお願いいたします。

当東クラブは 1971 年９月４日

に釧路ロータリークラブ様がス

ポンサーとなり、釧路市内で４番目のロータリークラ

ブとして 24名の会員にて設立しております。以来、

50年が経過し、今年度は節目の１年になります。こ

れまでの間、各クラブの皆さま方には当東クラブの運

営にあたり、ご理解とご協力を賜り誠にありがたく厚

くお礼を申し上げる次第でございます。

新年度、当東クラブは 33名の会員での出発となって

おります。

ＲＩ会長シェカール・メータ氏の「奉仕しよう みん

なの人生を豊かにするために」の会長テーマの下、漆

崎ガバナーは地区スローガンを「ロータリーの素晴ら

しさを広めましょう」と地区活動方針を　地区の明る

い未来のために、地域の人々と親睦と持続可能な奉仕

活動の推進として地区活動目標を掲げております。

当クラブも以上のことを踏まえまして、５つの活動目

標を定めております。内容につきましては割愛させて

いただきますが、詳細は当クラブの活動計画書をご参

照願えればと思います。

最後になりますが、各クラブの益々のご発展と会員皆

さま方の一層のご健勝ご活躍をご祈念申し上げまして

簡単ではございますが、ビデオメッセージの挨拶に代

えさせていただきます。

１年間、よろしくお願い申し上げます。ご清聴ありが

とうございました。

釧路音別ロータリークラブ　

　　　　　　水野　昭人会長　川口　恭弘幹事

　皆さま、こんにちは。私は音

別ロータリークラブ第 43代会

長に指名されました水野昭人と

申します。今年１年、一緒に頑

張っていただきます幹事は、３

年目のベテラン川口幹事です。

１年間どうぞよろしくお願いい

たします。

私は以前、2014-2015 年度から３期に亘って幹事を

勉強してまいりました。その時には皆さま方のクラブ

ひとつひとつ回って、たくさんの勉強、そして歓迎を

いただきました。誠にありがとうございます。今回、

その時の思い出を交えてお話できたら良かったのです

が、このような状況下でできなくなりましたことを残

念に思います。

さて、音別ロータリークラブは今年度 15名の出発と

なります。人口減、しかもこのコロナ禍の中で何をやっ

て行くかですが、特に５年、10年の節目でないこと

もありまして、特に大きなことは考えておりません。

ただ、奉仕活動として４～５年前に無くなったひとつ

の奉仕活動がありまして、それに代わる新しいことを

考えていこう、そう思っております。また、会員増強

もその中のひとつでもあります。

早くこのような状況を乗り越えて皆さんと親睦を深め

ることができることを願って本日の挨拶とさせていた

だきます。１年間、どうぞよろしくお願いいたします。

釧路南ロータリークラブ　

　　　　　　　　亀井 麻也会長　澤山 理恵幹事

　皆さま、こんにちは。本年度

釧路南ロータリークラブ第 40

代会長を務めます亀井麻也でご

ざいます。当クラブでは女性会

長としては２代目で、サポート

していただくのは幹事の澤山理

恵会員です。女性初コンビは

ロータリー歴９年迎える私と６年の幹事で、経験も浅

く、クラブメンバーの応援があってこの日を迎えるこ

とができました。副会長には初代女性会長で大先輩の

工藤ゆかり会員が控えておりますので厳しく指導いた

だきながら１年間を全うしたいと思っております。

この度はコロナ禍により訪問が叶わず大変残念でなり

ませんが、状況が許されるようになりましたら澤山幹

事とともにご挨拶にお伺いしたいと思っております。

その節はよろしくお願いいたします。

さて、釧路南ロータリークラブ会長として『be proud

（誇りを持って）』とテーマを掲げました。引き続き、

これまでと同様の活動が困難な状況でありますが、昨

年度は奈良パスト会長テーマ『Challenge』のもと、

Zoomを活用して仕事の都合や緊急事態宣言等で集う

ことできない状況でも例会に参加できる体制を構築し

てきました。休会を最小限にとどめ、いかなる環境で

も多くのメンバーがつながるツールとして今後も持続

し、会員相互の結束をより強くしていこうと思ってお

ります。

本年度は長倉ガバナー補佐の輩出、40周年行事、地

区補助金事業は釧路市動物園に梨の植樹を予定してお

り、盛りだくさんな１年となります。

南クラブは最年少 41歳から最年長 77歳の会員数 28

名でスタートいたします。年代、性別に隔たりなく、

アットホームな雰囲気は先輩会員が培ってきたもの

で、この誇りあるクラブを受け継ぎ、この１年も笑顔

あふれるクラブ運営と持続可能な奉仕活動を目指して

参ります。

結びになりますが、貴クラブの益々のご繁栄と会長・

幹事はじめ会員皆さまのご多幸をお祈りし、表敬訪問

のご挨拶に代えさせていただきます。

本日は誠にありがとうございました。

釧路ベイロータリークラブ　

　　　　　　　貝嶋　政治会長　池田　圭樹幹事

　皆さま、こんにちは。本年度、
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代目の会長を承りました貝嶋政

治です。幹事は池田圭樹君です。

本来ですと直接例会に参加し、

皆さまと懇親を深めたいと思っ

ておりましたけれども、このコ

ロナの流行のせいでそれが叶わずビデオでの出席と

なってしまい非常に残念です。

さて、本年度は漆崎ガバナーの下、10月 10日に地

区大会を予定しております。本来ですと記念ゴルフ大

会など、種々の催し物をやりたいところではございま

すが、コロナの影響のためにそれらの行事を割愛せざ

るを得なく 10月 10日の１日だけの大会、しかも

Zoomとのハイブリット方式で行うことが決まってお

ります。

当初の予定ではコロナのワクチン接種が非常に遅いと

予想されていたのですが、最近急速にワクチンの接種

が早まり、10月に入るころにはかなりの方が接種を

済ませていると思われます。ただ、２回の接種が終わっ

ても絶対大丈夫とは言えませんので、強制はできませ

んができるだけ地区大会へ直接ご参加をよろしくお願

いいたします。ワクチンを済ましていない方は Zoom

での参加をよろしくお願いいたします。

最後に貴クラブの今後のますますのご繁栄を祈念して

表敬訪問の挨拶とさせていただきます。

１年間、どうぞよろしくお願いいたします。

釧路北ローターアクトクラブ　

　　　　　　　松永　憲人会長　加納　萌子幹事

　皆さま、こんにちは。今年度

釧路北ローターアクトクラブ第

51代会長の松永です。１年間、

どうぞよろしくお願いします。

さて、今年度の釧路北ローター

アクトクラブのクラブテーマは

『繋ぐ』です。私たち、釧路北ロー

ターアクトクラブは創立 51年目を迎えます。これま

で先輩方が受け継いできた意志や誇りを次世代に継承

し、これからの 50年、100 年と釧路北ローターアク

トクラブが繫栄し続けるようにと思い、このクラブ

テーマに決めました。

私はこれから更に 50年とクラブを繫栄させるために

は、その時に時代によってクラブ運営を変化させるこ

とが大切だと思っております。今年大きく変化させた

のは例会の回数です。これまで通常例会や移動例会を

含めると計 24回例会を行ってきておりましたが今年

は 18回と計画させていただきました。

ただし、例会回数は減っておりますが地域の方々と交

流できるような例会を多く取り入れました。中でも昨

年大好評でしたハロウィンのカボチャを子どもたちと

一緒に作る『ジャック・オー・ランタン例会』や、子

どもたちに職業体験していただく『キッズタウン例会』

は継続して行っていきます。こういった奉仕活動を計

画し・実行する・そこで反省し・また次に生かす、そ

ういった一連の活動がより会員自身を成長させると私

は思います。

10月には 50周年記念式典。来年５月にはアクトの

地区大会が釧路にて開催されます。行事が多くなる１

年ですが会員はもちろん、ロータリアンの皆さまのご

協力をいただきながら精一杯活動を行っていきたいと

思います。

最後になりますが、毎年私たち釧路北ローターアクト

クラブにご協力いただいております第７分区のロータ

リークラブの皆さま、誠にありがとうございます。

今年度 1年も、どうぞ釧路北ローターアクトクラブ

をよろしくお願いいたします。

長倉巨樹彦ガバナー補佐

　以上をもちまして表敬訪問とさせていただきます。

１年間皆さまご指導よろしくお願い申し上げます。

司会　

長倉ガバナー補佐、ありがとうございました。ここで

杉村会長より謝辞をお願いいたします。

会長謝辞　杉村　荘平会長

　今回のビデオのご挨拶が思いがけず順調に行きまし

て、時間に多少余裕ありましてこういう感じになって

おりますが、謝辞をあまり長くするのもいかがなもの

かと思います。

改めまして長倉ガバナー補佐、上川原補佐幹事、本当

にありがとうございました。

今回、ビデオの表敬訪問となってしまいましたが、８

月１日に中学親善野球大会を再開する予定でおりま

す。この時にはちょっと「大人数で」とは行きません

が、ある程度の皆さんが顔を合わせて分区事業をまた

再開できると思っております。本当に楽しみにしてお

ります。今年度も第７分区、結束してしっかりと前に

進んで行きたいと思います。

改めまして、今日本当にありがとうございました。第

７分区、しっかりと結束しながら今年１年やって行き

たいと思っております。第 7分区の皆さま、各クラ

ブ会長・幹事の皆さま、ご健勝をご祈念いたしまして

本日の謝辞とさせていただきます。

どうも今日はありがとうございました。

本日のニコニコ献金

■杉村　荘平君 　一年間頑張ります。宜しくお願い致します。

■浅川　正紳君　一年間、例会司会に専念致します。宜しくお願い致します。

■市橋夛佳丞君　一年間宜しくお願い致します。

■滝越　康雄君　本年度始まりました。次年度（2022 年度）も含めて、クラブ無事と活性を祈ります。

■邵　　龍珍君　杉村年度、一年間宜しくお願い致します。

■吉田　秀俊君　一年間、お世話になります。

■中島　徳政君　一年間、宜しくお願い致します。

■小野寺　俊君　一年間、宜しくお願い致します。

■甲賀　伸彦君　一年間、宜しくお願い致します。

■村上　祐二君　一年間、宜しくお願い致します。

■得地　　哉君　一年間、宜しくお願い致します。

■田内　泰章君　今年度、一年間、宜しくお願い致します。

今年度累計　　36,000 円　　

−6 −
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　　　　　　         　　杉村　荘平会長

　お食事の方は、そ

のままお続けくださ

い。

皆さん、こんにちは。

先週は、皆さまのお

かげで無事第１回目

の例会を終えること

ができました。ありがとうございました。

間違いなく時間が足りなくなるという進行で、しっか

りと綿密に進行を考えたつもりですが、まさかの時間

前終了になってしまいました。これもひとえに、スター

ト１回目の若葉マーク三役に免じてお許しをいただけ

ればと思っております。

　このコロナで、われわれが学んだことは「いままで

当たり前だと思っていたことが、実は大切なことだっ

たと気付けたこと」だと思っております。今日も、こ

うして２回目の例会を当たり前のように開催させてい

ただいておりますが、いつまた休会になるかも分かり

ません。こうやって私も挨拶をさせていただいており

ますが、あと残り 46回の例会を若葉マーク会長とし

て、しっかりと大事に、そして少しでも有意義になる

ようにやって行かなければいけないと気持ちを新たに

しております。また改めてよろしくお願いいたします。

という思いの下、本日は『クラブアッセンブリー』と

させていただきます。

　当初、皆さんに書面を郵送して承認をいただく考え

もありましたが、やはりこのような顔合わせの場でや

るべきと考えまして、今日の開催とさせていただいて

おります。その分、時間がタイトになっておりますが、

何卒ご理解をいただければと思っております。

　尚、本日、発表の場が得られないであろう小委員長

の皆さまには、どうかお気を悪くされないようにお願

いを申し上げます。今月の 29日にはゆっくりとご挨

拶をしていただく時間を取らせていただくことを小委

員長の皆さまにはお願い申し上げまして『アッセンブ

リー』をスタートしていきたいと思います。

　本日は、どうぞよろしくお願いいたします。

幹事報告　市橋多佳丞幹事

　皆さま、こんにちは。本年度、幹事を仰せつかりま

した市橋でございます。１年間、皆さまに分かりやす

い幹事報告を行わせていただくように務めさせていた

だきます。どうぞよろしくお願い申し上げます。

　本日の幹事報告です。新入会員の選考に当たりまし

て、職業分類の開設を１件行わせていただきました。

この度、職業分類として『建設コンサルタント業』の

開設をさせていただきます。こちらをホワイトボード

に貼ってありますので後ほどご覧いただければと思っ

ております。

　また、７月のロータリーレートは 111 円となって

おりますので、ご確認をお願いいたします。

議長　杉村　荘平会長

　ここからアッセン

ブリーとさせていた

だきます。例年と多

少やり方が変わって

きますが、どうぞよ

ろしくお願いいたし

ます。

　今更ではございますが、ご挨拶だけさせていただき

ます。本年度釧路ロータリークラブ会長を務めさせて

いただきます杉村でございます。どうぞよろしくお願

いいたします。

そして、副会長・浅川正紳君、幹事・市橋多佳丞君、

副幹事・得地哉君、同じく副幹事・田内康章君でござ

います。この５名で１年間、運営をやらせていただけ

ればと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

　本日のアッセンブリーの進め方です。基本的には例

年と同じでございますが、先ほどお話をしたように大

委員長から委員会の計画活動について一括での発表と

させていただきますことをお許しください。多少、時

間がなくなって駆け足になるかと思いますが、それも

どうぞご理解いただければと思っております。

　それでは、アッセンブリーを始めさせていただきま

す。ここからは、着座にて失礼をさせていただきます。

それでは、進めさせていただきます。まず、会長方針

の要約を読み上げさせていただきます。

会長方針の要約

釧路ロータリークラブは、これまで 85年に亘り独自

の歴史と伝統を築き上げ、規律と寛容を両立させた素

晴らしいクラブに発展してきました。

ロータリーの本質が、例会に出席しメンバーと楽しく

語らい、学び合うことにより自身の心を豊かに成長さ

せるという「親睦」と、その心をそれぞれの家庭や職

場・地域に持ち帰って実践につなげていく「奉仕」で

あるとすれば、これからもわれわれは、ロータリーを

楽しむことと豊かな地域を育むことがより強く連繋

し、好循環していく活動を目指すべきだと考えていま

す。

これらを踏まえ、今年度は、コロナ禍での再出発とい

う思いも込めた『創立 85周年』を節目とし、我がク

ラブの歴史を振り返ることにより、その存在意義を再

確認し、このロータリークラブで活動できる歓びを分

かち合い、その活動の輪を広げていく１年にしていき

たいと考えております。

多少補足をさせていただきます。この釧路クラブが持

つ素晴らしい文化を「規律」と「寛容」という言葉で

表してみました。このふたつを併せて「釧路クラブの

品格」ということになるかもしれません。どちらにし

ても、85年に亘って積み重ねてきたこの釧路クラブ

の良さを、これからもしっかりと継承をしていかなく

てはと考えています。

僕が思うロータリー活動の第一歩は、難しい議論では

なく、今日の例会の出席を迷っている時に、少し無理

をしてでもみんなの顔を見に行こうと思えるか。要は、

ロータリーを楽しめているかどうかだと思っていま

す。またその一方で、ロータリーは地域の活力があっ

てこその活動だとも思います。そう考えるとわれわれ

は、ロータリーを楽しむ「親睦」と地域を育んでいく

「奉仕」がより循環し、大きくなっていくような活動

を目指していくべきだと思います。

これを踏まえ、今年度の釧路ロータリークラブのス

ローガンを『我がロータリーを楽しむ。我が地域を育

む。』とさせていただきました。

自分ごととして、前向きに関わるという思いを込め

「ロータリーを」ではなく、あえて「我がロータリーを」

としています。今年１年、何とか自分も会長として、「我

がロータリー」を楽しめればと思っております。

続きまして、クラブ活動目標の説明をさせていただき

ます。

クラブ活動目標

１番、「入りて学び、出でて奉仕せよ」「心を求めて例

会に至り、境地を得て例会を去る」などの言葉がある

ように、とにかくロータリーの原点は例会への出席だ

と思います。委員会とも密に連繋をしながら「今日も

例会へ来て良かった」と思えるプログラムを作ってい

きたいと思っています。

２番につきましては、ロータリー全般ではなく、あえ

て釧路クラブの歴史と絞らせていただきました。た

どって行けば、どこかで自分たちにもつながるような

釧路クラブの先人たちの足跡を学び、これからの活動

の糧にしていきたいと思います。

11月には、昼と夜の 2回、85周年例会を開催し、

パストガバナーやパスト会長などのベテランメンバー

に少し砕けた昔話などをしていただき、釧路クラブの

歴史を共有したいと思います。また85周年の節目に、

天方年度から引き継がせていただいております浄財に

て、記念の品を釧路市に寄贈させていただこうと考え

ております。

　３番ですが、これは言うまでもなくクラブの基盤の

強化と活性化には欠かせないものと考えております。

もう既に、増強委員会の頑張りによりまして、早速、

先日の理事会でも４名の新入会員の承認をいただき、

幸先の良いスタートを切ったとところです。

ただ、いま僕が心配をしていることは、このコロナ禍

で、しばらく例会に来られていないメンバーの中に

「ロータリーに行かなくても別に問題はないな」と思

い始めているような

方が少なからずいる

のではないかという

ことです。これから

増強をしっかり行い

ますが、退会防止に

も気を配りながら活

動をしていきたいと考えています。

退会防止策として、しばらく出席をされていないメン

バーをリストアップし、その方と近しい方やスポン

サーから定期連絡や訪問をしてもらうようなことを委

員会と一緒に考えていきたいと思っております。

　４番、今年度は脇研修委員長にクラブ研修リーダー

としての任務をお願いしております。研修委員会にご

協力をいただき、あまりお堅いものではないセミナー

を開催し、ロータリー活動をより理解し、楽しんでも

らうきっかけにしたいと考えております。

　５番、これもロータリーを楽しむきっかけとして他

クラブの例会や雰囲気を知っていただき、今後の活動

に活かしていこうというものです。

　６番、これも何年か続いていることですが、『マイ

ロータリー』の登録をぜひともお願いしたいと思って

おります。

　７番と８番、これらの活動は例年どおりしっかりと

支援・協力をさせていただきたいと思っております。

　９番、この国内提携ですが、僕の年度で具体的にお

相手を決めようということではなくて、90周年に向

けて議論をしていきたいと思っております。姉妹提携・

友好提携などいろいろなやり方がありますけれども、

あまり負担にならない中で、交流の中からいろいろな

ものを学んでいければと思っております。

　まだまだコロナの状況を見ながらのクラブ運営が続

きますが、今年度はコロナからどのようにロータリー

活動を離陸させていけるか。少し大げさに言えば、ロー

タリー活動の存在意義が問われる大事な１年になると

考えております。今年度のそう遠くない日に夜例会や

情報集会、野遊会など通常に近いロータリー活動がで

きることを信じて、改めてロータリーの楽しさ、原点

をみんなで考えていく１年にしたいと思っておりま

す。皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いいたし

ます。

　続きまして、クラブ概要及び会務方針につきまして、

市橋幹事より説明をしていただきます。

クラブ概要及び会務方針　市橋多佳丞幹事

　それでは、私からクラブ概要及び会務方針について

ご説明をさせていただきます。

本日皆さまのテーブルに追加資料ということで、変更

になりました資料を

お配りさせていただ

いております。クラ

ブ概要及び会務方針

のところが２ページ

目・３ページ目で１

枚となっておりま

す。続きまして、例会予定の９ページ目、予算書の

24ページ目・25ページ目・26ページ目とＡ３で計

３枚、皆さま方にお配りさせていただいております。

資料に不備がございましたら副幹事の方までお申し付

けください。

それでは、クラブ概要の説明をさせていただきます。

例年でありましたら６月に開催をさせていただいてお

りますクラブアッセンブリーで、７月１日現在を想定

しての人数でやることが通常ですけれども、本年、７

月１日は既に過ぎております。昨年６月 30日付けで

打矢会員が退会をされて、いま現状の会員数 96名、

7月１日現在、となっておりますので、こちらに合わ

せて資料を変更させていただきました。２番、会員の

年齢。３番、会員・クラブの在籍年数の分布等につき

ましては、ご一読をお願いいたします。

クラブの財政につきましては、例年と変わりはござい

ません。ニコニコ献金の目標額も 80万円、例年と同

じとさせていただきます。

５番、理事会。６番、委員会活動につきましても例年

と記載の方法は変わってございません。

７番、クラブ協議会ですけれども、第１回目を本日７

月８日と設定をさせていただいております。第２回を

９月 30日、こちらガバナー公式訪問が設定されてい

る日程ですので、皆さまのご出席をよろしくお願いい

たします。第３回・第４回は、予定の日程となってお

りますので併せてご確認をお願いいたします。

また８番、総会でございますが、本年度は 12月２日

に行う予定となっております。

９番・10番・11番につきましては、ご一読をお願い

いたします。

12番の例会ですけれども、例会は禁煙とさせていた

だきます。また２の部分で、年末クリスマス家族会は

12月９日、新年交礼会は１月６日、最終例会（キャ

ンドルパーティー）は６月 30日とさせていただきま

す。その他、新入会員歓迎会を上期・下期に各１回、

開催させていただく予定となっております。

13番、その他ですけれども、いまほどご説明をいた

だきました会長のクラブ活動目標から抜粋し、準じて

作成をさせていただいておりますので、併せてご確認

をお願いいたします。

私からは以上でございます。

議長　杉村　荘平会長

　続きまして、各委員会からお願いしたいと思います。

よろしくお願いします。

クラブ運営委員会　中島　徳政委員長　

　クラブ運営委員

会、本年度の委員

長をさせていただ

きます中島でござ

います。副委員長

には高橋直人君に

お願いをしており

ます。１年間、よろしくお願いしたいと思います。

会長も申し上げているとおり、大委員長が一括で説明

とさせていただきますので、ウチの委員会は喋られる

方がたくさんいらっしゃいますが、私の方から一括で

ご説明をさせていただきます。

　クラブ運営委員会には３委員会がございます。出席

委員会・親睦活動委員会・プログラム委員会の３つで

す。

　出席委員会では、本年度１回でも多く、楽しく出席

をしていただきたいという部分と、会長から「ぜひ他

クラブの例会に参加をするメイクアップの体験会をし

てほしい」とご要望をいただいておりますので、そち

らを活動の方針に入れさせていただいております。

　親睦活動委員会はコロナ禍の中で、今まで夜間例会

を担当という形でしたが、本年度は昼の例会にも親睦

の部分で委員会に担当をしていただこうと考えており

ます。

　次が、プログラム委員会です。プログラム委員会は、

会長方針に従いまして地域社会やクラブの理解を深め

て、会員相互の理解も深めていくような形でプログラ

ムを構成して行きたいと思います。プログラムや親睦

の活動を通じて多くの方が例会に出席をしていただ

き、出席率向上を「正の循環」のように進んでいけれ

ばと思っております。

年間スケジュールが計画書に載っておりますので、そ

ちらは皆さまでご一読いただければと思います。

　クラブ運営委員会からは以上となります。

クラブ広報・会員組織委員会　村上　祐二委員長　

　クラブ広報・会員

組織委員会の委員長

を務めさせていただ

きます村上でござい

ます。

私は何分経験がない

ものですから白幡副

委員長のご指導ご鞭撻をいただきながら１年間活動を

してまいりたいと思いますので、よろしくお願いいた

します。

クラブ広報・会員組織委員会は３つの委員会で構成さ

れております。要約をして私の方からご報告申し上げ

ます。

　まず、クラブ会報・雑誌委員会です。こちらは例年

と変わらずの活動となるとは思いますけれども、横田

委員長は職業柄ミスのない完璧な仕事を求められてい

る男でございます。そういったところが色濃く出る委

員会活動になるかと思いますのでよろしくお願いいた

します。

　そして、会員増強・選考・職業分類委員会ですが、

既にもう会員増強の方は皆さんのご協力をいただいて

進めているところでありますが、つくづく７月に入っ

て感じることは、時には会員増強は力業で問答無用で

入会をさせることも必要かと思っております。やはり

私たち、私自身がこの釧路ロータリークラブの活動を

どれほど楽しめているのか、どれだけこの例会に参加

したいと思っているのか、またこの例会で培ったこと・

知ったこと・学んだことを日頃の会社でどれだけ反映

をさせているのかがきっと会員活動に当たって大事な

部分になるのだろうと感じております。

いま私自身は、非常に楽しんでやっておりますのでそ

ういった気持ちで会員拡大に臨みたいと思っておりま

す。

　続きまして、クラブ研修委員会ですが、こちらは私

が要約をするわけにはまいりませんので、脇委員長、

よろしくお願いいたします。

クラブ研修委員会　脇　　弘幸委員長　

　クラブ研修委員会

委員長の脇でござい

ます。決して「喋ら

せろ」と言ったわけ

ではございません。

大委員長から「言う

なら自分で話しなさ

い」ということですので、委員会活動についてお話を

させていただきます。

先ほど杉村会長がご説明をされました会長基本方針を

踏まえまして、また「我がロータリーを楽しむ。我が

地域を育む。」のスローガンの下、ロータリーの楽し

さへつながる一助となるよう会員が語らい、また学び

合う機会を作っていきたいと考えております。そのた

めにも理事会や各委員会と連繋・協力を図りながら

しっかりと活動を進めていきたいと思います。

活動目標につきましては、ここに記載のとおりですが、

まだまだコロナ禍でなかなか先が見通せない中ですけ

れども、オリエンテーションからクラブ研修セミナー

まで何とか開催できると信じて活動を進めていきたい

と考えておりますので、皆さんご協力のほどをよろし

くお願いいたします。

大委員長、このような感じ　でよろしいでしょうか。

奉仕プロジェクト委員会　小野寺　俊委員長　

　奉仕プロジェク

ト委員会を今年度

仰せつかりました

小野寺でございま

す。副委員長には

白崎義章君になっ

ていただきまして、

土建屋コンビで１年間進めてまいりたいと思います。

　　奉仕プロジェクト委員会は、社会奉仕・職業奉仕・

国際奉仕・青少年奉仕の４委員会で構成をしておりま

す。詳細につきましては、クラブ活動計画書をご一読

いただきたいと思いますので、今日のところは各委員

会をかいつまんでご説明申し上げます。

　はじめに社会奉仕委員会です。社会奉仕委員会の今

年度の事業計画としては、先ほど杉村会長からもお話

がありました『創立 85周年の記念事業』として釧路

市への物品の寄贈を予定していますので、その窓口

等々のお仕事をさせていただきたいと思っています。

　続きまして、職業奉仕委員会です。例年、会員間の

職場を見学する例会をやっておりますので、今年度に

つきましても１回、できれば下期にもう一度できれば

良いと思っております。当面、１回目は秋口を予定し

ています。

　国際奉仕委員会については、昨今、台北中央ロータ

リークラブとの姉妹提携の継続もございますので、当

面はその窓口をやらせていただきたいと思っていま

す。

　最後、青少年奉仕委員会です。こちらは、例年どお

りの内容となっておりますが、主な活動としては『全

道中学親善硬式野球大会』の分区事業で、支援協力と

いうことで８月１日に１日で開催をする予定です。

ロータリーアクトクラブ・インターアクトクラブとの

交流は例年どおりです。また『ライラセミナー』への

参加も会員企業の中から若手社員の方を出していただ

いて数名を派遣させていただきたいと思っています。

　４番目、活動計画書に『釧路ロータリーカップ東北

海道アイスホッケー大会』の開催と記載させていただ

いておりますけれども、アイスホッケー事務局との年

度前の打ち合わせの中で、高校アイスホッケー大会の

関係もありまして、例年行っておりました 11月下旬、

または 12月上旬のロータリーカップの開催が非常に

難しいということで、今年度は開催ができない状況に

なっています。締め切りの都合上、計画書には記載し

ておりますけれども、そのような事情になっているこ

とをお詫び申し上げます。

　私からは、以上です。

ロータリー財団・奨学推進委員会　

　　　　　　　　　　栗林 延次副委員長　

　こんにちは。ロー

タリー財団・奨学

推進委員会副委員

長の栗林でござい

ます。本来なら甲

賀委員長が発表を

するところでござ

いますが、代わりまして代理を務めさせていただきま

す。

甲賀委員長は、この委員会の副委員長を故五明会員に

お願いしていたと聞いております。残念ながらご逝去

により、それも叶いませんでしたが、五明会員の志を

受けてこれも代理でございますが、微力ながらロータ

リー財団・奨学推進委員会を支えて行きますので、皆

さまどうぞよろしくお願いいたします。

それでは、甲賀委員長から預かった報告書を代読いた

します。

代読

杉村年度において、ロータリー財団・奨学推進委員会

大委員長を拝命した甲賀です。今回は、杉村年度の活

動方針発表の場である『アッセンブリー』に出席でき

ず大変申し訳なく思っております。

　さて本年度、当委員会はロータリー財団寄付推進委

員会、米山記念奨学会委員会、嵯峨記念育英会委員会

の３委員会で構成されており、それぞれ濱谷さん、川

本さん、清水輝彦さんに委員長をお願いしてまいりま

した。

クラブ活動計画書には、皆さんの思いが込められてお

り、特に米山記念奨学会委員会の川本委員長は活動計

画書で初めてだと思いますが、米山シンボルマークを

掲載しその意味合いを示してくれました。本当にあり

がたいです。

当クラブに由来する公益財団法人釧路ロータリー嵯峨

記念育英会については、理事長が吉田潤司さんから石

田さんにバトンタッチされました。石田理事長の今後

の方針を参考にしていただくためにも杉村会長には、

育英会をテーマにした炉辺会合をお願いしているとこ

ろであります。嵯峨記念育英会委員会・清水委員長と

協力して推し進めてまいりたいと思っております。

　また、ロータリー財団寄付推進委員会についてはＳ

ＤＧｓにより変化していると聞いております。濱谷委

員長には、最新の財団の説明などを企画していただき、

会員の皆さまに正しい理解をしていただきたいと思っ

ております。

杉村会長の基本方針の下「我がロータリーを楽しむ。

我が地域を育む。」のスローガンに則りこの委員会が

活性できることを祈念しております。

　以上でございます。

邵　　龍珍ＳＡＡ

　ＳＡＡの邵でござ

います。副ＳＡＡは

後藤公貴君でござい

ます。よろしくお願

いいたします。

当クラブ今年度創立

85周年を迎える歴

史と伝統あるクラブでございますので、例会も品位と

秩序を保つよう皆さまのご協力を心からお願いいたし

ます。

　３つ掲げておりますが、特に 2番目、外部からの

ご来賓、またご講演者の講話時には私語を慎むよう皆

さまのご協力をお願いしたいと思います。

3つ目ですが、年間数回、これは夜間例会を考えてお

ります。夜間例会の場合は座席の工夫をして、先輩・

後輩のロータリアンが多く交流ができる場になるよう

親睦委員会と協力をしながら取り組んでまいりたいと

思いますので皆さまの協力をお願いいたします。

　以上でございます。

議長　杉村　荘平会長

　ありがとうございます。続きまして、市橋幹事に戻

ります。よろしくお願いします。

収支予算案説明　市橋多佳丞幹事

　私から 2021-2022 年度の収支予算案の説明をさせ

ていただきます。

予算案の内容に入る前にニコニコ献金についてご説明

をさせていただきます。ここ数年の検討課題として、

ニコニコ献金の収支予算書への予算繰り入れにつきま

して、例年は収支予算書の中に「当年度の必達目標」

という目標額が記載をされておりました。このことに

つきまして、目標額に達しない場合も想定され、その

差異は収入が減額となってしまい、単年度の赤字を起

こしかねないという状況でした。そういった状況を踏

まえて、本年は一昨年の天方会長年度に繰り越してい

ただきました特別対策基金より天方会長年度のニコニ

コ献金 90万 7,000 円が決算をされており、そちらを

今年度の雑収入として繰り入れをさせていただきたい

と考えております。

　そして、先ほどクラブ概況で申し上げました本年度

のニコニコの目標額 80万円は、翌々年度

2023-2024 年度へ繰り越したいと考えております。

この年度のずれですけれども、当クラブの決算額が翌

期の 10月頃に確定する状況がございます。本来であ

れば、クラブアッセンブリーにて皆さまにご説明をす

るタイミングと決算のタイミングが合わない状況がご

ざいまして、決算後の確定した金額を引き継げるのは

翌々年度になることをご理解いただきまして、各年度

に亘って引き継いでいく予定でおります。

こちらにつきましては、天方パスト会長、本年度の杉

村会長、そして滝越会長エレクト、昨年度の舟木パス

ト会長・荒井幹事ともご相談の上、決定をさせていた

だいたことを皆さまにご理解をいただければと思って

おります。

そういった状況で、収支予算案の収入の部の最下段、

当該年度会員の皆さまから拠出していただくニコニコ

献金につきましては、2023－2024 年度へのニコニ

コ献金として繰り越すものとするという一文を記載さ

せていただいております。

それでは、収支予算案の詳細の説明をさせていただき

ます。

　ＲＩ人頭分担金です。本年度は上期 35ドル＋１ド

ル、下期 35ドルとなっておりまして、先ほど皆さま

にご説明をさせていただきましたロータリーレートが

７月現在１ドル 111 円ですのでそれに合わせた計算

式になっております。

　地区の方です。予算が記載されていない欄が上から

２段目・３段目・４段目になります。リソースとサポー

ト事業、職業研修チーム（ＶＴＴ）、国際青少年交換

事業、は予算が記載されておりません。こちらは

2500 地区の方より「昨年度はこちらに関する事業が

行われなかったことがあり、こちらの金額は昨年度の

予算を流用させていただく、よって本年度は会員の皆

さま方から徴収することはない」という通知が来てお

りますので、記載をしておりません。本来であれば削

除しても良い項目かもしれませんけれども、次年度以

降は復活することが想定されますので、あえて名称の

方は記載させていただいております。

続きまして、６行目、地区大会登録料です。こちらの

方は、本年第７分区より漆崎ガバナーが輩出されてお

ります。また会長・幹事会におきまして「第７分区の

クラブの皆さま方には全員登録をぜひともお願いした

い」という依頼も来ております。そういった状況を踏

まえ、現在 12,000 円で設定をしている大会登録料は

96名の全員登録をさせていただきたいと思っており

ます。

その下、文献・分区につきましては、例年と大きく変

わりませんので割愛させていただきます。

続きまして、クラブの方では、上期の会費・各種祝い

品・景品・年末家族会（本人の部分）の数字が 95と

なっております。こちらは昨年末に伊藤邦彦会員から

休会届けが提出されております。休会の単位は半期単

位となっております。96名のところですけれども本

人負担の会費は請求しない取り決めになっております

ので、こちらだけ 95名の計算となっております。

　続きまして、特別の部分です。他ロータリークラブ

周年登録料ですが、当クラブの 80周年の時に登録い

ただきました他クラブの皆さま方の登録状況を鑑み

て、こちらの金額に設定をさせていただいております。

　続きまして、支出の部に移らせていただきます。先

ほどのＲＩの人頭分担金につきましては、先ほどの

ロータリーレートによって算出をしております。基本

的に皆さまからいただいた金額をそのまま拠出する形

になっております。地区も同じ金額となっております

ので、併せてご確認をお願いいたします。

文献費につきましても例年とほぼほぼ変わりません

が、ガバナー月信は例年どおり 35冊となっておりま

すので、そちらを合わせていただいております。

分区・研修費・会議費・渉外費につきましては、前年

とほぼほぼ変わらない金額で設定をさせていただいて

おります。

また、例会費ですが、４行目です。釧路ロータリーク

ラブ創立 85周年例会と本年ならではの項目として設

けさせていただきました。杉村会長からご説明があり

ましたが、11月に『創立 85周年の例会』を行う予

定となっており、そちらに使わせていただく予算とし

て計上をさせていただいております。新入会員歓迎会、

並びにキャンドルパーティー、年末家族会につきまし

ては、例年と同じ金額となっておりますのでご確認を

お願いいたします。

続きまして管理費ですが、事務局の青島さんと打ち合

わせをさせていただきまして「例年どおりの金額で問

題ない」というお話をいただいておりますので、例年

どおりの金額を記載させていただいております。

　続きまして、委員会費ですが、特記事項としてクラ

ブ研修委員会、先ほどありましたように情報集会を今

年度できれば３回行いたいと考えている都合上、例年

より多少増額をさせていただいておりますのでご確認

いただければと思います。その他、委員会につきまし

ては、ほぼほぼ例年どおりの金額となっております。

支出の部の特別に関しましては、基本的に収入の部か

らの右から左となっておりますので、ご確認をお願い

いたします。また予備費の方も多少設けさせていただ

いております。

上期の支出合計ですけれども 1,488 万 4,281 円、下

期 1,110 万 7,895 円、合計として、通期で 2,599 万

2,176 円の予算にて行わせていただきたいと考えてお

ります。

伴いまして、皆さまに会費の請求を今後させていただ

く予定となっておりますけれども、現状、上期の請求

額ですが 13万 9,986 円、下期は 11万 6,870 円、合

計 25万 6,856 円の請求とさせていただく予定となっ

ております。こちらロータリーレートによって多少の

前後があろうかと思いますので、ご了承いただければ

と思っております。

本クラブアッセンブリー終了後、早急に皆さまに請求

書を郵送させていただく予定となっております。ぜひ

会のスムーズな運営のために早急なお振り込みをご対

応いただければと思っております。

以上でございます。よろしくお願いいたします。

議長　杉村　荘平会長

　発表をしていただいた皆さん、本当にありがとうご

ざいます。話合いに多少駆け足で、聞き取りづらいと

ころがあったかと思いますが、発表は以上でございま

す。

質疑応答

議長　杉村　荘平会長

　続きまして、質疑応答の時間に移りたいと思います。

ご意見・ご質問がある方、挙手の上お願いしたいと思

います。

　奇跡的にオンタイムで進んでおりますので、まだ多

少はお時間がありますので遠慮をなさらずにご意見・

ご質問があればどうぞよろしくお願いいたします。

それでは、何もないとかえって心配になったりします

が、このような形で進めさせていただきたいと思いま

す。

わがままを言いまして、この時間、このような設定で

アッセンブリーをさせていただいたことを本当に感謝

申し上げます。ありがとうございます。

会長の時間
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■ 本日のプログラム ■

クラブアッセンブリー

　　　　　　         　　杉村　荘平会長

　お食事の方は、そ

のままお続けくださ

い。

皆さん、こんにちは。

先週は、皆さまのお

かげで無事第１回目

の例会を終えること

ができました。ありがとうございました。

間違いなく時間が足りなくなるという進行で、しっか

りと綿密に進行を考えたつもりですが、まさかの時間

前終了になってしまいました。これもひとえに、スター

ト１回目の若葉マーク三役に免じてお許しをいただけ

ればと思っております。

　このコロナで、われわれが学んだことは「いままで

当たり前だと思っていたことが、実は大切なことだっ

たと気付けたこと」だと思っております。今日も、こ

うして２回目の例会を当たり前のように開催させてい

ただいておりますが、いつまた休会になるかも分かり

ません。こうやって私も挨拶をさせていただいており

ますが、あと残り 46回の例会を若葉マーク会長とし

て、しっかりと大事に、そして少しでも有意義になる

ようにやって行かなければいけないと気持ちを新たに

しております。また改めてよろしくお願いいたします。

という思いの下、本日は『クラブアッセンブリー』と

させていただきます。

　当初、皆さんに書面を郵送して承認をいただく考え

もありましたが、やはりこのような顔合わせの場でや

るべきと考えまして、今日の開催とさせていただいて

おります。その分、時間がタイトになっておりますが、

何卒ご理解をいただければと思っております。

　尚、本日、発表の場が得られないであろう小委員長

の皆さまには、どうかお気を悪くされないようにお願

いを申し上げます。今月の 29日にはゆっくりとご挨

拶をしていただく時間を取らせていただくことを小委

員長の皆さまにはお願い申し上げまして『アッセンブ

リー』をスタートしていきたいと思います。

　本日は、どうぞよろしくお願いいたします。

幹事報告　市橋多佳丞幹事

　皆さま、こんにちは。本年度、幹事を仰せつかりま

した市橋でございます。１年間、皆さまに分かりやす

い幹事報告を行わせていただくように務めさせていた

だきます。どうぞよろしくお願い申し上げます。

　本日の幹事報告です。新入会員の選考に当たりまし

て、職業分類の開設を１件行わせていただきました。

この度、職業分類として『建設コンサルタント業』の

開設をさせていただきます。こちらをホワイトボード

に貼ってありますので後ほどご覧いただければと思っ

ております。

　また、７月のロータリーレートは 111 円となって

おりますので、ご確認をお願いいたします。

議長　杉村　荘平会長

　ここからアッセン

ブリーとさせていた

だきます。例年と多

少やり方が変わって

きますが、どうぞよ

ろしくお願いいたし

ます。

　今更ではございますが、ご挨拶だけさせていただき

ます。本年度釧路ロータリークラブ会長を務めさせて

いただきます杉村でございます。どうぞよろしくお願

いいたします。

そして、副会長・浅川正紳君、幹事・市橋多佳丞君、

副幹事・得地哉君、同じく副幹事・田内康章君でござ

います。この５名で１年間、運営をやらせていただけ

ればと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

　本日のアッセンブリーの進め方です。基本的には例

年と同じでございますが、先ほどお話をしたように大

委員長から委員会の計画活動について一括での発表と

させていただきますことをお許しください。多少、時

間がなくなって駆け足になるかと思いますが、それも

どうぞご理解いただければと思っております。

　それでは、アッセンブリーを始めさせていただきま

す。ここからは、着座にて失礼をさせていただきます。

それでは、進めさせていただきます。まず、会長方針

の要約を読み上げさせていただきます。

会長方針の要約

釧路ロータリークラブは、これまで 85年に亘り独自

の歴史と伝統を築き上げ、規律と寛容を両立させた素

晴らしいクラブに発展してきました。

ロータリーの本質が、例会に出席しメンバーと楽しく

語らい、学び合うことにより自身の心を豊かに成長さ

せるという「親睦」と、その心をそれぞれの家庭や職

場・地域に持ち帰って実践につなげていく「奉仕」で

あるとすれば、これからもわれわれは、ロータリーを

楽しむことと豊かな地域を育むことがより強く連繋

し、好循環していく活動を目指すべきだと考えていま

す。

これらを踏まえ、今年度は、コロナ禍での再出発とい

う思いも込めた『創立 85周年』を節目とし、我がク

ラブの歴史を振り返ることにより、その存在意義を再

確認し、このロータリークラブで活動できる歓びを分

かち合い、その活動の輪を広げていく１年にしていき

たいと考えております。

多少補足をさせていただきます。この釧路クラブが持

つ素晴らしい文化を「規律」と「寛容」という言葉で

表してみました。このふたつを併せて「釧路クラブの

品格」ということになるかもしれません。どちらにし

ても、85年に亘って積み重ねてきたこの釧路クラブ

の良さを、これからもしっかりと継承をしていかなく

てはと考えています。

僕が思うロータリー活動の第一歩は、難しい議論では

なく、今日の例会の出席を迷っている時に、少し無理

をしてでもみんなの顔を見に行こうと思えるか。要は、

ロータリーを楽しめているかどうかだと思っていま

す。またその一方で、ロータリーは地域の活力があっ

てこその活動だとも思います。そう考えるとわれわれ

は、ロータリーを楽しむ「親睦」と地域を育んでいく

「奉仕」がより循環し、大きくなっていくような活動

を目指していくべきだと思います。

これを踏まえ、今年度の釧路ロータリークラブのス

ローガンを『我がロータリーを楽しむ。我が地域を育

む。』とさせていただきました。

自分ごととして、前向きに関わるという思いを込め

「ロータリーを」ではなく、あえて「我がロータリーを」

としています。今年１年、何とか自分も会長として、「我

がロータリー」を楽しめればと思っております。

続きまして、クラブ活動目標の説明をさせていただき

ます。

クラブ活動目標

１番、「入りて学び、出でて奉仕せよ」「心を求めて例

会に至り、境地を得て例会を去る」などの言葉がある

ように、とにかくロータリーの原点は例会への出席だ

と思います。委員会とも密に連繋をしながら「今日も

例会へ来て良かった」と思えるプログラムを作ってい

きたいと思っています。

２番につきましては、ロータリー全般ではなく、あえ

て釧路クラブの歴史と絞らせていただきました。た

どって行けば、どこかで自分たちにもつながるような

釧路クラブの先人たちの足跡を学び、これからの活動

の糧にしていきたいと思います。

11月には、昼と夜の 2回、85周年例会を開催し、

パストガバナーやパスト会長などのベテランメンバー

に少し砕けた昔話などをしていただき、釧路クラブの

歴史を共有したいと思います。また85周年の節目に、

天方年度から引き継がせていただいております浄財に

て、記念の品を釧路市に寄贈させていただこうと考え

ております。

　３番ですが、これは言うまでもなくクラブの基盤の

強化と活性化には欠かせないものと考えております。

もう既に、増強委員会の頑張りによりまして、早速、

先日の理事会でも４名の新入会員の承認をいただき、

幸先の良いスタートを切ったとところです。

ただ、いま僕が心配をしていることは、このコロナ禍

で、しばらく例会に来られていないメンバーの中に

「ロータリーに行かなくても別に問題はないな」と思

い始めているような

方が少なからずいる

のではないかという

ことです。これから

増強をしっかり行い

ますが、退会防止に

も気を配りながら活

動をしていきたいと考えています。

退会防止策として、しばらく出席をされていないメン

バーをリストアップし、その方と近しい方やスポン

サーから定期連絡や訪問をしてもらうようなことを委

員会と一緒に考えていきたいと思っております。

　４番、今年度は脇研修委員長にクラブ研修リーダー

としての任務をお願いしております。研修委員会にご

協力をいただき、あまりお堅いものではないセミナー

を開催し、ロータリー活動をより理解し、楽しんでも

らうきっかけにしたいと考えております。

　５番、これもロータリーを楽しむきっかけとして他

クラブの例会や雰囲気を知っていただき、今後の活動

に活かしていこうというものです。

　６番、これも何年か続いていることですが、『マイ

ロータリー』の登録をぜひともお願いしたいと思って

おります。

　７番と８番、これらの活動は例年どおりしっかりと

支援・協力をさせていただきたいと思っております。

　９番、この国内提携ですが、僕の年度で具体的にお

相手を決めようということではなくて、90周年に向

けて議論をしていきたいと思っております。姉妹提携・

友好提携などいろいろなやり方がありますけれども、

あまり負担にならない中で、交流の中からいろいろな

ものを学んでいければと思っております。

　まだまだコロナの状況を見ながらのクラブ運営が続

きますが、今年度はコロナからどのようにロータリー

活動を離陸させていけるか。少し大げさに言えば、ロー

タリー活動の存在意義が問われる大事な１年になると

考えております。今年度のそう遠くない日に夜例会や

情報集会、野遊会など通常に近いロータリー活動がで

きることを信じて、改めてロータリーの楽しさ、原点

をみんなで考えていく１年にしたいと思っておりま

す。皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いいたし

ます。

　続きまして、クラブ概要及び会務方針につきまして、

市橋幹事より説明をしていただきます。

クラブ概要及び会務方針　市橋多佳丞幹事

　それでは、私からクラブ概要及び会務方針について

ご説明をさせていただきます。

本日皆さまのテーブルに追加資料ということで、変更

になりました資料を

お配りさせていただ

いております。クラ

ブ概要及び会務方針

のところが２ページ

目・３ページ目で１

枚となっておりま

す。続きまして、例会予定の９ページ目、予算書の

24ページ目・25ページ目・26ページ目とＡ３で計

３枚、皆さま方にお配りさせていただいております。

資料に不備がございましたら副幹事の方までお申し付

けください。

それでは、クラブ概要の説明をさせていただきます。

例年でありましたら６月に開催をさせていただいてお

りますクラブアッセンブリーで、７月１日現在を想定

しての人数でやることが通常ですけれども、本年、７

月１日は既に過ぎております。昨年６月 30日付けで

打矢会員が退会をされて、いま現状の会員数 96名、

7月１日現在、となっておりますので、こちらに合わ

せて資料を変更させていただきました。２番、会員の

年齢。３番、会員・クラブの在籍年数の分布等につき

ましては、ご一読をお願いいたします。

クラブの財政につきましては、例年と変わりはござい

ません。ニコニコ献金の目標額も 80万円、例年と同

じとさせていただきます。

５番、理事会。６番、委員会活動につきましても例年

と記載の方法は変わってございません。

７番、クラブ協議会ですけれども、第１回目を本日７

月８日と設定をさせていただいております。第２回を

９月 30日、こちらガバナー公式訪問が設定されてい

る日程ですので、皆さまのご出席をよろしくお願いい

たします。第３回・第４回は、予定の日程となってお

りますので併せてご確認をお願いいたします。

また８番、総会でございますが、本年度は 12月２日

に行う予定となっております。

９番・10番・11番につきましては、ご一読をお願い

いたします。

12番の例会ですけれども、例会は禁煙とさせていた

だきます。また２の部分で、年末クリスマス家族会は

12月９日、新年交礼会は１月６日、最終例会（キャ

ンドルパーティー）は６月 30日とさせていただきま

す。その他、新入会員歓迎会を上期・下期に各１回、

開催させていただく予定となっております。

13番、その他ですけれども、いまほどご説明をいた

だきました会長のクラブ活動目標から抜粋し、準じて

作成をさせていただいておりますので、併せてご確認

をお願いいたします。

私からは以上でございます。

議長　杉村　荘平会長

　続きまして、各委員会からお願いしたいと思います。

よろしくお願いします。

クラブ運営委員会　中島　徳政委員長　

　クラブ運営委員

会、本年度の委員

長をさせていただ

きます中島でござ

います。副委員長

には高橋直人君に

お願いをしており

ます。１年間、よろしくお願いしたいと思います。

会長も申し上げているとおり、大委員長が一括で説明

とさせていただきますので、ウチの委員会は喋られる

方がたくさんいらっしゃいますが、私の方から一括で

ご説明をさせていただきます。

　クラブ運営委員会には３委員会がございます。出席

委員会・親睦活動委員会・プログラム委員会の３つで

す。

　出席委員会では、本年度１回でも多く、楽しく出席

をしていただきたいという部分と、会長から「ぜひ他

クラブの例会に参加をするメイクアップの体験会をし

てほしい」とご要望をいただいておりますので、そち

らを活動の方針に入れさせていただいております。

　親睦活動委員会はコロナ禍の中で、今まで夜間例会

を担当という形でしたが、本年度は昼の例会にも親睦

の部分で委員会に担当をしていただこうと考えており

ます。

　次が、プログラム委員会です。プログラム委員会は、

会長方針に従いまして地域社会やクラブの理解を深め

て、会員相互の理解も深めていくような形でプログラ

ムを構成して行きたいと思います。プログラムや親睦

の活動を通じて多くの方が例会に出席をしていただ

き、出席率向上を「正の循環」のように進んでいけれ

ばと思っております。

年間スケジュールが計画書に載っておりますので、そ

ちらは皆さまでご一読いただければと思います。

　クラブ運営委員会からは以上となります。

クラブ広報・会員組織委員会　村上　祐二委員長　

　クラブ広報・会員

組織委員会の委員長

を務めさせていただ

きます村上でござい

ます。

私は何分経験がない

ものですから白幡副

委員長のご指導ご鞭撻をいただきながら１年間活動を

してまいりたいと思いますので、よろしくお願いいた

します。

クラブ広報・会員組織委員会は３つの委員会で構成さ

れております。要約をして私の方からご報告申し上げ

ます。

　まず、クラブ会報・雑誌委員会です。こちらは例年

と変わらずの活動となるとは思いますけれども、横田

委員長は職業柄ミスのない完璧な仕事を求められてい

る男でございます。そういったところが色濃く出る委

員会活動になるかと思いますのでよろしくお願いいた

します。

　そして、会員増強・選考・職業分類委員会ですが、

既にもう会員増強の方は皆さんのご協力をいただいて

進めているところでありますが、つくづく７月に入っ

て感じることは、時には会員増強は力業で問答無用で

入会をさせることも必要かと思っております。やはり

私たち、私自身がこの釧路ロータリークラブの活動を

どれほど楽しめているのか、どれだけこの例会に参加

したいと思っているのか、またこの例会で培ったこと・

知ったこと・学んだことを日頃の会社でどれだけ反映

をさせているのかがきっと会員活動に当たって大事な

部分になるのだろうと感じております。

いま私自身は、非常に楽しんでやっておりますのでそ

ういった気持ちで会員拡大に臨みたいと思っておりま

す。

　続きまして、クラブ研修委員会ですが、こちらは私

が要約をするわけにはまいりませんので、脇委員長、

よろしくお願いいたします。

クラブ研修委員会　脇　　弘幸委員長　

　クラブ研修委員会

委員長の脇でござい

ます。決して「喋ら

せろ」と言ったわけ

ではございません。

大委員長から「言う

なら自分で話しなさ

い」ということですので、委員会活動についてお話を

させていただきます。

先ほど杉村会長がご説明をされました会長基本方針を

踏まえまして、また「我がロータリーを楽しむ。我が

地域を育む。」のスローガンの下、ロータリーの楽し

さへつながる一助となるよう会員が語らい、また学び

合う機会を作っていきたいと考えております。そのた

めにも理事会や各委員会と連繋・協力を図りながら

しっかりと活動を進めていきたいと思います。

活動目標につきましては、ここに記載のとおりですが、

まだまだコロナ禍でなかなか先が見通せない中ですけ

れども、オリエンテーションからクラブ研修セミナー

まで何とか開催できると信じて活動を進めていきたい

と考えておりますので、皆さんご協力のほどをよろし

くお願いいたします。

大委員長、このような感じ　でよろしいでしょうか。

奉仕プロジェクト委員会　小野寺　俊委員長　

　奉仕プロジェク

ト委員会を今年度

仰せつかりました

小野寺でございま

す。副委員長には

白崎義章君になっ

ていただきまして、

土建屋コンビで１年間進めてまいりたいと思います。

　　奉仕プロジェクト委員会は、社会奉仕・職業奉仕・

国際奉仕・青少年奉仕の４委員会で構成をしておりま

す。詳細につきましては、クラブ活動計画書をご一読

いただきたいと思いますので、今日のところは各委員

会をかいつまんでご説明申し上げます。

　はじめに社会奉仕委員会です。社会奉仕委員会の今

年度の事業計画としては、先ほど杉村会長からもお話

がありました『創立 85周年の記念事業』として釧路

市への物品の寄贈を予定していますので、その窓口

等々のお仕事をさせていただきたいと思っています。

　続きまして、職業奉仕委員会です。例年、会員間の

職場を見学する例会をやっておりますので、今年度に

つきましても１回、できれば下期にもう一度できれば

良いと思っております。当面、１回目は秋口を予定し

ています。

　国際奉仕委員会については、昨今、台北中央ロータ

リークラブとの姉妹提携の継続もございますので、当

面はその窓口をやらせていただきたいと思っていま

す。

　最後、青少年奉仕委員会です。こちらは、例年どお

りの内容となっておりますが、主な活動としては『全

道中学親善硬式野球大会』の分区事業で、支援協力と

いうことで８月１日に１日で開催をする予定です。

ロータリーアクトクラブ・インターアクトクラブとの

交流は例年どおりです。また『ライラセミナー』への

参加も会員企業の中から若手社員の方を出していただ

いて数名を派遣させていただきたいと思っています。

　４番目、活動計画書に『釧路ロータリーカップ東北

海道アイスホッケー大会』の開催と記載させていただ

いておりますけれども、アイスホッケー事務局との年

度前の打ち合わせの中で、高校アイスホッケー大会の

関係もありまして、例年行っておりました 11月下旬、

または 12月上旬のロータリーカップの開催が非常に

難しいということで、今年度は開催ができない状況に

なっています。締め切りの都合上、計画書には記載し

ておりますけれども、そのような事情になっているこ

とをお詫び申し上げます。

　私からは、以上です。

ロータリー財団・奨学推進委員会　

　　　　　　　　　　栗林 延次副委員長　

　こんにちは。ロー

タリー財団・奨学

推進委員会副委員

長の栗林でござい

ます。本来なら甲

賀委員長が発表を

するところでござ

いますが、代わりまして代理を務めさせていただきま

す。

甲賀委員長は、この委員会の副委員長を故五明会員に

お願いしていたと聞いております。残念ながらご逝去

により、それも叶いませんでしたが、五明会員の志を

受けてこれも代理でございますが、微力ながらロータ

リー財団・奨学推進委員会を支えて行きますので、皆

さまどうぞよろしくお願いいたします。

それでは、甲賀委員長から預かった報告書を代読いた

します。

代読

杉村年度において、ロータリー財団・奨学推進委員会

大委員長を拝命した甲賀です。今回は、杉村年度の活

動方針発表の場である『アッセンブリー』に出席でき

ず大変申し訳なく思っております。

　さて本年度、当委員会はロータリー財団寄付推進委

員会、米山記念奨学会委員会、嵯峨記念育英会委員会

の３委員会で構成されており、それぞれ濱谷さん、川

本さん、清水輝彦さんに委員長をお願いしてまいりま

した。

クラブ活動計画書には、皆さんの思いが込められてお

り、特に米山記念奨学会委員会の川本委員長は活動計

画書で初めてだと思いますが、米山シンボルマークを

掲載しその意味合いを示してくれました。本当にあり

がたいです。

当クラブに由来する公益財団法人釧路ロータリー嵯峨

記念育英会については、理事長が吉田潤司さんから石

田さんにバトンタッチされました。石田理事長の今後

の方針を参考にしていただくためにも杉村会長には、

育英会をテーマにした炉辺会合をお願いしているとこ

ろであります。嵯峨記念育英会委員会・清水委員長と

協力して推し進めてまいりたいと思っております。

　また、ロータリー財団寄付推進委員会についてはＳ

ＤＧｓにより変化していると聞いております。濱谷委

員長には、最新の財団の説明などを企画していただき、

会員の皆さまに正しい理解をしていただきたいと思っ

ております。

杉村会長の基本方針の下「我がロータリーを楽しむ。

我が地域を育む。」のスローガンに則りこの委員会が

活性できることを祈念しております。

　以上でございます。

邵　　龍珍ＳＡＡ

　ＳＡＡの邵でござ

います。副ＳＡＡは

後藤公貴君でござい

ます。よろしくお願

いいたします。

当クラブ今年度創立

85周年を迎える歴

史と伝統あるクラブでございますので、例会も品位と

秩序を保つよう皆さまのご協力を心からお願いいたし

ます。

　３つ掲げておりますが、特に 2番目、外部からの

ご来賓、またご講演者の講話時には私語を慎むよう皆

さまのご協力をお願いしたいと思います。

3つ目ですが、年間数回、これは夜間例会を考えてお

ります。夜間例会の場合は座席の工夫をして、先輩・

後輩のロータリアンが多く交流ができる場になるよう

親睦委員会と協力をしながら取り組んでまいりたいと

思いますので皆さまの協力をお願いいたします。

　以上でございます。

議長　杉村　荘平会長

　ありがとうございます。続きまして、市橋幹事に戻

ります。よろしくお願いします。

収支予算案説明　市橋多佳丞幹事

　私から 2021-2022 年度の収支予算案の説明をさせ

ていただきます。

予算案の内容に入る前にニコニコ献金についてご説明

をさせていただきます。ここ数年の検討課題として、

ニコニコ献金の収支予算書への予算繰り入れにつきま

して、例年は収支予算書の中に「当年度の必達目標」

という目標額が記載をされておりました。このことに

つきまして、目標額に達しない場合も想定され、その

差異は収入が減額となってしまい、単年度の赤字を起

こしかねないという状況でした。そういった状況を踏

まえて、本年は一昨年の天方会長年度に繰り越してい

ただきました特別対策基金より天方会長年度のニコニ

コ献金 90万 7,000 円が決算をされており、そちらを

今年度の雑収入として繰り入れをさせていただきたい

と考えております。

　そして、先ほどクラブ概況で申し上げました本年度

のニコニコの目標額 80万円は、翌々年度

2023-2024 年度へ繰り越したいと考えております。

この年度のずれですけれども、当クラブの決算額が翌

期の 10月頃に確定する状況がございます。本来であ

れば、クラブアッセンブリーにて皆さまにご説明をす

るタイミングと決算のタイミングが合わない状況がご

ざいまして、決算後の確定した金額を引き継げるのは

翌々年度になることをご理解いただきまして、各年度

に亘って引き継いでいく予定でおります。

こちらにつきましては、天方パスト会長、本年度の杉

村会長、そして滝越会長エレクト、昨年度の舟木パス

ト会長・荒井幹事ともご相談の上、決定をさせていた

だいたことを皆さまにご理解をいただければと思って

おります。

そういった状況で、収支予算案の収入の部の最下段、

当該年度会員の皆さまから拠出していただくニコニコ

献金につきましては、2023－2024 年度へのニコニ

コ献金として繰り越すものとするという一文を記載さ

せていただいております。

それでは、収支予算案の詳細の説明をさせていただき

ます。

　ＲＩ人頭分担金です。本年度は上期 35ドル＋１ド

ル、下期 35ドルとなっておりまして、先ほど皆さま

にご説明をさせていただきましたロータリーレートが

７月現在１ドル 111 円ですのでそれに合わせた計算

式になっております。

　地区の方です。予算が記載されていない欄が上から

２段目・３段目・４段目になります。リソースとサポー

ト事業、職業研修チーム（ＶＴＴ）、国際青少年交換

事業、は予算が記載されておりません。こちらは

2500 地区の方より「昨年度はこちらに関する事業が

行われなかったことがあり、こちらの金額は昨年度の

予算を流用させていただく、よって本年度は会員の皆

さま方から徴収することはない」という通知が来てお

りますので、記載をしておりません。本来であれば削

除しても良い項目かもしれませんけれども、次年度以

降は復活することが想定されますので、あえて名称の

方は記載させていただいております。

続きまして、６行目、地区大会登録料です。こちらの

方は、本年第７分区より漆崎ガバナーが輩出されてお

ります。また会長・幹事会におきまして「第７分区の

クラブの皆さま方には全員登録をぜひともお願いした

い」という依頼も来ております。そういった状況を踏

まえ、現在 12,000 円で設定をしている大会登録料は

96名の全員登録をさせていただきたいと思っており

ます。

その下、文献・分区につきましては、例年と大きく変

わりませんので割愛させていただきます。

続きまして、クラブの方では、上期の会費・各種祝い

品・景品・年末家族会（本人の部分）の数字が 95と

なっております。こちらは昨年末に伊藤邦彦会員から

休会届けが提出されております。休会の単位は半期単

位となっております。96名のところですけれども本

人負担の会費は請求しない取り決めになっております

ので、こちらだけ 95名の計算となっております。

　続きまして、特別の部分です。他ロータリークラブ

周年登録料ですが、当クラブの 80周年の時に登録い

ただきました他クラブの皆さま方の登録状況を鑑み

て、こちらの金額に設定をさせていただいております。

　続きまして、支出の部に移らせていただきます。先

ほどのＲＩの人頭分担金につきましては、先ほどの

ロータリーレートによって算出をしております。基本

的に皆さまからいただいた金額をそのまま拠出する形

になっております。地区も同じ金額となっております

ので、併せてご確認をお願いいたします。

文献費につきましても例年とほぼほぼ変わりません

が、ガバナー月信は例年どおり 35冊となっておりま

すので、そちらを合わせていただいております。

分区・研修費・会議費・渉外費につきましては、前年

とほぼほぼ変わらない金額で設定をさせていただいて

おります。

また、例会費ですが、４行目です。釧路ロータリーク

ラブ創立 85周年例会と本年ならではの項目として設

けさせていただきました。杉村会長からご説明があり

ましたが、11月に『創立 85周年の例会』を行う予

定となっており、そちらに使わせていただく予算とし

て計上をさせていただいております。新入会員歓迎会、

並びにキャンドルパーティー、年末家族会につきまし

ては、例年と同じ金額となっておりますのでご確認を

お願いいたします。

続きまして管理費ですが、事務局の青島さんと打ち合

わせをさせていただきまして「例年どおりの金額で問

題ない」というお話をいただいておりますので、例年

どおりの金額を記載させていただいております。

　続きまして、委員会費ですが、特記事項としてクラ

ブ研修委員会、先ほどありましたように情報集会を今

年度できれば３回行いたいと考えている都合上、例年

より多少増額をさせていただいておりますのでご確認

いただければと思います。その他、委員会につきまし

ては、ほぼほぼ例年どおりの金額となっております。

支出の部の特別に関しましては、基本的に収入の部か

らの右から左となっておりますので、ご確認をお願い

いたします。また予備費の方も多少設けさせていただ

いております。

上期の支出合計ですけれども 1,488 万 4,281 円、下

期 1,110 万 7,895 円、合計として、通期で 2,599 万

2,176 円の予算にて行わせていただきたいと考えてお

ります。

伴いまして、皆さまに会費の請求を今後させていただ

く予定となっておりますけれども、現状、上期の請求

額ですが 13万 9,986 円、下期は 11万 6,870 円、合

計 25万 6,856 円の請求とさせていただく予定となっ

ております。こちらロータリーレートによって多少の

前後があろうかと思いますので、ご了承いただければ

と思っております。

本クラブアッセンブリー終了後、早急に皆さまに請求

書を郵送させていただく予定となっております。ぜひ

会のスムーズな運営のために早急なお振り込みをご対

応いただければと思っております。

以上でございます。よろしくお願いいたします。

議長　杉村　荘平会長

　発表をしていただいた皆さん、本当にありがとうご

ざいます。話合いに多少駆け足で、聞き取りづらいと

ころがあったかと思いますが、発表は以上でございま

す。

質疑応答

議長　杉村　荘平会長

　続きまして、質疑応答の時間に移りたいと思います。

ご意見・ご質問がある方、挙手の上お願いしたいと思

います。

　奇跡的にオンタイムで進んでおりますので、まだ多

少はお時間がありますので遠慮をなさらずにご意見・

ご質問があればどうぞよろしくお願いいたします。

それでは、何もないとかえって心配になったりします

が、このような形で進めさせていただきたいと思いま

す。

わがままを言いまして、この時間、このような設定で

アッセンブリーをさせていただいたことを本当に感謝

申し上げます。ありがとうございます。
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　　　　　　         　　杉村　荘平会長

　お食事の方は、そ

のままお続けくださ

い。

皆さん、こんにちは。

先週は、皆さまのお

かげで無事第１回目

の例会を終えること

ができました。ありがとうございました。

間違いなく時間が足りなくなるという進行で、しっか

りと綿密に進行を考えたつもりですが、まさかの時間

前終了になってしまいました。これもひとえに、スター

ト１回目の若葉マーク三役に免じてお許しをいただけ

ればと思っております。

　このコロナで、われわれが学んだことは「いままで

当たり前だと思っていたことが、実は大切なことだっ

たと気付けたこと」だと思っております。今日も、こ

うして２回目の例会を当たり前のように開催させてい

ただいておりますが、いつまた休会になるかも分かり

ません。こうやって私も挨拶をさせていただいており

ますが、あと残り 46回の例会を若葉マーク会長とし

て、しっかりと大事に、そして少しでも有意義になる

ようにやって行かなければいけないと気持ちを新たに

しております。また改めてよろしくお願いいたします。

という思いの下、本日は『クラブアッセンブリー』と

させていただきます。

　当初、皆さんに書面を郵送して承認をいただく考え

もありましたが、やはりこのような顔合わせの場でや

るべきと考えまして、今日の開催とさせていただいて

おります。その分、時間がタイトになっておりますが、

何卒ご理解をいただければと思っております。

　尚、本日、発表の場が得られないであろう小委員長

の皆さまには、どうかお気を悪くされないようにお願

いを申し上げます。今月の 29日にはゆっくりとご挨

拶をしていただく時間を取らせていただくことを小委

員長の皆さまにはお願い申し上げまして『アッセンブ

リー』をスタートしていきたいと思います。

　本日は、どうぞよろしくお願いいたします。

幹事報告　市橋多佳丞幹事

　皆さま、こんにちは。本年度、幹事を仰せつかりま

した市橋でございます。１年間、皆さまに分かりやす

い幹事報告を行わせていただくように務めさせていた

だきます。どうぞよろしくお願い申し上げます。

　本日の幹事報告です。新入会員の選考に当たりまし

て、職業分類の開設を１件行わせていただきました。

この度、職業分類として『建設コンサルタント業』の

開設をさせていただきます。こちらをホワイトボード

に貼ってありますので後ほどご覧いただければと思っ

ております。

　また、７月のロータリーレートは 111 円となって

おりますので、ご確認をお願いいたします。

議長　杉村　荘平会長

　ここからアッセン

ブリーとさせていた

だきます。例年と多

少やり方が変わって

きますが、どうぞよ

ろしくお願いいたし

ます。

　今更ではございますが、ご挨拶だけさせていただき

ます。本年度釧路ロータリークラブ会長を務めさせて

いただきます杉村でございます。どうぞよろしくお願

いいたします。

そして、副会長・浅川正紳君、幹事・市橋多佳丞君、

副幹事・得地哉君、同じく副幹事・田内康章君でござ

います。この５名で１年間、運営をやらせていただけ

ればと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

　本日のアッセンブリーの進め方です。基本的には例

年と同じでございますが、先ほどお話をしたように大

委員長から委員会の計画活動について一括での発表と

させていただきますことをお許しください。多少、時

間がなくなって駆け足になるかと思いますが、それも

どうぞご理解いただければと思っております。

　それでは、アッセンブリーを始めさせていただきま

す。ここからは、着座にて失礼をさせていただきます。

それでは、進めさせていただきます。まず、会長方針

の要約を読み上げさせていただきます。

会長方針の要約

釧路ロータリークラブは、これまで 85年に亘り独自

の歴史と伝統を築き上げ、規律と寛容を両立させた素

晴らしいクラブに発展してきました。

ロータリーの本質が、例会に出席しメンバーと楽しく

語らい、学び合うことにより自身の心を豊かに成長さ

せるという「親睦」と、その心をそれぞれの家庭や職

場・地域に持ち帰って実践につなげていく「奉仕」で

あるとすれば、これからもわれわれは、ロータリーを

楽しむことと豊かな地域を育むことがより強く連繋

し、好循環していく活動を目指すべきだと考えていま

す。

これらを踏まえ、今年度は、コロナ禍での再出発とい

う思いも込めた『創立 85周年』を節目とし、我がク

ラブの歴史を振り返ることにより、その存在意義を再

確認し、このロータリークラブで活動できる歓びを分

かち合い、その活動の輪を広げていく１年にしていき

たいと考えております。

多少補足をさせていただきます。この釧路クラブが持

つ素晴らしい文化を「規律」と「寛容」という言葉で

表してみました。このふたつを併せて「釧路クラブの

品格」ということになるかもしれません。どちらにし

ても、85年に亘って積み重ねてきたこの釧路クラブ

の良さを、これからもしっかりと継承をしていかなく

てはと考えています。

僕が思うロータリー活動の第一歩は、難しい議論では

なく、今日の例会の出席を迷っている時に、少し無理

をしてでもみんなの顔を見に行こうと思えるか。要は、

ロータリーを楽しめているかどうかだと思っていま

す。またその一方で、ロータリーは地域の活力があっ

てこその活動だとも思います。そう考えるとわれわれ

は、ロータリーを楽しむ「親睦」と地域を育んでいく

「奉仕」がより循環し、大きくなっていくような活動

を目指していくべきだと思います。

これを踏まえ、今年度の釧路ロータリークラブのス

ローガンを『我がロータリーを楽しむ。我が地域を育

む。』とさせていただきました。

自分ごととして、前向きに関わるという思いを込め

「ロータリーを」ではなく、あえて「我がロータリーを」

としています。今年１年、何とか自分も会長として、「我

がロータリー」を楽しめればと思っております。

続きまして、クラブ活動目標の説明をさせていただき

ます。

クラブ活動目標

１番、「入りて学び、出でて奉仕せよ」「心を求めて例

会に至り、境地を得て例会を去る」などの言葉がある

ように、とにかくロータリーの原点は例会への出席だ

と思います。委員会とも密に連繋をしながら「今日も

例会へ来て良かった」と思えるプログラムを作ってい

きたいと思っています。

２番につきましては、ロータリー全般ではなく、あえ

て釧路クラブの歴史と絞らせていただきました。た

どって行けば、どこかで自分たちにもつながるような

釧路クラブの先人たちの足跡を学び、これからの活動

の糧にしていきたいと思います。

11月には、昼と夜の 2回、85周年例会を開催し、

パストガバナーやパスト会長などのベテランメンバー

に少し砕けた昔話などをしていただき、釧路クラブの

歴史を共有したいと思います。また85周年の節目に、

天方年度から引き継がせていただいております浄財に

て、記念の品を釧路市に寄贈させていただこうと考え

ております。

　３番ですが、これは言うまでもなくクラブの基盤の

強化と活性化には欠かせないものと考えております。

もう既に、増強委員会の頑張りによりまして、早速、

先日の理事会でも４名の新入会員の承認をいただき、

幸先の良いスタートを切ったとところです。

ただ、いま僕が心配をしていることは、このコロナ禍

で、しばらく例会に来られていないメンバーの中に

「ロータリーに行かなくても別に問題はないな」と思

い始めているような

方が少なからずいる

のではないかという

ことです。これから

増強をしっかり行い

ますが、退会防止に

も気を配りながら活

動をしていきたいと考えています。

退会防止策として、しばらく出席をされていないメン

バーをリストアップし、その方と近しい方やスポン

サーから定期連絡や訪問をしてもらうようなことを委

員会と一緒に考えていきたいと思っております。

　４番、今年度は脇研修委員長にクラブ研修リーダー

としての任務をお願いしております。研修委員会にご

協力をいただき、あまりお堅いものではないセミナー

を開催し、ロータリー活動をより理解し、楽しんでも

らうきっかけにしたいと考えております。

　５番、これもロータリーを楽しむきっかけとして他

クラブの例会や雰囲気を知っていただき、今後の活動

に活かしていこうというものです。

　６番、これも何年か続いていることですが、『マイ

ロータリー』の登録をぜひともお願いしたいと思って

おります。

　７番と８番、これらの活動は例年どおりしっかりと

支援・協力をさせていただきたいと思っております。

　９番、この国内提携ですが、僕の年度で具体的にお

相手を決めようということではなくて、90周年に向

けて議論をしていきたいと思っております。姉妹提携・

友好提携などいろいろなやり方がありますけれども、

あまり負担にならない中で、交流の中からいろいろな

ものを学んでいければと思っております。

　まだまだコロナの状況を見ながらのクラブ運営が続

きますが、今年度はコロナからどのようにロータリー

活動を離陸させていけるか。少し大げさに言えば、ロー

タリー活動の存在意義が問われる大事な１年になると

考えております。今年度のそう遠くない日に夜例会や

情報集会、野遊会など通常に近いロータリー活動がで

きることを信じて、改めてロータリーの楽しさ、原点

をみんなで考えていく１年にしたいと思っておりま

す。皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いいたし

ます。

　続きまして、クラブ概要及び会務方針につきまして、

市橋幹事より説明をしていただきます。

クラブ概要及び会務方針　市橋多佳丞幹事

　それでは、私からクラブ概要及び会務方針について

ご説明をさせていただきます。

本日皆さまのテーブルに追加資料ということで、変更

になりました資料を

お配りさせていただ

いております。クラ

ブ概要及び会務方針

のところが２ページ

目・３ページ目で１

枚となっておりま

す。続きまして、例会予定の９ページ目、予算書の

24ページ目・25ページ目・26ページ目とＡ３で計

３枚、皆さま方にお配りさせていただいております。

資料に不備がございましたら副幹事の方までお申し付

けください。

それでは、クラブ概要の説明をさせていただきます。

例年でありましたら６月に開催をさせていただいてお

りますクラブアッセンブリーで、７月１日現在を想定

しての人数でやることが通常ですけれども、本年、７

月１日は既に過ぎております。昨年６月 30日付けで

打矢会員が退会をされて、いま現状の会員数 96名、

7月１日現在、となっておりますので、こちらに合わ

せて資料を変更させていただきました。２番、会員の

年齢。３番、会員・クラブの在籍年数の分布等につき

ましては、ご一読をお願いいたします。

クラブの財政につきましては、例年と変わりはござい

ません。ニコニコ献金の目標額も 80万円、例年と同

じとさせていただきます。

５番、理事会。６番、委員会活動につきましても例年

と記載の方法は変わってございません。

７番、クラブ協議会ですけれども、第１回目を本日７

月８日と設定をさせていただいております。第２回を

９月 30日、こちらガバナー公式訪問が設定されてい

る日程ですので、皆さまのご出席をよろしくお願いい

たします。第３回・第４回は、予定の日程となってお

りますので併せてご確認をお願いいたします。

また８番、総会でございますが、本年度は 12月２日

に行う予定となっております。

９番・10番・11番につきましては、ご一読をお願い

いたします。

12番の例会ですけれども、例会は禁煙とさせていた

だきます。また２の部分で、年末クリスマス家族会は

12月９日、新年交礼会は１月６日、最終例会（キャ

ンドルパーティー）は６月 30日とさせていただきま

す。その他、新入会員歓迎会を上期・下期に各１回、

開催させていただく予定となっております。

13番、その他ですけれども、いまほどご説明をいた

だきました会長のクラブ活動目標から抜粋し、準じて

作成をさせていただいておりますので、併せてご確認

をお願いいたします。

私からは以上でございます。

議長　杉村　荘平会長

　続きまして、各委員会からお願いしたいと思います。

よろしくお願いします。

クラブ運営委員会　中島　徳政委員長　

　クラブ運営委員

会、本年度の委員

長をさせていただ

きます中島でござ

います。副委員長

には高橋直人君に

お願いをしており

ます。１年間、よろしくお願いしたいと思います。

会長も申し上げているとおり、大委員長が一括で説明

とさせていただきますので、ウチの委員会は喋られる

方がたくさんいらっしゃいますが、私の方から一括で

ご説明をさせていただきます。

　クラブ運営委員会には３委員会がございます。出席

委員会・親睦活動委員会・プログラム委員会の３つで

す。

　出席委員会では、本年度１回でも多く、楽しく出席

をしていただきたいという部分と、会長から「ぜひ他

クラブの例会に参加をするメイクアップの体験会をし

てほしい」とご要望をいただいておりますので、そち

らを活動の方針に入れさせていただいております。

　親睦活動委員会はコロナ禍の中で、今まで夜間例会

を担当という形でしたが、本年度は昼の例会にも親睦

の部分で委員会に担当をしていただこうと考えており

ます。

　次が、プログラム委員会です。プログラム委員会は、

会長方針に従いまして地域社会やクラブの理解を深め

て、会員相互の理解も深めていくような形でプログラ

ムを構成して行きたいと思います。プログラムや親睦

の活動を通じて多くの方が例会に出席をしていただ

き、出席率向上を「正の循環」のように進んでいけれ

ばと思っております。

年間スケジュールが計画書に載っておりますので、そ

ちらは皆さまでご一読いただければと思います。

　クラブ運営委員会からは以上となります。

クラブ広報・会員組織委員会　村上　祐二委員長　

　クラブ広報・会員

組織委員会の委員長

を務めさせていただ

きます村上でござい

ます。

私は何分経験がない

ものですから白幡副

委員長のご指導ご鞭撻をいただきながら１年間活動を

してまいりたいと思いますので、よろしくお願いいた

します。

クラブ広報・会員組織委員会は３つの委員会で構成さ

れております。要約をして私の方からご報告申し上げ

ます。

　まず、クラブ会報・雑誌委員会です。こちらは例年

と変わらずの活動となるとは思いますけれども、横田

委員長は職業柄ミスのない完璧な仕事を求められてい

る男でございます。そういったところが色濃く出る委

員会活動になるかと思いますのでよろしくお願いいた

します。

　そして、会員増強・選考・職業分類委員会ですが、

既にもう会員増強の方は皆さんのご協力をいただいて

進めているところでありますが、つくづく７月に入っ

て感じることは、時には会員増強は力業で問答無用で

入会をさせることも必要かと思っております。やはり

私たち、私自身がこの釧路ロータリークラブの活動を

どれほど楽しめているのか、どれだけこの例会に参加

したいと思っているのか、またこの例会で培ったこと・

知ったこと・学んだことを日頃の会社でどれだけ反映

をさせているのかがきっと会員活動に当たって大事な

部分になるのだろうと感じております。

いま私自身は、非常に楽しんでやっておりますのでそ

ういった気持ちで会員拡大に臨みたいと思っておりま

す。

　続きまして、クラブ研修委員会ですが、こちらは私

が要約をするわけにはまいりませんので、脇委員長、

よろしくお願いいたします。

クラブ研修委員会　脇　　弘幸委員長　

　クラブ研修委員会

委員長の脇でござい

ます。決して「喋ら

せろ」と言ったわけ

ではございません。

大委員長から「言う

なら自分で話しなさ

い」ということですので、委員会活動についてお話を

させていただきます。

先ほど杉村会長がご説明をされました会長基本方針を

踏まえまして、また「我がロータリーを楽しむ。我が

地域を育む。」のスローガンの下、ロータリーの楽し

さへつながる一助となるよう会員が語らい、また学び

合う機会を作っていきたいと考えております。そのた

めにも理事会や各委員会と連繋・協力を図りながら

しっかりと活動を進めていきたいと思います。

活動目標につきましては、ここに記載のとおりですが、

まだまだコロナ禍でなかなか先が見通せない中ですけ

れども、オリエンテーションからクラブ研修セミナー

まで何とか開催できると信じて活動を進めていきたい

と考えておりますので、皆さんご協力のほどをよろし

くお願いいたします。

大委員長、このような感じ　でよろしいでしょうか。

奉仕プロジェクト委員会　小野寺　俊委員長　

　奉仕プロジェク

ト委員会を今年度

仰せつかりました

小野寺でございま

す。副委員長には

白崎義章君になっ

ていただきまして、

土建屋コンビで１年間進めてまいりたいと思います。

　　奉仕プロジェクト委員会は、社会奉仕・職業奉仕・

国際奉仕・青少年奉仕の４委員会で構成をしておりま

す。詳細につきましては、クラブ活動計画書をご一読

いただきたいと思いますので、今日のところは各委員

会をかいつまんでご説明申し上げます。

　はじめに社会奉仕委員会です。社会奉仕委員会の今

年度の事業計画としては、先ほど杉村会長からもお話

がありました『創立 85周年の記念事業』として釧路

市への物品の寄贈を予定していますので、その窓口

等々のお仕事をさせていただきたいと思っています。

　続きまして、職業奉仕委員会です。例年、会員間の

職場を見学する例会をやっておりますので、今年度に

つきましても１回、できれば下期にもう一度できれば

良いと思っております。当面、１回目は秋口を予定し

ています。

　国際奉仕委員会については、昨今、台北中央ロータ

リークラブとの姉妹提携の継続もございますので、当

面はその窓口をやらせていただきたいと思っていま

す。

　最後、青少年奉仕委員会です。こちらは、例年どお

りの内容となっておりますが、主な活動としては『全

道中学親善硬式野球大会』の分区事業で、支援協力と

いうことで８月１日に１日で開催をする予定です。

ロータリーアクトクラブ・インターアクトクラブとの

交流は例年どおりです。また『ライラセミナー』への

参加も会員企業の中から若手社員の方を出していただ

いて数名を派遣させていただきたいと思っています。

　４番目、活動計画書に『釧路ロータリーカップ東北

海道アイスホッケー大会』の開催と記載させていただ

いておりますけれども、アイスホッケー事務局との年

度前の打ち合わせの中で、高校アイスホッケー大会の

関係もありまして、例年行っておりました 11月下旬、

または 12月上旬のロータリーカップの開催が非常に

難しいということで、今年度は開催ができない状況に

なっています。締め切りの都合上、計画書には記載し

ておりますけれども、そのような事情になっているこ

とをお詫び申し上げます。

　私からは、以上です。

ロータリー財団・奨学推進委員会　

　　　　　　　　　　栗林 延次副委員長　

　こんにちは。ロー

タリー財団・奨学

推進委員会副委員

長の栗林でござい

ます。本来なら甲

賀委員長が発表を

するところでござ

いますが、代わりまして代理を務めさせていただきま

す。

甲賀委員長は、この委員会の副委員長を故五明会員に

お願いしていたと聞いております。残念ながらご逝去

により、それも叶いませんでしたが、五明会員の志を

受けてこれも代理でございますが、微力ながらロータ

リー財団・奨学推進委員会を支えて行きますので、皆

さまどうぞよろしくお願いいたします。

それでは、甲賀委員長から預かった報告書を代読いた

します。

代読

杉村年度において、ロータリー財団・奨学推進委員会

大委員長を拝命した甲賀です。今回は、杉村年度の活

動方針発表の場である『アッセンブリー』に出席でき

ず大変申し訳なく思っております。

　さて本年度、当委員会はロータリー財団寄付推進委

員会、米山記念奨学会委員会、嵯峨記念育英会委員会

の３委員会で構成されており、それぞれ濱谷さん、川

本さん、清水輝彦さんに委員長をお願いしてまいりま

した。

クラブ活動計画書には、皆さんの思いが込められてお

り、特に米山記念奨学会委員会の川本委員長は活動計

画書で初めてだと思いますが、米山シンボルマークを

掲載しその意味合いを示してくれました。本当にあり

がたいです。

当クラブに由来する公益財団法人釧路ロータリー嵯峨

記念育英会については、理事長が吉田潤司さんから石

田さんにバトンタッチされました。石田理事長の今後

の方針を参考にしていただくためにも杉村会長には、

育英会をテーマにした炉辺会合をお願いしているとこ

ろであります。嵯峨記念育英会委員会・清水委員長と

協力して推し進めてまいりたいと思っております。

　また、ロータリー財団寄付推進委員会についてはＳ

ＤＧｓにより変化していると聞いております。濱谷委

員長には、最新の財団の説明などを企画していただき、

会員の皆さまに正しい理解をしていただきたいと思っ

ております。

杉村会長の基本方針の下「我がロータリーを楽しむ。

我が地域を育む。」のスローガンに則りこの委員会が

活性できることを祈念しております。

　以上でございます。

邵　　龍珍ＳＡＡ

　ＳＡＡの邵でござ

います。副ＳＡＡは

後藤公貴君でござい

ます。よろしくお願

いいたします。

当クラブ今年度創立

85周年を迎える歴

史と伝統あるクラブでございますので、例会も品位と

秩序を保つよう皆さまのご協力を心からお願いいたし

ます。

　３つ掲げておりますが、特に 2番目、外部からの

ご来賓、またご講演者の講話時には私語を慎むよう皆

さまのご協力をお願いしたいと思います。

3つ目ですが、年間数回、これは夜間例会を考えてお

ります。夜間例会の場合は座席の工夫をして、先輩・

後輩のロータリアンが多く交流ができる場になるよう

親睦委員会と協力をしながら取り組んでまいりたいと

思いますので皆さまの協力をお願いいたします。

　以上でございます。

議長　杉村　荘平会長

　ありがとうございます。続きまして、市橋幹事に戻

ります。よろしくお願いします。

収支予算案説明　市橋多佳丞幹事

　私から 2021-2022 年度の収支予算案の説明をさせ

ていただきます。

予算案の内容に入る前にニコニコ献金についてご説明

をさせていただきます。ここ数年の検討課題として、

ニコニコ献金の収支予算書への予算繰り入れにつきま

して、例年は収支予算書の中に「当年度の必達目標」

という目標額が記載をされておりました。このことに

つきまして、目標額に達しない場合も想定され、その

差異は収入が減額となってしまい、単年度の赤字を起

こしかねないという状況でした。そういった状況を踏

まえて、本年は一昨年の天方会長年度に繰り越してい

ただきました特別対策基金より天方会長年度のニコニ

コ献金 90万 7,000 円が決算をされており、そちらを

今年度の雑収入として繰り入れをさせていただきたい

と考えております。

　そして、先ほどクラブ概況で申し上げました本年度

のニコニコの目標額 80万円は、翌々年度

2023-2024 年度へ繰り越したいと考えております。

この年度のずれですけれども、当クラブの決算額が翌

期の 10月頃に確定する状況がございます。本来であ

れば、クラブアッセンブリーにて皆さまにご説明をす

るタイミングと決算のタイミングが合わない状況がご

ざいまして、決算後の確定した金額を引き継げるのは

翌々年度になることをご理解いただきまして、各年度

に亘って引き継いでいく予定でおります。

こちらにつきましては、天方パスト会長、本年度の杉

村会長、そして滝越会長エレクト、昨年度の舟木パス

ト会長・荒井幹事ともご相談の上、決定をさせていた

だいたことを皆さまにご理解をいただければと思って

おります。

そういった状況で、収支予算案の収入の部の最下段、

当該年度会員の皆さまから拠出していただくニコニコ

献金につきましては、2023－2024 年度へのニコニ

コ献金として繰り越すものとするという一文を記載さ

せていただいております。

それでは、収支予算案の詳細の説明をさせていただき

ます。

　ＲＩ人頭分担金です。本年度は上期 35ドル＋１ド

ル、下期 35ドルとなっておりまして、先ほど皆さま

にご説明をさせていただきましたロータリーレートが

７月現在１ドル 111 円ですのでそれに合わせた計算

式になっております。

　地区の方です。予算が記載されていない欄が上から

２段目・３段目・４段目になります。リソースとサポー

ト事業、職業研修チーム（ＶＴＴ）、国際青少年交換

事業、は予算が記載されておりません。こちらは

2500 地区の方より「昨年度はこちらに関する事業が

行われなかったことがあり、こちらの金額は昨年度の

予算を流用させていただく、よって本年度は会員の皆

さま方から徴収することはない」という通知が来てお

りますので、記載をしておりません。本来であれば削

除しても良い項目かもしれませんけれども、次年度以

降は復活することが想定されますので、あえて名称の

方は記載させていただいております。

続きまして、６行目、地区大会登録料です。こちらの

方は、本年第７分区より漆崎ガバナーが輩出されてお

ります。また会長・幹事会におきまして「第７分区の

クラブの皆さま方には全員登録をぜひともお願いした

い」という依頼も来ております。そういった状況を踏

まえ、現在 12,000 円で設定をしている大会登録料は

96名の全員登録をさせていただきたいと思っており

ます。

その下、文献・分区につきましては、例年と大きく変

わりませんので割愛させていただきます。

続きまして、クラブの方では、上期の会費・各種祝い

品・景品・年末家族会（本人の部分）の数字が 95と

なっております。こちらは昨年末に伊藤邦彦会員から

休会届けが提出されております。休会の単位は半期単

位となっております。96名のところですけれども本

人負担の会費は請求しない取り決めになっております

ので、こちらだけ 95名の計算となっております。

　続きまして、特別の部分です。他ロータリークラブ

周年登録料ですが、当クラブの 80周年の時に登録い

ただきました他クラブの皆さま方の登録状況を鑑み

て、こちらの金額に設定をさせていただいております。

　続きまして、支出の部に移らせていただきます。先

ほどのＲＩの人頭分担金につきましては、先ほどの

ロータリーレートによって算出をしております。基本

的に皆さまからいただいた金額をそのまま拠出する形

になっております。地区も同じ金額となっております

ので、併せてご確認をお願いいたします。

文献費につきましても例年とほぼほぼ変わりません

が、ガバナー月信は例年どおり 35冊となっておりま

すので、そちらを合わせていただいております。

分区・研修費・会議費・渉外費につきましては、前年

とほぼほぼ変わらない金額で設定をさせていただいて

おります。

また、例会費ですが、４行目です。釧路ロータリーク

ラブ創立 85周年例会と本年ならではの項目として設

けさせていただきました。杉村会長からご説明があり

ましたが、11月に『創立 85周年の例会』を行う予

定となっており、そちらに使わせていただく予算とし

て計上をさせていただいております。新入会員歓迎会、

並びにキャンドルパーティー、年末家族会につきまし

ては、例年と同じ金額となっておりますのでご確認を

お願いいたします。

続きまして管理費ですが、事務局の青島さんと打ち合

わせをさせていただきまして「例年どおりの金額で問

題ない」というお話をいただいておりますので、例年

どおりの金額を記載させていただいております。

　続きまして、委員会費ですが、特記事項としてクラ

ブ研修委員会、先ほどありましたように情報集会を今

年度できれば３回行いたいと考えている都合上、例年

より多少増額をさせていただいておりますのでご確認

いただければと思います。その他、委員会につきまし

ては、ほぼほぼ例年どおりの金額となっております。

支出の部の特別に関しましては、基本的に収入の部か

らの右から左となっておりますので、ご確認をお願い

いたします。また予備費の方も多少設けさせていただ

いております。

上期の支出合計ですけれども 1,488 万 4,281 円、下

期 1,110 万 7,895 円、合計として、通期で 2,599 万

2,176 円の予算にて行わせていただきたいと考えてお

ります。

伴いまして、皆さまに会費の請求を今後させていただ

く予定となっておりますけれども、現状、上期の請求

額ですが 13万 9,986 円、下期は 11万 6,870 円、合

計 25万 6,856 円の請求とさせていただく予定となっ

ております。こちらロータリーレートによって多少の

前後があろうかと思いますので、ご了承いただければ

と思っております。

本クラブアッセンブリー終了後、早急に皆さまに請求

書を郵送させていただく予定となっております。ぜひ

会のスムーズな運営のために早急なお振り込みをご対

応いただければと思っております。

以上でございます。よろしくお願いいたします。

議長　杉村　荘平会長

　発表をしていただいた皆さん、本当にありがとうご

ざいます。話合いに多少駆け足で、聞き取りづらいと

ころがあったかと思いますが、発表は以上でございま

す。

質疑応答

議長　杉村　荘平会長

　続きまして、質疑応答の時間に移りたいと思います。

ご意見・ご質問がある方、挙手の上お願いしたいと思

います。

　奇跡的にオンタイムで進んでおりますので、まだ多

少はお時間がありますので遠慮をなさらずにご意見・

ご質問があればどうぞよろしくお願いいたします。

それでは、何もないとかえって心配になったりします

が、このような形で進めさせていただきたいと思いま

す。

わがままを言いまして、この時間、このような設定で

アッセンブリーをさせていただいたことを本当に感謝

申し上げます。ありがとうございます。
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　　　　　　         　　杉村　荘平会長

　お食事の方は、そ

のままお続けくださ

い。

皆さん、こんにちは。

先週は、皆さまのお

かげで無事第１回目

の例会を終えること

ができました。ありがとうございました。

間違いなく時間が足りなくなるという進行で、しっか

りと綿密に進行を考えたつもりですが、まさかの時間

前終了になってしまいました。これもひとえに、スター

ト１回目の若葉マーク三役に免じてお許しをいただけ

ればと思っております。

　このコロナで、われわれが学んだことは「いままで

当たり前だと思っていたことが、実は大切なことだっ

たと気付けたこと」だと思っております。今日も、こ

うして２回目の例会を当たり前のように開催させてい

ただいておりますが、いつまた休会になるかも分かり

ません。こうやって私も挨拶をさせていただいており

ますが、あと残り 46回の例会を若葉マーク会長とし

て、しっかりと大事に、そして少しでも有意義になる

ようにやって行かなければいけないと気持ちを新たに

しております。また改めてよろしくお願いいたします。

という思いの下、本日は『クラブアッセンブリー』と

させていただきます。

　当初、皆さんに書面を郵送して承認をいただく考え

もありましたが、やはりこのような顔合わせの場でや

るべきと考えまして、今日の開催とさせていただいて

おります。その分、時間がタイトになっておりますが、

何卒ご理解をいただければと思っております。

　尚、本日、発表の場が得られないであろう小委員長

の皆さまには、どうかお気を悪くされないようにお願

いを申し上げます。今月の 29日にはゆっくりとご挨

拶をしていただく時間を取らせていただくことを小委

員長の皆さまにはお願い申し上げまして『アッセンブ

リー』をスタートしていきたいと思います。

　本日は、どうぞよろしくお願いいたします。

幹事報告　市橋多佳丞幹事

　皆さま、こんにちは。本年度、幹事を仰せつかりま

した市橋でございます。１年間、皆さまに分かりやす

い幹事報告を行わせていただくように務めさせていた

だきます。どうぞよろしくお願い申し上げます。

　本日の幹事報告です。新入会員の選考に当たりまし

て、職業分類の開設を１件行わせていただきました。

この度、職業分類として『建設コンサルタント業』の

開設をさせていただきます。こちらをホワイトボード

に貼ってありますので後ほどご覧いただければと思っ

ております。

　また、７月のロータリーレートは 111 円となって

おりますので、ご確認をお願いいたします。

議長　杉村　荘平会長

　ここからアッセン

ブリーとさせていた

だきます。例年と多

少やり方が変わって

きますが、どうぞよ

ろしくお願いいたし

ます。

　今更ではございますが、ご挨拶だけさせていただき

ます。本年度釧路ロータリークラブ会長を務めさせて

いただきます杉村でございます。どうぞよろしくお願

いいたします。

そして、副会長・浅川正紳君、幹事・市橋多佳丞君、

副幹事・得地哉君、同じく副幹事・田内康章君でござ

います。この５名で１年間、運営をやらせていただけ

ればと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

　本日のアッセンブリーの進め方です。基本的には例

年と同じでございますが、先ほどお話をしたように大

委員長から委員会の計画活動について一括での発表と

させていただきますことをお許しください。多少、時

間がなくなって駆け足になるかと思いますが、それも

どうぞご理解いただければと思っております。

　それでは、アッセンブリーを始めさせていただきま

す。ここからは、着座にて失礼をさせていただきます。

それでは、進めさせていただきます。まず、会長方針

の要約を読み上げさせていただきます。

会長方針の要約

釧路ロータリークラブは、これまで 85年に亘り独自

の歴史と伝統を築き上げ、規律と寛容を両立させた素

晴らしいクラブに発展してきました。

ロータリーの本質が、例会に出席しメンバーと楽しく

語らい、学び合うことにより自身の心を豊かに成長さ

せるという「親睦」と、その心をそれぞれの家庭や職

場・地域に持ち帰って実践につなげていく「奉仕」で

あるとすれば、これからもわれわれは、ロータリーを

楽しむことと豊かな地域を育むことがより強く連繋

し、好循環していく活動を目指すべきだと考えていま

す。

これらを踏まえ、今年度は、コロナ禍での再出発とい

う思いも込めた『創立 85周年』を節目とし、我がク

ラブの歴史を振り返ることにより、その存在意義を再

確認し、このロータリークラブで活動できる歓びを分

かち合い、その活動の輪を広げていく１年にしていき

たいと考えております。

多少補足をさせていただきます。この釧路クラブが持

つ素晴らしい文化を「規律」と「寛容」という言葉で

表してみました。このふたつを併せて「釧路クラブの

品格」ということになるかもしれません。どちらにし

ても、85年に亘って積み重ねてきたこの釧路クラブ

の良さを、これからもしっかりと継承をしていかなく

てはと考えています。

僕が思うロータリー活動の第一歩は、難しい議論では

なく、今日の例会の出席を迷っている時に、少し無理

をしてでもみんなの顔を見に行こうと思えるか。要は、

ロータリーを楽しめているかどうかだと思っていま

す。またその一方で、ロータリーは地域の活力があっ

てこその活動だとも思います。そう考えるとわれわれ

は、ロータリーを楽しむ「親睦」と地域を育んでいく

「奉仕」がより循環し、大きくなっていくような活動

を目指していくべきだと思います。

これを踏まえ、今年度の釧路ロータリークラブのス

ローガンを『我がロータリーを楽しむ。我が地域を育

む。』とさせていただきました。

自分ごととして、前向きに関わるという思いを込め

「ロータリーを」ではなく、あえて「我がロータリーを」

としています。今年１年、何とか自分も会長として、「我

がロータリー」を楽しめればと思っております。

続きまして、クラブ活動目標の説明をさせていただき

ます。

クラブ活動目標

１番、「入りて学び、出でて奉仕せよ」「心を求めて例

会に至り、境地を得て例会を去る」などの言葉がある

ように、とにかくロータリーの原点は例会への出席だ

と思います。委員会とも密に連繋をしながら「今日も

例会へ来て良かった」と思えるプログラムを作ってい

きたいと思っています。

２番につきましては、ロータリー全般ではなく、あえ

て釧路クラブの歴史と絞らせていただきました。た

どって行けば、どこかで自分たちにもつながるような

釧路クラブの先人たちの足跡を学び、これからの活動

の糧にしていきたいと思います。

11月には、昼と夜の 2回、85周年例会を開催し、

パストガバナーやパスト会長などのベテランメンバー

に少し砕けた昔話などをしていただき、釧路クラブの

歴史を共有したいと思います。また85周年の節目に、

天方年度から引き継がせていただいております浄財に

て、記念の品を釧路市に寄贈させていただこうと考え

ております。

　３番ですが、これは言うまでもなくクラブの基盤の

強化と活性化には欠かせないものと考えております。

もう既に、増強委員会の頑張りによりまして、早速、

先日の理事会でも４名の新入会員の承認をいただき、

幸先の良いスタートを切ったとところです。

ただ、いま僕が心配をしていることは、このコロナ禍

で、しばらく例会に来られていないメンバーの中に

「ロータリーに行かなくても別に問題はないな」と思

い始めているような

方が少なからずいる

のではないかという

ことです。これから

増強をしっかり行い

ますが、退会防止に

も気を配りながら活

動をしていきたいと考えています。

退会防止策として、しばらく出席をされていないメン

バーをリストアップし、その方と近しい方やスポン

サーから定期連絡や訪問をしてもらうようなことを委

員会と一緒に考えていきたいと思っております。

　４番、今年度は脇研修委員長にクラブ研修リーダー

としての任務をお願いしております。研修委員会にご

協力をいただき、あまりお堅いものではないセミナー

を開催し、ロータリー活動をより理解し、楽しんでも

らうきっかけにしたいと考えております。

　５番、これもロータリーを楽しむきっかけとして他

クラブの例会や雰囲気を知っていただき、今後の活動

に活かしていこうというものです。

　６番、これも何年か続いていることですが、『マイ

ロータリー』の登録をぜひともお願いしたいと思って

おります。

　７番と８番、これらの活動は例年どおりしっかりと

支援・協力をさせていただきたいと思っております。

　９番、この国内提携ですが、僕の年度で具体的にお

相手を決めようということではなくて、90周年に向

けて議論をしていきたいと思っております。姉妹提携・

友好提携などいろいろなやり方がありますけれども、

あまり負担にならない中で、交流の中からいろいろな

ものを学んでいければと思っております。

　まだまだコロナの状況を見ながらのクラブ運営が続

きますが、今年度はコロナからどのようにロータリー

活動を離陸させていけるか。少し大げさに言えば、ロー

タリー活動の存在意義が問われる大事な１年になると

考えております。今年度のそう遠くない日に夜例会や

情報集会、野遊会など通常に近いロータリー活動がで

きることを信じて、改めてロータリーの楽しさ、原点

をみんなで考えていく１年にしたいと思っておりま

す。皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いいたし

ます。

　続きまして、クラブ概要及び会務方針につきまして、

市橋幹事より説明をしていただきます。

クラブ概要及び会務方針　市橋多佳丞幹事

　それでは、私からクラブ概要及び会務方針について

ご説明をさせていただきます。

本日皆さまのテーブルに追加資料ということで、変更

になりました資料を

お配りさせていただ

いております。クラ

ブ概要及び会務方針

のところが２ページ

目・３ページ目で１

枚となっておりま

す。続きまして、例会予定の９ページ目、予算書の

24ページ目・25ページ目・26ページ目とＡ３で計

３枚、皆さま方にお配りさせていただいております。

資料に不備がございましたら副幹事の方までお申し付

けください。

それでは、クラブ概要の説明をさせていただきます。

例年でありましたら６月に開催をさせていただいてお

りますクラブアッセンブリーで、７月１日現在を想定

しての人数でやることが通常ですけれども、本年、７

月１日は既に過ぎております。昨年６月 30日付けで

打矢会員が退会をされて、いま現状の会員数 96名、

7月１日現在、となっておりますので、こちらに合わ

せて資料を変更させていただきました。２番、会員の

年齢。３番、会員・クラブの在籍年数の分布等につき

ましては、ご一読をお願いいたします。

クラブの財政につきましては、例年と変わりはござい

ません。ニコニコ献金の目標額も 80万円、例年と同

じとさせていただきます。

５番、理事会。６番、委員会活動につきましても例年

と記載の方法は変わってございません。

７番、クラブ協議会ですけれども、第１回目を本日７

月８日と設定をさせていただいております。第２回を

９月 30日、こちらガバナー公式訪問が設定されてい

る日程ですので、皆さまのご出席をよろしくお願いい

たします。第３回・第４回は、予定の日程となってお

りますので併せてご確認をお願いいたします。

また８番、総会でございますが、本年度は 12月２日

に行う予定となっております。

９番・10番・11番につきましては、ご一読をお願い

いたします。

12番の例会ですけれども、例会は禁煙とさせていた

だきます。また２の部分で、年末クリスマス家族会は

12月９日、新年交礼会は１月６日、最終例会（キャ

ンドルパーティー）は６月 30日とさせていただきま

す。その他、新入会員歓迎会を上期・下期に各１回、

開催させていただく予定となっております。

13番、その他ですけれども、いまほどご説明をいた

だきました会長のクラブ活動目標から抜粋し、準じて

作成をさせていただいておりますので、併せてご確認

をお願いいたします。

私からは以上でございます。

議長　杉村　荘平会長

　続きまして、各委員会からお願いしたいと思います。

よろしくお願いします。

クラブ運営委員会　中島　徳政委員長　

　クラブ運営委員

会、本年度の委員

長をさせていただ

きます中島でござ

います。副委員長

には高橋直人君に

お願いをしており

ます。１年間、よろしくお願いしたいと思います。

会長も申し上げているとおり、大委員長が一括で説明

とさせていただきますので、ウチの委員会は喋られる

方がたくさんいらっしゃいますが、私の方から一括で

ご説明をさせていただきます。

　クラブ運営委員会には３委員会がございます。出席

委員会・親睦活動委員会・プログラム委員会の３つで

す。

　出席委員会では、本年度１回でも多く、楽しく出席

をしていただきたいという部分と、会長から「ぜひ他

クラブの例会に参加をするメイクアップの体験会をし

てほしい」とご要望をいただいておりますので、そち

らを活動の方針に入れさせていただいております。

　親睦活動委員会はコロナ禍の中で、今まで夜間例会

を担当という形でしたが、本年度は昼の例会にも親睦

の部分で委員会に担当をしていただこうと考えており

ます。

　次が、プログラム委員会です。プログラム委員会は、

会長方針に従いまして地域社会やクラブの理解を深め

て、会員相互の理解も深めていくような形でプログラ

ムを構成して行きたいと思います。プログラムや親睦

の活動を通じて多くの方が例会に出席をしていただ

き、出席率向上を「正の循環」のように進んでいけれ

ばと思っております。

年間スケジュールが計画書に載っておりますので、そ

ちらは皆さまでご一読いただければと思います。

　クラブ運営委員会からは以上となります。

クラブ広報・会員組織委員会　村上　祐二委員長　

　クラブ広報・会員

組織委員会の委員長

を務めさせていただ

きます村上でござい

ます。

私は何分経験がない

ものですから白幡副

委員長のご指導ご鞭撻をいただきながら１年間活動を

してまいりたいと思いますので、よろしくお願いいた

します。

クラブ広報・会員組織委員会は３つの委員会で構成さ

れております。要約をして私の方からご報告申し上げ

ます。

　まず、クラブ会報・雑誌委員会です。こちらは例年

と変わらずの活動となるとは思いますけれども、横田

委員長は職業柄ミスのない完璧な仕事を求められてい

る男でございます。そういったところが色濃く出る委

員会活動になるかと思いますのでよろしくお願いいた

します。

　そして、会員増強・選考・職業分類委員会ですが、

既にもう会員増強の方は皆さんのご協力をいただいて

進めているところでありますが、つくづく７月に入っ

て感じることは、時には会員増強は力業で問答無用で

入会をさせることも必要かと思っております。やはり

私たち、私自身がこの釧路ロータリークラブの活動を

どれほど楽しめているのか、どれだけこの例会に参加

したいと思っているのか、またこの例会で培ったこと・

知ったこと・学んだことを日頃の会社でどれだけ反映

をさせているのかがきっと会員活動に当たって大事な

部分になるのだろうと感じております。

いま私自身は、非常に楽しんでやっておりますのでそ

ういった気持ちで会員拡大に臨みたいと思っておりま

す。

　続きまして、クラブ研修委員会ですが、こちらは私

が要約をするわけにはまいりませんので、脇委員長、

よろしくお願いいたします。

クラブ研修委員会　脇　　弘幸委員長　

　クラブ研修委員会

委員長の脇でござい

ます。決して「喋ら

せろ」と言ったわけ

ではございません。

大委員長から「言う

なら自分で話しなさ

い」ということですので、委員会活動についてお話を

させていただきます。

先ほど杉村会長がご説明をされました会長基本方針を

踏まえまして、また「我がロータリーを楽しむ。我が

地域を育む。」のスローガンの下、ロータリーの楽し

さへつながる一助となるよう会員が語らい、また学び

合う機会を作っていきたいと考えております。そのた

めにも理事会や各委員会と連繋・協力を図りながら

しっかりと活動を進めていきたいと思います。

活動目標につきましては、ここに記載のとおりですが、

まだまだコロナ禍でなかなか先が見通せない中ですけ

れども、オリエンテーションからクラブ研修セミナー

まで何とか開催できると信じて活動を進めていきたい

と考えておりますので、皆さんご協力のほどをよろし

くお願いいたします。

大委員長、このような感じ　でよろしいでしょうか。

奉仕プロジェクト委員会　小野寺　俊委員長　

　奉仕プロジェク

ト委員会を今年度

仰せつかりました

小野寺でございま

す。副委員長には

白崎義章君になっ

ていただきまして、

土建屋コンビで１年間進めてまいりたいと思います。

　　奉仕プロジェクト委員会は、社会奉仕・職業奉仕・

国際奉仕・青少年奉仕の４委員会で構成をしておりま

す。詳細につきましては、クラブ活動計画書をご一読

いただきたいと思いますので、今日のところは各委員

会をかいつまんでご説明申し上げます。

　はじめに社会奉仕委員会です。社会奉仕委員会の今

年度の事業計画としては、先ほど杉村会長からもお話

がありました『創立 85周年の記念事業』として釧路

市への物品の寄贈を予定していますので、その窓口

等々のお仕事をさせていただきたいと思っています。

　続きまして、職業奉仕委員会です。例年、会員間の

職場を見学する例会をやっておりますので、今年度に

つきましても１回、できれば下期にもう一度できれば

良いと思っております。当面、１回目は秋口を予定し

ています。

　国際奉仕委員会については、昨今、台北中央ロータ

リークラブとの姉妹提携の継続もございますので、当

面はその窓口をやらせていただきたいと思っていま

す。

　最後、青少年奉仕委員会です。こちらは、例年どお

りの内容となっておりますが、主な活動としては『全

道中学親善硬式野球大会』の分区事業で、支援協力と

いうことで８月１日に１日で開催をする予定です。

ロータリーアクトクラブ・インターアクトクラブとの

交流は例年どおりです。また『ライラセミナー』への

参加も会員企業の中から若手社員の方を出していただ

いて数名を派遣させていただきたいと思っています。

　４番目、活動計画書に『釧路ロータリーカップ東北

海道アイスホッケー大会』の開催と記載させていただ

いておりますけれども、アイスホッケー事務局との年

度前の打ち合わせの中で、高校アイスホッケー大会の

関係もありまして、例年行っておりました 11月下旬、

または 12月上旬のロータリーカップの開催が非常に

難しいということで、今年度は開催ができない状況に

なっています。締め切りの都合上、計画書には記載し

ておりますけれども、そのような事情になっているこ

とをお詫び申し上げます。

　私からは、以上です。

ロータリー財団・奨学推進委員会　

　　　　　　　　　　栗林 延次副委員長　

　こんにちは。ロー

タリー財団・奨学

推進委員会副委員

長の栗林でござい

ます。本来なら甲

賀委員長が発表を

するところでござ

いますが、代わりまして代理を務めさせていただきま

す。

甲賀委員長は、この委員会の副委員長を故五明会員に

お願いしていたと聞いております。残念ながらご逝去

により、それも叶いませんでしたが、五明会員の志を

受けてこれも代理でございますが、微力ながらロータ

リー財団・奨学推進委員会を支えて行きますので、皆

さまどうぞよろしくお願いいたします。

それでは、甲賀委員長から預かった報告書を代読いた

します。

代読

杉村年度において、ロータリー財団・奨学推進委員会

大委員長を拝命した甲賀です。今回は、杉村年度の活

動方針発表の場である『アッセンブリー』に出席でき

ず大変申し訳なく思っております。

　さて本年度、当委員会はロータリー財団寄付推進委

員会、米山記念奨学会委員会、嵯峨記念育英会委員会

の３委員会で構成されており、それぞれ濱谷さん、川

本さん、清水輝彦さんに委員長をお願いしてまいりま

した。

クラブ活動計画書には、皆さんの思いが込められてお

り、特に米山記念奨学会委員会の川本委員長は活動計

画書で初めてだと思いますが、米山シンボルマークを

掲載しその意味合いを示してくれました。本当にあり

がたいです。

当クラブに由来する公益財団法人釧路ロータリー嵯峨

記念育英会については、理事長が吉田潤司さんから石

田さんにバトンタッチされました。石田理事長の今後

の方針を参考にしていただくためにも杉村会長には、

育英会をテーマにした炉辺会合をお願いしているとこ

ろであります。嵯峨記念育英会委員会・清水委員長と

協力して推し進めてまいりたいと思っております。

　また、ロータリー財団寄付推進委員会についてはＳ

ＤＧｓにより変化していると聞いております。濱谷委

員長には、最新の財団の説明などを企画していただき、

会員の皆さまに正しい理解をしていただきたいと思っ

ております。

杉村会長の基本方針の下「我がロータリーを楽しむ。

我が地域を育む。」のスローガンに則りこの委員会が

活性できることを祈念しております。

　以上でございます。

邵　　龍珍ＳＡＡ

　ＳＡＡの邵でござ

います。副ＳＡＡは

後藤公貴君でござい

ます。よろしくお願

いいたします。

当クラブ今年度創立

85周年を迎える歴

史と伝統あるクラブでございますので、例会も品位と

秩序を保つよう皆さまのご協力を心からお願いいたし

ます。

　３つ掲げておりますが、特に 2番目、外部からの

ご来賓、またご講演者の講話時には私語を慎むよう皆

さまのご協力をお願いしたいと思います。

3つ目ですが、年間数回、これは夜間例会を考えてお

ります。夜間例会の場合は座席の工夫をして、先輩・

後輩のロータリアンが多く交流ができる場になるよう

親睦委員会と協力をしながら取り組んでまいりたいと

思いますので皆さまの協力をお願いいたします。

　以上でございます。

議長　杉村　荘平会長

　ありがとうございます。続きまして、市橋幹事に戻

ります。よろしくお願いします。

収支予算案説明　市橋多佳丞幹事

　私から 2021-2022 年度の収支予算案の説明をさせ

ていただきます。

予算案の内容に入る前にニコニコ献金についてご説明

をさせていただきます。ここ数年の検討課題として、

ニコニコ献金の収支予算書への予算繰り入れにつきま

して、例年は収支予算書の中に「当年度の必達目標」

という目標額が記載をされておりました。このことに

つきまして、目標額に達しない場合も想定され、その

差異は収入が減額となってしまい、単年度の赤字を起

こしかねないという状況でした。そういった状況を踏

まえて、本年は一昨年の天方会長年度に繰り越してい

ただきました特別対策基金より天方会長年度のニコニ

コ献金 90万 7,000 円が決算をされており、そちらを

今年度の雑収入として繰り入れをさせていただきたい

と考えております。

　そして、先ほどクラブ概況で申し上げました本年度

のニコニコの目標額 80万円は、翌々年度

2023-2024 年度へ繰り越したいと考えております。

この年度のずれですけれども、当クラブの決算額が翌

期の 10月頃に確定する状況がございます。本来であ

れば、クラブアッセンブリーにて皆さまにご説明をす

るタイミングと決算のタイミングが合わない状況がご

ざいまして、決算後の確定した金額を引き継げるのは

翌々年度になることをご理解いただきまして、各年度

に亘って引き継いでいく予定でおります。

こちらにつきましては、天方パスト会長、本年度の杉

村会長、そして滝越会長エレクト、昨年度の舟木パス

ト会長・荒井幹事ともご相談の上、決定をさせていた

だいたことを皆さまにご理解をいただければと思って

おります。

そういった状況で、収支予算案の収入の部の最下段、

当該年度会員の皆さまから拠出していただくニコニコ

献金につきましては、2023－2024 年度へのニコニ

コ献金として繰り越すものとするという一文を記載さ

せていただいております。

それでは、収支予算案の詳細の説明をさせていただき

ます。

　ＲＩ人頭分担金です。本年度は上期 35ドル＋１ド

ル、下期 35ドルとなっておりまして、先ほど皆さま

にご説明をさせていただきましたロータリーレートが

７月現在１ドル 111 円ですのでそれに合わせた計算

式になっております。

　地区の方です。予算が記載されていない欄が上から

２段目・３段目・４段目になります。リソースとサポー

ト事業、職業研修チーム（ＶＴＴ）、国際青少年交換

事業、は予算が記載されておりません。こちらは

2500 地区の方より「昨年度はこちらに関する事業が

行われなかったことがあり、こちらの金額は昨年度の

予算を流用させていただく、よって本年度は会員の皆

さま方から徴収することはない」という通知が来てお

りますので、記載をしておりません。本来であれば削

除しても良い項目かもしれませんけれども、次年度以

降は復活することが想定されますので、あえて名称の

方は記載させていただいております。

続きまして、６行目、地区大会登録料です。こちらの

方は、本年第７分区より漆崎ガバナーが輩出されてお

ります。また会長・幹事会におきまして「第７分区の

クラブの皆さま方には全員登録をぜひともお願いした

い」という依頼も来ております。そういった状況を踏

まえ、現在 12,000 円で設定をしている大会登録料は

96名の全員登録をさせていただきたいと思っており

ます。

その下、文献・分区につきましては、例年と大きく変

わりませんので割愛させていただきます。

続きまして、クラブの方では、上期の会費・各種祝い

品・景品・年末家族会（本人の部分）の数字が 95と

なっております。こちらは昨年末に伊藤邦彦会員から

休会届けが提出されております。休会の単位は半期単

位となっております。96名のところですけれども本

人負担の会費は請求しない取り決めになっております

ので、こちらだけ 95名の計算となっております。

　続きまして、特別の部分です。他ロータリークラブ

周年登録料ですが、当クラブの 80周年の時に登録い

ただきました他クラブの皆さま方の登録状況を鑑み

て、こちらの金額に設定をさせていただいております。

　続きまして、支出の部に移らせていただきます。先

ほどのＲＩの人頭分担金につきましては、先ほどの

ロータリーレートによって算出をしております。基本

的に皆さまからいただいた金額をそのまま拠出する形

になっております。地区も同じ金額となっております

ので、併せてご確認をお願いいたします。

文献費につきましても例年とほぼほぼ変わりません

が、ガバナー月信は例年どおり 35冊となっておりま

すので、そちらを合わせていただいております。

分区・研修費・会議費・渉外費につきましては、前年

とほぼほぼ変わらない金額で設定をさせていただいて

おります。

また、例会費ですが、４行目です。釧路ロータリーク

ラブ創立 85周年例会と本年ならではの項目として設

けさせていただきました。杉村会長からご説明があり

ましたが、11月に『創立 85周年の例会』を行う予

定となっており、そちらに使わせていただく予算とし

て計上をさせていただいております。新入会員歓迎会、

並びにキャンドルパーティー、年末家族会につきまし

ては、例年と同じ金額となっておりますのでご確認を

お願いいたします。

続きまして管理費ですが、事務局の青島さんと打ち合

わせをさせていただきまして「例年どおりの金額で問

題ない」というお話をいただいておりますので、例年

どおりの金額を記載させていただいております。

　続きまして、委員会費ですが、特記事項としてクラ

ブ研修委員会、先ほどありましたように情報集会を今

年度できれば３回行いたいと考えている都合上、例年

より多少増額をさせていただいておりますのでご確認

いただければと思います。その他、委員会につきまし

ては、ほぼほぼ例年どおりの金額となっております。

支出の部の特別に関しましては、基本的に収入の部か

らの右から左となっておりますので、ご確認をお願い

いたします。また予備費の方も多少設けさせていただ

いております。

上期の支出合計ですけれども 1,488 万 4,281 円、下

期 1,110 万 7,895 円、合計として、通期で 2,599 万

2,176 円の予算にて行わせていただきたいと考えてお

ります。

伴いまして、皆さまに会費の請求を今後させていただ

く予定となっておりますけれども、現状、上期の請求

額ですが 13万 9,986 円、下期は 11万 6,870 円、合

計 25万 6,856 円の請求とさせていただく予定となっ

ております。こちらロータリーレートによって多少の

前後があろうかと思いますので、ご了承いただければ

と思っております。

本クラブアッセンブリー終了後、早急に皆さまに請求

書を郵送させていただく予定となっております。ぜひ

会のスムーズな運営のために早急なお振り込みをご対

応いただければと思っております。

以上でございます。よろしくお願いいたします。

議長　杉村　荘平会長

　発表をしていただいた皆さん、本当にありがとうご

ざいます。話合いに多少駆け足で、聞き取りづらいと

ころがあったかと思いますが、発表は以上でございま

す。

質疑応答

議長　杉村　荘平会長

　続きまして、質疑応答の時間に移りたいと思います。

ご意見・ご質問がある方、挙手の上お願いしたいと思

います。

　奇跡的にオンタイムで進んでおりますので、まだ多

少はお時間がありますので遠慮をなさらずにご意見・

ご質問があればどうぞよろしくお願いいたします。

それでは、何もないとかえって心配になったりします

が、このような形で進めさせていただきたいと思いま

す。

わがままを言いまして、この時間、このような設定で

アッセンブリーをさせていただいたことを本当に感謝

申し上げます。ありがとうございます。
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　　　　　　         　　杉村　荘平会長

　お食事の方は、そ

のままお続けくださ

い。

皆さん、こんにちは。

先週は、皆さまのお

かげで無事第１回目

の例会を終えること

ができました。ありがとうございました。

間違いなく時間が足りなくなるという進行で、しっか

りと綿密に進行を考えたつもりですが、まさかの時間

前終了になってしまいました。これもひとえに、スター

ト１回目の若葉マーク三役に免じてお許しをいただけ

ればと思っております。

　このコロナで、われわれが学んだことは「いままで

当たり前だと思っていたことが、実は大切なことだっ

たと気付けたこと」だと思っております。今日も、こ

うして２回目の例会を当たり前のように開催させてい

ただいておりますが、いつまた休会になるかも分かり

ません。こうやって私も挨拶をさせていただいており

ますが、あと残り 46回の例会を若葉マーク会長とし

て、しっかりと大事に、そして少しでも有意義になる

ようにやって行かなければいけないと気持ちを新たに

しております。また改めてよろしくお願いいたします。

という思いの下、本日は『クラブアッセンブリー』と

させていただきます。

　当初、皆さんに書面を郵送して承認をいただく考え

もありましたが、やはりこのような顔合わせの場でや

るべきと考えまして、今日の開催とさせていただいて

おります。その分、時間がタイトになっておりますが、

何卒ご理解をいただければと思っております。

　尚、本日、発表の場が得られないであろう小委員長

の皆さまには、どうかお気を悪くされないようにお願

いを申し上げます。今月の 29日にはゆっくりとご挨

拶をしていただく時間を取らせていただくことを小委

員長の皆さまにはお願い申し上げまして『アッセンブ

リー』をスタートしていきたいと思います。

　本日は、どうぞよろしくお願いいたします。

幹事報告　市橋多佳丞幹事

　皆さま、こんにちは。本年度、幹事を仰せつかりま

した市橋でございます。１年間、皆さまに分かりやす

い幹事報告を行わせていただくように務めさせていた

だきます。どうぞよろしくお願い申し上げます。

　本日の幹事報告です。新入会員の選考に当たりまし

て、職業分類の開設を１件行わせていただきました。

この度、職業分類として『建設コンサルタント業』の

開設をさせていただきます。こちらをホワイトボード

に貼ってありますので後ほどご覧いただければと思っ

ております。

　また、７月のロータリーレートは 111 円となって

おりますので、ご確認をお願いいたします。

議長　杉村　荘平会長

　ここからアッセン

ブリーとさせていた

だきます。例年と多

少やり方が変わって

きますが、どうぞよ

ろしくお願いいたし

ます。

　今更ではございますが、ご挨拶だけさせていただき

ます。本年度釧路ロータリークラブ会長を務めさせて

いただきます杉村でございます。どうぞよろしくお願

いいたします。

そして、副会長・浅川正紳君、幹事・市橋多佳丞君、

副幹事・得地哉君、同じく副幹事・田内康章君でござ

います。この５名で１年間、運営をやらせていただけ

ればと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

　本日のアッセンブリーの進め方です。基本的には例

年と同じでございますが、先ほどお話をしたように大

委員長から委員会の計画活動について一括での発表と

させていただきますことをお許しください。多少、時

間がなくなって駆け足になるかと思いますが、それも

どうぞご理解いただければと思っております。

　それでは、アッセンブリーを始めさせていただきま

す。ここからは、着座にて失礼をさせていただきます。

それでは、進めさせていただきます。まず、会長方針

の要約を読み上げさせていただきます。

会長方針の要約

釧路ロータリークラブは、これまで 85年に亘り独自

の歴史と伝統を築き上げ、規律と寛容を両立させた素

晴らしいクラブに発展してきました。

ロータリーの本質が、例会に出席しメンバーと楽しく

語らい、学び合うことにより自身の心を豊かに成長さ

せるという「親睦」と、その心をそれぞれの家庭や職

場・地域に持ち帰って実践につなげていく「奉仕」で

あるとすれば、これからもわれわれは、ロータリーを

楽しむことと豊かな地域を育むことがより強く連繋

し、好循環していく活動を目指すべきだと考えていま

す。

これらを踏まえ、今年度は、コロナ禍での再出発とい

う思いも込めた『創立 85周年』を節目とし、我がク

ラブの歴史を振り返ることにより、その存在意義を再

確認し、このロータリークラブで活動できる歓びを分

かち合い、その活動の輪を広げていく１年にしていき

たいと考えております。

多少補足をさせていただきます。この釧路クラブが持

つ素晴らしい文化を「規律」と「寛容」という言葉で

表してみました。このふたつを併せて「釧路クラブの

品格」ということになるかもしれません。どちらにし

ても、85年に亘って積み重ねてきたこの釧路クラブ

の良さを、これからもしっかりと継承をしていかなく

てはと考えています。

僕が思うロータリー活動の第一歩は、難しい議論では

なく、今日の例会の出席を迷っている時に、少し無理

をしてでもみんなの顔を見に行こうと思えるか。要は、

ロータリーを楽しめているかどうかだと思っていま

す。またその一方で、ロータリーは地域の活力があっ

てこその活動だとも思います。そう考えるとわれわれ

は、ロータリーを楽しむ「親睦」と地域を育んでいく

「奉仕」がより循環し、大きくなっていくような活動

を目指していくべきだと思います。

これを踏まえ、今年度の釧路ロータリークラブのス

ローガンを『我がロータリーを楽しむ。我が地域を育

む。』とさせていただきました。

自分ごととして、前向きに関わるという思いを込め

「ロータリーを」ではなく、あえて「我がロータリーを」

としています。今年１年、何とか自分も会長として、「我

がロータリー」を楽しめればと思っております。

続きまして、クラブ活動目標の説明をさせていただき

ます。

クラブ活動目標

１番、「入りて学び、出でて奉仕せよ」「心を求めて例

会に至り、境地を得て例会を去る」などの言葉がある

ように、とにかくロータリーの原点は例会への出席だ

と思います。委員会とも密に連繋をしながら「今日も

例会へ来て良かった」と思えるプログラムを作ってい

きたいと思っています。

２番につきましては、ロータリー全般ではなく、あえ

て釧路クラブの歴史と絞らせていただきました。た

どって行けば、どこかで自分たちにもつながるような

釧路クラブの先人たちの足跡を学び、これからの活動

の糧にしていきたいと思います。

11月には、昼と夜の 2回、85周年例会を開催し、

パストガバナーやパスト会長などのベテランメンバー

に少し砕けた昔話などをしていただき、釧路クラブの

歴史を共有したいと思います。また85周年の節目に、

天方年度から引き継がせていただいております浄財に

て、記念の品を釧路市に寄贈させていただこうと考え

ております。

　３番ですが、これは言うまでもなくクラブの基盤の

強化と活性化には欠かせないものと考えております。

もう既に、増強委員会の頑張りによりまして、早速、

先日の理事会でも４名の新入会員の承認をいただき、

幸先の良いスタートを切ったとところです。

ただ、いま僕が心配をしていることは、このコロナ禍

で、しばらく例会に来られていないメンバーの中に

「ロータリーに行かなくても別に問題はないな」と思

い始めているような

方が少なからずいる

のではないかという

ことです。これから

増強をしっかり行い

ますが、退会防止に

も気を配りながら活

動をしていきたいと考えています。

退会防止策として、しばらく出席をされていないメン

バーをリストアップし、その方と近しい方やスポン

サーから定期連絡や訪問をしてもらうようなことを委

員会と一緒に考えていきたいと思っております。

　４番、今年度は脇研修委員長にクラブ研修リーダー

としての任務をお願いしております。研修委員会にご

協力をいただき、あまりお堅いものではないセミナー

を開催し、ロータリー活動をより理解し、楽しんでも

らうきっかけにしたいと考えております。

　５番、これもロータリーを楽しむきっかけとして他

クラブの例会や雰囲気を知っていただき、今後の活動

に活かしていこうというものです。

　６番、これも何年か続いていることですが、『マイ

ロータリー』の登録をぜひともお願いしたいと思って

おります。

　７番と８番、これらの活動は例年どおりしっかりと

支援・協力をさせていただきたいと思っております。

　９番、この国内提携ですが、僕の年度で具体的にお

相手を決めようということではなくて、90周年に向

けて議論をしていきたいと思っております。姉妹提携・

友好提携などいろいろなやり方がありますけれども、

あまり負担にならない中で、交流の中からいろいろな

ものを学んでいければと思っております。

　まだまだコロナの状況を見ながらのクラブ運営が続

きますが、今年度はコロナからどのようにロータリー

活動を離陸させていけるか。少し大げさに言えば、ロー

タリー活動の存在意義が問われる大事な１年になると

考えております。今年度のそう遠くない日に夜例会や

情報集会、野遊会など通常に近いロータリー活動がで

きることを信じて、改めてロータリーの楽しさ、原点

をみんなで考えていく１年にしたいと思っておりま

す。皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いいたし

ます。

　続きまして、クラブ概要及び会務方針につきまして、

市橋幹事より説明をしていただきます。

クラブ概要及び会務方針　市橋多佳丞幹事

　それでは、私からクラブ概要及び会務方針について

ご説明をさせていただきます。

本日皆さまのテーブルに追加資料ということで、変更

になりました資料を

お配りさせていただ

いております。クラ

ブ概要及び会務方針

のところが２ページ

目・３ページ目で１

枚となっておりま

す。続きまして、例会予定の９ページ目、予算書の

24ページ目・25ページ目・26ページ目とＡ３で計

３枚、皆さま方にお配りさせていただいております。

資料に不備がございましたら副幹事の方までお申し付

けください。

それでは、クラブ概要の説明をさせていただきます。

例年でありましたら６月に開催をさせていただいてお

りますクラブアッセンブリーで、７月１日現在を想定

しての人数でやることが通常ですけれども、本年、７

月１日は既に過ぎております。昨年６月 30日付けで

打矢会員が退会をされて、いま現状の会員数 96名、

7月１日現在、となっておりますので、こちらに合わ

せて資料を変更させていただきました。２番、会員の

年齢。３番、会員・クラブの在籍年数の分布等につき

ましては、ご一読をお願いいたします。

クラブの財政につきましては、例年と変わりはござい

ません。ニコニコ献金の目標額も 80万円、例年と同

じとさせていただきます。

５番、理事会。６番、委員会活動につきましても例年

と記載の方法は変わってございません。

７番、クラブ協議会ですけれども、第１回目を本日７

月８日と設定をさせていただいております。第２回を

９月 30日、こちらガバナー公式訪問が設定されてい

る日程ですので、皆さまのご出席をよろしくお願いい

たします。第３回・第４回は、予定の日程となってお

りますので併せてご確認をお願いいたします。

また８番、総会でございますが、本年度は 12月２日

に行う予定となっております。

９番・10番・11番につきましては、ご一読をお願い

いたします。

12番の例会ですけれども、例会は禁煙とさせていた

だきます。また２の部分で、年末クリスマス家族会は

12月９日、新年交礼会は１月６日、最終例会（キャ

ンドルパーティー）は６月 30日とさせていただきま

す。その他、新入会員歓迎会を上期・下期に各１回、

開催させていただく予定となっております。

13番、その他ですけれども、いまほどご説明をいた

だきました会長のクラブ活動目標から抜粋し、準じて

作成をさせていただいておりますので、併せてご確認

をお願いいたします。

私からは以上でございます。

議長　杉村　荘平会長

　続きまして、各委員会からお願いしたいと思います。

よろしくお願いします。

クラブ運営委員会　中島　徳政委員長　

　クラブ運営委員

会、本年度の委員

長をさせていただ

きます中島でござ

います。副委員長

には高橋直人君に

お願いをしており

ます。１年間、よろしくお願いしたいと思います。

会長も申し上げているとおり、大委員長が一括で説明

とさせていただきますので、ウチの委員会は喋られる

方がたくさんいらっしゃいますが、私の方から一括で

ご説明をさせていただきます。

　クラブ運営委員会には３委員会がございます。出席

委員会・親睦活動委員会・プログラム委員会の３つで

す。

　出席委員会では、本年度１回でも多く、楽しく出席

をしていただきたいという部分と、会長から「ぜひ他

クラブの例会に参加をするメイクアップの体験会をし

てほしい」とご要望をいただいておりますので、そち

らを活動の方針に入れさせていただいております。

　親睦活動委員会はコロナ禍の中で、今まで夜間例会

を担当という形でしたが、本年度は昼の例会にも親睦

の部分で委員会に担当をしていただこうと考えており

ます。

　次が、プログラム委員会です。プログラム委員会は、

会長方針に従いまして地域社会やクラブの理解を深め

て、会員相互の理解も深めていくような形でプログラ

ムを構成して行きたいと思います。プログラムや親睦

の活動を通じて多くの方が例会に出席をしていただ

き、出席率向上を「正の循環」のように進んでいけれ

ばと思っております。

年間スケジュールが計画書に載っておりますので、そ

ちらは皆さまでご一読いただければと思います。

　クラブ運営委員会からは以上となります。

クラブ広報・会員組織委員会　村上　祐二委員長　

　クラブ広報・会員

組織委員会の委員長

を務めさせていただ

きます村上でござい

ます。

私は何分経験がない

ものですから白幡副

委員長のご指導ご鞭撻をいただきながら１年間活動を

してまいりたいと思いますので、よろしくお願いいた

します。

クラブ広報・会員組織委員会は３つの委員会で構成さ

れております。要約をして私の方からご報告申し上げ

ます。

　まず、クラブ会報・雑誌委員会です。こちらは例年

と変わらずの活動となるとは思いますけれども、横田

委員長は職業柄ミスのない完璧な仕事を求められてい

る男でございます。そういったところが色濃く出る委

員会活動になるかと思いますのでよろしくお願いいた

します。

　そして、会員増強・選考・職業分類委員会ですが、

既にもう会員増強の方は皆さんのご協力をいただいて

進めているところでありますが、つくづく７月に入っ

て感じることは、時には会員増強は力業で問答無用で

入会をさせることも必要かと思っております。やはり

私たち、私自身がこの釧路ロータリークラブの活動を

どれほど楽しめているのか、どれだけこの例会に参加

したいと思っているのか、またこの例会で培ったこと・

知ったこと・学んだことを日頃の会社でどれだけ反映

をさせているのかがきっと会員活動に当たって大事な

部分になるのだろうと感じております。

いま私自身は、非常に楽しんでやっておりますのでそ

ういった気持ちで会員拡大に臨みたいと思っておりま

す。

　続きまして、クラブ研修委員会ですが、こちらは私

が要約をするわけにはまいりませんので、脇委員長、

よろしくお願いいたします。

クラブ研修委員会　脇　　弘幸委員長　

　クラブ研修委員会

委員長の脇でござい

ます。決して「喋ら

せろ」と言ったわけ

ではございません。

大委員長から「言う

なら自分で話しなさ

い」ということですので、委員会活動についてお話を

させていただきます。

先ほど杉村会長がご説明をされました会長基本方針を

踏まえまして、また「我がロータリーを楽しむ。我が

地域を育む。」のスローガンの下、ロータリーの楽し

さへつながる一助となるよう会員が語らい、また学び

合う機会を作っていきたいと考えております。そのた

めにも理事会や各委員会と連繋・協力を図りながら

しっかりと活動を進めていきたいと思います。

活動目標につきましては、ここに記載のとおりですが、

まだまだコロナ禍でなかなか先が見通せない中ですけ

れども、オリエンテーションからクラブ研修セミナー

まで何とか開催できると信じて活動を進めていきたい

と考えておりますので、皆さんご協力のほどをよろし

くお願いいたします。

大委員長、このような感じ　でよろしいでしょうか。

奉仕プロジェクト委員会　小野寺　俊委員長　

　奉仕プロジェク

ト委員会を今年度

仰せつかりました

小野寺でございま

す。副委員長には

白崎義章君になっ

ていただきまして、

土建屋コンビで１年間進めてまいりたいと思います。

　　奉仕プロジェクト委員会は、社会奉仕・職業奉仕・

国際奉仕・青少年奉仕の４委員会で構成をしておりま

す。詳細につきましては、クラブ活動計画書をご一読

いただきたいと思いますので、今日のところは各委員

会をかいつまんでご説明申し上げます。

　はじめに社会奉仕委員会です。社会奉仕委員会の今

年度の事業計画としては、先ほど杉村会長からもお話

がありました『創立 85周年の記念事業』として釧路

市への物品の寄贈を予定していますので、その窓口

等々のお仕事をさせていただきたいと思っています。

　続きまして、職業奉仕委員会です。例年、会員間の

職場を見学する例会をやっておりますので、今年度に

つきましても１回、できれば下期にもう一度できれば

良いと思っております。当面、１回目は秋口を予定し

ています。

　国際奉仕委員会については、昨今、台北中央ロータ

リークラブとの姉妹提携の継続もございますので、当

面はその窓口をやらせていただきたいと思っていま

す。

　最後、青少年奉仕委員会です。こちらは、例年どお

りの内容となっておりますが、主な活動としては『全

道中学親善硬式野球大会』の分区事業で、支援協力と

いうことで８月１日に１日で開催をする予定です。

ロータリーアクトクラブ・インターアクトクラブとの

交流は例年どおりです。また『ライラセミナー』への

参加も会員企業の中から若手社員の方を出していただ

いて数名を派遣させていただきたいと思っています。

　４番目、活動計画書に『釧路ロータリーカップ東北

海道アイスホッケー大会』の開催と記載させていただ

いておりますけれども、アイスホッケー事務局との年

度前の打ち合わせの中で、高校アイスホッケー大会の

関係もありまして、例年行っておりました 11月下旬、

または 12月上旬のロータリーカップの開催が非常に

難しいということで、今年度は開催ができない状況に

なっています。締め切りの都合上、計画書には記載し

ておりますけれども、そのような事情になっているこ

とをお詫び申し上げます。

　私からは、以上です。

ロータリー財団・奨学推進委員会　

　　　　　　　　　　栗林 延次副委員長　

　こんにちは。ロー

タリー財団・奨学

推進委員会副委員

長の栗林でござい

ます。本来なら甲

賀委員長が発表を

するところでござ

いますが、代わりまして代理を務めさせていただきま

す。

甲賀委員長は、この委員会の副委員長を故五明会員に

お願いしていたと聞いております。残念ながらご逝去

により、それも叶いませんでしたが、五明会員の志を

受けてこれも代理でございますが、微力ながらロータ

リー財団・奨学推進委員会を支えて行きますので、皆

さまどうぞよろしくお願いいたします。

それでは、甲賀委員長から預かった報告書を代読いた

します。

代読

杉村年度において、ロータリー財団・奨学推進委員会

大委員長を拝命した甲賀です。今回は、杉村年度の活

動方針発表の場である『アッセンブリー』に出席でき

ず大変申し訳なく思っております。

　さて本年度、当委員会はロータリー財団寄付推進委

員会、米山記念奨学会委員会、嵯峨記念育英会委員会

の３委員会で構成されており、それぞれ濱谷さん、川

本さん、清水輝彦さんに委員長をお願いしてまいりま

した。

クラブ活動計画書には、皆さんの思いが込められてお

り、特に米山記念奨学会委員会の川本委員長は活動計

画書で初めてだと思いますが、米山シンボルマークを

掲載しその意味合いを示してくれました。本当にあり

がたいです。

当クラブに由来する公益財団法人釧路ロータリー嵯峨

記念育英会については、理事長が吉田潤司さんから石

田さんにバトンタッチされました。石田理事長の今後

の方針を参考にしていただくためにも杉村会長には、

育英会をテーマにした炉辺会合をお願いしているとこ

ろであります。嵯峨記念育英会委員会・清水委員長と

協力して推し進めてまいりたいと思っております。

　また、ロータリー財団寄付推進委員会についてはＳ

ＤＧｓにより変化していると聞いております。濱谷委

員長には、最新の財団の説明などを企画していただき、

会員の皆さまに正しい理解をしていただきたいと思っ

ております。

杉村会長の基本方針の下「我がロータリーを楽しむ。

我が地域を育む。」のスローガンに則りこの委員会が

活性できることを祈念しております。

　以上でございます。

邵　　龍珍ＳＡＡ

　ＳＡＡの邵でござ

います。副ＳＡＡは

後藤公貴君でござい

ます。よろしくお願

いいたします。

当クラブ今年度創立

85周年を迎える歴

史と伝統あるクラブでございますので、例会も品位と

秩序を保つよう皆さまのご協力を心からお願いいたし

ます。

　３つ掲げておりますが、特に 2番目、外部からの

ご来賓、またご講演者の講話時には私語を慎むよう皆

さまのご協力をお願いしたいと思います。

3つ目ですが、年間数回、これは夜間例会を考えてお

ります。夜間例会の場合は座席の工夫をして、先輩・

後輩のロータリアンが多く交流ができる場になるよう

親睦委員会と協力をしながら取り組んでまいりたいと

思いますので皆さまの協力をお願いいたします。

　以上でございます。

議長　杉村　荘平会長

　ありがとうございます。続きまして、市橋幹事に戻

ります。よろしくお願いします。

収支予算案説明　市橋多佳丞幹事

　私から 2021-2022 年度の収支予算案の説明をさせ

ていただきます。

予算案の内容に入る前にニコニコ献金についてご説明

をさせていただきます。ここ数年の検討課題として、

ニコニコ献金の収支予算書への予算繰り入れにつきま

して、例年は収支予算書の中に「当年度の必達目標」

という目標額が記載をされておりました。このことに

つきまして、目標額に達しない場合も想定され、その

差異は収入が減額となってしまい、単年度の赤字を起

こしかねないという状況でした。そういった状況を踏

まえて、本年は一昨年の天方会長年度に繰り越してい

ただきました特別対策基金より天方会長年度のニコニ

コ献金 90万 7,000 円が決算をされており、そちらを

今年度の雑収入として繰り入れをさせていただきたい

と考えております。

　そして、先ほどクラブ概況で申し上げました本年度

のニコニコの目標額 80万円は、翌々年度

2023-2024 年度へ繰り越したいと考えております。

この年度のずれですけれども、当クラブの決算額が翌

期の 10月頃に確定する状況がございます。本来であ

れば、クラブアッセンブリーにて皆さまにご説明をす

るタイミングと決算のタイミングが合わない状況がご

ざいまして、決算後の確定した金額を引き継げるのは

翌々年度になることをご理解いただきまして、各年度

に亘って引き継いでいく予定でおります。

こちらにつきましては、天方パスト会長、本年度の杉

村会長、そして滝越会長エレクト、昨年度の舟木パス

ト会長・荒井幹事ともご相談の上、決定をさせていた

だいたことを皆さまにご理解をいただければと思って

おります。

そういった状況で、収支予算案の収入の部の最下段、

当該年度会員の皆さまから拠出していただくニコニコ

献金につきましては、2023－2024 年度へのニコニ

コ献金として繰り越すものとするという一文を記載さ

せていただいております。

それでは、収支予算案の詳細の説明をさせていただき

ます。

　ＲＩ人頭分担金です。本年度は上期 35ドル＋１ド

ル、下期 35ドルとなっておりまして、先ほど皆さま

にご説明をさせていただきましたロータリーレートが

７月現在１ドル 111 円ですのでそれに合わせた計算

式になっております。

　地区の方です。予算が記載されていない欄が上から

２段目・３段目・４段目になります。リソースとサポー

ト事業、職業研修チーム（ＶＴＴ）、国際青少年交換

事業、は予算が記載されておりません。こちらは

2500 地区の方より「昨年度はこちらに関する事業が

行われなかったことがあり、こちらの金額は昨年度の

予算を流用させていただく、よって本年度は会員の皆

さま方から徴収することはない」という通知が来てお

りますので、記載をしておりません。本来であれば削

除しても良い項目かもしれませんけれども、次年度以

降は復活することが想定されますので、あえて名称の

方は記載させていただいております。

続きまして、６行目、地区大会登録料です。こちらの

方は、本年第７分区より漆崎ガバナーが輩出されてお

ります。また会長・幹事会におきまして「第７分区の

クラブの皆さま方には全員登録をぜひともお願いした

い」という依頼も来ております。そういった状況を踏

まえ、現在 12,000 円で設定をしている大会登録料は

96名の全員登録をさせていただきたいと思っており

ます。

その下、文献・分区につきましては、例年と大きく変

わりませんので割愛させていただきます。

続きまして、クラブの方では、上期の会費・各種祝い

品・景品・年末家族会（本人の部分）の数字が 95と

なっております。こちらは昨年末に伊藤邦彦会員から

休会届けが提出されております。休会の単位は半期単

位となっております。96名のところですけれども本

人負担の会費は請求しない取り決めになっております

ので、こちらだけ 95名の計算となっております。

　続きまして、特別の部分です。他ロータリークラブ

周年登録料ですが、当クラブの 80周年の時に登録い

ただきました他クラブの皆さま方の登録状況を鑑み

て、こちらの金額に設定をさせていただいております。

　続きまして、支出の部に移らせていただきます。先

ほどのＲＩの人頭分担金につきましては、先ほどの

ロータリーレートによって算出をしております。基本

的に皆さまからいただいた金額をそのまま拠出する形

になっております。地区も同じ金額となっております

ので、併せてご確認をお願いいたします。

文献費につきましても例年とほぼほぼ変わりません

が、ガバナー月信は例年どおり 35冊となっておりま

すので、そちらを合わせていただいております。

分区・研修費・会議費・渉外費につきましては、前年

とほぼほぼ変わらない金額で設定をさせていただいて

おります。

また、例会費ですが、４行目です。釧路ロータリーク

ラブ創立 85周年例会と本年ならではの項目として設

けさせていただきました。杉村会長からご説明があり

ましたが、11月に『創立 85周年の例会』を行う予

定となっており、そちらに使わせていただく予算とし

て計上をさせていただいております。新入会員歓迎会、

並びにキャンドルパーティー、年末家族会につきまし

ては、例年と同じ金額となっておりますのでご確認を

お願いいたします。

続きまして管理費ですが、事務局の青島さんと打ち合

わせをさせていただきまして「例年どおりの金額で問

題ない」というお話をいただいておりますので、例年

どおりの金額を記載させていただいております。

　続きまして、委員会費ですが、特記事項としてクラ

ブ研修委員会、先ほどありましたように情報集会を今

年度できれば３回行いたいと考えている都合上、例年

より多少増額をさせていただいておりますのでご確認

いただければと思います。その他、委員会につきまし

ては、ほぼほぼ例年どおりの金額となっております。

支出の部の特別に関しましては、基本的に収入の部か

らの右から左となっておりますので、ご確認をお願い

いたします。また予備費の方も多少設けさせていただ

いております。

上期の支出合計ですけれども 1,488 万 4,281 円、下

期 1,110 万 7,895 円、合計として、通期で 2,599 万

2,176 円の予算にて行わせていただきたいと考えてお

ります。

伴いまして、皆さまに会費の請求を今後させていただ

く予定となっておりますけれども、現状、上期の請求

額ですが 13万 9,986 円、下期は 11万 6,870 円、合

計 25万 6,856 円の請求とさせていただく予定となっ

ております。こちらロータリーレートによって多少の

前後があろうかと思いますので、ご了承いただければ

と思っております。

本クラブアッセンブリー終了後、早急に皆さまに請求

書を郵送させていただく予定となっております。ぜひ

会のスムーズな運営のために早急なお振り込みをご対

応いただければと思っております。

以上でございます。よろしくお願いいたします。

議長　杉村　荘平会長

　発表をしていただいた皆さん、本当にありがとうご

ざいます。話合いに多少駆け足で、聞き取りづらいと

ころがあったかと思いますが、発表は以上でございま

す。

質疑応答

議長　杉村　荘平会長

　続きまして、質疑応答の時間に移りたいと思います。

ご意見・ご質問がある方、挙手の上お願いしたいと思

います。

　奇跡的にオンタイムで進んでおりますので、まだ多

少はお時間がありますので遠慮をなさらずにご意見・

ご質問があればどうぞよろしくお願いいたします。

それでは、何もないとかえって心配になったりします

が、このような形で進めさせていただきたいと思いま

す。

わがままを言いまして、この時間、このような設定で

アッセンブリーをさせていただいたことを本当に感謝

申し上げます。ありがとうございます。
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　　　　　　         　　杉村　荘平会長

　お食事の方は、そ

のままお続けくださ

い。

皆さん、こんにちは。

先週は、皆さまのお

かげで無事第１回目

の例会を終えること

ができました。ありがとうございました。

間違いなく時間が足りなくなるという進行で、しっか

りと綿密に進行を考えたつもりですが、まさかの時間

前終了になってしまいました。これもひとえに、スター

ト１回目の若葉マーク三役に免じてお許しをいただけ

ればと思っております。

　このコロナで、われわれが学んだことは「いままで

当たり前だと思っていたことが、実は大切なことだっ

たと気付けたこと」だと思っております。今日も、こ

うして２回目の例会を当たり前のように開催させてい

ただいておりますが、いつまた休会になるかも分かり

ません。こうやって私も挨拶をさせていただいており

ますが、あと残り 46回の例会を若葉マーク会長とし

て、しっかりと大事に、そして少しでも有意義になる

ようにやって行かなければいけないと気持ちを新たに

しております。また改めてよろしくお願いいたします。

という思いの下、本日は『クラブアッセンブリー』と

させていただきます。

　当初、皆さんに書面を郵送して承認をいただく考え

もありましたが、やはりこのような顔合わせの場でや

るべきと考えまして、今日の開催とさせていただいて

おります。その分、時間がタイトになっておりますが、

何卒ご理解をいただければと思っております。

　尚、本日、発表の場が得られないであろう小委員長

の皆さまには、どうかお気を悪くされないようにお願

いを申し上げます。今月の 29日にはゆっくりとご挨

拶をしていただく時間を取らせていただくことを小委

員長の皆さまにはお願い申し上げまして『アッセンブ

リー』をスタートしていきたいと思います。

　本日は、どうぞよろしくお願いいたします。

幹事報告　市橋多佳丞幹事

　皆さま、こんにちは。本年度、幹事を仰せつかりま

した市橋でございます。１年間、皆さまに分かりやす

い幹事報告を行わせていただくように務めさせていた

だきます。どうぞよろしくお願い申し上げます。

　本日の幹事報告です。新入会員の選考に当たりまし

て、職業分類の開設を１件行わせていただきました。

この度、職業分類として『建設コンサルタント業』の

開設をさせていただきます。こちらをホワイトボード

に貼ってありますので後ほどご覧いただければと思っ

ております。

　また、７月のロータリーレートは 111 円となって

おりますので、ご確認をお願いいたします。

議長　杉村　荘平会長

　ここからアッセン

ブリーとさせていた

だきます。例年と多

少やり方が変わって

きますが、どうぞよ

ろしくお願いいたし

ます。

　今更ではございますが、ご挨拶だけさせていただき

ます。本年度釧路ロータリークラブ会長を務めさせて

いただきます杉村でございます。どうぞよろしくお願

いいたします。

そして、副会長・浅川正紳君、幹事・市橋多佳丞君、

副幹事・得地哉君、同じく副幹事・田内康章君でござ

います。この５名で１年間、運営をやらせていただけ

ればと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

　本日のアッセンブリーの進め方です。基本的には例

年と同じでございますが、先ほどお話をしたように大

委員長から委員会の計画活動について一括での発表と

させていただきますことをお許しください。多少、時

間がなくなって駆け足になるかと思いますが、それも

どうぞご理解いただければと思っております。

　それでは、アッセンブリーを始めさせていただきま

す。ここからは、着座にて失礼をさせていただきます。

それでは、進めさせていただきます。まず、会長方針

の要約を読み上げさせていただきます。

会長方針の要約

釧路ロータリークラブは、これまで 85年に亘り独自

の歴史と伝統を築き上げ、規律と寛容を両立させた素

晴らしいクラブに発展してきました。

ロータリーの本質が、例会に出席しメンバーと楽しく

語らい、学び合うことにより自身の心を豊かに成長さ

せるという「親睦」と、その心をそれぞれの家庭や職

場・地域に持ち帰って実践につなげていく「奉仕」で

あるとすれば、これからもわれわれは、ロータリーを

楽しむことと豊かな地域を育むことがより強く連繋

し、好循環していく活動を目指すべきだと考えていま

す。

これらを踏まえ、今年度は、コロナ禍での再出発とい

う思いも込めた『創立 85周年』を節目とし、我がク

ラブの歴史を振り返ることにより、その存在意義を再

確認し、このロータリークラブで活動できる歓びを分

かち合い、その活動の輪を広げていく１年にしていき

たいと考えております。

多少補足をさせていただきます。この釧路クラブが持

つ素晴らしい文化を「規律」と「寛容」という言葉で

表してみました。このふたつを併せて「釧路クラブの

品格」ということになるかもしれません。どちらにし

ても、85年に亘って積み重ねてきたこの釧路クラブ

の良さを、これからもしっかりと継承をしていかなく

てはと考えています。

僕が思うロータリー活動の第一歩は、難しい議論では

なく、今日の例会の出席を迷っている時に、少し無理

をしてでもみんなの顔を見に行こうと思えるか。要は、

ロータリーを楽しめているかどうかだと思っていま

す。またその一方で、ロータリーは地域の活力があっ

てこその活動だとも思います。そう考えるとわれわれ

は、ロータリーを楽しむ「親睦」と地域を育んでいく

「奉仕」がより循環し、大きくなっていくような活動

を目指していくべきだと思います。

これを踏まえ、今年度の釧路ロータリークラブのス

ローガンを『我がロータリーを楽しむ。我が地域を育

む。』とさせていただきました。

自分ごととして、前向きに関わるという思いを込め

「ロータリーを」ではなく、あえて「我がロータリーを」

としています。今年１年、何とか自分も会長として、「我

がロータリー」を楽しめればと思っております。

続きまして、クラブ活動目標の説明をさせていただき

ます。

クラブ活動目標

１番、「入りて学び、出でて奉仕せよ」「心を求めて例

会に至り、境地を得て例会を去る」などの言葉がある

ように、とにかくロータリーの原点は例会への出席だ

と思います。委員会とも密に連繋をしながら「今日も

例会へ来て良かった」と思えるプログラムを作ってい

きたいと思っています。

２番につきましては、ロータリー全般ではなく、あえ

て釧路クラブの歴史と絞らせていただきました。た

どって行けば、どこかで自分たちにもつながるような

釧路クラブの先人たちの足跡を学び、これからの活動

の糧にしていきたいと思います。

11月には、昼と夜の 2回、85周年例会を開催し、

パストガバナーやパスト会長などのベテランメンバー

に少し砕けた昔話などをしていただき、釧路クラブの

歴史を共有したいと思います。また85周年の節目に、

天方年度から引き継がせていただいております浄財に

て、記念の品を釧路市に寄贈させていただこうと考え

ております。

　３番ですが、これは言うまでもなくクラブの基盤の

強化と活性化には欠かせないものと考えております。

もう既に、増強委員会の頑張りによりまして、早速、

先日の理事会でも４名の新入会員の承認をいただき、

幸先の良いスタートを切ったとところです。

ただ、いま僕が心配をしていることは、このコロナ禍

で、しばらく例会に来られていないメンバーの中に

「ロータリーに行かなくても別に問題はないな」と思

い始めているような

方が少なからずいる

のではないかという

ことです。これから

増強をしっかり行い

ますが、退会防止に

も気を配りながら活

動をしていきたいと考えています。

退会防止策として、しばらく出席をされていないメン

バーをリストアップし、その方と近しい方やスポン

サーから定期連絡や訪問をしてもらうようなことを委

員会と一緒に考えていきたいと思っております。

　４番、今年度は脇研修委員長にクラブ研修リーダー

としての任務をお願いしております。研修委員会にご

協力をいただき、あまりお堅いものではないセミナー

を開催し、ロータリー活動をより理解し、楽しんでも

らうきっかけにしたいと考えております。

　５番、これもロータリーを楽しむきっかけとして他

クラブの例会や雰囲気を知っていただき、今後の活動

に活かしていこうというものです。

　６番、これも何年か続いていることですが、『マイ

ロータリー』の登録をぜひともお願いしたいと思って

おります。

　７番と８番、これらの活動は例年どおりしっかりと

支援・協力をさせていただきたいと思っております。

　９番、この国内提携ですが、僕の年度で具体的にお

相手を決めようということではなくて、90周年に向

けて議論をしていきたいと思っております。姉妹提携・

友好提携などいろいろなやり方がありますけれども、

あまり負担にならない中で、交流の中からいろいろな

ものを学んでいければと思っております。

　まだまだコロナの状況を見ながらのクラブ運営が続

きますが、今年度はコロナからどのようにロータリー

活動を離陸させていけるか。少し大げさに言えば、ロー

タリー活動の存在意義が問われる大事な１年になると

考えております。今年度のそう遠くない日に夜例会や

情報集会、野遊会など通常に近いロータリー活動がで

きることを信じて、改めてロータリーの楽しさ、原点

をみんなで考えていく１年にしたいと思っておりま

す。皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いいたし

ます。

　続きまして、クラブ概要及び会務方針につきまして、

市橋幹事より説明をしていただきます。

クラブ概要及び会務方針　市橋多佳丞幹事

　それでは、私からクラブ概要及び会務方針について

ご説明をさせていただきます。

本日皆さまのテーブルに追加資料ということで、変更

になりました資料を

お配りさせていただ

いております。クラ

ブ概要及び会務方針

のところが２ページ

目・３ページ目で１

枚となっておりま

す。続きまして、例会予定の９ページ目、予算書の

24ページ目・25ページ目・26ページ目とＡ３で計

３枚、皆さま方にお配りさせていただいております。

資料に不備がございましたら副幹事の方までお申し付

けください。

それでは、クラブ概要の説明をさせていただきます。

例年でありましたら６月に開催をさせていただいてお

りますクラブアッセンブリーで、７月１日現在を想定

しての人数でやることが通常ですけれども、本年、７

月１日は既に過ぎております。昨年６月 30日付けで

打矢会員が退会をされて、いま現状の会員数 96名、

7月１日現在、となっておりますので、こちらに合わ

せて資料を変更させていただきました。２番、会員の

年齢。３番、会員・クラブの在籍年数の分布等につき

ましては、ご一読をお願いいたします。

クラブの財政につきましては、例年と変わりはござい

ません。ニコニコ献金の目標額も 80万円、例年と同

じとさせていただきます。

５番、理事会。６番、委員会活動につきましても例年

と記載の方法は変わってございません。

７番、クラブ協議会ですけれども、第１回目を本日７

月８日と設定をさせていただいております。第２回を

９月 30日、こちらガバナー公式訪問が設定されてい

る日程ですので、皆さまのご出席をよろしくお願いい

たします。第３回・第４回は、予定の日程となってお

りますので併せてご確認をお願いいたします。

また８番、総会でございますが、本年度は 12月２日

に行う予定となっております。

９番・10番・11番につきましては、ご一読をお願い

いたします。

12番の例会ですけれども、例会は禁煙とさせていた

だきます。また２の部分で、年末クリスマス家族会は

12月９日、新年交礼会は１月６日、最終例会（キャ

ンドルパーティー）は６月 30日とさせていただきま

す。その他、新入会員歓迎会を上期・下期に各１回、

開催させていただく予定となっております。

13番、その他ですけれども、いまほどご説明をいた

だきました会長のクラブ活動目標から抜粋し、準じて

作成をさせていただいておりますので、併せてご確認

をお願いいたします。

私からは以上でございます。

議長　杉村　荘平会長

　続きまして、各委員会からお願いしたいと思います。

よろしくお願いします。

クラブ運営委員会　中島　徳政委員長　

　クラブ運営委員

会、本年度の委員

長をさせていただ

きます中島でござ

います。副委員長

には高橋直人君に

お願いをしており

ます。１年間、よろしくお願いしたいと思います。

会長も申し上げているとおり、大委員長が一括で説明

とさせていただきますので、ウチの委員会は喋られる

方がたくさんいらっしゃいますが、私の方から一括で

ご説明をさせていただきます。

　クラブ運営委員会には３委員会がございます。出席

委員会・親睦活動委員会・プログラム委員会の３つで

す。

　出席委員会では、本年度１回でも多く、楽しく出席

をしていただきたいという部分と、会長から「ぜひ他

クラブの例会に参加をするメイクアップの体験会をし

てほしい」とご要望をいただいておりますので、そち

らを活動の方針に入れさせていただいております。

　親睦活動委員会はコロナ禍の中で、今まで夜間例会

を担当という形でしたが、本年度は昼の例会にも親睦

の部分で委員会に担当をしていただこうと考えており

ます。

　次が、プログラム委員会です。プログラム委員会は、

会長方針に従いまして地域社会やクラブの理解を深め

て、会員相互の理解も深めていくような形でプログラ

ムを構成して行きたいと思います。プログラムや親睦

の活動を通じて多くの方が例会に出席をしていただ

き、出席率向上を「正の循環」のように進んでいけれ

ばと思っております。

年間スケジュールが計画書に載っておりますので、そ

ちらは皆さまでご一読いただければと思います。

　クラブ運営委員会からは以上となります。

クラブ広報・会員組織委員会　村上　祐二委員長　

　クラブ広報・会員

組織委員会の委員長

を務めさせていただ

きます村上でござい

ます。

私は何分経験がない

ものですから白幡副

委員長のご指導ご鞭撻をいただきながら１年間活動を

してまいりたいと思いますので、よろしくお願いいた

します。

クラブ広報・会員組織委員会は３つの委員会で構成さ

れております。要約をして私の方からご報告申し上げ

ます。

　まず、クラブ会報・雑誌委員会です。こちらは例年

と変わらずの活動となるとは思いますけれども、横田

委員長は職業柄ミスのない完璧な仕事を求められてい

る男でございます。そういったところが色濃く出る委

員会活動になるかと思いますのでよろしくお願いいた

します。

　そして、会員増強・選考・職業分類委員会ですが、

既にもう会員増強の方は皆さんのご協力をいただいて

進めているところでありますが、つくづく７月に入っ

て感じることは、時には会員増強は力業で問答無用で

入会をさせることも必要かと思っております。やはり

私たち、私自身がこの釧路ロータリークラブの活動を

どれほど楽しめているのか、どれだけこの例会に参加

したいと思っているのか、またこの例会で培ったこと・

知ったこと・学んだことを日頃の会社でどれだけ反映

をさせているのかがきっと会員活動に当たって大事な

部分になるのだろうと感じております。

いま私自身は、非常に楽しんでやっておりますのでそ

ういった気持ちで会員拡大に臨みたいと思っておりま

す。

　続きまして、クラブ研修委員会ですが、こちらは私

が要約をするわけにはまいりませんので、脇委員長、

よろしくお願いいたします。

クラブ研修委員会　脇　　弘幸委員長　

　クラブ研修委員会

委員長の脇でござい

ます。決して「喋ら

せろ」と言ったわけ

ではございません。

大委員長から「言う

なら自分で話しなさ

い」ということですので、委員会活動についてお話を

させていただきます。

先ほど杉村会長がご説明をされました会長基本方針を

踏まえまして、また「我がロータリーを楽しむ。我が

地域を育む。」のスローガンの下、ロータリーの楽し

さへつながる一助となるよう会員が語らい、また学び

合う機会を作っていきたいと考えております。そのた

めにも理事会や各委員会と連繋・協力を図りながら

しっかりと活動を進めていきたいと思います。

活動目標につきましては、ここに記載のとおりですが、

まだまだコロナ禍でなかなか先が見通せない中ですけ

れども、オリエンテーションからクラブ研修セミナー

まで何とか開催できると信じて活動を進めていきたい

と考えておりますので、皆さんご協力のほどをよろし

くお願いいたします。

大委員長、このような感じ　でよろしいでしょうか。

奉仕プロジェクト委員会　小野寺　俊委員長　

　奉仕プロジェク

ト委員会を今年度

仰せつかりました

小野寺でございま

す。副委員長には

白崎義章君になっ

ていただきまして、

土建屋コンビで１年間進めてまいりたいと思います。

　　奉仕プロジェクト委員会は、社会奉仕・職業奉仕・

国際奉仕・青少年奉仕の４委員会で構成をしておりま

す。詳細につきましては、クラブ活動計画書をご一読

いただきたいと思いますので、今日のところは各委員

会をかいつまんでご説明申し上げます。

　はじめに社会奉仕委員会です。社会奉仕委員会の今

年度の事業計画としては、先ほど杉村会長からもお話

がありました『創立 85周年の記念事業』として釧路

市への物品の寄贈を予定していますので、その窓口

等々のお仕事をさせていただきたいと思っています。

　続きまして、職業奉仕委員会です。例年、会員間の

職場を見学する例会をやっておりますので、今年度に

つきましても１回、できれば下期にもう一度できれば

良いと思っております。当面、１回目は秋口を予定し

ています。

　国際奉仕委員会については、昨今、台北中央ロータ

リークラブとの姉妹提携の継続もございますので、当

面はその窓口をやらせていただきたいと思っていま

す。

　最後、青少年奉仕委員会です。こちらは、例年どお

りの内容となっておりますが、主な活動としては『全

道中学親善硬式野球大会』の分区事業で、支援協力と

いうことで８月１日に１日で開催をする予定です。

ロータリーアクトクラブ・インターアクトクラブとの

交流は例年どおりです。また『ライラセミナー』への

参加も会員企業の中から若手社員の方を出していただ

いて数名を派遣させていただきたいと思っています。

　４番目、活動計画書に『釧路ロータリーカップ東北

海道アイスホッケー大会』の開催と記載させていただ

いておりますけれども、アイスホッケー事務局との年

度前の打ち合わせの中で、高校アイスホッケー大会の

関係もありまして、例年行っておりました 11月下旬、

または 12月上旬のロータリーカップの開催が非常に

難しいということで、今年度は開催ができない状況に

なっています。締め切りの都合上、計画書には記載し

ておりますけれども、そのような事情になっているこ

とをお詫び申し上げます。

　私からは、以上です。

ロータリー財団・奨学推進委員会　

　　　　　　　　　　栗林 延次副委員長　

　こんにちは。ロー

タリー財団・奨学

推進委員会副委員

長の栗林でござい

ます。本来なら甲

賀委員長が発表を

するところでござ

いますが、代わりまして代理を務めさせていただきま

す。

甲賀委員長は、この委員会の副委員長を故五明会員に

お願いしていたと聞いております。残念ながらご逝去

により、それも叶いませんでしたが、五明会員の志を

受けてこれも代理でございますが、微力ながらロータ

リー財団・奨学推進委員会を支えて行きますので、皆

さまどうぞよろしくお願いいたします。

それでは、甲賀委員長から預かった報告書を代読いた

します。

代読

杉村年度において、ロータリー財団・奨学推進委員会

大委員長を拝命した甲賀です。今回は、杉村年度の活

動方針発表の場である『アッセンブリー』に出席でき

ず大変申し訳なく思っております。

　さて本年度、当委員会はロータリー財団寄付推進委

員会、米山記念奨学会委員会、嵯峨記念育英会委員会

の３委員会で構成されており、それぞれ濱谷さん、川

本さん、清水輝彦さんに委員長をお願いしてまいりま

した。

クラブ活動計画書には、皆さんの思いが込められてお

り、特に米山記念奨学会委員会の川本委員長は活動計

画書で初めてだと思いますが、米山シンボルマークを

掲載しその意味合いを示してくれました。本当にあり

がたいです。

当クラブに由来する公益財団法人釧路ロータリー嵯峨

記念育英会については、理事長が吉田潤司さんから石

田さんにバトンタッチされました。石田理事長の今後

の方針を参考にしていただくためにも杉村会長には、

育英会をテーマにした炉辺会合をお願いしているとこ

ろであります。嵯峨記念育英会委員会・清水委員長と

協力して推し進めてまいりたいと思っております。

　また、ロータリー財団寄付推進委員会についてはＳ

ＤＧｓにより変化していると聞いております。濱谷委

員長には、最新の財団の説明などを企画していただき、

会員の皆さまに正しい理解をしていただきたいと思っ

ております。

杉村会長の基本方針の下「我がロータリーを楽しむ。

我が地域を育む。」のスローガンに則りこの委員会が

活性できることを祈念しております。

　以上でございます。

邵　　龍珍ＳＡＡ

　ＳＡＡの邵でござ

います。副ＳＡＡは

後藤公貴君でござい

ます。よろしくお願

いいたします。

当クラブ今年度創立

85周年を迎える歴

史と伝統あるクラブでございますので、例会も品位と

秩序を保つよう皆さまのご協力を心からお願いいたし

ます。

　３つ掲げておりますが、特に 2番目、外部からの

ご来賓、またご講演者の講話時には私語を慎むよう皆

さまのご協力をお願いしたいと思います。

3つ目ですが、年間数回、これは夜間例会を考えてお

ります。夜間例会の場合は座席の工夫をして、先輩・

後輩のロータリアンが多く交流ができる場になるよう

親睦委員会と協力をしながら取り組んでまいりたいと

思いますので皆さまの協力をお願いいたします。

　以上でございます。

議長　杉村　荘平会長

　ありがとうございます。続きまして、市橋幹事に戻

ります。よろしくお願いします。

収支予算案説明　市橋多佳丞幹事

　私から 2021-2022 年度の収支予算案の説明をさせ

ていただきます。

予算案の内容に入る前にニコニコ献金についてご説明

をさせていただきます。ここ数年の検討課題として、

ニコニコ献金の収支予算書への予算繰り入れにつきま

して、例年は収支予算書の中に「当年度の必達目標」

という目標額が記載をされておりました。このことに

つきまして、目標額に達しない場合も想定され、その

差異は収入が減額となってしまい、単年度の赤字を起

こしかねないという状況でした。そういった状況を踏

まえて、本年は一昨年の天方会長年度に繰り越してい

ただきました特別対策基金より天方会長年度のニコニ

コ献金 90万 7,000 円が決算をされており、そちらを

今年度の雑収入として繰り入れをさせていただきたい

と考えております。

　そして、先ほどクラブ概況で申し上げました本年度

のニコニコの目標額 80万円は、翌々年度

2023-2024 年度へ繰り越したいと考えております。

この年度のずれですけれども、当クラブの決算額が翌

期の 10月頃に確定する状況がございます。本来であ

れば、クラブアッセンブリーにて皆さまにご説明をす

るタイミングと決算のタイミングが合わない状況がご

ざいまして、決算後の確定した金額を引き継げるのは

翌々年度になることをご理解いただきまして、各年度

に亘って引き継いでいく予定でおります。

こちらにつきましては、天方パスト会長、本年度の杉

村会長、そして滝越会長エレクト、昨年度の舟木パス

ト会長・荒井幹事ともご相談の上、決定をさせていた

だいたことを皆さまにご理解をいただければと思って

おります。

そういった状況で、収支予算案の収入の部の最下段、

当該年度会員の皆さまから拠出していただくニコニコ

献金につきましては、2023－2024 年度へのニコニ

コ献金として繰り越すものとするという一文を記載さ

せていただいております。

それでは、収支予算案の詳細の説明をさせていただき

ます。

　ＲＩ人頭分担金です。本年度は上期 35ドル＋１ド

ル、下期 35ドルとなっておりまして、先ほど皆さま

にご説明をさせていただきましたロータリーレートが

７月現在１ドル 111 円ですのでそれに合わせた計算

式になっております。

　地区の方です。予算が記載されていない欄が上から

２段目・３段目・４段目になります。リソースとサポー

ト事業、職業研修チーム（ＶＴＴ）、国際青少年交換

事業、は予算が記載されておりません。こちらは

2500 地区の方より「昨年度はこちらに関する事業が

行われなかったことがあり、こちらの金額は昨年度の

予算を流用させていただく、よって本年度は会員の皆

さま方から徴収することはない」という通知が来てお

りますので、記載をしておりません。本来であれば削

除しても良い項目かもしれませんけれども、次年度以

降は復活することが想定されますので、あえて名称の

方は記載させていただいております。

続きまして、６行目、地区大会登録料です。こちらの

方は、本年第７分区より漆崎ガバナーが輩出されてお

ります。また会長・幹事会におきまして「第７分区の

クラブの皆さま方には全員登録をぜひともお願いした

い」という依頼も来ております。そういった状況を踏

まえ、現在 12,000 円で設定をしている大会登録料は

96名の全員登録をさせていただきたいと思っており

ます。

その下、文献・分区につきましては、例年と大きく変

わりませんので割愛させていただきます。

続きまして、クラブの方では、上期の会費・各種祝い

品・景品・年末家族会（本人の部分）の数字が 95と

なっております。こちらは昨年末に伊藤邦彦会員から

休会届けが提出されております。休会の単位は半期単

位となっております。96名のところですけれども本

人負担の会費は請求しない取り決めになっております

ので、こちらだけ 95名の計算となっております。

　続きまして、特別の部分です。他ロータリークラブ

周年登録料ですが、当クラブの 80周年の時に登録い

ただきました他クラブの皆さま方の登録状況を鑑み

て、こちらの金額に設定をさせていただいております。

　続きまして、支出の部に移らせていただきます。先

ほどのＲＩの人頭分担金につきましては、先ほどの

ロータリーレートによって算出をしております。基本

的に皆さまからいただいた金額をそのまま拠出する形

になっております。地区も同じ金額となっております

ので、併せてご確認をお願いいたします。

文献費につきましても例年とほぼほぼ変わりません

が、ガバナー月信は例年どおり 35冊となっておりま

すので、そちらを合わせていただいております。

分区・研修費・会議費・渉外費につきましては、前年

とほぼほぼ変わらない金額で設定をさせていただいて

おります。

また、例会費ですが、４行目です。釧路ロータリーク

ラブ創立 85周年例会と本年ならではの項目として設

けさせていただきました。杉村会長からご説明があり

ましたが、11月に『創立 85周年の例会』を行う予

定となっており、そちらに使わせていただく予算とし

て計上をさせていただいております。新入会員歓迎会、

並びにキャンドルパーティー、年末家族会につきまし

ては、例年と同じ金額となっておりますのでご確認を

お願いいたします。

続きまして管理費ですが、事務局の青島さんと打ち合

わせをさせていただきまして「例年どおりの金額で問

題ない」というお話をいただいておりますので、例年

どおりの金額を記載させていただいております。

　続きまして、委員会費ですが、特記事項としてクラ

ブ研修委員会、先ほどありましたように情報集会を今

年度できれば３回行いたいと考えている都合上、例年

より多少増額をさせていただいておりますのでご確認

いただければと思います。その他、委員会につきまし

ては、ほぼほぼ例年どおりの金額となっております。

支出の部の特別に関しましては、基本的に収入の部か

らの右から左となっておりますので、ご確認をお願い

いたします。また予備費の方も多少設けさせていただ

いております。

上期の支出合計ですけれども 1,488 万 4,281 円、下

期 1,110 万 7,895 円、合計として、通期で 2,599 万

2,176 円の予算にて行わせていただきたいと考えてお

ります。

伴いまして、皆さまに会費の請求を今後させていただ

く予定となっておりますけれども、現状、上期の請求

額ですが 13万 9,986 円、下期は 11万 6,870 円、合

計 25万 6,856 円の請求とさせていただく予定となっ

ております。こちらロータリーレートによって多少の

前後があろうかと思いますので、ご了承いただければ

と思っております。

本クラブアッセンブリー終了後、早急に皆さまに請求

書を郵送させていただく予定となっております。ぜひ

会のスムーズな運営のために早急なお振り込みをご対

応いただければと思っております。

以上でございます。よろしくお願いいたします。

議長　杉村　荘平会長

　発表をしていただいた皆さん、本当にありがとうご

ざいます。話合いに多少駆け足で、聞き取りづらいと

ころがあったかと思いますが、発表は以上でございま

す。

質疑応答

議長　杉村　荘平会長

　続きまして、質疑応答の時間に移りたいと思います。

ご意見・ご質問がある方、挙手の上お願いしたいと思

います。

　奇跡的にオンタイムで進んでおりますので、まだ多

少はお時間がありますので遠慮をなさらずにご意見・

ご質問があればどうぞよろしくお願いいたします。

それでは、何もないとかえって心配になったりします

が、このような形で進めさせていただきたいと思いま

す。

わがままを言いまして、この時間、このような設定で

アッセンブリーをさせていただいたことを本当に感謝

申し上げます。ありがとうございます。
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　　　　　　         　　杉村　荘平会長

　お食事の方は、そ

のままお続けくださ

い。

皆さん、こんにちは。

先週は、皆さまのお

かげで無事第１回目

の例会を終えること

ができました。ありがとうございました。

間違いなく時間が足りなくなるという進行で、しっか

りと綿密に進行を考えたつもりですが、まさかの時間

前終了になってしまいました。これもひとえに、スター

ト１回目の若葉マーク三役に免じてお許しをいただけ

ればと思っております。

　このコロナで、われわれが学んだことは「いままで

当たり前だと思っていたことが、実は大切なことだっ

たと気付けたこと」だと思っております。今日も、こ

うして２回目の例会を当たり前のように開催させてい

ただいておりますが、いつまた休会になるかも分かり

ません。こうやって私も挨拶をさせていただいており

ますが、あと残り 46回の例会を若葉マーク会長とし

て、しっかりと大事に、そして少しでも有意義になる

ようにやって行かなければいけないと気持ちを新たに

しております。また改めてよろしくお願いいたします。

という思いの下、本日は『クラブアッセンブリー』と

させていただきます。

　当初、皆さんに書面を郵送して承認をいただく考え

もありましたが、やはりこのような顔合わせの場でや

るべきと考えまして、今日の開催とさせていただいて

おります。その分、時間がタイトになっておりますが、

何卒ご理解をいただければと思っております。

　尚、本日、発表の場が得られないであろう小委員長

の皆さまには、どうかお気を悪くされないようにお願

いを申し上げます。今月の 29日にはゆっくりとご挨

拶をしていただく時間を取らせていただくことを小委

員長の皆さまにはお願い申し上げまして『アッセンブ

リー』をスタートしていきたいと思います。

　本日は、どうぞよろしくお願いいたします。

幹事報告　市橋多佳丞幹事

　皆さま、こんにちは。本年度、幹事を仰せつかりま

した市橋でございます。１年間、皆さまに分かりやす

い幹事報告を行わせていただくように務めさせていた

だきます。どうぞよろしくお願い申し上げます。

　本日の幹事報告です。新入会員の選考に当たりまし

て、職業分類の開設を１件行わせていただきました。

この度、職業分類として『建設コンサルタント業』の

開設をさせていただきます。こちらをホワイトボード

に貼ってありますので後ほどご覧いただければと思っ

ております。

　また、７月のロータリーレートは 111 円となって

おりますので、ご確認をお願いいたします。

議長　杉村　荘平会長

　ここからアッセン

ブリーとさせていた

だきます。例年と多

少やり方が変わって

きますが、どうぞよ

ろしくお願いいたし

ます。

　今更ではございますが、ご挨拶だけさせていただき

ます。本年度釧路ロータリークラブ会長を務めさせて

いただきます杉村でございます。どうぞよろしくお願

いいたします。

そして、副会長・浅川正紳君、幹事・市橋多佳丞君、

副幹事・得地哉君、同じく副幹事・田内康章君でござ

います。この５名で１年間、運営をやらせていただけ

ればと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

　本日のアッセンブリーの進め方です。基本的には例

年と同じでございますが、先ほどお話をしたように大

委員長から委員会の計画活動について一括での発表と

させていただきますことをお許しください。多少、時

間がなくなって駆け足になるかと思いますが、それも

どうぞご理解いただければと思っております。

　それでは、アッセンブリーを始めさせていただきま

す。ここからは、着座にて失礼をさせていただきます。

それでは、進めさせていただきます。まず、会長方針

の要約を読み上げさせていただきます。

会長方針の要約

釧路ロータリークラブは、これまで 85年に亘り独自

の歴史と伝統を築き上げ、規律と寛容を両立させた素

晴らしいクラブに発展してきました。

ロータリーの本質が、例会に出席しメンバーと楽しく

語らい、学び合うことにより自身の心を豊かに成長さ

せるという「親睦」と、その心をそれぞれの家庭や職

場・地域に持ち帰って実践につなげていく「奉仕」で

あるとすれば、これからもわれわれは、ロータリーを

楽しむことと豊かな地域を育むことがより強く連繋

し、好循環していく活動を目指すべきだと考えていま

す。

これらを踏まえ、今年度は、コロナ禍での再出発とい

う思いも込めた『創立 85周年』を節目とし、我がク

ラブの歴史を振り返ることにより、その存在意義を再

確認し、このロータリークラブで活動できる歓びを分

かち合い、その活動の輪を広げていく１年にしていき

たいと考えております。

多少補足をさせていただきます。この釧路クラブが持

つ素晴らしい文化を「規律」と「寛容」という言葉で

表してみました。このふたつを併せて「釧路クラブの

品格」ということになるかもしれません。どちらにし

ても、85年に亘って積み重ねてきたこの釧路クラブ

の良さを、これからもしっかりと継承をしていかなく

てはと考えています。

僕が思うロータリー活動の第一歩は、難しい議論では

なく、今日の例会の出席を迷っている時に、少し無理

をしてでもみんなの顔を見に行こうと思えるか。要は、

ロータリーを楽しめているかどうかだと思っていま

す。またその一方で、ロータリーは地域の活力があっ

てこその活動だとも思います。そう考えるとわれわれ

は、ロータリーを楽しむ「親睦」と地域を育んでいく

「奉仕」がより循環し、大きくなっていくような活動

を目指していくべきだと思います。

これを踏まえ、今年度の釧路ロータリークラブのス

ローガンを『我がロータリーを楽しむ。我が地域を育

む。』とさせていただきました。

自分ごととして、前向きに関わるという思いを込め

「ロータリーを」ではなく、あえて「我がロータリーを」

としています。今年１年、何とか自分も会長として、「我

がロータリー」を楽しめればと思っております。

続きまして、クラブ活動目標の説明をさせていただき

ます。

クラブ活動目標

１番、「入りて学び、出でて奉仕せよ」「心を求めて例

会に至り、境地を得て例会を去る」などの言葉がある

ように、とにかくロータリーの原点は例会への出席だ

と思います。委員会とも密に連繋をしながら「今日も

例会へ来て良かった」と思えるプログラムを作ってい

きたいと思っています。

２番につきましては、ロータリー全般ではなく、あえ

て釧路クラブの歴史と絞らせていただきました。た

どって行けば、どこかで自分たちにもつながるような

釧路クラブの先人たちの足跡を学び、これからの活動

の糧にしていきたいと思います。

11月には、昼と夜の 2回、85周年例会を開催し、

パストガバナーやパスト会長などのベテランメンバー

に少し砕けた昔話などをしていただき、釧路クラブの

歴史を共有したいと思います。また85周年の節目に、

天方年度から引き継がせていただいております浄財に

て、記念の品を釧路市に寄贈させていただこうと考え

ております。

　３番ですが、これは言うまでもなくクラブの基盤の

強化と活性化には欠かせないものと考えております。

もう既に、増強委員会の頑張りによりまして、早速、

先日の理事会でも４名の新入会員の承認をいただき、

幸先の良いスタートを切ったとところです。

ただ、いま僕が心配をしていることは、このコロナ禍

で、しばらく例会に来られていないメンバーの中に

「ロータリーに行かなくても別に問題はないな」と思

い始めているような

方が少なからずいる

のではないかという

ことです。これから

増強をしっかり行い

ますが、退会防止に

も気を配りながら活

動をしていきたいと考えています。

退会防止策として、しばらく出席をされていないメン

バーをリストアップし、その方と近しい方やスポン

サーから定期連絡や訪問をしてもらうようなことを委

員会と一緒に考えていきたいと思っております。

　４番、今年度は脇研修委員長にクラブ研修リーダー

としての任務をお願いしております。研修委員会にご

協力をいただき、あまりお堅いものではないセミナー

を開催し、ロータリー活動をより理解し、楽しんでも

らうきっかけにしたいと考えております。

　５番、これもロータリーを楽しむきっかけとして他

クラブの例会や雰囲気を知っていただき、今後の活動

に活かしていこうというものです。

　６番、これも何年か続いていることですが、『マイ

ロータリー』の登録をぜひともお願いしたいと思って

おります。

　７番と８番、これらの活動は例年どおりしっかりと

支援・協力をさせていただきたいと思っております。

　９番、この国内提携ですが、僕の年度で具体的にお

相手を決めようということではなくて、90周年に向

けて議論をしていきたいと思っております。姉妹提携・

友好提携などいろいろなやり方がありますけれども、

あまり負担にならない中で、交流の中からいろいろな

ものを学んでいければと思っております。

　まだまだコロナの状況を見ながらのクラブ運営が続

きますが、今年度はコロナからどのようにロータリー

活動を離陸させていけるか。少し大げさに言えば、ロー

タリー活動の存在意義が問われる大事な１年になると

考えております。今年度のそう遠くない日に夜例会や

情報集会、野遊会など通常に近いロータリー活動がで

きることを信じて、改めてロータリーの楽しさ、原点

をみんなで考えていく１年にしたいと思っておりま

す。皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いいたし

ます。

　続きまして、クラブ概要及び会務方針につきまして、

市橋幹事より説明をしていただきます。

クラブ概要及び会務方針　市橋多佳丞幹事

　それでは、私からクラブ概要及び会務方針について

ご説明をさせていただきます。

本日皆さまのテーブルに追加資料ということで、変更

になりました資料を

お配りさせていただ

いております。クラ

ブ概要及び会務方針

のところが２ページ

目・３ページ目で１

枚となっておりま

す。続きまして、例会予定の９ページ目、予算書の

24ページ目・25ページ目・26ページ目とＡ３で計

３枚、皆さま方にお配りさせていただいております。

資料に不備がございましたら副幹事の方までお申し付

けください。

それでは、クラブ概要の説明をさせていただきます。

例年でありましたら６月に開催をさせていただいてお

りますクラブアッセンブリーで、７月１日現在を想定

しての人数でやることが通常ですけれども、本年、７

月１日は既に過ぎております。昨年６月 30日付けで

打矢会員が退会をされて、いま現状の会員数 96名、

7月１日現在、となっておりますので、こちらに合わ

せて資料を変更させていただきました。２番、会員の

年齢。３番、会員・クラブの在籍年数の分布等につき

ましては、ご一読をお願いいたします。

クラブの財政につきましては、例年と変わりはござい

ません。ニコニコ献金の目標額も 80万円、例年と同

じとさせていただきます。

５番、理事会。６番、委員会活動につきましても例年

と記載の方法は変わってございません。

７番、クラブ協議会ですけれども、第１回目を本日７

月８日と設定をさせていただいております。第２回を

９月 30日、こちらガバナー公式訪問が設定されてい

る日程ですので、皆さまのご出席をよろしくお願いい

たします。第３回・第４回は、予定の日程となってお

りますので併せてご確認をお願いいたします。

また８番、総会でございますが、本年度は 12月２日

に行う予定となっております。

９番・10番・11番につきましては、ご一読をお願い

いたします。

12番の例会ですけれども、例会は禁煙とさせていた

だきます。また２の部分で、年末クリスマス家族会は

12月９日、新年交礼会は１月６日、最終例会（キャ

ンドルパーティー）は６月 30日とさせていただきま

す。その他、新入会員歓迎会を上期・下期に各１回、

開催させていただく予定となっております。

13番、その他ですけれども、いまほどご説明をいた

だきました会長のクラブ活動目標から抜粋し、準じて

作成をさせていただいておりますので、併せてご確認

をお願いいたします。

私からは以上でございます。

議長　杉村　荘平会長

　続きまして、各委員会からお願いしたいと思います。

よろしくお願いします。

クラブ運営委員会　中島　徳政委員長　

　クラブ運営委員

会、本年度の委員

長をさせていただ

きます中島でござ

います。副委員長

には高橋直人君に

お願いをしており

ます。１年間、よろしくお願いしたいと思います。

会長も申し上げているとおり、大委員長が一括で説明

とさせていただきますので、ウチの委員会は喋られる

方がたくさんいらっしゃいますが、私の方から一括で

ご説明をさせていただきます。

　クラブ運営委員会には３委員会がございます。出席

委員会・親睦活動委員会・プログラム委員会の３つで

す。

　出席委員会では、本年度１回でも多く、楽しく出席

をしていただきたいという部分と、会長から「ぜひ他

クラブの例会に参加をするメイクアップの体験会をし

てほしい」とご要望をいただいておりますので、そち

らを活動の方針に入れさせていただいております。

　親睦活動委員会はコロナ禍の中で、今まで夜間例会

を担当という形でしたが、本年度は昼の例会にも親睦

の部分で委員会に担当をしていただこうと考えており

ます。

　次が、プログラム委員会です。プログラム委員会は、

会長方針に従いまして地域社会やクラブの理解を深め

て、会員相互の理解も深めていくような形でプログラ

ムを構成して行きたいと思います。プログラムや親睦

の活動を通じて多くの方が例会に出席をしていただ

き、出席率向上を「正の循環」のように進んでいけれ

ばと思っております。

年間スケジュールが計画書に載っておりますので、そ

ちらは皆さまでご一読いただければと思います。

　クラブ運営委員会からは以上となります。

クラブ広報・会員組織委員会　村上　祐二委員長　

　クラブ広報・会員

組織委員会の委員長

を務めさせていただ

きます村上でござい

ます。

私は何分経験がない

ものですから白幡副

委員長のご指導ご鞭撻をいただきながら１年間活動を

してまいりたいと思いますので、よろしくお願いいた

します。

クラブ広報・会員組織委員会は３つの委員会で構成さ

れております。要約をして私の方からご報告申し上げ

ます。

　まず、クラブ会報・雑誌委員会です。こちらは例年

と変わらずの活動となるとは思いますけれども、横田

委員長は職業柄ミスのない完璧な仕事を求められてい

る男でございます。そういったところが色濃く出る委

員会活動になるかと思いますのでよろしくお願いいた

します。

　そして、会員増強・選考・職業分類委員会ですが、

既にもう会員増強の方は皆さんのご協力をいただいて

進めているところでありますが、つくづく７月に入っ

て感じることは、時には会員増強は力業で問答無用で

入会をさせることも必要かと思っております。やはり

私たち、私自身がこの釧路ロータリークラブの活動を

どれほど楽しめているのか、どれだけこの例会に参加

したいと思っているのか、またこの例会で培ったこと・

知ったこと・学んだことを日頃の会社でどれだけ反映

をさせているのかがきっと会員活動に当たって大事な

部分になるのだろうと感じております。

いま私自身は、非常に楽しんでやっておりますのでそ

ういった気持ちで会員拡大に臨みたいと思っておりま

す。

　続きまして、クラブ研修委員会ですが、こちらは私

が要約をするわけにはまいりませんので、脇委員長、

よろしくお願いいたします。

クラブ研修委員会　脇　　弘幸委員長　

　クラブ研修委員会

委員長の脇でござい

ます。決して「喋ら

せろ」と言ったわけ

ではございません。

大委員長から「言う

なら自分で話しなさ

い」ということですので、委員会活動についてお話を

させていただきます。

先ほど杉村会長がご説明をされました会長基本方針を

踏まえまして、また「我がロータリーを楽しむ。我が

地域を育む。」のスローガンの下、ロータリーの楽し

さへつながる一助となるよう会員が語らい、また学び

合う機会を作っていきたいと考えております。そのた

めにも理事会や各委員会と連繋・協力を図りながら

しっかりと活動を進めていきたいと思います。

活動目標につきましては、ここに記載のとおりですが、

まだまだコロナ禍でなかなか先が見通せない中ですけ

れども、オリエンテーションからクラブ研修セミナー

まで何とか開催できると信じて活動を進めていきたい

と考えておりますので、皆さんご協力のほどをよろし

くお願いいたします。

大委員長、このような感じ　でよろしいでしょうか。

奉仕プロジェクト委員会　小野寺　俊委員長　

　奉仕プロジェク

ト委員会を今年度

仰せつかりました

小野寺でございま

す。副委員長には

白崎義章君になっ

ていただきまして、

土建屋コンビで１年間進めてまいりたいと思います。

　　奉仕プロジェクト委員会は、社会奉仕・職業奉仕・

国際奉仕・青少年奉仕の４委員会で構成をしておりま

す。詳細につきましては、クラブ活動計画書をご一読

いただきたいと思いますので、今日のところは各委員

会をかいつまんでご説明申し上げます。

　はじめに社会奉仕委員会です。社会奉仕委員会の今

年度の事業計画としては、先ほど杉村会長からもお話

がありました『創立 85周年の記念事業』として釧路

市への物品の寄贈を予定していますので、その窓口

等々のお仕事をさせていただきたいと思っています。

　続きまして、職業奉仕委員会です。例年、会員間の

職場を見学する例会をやっておりますので、今年度に

つきましても１回、できれば下期にもう一度できれば

良いと思っております。当面、１回目は秋口を予定し

ています。

　国際奉仕委員会については、昨今、台北中央ロータ

リークラブとの姉妹提携の継続もございますので、当

面はその窓口をやらせていただきたいと思っていま

す。

　最後、青少年奉仕委員会です。こちらは、例年どお

りの内容となっておりますが、主な活動としては『全

道中学親善硬式野球大会』の分区事業で、支援協力と

いうことで８月１日に１日で開催をする予定です。

ロータリーアクトクラブ・インターアクトクラブとの

交流は例年どおりです。また『ライラセミナー』への

参加も会員企業の中から若手社員の方を出していただ

いて数名を派遣させていただきたいと思っています。

　４番目、活動計画書に『釧路ロータリーカップ東北

海道アイスホッケー大会』の開催と記載させていただ

いておりますけれども、アイスホッケー事務局との年

度前の打ち合わせの中で、高校アイスホッケー大会の

関係もありまして、例年行っておりました 11月下旬、

または 12月上旬のロータリーカップの開催が非常に

難しいということで、今年度は開催ができない状況に

なっています。締め切りの都合上、計画書には記載し

ておりますけれども、そのような事情になっているこ

とをお詫び申し上げます。

　私からは、以上です。

ロータリー財団・奨学推進委員会　

　　　　　　　　　　栗林 延次副委員長　

　こんにちは。ロー

タリー財団・奨学

推進委員会副委員

長の栗林でござい

ます。本来なら甲

賀委員長が発表を

するところでござ

いますが、代わりまして代理を務めさせていただきま

す。

甲賀委員長は、この委員会の副委員長を故五明会員に

お願いしていたと聞いております。残念ながらご逝去

により、それも叶いませんでしたが、五明会員の志を

受けてこれも代理でございますが、微力ながらロータ

リー財団・奨学推進委員会を支えて行きますので、皆

さまどうぞよろしくお願いいたします。

それでは、甲賀委員長から預かった報告書を代読いた

します。

代読

杉村年度において、ロータリー財団・奨学推進委員会

大委員長を拝命した甲賀です。今回は、杉村年度の活

動方針発表の場である『アッセンブリー』に出席でき

ず大変申し訳なく思っております。

　さて本年度、当委員会はロータリー財団寄付推進委

員会、米山記念奨学会委員会、嵯峨記念育英会委員会

の３委員会で構成されており、それぞれ濱谷さん、川

本さん、清水輝彦さんに委員長をお願いしてまいりま

した。

クラブ活動計画書には、皆さんの思いが込められてお

り、特に米山記念奨学会委員会の川本委員長は活動計

画書で初めてだと思いますが、米山シンボルマークを

掲載しその意味合いを示してくれました。本当にあり

がたいです。

当クラブに由来する公益財団法人釧路ロータリー嵯峨

記念育英会については、理事長が吉田潤司さんから石

田さんにバトンタッチされました。石田理事長の今後

の方針を参考にしていただくためにも杉村会長には、

育英会をテーマにした炉辺会合をお願いしているとこ

ろであります。嵯峨記念育英会委員会・清水委員長と

協力して推し進めてまいりたいと思っております。

　また、ロータリー財団寄付推進委員会についてはＳ

ＤＧｓにより変化していると聞いております。濱谷委

員長には、最新の財団の説明などを企画していただき、

会員の皆さまに正しい理解をしていただきたいと思っ

ております。

杉村会長の基本方針の下「我がロータリーを楽しむ。

我が地域を育む。」のスローガンに則りこの委員会が

活性できることを祈念しております。

　以上でございます。

邵　　龍珍ＳＡＡ

　ＳＡＡの邵でござ

います。副ＳＡＡは

後藤公貴君でござい

ます。よろしくお願

いいたします。

当クラブ今年度創立

85周年を迎える歴

史と伝統あるクラブでございますので、例会も品位と

秩序を保つよう皆さまのご協力を心からお願いいたし

ます。

　３つ掲げておりますが、特に 2番目、外部からの

ご来賓、またご講演者の講話時には私語を慎むよう皆

さまのご協力をお願いしたいと思います。

3つ目ですが、年間数回、これは夜間例会を考えてお

ります。夜間例会の場合は座席の工夫をして、先輩・

後輩のロータリアンが多く交流ができる場になるよう

親睦委員会と協力をしながら取り組んでまいりたいと

思いますので皆さまの協力をお願いいたします。

　以上でございます。

議長　杉村　荘平会長

　ありがとうございます。続きまして、市橋幹事に戻

ります。よろしくお願いします。

収支予算案説明　市橋多佳丞幹事

　私から 2021-2022 年度の収支予算案の説明をさせ

ていただきます。

予算案の内容に入る前にニコニコ献金についてご説明

をさせていただきます。ここ数年の検討課題として、

ニコニコ献金の収支予算書への予算繰り入れにつきま

して、例年は収支予算書の中に「当年度の必達目標」

という目標額が記載をされておりました。このことに

つきまして、目標額に達しない場合も想定され、その

差異は収入が減額となってしまい、単年度の赤字を起

こしかねないという状況でした。そういった状況を踏

まえて、本年は一昨年の天方会長年度に繰り越してい

ただきました特別対策基金より天方会長年度のニコニ

コ献金 90万 7,000 円が決算をされており、そちらを

今年度の雑収入として繰り入れをさせていただきたい

と考えております。

　そして、先ほどクラブ概況で申し上げました本年度

のニコニコの目標額 80万円は、翌々年度

2023-2024 年度へ繰り越したいと考えております。

この年度のずれですけれども、当クラブの決算額が翌

期の 10月頃に確定する状況がございます。本来であ

れば、クラブアッセンブリーにて皆さまにご説明をす

るタイミングと決算のタイミングが合わない状況がご

ざいまして、決算後の確定した金額を引き継げるのは

翌々年度になることをご理解いただきまして、各年度

に亘って引き継いでいく予定でおります。

こちらにつきましては、天方パスト会長、本年度の杉

村会長、そして滝越会長エレクト、昨年度の舟木パス

ト会長・荒井幹事ともご相談の上、決定をさせていた

だいたことを皆さまにご理解をいただければと思って

おります。

そういった状況で、収支予算案の収入の部の最下段、

当該年度会員の皆さまから拠出していただくニコニコ

献金につきましては、2023－2024 年度へのニコニ

コ献金として繰り越すものとするという一文を記載さ

せていただいております。

それでは、収支予算案の詳細の説明をさせていただき

ます。

　ＲＩ人頭分担金です。本年度は上期 35ドル＋１ド

ル、下期 35ドルとなっておりまして、先ほど皆さま

にご説明をさせていただきましたロータリーレートが

７月現在１ドル 111 円ですのでそれに合わせた計算

式になっております。

　地区の方です。予算が記載されていない欄が上から

２段目・３段目・４段目になります。リソースとサポー

ト事業、職業研修チーム（ＶＴＴ）、国際青少年交換

事業、は予算が記載されておりません。こちらは

2500 地区の方より「昨年度はこちらに関する事業が

行われなかったことがあり、こちらの金額は昨年度の

予算を流用させていただく、よって本年度は会員の皆

さま方から徴収することはない」という通知が来てお

りますので、記載をしておりません。本来であれば削

除しても良い項目かもしれませんけれども、次年度以

降は復活することが想定されますので、あえて名称の

方は記載させていただいております。

続きまして、６行目、地区大会登録料です。こちらの

方は、本年第７分区より漆崎ガバナーが輩出されてお

ります。また会長・幹事会におきまして「第７分区の

クラブの皆さま方には全員登録をぜひともお願いした

い」という依頼も来ております。そういった状況を踏

まえ、現在 12,000 円で設定をしている大会登録料は

96名の全員登録をさせていただきたいと思っており

ます。

その下、文献・分区につきましては、例年と大きく変

わりませんので割愛させていただきます。

続きまして、クラブの方では、上期の会費・各種祝い

品・景品・年末家族会（本人の部分）の数字が 95と

なっております。こちらは昨年末に伊藤邦彦会員から

休会届けが提出されております。休会の単位は半期単

位となっております。96名のところですけれども本

人負担の会費は請求しない取り決めになっております

ので、こちらだけ 95名の計算となっております。

　続きまして、特別の部分です。他ロータリークラブ

周年登録料ですが、当クラブの 80周年の時に登録い

ただきました他クラブの皆さま方の登録状況を鑑み

て、こちらの金額に設定をさせていただいております。

　続きまして、支出の部に移らせていただきます。先

ほどのＲＩの人頭分担金につきましては、先ほどの

ロータリーレートによって算出をしております。基本

的に皆さまからいただいた金額をそのまま拠出する形

になっております。地区も同じ金額となっております

ので、併せてご確認をお願いいたします。

文献費につきましても例年とほぼほぼ変わりません

が、ガバナー月信は例年どおり 35冊となっておりま

すので、そちらを合わせていただいております。

分区・研修費・会議費・渉外費につきましては、前年

とほぼほぼ変わらない金額で設定をさせていただいて

おります。

また、例会費ですが、４行目です。釧路ロータリーク

ラブ創立 85周年例会と本年ならではの項目として設

けさせていただきました。杉村会長からご説明があり

ましたが、11月に『創立 85周年の例会』を行う予

定となっており、そちらに使わせていただく予算とし

て計上をさせていただいております。新入会員歓迎会、

並びにキャンドルパーティー、年末家族会につきまし

ては、例年と同じ金額となっておりますのでご確認を

お願いいたします。

続きまして管理費ですが、事務局の青島さんと打ち合

わせをさせていただきまして「例年どおりの金額で問

題ない」というお話をいただいておりますので、例年

どおりの金額を記載させていただいております。

　続きまして、委員会費ですが、特記事項としてクラ

ブ研修委員会、先ほどありましたように情報集会を今

年度できれば３回行いたいと考えている都合上、例年

より多少増額をさせていただいておりますのでご確認

いただければと思います。その他、委員会につきまし

ては、ほぼほぼ例年どおりの金額となっております。

支出の部の特別に関しましては、基本的に収入の部か

らの右から左となっておりますので、ご確認をお願い

いたします。また予備費の方も多少設けさせていただ

いております。

上期の支出合計ですけれども 1,488 万 4,281 円、下

期 1,110 万 7,895 円、合計として、通期で 2,599 万

2,176 円の予算にて行わせていただきたいと考えてお

ります。

伴いまして、皆さまに会費の請求を今後させていただ

く予定となっておりますけれども、現状、上期の請求

額ですが 13万 9,986 円、下期は 11万 6,870 円、合

計 25万 6,856 円の請求とさせていただく予定となっ

ております。こちらロータリーレートによって多少の

前後があろうかと思いますので、ご了承いただければ

と思っております。

本クラブアッセンブリー終了後、早急に皆さまに請求

書を郵送させていただく予定となっております。ぜひ

会のスムーズな運営のために早急なお振り込みをご対

応いただければと思っております。

以上でございます。よろしくお願いいたします。

議長　杉村　荘平会長

　発表をしていただいた皆さん、本当にありがとうご

ざいます。話合いに多少駆け足で、聞き取りづらいと

ころがあったかと思いますが、発表は以上でございま

す。

質疑応答

議長　杉村　荘平会長

　続きまして、質疑応答の時間に移りたいと思います。

ご意見・ご質問がある方、挙手の上お願いしたいと思

います。

　奇跡的にオンタイムで進んでおりますので、まだ多

少はお時間がありますので遠慮をなさらずにご意見・

ご質問があればどうぞよろしくお願いいたします。

それでは、何もないとかえって心配になったりします

が、このような形で進めさせていただきたいと思いま

す。

わがままを言いまして、この時間、このような設定で

アッセンブリーをさせていただいたことを本当に感謝

申し上げます。ありがとうございます。

−13 −



釧路ロータリークラブ会報
2020-2021年度

第　 回例会
（通算　　 回）
3
3630

2021.7.15（木)

Rotary International District 2500

会長スローガン『我がロータリーを楽しむ。我が地域を育む。』 

第85代会長　杉村　荘平

副　会　長　浅川　正紳

幹　　　事　市橋 夛佳丞

編集責任者　クラブ会報雑誌委員会

例会日　毎週木曜日 12:30 ～ 13:30　夜間例会 18:00

例会場　釧路センチュリーキャッスルホテル

事務局　釧路市錦町 5-3 三ッ輪ビル 2F

　　　　　0154-24-0860　　　0154-24-0411

2021-2022 年度
国際ロータリーテーマ

2021-2022 年度
ＲＩ会長  シェカール・メータ

第 2500 地区ガバナー
漆崎　　隆（釧路ベイ RC）

ロータリー親睦活動月間月間テーマ

本日のプログラム

次週例会 「スタートアップパワーランチ」（担当：親睦活動委員会）

講師例会「鉄道ファンからみたひがし北海道の魅力」（担当：プログラム委員会）

■ロータリーソング：「我等の生業」　　■ソングリーダー：吉岡　　央君

■会員数　  98 名

■ビジター   なし　　

■ゲスト　   ㈱釧路新聞社　代表取締役　星　　匠様 

 

　　　　　　　　　　　杉村　荘平会長

　お食事の方はその

ままお続けくださ

い。本日も多数ご出

席いただきまして本

当にありがとうござ

います。また、舟木

パスト会長もご出席

ありがとうございま

す。

ひとつ反省点からでございます。先ほど各種お祝いの

時に良かれと思って皆さんに握手を求めたのですが、

この非接触をやっている中で「何を握手しているのだ」

ということでございまして、途中から気付いたのです

が、途中から止めるわけにもいかないものですから、

すみません。握手してしまった方、手洗いをぜひお願

いしたいと思います。大変失礼いたしました。

先週のアッセンブリー、多数ご出席いただきまして本

当にありがとうございます。皆さまの熱い友情のおか

げで奇跡的に時間どおりに終わることができました。

本当にありがとうございました。日程的に少し不規則

な開催でございましたが、やはり年度の節目として

やってよかったと思っております。改めて感謝・お礼

申し上げます。ありがとうございます。

新年度が始まりまして、いよいよ各委員会が動き出し

ています。まずは、佐藤委員長率います青少年奉仕委

員会。全道中学親善硬式野球大会が８月１日に開催が

決まりまして、今年は工業高校のグラウンドで行われ

ることになりました。今年も委員会一丸となって頑

張っておりますので、ぜひ皆さんの応援をお願いでき

ればと思います。よろしくお願いいたします。

セレモニーが続いたことで少し落ち着いた感じになり

ました。と言っても今日も時間がないのですが、少し

会長挨拶をさせてもらえればと思います。

もう 10年くらい前ですけども、帯広の某有名企業の

会長さんとお話する機会がありました。その会長さん

と話している時に「僕らの小学校時代の修学旅行先は

釧路だった。釧路は帯広と比べるまでもなく大都会で、

もう前の日から行くのが楽しみだったんだ。だけども、

そんなことを言う人も、いなくなってしまったね～」。

なんて言うことを聞いたことがあります。

大都会釧路がなぜ帯広に抜かれてしまったのか、追い

越されてしまったのか。これはいろんな要因があると

思います。これは皆さん、耳にタコの狩猟民族・農耕

民族論というのがありまして、釧路地域というのは本

当に資源に恵まれて、石炭・水産・木材という産業的

資源以外にも観光的資源でも阿寒湖・摩周湖・屈斜路

湖・釧路湿原・タンチョウ・マリモと、あって当たり

前の感覚から抜け切れなかったのが釧路で、ないもの

を作り、コツコツと育ててきたのが十勝だったのだと

思っています。

そういう釧路をどうにかして良くして行かなきゃとい

う方法論、いろいろあると思います。この素晴らしい

資源をひとつひとつ掘り起こして、ブランディング化

していこうというのが、いま木下さんがやられている

「ひがし北海道」の活動だと思っております。

僕は、ひがし北海道のエリアの中で、屈斜路から川湯・

硫黄山を通るラインが大変好きな所です。実はいま、

川湯駅周辺が大ブレイク中なのをご存じでしょうか。

カフェや雑貨店ができて、混んでいる所は休日になる

といっぱいで入れないカフェがありまして、大変賑

わっています。

そこで気づくのが、この釧網線の観光鉄道としての大

いなる可能性です。私論ですが、釧網線を「ひがし北

海道満喫線」とか、そんな名前に名称変更して、ひが

し北海道のブランディング化のひとつにして大いに売

り出していただければと思っています。山田支社長、

よろしくお願いいたします。

どちらにしても地元として大いに釧網線や花咲線を応

援すべきだと思っているところです。これ以上続けて

いきますと星社長のお話のお邪魔になるかと思います

ので、今日の挨拶はこの辺にしたいと思います。

これからも会長挨拶、頑張りますのでどうぞよろしく

お願いいたします。ありがとうございます。

幹事報告　市橋多佳丞幹事

　皆さま、こんにちは。幹事報告の１点目です。先日

発生しました７月の熱海豪雨災害の義援金のお願いに

つきまして、2620 地区から 2500 地区を通してご依

頼がありましたので例会中に義援金ボックスを副幹事

が回します。本日は講話となっておりますので音を立

てない静かな物を入れていただければと思います。ご

協力をお願いいたします。

　また、世界会議が 2022 年６月４日から８日までア

メリカ・ヒューストンで 行われることになっており

ます。この事前登録の受付が始まっております。登録

用紙は私の所に届いておりますのでご興味のある方は

ご一報ください。よろしくお願いします。以上です。

スポンサー　小野寺　俊会員

　それでは、曾我部

元親さんのご紹介を

させていただきま

す。曾我部さんは昭

和 41年、阿寒町で

お生まれになりまし

た。大学卒業後、サ

ラリーマンを経て地

元阿寒町に戻られ、家業に入られました。その後、令

和元年にお父様が経営する北泉開発株式会社の代表取

締役に就任して現在に至っております。

多方面で活躍されている曽我部さんを皆さまはよくご

存じかと思います。本業の建設業というよりも、エゾ

シカ肉での活躍をよく耳にしていると思います。関連

事業のエゾシカの養鹿（ようろく）や食肉加工では、

事業立ち上げ時より陣頭指揮をとり、エゾシカ肉の組

合の代表理事を務めるなど普及に尽力されておりま

す。

田中パスト会長年度に一度、エゾシカ肉の講演をして

いただいたことがありますのでご記憶の方もいらっ

しゃるかもしれません。

私とは年齢も近いこともあり、地元の良き兄貴分とし

てお付き合いいただいておりまして、数年前から活動

しておりますＮＰＯ法人の活動でも力を貸してくれる

頼もしい先輩でもございます。

ご家族は奥様とお二人の娘さんとの４人家族で、長女

は札幌で社会人、次女も札幌で大学生とのことです。

現在はご夫婦が阿寒町で暮らしております。ちなみに

奥様ですが、阿寒町セイコーマート脇で『牧場ソフト

クリーム』の販売をされておりますので、皆さんもソ

フトクリームを購入したことがあるのかなと思いま

す。

趣味は映画鑑賞とゴルフで、ハンディキャップは 13

と大変お上手です。最近、パッティングが絶不調で悩

んでおりましたけれども「パターを新しくしたら調子

が良くなってきた」そうです。

そんな多方面でご活躍されている曾我部さんですの

で、釧路クラブでの活躍でも尽力していただけるもの

と思っております。それでは、曾我部さんからご挨拶

をいただきます。

北泉開発株式会社　代表取締役　曽我部元親様

　皆さん、こんにち

は。ただいま、ご紹

介にあずかりました

北泉開発の曾我部と

申します。この度、

歴史と伝統のある釧

路ロータリークラブ

様に入会させていた

だき、誠にありがとうございます。また、推薦に当た

りましては、親戚で叔父にあたるマルカツ吉田新聞店

の吉田会長様、そして地元で大変親しくさせていただ

いております小野寺社長、お二人の推薦をいただきま

した。この場を借りて厚くお礼申し上げたいと思いま

す。

仕事の件なのですが、今、小野寺社長からいろいろ説

明がありましたが、本業は砂利砕石業、墓石を中心に

やっております。最近、エゾシカ肉が少し有名ですの

で「北泉開発といえばエゾシカ肉」と言われることも

ありますが、このコロナ禍で大打撃を受けていて、非

常に苦戦している部門でもございます。

また、いろんな活動を今までしてきましたが、ロータ

リー活動に関しましては全くの無知でございます。先

ほど、脇さんからレクチャーをいただきましたが、ま

だまだ分からないことがございますので、今後は先輩

皆さまのご指導・ご鞭撻を賜りながら頑張ってまいり

たいと思いますので、今後ともどうかよろしくお願い

いたします。

スポンサー　村上　祐二会員

　私から本日入会さ

れました濱口憲太さ

んの紹介をさせてい

ただきます。冒頭、

市橋幹事より「手短

に、できれば 30秒

程度でやりなさい」

と言われております

ので、手短にしたいと思います。

お仕事は、環境コンサルタント株式会社の代表取締役。

環境テクノスではございません、環境コンサルタント

でございます。環境テクノスの樋口さんと見た感じが

公家のような感じで似たタイプですけれども、環境コ

ンサルタントでございます。

お生まれは昭和 52年、44歳です。濱口さんは、私

は十数年前から一緒にいるのですけれども本当に真面

目、曲がったことが大嫌いという方。私のように心身

ともに曲がりくねった男では、たまに酒を飲んでいる

と冷ややかな目で見られることがあります。本当に素

晴らしい青年でございます。

趣味はゴルフと水泳。ゴルフはハンディキャップ 30。

最近ゴルフに随分ハマっているということで、皆さん

どうぞ誘っていただければと思います。ご家族は奥様

と 16歳の娘さん、12歳の息子さんです。

それでは早速、濱口さんから一言ご挨拶、お願いいた

します。

環境コンサルタント株式会社　

　　　　　代表取締役社長　濱口　憲太様

　皆さま、こんにち

は。ただいま村上様

よりご紹介を賜りま

した環境コンサルタ

ント株式会社・濱口

憲太と申します。天

方様、村上様よりお

声がけを賜りまし

て、正直、私ごときがこのような素晴らしい会に本当

に適しているのかと大変恐縮な思いをさせていただい

ておりました。しかし、それにもまして歴史と伝統あ

る釧路ロータリークラブに入会をさせていただく光栄

の思いが、私の中では溢れかえっている状況でござい

ます。

弊社の創業者であります祖父がかつてロータリアンで

ありました時、私は当時７歳でありましたけれども、

何も分からない中このように手をつないで歌を歌った

ような記憶が微かに残っています。それから 37年経

ち、いま私は 44歳でこのように皆さまにお迎えをい

ただいたこと、祖父は亡くなっておりますが、きっと

喜んでくれているだろうと感じております。

釧路ロータリークラブの一員としてお認めをいただい

た誇りを胸に、愛する郷土釧路に少しでも恩返しがで

きますように先輩の皆さまに多くを学ばせていただき

ながらロータリアンとして真摯に何事にもチャレンジ

してまいりたいと考えております。

活動もゴルフも頑張ります。皆さま、どうぞ今後とも

よろしくお願いいたします。

歓迎の言葉　杉村　荘平会長

　お二人、ありがとうございました。大期待の新人お

二人ということで、素晴らしいスピーチいただきまし

てありがとうございました。釧路クラブを代表して心

から歓迎いたします。ありがとうございます。

手短にと思いますが「ロータリーの出席は義務ではな

く権利だ」とよく言われます。せっかく入ったロータ

リーですからその権利を大いに活用して、楽しく有意

義なものにしてもらえればと思っております。最初の

三カ月に少し大変なところがあります。そこを乗り

切ってもらえればだいぶ楽になってくると思います。

積極的に飛び込んで一日も早く馴染んでいただければ

と思います。本日はよろしくお願いいたします。

新入会員の配属について　杉村　荘平会長

　配属委員会を失念いたしておりました。大変失礼い

たしました。曾我部さんにおかれましては会員増強職

業分類委員会、委員長は五十嵐委員長でございます。

よろしくお願いいたします。濱口さんにおかれまして

は親睦活動委員会、委員長は滝波君でございます。よ

ろしくお願いいたします。

何かありましたら配属委員長にご相談いただければと

思います。よろしくお願いいたします。

株式会社釧路新聞社　

　　　　　代表取締役　星　　匠様

　プログラムの順番を変えていただいたりしてすみま

せん。データをきちんと入れて来たつもりだったので

すが、残念ながら違うデータが入っていまして、人生

で久しぶりに焦りま

した。いま準備をい

たします。

今日は『鉄道ファン

から見たひがし北海

道』というお題をい

ただきました。一応、

私も釧路新聞社の人

間なので、本来であれば地域のオピニオンリーダーと

しての市役所どうなのか、商工会議所どうなのかとい

う話が来なくて、最近私に講演してくださいというの

は「鉄道の話」しか来なくなってきております。そん

な中で少しお話させていただきたいと思います。

今日は花咲線と釧網線の魅力を中心に、この絵面でお

話したいと思います。自己紹介は先ほどしていただい

たので、最初のお話は花咲線と釧網線はこの辺ですよ

ということです。

では、花咲線の魅力はということで。２週間ほど前、

この講演をやるのだったら改めてこれに乗ってこな

きゃとだめだということで乗ってきました。ちょっと

ご説明したいと思います。

花咲線は、まず釧路川を渡り、別保を過ぎると珍しく

こういう山間地帯に入ります。緑色で見づらいのです

が、これは谷内坊主（ヤチボウズ）です。秋から冬に

かけてポンポン出てきて、特に本州の方には「会合やっ

ているみたいだね」というお話も受けます。厚岸に近

づくと、こういう海岸線を走ります。大黒島だとか遠

くに厚岸大橋が見えて、沿線のポイントになっていま

す。

厚岸を過ぎると、進行方向に向かって右側に厚岸湖が

見え始めてカキの養殖場が見えております。続きまし

て、間髪入れずにラムサール条約登録湿地のひとつ、

別寒辺牛湿原のど真ん中走って行きます。釧路湿原の

釧網線も確かに良いのですけど、ど真ん中走るのはこ

こが唯一だと思います。

浜中町に入って行きますと、ルパン三世を作ったモン

キーパンチ先生の生まれた所ですので、各駅にはこう

いったルパンや銭形警部がイラストで飾られておりま

す。浜中を過ぎるとだんだん酪農地帯に入って行って、

厚床を過ぎると根室市の落石に入って行きます。ここ

は花咲線の最大のポイント。たぶんここが「一番日本

離れをしている風景」だと思われます。この日は、私

の精進が悪いのか霧が出ていて、奥の落石岬が見えな

いのです。本当は霧の先にダーッと岬が見える所なの

です。が、私はここの景色もさることながら車窓の左

側、こういう低木しか育たないような原野を進む、こ

ういう所がかえって本州の方にとっては魅力的なので

はないかなと思っています。

それから冬場ここに乗ると、エゾシカ君たちが周りに

寄って来て、時々列車と衝突してひかれてしまいます。

そしてそれをオオワシとオジロワシが狙って、たまに

列車と並行して走る感じになります。ただ、これも不

幸にしてオオワシ君たちも列車にひかれるというの

が、いま問題になっています。

この落石を過ぎると昆布盛駅、ちょうどサオマエ昆布

の干しているところです。これも全部車窓から撮りま

した。釧路から根室までずーっと後ろのデッキに立っ

て、こういう写真ばかり撮っておりました。

根室のひとつ手前が東根室という駅です。これは「日

本で最東端の駅」で、ちゃんと標識が立っております。

終着・根室です。この駅前のインフォメーションセン

ターには『北の勝』も売っています。僕が着きました

ら観光協会の方がいて、ちょっとしたワゴンがあり、

『サンマ弁当』も売っていました。私、この日は用事

があるのですぐの折り返しの列車で帰って来ましたの

で、滞在時間は 15分くらい。「サンマ弁当は大丈夫

ですか」と聞いたところ、「すぐできます」と根室駅

の建物にあるお蕎麦屋さんで調理してもらって、５分

くらいでこの弁当が出てまいりました。

次は釧網線です。釧網線は釧路を出ると、最初は遠矢

の手前にこうやって湿原が広がって釧路川が見える所

があります。この辺から湿原が見えてきまして、遠矢

を過ぎると水門が見えてきます。今年は釧路川治水計

画ができてちょうど 100 周年という記念の年で、今

は弊社と釧路開発建設部さんと釧路建設業協会さんと

かで、いろんなこと考えております。いま一番、釧路

川の治水にとって大事なのが岩保木の水門、これが車

窓から見えてきます。

これは釧路湿原駅です。これを横から見るとタンチョ

ウが羽を広げた形と言われております。その後、達古

武湖。そして細岡を

過ぎて釧路川と一番

接近する場所があり

ます。ノロッコ号で

すとここで徐行する

のですが、私が乗っ

たのはノロッコ号で

はないのでサーっと

過ぎて行きます。ここでカヌーの方と会うと、お互い

に手を振り合う光景が見られる所です。

続きまして、塘路を出て茅沼までの間、シラルトロ湖

です。ここが湿原の本当にど真ん中を走って行く所で

す。

茅沼駅は冬になるとタンチョウが駅の周りに来ていま

す。今は斉藤さんという方の大根畑になっていて、冬

場はそこにタンチョウが集まって来る所です。

これは摩周駅です。摩周駅には足湯があります。ちょっ

と熱いですがいい感じのお湯です。次の川湯温泉駅も

足湯があります。弟子屈町は温泉をうまく利用してい

ると思います。

それから川湯温泉をひと山超えるためにトンネルを抜

けて行くと、ちょうど今はジャガイモの花が一番咲い

ていて、斜里岳もバックに見える所です。馬鈴薯や小

麦とか、この辺は畑作地帯だなという感じです。

知床斜里駅を過ぎると、止別、北浜、藻琴は昔の駅舎

を利用したレストランやラーメン屋が入っていて大変

美味しいのですね。私たち鉄道好きからすると、列車

を見ながらご飯を食べられるという、こんな特等席は

ないのです。が、列車の本数が少ないので、列車ダイ

ヤに合わせて行くしかないですね。

これは浜小清水。ここは道路の道の駅と一緒になって

いまして、特産品なんかもずいぶん売っています。浜

小清水駅の下にモンベル（ｍont・bell）さんが入っ

ているのです。なかなか小清水町やるなと思っていた

ら、釧路でも三ツ輪さんがアウトドア専門のお店を

オープンして、やっぱりこういうのがトレンドなのか

なと思います。

浜小清水を過ぎると原生花園の真ん中を過ぎ、一応、

黄色やオレンジの花がちょこちょこ見えるのですが、

これは車窓からですのでこの程度しか見えません。た

だ、そのバックには知床連山が見えますので、ここも

釧網線のポイントかなと思います。

これがいわゆる一般

の方が「いいな」と

思っている所なので

すが、私たち鉄道好

きから言うと、風景

ももちろん良いので

すが変なところに萌

えます。釧路駅であ

れば、昔の改札はこんな感じで、電光掲示板の時計が

あって、「どこ行き」がぶら下がっていて、また、特

急列車が入っていると、昔はこんな特急だったなとか、

こういうのを頭に思い浮かべながら駅や列車を利用し

ています。

これ今の釧路駅なのですが、４番線・５番線から見る

と何か変な建物があります。これは昔の雄別鉄道が

走っていた時の跡で、この写真は昭和 40年前後の釧

路駅の駅裏を写した写真なのです。このように雄別鉄

道の列車が走っていた所でした。

東釧路駅は昔、臨港鉄道が走っていたのでこんな広い

構内だったのですが、今は住宅地になっています。

あと、上尾幌や尾幌とか。これは厚岸駅の２番線、３

番線。これは昭和 40年代に厚岸カキ祭りに臨時列車

がボンボン出ていた時のものです。当時、車で行くと

いう発想がなくて、臨時列車の利用が多かったようで

す。この車両の形を見て、僕らもまた「この車両、こ

んなんだったよな」とかを厚岸駅に着くと思い出すわ

けなのですね。

これはタカナシ乳業さん、茶内駅。昔は浜中町営軌道

が走っていて、ここにミルクを小さい列車で運んでい

ました。

厚床駅に来ると、昔の『青春 18切符』のポスターの

基になった風景がここで見ることができます。今もほ

とんど同じです。あと、厚床駅にターンテーブルとい

う機関車をぐるぐる回すのがあって、これ今まだ残っ

ています。

最後に、これは網走駅に着いた時なのですが、今の『お

おぞら』の前の型の特急がまだ走っているということ

で、「この特急のエンジン音を聞いただけで、ちょっ

と萌える」という僕らは、いわゆる変態なのです。こ

れは皆さん理解しがたいものなのですが、線路や列車

を見るだけで気分が高揚するというタイプなものです

から。そんなことまず知ってもらえればなと思います。

花咲線・釧網線はたしかに観光客が多くなったのです

が、一番多い利用者は高校生です。私はこういう人間

なので、自宅は緑ヶ岡で東釧路駅から毎日のように列

車で通っています。その時に、東釧路駅で厚岸方面や

標茶・弟子屈方面からの高校生がすごく降りて来ます。

私、数えました。そしたら毎日、標茶・弟子屈から東

釧路で降りるのが 40から 50です。釧路駅まで行く

高校生もいるので、多分 50～ 60人位乗って来ると

思います。厚岸方面からはもっと多くて多分、70～

80人位来ると思います。ちなみに彼らは厚岸発６時

半の列車に乗って来るのです。ということは、釧路の

高校に１学年分くらいの地域のお子さんたちが通って

来るのです。「何で下宿させないのか」とお父さん、

お母さんに聞いたことがあるのですが、「やっぱり高

い」「今、下宿は実際のところあまりない。なので、

列車の便は悪いけど通わせている」と。

右側の下に東釧路駅の様子が載っていますが、高校生

がここから乗る自転車です。江南・明輝・工業・湖陵・

北陽、武修館の子もいるかもしれませんが、ほとんど

の高校がちょうど東釧路駅から近いのでここに自転車

を置いて行くわけです。もし、ロータリークラブの皆

さんで次どこに何か寄付したいなというのがありまし

たら、自転車を綺麗に並べる物があるのですが、それ

東釧路駅にはないので、「星があんなこと言っていた

な」と思ったら、余裕がある方は寄付をいただければ、

そういう自転車を綺麗に整理する物を整備できたらと

思いますので、よろしくお願いいたします。

これは全く私見です。花咲線や釧網線も経営的には苦

しいと思います。山田支社長さんがいる前で言うのも

何なのですけども。僕なりに考えると、やっぱり貨物

列車がないのが痛いなと思うのです。旅客だけだと人

口がたくさんいる所でないと経営的にかなり厳しいで

す。太平洋石炭販売輸送臨港線という昔の釧路臨港鉄

道がつい２年前まで動いていたのは、貨物だけなので

すけど効率が良いからですよね。２人の運転手さんと

１人の車掌さんで 720 トンの石炭を一気に運ぶこと

ができるのです。これ、もしトラックで換算すると

24人のドライバーさんがいないと運べないというこ

とで、やっぱり大量輸送には鉄道が一番だと思うので

す。

もうひとつはやっぱり観光ですね。特にインバウンド

の方は、レンタカーなどあまり使えない方もいらっ

しゃいますし、高齢者の方もそうです。あと鉄道の路

線があるということでいろいろな地図に載りますの

で、そこが注目されます。だから観光が大事だと思う

のです。

たぶん、皆さんそうだと思うのですけども、美味しい

料理にお酒は欠かせないわけなのです。私もお酒を飲

みながら列車に乗るのが一番の時間だと思っていま

す。

お酒を飲むには車では行けないので、やっぱり公共交

通機関を使わざるを得ない。でもバスでお酒を飲むの

はちょっと辛いので、そこで列車になるわけですね。

そうすると、車窓を見ながら飲んで食べるというのが

一番だと思います。

左側の写真ですけど、これは以前、釧路支社さんに

『バーベキュー列車』というのがあって、これは私の

お仲間たちなのですが臨時列車を仕立てて、帰りは酒

を飲みながらバーベキューをつっつきながら来るとい

う列車が昔ありました。最近はないのですが札幌に出

張で行った時に、夕方の特急に乗って帰る際、コンビ

ニとかで酒やつまみを買って、列車の中で、１人で飲

んで。僕らは『居酒屋おおぞら』と言って楽しみなが

ら帰ってくる、これがやっぱり一番かなと。

こういう別寒辺牛湿原の自然を見ながら、花咲線沿線

には、福司あり、厚岸ウイスキーあり、厚岸の氏家の

カキ飯あり、タラバガニチラシとか、いっぱいありま

す。そして、根室方で行くと落石の海岸を見ながら、

エスカロップは重たくなってきたので食べられないで

すけど、浜中のソフトクリーム、忘れちゃいけない北

の勝、こういったものを食べたり飲んだりしながら、

オオワシを見ながら、とかがやっぱり一番いいかなと

思うのです。

ＪＲ北海道さんではこういうハマナス編成という観光

列車を作って、今度 10月にぐるっと、ひがし北海道

を回るようになっています。こういう列車も良いので

すが、ここら辺を走っている普通の列車をちょっとだ

け改造して、ああいうテーブルを付けて楽しめるのが

いいなと私は思っています。一例ですけど、レストラ

ン・イオマンテの舟崎さんにフレンチのいいのを作っ

てもらうとか、都寿司さんで寿司を出すとか、そんな

のがあればいいかなと。

寿司が良いかなと思いました。お寿司はカウンターで

食べるのが一番いいのですが、実は 1960 年代に当時

の国鉄で「寿司カウンターを備えたビュッフェ」とい

う食堂車が実際にあったのです。こういうのを『おお

ぞら』の端っこでも良いのですが作ってもらえないも

のだろうかなと思いました。

最後に「１人、１年、4,000 円」と書いているのは、

以前に「ＪＲ北海道さんのために、必ず道民１人が今

乗っている以上に、プラス 4,000 円乗れば、それな

りに経営が安定するのではないか」と言われたことも

ありました。皆さんのようにＪＲさんを利用する機会、

特に花咲線、釧網線、なにも用事がないのに乗るかと

いうとそうではない。じゃあ、そのきっかけとしてさっ

きの生寿司列車や飯寿司列車とかイタ飯列車、あとは

炉端列車があると乗りやすいのではないかと思ってい

ました。

もうすでにやっている所があります。函館に『道南い

さりび鉄道』というのがあって、『ながまれ号』とい

うなんも変哲もない、列車を少しだけ改造して車内で

食事を楽しめるようにしました。これに地元の方々が

いろんな特産品を売りに出て来るわけなのです。

千葉県の『いすみ鉄道』では『お寿司・天ぷら列車』

を作り、車両はこの辺で走っている列車にテーブルを

付けただけなのです。こういうのがあるとどうでしょ

う、皆さんも乗りたいなと思うのではないでしょうか。

そこで結論ですけど、いま「ひがし北海道ブランド化」

というのがありましたけど、鉄道を利用した観光客の

方にそういった食材も「全部、これ、ひがし北海道の

物だよ」「釧路・根室の物だよ」とアピールする場に

もなってほしいのです。さっき「路線の名前変えた方

がいいのじゃないか」とお話がありましたけど、私も

それは賛成で、どうせなら花咲線をひがし北海道根室

線とか、ひがし北海道釧網線とか、そういう感じに変

えていくのもひとつの手かなと思いました。

こういうことやることによって鉄道の利用が増え、地

域の食材の利用率もアップすると、地域の経済に貢献

しますし、何よりも皆さんの身近に鉄道が感じられる

のではないかということであります。

というわけで、本当に早口で終わりましたけど、以上、

私の講演を終わらせていただきます。皆さん、ご清聴

ありがとうございました。

会長謝辞　杉村　荘平会長

　星社長、ありがとうございました。写真も満載で、

分かりやすく楽しい講演をいただきました。我々も大

変ヒントになったことが数多かったように思います。

気のせいか、小野寺君が身を乗り出して、非常に共感

しながら見ていたのを、この席から本当によく見えま

した。

なにせ、われわれとしては会長挨拶で言ったように

「あって当たり前」と思わないことが大事だと思って

おります。日本製紙しかり、無くなってから「あらっ」

と思わないで。やっぱり釧網線、花咲線という素晴ら

しいものがあることをしっかり認識して、これから活

用するように応援していきたいと思います。本日はあ

りがとうございました。

会長の時間
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　　　　　　　　　　　杉村　荘平会長

　お食事の方はその

ままお続けくださ

い。本日も多数ご出

席いただきまして本

当にありがとうござ

います。また、舟木

パスト会長もご出席

ありがとうございま

す。

ひとつ反省点からでございます。先ほど各種お祝いの

時に良かれと思って皆さんに握手を求めたのですが、

この非接触をやっている中で「何を握手しているのだ」

ということでございまして、途中から気付いたのです

が、途中から止めるわけにもいかないものですから、

すみません。握手してしまった方、手洗いをぜひお願

いしたいと思います。大変失礼いたしました。

先週のアッセンブリー、多数ご出席いただきまして本

当にありがとうございます。皆さまの熱い友情のおか

げで奇跡的に時間どおりに終わることができました。

本当にありがとうございました。日程的に少し不規則

な開催でございましたが、やはり年度の節目として

やってよかったと思っております。改めて感謝・お礼

申し上げます。ありがとうございます。

新年度が始まりまして、いよいよ各委員会が動き出し

ています。まずは、佐藤委員長率います青少年奉仕委

員会。全道中学親善硬式野球大会が８月１日に開催が

決まりまして、今年は工業高校のグラウンドで行われ

ることになりました。今年も委員会一丸となって頑

張っておりますので、ぜひ皆さんの応援をお願いでき

ればと思います。よろしくお願いいたします。

セレモニーが続いたことで少し落ち着いた感じになり

ました。と言っても今日も時間がないのですが、少し

会長挨拶をさせてもらえればと思います。

もう 10年くらい前ですけども、帯広の某有名企業の

会長さんとお話する機会がありました。その会長さん

と話している時に「僕らの小学校時代の修学旅行先は

釧路だった。釧路は帯広と比べるまでもなく大都会で、

もう前の日から行くのが楽しみだったんだ。だけども、

そんなことを言う人も、いなくなってしまったね～」。

なんて言うことを聞いたことがあります。

大都会釧路がなぜ帯広に抜かれてしまったのか、追い

越されてしまったのか。これはいろんな要因があると

思います。これは皆さん、耳にタコの狩猟民族・農耕

民族論というのがありまして、釧路地域というのは本

当に資源に恵まれて、石炭・水産・木材という産業的

資源以外にも観光的資源でも阿寒湖・摩周湖・屈斜路

湖・釧路湿原・タンチョウ・マリモと、あって当たり

前の感覚から抜け切れなかったのが釧路で、ないもの

を作り、コツコツと育ててきたのが十勝だったのだと

思っています。

そういう釧路をどうにかして良くして行かなきゃとい

う方法論、いろいろあると思います。この素晴らしい

資源をひとつひとつ掘り起こして、ブランディング化

していこうというのが、いま木下さんがやられている

「ひがし北海道」の活動だと思っております。

僕は、ひがし北海道のエリアの中で、屈斜路から川湯・

硫黄山を通るラインが大変好きな所です。実はいま、

川湯駅周辺が大ブレイク中なのをご存じでしょうか。

カフェや雑貨店ができて、混んでいる所は休日になる

といっぱいで入れないカフェがありまして、大変賑

わっています。

そこで気づくのが、この釧網線の観光鉄道としての大

いなる可能性です。私論ですが、釧網線を「ひがし北

海道満喫線」とか、そんな名前に名称変更して、ひが

し北海道のブランディング化のひとつにして大いに売

り出していただければと思っています。山田支社長、

よろしくお願いいたします。

どちらにしても地元として大いに釧網線や花咲線を応

援すべきだと思っているところです。これ以上続けて

いきますと星社長のお話のお邪魔になるかと思います

ので、今日の挨拶はこの辺にしたいと思います。

これからも会長挨拶、頑張りますのでどうぞよろしく

お願いいたします。ありがとうございます。

幹事報告　市橋多佳丞幹事

　皆さま、こんにちは。幹事報告の１点目です。先日

発生しました７月の熱海豪雨災害の義援金のお願いに

つきまして、2620 地区から 2500 地区を通してご依

頼がありましたので例会中に義援金ボックスを副幹事

が回します。本日は講話となっておりますので音を立

てない静かな物を入れていただければと思います。ご

協力をお願いいたします。

　また、世界会議が 2022 年６月４日から８日までア

メリカ・ヒューストンで 行われることになっており

ます。この事前登録の受付が始まっております。登録

用紙は私の所に届いておりますのでご興味のある方は

ご一報ください。よろしくお願いします。以上です。

スポンサー　小野寺　俊会員

　それでは、曾我部

元親さんのご紹介を

させていただきま

す。曾我部さんは昭

和 41年、阿寒町で

お生まれになりまし

た。大学卒業後、サ

ラリーマンを経て地

元阿寒町に戻られ、家業に入られました。その後、令

和元年にお父様が経営する北泉開発株式会社の代表取

締役に就任して現在に至っております。

多方面で活躍されている曽我部さんを皆さまはよくご

存じかと思います。本業の建設業というよりも、エゾ

シカ肉での活躍をよく耳にしていると思います。関連

事業のエゾシカの養鹿（ようろく）や食肉加工では、

事業立ち上げ時より陣頭指揮をとり、エゾシカ肉の組

合の代表理事を務めるなど普及に尽力されておりま

す。

田中パスト会長年度に一度、エゾシカ肉の講演をして

いただいたことがありますのでご記憶の方もいらっ

しゃるかもしれません。

私とは年齢も近いこともあり、地元の良き兄貴分とし

てお付き合いいただいておりまして、数年前から活動

しておりますＮＰＯ法人の活動でも力を貸してくれる

頼もしい先輩でもございます。

ご家族は奥様とお二人の娘さんとの４人家族で、長女

は札幌で社会人、次女も札幌で大学生とのことです。

現在はご夫婦が阿寒町で暮らしております。ちなみに

奥様ですが、阿寒町セイコーマート脇で『牧場ソフト

クリーム』の販売をされておりますので、皆さんもソ

フトクリームを購入したことがあるのかなと思いま

す。

趣味は映画鑑賞とゴルフで、ハンディキャップは 13

と大変お上手です。最近、パッティングが絶不調で悩

んでおりましたけれども「パターを新しくしたら調子

が良くなってきた」そうです。

そんな多方面でご活躍されている曾我部さんですの

で、釧路クラブでの活躍でも尽力していただけるもの

と思っております。それでは、曾我部さんからご挨拶

をいただきます。

北泉開発株式会社　代表取締役　曽我部元親様

　皆さん、こんにち

は。ただいま、ご紹

介にあずかりました

北泉開発の曾我部と

申します。この度、

歴史と伝統のある釧

路ロータリークラブ

様に入会させていた

だき、誠にありがとうございます。また、推薦に当た

りましては、親戚で叔父にあたるマルカツ吉田新聞店

の吉田会長様、そして地元で大変親しくさせていただ

いております小野寺社長、お二人の推薦をいただきま

した。この場を借りて厚くお礼申し上げたいと思いま

す。

仕事の件なのですが、今、小野寺社長からいろいろ説

明がありましたが、本業は砂利砕石業、墓石を中心に

やっております。最近、エゾシカ肉が少し有名ですの

で「北泉開発といえばエゾシカ肉」と言われることも

ありますが、このコロナ禍で大打撃を受けていて、非

常に苦戦している部門でもございます。

また、いろんな活動を今までしてきましたが、ロータ

リー活動に関しましては全くの無知でございます。先

ほど、脇さんからレクチャーをいただきましたが、ま

だまだ分からないことがございますので、今後は先輩

皆さまのご指導・ご鞭撻を賜りながら頑張ってまいり

たいと思いますので、今後ともどうかよろしくお願い

いたします。

スポンサー　村上　祐二会員

　私から本日入会さ

れました濱口憲太さ

んの紹介をさせてい

ただきます。冒頭、

市橋幹事より「手短

に、できれば 30秒

程度でやりなさい」

と言われております

ので、手短にしたいと思います。

お仕事は、環境コンサルタント株式会社の代表取締役。

環境テクノスではございません、環境コンサルタント

でございます。環境テクノスの樋口さんと見た感じが

公家のような感じで似たタイプですけれども、環境コ

ンサルタントでございます。

お生まれは昭和 52年、44歳です。濱口さんは、私

は十数年前から一緒にいるのですけれども本当に真面

目、曲がったことが大嫌いという方。私のように心身

ともに曲がりくねった男では、たまに酒を飲んでいる

と冷ややかな目で見られることがあります。本当に素

晴らしい青年でございます。

趣味はゴルフと水泳。ゴルフはハンディキャップ 30。

最近ゴルフに随分ハマっているということで、皆さん

どうぞ誘っていただければと思います。ご家族は奥様

と 16歳の娘さん、12歳の息子さんです。

それでは早速、濱口さんから一言ご挨拶、お願いいた

します。

環境コンサルタント株式会社　

　　　　　代表取締役社長　濱口　憲太様

　皆さま、こんにち

は。ただいま村上様

よりご紹介を賜りま

した環境コンサルタ

ント株式会社・濱口

憲太と申します。天

方様、村上様よりお

声がけを賜りまし

て、正直、私ごときがこのような素晴らしい会に本当

に適しているのかと大変恐縮な思いをさせていただい

ておりました。しかし、それにもまして歴史と伝統あ

る釧路ロータリークラブに入会をさせていただく光栄

の思いが、私の中では溢れかえっている状況でござい

ます。

弊社の創業者であります祖父がかつてロータリアンで

ありました時、私は当時７歳でありましたけれども、

何も分からない中このように手をつないで歌を歌った

ような記憶が微かに残っています。それから 37年経

ち、いま私は 44歳でこのように皆さまにお迎えをい

ただいたこと、祖父は亡くなっておりますが、きっと

喜んでくれているだろうと感じております。

釧路ロータリークラブの一員としてお認めをいただい

た誇りを胸に、愛する郷土釧路に少しでも恩返しがで

きますように先輩の皆さまに多くを学ばせていただき

ながらロータリアンとして真摯に何事にもチャレンジ

してまいりたいと考えております。

活動もゴルフも頑張ります。皆さま、どうぞ今後とも

よろしくお願いいたします。

歓迎の言葉　杉村　荘平会長

　お二人、ありがとうございました。大期待の新人お

二人ということで、素晴らしいスピーチいただきまし

てありがとうございました。釧路クラブを代表して心

から歓迎いたします。ありがとうございます。

手短にと思いますが「ロータリーの出席は義務ではな

く権利だ」とよく言われます。せっかく入ったロータ

リーですからその権利を大いに活用して、楽しく有意

義なものにしてもらえればと思っております。最初の

三カ月に少し大変なところがあります。そこを乗り

切ってもらえればだいぶ楽になってくると思います。

積極的に飛び込んで一日も早く馴染んでいただければ

と思います。本日はよろしくお願いいたします。

新入会員の配属について　杉村　荘平会長

　配属委員会を失念いたしておりました。大変失礼い

たしました。曾我部さんにおかれましては会員増強職

業分類委員会、委員長は五十嵐委員長でございます。

よろしくお願いいたします。濱口さんにおかれまして

は親睦活動委員会、委員長は滝波君でございます。よ

ろしくお願いいたします。

何かありましたら配属委員長にご相談いただければと

思います。よろしくお願いいたします。

株式会社釧路新聞社　

　　　　　代表取締役　星　　匠様

　プログラムの順番を変えていただいたりしてすみま

せん。データをきちんと入れて来たつもりだったので

すが、残念ながら違うデータが入っていまして、人生

で久しぶりに焦りま

した。いま準備をい

たします。

今日は『鉄道ファン

から見たひがし北海

道』というお題をい

ただきました。一応、

私も釧路新聞社の人

間なので、本来であれば地域のオピニオンリーダーと

しての市役所どうなのか、商工会議所どうなのかとい

う話が来なくて、最近私に講演してくださいというの

は「鉄道の話」しか来なくなってきております。そん

な中で少しお話させていただきたいと思います。

今日は花咲線と釧網線の魅力を中心に、この絵面でお

話したいと思います。自己紹介は先ほどしていただい

たので、最初のお話は花咲線と釧網線はこの辺ですよ

ということです。

では、花咲線の魅力はということで。２週間ほど前、

この講演をやるのだったら改めてこれに乗ってこな

きゃとだめだということで乗ってきました。ちょっと

ご説明したいと思います。

花咲線は、まず釧路川を渡り、別保を過ぎると珍しく

こういう山間地帯に入ります。緑色で見づらいのです

が、これは谷内坊主（ヤチボウズ）です。秋から冬に

かけてポンポン出てきて、特に本州の方には「会合やっ

ているみたいだね」というお話も受けます。厚岸に近

づくと、こういう海岸線を走ります。大黒島だとか遠

くに厚岸大橋が見えて、沿線のポイントになっていま

す。

厚岸を過ぎると、進行方向に向かって右側に厚岸湖が

見え始めてカキの養殖場が見えております。続きまし

て、間髪入れずにラムサール条約登録湿地のひとつ、

別寒辺牛湿原のど真ん中走って行きます。釧路湿原の

釧網線も確かに良いのですけど、ど真ん中走るのはこ

こが唯一だと思います。

浜中町に入って行きますと、ルパン三世を作ったモン

キーパンチ先生の生まれた所ですので、各駅にはこう

いったルパンや銭形警部がイラストで飾られておりま

す。浜中を過ぎるとだんだん酪農地帯に入って行って、

厚床を過ぎると根室市の落石に入って行きます。ここ

は花咲線の最大のポイント。たぶんここが「一番日本

離れをしている風景」だと思われます。この日は、私

の精進が悪いのか霧が出ていて、奥の落石岬が見えな

いのです。本当は霧の先にダーッと岬が見える所なの

です。が、私はここの景色もさることながら車窓の左

側、こういう低木しか育たないような原野を進む、こ

ういう所がかえって本州の方にとっては魅力的なので

はないかなと思っています。

それから冬場ここに乗ると、エゾシカ君たちが周りに

寄って来て、時々列車と衝突してひかれてしまいます。

そしてそれをオオワシとオジロワシが狙って、たまに

列車と並行して走る感じになります。ただ、これも不

幸にしてオオワシ君たちも列車にひかれるというの

が、いま問題になっています。

この落石を過ぎると昆布盛駅、ちょうどサオマエ昆布

の干しているところです。これも全部車窓から撮りま

した。釧路から根室までずーっと後ろのデッキに立っ

て、こういう写真ばかり撮っておりました。

根室のひとつ手前が東根室という駅です。これは「日

本で最東端の駅」で、ちゃんと標識が立っております。

終着・根室です。この駅前のインフォメーションセン

ターには『北の勝』も売っています。僕が着きました

ら観光協会の方がいて、ちょっとしたワゴンがあり、

『サンマ弁当』も売っていました。私、この日は用事

があるのですぐの折り返しの列車で帰って来ましたの

で、滞在時間は 15分くらい。「サンマ弁当は大丈夫

ですか」と聞いたところ、「すぐできます」と根室駅

の建物にあるお蕎麦屋さんで調理してもらって、５分

くらいでこの弁当が出てまいりました。

次は釧網線です。釧網線は釧路を出ると、最初は遠矢

の手前にこうやって湿原が広がって釧路川が見える所

があります。この辺から湿原が見えてきまして、遠矢

を過ぎると水門が見えてきます。今年は釧路川治水計

画ができてちょうど 100 周年という記念の年で、今

は弊社と釧路開発建設部さんと釧路建設業協会さんと

かで、いろんなこと考えております。いま一番、釧路

川の治水にとって大事なのが岩保木の水門、これが車

窓から見えてきます。

これは釧路湿原駅です。これを横から見るとタンチョ

ウが羽を広げた形と言われております。その後、達古

武湖。そして細岡を

過ぎて釧路川と一番

接近する場所があり

ます。ノロッコ号で

すとここで徐行する

のですが、私が乗っ

たのはノロッコ号で

はないのでサーっと

過ぎて行きます。ここでカヌーの方と会うと、お互い

に手を振り合う光景が見られる所です。

続きまして、塘路を出て茅沼までの間、シラルトロ湖

です。ここが湿原の本当にど真ん中を走って行く所で

す。

茅沼駅は冬になるとタンチョウが駅の周りに来ていま

す。今は斉藤さんという方の大根畑になっていて、冬

場はそこにタンチョウが集まって来る所です。

これは摩周駅です。摩周駅には足湯があります。ちょっ

と熱いですがいい感じのお湯です。次の川湯温泉駅も

足湯があります。弟子屈町は温泉をうまく利用してい

ると思います。

それから川湯温泉をひと山超えるためにトンネルを抜

けて行くと、ちょうど今はジャガイモの花が一番咲い

ていて、斜里岳もバックに見える所です。馬鈴薯や小

麦とか、この辺は畑作地帯だなという感じです。

知床斜里駅を過ぎると、止別、北浜、藻琴は昔の駅舎

を利用したレストランやラーメン屋が入っていて大変

美味しいのですね。私たち鉄道好きからすると、列車

を見ながらご飯を食べられるという、こんな特等席は

ないのです。が、列車の本数が少ないので、列車ダイ

ヤに合わせて行くしかないですね。

これは浜小清水。ここは道路の道の駅と一緒になって

いまして、特産品なんかもずいぶん売っています。浜

小清水駅の下にモンベル（ｍont・bell）さんが入っ

ているのです。なかなか小清水町やるなと思っていた

ら、釧路でも三ツ輪さんがアウトドア専門のお店を

オープンして、やっぱりこういうのがトレンドなのか

なと思います。

浜小清水を過ぎると原生花園の真ん中を過ぎ、一応、

黄色やオレンジの花がちょこちょこ見えるのですが、

これは車窓からですのでこの程度しか見えません。た

だ、そのバックには知床連山が見えますので、ここも

釧網線のポイントかなと思います。

これがいわゆる一般

の方が「いいな」と

思っている所なので

すが、私たち鉄道好

きから言うと、風景

ももちろん良いので

すが変なところに萌

えます。釧路駅であ

れば、昔の改札はこんな感じで、電光掲示板の時計が

あって、「どこ行き」がぶら下がっていて、また、特

急列車が入っていると、昔はこんな特急だったなとか、

こういうのを頭に思い浮かべながら駅や列車を利用し

ています。

これ今の釧路駅なのですが、４番線・５番線から見る

と何か変な建物があります。これは昔の雄別鉄道が

走っていた時の跡で、この写真は昭和 40年前後の釧

路駅の駅裏を写した写真なのです。このように雄別鉄

道の列車が走っていた所でした。

東釧路駅は昔、臨港鉄道が走っていたのでこんな広い

構内だったのですが、今は住宅地になっています。

あと、上尾幌や尾幌とか。これは厚岸駅の２番線、３

番線。これは昭和 40年代に厚岸カキ祭りに臨時列車

がボンボン出ていた時のものです。当時、車で行くと

いう発想がなくて、臨時列車の利用が多かったようで

す。この車両の形を見て、僕らもまた「この車両、こ

んなんだったよな」とかを厚岸駅に着くと思い出すわ

けなのですね。

これはタカナシ乳業さん、茶内駅。昔は浜中町営軌道

が走っていて、ここにミルクを小さい列車で運んでい

ました。

厚床駅に来ると、昔の『青春 18切符』のポスターの

基になった風景がここで見ることができます。今もほ

とんど同じです。あと、厚床駅にターンテーブルとい

う機関車をぐるぐる回すのがあって、これ今まだ残っ

ています。

最後に、これは網走駅に着いた時なのですが、今の『お

おぞら』の前の型の特急がまだ走っているということ

で、「この特急のエンジン音を聞いただけで、ちょっ

と萌える」という僕らは、いわゆる変態なのです。こ

れは皆さん理解しがたいものなのですが、線路や列車

を見るだけで気分が高揚するというタイプなものです

から。そんなことまず知ってもらえればなと思います。

花咲線・釧網線はたしかに観光客が多くなったのです

が、一番多い利用者は高校生です。私はこういう人間

なので、自宅は緑ヶ岡で東釧路駅から毎日のように列

車で通っています。その時に、東釧路駅で厚岸方面や

標茶・弟子屈方面からの高校生がすごく降りて来ます。

私、数えました。そしたら毎日、標茶・弟子屈から東

釧路で降りるのが 40から 50です。釧路駅まで行く

高校生もいるので、多分 50～ 60人位乗って来ると

思います。厚岸方面からはもっと多くて多分、70～

80人位来ると思います。ちなみに彼らは厚岸発６時

半の列車に乗って来るのです。ということは、釧路の

高校に１学年分くらいの地域のお子さんたちが通って

来るのです。「何で下宿させないのか」とお父さん、

お母さんに聞いたことがあるのですが、「やっぱり高

い」「今、下宿は実際のところあまりない。なので、

列車の便は悪いけど通わせている」と。

右側の下に東釧路駅の様子が載っていますが、高校生

がここから乗る自転車です。江南・明輝・工業・湖陵・

北陽、武修館の子もいるかもしれませんが、ほとんど

の高校がちょうど東釧路駅から近いのでここに自転車

を置いて行くわけです。もし、ロータリークラブの皆

さんで次どこに何か寄付したいなというのがありまし

たら、自転車を綺麗に並べる物があるのですが、それ

東釧路駅にはないので、「星があんなこと言っていた

な」と思ったら、余裕がある方は寄付をいただければ、

そういう自転車を綺麗に整理する物を整備できたらと

思いますので、よろしくお願いいたします。

これは全く私見です。花咲線や釧網線も経営的には苦

しいと思います。山田支社長さんがいる前で言うのも

何なのですけども。僕なりに考えると、やっぱり貨物

列車がないのが痛いなと思うのです。旅客だけだと人

口がたくさんいる所でないと経営的にかなり厳しいで

す。太平洋石炭販売輸送臨港線という昔の釧路臨港鉄

道がつい２年前まで動いていたのは、貨物だけなので

すけど効率が良いからですよね。２人の運転手さんと

１人の車掌さんで 720 トンの石炭を一気に運ぶこと

ができるのです。これ、もしトラックで換算すると

24人のドライバーさんがいないと運べないというこ

とで、やっぱり大量輸送には鉄道が一番だと思うので

す。

もうひとつはやっぱり観光ですね。特にインバウンド

の方は、レンタカーなどあまり使えない方もいらっ

しゃいますし、高齢者の方もそうです。あと鉄道の路

線があるということでいろいろな地図に載りますの

で、そこが注目されます。だから観光が大事だと思う

のです。

たぶん、皆さんそうだと思うのですけども、美味しい

料理にお酒は欠かせないわけなのです。私もお酒を飲

みながら列車に乗るのが一番の時間だと思っていま

す。

お酒を飲むには車では行けないので、やっぱり公共交

通機関を使わざるを得ない。でもバスでお酒を飲むの

はちょっと辛いので、そこで列車になるわけですね。

そうすると、車窓を見ながら飲んで食べるというのが

一番だと思います。

左側の写真ですけど、これは以前、釧路支社さんに

『バーベキュー列車』というのがあって、これは私の

お仲間たちなのですが臨時列車を仕立てて、帰りは酒

を飲みながらバーベキューをつっつきながら来るとい

う列車が昔ありました。最近はないのですが札幌に出

張で行った時に、夕方の特急に乗って帰る際、コンビ

ニとかで酒やつまみを買って、列車の中で、１人で飲

んで。僕らは『居酒屋おおぞら』と言って楽しみなが

ら帰ってくる、これがやっぱり一番かなと。

こういう別寒辺牛湿原の自然を見ながら、花咲線沿線

には、福司あり、厚岸ウイスキーあり、厚岸の氏家の

カキ飯あり、タラバガニチラシとか、いっぱいありま

す。そして、根室方で行くと落石の海岸を見ながら、

エスカロップは重たくなってきたので食べられないで

すけど、浜中のソフトクリーム、忘れちゃいけない北

の勝、こういったものを食べたり飲んだりしながら、

オオワシを見ながら、とかがやっぱり一番いいかなと

思うのです。

ＪＲ北海道さんではこういうハマナス編成という観光

列車を作って、今度 10月にぐるっと、ひがし北海道

を回るようになっています。こういう列車も良いので

すが、ここら辺を走っている普通の列車をちょっとだ

け改造して、ああいうテーブルを付けて楽しめるのが

いいなと私は思っています。一例ですけど、レストラ

ン・イオマンテの舟崎さんにフレンチのいいのを作っ

てもらうとか、都寿司さんで寿司を出すとか、そんな

のがあればいいかなと。

寿司が良いかなと思いました。お寿司はカウンターで

食べるのが一番いいのですが、実は 1960 年代に当時

の国鉄で「寿司カウンターを備えたビュッフェ」とい

う食堂車が実際にあったのです。こういうのを『おお

ぞら』の端っこでも良いのですが作ってもらえないも

のだろうかなと思いました。

最後に「１人、１年、4,000 円」と書いているのは、

以前に「ＪＲ北海道さんのために、必ず道民１人が今

乗っている以上に、プラス 4,000 円乗れば、それな

りに経営が安定するのではないか」と言われたことも

ありました。皆さんのようにＪＲさんを利用する機会、

特に花咲線、釧網線、なにも用事がないのに乗るかと

いうとそうではない。じゃあ、そのきっかけとしてさっ

きの生寿司列車や飯寿司列車とかイタ飯列車、あとは

炉端列車があると乗りやすいのではないかと思ってい

ました。

もうすでにやっている所があります。函館に『道南い

さりび鉄道』というのがあって、『ながまれ号』とい

うなんも変哲もない、列車を少しだけ改造して車内で

食事を楽しめるようにしました。これに地元の方々が

いろんな特産品を売りに出て来るわけなのです。

千葉県の『いすみ鉄道』では『お寿司・天ぷら列車』

を作り、車両はこの辺で走っている列車にテーブルを

付けただけなのです。こういうのがあるとどうでしょ

う、皆さんも乗りたいなと思うのではないでしょうか。

そこで結論ですけど、いま「ひがし北海道ブランド化」

というのがありましたけど、鉄道を利用した観光客の

方にそういった食材も「全部、これ、ひがし北海道の

物だよ」「釧路・根室の物だよ」とアピールする場に

もなってほしいのです。さっき「路線の名前変えた方

がいいのじゃないか」とお話がありましたけど、私も

それは賛成で、どうせなら花咲線をひがし北海道根室

線とか、ひがし北海道釧網線とか、そういう感じに変

えていくのもひとつの手かなと思いました。

こういうことやることによって鉄道の利用が増え、地

域の食材の利用率もアップすると、地域の経済に貢献

しますし、何よりも皆さんの身近に鉄道が感じられる

のではないかということであります。

というわけで、本当に早口で終わりましたけど、以上、

私の講演を終わらせていただきます。皆さん、ご清聴

ありがとうございました。

会長謝辞　杉村　荘平会長

　星社長、ありがとうございました。写真も満載で、

分かりやすく楽しい講演をいただきました。我々も大

変ヒントになったことが数多かったように思います。

気のせいか、小野寺君が身を乗り出して、非常に共感

しながら見ていたのを、この席から本当によく見えま

した。

なにせ、われわれとしては会長挨拶で言ったように

「あって当たり前」と思わないことが大事だと思って

おります。日本製紙しかり、無くなってから「あらっ」

と思わないで。やっぱり釧網線、花咲線という素晴ら

しいものがあることをしっかり認識して、これから活

用するように応援していきたいと思います。本日はあ

りがとうございました。

新入会員紹介
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■ 本日のプログラム ■

講師例会「鉄道ファンからみたひがし北海道の魅力」

　　　　　　　　　　　杉村　荘平会長

　お食事の方はその

ままお続けくださ

い。本日も多数ご出

席いただきまして本

当にありがとうござ

います。また、舟木

パスト会長もご出席

ありがとうございま

す。

ひとつ反省点からでございます。先ほど各種お祝いの

時に良かれと思って皆さんに握手を求めたのですが、

この非接触をやっている中で「何を握手しているのだ」

ということでございまして、途中から気付いたのです

が、途中から止めるわけにもいかないものですから、

すみません。握手してしまった方、手洗いをぜひお願

いしたいと思います。大変失礼いたしました。

先週のアッセンブリー、多数ご出席いただきまして本

当にありがとうございます。皆さまの熱い友情のおか

げで奇跡的に時間どおりに終わることができました。

本当にありがとうございました。日程的に少し不規則

な開催でございましたが、やはり年度の節目として

やってよかったと思っております。改めて感謝・お礼

申し上げます。ありがとうございます。

新年度が始まりまして、いよいよ各委員会が動き出し

ています。まずは、佐藤委員長率います青少年奉仕委

員会。全道中学親善硬式野球大会が８月１日に開催が

決まりまして、今年は工業高校のグラウンドで行われ

ることになりました。今年も委員会一丸となって頑

張っておりますので、ぜひ皆さんの応援をお願いでき

ればと思います。よろしくお願いいたします。

セレモニーが続いたことで少し落ち着いた感じになり

ました。と言っても今日も時間がないのですが、少し

会長挨拶をさせてもらえればと思います。

もう 10年くらい前ですけども、帯広の某有名企業の

会長さんとお話する機会がありました。その会長さん

と話している時に「僕らの小学校時代の修学旅行先は

釧路だった。釧路は帯広と比べるまでもなく大都会で、

もう前の日から行くのが楽しみだったんだ。だけども、

そんなことを言う人も、いなくなってしまったね～」。

なんて言うことを聞いたことがあります。

大都会釧路がなぜ帯広に抜かれてしまったのか、追い

越されてしまったのか。これはいろんな要因があると

思います。これは皆さん、耳にタコの狩猟民族・農耕

民族論というのがありまして、釧路地域というのは本

当に資源に恵まれて、石炭・水産・木材という産業的

資源以外にも観光的資源でも阿寒湖・摩周湖・屈斜路

湖・釧路湿原・タンチョウ・マリモと、あって当たり

前の感覚から抜け切れなかったのが釧路で、ないもの

を作り、コツコツと育ててきたのが十勝だったのだと

思っています。

そういう釧路をどうにかして良くして行かなきゃとい

う方法論、いろいろあると思います。この素晴らしい

資源をひとつひとつ掘り起こして、ブランディング化

していこうというのが、いま木下さんがやられている

「ひがし北海道」の活動だと思っております。

僕は、ひがし北海道のエリアの中で、屈斜路から川湯・

硫黄山を通るラインが大変好きな所です。実はいま、

川湯駅周辺が大ブレイク中なのをご存じでしょうか。

カフェや雑貨店ができて、混んでいる所は休日になる

といっぱいで入れないカフェがありまして、大変賑

わっています。

そこで気づくのが、この釧網線の観光鉄道としての大

いなる可能性です。私論ですが、釧網線を「ひがし北

海道満喫線」とか、そんな名前に名称変更して、ひが

し北海道のブランディング化のひとつにして大いに売

り出していただければと思っています。山田支社長、

よろしくお願いいたします。

どちらにしても地元として大いに釧網線や花咲線を応

援すべきだと思っているところです。これ以上続けて

いきますと星社長のお話のお邪魔になるかと思います

ので、今日の挨拶はこの辺にしたいと思います。

これからも会長挨拶、頑張りますのでどうぞよろしく

お願いいたします。ありがとうございます。

幹事報告　市橋多佳丞幹事

　皆さま、こんにちは。幹事報告の１点目です。先日

発生しました７月の熱海豪雨災害の義援金のお願いに

つきまして、2620 地区から 2500 地区を通してご依

頼がありましたので例会中に義援金ボックスを副幹事

が回します。本日は講話となっておりますので音を立

てない静かな物を入れていただければと思います。ご

協力をお願いいたします。

　また、世界会議が 2022 年６月４日から８日までア

メリカ・ヒューストンで 行われることになっており

ます。この事前登録の受付が始まっております。登録

用紙は私の所に届いておりますのでご興味のある方は

ご一報ください。よろしくお願いします。以上です。

スポンサー　小野寺　俊会員

　それでは、曾我部

元親さんのご紹介を

させていただきま

す。曾我部さんは昭

和 41年、阿寒町で

お生まれになりまし

た。大学卒業後、サ

ラリーマンを経て地

元阿寒町に戻られ、家業に入られました。その後、令

和元年にお父様が経営する北泉開発株式会社の代表取

締役に就任して現在に至っております。

多方面で活躍されている曽我部さんを皆さまはよくご

存じかと思います。本業の建設業というよりも、エゾ

シカ肉での活躍をよく耳にしていると思います。関連

事業のエゾシカの養鹿（ようろく）や食肉加工では、

事業立ち上げ時より陣頭指揮をとり、エゾシカ肉の組

合の代表理事を務めるなど普及に尽力されておりま

す。

田中パスト会長年度に一度、エゾシカ肉の講演をして

いただいたことがありますのでご記憶の方もいらっ

しゃるかもしれません。

私とは年齢も近いこともあり、地元の良き兄貴分とし

てお付き合いいただいておりまして、数年前から活動

しておりますＮＰＯ法人の活動でも力を貸してくれる

頼もしい先輩でもございます。

ご家族は奥様とお二人の娘さんとの４人家族で、長女

は札幌で社会人、次女も札幌で大学生とのことです。

現在はご夫婦が阿寒町で暮らしております。ちなみに

奥様ですが、阿寒町セイコーマート脇で『牧場ソフト

クリーム』の販売をされておりますので、皆さんもソ

フトクリームを購入したことがあるのかなと思いま

す。

趣味は映画鑑賞とゴルフで、ハンディキャップは 13

と大変お上手です。最近、パッティングが絶不調で悩

んでおりましたけれども「パターを新しくしたら調子

が良くなってきた」そうです。

そんな多方面でご活躍されている曾我部さんですの

で、釧路クラブでの活躍でも尽力していただけるもの

と思っております。それでは、曾我部さんからご挨拶

をいただきます。

北泉開発株式会社　代表取締役　曽我部元親様

　皆さん、こんにち

は。ただいま、ご紹

介にあずかりました

北泉開発の曾我部と

申します。この度、

歴史と伝統のある釧

路ロータリークラブ

様に入会させていた

だき、誠にありがとうございます。また、推薦に当た

りましては、親戚で叔父にあたるマルカツ吉田新聞店

の吉田会長様、そして地元で大変親しくさせていただ

いております小野寺社長、お二人の推薦をいただきま

した。この場を借りて厚くお礼申し上げたいと思いま

す。

仕事の件なのですが、今、小野寺社長からいろいろ説

明がありましたが、本業は砂利砕石業、墓石を中心に

やっております。最近、エゾシカ肉が少し有名ですの

で「北泉開発といえばエゾシカ肉」と言われることも

ありますが、このコロナ禍で大打撃を受けていて、非

常に苦戦している部門でもございます。

また、いろんな活動を今までしてきましたが、ロータ

リー活動に関しましては全くの無知でございます。先

ほど、脇さんからレクチャーをいただきましたが、ま

だまだ分からないことがございますので、今後は先輩

皆さまのご指導・ご鞭撻を賜りながら頑張ってまいり

たいと思いますので、今後ともどうかよろしくお願い

いたします。

スポンサー　村上　祐二会員

　私から本日入会さ

れました濱口憲太さ

んの紹介をさせてい

ただきます。冒頭、

市橋幹事より「手短

に、できれば 30秒

程度でやりなさい」

と言われております

ので、手短にしたいと思います。

お仕事は、環境コンサルタント株式会社の代表取締役。

環境テクノスではございません、環境コンサルタント

でございます。環境テクノスの樋口さんと見た感じが

公家のような感じで似たタイプですけれども、環境コ

ンサルタントでございます。

お生まれは昭和 52年、44歳です。濱口さんは、私

は十数年前から一緒にいるのですけれども本当に真面

目、曲がったことが大嫌いという方。私のように心身

ともに曲がりくねった男では、たまに酒を飲んでいる

と冷ややかな目で見られることがあります。本当に素

晴らしい青年でございます。

趣味はゴルフと水泳。ゴルフはハンディキャップ 30。

最近ゴルフに随分ハマっているということで、皆さん

どうぞ誘っていただければと思います。ご家族は奥様

と 16歳の娘さん、12歳の息子さんです。

それでは早速、濱口さんから一言ご挨拶、お願いいた

します。

環境コンサルタント株式会社　

　　　　　代表取締役社長　濱口　憲太様

　皆さま、こんにち

は。ただいま村上様

よりご紹介を賜りま

した環境コンサルタ

ント株式会社・濱口

憲太と申します。天

方様、村上様よりお

声がけを賜りまし

て、正直、私ごときがこのような素晴らしい会に本当

に適しているのかと大変恐縮な思いをさせていただい

ておりました。しかし、それにもまして歴史と伝統あ

る釧路ロータリークラブに入会をさせていただく光栄

の思いが、私の中では溢れかえっている状況でござい

ます。

弊社の創業者であります祖父がかつてロータリアンで

ありました時、私は当時７歳でありましたけれども、

何も分からない中このように手をつないで歌を歌った

ような記憶が微かに残っています。それから 37年経

ち、いま私は 44歳でこのように皆さまにお迎えをい

ただいたこと、祖父は亡くなっておりますが、きっと

喜んでくれているだろうと感じております。

釧路ロータリークラブの一員としてお認めをいただい

た誇りを胸に、愛する郷土釧路に少しでも恩返しがで

きますように先輩の皆さまに多くを学ばせていただき

ながらロータリアンとして真摯に何事にもチャレンジ

してまいりたいと考えております。

活動もゴルフも頑張ります。皆さま、どうぞ今後とも

よろしくお願いいたします。

歓迎の言葉　杉村　荘平会長

　お二人、ありがとうございました。大期待の新人お

二人ということで、素晴らしいスピーチいただきまし

てありがとうございました。釧路クラブを代表して心

から歓迎いたします。ありがとうございます。

手短にと思いますが「ロータリーの出席は義務ではな

く権利だ」とよく言われます。せっかく入ったロータ

リーですからその権利を大いに活用して、楽しく有意

義なものにしてもらえればと思っております。最初の

三カ月に少し大変なところがあります。そこを乗り

切ってもらえればだいぶ楽になってくると思います。

積極的に飛び込んで一日も早く馴染んでいただければ

と思います。本日はよろしくお願いいたします。

新入会員の配属について　杉村　荘平会長

　配属委員会を失念いたしておりました。大変失礼い

たしました。曾我部さんにおかれましては会員増強職

業分類委員会、委員長は五十嵐委員長でございます。

よろしくお願いいたします。濱口さんにおかれまして

は親睦活動委員会、委員長は滝波君でございます。よ

ろしくお願いいたします。

何かありましたら配属委員長にご相談いただければと

思います。よろしくお願いいたします。

株式会社釧路新聞社　

　　　　　代表取締役　星　　匠様

　プログラムの順番を変えていただいたりしてすみま

せん。データをきちんと入れて来たつもりだったので

すが、残念ながら違うデータが入っていまして、人生

で久しぶりに焦りま

した。いま準備をい

たします。

今日は『鉄道ファン

から見たひがし北海

道』というお題をい

ただきました。一応、

私も釧路新聞社の人

間なので、本来であれば地域のオピニオンリーダーと

しての市役所どうなのか、商工会議所どうなのかとい

う話が来なくて、最近私に講演してくださいというの

は「鉄道の話」しか来なくなってきております。そん

な中で少しお話させていただきたいと思います。

今日は花咲線と釧網線の魅力を中心に、この絵面でお

話したいと思います。自己紹介は先ほどしていただい

たので、最初のお話は花咲線と釧網線はこの辺ですよ

ということです。

では、花咲線の魅力はということで。２週間ほど前、

この講演をやるのだったら改めてこれに乗ってこな

きゃとだめだということで乗ってきました。ちょっと

ご説明したいと思います。

花咲線は、まず釧路川を渡り、別保を過ぎると珍しく

こういう山間地帯に入ります。緑色で見づらいのです

が、これは谷内坊主（ヤチボウズ）です。秋から冬に

かけてポンポン出てきて、特に本州の方には「会合やっ

ているみたいだね」というお話も受けます。厚岸に近

づくと、こういう海岸線を走ります。大黒島だとか遠

くに厚岸大橋が見えて、沿線のポイントになっていま

す。

厚岸を過ぎると、進行方向に向かって右側に厚岸湖が

見え始めてカキの養殖場が見えております。続きまし

て、間髪入れずにラムサール条約登録湿地のひとつ、

別寒辺牛湿原のど真ん中走って行きます。釧路湿原の

釧網線も確かに良いのですけど、ど真ん中走るのはこ

こが唯一だと思います。

浜中町に入って行きますと、ルパン三世を作ったモン

キーパンチ先生の生まれた所ですので、各駅にはこう

いったルパンや銭形警部がイラストで飾られておりま

す。浜中を過ぎるとだんだん酪農地帯に入って行って、

厚床を過ぎると根室市の落石に入って行きます。ここ

は花咲線の最大のポイント。たぶんここが「一番日本

離れをしている風景」だと思われます。この日は、私

の精進が悪いのか霧が出ていて、奥の落石岬が見えな

いのです。本当は霧の先にダーッと岬が見える所なの

です。が、私はここの景色もさることながら車窓の左

側、こういう低木しか育たないような原野を進む、こ

ういう所がかえって本州の方にとっては魅力的なので

はないかなと思っています。

それから冬場ここに乗ると、エゾシカ君たちが周りに

寄って来て、時々列車と衝突してひかれてしまいます。

そしてそれをオオワシとオジロワシが狙って、たまに

列車と並行して走る感じになります。ただ、これも不

幸にしてオオワシ君たちも列車にひかれるというの

が、いま問題になっています。

この落石を過ぎると昆布盛駅、ちょうどサオマエ昆布

の干しているところです。これも全部車窓から撮りま

した。釧路から根室までずーっと後ろのデッキに立っ

て、こういう写真ばかり撮っておりました。

根室のひとつ手前が東根室という駅です。これは「日

本で最東端の駅」で、ちゃんと標識が立っております。

終着・根室です。この駅前のインフォメーションセン

ターには『北の勝』も売っています。僕が着きました

ら観光協会の方がいて、ちょっとしたワゴンがあり、

『サンマ弁当』も売っていました。私、この日は用事

があるのですぐの折り返しの列車で帰って来ましたの

で、滞在時間は 15分くらい。「サンマ弁当は大丈夫

ですか」と聞いたところ、「すぐできます」と根室駅

の建物にあるお蕎麦屋さんで調理してもらって、５分

くらいでこの弁当が出てまいりました。

次は釧網線です。釧網線は釧路を出ると、最初は遠矢

の手前にこうやって湿原が広がって釧路川が見える所

があります。この辺から湿原が見えてきまして、遠矢

を過ぎると水門が見えてきます。今年は釧路川治水計

画ができてちょうど 100 周年という記念の年で、今

は弊社と釧路開発建設部さんと釧路建設業協会さんと

かで、いろんなこと考えております。いま一番、釧路

川の治水にとって大事なのが岩保木の水門、これが車

窓から見えてきます。

これは釧路湿原駅です。これを横から見るとタンチョ

ウが羽を広げた形と言われております。その後、達古

武湖。そして細岡を

過ぎて釧路川と一番

接近する場所があり

ます。ノロッコ号で

すとここで徐行する

のですが、私が乗っ

たのはノロッコ号で

はないのでサーっと

過ぎて行きます。ここでカヌーの方と会うと、お互い

に手を振り合う光景が見られる所です。

続きまして、塘路を出て茅沼までの間、シラルトロ湖

です。ここが湿原の本当にど真ん中を走って行く所で

す。

茅沼駅は冬になるとタンチョウが駅の周りに来ていま

す。今は斉藤さんという方の大根畑になっていて、冬

場はそこにタンチョウが集まって来る所です。

これは摩周駅です。摩周駅には足湯があります。ちょっ

と熱いですがいい感じのお湯です。次の川湯温泉駅も

足湯があります。弟子屈町は温泉をうまく利用してい

ると思います。

それから川湯温泉をひと山超えるためにトンネルを抜

けて行くと、ちょうど今はジャガイモの花が一番咲い

ていて、斜里岳もバックに見える所です。馬鈴薯や小

麦とか、この辺は畑作地帯だなという感じです。

知床斜里駅を過ぎると、止別、北浜、藻琴は昔の駅舎

を利用したレストランやラーメン屋が入っていて大変

美味しいのですね。私たち鉄道好きからすると、列車

を見ながらご飯を食べられるという、こんな特等席は

ないのです。が、列車の本数が少ないので、列車ダイ

ヤに合わせて行くしかないですね。

これは浜小清水。ここは道路の道の駅と一緒になって

いまして、特産品なんかもずいぶん売っています。浜

小清水駅の下にモンベル（ｍont・bell）さんが入っ

ているのです。なかなか小清水町やるなと思っていた

ら、釧路でも三ツ輪さんがアウトドア専門のお店を

オープンして、やっぱりこういうのがトレンドなのか

なと思います。

浜小清水を過ぎると原生花園の真ん中を過ぎ、一応、

黄色やオレンジの花がちょこちょこ見えるのですが、

これは車窓からですのでこの程度しか見えません。た

だ、そのバックには知床連山が見えますので、ここも

釧網線のポイントかなと思います。

これがいわゆる一般

の方が「いいな」と

思っている所なので

すが、私たち鉄道好

きから言うと、風景

ももちろん良いので

すが変なところに萌

えます。釧路駅であ

れば、昔の改札はこんな感じで、電光掲示板の時計が

あって、「どこ行き」がぶら下がっていて、また、特

急列車が入っていると、昔はこんな特急だったなとか、

こういうのを頭に思い浮かべながら駅や列車を利用し

ています。

これ今の釧路駅なのですが、４番線・５番線から見る

と何か変な建物があります。これは昔の雄別鉄道が

走っていた時の跡で、この写真は昭和 40年前後の釧

路駅の駅裏を写した写真なのです。このように雄別鉄

道の列車が走っていた所でした。

東釧路駅は昔、臨港鉄道が走っていたのでこんな広い

構内だったのですが、今は住宅地になっています。

あと、上尾幌や尾幌とか。これは厚岸駅の２番線、３

番線。これは昭和 40年代に厚岸カキ祭りに臨時列車

がボンボン出ていた時のものです。当時、車で行くと

いう発想がなくて、臨時列車の利用が多かったようで

す。この車両の形を見て、僕らもまた「この車両、こ

んなんだったよな」とかを厚岸駅に着くと思い出すわ

けなのですね。

これはタカナシ乳業さん、茶内駅。昔は浜中町営軌道

が走っていて、ここにミルクを小さい列車で運んでい

ました。

厚床駅に来ると、昔の『青春 18切符』のポスターの

基になった風景がここで見ることができます。今もほ

とんど同じです。あと、厚床駅にターンテーブルとい

う機関車をぐるぐる回すのがあって、これ今まだ残っ

ています。

最後に、これは網走駅に着いた時なのですが、今の『お

おぞら』の前の型の特急がまだ走っているということ

で、「この特急のエンジン音を聞いただけで、ちょっ

と萌える」という僕らは、いわゆる変態なのです。こ

れは皆さん理解しがたいものなのですが、線路や列車

を見るだけで気分が高揚するというタイプなものです

から。そんなことまず知ってもらえればなと思います。

花咲線・釧網線はたしかに観光客が多くなったのです

が、一番多い利用者は高校生です。私はこういう人間

なので、自宅は緑ヶ岡で東釧路駅から毎日のように列

車で通っています。その時に、東釧路駅で厚岸方面や

標茶・弟子屈方面からの高校生がすごく降りて来ます。

私、数えました。そしたら毎日、標茶・弟子屈から東

釧路で降りるのが 40から 50です。釧路駅まで行く

高校生もいるので、多分 50～ 60人位乗って来ると

思います。厚岸方面からはもっと多くて多分、70～

80人位来ると思います。ちなみに彼らは厚岸発６時

半の列車に乗って来るのです。ということは、釧路の

高校に１学年分くらいの地域のお子さんたちが通って

来るのです。「何で下宿させないのか」とお父さん、

お母さんに聞いたことがあるのですが、「やっぱり高

い」「今、下宿は実際のところあまりない。なので、

列車の便は悪いけど通わせている」と。

右側の下に東釧路駅の様子が載っていますが、高校生

がここから乗る自転車です。江南・明輝・工業・湖陵・

北陽、武修館の子もいるかもしれませんが、ほとんど

の高校がちょうど東釧路駅から近いのでここに自転車

を置いて行くわけです。もし、ロータリークラブの皆

さんで次どこに何か寄付したいなというのがありまし

たら、自転車を綺麗に並べる物があるのですが、それ

東釧路駅にはないので、「星があんなこと言っていた

な」と思ったら、余裕がある方は寄付をいただければ、

そういう自転車を綺麗に整理する物を整備できたらと

思いますので、よろしくお願いいたします。

これは全く私見です。花咲線や釧網線も経営的には苦

しいと思います。山田支社長さんがいる前で言うのも

何なのですけども。僕なりに考えると、やっぱり貨物

列車がないのが痛いなと思うのです。旅客だけだと人

口がたくさんいる所でないと経営的にかなり厳しいで

す。太平洋石炭販売輸送臨港線という昔の釧路臨港鉄

道がつい２年前まで動いていたのは、貨物だけなので

すけど効率が良いからですよね。２人の運転手さんと

１人の車掌さんで 720 トンの石炭を一気に運ぶこと

ができるのです。これ、もしトラックで換算すると

24人のドライバーさんがいないと運べないというこ

とで、やっぱり大量輸送には鉄道が一番だと思うので

す。

もうひとつはやっぱり観光ですね。特にインバウンド

の方は、レンタカーなどあまり使えない方もいらっ

しゃいますし、高齢者の方もそうです。あと鉄道の路

線があるということでいろいろな地図に載りますの

で、そこが注目されます。だから観光が大事だと思う

のです。

たぶん、皆さんそうだと思うのですけども、美味しい

料理にお酒は欠かせないわけなのです。私もお酒を飲

みながら列車に乗るのが一番の時間だと思っていま

す。

お酒を飲むには車では行けないので、やっぱり公共交

通機関を使わざるを得ない。でもバスでお酒を飲むの

はちょっと辛いので、そこで列車になるわけですね。

そうすると、車窓を見ながら飲んで食べるというのが

一番だと思います。

左側の写真ですけど、これは以前、釧路支社さんに

『バーベキュー列車』というのがあって、これは私の

お仲間たちなのですが臨時列車を仕立てて、帰りは酒

を飲みながらバーベキューをつっつきながら来るとい

う列車が昔ありました。最近はないのですが札幌に出

張で行った時に、夕方の特急に乗って帰る際、コンビ

ニとかで酒やつまみを買って、列車の中で、１人で飲

んで。僕らは『居酒屋おおぞら』と言って楽しみなが

ら帰ってくる、これがやっぱり一番かなと。

こういう別寒辺牛湿原の自然を見ながら、花咲線沿線

には、福司あり、厚岸ウイスキーあり、厚岸の氏家の

カキ飯あり、タラバガニチラシとか、いっぱいありま

す。そして、根室方で行くと落石の海岸を見ながら、

エスカロップは重たくなってきたので食べられないで

すけど、浜中のソフトクリーム、忘れちゃいけない北

の勝、こういったものを食べたり飲んだりしながら、

オオワシを見ながら、とかがやっぱり一番いいかなと

思うのです。

ＪＲ北海道さんではこういうハマナス編成という観光

列車を作って、今度 10月にぐるっと、ひがし北海道

を回るようになっています。こういう列車も良いので

すが、ここら辺を走っている普通の列車をちょっとだ

け改造して、ああいうテーブルを付けて楽しめるのが

いいなと私は思っています。一例ですけど、レストラ

ン・イオマンテの舟崎さんにフレンチのいいのを作っ

てもらうとか、都寿司さんで寿司を出すとか、そんな

のがあればいいかなと。

寿司が良いかなと思いました。お寿司はカウンターで

食べるのが一番いいのですが、実は 1960 年代に当時

の国鉄で「寿司カウンターを備えたビュッフェ」とい

う食堂車が実際にあったのです。こういうのを『おお

ぞら』の端っこでも良いのですが作ってもらえないも

のだろうかなと思いました。

最後に「１人、１年、4,000 円」と書いているのは、

以前に「ＪＲ北海道さんのために、必ず道民１人が今

乗っている以上に、プラス 4,000 円乗れば、それな

りに経営が安定するのではないか」と言われたことも

ありました。皆さんのようにＪＲさんを利用する機会、

特に花咲線、釧網線、なにも用事がないのに乗るかと

いうとそうではない。じゃあ、そのきっかけとしてさっ

きの生寿司列車や飯寿司列車とかイタ飯列車、あとは

炉端列車があると乗りやすいのではないかと思ってい

ました。

もうすでにやっている所があります。函館に『道南い

さりび鉄道』というのがあって、『ながまれ号』とい

うなんも変哲もない、列車を少しだけ改造して車内で

食事を楽しめるようにしました。これに地元の方々が

いろんな特産品を売りに出て来るわけなのです。

千葉県の『いすみ鉄道』では『お寿司・天ぷら列車』

を作り、車両はこの辺で走っている列車にテーブルを

付けただけなのです。こういうのがあるとどうでしょ

う、皆さんも乗りたいなと思うのではないでしょうか。

そこで結論ですけど、いま「ひがし北海道ブランド化」

というのがありましたけど、鉄道を利用した観光客の

方にそういった食材も「全部、これ、ひがし北海道の

物だよ」「釧路・根室の物だよ」とアピールする場に

もなってほしいのです。さっき「路線の名前変えた方

がいいのじゃないか」とお話がありましたけど、私も

それは賛成で、どうせなら花咲線をひがし北海道根室

線とか、ひがし北海道釧網線とか、そういう感じに変

えていくのもひとつの手かなと思いました。

こういうことやることによって鉄道の利用が増え、地

域の食材の利用率もアップすると、地域の経済に貢献

しますし、何よりも皆さんの身近に鉄道が感じられる

のではないかということであります。

というわけで、本当に早口で終わりましたけど、以上、

私の講演を終わらせていただきます。皆さん、ご清聴

ありがとうございました。

会長謝辞　杉村　荘平会長

　星社長、ありがとうございました。写真も満載で、

分かりやすく楽しい講演をいただきました。我々も大

変ヒントになったことが数多かったように思います。

気のせいか、小野寺君が身を乗り出して、非常に共感

しながら見ていたのを、この席から本当によく見えま

した。

なにせ、われわれとしては会長挨拶で言ったように

「あって当たり前」と思わないことが大事だと思って

おります。日本製紙しかり、無くなってから「あらっ」

と思わないで。やっぱり釧網線、花咲線という素晴ら

しいものがあることをしっかり認識して、これから活

用するように応援していきたいと思います。本日はあ

りがとうございました。
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　　　　　　　　　　　杉村　荘平会長

　お食事の方はその

ままお続けくださ

い。本日も多数ご出

席いただきまして本

当にありがとうござ

います。また、舟木

パスト会長もご出席

ありがとうございま

す。

ひとつ反省点からでございます。先ほど各種お祝いの

時に良かれと思って皆さんに握手を求めたのですが、

この非接触をやっている中で「何を握手しているのだ」

ということでございまして、途中から気付いたのです

が、途中から止めるわけにもいかないものですから、

すみません。握手してしまった方、手洗いをぜひお願

いしたいと思います。大変失礼いたしました。

先週のアッセンブリー、多数ご出席いただきまして本

当にありがとうございます。皆さまの熱い友情のおか

げで奇跡的に時間どおりに終わることができました。

本当にありがとうございました。日程的に少し不規則

な開催でございましたが、やはり年度の節目として

やってよかったと思っております。改めて感謝・お礼

申し上げます。ありがとうございます。

新年度が始まりまして、いよいよ各委員会が動き出し

ています。まずは、佐藤委員長率います青少年奉仕委

員会。全道中学親善硬式野球大会が８月１日に開催が

決まりまして、今年は工業高校のグラウンドで行われ

ることになりました。今年も委員会一丸となって頑

張っておりますので、ぜひ皆さんの応援をお願いでき

ればと思います。よろしくお願いいたします。

セレモニーが続いたことで少し落ち着いた感じになり

ました。と言っても今日も時間がないのですが、少し

会長挨拶をさせてもらえればと思います。

もう 10年くらい前ですけども、帯広の某有名企業の

会長さんとお話する機会がありました。その会長さん

と話している時に「僕らの小学校時代の修学旅行先は

釧路だった。釧路は帯広と比べるまでもなく大都会で、

もう前の日から行くのが楽しみだったんだ。だけども、

そんなことを言う人も、いなくなってしまったね～」。

なんて言うことを聞いたことがあります。

大都会釧路がなぜ帯広に抜かれてしまったのか、追い

越されてしまったのか。これはいろんな要因があると

思います。これは皆さん、耳にタコの狩猟民族・農耕

民族論というのがありまして、釧路地域というのは本

当に資源に恵まれて、石炭・水産・木材という産業的

資源以外にも観光的資源でも阿寒湖・摩周湖・屈斜路

湖・釧路湿原・タンチョウ・マリモと、あって当たり

前の感覚から抜け切れなかったのが釧路で、ないもの

を作り、コツコツと育ててきたのが十勝だったのだと

思っています。

そういう釧路をどうにかして良くして行かなきゃとい

う方法論、いろいろあると思います。この素晴らしい

資源をひとつひとつ掘り起こして、ブランディング化

していこうというのが、いま木下さんがやられている

「ひがし北海道」の活動だと思っております。

僕は、ひがし北海道のエリアの中で、屈斜路から川湯・

硫黄山を通るラインが大変好きな所です。実はいま、

川湯駅周辺が大ブレイク中なのをご存じでしょうか。

カフェや雑貨店ができて、混んでいる所は休日になる

といっぱいで入れないカフェがありまして、大変賑

わっています。

そこで気づくのが、この釧網線の観光鉄道としての大

いなる可能性です。私論ですが、釧網線を「ひがし北

海道満喫線」とか、そんな名前に名称変更して、ひが

し北海道のブランディング化のひとつにして大いに売

り出していただければと思っています。山田支社長、

よろしくお願いいたします。

どちらにしても地元として大いに釧網線や花咲線を応

援すべきだと思っているところです。これ以上続けて

いきますと星社長のお話のお邪魔になるかと思います

ので、今日の挨拶はこの辺にしたいと思います。

これからも会長挨拶、頑張りますのでどうぞよろしく

お願いいたします。ありがとうございます。

幹事報告　市橋多佳丞幹事

　皆さま、こんにちは。幹事報告の１点目です。先日

発生しました７月の熱海豪雨災害の義援金のお願いに

つきまして、2620 地区から 2500 地区を通してご依

頼がありましたので例会中に義援金ボックスを副幹事

が回します。本日は講話となっておりますので音を立

てない静かな物を入れていただければと思います。ご

協力をお願いいたします。

　また、世界会議が 2022 年６月４日から８日までア

メリカ・ヒューストンで 行われることになっており

ます。この事前登録の受付が始まっております。登録

用紙は私の所に届いておりますのでご興味のある方は

ご一報ください。よろしくお願いします。以上です。

スポンサー　小野寺　俊会員

　それでは、曾我部

元親さんのご紹介を

させていただきま

す。曾我部さんは昭

和 41年、阿寒町で

お生まれになりまし

た。大学卒業後、サ

ラリーマンを経て地

元阿寒町に戻られ、家業に入られました。その後、令

和元年にお父様が経営する北泉開発株式会社の代表取

締役に就任して現在に至っております。

多方面で活躍されている曽我部さんを皆さまはよくご

存じかと思います。本業の建設業というよりも、エゾ

シカ肉での活躍をよく耳にしていると思います。関連

事業のエゾシカの養鹿（ようろく）や食肉加工では、

事業立ち上げ時より陣頭指揮をとり、エゾシカ肉の組

合の代表理事を務めるなど普及に尽力されておりま

す。

田中パスト会長年度に一度、エゾシカ肉の講演をして

いただいたことがありますのでご記憶の方もいらっ

しゃるかもしれません。

私とは年齢も近いこともあり、地元の良き兄貴分とし

てお付き合いいただいておりまして、数年前から活動

しておりますＮＰＯ法人の活動でも力を貸してくれる

頼もしい先輩でもございます。

ご家族は奥様とお二人の娘さんとの４人家族で、長女

は札幌で社会人、次女も札幌で大学生とのことです。

現在はご夫婦が阿寒町で暮らしております。ちなみに

奥様ですが、阿寒町セイコーマート脇で『牧場ソフト

クリーム』の販売をされておりますので、皆さんもソ

フトクリームを購入したことがあるのかなと思いま

す。

趣味は映画鑑賞とゴルフで、ハンディキャップは 13

と大変お上手です。最近、パッティングが絶不調で悩

んでおりましたけれども「パターを新しくしたら調子

が良くなってきた」そうです。

そんな多方面でご活躍されている曾我部さんですの

で、釧路クラブでの活躍でも尽力していただけるもの

と思っております。それでは、曾我部さんからご挨拶

をいただきます。

北泉開発株式会社　代表取締役　曽我部元親様

　皆さん、こんにち

は。ただいま、ご紹

介にあずかりました

北泉開発の曾我部と

申します。この度、

歴史と伝統のある釧

路ロータリークラブ

様に入会させていた

だき、誠にありがとうございます。また、推薦に当た

りましては、親戚で叔父にあたるマルカツ吉田新聞店

の吉田会長様、そして地元で大変親しくさせていただ

いております小野寺社長、お二人の推薦をいただきま

した。この場を借りて厚くお礼申し上げたいと思いま

す。

仕事の件なのですが、今、小野寺社長からいろいろ説

明がありましたが、本業は砂利砕石業、墓石を中心に

やっております。最近、エゾシカ肉が少し有名ですの

で「北泉開発といえばエゾシカ肉」と言われることも

ありますが、このコロナ禍で大打撃を受けていて、非

常に苦戦している部門でもございます。

また、いろんな活動を今までしてきましたが、ロータ

リー活動に関しましては全くの無知でございます。先

ほど、脇さんからレクチャーをいただきましたが、ま

だまだ分からないことがございますので、今後は先輩

皆さまのご指導・ご鞭撻を賜りながら頑張ってまいり

たいと思いますので、今後ともどうかよろしくお願い

いたします。

スポンサー　村上　祐二会員

　私から本日入会さ

れました濱口憲太さ

んの紹介をさせてい

ただきます。冒頭、

市橋幹事より「手短

に、できれば 30秒

程度でやりなさい」

と言われております

ので、手短にしたいと思います。

お仕事は、環境コンサルタント株式会社の代表取締役。

環境テクノスではございません、環境コンサルタント

でございます。環境テクノスの樋口さんと見た感じが

公家のような感じで似たタイプですけれども、環境コ

ンサルタントでございます。

お生まれは昭和 52年、44歳です。濱口さんは、私

は十数年前から一緒にいるのですけれども本当に真面

目、曲がったことが大嫌いという方。私のように心身

ともに曲がりくねった男では、たまに酒を飲んでいる

と冷ややかな目で見られることがあります。本当に素

晴らしい青年でございます。

趣味はゴルフと水泳。ゴルフはハンディキャップ 30。

最近ゴルフに随分ハマっているということで、皆さん

どうぞ誘っていただければと思います。ご家族は奥様

と 16歳の娘さん、12歳の息子さんです。

それでは早速、濱口さんから一言ご挨拶、お願いいた

します。

環境コンサルタント株式会社　

　　　　　代表取締役社長　濱口　憲太様

　皆さま、こんにち

は。ただいま村上様

よりご紹介を賜りま

した環境コンサルタ

ント株式会社・濱口

憲太と申します。天

方様、村上様よりお

声がけを賜りまし

て、正直、私ごときがこのような素晴らしい会に本当

に適しているのかと大変恐縮な思いをさせていただい

ておりました。しかし、それにもまして歴史と伝統あ

る釧路ロータリークラブに入会をさせていただく光栄

の思いが、私の中では溢れかえっている状況でござい

ます。

弊社の創業者であります祖父がかつてロータリアンで

ありました時、私は当時７歳でありましたけれども、

何も分からない中このように手をつないで歌を歌った

ような記憶が微かに残っています。それから 37年経

ち、いま私は 44歳でこのように皆さまにお迎えをい

ただいたこと、祖父は亡くなっておりますが、きっと

喜んでくれているだろうと感じております。

釧路ロータリークラブの一員としてお認めをいただい

た誇りを胸に、愛する郷土釧路に少しでも恩返しがで

きますように先輩の皆さまに多くを学ばせていただき

ながらロータリアンとして真摯に何事にもチャレンジ

してまいりたいと考えております。

活動もゴルフも頑張ります。皆さま、どうぞ今後とも

よろしくお願いいたします。

歓迎の言葉　杉村　荘平会長

　お二人、ありがとうございました。大期待の新人お

二人ということで、素晴らしいスピーチいただきまし

てありがとうございました。釧路クラブを代表して心

から歓迎いたします。ありがとうございます。

手短にと思いますが「ロータリーの出席は義務ではな

く権利だ」とよく言われます。せっかく入ったロータ

リーですからその権利を大いに活用して、楽しく有意

義なものにしてもらえればと思っております。最初の

三カ月に少し大変なところがあります。そこを乗り

切ってもらえればだいぶ楽になってくると思います。

積極的に飛び込んで一日も早く馴染んでいただければ

と思います。本日はよろしくお願いいたします。

新入会員の配属について　杉村　荘平会長

　配属委員会を失念いたしておりました。大変失礼い

たしました。曾我部さんにおかれましては会員増強職

業分類委員会、委員長は五十嵐委員長でございます。

よろしくお願いいたします。濱口さんにおかれまして

は親睦活動委員会、委員長は滝波君でございます。よ

ろしくお願いいたします。

何かありましたら配属委員長にご相談いただければと

思います。よろしくお願いいたします。

株式会社釧路新聞社　

　　　　　代表取締役　星　　匠様

　プログラムの順番を変えていただいたりしてすみま

せん。データをきちんと入れて来たつもりだったので

すが、残念ながら違うデータが入っていまして、人生

で久しぶりに焦りま

した。いま準備をい

たします。

今日は『鉄道ファン

から見たひがし北海

道』というお題をい

ただきました。一応、

私も釧路新聞社の人

間なので、本来であれば地域のオピニオンリーダーと

しての市役所どうなのか、商工会議所どうなのかとい

う話が来なくて、最近私に講演してくださいというの

は「鉄道の話」しか来なくなってきております。そん

な中で少しお話させていただきたいと思います。

今日は花咲線と釧網線の魅力を中心に、この絵面でお

話したいと思います。自己紹介は先ほどしていただい

たので、最初のお話は花咲線と釧網線はこの辺ですよ

ということです。

では、花咲線の魅力はということで。２週間ほど前、

この講演をやるのだったら改めてこれに乗ってこな

きゃとだめだということで乗ってきました。ちょっと

ご説明したいと思います。

花咲線は、まず釧路川を渡り、別保を過ぎると珍しく

こういう山間地帯に入ります。緑色で見づらいのです

が、これは谷内坊主（ヤチボウズ）です。秋から冬に

かけてポンポン出てきて、特に本州の方には「会合やっ

ているみたいだね」というお話も受けます。厚岸に近

づくと、こういう海岸線を走ります。大黒島だとか遠

くに厚岸大橋が見えて、沿線のポイントになっていま

す。

厚岸を過ぎると、進行方向に向かって右側に厚岸湖が

見え始めてカキの養殖場が見えております。続きまし

て、間髪入れずにラムサール条約登録湿地のひとつ、

別寒辺牛湿原のど真ん中走って行きます。釧路湿原の

釧網線も確かに良いのですけど、ど真ん中走るのはこ

こが唯一だと思います。

浜中町に入って行きますと、ルパン三世を作ったモン

キーパンチ先生の生まれた所ですので、各駅にはこう

いったルパンや銭形警部がイラストで飾られておりま

す。浜中を過ぎるとだんだん酪農地帯に入って行って、

厚床を過ぎると根室市の落石に入って行きます。ここ

は花咲線の最大のポイント。たぶんここが「一番日本

離れをしている風景」だと思われます。この日は、私

の精進が悪いのか霧が出ていて、奥の落石岬が見えな

いのです。本当は霧の先にダーッと岬が見える所なの

です。が、私はここの景色もさることながら車窓の左

側、こういう低木しか育たないような原野を進む、こ

ういう所がかえって本州の方にとっては魅力的なので

はないかなと思っています。

それから冬場ここに乗ると、エゾシカ君たちが周りに

寄って来て、時々列車と衝突してひかれてしまいます。

そしてそれをオオワシとオジロワシが狙って、たまに

列車と並行して走る感じになります。ただ、これも不

幸にしてオオワシ君たちも列車にひかれるというの

が、いま問題になっています。

この落石を過ぎると昆布盛駅、ちょうどサオマエ昆布

の干しているところです。これも全部車窓から撮りま

した。釧路から根室までずーっと後ろのデッキに立っ

て、こういう写真ばかり撮っておりました。

根室のひとつ手前が東根室という駅です。これは「日

本で最東端の駅」で、ちゃんと標識が立っております。

終着・根室です。この駅前のインフォメーションセン

ターには『北の勝』も売っています。僕が着きました

ら観光協会の方がいて、ちょっとしたワゴンがあり、

『サンマ弁当』も売っていました。私、この日は用事

があるのですぐの折り返しの列車で帰って来ましたの

で、滞在時間は 15分くらい。「サンマ弁当は大丈夫

ですか」と聞いたところ、「すぐできます」と根室駅

の建物にあるお蕎麦屋さんで調理してもらって、５分

くらいでこの弁当が出てまいりました。

次は釧網線です。釧網線は釧路を出ると、最初は遠矢

の手前にこうやって湿原が広がって釧路川が見える所

があります。この辺から湿原が見えてきまして、遠矢

を過ぎると水門が見えてきます。今年は釧路川治水計

画ができてちょうど 100 周年という記念の年で、今

は弊社と釧路開発建設部さんと釧路建設業協会さんと

かで、いろんなこと考えております。いま一番、釧路

川の治水にとって大事なのが岩保木の水門、これが車

窓から見えてきます。

これは釧路湿原駅です。これを横から見るとタンチョ

ウが羽を広げた形と言われております。その後、達古

武湖。そして細岡を

過ぎて釧路川と一番

接近する場所があり

ます。ノロッコ号で

すとここで徐行する

のですが、私が乗っ

たのはノロッコ号で

はないのでサーっと

過ぎて行きます。ここでカヌーの方と会うと、お互い

に手を振り合う光景が見られる所です。

続きまして、塘路を出て茅沼までの間、シラルトロ湖

です。ここが湿原の本当にど真ん中を走って行く所で

す。

茅沼駅は冬になるとタンチョウが駅の周りに来ていま

す。今は斉藤さんという方の大根畑になっていて、冬

場はそこにタンチョウが集まって来る所です。

これは摩周駅です。摩周駅には足湯があります。ちょっ

と熱いですがいい感じのお湯です。次の川湯温泉駅も

足湯があります。弟子屈町は温泉をうまく利用してい

ると思います。

それから川湯温泉をひと山超えるためにトンネルを抜

けて行くと、ちょうど今はジャガイモの花が一番咲い

ていて、斜里岳もバックに見える所です。馬鈴薯や小

麦とか、この辺は畑作地帯だなという感じです。

知床斜里駅を過ぎると、止別、北浜、藻琴は昔の駅舎

を利用したレストランやラーメン屋が入っていて大変

美味しいのですね。私たち鉄道好きからすると、列車

を見ながらご飯を食べられるという、こんな特等席は

ないのです。が、列車の本数が少ないので、列車ダイ

ヤに合わせて行くしかないですね。

これは浜小清水。ここは道路の道の駅と一緒になって

いまして、特産品なんかもずいぶん売っています。浜

小清水駅の下にモンベル（ｍont・bell）さんが入っ

ているのです。なかなか小清水町やるなと思っていた

ら、釧路でも三ツ輪さんがアウトドア専門のお店を

オープンして、やっぱりこういうのがトレンドなのか

なと思います。

浜小清水を過ぎると原生花園の真ん中を過ぎ、一応、

黄色やオレンジの花がちょこちょこ見えるのですが、

これは車窓からですのでこの程度しか見えません。た

だ、そのバックには知床連山が見えますので、ここも

釧網線のポイントかなと思います。

これがいわゆる一般

の方が「いいな」と

思っている所なので

すが、私たち鉄道好

きから言うと、風景

ももちろん良いので

すが変なところに萌

えます。釧路駅であ

れば、昔の改札はこんな感じで、電光掲示板の時計が

あって、「どこ行き」がぶら下がっていて、また、特

急列車が入っていると、昔はこんな特急だったなとか、

こういうのを頭に思い浮かべながら駅や列車を利用し

ています。

これ今の釧路駅なのですが、４番線・５番線から見る

と何か変な建物があります。これは昔の雄別鉄道が

走っていた時の跡で、この写真は昭和 40年前後の釧

路駅の駅裏を写した写真なのです。このように雄別鉄

道の列車が走っていた所でした。

東釧路駅は昔、臨港鉄道が走っていたのでこんな広い

構内だったのですが、今は住宅地になっています。

あと、上尾幌や尾幌とか。これは厚岸駅の２番線、３

番線。これは昭和 40年代に厚岸カキ祭りに臨時列車

がボンボン出ていた時のものです。当時、車で行くと

いう発想がなくて、臨時列車の利用が多かったようで

す。この車両の形を見て、僕らもまた「この車両、こ

んなんだったよな」とかを厚岸駅に着くと思い出すわ

けなのですね。

これはタカナシ乳業さん、茶内駅。昔は浜中町営軌道

が走っていて、ここにミルクを小さい列車で運んでい

ました。

厚床駅に来ると、昔の『青春 18切符』のポスターの

基になった風景がここで見ることができます。今もほ

とんど同じです。あと、厚床駅にターンテーブルとい

う機関車をぐるぐる回すのがあって、これ今まだ残っ

ています。

最後に、これは網走駅に着いた時なのですが、今の『お

おぞら』の前の型の特急がまだ走っているということ

で、「この特急のエンジン音を聞いただけで、ちょっ

と萌える」という僕らは、いわゆる変態なのです。こ

れは皆さん理解しがたいものなのですが、線路や列車

を見るだけで気分が高揚するというタイプなものです

から。そんなことまず知ってもらえればなと思います。

花咲線・釧網線はたしかに観光客が多くなったのです

が、一番多い利用者は高校生です。私はこういう人間

なので、自宅は緑ヶ岡で東釧路駅から毎日のように列

車で通っています。その時に、東釧路駅で厚岸方面や

標茶・弟子屈方面からの高校生がすごく降りて来ます。

私、数えました。そしたら毎日、標茶・弟子屈から東

釧路で降りるのが 40から 50です。釧路駅まで行く

高校生もいるので、多分 50～ 60人位乗って来ると

思います。厚岸方面からはもっと多くて多分、70～

80人位来ると思います。ちなみに彼らは厚岸発６時

半の列車に乗って来るのです。ということは、釧路の

高校に１学年分くらいの地域のお子さんたちが通って

来るのです。「何で下宿させないのか」とお父さん、

お母さんに聞いたことがあるのですが、「やっぱり高

い」「今、下宿は実際のところあまりない。なので、

列車の便は悪いけど通わせている」と。

右側の下に東釧路駅の様子が載っていますが、高校生

がここから乗る自転車です。江南・明輝・工業・湖陵・

北陽、武修館の子もいるかもしれませんが、ほとんど

の高校がちょうど東釧路駅から近いのでここに自転車

を置いて行くわけです。もし、ロータリークラブの皆

さんで次どこに何か寄付したいなというのがありまし

たら、自転車を綺麗に並べる物があるのですが、それ

東釧路駅にはないので、「星があんなこと言っていた

な」と思ったら、余裕がある方は寄付をいただければ、

そういう自転車を綺麗に整理する物を整備できたらと

思いますので、よろしくお願いいたします。

これは全く私見です。花咲線や釧網線も経営的には苦

しいと思います。山田支社長さんがいる前で言うのも

何なのですけども。僕なりに考えると、やっぱり貨物

列車がないのが痛いなと思うのです。旅客だけだと人

口がたくさんいる所でないと経営的にかなり厳しいで

す。太平洋石炭販売輸送臨港線という昔の釧路臨港鉄

道がつい２年前まで動いていたのは、貨物だけなので

すけど効率が良いからですよね。２人の運転手さんと

１人の車掌さんで 720 トンの石炭を一気に運ぶこと

ができるのです。これ、もしトラックで換算すると

24人のドライバーさんがいないと運べないというこ

とで、やっぱり大量輸送には鉄道が一番だと思うので

す。

もうひとつはやっぱり観光ですね。特にインバウンド

の方は、レンタカーなどあまり使えない方もいらっ

しゃいますし、高齢者の方もそうです。あと鉄道の路

線があるということでいろいろな地図に載りますの

で、そこが注目されます。だから観光が大事だと思う

のです。

たぶん、皆さんそうだと思うのですけども、美味しい

料理にお酒は欠かせないわけなのです。私もお酒を飲

みながら列車に乗るのが一番の時間だと思っていま

す。

お酒を飲むには車では行けないので、やっぱり公共交

通機関を使わざるを得ない。でもバスでお酒を飲むの

はちょっと辛いので、そこで列車になるわけですね。

そうすると、車窓を見ながら飲んで食べるというのが

一番だと思います。

左側の写真ですけど、これは以前、釧路支社さんに

『バーベキュー列車』というのがあって、これは私の

お仲間たちなのですが臨時列車を仕立てて、帰りは酒

を飲みながらバーベキューをつっつきながら来るとい

う列車が昔ありました。最近はないのですが札幌に出

張で行った時に、夕方の特急に乗って帰る際、コンビ

ニとかで酒やつまみを買って、列車の中で、１人で飲

んで。僕らは『居酒屋おおぞら』と言って楽しみなが

ら帰ってくる、これがやっぱり一番かなと。

こういう別寒辺牛湿原の自然を見ながら、花咲線沿線

には、福司あり、厚岸ウイスキーあり、厚岸の氏家の

カキ飯あり、タラバガニチラシとか、いっぱいありま

す。そして、根室方で行くと落石の海岸を見ながら、

エスカロップは重たくなってきたので食べられないで

すけど、浜中のソフトクリーム、忘れちゃいけない北

の勝、こういったものを食べたり飲んだりしながら、

オオワシを見ながら、とかがやっぱり一番いいかなと

思うのです。

ＪＲ北海道さんではこういうハマナス編成という観光

列車を作って、今度 10月にぐるっと、ひがし北海道

を回るようになっています。こういう列車も良いので

すが、ここら辺を走っている普通の列車をちょっとだ

け改造して、ああいうテーブルを付けて楽しめるのが

いいなと私は思っています。一例ですけど、レストラ

ン・イオマンテの舟崎さんにフレンチのいいのを作っ

てもらうとか、都寿司さんで寿司を出すとか、そんな

のがあればいいかなと。

寿司が良いかなと思いました。お寿司はカウンターで

食べるのが一番いいのですが、実は 1960 年代に当時

の国鉄で「寿司カウンターを備えたビュッフェ」とい

う食堂車が実際にあったのです。こういうのを『おお

ぞら』の端っこでも良いのですが作ってもらえないも

のだろうかなと思いました。

最後に「１人、１年、4,000 円」と書いているのは、

以前に「ＪＲ北海道さんのために、必ず道民１人が今

乗っている以上に、プラス 4,000 円乗れば、それな

りに経営が安定するのではないか」と言われたことも

ありました。皆さんのようにＪＲさんを利用する機会、

特に花咲線、釧網線、なにも用事がないのに乗るかと

いうとそうではない。じゃあ、そのきっかけとしてさっ

きの生寿司列車や飯寿司列車とかイタ飯列車、あとは

炉端列車があると乗りやすいのではないかと思ってい

ました。

もうすでにやっている所があります。函館に『道南い

さりび鉄道』というのがあって、『ながまれ号』とい

うなんも変哲もない、列車を少しだけ改造して車内で

食事を楽しめるようにしました。これに地元の方々が

いろんな特産品を売りに出て来るわけなのです。

千葉県の『いすみ鉄道』では『お寿司・天ぷら列車』

を作り、車両はこの辺で走っている列車にテーブルを

付けただけなのです。こういうのがあるとどうでしょ

う、皆さんも乗りたいなと思うのではないでしょうか。

そこで結論ですけど、いま「ひがし北海道ブランド化」

というのがありましたけど、鉄道を利用した観光客の

方にそういった食材も「全部、これ、ひがし北海道の

物だよ」「釧路・根室の物だよ」とアピールする場に

もなってほしいのです。さっき「路線の名前変えた方

がいいのじゃないか」とお話がありましたけど、私も

それは賛成で、どうせなら花咲線をひがし北海道根室

線とか、ひがし北海道釧網線とか、そういう感じに変

えていくのもひとつの手かなと思いました。

こういうことやることによって鉄道の利用が増え、地

域の食材の利用率もアップすると、地域の経済に貢献

しますし、何よりも皆さんの身近に鉄道が感じられる

のではないかということであります。

というわけで、本当に早口で終わりましたけど、以上、

私の講演を終わらせていただきます。皆さん、ご清聴

ありがとうございました。

会長謝辞　杉村　荘平会長

　星社長、ありがとうございました。写真も満載で、

分かりやすく楽しい講演をいただきました。我々も大

変ヒントになったことが数多かったように思います。

気のせいか、小野寺君が身を乗り出して、非常に共感

しながら見ていたのを、この席から本当によく見えま

した。

なにせ、われわれとしては会長挨拶で言ったように

「あって当たり前」と思わないことが大事だと思って

おります。日本製紙しかり、無くなってから「あらっ」

と思わないで。やっぱり釧網線、花咲線という素晴ら

しいものがあることをしっかり認識して、これから活

用するように応援していきたいと思います。本日はあ

りがとうございました。
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　　　　　　　　　　　杉村　荘平会長

　お食事の方はその

ままお続けくださ

い。本日も多数ご出

席いただきまして本

当にありがとうござ

います。また、舟木

パスト会長もご出席

ありがとうございま

す。

ひとつ反省点からでございます。先ほど各種お祝いの

時に良かれと思って皆さんに握手を求めたのですが、

この非接触をやっている中で「何を握手しているのだ」

ということでございまして、途中から気付いたのです

が、途中から止めるわけにもいかないものですから、

すみません。握手してしまった方、手洗いをぜひお願

いしたいと思います。大変失礼いたしました。

先週のアッセンブリー、多数ご出席いただきまして本

当にありがとうございます。皆さまの熱い友情のおか

げで奇跡的に時間どおりに終わることができました。

本当にありがとうございました。日程的に少し不規則

な開催でございましたが、やはり年度の節目として

やってよかったと思っております。改めて感謝・お礼

申し上げます。ありがとうございます。

新年度が始まりまして、いよいよ各委員会が動き出し

ています。まずは、佐藤委員長率います青少年奉仕委

員会。全道中学親善硬式野球大会が８月１日に開催が

決まりまして、今年は工業高校のグラウンドで行われ

ることになりました。今年も委員会一丸となって頑

張っておりますので、ぜひ皆さんの応援をお願いでき

ればと思います。よろしくお願いいたします。

セレモニーが続いたことで少し落ち着いた感じになり

ました。と言っても今日も時間がないのですが、少し

会長挨拶をさせてもらえればと思います。

もう 10年くらい前ですけども、帯広の某有名企業の

会長さんとお話する機会がありました。その会長さん

と話している時に「僕らの小学校時代の修学旅行先は

釧路だった。釧路は帯広と比べるまでもなく大都会で、

もう前の日から行くのが楽しみだったんだ。だけども、

そんなことを言う人も、いなくなってしまったね～」。

なんて言うことを聞いたことがあります。

大都会釧路がなぜ帯広に抜かれてしまったのか、追い

越されてしまったのか。これはいろんな要因があると

思います。これは皆さん、耳にタコの狩猟民族・農耕

民族論というのがありまして、釧路地域というのは本

当に資源に恵まれて、石炭・水産・木材という産業的

資源以外にも観光的資源でも阿寒湖・摩周湖・屈斜路

湖・釧路湿原・タンチョウ・マリモと、あって当たり

前の感覚から抜け切れなかったのが釧路で、ないもの

を作り、コツコツと育ててきたのが十勝だったのだと

思っています。

そういう釧路をどうにかして良くして行かなきゃとい

う方法論、いろいろあると思います。この素晴らしい

資源をひとつひとつ掘り起こして、ブランディング化

していこうというのが、いま木下さんがやられている

「ひがし北海道」の活動だと思っております。

僕は、ひがし北海道のエリアの中で、屈斜路から川湯・

硫黄山を通るラインが大変好きな所です。実はいま、

川湯駅周辺が大ブレイク中なのをご存じでしょうか。

カフェや雑貨店ができて、混んでいる所は休日になる

といっぱいで入れないカフェがありまして、大変賑

わっています。

そこで気づくのが、この釧網線の観光鉄道としての大

いなる可能性です。私論ですが、釧網線を「ひがし北

海道満喫線」とか、そんな名前に名称変更して、ひが

し北海道のブランディング化のひとつにして大いに売

り出していただければと思っています。山田支社長、

よろしくお願いいたします。

どちらにしても地元として大いに釧網線や花咲線を応

援すべきだと思っているところです。これ以上続けて

いきますと星社長のお話のお邪魔になるかと思います

ので、今日の挨拶はこの辺にしたいと思います。

これからも会長挨拶、頑張りますのでどうぞよろしく

お願いいたします。ありがとうございます。

幹事報告　市橋多佳丞幹事

　皆さま、こんにちは。幹事報告の１点目です。先日

発生しました７月の熱海豪雨災害の義援金のお願いに

つきまして、2620 地区から 2500 地区を通してご依

頼がありましたので例会中に義援金ボックスを副幹事

が回します。本日は講話となっておりますので音を立

てない静かな物を入れていただければと思います。ご

協力をお願いいたします。

　また、世界会議が 2022 年６月４日から８日までア

メリカ・ヒューストンで 行われることになっており

ます。この事前登録の受付が始まっております。登録

用紙は私の所に届いておりますのでご興味のある方は

ご一報ください。よろしくお願いします。以上です。

スポンサー　小野寺　俊会員

　それでは、曾我部

元親さんのご紹介を

させていただきま

す。曾我部さんは昭

和 41年、阿寒町で

お生まれになりまし

た。大学卒業後、サ

ラリーマンを経て地

元阿寒町に戻られ、家業に入られました。その後、令

和元年にお父様が経営する北泉開発株式会社の代表取

締役に就任して現在に至っております。

多方面で活躍されている曽我部さんを皆さまはよくご

存じかと思います。本業の建設業というよりも、エゾ

シカ肉での活躍をよく耳にしていると思います。関連

事業のエゾシカの養鹿（ようろく）や食肉加工では、

事業立ち上げ時より陣頭指揮をとり、エゾシカ肉の組

合の代表理事を務めるなど普及に尽力されておりま

す。

田中パスト会長年度に一度、エゾシカ肉の講演をして

いただいたことがありますのでご記憶の方もいらっ

しゃるかもしれません。

私とは年齢も近いこともあり、地元の良き兄貴分とし

てお付き合いいただいておりまして、数年前から活動

しておりますＮＰＯ法人の活動でも力を貸してくれる

頼もしい先輩でもございます。

ご家族は奥様とお二人の娘さんとの４人家族で、長女

は札幌で社会人、次女も札幌で大学生とのことです。

現在はご夫婦が阿寒町で暮らしております。ちなみに

奥様ですが、阿寒町セイコーマート脇で『牧場ソフト

クリーム』の販売をされておりますので、皆さんもソ

フトクリームを購入したことがあるのかなと思いま

す。

趣味は映画鑑賞とゴルフで、ハンディキャップは 13

と大変お上手です。最近、パッティングが絶不調で悩

んでおりましたけれども「パターを新しくしたら調子

が良くなってきた」そうです。

そんな多方面でご活躍されている曾我部さんですの

で、釧路クラブでの活躍でも尽力していただけるもの

と思っております。それでは、曾我部さんからご挨拶

をいただきます。

北泉開発株式会社　代表取締役　曽我部元親様

　皆さん、こんにち

は。ただいま、ご紹

介にあずかりました

北泉開発の曾我部と

申します。この度、

歴史と伝統のある釧

路ロータリークラブ

様に入会させていた

だき、誠にありがとうございます。また、推薦に当た

りましては、親戚で叔父にあたるマルカツ吉田新聞店

の吉田会長様、そして地元で大変親しくさせていただ

いております小野寺社長、お二人の推薦をいただきま

した。この場を借りて厚くお礼申し上げたいと思いま

す。

仕事の件なのですが、今、小野寺社長からいろいろ説

明がありましたが、本業は砂利砕石業、墓石を中心に

やっております。最近、エゾシカ肉が少し有名ですの

で「北泉開発といえばエゾシカ肉」と言われることも

ありますが、このコロナ禍で大打撃を受けていて、非

常に苦戦している部門でもございます。

また、いろんな活動を今までしてきましたが、ロータ

リー活動に関しましては全くの無知でございます。先

ほど、脇さんからレクチャーをいただきましたが、ま

だまだ分からないことがございますので、今後は先輩

皆さまのご指導・ご鞭撻を賜りながら頑張ってまいり

たいと思いますので、今後ともどうかよろしくお願い

いたします。

スポンサー　村上　祐二会員

　私から本日入会さ

れました濱口憲太さ

んの紹介をさせてい

ただきます。冒頭、

市橋幹事より「手短

に、できれば 30秒

程度でやりなさい」

と言われております

ので、手短にしたいと思います。

お仕事は、環境コンサルタント株式会社の代表取締役。

環境テクノスではございません、環境コンサルタント

でございます。環境テクノスの樋口さんと見た感じが

公家のような感じで似たタイプですけれども、環境コ

ンサルタントでございます。

お生まれは昭和 52年、44歳です。濱口さんは、私

は十数年前から一緒にいるのですけれども本当に真面

目、曲がったことが大嫌いという方。私のように心身

ともに曲がりくねった男では、たまに酒を飲んでいる

と冷ややかな目で見られることがあります。本当に素

晴らしい青年でございます。

趣味はゴルフと水泳。ゴルフはハンディキャップ 30。

最近ゴルフに随分ハマっているということで、皆さん

どうぞ誘っていただければと思います。ご家族は奥様

と 16歳の娘さん、12歳の息子さんです。

それでは早速、濱口さんから一言ご挨拶、お願いいた

します。

環境コンサルタント株式会社　

　　　　　代表取締役社長　濱口　憲太様

　皆さま、こんにち

は。ただいま村上様

よりご紹介を賜りま

した環境コンサルタ

ント株式会社・濱口

憲太と申します。天

方様、村上様よりお

声がけを賜りまし

て、正直、私ごときがこのような素晴らしい会に本当

に適しているのかと大変恐縮な思いをさせていただい

ておりました。しかし、それにもまして歴史と伝統あ

る釧路ロータリークラブに入会をさせていただく光栄

の思いが、私の中では溢れかえっている状況でござい

ます。

弊社の創業者であります祖父がかつてロータリアンで

ありました時、私は当時７歳でありましたけれども、

何も分からない中このように手をつないで歌を歌った

ような記憶が微かに残っています。それから 37年経

ち、いま私は 44歳でこのように皆さまにお迎えをい

ただいたこと、祖父は亡くなっておりますが、きっと

喜んでくれているだろうと感じております。

釧路ロータリークラブの一員としてお認めをいただい

た誇りを胸に、愛する郷土釧路に少しでも恩返しがで

きますように先輩の皆さまに多くを学ばせていただき

ながらロータリアンとして真摯に何事にもチャレンジ

してまいりたいと考えております。

活動もゴルフも頑張ります。皆さま、どうぞ今後とも

よろしくお願いいたします。

歓迎の言葉　杉村　荘平会長

　お二人、ありがとうございました。大期待の新人お

二人ということで、素晴らしいスピーチいただきまし

てありがとうございました。釧路クラブを代表して心

から歓迎いたします。ありがとうございます。

手短にと思いますが「ロータリーの出席は義務ではな

く権利だ」とよく言われます。せっかく入ったロータ

リーですからその権利を大いに活用して、楽しく有意

義なものにしてもらえればと思っております。最初の

三カ月に少し大変なところがあります。そこを乗り

切ってもらえればだいぶ楽になってくると思います。

積極的に飛び込んで一日も早く馴染んでいただければ

と思います。本日はよろしくお願いいたします。

新入会員の配属について　杉村　荘平会長

　配属委員会を失念いたしておりました。大変失礼い

たしました。曾我部さんにおかれましては会員増強職

業分類委員会、委員長は五十嵐委員長でございます。

よろしくお願いいたします。濱口さんにおかれまして

は親睦活動委員会、委員長は滝波君でございます。よ

ろしくお願いいたします。

何かありましたら配属委員長にご相談いただければと

思います。よろしくお願いいたします。

株式会社釧路新聞社　

　　　　　代表取締役　星　　匠様

　プログラムの順番を変えていただいたりしてすみま

せん。データをきちんと入れて来たつもりだったので

すが、残念ながら違うデータが入っていまして、人生

で久しぶりに焦りま

した。いま準備をい

たします。

今日は『鉄道ファン

から見たひがし北海

道』というお題をい

ただきました。一応、

私も釧路新聞社の人

間なので、本来であれば地域のオピニオンリーダーと

しての市役所どうなのか、商工会議所どうなのかとい

う話が来なくて、最近私に講演してくださいというの

は「鉄道の話」しか来なくなってきております。そん

な中で少しお話させていただきたいと思います。

今日は花咲線と釧網線の魅力を中心に、この絵面でお

話したいと思います。自己紹介は先ほどしていただい

たので、最初のお話は花咲線と釧網線はこの辺ですよ

ということです。

では、花咲線の魅力はということで。２週間ほど前、

この講演をやるのだったら改めてこれに乗ってこな

きゃとだめだということで乗ってきました。ちょっと

ご説明したいと思います。

花咲線は、まず釧路川を渡り、別保を過ぎると珍しく

こういう山間地帯に入ります。緑色で見づらいのです

が、これは谷内坊主（ヤチボウズ）です。秋から冬に

かけてポンポン出てきて、特に本州の方には「会合やっ

ているみたいだね」というお話も受けます。厚岸に近

づくと、こういう海岸線を走ります。大黒島だとか遠

くに厚岸大橋が見えて、沿線のポイントになっていま

す。

厚岸を過ぎると、進行方向に向かって右側に厚岸湖が

見え始めてカキの養殖場が見えております。続きまし

て、間髪入れずにラムサール条約登録湿地のひとつ、

別寒辺牛湿原のど真ん中走って行きます。釧路湿原の

釧網線も確かに良いのですけど、ど真ん中走るのはこ

こが唯一だと思います。

浜中町に入って行きますと、ルパン三世を作ったモン

キーパンチ先生の生まれた所ですので、各駅にはこう

いったルパンや銭形警部がイラストで飾られておりま

す。浜中を過ぎるとだんだん酪農地帯に入って行って、

厚床を過ぎると根室市の落石に入って行きます。ここ

は花咲線の最大のポイント。たぶんここが「一番日本

離れをしている風景」だと思われます。この日は、私

の精進が悪いのか霧が出ていて、奥の落石岬が見えな

いのです。本当は霧の先にダーッと岬が見える所なの

です。が、私はここの景色もさることながら車窓の左

側、こういう低木しか育たないような原野を進む、こ

ういう所がかえって本州の方にとっては魅力的なので

はないかなと思っています。

それから冬場ここに乗ると、エゾシカ君たちが周りに

寄って来て、時々列車と衝突してひかれてしまいます。

そしてそれをオオワシとオジロワシが狙って、たまに

列車と並行して走る感じになります。ただ、これも不

幸にしてオオワシ君たちも列車にひかれるというの

が、いま問題になっています。

この落石を過ぎると昆布盛駅、ちょうどサオマエ昆布

の干しているところです。これも全部車窓から撮りま

した。釧路から根室までずーっと後ろのデッキに立っ

て、こういう写真ばかり撮っておりました。

根室のひとつ手前が東根室という駅です。これは「日

本で最東端の駅」で、ちゃんと標識が立っております。

終着・根室です。この駅前のインフォメーションセン

ターには『北の勝』も売っています。僕が着きました

ら観光協会の方がいて、ちょっとしたワゴンがあり、

『サンマ弁当』も売っていました。私、この日は用事

があるのですぐの折り返しの列車で帰って来ましたの

で、滞在時間は 15分くらい。「サンマ弁当は大丈夫

ですか」と聞いたところ、「すぐできます」と根室駅

の建物にあるお蕎麦屋さんで調理してもらって、５分

くらいでこの弁当が出てまいりました。

次は釧網線です。釧網線は釧路を出ると、最初は遠矢

の手前にこうやって湿原が広がって釧路川が見える所

があります。この辺から湿原が見えてきまして、遠矢

を過ぎると水門が見えてきます。今年は釧路川治水計

画ができてちょうど 100 周年という記念の年で、今

は弊社と釧路開発建設部さんと釧路建設業協会さんと

かで、いろんなこと考えております。いま一番、釧路

川の治水にとって大事なのが岩保木の水門、これが車

窓から見えてきます。

これは釧路湿原駅です。これを横から見るとタンチョ

ウが羽を広げた形と言われております。その後、達古

武湖。そして細岡を

過ぎて釧路川と一番

接近する場所があり

ます。ノロッコ号で

すとここで徐行する

のですが、私が乗っ

たのはノロッコ号で

はないのでサーっと

過ぎて行きます。ここでカヌーの方と会うと、お互い

に手を振り合う光景が見られる所です。

続きまして、塘路を出て茅沼までの間、シラルトロ湖

です。ここが湿原の本当にど真ん中を走って行く所で

す。

茅沼駅は冬になるとタンチョウが駅の周りに来ていま

す。今は斉藤さんという方の大根畑になっていて、冬

場はそこにタンチョウが集まって来る所です。

これは摩周駅です。摩周駅には足湯があります。ちょっ

と熱いですがいい感じのお湯です。次の川湯温泉駅も

足湯があります。弟子屈町は温泉をうまく利用してい

ると思います。

それから川湯温泉をひと山超えるためにトンネルを抜

けて行くと、ちょうど今はジャガイモの花が一番咲い

ていて、斜里岳もバックに見える所です。馬鈴薯や小

麦とか、この辺は畑作地帯だなという感じです。

知床斜里駅を過ぎると、止別、北浜、藻琴は昔の駅舎

を利用したレストランやラーメン屋が入っていて大変

美味しいのですね。私たち鉄道好きからすると、列車

を見ながらご飯を食べられるという、こんな特等席は

ないのです。が、列車の本数が少ないので、列車ダイ

ヤに合わせて行くしかないですね。

これは浜小清水。ここは道路の道の駅と一緒になって

いまして、特産品なんかもずいぶん売っています。浜

小清水駅の下にモンベル（ｍont・bell）さんが入っ

ているのです。なかなか小清水町やるなと思っていた

ら、釧路でも三ツ輪さんがアウトドア専門のお店を

オープンして、やっぱりこういうのがトレンドなのか

なと思います。

浜小清水を過ぎると原生花園の真ん中を過ぎ、一応、

黄色やオレンジの花がちょこちょこ見えるのですが、

これは車窓からですのでこの程度しか見えません。た

だ、そのバックには知床連山が見えますので、ここも

釧網線のポイントかなと思います。

これがいわゆる一般

の方が「いいな」と

思っている所なので

すが、私たち鉄道好

きから言うと、風景

ももちろん良いので

すが変なところに萌

えます。釧路駅であ

れば、昔の改札はこんな感じで、電光掲示板の時計が

あって、「どこ行き」がぶら下がっていて、また、特

急列車が入っていると、昔はこんな特急だったなとか、

こういうのを頭に思い浮かべながら駅や列車を利用し

ています。

これ今の釧路駅なのですが、４番線・５番線から見る

と何か変な建物があります。これは昔の雄別鉄道が

走っていた時の跡で、この写真は昭和 40年前後の釧

路駅の駅裏を写した写真なのです。このように雄別鉄

道の列車が走っていた所でした。

東釧路駅は昔、臨港鉄道が走っていたのでこんな広い

構内だったのですが、今は住宅地になっています。

あと、上尾幌や尾幌とか。これは厚岸駅の２番線、３

番線。これは昭和 40年代に厚岸カキ祭りに臨時列車

がボンボン出ていた時のものです。当時、車で行くと

いう発想がなくて、臨時列車の利用が多かったようで

す。この車両の形を見て、僕らもまた「この車両、こ

んなんだったよな」とかを厚岸駅に着くと思い出すわ

けなのですね。

これはタカナシ乳業さん、茶内駅。昔は浜中町営軌道

が走っていて、ここにミルクを小さい列車で運んでい

ました。

厚床駅に来ると、昔の『青春 18切符』のポスターの

基になった風景がここで見ることができます。今もほ

とんど同じです。あと、厚床駅にターンテーブルとい

う機関車をぐるぐる回すのがあって、これ今まだ残っ

ています。

最後に、これは網走駅に着いた時なのですが、今の『お

おぞら』の前の型の特急がまだ走っているということ

で、「この特急のエンジン音を聞いただけで、ちょっ

と萌える」という僕らは、いわゆる変態なのです。こ

れは皆さん理解しがたいものなのですが、線路や列車

を見るだけで気分が高揚するというタイプなものです

から。そんなことまず知ってもらえればなと思います。

花咲線・釧網線はたしかに観光客が多くなったのです

が、一番多い利用者は高校生です。私はこういう人間

なので、自宅は緑ヶ岡で東釧路駅から毎日のように列

車で通っています。その時に、東釧路駅で厚岸方面や

標茶・弟子屈方面からの高校生がすごく降りて来ます。

私、数えました。そしたら毎日、標茶・弟子屈から東

釧路で降りるのが 40から 50です。釧路駅まで行く

高校生もいるので、多分 50～ 60人位乗って来ると

思います。厚岸方面からはもっと多くて多分、70～

80人位来ると思います。ちなみに彼らは厚岸発６時

半の列車に乗って来るのです。ということは、釧路の

高校に１学年分くらいの地域のお子さんたちが通って

来るのです。「何で下宿させないのか」とお父さん、

お母さんに聞いたことがあるのですが、「やっぱり高

い」「今、下宿は実際のところあまりない。なので、

列車の便は悪いけど通わせている」と。

右側の下に東釧路駅の様子が載っていますが、高校生

がここから乗る自転車です。江南・明輝・工業・湖陵・

北陽、武修館の子もいるかもしれませんが、ほとんど

の高校がちょうど東釧路駅から近いのでここに自転車

を置いて行くわけです。もし、ロータリークラブの皆

さんで次どこに何か寄付したいなというのがありまし

たら、自転車を綺麗に並べる物があるのですが、それ

東釧路駅にはないので、「星があんなこと言っていた

な」と思ったら、余裕がある方は寄付をいただければ、

そういう自転車を綺麗に整理する物を整備できたらと

思いますので、よろしくお願いいたします。

これは全く私見です。花咲線や釧網線も経営的には苦

しいと思います。山田支社長さんがいる前で言うのも

何なのですけども。僕なりに考えると、やっぱり貨物

列車がないのが痛いなと思うのです。旅客だけだと人

口がたくさんいる所でないと経営的にかなり厳しいで

す。太平洋石炭販売輸送臨港線という昔の釧路臨港鉄

道がつい２年前まで動いていたのは、貨物だけなので

すけど効率が良いからですよね。２人の運転手さんと

１人の車掌さんで 720 トンの石炭を一気に運ぶこと

ができるのです。これ、もしトラックで換算すると

24人のドライバーさんがいないと運べないというこ

とで、やっぱり大量輸送には鉄道が一番だと思うので

す。

もうひとつはやっぱり観光ですね。特にインバウンド

の方は、レンタカーなどあまり使えない方もいらっ

しゃいますし、高齢者の方もそうです。あと鉄道の路

線があるということでいろいろな地図に載りますの

で、そこが注目されます。だから観光が大事だと思う

のです。

たぶん、皆さんそうだと思うのですけども、美味しい

料理にお酒は欠かせないわけなのです。私もお酒を飲

みながら列車に乗るのが一番の時間だと思っていま

す。

お酒を飲むには車では行けないので、やっぱり公共交

通機関を使わざるを得ない。でもバスでお酒を飲むの

はちょっと辛いので、そこで列車になるわけですね。

そうすると、車窓を見ながら飲んで食べるというのが

一番だと思います。

左側の写真ですけど、これは以前、釧路支社さんに

『バーベキュー列車』というのがあって、これは私の

お仲間たちなのですが臨時列車を仕立てて、帰りは酒

を飲みながらバーベキューをつっつきながら来るとい

う列車が昔ありました。最近はないのですが札幌に出

張で行った時に、夕方の特急に乗って帰る際、コンビ

ニとかで酒やつまみを買って、列車の中で、１人で飲

んで。僕らは『居酒屋おおぞら』と言って楽しみなが

ら帰ってくる、これがやっぱり一番かなと。

こういう別寒辺牛湿原の自然を見ながら、花咲線沿線

には、福司あり、厚岸ウイスキーあり、厚岸の氏家の

カキ飯あり、タラバガニチラシとか、いっぱいありま

す。そして、根室方で行くと落石の海岸を見ながら、

エスカロップは重たくなってきたので食べられないで

すけど、浜中のソフトクリーム、忘れちゃいけない北

の勝、こういったものを食べたり飲んだりしながら、

オオワシを見ながら、とかがやっぱり一番いいかなと

思うのです。

ＪＲ北海道さんではこういうハマナス編成という観光

列車を作って、今度 10月にぐるっと、ひがし北海道

を回るようになっています。こういう列車も良いので

すが、ここら辺を走っている普通の列車をちょっとだ

け改造して、ああいうテーブルを付けて楽しめるのが

いいなと私は思っています。一例ですけど、レストラ

ン・イオマンテの舟崎さんにフレンチのいいのを作っ

てもらうとか、都寿司さんで寿司を出すとか、そんな

のがあればいいかなと。

寿司が良いかなと思いました。お寿司はカウンターで

食べるのが一番いいのですが、実は 1960 年代に当時

の国鉄で「寿司カウンターを備えたビュッフェ」とい

う食堂車が実際にあったのです。こういうのを『おお

ぞら』の端っこでも良いのですが作ってもらえないも

のだろうかなと思いました。

最後に「１人、１年、4,000 円」と書いているのは、

以前に「ＪＲ北海道さんのために、必ず道民１人が今

乗っている以上に、プラス 4,000 円乗れば、それな

りに経営が安定するのではないか」と言われたことも

ありました。皆さんのようにＪＲさんを利用する機会、

特に花咲線、釧網線、なにも用事がないのに乗るかと

いうとそうではない。じゃあ、そのきっかけとしてさっ

きの生寿司列車や飯寿司列車とかイタ飯列車、あとは

炉端列車があると乗りやすいのではないかと思ってい

ました。

もうすでにやっている所があります。函館に『道南い

さりび鉄道』というのがあって、『ながまれ号』とい

うなんも変哲もない、列車を少しだけ改造して車内で

食事を楽しめるようにしました。これに地元の方々が

いろんな特産品を売りに出て来るわけなのです。

千葉県の『いすみ鉄道』では『お寿司・天ぷら列車』

を作り、車両はこの辺で走っている列車にテーブルを

付けただけなのです。こういうのがあるとどうでしょ

う、皆さんも乗りたいなと思うのではないでしょうか。

そこで結論ですけど、いま「ひがし北海道ブランド化」

というのがありましたけど、鉄道を利用した観光客の

方にそういった食材も「全部、これ、ひがし北海道の

物だよ」「釧路・根室の物だよ」とアピールする場に

もなってほしいのです。さっき「路線の名前変えた方

がいいのじゃないか」とお話がありましたけど、私も

それは賛成で、どうせなら花咲線をひがし北海道根室

線とか、ひがし北海道釧網線とか、そういう感じに変

えていくのもひとつの手かなと思いました。

こういうことやることによって鉄道の利用が増え、地

域の食材の利用率もアップすると、地域の経済に貢献

しますし、何よりも皆さんの身近に鉄道が感じられる

のではないかということであります。

というわけで、本当に早口で終わりましたけど、以上、

私の講演を終わらせていただきます。皆さん、ご清聴

ありがとうございました。

会長謝辞　杉村　荘平会長

　星社長、ありがとうございました。写真も満載で、

分かりやすく楽しい講演をいただきました。我々も大

変ヒントになったことが数多かったように思います。

気のせいか、小野寺君が身を乗り出して、非常に共感

しながら見ていたのを、この席から本当によく見えま

した。

なにせ、われわれとしては会長挨拶で言ったように

「あって当たり前」と思わないことが大事だと思って

おります。日本製紙しかり、無くなってから「あらっ」

と思わないで。やっぱり釧網線、花咲線という素晴ら

しいものがあることをしっかり認識して、これから活

用するように応援していきたいと思います。本日はあ

りがとうございました。
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　　　　　　　　　　　杉村　荘平会長

　お食事の方はその

ままお続けくださ

い。本日も多数ご出

席いただきまして本

当にありがとうござ

います。また、舟木

パスト会長もご出席

ありがとうございま

す。

ひとつ反省点からでございます。先ほど各種お祝いの

時に良かれと思って皆さんに握手を求めたのですが、

この非接触をやっている中で「何を握手しているのだ」

ということでございまして、途中から気付いたのです

が、途中から止めるわけにもいかないものですから、

すみません。握手してしまった方、手洗いをぜひお願

いしたいと思います。大変失礼いたしました。

先週のアッセンブリー、多数ご出席いただきまして本

当にありがとうございます。皆さまの熱い友情のおか

げで奇跡的に時間どおりに終わることができました。

本当にありがとうございました。日程的に少し不規則

な開催でございましたが、やはり年度の節目として

やってよかったと思っております。改めて感謝・お礼

申し上げます。ありがとうございます。

新年度が始まりまして、いよいよ各委員会が動き出し

ています。まずは、佐藤委員長率います青少年奉仕委

員会。全道中学親善硬式野球大会が８月１日に開催が

決まりまして、今年は工業高校のグラウンドで行われ

ることになりました。今年も委員会一丸となって頑

張っておりますので、ぜひ皆さんの応援をお願いでき

ればと思います。よろしくお願いいたします。

セレモニーが続いたことで少し落ち着いた感じになり

ました。と言っても今日も時間がないのですが、少し

会長挨拶をさせてもらえればと思います。

もう 10年くらい前ですけども、帯広の某有名企業の

会長さんとお話する機会がありました。その会長さん

と話している時に「僕らの小学校時代の修学旅行先は

釧路だった。釧路は帯広と比べるまでもなく大都会で、

もう前の日から行くのが楽しみだったんだ。だけども、

そんなことを言う人も、いなくなってしまったね～」。

なんて言うことを聞いたことがあります。

大都会釧路がなぜ帯広に抜かれてしまったのか、追い

越されてしまったのか。これはいろんな要因があると

思います。これは皆さん、耳にタコの狩猟民族・農耕

民族論というのがありまして、釧路地域というのは本

当に資源に恵まれて、石炭・水産・木材という産業的

資源以外にも観光的資源でも阿寒湖・摩周湖・屈斜路

湖・釧路湿原・タンチョウ・マリモと、あって当たり

前の感覚から抜け切れなかったのが釧路で、ないもの

を作り、コツコツと育ててきたのが十勝だったのだと

思っています。

そういう釧路をどうにかして良くして行かなきゃとい

う方法論、いろいろあると思います。この素晴らしい

資源をひとつひとつ掘り起こして、ブランディング化

していこうというのが、いま木下さんがやられている

「ひがし北海道」の活動だと思っております。

僕は、ひがし北海道のエリアの中で、屈斜路から川湯・

硫黄山を通るラインが大変好きな所です。実はいま、

川湯駅周辺が大ブレイク中なのをご存じでしょうか。

カフェや雑貨店ができて、混んでいる所は休日になる

といっぱいで入れないカフェがありまして、大変賑

わっています。

そこで気づくのが、この釧網線の観光鉄道としての大

いなる可能性です。私論ですが、釧網線を「ひがし北

海道満喫線」とか、そんな名前に名称変更して、ひが

し北海道のブランディング化のひとつにして大いに売

り出していただければと思っています。山田支社長、

よろしくお願いいたします。

どちらにしても地元として大いに釧網線や花咲線を応

援すべきだと思っているところです。これ以上続けて

いきますと星社長のお話のお邪魔になるかと思います

ので、今日の挨拶はこの辺にしたいと思います。

これからも会長挨拶、頑張りますのでどうぞよろしく

お願いいたします。ありがとうございます。

幹事報告　市橋多佳丞幹事

　皆さま、こんにちは。幹事報告の１点目です。先日

発生しました７月の熱海豪雨災害の義援金のお願いに

つきまして、2620 地区から 2500 地区を通してご依

頼がありましたので例会中に義援金ボックスを副幹事

が回します。本日は講話となっておりますので音を立

てない静かな物を入れていただければと思います。ご

協力をお願いいたします。

　また、世界会議が 2022 年６月４日から８日までア

メリカ・ヒューストンで 行われることになっており

ます。この事前登録の受付が始まっております。登録

用紙は私の所に届いておりますのでご興味のある方は

ご一報ください。よろしくお願いします。以上です。

スポンサー　小野寺　俊会員

　それでは、曾我部

元親さんのご紹介を

させていただきま

す。曾我部さんは昭

和 41年、阿寒町で

お生まれになりまし

た。大学卒業後、サ

ラリーマンを経て地

元阿寒町に戻られ、家業に入られました。その後、令

和元年にお父様が経営する北泉開発株式会社の代表取

締役に就任して現在に至っております。

多方面で活躍されている曽我部さんを皆さまはよくご

存じかと思います。本業の建設業というよりも、エゾ

シカ肉での活躍をよく耳にしていると思います。関連

事業のエゾシカの養鹿（ようろく）や食肉加工では、

事業立ち上げ時より陣頭指揮をとり、エゾシカ肉の組

合の代表理事を務めるなど普及に尽力されておりま

す。

田中パスト会長年度に一度、エゾシカ肉の講演をして

いただいたことがありますのでご記憶の方もいらっ

しゃるかもしれません。

私とは年齢も近いこともあり、地元の良き兄貴分とし

てお付き合いいただいておりまして、数年前から活動

しておりますＮＰＯ法人の活動でも力を貸してくれる

頼もしい先輩でもございます。

ご家族は奥様とお二人の娘さんとの４人家族で、長女

は札幌で社会人、次女も札幌で大学生とのことです。

現在はご夫婦が阿寒町で暮らしております。ちなみに

奥様ですが、阿寒町セイコーマート脇で『牧場ソフト

クリーム』の販売をされておりますので、皆さんもソ

フトクリームを購入したことがあるのかなと思いま

す。

趣味は映画鑑賞とゴルフで、ハンディキャップは 13

と大変お上手です。最近、パッティングが絶不調で悩

んでおりましたけれども「パターを新しくしたら調子

が良くなってきた」そうです。

そんな多方面でご活躍されている曾我部さんですの

で、釧路クラブでの活躍でも尽力していただけるもの

と思っております。それでは、曾我部さんからご挨拶

をいただきます。

北泉開発株式会社　代表取締役　曽我部元親様

　皆さん、こんにち

は。ただいま、ご紹

介にあずかりました

北泉開発の曾我部と

申します。この度、

歴史と伝統のある釧

路ロータリークラブ

様に入会させていた

だき、誠にありがとうございます。また、推薦に当た

りましては、親戚で叔父にあたるマルカツ吉田新聞店

の吉田会長様、そして地元で大変親しくさせていただ

いております小野寺社長、お二人の推薦をいただきま

した。この場を借りて厚くお礼申し上げたいと思いま

す。

仕事の件なのですが、今、小野寺社長からいろいろ説

明がありましたが、本業は砂利砕石業、墓石を中心に

やっております。最近、エゾシカ肉が少し有名ですの

で「北泉開発といえばエゾシカ肉」と言われることも

ありますが、このコロナ禍で大打撃を受けていて、非

常に苦戦している部門でもございます。

また、いろんな活動を今までしてきましたが、ロータ

リー活動に関しましては全くの無知でございます。先

ほど、脇さんからレクチャーをいただきましたが、ま

だまだ分からないことがございますので、今後は先輩

皆さまのご指導・ご鞭撻を賜りながら頑張ってまいり

たいと思いますので、今後ともどうかよろしくお願い

いたします。

スポンサー　村上　祐二会員

　私から本日入会さ

れました濱口憲太さ

んの紹介をさせてい

ただきます。冒頭、

市橋幹事より「手短

に、できれば 30秒

程度でやりなさい」

と言われております

ので、手短にしたいと思います。

お仕事は、環境コンサルタント株式会社の代表取締役。

環境テクノスではございません、環境コンサルタント

でございます。環境テクノスの樋口さんと見た感じが

公家のような感じで似たタイプですけれども、環境コ

ンサルタントでございます。

お生まれは昭和 52年、44歳です。濱口さんは、私

は十数年前から一緒にいるのですけれども本当に真面

目、曲がったことが大嫌いという方。私のように心身

ともに曲がりくねった男では、たまに酒を飲んでいる

と冷ややかな目で見られることがあります。本当に素

晴らしい青年でございます。

趣味はゴルフと水泳。ゴルフはハンディキャップ 30。

最近ゴルフに随分ハマっているということで、皆さん

どうぞ誘っていただければと思います。ご家族は奥様

と 16歳の娘さん、12歳の息子さんです。

それでは早速、濱口さんから一言ご挨拶、お願いいた

します。

環境コンサルタント株式会社　

　　　　　代表取締役社長　濱口　憲太様

　皆さま、こんにち

は。ただいま村上様

よりご紹介を賜りま

した環境コンサルタ

ント株式会社・濱口

憲太と申します。天

方様、村上様よりお

声がけを賜りまし

て、正直、私ごときがこのような素晴らしい会に本当

に適しているのかと大変恐縮な思いをさせていただい

ておりました。しかし、それにもまして歴史と伝統あ

る釧路ロータリークラブに入会をさせていただく光栄

の思いが、私の中では溢れかえっている状況でござい

ます。

弊社の創業者であります祖父がかつてロータリアンで

ありました時、私は当時７歳でありましたけれども、

何も分からない中このように手をつないで歌を歌った

ような記憶が微かに残っています。それから 37年経

ち、いま私は 44歳でこのように皆さまにお迎えをい

ただいたこと、祖父は亡くなっておりますが、きっと

喜んでくれているだろうと感じております。

釧路ロータリークラブの一員としてお認めをいただい

た誇りを胸に、愛する郷土釧路に少しでも恩返しがで

きますように先輩の皆さまに多くを学ばせていただき

ながらロータリアンとして真摯に何事にもチャレンジ

してまいりたいと考えております。

活動もゴルフも頑張ります。皆さま、どうぞ今後とも

よろしくお願いいたします。

歓迎の言葉　杉村　荘平会長

　お二人、ありがとうございました。大期待の新人お

二人ということで、素晴らしいスピーチいただきまし

てありがとうございました。釧路クラブを代表して心

から歓迎いたします。ありがとうございます。

手短にと思いますが「ロータリーの出席は義務ではな

く権利だ」とよく言われます。せっかく入ったロータ

リーですからその権利を大いに活用して、楽しく有意

義なものにしてもらえればと思っております。最初の

三カ月に少し大変なところがあります。そこを乗り

切ってもらえればだいぶ楽になってくると思います。

積極的に飛び込んで一日も早く馴染んでいただければ

と思います。本日はよろしくお願いいたします。

新入会員の配属について　杉村　荘平会長

　配属委員会を失念いたしておりました。大変失礼い

たしました。曾我部さんにおかれましては会員増強職

業分類委員会、委員長は五十嵐委員長でございます。

よろしくお願いいたします。濱口さんにおかれまして

は親睦活動委員会、委員長は滝波君でございます。よ

ろしくお願いいたします。

何かありましたら配属委員長にご相談いただければと

思います。よろしくお願いいたします。

株式会社釧路新聞社　

　　　　　代表取締役　星　　匠様

　プログラムの順番を変えていただいたりしてすみま

せん。データをきちんと入れて来たつもりだったので

すが、残念ながら違うデータが入っていまして、人生

で久しぶりに焦りま

した。いま準備をい

たします。

今日は『鉄道ファン

から見たひがし北海

道』というお題をい

ただきました。一応、

私も釧路新聞社の人

間なので、本来であれば地域のオピニオンリーダーと

しての市役所どうなのか、商工会議所どうなのかとい

う話が来なくて、最近私に講演してくださいというの

は「鉄道の話」しか来なくなってきております。そん

な中で少しお話させていただきたいと思います。

今日は花咲線と釧網線の魅力を中心に、この絵面でお

話したいと思います。自己紹介は先ほどしていただい

たので、最初のお話は花咲線と釧網線はこの辺ですよ

ということです。

では、花咲線の魅力はということで。２週間ほど前、

この講演をやるのだったら改めてこれに乗ってこな

きゃとだめだということで乗ってきました。ちょっと

ご説明したいと思います。

花咲線は、まず釧路川を渡り、別保を過ぎると珍しく

こういう山間地帯に入ります。緑色で見づらいのです

が、これは谷内坊主（ヤチボウズ）です。秋から冬に

かけてポンポン出てきて、特に本州の方には「会合やっ

ているみたいだね」というお話も受けます。厚岸に近

づくと、こういう海岸線を走ります。大黒島だとか遠

くに厚岸大橋が見えて、沿線のポイントになっていま

す。

厚岸を過ぎると、進行方向に向かって右側に厚岸湖が

見え始めてカキの養殖場が見えております。続きまし

て、間髪入れずにラムサール条約登録湿地のひとつ、

別寒辺牛湿原のど真ん中走って行きます。釧路湿原の

釧網線も確かに良いのですけど、ど真ん中走るのはこ

こが唯一だと思います。

浜中町に入って行きますと、ルパン三世を作ったモン

キーパンチ先生の生まれた所ですので、各駅にはこう

いったルパンや銭形警部がイラストで飾られておりま

す。浜中を過ぎるとだんだん酪農地帯に入って行って、

厚床を過ぎると根室市の落石に入って行きます。ここ

は花咲線の最大のポイント。たぶんここが「一番日本

離れをしている風景」だと思われます。この日は、私

の精進が悪いのか霧が出ていて、奥の落石岬が見えな

いのです。本当は霧の先にダーッと岬が見える所なの

です。が、私はここの景色もさることながら車窓の左

側、こういう低木しか育たないような原野を進む、こ

ういう所がかえって本州の方にとっては魅力的なので

はないかなと思っています。

それから冬場ここに乗ると、エゾシカ君たちが周りに

寄って来て、時々列車と衝突してひかれてしまいます。

そしてそれをオオワシとオジロワシが狙って、たまに

列車と並行して走る感じになります。ただ、これも不

幸にしてオオワシ君たちも列車にひかれるというの

が、いま問題になっています。

この落石を過ぎると昆布盛駅、ちょうどサオマエ昆布

の干しているところです。これも全部車窓から撮りま

した。釧路から根室までずーっと後ろのデッキに立っ

て、こういう写真ばかり撮っておりました。

根室のひとつ手前が東根室という駅です。これは「日

本で最東端の駅」で、ちゃんと標識が立っております。

終着・根室です。この駅前のインフォメーションセン

ターには『北の勝』も売っています。僕が着きました

ら観光協会の方がいて、ちょっとしたワゴンがあり、

『サンマ弁当』も売っていました。私、この日は用事

があるのですぐの折り返しの列車で帰って来ましたの

で、滞在時間は 15分くらい。「サンマ弁当は大丈夫

ですか」と聞いたところ、「すぐできます」と根室駅

の建物にあるお蕎麦屋さんで調理してもらって、５分

くらいでこの弁当が出てまいりました。

次は釧網線です。釧網線は釧路を出ると、最初は遠矢

の手前にこうやって湿原が広がって釧路川が見える所

があります。この辺から湿原が見えてきまして、遠矢

を過ぎると水門が見えてきます。今年は釧路川治水計

画ができてちょうど 100 周年という記念の年で、今

は弊社と釧路開発建設部さんと釧路建設業協会さんと

かで、いろんなこと考えております。いま一番、釧路

川の治水にとって大事なのが岩保木の水門、これが車

窓から見えてきます。

これは釧路湿原駅です。これを横から見るとタンチョ

ウが羽を広げた形と言われております。その後、達古

武湖。そして細岡を

過ぎて釧路川と一番

接近する場所があり

ます。ノロッコ号で

すとここで徐行する

のですが、私が乗っ

たのはノロッコ号で

はないのでサーっと

過ぎて行きます。ここでカヌーの方と会うと、お互い

に手を振り合う光景が見られる所です。

続きまして、塘路を出て茅沼までの間、シラルトロ湖

です。ここが湿原の本当にど真ん中を走って行く所で

す。

茅沼駅は冬になるとタンチョウが駅の周りに来ていま

す。今は斉藤さんという方の大根畑になっていて、冬

場はそこにタンチョウが集まって来る所です。

これは摩周駅です。摩周駅には足湯があります。ちょっ

と熱いですがいい感じのお湯です。次の川湯温泉駅も

足湯があります。弟子屈町は温泉をうまく利用してい

ると思います。

それから川湯温泉をひと山超えるためにトンネルを抜

けて行くと、ちょうど今はジャガイモの花が一番咲い

ていて、斜里岳もバックに見える所です。馬鈴薯や小

麦とか、この辺は畑作地帯だなという感じです。

知床斜里駅を過ぎると、止別、北浜、藻琴は昔の駅舎

を利用したレストランやラーメン屋が入っていて大変

美味しいのですね。私たち鉄道好きからすると、列車

を見ながらご飯を食べられるという、こんな特等席は

ないのです。が、列車の本数が少ないので、列車ダイ

ヤに合わせて行くしかないですね。

これは浜小清水。ここは道路の道の駅と一緒になって

いまして、特産品なんかもずいぶん売っています。浜

小清水駅の下にモンベル（ｍont・bell）さんが入っ

ているのです。なかなか小清水町やるなと思っていた

ら、釧路でも三ツ輪さんがアウトドア専門のお店を

オープンして、やっぱりこういうのがトレンドなのか

なと思います。

浜小清水を過ぎると原生花園の真ん中を過ぎ、一応、

黄色やオレンジの花がちょこちょこ見えるのですが、

これは車窓からですのでこの程度しか見えません。た

だ、そのバックには知床連山が見えますので、ここも

釧網線のポイントかなと思います。

これがいわゆる一般

の方が「いいな」と

思っている所なので

すが、私たち鉄道好

きから言うと、風景

ももちろん良いので

すが変なところに萌

えます。釧路駅であ

れば、昔の改札はこんな感じで、電光掲示板の時計が

あって、「どこ行き」がぶら下がっていて、また、特

急列車が入っていると、昔はこんな特急だったなとか、

こういうのを頭に思い浮かべながら駅や列車を利用し

ています。

これ今の釧路駅なのですが、４番線・５番線から見る

と何か変な建物があります。これは昔の雄別鉄道が

走っていた時の跡で、この写真は昭和 40年前後の釧

路駅の駅裏を写した写真なのです。このように雄別鉄

道の列車が走っていた所でした。

東釧路駅は昔、臨港鉄道が走っていたのでこんな広い

構内だったのですが、今は住宅地になっています。

あと、上尾幌や尾幌とか。これは厚岸駅の２番線、３

番線。これは昭和 40年代に厚岸カキ祭りに臨時列車

がボンボン出ていた時のものです。当時、車で行くと

いう発想がなくて、臨時列車の利用が多かったようで

す。この車両の形を見て、僕らもまた「この車両、こ

んなんだったよな」とかを厚岸駅に着くと思い出すわ

けなのですね。

これはタカナシ乳業さん、茶内駅。昔は浜中町営軌道

が走っていて、ここにミルクを小さい列車で運んでい

ました。

厚床駅に来ると、昔の『青春 18切符』のポスターの

基になった風景がここで見ることができます。今もほ

とんど同じです。あと、厚床駅にターンテーブルとい

う機関車をぐるぐる回すのがあって、これ今まだ残っ

ています。

最後に、これは網走駅に着いた時なのですが、今の『お

おぞら』の前の型の特急がまだ走っているということ

で、「この特急のエンジン音を聞いただけで、ちょっ

と萌える」という僕らは、いわゆる変態なのです。こ

れは皆さん理解しがたいものなのですが、線路や列車

を見るだけで気分が高揚するというタイプなものです

から。そんなことまず知ってもらえればなと思います。

花咲線・釧網線はたしかに観光客が多くなったのです

が、一番多い利用者は高校生です。私はこういう人間

なので、自宅は緑ヶ岡で東釧路駅から毎日のように列

車で通っています。その時に、東釧路駅で厚岸方面や

標茶・弟子屈方面からの高校生がすごく降りて来ます。

私、数えました。そしたら毎日、標茶・弟子屈から東

釧路で降りるのが 40から 50です。釧路駅まで行く

高校生もいるので、多分 50～ 60人位乗って来ると

思います。厚岸方面からはもっと多くて多分、70～

80人位来ると思います。ちなみに彼らは厚岸発６時

半の列車に乗って来るのです。ということは、釧路の

高校に１学年分くらいの地域のお子さんたちが通って

来るのです。「何で下宿させないのか」とお父さん、

お母さんに聞いたことがあるのですが、「やっぱり高

い」「今、下宿は実際のところあまりない。なので、

列車の便は悪いけど通わせている」と。

右側の下に東釧路駅の様子が載っていますが、高校生

がここから乗る自転車です。江南・明輝・工業・湖陵・

北陽、武修館の子もいるかもしれませんが、ほとんど

の高校がちょうど東釧路駅から近いのでここに自転車

を置いて行くわけです。もし、ロータリークラブの皆

さんで次どこに何か寄付したいなというのがありまし

たら、自転車を綺麗に並べる物があるのですが、それ

東釧路駅にはないので、「星があんなこと言っていた

な」と思ったら、余裕がある方は寄付をいただければ、

そういう自転車を綺麗に整理する物を整備できたらと

思いますので、よろしくお願いいたします。

これは全く私見です。花咲線や釧網線も経営的には苦

しいと思います。山田支社長さんがいる前で言うのも

何なのですけども。僕なりに考えると、やっぱり貨物

列車がないのが痛いなと思うのです。旅客だけだと人

口がたくさんいる所でないと経営的にかなり厳しいで

す。太平洋石炭販売輸送臨港線という昔の釧路臨港鉄

道がつい２年前まで動いていたのは、貨物だけなので

すけど効率が良いからですよね。２人の運転手さんと

１人の車掌さんで 720 トンの石炭を一気に運ぶこと

ができるのです。これ、もしトラックで換算すると

24人のドライバーさんがいないと運べないというこ

とで、やっぱり大量輸送には鉄道が一番だと思うので

す。

もうひとつはやっぱり観光ですね。特にインバウンド

の方は、レンタカーなどあまり使えない方もいらっ

しゃいますし、高齢者の方もそうです。あと鉄道の路

線があるということでいろいろな地図に載りますの

で、そこが注目されます。だから観光が大事だと思う

のです。

たぶん、皆さんそうだと思うのですけども、美味しい

料理にお酒は欠かせないわけなのです。私もお酒を飲

みながら列車に乗るのが一番の時間だと思っていま

す。

お酒を飲むには車では行けないので、やっぱり公共交

通機関を使わざるを得ない。でもバスでお酒を飲むの

はちょっと辛いので、そこで列車になるわけですね。

そうすると、車窓を見ながら飲んで食べるというのが

一番だと思います。

左側の写真ですけど、これは以前、釧路支社さんに

『バーベキュー列車』というのがあって、これは私の

お仲間たちなのですが臨時列車を仕立てて、帰りは酒

を飲みながらバーベキューをつっつきながら来るとい

う列車が昔ありました。最近はないのですが札幌に出

張で行った時に、夕方の特急に乗って帰る際、コンビ

ニとかで酒やつまみを買って、列車の中で、１人で飲

んで。僕らは『居酒屋おおぞら』と言って楽しみなが

ら帰ってくる、これがやっぱり一番かなと。

こういう別寒辺牛湿原の自然を見ながら、花咲線沿線

には、福司あり、厚岸ウイスキーあり、厚岸の氏家の

カキ飯あり、タラバガニチラシとか、いっぱいありま

す。そして、根室方で行くと落石の海岸を見ながら、

エスカロップは重たくなってきたので食べられないで

すけど、浜中のソフトクリーム、忘れちゃいけない北

の勝、こういったものを食べたり飲んだりしながら、

オオワシを見ながら、とかがやっぱり一番いいかなと

思うのです。

ＪＲ北海道さんではこういうハマナス編成という観光

列車を作って、今度 10月にぐるっと、ひがし北海道

を回るようになっています。こういう列車も良いので

すが、ここら辺を走っている普通の列車をちょっとだ

け改造して、ああいうテーブルを付けて楽しめるのが

いいなと私は思っています。一例ですけど、レストラ

ン・イオマンテの舟崎さんにフレンチのいいのを作っ

てもらうとか、都寿司さんで寿司を出すとか、そんな

のがあればいいかなと。

寿司が良いかなと思いました。お寿司はカウンターで

食べるのが一番いいのですが、実は 1960 年代に当時

の国鉄で「寿司カウンターを備えたビュッフェ」とい

う食堂車が実際にあったのです。こういうのを『おお

ぞら』の端っこでも良いのですが作ってもらえないも

のだろうかなと思いました。

最後に「１人、１年、4,000 円」と書いているのは、

以前に「ＪＲ北海道さんのために、必ず道民１人が今

乗っている以上に、プラス 4,000 円乗れば、それな

りに経営が安定するのではないか」と言われたことも

ありました。皆さんのようにＪＲさんを利用する機会、

特に花咲線、釧網線、なにも用事がないのに乗るかと

いうとそうではない。じゃあ、そのきっかけとしてさっ

きの生寿司列車や飯寿司列車とかイタ飯列車、あとは

炉端列車があると乗りやすいのではないかと思ってい

ました。

もうすでにやっている所があります。函館に『道南い

さりび鉄道』というのがあって、『ながまれ号』とい

うなんも変哲もない、列車を少しだけ改造して車内で

食事を楽しめるようにしました。これに地元の方々が

いろんな特産品を売りに出て来るわけなのです。

千葉県の『いすみ鉄道』では『お寿司・天ぷら列車』

を作り、車両はこの辺で走っている列車にテーブルを

付けただけなのです。こういうのがあるとどうでしょ

う、皆さんも乗りたいなと思うのではないでしょうか。

そこで結論ですけど、いま「ひがし北海道ブランド化」

というのがありましたけど、鉄道を利用した観光客の

方にそういった食材も「全部、これ、ひがし北海道の

物だよ」「釧路・根室の物だよ」とアピールする場に

もなってほしいのです。さっき「路線の名前変えた方

がいいのじゃないか」とお話がありましたけど、私も

それは賛成で、どうせなら花咲線をひがし北海道根室

線とか、ひがし北海道釧網線とか、そういう感じに変

えていくのもひとつの手かなと思いました。

こういうことやることによって鉄道の利用が増え、地

域の食材の利用率もアップすると、地域の経済に貢献

しますし、何よりも皆さんの身近に鉄道が感じられる

のではないかということであります。

というわけで、本当に早口で終わりましたけど、以上、

私の講演を終わらせていただきます。皆さん、ご清聴

ありがとうございました。

会長謝辞　杉村　荘平会長

　星社長、ありがとうございました。写真も満載で、

分かりやすく楽しい講演をいただきました。我々も大

変ヒントになったことが数多かったように思います。

気のせいか、小野寺君が身を乗り出して、非常に共感

しながら見ていたのを、この席から本当によく見えま

した。

なにせ、われわれとしては会長挨拶で言ったように

「あって当たり前」と思わないことが大事だと思って

おります。日本製紙しかり、無くなってから「あらっ」

と思わないで。やっぱり釧網線、花咲線という素晴ら

しいものがあることをしっかり認識して、これから活

用するように応援していきたいと思います。本日はあ

りがとうございました。
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　　　　　　　　　　　杉村　荘平会長

　お食事の方はその

ままお続けくださ

い。本日も多数ご出

席いただきまして本

当にありがとうござ

います。また、舟木

パスト会長もご出席

ありがとうございま

す。

ひとつ反省点からでございます。先ほど各種お祝いの

時に良かれと思って皆さんに握手を求めたのですが、

この非接触をやっている中で「何を握手しているのだ」

ということでございまして、途中から気付いたのです

が、途中から止めるわけにもいかないものですから、

すみません。握手してしまった方、手洗いをぜひお願

いしたいと思います。大変失礼いたしました。

先週のアッセンブリー、多数ご出席いただきまして本

当にありがとうございます。皆さまの熱い友情のおか

げで奇跡的に時間どおりに終わることができました。

本当にありがとうございました。日程的に少し不規則

な開催でございましたが、やはり年度の節目として

やってよかったと思っております。改めて感謝・お礼

申し上げます。ありがとうございます。

新年度が始まりまして、いよいよ各委員会が動き出し

ています。まずは、佐藤委員長率います青少年奉仕委

員会。全道中学親善硬式野球大会が８月１日に開催が

決まりまして、今年は工業高校のグラウンドで行われ

ることになりました。今年も委員会一丸となって頑

張っておりますので、ぜひ皆さんの応援をお願いでき

ればと思います。よろしくお願いいたします。

セレモニーが続いたことで少し落ち着いた感じになり

ました。と言っても今日も時間がないのですが、少し

会長挨拶をさせてもらえればと思います。

もう 10年くらい前ですけども、帯広の某有名企業の

会長さんとお話する機会がありました。その会長さん

と話している時に「僕らの小学校時代の修学旅行先は

釧路だった。釧路は帯広と比べるまでもなく大都会で、

もう前の日から行くのが楽しみだったんだ。だけども、

そんなことを言う人も、いなくなってしまったね～」。

なんて言うことを聞いたことがあります。

大都会釧路がなぜ帯広に抜かれてしまったのか、追い

越されてしまったのか。これはいろんな要因があると

思います。これは皆さん、耳にタコの狩猟民族・農耕

民族論というのがありまして、釧路地域というのは本

当に資源に恵まれて、石炭・水産・木材という産業的

資源以外にも観光的資源でも阿寒湖・摩周湖・屈斜路

湖・釧路湿原・タンチョウ・マリモと、あって当たり

前の感覚から抜け切れなかったのが釧路で、ないもの

を作り、コツコツと育ててきたのが十勝だったのだと

思っています。

そういう釧路をどうにかして良くして行かなきゃとい

う方法論、いろいろあると思います。この素晴らしい

資源をひとつひとつ掘り起こして、ブランディング化

していこうというのが、いま木下さんがやられている

「ひがし北海道」の活動だと思っております。

僕は、ひがし北海道のエリアの中で、屈斜路から川湯・

硫黄山を通るラインが大変好きな所です。実はいま、

川湯駅周辺が大ブレイク中なのをご存じでしょうか。

カフェや雑貨店ができて、混んでいる所は休日になる

といっぱいで入れないカフェがありまして、大変賑

わっています。

そこで気づくのが、この釧網線の観光鉄道としての大

いなる可能性です。私論ですが、釧網線を「ひがし北

海道満喫線」とか、そんな名前に名称変更して、ひが

し北海道のブランディング化のひとつにして大いに売

り出していただければと思っています。山田支社長、

よろしくお願いいたします。

どちらにしても地元として大いに釧網線や花咲線を応

援すべきだと思っているところです。これ以上続けて

いきますと星社長のお話のお邪魔になるかと思います

ので、今日の挨拶はこの辺にしたいと思います。

これからも会長挨拶、頑張りますのでどうぞよろしく

お願いいたします。ありがとうございます。

幹事報告　市橋多佳丞幹事

　皆さま、こんにちは。幹事報告の１点目です。先日

発生しました７月の熱海豪雨災害の義援金のお願いに

つきまして、2620 地区から 2500 地区を通してご依

頼がありましたので例会中に義援金ボックスを副幹事

が回します。本日は講話となっておりますので音を立

てない静かな物を入れていただければと思います。ご

協力をお願いいたします。

　また、世界会議が 2022 年６月４日から８日までア

メリカ・ヒューストンで 行われることになっており

ます。この事前登録の受付が始まっております。登録

用紙は私の所に届いておりますのでご興味のある方は

ご一報ください。よろしくお願いします。以上です。

スポンサー　小野寺　俊会員

　それでは、曾我部

元親さんのご紹介を

させていただきま

す。曾我部さんは昭

和 41年、阿寒町で

お生まれになりまし

た。大学卒業後、サ

ラリーマンを経て地

元阿寒町に戻られ、家業に入られました。その後、令

和元年にお父様が経営する北泉開発株式会社の代表取

締役に就任して現在に至っております。

多方面で活躍されている曽我部さんを皆さまはよくご

存じかと思います。本業の建設業というよりも、エゾ

シカ肉での活躍をよく耳にしていると思います。関連

事業のエゾシカの養鹿（ようろく）や食肉加工では、

事業立ち上げ時より陣頭指揮をとり、エゾシカ肉の組

合の代表理事を務めるなど普及に尽力されておりま

す。

田中パスト会長年度に一度、エゾシカ肉の講演をして

いただいたことがありますのでご記憶の方もいらっ

しゃるかもしれません。

私とは年齢も近いこともあり、地元の良き兄貴分とし

てお付き合いいただいておりまして、数年前から活動

しておりますＮＰＯ法人の活動でも力を貸してくれる

頼もしい先輩でもございます。

ご家族は奥様とお二人の娘さんとの４人家族で、長女

は札幌で社会人、次女も札幌で大学生とのことです。

現在はご夫婦が阿寒町で暮らしております。ちなみに

奥様ですが、阿寒町セイコーマート脇で『牧場ソフト

クリーム』の販売をされておりますので、皆さんもソ

フトクリームを購入したことがあるのかなと思いま

す。

趣味は映画鑑賞とゴルフで、ハンディキャップは 13

と大変お上手です。最近、パッティングが絶不調で悩

んでおりましたけれども「パターを新しくしたら調子

が良くなってきた」そうです。

そんな多方面でご活躍されている曾我部さんですの

で、釧路クラブでの活躍でも尽力していただけるもの

と思っております。それでは、曾我部さんからご挨拶

をいただきます。

北泉開発株式会社　代表取締役　曽我部元親様

　皆さん、こんにち

は。ただいま、ご紹

介にあずかりました

北泉開発の曾我部と

申します。この度、

歴史と伝統のある釧

路ロータリークラブ

様に入会させていた

だき、誠にありがとうございます。また、推薦に当た

りましては、親戚で叔父にあたるマルカツ吉田新聞店

の吉田会長様、そして地元で大変親しくさせていただ

いております小野寺社長、お二人の推薦をいただきま

した。この場を借りて厚くお礼申し上げたいと思いま

す。

仕事の件なのですが、今、小野寺社長からいろいろ説

明がありましたが、本業は砂利砕石業、墓石を中心に

やっております。最近、エゾシカ肉が少し有名ですの

で「北泉開発といえばエゾシカ肉」と言われることも

ありますが、このコロナ禍で大打撃を受けていて、非

常に苦戦している部門でもございます。

また、いろんな活動を今までしてきましたが、ロータ

リー活動に関しましては全くの無知でございます。先

ほど、脇さんからレクチャーをいただきましたが、ま

だまだ分からないことがございますので、今後は先輩

皆さまのご指導・ご鞭撻を賜りながら頑張ってまいり

たいと思いますので、今後ともどうかよろしくお願い

いたします。

スポンサー　村上　祐二会員

　私から本日入会さ

れました濱口憲太さ

んの紹介をさせてい

ただきます。冒頭、

市橋幹事より「手短

に、できれば 30秒

程度でやりなさい」

と言われております

ので、手短にしたいと思います。

お仕事は、環境コンサルタント株式会社の代表取締役。

環境テクノスではございません、環境コンサルタント

でございます。環境テクノスの樋口さんと見た感じが

公家のような感じで似たタイプですけれども、環境コ

ンサルタントでございます。

お生まれは昭和 52年、44歳です。濱口さんは、私

は十数年前から一緒にいるのですけれども本当に真面

目、曲がったことが大嫌いという方。私のように心身

ともに曲がりくねった男では、たまに酒を飲んでいる

と冷ややかな目で見られることがあります。本当に素

晴らしい青年でございます。

趣味はゴルフと水泳。ゴルフはハンディキャップ 30。

最近ゴルフに随分ハマっているということで、皆さん

どうぞ誘っていただければと思います。ご家族は奥様

と 16歳の娘さん、12歳の息子さんです。

それでは早速、濱口さんから一言ご挨拶、お願いいた

します。

環境コンサルタント株式会社　

　　　　　代表取締役社長　濱口　憲太様

　皆さま、こんにち

は。ただいま村上様

よりご紹介を賜りま

した環境コンサルタ

ント株式会社・濱口

憲太と申します。天

方様、村上様よりお

声がけを賜りまし

て、正直、私ごときがこのような素晴らしい会に本当

に適しているのかと大変恐縮な思いをさせていただい

ておりました。しかし、それにもまして歴史と伝統あ

る釧路ロータリークラブに入会をさせていただく光栄

の思いが、私の中では溢れかえっている状況でござい

ます。

弊社の創業者であります祖父がかつてロータリアンで

ありました時、私は当時７歳でありましたけれども、

何も分からない中このように手をつないで歌を歌った

ような記憶が微かに残っています。それから 37年経

ち、いま私は 44歳でこのように皆さまにお迎えをい

ただいたこと、祖父は亡くなっておりますが、きっと

喜んでくれているだろうと感じております。

釧路ロータリークラブの一員としてお認めをいただい

た誇りを胸に、愛する郷土釧路に少しでも恩返しがで

きますように先輩の皆さまに多くを学ばせていただき

ながらロータリアンとして真摯に何事にもチャレンジ

してまいりたいと考えております。

活動もゴルフも頑張ります。皆さま、どうぞ今後とも

よろしくお願いいたします。

歓迎の言葉　杉村　荘平会長

　お二人、ありがとうございました。大期待の新人お

二人ということで、素晴らしいスピーチいただきまし

てありがとうございました。釧路クラブを代表して心

から歓迎いたします。ありがとうございます。

手短にと思いますが「ロータリーの出席は義務ではな

く権利だ」とよく言われます。せっかく入ったロータ

リーですからその権利を大いに活用して、楽しく有意

義なものにしてもらえればと思っております。最初の

三カ月に少し大変なところがあります。そこを乗り

切ってもらえればだいぶ楽になってくると思います。

積極的に飛び込んで一日も早く馴染んでいただければ

と思います。本日はよろしくお願いいたします。

新入会員の配属について　杉村　荘平会長

　配属委員会を失念いたしておりました。大変失礼い

たしました。曾我部さんにおかれましては会員増強職

業分類委員会、委員長は五十嵐委員長でございます。

よろしくお願いいたします。濱口さんにおかれまして

は親睦活動委員会、委員長は滝波君でございます。よ

ろしくお願いいたします。

何かありましたら配属委員長にご相談いただければと

思います。よろしくお願いいたします。

株式会社釧路新聞社　

　　　　　代表取締役　星　　匠様

　プログラムの順番を変えていただいたりしてすみま

せん。データをきちんと入れて来たつもりだったので

すが、残念ながら違うデータが入っていまして、人生

で久しぶりに焦りま

した。いま準備をい

たします。

今日は『鉄道ファン

から見たひがし北海

道』というお題をい

ただきました。一応、

私も釧路新聞社の人

間なので、本来であれば地域のオピニオンリーダーと

しての市役所どうなのか、商工会議所どうなのかとい

う話が来なくて、最近私に講演してくださいというの

は「鉄道の話」しか来なくなってきております。そん

な中で少しお話させていただきたいと思います。

今日は花咲線と釧網線の魅力を中心に、この絵面でお

話したいと思います。自己紹介は先ほどしていただい

たので、最初のお話は花咲線と釧網線はこの辺ですよ

ということです。

では、花咲線の魅力はということで。２週間ほど前、

この講演をやるのだったら改めてこれに乗ってこな

きゃとだめだということで乗ってきました。ちょっと

ご説明したいと思います。

花咲線は、まず釧路川を渡り、別保を過ぎると珍しく

こういう山間地帯に入ります。緑色で見づらいのです

が、これは谷内坊主（ヤチボウズ）です。秋から冬に

かけてポンポン出てきて、特に本州の方には「会合やっ

ているみたいだね」というお話も受けます。厚岸に近

づくと、こういう海岸線を走ります。大黒島だとか遠

くに厚岸大橋が見えて、沿線のポイントになっていま

す。

厚岸を過ぎると、進行方向に向かって右側に厚岸湖が

見え始めてカキの養殖場が見えております。続きまし

て、間髪入れずにラムサール条約登録湿地のひとつ、

別寒辺牛湿原のど真ん中走って行きます。釧路湿原の

釧網線も確かに良いのですけど、ど真ん中走るのはこ

こが唯一だと思います。

浜中町に入って行きますと、ルパン三世を作ったモン

キーパンチ先生の生まれた所ですので、各駅にはこう

いったルパンや銭形警部がイラストで飾られておりま

す。浜中を過ぎるとだんだん酪農地帯に入って行って、

厚床を過ぎると根室市の落石に入って行きます。ここ

は花咲線の最大のポイント。たぶんここが「一番日本

離れをしている風景」だと思われます。この日は、私

の精進が悪いのか霧が出ていて、奥の落石岬が見えな

いのです。本当は霧の先にダーッと岬が見える所なの

です。が、私はここの景色もさることながら車窓の左

側、こういう低木しか育たないような原野を進む、こ

ういう所がかえって本州の方にとっては魅力的なので

はないかなと思っています。

それから冬場ここに乗ると、エゾシカ君たちが周りに

寄って来て、時々列車と衝突してひかれてしまいます。

そしてそれをオオワシとオジロワシが狙って、たまに

列車と並行して走る感じになります。ただ、これも不

幸にしてオオワシ君たちも列車にひかれるというの

が、いま問題になっています。

この落石を過ぎると昆布盛駅、ちょうどサオマエ昆布

の干しているところです。これも全部車窓から撮りま

した。釧路から根室までずーっと後ろのデッキに立っ

て、こういう写真ばかり撮っておりました。

根室のひとつ手前が東根室という駅です。これは「日

本で最東端の駅」で、ちゃんと標識が立っております。

終着・根室です。この駅前のインフォメーションセン

ターには『北の勝』も売っています。僕が着きました

ら観光協会の方がいて、ちょっとしたワゴンがあり、

『サンマ弁当』も売っていました。私、この日は用事

があるのですぐの折り返しの列車で帰って来ましたの

で、滞在時間は 15分くらい。「サンマ弁当は大丈夫

ですか」と聞いたところ、「すぐできます」と根室駅

の建物にあるお蕎麦屋さんで調理してもらって、５分

くらいでこの弁当が出てまいりました。

次は釧網線です。釧網線は釧路を出ると、最初は遠矢

の手前にこうやって湿原が広がって釧路川が見える所

があります。この辺から湿原が見えてきまして、遠矢

を過ぎると水門が見えてきます。今年は釧路川治水計

画ができてちょうど 100 周年という記念の年で、今

は弊社と釧路開発建設部さんと釧路建設業協会さんと

かで、いろんなこと考えております。いま一番、釧路

川の治水にとって大事なのが岩保木の水門、これが車

窓から見えてきます。

これは釧路湿原駅です。これを横から見るとタンチョ

ウが羽を広げた形と言われております。その後、達古

武湖。そして細岡を

過ぎて釧路川と一番

接近する場所があり

ます。ノロッコ号で

すとここで徐行する

のですが、私が乗っ

たのはノロッコ号で

はないのでサーっと

過ぎて行きます。ここでカヌーの方と会うと、お互い

に手を振り合う光景が見られる所です。

続きまして、塘路を出て茅沼までの間、シラルトロ湖

です。ここが湿原の本当にど真ん中を走って行く所で

す。

茅沼駅は冬になるとタンチョウが駅の周りに来ていま

す。今は斉藤さんという方の大根畑になっていて、冬

場はそこにタンチョウが集まって来る所です。

これは摩周駅です。摩周駅には足湯があります。ちょっ

と熱いですがいい感じのお湯です。次の川湯温泉駅も

足湯があります。弟子屈町は温泉をうまく利用してい

ると思います。

それから川湯温泉をひと山超えるためにトンネルを抜

けて行くと、ちょうど今はジャガイモの花が一番咲い

ていて、斜里岳もバックに見える所です。馬鈴薯や小

麦とか、この辺は畑作地帯だなという感じです。

知床斜里駅を過ぎると、止別、北浜、藻琴は昔の駅舎

を利用したレストランやラーメン屋が入っていて大変

美味しいのですね。私たち鉄道好きからすると、列車

を見ながらご飯を食べられるという、こんな特等席は

ないのです。が、列車の本数が少ないので、列車ダイ

ヤに合わせて行くしかないですね。

これは浜小清水。ここは道路の道の駅と一緒になって

いまして、特産品なんかもずいぶん売っています。浜

小清水駅の下にモンベル（ｍont・bell）さんが入っ

ているのです。なかなか小清水町やるなと思っていた

ら、釧路でも三ツ輪さんがアウトドア専門のお店を

オープンして、やっぱりこういうのがトレンドなのか

なと思います。

浜小清水を過ぎると原生花園の真ん中を過ぎ、一応、

黄色やオレンジの花がちょこちょこ見えるのですが、

これは車窓からですのでこの程度しか見えません。た

だ、そのバックには知床連山が見えますので、ここも

釧網線のポイントかなと思います。

これがいわゆる一般

の方が「いいな」と

思っている所なので

すが、私たち鉄道好

きから言うと、風景

ももちろん良いので

すが変なところに萌

えます。釧路駅であ

れば、昔の改札はこんな感じで、電光掲示板の時計が

あって、「どこ行き」がぶら下がっていて、また、特

急列車が入っていると、昔はこんな特急だったなとか、

こういうのを頭に思い浮かべながら駅や列車を利用し

ています。

これ今の釧路駅なのですが、４番線・５番線から見る

と何か変な建物があります。これは昔の雄別鉄道が

走っていた時の跡で、この写真は昭和 40年前後の釧

路駅の駅裏を写した写真なのです。このように雄別鉄

道の列車が走っていた所でした。

東釧路駅は昔、臨港鉄道が走っていたのでこんな広い

構内だったのですが、今は住宅地になっています。

あと、上尾幌や尾幌とか。これは厚岸駅の２番線、３

番線。これは昭和 40年代に厚岸カキ祭りに臨時列車

がボンボン出ていた時のものです。当時、車で行くと

いう発想がなくて、臨時列車の利用が多かったようで

す。この車両の形を見て、僕らもまた「この車両、こ

んなんだったよな」とかを厚岸駅に着くと思い出すわ

けなのですね。

これはタカナシ乳業さん、茶内駅。昔は浜中町営軌道

が走っていて、ここにミルクを小さい列車で運んでい

ました。

厚床駅に来ると、昔の『青春 18切符』のポスターの

基になった風景がここで見ることができます。今もほ

とんど同じです。あと、厚床駅にターンテーブルとい

う機関車をぐるぐる回すのがあって、これ今まだ残っ

ています。

最後に、これは網走駅に着いた時なのですが、今の『お

おぞら』の前の型の特急がまだ走っているということ

で、「この特急のエンジン音を聞いただけで、ちょっ

と萌える」という僕らは、いわゆる変態なのです。こ

れは皆さん理解しがたいものなのですが、線路や列車

を見るだけで気分が高揚するというタイプなものです

から。そんなことまず知ってもらえればなと思います。

花咲線・釧網線はたしかに観光客が多くなったのです

が、一番多い利用者は高校生です。私はこういう人間

なので、自宅は緑ヶ岡で東釧路駅から毎日のように列

車で通っています。その時に、東釧路駅で厚岸方面や

標茶・弟子屈方面からの高校生がすごく降りて来ます。

私、数えました。そしたら毎日、標茶・弟子屈から東

釧路で降りるのが 40から 50です。釧路駅まで行く

高校生もいるので、多分 50～ 60人位乗って来ると

思います。厚岸方面からはもっと多くて多分、70～

80人位来ると思います。ちなみに彼らは厚岸発６時

半の列車に乗って来るのです。ということは、釧路の

高校に１学年分くらいの地域のお子さんたちが通って

来るのです。「何で下宿させないのか」とお父さん、

お母さんに聞いたことがあるのですが、「やっぱり高

い」「今、下宿は実際のところあまりない。なので、

列車の便は悪いけど通わせている」と。

右側の下に東釧路駅の様子が載っていますが、高校生

がここから乗る自転車です。江南・明輝・工業・湖陵・

北陽、武修館の子もいるかもしれませんが、ほとんど

の高校がちょうど東釧路駅から近いのでここに自転車

を置いて行くわけです。もし、ロータリークラブの皆

さんで次どこに何か寄付したいなというのがありまし

たら、自転車を綺麗に並べる物があるのですが、それ

東釧路駅にはないので、「星があんなこと言っていた

な」と思ったら、余裕がある方は寄付をいただければ、

そういう自転車を綺麗に整理する物を整備できたらと

思いますので、よろしくお願いいたします。

これは全く私見です。花咲線や釧網線も経営的には苦

しいと思います。山田支社長さんがいる前で言うのも

何なのですけども。僕なりに考えると、やっぱり貨物

列車がないのが痛いなと思うのです。旅客だけだと人

口がたくさんいる所でないと経営的にかなり厳しいで

す。太平洋石炭販売輸送臨港線という昔の釧路臨港鉄

道がつい２年前まで動いていたのは、貨物だけなので

すけど効率が良いからですよね。２人の運転手さんと

１人の車掌さんで 720 トンの石炭を一気に運ぶこと

ができるのです。これ、もしトラックで換算すると

24人のドライバーさんがいないと運べないというこ

とで、やっぱり大量輸送には鉄道が一番だと思うので

す。

もうひとつはやっぱり観光ですね。特にインバウンド

の方は、レンタカーなどあまり使えない方もいらっ

しゃいますし、高齢者の方もそうです。あと鉄道の路

線があるということでいろいろな地図に載りますの

で、そこが注目されます。だから観光が大事だと思う

のです。

たぶん、皆さんそうだと思うのですけども、美味しい

料理にお酒は欠かせないわけなのです。私もお酒を飲

みながら列車に乗るのが一番の時間だと思っていま

す。

お酒を飲むには車では行けないので、やっぱり公共交

通機関を使わざるを得ない。でもバスでお酒を飲むの

はちょっと辛いので、そこで列車になるわけですね。

そうすると、車窓を見ながら飲んで食べるというのが

一番だと思います。

左側の写真ですけど、これは以前、釧路支社さんに

『バーベキュー列車』というのがあって、これは私の

お仲間たちなのですが臨時列車を仕立てて、帰りは酒

を飲みながらバーベキューをつっつきながら来るとい

う列車が昔ありました。最近はないのですが札幌に出

張で行った時に、夕方の特急に乗って帰る際、コンビ

ニとかで酒やつまみを買って、列車の中で、１人で飲

んで。僕らは『居酒屋おおぞら』と言って楽しみなが

ら帰ってくる、これがやっぱり一番かなと。

こういう別寒辺牛湿原の自然を見ながら、花咲線沿線

には、福司あり、厚岸ウイスキーあり、厚岸の氏家の

カキ飯あり、タラバガニチラシとか、いっぱいありま

す。そして、根室方で行くと落石の海岸を見ながら、

エスカロップは重たくなってきたので食べられないで

すけど、浜中のソフトクリーム、忘れちゃいけない北

の勝、こういったものを食べたり飲んだりしながら、

オオワシを見ながら、とかがやっぱり一番いいかなと

思うのです。

ＪＲ北海道さんではこういうハマナス編成という観光

列車を作って、今度 10月にぐるっと、ひがし北海道

を回るようになっています。こういう列車も良いので

すが、ここら辺を走っている普通の列車をちょっとだ

け改造して、ああいうテーブルを付けて楽しめるのが

いいなと私は思っています。一例ですけど、レストラ

ン・イオマンテの舟崎さんにフレンチのいいのを作っ

てもらうとか、都寿司さんで寿司を出すとか、そんな

のがあればいいかなと。

寿司が良いかなと思いました。お寿司はカウンターで

食べるのが一番いいのですが、実は 1960 年代に当時

の国鉄で「寿司カウンターを備えたビュッフェ」とい

う食堂車が実際にあったのです。こういうのを『おお

ぞら』の端っこでも良いのですが作ってもらえないも

のだろうかなと思いました。

最後に「１人、１年、4,000 円」と書いているのは、

以前に「ＪＲ北海道さんのために、必ず道民１人が今

乗っている以上に、プラス 4,000 円乗れば、それな

りに経営が安定するのではないか」と言われたことも

ありました。皆さんのようにＪＲさんを利用する機会、

特に花咲線、釧網線、なにも用事がないのに乗るかと

いうとそうではない。じゃあ、そのきっかけとしてさっ

きの生寿司列車や飯寿司列車とかイタ飯列車、あとは

炉端列車があると乗りやすいのではないかと思ってい

ました。

もうすでにやっている所があります。函館に『道南い

さりび鉄道』というのがあって、『ながまれ号』とい

うなんも変哲もない、列車を少しだけ改造して車内で

食事を楽しめるようにしました。これに地元の方々が

いろんな特産品を売りに出て来るわけなのです。

千葉県の『いすみ鉄道』では『お寿司・天ぷら列車』

を作り、車両はこの辺で走っている列車にテーブルを

付けただけなのです。こういうのがあるとどうでしょ

う、皆さんも乗りたいなと思うのではないでしょうか。

そこで結論ですけど、いま「ひがし北海道ブランド化」

というのがありましたけど、鉄道を利用した観光客の

方にそういった食材も「全部、これ、ひがし北海道の

物だよ」「釧路・根室の物だよ」とアピールする場に

もなってほしいのです。さっき「路線の名前変えた方

がいいのじゃないか」とお話がありましたけど、私も

それは賛成で、どうせなら花咲線をひがし北海道根室

線とか、ひがし北海道釧網線とか、そういう感じに変

えていくのもひとつの手かなと思いました。

こういうことやることによって鉄道の利用が増え、地

域の食材の利用率もアップすると、地域の経済に貢献

しますし、何よりも皆さんの身近に鉄道が感じられる

のではないかということであります。

というわけで、本当に早口で終わりましたけど、以上、

私の講演を終わらせていただきます。皆さん、ご清聴

ありがとうございました。

会長謝辞　杉村　荘平会長

　星社長、ありがとうございました。写真も満載で、

分かりやすく楽しい講演をいただきました。我々も大

変ヒントになったことが数多かったように思います。

気のせいか、小野寺君が身を乗り出して、非常に共感

しながら見ていたのを、この席から本当によく見えま

した。

なにせ、われわれとしては会長挨拶で言ったように

「あって当たり前」と思わないことが大事だと思って

おります。日本製紙しかり、無くなってから「あらっ」

と思わないで。やっぱり釧網線、花咲線という素晴ら

しいものがあることをしっかり認識して、これから活

用するように応援していきたいと思います。本日はあ

りがとうございました。

本日のニコニコ献金

■荒井　　剛君　先日の日ハム戦、オリックスの来田選手のおかげで小野寺組とともに

　　　　　　　　全国デビューしました。

■小野寺　俊君　来週発表の釧路～白糠開業 120 周年記念切手シートに写真を採用して頂きました。

今年度累計　　41,000 円　　
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　　　　　　　　て　杉村　荘平会長

　皆さん、こんにち

は。お食事の方はお

続けください。本日

も多数のご出席をい

ただきまして本当に

ありがとうございま

す。すみません、反

省ができていなくて。先週も少し席が足りない状況で

皆さまにご迷惑をおかけしましたが、本日も少々席が

足りない状況になりましたことをお詫び申し上げま

す。来週から改善させていただきたいと思います。よ

ろしくお願いします。

　今日は、久しぶりにゆっくりとした時間で、この会

長挨拶を迎えられましたのでゆっくりとお話をさせて

もらえればと思っております。

脇会長年度の時に、隣でよく脇会長が「１週間はあっ

という間に来るのだけれど、１カ月は経つのが遅い」

という話しを散々していました。いま１カ月が経とう

としていますが、この言葉がいましみじみと心にしみ

てくる今日この頃でございます。「まだ１カ月経って

いないのか」というところですが、引き続き頑張って

行きたいと思っております。

　その中でひとつ、皆さんにまずご報告をさせていた

だきます。先日、８月のプログラムを流させていただ

きましたが、8月 26日の第 4例会をいまのところ夜

例会にさせていただこうと思っております。理由とし

ましては、８月末ということで少なくとも 65歳以上

の方々にワクチンが出回るだろう。他の市内のクラブ

は６月から通常に夜例会を行っていることを踏まえ

て。最後に釧路地域のコロナの感染状況が沈静化して

いるだろう。が３つ目の理由だったのですが、昨日少々

上がりまして 12名となっております。

一応いまのところ、目標として８月末に夜例会を再開

したいと思っております。これは臨機応変に、８月の

お盆前ぐらいの状況を見たうえで判断をしたいと思っ

ておりますが、その判断をしているということだけ皆

さんのご理解ご協力をお願いしたいと思っておりま

す。

　さて、ゆっくりということで。私はいま56歳になっ

てきますが、50歳を過ぎたころから「やはり、この

釧路クラブが１番居心地のいい素晴らしいクラブだ」

と考えてきました。この居心地の良さはどこから来る

のかと思っている時に、このようなエッセイを読みま

した。うまく話ができるかどうか分かりませんが。

親子で散歩をしているお父さんが、９歳の息子に「お

父さん、俺ね、自分で頭が良いと思っているんだよ」

と言われます。確かに学校では勉強もできるし運動も

できる。目立つ存在の息子ですが、そのようなことを

言うようではロクな大人にならないと思ったお父さん

は、ここでソクラテスの「無知の知」の話を返し技と

して出します。

この「無知の知」は、「俺は何でも知っているぞ」と

いう相手に対して、「いや私は自分が無知ということ

を知っている分だけ君より賢いよ」というカウンター

を当てる最強技です。　

それを返したら、息子が「いやいや、お父さん違うよ。

いまはそんな時代じゃないよ。いまネットでそんなこ

とを言ったらバカにされるだけだよ」とすかさずクロ

スカウンターを返すわけです。

「う～ん」となったお父さんがふと思ったことは、ソ

クラテスが言いたいことは知性ではなく品性ではない

かと。この社会で大事なことは知性だけを誇る人間に

対して、賢者的な態度で静かに諌める品性なのではな

いかとお父さんは考える、というお話です。

ここでなぜこの話をしたかというと、このエッセイを

読んで僕が思ったことは、これはまさに釧路クラブの

ことではないかと思ったわけです。

どういうことかというと、毎年若いイケイケのお山の

大将・新入会員が入ってきます。そこで釧路クラブに

いるいまはもう立派な賢者となった元『お山の大将』

が静かに諌める、背中で語りかける。そうすると、よ

ほど鈍感ではない『お山の大将』は、いかに自分が素

晴らしい環境にいるかを気付き始めて知らず知らずの

うちに賢者へと向かって行くというシステムができて

いるのが釧路クラブではないかと思っております。

釧路クラブは、この 85年の歴史の中で歴代の『お山

の大将』が長い・長い戦いを繰り返して、この品性を

土台にした素晴らしい釧路クラブの風土・歴史をつ

くってきたのではないかと思っております。また今回

85周年ですので、この 85周年の役割はいままで歴

代の『お山の大将』様たちに感謝をすることが、この

85周年の役割ではないかと思いました。という構想

に半年かかった会長挨拶でした、ということで。

今日例会をさせていただきますが、今日お話いただく

方々もさぞかし賢者になっている、かなりのレベルに

達している方々だと確信しておりますが、今日の設え

はやっと来ましたまさにマッハのスピードで賢者に向

かって爆進中の瀧波委員長です。親睦活動委員会の皆

さんには、コロナの中で大変ご苦労をされながら活動

いただいていることに感謝を申し上げまして会長挨拶

とさせていただきます。

　本日はどうぞよろしくお願いいたします。

幹事報告　市橋多佳丞幹事

　皆さま、こんにちは。幹事報告をさせていただきま

す。クラブに今年釧路にて行われる「地区大会」の案

内が届きました。後日、皆さま方には、正式にスケ

ジュール等々のご周知をさせていただきたいと思って

おりますので、まずは地区大会のご案内が来ているこ

とだけご理解をお願いいたします。

　皆さま方に参加をしていただきたいプログラムとし

ては、10月10日（日）の１日開催となっておりまして、

国際交流センターで開催される予定となっておりま

す。また今年度はコロナ禍で「大懇親会」等々は開催

されない模様です。また、合わせまして「地区大会決

議事項」をそちらのホワイトボードに貼らせていただ

きました。「第１号議案から第９号議案までの周知を

各クラブメンバーの皆さまにお諮りください」という

ご案内が来ておりますので、ホワイトボードに掲示を

しております。

　皆さま方には、お時間があります時にご一読いただ

ければと思っております。８月 25日までに皆さまの

ご意見を頂戴した中で、先方に返信したいと思ってお

りますのでどうぞよろしくお願い申し上げます。

　以上でございます。

転勤挨拶　

日本銀行釧路支店　熊谷　任明支店長　

　皆さん、こんにち

は。マスクを外して

ご挨拶をさせていた

だきます。先ほどご

紹介いただきました

とおり、今週月曜日

付けの辞令で東京の

本店に戻ることになりました。ほぼ２年間ということ

で、大変ありがとうございました。

　着任が、２年前の８月頭でしたけれど、ロータリー

には８月下旬に木下さんがスポンサーで入会をさせて

いただきまして、その後間もない 10月に「地区大会」

がありました。それに親睦活動委員会で参加をさせて

いただき、それを機会に皆さまとお近づきになれて、

ロータリーの活動はスムーズに行けたと思っていまし

て、たまたまでしたけれど大変ラッキーだったと思い

ます。

　その後、半年ぐらいでコロナということになりまし

て、以後、緊急事態宣言などで活動が休止になり、そ

れが後半の１年半ありましたけれども、その中でも

ロータリーに参加できる時に参加して、皆さんといろ

いろなお話をさせていただいたことは、私にとっても

大変ありがたかったです。

また、この２年間で活動休止期間が多かったにも関わ

らず、２回ほどお話をさせていただく機会もありまし

た。こちらも大変光栄でしたし、私も支店長をやって

良かったと思えた機会のひとつでございました。

　私の場合、珍しく子供が小さいものですから家族で

釧路に来ていまして、息子も夏休みが始まる前で、お

別れ会をやってもらいました。後半の半年ぐらいは毎

日のように放課後、友達と遊んで馴染んでくれたのを

引き離すことは少し辛いですけれども、これも息子の

成長にとって良い機会になったと思っております。

　この後、私は本店の検査室の検査役というポストに

就きます。これは日銀の内部で、本店・支店あるいは

海外事務所も含めて定期的に検査に入る機会がありま

して、そのようなことを行う立場であります。私は今

まで検査を受ける立場を何回も経験しましたけれど

も、検査に行く立場は初めてです。コロナ禍での支店

運営１年半、苦労した経験を活かしながら、またいろ

いろな人たちの悩みにも正面から向き合ってなにがし

かのアドバイスもできればと、抱負として考えており

ます。

後任は、二宮という者で、本店の金融市場局で総務課

長を務めていまして、そこからまいります。日銀のい

ろいろな金融政策を決める会合では、政策を決めるう

えで市場の状況がどうなっているか判断をすることが

前提となりますけれども、そのようなことを主に担当

していた者であります。それ以前も、いろいろなポス

トを回って来ておりますので、二宮も皆さまのお役に

立てることもあろうかと思いますので引き続きどうぞ

よろしくお願い申し上げます。

　２年間、誠にありがとうございました。

嵯峨記念育英会から報告　

公益財団法人嵯峨記念育英会　吉田　潤司前理事長

　皆さん、こんにちは。簡単に報告です。私は公益財

団法人嵯峨記念育英会理事長の吉田ですが、先般の育

英会理事会で私は退任をしまして、新しく新理事長と

して石田博司君が選任されましたのでご報告させてい

ただきます。

これからも給付金やいろいろな問題があると思います

けれど、その意味では若い人に代わってもらって少し

改革ができればと思っております。

　どうぞよろしくお願いいたします。

公益財団法人嵯峨記念育英会　石田　博司新理事長

　第５代の理事長吉田潤司さんの後をご指名いただき

ました石田です。改めてよろしくお願いいたします。

嵯峨育英会は、チャーターメンバー・嵯峨晃さんが昭

和 36年に設立されました。その時の拠出資金が

1,000 万円、いまの貨幣価値で言いますと１億円ぐら

いだろうと言われています。

１億円という私財を出して青少年育成のための財団を

設立した、その精神が脈々と釧路ロータリークラブに

受け継がれているから、先ほどの会長に対するアン

サースピーチではないですけれども、それが雰囲気と

してあるのがわがロータリークラブではないのかと私

は思います。

　人材の育成というものは、人類の重要課題のうちの

ひとつだろうと思います。いま釧路は経済的に大きな

大打撃を被っている状況の中、何よりも明日の釧路・

北海道・日本を担う若者の育成にわれわれ先輩たちが

心を砕かなければいけない時期だと思います。

大変なウイルス感染症もありまして、価値観の大転換

のときに運が悪くというか、試練の機会をいただいた

というか、果たして私ごときで青少年育成が担えるの

か、と思いますけれども、まずは皆さまのご協力をい

ただいて明日の釧路をつくるために微力を尽くしたい

と思います。どうぞよろしくお願いいたします。

親睦活動委員会　瀧波　大亮委員長　

　皆さま、お疲れ様です。ただいまご紹介いただきま

した親睦活動委員会委員長の瀧波です。どうぞよろし

くお願いいたします。まだまだ賢者見習い中ですので、

品性に欠ける発言が多々あるかもしれませんが温かい

目で見守っていただければと思います。

　さて、７月から始まりました 2021 年度体制ですが、

この１年間を担う委員長・大委員長のご紹介がまだで

きていなかったことから、本日の昼例会にてぜひこれ

を行いたいということで開催をさせていただきまし

た。

時間の関係上、大委員会ごとにご登壇いただきます。

大委員長には各委員長をご紹介いただき、各委員長か

ら１年間の抱負を２～３分程度で述べていただけると

ありがたく存じます。

　それでは、早速スタートしたいと思います。はじめ

にクラブ広報・会員組織委員会、村上大委員長、なら

びに横田委員長・五十嵐委員長・天方副委員長、ご登

壇をよろしくお願いいたします。

クラブ広報・会員組織委員会　村上　祐二委員長

　皆さん、こんにち

は。クラブ広報・会

員組織委員会委員長

を務めさせていただ

きます村上です。い

まの説明を聞いてい

ると、私には「喋る

な」と聞こえましたので喋りませんけれども、ただた

だこの１年間釧路ロータリークラブの活動を自分自身

が楽しむそんな１年にしていきたいと思っておりま

す。瀧波委員長に続き品性に欠けるお山の大将、大委

員長ですけれども、皆さん１年間よろしくお願いいた

します。

　それでは、クラブ会報の横田委員長からお願いいた

します。

クラブ会報・雑誌委員会　横田 　英喜委員長　

　本年度、クラブ会報・雑誌委員会の委員長を務めて

おります横田と申し

ます。副委員長には

いま写真を撮ってい

ただいております柴

崎さん。委員の方に

も協力をいただいて

おります。

個人的な話しで、嬉しいと思ったことは昨年まで一緒

に副幹事をしていた池田さんも同じ委員会に属してい

ます。勝手に「イケヨコペア」と感じていて、また安

心して池田さんに頼りながら今年１年間過ごしていき

たいと思います。

このような不規則な発言をしても議事録は職権で消さ

せていただきますので安心をして皆さんも自由な雰囲

気で発言をしていただきたいと思います。

　また、クラブの写真を撮ってホームページにあげて、

釧路クラブは楽しく過ごしていることを地域に発信を

していきたいと思いますので、皆さんどうぞご協力を

よろしくお願いいたします。

　ありがとうございます。

会員増強･選考･職業分類委員会　五十嵐　正弘委員長

　皆さん、こんにち

は。会員増強･選考･

職業分類委員会委員

長を仰せつかりまし

た五十嵐です。

今年度、当委員会で

は「５％の純増」と

いう大きな目標を掲げて既に動き出しております。年

度が始まる前から、杉村会長の熱い思いと委員会の重

要性についてレクチャーを受けまして、また大きなプ

レッシャーもいただきまして、早くから動き出してお

ります。しかしながら、二つ返事で入会を決断してく

れる皆さんがなかなかいませんので本当に苦慮してい

るところです。

先ほど会長からありましたけれども、釧路クラブの素

晴らしい魅力と仲間をみんなに分かりやすく説明をし

ながら根気強く口説いていきたいと思っております。

　何分、未熟者でございますので、お手伝いをお願い

する機会も多々あろうかと思いますけれども、優しく

手を差し伸べていただけたらと思います。

１年間頑張っていきますので、どうぞよろしくお願い

いたします。

クラブ研修委員会　天方　智順副委員長　

　研修委員会副委員長・天方です。今日欠席の脇委員

長、そして舟木副委員長と３人で務めてまいります。

会長のお話にありました、どう見ても脇委員長が昔は

お山の大将、舟木さんもお山の大将、私はどうか分か

りませんが。今年に

限って言えば、行き

場のない吹きだまり

のような三人衆と

なっております。

　先日、会長と脇委

員長と私で委員会を

いたしました。会長は思い起こされること・やりたい

ことがあるそうですので、炉辺会合も久しぶりに復活

して、皆さんにうとんじられない研修委員会として１

年間頑張ってまいりたいと思います。どうぞよろしく

お願いいたします。

奉仕プロジェクト委員会　小野寺　 俊委員長

　今年度、奉仕プロ

ジェクト委員会を率

いることになりまし

た小野寺でございま

す。よろしくお願い

いたします。

見てのとおり強力な

布陣でやらせていただくことになりました。ですので、

大委員長の私が不適切な発言・行動をして辞任に追い

込まれないように十分気を付けながら杉村年度を支え

ていきたいと思いますので、よろしくお願いいたした

いと思います。

それでは、社会奉仕委員会・須藤さんからお願いいた

します。

社会奉仕委員会　須藤　隆昭副委員長　

　社会奉仕委員会副

委員長の須藤です。

よろしくお願いしま

す。

３年目になりますけ

れども副委員長とい

う役割をもらったこ

とが初めてで、まだまだ会長方針にある自分自身が

ロータリーを楽しめていないこともありまして、こう

いうテーマを掲げていただいた杉村会長の下、自らが

楽しみ、そして地域を育むための社会奉仕活動、特に

今年は 85周年ということもありまして記念行事も控

えております。精一杯頑張りますので、どうぞよろし

くお願いします。

職業奉仕委員会　吉岡 　央委員長　

　職業奉仕委員長の大役を仰せつかりました吉岡と申

します。よろしくお願いいたします。

ロータリークラブだけが持つ職業奉仕を行って社会奉

仕活動ができればと思っています。

具体的には、昨年コ

ロナで実施できな

かった「職場訪問例

会」を実施させてい

ただいて活動をして

いきたいと思ってい

ます。

とはいえ、私自身も会員になりましてまだ日が浅く、

職場訪問例会を体験したことがありませんので、先輩

にいろいろご指導をいただきながら行っていきたいと

思っています。

私はこのような身なりなので社内では品性のない方の

人間の扱いをされていますが、釧路ロータリークラブ

の名を汚さないように１年間頑張っていきたいと思い

ますので、よろしくお願いいたします。

国際奉仕委員会　荒井 　剛委員長　

　今年、国際奉仕委

員長になりました荒

井です。よろしくお

願いします。

国際奉仕に関しては

３回目になると思い

ますが、直近で国際

奉仕事業に携わったものとしては３年ぐらい前、邵年

度だったと思いますが、タイのカンチャナブリーに皆

さんと一緒に行き「結核キャンペーン事業」に関わら

せていただきました。その前にもタイの他の地域で水

の事業、クラブの 80周年事業の時には、ブータンに

行かせていただいたこともあります。

国際奉仕事業は、国際奉仕事業をとおしてでしか味わ

うことができないものがたくさんあると感じておりま

す。ただ残念ながら昨年もそうですし、今年もそうで

すし、コロナの関係で日本国内もそうですが、海外に

も行けないような状況です。

その状況ですので今年度、具体的な何か国際奉仕事業

ができるかと言われれば難しいかもしれませんが、こ

こ 10年ぐらいで行ってきた釧路クラブの国際事業を

検証して、今後また何か新たな事業ができないか、今

年１年間取り組んでいきたいと思います。

　また近い将来、国際奉仕事業として参加することが

できましたらぜひ皆さんと一緒に行きたいと思ってお

りますので、よろしくお願いします。

青少年奉仕委員会　佐藤　貴之委員長　

　青少年奉仕委員会の佐藤です。私も今回青少年委員

会の委員長２回目を仰せつかっております。

前回、青少年奉仕委員会をやった時は、野球大会のグ

ランドを確保することが非常に大変で、副会長の浅川

さんが当時の幹事でした。公立大学をお借りし、厚岸

まで行って球場をお

借りしてと、当時幹

事の浅川さんにも厚

岸まで来ていただい

て本当に大変な思い

をしました。また今

年、「委員長を」と

伺った時に、グランドが大変だなということが第一印

象でした。

当初は「コロナで市民球場が空いている」という話で

今年は楽だなと思いきや、ふたを開けたらもう予定が

いっぱい詰まっている。「グランドはもう硬式を使え

ませんよ」という話を突然されて、本当に１カ月前「ど

うしよう」と。そこで急に、工業高校から「使っても

良いよ」とお話を奇跡的にいただきまして、今回はそ

んなに苦戦をせずグランドを何とか確保できた経緯が

ありました。

前回も大変な思いだったのですけれども、いま函館に

いてほとんど釧路には帰って来ない浅野さんが副委員

長となっております。今回は顔も見ていない感じなの

ですけれども小野寺大委員長と幹事にご相談をさせて

いただきまして、何とか進めさせていただいておりま

す。

このコロナ禍、昨年は全く青少年、開催できていなかっ

たので、今年は何とかうまく開催できればと思ってお

ります。

　どうぞ、皆さんよろしくお願いいたします。

ロータリー財団・奨学推進委員会　

　　　　　　　　　　　　栗林 　延次副委員長　

　それでは、ロータ

リー財団と奨学推進

委員会の発表をさせ

ていただきます。本

日は甲賀委員長が出

張中のため副委員長

の栗林でございます

が、それぞれ委員会から報告をさせていただきます。

よろしくお願いいたします。

ロータリー財団寄付推進委員会　濱谷 美津男委員長

　ロータリー財団寄

付推進委員会の濱谷

です。

例会よりもゴルフ場

で会う方が多いと思

いますが、ロータ

リー財団の寄付推進

委員会というと寄付金集めばかりしているのかなと。

その年次寄付金も財団のファンド、ＤＤＦやＷＦ、地

区や国際の活動資金からクラブ、また地区の地区補助

金事業やグローバル補助金事業に当てられているもの

です。ロータリーとして大変重要な役割を果たしてい

る部分でありますので、ご理解をいただけた中で寄付

を募ってまいりたいと思います。

　また、最近コロナ禍の中で補助金事業もなかなか進

まない状況、お金の集まり方も少なくなってきている

ことで、ＤＤＦ・ＷＦの配当のやり方も多少変わってき

て、財団のルールもそれに伴って変更をしています。

　あとは、『ポリオプラス』ということで、ポリオ撲

滅を進めていますが、昨年、アフリカの方の野生種の

ポリオが撲滅されました。しかし、ゲイツ財団やユニ

セフなどばかり報道に上がりまして、ロータリーが皆

さまに伝わっていない現状であります。そのようない

ろいろな情報をメンバーの皆さまに広げ、寄付を募っ

てまいりたいと思いますのでどうぞよろしくお願い申

し上げます。

米山記念奨学会委員会　川本 　和之委員長　

　こんにちは。米山

記念奨学会委員会の

担当をいたします川

本です。副委員長に

は、米本さんにお願

いをしております。

先ほどテーブルでお

話を聞いていたら「いろいろな委員会があるけれど何

をやっているのかよく分からない」という意見があり

ありましたので、この米山奨学会委員会を少し説明さ

せていただきたいと思います。

米山というのは、米山梅吉さんは日本のロータリー創

設からの方で、その方の名前をとっています。自費で

留学をされている各国の方々に奨学金をお渡しし、活

動をしていただくのをロータリーとして、国内の民間

では一番大きい奨学会ですけれども年間、約 900 人

位の方々に支援をさせていただいている委員会です。

なかなか直接支援という形にはなりませんけれども、

この釧路クラブは、今年 10月 31日にゴルフ大会を

行います。その時に同時開催で、できるだけ多くの方

に参加をしていただいて私財をつくって支援をしてい

く。またはこの米山の内容をより多くの方に理解をし

ていただいて、賛同をしていただく活動をするという

ことが、この米山の委員会の目的です。

なかなか難しい委員会ではありますけれども１人でも

多くの方に内容を理解していただき、またこの財団は、

だいたい「寄付をお願いしますよ」という形が多い委

員会ですけれども、ぜひその内容を理解していただき

ながら皆さんと一緒に 1年間頑張っていきたいと思

いますので、よろしくお願いいたします。

　ありがとうございました。

嵯峨記念育英会委員会　清水 　輝彦委員長　

　嵯峨記念育英会委

員会の委員長を務め

させていただきます

清水です。この委員

会につきまして、僕

が説明をしようと

思っていましたら先

ほど石田新理事長からご丁寧なご説明がありましたの

で、そこは割愛させていただきます。

　１番の問題は、身近な方たちを奨学生としてお迎え

して、旅立って行くことをサポートすることだと思い

ますが、このコロナの中で、皆さんのお顔がきちんと

見えるように、ご活躍を、あるいはこれからこのよう

なことがしていきたい、をうまく伝えられるかが大事

だと思っております。

皆さまのご協力をいただいて活動をしてまいりますの

で、よろしくお願いいたします。

クラブ運営委員会　中島 　徳政委員長　

　クラブ運営委員会

の大委員長を引き受

けさせていただきま

す中島でございま

す。１年間、よろし

くお願いいたしま

す。

私のところの３人、出席委員会樋口委員長、プログラ

ム委員会工藤委員長、親睦活動委員会の瀧波君という

形になっておりますが、私は選んでおりません。会長

の直接指名でございます。「ロータリーに思いのある

３人に頼んだので後はよろしく」ということで、私は

ここにはまっております。

それぞれ時間が後７分ございますのでよろしくお願い

したいと思います。それでは、１年間よろしくお願い

します。

出席委員会　樋口　 貴広委員長　

　今年度、出席委員

長を務めます樋口で

す。よろしくお願い

いたします。通常で

あればクラブ運営で

出席が一番先に話す

はずなので、身構え

ていたのですが、ちょっと出鼻を挫かれた感じで時間

調整的な立場になっております。

　今年の当委員会の目玉は「メイクアップ体験」を８

年ぶりぐらいで行います。なぜこんな時期にと思う方

もいらっしゃるかもしれませんが、私もそう思ってい

ます。

ただ杉村会長からの厳命で、「これはぜひやってくだ

さい」ということですので、社会情勢にもよりますが、

年明け２月～３月に予定をしておりますので、ぜひ多

くの方々に体験参加をしていただきたいと思います。

他のクラブへ行って他のクラブを知るということは、

自分の釧路クラブを見つめ直せる良い機会になると

思っています。

私も過去何度か幹事の立場として他のクラブを訪問し

ております。そうするとウチのクラブの良さなどいろ

いろ見えてきますので、ぜひ一度、参加されていない

方も参加をして、そういう機会につなげていただけれ

ばと思いますので、よろしくお願いいたします。

１年間、どうぞよろしくお願いいたします。

プログラム委員会　工藤　彦夫委員長　

　入会 20年、まだ

賢者になれずにチョ

ロチョロしている今

年度プログラム委員

長を仰せつかりまし

た工藤です。

活動計画書には、い

ろいろ書かせていただきましたけれども一番大切なこ

とは、会長の思いをどうプログラムの例会に乗せるか

だと考えております。一度会長とお話をした結果、か

なり数多くのやりたいことが、思いがあるみたいです。

きっと滝越年度に食い込むぞ大変だと思っていました

けれども、少しは絞り込んでいきたいと思っておりま

す。

　メンバーもＮＨＫの小野さん、道新の竹村さん、木

下さん、森村さんと知識と情報と人脈の豊富な方を配

置していただきました。かなりのことはできると思っ

ております。１年間、いろいろ皆さんにはご協力をい

ただくこともあると思います。よろしくお願いいたし

ます。

親睦活動委員会　瀧波 　大亮委員長　

　そして、私は親睦

活動委員会、先ほど

らい自己紹介をして

おります委員長の瀧

波です。副委員長に

は石田さんと松井さ

んにやっていただき

ます。

　この親睦活動委員会ですが、本来コロナでなければ

ロータリーを楽しむという中核の委員会になるかと思

うのですけれども、マスクを外して夜の例会等ができ

ないという中で、この年度においても感染拡大の防止

と、合わせて会員間の交流の充実、この両極端なこと

を一緒にやっていかなくてはならない年度だと思って

おります。

とは言っても元々、楽しいこと大好きの私ですので、

皆さんに笑顔になってもらえるような１年の夜例会を

作り上げていきたいと思っておりますので、どうか１

年間よろしくお願いいたします。

得地　　哉副幹事

　皆さん、こんにち

は。「リリーフ登板

があるかもしれな

い」とは聞いていま

したけれど、いま時

間を見てもう終わり

だとすっかり油断を

しました。

もちろん 1年間頑張らせていただきますが、自己紹

介を忘れていました。今年度副幹事をおおせつかりま

した得地です。よろしくお願いいたします。

　私は、熊谷さんと同じ日の入会で、それから同期み

たいな感じで、同じ委員会だったりしたものですから、

そのようなことを思いながら今日は熊谷さんの話を聞

いていました。

今後１年間、もう始まっていますけれども熊谷さんの

思いも引き継ぎつつ頑張っていけたらと思っています

ので、引き続きどうぞよろしくお願いいたします。以

上です。

田内　康章副幹事

　皆さま、こんにち

は。今年度副幹事を

おおせつかりました

田内でございます。

昨年の７月に入会を

させていただきまし

た。

昨年の年末に杉村会長から「副幹事をやってくれない

か」というお話をいただいたのですけれども、例会の

休会が結構多かった中で、右も左も分からなかったも

ので断るにも断り切れず、やらせていただきますとい

うことになりました。

やっと約１年が経ちまして、本当に釧路ってすごく良

い街だと分かってきまして、体もかなり釧路に慣れて

きたところでこの暑さは相当こたえています。皆さま

もご自愛いただければと思っております。

微力ではありますが、釧路ロータリークラブ、ひいて

は釧路に少しでも貢献できるように一生懸命頑張りま

す。皆さま何卒よろしくお願いいたします。

会長の時間
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　　　　　　　　て　杉村　荘平会長

　皆さん、こんにち

は。お食事の方はお

続けください。本日

も多数のご出席をい

ただきまして本当に

ありがとうございま

す。すみません、反

省ができていなくて。先週も少し席が足りない状況で

皆さまにご迷惑をおかけしましたが、本日も少々席が

足りない状況になりましたことをお詫び申し上げま

す。来週から改善させていただきたいと思います。よ

ろしくお願いします。

　今日は、久しぶりにゆっくりとした時間で、この会

長挨拶を迎えられましたのでゆっくりとお話をさせて

もらえればと思っております。

脇会長年度の時に、隣でよく脇会長が「１週間はあっ

という間に来るのだけれど、１カ月は経つのが遅い」

という話しを散々していました。いま１カ月が経とう

としていますが、この言葉がいましみじみと心にしみ

てくる今日この頃でございます。「まだ１カ月経って

いないのか」というところですが、引き続き頑張って

行きたいと思っております。

　その中でひとつ、皆さんにまずご報告をさせていた

だきます。先日、８月のプログラムを流させていただ

きましたが、8月 26日の第 4例会をいまのところ夜

例会にさせていただこうと思っております。理由とし

ましては、８月末ということで少なくとも 65歳以上

の方々にワクチンが出回るだろう。他の市内のクラブ

は６月から通常に夜例会を行っていることを踏まえ

て。最後に釧路地域のコロナの感染状況が沈静化して

いるだろう。が３つ目の理由だったのですが、昨日少々

上がりまして 12名となっております。

一応いまのところ、目標として８月末に夜例会を再開

したいと思っております。これは臨機応変に、８月の

お盆前ぐらいの状況を見たうえで判断をしたいと思っ

ておりますが、その判断をしているということだけ皆

さんのご理解ご協力をお願いしたいと思っておりま

す。

　さて、ゆっくりということで。私はいま56歳になっ

てきますが、50歳を過ぎたころから「やはり、この

釧路クラブが１番居心地のいい素晴らしいクラブだ」

と考えてきました。この居心地の良さはどこから来る

のかと思っている時に、このようなエッセイを読みま

した。うまく話ができるかどうか分かりませんが。

親子で散歩をしているお父さんが、９歳の息子に「お

父さん、俺ね、自分で頭が良いと思っているんだよ」

と言われます。確かに学校では勉強もできるし運動も

できる。目立つ存在の息子ですが、そのようなことを

言うようではロクな大人にならないと思ったお父さん

は、ここでソクラテスの「無知の知」の話を返し技と

して出します。

この「無知の知」は、「俺は何でも知っているぞ」と

いう相手に対して、「いや私は自分が無知ということ

を知っている分だけ君より賢いよ」というカウンター

を当てる最強技です。　

それを返したら、息子が「いやいや、お父さん違うよ。

いまはそんな時代じゃないよ。いまネットでそんなこ

とを言ったらバカにされるだけだよ」とすかさずクロ

スカウンターを返すわけです。

「う～ん」となったお父さんがふと思ったことは、ソ

クラテスが言いたいことは知性ではなく品性ではない

かと。この社会で大事なことは知性だけを誇る人間に

対して、賢者的な態度で静かに諌める品性なのではな

いかとお父さんは考える、というお話です。

ここでなぜこの話をしたかというと、このエッセイを

読んで僕が思ったことは、これはまさに釧路クラブの

ことではないかと思ったわけです。

どういうことかというと、毎年若いイケイケのお山の

大将・新入会員が入ってきます。そこで釧路クラブに

いるいまはもう立派な賢者となった元『お山の大将』

が静かに諌める、背中で語りかける。そうすると、よ

ほど鈍感ではない『お山の大将』は、いかに自分が素

晴らしい環境にいるかを気付き始めて知らず知らずの

うちに賢者へと向かって行くというシステムができて

いるのが釧路クラブではないかと思っております。

釧路クラブは、この 85年の歴史の中で歴代の『お山

の大将』が長い・長い戦いを繰り返して、この品性を

土台にした素晴らしい釧路クラブの風土・歴史をつ

くってきたのではないかと思っております。また今回

85周年ですので、この 85周年の役割はいままで歴

代の『お山の大将』様たちに感謝をすることが、この

85周年の役割ではないかと思いました。という構想

に半年かかった会長挨拶でした、ということで。

今日例会をさせていただきますが、今日お話いただく

方々もさぞかし賢者になっている、かなりのレベルに

達している方々だと確信しておりますが、今日の設え

はやっと来ましたまさにマッハのスピードで賢者に向

かって爆進中の瀧波委員長です。親睦活動委員会の皆

さんには、コロナの中で大変ご苦労をされながら活動

いただいていることに感謝を申し上げまして会長挨拶

とさせていただきます。

　本日はどうぞよろしくお願いいたします。

幹事報告　市橋多佳丞幹事

　皆さま、こんにちは。幹事報告をさせていただきま

す。クラブに今年釧路にて行われる「地区大会」の案

内が届きました。後日、皆さま方には、正式にスケ

ジュール等々のご周知をさせていただきたいと思って

おりますので、まずは地区大会のご案内が来ているこ

とだけご理解をお願いいたします。

　皆さま方に参加をしていただきたいプログラムとし

ては、10月10日（日）の１日開催となっておりまして、

国際交流センターで開催される予定となっておりま

す。また今年度はコロナ禍で「大懇親会」等々は開催

されない模様です。また、合わせまして「地区大会決

議事項」をそちらのホワイトボードに貼らせていただ

きました。「第１号議案から第９号議案までの周知を

各クラブメンバーの皆さまにお諮りください」という

ご案内が来ておりますので、ホワイトボードに掲示を

しております。

　皆さま方には、お時間があります時にご一読いただ

ければと思っております。８月 25日までに皆さまの

ご意見を頂戴した中で、先方に返信したいと思ってお

りますのでどうぞよろしくお願い申し上げます。

　以上でございます。

転勤挨拶　

日本銀行釧路支店　熊谷　任明支店長　

　皆さん、こんにち

は。マスクを外して

ご挨拶をさせていた

だきます。先ほどご

紹介いただきました

とおり、今週月曜日

付けの辞令で東京の

本店に戻ることになりました。ほぼ２年間ということ

で、大変ありがとうございました。

　着任が、２年前の８月頭でしたけれど、ロータリー

には８月下旬に木下さんがスポンサーで入会をさせて

いただきまして、その後間もない 10月に「地区大会」

がありました。それに親睦活動委員会で参加をさせて

いただき、それを機会に皆さまとお近づきになれて、

ロータリーの活動はスムーズに行けたと思っていまし

て、たまたまでしたけれど大変ラッキーだったと思い

ます。

　その後、半年ぐらいでコロナということになりまし

て、以後、緊急事態宣言などで活動が休止になり、そ

れが後半の１年半ありましたけれども、その中でも

ロータリーに参加できる時に参加して、皆さんといろ

いろなお話をさせていただいたことは、私にとっても

大変ありがたかったです。

また、この２年間で活動休止期間が多かったにも関わ

らず、２回ほどお話をさせていただく機会もありまし

た。こちらも大変光栄でしたし、私も支店長をやって

良かったと思えた機会のひとつでございました。

　私の場合、珍しく子供が小さいものですから家族で

釧路に来ていまして、息子も夏休みが始まる前で、お

別れ会をやってもらいました。後半の半年ぐらいは毎

日のように放課後、友達と遊んで馴染んでくれたのを

引き離すことは少し辛いですけれども、これも息子の

成長にとって良い機会になったと思っております。

　この後、私は本店の検査室の検査役というポストに

就きます。これは日銀の内部で、本店・支店あるいは

海外事務所も含めて定期的に検査に入る機会がありま

して、そのようなことを行う立場であります。私は今

まで検査を受ける立場を何回も経験しましたけれど

も、検査に行く立場は初めてです。コロナ禍での支店

運営１年半、苦労した経験を活かしながら、またいろ

いろな人たちの悩みにも正面から向き合ってなにがし

かのアドバイスもできればと、抱負として考えており

ます。

後任は、二宮という者で、本店の金融市場局で総務課

長を務めていまして、そこからまいります。日銀のい

ろいろな金融政策を決める会合では、政策を決めるう

えで市場の状況がどうなっているか判断をすることが

前提となりますけれども、そのようなことを主に担当

していた者であります。それ以前も、いろいろなポス

トを回って来ておりますので、二宮も皆さまのお役に

立てることもあろうかと思いますので引き続きどうぞ

よろしくお願い申し上げます。

　２年間、誠にありがとうございました。

嵯峨記念育英会から報告　

公益財団法人嵯峨記念育英会　吉田　潤司前理事長

　皆さん、こんにちは。簡単に報告です。私は公益財

団法人嵯峨記念育英会理事長の吉田ですが、先般の育

英会理事会で私は退任をしまして、新しく新理事長と

して石田博司君が選任されましたのでご報告させてい

ただきます。

これからも給付金やいろいろな問題があると思います

けれど、その意味では若い人に代わってもらって少し

改革ができればと思っております。

　どうぞよろしくお願いいたします。

公益財団法人嵯峨記念育英会　石田　博司新理事長

　第５代の理事長吉田潤司さんの後をご指名いただき

ました石田です。改めてよろしくお願いいたします。

嵯峨育英会は、チャーターメンバー・嵯峨晃さんが昭

和 36年に設立されました。その時の拠出資金が

1,000 万円、いまの貨幣価値で言いますと１億円ぐら

いだろうと言われています。

１億円という私財を出して青少年育成のための財団を

設立した、その精神が脈々と釧路ロータリークラブに

受け継がれているから、先ほどの会長に対するアン

サースピーチではないですけれども、それが雰囲気と

してあるのがわがロータリークラブではないのかと私

は思います。

　人材の育成というものは、人類の重要課題のうちの

ひとつだろうと思います。いま釧路は経済的に大きな

大打撃を被っている状況の中、何よりも明日の釧路・

北海道・日本を担う若者の育成にわれわれ先輩たちが

心を砕かなければいけない時期だと思います。

大変なウイルス感染症もありまして、価値観の大転換

のときに運が悪くというか、試練の機会をいただいた

というか、果たして私ごときで青少年育成が担えるの

か、と思いますけれども、まずは皆さまのご協力をい

ただいて明日の釧路をつくるために微力を尽くしたい

と思います。どうぞよろしくお願いいたします。

親睦活動委員会　瀧波　大亮委員長　

　皆さま、お疲れ様です。ただいまご紹介いただきま

した親睦活動委員会委員長の瀧波です。どうぞよろし

くお願いいたします。まだまだ賢者見習い中ですので、

品性に欠ける発言が多々あるかもしれませんが温かい

目で見守っていただければと思います。

　さて、７月から始まりました 2021 年度体制ですが、

この１年間を担う委員長・大委員長のご紹介がまだで

きていなかったことから、本日の昼例会にてぜひこれ

を行いたいということで開催をさせていただきまし

た。

時間の関係上、大委員会ごとにご登壇いただきます。

大委員長には各委員長をご紹介いただき、各委員長か

ら１年間の抱負を２～３分程度で述べていただけると

ありがたく存じます。

　それでは、早速スタートしたいと思います。はじめ

にクラブ広報・会員組織委員会、村上大委員長、なら

びに横田委員長・五十嵐委員長・天方副委員長、ご登

壇をよろしくお願いいたします。

クラブ広報・会員組織委員会　村上　祐二委員長

　皆さん、こんにち

は。クラブ広報・会

員組織委員会委員長

を務めさせていただ

きます村上です。い

まの説明を聞いてい

ると、私には「喋る

な」と聞こえましたので喋りませんけれども、ただた

だこの１年間釧路ロータリークラブの活動を自分自身

が楽しむそんな１年にしていきたいと思っておりま

す。瀧波委員長に続き品性に欠けるお山の大将、大委

員長ですけれども、皆さん１年間よろしくお願いいた

します。

　それでは、クラブ会報の横田委員長からお願いいた

します。

クラブ会報・雑誌委員会　横田 　英喜委員長　

　本年度、クラブ会報・雑誌委員会の委員長を務めて

おります横田と申し

ます。副委員長には

いま写真を撮ってい

ただいております柴

崎さん。委員の方に

も協力をいただいて

おります。

個人的な話しで、嬉しいと思ったことは昨年まで一緒

に副幹事をしていた池田さんも同じ委員会に属してい

ます。勝手に「イケヨコペア」と感じていて、また安

心して池田さんに頼りながら今年１年間過ごしていき

たいと思います。

このような不規則な発言をしても議事録は職権で消さ

せていただきますので安心をして皆さんも自由な雰囲

気で発言をしていただきたいと思います。

　また、クラブの写真を撮ってホームページにあげて、

釧路クラブは楽しく過ごしていることを地域に発信を

していきたいと思いますので、皆さんどうぞご協力を

よろしくお願いいたします。

　ありがとうございます。

会員増強･選考･職業分類委員会　五十嵐　正弘委員長

　皆さん、こんにち

は。会員増強･選考･

職業分類委員会委員

長を仰せつかりまし

た五十嵐です。

今年度、当委員会で

は「５％の純増」と

いう大きな目標を掲げて既に動き出しております。年

度が始まる前から、杉村会長の熱い思いと委員会の重

要性についてレクチャーを受けまして、また大きなプ

レッシャーもいただきまして、早くから動き出してお

ります。しかしながら、二つ返事で入会を決断してく

れる皆さんがなかなかいませんので本当に苦慮してい

るところです。

先ほど会長からありましたけれども、釧路クラブの素

晴らしい魅力と仲間をみんなに分かりやすく説明をし

ながら根気強く口説いていきたいと思っております。

　何分、未熟者でございますので、お手伝いをお願い

する機会も多々あろうかと思いますけれども、優しく

手を差し伸べていただけたらと思います。

１年間頑張っていきますので、どうぞよろしくお願い

いたします。

クラブ研修委員会　天方　智順副委員長　

　研修委員会副委員長・天方です。今日欠席の脇委員

長、そして舟木副委員長と３人で務めてまいります。

会長のお話にありました、どう見ても脇委員長が昔は

お山の大将、舟木さんもお山の大将、私はどうか分か

りませんが。今年に

限って言えば、行き

場のない吹きだまり

のような三人衆と

なっております。

　先日、会長と脇委

員長と私で委員会を

いたしました。会長は思い起こされること・やりたい

ことがあるそうですので、炉辺会合も久しぶりに復活

して、皆さんにうとんじられない研修委員会として１

年間頑張ってまいりたいと思います。どうぞよろしく

お願いいたします。

奉仕プロジェクト委員会　小野寺　 俊委員長

　今年度、奉仕プロ

ジェクト委員会を率

いることになりまし

た小野寺でございま

す。よろしくお願い

いたします。

見てのとおり強力な

布陣でやらせていただくことになりました。ですので、

大委員長の私が不適切な発言・行動をして辞任に追い

込まれないように十分気を付けながら杉村年度を支え

ていきたいと思いますので、よろしくお願いいたした

いと思います。

それでは、社会奉仕委員会・須藤さんからお願いいた

します。

社会奉仕委員会　須藤　隆昭副委員長　

　社会奉仕委員会副

委員長の須藤です。

よろしくお願いしま

す。

３年目になりますけ

れども副委員長とい

う役割をもらったこ

とが初めてで、まだまだ会長方針にある自分自身が

ロータリーを楽しめていないこともありまして、こう

いうテーマを掲げていただいた杉村会長の下、自らが

楽しみ、そして地域を育むための社会奉仕活動、特に

今年は 85周年ということもありまして記念行事も控

えております。精一杯頑張りますので、どうぞよろし

くお願いします。

職業奉仕委員会　吉岡 　央委員長　

　職業奉仕委員長の大役を仰せつかりました吉岡と申

します。よろしくお願いいたします。

ロータリークラブだけが持つ職業奉仕を行って社会奉

仕活動ができればと思っています。

具体的には、昨年コ

ロナで実施できな

かった「職場訪問例

会」を実施させてい

ただいて活動をして

いきたいと思ってい

ます。

とはいえ、私自身も会員になりましてまだ日が浅く、

職場訪問例会を体験したことがありませんので、先輩

にいろいろご指導をいただきながら行っていきたいと

思っています。

私はこのような身なりなので社内では品性のない方の

人間の扱いをされていますが、釧路ロータリークラブ

の名を汚さないように１年間頑張っていきたいと思い

ますので、よろしくお願いいたします。

国際奉仕委員会　荒井 　剛委員長　

　今年、国際奉仕委

員長になりました荒

井です。よろしくお

願いします。

国際奉仕に関しては

３回目になると思い

ますが、直近で国際

奉仕事業に携わったものとしては３年ぐらい前、邵年

度だったと思いますが、タイのカンチャナブリーに皆

さんと一緒に行き「結核キャンペーン事業」に関わら

せていただきました。その前にもタイの他の地域で水

の事業、クラブの 80周年事業の時には、ブータンに

行かせていただいたこともあります。

国際奉仕事業は、国際奉仕事業をとおしてでしか味わ

うことができないものがたくさんあると感じておりま

す。ただ残念ながら昨年もそうですし、今年もそうで

すし、コロナの関係で日本国内もそうですが、海外に

も行けないような状況です。

その状況ですので今年度、具体的な何か国際奉仕事業

ができるかと言われれば難しいかもしれませんが、こ

こ 10年ぐらいで行ってきた釧路クラブの国際事業を

検証して、今後また何か新たな事業ができないか、今

年１年間取り組んでいきたいと思います。

　また近い将来、国際奉仕事業として参加することが

できましたらぜひ皆さんと一緒に行きたいと思ってお

りますので、よろしくお願いします。

青少年奉仕委員会　佐藤　貴之委員長　

　青少年奉仕委員会の佐藤です。私も今回青少年委員

会の委員長２回目を仰せつかっております。

前回、青少年奉仕委員会をやった時は、野球大会のグ

ランドを確保することが非常に大変で、副会長の浅川

さんが当時の幹事でした。公立大学をお借りし、厚岸

まで行って球場をお

借りしてと、当時幹

事の浅川さんにも厚

岸まで来ていただい

て本当に大変な思い

をしました。また今

年、「委員長を」と

伺った時に、グランドが大変だなということが第一印

象でした。

当初は「コロナで市民球場が空いている」という話で

今年は楽だなと思いきや、ふたを開けたらもう予定が

いっぱい詰まっている。「グランドはもう硬式を使え

ませんよ」という話を突然されて、本当に１カ月前「ど

うしよう」と。そこで急に、工業高校から「使っても

良いよ」とお話を奇跡的にいただきまして、今回はそ

んなに苦戦をせずグランドを何とか確保できた経緯が

ありました。

前回も大変な思いだったのですけれども、いま函館に

いてほとんど釧路には帰って来ない浅野さんが副委員

長となっております。今回は顔も見ていない感じなの

ですけれども小野寺大委員長と幹事にご相談をさせて

いただきまして、何とか進めさせていただいておりま

す。

このコロナ禍、昨年は全く青少年、開催できていなかっ

たので、今年は何とかうまく開催できればと思ってお

ります。

　どうぞ、皆さんよろしくお願いいたします。

ロータリー財団・奨学推進委員会　

　　　　　　　　　　　　栗林 　延次副委員長　

　それでは、ロータ

リー財団と奨学推進

委員会の発表をさせ

ていただきます。本

日は甲賀委員長が出

張中のため副委員長

の栗林でございます

が、それぞれ委員会から報告をさせていただきます。

よろしくお願いいたします。

ロータリー財団寄付推進委員会　濱谷 美津男委員長

　ロータリー財団寄

付推進委員会の濱谷

です。

例会よりもゴルフ場

で会う方が多いと思

いますが、ロータ

リー財団の寄付推進

委員会というと寄付金集めばかりしているのかなと。

その年次寄付金も財団のファンド、ＤＤＦやＷＦ、地

区や国際の活動資金からクラブ、また地区の地区補助

金事業やグローバル補助金事業に当てられているもの

です。ロータリーとして大変重要な役割を果たしてい

る部分でありますので、ご理解をいただけた中で寄付

を募ってまいりたいと思います。

　また、最近コロナ禍の中で補助金事業もなかなか進

まない状況、お金の集まり方も少なくなってきている

ことで、ＤＤＦ・ＷＦの配当のやり方も多少変わってき

て、財団のルールもそれに伴って変更をしています。

　あとは、『ポリオプラス』ということで、ポリオ撲

滅を進めていますが、昨年、アフリカの方の野生種の

ポリオが撲滅されました。しかし、ゲイツ財団やユニ

セフなどばかり報道に上がりまして、ロータリーが皆

さまに伝わっていない現状であります。そのようない

ろいろな情報をメンバーの皆さまに広げ、寄付を募っ

てまいりたいと思いますのでどうぞよろしくお願い申

し上げます。

米山記念奨学会委員会　川本 　和之委員長　

　こんにちは。米山

記念奨学会委員会の

担当をいたします川

本です。副委員長に

は、米本さんにお願

いをしております。

先ほどテーブルでお

話を聞いていたら「いろいろな委員会があるけれど何

をやっているのかよく分からない」という意見があり

ありましたので、この米山奨学会委員会を少し説明さ

せていただきたいと思います。

米山というのは、米山梅吉さんは日本のロータリー創

設からの方で、その方の名前をとっています。自費で

留学をされている各国の方々に奨学金をお渡しし、活

動をしていただくのをロータリーとして、国内の民間

では一番大きい奨学会ですけれども年間、約 900 人

位の方々に支援をさせていただいている委員会です。

なかなか直接支援という形にはなりませんけれども、

この釧路クラブは、今年 10月 31日にゴルフ大会を

行います。その時に同時開催で、できるだけ多くの方

に参加をしていただいて私財をつくって支援をしてい

く。またはこの米山の内容をより多くの方に理解をし

ていただいて、賛同をしていただく活動をするという

ことが、この米山の委員会の目的です。

なかなか難しい委員会ではありますけれども１人でも

多くの方に内容を理解していただき、またこの財団は、

だいたい「寄付をお願いしますよ」という形が多い委

員会ですけれども、ぜひその内容を理解していただき

ながら皆さんと一緒に 1年間頑張っていきたいと思

いますので、よろしくお願いいたします。

　ありがとうございました。

嵯峨記念育英会委員会　清水 　輝彦委員長　

　嵯峨記念育英会委

員会の委員長を務め

させていただきます

清水です。この委員

会につきまして、僕

が説明をしようと

思っていましたら先

ほど石田新理事長からご丁寧なご説明がありましたの

で、そこは割愛させていただきます。

　１番の問題は、身近な方たちを奨学生としてお迎え

して、旅立って行くことをサポートすることだと思い

ますが、このコロナの中で、皆さんのお顔がきちんと

見えるように、ご活躍を、あるいはこれからこのよう

なことがしていきたい、をうまく伝えられるかが大事

だと思っております。

皆さまのご協力をいただいて活動をしてまいりますの

で、よろしくお願いいたします。

クラブ運営委員会　中島 　徳政委員長　

　クラブ運営委員会

の大委員長を引き受

けさせていただきま

す中島でございま

す。１年間、よろし

くお願いいたしま

す。

私のところの３人、出席委員会樋口委員長、プログラ

ム委員会工藤委員長、親睦活動委員会の瀧波君という

形になっておりますが、私は選んでおりません。会長

の直接指名でございます。「ロータリーに思いのある

３人に頼んだので後はよろしく」ということで、私は

ここにはまっております。

それぞれ時間が後７分ございますのでよろしくお願い

したいと思います。それでは、１年間よろしくお願い

します。

出席委員会　樋口　 貴広委員長　

　今年度、出席委員

長を務めます樋口で

す。よろしくお願い

いたします。通常で

あればクラブ運営で

出席が一番先に話す

はずなので、身構え

ていたのですが、ちょっと出鼻を挫かれた感じで時間

調整的な立場になっております。

　今年の当委員会の目玉は「メイクアップ体験」を８

年ぶりぐらいで行います。なぜこんな時期にと思う方

もいらっしゃるかもしれませんが、私もそう思ってい

ます。

ただ杉村会長からの厳命で、「これはぜひやってくだ

さい」ということですので、社会情勢にもよりますが、

年明け２月～３月に予定をしておりますので、ぜひ多

くの方々に体験参加をしていただきたいと思います。

他のクラブへ行って他のクラブを知るということは、

自分の釧路クラブを見つめ直せる良い機会になると

思っています。

私も過去何度か幹事の立場として他のクラブを訪問し

ております。そうするとウチのクラブの良さなどいろ

いろ見えてきますので、ぜひ一度、参加されていない

方も参加をして、そういう機会につなげていただけれ

ばと思いますので、よろしくお願いいたします。

１年間、どうぞよろしくお願いいたします。

プログラム委員会　工藤　彦夫委員長　

　入会 20年、まだ

賢者になれずにチョ

ロチョロしている今

年度プログラム委員

長を仰せつかりまし

た工藤です。

活動計画書には、い

ろいろ書かせていただきましたけれども一番大切なこ

とは、会長の思いをどうプログラムの例会に乗せるか

だと考えております。一度会長とお話をした結果、か

なり数多くのやりたいことが、思いがあるみたいです。

きっと滝越年度に食い込むぞ大変だと思っていました

けれども、少しは絞り込んでいきたいと思っておりま

す。

　メンバーもＮＨＫの小野さん、道新の竹村さん、木

下さん、森村さんと知識と情報と人脈の豊富な方を配

置していただきました。かなりのことはできると思っ

ております。１年間、いろいろ皆さんにはご協力をい

ただくこともあると思います。よろしくお願いいたし

ます。

親睦活動委員会　瀧波 　大亮委員長　

　そして、私は親睦

活動委員会、先ほど

らい自己紹介をして

おります委員長の瀧

波です。副委員長に

は石田さんと松井さ

んにやっていただき

ます。

　この親睦活動委員会ですが、本来コロナでなければ

ロータリーを楽しむという中核の委員会になるかと思

うのですけれども、マスクを外して夜の例会等ができ

ないという中で、この年度においても感染拡大の防止

と、合わせて会員間の交流の充実、この両極端なこと

を一緒にやっていかなくてはならない年度だと思って

おります。

とは言っても元々、楽しいこと大好きの私ですので、

皆さんに笑顔になってもらえるような１年の夜例会を

作り上げていきたいと思っておりますので、どうか１

年間よろしくお願いいたします。

得地　　哉副幹事

　皆さん、こんにち

は。「リリーフ登板

があるかもしれな

い」とは聞いていま

したけれど、いま時

間を見てもう終わり

だとすっかり油断を

しました。

もちろん 1年間頑張らせていただきますが、自己紹

介を忘れていました。今年度副幹事をおおせつかりま

した得地です。よろしくお願いいたします。

　私は、熊谷さんと同じ日の入会で、それから同期み

たいな感じで、同じ委員会だったりしたものですから、

そのようなことを思いながら今日は熊谷さんの話を聞

いていました。

今後１年間、もう始まっていますけれども熊谷さんの

思いも引き継ぎつつ頑張っていけたらと思っています

ので、引き続きどうぞよろしくお願いいたします。以

上です。

田内　康章副幹事

　皆さま、こんにち

は。今年度副幹事を

おおせつかりました

田内でございます。

昨年の７月に入会を

させていただきまし

た。

昨年の年末に杉村会長から「副幹事をやってくれない

か」というお話をいただいたのですけれども、例会の

休会が結構多かった中で、右も左も分からなかったも

ので断るにも断り切れず、やらせていただきますとい

うことになりました。

やっと約１年が経ちまして、本当に釧路ってすごく良

い街だと分かってきまして、体もかなり釧路に慣れて

きたところでこの暑さは相当こたえています。皆さま

もご自愛いただければと思っております。

微力ではありますが、釧路ロータリークラブ、ひいて

は釧路に少しでも貢献できるように一生懸命頑張りま

す。皆さま何卒よろしくお願いいたします。
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スタートアップパワーランチ

　　　　　　　　て　杉村　荘平会長

　皆さん、こんにち

は。お食事の方はお

続けください。本日

も多数のご出席をい

ただきまして本当に

ありがとうございま

す。すみません、反

省ができていなくて。先週も少し席が足りない状況で

皆さまにご迷惑をおかけしましたが、本日も少々席が

足りない状況になりましたことをお詫び申し上げま

す。来週から改善させていただきたいと思います。よ

ろしくお願いします。

　今日は、久しぶりにゆっくりとした時間で、この会

長挨拶を迎えられましたのでゆっくりとお話をさせて

もらえればと思っております。

脇会長年度の時に、隣でよく脇会長が「１週間はあっ

という間に来るのだけれど、１カ月は経つのが遅い」

という話しを散々していました。いま１カ月が経とう

としていますが、この言葉がいましみじみと心にしみ

てくる今日この頃でございます。「まだ１カ月経って

いないのか」というところですが、引き続き頑張って

行きたいと思っております。

　その中でひとつ、皆さんにまずご報告をさせていた

だきます。先日、８月のプログラムを流させていただ

きましたが、8月 26日の第 4例会をいまのところ夜

例会にさせていただこうと思っております。理由とし

ましては、８月末ということで少なくとも 65歳以上

の方々にワクチンが出回るだろう。他の市内のクラブ

は６月から通常に夜例会を行っていることを踏まえ

て。最後に釧路地域のコロナの感染状況が沈静化して

いるだろう。が３つ目の理由だったのですが、昨日少々

上がりまして 12名となっております。

一応いまのところ、目標として８月末に夜例会を再開

したいと思っております。これは臨機応変に、８月の

お盆前ぐらいの状況を見たうえで判断をしたいと思っ

ておりますが、その判断をしているということだけ皆

さんのご理解ご協力をお願いしたいと思っておりま

す。

　さて、ゆっくりということで。私はいま56歳になっ

てきますが、50歳を過ぎたころから「やはり、この

釧路クラブが１番居心地のいい素晴らしいクラブだ」

と考えてきました。この居心地の良さはどこから来る

のかと思っている時に、このようなエッセイを読みま

した。うまく話ができるかどうか分かりませんが。

親子で散歩をしているお父さんが、９歳の息子に「お

父さん、俺ね、自分で頭が良いと思っているんだよ」

と言われます。確かに学校では勉強もできるし運動も

できる。目立つ存在の息子ですが、そのようなことを

言うようではロクな大人にならないと思ったお父さん

は、ここでソクラテスの「無知の知」の話を返し技と

して出します。

この「無知の知」は、「俺は何でも知っているぞ」と

いう相手に対して、「いや私は自分が無知ということ

を知っている分だけ君より賢いよ」というカウンター

を当てる最強技です。　

それを返したら、息子が「いやいや、お父さん違うよ。

いまはそんな時代じゃないよ。いまネットでそんなこ

とを言ったらバカにされるだけだよ」とすかさずクロ

スカウンターを返すわけです。

「う～ん」となったお父さんがふと思ったことは、ソ

クラテスが言いたいことは知性ではなく品性ではない

かと。この社会で大事なことは知性だけを誇る人間に

対して、賢者的な態度で静かに諌める品性なのではな

いかとお父さんは考える、というお話です。

ここでなぜこの話をしたかというと、このエッセイを

読んで僕が思ったことは、これはまさに釧路クラブの

ことではないかと思ったわけです。

どういうことかというと、毎年若いイケイケのお山の

大将・新入会員が入ってきます。そこで釧路クラブに

いるいまはもう立派な賢者となった元『お山の大将』

が静かに諌める、背中で語りかける。そうすると、よ

ほど鈍感ではない『お山の大将』は、いかに自分が素

晴らしい環境にいるかを気付き始めて知らず知らずの

うちに賢者へと向かって行くというシステムができて

いるのが釧路クラブではないかと思っております。

釧路クラブは、この 85年の歴史の中で歴代の『お山

の大将』が長い・長い戦いを繰り返して、この品性を

土台にした素晴らしい釧路クラブの風土・歴史をつ

くってきたのではないかと思っております。また今回

85周年ですので、この 85周年の役割はいままで歴

代の『お山の大将』様たちに感謝をすることが、この

85周年の役割ではないかと思いました。という構想

に半年かかった会長挨拶でした、ということで。

今日例会をさせていただきますが、今日お話いただく

方々もさぞかし賢者になっている、かなりのレベルに

達している方々だと確信しておりますが、今日の設え

はやっと来ましたまさにマッハのスピードで賢者に向

かって爆進中の瀧波委員長です。親睦活動委員会の皆

さんには、コロナの中で大変ご苦労をされながら活動

いただいていることに感謝を申し上げまして会長挨拶

とさせていただきます。

　本日はどうぞよろしくお願いいたします。

幹事報告　市橋多佳丞幹事

　皆さま、こんにちは。幹事報告をさせていただきま

す。クラブに今年釧路にて行われる「地区大会」の案

内が届きました。後日、皆さま方には、正式にスケ

ジュール等々のご周知をさせていただきたいと思って

おりますので、まずは地区大会のご案内が来ているこ

とだけご理解をお願いいたします。

　皆さま方に参加をしていただきたいプログラムとし

ては、10月10日（日）の１日開催となっておりまして、

国際交流センターで開催される予定となっておりま

す。また今年度はコロナ禍で「大懇親会」等々は開催

されない模様です。また、合わせまして「地区大会決

議事項」をそちらのホワイトボードに貼らせていただ

きました。「第１号議案から第９号議案までの周知を

各クラブメンバーの皆さまにお諮りください」という

ご案内が来ておりますので、ホワイトボードに掲示を

しております。

　皆さま方には、お時間があります時にご一読いただ

ければと思っております。８月 25日までに皆さまの

ご意見を頂戴した中で、先方に返信したいと思ってお

りますのでどうぞよろしくお願い申し上げます。

　以上でございます。

転勤挨拶　

日本銀行釧路支店　熊谷　任明支店長　

　皆さん、こんにち

は。マスクを外して

ご挨拶をさせていた

だきます。先ほどご

紹介いただきました

とおり、今週月曜日

付けの辞令で東京の

本店に戻ることになりました。ほぼ２年間ということ

で、大変ありがとうございました。

　着任が、２年前の８月頭でしたけれど、ロータリー

には８月下旬に木下さんがスポンサーで入会をさせて

いただきまして、その後間もない 10月に「地区大会」

がありました。それに親睦活動委員会で参加をさせて

いただき、それを機会に皆さまとお近づきになれて、

ロータリーの活動はスムーズに行けたと思っていまし

て、たまたまでしたけれど大変ラッキーだったと思い

ます。

　その後、半年ぐらいでコロナということになりまし

て、以後、緊急事態宣言などで活動が休止になり、そ

れが後半の１年半ありましたけれども、その中でも

ロータリーに参加できる時に参加して、皆さんといろ

いろなお話をさせていただいたことは、私にとっても

大変ありがたかったです。

また、この２年間で活動休止期間が多かったにも関わ

らず、２回ほどお話をさせていただく機会もありまし

た。こちらも大変光栄でしたし、私も支店長をやって

良かったと思えた機会のひとつでございました。

　私の場合、珍しく子供が小さいものですから家族で

釧路に来ていまして、息子も夏休みが始まる前で、お

別れ会をやってもらいました。後半の半年ぐらいは毎

日のように放課後、友達と遊んで馴染んでくれたのを

引き離すことは少し辛いですけれども、これも息子の

成長にとって良い機会になったと思っております。

　この後、私は本店の検査室の検査役というポストに

就きます。これは日銀の内部で、本店・支店あるいは

海外事務所も含めて定期的に検査に入る機会がありま

して、そのようなことを行う立場であります。私は今

まで検査を受ける立場を何回も経験しましたけれど

も、検査に行く立場は初めてです。コロナ禍での支店

運営１年半、苦労した経験を活かしながら、またいろ

いろな人たちの悩みにも正面から向き合ってなにがし

かのアドバイスもできればと、抱負として考えており

ます。

後任は、二宮という者で、本店の金融市場局で総務課

長を務めていまして、そこからまいります。日銀のい

ろいろな金融政策を決める会合では、政策を決めるう

えで市場の状況がどうなっているか判断をすることが

前提となりますけれども、そのようなことを主に担当

していた者であります。それ以前も、いろいろなポス

トを回って来ておりますので、二宮も皆さまのお役に

立てることもあろうかと思いますので引き続きどうぞ

よろしくお願い申し上げます。

　２年間、誠にありがとうございました。

嵯峨記念育英会から報告　

公益財団法人嵯峨記念育英会　吉田　潤司前理事長

　皆さん、こんにちは。簡単に報告です。私は公益財

団法人嵯峨記念育英会理事長の吉田ですが、先般の育

英会理事会で私は退任をしまして、新しく新理事長と

して石田博司君が選任されましたのでご報告させてい

ただきます。

これからも給付金やいろいろな問題があると思います

けれど、その意味では若い人に代わってもらって少し

改革ができればと思っております。

　どうぞよろしくお願いいたします。

公益財団法人嵯峨記念育英会　石田　博司新理事長

　第５代の理事長吉田潤司さんの後をご指名いただき

ました石田です。改めてよろしくお願いいたします。

嵯峨育英会は、チャーターメンバー・嵯峨晃さんが昭

和 36年に設立されました。その時の拠出資金が

1,000 万円、いまの貨幣価値で言いますと１億円ぐら

いだろうと言われています。

１億円という私財を出して青少年育成のための財団を

設立した、その精神が脈々と釧路ロータリークラブに

受け継がれているから、先ほどの会長に対するアン

サースピーチではないですけれども、それが雰囲気と

してあるのがわがロータリークラブではないのかと私

は思います。

　人材の育成というものは、人類の重要課題のうちの

ひとつだろうと思います。いま釧路は経済的に大きな

大打撃を被っている状況の中、何よりも明日の釧路・

北海道・日本を担う若者の育成にわれわれ先輩たちが

心を砕かなければいけない時期だと思います。

大変なウイルス感染症もありまして、価値観の大転換

のときに運が悪くというか、試練の機会をいただいた

というか、果たして私ごときで青少年育成が担えるの

か、と思いますけれども、まずは皆さまのご協力をい

ただいて明日の釧路をつくるために微力を尽くしたい

と思います。どうぞよろしくお願いいたします。

親睦活動委員会　瀧波　大亮委員長　

　皆さま、お疲れ様です。ただいまご紹介いただきま

した親睦活動委員会委員長の瀧波です。どうぞよろし

くお願いいたします。まだまだ賢者見習い中ですので、

品性に欠ける発言が多々あるかもしれませんが温かい

目で見守っていただければと思います。

　さて、７月から始まりました 2021 年度体制ですが、

この１年間を担う委員長・大委員長のご紹介がまだで

きていなかったことから、本日の昼例会にてぜひこれ

を行いたいということで開催をさせていただきまし

た。

時間の関係上、大委員会ごとにご登壇いただきます。

大委員長には各委員長をご紹介いただき、各委員長か

ら１年間の抱負を２～３分程度で述べていただけると

ありがたく存じます。

　それでは、早速スタートしたいと思います。はじめ

にクラブ広報・会員組織委員会、村上大委員長、なら

びに横田委員長・五十嵐委員長・天方副委員長、ご登

壇をよろしくお願いいたします。

クラブ広報・会員組織委員会　村上　祐二委員長

　皆さん、こんにち

は。クラブ広報・会

員組織委員会委員長

を務めさせていただ

きます村上です。い

まの説明を聞いてい

ると、私には「喋る

な」と聞こえましたので喋りませんけれども、ただた

だこの１年間釧路ロータリークラブの活動を自分自身

が楽しむそんな１年にしていきたいと思っておりま

す。瀧波委員長に続き品性に欠けるお山の大将、大委

員長ですけれども、皆さん１年間よろしくお願いいた

します。

　それでは、クラブ会報の横田委員長からお願いいた

します。

クラブ会報・雑誌委員会　横田 　英喜委員長　

　本年度、クラブ会報・雑誌委員会の委員長を務めて

おります横田と申し

ます。副委員長には

いま写真を撮ってい

ただいております柴

崎さん。委員の方に

も協力をいただいて

おります。

個人的な話しで、嬉しいと思ったことは昨年まで一緒

に副幹事をしていた池田さんも同じ委員会に属してい

ます。勝手に「イケヨコペア」と感じていて、また安

心して池田さんに頼りながら今年１年間過ごしていき

たいと思います。

このような不規則な発言をしても議事録は職権で消さ

せていただきますので安心をして皆さんも自由な雰囲

気で発言をしていただきたいと思います。

　また、クラブの写真を撮ってホームページにあげて、

釧路クラブは楽しく過ごしていることを地域に発信を

していきたいと思いますので、皆さんどうぞご協力を

よろしくお願いいたします。

　ありがとうございます。

会員増強･選考･職業分類委員会　五十嵐　正弘委員長

　皆さん、こんにち

は。会員増強･選考･

職業分類委員会委員

長を仰せつかりまし

た五十嵐です。

今年度、当委員会で

は「５％の純増」と

いう大きな目標を掲げて既に動き出しております。年

度が始まる前から、杉村会長の熱い思いと委員会の重

要性についてレクチャーを受けまして、また大きなプ

レッシャーもいただきまして、早くから動き出してお

ります。しかしながら、二つ返事で入会を決断してく

れる皆さんがなかなかいませんので本当に苦慮してい

るところです。

先ほど会長からありましたけれども、釧路クラブの素

晴らしい魅力と仲間をみんなに分かりやすく説明をし

ながら根気強く口説いていきたいと思っております。

　何分、未熟者でございますので、お手伝いをお願い

する機会も多々あろうかと思いますけれども、優しく

手を差し伸べていただけたらと思います。

１年間頑張っていきますので、どうぞよろしくお願い

いたします。

クラブ研修委員会　天方　智順副委員長　

　研修委員会副委員長・天方です。今日欠席の脇委員

長、そして舟木副委員長と３人で務めてまいります。

会長のお話にありました、どう見ても脇委員長が昔は

お山の大将、舟木さんもお山の大将、私はどうか分か

りませんが。今年に

限って言えば、行き

場のない吹きだまり

のような三人衆と

なっております。

　先日、会長と脇委

員長と私で委員会を

いたしました。会長は思い起こされること・やりたい

ことがあるそうですので、炉辺会合も久しぶりに復活

して、皆さんにうとんじられない研修委員会として１

年間頑張ってまいりたいと思います。どうぞよろしく

お願いいたします。

奉仕プロジェクト委員会　小野寺　 俊委員長

　今年度、奉仕プロ

ジェクト委員会を率

いることになりまし

た小野寺でございま

す。よろしくお願い

いたします。

見てのとおり強力な

布陣でやらせていただくことになりました。ですので、

大委員長の私が不適切な発言・行動をして辞任に追い

込まれないように十分気を付けながら杉村年度を支え

ていきたいと思いますので、よろしくお願いいたした

いと思います。

それでは、社会奉仕委員会・須藤さんからお願いいた

します。

社会奉仕委員会　須藤　隆昭副委員長　

　社会奉仕委員会副

委員長の須藤です。

よろしくお願いしま

す。

３年目になりますけ

れども副委員長とい

う役割をもらったこ

とが初めてで、まだまだ会長方針にある自分自身が

ロータリーを楽しめていないこともありまして、こう

いうテーマを掲げていただいた杉村会長の下、自らが

楽しみ、そして地域を育むための社会奉仕活動、特に

今年は 85周年ということもありまして記念行事も控

えております。精一杯頑張りますので、どうぞよろし

くお願いします。

職業奉仕委員会　吉岡 　央委員長　

　職業奉仕委員長の大役を仰せつかりました吉岡と申

します。よろしくお願いいたします。

ロータリークラブだけが持つ職業奉仕を行って社会奉

仕活動ができればと思っています。

具体的には、昨年コ

ロナで実施できな

かった「職場訪問例

会」を実施させてい

ただいて活動をして

いきたいと思ってい

ます。

とはいえ、私自身も会員になりましてまだ日が浅く、

職場訪問例会を体験したことがありませんので、先輩

にいろいろご指導をいただきながら行っていきたいと

思っています。

私はこのような身なりなので社内では品性のない方の

人間の扱いをされていますが、釧路ロータリークラブ

の名を汚さないように１年間頑張っていきたいと思い

ますので、よろしくお願いいたします。

国際奉仕委員会　荒井 　剛委員長　

　今年、国際奉仕委

員長になりました荒

井です。よろしくお

願いします。

国際奉仕に関しては

３回目になると思い

ますが、直近で国際

奉仕事業に携わったものとしては３年ぐらい前、邵年

度だったと思いますが、タイのカンチャナブリーに皆

さんと一緒に行き「結核キャンペーン事業」に関わら

せていただきました。その前にもタイの他の地域で水

の事業、クラブの 80周年事業の時には、ブータンに

行かせていただいたこともあります。

国際奉仕事業は、国際奉仕事業をとおしてでしか味わ

うことができないものがたくさんあると感じておりま

す。ただ残念ながら昨年もそうですし、今年もそうで

すし、コロナの関係で日本国内もそうですが、海外に

も行けないような状況です。

その状況ですので今年度、具体的な何か国際奉仕事業

ができるかと言われれば難しいかもしれませんが、こ

こ 10年ぐらいで行ってきた釧路クラブの国際事業を

検証して、今後また何か新たな事業ができないか、今

年１年間取り組んでいきたいと思います。

　また近い将来、国際奉仕事業として参加することが

できましたらぜひ皆さんと一緒に行きたいと思ってお

りますので、よろしくお願いします。

青少年奉仕委員会　佐藤　貴之委員長　

　青少年奉仕委員会の佐藤です。私も今回青少年委員

会の委員長２回目を仰せつかっております。

前回、青少年奉仕委員会をやった時は、野球大会のグ

ランドを確保することが非常に大変で、副会長の浅川

さんが当時の幹事でした。公立大学をお借りし、厚岸

まで行って球場をお

借りしてと、当時幹

事の浅川さんにも厚

岸まで来ていただい

て本当に大変な思い

をしました。また今

年、「委員長を」と

伺った時に、グランドが大変だなということが第一印

象でした。

当初は「コロナで市民球場が空いている」という話で

今年は楽だなと思いきや、ふたを開けたらもう予定が

いっぱい詰まっている。「グランドはもう硬式を使え

ませんよ」という話を突然されて、本当に１カ月前「ど

うしよう」と。そこで急に、工業高校から「使っても

良いよ」とお話を奇跡的にいただきまして、今回はそ

んなに苦戦をせずグランドを何とか確保できた経緯が

ありました。

前回も大変な思いだったのですけれども、いま函館に

いてほとんど釧路には帰って来ない浅野さんが副委員

長となっております。今回は顔も見ていない感じなの

ですけれども小野寺大委員長と幹事にご相談をさせて

いただきまして、何とか進めさせていただいておりま

す。

このコロナ禍、昨年は全く青少年、開催できていなかっ

たので、今年は何とかうまく開催できればと思ってお

ります。

　どうぞ、皆さんよろしくお願いいたします。

ロータリー財団・奨学推進委員会　

　　　　　　　　　　　　栗林 　延次副委員長　

　それでは、ロータ

リー財団と奨学推進

委員会の発表をさせ

ていただきます。本

日は甲賀委員長が出

張中のため副委員長

の栗林でございます

が、それぞれ委員会から報告をさせていただきます。

よろしくお願いいたします。

ロータリー財団寄付推進委員会　濱谷 美津男委員長

　ロータリー財団寄

付推進委員会の濱谷

です。

例会よりもゴルフ場

で会う方が多いと思

いますが、ロータ

リー財団の寄付推進

委員会というと寄付金集めばかりしているのかなと。

その年次寄付金も財団のファンド、ＤＤＦやＷＦ、地

区や国際の活動資金からクラブ、また地区の地区補助

金事業やグローバル補助金事業に当てられているもの

です。ロータリーとして大変重要な役割を果たしてい

る部分でありますので、ご理解をいただけた中で寄付

を募ってまいりたいと思います。

　また、最近コロナ禍の中で補助金事業もなかなか進

まない状況、お金の集まり方も少なくなってきている

ことで、ＤＤＦ・ＷＦの配当のやり方も多少変わってき

て、財団のルールもそれに伴って変更をしています。

　あとは、『ポリオプラス』ということで、ポリオ撲

滅を進めていますが、昨年、アフリカの方の野生種の

ポリオが撲滅されました。しかし、ゲイツ財団やユニ

セフなどばかり報道に上がりまして、ロータリーが皆

さまに伝わっていない現状であります。そのようない

ろいろな情報をメンバーの皆さまに広げ、寄付を募っ

てまいりたいと思いますのでどうぞよろしくお願い申

し上げます。

米山記念奨学会委員会　川本 　和之委員長　

　こんにちは。米山

記念奨学会委員会の

担当をいたします川

本です。副委員長に

は、米本さんにお願

いをしております。

先ほどテーブルでお

話を聞いていたら「いろいろな委員会があるけれど何

をやっているのかよく分からない」という意見があり

ありましたので、この米山奨学会委員会を少し説明さ

せていただきたいと思います。

米山というのは、米山梅吉さんは日本のロータリー創

設からの方で、その方の名前をとっています。自費で

留学をされている各国の方々に奨学金をお渡しし、活

動をしていただくのをロータリーとして、国内の民間

では一番大きい奨学会ですけれども年間、約 900 人

位の方々に支援をさせていただいている委員会です。

なかなか直接支援という形にはなりませんけれども、

この釧路クラブは、今年 10月 31日にゴルフ大会を

行います。その時に同時開催で、できるだけ多くの方

に参加をしていただいて私財をつくって支援をしてい

く。またはこの米山の内容をより多くの方に理解をし

ていただいて、賛同をしていただく活動をするという

ことが、この米山の委員会の目的です。

なかなか難しい委員会ではありますけれども１人でも

多くの方に内容を理解していただき、またこの財団は、

だいたい「寄付をお願いしますよ」という形が多い委

員会ですけれども、ぜひその内容を理解していただき

ながら皆さんと一緒に 1年間頑張っていきたいと思

いますので、よろしくお願いいたします。

　ありがとうございました。

嵯峨記念育英会委員会　清水 　輝彦委員長　

　嵯峨記念育英会委

員会の委員長を務め

させていただきます

清水です。この委員

会につきまして、僕

が説明をしようと

思っていましたら先

ほど石田新理事長からご丁寧なご説明がありましたの

で、そこは割愛させていただきます。

　１番の問題は、身近な方たちを奨学生としてお迎え

して、旅立って行くことをサポートすることだと思い

ますが、このコロナの中で、皆さんのお顔がきちんと

見えるように、ご活躍を、あるいはこれからこのよう

なことがしていきたい、をうまく伝えられるかが大事

だと思っております。

皆さまのご協力をいただいて活動をしてまいりますの

で、よろしくお願いいたします。

クラブ運営委員会　中島 　徳政委員長　

　クラブ運営委員会

の大委員長を引き受

けさせていただきま

す中島でございま

す。１年間、よろし

くお願いいたしま

す。

私のところの３人、出席委員会樋口委員長、プログラ

ム委員会工藤委員長、親睦活動委員会の瀧波君という

形になっておりますが、私は選んでおりません。会長

の直接指名でございます。「ロータリーに思いのある

３人に頼んだので後はよろしく」ということで、私は

ここにはまっております。

それぞれ時間が後７分ございますのでよろしくお願い

したいと思います。それでは、１年間よろしくお願い

します。

出席委員会　樋口　 貴広委員長　

　今年度、出席委員

長を務めます樋口で

す。よろしくお願い

いたします。通常で

あればクラブ運営で

出席が一番先に話す

はずなので、身構え

ていたのですが、ちょっと出鼻を挫かれた感じで時間

調整的な立場になっております。

　今年の当委員会の目玉は「メイクアップ体験」を８

年ぶりぐらいで行います。なぜこんな時期にと思う方

もいらっしゃるかもしれませんが、私もそう思ってい

ます。

ただ杉村会長からの厳命で、「これはぜひやってくだ

さい」ということですので、社会情勢にもよりますが、

年明け２月～３月に予定をしておりますので、ぜひ多

くの方々に体験参加をしていただきたいと思います。

他のクラブへ行って他のクラブを知るということは、

自分の釧路クラブを見つめ直せる良い機会になると

思っています。

私も過去何度か幹事の立場として他のクラブを訪問し

ております。そうするとウチのクラブの良さなどいろ

いろ見えてきますので、ぜひ一度、参加されていない

方も参加をして、そういう機会につなげていただけれ

ばと思いますので、よろしくお願いいたします。

１年間、どうぞよろしくお願いいたします。

プログラム委員会　工藤　彦夫委員長　

　入会 20年、まだ

賢者になれずにチョ

ロチョロしている今

年度プログラム委員

長を仰せつかりまし

た工藤です。

活動計画書には、い

ろいろ書かせていただきましたけれども一番大切なこ

とは、会長の思いをどうプログラムの例会に乗せるか

だと考えております。一度会長とお話をした結果、か

なり数多くのやりたいことが、思いがあるみたいです。

きっと滝越年度に食い込むぞ大変だと思っていました

けれども、少しは絞り込んでいきたいと思っておりま

す。

　メンバーもＮＨＫの小野さん、道新の竹村さん、木

下さん、森村さんと知識と情報と人脈の豊富な方を配

置していただきました。かなりのことはできると思っ

ております。１年間、いろいろ皆さんにはご協力をい

ただくこともあると思います。よろしくお願いいたし

ます。

親睦活動委員会　瀧波 　大亮委員長　

　そして、私は親睦

活動委員会、先ほど

らい自己紹介をして

おります委員長の瀧

波です。副委員長に

は石田さんと松井さ

んにやっていただき

ます。

　この親睦活動委員会ですが、本来コロナでなければ

ロータリーを楽しむという中核の委員会になるかと思

うのですけれども、マスクを外して夜の例会等ができ

ないという中で、この年度においても感染拡大の防止

と、合わせて会員間の交流の充実、この両極端なこと

を一緒にやっていかなくてはならない年度だと思って

おります。

とは言っても元々、楽しいこと大好きの私ですので、

皆さんに笑顔になってもらえるような１年の夜例会を

作り上げていきたいと思っておりますので、どうか１

年間よろしくお願いいたします。

得地　　哉副幹事

　皆さん、こんにち

は。「リリーフ登板

があるかもしれな

い」とは聞いていま

したけれど、いま時

間を見てもう終わり

だとすっかり油断を

しました。

もちろん 1年間頑張らせていただきますが、自己紹

介を忘れていました。今年度副幹事をおおせつかりま

した得地です。よろしくお願いいたします。

　私は、熊谷さんと同じ日の入会で、それから同期み

たいな感じで、同じ委員会だったりしたものですから、

そのようなことを思いながら今日は熊谷さんの話を聞

いていました。

今後１年間、もう始まっていますけれども熊谷さんの

思いも引き継ぎつつ頑張っていけたらと思っています

ので、引き続きどうぞよろしくお願いいたします。以

上です。

田内　康章副幹事

　皆さま、こんにち

は。今年度副幹事を

おおせつかりました

田内でございます。

昨年の７月に入会を

させていただきまし

た。

昨年の年末に杉村会長から「副幹事をやってくれない

か」というお話をいただいたのですけれども、例会の

休会が結構多かった中で、右も左も分からなかったも

ので断るにも断り切れず、やらせていただきますとい

うことになりました。

やっと約１年が経ちまして、本当に釧路ってすごく良

い街だと分かってきまして、体もかなり釧路に慣れて

きたところでこの暑さは相当こたえています。皆さま

もご自愛いただければと思っております。

微力ではありますが、釧路ロータリークラブ、ひいて

は釧路に少しでも貢献できるように一生懸命頑張りま

す。皆さま何卒よろしくお願いいたします。
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　　　　　　　　て　杉村　荘平会長

　皆さん、こんにち

は。お食事の方はお

続けください。本日

も多数のご出席をい

ただきまして本当に

ありがとうございま

す。すみません、反

省ができていなくて。先週も少し席が足りない状況で

皆さまにご迷惑をおかけしましたが、本日も少々席が

足りない状況になりましたことをお詫び申し上げま

す。来週から改善させていただきたいと思います。よ

ろしくお願いします。

　今日は、久しぶりにゆっくりとした時間で、この会

長挨拶を迎えられましたのでゆっくりとお話をさせて

もらえればと思っております。

脇会長年度の時に、隣でよく脇会長が「１週間はあっ

という間に来るのだけれど、１カ月は経つのが遅い」

という話しを散々していました。いま１カ月が経とう

としていますが、この言葉がいましみじみと心にしみ

てくる今日この頃でございます。「まだ１カ月経って

いないのか」というところですが、引き続き頑張って

行きたいと思っております。

　その中でひとつ、皆さんにまずご報告をさせていた

だきます。先日、８月のプログラムを流させていただ

きましたが、8月 26日の第 4例会をいまのところ夜

例会にさせていただこうと思っております。理由とし

ましては、８月末ということで少なくとも 65歳以上

の方々にワクチンが出回るだろう。他の市内のクラブ

は６月から通常に夜例会を行っていることを踏まえ

て。最後に釧路地域のコロナの感染状況が沈静化して

いるだろう。が３つ目の理由だったのですが、昨日少々

上がりまして 12名となっております。

一応いまのところ、目標として８月末に夜例会を再開

したいと思っております。これは臨機応変に、８月の

お盆前ぐらいの状況を見たうえで判断をしたいと思っ

ておりますが、その判断をしているということだけ皆

さんのご理解ご協力をお願いしたいと思っておりま

す。

　さて、ゆっくりということで。私はいま56歳になっ

てきますが、50歳を過ぎたころから「やはり、この

釧路クラブが１番居心地のいい素晴らしいクラブだ」

と考えてきました。この居心地の良さはどこから来る

のかと思っている時に、このようなエッセイを読みま

した。うまく話ができるかどうか分かりませんが。

親子で散歩をしているお父さんが、９歳の息子に「お

父さん、俺ね、自分で頭が良いと思っているんだよ」

と言われます。確かに学校では勉強もできるし運動も

できる。目立つ存在の息子ですが、そのようなことを

言うようではロクな大人にならないと思ったお父さん

は、ここでソクラテスの「無知の知」の話を返し技と

して出します。

この「無知の知」は、「俺は何でも知っているぞ」と

いう相手に対して、「いや私は自分が無知ということ

を知っている分だけ君より賢いよ」というカウンター

を当てる最強技です。　

それを返したら、息子が「いやいや、お父さん違うよ。

いまはそんな時代じゃないよ。いまネットでそんなこ

とを言ったらバカにされるだけだよ」とすかさずクロ

スカウンターを返すわけです。

「う～ん」となったお父さんがふと思ったことは、ソ

クラテスが言いたいことは知性ではなく品性ではない

かと。この社会で大事なことは知性だけを誇る人間に

対して、賢者的な態度で静かに諌める品性なのではな

いかとお父さんは考える、というお話です。

ここでなぜこの話をしたかというと、このエッセイを

読んで僕が思ったことは、これはまさに釧路クラブの

ことではないかと思ったわけです。

どういうことかというと、毎年若いイケイケのお山の

大将・新入会員が入ってきます。そこで釧路クラブに

いるいまはもう立派な賢者となった元『お山の大将』

が静かに諌める、背中で語りかける。そうすると、よ

ほど鈍感ではない『お山の大将』は、いかに自分が素

晴らしい環境にいるかを気付き始めて知らず知らずの

うちに賢者へと向かって行くというシステムができて

いるのが釧路クラブではないかと思っております。

釧路クラブは、この 85年の歴史の中で歴代の『お山

の大将』が長い・長い戦いを繰り返して、この品性を

土台にした素晴らしい釧路クラブの風土・歴史をつ

くってきたのではないかと思っております。また今回

85周年ですので、この 85周年の役割はいままで歴

代の『お山の大将』様たちに感謝をすることが、この

85周年の役割ではないかと思いました。という構想

に半年かかった会長挨拶でした、ということで。

今日例会をさせていただきますが、今日お話いただく

方々もさぞかし賢者になっている、かなりのレベルに

達している方々だと確信しておりますが、今日の設え

はやっと来ましたまさにマッハのスピードで賢者に向

かって爆進中の瀧波委員長です。親睦活動委員会の皆

さんには、コロナの中で大変ご苦労をされながら活動

いただいていることに感謝を申し上げまして会長挨拶

とさせていただきます。

　本日はどうぞよろしくお願いいたします。

幹事報告　市橋多佳丞幹事

　皆さま、こんにちは。幹事報告をさせていただきま

す。クラブに今年釧路にて行われる「地区大会」の案

内が届きました。後日、皆さま方には、正式にスケ

ジュール等々のご周知をさせていただきたいと思って

おりますので、まずは地区大会のご案内が来ているこ

とだけご理解をお願いいたします。

　皆さま方に参加をしていただきたいプログラムとし

ては、10月10日（日）の１日開催となっておりまして、

国際交流センターで開催される予定となっておりま

す。また今年度はコロナ禍で「大懇親会」等々は開催

されない模様です。また、合わせまして「地区大会決

議事項」をそちらのホワイトボードに貼らせていただ

きました。「第１号議案から第９号議案までの周知を

各クラブメンバーの皆さまにお諮りください」という

ご案内が来ておりますので、ホワイトボードに掲示を

しております。

　皆さま方には、お時間があります時にご一読いただ

ければと思っております。８月 25日までに皆さまの

ご意見を頂戴した中で、先方に返信したいと思ってお

りますのでどうぞよろしくお願い申し上げます。

　以上でございます。

転勤挨拶　

日本銀行釧路支店　熊谷　任明支店長　

　皆さん、こんにち

は。マスクを外して

ご挨拶をさせていた

だきます。先ほどご

紹介いただきました

とおり、今週月曜日

付けの辞令で東京の

本店に戻ることになりました。ほぼ２年間ということ

で、大変ありがとうございました。

　着任が、２年前の８月頭でしたけれど、ロータリー

には８月下旬に木下さんがスポンサーで入会をさせて

いただきまして、その後間もない 10月に「地区大会」

がありました。それに親睦活動委員会で参加をさせて

いただき、それを機会に皆さまとお近づきになれて、

ロータリーの活動はスムーズに行けたと思っていまし

て、たまたまでしたけれど大変ラッキーだったと思い

ます。

　その後、半年ぐらいでコロナということになりまし

て、以後、緊急事態宣言などで活動が休止になり、そ

れが後半の１年半ありましたけれども、その中でも

ロータリーに参加できる時に参加して、皆さんといろ

いろなお話をさせていただいたことは、私にとっても

大変ありがたかったです。

また、この２年間で活動休止期間が多かったにも関わ

らず、２回ほどお話をさせていただく機会もありまし

た。こちらも大変光栄でしたし、私も支店長をやって

良かったと思えた機会のひとつでございました。

　私の場合、珍しく子供が小さいものですから家族で

釧路に来ていまして、息子も夏休みが始まる前で、お

別れ会をやってもらいました。後半の半年ぐらいは毎

日のように放課後、友達と遊んで馴染んでくれたのを

引き離すことは少し辛いですけれども、これも息子の

成長にとって良い機会になったと思っております。

　この後、私は本店の検査室の検査役というポストに

就きます。これは日銀の内部で、本店・支店あるいは

海外事務所も含めて定期的に検査に入る機会がありま

して、そのようなことを行う立場であります。私は今

まで検査を受ける立場を何回も経験しましたけれど

も、検査に行く立場は初めてです。コロナ禍での支店

運営１年半、苦労した経験を活かしながら、またいろ

いろな人たちの悩みにも正面から向き合ってなにがし

かのアドバイスもできればと、抱負として考えており

ます。

後任は、二宮という者で、本店の金融市場局で総務課

長を務めていまして、そこからまいります。日銀のい

ろいろな金融政策を決める会合では、政策を決めるう

えで市場の状況がどうなっているか判断をすることが

前提となりますけれども、そのようなことを主に担当

していた者であります。それ以前も、いろいろなポス

トを回って来ておりますので、二宮も皆さまのお役に

立てることもあろうかと思いますので引き続きどうぞ

よろしくお願い申し上げます。

　２年間、誠にありがとうございました。

嵯峨記念育英会から報告　

公益財団法人嵯峨記念育英会　吉田　潤司前理事長

　皆さん、こんにちは。簡単に報告です。私は公益財

団法人嵯峨記念育英会理事長の吉田ですが、先般の育

英会理事会で私は退任をしまして、新しく新理事長と

して石田博司君が選任されましたのでご報告させてい

ただきます。

これからも給付金やいろいろな問題があると思います

けれど、その意味では若い人に代わってもらって少し

改革ができればと思っております。

　どうぞよろしくお願いいたします。

公益財団法人嵯峨記念育英会　石田　博司新理事長

　第５代の理事長吉田潤司さんの後をご指名いただき

ました石田です。改めてよろしくお願いいたします。

嵯峨育英会は、チャーターメンバー・嵯峨晃さんが昭

和 36年に設立されました。その時の拠出資金が

1,000 万円、いまの貨幣価値で言いますと１億円ぐら

いだろうと言われています。

１億円という私財を出して青少年育成のための財団を

設立した、その精神が脈々と釧路ロータリークラブに

受け継がれているから、先ほどの会長に対するアン

サースピーチではないですけれども、それが雰囲気と

してあるのがわがロータリークラブではないのかと私

は思います。

　人材の育成というものは、人類の重要課題のうちの

ひとつだろうと思います。いま釧路は経済的に大きな

大打撃を被っている状況の中、何よりも明日の釧路・

北海道・日本を担う若者の育成にわれわれ先輩たちが

心を砕かなければいけない時期だと思います。

大変なウイルス感染症もありまして、価値観の大転換

のときに運が悪くというか、試練の機会をいただいた

というか、果たして私ごときで青少年育成が担えるの

か、と思いますけれども、まずは皆さまのご協力をい

ただいて明日の釧路をつくるために微力を尽くしたい

と思います。どうぞよろしくお願いいたします。

親睦活動委員会　瀧波　大亮委員長　

　皆さま、お疲れ様です。ただいまご紹介いただきま

した親睦活動委員会委員長の瀧波です。どうぞよろし

くお願いいたします。まだまだ賢者見習い中ですので、

品性に欠ける発言が多々あるかもしれませんが温かい

目で見守っていただければと思います。

　さて、７月から始まりました 2021 年度体制ですが、

この１年間を担う委員長・大委員長のご紹介がまだで

きていなかったことから、本日の昼例会にてぜひこれ

を行いたいということで開催をさせていただきまし

た。

時間の関係上、大委員会ごとにご登壇いただきます。

大委員長には各委員長をご紹介いただき、各委員長か

ら１年間の抱負を２～３分程度で述べていただけると

ありがたく存じます。

　それでは、早速スタートしたいと思います。はじめ

にクラブ広報・会員組織委員会、村上大委員長、なら

びに横田委員長・五十嵐委員長・天方副委員長、ご登

壇をよろしくお願いいたします。

クラブ広報・会員組織委員会　村上　祐二委員長

　皆さん、こんにち

は。クラブ広報・会

員組織委員会委員長

を務めさせていただ

きます村上です。い

まの説明を聞いてい

ると、私には「喋る

な」と聞こえましたので喋りませんけれども、ただた

だこの１年間釧路ロータリークラブの活動を自分自身

が楽しむそんな１年にしていきたいと思っておりま

す。瀧波委員長に続き品性に欠けるお山の大将、大委

員長ですけれども、皆さん１年間よろしくお願いいた

します。

　それでは、クラブ会報の横田委員長からお願いいた

します。

クラブ会報・雑誌委員会　横田 　英喜委員長　

　本年度、クラブ会報・雑誌委員会の委員長を務めて

おります横田と申し

ます。副委員長には

いま写真を撮ってい

ただいております柴

崎さん。委員の方に

も協力をいただいて

おります。

個人的な話しで、嬉しいと思ったことは昨年まで一緒

に副幹事をしていた池田さんも同じ委員会に属してい

ます。勝手に「イケヨコペア」と感じていて、また安

心して池田さんに頼りながら今年１年間過ごしていき

たいと思います。

このような不規則な発言をしても議事録は職権で消さ

せていただきますので安心をして皆さんも自由な雰囲

気で発言をしていただきたいと思います。

　また、クラブの写真を撮ってホームページにあげて、

釧路クラブは楽しく過ごしていることを地域に発信を

していきたいと思いますので、皆さんどうぞご協力を

よろしくお願いいたします。

　ありがとうございます。

会員増強･選考･職業分類委員会　五十嵐　正弘委員長

　皆さん、こんにち

は。会員増強･選考･

職業分類委員会委員

長を仰せつかりまし

た五十嵐です。

今年度、当委員会で

は「５％の純増」と

いう大きな目標を掲げて既に動き出しております。年

度が始まる前から、杉村会長の熱い思いと委員会の重

要性についてレクチャーを受けまして、また大きなプ

レッシャーもいただきまして、早くから動き出してお

ります。しかしながら、二つ返事で入会を決断してく

れる皆さんがなかなかいませんので本当に苦慮してい

るところです。

先ほど会長からありましたけれども、釧路クラブの素

晴らしい魅力と仲間をみんなに分かりやすく説明をし

ながら根気強く口説いていきたいと思っております。

　何分、未熟者でございますので、お手伝いをお願い

する機会も多々あろうかと思いますけれども、優しく

手を差し伸べていただけたらと思います。

１年間頑張っていきますので、どうぞよろしくお願い

いたします。

クラブ研修委員会　天方　智順副委員長　

　研修委員会副委員長・天方です。今日欠席の脇委員

長、そして舟木副委員長と３人で務めてまいります。

会長のお話にありました、どう見ても脇委員長が昔は

お山の大将、舟木さんもお山の大将、私はどうか分か

りませんが。今年に

限って言えば、行き

場のない吹きだまり

のような三人衆と

なっております。

　先日、会長と脇委

員長と私で委員会を

いたしました。会長は思い起こされること・やりたい

ことがあるそうですので、炉辺会合も久しぶりに復活

して、皆さんにうとんじられない研修委員会として１

年間頑張ってまいりたいと思います。どうぞよろしく

お願いいたします。

奉仕プロジェクト委員会　小野寺　 俊委員長

　今年度、奉仕プロ

ジェクト委員会を率

いることになりまし

た小野寺でございま

す。よろしくお願い

いたします。

見てのとおり強力な

布陣でやらせていただくことになりました。ですので、

大委員長の私が不適切な発言・行動をして辞任に追い

込まれないように十分気を付けながら杉村年度を支え

ていきたいと思いますので、よろしくお願いいたした

いと思います。

それでは、社会奉仕委員会・須藤さんからお願いいた

します。

社会奉仕委員会　須藤　隆昭副委員長　

　社会奉仕委員会副

委員長の須藤です。

よろしくお願いしま

す。

３年目になりますけ

れども副委員長とい

う役割をもらったこ

とが初めてで、まだまだ会長方針にある自分自身が

ロータリーを楽しめていないこともありまして、こう

いうテーマを掲げていただいた杉村会長の下、自らが

楽しみ、そして地域を育むための社会奉仕活動、特に

今年は 85周年ということもありまして記念行事も控

えております。精一杯頑張りますので、どうぞよろし

くお願いします。

職業奉仕委員会　吉岡 　央委員長　

　職業奉仕委員長の大役を仰せつかりました吉岡と申

します。よろしくお願いいたします。

ロータリークラブだけが持つ職業奉仕を行って社会奉

仕活動ができればと思っています。

具体的には、昨年コ

ロナで実施できな

かった「職場訪問例

会」を実施させてい

ただいて活動をして

いきたいと思ってい

ます。

とはいえ、私自身も会員になりましてまだ日が浅く、

職場訪問例会を体験したことがありませんので、先輩

にいろいろご指導をいただきながら行っていきたいと

思っています。

私はこのような身なりなので社内では品性のない方の

人間の扱いをされていますが、釧路ロータリークラブ

の名を汚さないように１年間頑張っていきたいと思い

ますので、よろしくお願いいたします。

国際奉仕委員会　荒井 　剛委員長　

　今年、国際奉仕委

員長になりました荒

井です。よろしくお

願いします。

国際奉仕に関しては

３回目になると思い

ますが、直近で国際

奉仕事業に携わったものとしては３年ぐらい前、邵年

度だったと思いますが、タイのカンチャナブリーに皆

さんと一緒に行き「結核キャンペーン事業」に関わら

せていただきました。その前にもタイの他の地域で水

の事業、クラブの 80周年事業の時には、ブータンに

行かせていただいたこともあります。

国際奉仕事業は、国際奉仕事業をとおしてでしか味わ

うことができないものがたくさんあると感じておりま

す。ただ残念ながら昨年もそうですし、今年もそうで

すし、コロナの関係で日本国内もそうですが、海外に

も行けないような状況です。

その状況ですので今年度、具体的な何か国際奉仕事業

ができるかと言われれば難しいかもしれませんが、こ

こ 10年ぐらいで行ってきた釧路クラブの国際事業を

検証して、今後また何か新たな事業ができないか、今

年１年間取り組んでいきたいと思います。

　また近い将来、国際奉仕事業として参加することが

できましたらぜひ皆さんと一緒に行きたいと思ってお

りますので、よろしくお願いします。

青少年奉仕委員会　佐藤　貴之委員長　

　青少年奉仕委員会の佐藤です。私も今回青少年委員

会の委員長２回目を仰せつかっております。

前回、青少年奉仕委員会をやった時は、野球大会のグ

ランドを確保することが非常に大変で、副会長の浅川

さんが当時の幹事でした。公立大学をお借りし、厚岸

まで行って球場をお

借りしてと、当時幹

事の浅川さんにも厚

岸まで来ていただい

て本当に大変な思い

をしました。また今

年、「委員長を」と

伺った時に、グランドが大変だなということが第一印

象でした。

当初は「コロナで市民球場が空いている」という話で

今年は楽だなと思いきや、ふたを開けたらもう予定が

いっぱい詰まっている。「グランドはもう硬式を使え

ませんよ」という話を突然されて、本当に１カ月前「ど

うしよう」と。そこで急に、工業高校から「使っても

良いよ」とお話を奇跡的にいただきまして、今回はそ

んなに苦戦をせずグランドを何とか確保できた経緯が

ありました。

前回も大変な思いだったのですけれども、いま函館に

いてほとんど釧路には帰って来ない浅野さんが副委員

長となっております。今回は顔も見ていない感じなの

ですけれども小野寺大委員長と幹事にご相談をさせて

いただきまして、何とか進めさせていただいておりま

す。

このコロナ禍、昨年は全く青少年、開催できていなかっ

たので、今年は何とかうまく開催できればと思ってお

ります。

　どうぞ、皆さんよろしくお願いいたします。

ロータリー財団・奨学推進委員会　

　　　　　　　　　　　　栗林 　延次副委員長　

　それでは、ロータ

リー財団と奨学推進

委員会の発表をさせ

ていただきます。本

日は甲賀委員長が出

張中のため副委員長

の栗林でございます

が、それぞれ委員会から報告をさせていただきます。

よろしくお願いいたします。

ロータリー財団寄付推進委員会　濱谷 美津男委員長

　ロータリー財団寄

付推進委員会の濱谷

です。

例会よりもゴルフ場

で会う方が多いと思

いますが、ロータ

リー財団の寄付推進

委員会というと寄付金集めばかりしているのかなと。

その年次寄付金も財団のファンド、ＤＤＦやＷＦ、地

区や国際の活動資金からクラブ、また地区の地区補助

金事業やグローバル補助金事業に当てられているもの

です。ロータリーとして大変重要な役割を果たしてい

る部分でありますので、ご理解をいただけた中で寄付

を募ってまいりたいと思います。

　また、最近コロナ禍の中で補助金事業もなかなか進

まない状況、お金の集まり方も少なくなってきている

ことで、ＤＤＦ・ＷＦの配当のやり方も多少変わってき

て、財団のルールもそれに伴って変更をしています。

　あとは、『ポリオプラス』ということで、ポリオ撲

滅を進めていますが、昨年、アフリカの方の野生種の

ポリオが撲滅されました。しかし、ゲイツ財団やユニ

セフなどばかり報道に上がりまして、ロータリーが皆

さまに伝わっていない現状であります。そのようない

ろいろな情報をメンバーの皆さまに広げ、寄付を募っ

てまいりたいと思いますのでどうぞよろしくお願い申

し上げます。

米山記念奨学会委員会　川本 　和之委員長　

　こんにちは。米山

記念奨学会委員会の

担当をいたします川

本です。副委員長に

は、米本さんにお願

いをしております。

先ほどテーブルでお

話を聞いていたら「いろいろな委員会があるけれど何

をやっているのかよく分からない」という意見があり

ありましたので、この米山奨学会委員会を少し説明さ

せていただきたいと思います。

米山というのは、米山梅吉さんは日本のロータリー創

設からの方で、その方の名前をとっています。自費で

留学をされている各国の方々に奨学金をお渡しし、活

動をしていただくのをロータリーとして、国内の民間

では一番大きい奨学会ですけれども年間、約 900 人

位の方々に支援をさせていただいている委員会です。

なかなか直接支援という形にはなりませんけれども、

この釧路クラブは、今年 10月 31日にゴルフ大会を

行います。その時に同時開催で、できるだけ多くの方

に参加をしていただいて私財をつくって支援をしてい

く。またはこの米山の内容をより多くの方に理解をし

ていただいて、賛同をしていただく活動をするという

ことが、この米山の委員会の目的です。

なかなか難しい委員会ではありますけれども１人でも

多くの方に内容を理解していただき、またこの財団は、

だいたい「寄付をお願いしますよ」という形が多い委

員会ですけれども、ぜひその内容を理解していただき

ながら皆さんと一緒に 1年間頑張っていきたいと思

いますので、よろしくお願いいたします。

　ありがとうございました。

嵯峨記念育英会委員会　清水 　輝彦委員長　

　嵯峨記念育英会委

員会の委員長を務め

させていただきます

清水です。この委員

会につきまして、僕

が説明をしようと

思っていましたら先

ほど石田新理事長からご丁寧なご説明がありましたの

で、そこは割愛させていただきます。

　１番の問題は、身近な方たちを奨学生としてお迎え

して、旅立って行くことをサポートすることだと思い

ますが、このコロナの中で、皆さんのお顔がきちんと

見えるように、ご活躍を、あるいはこれからこのよう

なことがしていきたい、をうまく伝えられるかが大事

だと思っております。

皆さまのご協力をいただいて活動をしてまいりますの

で、よろしくお願いいたします。

クラブ運営委員会　中島 　徳政委員長　

　クラブ運営委員会

の大委員長を引き受

けさせていただきま

す中島でございま

す。１年間、よろし

くお願いいたしま

す。

私のところの３人、出席委員会樋口委員長、プログラ

ム委員会工藤委員長、親睦活動委員会の瀧波君という

形になっておりますが、私は選んでおりません。会長

の直接指名でございます。「ロータリーに思いのある

３人に頼んだので後はよろしく」ということで、私は

ここにはまっております。

それぞれ時間が後７分ございますのでよろしくお願い

したいと思います。それでは、１年間よろしくお願い

します。

出席委員会　樋口　 貴広委員長　

　今年度、出席委員

長を務めます樋口で

す。よろしくお願い

いたします。通常で

あればクラブ運営で

出席が一番先に話す

はずなので、身構え

ていたのですが、ちょっと出鼻を挫かれた感じで時間

調整的な立場になっております。

　今年の当委員会の目玉は「メイクアップ体験」を８

年ぶりぐらいで行います。なぜこんな時期にと思う方

もいらっしゃるかもしれませんが、私もそう思ってい

ます。

ただ杉村会長からの厳命で、「これはぜひやってくだ

さい」ということですので、社会情勢にもよりますが、

年明け２月～３月に予定をしておりますので、ぜひ多

くの方々に体験参加をしていただきたいと思います。

他のクラブへ行って他のクラブを知るということは、

自分の釧路クラブを見つめ直せる良い機会になると

思っています。

私も過去何度か幹事の立場として他のクラブを訪問し

ております。そうするとウチのクラブの良さなどいろ

いろ見えてきますので、ぜひ一度、参加されていない

方も参加をして、そういう機会につなげていただけれ

ばと思いますので、よろしくお願いいたします。

１年間、どうぞよろしくお願いいたします。

プログラム委員会　工藤　彦夫委員長　

　入会 20年、まだ

賢者になれずにチョ

ロチョロしている今

年度プログラム委員

長を仰せつかりまし

た工藤です。

活動計画書には、い

ろいろ書かせていただきましたけれども一番大切なこ

とは、会長の思いをどうプログラムの例会に乗せるか

だと考えております。一度会長とお話をした結果、か

なり数多くのやりたいことが、思いがあるみたいです。

きっと滝越年度に食い込むぞ大変だと思っていました

けれども、少しは絞り込んでいきたいと思っておりま

す。

　メンバーもＮＨＫの小野さん、道新の竹村さん、木

下さん、森村さんと知識と情報と人脈の豊富な方を配

置していただきました。かなりのことはできると思っ

ております。１年間、いろいろ皆さんにはご協力をい

ただくこともあると思います。よろしくお願いいたし

ます。

親睦活動委員会　瀧波 　大亮委員長　

　そして、私は親睦

活動委員会、先ほど

らい自己紹介をして

おります委員長の瀧

波です。副委員長に

は石田さんと松井さ

んにやっていただき

ます。

　この親睦活動委員会ですが、本来コロナでなければ

ロータリーを楽しむという中核の委員会になるかと思

うのですけれども、マスクを外して夜の例会等ができ

ないという中で、この年度においても感染拡大の防止

と、合わせて会員間の交流の充実、この両極端なこと

を一緒にやっていかなくてはならない年度だと思って

おります。

とは言っても元々、楽しいこと大好きの私ですので、

皆さんに笑顔になってもらえるような１年の夜例会を

作り上げていきたいと思っておりますので、どうか１

年間よろしくお願いいたします。

得地　　哉副幹事

　皆さん、こんにち

は。「リリーフ登板

があるかもしれな

い」とは聞いていま

したけれど、いま時

間を見てもう終わり

だとすっかり油断を

しました。

もちろん 1年間頑張らせていただきますが、自己紹

介を忘れていました。今年度副幹事をおおせつかりま

した得地です。よろしくお願いいたします。

　私は、熊谷さんと同じ日の入会で、それから同期み

たいな感じで、同じ委員会だったりしたものですから、

そのようなことを思いながら今日は熊谷さんの話を聞

いていました。

今後１年間、もう始まっていますけれども熊谷さんの

思いも引き継ぎつつ頑張っていけたらと思っています

ので、引き続きどうぞよろしくお願いいたします。以

上です。

田内　康章副幹事

　皆さま、こんにち

は。今年度副幹事を

おおせつかりました

田内でございます。

昨年の７月に入会を

させていただきまし

た。

昨年の年末に杉村会長から「副幹事をやってくれない

か」というお話をいただいたのですけれども、例会の

休会が結構多かった中で、右も左も分からなかったも

ので断るにも断り切れず、やらせていただきますとい

うことになりました。

やっと約１年が経ちまして、本当に釧路ってすごく良

い街だと分かってきまして、体もかなり釧路に慣れて

きたところでこの暑さは相当こたえています。皆さま

もご自愛いただければと思っております。

微力ではありますが、釧路ロータリークラブ、ひいて

は釧路に少しでも貢献できるように一生懸命頑張りま

す。皆さま何卒よろしくお願いいたします。
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　　　　　　　　て　杉村　荘平会長

　皆さん、こんにち

は。お食事の方はお

続けください。本日

も多数のご出席をい

ただきまして本当に

ありがとうございま

す。すみません、反

省ができていなくて。先週も少し席が足りない状況で

皆さまにご迷惑をおかけしましたが、本日も少々席が

足りない状況になりましたことをお詫び申し上げま

す。来週から改善させていただきたいと思います。よ

ろしくお願いします。

　今日は、久しぶりにゆっくりとした時間で、この会

長挨拶を迎えられましたのでゆっくりとお話をさせて

もらえればと思っております。

脇会長年度の時に、隣でよく脇会長が「１週間はあっ

という間に来るのだけれど、１カ月は経つのが遅い」

という話しを散々していました。いま１カ月が経とう

としていますが、この言葉がいましみじみと心にしみ

てくる今日この頃でございます。「まだ１カ月経って

いないのか」というところですが、引き続き頑張って

行きたいと思っております。

　その中でひとつ、皆さんにまずご報告をさせていた

だきます。先日、８月のプログラムを流させていただ

きましたが、8月 26日の第 4例会をいまのところ夜

例会にさせていただこうと思っております。理由とし

ましては、８月末ということで少なくとも 65歳以上

の方々にワクチンが出回るだろう。他の市内のクラブ

は６月から通常に夜例会を行っていることを踏まえ

て。最後に釧路地域のコロナの感染状況が沈静化して

いるだろう。が３つ目の理由だったのですが、昨日少々

上がりまして 12名となっております。

一応いまのところ、目標として８月末に夜例会を再開

したいと思っております。これは臨機応変に、８月の

お盆前ぐらいの状況を見たうえで判断をしたいと思っ

ておりますが、その判断をしているということだけ皆

さんのご理解ご協力をお願いしたいと思っておりま

す。

　さて、ゆっくりということで。私はいま56歳になっ

てきますが、50歳を過ぎたころから「やはり、この

釧路クラブが１番居心地のいい素晴らしいクラブだ」

と考えてきました。この居心地の良さはどこから来る

のかと思っている時に、このようなエッセイを読みま

した。うまく話ができるかどうか分かりませんが。

親子で散歩をしているお父さんが、９歳の息子に「お

父さん、俺ね、自分で頭が良いと思っているんだよ」

と言われます。確かに学校では勉強もできるし運動も

できる。目立つ存在の息子ですが、そのようなことを

言うようではロクな大人にならないと思ったお父さん

は、ここでソクラテスの「無知の知」の話を返し技と

して出します。

この「無知の知」は、「俺は何でも知っているぞ」と

いう相手に対して、「いや私は自分が無知ということ

を知っている分だけ君より賢いよ」というカウンター

を当てる最強技です。　

それを返したら、息子が「いやいや、お父さん違うよ。

いまはそんな時代じゃないよ。いまネットでそんなこ

とを言ったらバカにされるだけだよ」とすかさずクロ

スカウンターを返すわけです。

「う～ん」となったお父さんがふと思ったことは、ソ

クラテスが言いたいことは知性ではなく品性ではない

かと。この社会で大事なことは知性だけを誇る人間に

対して、賢者的な態度で静かに諌める品性なのではな

いかとお父さんは考える、というお話です。

ここでなぜこの話をしたかというと、このエッセイを

読んで僕が思ったことは、これはまさに釧路クラブの

ことではないかと思ったわけです。

どういうことかというと、毎年若いイケイケのお山の

大将・新入会員が入ってきます。そこで釧路クラブに

いるいまはもう立派な賢者となった元『お山の大将』

が静かに諌める、背中で語りかける。そうすると、よ

ほど鈍感ではない『お山の大将』は、いかに自分が素

晴らしい環境にいるかを気付き始めて知らず知らずの

うちに賢者へと向かって行くというシステムができて

いるのが釧路クラブではないかと思っております。

釧路クラブは、この 85年の歴史の中で歴代の『お山

の大将』が長い・長い戦いを繰り返して、この品性を

土台にした素晴らしい釧路クラブの風土・歴史をつ

くってきたのではないかと思っております。また今回

85周年ですので、この 85周年の役割はいままで歴

代の『お山の大将』様たちに感謝をすることが、この

85周年の役割ではないかと思いました。という構想

に半年かかった会長挨拶でした、ということで。

今日例会をさせていただきますが、今日お話いただく

方々もさぞかし賢者になっている、かなりのレベルに

達している方々だと確信しておりますが、今日の設え

はやっと来ましたまさにマッハのスピードで賢者に向

かって爆進中の瀧波委員長です。親睦活動委員会の皆

さんには、コロナの中で大変ご苦労をされながら活動

いただいていることに感謝を申し上げまして会長挨拶

とさせていただきます。

　本日はどうぞよろしくお願いいたします。

幹事報告　市橋多佳丞幹事

　皆さま、こんにちは。幹事報告をさせていただきま

す。クラブに今年釧路にて行われる「地区大会」の案

内が届きました。後日、皆さま方には、正式にスケ

ジュール等々のご周知をさせていただきたいと思って

おりますので、まずは地区大会のご案内が来ているこ

とだけご理解をお願いいたします。

　皆さま方に参加をしていただきたいプログラムとし

ては、10月10日（日）の１日開催となっておりまして、

国際交流センターで開催される予定となっておりま

す。また今年度はコロナ禍で「大懇親会」等々は開催

されない模様です。また、合わせまして「地区大会決

議事項」をそちらのホワイトボードに貼らせていただ

きました。「第１号議案から第９号議案までの周知を

各クラブメンバーの皆さまにお諮りください」という

ご案内が来ておりますので、ホワイトボードに掲示を

しております。

　皆さま方には、お時間があります時にご一読いただ

ければと思っております。８月 25日までに皆さまの

ご意見を頂戴した中で、先方に返信したいと思ってお

りますのでどうぞよろしくお願い申し上げます。

　以上でございます。

転勤挨拶　

日本銀行釧路支店　熊谷　任明支店長　

　皆さん、こんにち

は。マスクを外して

ご挨拶をさせていた

だきます。先ほどご

紹介いただきました

とおり、今週月曜日

付けの辞令で東京の

本店に戻ることになりました。ほぼ２年間ということ

で、大変ありがとうございました。

　着任が、２年前の８月頭でしたけれど、ロータリー

には８月下旬に木下さんがスポンサーで入会をさせて

いただきまして、その後間もない 10月に「地区大会」

がありました。それに親睦活動委員会で参加をさせて

いただき、それを機会に皆さまとお近づきになれて、

ロータリーの活動はスムーズに行けたと思っていまし

て、たまたまでしたけれど大変ラッキーだったと思い

ます。

　その後、半年ぐらいでコロナということになりまし

て、以後、緊急事態宣言などで活動が休止になり、そ

れが後半の１年半ありましたけれども、その中でも

ロータリーに参加できる時に参加して、皆さんといろ

いろなお話をさせていただいたことは、私にとっても

大変ありがたかったです。

また、この２年間で活動休止期間が多かったにも関わ

らず、２回ほどお話をさせていただく機会もありまし

た。こちらも大変光栄でしたし、私も支店長をやって

良かったと思えた機会のひとつでございました。

　私の場合、珍しく子供が小さいものですから家族で

釧路に来ていまして、息子も夏休みが始まる前で、お

別れ会をやってもらいました。後半の半年ぐらいは毎

日のように放課後、友達と遊んで馴染んでくれたのを

引き離すことは少し辛いですけれども、これも息子の

成長にとって良い機会になったと思っております。

　この後、私は本店の検査室の検査役というポストに

就きます。これは日銀の内部で、本店・支店あるいは

海外事務所も含めて定期的に検査に入る機会がありま

して、そのようなことを行う立場であります。私は今

まで検査を受ける立場を何回も経験しましたけれど

も、検査に行く立場は初めてです。コロナ禍での支店

運営１年半、苦労した経験を活かしながら、またいろ

いろな人たちの悩みにも正面から向き合ってなにがし

かのアドバイスもできればと、抱負として考えており

ます。

後任は、二宮という者で、本店の金融市場局で総務課

長を務めていまして、そこからまいります。日銀のい

ろいろな金融政策を決める会合では、政策を決めるう

えで市場の状況がどうなっているか判断をすることが

前提となりますけれども、そのようなことを主に担当

していた者であります。それ以前も、いろいろなポス

トを回って来ておりますので、二宮も皆さまのお役に

立てることもあろうかと思いますので引き続きどうぞ

よろしくお願い申し上げます。

　２年間、誠にありがとうございました。

嵯峨記念育英会から報告　

公益財団法人嵯峨記念育英会　吉田　潤司前理事長

　皆さん、こんにちは。簡単に報告です。私は公益財

団法人嵯峨記念育英会理事長の吉田ですが、先般の育

英会理事会で私は退任をしまして、新しく新理事長と

して石田博司君が選任されましたのでご報告させてい

ただきます。

これからも給付金やいろいろな問題があると思います

けれど、その意味では若い人に代わってもらって少し

改革ができればと思っております。

　どうぞよろしくお願いいたします。

公益財団法人嵯峨記念育英会　石田　博司新理事長

　第５代の理事長吉田潤司さんの後をご指名いただき

ました石田です。改めてよろしくお願いいたします。

嵯峨育英会は、チャーターメンバー・嵯峨晃さんが昭

和 36年に設立されました。その時の拠出資金が

1,000 万円、いまの貨幣価値で言いますと１億円ぐら

いだろうと言われています。

１億円という私財を出して青少年育成のための財団を

設立した、その精神が脈々と釧路ロータリークラブに

受け継がれているから、先ほどの会長に対するアン

サースピーチではないですけれども、それが雰囲気と

してあるのがわがロータリークラブではないのかと私

は思います。

　人材の育成というものは、人類の重要課題のうちの

ひとつだろうと思います。いま釧路は経済的に大きな

大打撃を被っている状況の中、何よりも明日の釧路・

北海道・日本を担う若者の育成にわれわれ先輩たちが

心を砕かなければいけない時期だと思います。

大変なウイルス感染症もありまして、価値観の大転換

のときに運が悪くというか、試練の機会をいただいた

というか、果たして私ごときで青少年育成が担えるの

か、と思いますけれども、まずは皆さまのご協力をい

ただいて明日の釧路をつくるために微力を尽くしたい

と思います。どうぞよろしくお願いいたします。

親睦活動委員会　瀧波　大亮委員長　

　皆さま、お疲れ様です。ただいまご紹介いただきま

した親睦活動委員会委員長の瀧波です。どうぞよろし

くお願いいたします。まだまだ賢者見習い中ですので、

品性に欠ける発言が多々あるかもしれませんが温かい

目で見守っていただければと思います。

　さて、７月から始まりました 2021 年度体制ですが、

この１年間を担う委員長・大委員長のご紹介がまだで

きていなかったことから、本日の昼例会にてぜひこれ

を行いたいということで開催をさせていただきまし

た。

時間の関係上、大委員会ごとにご登壇いただきます。

大委員長には各委員長をご紹介いただき、各委員長か

ら１年間の抱負を２～３分程度で述べていただけると

ありがたく存じます。

　それでは、早速スタートしたいと思います。はじめ

にクラブ広報・会員組織委員会、村上大委員長、なら

びに横田委員長・五十嵐委員長・天方副委員長、ご登

壇をよろしくお願いいたします。

クラブ広報・会員組織委員会　村上　祐二委員長

　皆さん、こんにち

は。クラブ広報・会

員組織委員会委員長

を務めさせていただ

きます村上です。い

まの説明を聞いてい

ると、私には「喋る

な」と聞こえましたので喋りませんけれども、ただた

だこの１年間釧路ロータリークラブの活動を自分自身

が楽しむそんな１年にしていきたいと思っておりま

す。瀧波委員長に続き品性に欠けるお山の大将、大委

員長ですけれども、皆さん１年間よろしくお願いいた

します。

　それでは、クラブ会報の横田委員長からお願いいた

します。

クラブ会報・雑誌委員会　横田 　英喜委員長　

　本年度、クラブ会報・雑誌委員会の委員長を務めて

おります横田と申し

ます。副委員長には

いま写真を撮ってい

ただいております柴

崎さん。委員の方に

も協力をいただいて

おります。

個人的な話しで、嬉しいと思ったことは昨年まで一緒

に副幹事をしていた池田さんも同じ委員会に属してい

ます。勝手に「イケヨコペア」と感じていて、また安

心して池田さんに頼りながら今年１年間過ごしていき

たいと思います。

このような不規則な発言をしても議事録は職権で消さ

せていただきますので安心をして皆さんも自由な雰囲

気で発言をしていただきたいと思います。

　また、クラブの写真を撮ってホームページにあげて、

釧路クラブは楽しく過ごしていることを地域に発信を

していきたいと思いますので、皆さんどうぞご協力を

よろしくお願いいたします。

　ありがとうございます。

会員増強･選考･職業分類委員会　五十嵐　正弘委員長

　皆さん、こんにち

は。会員増強･選考･

職業分類委員会委員

長を仰せつかりまし

た五十嵐です。

今年度、当委員会で

は「５％の純増」と

いう大きな目標を掲げて既に動き出しております。年

度が始まる前から、杉村会長の熱い思いと委員会の重

要性についてレクチャーを受けまして、また大きなプ

レッシャーもいただきまして、早くから動き出してお

ります。しかしながら、二つ返事で入会を決断してく

れる皆さんがなかなかいませんので本当に苦慮してい

るところです。

先ほど会長からありましたけれども、釧路クラブの素

晴らしい魅力と仲間をみんなに分かりやすく説明をし

ながら根気強く口説いていきたいと思っております。

　何分、未熟者でございますので、お手伝いをお願い

する機会も多々あろうかと思いますけれども、優しく

手を差し伸べていただけたらと思います。

１年間頑張っていきますので、どうぞよろしくお願い

いたします。

クラブ研修委員会　天方　智順副委員長　

　研修委員会副委員長・天方です。今日欠席の脇委員

長、そして舟木副委員長と３人で務めてまいります。

会長のお話にありました、どう見ても脇委員長が昔は

お山の大将、舟木さんもお山の大将、私はどうか分か

りませんが。今年に

限って言えば、行き

場のない吹きだまり

のような三人衆と

なっております。

　先日、会長と脇委

員長と私で委員会を

いたしました。会長は思い起こされること・やりたい

ことがあるそうですので、炉辺会合も久しぶりに復活

して、皆さんにうとんじられない研修委員会として１

年間頑張ってまいりたいと思います。どうぞよろしく

お願いいたします。

奉仕プロジェクト委員会　小野寺　 俊委員長

　今年度、奉仕プロ

ジェクト委員会を率

いることになりまし

た小野寺でございま

す。よろしくお願い

いたします。

見てのとおり強力な

布陣でやらせていただくことになりました。ですので、

大委員長の私が不適切な発言・行動をして辞任に追い

込まれないように十分気を付けながら杉村年度を支え

ていきたいと思いますので、よろしくお願いいたした

いと思います。

それでは、社会奉仕委員会・須藤さんからお願いいた

します。

社会奉仕委員会　須藤　隆昭副委員長　

　社会奉仕委員会副

委員長の須藤です。

よろしくお願いしま

す。

３年目になりますけ

れども副委員長とい

う役割をもらったこ

とが初めてで、まだまだ会長方針にある自分自身が

ロータリーを楽しめていないこともありまして、こう

いうテーマを掲げていただいた杉村会長の下、自らが

楽しみ、そして地域を育むための社会奉仕活動、特に

今年は 85周年ということもありまして記念行事も控

えております。精一杯頑張りますので、どうぞよろし

くお願いします。

職業奉仕委員会　吉岡 　央委員長　

　職業奉仕委員長の大役を仰せつかりました吉岡と申

します。よろしくお願いいたします。

ロータリークラブだけが持つ職業奉仕を行って社会奉

仕活動ができればと思っています。

具体的には、昨年コ

ロナで実施できな

かった「職場訪問例

会」を実施させてい

ただいて活動をして

いきたいと思ってい

ます。

とはいえ、私自身も会員になりましてまだ日が浅く、

職場訪問例会を体験したことがありませんので、先輩

にいろいろご指導をいただきながら行っていきたいと

思っています。

私はこのような身なりなので社内では品性のない方の

人間の扱いをされていますが、釧路ロータリークラブ

の名を汚さないように１年間頑張っていきたいと思い

ますので、よろしくお願いいたします。

国際奉仕委員会　荒井 　剛委員長　

　今年、国際奉仕委

員長になりました荒

井です。よろしくお

願いします。

国際奉仕に関しては

３回目になると思い

ますが、直近で国際

奉仕事業に携わったものとしては３年ぐらい前、邵年

度だったと思いますが、タイのカンチャナブリーに皆

さんと一緒に行き「結核キャンペーン事業」に関わら

せていただきました。その前にもタイの他の地域で水

の事業、クラブの 80周年事業の時には、ブータンに

行かせていただいたこともあります。

国際奉仕事業は、国際奉仕事業をとおしてでしか味わ

うことができないものがたくさんあると感じておりま

す。ただ残念ながら昨年もそうですし、今年もそうで

すし、コロナの関係で日本国内もそうですが、海外に

も行けないような状況です。

その状況ですので今年度、具体的な何か国際奉仕事業

ができるかと言われれば難しいかもしれませんが、こ

こ 10年ぐらいで行ってきた釧路クラブの国際事業を

検証して、今後また何か新たな事業ができないか、今

年１年間取り組んでいきたいと思います。

　また近い将来、国際奉仕事業として参加することが

できましたらぜひ皆さんと一緒に行きたいと思ってお

りますので、よろしくお願いします。

青少年奉仕委員会　佐藤　貴之委員長　

　青少年奉仕委員会の佐藤です。私も今回青少年委員

会の委員長２回目を仰せつかっております。

前回、青少年奉仕委員会をやった時は、野球大会のグ

ランドを確保することが非常に大変で、副会長の浅川

さんが当時の幹事でした。公立大学をお借りし、厚岸

まで行って球場をお

借りしてと、当時幹

事の浅川さんにも厚

岸まで来ていただい

て本当に大変な思い

をしました。また今

年、「委員長を」と

伺った時に、グランドが大変だなということが第一印

象でした。

当初は「コロナで市民球場が空いている」という話で

今年は楽だなと思いきや、ふたを開けたらもう予定が

いっぱい詰まっている。「グランドはもう硬式を使え

ませんよ」という話を突然されて、本当に１カ月前「ど

うしよう」と。そこで急に、工業高校から「使っても

良いよ」とお話を奇跡的にいただきまして、今回はそ

んなに苦戦をせずグランドを何とか確保できた経緯が

ありました。

前回も大変な思いだったのですけれども、いま函館に

いてほとんど釧路には帰って来ない浅野さんが副委員

長となっております。今回は顔も見ていない感じなの

ですけれども小野寺大委員長と幹事にご相談をさせて

いただきまして、何とか進めさせていただいておりま

す。

このコロナ禍、昨年は全く青少年、開催できていなかっ

たので、今年は何とかうまく開催できればと思ってお

ります。

　どうぞ、皆さんよろしくお願いいたします。

ロータリー財団・奨学推進委員会　

　　　　　　　　　　　　栗林 　延次副委員長　

　それでは、ロータ

リー財団と奨学推進

委員会の発表をさせ

ていただきます。本

日は甲賀委員長が出

張中のため副委員長

の栗林でございます

が、それぞれ委員会から報告をさせていただきます。

よろしくお願いいたします。

ロータリー財団寄付推進委員会　濱谷 美津男委員長

　ロータリー財団寄

付推進委員会の濱谷

です。

例会よりもゴルフ場

で会う方が多いと思

いますが、ロータ

リー財団の寄付推進

委員会というと寄付金集めばかりしているのかなと。

その年次寄付金も財団のファンド、ＤＤＦやＷＦ、地

区や国際の活動資金からクラブ、また地区の地区補助

金事業やグローバル補助金事業に当てられているもの

です。ロータリーとして大変重要な役割を果たしてい

る部分でありますので、ご理解をいただけた中で寄付

を募ってまいりたいと思います。

　また、最近コロナ禍の中で補助金事業もなかなか進

まない状況、お金の集まり方も少なくなってきている

ことで、ＤＤＦ・ＷＦの配当のやり方も多少変わってき

て、財団のルールもそれに伴って変更をしています。

　あとは、『ポリオプラス』ということで、ポリオ撲

滅を進めていますが、昨年、アフリカの方の野生種の

ポリオが撲滅されました。しかし、ゲイツ財団やユニ

セフなどばかり報道に上がりまして、ロータリーが皆

さまに伝わっていない現状であります。そのようない

ろいろな情報をメンバーの皆さまに広げ、寄付を募っ

てまいりたいと思いますのでどうぞよろしくお願い申

し上げます。

米山記念奨学会委員会　川本 　和之委員長　

　こんにちは。米山

記念奨学会委員会の

担当をいたします川

本です。副委員長に

は、米本さんにお願

いをしております。

先ほどテーブルでお

話を聞いていたら「いろいろな委員会があるけれど何

をやっているのかよく分からない」という意見があり

ありましたので、この米山奨学会委員会を少し説明さ

せていただきたいと思います。

米山というのは、米山梅吉さんは日本のロータリー創

設からの方で、その方の名前をとっています。自費で

留学をされている各国の方々に奨学金をお渡しし、活

動をしていただくのをロータリーとして、国内の民間

では一番大きい奨学会ですけれども年間、約 900 人

位の方々に支援をさせていただいている委員会です。

なかなか直接支援という形にはなりませんけれども、

この釧路クラブは、今年 10月 31日にゴルフ大会を

行います。その時に同時開催で、できるだけ多くの方

に参加をしていただいて私財をつくって支援をしてい

く。またはこの米山の内容をより多くの方に理解をし

ていただいて、賛同をしていただく活動をするという

ことが、この米山の委員会の目的です。

なかなか難しい委員会ではありますけれども１人でも

多くの方に内容を理解していただき、またこの財団は、

だいたい「寄付をお願いしますよ」という形が多い委

員会ですけれども、ぜひその内容を理解していただき

ながら皆さんと一緒に 1年間頑張っていきたいと思

いますので、よろしくお願いいたします。

　ありがとうございました。

嵯峨記念育英会委員会　清水 　輝彦委員長　

　嵯峨記念育英会委

員会の委員長を務め

させていただきます

清水です。この委員

会につきまして、僕

が説明をしようと

思っていましたら先

ほど石田新理事長からご丁寧なご説明がありましたの

で、そこは割愛させていただきます。

　１番の問題は、身近な方たちを奨学生としてお迎え

して、旅立って行くことをサポートすることだと思い

ますが、このコロナの中で、皆さんのお顔がきちんと

見えるように、ご活躍を、あるいはこれからこのよう

なことがしていきたい、をうまく伝えられるかが大事

だと思っております。

皆さまのご協力をいただいて活動をしてまいりますの

で、よろしくお願いいたします。

クラブ運営委員会　中島 　徳政委員長　

　クラブ運営委員会

の大委員長を引き受

けさせていただきま

す中島でございま

す。１年間、よろし

くお願いいたしま

す。

私のところの３人、出席委員会樋口委員長、プログラ

ム委員会工藤委員長、親睦活動委員会の瀧波君という

形になっておりますが、私は選んでおりません。会長

の直接指名でございます。「ロータリーに思いのある

３人に頼んだので後はよろしく」ということで、私は

ここにはまっております。

それぞれ時間が後７分ございますのでよろしくお願い

したいと思います。それでは、１年間よろしくお願い

します。

出席委員会　樋口　 貴広委員長　

　今年度、出席委員

長を務めます樋口で

す。よろしくお願い

いたします。通常で

あればクラブ運営で

出席が一番先に話す

はずなので、身構え

ていたのですが、ちょっと出鼻を挫かれた感じで時間

調整的な立場になっております。

　今年の当委員会の目玉は「メイクアップ体験」を８

年ぶりぐらいで行います。なぜこんな時期にと思う方

もいらっしゃるかもしれませんが、私もそう思ってい

ます。

ただ杉村会長からの厳命で、「これはぜひやってくだ

さい」ということですので、社会情勢にもよりますが、

年明け２月～３月に予定をしておりますので、ぜひ多

くの方々に体験参加をしていただきたいと思います。

他のクラブへ行って他のクラブを知るということは、

自分の釧路クラブを見つめ直せる良い機会になると

思っています。

私も過去何度か幹事の立場として他のクラブを訪問し

ております。そうするとウチのクラブの良さなどいろ

いろ見えてきますので、ぜひ一度、参加されていない

方も参加をして、そういう機会につなげていただけれ

ばと思いますので、よろしくお願いいたします。

１年間、どうぞよろしくお願いいたします。

プログラム委員会　工藤　彦夫委員長　

　入会 20年、まだ

賢者になれずにチョ

ロチョロしている今

年度プログラム委員

長を仰せつかりまし

た工藤です。

活動計画書には、い

ろいろ書かせていただきましたけれども一番大切なこ

とは、会長の思いをどうプログラムの例会に乗せるか

だと考えております。一度会長とお話をした結果、か

なり数多くのやりたいことが、思いがあるみたいです。

きっと滝越年度に食い込むぞ大変だと思っていました

けれども、少しは絞り込んでいきたいと思っておりま

す。

　メンバーもＮＨＫの小野さん、道新の竹村さん、木

下さん、森村さんと知識と情報と人脈の豊富な方を配

置していただきました。かなりのことはできると思っ

ております。１年間、いろいろ皆さんにはご協力をい

ただくこともあると思います。よろしくお願いいたし

ます。

親睦活動委員会　瀧波 　大亮委員長　

　そして、私は親睦

活動委員会、先ほど

らい自己紹介をして

おります委員長の瀧

波です。副委員長に

は石田さんと松井さ

んにやっていただき

ます。

　この親睦活動委員会ですが、本来コロナでなければ

ロータリーを楽しむという中核の委員会になるかと思

うのですけれども、マスクを外して夜の例会等ができ

ないという中で、この年度においても感染拡大の防止

と、合わせて会員間の交流の充実、この両極端なこと

を一緒にやっていかなくてはならない年度だと思って

おります。

とは言っても元々、楽しいこと大好きの私ですので、

皆さんに笑顔になってもらえるような１年の夜例会を

作り上げていきたいと思っておりますので、どうか１

年間よろしくお願いいたします。

得地　　哉副幹事

　皆さん、こんにち

は。「リリーフ登板

があるかもしれな

い」とは聞いていま

したけれど、いま時

間を見てもう終わり

だとすっかり油断を

しました。

もちろん 1年間頑張らせていただきますが、自己紹

介を忘れていました。今年度副幹事をおおせつかりま

した得地です。よろしくお願いいたします。

　私は、熊谷さんと同じ日の入会で、それから同期み

たいな感じで、同じ委員会だったりしたものですから、

そのようなことを思いながら今日は熊谷さんの話を聞

いていました。

今後１年間、もう始まっていますけれども熊谷さんの

思いも引き継ぎつつ頑張っていけたらと思っています

ので、引き続きどうぞよろしくお願いいたします。以

上です。

田内　康章副幹事

　皆さま、こんにち

は。今年度副幹事を

おおせつかりました

田内でございます。

昨年の７月に入会を

させていただきまし

た。

昨年の年末に杉村会長から「副幹事をやってくれない

か」というお話をいただいたのですけれども、例会の

休会が結構多かった中で、右も左も分からなかったも

ので断るにも断り切れず、やらせていただきますとい

うことになりました。

やっと約１年が経ちまして、本当に釧路ってすごく良

い街だと分かってきまして、体もかなり釧路に慣れて

きたところでこの暑さは相当こたえています。皆さま

もご自愛いただければと思っております。

微力ではありますが、釧路ロータリークラブ、ひいて

は釧路に少しでも貢献できるように一生懸命頑張りま

す。皆さま何卒よろしくお願いいたします。
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　　　　　　　　て　杉村　荘平会長

　皆さん、こんにち

は。お食事の方はお

続けください。本日

も多数のご出席をい

ただきまして本当に

ありがとうございま

す。すみません、反

省ができていなくて。先週も少し席が足りない状況で

皆さまにご迷惑をおかけしましたが、本日も少々席が

足りない状況になりましたことをお詫び申し上げま

す。来週から改善させていただきたいと思います。よ

ろしくお願いします。

　今日は、久しぶりにゆっくりとした時間で、この会

長挨拶を迎えられましたのでゆっくりとお話をさせて

もらえればと思っております。

脇会長年度の時に、隣でよく脇会長が「１週間はあっ

という間に来るのだけれど、１カ月は経つのが遅い」

という話しを散々していました。いま１カ月が経とう

としていますが、この言葉がいましみじみと心にしみ

てくる今日この頃でございます。「まだ１カ月経って

いないのか」というところですが、引き続き頑張って

行きたいと思っております。

　その中でひとつ、皆さんにまずご報告をさせていた

だきます。先日、８月のプログラムを流させていただ

きましたが、8月 26日の第 4例会をいまのところ夜

例会にさせていただこうと思っております。理由とし

ましては、８月末ということで少なくとも 65歳以上

の方々にワクチンが出回るだろう。他の市内のクラブ

は６月から通常に夜例会を行っていることを踏まえ

て。最後に釧路地域のコロナの感染状況が沈静化して

いるだろう。が３つ目の理由だったのですが、昨日少々

上がりまして 12名となっております。

一応いまのところ、目標として８月末に夜例会を再開

したいと思っております。これは臨機応変に、８月の

お盆前ぐらいの状況を見たうえで判断をしたいと思っ

ておりますが、その判断をしているということだけ皆

さんのご理解ご協力をお願いしたいと思っておりま

す。

　さて、ゆっくりということで。私はいま56歳になっ

てきますが、50歳を過ぎたころから「やはり、この

釧路クラブが１番居心地のいい素晴らしいクラブだ」

と考えてきました。この居心地の良さはどこから来る

のかと思っている時に、このようなエッセイを読みま

した。うまく話ができるかどうか分かりませんが。

親子で散歩をしているお父さんが、９歳の息子に「お

父さん、俺ね、自分で頭が良いと思っているんだよ」

と言われます。確かに学校では勉強もできるし運動も

できる。目立つ存在の息子ですが、そのようなことを

言うようではロクな大人にならないと思ったお父さん

は、ここでソクラテスの「無知の知」の話を返し技と

して出します。

この「無知の知」は、「俺は何でも知っているぞ」と

いう相手に対して、「いや私は自分が無知ということ

を知っている分だけ君より賢いよ」というカウンター

を当てる最強技です。　

それを返したら、息子が「いやいや、お父さん違うよ。

いまはそんな時代じゃないよ。いまネットでそんなこ

とを言ったらバカにされるだけだよ」とすかさずクロ

スカウンターを返すわけです。

「う～ん」となったお父さんがふと思ったことは、ソ

クラテスが言いたいことは知性ではなく品性ではない

かと。この社会で大事なことは知性だけを誇る人間に

対して、賢者的な態度で静かに諌める品性なのではな

いかとお父さんは考える、というお話です。

ここでなぜこの話をしたかというと、このエッセイを

読んで僕が思ったことは、これはまさに釧路クラブの

ことではないかと思ったわけです。

どういうことかというと、毎年若いイケイケのお山の

大将・新入会員が入ってきます。そこで釧路クラブに

いるいまはもう立派な賢者となった元『お山の大将』

が静かに諌める、背中で語りかける。そうすると、よ

ほど鈍感ではない『お山の大将』は、いかに自分が素

晴らしい環境にいるかを気付き始めて知らず知らずの

うちに賢者へと向かって行くというシステムができて

いるのが釧路クラブではないかと思っております。

釧路クラブは、この 85年の歴史の中で歴代の『お山

の大将』が長い・長い戦いを繰り返して、この品性を

土台にした素晴らしい釧路クラブの風土・歴史をつ

くってきたのではないかと思っております。また今回

85周年ですので、この 85周年の役割はいままで歴

代の『お山の大将』様たちに感謝をすることが、この

85周年の役割ではないかと思いました。という構想

に半年かかった会長挨拶でした、ということで。

今日例会をさせていただきますが、今日お話いただく

方々もさぞかし賢者になっている、かなりのレベルに

達している方々だと確信しておりますが、今日の設え

はやっと来ましたまさにマッハのスピードで賢者に向

かって爆進中の瀧波委員長です。親睦活動委員会の皆

さんには、コロナの中で大変ご苦労をされながら活動

いただいていることに感謝を申し上げまして会長挨拶

とさせていただきます。

　本日はどうぞよろしくお願いいたします。

幹事報告　市橋多佳丞幹事

　皆さま、こんにちは。幹事報告をさせていただきま

す。クラブに今年釧路にて行われる「地区大会」の案

内が届きました。後日、皆さま方には、正式にスケ

ジュール等々のご周知をさせていただきたいと思って

おりますので、まずは地区大会のご案内が来ているこ

とだけご理解をお願いいたします。

　皆さま方に参加をしていただきたいプログラムとし

ては、10月10日（日）の１日開催となっておりまして、

国際交流センターで開催される予定となっておりま

す。また今年度はコロナ禍で「大懇親会」等々は開催

されない模様です。また、合わせまして「地区大会決

議事項」をそちらのホワイトボードに貼らせていただ

きました。「第１号議案から第９号議案までの周知を

各クラブメンバーの皆さまにお諮りください」という

ご案内が来ておりますので、ホワイトボードに掲示を

しております。

　皆さま方には、お時間があります時にご一読いただ

ければと思っております。８月 25日までに皆さまの

ご意見を頂戴した中で、先方に返信したいと思ってお

りますのでどうぞよろしくお願い申し上げます。

　以上でございます。

転勤挨拶　

日本銀行釧路支店　熊谷　任明支店長　

　皆さん、こんにち

は。マスクを外して

ご挨拶をさせていた

だきます。先ほどご

紹介いただきました

とおり、今週月曜日

付けの辞令で東京の

本店に戻ることになりました。ほぼ２年間ということ

で、大変ありがとうございました。

　着任が、２年前の８月頭でしたけれど、ロータリー

には８月下旬に木下さんがスポンサーで入会をさせて

いただきまして、その後間もない 10月に「地区大会」

がありました。それに親睦活動委員会で参加をさせて

いただき、それを機会に皆さまとお近づきになれて、

ロータリーの活動はスムーズに行けたと思っていまし

て、たまたまでしたけれど大変ラッキーだったと思い

ます。

　その後、半年ぐらいでコロナということになりまし

て、以後、緊急事態宣言などで活動が休止になり、そ

れが後半の１年半ありましたけれども、その中でも

ロータリーに参加できる時に参加して、皆さんといろ

いろなお話をさせていただいたことは、私にとっても

大変ありがたかったです。

また、この２年間で活動休止期間が多かったにも関わ

らず、２回ほどお話をさせていただく機会もありまし

た。こちらも大変光栄でしたし、私も支店長をやって

良かったと思えた機会のひとつでございました。

　私の場合、珍しく子供が小さいものですから家族で

釧路に来ていまして、息子も夏休みが始まる前で、お

別れ会をやってもらいました。後半の半年ぐらいは毎

日のように放課後、友達と遊んで馴染んでくれたのを

引き離すことは少し辛いですけれども、これも息子の

成長にとって良い機会になったと思っております。

　この後、私は本店の検査室の検査役というポストに

就きます。これは日銀の内部で、本店・支店あるいは

海外事務所も含めて定期的に検査に入る機会がありま

して、そのようなことを行う立場であります。私は今

まで検査を受ける立場を何回も経験しましたけれど

も、検査に行く立場は初めてです。コロナ禍での支店

運営１年半、苦労した経験を活かしながら、またいろ

いろな人たちの悩みにも正面から向き合ってなにがし

かのアドバイスもできればと、抱負として考えており

ます。

後任は、二宮という者で、本店の金融市場局で総務課

長を務めていまして、そこからまいります。日銀のい

ろいろな金融政策を決める会合では、政策を決めるう

えで市場の状況がどうなっているか判断をすることが

前提となりますけれども、そのようなことを主に担当

していた者であります。それ以前も、いろいろなポス

トを回って来ておりますので、二宮も皆さまのお役に

立てることもあろうかと思いますので引き続きどうぞ

よろしくお願い申し上げます。

　２年間、誠にありがとうございました。

嵯峨記念育英会から報告　

公益財団法人嵯峨記念育英会　吉田　潤司前理事長

　皆さん、こんにちは。簡単に報告です。私は公益財

団法人嵯峨記念育英会理事長の吉田ですが、先般の育

英会理事会で私は退任をしまして、新しく新理事長と

して石田博司君が選任されましたのでご報告させてい

ただきます。

これからも給付金やいろいろな問題があると思います

けれど、その意味では若い人に代わってもらって少し

改革ができればと思っております。

　どうぞよろしくお願いいたします。

公益財団法人嵯峨記念育英会　石田　博司新理事長

　第５代の理事長吉田潤司さんの後をご指名いただき

ました石田です。改めてよろしくお願いいたします。

嵯峨育英会は、チャーターメンバー・嵯峨晃さんが昭

和 36年に設立されました。その時の拠出資金が

1,000 万円、いまの貨幣価値で言いますと１億円ぐら

いだろうと言われています。

１億円という私財を出して青少年育成のための財団を

設立した、その精神が脈々と釧路ロータリークラブに

受け継がれているから、先ほどの会長に対するアン

サースピーチではないですけれども、それが雰囲気と

してあるのがわがロータリークラブではないのかと私

は思います。

　人材の育成というものは、人類の重要課題のうちの

ひとつだろうと思います。いま釧路は経済的に大きな

大打撃を被っている状況の中、何よりも明日の釧路・

北海道・日本を担う若者の育成にわれわれ先輩たちが

心を砕かなければいけない時期だと思います。

大変なウイルス感染症もありまして、価値観の大転換

のときに運が悪くというか、試練の機会をいただいた

というか、果たして私ごときで青少年育成が担えるの

か、と思いますけれども、まずは皆さまのご協力をい

ただいて明日の釧路をつくるために微力を尽くしたい

と思います。どうぞよろしくお願いいたします。

親睦活動委員会　瀧波　大亮委員長　

　皆さま、お疲れ様です。ただいまご紹介いただきま

した親睦活動委員会委員長の瀧波です。どうぞよろし

くお願いいたします。まだまだ賢者見習い中ですので、

品性に欠ける発言が多々あるかもしれませんが温かい

目で見守っていただければと思います。

　さて、７月から始まりました 2021 年度体制ですが、

この１年間を担う委員長・大委員長のご紹介がまだで

きていなかったことから、本日の昼例会にてぜひこれ

を行いたいということで開催をさせていただきまし

た。

時間の関係上、大委員会ごとにご登壇いただきます。

大委員長には各委員長をご紹介いただき、各委員長か

ら１年間の抱負を２～３分程度で述べていただけると

ありがたく存じます。

　それでは、早速スタートしたいと思います。はじめ

にクラブ広報・会員組織委員会、村上大委員長、なら

びに横田委員長・五十嵐委員長・天方副委員長、ご登

壇をよろしくお願いいたします。

クラブ広報・会員組織委員会　村上　祐二委員長

　皆さん、こんにち

は。クラブ広報・会

員組織委員会委員長

を務めさせていただ

きます村上です。い

まの説明を聞いてい

ると、私には「喋る

な」と聞こえましたので喋りませんけれども、ただた

だこの１年間釧路ロータリークラブの活動を自分自身

が楽しむそんな１年にしていきたいと思っておりま

す。瀧波委員長に続き品性に欠けるお山の大将、大委

員長ですけれども、皆さん１年間よろしくお願いいた

します。

　それでは、クラブ会報の横田委員長からお願いいた

します。

クラブ会報・雑誌委員会　横田 　英喜委員長　

　本年度、クラブ会報・雑誌委員会の委員長を務めて

おります横田と申し

ます。副委員長には

いま写真を撮ってい

ただいております柴

崎さん。委員の方に

も協力をいただいて

おります。

個人的な話しで、嬉しいと思ったことは昨年まで一緒

に副幹事をしていた池田さんも同じ委員会に属してい

ます。勝手に「イケヨコペア」と感じていて、また安

心して池田さんに頼りながら今年１年間過ごしていき

たいと思います。

このような不規則な発言をしても議事録は職権で消さ

せていただきますので安心をして皆さんも自由な雰囲

気で発言をしていただきたいと思います。

　また、クラブの写真を撮ってホームページにあげて、

釧路クラブは楽しく過ごしていることを地域に発信を

していきたいと思いますので、皆さんどうぞご協力を

よろしくお願いいたします。

　ありがとうございます。

会員増強･選考･職業分類委員会　五十嵐　正弘委員長

　皆さん、こんにち

は。会員増強･選考･

職業分類委員会委員

長を仰せつかりまし

た五十嵐です。

今年度、当委員会で

は「５％の純増」と

いう大きな目標を掲げて既に動き出しております。年

度が始まる前から、杉村会長の熱い思いと委員会の重

要性についてレクチャーを受けまして、また大きなプ

レッシャーもいただきまして、早くから動き出してお

ります。しかしながら、二つ返事で入会を決断してく

れる皆さんがなかなかいませんので本当に苦慮してい

るところです。

先ほど会長からありましたけれども、釧路クラブの素

晴らしい魅力と仲間をみんなに分かりやすく説明をし

ながら根気強く口説いていきたいと思っております。

　何分、未熟者でございますので、お手伝いをお願い

する機会も多々あろうかと思いますけれども、優しく

手を差し伸べていただけたらと思います。

１年間頑張っていきますので、どうぞよろしくお願い

いたします。

クラブ研修委員会　天方　智順副委員長　

　研修委員会副委員長・天方です。今日欠席の脇委員

長、そして舟木副委員長と３人で務めてまいります。

会長のお話にありました、どう見ても脇委員長が昔は

お山の大将、舟木さんもお山の大将、私はどうか分か

りませんが。今年に

限って言えば、行き

場のない吹きだまり

のような三人衆と

なっております。

　先日、会長と脇委

員長と私で委員会を

いたしました。会長は思い起こされること・やりたい

ことがあるそうですので、炉辺会合も久しぶりに復活

して、皆さんにうとんじられない研修委員会として１

年間頑張ってまいりたいと思います。どうぞよろしく

お願いいたします。

奉仕プロジェクト委員会　小野寺　 俊委員長

　今年度、奉仕プロ

ジェクト委員会を率

いることになりまし

た小野寺でございま

す。よろしくお願い

いたします。

見てのとおり強力な

布陣でやらせていただくことになりました。ですので、

大委員長の私が不適切な発言・行動をして辞任に追い

込まれないように十分気を付けながら杉村年度を支え

ていきたいと思いますので、よろしくお願いいたした

いと思います。

それでは、社会奉仕委員会・須藤さんからお願いいた

します。

社会奉仕委員会　須藤　隆昭副委員長　

　社会奉仕委員会副

委員長の須藤です。

よろしくお願いしま

す。

３年目になりますけ

れども副委員長とい

う役割をもらったこ

とが初めてで、まだまだ会長方針にある自分自身が

ロータリーを楽しめていないこともありまして、こう

いうテーマを掲げていただいた杉村会長の下、自らが

楽しみ、そして地域を育むための社会奉仕活動、特に

今年は 85周年ということもありまして記念行事も控

えております。精一杯頑張りますので、どうぞよろし

くお願いします。

職業奉仕委員会　吉岡 　央委員長　

　職業奉仕委員長の大役を仰せつかりました吉岡と申

します。よろしくお願いいたします。

ロータリークラブだけが持つ職業奉仕を行って社会奉

仕活動ができればと思っています。

具体的には、昨年コ

ロナで実施できな

かった「職場訪問例

会」を実施させてい

ただいて活動をして

いきたいと思ってい

ます。

とはいえ、私自身も会員になりましてまだ日が浅く、

職場訪問例会を体験したことがありませんので、先輩

にいろいろご指導をいただきながら行っていきたいと

思っています。

私はこのような身なりなので社内では品性のない方の

人間の扱いをされていますが、釧路ロータリークラブ

の名を汚さないように１年間頑張っていきたいと思い

ますので、よろしくお願いいたします。

国際奉仕委員会　荒井 　剛委員長　

　今年、国際奉仕委

員長になりました荒

井です。よろしくお

願いします。

国際奉仕に関しては

３回目になると思い

ますが、直近で国際

奉仕事業に携わったものとしては３年ぐらい前、邵年

度だったと思いますが、タイのカンチャナブリーに皆

さんと一緒に行き「結核キャンペーン事業」に関わら

せていただきました。その前にもタイの他の地域で水

の事業、クラブの 80周年事業の時には、ブータンに

行かせていただいたこともあります。

国際奉仕事業は、国際奉仕事業をとおしてでしか味わ

うことができないものがたくさんあると感じておりま

す。ただ残念ながら昨年もそうですし、今年もそうで

すし、コロナの関係で日本国内もそうですが、海外に

も行けないような状況です。

その状況ですので今年度、具体的な何か国際奉仕事業

ができるかと言われれば難しいかもしれませんが、こ

こ 10年ぐらいで行ってきた釧路クラブの国際事業を

検証して、今後また何か新たな事業ができないか、今

年１年間取り組んでいきたいと思います。

　また近い将来、国際奉仕事業として参加することが

できましたらぜひ皆さんと一緒に行きたいと思ってお

りますので、よろしくお願いします。

青少年奉仕委員会　佐藤　貴之委員長　

　青少年奉仕委員会の佐藤です。私も今回青少年委員

会の委員長２回目を仰せつかっております。

前回、青少年奉仕委員会をやった時は、野球大会のグ

ランドを確保することが非常に大変で、副会長の浅川

さんが当時の幹事でした。公立大学をお借りし、厚岸

まで行って球場をお

借りしてと、当時幹

事の浅川さんにも厚

岸まで来ていただい

て本当に大変な思い

をしました。また今

年、「委員長を」と

伺った時に、グランドが大変だなということが第一印

象でした。

当初は「コロナで市民球場が空いている」という話で

今年は楽だなと思いきや、ふたを開けたらもう予定が

いっぱい詰まっている。「グランドはもう硬式を使え

ませんよ」という話を突然されて、本当に１カ月前「ど

うしよう」と。そこで急に、工業高校から「使っても

良いよ」とお話を奇跡的にいただきまして、今回はそ

んなに苦戦をせずグランドを何とか確保できた経緯が

ありました。

前回も大変な思いだったのですけれども、いま函館に

いてほとんど釧路には帰って来ない浅野さんが副委員

長となっております。今回は顔も見ていない感じなの

ですけれども小野寺大委員長と幹事にご相談をさせて

いただきまして、何とか進めさせていただいておりま

す。

このコロナ禍、昨年は全く青少年、開催できていなかっ

たので、今年は何とかうまく開催できればと思ってお

ります。

　どうぞ、皆さんよろしくお願いいたします。

ロータリー財団・奨学推進委員会　

　　　　　　　　　　　　栗林 　延次副委員長　

　それでは、ロータ

リー財団と奨学推進

委員会の発表をさせ

ていただきます。本

日は甲賀委員長が出

張中のため副委員長

の栗林でございます

が、それぞれ委員会から報告をさせていただきます。

よろしくお願いいたします。

ロータリー財団寄付推進委員会　濱谷 美津男委員長

　ロータリー財団寄

付推進委員会の濱谷

です。

例会よりもゴルフ場

で会う方が多いと思

いますが、ロータ

リー財団の寄付推進

委員会というと寄付金集めばかりしているのかなと。

その年次寄付金も財団のファンド、ＤＤＦやＷＦ、地

区や国際の活動資金からクラブ、また地区の地区補助

金事業やグローバル補助金事業に当てられているもの

です。ロータリーとして大変重要な役割を果たしてい

る部分でありますので、ご理解をいただけた中で寄付

を募ってまいりたいと思います。

　また、最近コロナ禍の中で補助金事業もなかなか進

まない状況、お金の集まり方も少なくなってきている

ことで、ＤＤＦ・ＷＦの配当のやり方も多少変わってき

て、財団のルールもそれに伴って変更をしています。

　あとは、『ポリオプラス』ということで、ポリオ撲

滅を進めていますが、昨年、アフリカの方の野生種の

ポリオが撲滅されました。しかし、ゲイツ財団やユニ

セフなどばかり報道に上がりまして、ロータリーが皆

さまに伝わっていない現状であります。そのようない

ろいろな情報をメンバーの皆さまに広げ、寄付を募っ

てまいりたいと思いますのでどうぞよろしくお願い申

し上げます。

米山記念奨学会委員会　川本 　和之委員長　

　こんにちは。米山

記念奨学会委員会の

担当をいたします川

本です。副委員長に

は、米本さんにお願

いをしております。

先ほどテーブルでお

話を聞いていたら「いろいろな委員会があるけれど何

をやっているのかよく分からない」という意見があり

ありましたので、この米山奨学会委員会を少し説明さ

せていただきたいと思います。

米山というのは、米山梅吉さんは日本のロータリー創

設からの方で、その方の名前をとっています。自費で

留学をされている各国の方々に奨学金をお渡しし、活

動をしていただくのをロータリーとして、国内の民間

では一番大きい奨学会ですけれども年間、約 900 人

位の方々に支援をさせていただいている委員会です。

なかなか直接支援という形にはなりませんけれども、

この釧路クラブは、今年 10月 31日にゴルフ大会を

行います。その時に同時開催で、できるだけ多くの方

に参加をしていただいて私財をつくって支援をしてい

く。またはこの米山の内容をより多くの方に理解をし

ていただいて、賛同をしていただく活動をするという

ことが、この米山の委員会の目的です。

なかなか難しい委員会ではありますけれども１人でも

多くの方に内容を理解していただき、またこの財団は、

だいたい「寄付をお願いしますよ」という形が多い委

員会ですけれども、ぜひその内容を理解していただき

ながら皆さんと一緒に 1年間頑張っていきたいと思

いますので、よろしくお願いいたします。

　ありがとうございました。

嵯峨記念育英会委員会　清水 　輝彦委員長　

　嵯峨記念育英会委

員会の委員長を務め

させていただきます

清水です。この委員

会につきまして、僕

が説明をしようと

思っていましたら先

ほど石田新理事長からご丁寧なご説明がありましたの

で、そこは割愛させていただきます。

　１番の問題は、身近な方たちを奨学生としてお迎え

して、旅立って行くことをサポートすることだと思い

ますが、このコロナの中で、皆さんのお顔がきちんと

見えるように、ご活躍を、あるいはこれからこのよう

なことがしていきたい、をうまく伝えられるかが大事

だと思っております。

皆さまのご協力をいただいて活動をしてまいりますの

で、よろしくお願いいたします。

クラブ運営委員会　中島 　徳政委員長　

　クラブ運営委員会

の大委員長を引き受

けさせていただきま

す中島でございま

す。１年間、よろし

くお願いいたしま

す。

私のところの３人、出席委員会樋口委員長、プログラ

ム委員会工藤委員長、親睦活動委員会の瀧波君という

形になっておりますが、私は選んでおりません。会長

の直接指名でございます。「ロータリーに思いのある

３人に頼んだので後はよろしく」ということで、私は

ここにはまっております。

それぞれ時間が後７分ございますのでよろしくお願い

したいと思います。それでは、１年間よろしくお願い

します。

出席委員会　樋口　 貴広委員長　

　今年度、出席委員

長を務めます樋口で

す。よろしくお願い

いたします。通常で

あればクラブ運営で

出席が一番先に話す

はずなので、身構え

ていたのですが、ちょっと出鼻を挫かれた感じで時間

調整的な立場になっております。

　今年の当委員会の目玉は「メイクアップ体験」を８

年ぶりぐらいで行います。なぜこんな時期にと思う方

もいらっしゃるかもしれませんが、私もそう思ってい

ます。

ただ杉村会長からの厳命で、「これはぜひやってくだ

さい」ということですので、社会情勢にもよりますが、

年明け２月～３月に予定をしておりますので、ぜひ多

くの方々に体験参加をしていただきたいと思います。

他のクラブへ行って他のクラブを知るということは、

自分の釧路クラブを見つめ直せる良い機会になると

思っています。

私も過去何度か幹事の立場として他のクラブを訪問し

ております。そうするとウチのクラブの良さなどいろ

いろ見えてきますので、ぜひ一度、参加されていない

方も参加をして、そういう機会につなげていただけれ

ばと思いますので、よろしくお願いいたします。

１年間、どうぞよろしくお願いいたします。

プログラム委員会　工藤　彦夫委員長　

　入会 20年、まだ

賢者になれずにチョ

ロチョロしている今

年度プログラム委員

長を仰せつかりまし

た工藤です。

活動計画書には、い

ろいろ書かせていただきましたけれども一番大切なこ

とは、会長の思いをどうプログラムの例会に乗せるか

だと考えております。一度会長とお話をした結果、か

なり数多くのやりたいことが、思いがあるみたいです。

きっと滝越年度に食い込むぞ大変だと思っていました

けれども、少しは絞り込んでいきたいと思っておりま

す。

　メンバーもＮＨＫの小野さん、道新の竹村さん、木

下さん、森村さんと知識と情報と人脈の豊富な方を配

置していただきました。かなりのことはできると思っ

ております。１年間、いろいろ皆さんにはご協力をい

ただくこともあると思います。よろしくお願いいたし

ます。

親睦活動委員会　瀧波 　大亮委員長　

　そして、私は親睦

活動委員会、先ほど

らい自己紹介をして

おります委員長の瀧

波です。副委員長に

は石田さんと松井さ

んにやっていただき

ます。

　この親睦活動委員会ですが、本来コロナでなければ

ロータリーを楽しむという中核の委員会になるかと思

うのですけれども、マスクを外して夜の例会等ができ

ないという中で、この年度においても感染拡大の防止

と、合わせて会員間の交流の充実、この両極端なこと

を一緒にやっていかなくてはならない年度だと思って

おります。

とは言っても元々、楽しいこと大好きの私ですので、

皆さんに笑顔になってもらえるような１年の夜例会を

作り上げていきたいと思っておりますので、どうか１

年間よろしくお願いいたします。

得地　　哉副幹事

　皆さん、こんにち

は。「リリーフ登板

があるかもしれな

い」とは聞いていま

したけれど、いま時

間を見てもう終わり

だとすっかり油断を

しました。

もちろん 1年間頑張らせていただきますが、自己紹

介を忘れていました。今年度副幹事をおおせつかりま

した得地です。よろしくお願いいたします。

　私は、熊谷さんと同じ日の入会で、それから同期み

たいな感じで、同じ委員会だったりしたものですから、

そのようなことを思いながら今日は熊谷さんの話を聞

いていました。

今後１年間、もう始まっていますけれども熊谷さんの

思いも引き継ぎつつ頑張っていけたらと思っています

ので、引き続きどうぞよろしくお願いいたします。以

上です。

田内　康章副幹事

　皆さま、こんにち

は。今年度副幹事を

おおせつかりました

田内でございます。

昨年の７月に入会を

させていただきまし

た。

昨年の年末に杉村会長から「副幹事をやってくれない

か」というお話をいただいたのですけれども、例会の

休会が結構多かった中で、右も左も分からなかったも

ので断るにも断り切れず、やらせていただきますとい

うことになりました。

やっと約１年が経ちまして、本当に釧路ってすごく良

い街だと分かってきまして、体もかなり釧路に慣れて

きたところでこの暑さは相当こたえています。皆さま

もご自愛いただければと思っております。

微力ではありますが、釧路ロータリークラブ、ひいて

は釧路に少しでも貢献できるように一生懸命頑張りま

す。皆さま何卒よろしくお願いいたします。
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　　　　　　　　て　杉村　荘平会長

　皆さん、こんにち

は。お食事の方はお

続けください。本日

も多数のご出席をい

ただきまして本当に

ありがとうございま

す。すみません、反

省ができていなくて。先週も少し席が足りない状況で

皆さまにご迷惑をおかけしましたが、本日も少々席が

足りない状況になりましたことをお詫び申し上げま

す。来週から改善させていただきたいと思います。よ

ろしくお願いします。

　今日は、久しぶりにゆっくりとした時間で、この会

長挨拶を迎えられましたのでゆっくりとお話をさせて

もらえればと思っております。

脇会長年度の時に、隣でよく脇会長が「１週間はあっ

という間に来るのだけれど、１カ月は経つのが遅い」

という話しを散々していました。いま１カ月が経とう

としていますが、この言葉がいましみじみと心にしみ

てくる今日この頃でございます。「まだ１カ月経って

いないのか」というところですが、引き続き頑張って

行きたいと思っております。

　その中でひとつ、皆さんにまずご報告をさせていた

だきます。先日、８月のプログラムを流させていただ

きましたが、8月 26日の第 4例会をいまのところ夜

例会にさせていただこうと思っております。理由とし

ましては、８月末ということで少なくとも 65歳以上

の方々にワクチンが出回るだろう。他の市内のクラブ

は６月から通常に夜例会を行っていることを踏まえ

て。最後に釧路地域のコロナの感染状況が沈静化して

いるだろう。が３つ目の理由だったのですが、昨日少々

上がりまして 12名となっております。

一応いまのところ、目標として８月末に夜例会を再開

したいと思っております。これは臨機応変に、８月の

お盆前ぐらいの状況を見たうえで判断をしたいと思っ

ておりますが、その判断をしているということだけ皆

さんのご理解ご協力をお願いしたいと思っておりま

す。

　さて、ゆっくりということで。私はいま56歳になっ

てきますが、50歳を過ぎたころから「やはり、この

釧路クラブが１番居心地のいい素晴らしいクラブだ」

と考えてきました。この居心地の良さはどこから来る

のかと思っている時に、このようなエッセイを読みま

した。うまく話ができるかどうか分かりませんが。

親子で散歩をしているお父さんが、９歳の息子に「お

父さん、俺ね、自分で頭が良いと思っているんだよ」

と言われます。確かに学校では勉強もできるし運動も

できる。目立つ存在の息子ですが、そのようなことを

言うようではロクな大人にならないと思ったお父さん

は、ここでソクラテスの「無知の知」の話を返し技と

して出します。

この「無知の知」は、「俺は何でも知っているぞ」と

いう相手に対して、「いや私は自分が無知ということ

を知っている分だけ君より賢いよ」というカウンター

を当てる最強技です。　

それを返したら、息子が「いやいや、お父さん違うよ。

いまはそんな時代じゃないよ。いまネットでそんなこ

とを言ったらバカにされるだけだよ」とすかさずクロ

スカウンターを返すわけです。

「う～ん」となったお父さんがふと思ったことは、ソ

クラテスが言いたいことは知性ではなく品性ではない

かと。この社会で大事なことは知性だけを誇る人間に

対して、賢者的な態度で静かに諌める品性なのではな

いかとお父さんは考える、というお話です。

ここでなぜこの話をしたかというと、このエッセイを

読んで僕が思ったことは、これはまさに釧路クラブの

ことではないかと思ったわけです。

どういうことかというと、毎年若いイケイケのお山の

大将・新入会員が入ってきます。そこで釧路クラブに

いるいまはもう立派な賢者となった元『お山の大将』

が静かに諌める、背中で語りかける。そうすると、よ

ほど鈍感ではない『お山の大将』は、いかに自分が素

晴らしい環境にいるかを気付き始めて知らず知らずの

うちに賢者へと向かって行くというシステムができて

いるのが釧路クラブではないかと思っております。

釧路クラブは、この 85年の歴史の中で歴代の『お山

の大将』が長い・長い戦いを繰り返して、この品性を

土台にした素晴らしい釧路クラブの風土・歴史をつ

くってきたのではないかと思っております。また今回

85周年ですので、この 85周年の役割はいままで歴

代の『お山の大将』様たちに感謝をすることが、この

85周年の役割ではないかと思いました。という構想

に半年かかった会長挨拶でした、ということで。

今日例会をさせていただきますが、今日お話いただく

方々もさぞかし賢者になっている、かなりのレベルに

達している方々だと確信しておりますが、今日の設え

はやっと来ましたまさにマッハのスピードで賢者に向

かって爆進中の瀧波委員長です。親睦活動委員会の皆

さんには、コロナの中で大変ご苦労をされながら活動

いただいていることに感謝を申し上げまして会長挨拶

とさせていただきます。

　本日はどうぞよろしくお願いいたします。

幹事報告　市橋多佳丞幹事

　皆さま、こんにちは。幹事報告をさせていただきま

す。クラブに今年釧路にて行われる「地区大会」の案

内が届きました。後日、皆さま方には、正式にスケ

ジュール等々のご周知をさせていただきたいと思って

おりますので、まずは地区大会のご案内が来ているこ

とだけご理解をお願いいたします。

　皆さま方に参加をしていただきたいプログラムとし

ては、10月10日（日）の１日開催となっておりまして、

国際交流センターで開催される予定となっておりま

す。また今年度はコロナ禍で「大懇親会」等々は開催

されない模様です。また、合わせまして「地区大会決

議事項」をそちらのホワイトボードに貼らせていただ

きました。「第１号議案から第９号議案までの周知を

各クラブメンバーの皆さまにお諮りください」という

ご案内が来ておりますので、ホワイトボードに掲示を

しております。

　皆さま方には、お時間があります時にご一読いただ

ければと思っております。８月 25日までに皆さまの

ご意見を頂戴した中で、先方に返信したいと思ってお

りますのでどうぞよろしくお願い申し上げます。

　以上でございます。

転勤挨拶　

日本銀行釧路支店　熊谷　任明支店長　

　皆さん、こんにち

は。マスクを外して

ご挨拶をさせていた

だきます。先ほどご

紹介いただきました

とおり、今週月曜日

付けの辞令で東京の

本店に戻ることになりました。ほぼ２年間ということ

で、大変ありがとうございました。

　着任が、２年前の８月頭でしたけれど、ロータリー

には８月下旬に木下さんがスポンサーで入会をさせて

いただきまして、その後間もない 10月に「地区大会」

がありました。それに親睦活動委員会で参加をさせて

いただき、それを機会に皆さまとお近づきになれて、

ロータリーの活動はスムーズに行けたと思っていまし

て、たまたまでしたけれど大変ラッキーだったと思い

ます。

　その後、半年ぐらいでコロナということになりまし

て、以後、緊急事態宣言などで活動が休止になり、そ

れが後半の１年半ありましたけれども、その中でも

ロータリーに参加できる時に参加して、皆さんといろ

いろなお話をさせていただいたことは、私にとっても

大変ありがたかったです。

また、この２年間で活動休止期間が多かったにも関わ

らず、２回ほどお話をさせていただく機会もありまし

た。こちらも大変光栄でしたし、私も支店長をやって

良かったと思えた機会のひとつでございました。

　私の場合、珍しく子供が小さいものですから家族で

釧路に来ていまして、息子も夏休みが始まる前で、お

別れ会をやってもらいました。後半の半年ぐらいは毎

日のように放課後、友達と遊んで馴染んでくれたのを

引き離すことは少し辛いですけれども、これも息子の

成長にとって良い機会になったと思っております。

　この後、私は本店の検査室の検査役というポストに

就きます。これは日銀の内部で、本店・支店あるいは

海外事務所も含めて定期的に検査に入る機会がありま

して、そのようなことを行う立場であります。私は今

まで検査を受ける立場を何回も経験しましたけれど

も、検査に行く立場は初めてです。コロナ禍での支店

運営１年半、苦労した経験を活かしながら、またいろ

いろな人たちの悩みにも正面から向き合ってなにがし

かのアドバイスもできればと、抱負として考えており

ます。

後任は、二宮という者で、本店の金融市場局で総務課

長を務めていまして、そこからまいります。日銀のい

ろいろな金融政策を決める会合では、政策を決めるう

えで市場の状況がどうなっているか判断をすることが

前提となりますけれども、そのようなことを主に担当

していた者であります。それ以前も、いろいろなポス

トを回って来ておりますので、二宮も皆さまのお役に

立てることもあろうかと思いますので引き続きどうぞ

よろしくお願い申し上げます。

　２年間、誠にありがとうございました。

嵯峨記念育英会から報告　

公益財団法人嵯峨記念育英会　吉田　潤司前理事長

　皆さん、こんにちは。簡単に報告です。私は公益財

団法人嵯峨記念育英会理事長の吉田ですが、先般の育

英会理事会で私は退任をしまして、新しく新理事長と

して石田博司君が選任されましたのでご報告させてい

ただきます。

これからも給付金やいろいろな問題があると思います

けれど、その意味では若い人に代わってもらって少し

改革ができればと思っております。

　どうぞよろしくお願いいたします。

公益財団法人嵯峨記念育英会　石田　博司新理事長

　第５代の理事長吉田潤司さんの後をご指名いただき

ました石田です。改めてよろしくお願いいたします。

嵯峨育英会は、チャーターメンバー・嵯峨晃さんが昭

和 36年に設立されました。その時の拠出資金が

1,000 万円、いまの貨幣価値で言いますと１億円ぐら

いだろうと言われています。

１億円という私財を出して青少年育成のための財団を

設立した、その精神が脈々と釧路ロータリークラブに

受け継がれているから、先ほどの会長に対するアン

サースピーチではないですけれども、それが雰囲気と

してあるのがわがロータリークラブではないのかと私

は思います。

　人材の育成というものは、人類の重要課題のうちの

ひとつだろうと思います。いま釧路は経済的に大きな

大打撃を被っている状況の中、何よりも明日の釧路・

北海道・日本を担う若者の育成にわれわれ先輩たちが

心を砕かなければいけない時期だと思います。

大変なウイルス感染症もありまして、価値観の大転換

のときに運が悪くというか、試練の機会をいただいた

というか、果たして私ごときで青少年育成が担えるの

か、と思いますけれども、まずは皆さまのご協力をい

ただいて明日の釧路をつくるために微力を尽くしたい

と思います。どうぞよろしくお願いいたします。

親睦活動委員会　瀧波　大亮委員長　

　皆さま、お疲れ様です。ただいまご紹介いただきま

した親睦活動委員会委員長の瀧波です。どうぞよろし

くお願いいたします。まだまだ賢者見習い中ですので、

品性に欠ける発言が多々あるかもしれませんが温かい

目で見守っていただければと思います。

　さて、７月から始まりました 2021 年度体制ですが、

この１年間を担う委員長・大委員長のご紹介がまだで

きていなかったことから、本日の昼例会にてぜひこれ

を行いたいということで開催をさせていただきまし

た。

時間の関係上、大委員会ごとにご登壇いただきます。

大委員長には各委員長をご紹介いただき、各委員長か

ら１年間の抱負を２～３分程度で述べていただけると

ありがたく存じます。

　それでは、早速スタートしたいと思います。はじめ

にクラブ広報・会員組織委員会、村上大委員長、なら

びに横田委員長・五十嵐委員長・天方副委員長、ご登

壇をよろしくお願いいたします。

クラブ広報・会員組織委員会　村上　祐二委員長

　皆さん、こんにち

は。クラブ広報・会

員組織委員会委員長

を務めさせていただ

きます村上です。い

まの説明を聞いてい

ると、私には「喋る

な」と聞こえましたので喋りませんけれども、ただた

だこの１年間釧路ロータリークラブの活動を自分自身

が楽しむそんな１年にしていきたいと思っておりま

す。瀧波委員長に続き品性に欠けるお山の大将、大委

員長ですけれども、皆さん１年間よろしくお願いいた

します。

　それでは、クラブ会報の横田委員長からお願いいた

します。

クラブ会報・雑誌委員会　横田 　英喜委員長　

　本年度、クラブ会報・雑誌委員会の委員長を務めて

おります横田と申し

ます。副委員長には

いま写真を撮ってい

ただいております柴

崎さん。委員の方に

も協力をいただいて

おります。

個人的な話しで、嬉しいと思ったことは昨年まで一緒

に副幹事をしていた池田さんも同じ委員会に属してい

ます。勝手に「イケヨコペア」と感じていて、また安

心して池田さんに頼りながら今年１年間過ごしていき

たいと思います。

このような不規則な発言をしても議事録は職権で消さ

せていただきますので安心をして皆さんも自由な雰囲

気で発言をしていただきたいと思います。

　また、クラブの写真を撮ってホームページにあげて、

釧路クラブは楽しく過ごしていることを地域に発信を

していきたいと思いますので、皆さんどうぞご協力を

よろしくお願いいたします。

　ありがとうございます。

会員増強･選考･職業分類委員会　五十嵐　正弘委員長

　皆さん、こんにち

は。会員増強･選考･

職業分類委員会委員

長を仰せつかりまし

た五十嵐です。

今年度、当委員会で

は「５％の純増」と

いう大きな目標を掲げて既に動き出しております。年

度が始まる前から、杉村会長の熱い思いと委員会の重

要性についてレクチャーを受けまして、また大きなプ

レッシャーもいただきまして、早くから動き出してお

ります。しかしながら、二つ返事で入会を決断してく

れる皆さんがなかなかいませんので本当に苦慮してい

るところです。

先ほど会長からありましたけれども、釧路クラブの素

晴らしい魅力と仲間をみんなに分かりやすく説明をし

ながら根気強く口説いていきたいと思っております。

　何分、未熟者でございますので、お手伝いをお願い

する機会も多々あろうかと思いますけれども、優しく

手を差し伸べていただけたらと思います。

１年間頑張っていきますので、どうぞよろしくお願い

いたします。

クラブ研修委員会　天方　智順副委員長　

　研修委員会副委員長・天方です。今日欠席の脇委員

長、そして舟木副委員長と３人で務めてまいります。

会長のお話にありました、どう見ても脇委員長が昔は

お山の大将、舟木さんもお山の大将、私はどうか分か

りませんが。今年に

限って言えば、行き

場のない吹きだまり

のような三人衆と

なっております。

　先日、会長と脇委

員長と私で委員会を

いたしました。会長は思い起こされること・やりたい

ことがあるそうですので、炉辺会合も久しぶりに復活

して、皆さんにうとんじられない研修委員会として１

年間頑張ってまいりたいと思います。どうぞよろしく

お願いいたします。

奉仕プロジェクト委員会　小野寺　 俊委員長

　今年度、奉仕プロ

ジェクト委員会を率

いることになりまし

た小野寺でございま

す。よろしくお願い

いたします。

見てのとおり強力な

布陣でやらせていただくことになりました。ですので、

大委員長の私が不適切な発言・行動をして辞任に追い

込まれないように十分気を付けながら杉村年度を支え

ていきたいと思いますので、よろしくお願いいたした

いと思います。

それでは、社会奉仕委員会・須藤さんからお願いいた

します。

社会奉仕委員会　須藤　隆昭副委員長　

　社会奉仕委員会副

委員長の須藤です。

よろしくお願いしま

す。

３年目になりますけ

れども副委員長とい

う役割をもらったこ

とが初めてで、まだまだ会長方針にある自分自身が

ロータリーを楽しめていないこともありまして、こう

いうテーマを掲げていただいた杉村会長の下、自らが

楽しみ、そして地域を育むための社会奉仕活動、特に

今年は 85周年ということもありまして記念行事も控

えております。精一杯頑張りますので、どうぞよろし

くお願いします。

職業奉仕委員会　吉岡 　央委員長　

　職業奉仕委員長の大役を仰せつかりました吉岡と申

します。よろしくお願いいたします。

ロータリークラブだけが持つ職業奉仕を行って社会奉

仕活動ができればと思っています。

具体的には、昨年コ

ロナで実施できな

かった「職場訪問例

会」を実施させてい

ただいて活動をして

いきたいと思ってい

ます。

とはいえ、私自身も会員になりましてまだ日が浅く、

職場訪問例会を体験したことがありませんので、先輩

にいろいろご指導をいただきながら行っていきたいと

思っています。

私はこのような身なりなので社内では品性のない方の

人間の扱いをされていますが、釧路ロータリークラブ

の名を汚さないように１年間頑張っていきたいと思い

ますので、よろしくお願いいたします。

国際奉仕委員会　荒井 　剛委員長　

　今年、国際奉仕委

員長になりました荒

井です。よろしくお

願いします。

国際奉仕に関しては

３回目になると思い

ますが、直近で国際

奉仕事業に携わったものとしては３年ぐらい前、邵年

度だったと思いますが、タイのカンチャナブリーに皆

さんと一緒に行き「結核キャンペーン事業」に関わら

せていただきました。その前にもタイの他の地域で水

の事業、クラブの 80周年事業の時には、ブータンに

行かせていただいたこともあります。

国際奉仕事業は、国際奉仕事業をとおしてでしか味わ

うことができないものがたくさんあると感じておりま

す。ただ残念ながら昨年もそうですし、今年もそうで

すし、コロナの関係で日本国内もそうですが、海外に

も行けないような状況です。

その状況ですので今年度、具体的な何か国際奉仕事業

ができるかと言われれば難しいかもしれませんが、こ

こ 10年ぐらいで行ってきた釧路クラブの国際事業を

検証して、今後また何か新たな事業ができないか、今

年１年間取り組んでいきたいと思います。

　また近い将来、国際奉仕事業として参加することが

できましたらぜひ皆さんと一緒に行きたいと思ってお

りますので、よろしくお願いします。

青少年奉仕委員会　佐藤　貴之委員長　

　青少年奉仕委員会の佐藤です。私も今回青少年委員

会の委員長２回目を仰せつかっております。

前回、青少年奉仕委員会をやった時は、野球大会のグ

ランドを確保することが非常に大変で、副会長の浅川

さんが当時の幹事でした。公立大学をお借りし、厚岸

まで行って球場をお

借りしてと、当時幹

事の浅川さんにも厚

岸まで来ていただい

て本当に大変な思い

をしました。また今

年、「委員長を」と

伺った時に、グランドが大変だなということが第一印

象でした。

当初は「コロナで市民球場が空いている」という話で

今年は楽だなと思いきや、ふたを開けたらもう予定が

いっぱい詰まっている。「グランドはもう硬式を使え

ませんよ」という話を突然されて、本当に１カ月前「ど

うしよう」と。そこで急に、工業高校から「使っても

良いよ」とお話を奇跡的にいただきまして、今回はそ

んなに苦戦をせずグランドを何とか確保できた経緯が

ありました。

前回も大変な思いだったのですけれども、いま函館に

いてほとんど釧路には帰って来ない浅野さんが副委員

長となっております。今回は顔も見ていない感じなの

ですけれども小野寺大委員長と幹事にご相談をさせて

いただきまして、何とか進めさせていただいておりま

す。

このコロナ禍、昨年は全く青少年、開催できていなかっ

たので、今年は何とかうまく開催できればと思ってお

ります。

　どうぞ、皆さんよろしくお願いいたします。

ロータリー財団・奨学推進委員会　

　　　　　　　　　　　　栗林 　延次副委員長　

　それでは、ロータ

リー財団と奨学推進

委員会の発表をさせ

ていただきます。本

日は甲賀委員長が出

張中のため副委員長

の栗林でございます

が、それぞれ委員会から報告をさせていただきます。

よろしくお願いいたします。

ロータリー財団寄付推進委員会　濱谷 美津男委員長

　ロータリー財団寄

付推進委員会の濱谷

です。

例会よりもゴルフ場

で会う方が多いと思

いますが、ロータ

リー財団の寄付推進

委員会というと寄付金集めばかりしているのかなと。

その年次寄付金も財団のファンド、ＤＤＦやＷＦ、地

区や国際の活動資金からクラブ、また地区の地区補助

金事業やグローバル補助金事業に当てられているもの

です。ロータリーとして大変重要な役割を果たしてい

る部分でありますので、ご理解をいただけた中で寄付

を募ってまいりたいと思います。

　また、最近コロナ禍の中で補助金事業もなかなか進

まない状況、お金の集まり方も少なくなってきている

ことで、ＤＤＦ・ＷＦの配当のやり方も多少変わってき

て、財団のルールもそれに伴って変更をしています。

　あとは、『ポリオプラス』ということで、ポリオ撲

滅を進めていますが、昨年、アフリカの方の野生種の

ポリオが撲滅されました。しかし、ゲイツ財団やユニ

セフなどばかり報道に上がりまして、ロータリーが皆

さまに伝わっていない現状であります。そのようない

ろいろな情報をメンバーの皆さまに広げ、寄付を募っ

てまいりたいと思いますのでどうぞよろしくお願い申

し上げます。

米山記念奨学会委員会　川本 　和之委員長　

　こんにちは。米山

記念奨学会委員会の

担当をいたします川

本です。副委員長に

は、米本さんにお願

いをしております。

先ほどテーブルでお

話を聞いていたら「いろいろな委員会があるけれど何

をやっているのかよく分からない」という意見があり

ありましたので、この米山奨学会委員会を少し説明さ

せていただきたいと思います。

米山というのは、米山梅吉さんは日本のロータリー創

設からの方で、その方の名前をとっています。自費で

留学をされている各国の方々に奨学金をお渡しし、活

動をしていただくのをロータリーとして、国内の民間

では一番大きい奨学会ですけれども年間、約 900 人

位の方々に支援をさせていただいている委員会です。

なかなか直接支援という形にはなりませんけれども、

この釧路クラブは、今年 10月 31日にゴルフ大会を

行います。その時に同時開催で、できるだけ多くの方

に参加をしていただいて私財をつくって支援をしてい

く。またはこの米山の内容をより多くの方に理解をし

ていただいて、賛同をしていただく活動をするという

ことが、この米山の委員会の目的です。

なかなか難しい委員会ではありますけれども１人でも

多くの方に内容を理解していただき、またこの財団は、

だいたい「寄付をお願いしますよ」という形が多い委

員会ですけれども、ぜひその内容を理解していただき

ながら皆さんと一緒に 1年間頑張っていきたいと思

いますので、よろしくお願いいたします。

　ありがとうございました。

嵯峨記念育英会委員会　清水 　輝彦委員長　

　嵯峨記念育英会委

員会の委員長を務め

させていただきます

清水です。この委員

会につきまして、僕

が説明をしようと

思っていましたら先

ほど石田新理事長からご丁寧なご説明がありましたの

で、そこは割愛させていただきます。

　１番の問題は、身近な方たちを奨学生としてお迎え

して、旅立って行くことをサポートすることだと思い

ますが、このコロナの中で、皆さんのお顔がきちんと

見えるように、ご活躍を、あるいはこれからこのよう

なことがしていきたい、をうまく伝えられるかが大事

だと思っております。

皆さまのご協力をいただいて活動をしてまいりますの

で、よろしくお願いいたします。

クラブ運営委員会　中島 　徳政委員長　

　クラブ運営委員会

の大委員長を引き受

けさせていただきま

す中島でございま

す。１年間、よろし

くお願いいたしま

す。

私のところの３人、出席委員会樋口委員長、プログラ

ム委員会工藤委員長、親睦活動委員会の瀧波君という

形になっておりますが、私は選んでおりません。会長

の直接指名でございます。「ロータリーに思いのある

３人に頼んだので後はよろしく」ということで、私は

ここにはまっております。

それぞれ時間が後７分ございますのでよろしくお願い

したいと思います。それでは、１年間よろしくお願い

します。

出席委員会　樋口　 貴広委員長　

　今年度、出席委員

長を務めます樋口で

す。よろしくお願い

いたします。通常で

あればクラブ運営で

出席が一番先に話す

はずなので、身構え

ていたのですが、ちょっと出鼻を挫かれた感じで時間

調整的な立場になっております。

　今年の当委員会の目玉は「メイクアップ体験」を８

年ぶりぐらいで行います。なぜこんな時期にと思う方

もいらっしゃるかもしれませんが、私もそう思ってい

ます。

ただ杉村会長からの厳命で、「これはぜひやってくだ

さい」ということですので、社会情勢にもよりますが、

年明け２月～３月に予定をしておりますので、ぜひ多

くの方々に体験参加をしていただきたいと思います。

他のクラブへ行って他のクラブを知るということは、

自分の釧路クラブを見つめ直せる良い機会になると

思っています。

私も過去何度か幹事の立場として他のクラブを訪問し

ております。そうするとウチのクラブの良さなどいろ

いろ見えてきますので、ぜひ一度、参加されていない

方も参加をして、そういう機会につなげていただけれ

ばと思いますので、よろしくお願いいたします。

１年間、どうぞよろしくお願いいたします。

プログラム委員会　工藤　彦夫委員長　

　入会 20年、まだ

賢者になれずにチョ

ロチョロしている今

年度プログラム委員

長を仰せつかりまし

た工藤です。

活動計画書には、い

ろいろ書かせていただきましたけれども一番大切なこ

とは、会長の思いをどうプログラムの例会に乗せるか

だと考えております。一度会長とお話をした結果、か

なり数多くのやりたいことが、思いがあるみたいです。

きっと滝越年度に食い込むぞ大変だと思っていました

けれども、少しは絞り込んでいきたいと思っておりま

す。

　メンバーもＮＨＫの小野さん、道新の竹村さん、木

下さん、森村さんと知識と情報と人脈の豊富な方を配

置していただきました。かなりのことはできると思っ

ております。１年間、いろいろ皆さんにはご協力をい

ただくこともあると思います。よろしくお願いいたし

ます。

親睦活動委員会　瀧波 　大亮委員長　

　そして、私は親睦

活動委員会、先ほど

らい自己紹介をして

おります委員長の瀧

波です。副委員長に

は石田さんと松井さ

んにやっていただき

ます。

　この親睦活動委員会ですが、本来コロナでなければ

ロータリーを楽しむという中核の委員会になるかと思

うのですけれども、マスクを外して夜の例会等ができ

ないという中で、この年度においても感染拡大の防止

と、合わせて会員間の交流の充実、この両極端なこと

を一緒にやっていかなくてはならない年度だと思って

おります。

とは言っても元々、楽しいこと大好きの私ですので、

皆さんに笑顔になってもらえるような１年の夜例会を

作り上げていきたいと思っておりますので、どうか１

年間よろしくお願いいたします。

得地　　哉副幹事

　皆さん、こんにち

は。「リリーフ登板

があるかもしれな

い」とは聞いていま

したけれど、いま時

間を見てもう終わり

だとすっかり油断を

しました。

もちろん 1年間頑張らせていただきますが、自己紹

介を忘れていました。今年度副幹事をおおせつかりま

した得地です。よろしくお願いいたします。

　私は、熊谷さんと同じ日の入会で、それから同期み

たいな感じで、同じ委員会だったりしたものですから、

そのようなことを思いながら今日は熊谷さんの話を聞

いていました。

今後１年間、もう始まっていますけれども熊谷さんの

思いも引き継ぎつつ頑張っていけたらと思っています

ので、引き続きどうぞよろしくお願いいたします。以

上です。

田内　康章副幹事

　皆さま、こんにち

は。今年度副幹事を

おおせつかりました

田内でございます。

昨年の７月に入会を

させていただきまし

た。

昨年の年末に杉村会長から「副幹事をやってくれない

か」というお話をいただいたのですけれども、例会の

休会が結構多かった中で、右も左も分からなかったも

ので断るにも断り切れず、やらせていただきますとい

うことになりました。

やっと約１年が経ちまして、本当に釧路ってすごく良

い街だと分かってきまして、体もかなり釧路に慣れて

きたところでこの暑さは相当こたえています。皆さま

もご自愛いただければと思っております。

微力ではありますが、釧路ロータリークラブ、ひいて

は釧路に少しでも貢献できるように一生懸命頑張りま

す。皆さま何卒よろしくお願いいたします。
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　　　　　　　　    　杉村　荘平会長

　お食事の方はお続

けください。本日は

多数のご出席をいた

だきましてありがと

うございます。

まず、ご報告から。

8月 1日、全道中学

親善硬式野球大会が無事に工業高校グラウンドにて行

われました。早朝、少し雨があって天候が心配された

のですが関係者のご努力もありまして、無事 3試合

完全に開催させていただきました。改めまして、佐藤

委員長率いる青少年奉仕委員会の皆さん、そして当日

応援にかけつけていただきました釧路クラブの皆さ

ん、本当にありがとうございました。この場をお借り

して感謝とお礼を申し上げます。

もうひとつ、大変嬉しいニュース、素晴らしいニュー

スです。うちのメンバーの東堂君のお嬢様がこの度、

女子サッカーのアンダーフィフティーン（Ｕ－１５）

の日本代表に選出されたようです。以前から、お嬢様

が「サッカーをやられていて中学からサッカー留学で

札幌に行かれている」とは聞いておりましたが、日本

代表とはすごいことです。パリオリンピックの『なで

しこ』の代表と勝手に思っておりますが、これはご本

人とご家族の努力の賜物だと思っております。お父様

におかれましては、格別なニコニコを期待しておりま

す。ぜひ、よろしくお願いいたします。

さて、今日の例会内容についてお話しさせていただけ

ればと思っております。

姉妹クラブの件です。2016 年、台北中央ロータリー

クラブと姉妹締結してから今年で５年が経過となりま

した。当初の規定では「３カ月前までに意思の確認を

する」規定になっておりましたので、舟木年度の５月

に意思の確認が行われまして、先日、郵送のやりとり

で姉妹契約の再締結が完了しております。

ここに至るまでは今年度、荒井国際委員長が年度をま

たぎながら台北さんと大変ご苦労しながらの折衝に当

たっていただいております。荒井委員長にはこの場を

お借りして感謝とお礼を申し上げたいと思います。

せっかくの機会ですので、私の方から台北中央ロータ

リークラブとの姉妹締結の馴れ初めについて、簡単に

お話させていただければと思います。

2010 年羽生会長年度の初めに、台湾のライパストガ

バナーから当クラブの小船井パストガバナーに友好ク

ラブのご相談があったのが始まりと聞いております。

その後、2010 年の４月に「まず話を聞いてみよう」

と羽生会長が台湾を訪問したのが始まりです。

その後、年度が変わり尾越年度の７月に台北中央ロー

タリークラブの方が初めて釧路に来られたことから相

互の訪問が始まりました。その後 2013 年の吉田秀俊

会長の時間
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会長年度に台北を訪問した時に、台北から正式に「釧

路クラブの 80周年の時に姉妹クラブを締結してはど

うか」と提案があって、話が具体化していきます。そ

の後、2016 年８月に木下会長年度に姉妹クラブ締結

がされ、その年の 11月、当クラブの 80周年に正式

に台北の方々が姉妹クラブのメンバーとして来ていた

だいたのが経緯でございます。

今日の例会では、お互いの会場をネットでつないで合

同調印式を行う案があったのですが、このコロナの影

響でなかなか準備が進まずにいて、今日は報告だけの

例会となってしまうことをぜひご理解いただければと

思います。

それにしましても、正式に５年間延長しての台北との

姉妹クラブ再締結となりましたので、改めてお互いに

負担感をなるべく持たないながらも、より深い交流、

楽しみな交流を続けていただければと思っておりま

す。どうぞよろしくお願いいたします。

もうひとつ、今日はその時間を利用しまして、転勤族

の皆さんからの卓話をお願いしております。先日も日

銀の熊谷支店長が異動になりましたが、このコロナの

中でなかなか顔を合わせずに転勤族の皆さんが異動に

なってしまう経過になりつつありますので、異動して

しまう前に、外からの目線を持っている皆さんから、

この釧路についてもぜひ辛口を含めたアドバイスや

メッセージをいただいて、私のテーマであります地域

を育むヒントにしたいという思いの企画でございま

す。

以前、吉田秀俊パスト会長は会長挨拶の中で、素晴ら

しい挨拶だったのを思い出してご紹介いたします。

「釧路クラブの素晴らしさはこの風土にある。この風

土は何かというと、この地元のメンバーが土だとすれ

ば、転勤族のメンバーが風である。この土と風が絶妙

なバランスを保って成り立っているのがこの釧路クラ

ブなのだ。この風土を大切にしなければならない」と

吉田パスト会長がされたのを本当に記憶しておりま

す。

本日はその思いを含めながら、転勤族の皆さんに改め

てこのクラブを支えていただいている大きな柱だとい

う感謝の念を持っていただきながら、ぜひお話を聴い

ていただければと思います。

本日はどうぞよろしくお願いいたします

幹事報告　市橋夛佳丞　幹事

　皆さま、こんにちは。それでは幹事報告させていた

だきます。詳細は皆さまにお配りの例会案内をご一読

いただきたいと思います。

8月のロータリーレートは 110 円となっております。

また、本日は皆さまのテーブルに出席確認シートが配

布されていません。事務局のプリンターの調子が悪く

て印刷できませんでしたので、まずは私からお詫びを

申し上げます。申し訳ございませんでした。出席の方

は副幹事がしっかり取っておりますのでご安心くださ

い。よろしくお願いいたします。また、メークアップ

等々の申告は副幹事にお申し付けいただくか、次回の

例会の時にお書きいただければと思っております。

先ほど小西様が入会されました。今現状、99名となっ

ております。100 名までもう 1歩です。ぜひ皆さま

のご協力を今後ともよろしくお願いいたします。

以上、幹事報告とさせていたきます。ありがとうござ

いました。

RID 2500 地区大会のご案内

　　　　植原元晴地区大会実行委員長

　　　　渡辺雅樹地区財務委員長　

　皆さん、こんにち

は。今年度、地区大

会実行委員長を仰せ

つかっております釧

路ベイロータリーク

ラブの植原と申しま

す。隣におりますの

は財務委員長の渡辺雅樹君です。

本日、お伺いしましたのは、本年度の地区大会の登録

のお願いにまいりました。

本年度の地区大会を来る 10月 10日、国際交流セン

ターで行う予定でございます。昨今、コロナ禍の影響

で会合がみんなオンラインになってしまって、昨年度

の地区大会もオンラインで非常に寂しい会が続いてい

るのですが、現在、コロナのワクチン接種が徐々に進

んできている状況で、10月頃にはかなりの方々にワ

クチンが行き渡るのではないかと予想をたてまして、

10月の地区大会は現地開催とさせていただきました。

まだ感染状況が非常に厳しい状況ではございますの

で、感染対策を十分にいたしまして、地区大会を準備

してまいりたいと考えております。

地区大会では記念講演といたしまして、法政大学教授

の坂本光司様にご講演を賜る予定です。ただ、残念な

がらコロナ禍の影響、コロナの感染対策ということで

目玉の大懇親会は残念ながら中止とさせていただきま

した。また、会期も当初は２日間を予定していたので

すが、これを１日に短縮させていただきました。

その結果、遠方のロータリアンの参加が見込めない状

況になりましたので、是非とも釧路市内のロータリア

ンの皆さまにはぜひ全員登録でお願いできればと考え

ております。

まだまだ感染状況は非常に厳しくて、日々の感染対策

は皆さま大変だとは思うのですが、何とか地区大会で

皆さまとお会いできますことを念じております。重ね

重ね登録の方をよろしくお願いいたします。
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■ 本日のプログラム ■

台北中央ロータリークラブ　姉妹クラブ締結報告 /会員卓話

スポンサー挨拶　脇　　弘幸君

　本日ご入会の方を

ご紹介させていただ

きます。お名前が小

西卓哉様でございま

す。勤務先が釧路信

用組合、『しんくみ』

で常務理事を務めら

れております。

先ほども話をしていたのですが、しんくみさんからは

11～ 12年くらい前までは当時の理事長が入会をさ

れておりましたので、小西常務は満を持しての入会と

なりますのでどうぞよろしくお願いいたします。

ゴルフはされない、麻雀は得意にしているということ

です。趣味がドライブとウォーキングと読書と書いて

あります。ハンドルを握ると性格が変わるタイプなの

かもしれません。

先ほどお聞きしましたら、ご家族は奥様の美由紀様と

30半ばの息子さんがお二人。長男が東京、次男の方

が釧路におられるというお話しでした。年齢ですけど

も、今月 20日で 61歳です。西村パスト会長、スズ

キの青木君と高校の同期と聞いています。このクラブ

にも湖陵高校ＯＢがたくさんいますので、どうぞよろ

しくお願いいたします。

小西さんは非常に明るい方です。話も大変好きな方で

すので、すぐにこのクラブにも慣れていただけると思

いますので、まずはしっかりと積極的に参加していた

だいて、皆さんと親睦を深めていただければと思いま

す。どうぞよろしくお願いいたします。

それでは、小西さんからご挨拶をお願いしたいと思い

ます。よろしくお願いします。

新入会員挨拶

釧路信用組合　小西　卓哉常務理事　

　ただいま、ご紹介

いただきました小西

でございます。釧路

信用組合で常務理事

を務めております。

本日は歴史と伝統あ

る釧路ロータリーク

ラブに入会ということで、感謝とありがたいと思って

おります。実はすごく緊張しております。先ほどの入

場では、先導が付いていただいての入場は結婚式以来、

30数年振りかなと思って入ってまいりました。

いま高い所からですが顔を拝見させていただくと、先

ほど紹介ありました高校の同期も 2名いらっしゃい

ます。私どもの組合のお引き取り先様のお客様もい

らっしゃいます。うちの父親が「泉先生が同級生だ」

と言っていましたのですから、ゆっくりお話を聞きた

いと思います。そういう年代の大先輩がいらっしゃる

ので、いろいろお話を聞ければと思っております。

先ほど、オリエンテーション受けさせていただきまし

た。奉仕ということでいま私に何ができるかをいろい

ろ考えながら、また皆さんに教えていただきながら頑

張っていきたいと思っております。

簡単な自己紹介させていただきたいと思います。今、

脇さんからお話がありましたけれども、４人家族です。

奥さんがそれこそ高校の同期です。子供が今年 34と

32になる男の子２人おります。長男が今つくば市に

います。実はここで話すことではないかもしれません

けど、長男が昨日コロナに罹ってしまいました。職場

内感染です。皆さんが気を付けていらっしゃるでしょ

うけれども、明日はわが身と思って、私自身も気を付

けなきゃダメかなと思って、お話させていただきまし

た。次男は釧路で福祉関係の仕事をさせていただいて

います。孫が２歳半くらいの男の子が１人いて、その

孫に会うのが楽しみで、休みの癒しと思っていま暮ら

しております。

最後になりますが、皆さんからいろいろご指導いただ

きながらやっていきたいと思います。改めてよろしく

お願いいたします。ありがとうございます。

国際奉仕委員会　荒井 　剛委員長

　皆さん、こんにち

は。国際奉仕委員会

委員長の荒井から報

告させていただきま

す。

今日の報告では台北

中央ロータリークラ

ブとの姉妹締結クラブの更新の報告と、元々のクラブ

提携に至った経緯を一生懸命調べて、この場で報告す

るために原稿を作ってまいりましたが、杉村会長の挨

拶と私の原稿のほぼ８割が丸被りしておりました。私

の持ち時間５分のうち、8割の４分が削られてしまい

ましたので、残り１分ほどで短くお話させていただき

ます。

「ここで Zoomを使って例会を」という話がありまし

たが、私がここに至るいろいろと難儀をしておったの

ですが、台北中央ロータリークラブの前年度の会長の

ブライアンさんは日本語が大変お上手で、あと台北の

方は比較的英語が達者だと聞いております。何とかＬ

ＩＮＥとかメールもそうですが、日本語と英語で毎回

送るのですが、返事はなぜかいつも中国語で返ってき

て、いつも Google 翻訳さんを使って準備を進めてい

新入会員紹介
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たところです。

かみ合わなかったことも多かったのですが、この姉妹

クラブの締結を更新するかどうかに関しては、台北中

央ロータリークラブの理事者の中でも全員一致で「そ

れはぜひ更新させてください」という返事をいただき

ました。また、釧路クラブも先ほど杉村会長からもご

報告ありましたとおり、前年度の舟木会長年度の際に、

理事会にお諮りし、「更新する」という承認をいただ

きましたので、締結書に署名させていただきました。

今、手元に新しくなった締結書がございます。左側が

中国語で書かれたもの、右側が日本語で書かれたもの

です。それぞれ一部ずつありまして、台湾にも同じも

のが１部ずつあります。今日までに郵送して無事に協

定書の交換をすることができました。

ちなみに今回の協定書ですが、署名者は杉村会長と市

橋幹事と一番下が国際奉仕委員長となって私が署名さ

せていただきました。前回の協定書も同じような役職

で会長・幹事・国際奉仕委員長となっているはずだっ

たのですが、なぜか前回の協定書は当時の木下会長、

樋口幹事、そして私が署名していたのです。その時の

国際奉仕委員長は土橋さんでした。土橋さんが「お前

が書け」と言われまして、私が代わりに書かせていた

だきました。

なかなかコロナの関係で今は行き来ができないです

し、昨年度予定されていた６月の国際大会にも行くこ

とができなかったですが、コロナが収束し、お互いに

また行き来できるようになりましたら、ぜひ皆さんと

一緒に台北に行きたいと思います。

以上、ご報告でした。ありがとうございます。

司会　続きまして、次のプログラムは会員卓話になり

ます。

クラブ運営委員会中島委員長、よろしくお願いいたし

ます。

『会員卓話』

ＮＴＴ東日本北海道・北海道東支店釧路営業支店支店

長　池田いずみ君

　皆さん、こんにち

は。ＮＴＴ東日本の

池田です。いま中島

さんからご紹介いた

だきましたが、７月

１日に釧路での勤務

が 4年目を迎えまし

た。また、7月 26日にはロータリーの記念の 3回目

のお祝いをいただきました。

年齢がわかってしまうのであまり言いたくないのです

が、私は平成元年に入社して 33年間会社に勤めてお

ります。釧路は 13カ所目の職場ですが、４年目を迎

えるのは新入社員で入った小樽支店以来で、入社して

「２つの職場での４年目」を迎えました。６月に上司

から「続投」といわれて「やったー」と心から喜びの

思いが浮かびました。また、別の上司から「ステイ」

と言われて、流行っている言葉なのですが「人事異動

でステイはちょっと」と思い、続投という言葉の方が

嬉しいなと思いました。

なぜ嬉しいかと言われますと、釧路は本当に人が温か

いと思います。ロータリークラブの方もそうですし、

お客様の皆さん、すごく温かくしていただいています。

やはり昔ながらのいろいろな人が還流して育ってきた

風土なのかなと思います。また手前味噌なのですが、

職場も非常にいい職場でチームワークがとてもいいで

す。困った人がいても助け合うことができています。

私も 13カ所回って来て、他の職場にはこのような所

がなかなかないので、これも土地柄かなと思います。

少し、仕事の話をさせていただきたいと思います。日

本で電信電話が創業したのが 1869 年で、「釧路」と

いう地名ができた年と全く同じ年となっております。

1884 年に釧路の電信創業でそれから 137 年、電話は

112 年経っております。釧路の加入電話が１万件を

超えたのは杉村会長が生まれた 1965 年。そこから毎

年 1万ずつ増えて、釧路の発展と共に電話の加入数

も増えてきました。

今は「光」が主流になってきているのですが、2003

年から光回線のご提供をさせていただいております。

今年、総務省の事業で「高度無線環境整備事業」を行っ

ているのですが、「（電話回線の）光化」は町の中心部

だけで郡部には行き渡っていなかったのですが、子ど

もたちにギガスクールでパソコン１台ずつ配置され

て、家でも学校でもインターネットを使ったＩＣＴの

教育を実現することもありまして、各エリアに光を引

くのを今年度かけて行うことになっております。

今まさに牧場・酪農家さんが光を非常に求めています。

どんなことに使うかというと、カメラで牛が出産して

いるところを監視していて、今まで、ずぅっと牛舎で

見ていなければいけなかったものを自宅で監視しなが

ら、生まれそうになったら行くとなっているそうです。

また、ＡＩなどを使って牛の背中の画像を撮って解析

して病気かどうかを調べる実験をこれから始めようと

しております。本当にこれは大きなプロジェクトで、

釧路・根室エリア・8自治体で今年度いっぱいかけて

光化していきますので、この光が受付できるようにな

りましたら、しっかりとそれを活用して釧路の産業に

貢献できるように頑張っていきたいと思います。

４年目を迎えましたが、できる事なら「5年目」と言っ

てもらえるのを期待して今年１年頑張ってきたいと思

います。よろしくお願いいたします。ありがとうござ

いました。
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日本生命保険相互会社道東支社支社長

　　　　　　　　　　　　　　廣部　雅資君

　はい、「土になり

たい」と思っていま

す。「風」の日本生命、

廣部です。今日はよ

ろしくお願いいたし

ます。

会長から「釧路の良

いところ、悪いところを率直な外からの目という形で

教えてください」というお話をいただきましたので、

少しメモをしてきましたのでお話させていただければ

と思います。

まず良い点なのですが、最近は少し暑いですが、何と

いってもこの気候、夏の温度はどこにも代えがたいも

のがあると思います。猛暑とは思えない所だと思うの

です。東京の方でいうと軽井沢が避暑地で有名ですが、

あそこの夏の平均気温は大体 20.6 度くらい、釧路の

７月は統計によると 16.1 度で釧路の方が涼しいです。

８月も３度ほど違うことで考えると、これは日本の宝

だと思っております。関西人からすると、この涼しさ

は本当に天国だと思います。そういった素晴らしい所

だと再認識しております。

２つ目でいうと、やっぱり食べ物が美味しいと思いま

す。特に魚介類でいうと、私は前任地が札幌でしたけ

ど、札幌から比べても釧路の魚は本当に日本一だと思

います。素晴らしいと思っております。

３つ目はやっぱり自然が豊かだと思います。これも当

然だと思うのですが、四季折々を体感できるのです。

先日は私の家族が大学４年、１年の娘と妻が初めてこ

の釧路の地にやってまいりました。車でサーっと動い

ていると鶴が出てきて、そしてキツネが道路に出てき

まして、ちょっとスピードを緩めるとキツネが私の車

を追いかけて来たのですね。それだけで家族が大喜び

ということです。それから冬になると鷲、少し離れる

と熊なんかも見られ、本当に自然の宝庫です。自然の

宝庫という意味では何事にも代えがたい所と思いま

す。

ここからプライベートになりますけど、このこと池田

さんがなぜ言わなかったのかなと思いましたが、ゴル

フ場がやはり近い・安い・お手軽。関東・関西でいう

と、ゴルフをするのは一仕事、一日を全部使ってしま

います。フォーマルの格好をして正装しながら行って、

あっちで着替えて、そして１日使って、渋滞に巻き込

まれて帰るのが定説なのですが、釧路のゴルフは本当

に近くて、ゴルフ場も素晴らしいです。ゴルフをする

恰好をして行って、そのまま帰ってくる。これだけ素

晴らしい所はホントにない、素晴らしいなと思ってい

ます。値段も安いので本当に何回も何回も回れるなと。

ゴルフ好きの方には天国だと思っています。

もうひとつ、私の趣味のひとつでたまに釣りをします

が、海が近い。日本でいろんな海に近い所があります

が、岸壁まで車で行って車から釣りができるという所

は、多分ここだけかなと思います。釣りをしてもカレ

イとか簡単に釣れるのですね。本州でカレイはなかな

か釣ることできないです。船に乗って釣りをしますと、

ホッケ、タラの大きいのが釣れます。先日はブリを狙

いに行ってきましたが残念ながら釣れませんでした。

今度はマグロを釣りに行こうと思っています。こんな

雄大な釣りができるのはやっぱり釧路・道東の地なの

かなと思っています。

あとこれも私の趣味なのですが、キャンプ場が素晴ら

しいです。キャンプができる上に近くに温泉がある。

これはなかなかないロケーションと思います。湖がた

くさんあって景観も素晴らしい所と思っています。あ

とは観光でいうと釧路湿原をはじめ国立公園も含め、

言わずもがなと思います。本当に素晴らしい立地だと

思います。

最後に先ほど池田さんも言っておりましたが、何と

いっても最初、来たときに釧路の方って怖い方が多い

のでは思っていました。けれど少しお話をさせていた

だくと本当に優しい方が多くて、相手のことを思い

やっていただける。私の会社でも本当に助け合いがで

きているのが釧路の人かなと思います。そういった意

味で、転勤族としてもすごく救われていると思います。

最後にもうひとつだけ、いいところ。これは芸能人の

演芸や歌謡ショーの組み合わせとか、ステージを作っ

たら芸能界のパイオニアと言われておりますカルーセ

ル麻紀の出身地だという、これも素晴らしいなと思っ

ております。

反対に悪い点、ここから見てどうかというところです。

これは寒いところはありますが、寒くても雪が少ない

から過ごしやすいなと感じました。あと交通の便では

やっぱり自家用車じゃないと動きづらいのがしんどい

ところかなと思っております。

あと、都会まで遠い。何が言いたいかというとデパー

トがないのですね。イオンがモールとして最高に大き

な所だと思います。皆さんに「ブランド物をどう買う

のか」と聞くと「ネットで買われている」ということ

で特に問題はないかもしれませんが、そういった

ショッピングはしづらいのかなと思います。

人口が少し減ってきているというのですが、調べます

と男性が 7万 7,000 人くらい、女性が８万 6,000 人

くらいいるのです。男性天国という意味ではいい点な

のかなと思います。ただ、私も来て驚いたのはいわゆ

る廃墟といいますか、入居されていないビルが多いと

思います。私のマンションの前も廃墟、元デパートだ

と聞いています。廃墟で、毎年壁がどんどん崩れてき

ている状況です。観光で来られた方が末広町に行かれ

ると少し驚かれる所があるかなと思います。
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あとは、物価が思ったより安くない。もっと言えば少

し高いなと思います。一番わかりやすいのは家賃、こ

れは札幌並みだと思います。そう感じたということで

す。娯楽施設も少し少ないのかなと思います。

もう１個だけ、仕事がてらお話させていただきます。

これは北海道全体なのですが、いま日本生命でこう

いった『バースデー検診の薦め』とか、『健康クイズ』

などお配りしています。実は、北海道民の肺がん率は

全国 47都道府県で男性がワースト４位、女性はなん

とワースト１位なのです。喫煙率は男性がワースト８

位、女子はこれも全国ワースト１位。女性で１番たば

こを吸っている所が北海道です。なのに、北海道は肺

がんの検診受診率が最下位。

会長が仰っていました「地域を育む」という中では、

われわれも本業を通じて地域住民の皆さんの健康、と

いうところに向けて『バースデー検診の薦め』などを

提供しながら、地域貢献につなげて行ければと思い、

日々活動しております。

私からは以上です。ありがとうございました。

本日のニコニコ献金

■杉村　荘平君 　全道中学硬式野球大会が無事開催されました。

　　　　　　　　皆様ありがとうございました。

■泉　　　敬君　傘寿のお祝いを有難うございます。

■荒井　　剛君　週末、札幌で行われた息子の全道少年軟式大会でベスト 8になりました。

■大道　光肇君　先日の硬式野球大会、雨模様にもかかわらず無事開催出来ました。

　　　　　　　　お陰様で釧路リトルシニアが優勝出来ました。感謝です。

■佐藤　貴之君　1日に開催された「全道中学親善硬式野球大会」で見事釧路リトルシニアが

　　　　　　　　優勝しました。ありがとうございます。

■東堂　光春君　私の娘が今回 JFA 全日本女子サッカーアンダー 15に選ばれました。

　　　　　　　　北海道から 1人ということで頑張ってまいります。

今年度累計　　67,000 円　　
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　　　　　　　　　　杉村　荘平会長

　皆さん、こんに

ちは。お食事の方

はお続けくださ

い。初めて少し余

裕のある、ゆっく

り感のある会長挨

拶の時間をいただ

きまして、ゆっくり話そうかなと思っております。

まずは、例会プログラムの件、ご報告させていただき

ます。先々週、話したばかりで大変恐縮でございます

が、来週に予定しておりました夜例会を苦渋の選択で

すが 9月 16日に夜例会再開を延期させていただきた

いと思っております。この件について様々な意見があ

るかと思います。最悪、理事会でいろいろ意見を交換

しながら判断させていただきたいと思っております。

何卒、ご信頼・ご理解いただきながら判断をお待ちい

ただければと思います。どうぞよろしくお願いいたし

ます。

今日は少しお時間もありますし、せっかくの会長の時

間でございますので今月は地域に関するお話が続いて

おりますので、会長特権で自己紹介を兼ねながら古き

良き釧路の時代を少しお話したいなと思っておりま

す。

私は 1965 年、昭和 40年に弥生町 1丁目に生まれま

した杉村でございます。ひぶな幼稚園、東栄小学校、

東中学校、湖陵高校と根っからの橋南地区育ちです。

小中高とも木造のいわゆるルンペンストーブの校舎

で、冬には窓の隙間から雪が積もるような学校です。

小中高とも水洗トイレというのが見たことがなく、い

わゆるボットントイレというのでずっと育っている下

品な会長です。

われわれ昭和40年 (1965年 ) 組なのですが、メンバー

はたくさんいます。小学校時代はピンクレディーと

キャンディーズ。中学校・高校は金八先生・校内暴力・

横浜銀蝿。大学時代はオールナイターズ・おニャン子

クラブ。そのままバブリーに突入してジュリアナ東京。

就職してみてアッという間にバブル崩壊というよう

な、まさに時代の先頭走って、その当時は『新人類』

と言われた輝かしい世代でございます。

昨今では、大量採用の使えない『バブル世代』と言わ

れているとか、言われていないとか、聞いたことがあ

ります。

そんな小学校の思い出をひとつ言うと、弥生町１丁目

のすぐ近く、弥生中学校の下にむかし中村水産という

大きい水産工場がありました。僕の家の前を、魚を満

載した大きなトラックが通るのです。この当時、買っ

ていたサバですけども、急カーブになればザザザッと

サバを落として行くのです。杉村少年は母親に褒めら

れたい一心で、その落ちているサバから一番いいサバ

を選りすぐって、「母ちゃん、これ持ってきたよ」と

やるのですが、「そんなサバ、持って来るんじゃない」

と怒られ大変傷ついた少年時代を過ごしておりまし

た。それくらい魚が本当に大量に獲れていた、余って

いた時代なのかなと思っております。

その当時、弥生町界隈は、朝６時くらいになるとイカ

の行商の方がラッパを吹きながら来たり、夕方になる

とリヤカーで野菜売りのおばさんが来たりして、非常

に活気がありました。ただ、弥生町1丁目といっても、

同じ弥生町でも東栄小学校から米町にかけては高級住

宅街が展開するわけです。そこには浅川さんのご実家

や小船井さんのご実家があるわけです。僕の弥生町は、

貧富の差が非常に激しくありまして、長屋がずらっと

続いていて、皆さんは鍵をかける習慣もなく、勝手に

人の家に上がり込んで生活していたというような環境

でした。

もうひとつ、この当時、東栄小学校のライバル校は隣

にあった日進小学校でした。日進小学校もすぐ近くな

のですが、大きなお宅とか公務員住宅がありまして、

東栄小学校とはかなりランクの差があったのです。そ

の日進小学校の 50年前ですが、なんと屋内プールが

ありました。実は東栄小学校の人間は夏になるとプー

ルを借りに日進小学校に行くわけです。日進小学校に

行きますと、２階・３階から日進小学校の生徒が東栄

小学校の生徒に今ではもう言えない、放送コードに

引っかかる罵詈雑言を浴びせてくるわけです。今の言

葉で言えば「お金のなさそうな東栄小学校の生徒さん、

君たちはここに来る生徒じゃありませんよ」みたいな

ことを罵詈雑言で罵ってくるわけです。そんなことを

経験して社会の格差はすごいものだなと大変勉強にな

りました。ちなみに当時、その日進小学校には栗林君

と羽田野君がいらっしゃいました。その窓から顔を出

していたかどうか知りませんけども。そんな時代を過

ごしました。

この自己肯定感満載のアバウトの性格の杉村はこんな

少年時代から来たのかなと。親に恵まれたのか、地域

に恵まれたのか、時代に恵まれたのか分かりませんけ

ども、非常に良い少年時代を過ごさせていただきまし

たという『ワンス・アポン・ア・タイム (once upon a 

time)in 弥生町』で自己紹介でございます。ご清聴あ

りがとうございます。

長々とお話しましたが、本日の小林さんは同世代でご

ざいまして、誕生日が出ていますのでお話させていた

だきます。日本航空では『地域ふるさとアンバサダー』

という制度作りまして日本各地で素晴らし地域貢献を

していただいております。今日はゆっくりと時間があ

りますのでお話を拝聴したいと思います。どうぞよろ

しくお願いいたします。ありがとうございました。

幹事報告　市橋夛佳丞幹事　

　皆さん、こんにちは。幹事報告をさせていただきま

す。

他クラブの例会につきましては、お手元の資料をご一

読いただければと思っております。先日もお話をさせ

ていただきましたけれども、本年度メイクアップの推

進を取り組んで

いく試みのもと、皆さまのテーブルにあります出席表

にご自分の出席のところに丸を付けることお忘れにな

らないようにしていただければと思っております。

また、出席表の下段に「メイクアップ確認表」という

欄がございます。記載もありますけれども、８月１日

に行われました全道中学親善硬式野球大会もメイク

アップ対象となっております。今後、メイクアップ対

応の事業につきましては事務局からのご案内の際に必

ずその旨一文を記載させていただきますので、担当の

方で出席者は押さえておりますが、メイクアップ確認

表にご自分でお名前をお書きいただく習慣をつけてい

ただければと思っております。

現状、コロナ禍でメイクアップの反映がその年度内１

回のみ有効となっております。ぜひ、有効にご活用い

ただければと思っております。

また、先ほど会長のご挨拶にありました８月第４例会

の例会プログラムが夜例会から昼例会に変更となりま

した。来週ですが、12時半からお昼の例会となって

おります。皆さま方、お忘れのなきようにお願いを申

し上げます。

また、皆さま方のメールボックスに入れさせていただ

いた資料がございます。本年度、会員増強に大変取り

組んでいるところで、この増強のパンフレットを表裏

１枚の用紙で作らせていただきました。ぜひ、皆さま

こちらをご活用いただきまして身の回りの方、お知り

合いに会員増強の取り組みをしていただければと思っ

ております。

こちらは印刷して置いてあります。データでもお渡し

すること可能ですので、データが必要な方は私までご

一報いただければと思っております。

以上で、幹事報告とさせていただきます。ありがとう

ございました。

プログラム委員会　木下 正明会員　

　皆さん、こんにちは。プログラム委員会の平会員の

木下です。平会員なのに何回もご紹介いただくのも心

苦しいのですが、本日の講師のご紹介をさせていただ

きたいと思います。

本日、ご講演いただきます小林千秋様は日本航空に入

社後、国際線の客室乗務員を長年務められ、教官や管

理職といった指導的な立場をお務めになっておりま

す。先ほど杉村会長からありました『ふるさとアンバ

サダー』として本年４月に釧路にご着任いただきまし

た。積極的にご活動いただきまして、小船井会長がお

りますけども、釧路ばかりではなくひがし北海道のブ

ランド化のためにご尽力を賜っているところでござい

ます。

本日はＪＡＬの地域での取り組みについてということ

でご講話をいただきたいと思っております。

小林様、どうぞよろしくお願いいたします。

日本航空株式会社・地域事業本部支援推進部地域アン

バサダー室・北海道地区ふるさとアンバサダー先任

キャビンアテンダント   小林　千秋様

　皆さま、こんに

ちは。ただいま、

ご紹介いただきま

した日本航空の小

林と申します。こ

のようなお昼の皆

さまの大切な貴重

なお時間を頂戴しまして、お話をさせていただけると

いう事を木下さんからお声がけいただきまして、本当

に嬉しく思っております。お時間は 25分ほどと伺っ

ておりますので、手短にお話させていただきつつ、私

が今なぜここに居りますのかといった事をご理解頂戴

できれば嬉しいなと思っております。

本日、お話させていただく内容としましては、大きく

３つに分けてお話させていただこうと思っております

が、私は話が行ったり来たりしてしまうので、分かり

にくい点などございましたらどうぞご容赦くださいま

せ。

さて、私の略歴は木下様からご紹介いただきました通

りですが、先ほど杉村会長が懐かしいお話をされてお

りました。全部「うん、そうそう」と私は頷いており

ました。まさに、私も昭和 40年 (1965 年 ) 生まれ、

新人類世代でございます。

余談になりますが、私ども客室乗務員、私が入社の頃

はスチュワーデスと呼ばれておりましたが、創業当時

からの続き番号でスチュワーデス 1期、２期、３期

と『期』というものが存在しておりました。今はもう

なくなってしまいましたが。この『期』というのは、

よく同じ入社時期の仲間を「同期」と呼ばれると思い

ますが、それより比較的幅が狭く、同じ入社時期でも、

一緒のクラスで訓練を受けたクラスメイトのような感

じです。私はたまたま「昭和62年 6月入社の600期」

というクラスでした。キリのいい期、100 期・200 期・

300 期・400 期・500 期、そして 600 期ということ

で少し話題にもしていただきました。100 期、200

期台の大先輩は私が入社の頃にはもう現役の方はあま

りいらっしゃらない伝説の方々が多く、その後はその

頃の社会状況などを反映して「向こう横丁の 300 期」

だったかな、「体力の 400 期」などキャッチフレーズ

がつくのですが、100 期先輩の 500 期は美人が多く

て『花の 500 期」と呼ばれていました。自分たちの

クラスが「600 期」だと分かった私たちは訓練が始

まると教官に「私たちは何の 600 期ですか？」とワ

クワクして尋ねたら、「お前達はただの 600 期だ。花

の 500 期の次はただの 600 期！」と言われたことを

覚えています。でもその後で朝日新聞さんに「新人類

600 期が登場」と書かれていました。( 笑 )

いま思えば私が数年前まで現場で一緒に働いておりま

した若手ＣＡの方々の方がよっぽど新人類だと私は

思っているのですけれども、まぁ、いつの時代にも新

人類は巡ってくるということですね。

職歴は先ほど木下様からご紹介いただきましたが、私

が地域でのお仕事をさせていただくきっかけとなりま

したのは、2016 年です。以前から支店を中心に地域

での活動、社会貢献、地域貢献の活動はずっと行って

おりました。本社でも CSR 活動を取りまとめる部署

なども当然ありますが、支店以外に初めて地域活性化

に特化した部署を地域に置くということで、2016 年

に東北にオフィスを作りました。その時に初めて客室

乗務員の本部を出て外の部署に、その東北の部署の創

立メンバーとして参加いたしました。その時から早５

年、私自身としましてはその頃から地域の皆さまと一

緒にお仕事をする業務に携わっております。

まさに「ターニングポイントは５年前」ということで、

地域と一緒に何か業務をするきっかけが始まったの

が、この東北事務所の立ち上げでした。

2010 年に経営破綻をし、社会の皆さまには大変ご迷

惑をおかけした時期と重なって 2011 年 3月東北で

東日本大震災が起きました。その頃、私どもがやりた

いと思っていた支援のお手伝いも十分にできなかった

想いもありまして、まず地域での活動をどこにするか

ということで東北にオフィスを構えました。それが５

年前です。今でもこのセクションは部署名こそ変わり

ましたが稼働し続けております。

では私個人として、そこで何をしていたのかと申しま

すと、ここに書いてございますが、東北観光推進機構

という外部団体に兼務で出向し、他の企業から出向の

方、東北全県、仙台市など行政から来ているメンバー

と共に、観光で東北を盛り上げる仕事・業務に就いて

おりました。

これらはたまたま日本航空の一員という立ち位置で地

域でのお仕事をしている写真を選ばせていただきまし

たが、ほぼ制服を脱いだ仕事をしておりました。

そもそも、私は客室乗務員として入社しましたし、客

室乗務員として長い間飛行機の機内で仕事をしており

ました。2016 年に初めて機内から外の世界に出て、

非常にやりがいを感じました。飛行機の中の仕事は、

私は今でも好きですしとてもやりがいもあります。い

ろいろな出会いもありますが、基本的には一期一会の

お仕事です。ですが、地域でお仕事するとなると、そ

この地域の方々と長く関係を持って仕事ができる、そ

れが非常に魅力だなと思っております。

具体的にどのような事をしていたのかと申しますと、

これらの写真はほんの一例ですが、学校や観光等に関

係する企業様等に

お声掛けいただ

き、主に接客のお

話をさせていただ

きました。こちら

は、子供たちの職

業体験のイベント

があり、その中に日本航空も出展させていただきまし

た。これすごく可愛かったのですが、子供たちが機内

サービスの体験をするのです。パイプ椅子をお客様の

座席に見立てて、台所で使っているワゴンを機内のワ

ゴンに見立て、ジュースサービスしてもらったり、「笑

顔でお客様にご挨拶しましょう」みたいな話をして体

験イベントをやってみました。こちらは、宮城県と日

本航空との共同記者会見のときの司会の様子です。こ

れは東北観光推進機構の中で、観光人材育成の取り組

みの「フェニックス塾」の担当者をしておりました時

の修了式です。このようなことを地域で行い、飛行機

の中から出て地域での仕事の魅力に惹かれていった３

年間でした。

さて、私個人のお話から、日本航空として地域の活動・

地域活性化推進の活動、そもそも東北を皮切りにどん

どん広げて行こうとなったのですが、どのような考え

のもとに行っているのかをお話をさせていただきたい

と思います。

ＪＡＬ・日本航空の事業は、そもそもお客様・人を運

ぶ、物を運ぶ、航空輸送業です。人・物をお運びする、

運航をするということはＡ地点からＢ地点への移動・

輸送手段として、地域と地域を繋ぐという意味がござ

います。

2016 年東北での部署立ち上げのきっかけは、そろそ

ろ体力的にも社会への恩返し、感謝を事業で恩返しで

きるタイミングであり、それはやるべきである、やり

たい、という気持ちで地域での仕事をＪＡＬが取り組

み始めました。その取り組みには、社会にかけたご迷

惑の恩返しという意味ももちろん大きくあります。同

時に、物をお運びする、人をお運びするために、まず

は日本の国内に着目してのケースですが、国内線事業

の維持・発展、路線をキープする、路線を増やす事も

もちろん裏にはございます。路線がなくなってしまう

と人も物もお運びすることはできません。路線をなく

さないためには人の交流・人流、それから物の流れ・

商流がもっともっと活発になることが必要になってま

いります。そのお手伝いをできないだろうか。

そして、日本の地域には地域の素晴らしい物、資源が

たくさんある。その資源を次の世代に残していきたい。

これも地域貢献の考え方のひとつかもしれませんが、

素晴らしい日本を次世代に残していきたい。その素晴

らしい資産・財産は日本の地方と呼ばれる地域にたく

さん眠っている。現代の日本の抱える課題でもある少

子高齢化、都市への一点集中、これらの解決のために

もいろいろな地域にも発展してほしい。そういう願い

のもとに日本航空は地域活性化の推進事業に取り組ん

でおります。

どういうことを具体的にしているのかといいますと、

人の流れ、交流人口の拡大、それから物の流れ、物流

の活性化といったところと、一部には国策・地域の政

策の支援もございます。北海道でいうと『ウポポイ』

には日本航空も支援・協力もしております。先月末に

は、奄美が世界自然遺産に、縄文遺跡群が世界文化遺

産の登録になりました。本当に嬉しいなと思います。

そちらも応援・支援しておりました。そういったこと

を目的にいろいろな素晴らしいものを見つけて磨く、

そして育てる、それを流通に乗せる、六次産業化につ

なげる、プロモーションをする、そういったそれぞれ

のことをしております。

その一環として、2016 年に立ち上げた東北の部署の

お話をしたのですが、それ以前にも各地の支店を中心

にいろいろと取り組みをしておりました。国内におけ

る取り組みとしては、2011 年から『JAPAN 

PROJECT』という名前で、毎月ある地域をテーマに

してその魅力を発信するプロモーションをしておりま

す。機内誌に特集記事を載せること、国内線ファース

トクラスの夕食メニューを地域とコラボレーションを

する、Web を使ったプロモーションで旅行商品キャ

ンペーンを組むなど、今でもこれは続いておりますが、

それを始めたのが 2011 年です。

北海道はかなり頻繁に特集させていただいておりま

す。7月末に記者発表をして、今まさに取り組み真っ

最中の 8月は『十勝』を特集させていただいており

ます。来月はまた違う県になるのです。まだプレスリ

リースをしていないので、ここで大きくは言えないの

ですが、皆さまにもちょっとお楽しみにしていただき

たいエリアが何か月後にやってまいりますので言える

タイミングになりましたら、ぜひ告知させてください。

そして、この JAPAN PROJECT が途中、『新 JAPAN 

PROJECT』に変わり、少し取り組みに厚みを出しま

した。

2016 年の東北部署立ち上げ、2011 年から今に続く

地域プロモーションをはじめとした地域活性化に資す

る活動、そういったものをすべて包括する本部として、

昨年 2020 年 11 月に『地域事業本部』として正式に

社内に本部組織が出来ました。地域事業本部として、

今までのプロジェクトに更に厚みを加え、今年から

『JAL ふるさとプロジェクト』として取り組んでおり

ます。

地域プロモーション以外には、このニューノーマル対

応、これはまさにワーケーションですとか、アニメツー

リズムですとか、いろいろな新しい形の生活様式や新

しい旅の形に対応する応援・協力をしております。

これは実は私が行っているプロジェクトの写真なので

すが、地域密着の活動としてパートナーを「青森県の

白神山地」に取り組んでおります。この地域にもっと

人が来るような何かをやりたいというプロジェクト

を、ＪＡＬグループの中で公募して、「地域活性化活動

をやりたい」と自ら手を挙げたグループ会社社員が

集って実施しています。この人たちは地域活性化推進

部の部員ではなく、客室のＣＡや空港のグランドス

タッフ、ＪＡＬカードの社員であったり、営業の社員

や貨物本部の社員といった色々なセクションの人が混

ざって一緒に取り組んでいます。現在コロナでプロ

ジェクトが停滞中なのですが、学生を取り込んで何か

やろうと計画しております。

ふるさとプロジェクトは、他に地域産品の支援、観光

振興もやっております。これは香川県、実はフルーツ

がとても有名、美味しいフルーツがある所ですけどな

かなか有名にならないので「何かできないか」という

ものです。香川県のキウイフルーツだったのですが、

東京のメゾンカイザーというパン屋さんとマッチング

させて販売をしました。そんな取り組みもしておりま

す。

そして、だんだん今の私の立ち位置に近づいてきます

が、現在のコロナの影響でフライトの機会が少なく

なっている乗務員がたくさんおります。その点も『ふ

るさとアンバサダー』という取り組みができたきっか

けにもなったのですが、その乗務員たちは自分たちが

応援したいエリア、応援したい地域があります。その

応援を YouTube で流すチャンネルもできております。

よろしければ後ほど YouTube で検索してみてくださ

い。ＪＡＬ・ふるさと・応援みたいなキーワードで出

てくると思います。乗務員だけではなくてその地域の

空港のスタッフやいろいろなメンバーが出てきてその

地域を応援しております。ちなみに北海道の番組は、

私は釧路在住のアンバサダーですが、一足先に札幌に

３名が着任しておりまして、その札幌のメンバーの馬

場ちゃんという可愛い子が出ておりますのぜひご覧に

なってみてください。

コロナ禍の中での取り組みとして、番外編になります

がが、このパイロットという職種も実はフライトの機

会がなくて、職場が失われている部署のひとつなので

すが、このパイロットが昨年、「地域貢献としてこう

いうことをやりたい」と会社に伝え、そしてそれが実

現しました。

ちょっとクイズ形式なのですが、伺ってみてもよろし

いでしょうか。３択です。１番・出身地での航空教室

を開催した。2番・農家で収穫作業を手伝った。3番・

チャリティーコーラスの動画を配信した。どれだと思

いますか？この２名が声をかけて仲間を集めてやった

ことです

１番だと思う方、手を上げてみていただけますか？あ

りがとうございます。２番だと思う方いらっしゃいま

すか？結構いらっしゃいますね、ありがとうございま

す。３番だと思う方いらっしゃいますか？ありがとう

ございます。２番が多くて、３番がその次という感じ

です

ね。答えは２番でした。「『りんごたすけ隊』というこ

とでパイロットた

ちが青森に行き、

リンゴの収穫作業

を手伝った」と

ニュースにも取り

上げていただいた

ので、ご存知の方

もいらっしゃるかもしれませんね。実は先ほど出てい

ました航空教室とコーラスもやっていますので、３問

とも正解とも言えますが。

私がびっくりしたのは、こういったことを考える者、

「やりたいな」とか「やるべきだ」と考える者は沢山

いるのですが、なかなかそれを実現するのが難しい。

タイミングもあったのかもしれないのですが、この者

たちが「こういうことをやりたい」と、部長なり本部

長なりに声を上げました。「いいじゃないか」という

ことでスピーディーに話がまとまり、周囲の協力も得

てスピーディーに実行に移せた。いま、「JAL OODA

（ジャル ウーダ）が大切です」という考え方が弊社の

中で常々出てくるのですが、まさにその『JAL 

OODA』の考え方で、自らが自分たちで考えて、自分

たちでできることをスピーディーにＰＤＣＡを回して

いく。人から言われるのを待つ、業務指示を待つので

はなく、それをまさに体現した出来事です。という事

例だったもので、少し力を込めてご紹介させていただ

きました。

さて、もうお時間も少ないのですが、では最後に北海

道で何をしているのかを少しお話させてください。

　私は、地域事業本部の『ふるさとアンバサダー』と

いう肩書で釧路に着任し、ひがし北海道を中心に活動

させていただいております。同時期に「ふるさと応援

隊」という客室乗務員も東京をベースにして約 1,000

名おります。先ほど応援チャンネルで YouTube に出

演している者は、ほぼ応援隊のメンバーです。彼らは、

自分が応援したい所縁のある地域、出身地であったり、

学生時代住んでいたとか、理由はそれぞれですが自分

はここを応援したいという CA達が、私は「釧路の応

援隊」です、「女満別の応援隊」です、「島根の応援隊」

ですと言う風に全国各地の応援隊として存在していま

す。

ちなみ釧路は最初 10名いたのですが、今は少し人数

が減りました。様々な理由で登録が減ってしまいまし

たが、その内の１人はひがし北海道地区のアンバサ

ダーとして先日釧路に着任しております。彼女は元応

援隊です。

応援隊は東京にいて応援する地域のイベント等、活動

がある時に東京から出張してまいります。しかし、ふ

るさとアンバサダーはその地域に移り住み、その地域

の方と一緒に何かの事業を取り組んでいけないだろう

か、地域がもっと元気になる取り組みを一緒に種を探

して一緒に育てていきたい、そういう活動をその地域

でやっております。

すみません、この

情報が古いのです

が、現在は 10カ

所で 19名まで増

えました。当初、

社長が「20名ま

で増やしたい」と

言っていたので、そろそろ規模的にはこれぐらいなの

かなと思いますが、全国、各地に配置ができないにし

ても、私としてはもう少し規模を増やしてもいいので

はないのかなと思っております。こういった活動をし

ております。

では、具体的に北海道で何をしているのかをご紹介さ

せていただきます。先発隊３名が札幌に着任しており

ます。私が釧路に着任する前までは、この道東地域も

札幌から出張して来ておりました。

これは『オホーツク流氷ライド』というアドベンチャー

ツーリズムのＰＲ動画を作るお手伝いをしました。こ

のファットバイク、私は北海道に来るまで存じ上げま

せんでしたが、こういった「アウトドアの自転車は氷

の上も雪道でも、ぐんぐん行ける」んですね。という

事でアドベンチャーツーリズムのＰＲ、「冬の北海道

も楽しいこといっぱいあるよ、冬の北海道も来てね」

というＰＲ動画の撮影協力をしました。こちらは支笏

湖のヒメマス・チップのＰＲ販売を埼玉県浦和の伊勢

丹で行ったもの。こちらも、現在進行中なのですけれ

ども「ハマナスを使った化粧品の商品開発をやりたい」

と札幌地域のアンバサダーが頑張っております。こち

らはＪＲ北海道さんとＪＡＬパック、ＪＴＢさん、日

本航空とで企画をしている『HOKKAIDO LOVE ！ひ

とめぐり号』という周遊の列車の旅。こちらは 10月

に実施させていただくのですが、その企画などもアン

バサダーが入ってやっております。私も乗車する予定

です。機内サービスならぬ車内サービスをする予定と

なっております。

そして、私は着任後すぐに緊急事態宣言、まん延防止

等重点措置がありましたので、いろいろな所にお邪魔

することが出来ず少しスロースタートになってしまい

ましたが、阿寒湖での『湖水開き』とか、『KAMUY 

LUMINA( カムイルミナ ) 』のイベントのお手伝い、

それから行政さんでは浜中町で接客マナーのお話です

とか、先日は北見のカーリングチームの選手の皆さん

の勉強会に参加させていただきました。こちらは９月

８日に釧路商工会議所さんの接客セミナーを担当させ

ていただきますので、皆さまの会社の新入社員の方で

すとか、接客フロントラインに立たれる方でご興味の

ある方はぜひ商工会議所にお問い合わせいただければ

と思います。あと、木下さんからのお話にもございま

した「ひがし北海道ブランド化推進協議会」の皆さま

と一緒に何かいいことができないかなと企画している

最中でございます。

このような形で地域の皆さまと共にお仕事をしていき

たいと願っております。まだまだ始まったばかりの取

り組みですし、私自身も着任してまだ間もないですの

で、いろいろなこと勉強しながら、一緒に行っていき

たいなと思っております。

皆さまのお手元にパンフレットをご用意したのです

が、それは簡単なご紹介です。アンバサダーが実施で

きるもの、それから本社に持ち帰ってその専門セク

ションで実施するもの、様々な事業の取り組みがござ

います。もっと分厚いパンフレットもあるのですが、

こちらはご紹介ということで、ご興味がございました

ら私、または釧路支店にお声がけをよろしくお願いい

たします。ちょっと最後は宣伝になってしまいました

が、このような活動をしてまいりたいと思っておりま

すので、どうぞ皆さまよろしくお願いいたします。拙

い話で恐縮でございましたが、ご静聴いただきありが

とうございました。

会長謝辞　杉村　荘平会長　

　小林さん、本当に今日はお忙しいところありがとう

ございました。大変貴重なお話を聞かせていただきま

した。特に小林さんが話した中で「まず動いてみるん

だ。動いてみてＰＤＣＡを回すんだ」というお話もあ

りました。まさにそのとおりだと思っております。

私も「この地域があってのロータリーだ」と思ってお

りましたので、『地域を育む』ということで今年テー

マにしてやらしていただいております。釧路地域も日

本製紙の件もあり暗いニュースがあったりするわけで

すが、まさにＪＡＬさんの取り組みとしっかり連携し

ながら行っていかなければならないだろうと思ってお

ります。

ＪＡＬさんも民間企業ですから、地域に魅力がなくな

れば便もなくなってしまうということでございますの

で、ＪＡＬさんに見捨てられないようにわれわれも

しっかり地域を磨きながら、しっかりと連携を組んで

行っていきたいと改めて思います。よろしくお願いい

たします。

それでは、これから釧路も寒くなってきますのでお体

に十分気を付けていただきながら、地域とのパイプを

どんどん太くしていただければと思います。今日はど

うもありがとうございました。

会長の時間
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JAL の地域での取り組みについて

　　　　　　　　　　杉村　荘平会長

　皆さん、こんに

ちは。お食事の方

はお続けくださ

い。初めて少し余

裕のある、ゆっく

り感のある会長挨

拶の時間をいただ

きまして、ゆっくり話そうかなと思っております。

まずは、例会プログラムの件、ご報告させていただき

ます。先々週、話したばかりで大変恐縮でございます

が、来週に予定しておりました夜例会を苦渋の選択で

すが 9月 16日に夜例会再開を延期させていただきた

いと思っております。この件について様々な意見があ

るかと思います。最悪、理事会でいろいろ意見を交換

しながら判断させていただきたいと思っております。

何卒、ご信頼・ご理解いただきながら判断をお待ちい

ただければと思います。どうぞよろしくお願いいたし

ます。

今日は少しお時間もありますし、せっかくの会長の時

間でございますので今月は地域に関するお話が続いて

おりますので、会長特権で自己紹介を兼ねながら古き

良き釧路の時代を少しお話したいなと思っておりま

す。

私は 1965 年、昭和 40年に弥生町 1丁目に生まれま

した杉村でございます。ひぶな幼稚園、東栄小学校、

東中学校、湖陵高校と根っからの橋南地区育ちです。

小中高とも木造のいわゆるルンペンストーブの校舎

で、冬には窓の隙間から雪が積もるような学校です。

小中高とも水洗トイレというのが見たことがなく、い

わゆるボットントイレというのでずっと育っている下

品な会長です。

われわれ昭和40年 (1965年 ) 組なのですが、メンバー

はたくさんいます。小学校時代はピンクレディーと

キャンディーズ。中学校・高校は金八先生・校内暴力・

横浜銀蝿。大学時代はオールナイターズ・おニャン子

クラブ。そのままバブリーに突入してジュリアナ東京。

就職してみてアッという間にバブル崩壊というよう

な、まさに時代の先頭走って、その当時は『新人類』

と言われた輝かしい世代でございます。

昨今では、大量採用の使えない『バブル世代』と言わ

れているとか、言われていないとか、聞いたことがあ

ります。

そんな小学校の思い出をひとつ言うと、弥生町１丁目

のすぐ近く、弥生中学校の下にむかし中村水産という

大きい水産工場がありました。僕の家の前を、魚を満

載した大きなトラックが通るのです。この当時、買っ

ていたサバですけども、急カーブになればザザザッと

サバを落として行くのです。杉村少年は母親に褒めら

れたい一心で、その落ちているサバから一番いいサバ

を選りすぐって、「母ちゃん、これ持ってきたよ」と

やるのですが、「そんなサバ、持って来るんじゃない」

と怒られ大変傷ついた少年時代を過ごしておりまし

た。それくらい魚が本当に大量に獲れていた、余って

いた時代なのかなと思っております。

その当時、弥生町界隈は、朝６時くらいになるとイカ

の行商の方がラッパを吹きながら来たり、夕方になる

とリヤカーで野菜売りのおばさんが来たりして、非常

に活気がありました。ただ、弥生町1丁目といっても、

同じ弥生町でも東栄小学校から米町にかけては高級住

宅街が展開するわけです。そこには浅川さんのご実家

や小船井さんのご実家があるわけです。僕の弥生町は、

貧富の差が非常に激しくありまして、長屋がずらっと

続いていて、皆さんは鍵をかける習慣もなく、勝手に

人の家に上がり込んで生活していたというような環境

でした。

もうひとつ、この当時、東栄小学校のライバル校は隣

にあった日進小学校でした。日進小学校もすぐ近くな

のですが、大きなお宅とか公務員住宅がありまして、

東栄小学校とはかなりランクの差があったのです。そ

の日進小学校の 50年前ですが、なんと屋内プールが

ありました。実は東栄小学校の人間は夏になるとプー

ルを借りに日進小学校に行くわけです。日進小学校に

行きますと、２階・３階から日進小学校の生徒が東栄

小学校の生徒に今ではもう言えない、放送コードに

引っかかる罵詈雑言を浴びせてくるわけです。今の言

葉で言えば「お金のなさそうな東栄小学校の生徒さん、

君たちはここに来る生徒じゃありませんよ」みたいな

ことを罵詈雑言で罵ってくるわけです。そんなことを

経験して社会の格差はすごいものだなと大変勉強にな

りました。ちなみに当時、その日進小学校には栗林君

と羽田野君がいらっしゃいました。その窓から顔を出

していたかどうか知りませんけども。そんな時代を過

ごしました。

この自己肯定感満載のアバウトの性格の杉村はこんな

少年時代から来たのかなと。親に恵まれたのか、地域

に恵まれたのか、時代に恵まれたのか分かりませんけ

ども、非常に良い少年時代を過ごさせていただきまし

たという『ワンス・アポン・ア・タイム (once upon a 

time)in 弥生町』で自己紹介でございます。ご清聴あ

りがとうございます。

長々とお話しましたが、本日の小林さんは同世代でご

ざいまして、誕生日が出ていますのでお話させていた

だきます。日本航空では『地域ふるさとアンバサダー』

という制度作りまして日本各地で素晴らし地域貢献を

していただいております。今日はゆっくりと時間があ

りますのでお話を拝聴したいと思います。どうぞよろ

しくお願いいたします。ありがとうございました。

幹事報告　市橋夛佳丞幹事　

　皆さん、こんにちは。幹事報告をさせていただきま

す。

他クラブの例会につきましては、お手元の資料をご一

読いただければと思っております。先日もお話をさせ

ていただきましたけれども、本年度メイクアップの推

進を取り組んで

いく試みのもと、皆さまのテーブルにあります出席表

にご自分の出席のところに丸を付けることお忘れにな

らないようにしていただければと思っております。

また、出席表の下段に「メイクアップ確認表」という

欄がございます。記載もありますけれども、８月１日

に行われました全道中学親善硬式野球大会もメイク

アップ対象となっております。今後、メイクアップ対

応の事業につきましては事務局からのご案内の際に必

ずその旨一文を記載させていただきますので、担当の

方で出席者は押さえておりますが、メイクアップ確認

表にご自分でお名前をお書きいただく習慣をつけてい

ただければと思っております。

現状、コロナ禍でメイクアップの反映がその年度内１

回のみ有効となっております。ぜひ、有効にご活用い

ただければと思っております。

また、先ほど会長のご挨拶にありました８月第４例会

の例会プログラムが夜例会から昼例会に変更となりま

した。来週ですが、12時半からお昼の例会となって

おります。皆さま方、お忘れのなきようにお願いを申

し上げます。

また、皆さま方のメールボックスに入れさせていただ

いた資料がございます。本年度、会員増強に大変取り

組んでいるところで、この増強のパンフレットを表裏

１枚の用紙で作らせていただきました。ぜひ、皆さま

こちらをご活用いただきまして身の回りの方、お知り

合いに会員増強の取り組みをしていただければと思っ

ております。

こちらは印刷して置いてあります。データでもお渡し

すること可能ですので、データが必要な方は私までご

一報いただければと思っております。

以上で、幹事報告とさせていただきます。ありがとう

ございました。

プログラム委員会　木下 正明会員　

　皆さん、こんにちは。プログラム委員会の平会員の

木下です。平会員なのに何回もご紹介いただくのも心

苦しいのですが、本日の講師のご紹介をさせていただ

きたいと思います。

本日、ご講演いただきます小林千秋様は日本航空に入

社後、国際線の客室乗務員を長年務められ、教官や管

理職といった指導的な立場をお務めになっておりま

す。先ほど杉村会長からありました『ふるさとアンバ

サダー』として本年４月に釧路にご着任いただきまし

た。積極的にご活動いただきまして、小船井会長がお

りますけども、釧路ばかりではなくひがし北海道のブ

ランド化のためにご尽力を賜っているところでござい

ます。

本日はＪＡＬの地域での取り組みについてということ

でご講話をいただきたいと思っております。

小林様、どうぞよろしくお願いいたします。

日本航空株式会社・地域事業本部支援推進部地域アン

バサダー室・北海道地区ふるさとアンバサダー先任

キャビンアテンダント   小林　千秋様

　皆さま、こんに

ちは。ただいま、

ご紹介いただきま

した日本航空の小

林と申します。こ

のようなお昼の皆

さまの大切な貴重

なお時間を頂戴しまして、お話をさせていただけると

いう事を木下さんからお声がけいただきまして、本当

に嬉しく思っております。お時間は 25分ほどと伺っ

ておりますので、手短にお話させていただきつつ、私

が今なぜここに居りますのかといった事をご理解頂戴

できれば嬉しいなと思っております。

本日、お話させていただく内容としましては、大きく

３つに分けてお話させていただこうと思っております

が、私は話が行ったり来たりしてしまうので、分かり

にくい点などございましたらどうぞご容赦くださいま

せ。

さて、私の略歴は木下様からご紹介いただきました通

りですが、先ほど杉村会長が懐かしいお話をされてお

りました。全部「うん、そうそう」と私は頷いており

ました。まさに、私も昭和 40年 (1965 年 ) 生まれ、

新人類世代でございます。

余談になりますが、私ども客室乗務員、私が入社の頃

はスチュワーデスと呼ばれておりましたが、創業当時

からの続き番号でスチュワーデス 1期、２期、３期

と『期』というものが存在しておりました。今はもう

なくなってしまいましたが。この『期』というのは、

よく同じ入社時期の仲間を「同期」と呼ばれると思い

ますが、それより比較的幅が狭く、同じ入社時期でも、

一緒のクラスで訓練を受けたクラスメイトのような感

じです。私はたまたま「昭和62年 6月入社の600期」

というクラスでした。キリのいい期、100 期・200 期・

300 期・400 期・500 期、そして 600 期ということ

で少し話題にもしていただきました。100 期、200

期台の大先輩は私が入社の頃にはもう現役の方はあま

りいらっしゃらない伝説の方々が多く、その後はその

頃の社会状況などを反映して「向こう横丁の 300 期」

だったかな、「体力の 400 期」などキャッチフレーズ

がつくのですが、100 期先輩の 500 期は美人が多く

て『花の 500 期」と呼ばれていました。自分たちの

クラスが「600 期」だと分かった私たちは訓練が始

まると教官に「私たちは何の 600 期ですか？」とワ

クワクして尋ねたら、「お前達はただの 600 期だ。花

の 500 期の次はただの 600 期！」と言われたことを

覚えています。でもその後で朝日新聞さんに「新人類

600 期が登場」と書かれていました。( 笑 )

いま思えば私が数年前まで現場で一緒に働いておりま

した若手ＣＡの方々の方がよっぽど新人類だと私は

思っているのですけれども、まぁ、いつの時代にも新

人類は巡ってくるということですね。

職歴は先ほど木下様からご紹介いただきましたが、私

が地域でのお仕事をさせていただくきっかけとなりま

したのは、2016 年です。以前から支店を中心に地域

での活動、社会貢献、地域貢献の活動はずっと行って

おりました。本社でも CSR 活動を取りまとめる部署

なども当然ありますが、支店以外に初めて地域活性化

に特化した部署を地域に置くということで、2016 年

に東北にオフィスを作りました。その時に初めて客室

乗務員の本部を出て外の部署に、その東北の部署の創

立メンバーとして参加いたしました。その時から早５

年、私自身としましてはその頃から地域の皆さまと一

緒にお仕事をする業務に携わっております。

まさに「ターニングポイントは５年前」ということで、

地域と一緒に何か業務をするきっかけが始まったの

が、この東北事務所の立ち上げでした。

2010 年に経営破綻をし、社会の皆さまには大変ご迷

惑をおかけした時期と重なって 2011 年 3月東北で

東日本大震災が起きました。その頃、私どもがやりた

いと思っていた支援のお手伝いも十分にできなかった

想いもありまして、まず地域での活動をどこにするか

ということで東北にオフィスを構えました。それが５

年前です。今でもこのセクションは部署名こそ変わり

ましたが稼働し続けております。

では私個人として、そこで何をしていたのかと申しま

すと、ここに書いてございますが、東北観光推進機構

という外部団体に兼務で出向し、他の企業から出向の

方、東北全県、仙台市など行政から来ているメンバー

と共に、観光で東北を盛り上げる仕事・業務に就いて

おりました。

これらはたまたま日本航空の一員という立ち位置で地

域でのお仕事をしている写真を選ばせていただきまし

たが、ほぼ制服を脱いだ仕事をしておりました。

そもそも、私は客室乗務員として入社しましたし、客

室乗務員として長い間飛行機の機内で仕事をしており

ました。2016 年に初めて機内から外の世界に出て、

非常にやりがいを感じました。飛行機の中の仕事は、

私は今でも好きですしとてもやりがいもあります。い

ろいろな出会いもありますが、基本的には一期一会の

お仕事です。ですが、地域でお仕事するとなると、そ

この地域の方々と長く関係を持って仕事ができる、そ

れが非常に魅力だなと思っております。

具体的にどのような事をしていたのかと申しますと、

これらの写真はほんの一例ですが、学校や観光等に関

係する企業様等に

お声掛けいただ

き、主に接客のお

話をさせていただ

きました。こちら

は、子供たちの職

業体験のイベント

があり、その中に日本航空も出展させていただきまし

た。これすごく可愛かったのですが、子供たちが機内

サービスの体験をするのです。パイプ椅子をお客様の

座席に見立てて、台所で使っているワゴンを機内のワ

ゴンに見立て、ジュースサービスしてもらったり、「笑

顔でお客様にご挨拶しましょう」みたいな話をして体

験イベントをやってみました。こちらは、宮城県と日

本航空との共同記者会見のときの司会の様子です。こ

れは東北観光推進機構の中で、観光人材育成の取り組

みの「フェニックス塾」の担当者をしておりました時

の修了式です。このようなことを地域で行い、飛行機

の中から出て地域での仕事の魅力に惹かれていった３

年間でした。

さて、私個人のお話から、日本航空として地域の活動・

地域活性化推進の活動、そもそも東北を皮切りにどん

どん広げて行こうとなったのですが、どのような考え

のもとに行っているのかをお話をさせていただきたい

と思います。

ＪＡＬ・日本航空の事業は、そもそもお客様・人を運

ぶ、物を運ぶ、航空輸送業です。人・物をお運びする、

運航をするということはＡ地点からＢ地点への移動・

輸送手段として、地域と地域を繋ぐという意味がござ

います。

2016 年東北での部署立ち上げのきっかけは、そろそ

ろ体力的にも社会への恩返し、感謝を事業で恩返しで

きるタイミングであり、それはやるべきである、やり

たい、という気持ちで地域での仕事をＪＡＬが取り組

み始めました。その取り組みには、社会にかけたご迷

惑の恩返しという意味ももちろん大きくあります。同

時に、物をお運びする、人をお運びするために、まず

は日本の国内に着目してのケースですが、国内線事業

の維持・発展、路線をキープする、路線を増やす事も

もちろん裏にはございます。路線がなくなってしまう

と人も物もお運びすることはできません。路線をなく

さないためには人の交流・人流、それから物の流れ・

商流がもっともっと活発になることが必要になってま

いります。そのお手伝いをできないだろうか。

そして、日本の地域には地域の素晴らしい物、資源が

たくさんある。その資源を次の世代に残していきたい。

これも地域貢献の考え方のひとつかもしれませんが、

素晴らしい日本を次世代に残していきたい。その素晴

らしい資産・財産は日本の地方と呼ばれる地域にたく

さん眠っている。現代の日本の抱える課題でもある少

子高齢化、都市への一点集中、これらの解決のために

もいろいろな地域にも発展してほしい。そういう願い

のもとに日本航空は地域活性化の推進事業に取り組ん

でおります。

どういうことを具体的にしているのかといいますと、

人の流れ、交流人口の拡大、それから物の流れ、物流

の活性化といったところと、一部には国策・地域の政

策の支援もございます。北海道でいうと『ウポポイ』

には日本航空も支援・協力もしております。先月末に

は、奄美が世界自然遺産に、縄文遺跡群が世界文化遺

産の登録になりました。本当に嬉しいなと思います。

そちらも応援・支援しておりました。そういったこと

を目的にいろいろな素晴らしいものを見つけて磨く、

そして育てる、それを流通に乗せる、六次産業化につ

なげる、プロモーションをする、そういったそれぞれ

のことをしております。

その一環として、2016 年に立ち上げた東北の部署の

お話をしたのですが、それ以前にも各地の支店を中心

にいろいろと取り組みをしておりました。国内におけ

る取り組みとしては、2011 年から『JAPAN 

PROJECT』という名前で、毎月ある地域をテーマに

してその魅力を発信するプロモーションをしておりま

す。機内誌に特集記事を載せること、国内線ファース

トクラスの夕食メニューを地域とコラボレーションを

する、Web を使ったプロモーションで旅行商品キャ

ンペーンを組むなど、今でもこれは続いておりますが、

それを始めたのが 2011 年です。

北海道はかなり頻繁に特集させていただいておりま

す。7月末に記者発表をして、今まさに取り組み真っ

最中の 8月は『十勝』を特集させていただいており

ます。来月はまた違う県になるのです。まだプレスリ

リースをしていないので、ここで大きくは言えないの

ですが、皆さまにもちょっとお楽しみにしていただき

たいエリアが何か月後にやってまいりますので言える

タイミングになりましたら、ぜひ告知させてください。

そして、この JAPAN PROJECT が途中、『新 JAPAN 

PROJECT』に変わり、少し取り組みに厚みを出しま

した。

2016 年の東北部署立ち上げ、2011 年から今に続く

地域プロモーションをはじめとした地域活性化に資す

る活動、そういったものをすべて包括する本部として、

昨年 2020 年 11 月に『地域事業本部』として正式に

社内に本部組織が出来ました。地域事業本部として、

今までのプロジェクトに更に厚みを加え、今年から

『JAL ふるさとプロジェクト』として取り組んでおり

ます。

地域プロモーション以外には、このニューノーマル対

応、これはまさにワーケーションですとか、アニメツー

リズムですとか、いろいろな新しい形の生活様式や新

しい旅の形に対応する応援・協力をしております。

これは実は私が行っているプロジェクトの写真なので

すが、地域密着の活動としてパートナーを「青森県の

白神山地」に取り組んでおります。この地域にもっと

人が来るような何かをやりたいというプロジェクト

を、ＪＡＬグループの中で公募して、「地域活性化活動

をやりたい」と自ら手を挙げたグループ会社社員が

集って実施しています。この人たちは地域活性化推進

部の部員ではなく、客室のＣＡや空港のグランドス

タッフ、ＪＡＬカードの社員であったり、営業の社員

や貨物本部の社員といった色々なセクションの人が混

ざって一緒に取り組んでいます。現在コロナでプロ

ジェクトが停滞中なのですが、学生を取り込んで何か

やろうと計画しております。

ふるさとプロジェクトは、他に地域産品の支援、観光

振興もやっております。これは香川県、実はフルーツ

がとても有名、美味しいフルーツがある所ですけどな

かなか有名にならないので「何かできないか」という

ものです。香川県のキウイフルーツだったのですが、

東京のメゾンカイザーというパン屋さんとマッチング

させて販売をしました。そんな取り組みもしておりま

す。

そして、だんだん今の私の立ち位置に近づいてきます

が、現在のコロナの影響でフライトの機会が少なく

なっている乗務員がたくさんおります。その点も『ふ

るさとアンバサダー』という取り組みができたきっか

けにもなったのですが、その乗務員たちは自分たちが

応援したいエリア、応援したい地域があります。その

応援を YouTube で流すチャンネルもできております。

よろしければ後ほど YouTube で検索してみてくださ

い。ＪＡＬ・ふるさと・応援みたいなキーワードで出

てくると思います。乗務員だけではなくてその地域の

空港のスタッフやいろいろなメンバーが出てきてその

地域を応援しております。ちなみに北海道の番組は、

私は釧路在住のアンバサダーですが、一足先に札幌に

３名が着任しておりまして、その札幌のメンバーの馬

場ちゃんという可愛い子が出ておりますのぜひご覧に

なってみてください。

コロナ禍の中での取り組みとして、番外編になります

がが、このパイロットという職種も実はフライトの機

会がなくて、職場が失われている部署のひとつなので

すが、このパイロットが昨年、「地域貢献としてこう

いうことをやりたい」と会社に伝え、そしてそれが実

現しました。

ちょっとクイズ形式なのですが、伺ってみてもよろし

いでしょうか。３択です。１番・出身地での航空教室

を開催した。2番・農家で収穫作業を手伝った。3番・

チャリティーコーラスの動画を配信した。どれだと思

いますか？この２名が声をかけて仲間を集めてやった

ことです

１番だと思う方、手を上げてみていただけますか？あ

りがとうございます。２番だと思う方いらっしゃいま

すか？結構いらっしゃいますね、ありがとうございま

す。３番だと思う方いらっしゃいますか？ありがとう

ございます。２番が多くて、３番がその次という感じ

です

ね。答えは２番でした。「『りんごたすけ隊』というこ

とでパイロットた

ちが青森に行き、

リンゴの収穫作業

を手伝った」と

ニュースにも取り

上げていただいた

ので、ご存知の方

もいらっしゃるかもしれませんね。実は先ほど出てい

ました航空教室とコーラスもやっていますので、３問

とも正解とも言えますが。

私がびっくりしたのは、こういったことを考える者、

「やりたいな」とか「やるべきだ」と考える者は沢山

いるのですが、なかなかそれを実現するのが難しい。

タイミングもあったのかもしれないのですが、この者

たちが「こういうことをやりたい」と、部長なり本部

長なりに声を上げました。「いいじゃないか」という

ことでスピーディーに話がまとまり、周囲の協力も得

てスピーディーに実行に移せた。いま、「JAL OODA

（ジャル ウーダ）が大切です」という考え方が弊社の

中で常々出てくるのですが、まさにその『JAL 

OODA』の考え方で、自らが自分たちで考えて、自分

たちでできることをスピーディーにＰＤＣＡを回して

いく。人から言われるのを待つ、業務指示を待つので

はなく、それをまさに体現した出来事です。という事

例だったもので、少し力を込めてご紹介させていただ

きました。

さて、もうお時間も少ないのですが、では最後に北海

道で何をしているのかを少しお話させてください。

　私は、地域事業本部の『ふるさとアンバサダー』と

いう肩書で釧路に着任し、ひがし北海道を中心に活動

させていただいております。同時期に「ふるさと応援

隊」という客室乗務員も東京をベースにして約 1,000

名おります。先ほど応援チャンネルで YouTube に出

演している者は、ほぼ応援隊のメンバーです。彼らは、

自分が応援したい所縁のある地域、出身地であったり、

学生時代住んでいたとか、理由はそれぞれですが自分

はここを応援したいという CA達が、私は「釧路の応

援隊」です、「女満別の応援隊」です、「島根の応援隊」

ですと言う風に全国各地の応援隊として存在していま

す。

ちなみ釧路は最初 10名いたのですが、今は少し人数

が減りました。様々な理由で登録が減ってしまいまし

たが、その内の１人はひがし北海道地区のアンバサ

ダーとして先日釧路に着任しております。彼女は元応

援隊です。

応援隊は東京にいて応援する地域のイベント等、活動

がある時に東京から出張してまいります。しかし、ふ

るさとアンバサダーはその地域に移り住み、その地域

の方と一緒に何かの事業を取り組んでいけないだろう

か、地域がもっと元気になる取り組みを一緒に種を探

して一緒に育てていきたい、そういう活動をその地域

でやっております。

すみません、この

情報が古いのです

が、現在は 10カ

所で 19名まで増

えました。当初、

社長が「20名ま

で増やしたい」と

言っていたので、そろそろ規模的にはこれぐらいなの

かなと思いますが、全国、各地に配置ができないにし

ても、私としてはもう少し規模を増やしてもいいので

はないのかなと思っております。こういった活動をし

ております。

では、具体的に北海道で何をしているのかをご紹介さ

せていただきます。先発隊３名が札幌に着任しており

ます。私が釧路に着任する前までは、この道東地域も

札幌から出張して来ておりました。

これは『オホーツク流氷ライド』というアドベンチャー

ツーリズムのＰＲ動画を作るお手伝いをしました。こ

のファットバイク、私は北海道に来るまで存じ上げま

せんでしたが、こういった「アウトドアの自転車は氷

の上も雪道でも、ぐんぐん行ける」んですね。という

事でアドベンチャーツーリズムのＰＲ、「冬の北海道

も楽しいこといっぱいあるよ、冬の北海道も来てね」

というＰＲ動画の撮影協力をしました。こちらは支笏

湖のヒメマス・チップのＰＲ販売を埼玉県浦和の伊勢

丹で行ったもの。こちらも、現在進行中なのですけれ

ども「ハマナスを使った化粧品の商品開発をやりたい」

と札幌地域のアンバサダーが頑張っております。こち

らはＪＲ北海道さんとＪＡＬパック、ＪＴＢさん、日

本航空とで企画をしている『HOKKAIDO LOVE ！ひ

とめぐり号』という周遊の列車の旅。こちらは 10月

に実施させていただくのですが、その企画などもアン

バサダーが入ってやっております。私も乗車する予定

です。機内サービスならぬ車内サービスをする予定と

なっております。

そして、私は着任後すぐに緊急事態宣言、まん延防止

等重点措置がありましたので、いろいろな所にお邪魔

することが出来ず少しスロースタートになってしまい

ましたが、阿寒湖での『湖水開き』とか、『KAMUY 

LUMINA( カムイルミナ ) 』のイベントのお手伝い、

それから行政さんでは浜中町で接客マナーのお話です

とか、先日は北見のカーリングチームの選手の皆さん

の勉強会に参加させていただきました。こちらは９月

８日に釧路商工会議所さんの接客セミナーを担当させ

ていただきますので、皆さまの会社の新入社員の方で

すとか、接客フロントラインに立たれる方でご興味の

ある方はぜひ商工会議所にお問い合わせいただければ

と思います。あと、木下さんからのお話にもございま

した「ひがし北海道ブランド化推進協議会」の皆さま

と一緒に何かいいことができないかなと企画している

最中でございます。

このような形で地域の皆さまと共にお仕事をしていき

たいと願っております。まだまだ始まったばかりの取

り組みですし、私自身も着任してまだ間もないですの

で、いろいろなこと勉強しながら、一緒に行っていき

たいなと思っております。

皆さまのお手元にパンフレットをご用意したのです

が、それは簡単なご紹介です。アンバサダーが実施で

きるもの、それから本社に持ち帰ってその専門セク

ションで実施するもの、様々な事業の取り組みがござ

います。もっと分厚いパンフレットもあるのですが、

こちらはご紹介ということで、ご興味がございました

ら私、または釧路支店にお声がけをよろしくお願いい

たします。ちょっと最後は宣伝になってしまいました

が、このような活動をしてまいりたいと思っておりま

すので、どうぞ皆さまよろしくお願いいたします。拙

い話で恐縮でございましたが、ご静聴いただきありが

とうございました。

会長謝辞　杉村　荘平会長　

　小林さん、本当に今日はお忙しいところありがとう

ございました。大変貴重なお話を聞かせていただきま

した。特に小林さんが話した中で「まず動いてみるん

だ。動いてみてＰＤＣＡを回すんだ」というお話もあ

りました。まさにそのとおりだと思っております。

私も「この地域があってのロータリーだ」と思ってお

りましたので、『地域を育む』ということで今年テー

マにしてやらしていただいております。釧路地域も日

本製紙の件もあり暗いニュースがあったりするわけで

すが、まさにＪＡＬさんの取り組みとしっかり連携し

ながら行っていかなければならないだろうと思ってお

ります。

ＪＡＬさんも民間企業ですから、地域に魅力がなくな

れば便もなくなってしまうということでございますの

で、ＪＡＬさんに見捨てられないようにわれわれも

しっかり地域を磨きながら、しっかりと連携を組んで

行っていきたいと改めて思います。よろしくお願いい

たします。

それでは、これから釧路も寒くなってきますのでお体

に十分気を付けていただきながら、地域とのパイプを

どんどん太くしていただければと思います。今日はど

うもありがとうございました。
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　　　　　　　　　　杉村　荘平会長

　皆さん、こんに

ちは。お食事の方

はお続けくださ

い。初めて少し余

裕のある、ゆっく

り感のある会長挨

拶の時間をいただ

きまして、ゆっくり話そうかなと思っております。

まずは、例会プログラムの件、ご報告させていただき

ます。先々週、話したばかりで大変恐縮でございます

が、来週に予定しておりました夜例会を苦渋の選択で

すが 9月 16日に夜例会再開を延期させていただきた

いと思っております。この件について様々な意見があ

るかと思います。最悪、理事会でいろいろ意見を交換

しながら判断させていただきたいと思っております。

何卒、ご信頼・ご理解いただきながら判断をお待ちい

ただければと思います。どうぞよろしくお願いいたし

ます。

今日は少しお時間もありますし、せっかくの会長の時

間でございますので今月は地域に関するお話が続いて

おりますので、会長特権で自己紹介を兼ねながら古き

良き釧路の時代を少しお話したいなと思っておりま

す。

私は 1965 年、昭和 40年に弥生町 1丁目に生まれま

した杉村でございます。ひぶな幼稚園、東栄小学校、

東中学校、湖陵高校と根っからの橋南地区育ちです。

小中高とも木造のいわゆるルンペンストーブの校舎

で、冬には窓の隙間から雪が積もるような学校です。

小中高とも水洗トイレというのが見たことがなく、い

わゆるボットントイレというのでずっと育っている下

品な会長です。

われわれ昭和40年 (1965年 ) 組なのですが、メンバー

はたくさんいます。小学校時代はピンクレディーと

キャンディーズ。中学校・高校は金八先生・校内暴力・

横浜銀蝿。大学時代はオールナイターズ・おニャン子

クラブ。そのままバブリーに突入してジュリアナ東京。

就職してみてアッという間にバブル崩壊というよう

な、まさに時代の先頭走って、その当時は『新人類』

と言われた輝かしい世代でございます。

昨今では、大量採用の使えない『バブル世代』と言わ

れているとか、言われていないとか、聞いたことがあ

ります。

そんな小学校の思い出をひとつ言うと、弥生町１丁目

のすぐ近く、弥生中学校の下にむかし中村水産という

大きい水産工場がありました。僕の家の前を、魚を満

載した大きなトラックが通るのです。この当時、買っ

ていたサバですけども、急カーブになればザザザッと

サバを落として行くのです。杉村少年は母親に褒めら

れたい一心で、その落ちているサバから一番いいサバ

を選りすぐって、「母ちゃん、これ持ってきたよ」と

やるのですが、「そんなサバ、持って来るんじゃない」

と怒られ大変傷ついた少年時代を過ごしておりまし

た。それくらい魚が本当に大量に獲れていた、余って

いた時代なのかなと思っております。

その当時、弥生町界隈は、朝６時くらいになるとイカ

の行商の方がラッパを吹きながら来たり、夕方になる

とリヤカーで野菜売りのおばさんが来たりして、非常

に活気がありました。ただ、弥生町1丁目といっても、

同じ弥生町でも東栄小学校から米町にかけては高級住

宅街が展開するわけです。そこには浅川さんのご実家

や小船井さんのご実家があるわけです。僕の弥生町は、

貧富の差が非常に激しくありまして、長屋がずらっと

続いていて、皆さんは鍵をかける習慣もなく、勝手に

人の家に上がり込んで生活していたというような環境

でした。

もうひとつ、この当時、東栄小学校のライバル校は隣

にあった日進小学校でした。日進小学校もすぐ近くな

のですが、大きなお宅とか公務員住宅がありまして、

東栄小学校とはかなりランクの差があったのです。そ

の日進小学校の 50年前ですが、なんと屋内プールが

ありました。実は東栄小学校の人間は夏になるとプー

ルを借りに日進小学校に行くわけです。日進小学校に

行きますと、２階・３階から日進小学校の生徒が東栄

小学校の生徒に今ではもう言えない、放送コードに

引っかかる罵詈雑言を浴びせてくるわけです。今の言

葉で言えば「お金のなさそうな東栄小学校の生徒さん、

君たちはここに来る生徒じゃありませんよ」みたいな

ことを罵詈雑言で罵ってくるわけです。そんなことを

経験して社会の格差はすごいものだなと大変勉強にな

りました。ちなみに当時、その日進小学校には栗林君

と羽田野君がいらっしゃいました。その窓から顔を出

していたかどうか知りませんけども。そんな時代を過

ごしました。

この自己肯定感満載のアバウトの性格の杉村はこんな

少年時代から来たのかなと。親に恵まれたのか、地域

に恵まれたのか、時代に恵まれたのか分かりませんけ

ども、非常に良い少年時代を過ごさせていただきまし

たという『ワンス・アポン・ア・タイム (once upon a 

time)in 弥生町』で自己紹介でございます。ご清聴あ

りがとうございます。

長々とお話しましたが、本日の小林さんは同世代でご

ざいまして、誕生日が出ていますのでお話させていた

だきます。日本航空では『地域ふるさとアンバサダー』

という制度作りまして日本各地で素晴らし地域貢献を

していただいております。今日はゆっくりと時間があ

りますのでお話を拝聴したいと思います。どうぞよろ

しくお願いいたします。ありがとうございました。

幹事報告　市橋夛佳丞幹事　

　皆さん、こんにちは。幹事報告をさせていただきま

す。

他クラブの例会につきましては、お手元の資料をご一

読いただければと思っております。先日もお話をさせ

ていただきましたけれども、本年度メイクアップの推

進を取り組んで

いく試みのもと、皆さまのテーブルにあります出席表

にご自分の出席のところに丸を付けることお忘れにな

らないようにしていただければと思っております。

また、出席表の下段に「メイクアップ確認表」という

欄がございます。記載もありますけれども、８月１日

に行われました全道中学親善硬式野球大会もメイク

アップ対象となっております。今後、メイクアップ対

応の事業につきましては事務局からのご案内の際に必

ずその旨一文を記載させていただきますので、担当の

方で出席者は押さえておりますが、メイクアップ確認

表にご自分でお名前をお書きいただく習慣をつけてい

ただければと思っております。

現状、コロナ禍でメイクアップの反映がその年度内１

回のみ有効となっております。ぜひ、有効にご活用い

ただければと思っております。

また、先ほど会長のご挨拶にありました８月第４例会

の例会プログラムが夜例会から昼例会に変更となりま

した。来週ですが、12時半からお昼の例会となって

おります。皆さま方、お忘れのなきようにお願いを申

し上げます。

また、皆さま方のメールボックスに入れさせていただ

いた資料がございます。本年度、会員増強に大変取り

組んでいるところで、この増強のパンフレットを表裏

１枚の用紙で作らせていただきました。ぜひ、皆さま

こちらをご活用いただきまして身の回りの方、お知り

合いに会員増強の取り組みをしていただければと思っ

ております。

こちらは印刷して置いてあります。データでもお渡し

すること可能ですので、データが必要な方は私までご

一報いただければと思っております。

以上で、幹事報告とさせていただきます。ありがとう

ございました。

プログラム委員会　木下 正明会員　

　皆さん、こんにちは。プログラム委員会の平会員の

木下です。平会員なのに何回もご紹介いただくのも心

苦しいのですが、本日の講師のご紹介をさせていただ

きたいと思います。

本日、ご講演いただきます小林千秋様は日本航空に入

社後、国際線の客室乗務員を長年務められ、教官や管

理職といった指導的な立場をお務めになっておりま

す。先ほど杉村会長からありました『ふるさとアンバ

サダー』として本年４月に釧路にご着任いただきまし

た。積極的にご活動いただきまして、小船井会長がお

りますけども、釧路ばかりではなくひがし北海道のブ

ランド化のためにご尽力を賜っているところでござい

ます。

本日はＪＡＬの地域での取り組みについてということ

でご講話をいただきたいと思っております。

小林様、どうぞよろしくお願いいたします。

日本航空株式会社・地域事業本部支援推進部地域アン

バサダー室・北海道地区ふるさとアンバサダー先任

キャビンアテンダント   小林　千秋様

　皆さま、こんに

ちは。ただいま、

ご紹介いただきま

した日本航空の小

林と申します。こ

のようなお昼の皆

さまの大切な貴重

なお時間を頂戴しまして、お話をさせていただけると

いう事を木下さんからお声がけいただきまして、本当

に嬉しく思っております。お時間は 25分ほどと伺っ

ておりますので、手短にお話させていただきつつ、私

が今なぜここに居りますのかといった事をご理解頂戴

できれば嬉しいなと思っております。

本日、お話させていただく内容としましては、大きく

３つに分けてお話させていただこうと思っております

が、私は話が行ったり来たりしてしまうので、分かり

にくい点などございましたらどうぞご容赦くださいま

せ。

さて、私の略歴は木下様からご紹介いただきました通

りですが、先ほど杉村会長が懐かしいお話をされてお

りました。全部「うん、そうそう」と私は頷いており

ました。まさに、私も昭和 40年 (1965 年 ) 生まれ、

新人類世代でございます。

余談になりますが、私ども客室乗務員、私が入社の頃

はスチュワーデスと呼ばれておりましたが、創業当時

からの続き番号でスチュワーデス 1期、２期、３期

と『期』というものが存在しておりました。今はもう

なくなってしまいましたが。この『期』というのは、

よく同じ入社時期の仲間を「同期」と呼ばれると思い

ますが、それより比較的幅が狭く、同じ入社時期でも、

一緒のクラスで訓練を受けたクラスメイトのような感

じです。私はたまたま「昭和62年 6月入社の600期」

というクラスでした。キリのいい期、100 期・200 期・

300 期・400 期・500 期、そして 600 期ということ

で少し話題にもしていただきました。100 期、200

期台の大先輩は私が入社の頃にはもう現役の方はあま

りいらっしゃらない伝説の方々が多く、その後はその

頃の社会状況などを反映して「向こう横丁の 300 期」

だったかな、「体力の 400 期」などキャッチフレーズ

がつくのですが、100 期先輩の 500 期は美人が多く

て『花の 500 期」と呼ばれていました。自分たちの

クラスが「600 期」だと分かった私たちは訓練が始

まると教官に「私たちは何の 600 期ですか？」とワ

クワクして尋ねたら、「お前達はただの 600 期だ。花

の 500 期の次はただの 600 期！」と言われたことを

覚えています。でもその後で朝日新聞さんに「新人類

600 期が登場」と書かれていました。( 笑 )

いま思えば私が数年前まで現場で一緒に働いておりま

した若手ＣＡの方々の方がよっぽど新人類だと私は

思っているのですけれども、まぁ、いつの時代にも新

人類は巡ってくるということですね。

職歴は先ほど木下様からご紹介いただきましたが、私

が地域でのお仕事をさせていただくきっかけとなりま

したのは、2016 年です。以前から支店を中心に地域

での活動、社会貢献、地域貢献の活動はずっと行って

おりました。本社でも CSR 活動を取りまとめる部署

なども当然ありますが、支店以外に初めて地域活性化

に特化した部署を地域に置くということで、2016 年

に東北にオフィスを作りました。その時に初めて客室

乗務員の本部を出て外の部署に、その東北の部署の創

立メンバーとして参加いたしました。その時から早５

年、私自身としましてはその頃から地域の皆さまと一

緒にお仕事をする業務に携わっております。

まさに「ターニングポイントは５年前」ということで、

地域と一緒に何か業務をするきっかけが始まったの

が、この東北事務所の立ち上げでした。

2010 年に経営破綻をし、社会の皆さまには大変ご迷

惑をおかけした時期と重なって 2011 年 3月東北で

東日本大震災が起きました。その頃、私どもがやりた

いと思っていた支援のお手伝いも十分にできなかった

想いもありまして、まず地域での活動をどこにするか

ということで東北にオフィスを構えました。それが５

年前です。今でもこのセクションは部署名こそ変わり

ましたが稼働し続けております。

では私個人として、そこで何をしていたのかと申しま

すと、ここに書いてございますが、東北観光推進機構

という外部団体に兼務で出向し、他の企業から出向の

方、東北全県、仙台市など行政から来ているメンバー

と共に、観光で東北を盛り上げる仕事・業務に就いて

おりました。

これらはたまたま日本航空の一員という立ち位置で地

域でのお仕事をしている写真を選ばせていただきまし

たが、ほぼ制服を脱いだ仕事をしておりました。

そもそも、私は客室乗務員として入社しましたし、客

室乗務員として長い間飛行機の機内で仕事をしており

ました。2016 年に初めて機内から外の世界に出て、

非常にやりがいを感じました。飛行機の中の仕事は、

私は今でも好きですしとてもやりがいもあります。い

ろいろな出会いもありますが、基本的には一期一会の

お仕事です。ですが、地域でお仕事するとなると、そ

この地域の方々と長く関係を持って仕事ができる、そ

れが非常に魅力だなと思っております。

具体的にどのような事をしていたのかと申しますと、

これらの写真はほんの一例ですが、学校や観光等に関

係する企業様等に

お声掛けいただ

き、主に接客のお

話をさせていただ

きました。こちら

は、子供たちの職

業体験のイベント

があり、その中に日本航空も出展させていただきまし

た。これすごく可愛かったのですが、子供たちが機内

サービスの体験をするのです。パイプ椅子をお客様の

座席に見立てて、台所で使っているワゴンを機内のワ

ゴンに見立て、ジュースサービスしてもらったり、「笑

顔でお客様にご挨拶しましょう」みたいな話をして体

験イベントをやってみました。こちらは、宮城県と日

本航空との共同記者会見のときの司会の様子です。こ

れは東北観光推進機構の中で、観光人材育成の取り組

みの「フェニックス塾」の担当者をしておりました時

の修了式です。このようなことを地域で行い、飛行機

の中から出て地域での仕事の魅力に惹かれていった３

年間でした。

さて、私個人のお話から、日本航空として地域の活動・

地域活性化推進の活動、そもそも東北を皮切りにどん

どん広げて行こうとなったのですが、どのような考え

のもとに行っているのかをお話をさせていただきたい

と思います。

ＪＡＬ・日本航空の事業は、そもそもお客様・人を運

ぶ、物を運ぶ、航空輸送業です。人・物をお運びする、

運航をするということはＡ地点からＢ地点への移動・

輸送手段として、地域と地域を繋ぐという意味がござ

います。

2016 年東北での部署立ち上げのきっかけは、そろそ

ろ体力的にも社会への恩返し、感謝を事業で恩返しで

きるタイミングであり、それはやるべきである、やり

たい、という気持ちで地域での仕事をＪＡＬが取り組

み始めました。その取り組みには、社会にかけたご迷

惑の恩返しという意味ももちろん大きくあります。同

時に、物をお運びする、人をお運びするために、まず

は日本の国内に着目してのケースですが、国内線事業

の維持・発展、路線をキープする、路線を増やす事も

もちろん裏にはございます。路線がなくなってしまう

と人も物もお運びすることはできません。路線をなく

さないためには人の交流・人流、それから物の流れ・

商流がもっともっと活発になることが必要になってま

いります。そのお手伝いをできないだろうか。

そして、日本の地域には地域の素晴らしい物、資源が

たくさんある。その資源を次の世代に残していきたい。

これも地域貢献の考え方のひとつかもしれませんが、

素晴らしい日本を次世代に残していきたい。その素晴

らしい資産・財産は日本の地方と呼ばれる地域にたく

さん眠っている。現代の日本の抱える課題でもある少

子高齢化、都市への一点集中、これらの解決のために

もいろいろな地域にも発展してほしい。そういう願い

のもとに日本航空は地域活性化の推進事業に取り組ん

でおります。

どういうことを具体的にしているのかといいますと、

人の流れ、交流人口の拡大、それから物の流れ、物流

の活性化といったところと、一部には国策・地域の政

策の支援もございます。北海道でいうと『ウポポイ』

には日本航空も支援・協力もしております。先月末に

は、奄美が世界自然遺産に、縄文遺跡群が世界文化遺

産の登録になりました。本当に嬉しいなと思います。

そちらも応援・支援しておりました。そういったこと

を目的にいろいろな素晴らしいものを見つけて磨く、

そして育てる、それを流通に乗せる、六次産業化につ

なげる、プロモーションをする、そういったそれぞれ

のことをしております。

その一環として、2016 年に立ち上げた東北の部署の

お話をしたのですが、それ以前にも各地の支店を中心

にいろいろと取り組みをしておりました。国内におけ

る取り組みとしては、2011 年から『JAPAN 

PROJECT』という名前で、毎月ある地域をテーマに

してその魅力を発信するプロモーションをしておりま

す。機内誌に特集記事を載せること、国内線ファース

トクラスの夕食メニューを地域とコラボレーションを

する、Web を使ったプロモーションで旅行商品キャ

ンペーンを組むなど、今でもこれは続いておりますが、

それを始めたのが 2011 年です。

北海道はかなり頻繁に特集させていただいておりま

す。7月末に記者発表をして、今まさに取り組み真っ

最中の 8月は『十勝』を特集させていただいており

ます。来月はまた違う県になるのです。まだプレスリ

リースをしていないので、ここで大きくは言えないの

ですが、皆さまにもちょっとお楽しみにしていただき

たいエリアが何か月後にやってまいりますので言える

タイミングになりましたら、ぜひ告知させてください。

そして、この JAPAN PROJECT が途中、『新 JAPAN 

PROJECT』に変わり、少し取り組みに厚みを出しま

した。

2016 年の東北部署立ち上げ、2011 年から今に続く

地域プロモーションをはじめとした地域活性化に資す

る活動、そういったものをすべて包括する本部として、

昨年 2020 年 11 月に『地域事業本部』として正式に

社内に本部組織が出来ました。地域事業本部として、

今までのプロジェクトに更に厚みを加え、今年から

『JAL ふるさとプロジェクト』として取り組んでおり

ます。

地域プロモーション以外には、このニューノーマル対

応、これはまさにワーケーションですとか、アニメツー

リズムですとか、いろいろな新しい形の生活様式や新

しい旅の形に対応する応援・協力をしております。

これは実は私が行っているプロジェクトの写真なので

すが、地域密着の活動としてパートナーを「青森県の

白神山地」に取り組んでおります。この地域にもっと

人が来るような何かをやりたいというプロジェクト

を、ＪＡＬグループの中で公募して、「地域活性化活動

をやりたい」と自ら手を挙げたグループ会社社員が

集って実施しています。この人たちは地域活性化推進

部の部員ではなく、客室のＣＡや空港のグランドス

タッフ、ＪＡＬカードの社員であったり、営業の社員

や貨物本部の社員といった色々なセクションの人が混

ざって一緒に取り組んでいます。現在コロナでプロ

ジェクトが停滞中なのですが、学生を取り込んで何か

やろうと計画しております。

ふるさとプロジェクトは、他に地域産品の支援、観光

振興もやっております。これは香川県、実はフルーツ

がとても有名、美味しいフルーツがある所ですけどな

かなか有名にならないので「何かできないか」という

ものです。香川県のキウイフルーツだったのですが、

東京のメゾンカイザーというパン屋さんとマッチング

させて販売をしました。そんな取り組みもしておりま

す。

そして、だんだん今の私の立ち位置に近づいてきます

が、現在のコロナの影響でフライトの機会が少なく

なっている乗務員がたくさんおります。その点も『ふ

るさとアンバサダー』という取り組みができたきっか

けにもなったのですが、その乗務員たちは自分たちが

応援したいエリア、応援したい地域があります。その

応援を YouTube で流すチャンネルもできております。

よろしければ後ほど YouTube で検索してみてくださ

い。ＪＡＬ・ふるさと・応援みたいなキーワードで出

てくると思います。乗務員だけではなくてその地域の

空港のスタッフやいろいろなメンバーが出てきてその

地域を応援しております。ちなみに北海道の番組は、

私は釧路在住のアンバサダーですが、一足先に札幌に

３名が着任しておりまして、その札幌のメンバーの馬

場ちゃんという可愛い子が出ておりますのぜひご覧に

なってみてください。

コロナ禍の中での取り組みとして、番外編になります

がが、このパイロットという職種も実はフライトの機

会がなくて、職場が失われている部署のひとつなので

すが、このパイロットが昨年、「地域貢献としてこう

いうことをやりたい」と会社に伝え、そしてそれが実

現しました。

ちょっとクイズ形式なのですが、伺ってみてもよろし

いでしょうか。３択です。１番・出身地での航空教室

を開催した。2番・農家で収穫作業を手伝った。3番・

チャリティーコーラスの動画を配信した。どれだと思

いますか？この２名が声をかけて仲間を集めてやった

ことです

１番だと思う方、手を上げてみていただけますか？あ

りがとうございます。２番だと思う方いらっしゃいま

すか？結構いらっしゃいますね、ありがとうございま

す。３番だと思う方いらっしゃいますか？ありがとう

ございます。２番が多くて、３番がその次という感じ

です

ね。答えは２番でした。「『りんごたすけ隊』というこ

とでパイロットた

ちが青森に行き、

リンゴの収穫作業

を手伝った」と

ニュースにも取り

上げていただいた

ので、ご存知の方

もいらっしゃるかもしれませんね。実は先ほど出てい

ました航空教室とコーラスもやっていますので、３問

とも正解とも言えますが。

私がびっくりしたのは、こういったことを考える者、

「やりたいな」とか「やるべきだ」と考える者は沢山

いるのですが、なかなかそれを実現するのが難しい。

タイミングもあったのかもしれないのですが、この者

たちが「こういうことをやりたい」と、部長なり本部

長なりに声を上げました。「いいじゃないか」という

ことでスピーディーに話がまとまり、周囲の協力も得

てスピーディーに実行に移せた。いま、「JAL OODA

（ジャル ウーダ）が大切です」という考え方が弊社の

中で常々出てくるのですが、まさにその『JAL 

OODA』の考え方で、自らが自分たちで考えて、自分

たちでできることをスピーディーにＰＤＣＡを回して

いく。人から言われるのを待つ、業務指示を待つので

はなく、それをまさに体現した出来事です。という事

例だったもので、少し力を込めてご紹介させていただ

きました。

さて、もうお時間も少ないのですが、では最後に北海

道で何をしているのかを少しお話させてください。

　私は、地域事業本部の『ふるさとアンバサダー』と

いう肩書で釧路に着任し、ひがし北海道を中心に活動

させていただいております。同時期に「ふるさと応援

隊」という客室乗務員も東京をベースにして約 1,000

名おります。先ほど応援チャンネルで YouTube に出

演している者は、ほぼ応援隊のメンバーです。彼らは、

自分が応援したい所縁のある地域、出身地であったり、

学生時代住んでいたとか、理由はそれぞれですが自分

はここを応援したいという CA達が、私は「釧路の応

援隊」です、「女満別の応援隊」です、「島根の応援隊」

ですと言う風に全国各地の応援隊として存在していま

す。

ちなみ釧路は最初 10名いたのですが、今は少し人数

が減りました。様々な理由で登録が減ってしまいまし

たが、その内の１人はひがし北海道地区のアンバサ

ダーとして先日釧路に着任しております。彼女は元応

援隊です。

応援隊は東京にいて応援する地域のイベント等、活動

がある時に東京から出張してまいります。しかし、ふ

るさとアンバサダーはその地域に移り住み、その地域

の方と一緒に何かの事業を取り組んでいけないだろう

か、地域がもっと元気になる取り組みを一緒に種を探

して一緒に育てていきたい、そういう活動をその地域

でやっております。

すみません、この

情報が古いのです

が、現在は 10カ

所で 19名まで増

えました。当初、

社長が「20名ま

で増やしたい」と

言っていたので、そろそろ規模的にはこれぐらいなの

かなと思いますが、全国、各地に配置ができないにし

ても、私としてはもう少し規模を増やしてもいいので

はないのかなと思っております。こういった活動をし

ております。

では、具体的に北海道で何をしているのかをご紹介さ

せていただきます。先発隊３名が札幌に着任しており

ます。私が釧路に着任する前までは、この道東地域も

札幌から出張して来ておりました。

これは『オホーツク流氷ライド』というアドベンチャー

ツーリズムのＰＲ動画を作るお手伝いをしました。こ

のファットバイク、私は北海道に来るまで存じ上げま

せんでしたが、こういった「アウトドアの自転車は氷

の上も雪道でも、ぐんぐん行ける」んですね。という

事でアドベンチャーツーリズムのＰＲ、「冬の北海道

も楽しいこといっぱいあるよ、冬の北海道も来てね」

というＰＲ動画の撮影協力をしました。こちらは支笏

湖のヒメマス・チップのＰＲ販売を埼玉県浦和の伊勢

丹で行ったもの。こちらも、現在進行中なのですけれ

ども「ハマナスを使った化粧品の商品開発をやりたい」

と札幌地域のアンバサダーが頑張っております。こち

らはＪＲ北海道さんとＪＡＬパック、ＪＴＢさん、日

本航空とで企画をしている『HOKKAIDO LOVE ！ひ

とめぐり号』という周遊の列車の旅。こちらは 10月

に実施させていただくのですが、その企画などもアン

バサダーが入ってやっております。私も乗車する予定

です。機内サービスならぬ車内サービスをする予定と

なっております。

そして、私は着任後すぐに緊急事態宣言、まん延防止

等重点措置がありましたので、いろいろな所にお邪魔

することが出来ず少しスロースタートになってしまい

ましたが、阿寒湖での『湖水開き』とか、『KAMUY 

LUMINA( カムイルミナ ) 』のイベントのお手伝い、

それから行政さんでは浜中町で接客マナーのお話です

とか、先日は北見のカーリングチームの選手の皆さん

の勉強会に参加させていただきました。こちらは９月

８日に釧路商工会議所さんの接客セミナーを担当させ

ていただきますので、皆さまの会社の新入社員の方で

すとか、接客フロントラインに立たれる方でご興味の

ある方はぜひ商工会議所にお問い合わせいただければ

と思います。あと、木下さんからのお話にもございま

した「ひがし北海道ブランド化推進協議会」の皆さま

と一緒に何かいいことができないかなと企画している

最中でございます。

このような形で地域の皆さまと共にお仕事をしていき

たいと願っております。まだまだ始まったばかりの取

り組みですし、私自身も着任してまだ間もないですの

で、いろいろなこと勉強しながら、一緒に行っていき

たいなと思っております。

皆さまのお手元にパンフレットをご用意したのです

が、それは簡単なご紹介です。アンバサダーが実施で

きるもの、それから本社に持ち帰ってその専門セク

ションで実施するもの、様々な事業の取り組みがござ

います。もっと分厚いパンフレットもあるのですが、

こちらはご紹介ということで、ご興味がございました

ら私、または釧路支店にお声がけをよろしくお願いい

たします。ちょっと最後は宣伝になってしまいました

が、このような活動をしてまいりたいと思っておりま

すので、どうぞ皆さまよろしくお願いいたします。拙

い話で恐縮でございましたが、ご静聴いただきありが

とうございました。

会長謝辞　杉村　荘平会長　

　小林さん、本当に今日はお忙しいところありがとう

ございました。大変貴重なお話を聞かせていただきま

した。特に小林さんが話した中で「まず動いてみるん

だ。動いてみてＰＤＣＡを回すんだ」というお話もあ

りました。まさにそのとおりだと思っております。

私も「この地域があってのロータリーだ」と思ってお

りましたので、『地域を育む』ということで今年テー

マにしてやらしていただいております。釧路地域も日

本製紙の件もあり暗いニュースがあったりするわけで

すが、まさにＪＡＬさんの取り組みとしっかり連携し

ながら行っていかなければならないだろうと思ってお

ります。

ＪＡＬさんも民間企業ですから、地域に魅力がなくな

れば便もなくなってしまうということでございますの

で、ＪＡＬさんに見捨てられないようにわれわれも

しっかり地域を磨きながら、しっかりと連携を組んで

行っていきたいと改めて思います。よろしくお願いい

たします。

それでは、これから釧路も寒くなってきますのでお体

に十分気を付けていただきながら、地域とのパイプを

どんどん太くしていただければと思います。今日はど

うもありがとうございました。
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　　　　　　　　　　杉村　荘平会長

　皆さん、こんに

ちは。お食事の方

はお続けくださ

い。初めて少し余

裕のある、ゆっく

り感のある会長挨

拶の時間をいただ

きまして、ゆっくり話そうかなと思っております。

まずは、例会プログラムの件、ご報告させていただき

ます。先々週、話したばかりで大変恐縮でございます

が、来週に予定しておりました夜例会を苦渋の選択で

すが 9月 16日に夜例会再開を延期させていただきた

いと思っております。この件について様々な意見があ

るかと思います。最悪、理事会でいろいろ意見を交換

しながら判断させていただきたいと思っております。

何卒、ご信頼・ご理解いただきながら判断をお待ちい

ただければと思います。どうぞよろしくお願いいたし

ます。

今日は少しお時間もありますし、せっかくの会長の時

間でございますので今月は地域に関するお話が続いて

おりますので、会長特権で自己紹介を兼ねながら古き

良き釧路の時代を少しお話したいなと思っておりま

す。

私は 1965 年、昭和 40年に弥生町 1丁目に生まれま

した杉村でございます。ひぶな幼稚園、東栄小学校、

東中学校、湖陵高校と根っからの橋南地区育ちです。

小中高とも木造のいわゆるルンペンストーブの校舎

で、冬には窓の隙間から雪が積もるような学校です。

小中高とも水洗トイレというのが見たことがなく、い

わゆるボットントイレというのでずっと育っている下

品な会長です。

われわれ昭和40年 (1965年 ) 組なのですが、メンバー

はたくさんいます。小学校時代はピンクレディーと

キャンディーズ。中学校・高校は金八先生・校内暴力・

横浜銀蝿。大学時代はオールナイターズ・おニャン子

クラブ。そのままバブリーに突入してジュリアナ東京。

就職してみてアッという間にバブル崩壊というよう

な、まさに時代の先頭走って、その当時は『新人類』

と言われた輝かしい世代でございます。

昨今では、大量採用の使えない『バブル世代』と言わ

れているとか、言われていないとか、聞いたことがあ

ります。

そんな小学校の思い出をひとつ言うと、弥生町１丁目

のすぐ近く、弥生中学校の下にむかし中村水産という

大きい水産工場がありました。僕の家の前を、魚を満

載した大きなトラックが通るのです。この当時、買っ

ていたサバですけども、急カーブになればザザザッと

サバを落として行くのです。杉村少年は母親に褒めら

れたい一心で、その落ちているサバから一番いいサバ

を選りすぐって、「母ちゃん、これ持ってきたよ」と

やるのですが、「そんなサバ、持って来るんじゃない」

と怒られ大変傷ついた少年時代を過ごしておりまし

た。それくらい魚が本当に大量に獲れていた、余って

いた時代なのかなと思っております。

その当時、弥生町界隈は、朝６時くらいになるとイカ

の行商の方がラッパを吹きながら来たり、夕方になる

とリヤカーで野菜売りのおばさんが来たりして、非常

に活気がありました。ただ、弥生町1丁目といっても、

同じ弥生町でも東栄小学校から米町にかけては高級住

宅街が展開するわけです。そこには浅川さんのご実家

や小船井さんのご実家があるわけです。僕の弥生町は、

貧富の差が非常に激しくありまして、長屋がずらっと

続いていて、皆さんは鍵をかける習慣もなく、勝手に

人の家に上がり込んで生活していたというような環境

でした。

もうひとつ、この当時、東栄小学校のライバル校は隣

にあった日進小学校でした。日進小学校もすぐ近くな

のですが、大きなお宅とか公務員住宅がありまして、

東栄小学校とはかなりランクの差があったのです。そ

の日進小学校の 50年前ですが、なんと屋内プールが

ありました。実は東栄小学校の人間は夏になるとプー

ルを借りに日進小学校に行くわけです。日進小学校に

行きますと、２階・３階から日進小学校の生徒が東栄

小学校の生徒に今ではもう言えない、放送コードに

引っかかる罵詈雑言を浴びせてくるわけです。今の言

葉で言えば「お金のなさそうな東栄小学校の生徒さん、

君たちはここに来る生徒じゃありませんよ」みたいな

ことを罵詈雑言で罵ってくるわけです。そんなことを

経験して社会の格差はすごいものだなと大変勉強にな

りました。ちなみに当時、その日進小学校には栗林君

と羽田野君がいらっしゃいました。その窓から顔を出

していたかどうか知りませんけども。そんな時代を過

ごしました。

この自己肯定感満載のアバウトの性格の杉村はこんな

少年時代から来たのかなと。親に恵まれたのか、地域

に恵まれたのか、時代に恵まれたのか分かりませんけ

ども、非常に良い少年時代を過ごさせていただきまし

たという『ワンス・アポン・ア・タイム (once upon a 

time)in 弥生町』で自己紹介でございます。ご清聴あ

りがとうございます。

長々とお話しましたが、本日の小林さんは同世代でご

ざいまして、誕生日が出ていますのでお話させていた

だきます。日本航空では『地域ふるさとアンバサダー』

という制度作りまして日本各地で素晴らし地域貢献を

していただいております。今日はゆっくりと時間があ

りますのでお話を拝聴したいと思います。どうぞよろ

しくお願いいたします。ありがとうございました。

幹事報告　市橋夛佳丞幹事　

　皆さん、こんにちは。幹事報告をさせていただきま

す。

他クラブの例会につきましては、お手元の資料をご一

読いただければと思っております。先日もお話をさせ

ていただきましたけれども、本年度メイクアップの推

進を取り組んで

いく試みのもと、皆さまのテーブルにあります出席表

にご自分の出席のところに丸を付けることお忘れにな

らないようにしていただければと思っております。

また、出席表の下段に「メイクアップ確認表」という

欄がございます。記載もありますけれども、８月１日

に行われました全道中学親善硬式野球大会もメイク

アップ対象となっております。今後、メイクアップ対

応の事業につきましては事務局からのご案内の際に必

ずその旨一文を記載させていただきますので、担当の

方で出席者は押さえておりますが、メイクアップ確認

表にご自分でお名前をお書きいただく習慣をつけてい

ただければと思っております。

現状、コロナ禍でメイクアップの反映がその年度内１

回のみ有効となっております。ぜひ、有効にご活用い

ただければと思っております。

また、先ほど会長のご挨拶にありました８月第４例会

の例会プログラムが夜例会から昼例会に変更となりま

した。来週ですが、12時半からお昼の例会となって

おります。皆さま方、お忘れのなきようにお願いを申

し上げます。

また、皆さま方のメールボックスに入れさせていただ

いた資料がございます。本年度、会員増強に大変取り

組んでいるところで、この増強のパンフレットを表裏

１枚の用紙で作らせていただきました。ぜひ、皆さま

こちらをご活用いただきまして身の回りの方、お知り

合いに会員増強の取り組みをしていただければと思っ

ております。

こちらは印刷して置いてあります。データでもお渡し

すること可能ですので、データが必要な方は私までご

一報いただければと思っております。

以上で、幹事報告とさせていただきます。ありがとう

ございました。

プログラム委員会　木下 正明会員　

　皆さん、こんにちは。プログラム委員会の平会員の

木下です。平会員なのに何回もご紹介いただくのも心

苦しいのですが、本日の講師のご紹介をさせていただ

きたいと思います。

本日、ご講演いただきます小林千秋様は日本航空に入

社後、国際線の客室乗務員を長年務められ、教官や管

理職といった指導的な立場をお務めになっておりま

す。先ほど杉村会長からありました『ふるさとアンバ

サダー』として本年４月に釧路にご着任いただきまし

た。積極的にご活動いただきまして、小船井会長がお

りますけども、釧路ばかりではなくひがし北海道のブ

ランド化のためにご尽力を賜っているところでござい

ます。

本日はＪＡＬの地域での取り組みについてということ

でご講話をいただきたいと思っております。

小林様、どうぞよろしくお願いいたします。

日本航空株式会社・地域事業本部支援推進部地域アン

バサダー室・北海道地区ふるさとアンバサダー先任

キャビンアテンダント   小林　千秋様

　皆さま、こんに

ちは。ただいま、

ご紹介いただきま

した日本航空の小

林と申します。こ

のようなお昼の皆

さまの大切な貴重

なお時間を頂戴しまして、お話をさせていただけると

いう事を木下さんからお声がけいただきまして、本当

に嬉しく思っております。お時間は 25分ほどと伺っ

ておりますので、手短にお話させていただきつつ、私

が今なぜここに居りますのかといった事をご理解頂戴

できれば嬉しいなと思っております。

本日、お話させていただく内容としましては、大きく

３つに分けてお話させていただこうと思っております

が、私は話が行ったり来たりしてしまうので、分かり

にくい点などございましたらどうぞご容赦くださいま

せ。

さて、私の略歴は木下様からご紹介いただきました通

りですが、先ほど杉村会長が懐かしいお話をされてお

りました。全部「うん、そうそう」と私は頷いており

ました。まさに、私も昭和 40年 (1965 年 ) 生まれ、

新人類世代でございます。

余談になりますが、私ども客室乗務員、私が入社の頃

はスチュワーデスと呼ばれておりましたが、創業当時

からの続き番号でスチュワーデス 1期、２期、３期

と『期』というものが存在しておりました。今はもう

なくなってしまいましたが。この『期』というのは、

よく同じ入社時期の仲間を「同期」と呼ばれると思い

ますが、それより比較的幅が狭く、同じ入社時期でも、

一緒のクラスで訓練を受けたクラスメイトのような感

じです。私はたまたま「昭和62年 6月入社の600期」

というクラスでした。キリのいい期、100 期・200 期・

300 期・400 期・500 期、そして 600 期ということ

で少し話題にもしていただきました。100 期、200

期台の大先輩は私が入社の頃にはもう現役の方はあま

りいらっしゃらない伝説の方々が多く、その後はその

頃の社会状況などを反映して「向こう横丁の 300 期」

だったかな、「体力の 400 期」などキャッチフレーズ

がつくのですが、100 期先輩の 500 期は美人が多く

て『花の 500 期」と呼ばれていました。自分たちの

クラスが「600 期」だと分かった私たちは訓練が始

まると教官に「私たちは何の 600 期ですか？」とワ

クワクして尋ねたら、「お前達はただの 600 期だ。花

の 500 期の次はただの 600 期！」と言われたことを

覚えています。でもその後で朝日新聞さんに「新人類

600 期が登場」と書かれていました。( 笑 )

いま思えば私が数年前まで現場で一緒に働いておりま

した若手ＣＡの方々の方がよっぽど新人類だと私は

思っているのですけれども、まぁ、いつの時代にも新

人類は巡ってくるということですね。

職歴は先ほど木下様からご紹介いただきましたが、私

が地域でのお仕事をさせていただくきっかけとなりま

したのは、2016 年です。以前から支店を中心に地域

での活動、社会貢献、地域貢献の活動はずっと行って

おりました。本社でも CSR 活動を取りまとめる部署

なども当然ありますが、支店以外に初めて地域活性化

に特化した部署を地域に置くということで、2016 年

に東北にオフィスを作りました。その時に初めて客室

乗務員の本部を出て外の部署に、その東北の部署の創

立メンバーとして参加いたしました。その時から早５

年、私自身としましてはその頃から地域の皆さまと一

緒にお仕事をする業務に携わっております。

まさに「ターニングポイントは５年前」ということで、

地域と一緒に何か業務をするきっかけが始まったの

が、この東北事務所の立ち上げでした。

2010 年に経営破綻をし、社会の皆さまには大変ご迷

惑をおかけした時期と重なって 2011 年 3月東北で

東日本大震災が起きました。その頃、私どもがやりた

いと思っていた支援のお手伝いも十分にできなかった

想いもありまして、まず地域での活動をどこにするか

ということで東北にオフィスを構えました。それが５

年前です。今でもこのセクションは部署名こそ変わり

ましたが稼働し続けております。

では私個人として、そこで何をしていたのかと申しま

すと、ここに書いてございますが、東北観光推進機構

という外部団体に兼務で出向し、他の企業から出向の

方、東北全県、仙台市など行政から来ているメンバー

と共に、観光で東北を盛り上げる仕事・業務に就いて

おりました。

これらはたまたま日本航空の一員という立ち位置で地

域でのお仕事をしている写真を選ばせていただきまし

たが、ほぼ制服を脱いだ仕事をしておりました。

そもそも、私は客室乗務員として入社しましたし、客

室乗務員として長い間飛行機の機内で仕事をしており

ました。2016 年に初めて機内から外の世界に出て、

非常にやりがいを感じました。飛行機の中の仕事は、

私は今でも好きですしとてもやりがいもあります。い

ろいろな出会いもありますが、基本的には一期一会の

お仕事です。ですが、地域でお仕事するとなると、そ

この地域の方々と長く関係を持って仕事ができる、そ

れが非常に魅力だなと思っております。

具体的にどのような事をしていたのかと申しますと、

これらの写真はほんの一例ですが、学校や観光等に関

係する企業様等に

お声掛けいただ

き、主に接客のお

話をさせていただ

きました。こちら

は、子供たちの職

業体験のイベント

があり、その中に日本航空も出展させていただきまし

た。これすごく可愛かったのですが、子供たちが機内

サービスの体験をするのです。パイプ椅子をお客様の

座席に見立てて、台所で使っているワゴンを機内のワ

ゴンに見立て、ジュースサービスしてもらったり、「笑

顔でお客様にご挨拶しましょう」みたいな話をして体

験イベントをやってみました。こちらは、宮城県と日

本航空との共同記者会見のときの司会の様子です。こ

れは東北観光推進機構の中で、観光人材育成の取り組

みの「フェニックス塾」の担当者をしておりました時

の修了式です。このようなことを地域で行い、飛行機

の中から出て地域での仕事の魅力に惹かれていった３

年間でした。

さて、私個人のお話から、日本航空として地域の活動・

地域活性化推進の活動、そもそも東北を皮切りにどん

どん広げて行こうとなったのですが、どのような考え

のもとに行っているのかをお話をさせていただきたい

と思います。

ＪＡＬ・日本航空の事業は、そもそもお客様・人を運

ぶ、物を運ぶ、航空輸送業です。人・物をお運びする、

運航をするということはＡ地点からＢ地点への移動・

輸送手段として、地域と地域を繋ぐという意味がござ

います。

2016 年東北での部署立ち上げのきっかけは、そろそ

ろ体力的にも社会への恩返し、感謝を事業で恩返しで

きるタイミングであり、それはやるべきである、やり

たい、という気持ちで地域での仕事をＪＡＬが取り組

み始めました。その取り組みには、社会にかけたご迷

惑の恩返しという意味ももちろん大きくあります。同

時に、物をお運びする、人をお運びするために、まず

は日本の国内に着目してのケースですが、国内線事業

の維持・発展、路線をキープする、路線を増やす事も

もちろん裏にはございます。路線がなくなってしまう

と人も物もお運びすることはできません。路線をなく

さないためには人の交流・人流、それから物の流れ・

商流がもっともっと活発になることが必要になってま

いります。そのお手伝いをできないだろうか。

そして、日本の地域には地域の素晴らしい物、資源が

たくさんある。その資源を次の世代に残していきたい。

これも地域貢献の考え方のひとつかもしれませんが、

素晴らしい日本を次世代に残していきたい。その素晴

らしい資産・財産は日本の地方と呼ばれる地域にたく

さん眠っている。現代の日本の抱える課題でもある少

子高齢化、都市への一点集中、これらの解決のために

もいろいろな地域にも発展してほしい。そういう願い

のもとに日本航空は地域活性化の推進事業に取り組ん

でおります。

どういうことを具体的にしているのかといいますと、

人の流れ、交流人口の拡大、それから物の流れ、物流

の活性化といったところと、一部には国策・地域の政

策の支援もございます。北海道でいうと『ウポポイ』

には日本航空も支援・協力もしております。先月末に

は、奄美が世界自然遺産に、縄文遺跡群が世界文化遺

産の登録になりました。本当に嬉しいなと思います。

そちらも応援・支援しておりました。そういったこと

を目的にいろいろな素晴らしいものを見つけて磨く、

そして育てる、それを流通に乗せる、六次産業化につ

なげる、プロモーションをする、そういったそれぞれ

のことをしております。

その一環として、2016 年に立ち上げた東北の部署の

お話をしたのですが、それ以前にも各地の支店を中心

にいろいろと取り組みをしておりました。国内におけ

る取り組みとしては、2011 年から『JAPAN 

PROJECT』という名前で、毎月ある地域をテーマに

してその魅力を発信するプロモーションをしておりま

す。機内誌に特集記事を載せること、国内線ファース

トクラスの夕食メニューを地域とコラボレーションを

する、Web を使ったプロモーションで旅行商品キャ

ンペーンを組むなど、今でもこれは続いておりますが、

それを始めたのが 2011 年です。

北海道はかなり頻繁に特集させていただいておりま

す。7月末に記者発表をして、今まさに取り組み真っ

最中の 8月は『十勝』を特集させていただいており

ます。来月はまた違う県になるのです。まだプレスリ

リースをしていないので、ここで大きくは言えないの

ですが、皆さまにもちょっとお楽しみにしていただき

たいエリアが何か月後にやってまいりますので言える

タイミングになりましたら、ぜひ告知させてください。

そして、この JAPAN PROJECT が途中、『新 JAPAN 

PROJECT』に変わり、少し取り組みに厚みを出しま

した。

2016 年の東北部署立ち上げ、2011 年から今に続く

地域プロモーションをはじめとした地域活性化に資す

る活動、そういったものをすべて包括する本部として、

昨年 2020 年 11 月に『地域事業本部』として正式に

社内に本部組織が出来ました。地域事業本部として、

今までのプロジェクトに更に厚みを加え、今年から

『JAL ふるさとプロジェクト』として取り組んでおり

ます。

地域プロモーション以外には、このニューノーマル対

応、これはまさにワーケーションですとか、アニメツー

リズムですとか、いろいろな新しい形の生活様式や新

しい旅の形に対応する応援・協力をしております。

これは実は私が行っているプロジェクトの写真なので

すが、地域密着の活動としてパートナーを「青森県の

白神山地」に取り組んでおります。この地域にもっと

人が来るような何かをやりたいというプロジェクト

を、ＪＡＬグループの中で公募して、「地域活性化活動

をやりたい」と自ら手を挙げたグループ会社社員が

集って実施しています。この人たちは地域活性化推進

部の部員ではなく、客室のＣＡや空港のグランドス

タッフ、ＪＡＬカードの社員であったり、営業の社員

や貨物本部の社員といった色々なセクションの人が混

ざって一緒に取り組んでいます。現在コロナでプロ

ジェクトが停滞中なのですが、学生を取り込んで何か

やろうと計画しております。

ふるさとプロジェクトは、他に地域産品の支援、観光

振興もやっております。これは香川県、実はフルーツ

がとても有名、美味しいフルーツがある所ですけどな

かなか有名にならないので「何かできないか」という

ものです。香川県のキウイフルーツだったのですが、

東京のメゾンカイザーというパン屋さんとマッチング

させて販売をしました。そんな取り組みもしておりま

す。

そして、だんだん今の私の立ち位置に近づいてきます

が、現在のコロナの影響でフライトの機会が少なく

なっている乗務員がたくさんおります。その点も『ふ

るさとアンバサダー』という取り組みができたきっか

けにもなったのですが、その乗務員たちは自分たちが

応援したいエリア、応援したい地域があります。その

応援を YouTube で流すチャンネルもできております。

よろしければ後ほど YouTube で検索してみてくださ

い。ＪＡＬ・ふるさと・応援みたいなキーワードで出

てくると思います。乗務員だけではなくてその地域の

空港のスタッフやいろいろなメンバーが出てきてその

地域を応援しております。ちなみに北海道の番組は、

私は釧路在住のアンバサダーですが、一足先に札幌に

３名が着任しておりまして、その札幌のメンバーの馬

場ちゃんという可愛い子が出ておりますのぜひご覧に

なってみてください。

コロナ禍の中での取り組みとして、番外編になります

がが、このパイロットという職種も実はフライトの機

会がなくて、職場が失われている部署のひとつなので

すが、このパイロットが昨年、「地域貢献としてこう

いうことをやりたい」と会社に伝え、そしてそれが実

現しました。

ちょっとクイズ形式なのですが、伺ってみてもよろし

いでしょうか。３択です。１番・出身地での航空教室

を開催した。2番・農家で収穫作業を手伝った。3番・

チャリティーコーラスの動画を配信した。どれだと思

いますか？この２名が声をかけて仲間を集めてやった

ことです

１番だと思う方、手を上げてみていただけますか？あ

りがとうございます。２番だと思う方いらっしゃいま

すか？結構いらっしゃいますね、ありがとうございま

す。３番だと思う方いらっしゃいますか？ありがとう

ございます。２番が多くて、３番がその次という感じ

です

ね。答えは２番でした。「『りんごたすけ隊』というこ

とでパイロットた

ちが青森に行き、

リンゴの収穫作業

を手伝った」と

ニュースにも取り

上げていただいた

ので、ご存知の方

もいらっしゃるかもしれませんね。実は先ほど出てい

ました航空教室とコーラスもやっていますので、３問

とも正解とも言えますが。

私がびっくりしたのは、こういったことを考える者、

「やりたいな」とか「やるべきだ」と考える者は沢山

いるのですが、なかなかそれを実現するのが難しい。

タイミングもあったのかもしれないのですが、この者

たちが「こういうことをやりたい」と、部長なり本部

長なりに声を上げました。「いいじゃないか」という

ことでスピーディーに話がまとまり、周囲の協力も得

てスピーディーに実行に移せた。いま、「JAL OODA

（ジャル ウーダ）が大切です」という考え方が弊社の

中で常々出てくるのですが、まさにその『JAL 

OODA』の考え方で、自らが自分たちで考えて、自分

たちでできることをスピーディーにＰＤＣＡを回して

いく。人から言われるのを待つ、業務指示を待つので

はなく、それをまさに体現した出来事です。という事

例だったもので、少し力を込めてご紹介させていただ

きました。

さて、もうお時間も少ないのですが、では最後に北海

道で何をしているのかを少しお話させてください。

　私は、地域事業本部の『ふるさとアンバサダー』と

いう肩書で釧路に着任し、ひがし北海道を中心に活動

させていただいております。同時期に「ふるさと応援

隊」という客室乗務員も東京をベースにして約 1,000

名おります。先ほど応援チャンネルで YouTube に出

演している者は、ほぼ応援隊のメンバーです。彼らは、

自分が応援したい所縁のある地域、出身地であったり、

学生時代住んでいたとか、理由はそれぞれですが自分

はここを応援したいという CA達が、私は「釧路の応

援隊」です、「女満別の応援隊」です、「島根の応援隊」

ですと言う風に全国各地の応援隊として存在していま

す。

ちなみ釧路は最初 10名いたのですが、今は少し人数

が減りました。様々な理由で登録が減ってしまいまし

たが、その内の１人はひがし北海道地区のアンバサ

ダーとして先日釧路に着任しております。彼女は元応

援隊です。

応援隊は東京にいて応援する地域のイベント等、活動

がある時に東京から出張してまいります。しかし、ふ

るさとアンバサダーはその地域に移り住み、その地域

の方と一緒に何かの事業を取り組んでいけないだろう

か、地域がもっと元気になる取り組みを一緒に種を探

して一緒に育てていきたい、そういう活動をその地域

でやっております。

すみません、この

情報が古いのです

が、現在は 10カ

所で 19名まで増

えました。当初、

社長が「20名ま

で増やしたい」と

言っていたので、そろそろ規模的にはこれぐらいなの

かなと思いますが、全国、各地に配置ができないにし

ても、私としてはもう少し規模を増やしてもいいので

はないのかなと思っております。こういった活動をし

ております。

では、具体的に北海道で何をしているのかをご紹介さ

せていただきます。先発隊３名が札幌に着任しており

ます。私が釧路に着任する前までは、この道東地域も

札幌から出張して来ておりました。

これは『オホーツク流氷ライド』というアドベンチャー

ツーリズムのＰＲ動画を作るお手伝いをしました。こ

のファットバイク、私は北海道に来るまで存じ上げま

せんでしたが、こういった「アウトドアの自転車は氷

の上も雪道でも、ぐんぐん行ける」んですね。という

事でアドベンチャーツーリズムのＰＲ、「冬の北海道

も楽しいこといっぱいあるよ、冬の北海道も来てね」

というＰＲ動画の撮影協力をしました。こちらは支笏

湖のヒメマス・チップのＰＲ販売を埼玉県浦和の伊勢

丹で行ったもの。こちらも、現在進行中なのですけれ

ども「ハマナスを使った化粧品の商品開発をやりたい」

と札幌地域のアンバサダーが頑張っております。こち

らはＪＲ北海道さんとＪＡＬパック、ＪＴＢさん、日

本航空とで企画をしている『HOKKAIDO LOVE ！ひ

とめぐり号』という周遊の列車の旅。こちらは 10月

に実施させていただくのですが、その企画などもアン

バサダーが入ってやっております。私も乗車する予定

です。機内サービスならぬ車内サービスをする予定と

なっております。

そして、私は着任後すぐに緊急事態宣言、まん延防止

等重点措置がありましたので、いろいろな所にお邪魔

することが出来ず少しスロースタートになってしまい

ましたが、阿寒湖での『湖水開き』とか、『KAMUY 

LUMINA( カムイルミナ ) 』のイベントのお手伝い、

それから行政さんでは浜中町で接客マナーのお話です

とか、先日は北見のカーリングチームの選手の皆さん

の勉強会に参加させていただきました。こちらは９月

８日に釧路商工会議所さんの接客セミナーを担当させ

ていただきますので、皆さまの会社の新入社員の方で

すとか、接客フロントラインに立たれる方でご興味の

ある方はぜひ商工会議所にお問い合わせいただければ

と思います。あと、木下さんからのお話にもございま

した「ひがし北海道ブランド化推進協議会」の皆さま

と一緒に何かいいことができないかなと企画している

最中でございます。

このような形で地域の皆さまと共にお仕事をしていき

たいと願っております。まだまだ始まったばかりの取

り組みですし、私自身も着任してまだ間もないですの

で、いろいろなこと勉強しながら、一緒に行っていき

たいなと思っております。

皆さまのお手元にパンフレットをご用意したのです

が、それは簡単なご紹介です。アンバサダーが実施で

きるもの、それから本社に持ち帰ってその専門セク

ションで実施するもの、様々な事業の取り組みがござ

います。もっと分厚いパンフレットもあるのですが、

こちらはご紹介ということで、ご興味がございました

ら私、または釧路支店にお声がけをよろしくお願いい

たします。ちょっと最後は宣伝になってしまいました

が、このような活動をしてまいりたいと思っておりま

すので、どうぞ皆さまよろしくお願いいたします。拙

い話で恐縮でございましたが、ご静聴いただきありが

とうございました。

会長謝辞　杉村　荘平会長　

　小林さん、本当に今日はお忙しいところありがとう

ございました。大変貴重なお話を聞かせていただきま

した。特に小林さんが話した中で「まず動いてみるん

だ。動いてみてＰＤＣＡを回すんだ」というお話もあ

りました。まさにそのとおりだと思っております。

私も「この地域があってのロータリーだ」と思ってお

りましたので、『地域を育む』ということで今年テー

マにしてやらしていただいております。釧路地域も日

本製紙の件もあり暗いニュースがあったりするわけで

すが、まさにＪＡＬさんの取り組みとしっかり連携し

ながら行っていかなければならないだろうと思ってお

ります。

ＪＡＬさんも民間企業ですから、地域に魅力がなくな

れば便もなくなってしまうということでございますの

で、ＪＡＬさんに見捨てられないようにわれわれも

しっかり地域を磨きながら、しっかりと連携を組んで

行っていきたいと改めて思います。よろしくお願いい

たします。

それでは、これから釧路も寒くなってきますのでお体

に十分気を付けていただきながら、地域とのパイプを

どんどん太くしていただければと思います。今日はど

うもありがとうございました。
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　　　　　　　　　　杉村　荘平会長

　皆さん、こんに

ちは。お食事の方

はお続けくださ

い。初めて少し余

裕のある、ゆっく

り感のある会長挨

拶の時間をいただ

きまして、ゆっくり話そうかなと思っております。

まずは、例会プログラムの件、ご報告させていただき

ます。先々週、話したばかりで大変恐縮でございます

が、来週に予定しておりました夜例会を苦渋の選択で

すが 9月 16日に夜例会再開を延期させていただきた

いと思っております。この件について様々な意見があ

るかと思います。最悪、理事会でいろいろ意見を交換

しながら判断させていただきたいと思っております。

何卒、ご信頼・ご理解いただきながら判断をお待ちい

ただければと思います。どうぞよろしくお願いいたし

ます。

今日は少しお時間もありますし、せっかくの会長の時

間でございますので今月は地域に関するお話が続いて

おりますので、会長特権で自己紹介を兼ねながら古き

良き釧路の時代を少しお話したいなと思っておりま

す。

私は 1965 年、昭和 40年に弥生町 1丁目に生まれま

した杉村でございます。ひぶな幼稚園、東栄小学校、

東中学校、湖陵高校と根っからの橋南地区育ちです。

小中高とも木造のいわゆるルンペンストーブの校舎

で、冬には窓の隙間から雪が積もるような学校です。

小中高とも水洗トイレというのが見たことがなく、い

わゆるボットントイレというのでずっと育っている下

品な会長です。

われわれ昭和40年 (1965年 ) 組なのですが、メンバー

はたくさんいます。小学校時代はピンクレディーと

キャンディーズ。中学校・高校は金八先生・校内暴力・

横浜銀蝿。大学時代はオールナイターズ・おニャン子

クラブ。そのままバブリーに突入してジュリアナ東京。

就職してみてアッという間にバブル崩壊というよう

な、まさに時代の先頭走って、その当時は『新人類』

と言われた輝かしい世代でございます。

昨今では、大量採用の使えない『バブル世代』と言わ

れているとか、言われていないとか、聞いたことがあ

ります。

そんな小学校の思い出をひとつ言うと、弥生町１丁目

のすぐ近く、弥生中学校の下にむかし中村水産という

大きい水産工場がありました。僕の家の前を、魚を満

載した大きなトラックが通るのです。この当時、買っ

ていたサバですけども、急カーブになればザザザッと

サバを落として行くのです。杉村少年は母親に褒めら

れたい一心で、その落ちているサバから一番いいサバ

を選りすぐって、「母ちゃん、これ持ってきたよ」と

やるのですが、「そんなサバ、持って来るんじゃない」

と怒られ大変傷ついた少年時代を過ごしておりまし

た。それくらい魚が本当に大量に獲れていた、余って

いた時代なのかなと思っております。

その当時、弥生町界隈は、朝６時くらいになるとイカ

の行商の方がラッパを吹きながら来たり、夕方になる

とリヤカーで野菜売りのおばさんが来たりして、非常

に活気がありました。ただ、弥生町1丁目といっても、

同じ弥生町でも東栄小学校から米町にかけては高級住

宅街が展開するわけです。そこには浅川さんのご実家

や小船井さんのご実家があるわけです。僕の弥生町は、

貧富の差が非常に激しくありまして、長屋がずらっと

続いていて、皆さんは鍵をかける習慣もなく、勝手に

人の家に上がり込んで生活していたというような環境

でした。

もうひとつ、この当時、東栄小学校のライバル校は隣

にあった日進小学校でした。日進小学校もすぐ近くな

のですが、大きなお宅とか公務員住宅がありまして、

東栄小学校とはかなりランクの差があったのです。そ

の日進小学校の 50年前ですが、なんと屋内プールが

ありました。実は東栄小学校の人間は夏になるとプー

ルを借りに日進小学校に行くわけです。日進小学校に

行きますと、２階・３階から日進小学校の生徒が東栄

小学校の生徒に今ではもう言えない、放送コードに

引っかかる罵詈雑言を浴びせてくるわけです。今の言

葉で言えば「お金のなさそうな東栄小学校の生徒さん、

君たちはここに来る生徒じゃありませんよ」みたいな

ことを罵詈雑言で罵ってくるわけです。そんなことを

経験して社会の格差はすごいものだなと大変勉強にな

りました。ちなみに当時、その日進小学校には栗林君

と羽田野君がいらっしゃいました。その窓から顔を出

していたかどうか知りませんけども。そんな時代を過

ごしました。

この自己肯定感満載のアバウトの性格の杉村はこんな

少年時代から来たのかなと。親に恵まれたのか、地域

に恵まれたのか、時代に恵まれたのか分かりませんけ

ども、非常に良い少年時代を過ごさせていただきまし

たという『ワンス・アポン・ア・タイム (once upon a 

time)in 弥生町』で自己紹介でございます。ご清聴あ

りがとうございます。

長々とお話しましたが、本日の小林さんは同世代でご

ざいまして、誕生日が出ていますのでお話させていた

だきます。日本航空では『地域ふるさとアンバサダー』

という制度作りまして日本各地で素晴らし地域貢献を

していただいております。今日はゆっくりと時間があ

りますのでお話を拝聴したいと思います。どうぞよろ

しくお願いいたします。ありがとうございました。

幹事報告　市橋夛佳丞幹事　

　皆さん、こんにちは。幹事報告をさせていただきま

す。

他クラブの例会につきましては、お手元の資料をご一

読いただければと思っております。先日もお話をさせ

ていただきましたけれども、本年度メイクアップの推

進を取り組んで

いく試みのもと、皆さまのテーブルにあります出席表

にご自分の出席のところに丸を付けることお忘れにな

らないようにしていただければと思っております。

また、出席表の下段に「メイクアップ確認表」という

欄がございます。記載もありますけれども、８月１日

に行われました全道中学親善硬式野球大会もメイク

アップ対象となっております。今後、メイクアップ対

応の事業につきましては事務局からのご案内の際に必

ずその旨一文を記載させていただきますので、担当の

方で出席者は押さえておりますが、メイクアップ確認

表にご自分でお名前をお書きいただく習慣をつけてい

ただければと思っております。

現状、コロナ禍でメイクアップの反映がその年度内１

回のみ有効となっております。ぜひ、有効にご活用い

ただければと思っております。

また、先ほど会長のご挨拶にありました８月第４例会

の例会プログラムが夜例会から昼例会に変更となりま

した。来週ですが、12時半からお昼の例会となって

おります。皆さま方、お忘れのなきようにお願いを申

し上げます。

また、皆さま方のメールボックスに入れさせていただ

いた資料がございます。本年度、会員増強に大変取り

組んでいるところで、この増強のパンフレットを表裏

１枚の用紙で作らせていただきました。ぜひ、皆さま

こちらをご活用いただきまして身の回りの方、お知り

合いに会員増強の取り組みをしていただければと思っ

ております。

こちらは印刷して置いてあります。データでもお渡し

すること可能ですので、データが必要な方は私までご

一報いただければと思っております。

以上で、幹事報告とさせていただきます。ありがとう

ございました。

プログラム委員会　木下 正明会員　

　皆さん、こんにちは。プログラム委員会の平会員の

木下です。平会員なのに何回もご紹介いただくのも心

苦しいのですが、本日の講師のご紹介をさせていただ

きたいと思います。

本日、ご講演いただきます小林千秋様は日本航空に入

社後、国際線の客室乗務員を長年務められ、教官や管

理職といった指導的な立場をお務めになっておりま

す。先ほど杉村会長からありました『ふるさとアンバ

サダー』として本年４月に釧路にご着任いただきまし

た。積極的にご活動いただきまして、小船井会長がお

りますけども、釧路ばかりではなくひがし北海道のブ

ランド化のためにご尽力を賜っているところでござい

ます。

本日はＪＡＬの地域での取り組みについてということ

でご講話をいただきたいと思っております。

小林様、どうぞよろしくお願いいたします。

日本航空株式会社・地域事業本部支援推進部地域アン

バサダー室・北海道地区ふるさとアンバサダー先任

キャビンアテンダント   小林　千秋様

　皆さま、こんに

ちは。ただいま、

ご紹介いただきま

した日本航空の小

林と申します。こ

のようなお昼の皆

さまの大切な貴重

なお時間を頂戴しまして、お話をさせていただけると

いう事を木下さんからお声がけいただきまして、本当

に嬉しく思っております。お時間は 25分ほどと伺っ

ておりますので、手短にお話させていただきつつ、私

が今なぜここに居りますのかといった事をご理解頂戴

できれば嬉しいなと思っております。

本日、お話させていただく内容としましては、大きく

３つに分けてお話させていただこうと思っております

が、私は話が行ったり来たりしてしまうので、分かり

にくい点などございましたらどうぞご容赦くださいま

せ。

さて、私の略歴は木下様からご紹介いただきました通

りですが、先ほど杉村会長が懐かしいお話をされてお

りました。全部「うん、そうそう」と私は頷いており

ました。まさに、私も昭和 40年 (1965 年 ) 生まれ、

新人類世代でございます。

余談になりますが、私ども客室乗務員、私が入社の頃

はスチュワーデスと呼ばれておりましたが、創業当時

からの続き番号でスチュワーデス 1期、２期、３期

と『期』というものが存在しておりました。今はもう

なくなってしまいましたが。この『期』というのは、

よく同じ入社時期の仲間を「同期」と呼ばれると思い

ますが、それより比較的幅が狭く、同じ入社時期でも、

一緒のクラスで訓練を受けたクラスメイトのような感

じです。私はたまたま「昭和62年 6月入社の600期」

というクラスでした。キリのいい期、100 期・200 期・

300 期・400 期・500 期、そして 600 期ということ

で少し話題にもしていただきました。100 期、200

期台の大先輩は私が入社の頃にはもう現役の方はあま

りいらっしゃらない伝説の方々が多く、その後はその

頃の社会状況などを反映して「向こう横丁の 300 期」

だったかな、「体力の 400 期」などキャッチフレーズ

がつくのですが、100 期先輩の 500 期は美人が多く

て『花の 500 期」と呼ばれていました。自分たちの

クラスが「600 期」だと分かった私たちは訓練が始

まると教官に「私たちは何の 600 期ですか？」とワ

クワクして尋ねたら、「お前達はただの 600 期だ。花

の 500 期の次はただの 600 期！」と言われたことを

覚えています。でもその後で朝日新聞さんに「新人類

600 期が登場」と書かれていました。( 笑 )

いま思えば私が数年前まで現場で一緒に働いておりま

した若手ＣＡの方々の方がよっぽど新人類だと私は

思っているのですけれども、まぁ、いつの時代にも新

人類は巡ってくるということですね。

職歴は先ほど木下様からご紹介いただきましたが、私

が地域でのお仕事をさせていただくきっかけとなりま

したのは、2016 年です。以前から支店を中心に地域

での活動、社会貢献、地域貢献の活動はずっと行って

おりました。本社でも CSR 活動を取りまとめる部署

なども当然ありますが、支店以外に初めて地域活性化

に特化した部署を地域に置くということで、2016 年

に東北にオフィスを作りました。その時に初めて客室

乗務員の本部を出て外の部署に、その東北の部署の創

立メンバーとして参加いたしました。その時から早５

年、私自身としましてはその頃から地域の皆さまと一

緒にお仕事をする業務に携わっております。

まさに「ターニングポイントは５年前」ということで、

地域と一緒に何か業務をするきっかけが始まったの

が、この東北事務所の立ち上げでした。

2010 年に経営破綻をし、社会の皆さまには大変ご迷

惑をおかけした時期と重なって 2011 年 3月東北で

東日本大震災が起きました。その頃、私どもがやりた

いと思っていた支援のお手伝いも十分にできなかった

想いもありまして、まず地域での活動をどこにするか

ということで東北にオフィスを構えました。それが５

年前です。今でもこのセクションは部署名こそ変わり

ましたが稼働し続けております。

では私個人として、そこで何をしていたのかと申しま

すと、ここに書いてございますが、東北観光推進機構

という外部団体に兼務で出向し、他の企業から出向の

方、東北全県、仙台市など行政から来ているメンバー

と共に、観光で東北を盛り上げる仕事・業務に就いて

おりました。

これらはたまたま日本航空の一員という立ち位置で地

域でのお仕事をしている写真を選ばせていただきまし

たが、ほぼ制服を脱いだ仕事をしておりました。

そもそも、私は客室乗務員として入社しましたし、客

室乗務員として長い間飛行機の機内で仕事をしており

ました。2016 年に初めて機内から外の世界に出て、

非常にやりがいを感じました。飛行機の中の仕事は、

私は今でも好きですしとてもやりがいもあります。い

ろいろな出会いもありますが、基本的には一期一会の

お仕事です。ですが、地域でお仕事するとなると、そ

この地域の方々と長く関係を持って仕事ができる、そ

れが非常に魅力だなと思っております。

具体的にどのような事をしていたのかと申しますと、

これらの写真はほんの一例ですが、学校や観光等に関

係する企業様等に

お声掛けいただ

き、主に接客のお

話をさせていただ

きました。こちら

は、子供たちの職

業体験のイベント

があり、その中に日本航空も出展させていただきまし

た。これすごく可愛かったのですが、子供たちが機内

サービスの体験をするのです。パイプ椅子をお客様の

座席に見立てて、台所で使っているワゴンを機内のワ

ゴンに見立て、ジュースサービスしてもらったり、「笑

顔でお客様にご挨拶しましょう」みたいな話をして体

験イベントをやってみました。こちらは、宮城県と日

本航空との共同記者会見のときの司会の様子です。こ

れは東北観光推進機構の中で、観光人材育成の取り組

みの「フェニックス塾」の担当者をしておりました時

の修了式です。このようなことを地域で行い、飛行機

の中から出て地域での仕事の魅力に惹かれていった３

年間でした。

さて、私個人のお話から、日本航空として地域の活動・

地域活性化推進の活動、そもそも東北を皮切りにどん

どん広げて行こうとなったのですが、どのような考え

のもとに行っているのかをお話をさせていただきたい

と思います。

ＪＡＬ・日本航空の事業は、そもそもお客様・人を運

ぶ、物を運ぶ、航空輸送業です。人・物をお運びする、

運航をするということはＡ地点からＢ地点への移動・

輸送手段として、地域と地域を繋ぐという意味がござ

います。

2016 年東北での部署立ち上げのきっかけは、そろそ

ろ体力的にも社会への恩返し、感謝を事業で恩返しで

きるタイミングであり、それはやるべきである、やり

たい、という気持ちで地域での仕事をＪＡＬが取り組

み始めました。その取り組みには、社会にかけたご迷

惑の恩返しという意味ももちろん大きくあります。同

時に、物をお運びする、人をお運びするために、まず

は日本の国内に着目してのケースですが、国内線事業

の維持・発展、路線をキープする、路線を増やす事も

もちろん裏にはございます。路線がなくなってしまう

と人も物もお運びすることはできません。路線をなく

さないためには人の交流・人流、それから物の流れ・

商流がもっともっと活発になることが必要になってま

いります。そのお手伝いをできないだろうか。

そして、日本の地域には地域の素晴らしい物、資源が

たくさんある。その資源を次の世代に残していきたい。

これも地域貢献の考え方のひとつかもしれませんが、

素晴らしい日本を次世代に残していきたい。その素晴

らしい資産・財産は日本の地方と呼ばれる地域にたく

さん眠っている。現代の日本の抱える課題でもある少

子高齢化、都市への一点集中、これらの解決のために

もいろいろな地域にも発展してほしい。そういう願い

のもとに日本航空は地域活性化の推進事業に取り組ん

でおります。

どういうことを具体的にしているのかといいますと、

人の流れ、交流人口の拡大、それから物の流れ、物流

の活性化といったところと、一部には国策・地域の政

策の支援もございます。北海道でいうと『ウポポイ』

には日本航空も支援・協力もしております。先月末に

は、奄美が世界自然遺産に、縄文遺跡群が世界文化遺

産の登録になりました。本当に嬉しいなと思います。

そちらも応援・支援しておりました。そういったこと

を目的にいろいろな素晴らしいものを見つけて磨く、

そして育てる、それを流通に乗せる、六次産業化につ

なげる、プロモーションをする、そういったそれぞれ

のことをしております。

その一環として、2016 年に立ち上げた東北の部署の

お話をしたのですが、それ以前にも各地の支店を中心

にいろいろと取り組みをしておりました。国内におけ

る取り組みとしては、2011 年から『JAPAN 

PROJECT』という名前で、毎月ある地域をテーマに

してその魅力を発信するプロモーションをしておりま

す。機内誌に特集記事を載せること、国内線ファース

トクラスの夕食メニューを地域とコラボレーションを

する、Web を使ったプロモーションで旅行商品キャ

ンペーンを組むなど、今でもこれは続いておりますが、

それを始めたのが 2011 年です。

北海道はかなり頻繁に特集させていただいておりま

す。7月末に記者発表をして、今まさに取り組み真っ

最中の 8月は『十勝』を特集させていただいており

ます。来月はまた違う県になるのです。まだプレスリ

リースをしていないので、ここで大きくは言えないの

ですが、皆さまにもちょっとお楽しみにしていただき

たいエリアが何か月後にやってまいりますので言える

タイミングになりましたら、ぜひ告知させてください。

そして、この JAPAN PROJECT が途中、『新 JAPAN 

PROJECT』に変わり、少し取り組みに厚みを出しま

した。

2016 年の東北部署立ち上げ、2011 年から今に続く

地域プロモーションをはじめとした地域活性化に資す

る活動、そういったものをすべて包括する本部として、

昨年 2020 年 11 月に『地域事業本部』として正式に

社内に本部組織が出来ました。地域事業本部として、

今までのプロジェクトに更に厚みを加え、今年から

『JAL ふるさとプロジェクト』として取り組んでおり

ます。

地域プロモーション以外には、このニューノーマル対

応、これはまさにワーケーションですとか、アニメツー

リズムですとか、いろいろな新しい形の生活様式や新

しい旅の形に対応する応援・協力をしております。

これは実は私が行っているプロジェクトの写真なので

すが、地域密着の活動としてパートナーを「青森県の

白神山地」に取り組んでおります。この地域にもっと

人が来るような何かをやりたいというプロジェクト

を、ＪＡＬグループの中で公募して、「地域活性化活動

をやりたい」と自ら手を挙げたグループ会社社員が

集って実施しています。この人たちは地域活性化推進

部の部員ではなく、客室のＣＡや空港のグランドス

タッフ、ＪＡＬカードの社員であったり、営業の社員

や貨物本部の社員といった色々なセクションの人が混

ざって一緒に取り組んでいます。現在コロナでプロ

ジェクトが停滞中なのですが、学生を取り込んで何か

やろうと計画しております。

ふるさとプロジェクトは、他に地域産品の支援、観光

振興もやっております。これは香川県、実はフルーツ

がとても有名、美味しいフルーツがある所ですけどな

かなか有名にならないので「何かできないか」という

ものです。香川県のキウイフルーツだったのですが、

東京のメゾンカイザーというパン屋さんとマッチング

させて販売をしました。そんな取り組みもしておりま

す。

そして、だんだん今の私の立ち位置に近づいてきます

が、現在のコロナの影響でフライトの機会が少なく

なっている乗務員がたくさんおります。その点も『ふ

るさとアンバサダー』という取り組みができたきっか

けにもなったのですが、その乗務員たちは自分たちが

応援したいエリア、応援したい地域があります。その

応援を YouTube で流すチャンネルもできております。

よろしければ後ほど YouTube で検索してみてくださ

い。ＪＡＬ・ふるさと・応援みたいなキーワードで出

てくると思います。乗務員だけではなくてその地域の

空港のスタッフやいろいろなメンバーが出てきてその

地域を応援しております。ちなみに北海道の番組は、

私は釧路在住のアンバサダーですが、一足先に札幌に

３名が着任しておりまして、その札幌のメンバーの馬

場ちゃんという可愛い子が出ておりますのぜひご覧に

なってみてください。

コロナ禍の中での取り組みとして、番外編になります

がが、このパイロットという職種も実はフライトの機

会がなくて、職場が失われている部署のひとつなので

すが、このパイロットが昨年、「地域貢献としてこう

いうことをやりたい」と会社に伝え、そしてそれが実

現しました。

ちょっとクイズ形式なのですが、伺ってみてもよろし

いでしょうか。３択です。１番・出身地での航空教室

を開催した。2番・農家で収穫作業を手伝った。3番・

チャリティーコーラスの動画を配信した。どれだと思

いますか？この２名が声をかけて仲間を集めてやった

ことです

１番だと思う方、手を上げてみていただけますか？あ

りがとうございます。２番だと思う方いらっしゃいま

すか？結構いらっしゃいますね、ありがとうございま

す。３番だと思う方いらっしゃいますか？ありがとう

ございます。２番が多くて、３番がその次という感じ

です

ね。答えは２番でした。「『りんごたすけ隊』というこ

とでパイロットた

ちが青森に行き、

リンゴの収穫作業

を手伝った」と

ニュースにも取り

上げていただいた

ので、ご存知の方

もいらっしゃるかもしれませんね。実は先ほど出てい

ました航空教室とコーラスもやっていますので、３問

とも正解とも言えますが。

私がびっくりしたのは、こういったことを考える者、

「やりたいな」とか「やるべきだ」と考える者は沢山

いるのですが、なかなかそれを実現するのが難しい。

タイミングもあったのかもしれないのですが、この者

たちが「こういうことをやりたい」と、部長なり本部

長なりに声を上げました。「いいじゃないか」という

ことでスピーディーに話がまとまり、周囲の協力も得

てスピーディーに実行に移せた。いま、「JAL OODA

（ジャル ウーダ）が大切です」という考え方が弊社の

中で常々出てくるのですが、まさにその『JAL 

OODA』の考え方で、自らが自分たちで考えて、自分

たちでできることをスピーディーにＰＤＣＡを回して

いく。人から言われるのを待つ、業務指示を待つので

はなく、それをまさに体現した出来事です。という事

例だったもので、少し力を込めてご紹介させていただ

きました。

さて、もうお時間も少ないのですが、では最後に北海

道で何をしているのかを少しお話させてください。

　私は、地域事業本部の『ふるさとアンバサダー』と

いう肩書で釧路に着任し、ひがし北海道を中心に活動

させていただいております。同時期に「ふるさと応援

隊」という客室乗務員も東京をベースにして約 1,000

名おります。先ほど応援チャンネルで YouTube に出

演している者は、ほぼ応援隊のメンバーです。彼らは、

自分が応援したい所縁のある地域、出身地であったり、

学生時代住んでいたとか、理由はそれぞれですが自分

はここを応援したいという CA達が、私は「釧路の応

援隊」です、「女満別の応援隊」です、「島根の応援隊」

ですと言う風に全国各地の応援隊として存在していま

す。

ちなみ釧路は最初 10名いたのですが、今は少し人数

が減りました。様々な理由で登録が減ってしまいまし

たが、その内の１人はひがし北海道地区のアンバサ

ダーとして先日釧路に着任しております。彼女は元応

援隊です。

応援隊は東京にいて応援する地域のイベント等、活動

がある時に東京から出張してまいります。しかし、ふ

るさとアンバサダーはその地域に移り住み、その地域

の方と一緒に何かの事業を取り組んでいけないだろう

か、地域がもっと元気になる取り組みを一緒に種を探

して一緒に育てていきたい、そういう活動をその地域

でやっております。

すみません、この

情報が古いのです

が、現在は 10カ

所で 19名まで増

えました。当初、

社長が「20名ま

で増やしたい」と

言っていたので、そろそろ規模的にはこれぐらいなの

かなと思いますが、全国、各地に配置ができないにし

ても、私としてはもう少し規模を増やしてもいいので

はないのかなと思っております。こういった活動をし

ております。

では、具体的に北海道で何をしているのかをご紹介さ

せていただきます。先発隊３名が札幌に着任しており

ます。私が釧路に着任する前までは、この道東地域も

札幌から出張して来ておりました。

これは『オホーツク流氷ライド』というアドベンチャー

ツーリズムのＰＲ動画を作るお手伝いをしました。こ

のファットバイク、私は北海道に来るまで存じ上げま

せんでしたが、こういった「アウトドアの自転車は氷

の上も雪道でも、ぐんぐん行ける」んですね。という

事でアドベンチャーツーリズムのＰＲ、「冬の北海道

も楽しいこといっぱいあるよ、冬の北海道も来てね」

というＰＲ動画の撮影協力をしました。こちらは支笏

湖のヒメマス・チップのＰＲ販売を埼玉県浦和の伊勢

丹で行ったもの。こちらも、現在進行中なのですけれ

ども「ハマナスを使った化粧品の商品開発をやりたい」

と札幌地域のアンバサダーが頑張っております。こち

らはＪＲ北海道さんとＪＡＬパック、ＪＴＢさん、日

本航空とで企画をしている『HOKKAIDO LOVE ！ひ

とめぐり号』という周遊の列車の旅。こちらは 10月

に実施させていただくのですが、その企画などもアン

バサダーが入ってやっております。私も乗車する予定

です。機内サービスならぬ車内サービスをする予定と

なっております。

そして、私は着任後すぐに緊急事態宣言、まん延防止

等重点措置がありましたので、いろいろな所にお邪魔

することが出来ず少しスロースタートになってしまい

ましたが、阿寒湖での『湖水開き』とか、『KAMUY 

LUMINA( カムイルミナ ) 』のイベントのお手伝い、

それから行政さんでは浜中町で接客マナーのお話です

とか、先日は北見のカーリングチームの選手の皆さん

の勉強会に参加させていただきました。こちらは９月

８日に釧路商工会議所さんの接客セミナーを担当させ

ていただきますので、皆さまの会社の新入社員の方で

すとか、接客フロントラインに立たれる方でご興味の

ある方はぜひ商工会議所にお問い合わせいただければ

と思います。あと、木下さんからのお話にもございま

した「ひがし北海道ブランド化推進協議会」の皆さま

と一緒に何かいいことができないかなと企画している

最中でございます。

このような形で地域の皆さまと共にお仕事をしていき

たいと願っております。まだまだ始まったばかりの取

り組みですし、私自身も着任してまだ間もないですの

で、いろいろなこと勉強しながら、一緒に行っていき

たいなと思っております。

皆さまのお手元にパンフレットをご用意したのです

が、それは簡単なご紹介です。アンバサダーが実施で

きるもの、それから本社に持ち帰ってその専門セク

ションで実施するもの、様々な事業の取り組みがござ

います。もっと分厚いパンフレットもあるのですが、

こちらはご紹介ということで、ご興味がございました

ら私、または釧路支店にお声がけをよろしくお願いい

たします。ちょっと最後は宣伝になってしまいました

が、このような活動をしてまいりたいと思っておりま

すので、どうぞ皆さまよろしくお願いいたします。拙

い話で恐縮でございましたが、ご静聴いただきありが

とうございました。

会長謝辞　杉村　荘平会長　

　小林さん、本当に今日はお忙しいところありがとう

ございました。大変貴重なお話を聞かせていただきま

した。特に小林さんが話した中で「まず動いてみるん

だ。動いてみてＰＤＣＡを回すんだ」というお話もあ

りました。まさにそのとおりだと思っております。

私も「この地域があってのロータリーだ」と思ってお

りましたので、『地域を育む』ということで今年テー

マにしてやらしていただいております。釧路地域も日

本製紙の件もあり暗いニュースがあったりするわけで

すが、まさにＪＡＬさんの取り組みとしっかり連携し

ながら行っていかなければならないだろうと思ってお

ります。

ＪＡＬさんも民間企業ですから、地域に魅力がなくな

れば便もなくなってしまうということでございますの

で、ＪＡＬさんに見捨てられないようにわれわれも

しっかり地域を磨きながら、しっかりと連携を組んで

行っていきたいと改めて思います。よろしくお願いい

たします。

それでは、これから釧路も寒くなってきますのでお体

に十分気を付けていただきながら、地域とのパイプを

どんどん太くしていただければと思います。今日はど

うもありがとうございました。
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　　　　　　　　　　杉村　荘平会長

　皆さん、こんに

ちは。お食事の方

はお続けくださ

い。初めて少し余

裕のある、ゆっく

り感のある会長挨

拶の時間をいただ

きまして、ゆっくり話そうかなと思っております。

まずは、例会プログラムの件、ご報告させていただき

ます。先々週、話したばかりで大変恐縮でございます

が、来週に予定しておりました夜例会を苦渋の選択で

すが 9月 16日に夜例会再開を延期させていただきた

いと思っております。この件について様々な意見があ

るかと思います。最悪、理事会でいろいろ意見を交換

しながら判断させていただきたいと思っております。

何卒、ご信頼・ご理解いただきながら判断をお待ちい

ただければと思います。どうぞよろしくお願いいたし

ます。

今日は少しお時間もありますし、せっかくの会長の時

間でございますので今月は地域に関するお話が続いて

おりますので、会長特権で自己紹介を兼ねながら古き

良き釧路の時代を少しお話したいなと思っておりま

す。

私は 1965 年、昭和 40年に弥生町 1丁目に生まれま

した杉村でございます。ひぶな幼稚園、東栄小学校、

東中学校、湖陵高校と根っからの橋南地区育ちです。

小中高とも木造のいわゆるルンペンストーブの校舎

で、冬には窓の隙間から雪が積もるような学校です。

小中高とも水洗トイレというのが見たことがなく、い

わゆるボットントイレというのでずっと育っている下

品な会長です。

われわれ昭和40年 (1965年 ) 組なのですが、メンバー

はたくさんいます。小学校時代はピンクレディーと

キャンディーズ。中学校・高校は金八先生・校内暴力・

横浜銀蝿。大学時代はオールナイターズ・おニャン子

クラブ。そのままバブリーに突入してジュリアナ東京。

就職してみてアッという間にバブル崩壊というよう

な、まさに時代の先頭走って、その当時は『新人類』

と言われた輝かしい世代でございます。

昨今では、大量採用の使えない『バブル世代』と言わ

れているとか、言われていないとか、聞いたことがあ

ります。

そんな小学校の思い出をひとつ言うと、弥生町１丁目

のすぐ近く、弥生中学校の下にむかし中村水産という

大きい水産工場がありました。僕の家の前を、魚を満

載した大きなトラックが通るのです。この当時、買っ

ていたサバですけども、急カーブになればザザザッと

サバを落として行くのです。杉村少年は母親に褒めら

れたい一心で、その落ちているサバから一番いいサバ

を選りすぐって、「母ちゃん、これ持ってきたよ」と

やるのですが、「そんなサバ、持って来るんじゃない」

と怒られ大変傷ついた少年時代を過ごしておりまし

た。それくらい魚が本当に大量に獲れていた、余って

いた時代なのかなと思っております。

その当時、弥生町界隈は、朝６時くらいになるとイカ

の行商の方がラッパを吹きながら来たり、夕方になる

とリヤカーで野菜売りのおばさんが来たりして、非常

に活気がありました。ただ、弥生町1丁目といっても、

同じ弥生町でも東栄小学校から米町にかけては高級住

宅街が展開するわけです。そこには浅川さんのご実家

や小船井さんのご実家があるわけです。僕の弥生町は、

貧富の差が非常に激しくありまして、長屋がずらっと

続いていて、皆さんは鍵をかける習慣もなく、勝手に

人の家に上がり込んで生活していたというような環境

でした。

もうひとつ、この当時、東栄小学校のライバル校は隣

にあった日進小学校でした。日進小学校もすぐ近くな

のですが、大きなお宅とか公務員住宅がありまして、

東栄小学校とはかなりランクの差があったのです。そ

の日進小学校の 50年前ですが、なんと屋内プールが

ありました。実は東栄小学校の人間は夏になるとプー

ルを借りに日進小学校に行くわけです。日進小学校に

行きますと、２階・３階から日進小学校の生徒が東栄

小学校の生徒に今ではもう言えない、放送コードに

引っかかる罵詈雑言を浴びせてくるわけです。今の言

葉で言えば「お金のなさそうな東栄小学校の生徒さん、

君たちはここに来る生徒じゃありませんよ」みたいな

ことを罵詈雑言で罵ってくるわけです。そんなことを

経験して社会の格差はすごいものだなと大変勉強にな

りました。ちなみに当時、その日進小学校には栗林君

と羽田野君がいらっしゃいました。その窓から顔を出

していたかどうか知りませんけども。そんな時代を過

ごしました。

この自己肯定感満載のアバウトの性格の杉村はこんな

少年時代から来たのかなと。親に恵まれたのか、地域

に恵まれたのか、時代に恵まれたのか分かりませんけ

ども、非常に良い少年時代を過ごさせていただきまし

たという『ワンス・アポン・ア・タイム (once upon a 

time)in 弥生町』で自己紹介でございます。ご清聴あ

りがとうございます。

長々とお話しましたが、本日の小林さんは同世代でご

ざいまして、誕生日が出ていますのでお話させていた

だきます。日本航空では『地域ふるさとアンバサダー』

という制度作りまして日本各地で素晴らし地域貢献を

していただいております。今日はゆっくりと時間があ

りますのでお話を拝聴したいと思います。どうぞよろ

しくお願いいたします。ありがとうございました。

幹事報告　市橋夛佳丞幹事　

　皆さん、こんにちは。幹事報告をさせていただきま

す。

他クラブの例会につきましては、お手元の資料をご一

読いただければと思っております。先日もお話をさせ

ていただきましたけれども、本年度メイクアップの推

進を取り組んで

いく試みのもと、皆さまのテーブルにあります出席表

にご自分の出席のところに丸を付けることお忘れにな

らないようにしていただければと思っております。

また、出席表の下段に「メイクアップ確認表」という

欄がございます。記載もありますけれども、８月１日

に行われました全道中学親善硬式野球大会もメイク

アップ対象となっております。今後、メイクアップ対

応の事業につきましては事務局からのご案内の際に必

ずその旨一文を記載させていただきますので、担当の

方で出席者は押さえておりますが、メイクアップ確認

表にご自分でお名前をお書きいただく習慣をつけてい

ただければと思っております。

現状、コロナ禍でメイクアップの反映がその年度内１

回のみ有効となっております。ぜひ、有効にご活用い

ただければと思っております。

また、先ほど会長のご挨拶にありました８月第４例会

の例会プログラムが夜例会から昼例会に変更となりま

した。来週ですが、12時半からお昼の例会となって

おります。皆さま方、お忘れのなきようにお願いを申

し上げます。

また、皆さま方のメールボックスに入れさせていただ

いた資料がございます。本年度、会員増強に大変取り

組んでいるところで、この増強のパンフレットを表裏

１枚の用紙で作らせていただきました。ぜひ、皆さま

こちらをご活用いただきまして身の回りの方、お知り

合いに会員増強の取り組みをしていただければと思っ

ております。

こちらは印刷して置いてあります。データでもお渡し

すること可能ですので、データが必要な方は私までご

一報いただければと思っております。

以上で、幹事報告とさせていただきます。ありがとう

ございました。

プログラム委員会　木下 正明会員　

　皆さん、こんにちは。プログラム委員会の平会員の

木下です。平会員なのに何回もご紹介いただくのも心

苦しいのですが、本日の講師のご紹介をさせていただ

きたいと思います。

本日、ご講演いただきます小林千秋様は日本航空に入

社後、国際線の客室乗務員を長年務められ、教官や管

理職といった指導的な立場をお務めになっておりま

す。先ほど杉村会長からありました『ふるさとアンバ

サダー』として本年４月に釧路にご着任いただきまし

た。積極的にご活動いただきまして、小船井会長がお

りますけども、釧路ばかりではなくひがし北海道のブ

ランド化のためにご尽力を賜っているところでござい

ます。

本日はＪＡＬの地域での取り組みについてということ

でご講話をいただきたいと思っております。

小林様、どうぞよろしくお願いいたします。

日本航空株式会社・地域事業本部支援推進部地域アン

バサダー室・北海道地区ふるさとアンバサダー先任

キャビンアテンダント   小林　千秋様

　皆さま、こんに

ちは。ただいま、

ご紹介いただきま

した日本航空の小

林と申します。こ

のようなお昼の皆

さまの大切な貴重

なお時間を頂戴しまして、お話をさせていただけると

いう事を木下さんからお声がけいただきまして、本当

に嬉しく思っております。お時間は 25分ほどと伺っ

ておりますので、手短にお話させていただきつつ、私

が今なぜここに居りますのかといった事をご理解頂戴

できれば嬉しいなと思っております。

本日、お話させていただく内容としましては、大きく

３つに分けてお話させていただこうと思っております

が、私は話が行ったり来たりしてしまうので、分かり

にくい点などございましたらどうぞご容赦くださいま

せ。

さて、私の略歴は木下様からご紹介いただきました通

りですが、先ほど杉村会長が懐かしいお話をされてお

りました。全部「うん、そうそう」と私は頷いており

ました。まさに、私も昭和 40年 (1965 年 ) 生まれ、

新人類世代でございます。

余談になりますが、私ども客室乗務員、私が入社の頃

はスチュワーデスと呼ばれておりましたが、創業当時

からの続き番号でスチュワーデス 1期、２期、３期

と『期』というものが存在しておりました。今はもう

なくなってしまいましたが。この『期』というのは、

よく同じ入社時期の仲間を「同期」と呼ばれると思い

ますが、それより比較的幅が狭く、同じ入社時期でも、

一緒のクラスで訓練を受けたクラスメイトのような感

じです。私はたまたま「昭和62年 6月入社の600期」

というクラスでした。キリのいい期、100 期・200 期・

300 期・400 期・500 期、そして 600 期ということ

で少し話題にもしていただきました。100 期、200

期台の大先輩は私が入社の頃にはもう現役の方はあま

りいらっしゃらない伝説の方々が多く、その後はその

頃の社会状況などを反映して「向こう横丁の 300 期」

だったかな、「体力の 400 期」などキャッチフレーズ

がつくのですが、100 期先輩の 500 期は美人が多く

て『花の 500 期」と呼ばれていました。自分たちの

クラスが「600 期」だと分かった私たちは訓練が始

まると教官に「私たちは何の 600 期ですか？」とワ

クワクして尋ねたら、「お前達はただの 600 期だ。花

の 500 期の次はただの 600 期！」と言われたことを

覚えています。でもその後で朝日新聞さんに「新人類

600 期が登場」と書かれていました。( 笑 )

いま思えば私が数年前まで現場で一緒に働いておりま

した若手ＣＡの方々の方がよっぽど新人類だと私は

思っているのですけれども、まぁ、いつの時代にも新

人類は巡ってくるということですね。

職歴は先ほど木下様からご紹介いただきましたが、私

が地域でのお仕事をさせていただくきっかけとなりま

したのは、2016 年です。以前から支店を中心に地域

での活動、社会貢献、地域貢献の活動はずっと行って

おりました。本社でも CSR 活動を取りまとめる部署

なども当然ありますが、支店以外に初めて地域活性化

に特化した部署を地域に置くということで、2016 年

に東北にオフィスを作りました。その時に初めて客室

乗務員の本部を出て外の部署に、その東北の部署の創

立メンバーとして参加いたしました。その時から早５

年、私自身としましてはその頃から地域の皆さまと一

緒にお仕事をする業務に携わっております。

まさに「ターニングポイントは５年前」ということで、

地域と一緒に何か業務をするきっかけが始まったの

が、この東北事務所の立ち上げでした。

2010 年に経営破綻をし、社会の皆さまには大変ご迷

惑をおかけした時期と重なって 2011 年 3月東北で

東日本大震災が起きました。その頃、私どもがやりた

いと思っていた支援のお手伝いも十分にできなかった

想いもありまして、まず地域での活動をどこにするか

ということで東北にオフィスを構えました。それが５

年前です。今でもこのセクションは部署名こそ変わり

ましたが稼働し続けております。

では私個人として、そこで何をしていたのかと申しま

すと、ここに書いてございますが、東北観光推進機構

という外部団体に兼務で出向し、他の企業から出向の

方、東北全県、仙台市など行政から来ているメンバー

と共に、観光で東北を盛り上げる仕事・業務に就いて

おりました。

これらはたまたま日本航空の一員という立ち位置で地

域でのお仕事をしている写真を選ばせていただきまし

たが、ほぼ制服を脱いだ仕事をしておりました。

そもそも、私は客室乗務員として入社しましたし、客

室乗務員として長い間飛行機の機内で仕事をしており

ました。2016 年に初めて機内から外の世界に出て、

非常にやりがいを感じました。飛行機の中の仕事は、

私は今でも好きですしとてもやりがいもあります。い

ろいろな出会いもありますが、基本的には一期一会の

お仕事です。ですが、地域でお仕事するとなると、そ

この地域の方々と長く関係を持って仕事ができる、そ

れが非常に魅力だなと思っております。

具体的にどのような事をしていたのかと申しますと、

これらの写真はほんの一例ですが、学校や観光等に関

係する企業様等に

お声掛けいただ

き、主に接客のお

話をさせていただ

きました。こちら

は、子供たちの職

業体験のイベント

があり、その中に日本航空も出展させていただきまし

た。これすごく可愛かったのですが、子供たちが機内

サービスの体験をするのです。パイプ椅子をお客様の

座席に見立てて、台所で使っているワゴンを機内のワ

ゴンに見立て、ジュースサービスしてもらったり、「笑

顔でお客様にご挨拶しましょう」みたいな話をして体

験イベントをやってみました。こちらは、宮城県と日

本航空との共同記者会見のときの司会の様子です。こ

れは東北観光推進機構の中で、観光人材育成の取り組

みの「フェニックス塾」の担当者をしておりました時

の修了式です。このようなことを地域で行い、飛行機

の中から出て地域での仕事の魅力に惹かれていった３

年間でした。

さて、私個人のお話から、日本航空として地域の活動・

地域活性化推進の活動、そもそも東北を皮切りにどん

どん広げて行こうとなったのですが、どのような考え

のもとに行っているのかをお話をさせていただきたい

と思います。

ＪＡＬ・日本航空の事業は、そもそもお客様・人を運

ぶ、物を運ぶ、航空輸送業です。人・物をお運びする、

運航をするということはＡ地点からＢ地点への移動・

輸送手段として、地域と地域を繋ぐという意味がござ

います。

2016 年東北での部署立ち上げのきっかけは、そろそ

ろ体力的にも社会への恩返し、感謝を事業で恩返しで

きるタイミングであり、それはやるべきである、やり

たい、という気持ちで地域での仕事をＪＡＬが取り組

み始めました。その取り組みには、社会にかけたご迷

惑の恩返しという意味ももちろん大きくあります。同

時に、物をお運びする、人をお運びするために、まず

は日本の国内に着目してのケースですが、国内線事業

の維持・発展、路線をキープする、路線を増やす事も

もちろん裏にはございます。路線がなくなってしまう

と人も物もお運びすることはできません。路線をなく

さないためには人の交流・人流、それから物の流れ・

商流がもっともっと活発になることが必要になってま

いります。そのお手伝いをできないだろうか。

そして、日本の地域には地域の素晴らしい物、資源が

たくさんある。その資源を次の世代に残していきたい。

これも地域貢献の考え方のひとつかもしれませんが、

素晴らしい日本を次世代に残していきたい。その素晴

らしい資産・財産は日本の地方と呼ばれる地域にたく

さん眠っている。現代の日本の抱える課題でもある少

子高齢化、都市への一点集中、これらの解決のために

もいろいろな地域にも発展してほしい。そういう願い

のもとに日本航空は地域活性化の推進事業に取り組ん

でおります。

どういうことを具体的にしているのかといいますと、

人の流れ、交流人口の拡大、それから物の流れ、物流

の活性化といったところと、一部には国策・地域の政

策の支援もございます。北海道でいうと『ウポポイ』

には日本航空も支援・協力もしております。先月末に

は、奄美が世界自然遺産に、縄文遺跡群が世界文化遺

産の登録になりました。本当に嬉しいなと思います。

そちらも応援・支援しておりました。そういったこと

を目的にいろいろな素晴らしいものを見つけて磨く、

そして育てる、それを流通に乗せる、六次産業化につ

なげる、プロモーションをする、そういったそれぞれ

のことをしております。

その一環として、2016 年に立ち上げた東北の部署の

お話をしたのですが、それ以前にも各地の支店を中心

にいろいろと取り組みをしておりました。国内におけ

る取り組みとしては、2011 年から『JAPAN 

PROJECT』という名前で、毎月ある地域をテーマに

してその魅力を発信するプロモーションをしておりま

す。機内誌に特集記事を載せること、国内線ファース

トクラスの夕食メニューを地域とコラボレーションを

する、Web を使ったプロモーションで旅行商品キャ

ンペーンを組むなど、今でもこれは続いておりますが、

それを始めたのが 2011 年です。

北海道はかなり頻繁に特集させていただいておりま

す。7月末に記者発表をして、今まさに取り組み真っ

最中の 8月は『十勝』を特集させていただいており

ます。来月はまた違う県になるのです。まだプレスリ

リースをしていないので、ここで大きくは言えないの

ですが、皆さまにもちょっとお楽しみにしていただき

たいエリアが何か月後にやってまいりますので言える

タイミングになりましたら、ぜひ告知させてください。

そして、この JAPAN PROJECT が途中、『新 JAPAN 

PROJECT』に変わり、少し取り組みに厚みを出しま

した。

2016 年の東北部署立ち上げ、2011 年から今に続く

地域プロモーションをはじめとした地域活性化に資す

る活動、そういったものをすべて包括する本部として、

昨年 2020 年 11 月に『地域事業本部』として正式に

社内に本部組織が出来ました。地域事業本部として、

今までのプロジェクトに更に厚みを加え、今年から

『JAL ふるさとプロジェクト』として取り組んでおり

ます。

地域プロモーション以外には、このニューノーマル対

応、これはまさにワーケーションですとか、アニメツー

リズムですとか、いろいろな新しい形の生活様式や新

しい旅の形に対応する応援・協力をしております。

これは実は私が行っているプロジェクトの写真なので

すが、地域密着の活動としてパートナーを「青森県の

白神山地」に取り組んでおります。この地域にもっと

人が来るような何かをやりたいというプロジェクト

を、ＪＡＬグループの中で公募して、「地域活性化活動

をやりたい」と自ら手を挙げたグループ会社社員が

集って実施しています。この人たちは地域活性化推進

部の部員ではなく、客室のＣＡや空港のグランドス

タッフ、ＪＡＬカードの社員であったり、営業の社員

や貨物本部の社員といった色々なセクションの人が混

ざって一緒に取り組んでいます。現在コロナでプロ

ジェクトが停滞中なのですが、学生を取り込んで何か

やろうと計画しております。

ふるさとプロジェクトは、他に地域産品の支援、観光

振興もやっております。これは香川県、実はフルーツ

がとても有名、美味しいフルーツがある所ですけどな

かなか有名にならないので「何かできないか」という

ものです。香川県のキウイフルーツだったのですが、

東京のメゾンカイザーというパン屋さんとマッチング

させて販売をしました。そんな取り組みもしておりま

す。

そして、だんだん今の私の立ち位置に近づいてきます

が、現在のコロナの影響でフライトの機会が少なく

なっている乗務員がたくさんおります。その点も『ふ

るさとアンバサダー』という取り組みができたきっか

けにもなったのですが、その乗務員たちは自分たちが

応援したいエリア、応援したい地域があります。その

応援を YouTube で流すチャンネルもできております。

よろしければ後ほど YouTube で検索してみてくださ

い。ＪＡＬ・ふるさと・応援みたいなキーワードで出

てくると思います。乗務員だけではなくてその地域の

空港のスタッフやいろいろなメンバーが出てきてその

地域を応援しております。ちなみに北海道の番組は、

私は釧路在住のアンバサダーですが、一足先に札幌に

３名が着任しておりまして、その札幌のメンバーの馬

場ちゃんという可愛い子が出ておりますのぜひご覧に

なってみてください。

コロナ禍の中での取り組みとして、番外編になります

がが、このパイロットという職種も実はフライトの機

会がなくて、職場が失われている部署のひとつなので

すが、このパイロットが昨年、「地域貢献としてこう

いうことをやりたい」と会社に伝え、そしてそれが実

現しました。

ちょっとクイズ形式なのですが、伺ってみてもよろし

いでしょうか。３択です。１番・出身地での航空教室

を開催した。2番・農家で収穫作業を手伝った。3番・

チャリティーコーラスの動画を配信した。どれだと思

いますか？この２名が声をかけて仲間を集めてやった

ことです

１番だと思う方、手を上げてみていただけますか？あ

りがとうございます。２番だと思う方いらっしゃいま

すか？結構いらっしゃいますね、ありがとうございま

す。３番だと思う方いらっしゃいますか？ありがとう

ございます。２番が多くて、３番がその次という感じ

です

ね。答えは２番でした。「『りんごたすけ隊』というこ

とでパイロットた

ちが青森に行き、

リンゴの収穫作業

を手伝った」と

ニュースにも取り

上げていただいた

ので、ご存知の方

もいらっしゃるかもしれませんね。実は先ほど出てい

ました航空教室とコーラスもやっていますので、３問

とも正解とも言えますが。

私がびっくりしたのは、こういったことを考える者、

「やりたいな」とか「やるべきだ」と考える者は沢山

いるのですが、なかなかそれを実現するのが難しい。

タイミングもあったのかもしれないのですが、この者

たちが「こういうことをやりたい」と、部長なり本部

長なりに声を上げました。「いいじゃないか」という

ことでスピーディーに話がまとまり、周囲の協力も得

てスピーディーに実行に移せた。いま、「JAL OODA

（ジャル ウーダ）が大切です」という考え方が弊社の

中で常々出てくるのですが、まさにその『JAL 

OODA』の考え方で、自らが自分たちで考えて、自分

たちでできることをスピーディーにＰＤＣＡを回して

いく。人から言われるのを待つ、業務指示を待つので

はなく、それをまさに体現した出来事です。という事

例だったもので、少し力を込めてご紹介させていただ

きました。

さて、もうお時間も少ないのですが、では最後に北海

道で何をしているのかを少しお話させてください。

　私は、地域事業本部の『ふるさとアンバサダー』と

いう肩書で釧路に着任し、ひがし北海道を中心に活動

させていただいております。同時期に「ふるさと応援

隊」という客室乗務員も東京をベースにして約 1,000

名おります。先ほど応援チャンネルで YouTube に出

演している者は、ほぼ応援隊のメンバーです。彼らは、

自分が応援したい所縁のある地域、出身地であったり、

学生時代住んでいたとか、理由はそれぞれですが自分

はここを応援したいという CA達が、私は「釧路の応

援隊」です、「女満別の応援隊」です、「島根の応援隊」

ですと言う風に全国各地の応援隊として存在していま

す。

ちなみ釧路は最初 10名いたのですが、今は少し人数

が減りました。様々な理由で登録が減ってしまいまし

たが、その内の１人はひがし北海道地区のアンバサ

ダーとして先日釧路に着任しております。彼女は元応

援隊です。

応援隊は東京にいて応援する地域のイベント等、活動

がある時に東京から出張してまいります。しかし、ふ

るさとアンバサダーはその地域に移り住み、その地域

の方と一緒に何かの事業を取り組んでいけないだろう

か、地域がもっと元気になる取り組みを一緒に種を探

して一緒に育てていきたい、そういう活動をその地域

でやっております。

すみません、この

情報が古いのです

が、現在は 10カ

所で 19名まで増

えました。当初、

社長が「20名ま

で増やしたい」と

言っていたので、そろそろ規模的にはこれぐらいなの

かなと思いますが、全国、各地に配置ができないにし

ても、私としてはもう少し規模を増やしてもいいので

はないのかなと思っております。こういった活動をし

ております。

では、具体的に北海道で何をしているのかをご紹介さ

せていただきます。先発隊３名が札幌に着任しており

ます。私が釧路に着任する前までは、この道東地域も

札幌から出張して来ておりました。

これは『オホーツク流氷ライド』というアドベンチャー

ツーリズムのＰＲ動画を作るお手伝いをしました。こ

のファットバイク、私は北海道に来るまで存じ上げま

せんでしたが、こういった「アウトドアの自転車は氷

の上も雪道でも、ぐんぐん行ける」んですね。という

事でアドベンチャーツーリズムのＰＲ、「冬の北海道

も楽しいこといっぱいあるよ、冬の北海道も来てね」

というＰＲ動画の撮影協力をしました。こちらは支笏

湖のヒメマス・チップのＰＲ販売を埼玉県浦和の伊勢

丹で行ったもの。こちらも、現在進行中なのですけれ

ども「ハマナスを使った化粧品の商品開発をやりたい」

と札幌地域のアンバサダーが頑張っております。こち

らはＪＲ北海道さんとＪＡＬパック、ＪＴＢさん、日

本航空とで企画をしている『HOKKAIDO LOVE ！ひ

とめぐり号』という周遊の列車の旅。こちらは 10月

に実施させていただくのですが、その企画などもアン

バサダーが入ってやっております。私も乗車する予定

です。機内サービスならぬ車内サービスをする予定と

なっております。

そして、私は着任後すぐに緊急事態宣言、まん延防止

等重点措置がありましたので、いろいろな所にお邪魔

することが出来ず少しスロースタートになってしまい

ましたが、阿寒湖での『湖水開き』とか、『KAMUY 

LUMINA( カムイルミナ ) 』のイベントのお手伝い、

それから行政さんでは浜中町で接客マナーのお話です

とか、先日は北見のカーリングチームの選手の皆さん

の勉強会に参加させていただきました。こちらは９月

８日に釧路商工会議所さんの接客セミナーを担当させ

ていただきますので、皆さまの会社の新入社員の方で

すとか、接客フロントラインに立たれる方でご興味の

ある方はぜひ商工会議所にお問い合わせいただければ

と思います。あと、木下さんからのお話にもございま

した「ひがし北海道ブランド化推進協議会」の皆さま

と一緒に何かいいことができないかなと企画している

最中でございます。

このような形で地域の皆さまと共にお仕事をしていき

たいと願っております。まだまだ始まったばかりの取

り組みですし、私自身も着任してまだ間もないですの

で、いろいろなこと勉強しながら、一緒に行っていき

たいなと思っております。

皆さまのお手元にパンフレットをご用意したのです

が、それは簡単なご紹介です。アンバサダーが実施で

きるもの、それから本社に持ち帰ってその専門セク

ションで実施するもの、様々な事業の取り組みがござ

います。もっと分厚いパンフレットもあるのですが、

こちらはご紹介ということで、ご興味がございました

ら私、または釧路支店にお声がけをよろしくお願いい

たします。ちょっと最後は宣伝になってしまいました

が、このような活動をしてまいりたいと思っておりま

すので、どうぞ皆さまよろしくお願いいたします。拙

い話で恐縮でございましたが、ご静聴いただきありが

とうございました。

会長謝辞　杉村　荘平会長　

　小林さん、本当に今日はお忙しいところありがとう

ございました。大変貴重なお話を聞かせていただきま

した。特に小林さんが話した中で「まず動いてみるん

だ。動いてみてＰＤＣＡを回すんだ」というお話もあ

りました。まさにそのとおりだと思っております。

私も「この地域があってのロータリーだ」と思ってお

りましたので、『地域を育む』ということで今年テー

マにしてやらしていただいております。釧路地域も日

本製紙の件もあり暗いニュースがあったりするわけで

すが、まさにＪＡＬさんの取り組みとしっかり連携し

ながら行っていかなければならないだろうと思ってお

ります。

ＪＡＬさんも民間企業ですから、地域に魅力がなくな

れば便もなくなってしまうということでございますの

で、ＪＡＬさんに見捨てられないようにわれわれも

しっかり地域を磨きながら、しっかりと連携を組んで

行っていきたいと改めて思います。よろしくお願いい

たします。

それでは、これから釧路も寒くなってきますのでお体

に十分気を付けていただきながら、地域とのパイプを

どんどん太くしていただければと思います。今日はど

うもありがとうございました。
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　　　　　　　　　　杉村　荘平会長

　皆さん、こんに

ちは。お食事の方

はお続けくださ

い。初めて少し余

裕のある、ゆっく

り感のある会長挨

拶の時間をいただ

きまして、ゆっくり話そうかなと思っております。

まずは、例会プログラムの件、ご報告させていただき

ます。先々週、話したばかりで大変恐縮でございます

が、来週に予定しておりました夜例会を苦渋の選択で

すが 9月 16日に夜例会再開を延期させていただきた

いと思っております。この件について様々な意見があ

るかと思います。最悪、理事会でいろいろ意見を交換

しながら判断させていただきたいと思っております。

何卒、ご信頼・ご理解いただきながら判断をお待ちい

ただければと思います。どうぞよろしくお願いいたし

ます。

今日は少しお時間もありますし、せっかくの会長の時

間でございますので今月は地域に関するお話が続いて

おりますので、会長特権で自己紹介を兼ねながら古き

良き釧路の時代を少しお話したいなと思っておりま

す。

私は 1965 年、昭和 40年に弥生町 1丁目に生まれま

した杉村でございます。ひぶな幼稚園、東栄小学校、

東中学校、湖陵高校と根っからの橋南地区育ちです。

小中高とも木造のいわゆるルンペンストーブの校舎

で、冬には窓の隙間から雪が積もるような学校です。

小中高とも水洗トイレというのが見たことがなく、い

わゆるボットントイレというのでずっと育っている下

品な会長です。

われわれ昭和40年 (1965年 ) 組なのですが、メンバー

はたくさんいます。小学校時代はピンクレディーと

キャンディーズ。中学校・高校は金八先生・校内暴力・

横浜銀蝿。大学時代はオールナイターズ・おニャン子

クラブ。そのままバブリーに突入してジュリアナ東京。

就職してみてアッという間にバブル崩壊というよう

な、まさに時代の先頭走って、その当時は『新人類』

と言われた輝かしい世代でございます。

昨今では、大量採用の使えない『バブル世代』と言わ

れているとか、言われていないとか、聞いたことがあ

ります。

そんな小学校の思い出をひとつ言うと、弥生町１丁目

のすぐ近く、弥生中学校の下にむかし中村水産という

大きい水産工場がありました。僕の家の前を、魚を満

載した大きなトラックが通るのです。この当時、買っ

ていたサバですけども、急カーブになればザザザッと

サバを落として行くのです。杉村少年は母親に褒めら

れたい一心で、その落ちているサバから一番いいサバ

を選りすぐって、「母ちゃん、これ持ってきたよ」と

やるのですが、「そんなサバ、持って来るんじゃない」

と怒られ大変傷ついた少年時代を過ごしておりまし

た。それくらい魚が本当に大量に獲れていた、余って

いた時代なのかなと思っております。

その当時、弥生町界隈は、朝６時くらいになるとイカ

の行商の方がラッパを吹きながら来たり、夕方になる

とリヤカーで野菜売りのおばさんが来たりして、非常

に活気がありました。ただ、弥生町1丁目といっても、

同じ弥生町でも東栄小学校から米町にかけては高級住

宅街が展開するわけです。そこには浅川さんのご実家

や小船井さんのご実家があるわけです。僕の弥生町は、

貧富の差が非常に激しくありまして、長屋がずらっと

続いていて、皆さんは鍵をかける習慣もなく、勝手に

人の家に上がり込んで生活していたというような環境

でした。

もうひとつ、この当時、東栄小学校のライバル校は隣

にあった日進小学校でした。日進小学校もすぐ近くな

のですが、大きなお宅とか公務員住宅がありまして、

東栄小学校とはかなりランクの差があったのです。そ

の日進小学校の 50年前ですが、なんと屋内プールが

ありました。実は東栄小学校の人間は夏になるとプー

ルを借りに日進小学校に行くわけです。日進小学校に

行きますと、２階・３階から日進小学校の生徒が東栄

小学校の生徒に今ではもう言えない、放送コードに

引っかかる罵詈雑言を浴びせてくるわけです。今の言

葉で言えば「お金のなさそうな東栄小学校の生徒さん、

君たちはここに来る生徒じゃありませんよ」みたいな

ことを罵詈雑言で罵ってくるわけです。そんなことを

経験して社会の格差はすごいものだなと大変勉強にな

りました。ちなみに当時、その日進小学校には栗林君

と羽田野君がいらっしゃいました。その窓から顔を出

していたかどうか知りませんけども。そんな時代を過

ごしました。

この自己肯定感満載のアバウトの性格の杉村はこんな

少年時代から来たのかなと。親に恵まれたのか、地域

に恵まれたのか、時代に恵まれたのか分かりませんけ

ども、非常に良い少年時代を過ごさせていただきまし

たという『ワンス・アポン・ア・タイム (once upon a 

time)in 弥生町』で自己紹介でございます。ご清聴あ

りがとうございます。

長々とお話しましたが、本日の小林さんは同世代でご

ざいまして、誕生日が出ていますのでお話させていた

だきます。日本航空では『地域ふるさとアンバサダー』

という制度作りまして日本各地で素晴らし地域貢献を

していただいております。今日はゆっくりと時間があ

りますのでお話を拝聴したいと思います。どうぞよろ

しくお願いいたします。ありがとうございました。

幹事報告　市橋夛佳丞幹事　

　皆さん、こんにちは。幹事報告をさせていただきま

す。

他クラブの例会につきましては、お手元の資料をご一

読いただければと思っております。先日もお話をさせ

ていただきましたけれども、本年度メイクアップの推

進を取り組んで

いく試みのもと、皆さまのテーブルにあります出席表

にご自分の出席のところに丸を付けることお忘れにな

らないようにしていただければと思っております。

また、出席表の下段に「メイクアップ確認表」という

欄がございます。記載もありますけれども、８月１日

に行われました全道中学親善硬式野球大会もメイク

アップ対象となっております。今後、メイクアップ対

応の事業につきましては事務局からのご案内の際に必

ずその旨一文を記載させていただきますので、担当の

方で出席者は押さえておりますが、メイクアップ確認

表にご自分でお名前をお書きいただく習慣をつけてい

ただければと思っております。

現状、コロナ禍でメイクアップの反映がその年度内１

回のみ有効となっております。ぜひ、有効にご活用い

ただければと思っております。

また、先ほど会長のご挨拶にありました８月第４例会

の例会プログラムが夜例会から昼例会に変更となりま

した。来週ですが、12時半からお昼の例会となって

おります。皆さま方、お忘れのなきようにお願いを申

し上げます。

また、皆さま方のメールボックスに入れさせていただ

いた資料がございます。本年度、会員増強に大変取り

組んでいるところで、この増強のパンフレットを表裏

１枚の用紙で作らせていただきました。ぜひ、皆さま

こちらをご活用いただきまして身の回りの方、お知り

合いに会員増強の取り組みをしていただければと思っ

ております。

こちらは印刷して置いてあります。データでもお渡し

すること可能ですので、データが必要な方は私までご

一報いただければと思っております。

以上で、幹事報告とさせていただきます。ありがとう

ございました。

プログラム委員会　木下 正明会員　

　皆さん、こんにちは。プログラム委員会の平会員の

木下です。平会員なのに何回もご紹介いただくのも心

苦しいのですが、本日の講師のご紹介をさせていただ

きたいと思います。

本日、ご講演いただきます小林千秋様は日本航空に入

社後、国際線の客室乗務員を長年務められ、教官や管

理職といった指導的な立場をお務めになっておりま

す。先ほど杉村会長からありました『ふるさとアンバ

サダー』として本年４月に釧路にご着任いただきまし

た。積極的にご活動いただきまして、小船井会長がお

りますけども、釧路ばかりではなくひがし北海道のブ

ランド化のためにご尽力を賜っているところでござい

ます。

本日はＪＡＬの地域での取り組みについてということ

でご講話をいただきたいと思っております。

小林様、どうぞよろしくお願いいたします。

日本航空株式会社・地域事業本部支援推進部地域アン

バサダー室・北海道地区ふるさとアンバサダー先任

キャビンアテンダント   小林　千秋様

　皆さま、こんに

ちは。ただいま、

ご紹介いただきま

した日本航空の小

林と申します。こ

のようなお昼の皆

さまの大切な貴重

なお時間を頂戴しまして、お話をさせていただけると

いう事を木下さんからお声がけいただきまして、本当

に嬉しく思っております。お時間は 25分ほどと伺っ

ておりますので、手短にお話させていただきつつ、私

が今なぜここに居りますのかといった事をご理解頂戴

できれば嬉しいなと思っております。

本日、お話させていただく内容としましては、大きく

３つに分けてお話させていただこうと思っております

が、私は話が行ったり来たりしてしまうので、分かり

にくい点などございましたらどうぞご容赦くださいま

せ。

さて、私の略歴は木下様からご紹介いただきました通

りですが、先ほど杉村会長が懐かしいお話をされてお

りました。全部「うん、そうそう」と私は頷いており

ました。まさに、私も昭和 40年 (1965 年 ) 生まれ、

新人類世代でございます。

余談になりますが、私ども客室乗務員、私が入社の頃

はスチュワーデスと呼ばれておりましたが、創業当時

からの続き番号でスチュワーデス 1期、２期、３期

と『期』というものが存在しておりました。今はもう

なくなってしまいましたが。この『期』というのは、

よく同じ入社時期の仲間を「同期」と呼ばれると思い

ますが、それより比較的幅が狭く、同じ入社時期でも、

一緒のクラスで訓練を受けたクラスメイトのような感

じです。私はたまたま「昭和62年 6月入社の600期」

というクラスでした。キリのいい期、100 期・200 期・

300 期・400 期・500 期、そして 600 期ということ

で少し話題にもしていただきました。100 期、200

期台の大先輩は私が入社の頃にはもう現役の方はあま

りいらっしゃらない伝説の方々が多く、その後はその

頃の社会状況などを反映して「向こう横丁の 300 期」

だったかな、「体力の 400 期」などキャッチフレーズ

がつくのですが、100 期先輩の 500 期は美人が多く

て『花の 500 期」と呼ばれていました。自分たちの

クラスが「600 期」だと分かった私たちは訓練が始

まると教官に「私たちは何の 600 期ですか？」とワ

クワクして尋ねたら、「お前達はただの 600 期だ。花

の 500 期の次はただの 600 期！」と言われたことを

覚えています。でもその後で朝日新聞さんに「新人類

600 期が登場」と書かれていました。( 笑 )

いま思えば私が数年前まで現場で一緒に働いておりま

した若手ＣＡの方々の方がよっぽど新人類だと私は

思っているのですけれども、まぁ、いつの時代にも新

人類は巡ってくるということですね。

職歴は先ほど木下様からご紹介いただきましたが、私

が地域でのお仕事をさせていただくきっかけとなりま

したのは、2016 年です。以前から支店を中心に地域

での活動、社会貢献、地域貢献の活動はずっと行って

おりました。本社でも CSR 活動を取りまとめる部署

なども当然ありますが、支店以外に初めて地域活性化

に特化した部署を地域に置くということで、2016 年

に東北にオフィスを作りました。その時に初めて客室

乗務員の本部を出て外の部署に、その東北の部署の創

立メンバーとして参加いたしました。その時から早５

年、私自身としましてはその頃から地域の皆さまと一

緒にお仕事をする業務に携わっております。

まさに「ターニングポイントは５年前」ということで、

地域と一緒に何か業務をするきっかけが始まったの

が、この東北事務所の立ち上げでした。

2010 年に経営破綻をし、社会の皆さまには大変ご迷

惑をおかけした時期と重なって 2011 年 3月東北で

東日本大震災が起きました。その頃、私どもがやりた

いと思っていた支援のお手伝いも十分にできなかった

想いもありまして、まず地域での活動をどこにするか

ということで東北にオフィスを構えました。それが５

年前です。今でもこのセクションは部署名こそ変わり

ましたが稼働し続けております。

では私個人として、そこで何をしていたのかと申しま

すと、ここに書いてございますが、東北観光推進機構

という外部団体に兼務で出向し、他の企業から出向の

方、東北全県、仙台市など行政から来ているメンバー

と共に、観光で東北を盛り上げる仕事・業務に就いて

おりました。

これらはたまたま日本航空の一員という立ち位置で地

域でのお仕事をしている写真を選ばせていただきまし

たが、ほぼ制服を脱いだ仕事をしておりました。

そもそも、私は客室乗務員として入社しましたし、客

室乗務員として長い間飛行機の機内で仕事をしており

ました。2016 年に初めて機内から外の世界に出て、

非常にやりがいを感じました。飛行機の中の仕事は、

私は今でも好きですしとてもやりがいもあります。い

ろいろな出会いもありますが、基本的には一期一会の

お仕事です。ですが、地域でお仕事するとなると、そ

この地域の方々と長く関係を持って仕事ができる、そ

れが非常に魅力だなと思っております。

具体的にどのような事をしていたのかと申しますと、

これらの写真はほんの一例ですが、学校や観光等に関

係する企業様等に

お声掛けいただ

き、主に接客のお

話をさせていただ

きました。こちら

は、子供たちの職

業体験のイベント

があり、その中に日本航空も出展させていただきまし

た。これすごく可愛かったのですが、子供たちが機内

サービスの体験をするのです。パイプ椅子をお客様の

座席に見立てて、台所で使っているワゴンを機内のワ

ゴンに見立て、ジュースサービスしてもらったり、「笑

顔でお客様にご挨拶しましょう」みたいな話をして体

験イベントをやってみました。こちらは、宮城県と日

本航空との共同記者会見のときの司会の様子です。こ

れは東北観光推進機構の中で、観光人材育成の取り組

みの「フェニックス塾」の担当者をしておりました時

の修了式です。このようなことを地域で行い、飛行機

の中から出て地域での仕事の魅力に惹かれていった３

年間でした。

さて、私個人のお話から、日本航空として地域の活動・

地域活性化推進の活動、そもそも東北を皮切りにどん

どん広げて行こうとなったのですが、どのような考え

のもとに行っているのかをお話をさせていただきたい

と思います。

ＪＡＬ・日本航空の事業は、そもそもお客様・人を運

ぶ、物を運ぶ、航空輸送業です。人・物をお運びする、

運航をするということはＡ地点からＢ地点への移動・

輸送手段として、地域と地域を繋ぐという意味がござ

います。

2016 年東北での部署立ち上げのきっかけは、そろそ

ろ体力的にも社会への恩返し、感謝を事業で恩返しで

きるタイミングであり、それはやるべきである、やり

たい、という気持ちで地域での仕事をＪＡＬが取り組

み始めました。その取り組みには、社会にかけたご迷

惑の恩返しという意味ももちろん大きくあります。同

時に、物をお運びする、人をお運びするために、まず

は日本の国内に着目してのケースですが、国内線事業

の維持・発展、路線をキープする、路線を増やす事も

もちろん裏にはございます。路線がなくなってしまう

と人も物もお運びすることはできません。路線をなく

さないためには人の交流・人流、それから物の流れ・

商流がもっともっと活発になることが必要になってま

いります。そのお手伝いをできないだろうか。

そして、日本の地域には地域の素晴らしい物、資源が

たくさんある。その資源を次の世代に残していきたい。

これも地域貢献の考え方のひとつかもしれませんが、

素晴らしい日本を次世代に残していきたい。その素晴

らしい資産・財産は日本の地方と呼ばれる地域にたく

さん眠っている。現代の日本の抱える課題でもある少

子高齢化、都市への一点集中、これらの解決のために

もいろいろな地域にも発展してほしい。そういう願い

のもとに日本航空は地域活性化の推進事業に取り組ん

でおります。

どういうことを具体的にしているのかといいますと、

人の流れ、交流人口の拡大、それから物の流れ、物流

の活性化といったところと、一部には国策・地域の政

策の支援もございます。北海道でいうと『ウポポイ』

には日本航空も支援・協力もしております。先月末に

は、奄美が世界自然遺産に、縄文遺跡群が世界文化遺

産の登録になりました。本当に嬉しいなと思います。

そちらも応援・支援しておりました。そういったこと

を目的にいろいろな素晴らしいものを見つけて磨く、

そして育てる、それを流通に乗せる、六次産業化につ

なげる、プロモーションをする、そういったそれぞれ

のことをしております。

その一環として、2016 年に立ち上げた東北の部署の

お話をしたのですが、それ以前にも各地の支店を中心

にいろいろと取り組みをしておりました。国内におけ

る取り組みとしては、2011 年から『JAPAN 

PROJECT』という名前で、毎月ある地域をテーマに

してその魅力を発信するプロモーションをしておりま

す。機内誌に特集記事を載せること、国内線ファース

トクラスの夕食メニューを地域とコラボレーションを

する、Web を使ったプロモーションで旅行商品キャ

ンペーンを組むなど、今でもこれは続いておりますが、

それを始めたのが 2011 年です。

北海道はかなり頻繁に特集させていただいておりま

す。7月末に記者発表をして、今まさに取り組み真っ

最中の 8月は『十勝』を特集させていただいており

ます。来月はまた違う県になるのです。まだプレスリ

リースをしていないので、ここで大きくは言えないの

ですが、皆さまにもちょっとお楽しみにしていただき

たいエリアが何か月後にやってまいりますので言える

タイミングになりましたら、ぜひ告知させてください。

そして、この JAPAN PROJECT が途中、『新 JAPAN 

PROJECT』に変わり、少し取り組みに厚みを出しま

した。

2016 年の東北部署立ち上げ、2011 年から今に続く

地域プロモーションをはじめとした地域活性化に資す

る活動、そういったものをすべて包括する本部として、

昨年 2020 年 11 月に『地域事業本部』として正式に

社内に本部組織が出来ました。地域事業本部として、

今までのプロジェクトに更に厚みを加え、今年から

『JAL ふるさとプロジェクト』として取り組んでおり

ます。

地域プロモーション以外には、このニューノーマル対

応、これはまさにワーケーションですとか、アニメツー

リズムですとか、いろいろな新しい形の生活様式や新

しい旅の形に対応する応援・協力をしております。

これは実は私が行っているプロジェクトの写真なので

すが、地域密着の活動としてパートナーを「青森県の

白神山地」に取り組んでおります。この地域にもっと

人が来るような何かをやりたいというプロジェクト

を、ＪＡＬグループの中で公募して、「地域活性化活動

をやりたい」と自ら手を挙げたグループ会社社員が

集って実施しています。この人たちは地域活性化推進

部の部員ではなく、客室のＣＡや空港のグランドス

タッフ、ＪＡＬカードの社員であったり、営業の社員

や貨物本部の社員といった色々なセクションの人が混

ざって一緒に取り組んでいます。現在コロナでプロ

ジェクトが停滞中なのですが、学生を取り込んで何か

やろうと計画しております。

ふるさとプロジェクトは、他に地域産品の支援、観光

振興もやっております。これは香川県、実はフルーツ

がとても有名、美味しいフルーツがある所ですけどな

かなか有名にならないので「何かできないか」という

ものです。香川県のキウイフルーツだったのですが、

東京のメゾンカイザーというパン屋さんとマッチング

させて販売をしました。そんな取り組みもしておりま

す。

そして、だんだん今の私の立ち位置に近づいてきます

が、現在のコロナの影響でフライトの機会が少なく

なっている乗務員がたくさんおります。その点も『ふ

るさとアンバサダー』という取り組みができたきっか

けにもなったのですが、その乗務員たちは自分たちが

応援したいエリア、応援したい地域があります。その

応援を YouTube で流すチャンネルもできております。

よろしければ後ほど YouTube で検索してみてくださ

い。ＪＡＬ・ふるさと・応援みたいなキーワードで出

てくると思います。乗務員だけではなくてその地域の

空港のスタッフやいろいろなメンバーが出てきてその

地域を応援しております。ちなみに北海道の番組は、

私は釧路在住のアンバサダーですが、一足先に札幌に

３名が着任しておりまして、その札幌のメンバーの馬

場ちゃんという可愛い子が出ておりますのぜひご覧に

なってみてください。

コロナ禍の中での取り組みとして、番外編になります

がが、このパイロットという職種も実はフライトの機

会がなくて、職場が失われている部署のひとつなので

すが、このパイロットが昨年、「地域貢献としてこう

いうことをやりたい」と会社に伝え、そしてそれが実

現しました。

ちょっとクイズ形式なのですが、伺ってみてもよろし

いでしょうか。３択です。１番・出身地での航空教室

を開催した。2番・農家で収穫作業を手伝った。3番・

チャリティーコーラスの動画を配信した。どれだと思

いますか？この２名が声をかけて仲間を集めてやった

ことです

１番だと思う方、手を上げてみていただけますか？あ

りがとうございます。２番だと思う方いらっしゃいま

すか？結構いらっしゃいますね、ありがとうございま

す。３番だと思う方いらっしゃいますか？ありがとう

ございます。２番が多くて、３番がその次という感じ

です

ね。答えは２番でした。「『りんごたすけ隊』というこ

とでパイロットた

ちが青森に行き、

リンゴの収穫作業

を手伝った」と

ニュースにも取り

上げていただいた

ので、ご存知の方

もいらっしゃるかもしれませんね。実は先ほど出てい

ました航空教室とコーラスもやっていますので、３問

とも正解とも言えますが。

私がびっくりしたのは、こういったことを考える者、

「やりたいな」とか「やるべきだ」と考える者は沢山

いるのですが、なかなかそれを実現するのが難しい。

タイミングもあったのかもしれないのですが、この者

たちが「こういうことをやりたい」と、部長なり本部

長なりに声を上げました。「いいじゃないか」という

ことでスピーディーに話がまとまり、周囲の協力も得

てスピーディーに実行に移せた。いま、「JAL OODA

（ジャル ウーダ）が大切です」という考え方が弊社の

中で常々出てくるのですが、まさにその『JAL 

OODA』の考え方で、自らが自分たちで考えて、自分

たちでできることをスピーディーにＰＤＣＡを回して

いく。人から言われるのを待つ、業務指示を待つので

はなく、それをまさに体現した出来事です。という事

例だったもので、少し力を込めてご紹介させていただ

きました。

さて、もうお時間も少ないのですが、では最後に北海

道で何をしているのかを少しお話させてください。

　私は、地域事業本部の『ふるさとアンバサダー』と

いう肩書で釧路に着任し、ひがし北海道を中心に活動

させていただいております。同時期に「ふるさと応援

隊」という客室乗務員も東京をベースにして約 1,000

名おります。先ほど応援チャンネルで YouTube に出

演している者は、ほぼ応援隊のメンバーです。彼らは、

自分が応援したい所縁のある地域、出身地であったり、

学生時代住んでいたとか、理由はそれぞれですが自分

はここを応援したいという CA達が、私は「釧路の応

援隊」です、「女満別の応援隊」です、「島根の応援隊」

ですと言う風に全国各地の応援隊として存在していま

す。

ちなみ釧路は最初 10名いたのですが、今は少し人数

が減りました。様々な理由で登録が減ってしまいまし

たが、その内の１人はひがし北海道地区のアンバサ

ダーとして先日釧路に着任しております。彼女は元応

援隊です。

応援隊は東京にいて応援する地域のイベント等、活動

がある時に東京から出張してまいります。しかし、ふ

るさとアンバサダーはその地域に移り住み、その地域

の方と一緒に何かの事業を取り組んでいけないだろう

か、地域がもっと元気になる取り組みを一緒に種を探

して一緒に育てていきたい、そういう活動をその地域

でやっております。

すみません、この

情報が古いのです

が、現在は 10カ

所で 19名まで増

えました。当初、

社長が「20名ま

で増やしたい」と

言っていたので、そろそろ規模的にはこれぐらいなの

かなと思いますが、全国、各地に配置ができないにし

ても、私としてはもう少し規模を増やしてもいいので

はないのかなと思っております。こういった活動をし

ております。

では、具体的に北海道で何をしているのかをご紹介さ

せていただきます。先発隊３名が札幌に着任しており

ます。私が釧路に着任する前までは、この道東地域も

札幌から出張して来ておりました。

これは『オホーツク流氷ライド』というアドベンチャー

ツーリズムのＰＲ動画を作るお手伝いをしました。こ

のファットバイク、私は北海道に来るまで存じ上げま

せんでしたが、こういった「アウトドアの自転車は氷

の上も雪道でも、ぐんぐん行ける」んですね。という

事でアドベンチャーツーリズムのＰＲ、「冬の北海道

も楽しいこといっぱいあるよ、冬の北海道も来てね」

というＰＲ動画の撮影協力をしました。こちらは支笏

湖のヒメマス・チップのＰＲ販売を埼玉県浦和の伊勢

丹で行ったもの。こちらも、現在進行中なのですけれ

ども「ハマナスを使った化粧品の商品開発をやりたい」

と札幌地域のアンバサダーが頑張っております。こち

らはＪＲ北海道さんとＪＡＬパック、ＪＴＢさん、日

本航空とで企画をしている『HOKKAIDO LOVE ！ひ

とめぐり号』という周遊の列車の旅。こちらは 10月

に実施させていただくのですが、その企画などもアン

バサダーが入ってやっております。私も乗車する予定

です。機内サービスならぬ車内サービスをする予定と

なっております。

そして、私は着任後すぐに緊急事態宣言、まん延防止

等重点措置がありましたので、いろいろな所にお邪魔

することが出来ず少しスロースタートになってしまい

ましたが、阿寒湖での『湖水開き』とか、『KAMUY 

LUMINA( カムイルミナ ) 』のイベントのお手伝い、

それから行政さんでは浜中町で接客マナーのお話です

とか、先日は北見のカーリングチームの選手の皆さん

の勉強会に参加させていただきました。こちらは９月

８日に釧路商工会議所さんの接客セミナーを担当させ

ていただきますので、皆さまの会社の新入社員の方で

すとか、接客フロントラインに立たれる方でご興味の

ある方はぜひ商工会議所にお問い合わせいただければ

と思います。あと、木下さんからのお話にもございま

した「ひがし北海道ブランド化推進協議会」の皆さま

と一緒に何かいいことができないかなと企画している

最中でございます。

このような形で地域の皆さまと共にお仕事をしていき

たいと願っております。まだまだ始まったばかりの取

り組みですし、私自身も着任してまだ間もないですの

で、いろいろなこと勉強しながら、一緒に行っていき

たいなと思っております。

皆さまのお手元にパンフレットをご用意したのです

が、それは簡単なご紹介です。アンバサダーが実施で

きるもの、それから本社に持ち帰ってその専門セク

ションで実施するもの、様々な事業の取り組みがござ

います。もっと分厚いパンフレットもあるのですが、

こちらはご紹介ということで、ご興味がございました

ら私、または釧路支店にお声がけをよろしくお願いい

たします。ちょっと最後は宣伝になってしまいました

が、このような活動をしてまいりたいと思っておりま

すので、どうぞ皆さまよろしくお願いいたします。拙

い話で恐縮でございましたが、ご静聴いただきありが

とうございました。

会長謝辞　杉村　荘平会長　

　小林さん、本当に今日はお忙しいところありがとう

ございました。大変貴重なお話を聞かせていただきま

した。特に小林さんが話した中で「まず動いてみるん

だ。動いてみてＰＤＣＡを回すんだ」というお話もあ

りました。まさにそのとおりだと思っております。

私も「この地域があってのロータリーだ」と思ってお

りましたので、『地域を育む』ということで今年テー

マにしてやらしていただいております。釧路地域も日

本製紙の件もあり暗いニュースがあったりするわけで

すが、まさにＪＡＬさんの取り組みとしっかり連携し

ながら行っていかなければならないだろうと思ってお

ります。

ＪＡＬさんも民間企業ですから、地域に魅力がなくな

れば便もなくなってしまうということでございますの

で、ＪＡＬさんに見捨てられないようにわれわれも

しっかり地域を磨きながら、しっかりと連携を組んで

行っていきたいと改めて思います。よろしくお願いい

たします。

それでは、これから釧路も寒くなってきますのでお体

に十分気を付けていただきながら、地域とのパイプを

どんどん太くしていただければと思います。今日はど

うもありがとうございました。

本日のニコニコ献金

■邵　　龍珍君　先日 16日の当店ぎゅう太が開店 21年目に突入しました。

　　　　　　　　今後ともよろしくお願いいたします。

今年度累計　　77,000 円　　
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ロータリー親睦活動月間月間テーマ

本日のプログラム

次週例会 会員卓話「私の怖いもの。1,2,3」（担当：プログラム委員会）

講師例会「k-Biz 開設 3周年 実績とサポート事例」（担当：プログラム委員会）

会員増強・新クラブ結成推進月間

■ロータリーソング：　　　　　　　　■ソングリーダー：池田　一己君

■会員数　  100 名

■ビジター   なし

■ゲスト　   釧路市ビジネスサポートセンターｋ-Biz　副センター長　田辺　貴久様

 

　　　　　　　　　　杉村　荘平会長

　皆さん、こんにち

は。お食事の方はお

続けください。本日

も多数ご出席いただ

きまして、ありがと

うございます。

まずは先週と引き続

きプログラムの件でご報告させていただきたいと思い

ます。54歳以上のワクチンが進んできて、やっとい

い方向に向かうかなと思っていた矢先ですが、緊急事

態宣言が発令されてしまいました。

今年度、年度が始まる前に理事会でコロナに関する規

定については協議済みでございまして、「緊急事態宣

言が発令されたら、自動的に休会でいこう」という申

し合わせをしておりましたので大変残念でございます

が、来週の９月２日と９日の例会は休会とさせていた

だきたいと思っております。

また、宣言明けの 16日ですが、これも例会でお話し

ていたように、私も大変楽しみにしておりました夜例

会を再開する予定でしたが、12日の緊急事態宣言明

けすぐに夜例会というのはさすがに難しいだろうなと

思っております。大変、苦渋の選択でございますが、

今月中、正式に皆さんにメールでプログラムのご案内

をしたいと思います。何卒、ご理解・ご協力いただけ

ればと思っております。

メンバーの皆さんには本当にご迷惑おかけします。特

にプログラム委員会の皆さん、また親睦活動委員会の

皆さまには二転三転のプログラムになりまして、ご迷

惑おかけしております。何卒、事情を理解していただ

いた上で引き続きご協力お願いしたいと思います。

16日には皆さんの元気な顔をもう一回、再開して拝

見したいと思っております。どうぞよろしくお願いい

たします。

暗い話は以上でございまして、先ほど言い忘れました

が、今日の田中君の入会でメンバー数が 100 名に戻

らせていただきました。久々に 100 名復活でござい

ますので、増強委員会の皆さまを含め 105 ぐらいな

るように引き続き頑張っていきたいなと思っておりま

す。どうぞよろしくお願いいたします。

コロナに暗いニュースが多いものですから、今日はコ

ロナに関連して少し明るい有意義なお話を、有意義に

なるかどうか分かりませんが、したいなと思います。

まずはクイズを行いたいと思います。最近、コロナ報

道でカタカナ表記が多くててんやわんやしております

が、ワクチン・ウィルス・インフルエンザ、これ何語

が語源か分かりますか？　多分、天方さんあたり分か

るかと思うのですが。これ、ラテン語が語源でござい

ます。

第２問でございます。インテリ・イクラ、このあたり

はロシア語でございます。ポンコツ・メリハリ・テン

パる・ビビる、これ何語か分かる方いらっしゃいます

か？　天方さん、分かりますか？　残念でございます。

日本語でした。これは日本語なのですね、すみません。

ということで大変有意義なクイズでございました。

もうひとつ、いろいろコロナで調べて全く違う視点で

考えております。コロナで大変多くの犠牲者がいま出

ているところで、少し不謹慎なところもありますが、

これまで毎年コロナ以上に人間を殺してきた生き物が

多数います。この「ベスト３は何だろう」という話です。

ヒントですが、第３位は蛇で５万人。第２位は人間な

のですね、人間で 47万 5,000 人。じゃあ、１位は何

かというところですが、分かる方いらっしゃいますか。

　あっ、中島君が言った、ピンポン。蚊でございます。

蚊が 72万 5,000 人、毎年殺しているようですね。こ

れは何かと言うとご存知の通り、デング熱とかマラリ

アでして、これは蚊を媒介にした犠牲者だとなってお

ります。

この犠牲者の 72万 5,000 人を何とかならんのかとい

う議論があるようです。これ、遺伝子工学を利用して

蚊に不妊になる遺伝子を組み込んで野外に放つだけ、

という研究結果が出ておりまして、もうそろそろ実証

実験に入るようでございます。こうしていくと、だん

だんこの遺伝子が何代も引き継いでいって、その蚊の

集団が絶滅していくという仕組みのようです。自然界

にこんなことやっていいのかという話なのですが、専

門家によると蚊は無くなってもいいという話らしいの

です。人間がそんなジャッジをしていいのかもありま

すけども、そういう話がありました。大変、有意義な

お話でした。

そういうことで、われわれもコロナとやって行かな

きゃならないのですが、人間が今までに撲滅できた疫

病は天然痘だけなのですね。ポリオもロータリーは一

生懸命頑張っていますが、まだ根絶まで至っていない

ので、根絶できたのは天然痘だけということです。

そうすると、コロナとこれからも共存していく選択を

していかなければならないのかなと思います。この共

存ということでいくと、やはり消毒や殺菌という対抗

措置とは別に、子どもの頃からそのウィルスや雑菌に

馴染んで、それから子どもの頃から免疫を作っていく

ことが重要になるようです。そう考えますと、この人

間界は全く同じことで、新しいさまざまな人間と出会

うことによって、自分を成長させることが人間界でも

本当に同じことだと思っております。

このコロナの中でロータリーは、皆さん今日もたくさ

ん来ていただいております。見渡しますと、この釧路

クラブにはさまざまなタイプのウィルスの宝庫として

いっぱいいらっしゃるわけですが、みんなのことです

よ、いらっしゃるわけですが、このウィルスもここに

甘んじることなく、今日の田中君もそうなのですが、

これからもどんどんウィルスを受け入れて、抗体を強

くしていくことが、これから 100 歳、150 歳を迎え

る心身共に健康である釧路クラブにとって、これから

も健康でいく唯一の方法じゃないかと思います。85

周年の会長挨拶でございます。

本日はこれから田辺さんに講演いただきます。非常に

また有意義なワクチンを打っていただけそうなお話で

すので、どんどん皆さんに有意義な抗体を作りながら、

どんどん心身共に健康になっていきたいなと思いま

す。

以上でございます。ありがとうございます。

幹事報告　市橋夛佳丞幹事

　皆さま、こんにちは。幹事報告させていただきます。

他クラブの例会につきましては皆さまにお配りしてお

ります例会報告をご覧いただければと思います。

また、杉村会長からご案内がありましたとおり、当ク

ラブ 9月２日と９月６日の例会を休会とさせていた

だきますので、例会案内に書いてあります次週のプロ

グラムにつきましては休会となりますので、皆さまご

理解をお願いいたします。

また、来週に予定しておりました理事会の開催日も延

期させていただきまして、理事者の皆さま方に改めて

ご連絡させていただきますので、ご承知おきいただけ

ればと思います。

また、先日皆さま方にご協力いただきました熱海豪雨

災害に対する義援金が、2500 地区で取りまとめが終

了して、総額 187 万 1,540 円を皆さま方からのご協

力いただいたという報告が来ております。ご協力あり

がとうございました。

最後ですが、『ロータリーの友』から案内が来ており

ます。この度『日本のロータリー 100 年史』という

書籍が発刊になりました。「在庫がたくさんあるので

皆さまにご協力いただきたい」と、当クラブ在籍のパ

ストガバナー吉田潤司君からロータリーの友第１ゾー

ン顧問を務めているということで案内が来ておりま

す。詳細はホワイトボードに貼っておりますので、ぜ

ひご興味のある方はご確認をいただきたいと思いま

す。

当クラブの方に１セットありますので、ぜひご覧に

なっていただければと思います。ご協力よろしくお願

いいたします。

以上でございます。

スポンサー　石田　博司会員

　田中弘明君をご紹介いたします。

料理空間たなか。先ごろ、栄町公園のＡ面横から越し

て来ました。まだ引っ越してきて間もないが、張り切っ

て仕事しています。

ご家族が奥様とお嬢

さん二人。趣味とし

てはゴルフも麻雀も

しない、お酒は大好

き、ということでわ

れわれとお付き合い

できるとことと思います。

年齢が 44歳なのですが、花の 44歳は３人いるので

すよ。菅原住職、それから純水・純ちゃん、それから

彼が 44歳。

一番若いのは誰でしょう。一番若いのは一番左にいる

副幹事の田内君が 37歳。そういうことで非常に若返

ることになると思います。

以上、簡単ですけれども私からのご紹介といたします。

では、本人からどうぞ。

新入会員の挨拶　田中　弘明君

　皆さま、こんにち

は。今、紹介いただ

きました田中弘明で

ございます。この度

は歴史と伝統のある

釧路ロータリークラ

ブに入会のお許しを

いただきまして、誠にありがとうございます。

私は専門学校卒業後、釧路に戻り調理師として全日空

ホテルで 15年、八千代本店で３年、そして７年前に

『料理空間たなか』という小さな日本料理店を開業い

たしました。

ホテル時代には常陸宮殿下・妃殿下が釧路にお見えに

なった時に代表として責任を持っておもてなしをさせ

ていただいた経験もございます。５年前からは、厚岸

翔洋高校調理科の日本料理の講師もさせていただいて

おります。

今後は釧路ロータリークラブの一員として身を引き締

め、奉仕活動を通じて社会貢献をし、郷土釧路の役に

少しでも立てるよう精進して参ります。

ご指導賜りたくお願い申し上げます。誠にありがとう

ございます。

歓迎の言葉と委員会配属の発表　杉村　荘平会長

　田中君、ご入会おめでとうございます。クラブを代

表いたしまして歓迎申し上げます。

いつも同じ話ばかりで恐縮でございますが、入会は義

務ではなく権利、出席は義務ではな

く権利だと言われております。せっかく入ったロータ

リーですから、その権利を大いに活用

して積極的に溶け込んでいただければと思っておりま

す。

最初の三カ月が、非常にハードルが高くて大変なので

すが、そこを乗り越えていただいて、積極的に参加し

ていただければと思っております。

委員会は増強委員会でございまして、五十嵐委員長は

今日来ておりませんので、池田一己副委員長でござい

ます。どうぞよろしくお願いいたします。

分からないことがあれば委員長・副委員長・スポンサー

になんなりと聞いてください。

よろしくお願いいたします。

クラブ運営委員会　中島　徳政委員長

　プログラム委員会の工藤さんが旅に出られましたの

で、代わりに本日の講師をご紹介させていただきます。

その前に『料理空間たなか』のお店の場所を石田さん

はパスされましたけども、第 15エーワンビルプレミ

アムの２階です。１階が言わずと知れた『金ちゃん』

のあるビルの２階でご商売されております。大変、美

味しいお料理ですので、ぜひ機会があればお願いいた

したいと思います。

それでは、本日のプログラムに入りたいと思います。

本日のプログラムは「k-Biz 開設３周年、実績とサポー

ト実例」ということで、昨年９月３日にご講演いただ

きました釧路市ビジネスサポートセンター　k-Biz　

副センター長の田辺貴久様です。

皆さん、有意義な時間をお過ごしいただければと思い

ます。よろしくお願いいたします。

釧路市ビジネスサポートセンター　k-Biz　

                                  副センター長　田辺　貴久様

　皆さま、こんにち

は。このような場で

お話をさせていただ

く機会をいただきま

して、誠にありがと

うございます。ただ

いま、ご紹介をいた

だきました釧路市ビジネスサポートセンター k-Biz 副

センター長の田辺と申します。この間、８月 21日に

k-Biz 開設いたしまして３周年となりました。今日は

その実績と、k-Biz の方でサポートさせていただきま

した事例をいくつかご紹介させていただきたいと思い

ます。よろしくお願いいたします。

はじめに、釧路市ビジネスサポートセンターは、釧路

市と地元の金融機関・商工会・商工会議所等で運営し

ている「釧路市ビジネスサポート協議会」の下での無

料の経営相談所になっております。こういった相談施

設はいま全国で開設予定を含めて 26か所あるのです

が、釧路はもともと地元の同友会さんからこういった

場所を開設したいというお声をいただきまして、市の

方で開設に至ったということで、地元の皆さまからも

ご協力をいただきながら運営をしております。

具体的には、売り上げアップ、商品のコンセプト作り、

情報発信、等ビジネスのプラスになるようなご提案・

ご相談を行っております。基本的に１回１時間でご予

約制となってています。何度ご利用いただいても、ど

んなサポート受けても無料でご活用いただいておりま

す。

お話を聞く中で会社様や店舗の強みを一緒に見つけ

て、それを伸ばしていくことで売り上げをアップしよ

うということを特徴としています。手ぶらで来ていた

だいて、雑談の中からいろいろヒント、チャンスの兆

しを見つけていくスタイルで行っております。

2018 年８月 21日に開設いたしまして、当初は澄川

センター長 1人でサポート相談を承っていましたが、

非常に多くの方にご

予約を賜りまして、

長い時は２カ月待ち

という状態だったた

め、体制強化をする

ことになり、私が

2019 年 12 月にブ

ランディングマネージャーという肩書で加入させてい

ただきました。

オープンから約 3年の累積相談件数が、ちょうど今

年の７月に累計 5,000 件となりまして、市長にもお

越しいただきまして簡単なセレモニーを行わせていた

だきました。

現在、事業者様でご相談に来ていただいている数が約

750 社様、これは個人事業主の方も入るのですが、

こちらが釧路市に登録されている法人数が約 8,000

と聞いておりますので、１割弱の方にご利用いただい

ている計算になるかと思います。

おかげさまで、k-Biz でご支援した取り組みについて

はテレビ・新聞などでも報道いただいておりまして、

市民の皆さまにも認知いただいているような状況でご

ざいます。

k-Biz ではただいま３人で相談対応させていただいて

おります。センター長の澄川はもともと『リクルート』

で営業のマネージャーをしていた人間です。私は現在、

副センター長として事業全般の相談業務に携わってお

ります。私もリクルートで澄川と同じく住宅メディア

を担当していました。澄川は SUUMO( スーモ ) の営

業で、私は雑誌の編集を行っておりました。

よく「澄川さんに引き抜かれたのか」と言われるので

すが、私がたまたま出張で釧路に来る機会ありまして、

その時に澄川さんが釧路にいたな、ということで、そ

のとき初めてどんな仕事をしているのか話を聞いたの

です。その際に「中小企業の売り上げ支援の仕事をし

ている」との話を聞きまして、非常に有意義な仕事だ

なと思い、私から「もし、求人があるようだったら、

応募させてもらいます」と話をしたのです。もともと

澄川とは直接おなじ部署で働いていたりしたわけでは

なかったのですが、現在はお互いの強みを補完し合い

ながら、チームで協力して業務にあたっています。

もう一人、ＩＴアドバイザーとして佐々木さんがサ

ポート業務を行っています。地元でずっとＩＴ関係の

お仕事されている方で、ホームページの作り方、ある

いはＳＮＳの発信で情報発信・情報作りのサポートを

させていただいております。

k-Biz は、請け負って何か作るという場所ではないの

で、一緒に画面を見ながらホームページの作り方など

をサポートさせていただいて、自力で作れるように

なった方もいます。

スタンスとしては、あくまでも評論家として客観的に

物事を言うのではなくて、一緒にお仕事をしている実

務者のような立場でお話を聞かせていただいていま

す。イメージは「１時間だけ御社の社員です」という

ことで使っていただいております。

一般的に「この業界だとこういうことが一般的ですね」

みたいな話をしても、それがその会社様や店舗様に必

ず合致するか、適切か、は別の話ですので、あくまで

個別にその会社さんや店舗さん、個人の方の特徴に合

わせた「一番、最適なやり方は何か」を考えるように

しています。

私、個人の自己紹介ですが、千葉県出身です。大学卒

業後は一貫して雑誌社にいたのですけれども、なかな

かいい会社に恵まれずに１年ごとに転職をして、やっ

と『リクルート』で 12年勤めました。昨年、機会を

頂戴いたしましてＬＧＢＴの話をさせていただいたの

ですが、会社でも人事部でダイバーシティーの担当を

させていただいておりました。2019 年 12 月に釧路

に引っ越して来まして、ただいま副センター長として

働かせていただいております。

では、K-Biz の３年間の活動実績ということで簡単に

ご紹介させていただきます。

先日 21日、ちょうど開設３周年の日に釧路新聞さん

に大きく取り上げていただいたのですけれども、

2020 年度の相談件数はこれまで最多の 2,025 件で、

今では２～３週間くらいお待ちをいただいて相談対応

させていただいております。

昨日までの件数としましては、累計 5,266 件の相談

対応させていただいております。その内訳としては、

事業全般のご相談が約 3割強、販路開拓のご相談が

約 3割強、情報発信のご相談が約 1割強。新商品・

新サービスのご相談が約 1割強となっています。

それから個人の方ですと創業・独立のサポートとして、

例えば事業計画書作成のお手伝いをしたり、、融資な

どの段取りをお伝えしたりといったことをおこなって

おります。

また、人材確保についてのご相談も多くいただいてお

ります。最近は給与面だけでなく、働き方や職場環境

について重視される傾向もありますので、求人票にそ

うした情報を盛り込むアドバイスなどもさせていただ

いております。

月ごとでみますと、月に 200 件前後ご相談対応させ

ていただいております。この青い部分は新規相談で、

毎月 10件くらいの新規の方にお越しいただいており

ます。おかげさまで、ご紹介で来ていただく方も結構

いらっしゃいます。

相談の申込内容ですが小売りの方、サービス業の方、

飲食の方が多いのですが、製造業の方、あるいは建設

業の方にも来ていただいております。

K-Biz の支援の特徴として、これは各地の Biz を作っ

た小出宗昭さんが仰っている言葉ですが「どんな会社・

どんな方にも必ず光るものがある」ということで、そ

のセールスポイントを見つけて、それがどういったビ

ジネスにつながるのかターゲットを絞ってみたり、あ

るいは利用シーンを想定してそれに合った情報発信を

したり、うまく連携・コラボをするとそのシナジーが

光るところと接点を見出したりといったご提案をさせ

ていただいています。

また、大事にしているのがお金をかけずにチャレンジ

できる、そして必ず実現できそうなことをご提案する

ことになります。それを効果的に情報発信するという

特徴となっています。

では、具体的にどんなサポートさせていただいている

のか実例を少し紹介させていただきます。

こちらは『美味いっタラ！フライ』という商品を製造

販売されている、マルヒ菅野水産加工株式会社さん。

千代ノ浦の方でタラの加工を長らくされている創業約

80年の老舗の水産加工業者さんです。こちらのお写

真に写っていらっしゃるのが、ご存じの方もいらっ

しゃるかもしれませんが、マルヒの母さん。商品開発

を長くされているお母さんが「タラを使ったフライを

作りました」というお話でしたので、こちらの商品の

ブランディングと販路開拓をお手伝いさせていただき

ました。

売上アップを実現したポイントは、マルヒの母さんが

非常にチャーミングな方なので、このキャラクターを

生かすことと、全部手作りですので製造量にも限りが

あるため、どのように売っていったらいいか販売方法

を一緒に考えました。

マルヒの母さん、菅野さんがこの商品を開発したきっ

かけは「魚嫌いの方にも食べてほしい」ということで

した。タラの臭みを抜こうと軽く干して味付けをして、

と、普通の白身魚フライのより、かなり手間をかけた

フライを、２年くらい何度も作って試食して開発され

たとのことでした。課題としては、世の中では白身魚

というと海外で作った物も含めて非常に安いのです

が、このたらフライはこだわった部分をちゃんと伝え

て、適切な価格で販売したい。そのためには、どうい

う風にこのコダワリや特徴を伝えていくかというこ

と、それと美手作りのため大量生産できないので、一

気に売れ過ぎても困るので、売り方を工夫したいとい

うこと。その 2点をどのように解消していくかを一

緒に考えました。

このお母さんのキャラクターが分かるようにと、魚嫌

いの方に食べてもらおうということで、お子さん向け

にもチャーミングに見えるような名前とロゴを一緒に

開発いたしました。

また販路については、もともとマルヒ菅野水産さんは

卸売が中心なのですけれども直売所が工場横に併設さ

れていましたので、直売会を販売方法としました。実

際に「直売所で販売会やりますよ」のチラシも簡易な

ものですがお作りするのをお手伝いしました。さらに

販売会実施をメディアにもお伝えして、新聞等でも紹

介いただいたことで、当日はたくさんの方にお越しい

ただきまして、１回でだいたい 300 セット売れるよ

うな人気の販売会になりました。

直売会のあと、このフライの情報を見た桜ヶ岡のハン

バーグレストランの『ビストロカーサ JiZi』さんでも

メニューで取り扱っていただいております。また、釧

路の城山にある高級品を多く扱っていらっしゃる『ミ

ニスーパーはっとり』さんで取り扱いが決まり、さら

には渋谷に本部があり全国展開する『J.S. BURGERS 

CAFE』でも取り扱っていただいて、じわじわと人気

が出ているところです。

ほかにも例えば地元の阿寒商工会とは、阿寒湖温泉の

クラウドファンディングに『刃牙（バキ）』の作者の

板垣恵介先生を巻き込んで、クラファンを盛り上げる

きっかけ作りをしました。実際に板垣先生が阿寒湖に

来ていただいて、自宅にあったこの刃牙の立像を寄贈

していただいたり、原画をいただいたりと協力してい

ただいて、これは全国ニュースにもなったお話でした。

このほか、今日は時間に限りがあり、他の事例のご紹

介ができないのですが、支援事例を報告書にまとめて

ホームページにも掲載しておりますので、ぜひご覧い

ただければと思います。引き続き、何かお役に立てる

ようなことございましたら、お気軽にお声がけいただ

ければと思っております。これからも地元の皆さまの

お役に立てるように頑張ってまいりますのでどうぞよ

ろしくお願いいたします。

今日はお時間いただきましてありがとうございまし

た。

会長謝辞　杉村　荘平会長

　田辺さん、今日はどうもありがとうございました。

もう少しお喋りいただいても大丈夫だったのですが駆

け足にさせてしまいまして、すみません。ありがとう

ございました。僕も最初、ご相談に行かせていただい

たことありますが、どちらにしても３周年迎えて

5,000 件ということで、素晴らしい実績だと思ってお

ります。

僕は先週もお話しましたけれども、地域あってのロー

タリーだと。何でもそうですけどね。どの商売もそう

だと思っております。何とか地域を良くするヒントを

いただきたいと思いながら、こういう例会も今年はさ

せていただいております。やっぱり地域に活力がある

ように何とかして行きたいと思っている中で、k-Biz 

さんの存在は本当にわれわれ市民にとってもありがた

いことでございます。大変、助かるところでございま

す。

１年ずつの更新という逆になっていますが、釧路に根

付いていただいて、釧路にどんどん成果を出していた

だいて、可能であれば違ったプロジェクトなんかも、

クラウドファンディングになるか分かりませんけど

も、そこは k-Biz さんのお仕事じゃないかもしれませ

んが、そういうのにつながっていくように、どんどん

輪をかけて輪をかけて大きくなるような活動になって

いただけるように祈念しております。

われわれも、改めてまずは自分の商売をしっかりとや

るということになりますけども、釧路市のために協力

しながら頑張っていきたいと思います。

これからもぜひ協力、ジョイントさせていただきなが

ら釧路のためにやっていきたいと思います。これから

もどうぞよろしくお願いいたします。

今日はありがとうございました

会長の時間
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　　　　　　　　　　杉村　荘平会長

　皆さん、こんにち

は。お食事の方はお

続けください。本日

も多数ご出席いただ

きまして、ありがと

うございます。

まずは先週と引き続

きプログラムの件でご報告させていただきたいと思い

ます。54歳以上のワクチンが進んできて、やっとい

い方向に向かうかなと思っていた矢先ですが、緊急事

態宣言が発令されてしまいました。

今年度、年度が始まる前に理事会でコロナに関する規

定については協議済みでございまして、「緊急事態宣

言が発令されたら、自動的に休会でいこう」という申

し合わせをしておりましたので大変残念でございます

が、来週の９月２日と９日の例会は休会とさせていた

だきたいと思っております。

また、宣言明けの 16日ですが、これも例会でお話し

ていたように、私も大変楽しみにしておりました夜例

会を再開する予定でしたが、12日の緊急事態宣言明

けすぐに夜例会というのはさすがに難しいだろうなと

思っております。大変、苦渋の選択でございますが、

今月中、正式に皆さんにメールでプログラムのご案内

をしたいと思います。何卒、ご理解・ご協力いただけ

ればと思っております。

メンバーの皆さんには本当にご迷惑おかけします。特

にプログラム委員会の皆さん、また親睦活動委員会の

皆さまには二転三転のプログラムになりまして、ご迷

惑おかけしております。何卒、事情を理解していただ

いた上で引き続きご協力お願いしたいと思います。

16日には皆さんの元気な顔をもう一回、再開して拝

見したいと思っております。どうぞよろしくお願いい

たします。

暗い話は以上でございまして、先ほど言い忘れました

が、今日の田中君の入会でメンバー数が 100 名に戻

らせていただきました。久々に 100 名復活でござい

ますので、増強委員会の皆さまを含め 105 ぐらいな

るように引き続き頑張っていきたいなと思っておりま

す。どうぞよろしくお願いいたします。

コロナに暗いニュースが多いものですから、今日はコ

ロナに関連して少し明るい有意義なお話を、有意義に

なるかどうか分かりませんが、したいなと思います。

まずはクイズを行いたいと思います。最近、コロナ報

道でカタカナ表記が多くててんやわんやしております

が、ワクチン・ウィルス・インフルエンザ、これ何語

が語源か分かりますか？　多分、天方さんあたり分か

るかと思うのですが。これ、ラテン語が語源でござい

ます。

第２問でございます。インテリ・イクラ、このあたり

はロシア語でございます。ポンコツ・メリハリ・テン

パる・ビビる、これ何語か分かる方いらっしゃいます

か？　天方さん、分かりますか？　残念でございます。

日本語でした。これは日本語なのですね、すみません。

ということで大変有意義なクイズでございました。

もうひとつ、いろいろコロナで調べて全く違う視点で

考えております。コロナで大変多くの犠牲者がいま出

ているところで、少し不謹慎なところもありますが、

これまで毎年コロナ以上に人間を殺してきた生き物が

多数います。この「ベスト３は何だろう」という話です。

ヒントですが、第３位は蛇で５万人。第２位は人間な

のですね、人間で 47万 5,000 人。じゃあ、１位は何

かというところですが、分かる方いらっしゃいますか。

　あっ、中島君が言った、ピンポン。蚊でございます。

蚊が 72万 5,000 人、毎年殺しているようですね。こ

れは何かと言うとご存知の通り、デング熱とかマラリ

アでして、これは蚊を媒介にした犠牲者だとなってお

ります。

この犠牲者の 72万 5,000 人を何とかならんのかとい

う議論があるようです。これ、遺伝子工学を利用して

蚊に不妊になる遺伝子を組み込んで野外に放つだけ、

という研究結果が出ておりまして、もうそろそろ実証

実験に入るようでございます。こうしていくと、だん

だんこの遺伝子が何代も引き継いでいって、その蚊の

集団が絶滅していくという仕組みのようです。自然界

にこんなことやっていいのかという話なのですが、専

門家によると蚊は無くなってもいいという話らしいの

です。人間がそんなジャッジをしていいのかもありま

すけども、そういう話がありました。大変、有意義な

お話でした。

そういうことで、われわれもコロナとやって行かな

きゃならないのですが、人間が今までに撲滅できた疫

病は天然痘だけなのですね。ポリオもロータリーは一

生懸命頑張っていますが、まだ根絶まで至っていない

ので、根絶できたのは天然痘だけということです。

そうすると、コロナとこれからも共存していく選択を

していかなければならないのかなと思います。この共

存ということでいくと、やはり消毒や殺菌という対抗

措置とは別に、子どもの頃からそのウィルスや雑菌に

馴染んで、それから子どもの頃から免疫を作っていく

ことが重要になるようです。そう考えますと、この人

間界は全く同じことで、新しいさまざまな人間と出会

うことによって、自分を成長させることが人間界でも

本当に同じことだと思っております。

このコロナの中でロータリーは、皆さん今日もたくさ

ん来ていただいております。見渡しますと、この釧路

クラブにはさまざまなタイプのウィルスの宝庫として

いっぱいいらっしゃるわけですが、みんなのことです

よ、いらっしゃるわけですが、このウィルスもここに

甘んじることなく、今日の田中君もそうなのですが、

これからもどんどんウィルスを受け入れて、抗体を強

くしていくことが、これから 100 歳、150 歳を迎え

る心身共に健康である釧路クラブにとって、これから

も健康でいく唯一の方法じゃないかと思います。85

周年の会長挨拶でございます。

本日はこれから田辺さんに講演いただきます。非常に

また有意義なワクチンを打っていただけそうなお話で

すので、どんどん皆さんに有意義な抗体を作りながら、

どんどん心身共に健康になっていきたいなと思いま

す。

以上でございます。ありがとうございます。

幹事報告　市橋夛佳丞幹事

　皆さま、こんにちは。幹事報告させていただきます。

他クラブの例会につきましては皆さまにお配りしてお

ります例会報告をご覧いただければと思います。

また、杉村会長からご案内がありましたとおり、当ク

ラブ 9月２日と９月６日の例会を休会とさせていた

だきますので、例会案内に書いてあります次週のプロ

グラムにつきましては休会となりますので、皆さまご

理解をお願いいたします。

また、来週に予定しておりました理事会の開催日も延

期させていただきまして、理事者の皆さま方に改めて

ご連絡させていただきますので、ご承知おきいただけ

ればと思います。

また、先日皆さま方にご協力いただきました熱海豪雨

災害に対する義援金が、2500 地区で取りまとめが終

了して、総額 187 万 1,540 円を皆さま方からのご協

力いただいたという報告が来ております。ご協力あり

がとうございました。

最後ですが、『ロータリーの友』から案内が来ており

ます。この度『日本のロータリー 100 年史』という

書籍が発刊になりました。「在庫がたくさんあるので

皆さまにご協力いただきたい」と、当クラブ在籍のパ

ストガバナー吉田潤司君からロータリーの友第１ゾー

ン顧問を務めているということで案内が来ておりま

す。詳細はホワイトボードに貼っておりますので、ぜ

ひご興味のある方はご確認をいただきたいと思いま

す。

当クラブの方に１セットありますので、ぜひご覧に

なっていただければと思います。ご協力よろしくお願

いいたします。

以上でございます。

スポンサー　石田　博司会員

　田中弘明君をご紹介いたします。

料理空間たなか。先ごろ、栄町公園のＡ面横から越し

て来ました。まだ引っ越してきて間もないが、張り切っ

て仕事しています。

ご家族が奥様とお嬢

さん二人。趣味とし

てはゴルフも麻雀も

しない、お酒は大好

き、ということでわ

れわれとお付き合い

できるとことと思います。

年齢が 44歳なのですが、花の 44歳は３人いるので

すよ。菅原住職、それから純水・純ちゃん、それから

彼が 44歳。

一番若いのは誰でしょう。一番若いのは一番左にいる

副幹事の田内君が 37歳。そういうことで非常に若返

ることになると思います。

以上、簡単ですけれども私からのご紹介といたします。

では、本人からどうぞ。

新入会員の挨拶　田中　弘明君

　皆さま、こんにち

は。今、紹介いただ

きました田中弘明で

ございます。この度

は歴史と伝統のある

釧路ロータリークラ

ブに入会のお許しを

いただきまして、誠にありがとうございます。

私は専門学校卒業後、釧路に戻り調理師として全日空

ホテルで 15年、八千代本店で３年、そして７年前に

『料理空間たなか』という小さな日本料理店を開業い

たしました。

ホテル時代には常陸宮殿下・妃殿下が釧路にお見えに

なった時に代表として責任を持っておもてなしをさせ

ていただいた経験もございます。５年前からは、厚岸

翔洋高校調理科の日本料理の講師もさせていただいて

おります。

今後は釧路ロータリークラブの一員として身を引き締

め、奉仕活動を通じて社会貢献をし、郷土釧路の役に

少しでも立てるよう精進して参ります。

ご指導賜りたくお願い申し上げます。誠にありがとう

ございます。

歓迎の言葉と委員会配属の発表　杉村　荘平会長

　田中君、ご入会おめでとうございます。クラブを代

表いたしまして歓迎申し上げます。

いつも同じ話ばかりで恐縮でございますが、入会は義

務ではなく権利、出席は義務ではな

く権利だと言われております。せっかく入ったロータ

リーですから、その権利を大いに活用

して積極的に溶け込んでいただければと思っておりま

す。

最初の三カ月が、非常にハードルが高くて大変なので

すが、そこを乗り越えていただいて、積極的に参加し

ていただければと思っております。

委員会は増強委員会でございまして、五十嵐委員長は

今日来ておりませんので、池田一己副委員長でござい

ます。どうぞよろしくお願いいたします。

分からないことがあれば委員長・副委員長・スポンサー

になんなりと聞いてください。

よろしくお願いいたします。

クラブ運営委員会　中島　徳政委員長

　プログラム委員会の工藤さんが旅に出られましたの

で、代わりに本日の講師をご紹介させていただきます。

その前に『料理空間たなか』のお店の場所を石田さん

はパスされましたけども、第 15エーワンビルプレミ

アムの２階です。１階が言わずと知れた『金ちゃん』

のあるビルの２階でご商売されております。大変、美

味しいお料理ですので、ぜひ機会があればお願いいた

したいと思います。

それでは、本日のプログラムに入りたいと思います。

本日のプログラムは「k-Biz 開設３周年、実績とサポー

ト実例」ということで、昨年９月３日にご講演いただ

きました釧路市ビジネスサポートセンター　k-Biz　

副センター長の田辺貴久様です。

皆さん、有意義な時間をお過ごしいただければと思い

ます。よろしくお願いいたします。

釧路市ビジネスサポートセンター　k-Biz　

                                  副センター長　田辺　貴久様

　皆さま、こんにち

は。このような場で

お話をさせていただ

く機会をいただきま

して、誠にありがと

うございます。ただ

いま、ご紹介をいた

だきました釧路市ビジネスサポートセンター k-Biz 副

センター長の田辺と申します。この間、８月 21日に

k-Biz 開設いたしまして３周年となりました。今日は

その実績と、k-Biz の方でサポートさせていただきま

した事例をいくつかご紹介させていただきたいと思い

ます。よろしくお願いいたします。

はじめに、釧路市ビジネスサポートセンターは、釧路

市と地元の金融機関・商工会・商工会議所等で運営し

ている「釧路市ビジネスサポート協議会」の下での無

料の経営相談所になっております。こういった相談施

設はいま全国で開設予定を含めて 26か所あるのです

が、釧路はもともと地元の同友会さんからこういった

場所を開設したいというお声をいただきまして、市の

方で開設に至ったということで、地元の皆さまからも

ご協力をいただきながら運営をしております。

具体的には、売り上げアップ、商品のコンセプト作り、

情報発信、等ビジネスのプラスになるようなご提案・

ご相談を行っております。基本的に１回１時間でご予

約制となってています。何度ご利用いただいても、ど

んなサポート受けても無料でご活用いただいておりま

す。

お話を聞く中で会社様や店舗の強みを一緒に見つけ

て、それを伸ばしていくことで売り上げをアップしよ

うということを特徴としています。手ぶらで来ていた

だいて、雑談の中からいろいろヒント、チャンスの兆

しを見つけていくスタイルで行っております。

2018 年８月 21日に開設いたしまして、当初は澄川

センター長 1人でサポート相談を承っていましたが、

非常に多くの方にご

予約を賜りまして、

長い時は２カ月待ち

という状態だったた

め、体制強化をする

ことになり、私が

2019 年 12 月にブ

ランディングマネージャーという肩書で加入させてい

ただきました。

オープンから約 3年の累積相談件数が、ちょうど今

年の７月に累計 5,000 件となりまして、市長にもお

越しいただきまして簡単なセレモニーを行わせていた

だきました。

現在、事業者様でご相談に来ていただいている数が約

750 社様、これは個人事業主の方も入るのですが、

こちらが釧路市に登録されている法人数が約 8,000

と聞いておりますので、１割弱の方にご利用いただい

ている計算になるかと思います。

おかげさまで、k-Biz でご支援した取り組みについて

はテレビ・新聞などでも報道いただいておりまして、

市民の皆さまにも認知いただいているような状況でご

ざいます。

k-Biz ではただいま３人で相談対応させていただいて

おります。センター長の澄川はもともと『リクルート』

で営業のマネージャーをしていた人間です。私は現在、

副センター長として事業全般の相談業務に携わってお

ります。私もリクルートで澄川と同じく住宅メディア

を担当していました。澄川は SUUMO( スーモ ) の営

業で、私は雑誌の編集を行っておりました。

よく「澄川さんに引き抜かれたのか」と言われるので

すが、私がたまたま出張で釧路に来る機会ありまして、

その時に澄川さんが釧路にいたな、ということで、そ

のとき初めてどんな仕事をしているのか話を聞いたの

です。その際に「中小企業の売り上げ支援の仕事をし

ている」との話を聞きまして、非常に有意義な仕事だ

なと思い、私から「もし、求人があるようだったら、

応募させてもらいます」と話をしたのです。もともと

澄川とは直接おなじ部署で働いていたりしたわけでは

なかったのですが、現在はお互いの強みを補完し合い

ながら、チームで協力して業務にあたっています。

もう一人、ＩＴアドバイザーとして佐々木さんがサ

ポート業務を行っています。地元でずっとＩＴ関係の

お仕事されている方で、ホームページの作り方、ある

いはＳＮＳの発信で情報発信・情報作りのサポートを

させていただいております。

k-Biz は、請け負って何か作るという場所ではないの

で、一緒に画面を見ながらホームページの作り方など

をサポートさせていただいて、自力で作れるように

なった方もいます。

スタンスとしては、あくまでも評論家として客観的に

物事を言うのではなくて、一緒にお仕事をしている実

務者のような立場でお話を聞かせていただいていま

す。イメージは「１時間だけ御社の社員です」という

ことで使っていただいております。

一般的に「この業界だとこういうことが一般的ですね」

みたいな話をしても、それがその会社様や店舗様に必

ず合致するか、適切か、は別の話ですので、あくまで

個別にその会社さんや店舗さん、個人の方の特徴に合

わせた「一番、最適なやり方は何か」を考えるように

しています。

私、個人の自己紹介ですが、千葉県出身です。大学卒

業後は一貫して雑誌社にいたのですけれども、なかな

かいい会社に恵まれずに１年ごとに転職をして、やっ

と『リクルート』で 12年勤めました。昨年、機会を

頂戴いたしましてＬＧＢＴの話をさせていただいたの

ですが、会社でも人事部でダイバーシティーの担当を

させていただいておりました。2019 年 12 月に釧路

に引っ越して来まして、ただいま副センター長として

働かせていただいております。

では、K-Biz の３年間の活動実績ということで簡単に

ご紹介させていただきます。

先日 21日、ちょうど開設３周年の日に釧路新聞さん

に大きく取り上げていただいたのですけれども、

2020 年度の相談件数はこれまで最多の 2,025 件で、

今では２～３週間くらいお待ちをいただいて相談対応

させていただいております。

昨日までの件数としましては、累計 5,266 件の相談

対応させていただいております。その内訳としては、

事業全般のご相談が約 3割強、販路開拓のご相談が

約 3割強、情報発信のご相談が約 1割強。新商品・

新サービスのご相談が約 1割強となっています。

それから個人の方ですと創業・独立のサポートとして、

例えば事業計画書作成のお手伝いをしたり、、融資な

どの段取りをお伝えしたりといったことをおこなって

おります。

また、人材確保についてのご相談も多くいただいてお

ります。最近は給与面だけでなく、働き方や職場環境

について重視される傾向もありますので、求人票にそ

うした情報を盛り込むアドバイスなどもさせていただ

いております。

月ごとでみますと、月に 200 件前後ご相談対応させ

ていただいております。この青い部分は新規相談で、

毎月 10件くらいの新規の方にお越しいただいており

ます。おかげさまで、ご紹介で来ていただく方も結構

いらっしゃいます。

相談の申込内容ですが小売りの方、サービス業の方、

飲食の方が多いのですが、製造業の方、あるいは建設

業の方にも来ていただいております。

K-Biz の支援の特徴として、これは各地の Biz を作っ

た小出宗昭さんが仰っている言葉ですが「どんな会社・

どんな方にも必ず光るものがある」ということで、そ

のセールスポイントを見つけて、それがどういったビ

ジネスにつながるのかターゲットを絞ってみたり、あ

るいは利用シーンを想定してそれに合った情報発信を

したり、うまく連携・コラボをするとそのシナジーが

光るところと接点を見出したりといったご提案をさせ

ていただいています。

また、大事にしているのがお金をかけずにチャレンジ

できる、そして必ず実現できそうなことをご提案する

ことになります。それを効果的に情報発信するという

特徴となっています。

では、具体的にどんなサポートさせていただいている

のか実例を少し紹介させていただきます。

こちらは『美味いっタラ！フライ』という商品を製造

販売されている、マルヒ菅野水産加工株式会社さん。

千代ノ浦の方でタラの加工を長らくされている創業約

80年の老舗の水産加工業者さんです。こちらのお写

真に写っていらっしゃるのが、ご存じの方もいらっ

しゃるかもしれませんが、マルヒの母さん。商品開発

を長くされているお母さんが「タラを使ったフライを

作りました」というお話でしたので、こちらの商品の

ブランディングと販路開拓をお手伝いさせていただき

ました。

売上アップを実現したポイントは、マルヒの母さんが

非常にチャーミングな方なので、このキャラクターを

生かすことと、全部手作りですので製造量にも限りが

あるため、どのように売っていったらいいか販売方法

を一緒に考えました。

マルヒの母さん、菅野さんがこの商品を開発したきっ

かけは「魚嫌いの方にも食べてほしい」ということで

した。タラの臭みを抜こうと軽く干して味付けをして、

と、普通の白身魚フライのより、かなり手間をかけた

フライを、２年くらい何度も作って試食して開発され

たとのことでした。課題としては、世の中では白身魚

というと海外で作った物も含めて非常に安いのです

が、このたらフライはこだわった部分をちゃんと伝え

て、適切な価格で販売したい。そのためには、どうい

う風にこのコダワリや特徴を伝えていくかというこ

と、それと美手作りのため大量生産できないので、一

気に売れ過ぎても困るので、売り方を工夫したいとい

うこと。その 2点をどのように解消していくかを一

緒に考えました。

このお母さんのキャラクターが分かるようにと、魚嫌

いの方に食べてもらおうということで、お子さん向け

にもチャーミングに見えるような名前とロゴを一緒に

開発いたしました。

また販路については、もともとマルヒ菅野水産さんは

卸売が中心なのですけれども直売所が工場横に併設さ

れていましたので、直売会を販売方法としました。実

際に「直売所で販売会やりますよ」のチラシも簡易な

ものですがお作りするのをお手伝いしました。さらに

販売会実施をメディアにもお伝えして、新聞等でも紹

介いただいたことで、当日はたくさんの方にお越しい

ただきまして、１回でだいたい 300 セット売れるよ

うな人気の販売会になりました。

直売会のあと、このフライの情報を見た桜ヶ岡のハン

バーグレストランの『ビストロカーサ JiZi』さんでも

メニューで取り扱っていただいております。また、釧

路の城山にある高級品を多く扱っていらっしゃる『ミ

ニスーパーはっとり』さんで取り扱いが決まり、さら

には渋谷に本部があり全国展開する『J.S. BURGERS 

CAFE』でも取り扱っていただいて、じわじわと人気

が出ているところです。

ほかにも例えば地元の阿寒商工会とは、阿寒湖温泉の

クラウドファンディングに『刃牙（バキ）』の作者の

板垣恵介先生を巻き込んで、クラファンを盛り上げる

きっかけ作りをしました。実際に板垣先生が阿寒湖に

来ていただいて、自宅にあったこの刃牙の立像を寄贈

していただいたり、原画をいただいたりと協力してい

ただいて、これは全国ニュースにもなったお話でした。

このほか、今日は時間に限りがあり、他の事例のご紹

介ができないのですが、支援事例を報告書にまとめて

ホームページにも掲載しておりますので、ぜひご覧い

ただければと思います。引き続き、何かお役に立てる

ようなことございましたら、お気軽にお声がけいただ

ければと思っております。これからも地元の皆さまの

お役に立てるように頑張ってまいりますのでどうぞよ

ろしくお願いいたします。

今日はお時間いただきましてありがとうございまし

た。

会長謝辞　杉村　荘平会長

　田辺さん、今日はどうもありがとうございました。

もう少しお喋りいただいても大丈夫だったのですが駆

け足にさせてしまいまして、すみません。ありがとう

ございました。僕も最初、ご相談に行かせていただい

たことありますが、どちらにしても３周年迎えて

5,000 件ということで、素晴らしい実績だと思ってお

ります。

僕は先週もお話しましたけれども、地域あってのロー

タリーだと。何でもそうですけどね。どの商売もそう

だと思っております。何とか地域を良くするヒントを

いただきたいと思いながら、こういう例会も今年はさ

せていただいております。やっぱり地域に活力がある

ように何とかして行きたいと思っている中で、k-Biz 

さんの存在は本当にわれわれ市民にとってもありがた

いことでございます。大変、助かるところでございま

す。

１年ずつの更新という逆になっていますが、釧路に根

付いていただいて、釧路にどんどん成果を出していた

だいて、可能であれば違ったプロジェクトなんかも、

クラウドファンディングになるか分かりませんけど

も、そこは k-Biz さんのお仕事じゃないかもしれませ

んが、そういうのにつながっていくように、どんどん

輪をかけて輪をかけて大きくなるような活動になって

いただけるように祈念しております。

われわれも、改めてまずは自分の商売をしっかりとや

るということになりますけども、釧路市のために協力

しながら頑張っていきたいと思います。

これからもぜひ協力、ジョイントさせていただきなが

ら釧路のためにやっていきたいと思います。これから

もどうぞよろしくお願いいたします。

今日はありがとうございました

新入会員紹介
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　皆さん、こんにち

は。お食事の方はお

続けください。本日

も多数ご出席いただ

きまして、ありがと

うございます。

まずは先週と引き続

きプログラムの件でご報告させていただきたいと思い

ます。54歳以上のワクチンが進んできて、やっとい

い方向に向かうかなと思っていた矢先ですが、緊急事

態宣言が発令されてしまいました。

今年度、年度が始まる前に理事会でコロナに関する規

定については協議済みでございまして、「緊急事態宣

言が発令されたら、自動的に休会でいこう」という申

し合わせをしておりましたので大変残念でございます

が、来週の９月２日と９日の例会は休会とさせていた

だきたいと思っております。

また、宣言明けの 16日ですが、これも例会でお話し

ていたように、私も大変楽しみにしておりました夜例

会を再開する予定でしたが、12日の緊急事態宣言明

けすぐに夜例会というのはさすがに難しいだろうなと

思っております。大変、苦渋の選択でございますが、

今月中、正式に皆さんにメールでプログラムのご案内

をしたいと思います。何卒、ご理解・ご協力いただけ

ればと思っております。

メンバーの皆さんには本当にご迷惑おかけします。特

にプログラム委員会の皆さん、また親睦活動委員会の

皆さまには二転三転のプログラムになりまして、ご迷

惑おかけしております。何卒、事情を理解していただ

いた上で引き続きご協力お願いしたいと思います。

16日には皆さんの元気な顔をもう一回、再開して拝

見したいと思っております。どうぞよろしくお願いい

たします。

暗い話は以上でございまして、先ほど言い忘れました

が、今日の田中君の入会でメンバー数が 100 名に戻

らせていただきました。久々に 100 名復活でござい

ますので、増強委員会の皆さまを含め 105 ぐらいな

るように引き続き頑張っていきたいなと思っておりま

す。どうぞよろしくお願いいたします。

コロナに暗いニュースが多いものですから、今日はコ

ロナに関連して少し明るい有意義なお話を、有意義に

なるかどうか分かりませんが、したいなと思います。

まずはクイズを行いたいと思います。最近、コロナ報

道でカタカナ表記が多くててんやわんやしております

が、ワクチン・ウィルス・インフルエンザ、これ何語

が語源か分かりますか？　多分、天方さんあたり分か

るかと思うのですが。これ、ラテン語が語源でござい

ます。

第２問でございます。インテリ・イクラ、このあたり

はロシア語でございます。ポンコツ・メリハリ・テン

パる・ビビる、これ何語か分かる方いらっしゃいます

か？　天方さん、分かりますか？　残念でございます。

日本語でした。これは日本語なのですね、すみません。

ということで大変有意義なクイズでございました。

もうひとつ、いろいろコロナで調べて全く違う視点で

考えております。コロナで大変多くの犠牲者がいま出

ているところで、少し不謹慎なところもありますが、

これまで毎年コロナ以上に人間を殺してきた生き物が

多数います。この「ベスト３は何だろう」という話です。

ヒントですが、第３位は蛇で５万人。第２位は人間な

のですね、人間で 47万 5,000 人。じゃあ、１位は何

かというところですが、分かる方いらっしゃいますか。

　あっ、中島君が言った、ピンポン。蚊でございます。

蚊が 72万 5,000 人、毎年殺しているようですね。こ

れは何かと言うとご存知の通り、デング熱とかマラリ

アでして、これは蚊を媒介にした犠牲者だとなってお

ります。

この犠牲者の 72万 5,000 人を何とかならんのかとい

う議論があるようです。これ、遺伝子工学を利用して

蚊に不妊になる遺伝子を組み込んで野外に放つだけ、

という研究結果が出ておりまして、もうそろそろ実証

実験に入るようでございます。こうしていくと、だん

だんこの遺伝子が何代も引き継いでいって、その蚊の

集団が絶滅していくという仕組みのようです。自然界

にこんなことやっていいのかという話なのですが、専

門家によると蚊は無くなってもいいという話らしいの

です。人間がそんなジャッジをしていいのかもありま

すけども、そういう話がありました。大変、有意義な

お話でした。

そういうことで、われわれもコロナとやって行かな

きゃならないのですが、人間が今までに撲滅できた疫

病は天然痘だけなのですね。ポリオもロータリーは一

生懸命頑張っていますが、まだ根絶まで至っていない

ので、根絶できたのは天然痘だけということです。

そうすると、コロナとこれからも共存していく選択を

していかなければならないのかなと思います。この共

存ということでいくと、やはり消毒や殺菌という対抗

措置とは別に、子どもの頃からそのウィルスや雑菌に

馴染んで、それから子どもの頃から免疫を作っていく

ことが重要になるようです。そう考えますと、この人

間界は全く同じことで、新しいさまざまな人間と出会

うことによって、自分を成長させることが人間界でも

本当に同じことだと思っております。

このコロナの中でロータリーは、皆さん今日もたくさ

ん来ていただいております。見渡しますと、この釧路

クラブにはさまざまなタイプのウィルスの宝庫として

いっぱいいらっしゃるわけですが、みんなのことです

よ、いらっしゃるわけですが、このウィルスもここに

甘んじることなく、今日の田中君もそうなのですが、

これからもどんどんウィルスを受け入れて、抗体を強

くしていくことが、これから 100 歳、150 歳を迎え

る心身共に健康である釧路クラブにとって、これから

も健康でいく唯一の方法じゃないかと思います。85

周年の会長挨拶でございます。

本日はこれから田辺さんに講演いただきます。非常に

また有意義なワクチンを打っていただけそうなお話で

すので、どんどん皆さんに有意義な抗体を作りながら、

どんどん心身共に健康になっていきたいなと思いま

す。

以上でございます。ありがとうございます。

幹事報告　市橋夛佳丞幹事

　皆さま、こんにちは。幹事報告させていただきます。

他クラブの例会につきましては皆さまにお配りしてお

ります例会報告をご覧いただければと思います。

また、杉村会長からご案内がありましたとおり、当ク

ラブ 9月２日と９月６日の例会を休会とさせていた

だきますので、例会案内に書いてあります次週のプロ

グラムにつきましては休会となりますので、皆さまご

理解をお願いいたします。

また、来週に予定しておりました理事会の開催日も延

期させていただきまして、理事者の皆さま方に改めて

ご連絡させていただきますので、ご承知おきいただけ

ればと思います。

また、先日皆さま方にご協力いただきました熱海豪雨

災害に対する義援金が、2500 地区で取りまとめが終

了して、総額 187 万 1,540 円を皆さま方からのご協

力いただいたという報告が来ております。ご協力あり

がとうございました。

最後ですが、『ロータリーの友』から案内が来ており

ます。この度『日本のロータリー 100 年史』という

書籍が発刊になりました。「在庫がたくさんあるので

皆さまにご協力いただきたい」と、当クラブ在籍のパ

ストガバナー吉田潤司君からロータリーの友第１ゾー

ン顧問を務めているということで案内が来ておりま

す。詳細はホワイトボードに貼っておりますので、ぜ

ひご興味のある方はご確認をいただきたいと思いま

す。

当クラブの方に１セットありますので、ぜひご覧に

なっていただければと思います。ご協力よろしくお願

いいたします。

以上でございます。

スポンサー　石田　博司会員

　田中弘明君をご紹介いたします。

料理空間たなか。先ごろ、栄町公園のＡ面横から越し

て来ました。まだ引っ越してきて間もないが、張り切っ

て仕事しています。

ご家族が奥様とお嬢

さん二人。趣味とし

てはゴルフも麻雀も

しない、お酒は大好

き、ということでわ

れわれとお付き合い

できるとことと思います。

年齢が 44歳なのですが、花の 44歳は３人いるので

すよ。菅原住職、それから純水・純ちゃん、それから

彼が 44歳。

一番若いのは誰でしょう。一番若いのは一番左にいる

副幹事の田内君が 37歳。そういうことで非常に若返

ることになると思います。

以上、簡単ですけれども私からのご紹介といたします。

では、本人からどうぞ。

新入会員の挨拶　田中　弘明君

　皆さま、こんにち

は。今、紹介いただ

きました田中弘明で

ございます。この度

は歴史と伝統のある

釧路ロータリークラ

ブに入会のお許しを

いただきまして、誠にありがとうございます。

私は専門学校卒業後、釧路に戻り調理師として全日空

ホテルで 15年、八千代本店で３年、そして７年前に

『料理空間たなか』という小さな日本料理店を開業い

たしました。

ホテル時代には常陸宮殿下・妃殿下が釧路にお見えに

なった時に代表として責任を持っておもてなしをさせ

ていただいた経験もございます。５年前からは、厚岸

翔洋高校調理科の日本料理の講師もさせていただいて

おります。

今後は釧路ロータリークラブの一員として身を引き締

め、奉仕活動を通じて社会貢献をし、郷土釧路の役に

少しでも立てるよう精進して参ります。

ご指導賜りたくお願い申し上げます。誠にありがとう

ございます。

歓迎の言葉と委員会配属の発表　杉村　荘平会長

　田中君、ご入会おめでとうございます。クラブを代

表いたしまして歓迎申し上げます。

いつも同じ話ばかりで恐縮でございますが、入会は義

務ではなく権利、出席は義務ではな

く権利だと言われております。せっかく入ったロータ

リーですから、その権利を大いに活用

して積極的に溶け込んでいただければと思っておりま

す。

最初の三カ月が、非常にハードルが高くて大変なので

すが、そこを乗り越えていただいて、積極的に参加し

ていただければと思っております。

委員会は増強委員会でございまして、五十嵐委員長は

今日来ておりませんので、池田一己副委員長でござい

ます。どうぞよろしくお願いいたします。

分からないことがあれば委員長・副委員長・スポンサー

になんなりと聞いてください。

よろしくお願いいたします。

クラブ運営委員会　中島　徳政委員長

　プログラム委員会の工藤さんが旅に出られましたの

で、代わりに本日の講師をご紹介させていただきます。

その前に『料理空間たなか』のお店の場所を石田さん

はパスされましたけども、第 15エーワンビルプレミ

アムの２階です。１階が言わずと知れた『金ちゃん』

のあるビルの２階でご商売されております。大変、美

味しいお料理ですので、ぜひ機会があればお願いいた

したいと思います。

それでは、本日のプログラムに入りたいと思います。

本日のプログラムは「k-Biz 開設３周年、実績とサポー

ト実例」ということで、昨年９月３日にご講演いただ

きました釧路市ビジネスサポートセンター　k-Biz　

副センター長の田辺貴久様です。

皆さん、有意義な時間をお過ごしいただければと思い

ます。よろしくお願いいたします。

釧路市ビジネスサポートセンター　k-Biz　

                                  副センター長　田辺　貴久様

　皆さま、こんにち

は。このような場で

お話をさせていただ

く機会をいただきま

して、誠にありがと

うございます。ただ

いま、ご紹介をいた

だきました釧路市ビジネスサポートセンター k-Biz 副

センター長の田辺と申します。この間、８月 21日に

k-Biz 開設いたしまして３周年となりました。今日は

その実績と、k-Biz の方でサポートさせていただきま

した事例をいくつかご紹介させていただきたいと思い

ます。よろしくお願いいたします。

はじめに、釧路市ビジネスサポートセンターは、釧路

市と地元の金融機関・商工会・商工会議所等で運営し

ている「釧路市ビジネスサポート協議会」の下での無

料の経営相談所になっております。こういった相談施

設はいま全国で開設予定を含めて 26か所あるのです

が、釧路はもともと地元の同友会さんからこういった

場所を開設したいというお声をいただきまして、市の

方で開設に至ったということで、地元の皆さまからも

ご協力をいただきながら運営をしております。

具体的には、売り上げアップ、商品のコンセプト作り、

情報発信、等ビジネスのプラスになるようなご提案・

ご相談を行っております。基本的に１回１時間でご予

約制となってています。何度ご利用いただいても、ど

んなサポート受けても無料でご活用いただいておりま

す。

お話を聞く中で会社様や店舗の強みを一緒に見つけ

て、それを伸ばしていくことで売り上げをアップしよ

うということを特徴としています。手ぶらで来ていた

だいて、雑談の中からいろいろヒント、チャンスの兆

しを見つけていくスタイルで行っております。

2018 年８月 21日に開設いたしまして、当初は澄川

センター長 1人でサポート相談を承っていましたが、

非常に多くの方にご

予約を賜りまして、

長い時は２カ月待ち

という状態だったた

め、体制強化をする

ことになり、私が

2019 年 12 月にブ

ランディングマネージャーという肩書で加入させてい

ただきました。

オープンから約 3年の累積相談件数が、ちょうど今

年の７月に累計 5,000 件となりまして、市長にもお

越しいただきまして簡単なセレモニーを行わせていた

だきました。

現在、事業者様でご相談に来ていただいている数が約

750 社様、これは個人事業主の方も入るのですが、

こちらが釧路市に登録されている法人数が約 8,000

と聞いておりますので、１割弱の方にご利用いただい

ている計算になるかと思います。

おかげさまで、k-Biz でご支援した取り組みについて

はテレビ・新聞などでも報道いただいておりまして、

市民の皆さまにも認知いただいているような状況でご

ざいます。

k-Biz ではただいま３人で相談対応させていただいて

おります。センター長の澄川はもともと『リクルート』

で営業のマネージャーをしていた人間です。私は現在、

副センター長として事業全般の相談業務に携わってお

ります。私もリクルートで澄川と同じく住宅メディア

を担当していました。澄川は SUUMO( スーモ ) の営

業で、私は雑誌の編集を行っておりました。

よく「澄川さんに引き抜かれたのか」と言われるので

すが、私がたまたま出張で釧路に来る機会ありまして、

その時に澄川さんが釧路にいたな、ということで、そ

のとき初めてどんな仕事をしているのか話を聞いたの

です。その際に「中小企業の売り上げ支援の仕事をし

ている」との話を聞きまして、非常に有意義な仕事だ

なと思い、私から「もし、求人があるようだったら、

応募させてもらいます」と話をしたのです。もともと

澄川とは直接おなじ部署で働いていたりしたわけでは

なかったのですが、現在はお互いの強みを補完し合い

ながら、チームで協力して業務にあたっています。

もう一人、ＩＴアドバイザーとして佐々木さんがサ

ポート業務を行っています。地元でずっとＩＴ関係の

お仕事されている方で、ホームページの作り方、ある

いはＳＮＳの発信で情報発信・情報作りのサポートを

させていただいております。

k-Biz は、請け負って何か作るという場所ではないの

で、一緒に画面を見ながらホームページの作り方など

をサポートさせていただいて、自力で作れるように

なった方もいます。

スタンスとしては、あくまでも評論家として客観的に

物事を言うのではなくて、一緒にお仕事をしている実

務者のような立場でお話を聞かせていただいていま

す。イメージは「１時間だけ御社の社員です」という

ことで使っていただいております。

一般的に「この業界だとこういうことが一般的ですね」

みたいな話をしても、それがその会社様や店舗様に必

ず合致するか、適切か、は別の話ですので、あくまで

個別にその会社さんや店舗さん、個人の方の特徴に合

わせた「一番、最適なやり方は何か」を考えるように

しています。

私、個人の自己紹介ですが、千葉県出身です。大学卒

業後は一貫して雑誌社にいたのですけれども、なかな

かいい会社に恵まれずに１年ごとに転職をして、やっ

と『リクルート』で 12年勤めました。昨年、機会を

頂戴いたしましてＬＧＢＴの話をさせていただいたの

ですが、会社でも人事部でダイバーシティーの担当を

させていただいておりました。2019 年 12 月に釧路

に引っ越して来まして、ただいま副センター長として

働かせていただいております。

では、K-Biz の３年間の活動実績ということで簡単に

ご紹介させていただきます。

先日 21日、ちょうど開設３周年の日に釧路新聞さん

に大きく取り上げていただいたのですけれども、

2020 年度の相談件数はこれまで最多の 2,025 件で、

今では２～３週間くらいお待ちをいただいて相談対応

させていただいております。

昨日までの件数としましては、累計 5,266 件の相談

対応させていただいております。その内訳としては、

事業全般のご相談が約 3割強、販路開拓のご相談が

約 3割強、情報発信のご相談が約 1割強。新商品・

新サービスのご相談が約 1割強となっています。

それから個人の方ですと創業・独立のサポートとして、

例えば事業計画書作成のお手伝いをしたり、、融資な

どの段取りをお伝えしたりといったことをおこなって

おります。

また、人材確保についてのご相談も多くいただいてお

ります。最近は給与面だけでなく、働き方や職場環境

について重視される傾向もありますので、求人票にそ

うした情報を盛り込むアドバイスなどもさせていただ

いております。

月ごとでみますと、月に 200 件前後ご相談対応させ

ていただいております。この青い部分は新規相談で、

毎月 10件くらいの新規の方にお越しいただいており

ます。おかげさまで、ご紹介で来ていただく方も結構

いらっしゃいます。

相談の申込内容ですが小売りの方、サービス業の方、

飲食の方が多いのですが、製造業の方、あるいは建設

業の方にも来ていただいております。

K-Biz の支援の特徴として、これは各地の Biz を作っ

た小出宗昭さんが仰っている言葉ですが「どんな会社・

どんな方にも必ず光るものがある」ということで、そ

のセールスポイントを見つけて、それがどういったビ

ジネスにつながるのかターゲットを絞ってみたり、あ

るいは利用シーンを想定してそれに合った情報発信を

したり、うまく連携・コラボをするとそのシナジーが

光るところと接点を見出したりといったご提案をさせ

ていただいています。

また、大事にしているのがお金をかけずにチャレンジ

できる、そして必ず実現できそうなことをご提案する

ことになります。それを効果的に情報発信するという

特徴となっています。

では、具体的にどんなサポートさせていただいている

のか実例を少し紹介させていただきます。

こちらは『美味いっタラ！フライ』という商品を製造

販売されている、マルヒ菅野水産加工株式会社さん。

千代ノ浦の方でタラの加工を長らくされている創業約

80年の老舗の水産加工業者さんです。こちらのお写

真に写っていらっしゃるのが、ご存じの方もいらっ

しゃるかもしれませんが、マルヒの母さん。商品開発

を長くされているお母さんが「タラを使ったフライを

作りました」というお話でしたので、こちらの商品の

ブランディングと販路開拓をお手伝いさせていただき

ました。

売上アップを実現したポイントは、マルヒの母さんが

非常にチャーミングな方なので、このキャラクターを

生かすことと、全部手作りですので製造量にも限りが

あるため、どのように売っていったらいいか販売方法

を一緒に考えました。

マルヒの母さん、菅野さんがこの商品を開発したきっ

かけは「魚嫌いの方にも食べてほしい」ということで

した。タラの臭みを抜こうと軽く干して味付けをして、

と、普通の白身魚フライのより、かなり手間をかけた

フライを、２年くらい何度も作って試食して開発され

たとのことでした。課題としては、世の中では白身魚

というと海外で作った物も含めて非常に安いのです

が、このたらフライはこだわった部分をちゃんと伝え

て、適切な価格で販売したい。そのためには、どうい

う風にこのコダワリや特徴を伝えていくかというこ

と、それと美手作りのため大量生産できないので、一

気に売れ過ぎても困るので、売り方を工夫したいとい

うこと。その 2点をどのように解消していくかを一

緒に考えました。

このお母さんのキャラクターが分かるようにと、魚嫌

いの方に食べてもらおうということで、お子さん向け

にもチャーミングに見えるような名前とロゴを一緒に

開発いたしました。

また販路については、もともとマルヒ菅野水産さんは

卸売が中心なのですけれども直売所が工場横に併設さ

れていましたので、直売会を販売方法としました。実

際に「直売所で販売会やりますよ」のチラシも簡易な

ものですがお作りするのをお手伝いしました。さらに

販売会実施をメディアにもお伝えして、新聞等でも紹

介いただいたことで、当日はたくさんの方にお越しい

ただきまして、１回でだいたい 300 セット売れるよ

うな人気の販売会になりました。

直売会のあと、このフライの情報を見た桜ヶ岡のハン

バーグレストランの『ビストロカーサ JiZi』さんでも

メニューで取り扱っていただいております。また、釧

路の城山にある高級品を多く扱っていらっしゃる『ミ

ニスーパーはっとり』さんで取り扱いが決まり、さら

には渋谷に本部があり全国展開する『J.S. BURGERS 

CAFE』でも取り扱っていただいて、じわじわと人気

が出ているところです。

ほかにも例えば地元の阿寒商工会とは、阿寒湖温泉の

クラウドファンディングに『刃牙（バキ）』の作者の

板垣恵介先生を巻き込んで、クラファンを盛り上げる

きっかけ作りをしました。実際に板垣先生が阿寒湖に

来ていただいて、自宅にあったこの刃牙の立像を寄贈

していただいたり、原画をいただいたりと協力してい

ただいて、これは全国ニュースにもなったお話でした。

このほか、今日は時間に限りがあり、他の事例のご紹

介ができないのですが、支援事例を報告書にまとめて

ホームページにも掲載しておりますので、ぜひご覧い

ただければと思います。引き続き、何かお役に立てる

ようなことございましたら、お気軽にお声がけいただ

ければと思っております。これからも地元の皆さまの

お役に立てるように頑張ってまいりますのでどうぞよ

ろしくお願いいたします。

今日はお時間いただきましてありがとうございまし

た。

会長謝辞　杉村　荘平会長

　田辺さん、今日はどうもありがとうございました。

もう少しお喋りいただいても大丈夫だったのですが駆

け足にさせてしまいまして、すみません。ありがとう

ございました。僕も最初、ご相談に行かせていただい

たことありますが、どちらにしても３周年迎えて

5,000 件ということで、素晴らしい実績だと思ってお

ります。

僕は先週もお話しましたけれども、地域あってのロー

タリーだと。何でもそうですけどね。どの商売もそう

だと思っております。何とか地域を良くするヒントを

いただきたいと思いながら、こういう例会も今年はさ

せていただいております。やっぱり地域に活力がある

ように何とかして行きたいと思っている中で、k-Biz 

さんの存在は本当にわれわれ市民にとってもありがた

いことでございます。大変、助かるところでございま

す。

１年ずつの更新という逆になっていますが、釧路に根

付いていただいて、釧路にどんどん成果を出していた

だいて、可能であれば違ったプロジェクトなんかも、

クラウドファンディングになるか分かりませんけど

も、そこは k-Biz さんのお仕事じゃないかもしれませ

んが、そういうのにつながっていくように、どんどん

輪をかけて輪をかけて大きくなるような活動になって

いただけるように祈念しております。

われわれも、改めてまずは自分の商売をしっかりとや

るということになりますけども、釧路市のために協力

しながら頑張っていきたいと思います。

これからもぜひ協力、ジョイントさせていただきなが

ら釧路のためにやっていきたいと思います。これから

もどうぞよろしくお願いいたします。

今日はありがとうございました
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　　　　　　　　　　杉村　荘平会長

　皆さん、こんにち

は。お食事の方はお

続けください。本日

も多数ご出席いただ

きまして、ありがと

うございます。

まずは先週と引き続

きプログラムの件でご報告させていただきたいと思い

ます。54歳以上のワクチンが進んできて、やっとい

い方向に向かうかなと思っていた矢先ですが、緊急事

態宣言が発令されてしまいました。

今年度、年度が始まる前に理事会でコロナに関する規

定については協議済みでございまして、「緊急事態宣

言が発令されたら、自動的に休会でいこう」という申

し合わせをしておりましたので大変残念でございます

が、来週の９月２日と９日の例会は休会とさせていた

だきたいと思っております。

また、宣言明けの 16日ですが、これも例会でお話し

ていたように、私も大変楽しみにしておりました夜例

会を再開する予定でしたが、12日の緊急事態宣言明

けすぐに夜例会というのはさすがに難しいだろうなと

思っております。大変、苦渋の選択でございますが、

今月中、正式に皆さんにメールでプログラムのご案内

をしたいと思います。何卒、ご理解・ご協力いただけ

ればと思っております。

メンバーの皆さんには本当にご迷惑おかけします。特

にプログラム委員会の皆さん、また親睦活動委員会の

皆さまには二転三転のプログラムになりまして、ご迷

惑おかけしております。何卒、事情を理解していただ

いた上で引き続きご協力お願いしたいと思います。

16日には皆さんの元気な顔をもう一回、再開して拝

見したいと思っております。どうぞよろしくお願いい

たします。

暗い話は以上でございまして、先ほど言い忘れました

が、今日の田中君の入会でメンバー数が 100 名に戻

らせていただきました。久々に 100 名復活でござい

ますので、増強委員会の皆さまを含め 105 ぐらいな

るように引き続き頑張っていきたいなと思っておりま

す。どうぞよろしくお願いいたします。

コロナに暗いニュースが多いものですから、今日はコ

ロナに関連して少し明るい有意義なお話を、有意義に

なるかどうか分かりませんが、したいなと思います。

まずはクイズを行いたいと思います。最近、コロナ報

道でカタカナ表記が多くててんやわんやしております

が、ワクチン・ウィルス・インフルエンザ、これ何語

が語源か分かりますか？　多分、天方さんあたり分か

るかと思うのですが。これ、ラテン語が語源でござい

ます。

第２問でございます。インテリ・イクラ、このあたり

はロシア語でございます。ポンコツ・メリハリ・テン

パる・ビビる、これ何語か分かる方いらっしゃいます

か？　天方さん、分かりますか？　残念でございます。

日本語でした。これは日本語なのですね、すみません。

ということで大変有意義なクイズでございました。

もうひとつ、いろいろコロナで調べて全く違う視点で

考えております。コロナで大変多くの犠牲者がいま出

ているところで、少し不謹慎なところもありますが、

これまで毎年コロナ以上に人間を殺してきた生き物が

多数います。この「ベスト３は何だろう」という話です。

ヒントですが、第３位は蛇で５万人。第２位は人間な

のですね、人間で 47万 5,000 人。じゃあ、１位は何

かというところですが、分かる方いらっしゃいますか。

　あっ、中島君が言った、ピンポン。蚊でございます。

蚊が 72万 5,000 人、毎年殺しているようですね。こ

れは何かと言うとご存知の通り、デング熱とかマラリ

アでして、これは蚊を媒介にした犠牲者だとなってお

ります。

この犠牲者の 72万 5,000 人を何とかならんのかとい

う議論があるようです。これ、遺伝子工学を利用して

蚊に不妊になる遺伝子を組み込んで野外に放つだけ、

という研究結果が出ておりまして、もうそろそろ実証

実験に入るようでございます。こうしていくと、だん

だんこの遺伝子が何代も引き継いでいって、その蚊の

集団が絶滅していくという仕組みのようです。自然界

にこんなことやっていいのかという話なのですが、専

門家によると蚊は無くなってもいいという話らしいの

です。人間がそんなジャッジをしていいのかもありま

すけども、そういう話がありました。大変、有意義な

お話でした。

そういうことで、われわれもコロナとやって行かな

きゃならないのですが、人間が今までに撲滅できた疫

病は天然痘だけなのですね。ポリオもロータリーは一

生懸命頑張っていますが、まだ根絶まで至っていない

ので、根絶できたのは天然痘だけということです。

そうすると、コロナとこれからも共存していく選択を

していかなければならないのかなと思います。この共

存ということでいくと、やはり消毒や殺菌という対抗

措置とは別に、子どもの頃からそのウィルスや雑菌に

馴染んで、それから子どもの頃から免疫を作っていく

ことが重要になるようです。そう考えますと、この人

間界は全く同じことで、新しいさまざまな人間と出会

うことによって、自分を成長させることが人間界でも

本当に同じことだと思っております。

このコロナの中でロータリーは、皆さん今日もたくさ

ん来ていただいております。見渡しますと、この釧路

クラブにはさまざまなタイプのウィルスの宝庫として

いっぱいいらっしゃるわけですが、みんなのことです

よ、いらっしゃるわけですが、このウィルスもここに

甘んじることなく、今日の田中君もそうなのですが、

これからもどんどんウィルスを受け入れて、抗体を強

くしていくことが、これから 100 歳、150 歳を迎え

る心身共に健康である釧路クラブにとって、これから

も健康でいく唯一の方法じゃないかと思います。85

周年の会長挨拶でございます。

本日はこれから田辺さんに講演いただきます。非常に

また有意義なワクチンを打っていただけそうなお話で

すので、どんどん皆さんに有意義な抗体を作りながら、

どんどん心身共に健康になっていきたいなと思いま

す。

以上でございます。ありがとうございます。

幹事報告　市橋夛佳丞幹事

　皆さま、こんにちは。幹事報告させていただきます。

他クラブの例会につきましては皆さまにお配りしてお

ります例会報告をご覧いただければと思います。

また、杉村会長からご案内がありましたとおり、当ク

ラブ 9月２日と９月６日の例会を休会とさせていた

だきますので、例会案内に書いてあります次週のプロ

グラムにつきましては休会となりますので、皆さまご

理解をお願いいたします。

また、来週に予定しておりました理事会の開催日も延

期させていただきまして、理事者の皆さま方に改めて

ご連絡させていただきますので、ご承知おきいただけ

ればと思います。

また、先日皆さま方にご協力いただきました熱海豪雨

災害に対する義援金が、2500 地区で取りまとめが終

了して、総額 187 万 1,540 円を皆さま方からのご協

力いただいたという報告が来ております。ご協力あり

がとうございました。

最後ですが、『ロータリーの友』から案内が来ており

ます。この度『日本のロータリー 100 年史』という

書籍が発刊になりました。「在庫がたくさんあるので

皆さまにご協力いただきたい」と、当クラブ在籍のパ

ストガバナー吉田潤司君からロータリーの友第１ゾー

ン顧問を務めているということで案内が来ておりま

す。詳細はホワイトボードに貼っておりますので、ぜ

ひご興味のある方はご確認をいただきたいと思いま

す。

当クラブの方に１セットありますので、ぜひご覧に

なっていただければと思います。ご協力よろしくお願

いいたします。

以上でございます。

スポンサー　石田　博司会員

　田中弘明君をご紹介いたします。

料理空間たなか。先ごろ、栄町公園のＡ面横から越し

て来ました。まだ引っ越してきて間もないが、張り切っ

て仕事しています。

ご家族が奥様とお嬢

さん二人。趣味とし

てはゴルフも麻雀も

しない、お酒は大好

き、ということでわ

れわれとお付き合い

できるとことと思います。

年齢が 44歳なのですが、花の 44歳は３人いるので

すよ。菅原住職、それから純水・純ちゃん、それから

彼が 44歳。

一番若いのは誰でしょう。一番若いのは一番左にいる

副幹事の田内君が 37歳。そういうことで非常に若返

ることになると思います。

以上、簡単ですけれども私からのご紹介といたします。

では、本人からどうぞ。

新入会員の挨拶　田中　弘明君

　皆さま、こんにち

は。今、紹介いただ

きました田中弘明で

ございます。この度

は歴史と伝統のある

釧路ロータリークラ

ブに入会のお許しを

いただきまして、誠にありがとうございます。

私は専門学校卒業後、釧路に戻り調理師として全日空

ホテルで 15年、八千代本店で３年、そして７年前に

『料理空間たなか』という小さな日本料理店を開業い

たしました。

ホテル時代には常陸宮殿下・妃殿下が釧路にお見えに

なった時に代表として責任を持っておもてなしをさせ

ていただいた経験もございます。５年前からは、厚岸

翔洋高校調理科の日本料理の講師もさせていただいて

おります。

今後は釧路ロータリークラブの一員として身を引き締

め、奉仕活動を通じて社会貢献をし、郷土釧路の役に

少しでも立てるよう精進して参ります。

ご指導賜りたくお願い申し上げます。誠にありがとう

ございます。

歓迎の言葉と委員会配属の発表　杉村　荘平会長

　田中君、ご入会おめでとうございます。クラブを代

表いたしまして歓迎申し上げます。

いつも同じ話ばかりで恐縮でございますが、入会は義

務ではなく権利、出席は義務ではな

く権利だと言われております。せっかく入ったロータ

リーですから、その権利を大いに活用

して積極的に溶け込んでいただければと思っておりま

す。

最初の三カ月が、非常にハードルが高くて大変なので

すが、そこを乗り越えていただいて、積極的に参加し

ていただければと思っております。

委員会は増強委員会でございまして、五十嵐委員長は

今日来ておりませんので、池田一己副委員長でござい

ます。どうぞよろしくお願いいたします。

分からないことがあれば委員長・副委員長・スポンサー

になんなりと聞いてください。

よろしくお願いいたします。

クラブ運営委員会　中島　徳政委員長

　プログラム委員会の工藤さんが旅に出られましたの

で、代わりに本日の講師をご紹介させていただきます。

その前に『料理空間たなか』のお店の場所を石田さん

はパスされましたけども、第 15エーワンビルプレミ

アムの２階です。１階が言わずと知れた『金ちゃん』

のあるビルの２階でご商売されております。大変、美

味しいお料理ですので、ぜひ機会があればお願いいた

したいと思います。

それでは、本日のプログラムに入りたいと思います。

本日のプログラムは「k-Biz 開設３周年、実績とサポー

ト実例」ということで、昨年９月３日にご講演いただ

きました釧路市ビジネスサポートセンター　k-Biz　

副センター長の田辺貴久様です。

皆さん、有意義な時間をお過ごしいただければと思い

ます。よろしくお願いいたします。

釧路市ビジネスサポートセンター　k-Biz　

                                  副センター長　田辺　貴久様

　皆さま、こんにち

は。このような場で

お話をさせていただ

く機会をいただきま

して、誠にありがと

うございます。ただ

いま、ご紹介をいた

だきました釧路市ビジネスサポートセンター k-Biz 副

センター長の田辺と申します。この間、８月 21日に

k-Biz 開設いたしまして３周年となりました。今日は

その実績と、k-Biz の方でサポートさせていただきま

した事例をいくつかご紹介させていただきたいと思い

ます。よろしくお願いいたします。

はじめに、釧路市ビジネスサポートセンターは、釧路

市と地元の金融機関・商工会・商工会議所等で運営し

ている「釧路市ビジネスサポート協議会」の下での無

料の経営相談所になっております。こういった相談施

設はいま全国で開設予定を含めて 26か所あるのです

が、釧路はもともと地元の同友会さんからこういった

場所を開設したいというお声をいただきまして、市の

方で開設に至ったということで、地元の皆さまからも

ご協力をいただきながら運営をしております。

具体的には、売り上げアップ、商品のコンセプト作り、

情報発信、等ビジネスのプラスになるようなご提案・

ご相談を行っております。基本的に１回１時間でご予

約制となってています。何度ご利用いただいても、ど

んなサポート受けても無料でご活用いただいておりま

す。

お話を聞く中で会社様や店舗の強みを一緒に見つけ

て、それを伸ばしていくことで売り上げをアップしよ

うということを特徴としています。手ぶらで来ていた

だいて、雑談の中からいろいろヒント、チャンスの兆

しを見つけていくスタイルで行っております。

2018 年８月 21日に開設いたしまして、当初は澄川

センター長 1人でサポート相談を承っていましたが、

非常に多くの方にご

予約を賜りまして、

長い時は２カ月待ち

という状態だったた

め、体制強化をする

ことになり、私が

2019 年 12 月にブ

ランディングマネージャーという肩書で加入させてい

ただきました。

オープンから約 3年の累積相談件数が、ちょうど今

年の７月に累計 5,000 件となりまして、市長にもお

越しいただきまして簡単なセレモニーを行わせていた

だきました。

現在、事業者様でご相談に来ていただいている数が約

750 社様、これは個人事業主の方も入るのですが、

こちらが釧路市に登録されている法人数が約 8,000

と聞いておりますので、１割弱の方にご利用いただい

ている計算になるかと思います。

おかげさまで、k-Biz でご支援した取り組みについて

はテレビ・新聞などでも報道いただいておりまして、

市民の皆さまにも認知いただいているような状況でご

ざいます。

k-Biz ではただいま３人で相談対応させていただいて

おります。センター長の澄川はもともと『リクルート』

で営業のマネージャーをしていた人間です。私は現在、

副センター長として事業全般の相談業務に携わってお

ります。私もリクルートで澄川と同じく住宅メディア

を担当していました。澄川は SUUMO( スーモ ) の営

業で、私は雑誌の編集を行っておりました。

よく「澄川さんに引き抜かれたのか」と言われるので

すが、私がたまたま出張で釧路に来る機会ありまして、

その時に澄川さんが釧路にいたな、ということで、そ

のとき初めてどんな仕事をしているのか話を聞いたの

です。その際に「中小企業の売り上げ支援の仕事をし

ている」との話を聞きまして、非常に有意義な仕事だ

なと思い、私から「もし、求人があるようだったら、

応募させてもらいます」と話をしたのです。もともと

澄川とは直接おなじ部署で働いていたりしたわけでは

なかったのですが、現在はお互いの強みを補完し合い

ながら、チームで協力して業務にあたっています。

もう一人、ＩＴアドバイザーとして佐々木さんがサ

ポート業務を行っています。地元でずっとＩＴ関係の

お仕事されている方で、ホームページの作り方、ある

いはＳＮＳの発信で情報発信・情報作りのサポートを

させていただいております。

k-Biz は、請け負って何か作るという場所ではないの

で、一緒に画面を見ながらホームページの作り方など

をサポートさせていただいて、自力で作れるように

なった方もいます。

スタンスとしては、あくまでも評論家として客観的に

物事を言うのではなくて、一緒にお仕事をしている実

務者のような立場でお話を聞かせていただいていま

す。イメージは「１時間だけ御社の社員です」という

ことで使っていただいております。

一般的に「この業界だとこういうことが一般的ですね」

みたいな話をしても、それがその会社様や店舗様に必

ず合致するか、適切か、は別の話ですので、あくまで

個別にその会社さんや店舗さん、個人の方の特徴に合

わせた「一番、最適なやり方は何か」を考えるように

しています。

私、個人の自己紹介ですが、千葉県出身です。大学卒

業後は一貫して雑誌社にいたのですけれども、なかな

かいい会社に恵まれずに１年ごとに転職をして、やっ

と『リクルート』で 12年勤めました。昨年、機会を

頂戴いたしましてＬＧＢＴの話をさせていただいたの

ですが、会社でも人事部でダイバーシティーの担当を

させていただいておりました。2019 年 12 月に釧路

に引っ越して来まして、ただいま副センター長として

働かせていただいております。

では、K-Biz の３年間の活動実績ということで簡単に

ご紹介させていただきます。

先日 21日、ちょうど開設３周年の日に釧路新聞さん

に大きく取り上げていただいたのですけれども、

2020 年度の相談件数はこれまで最多の 2,025 件で、

今では２～３週間くらいお待ちをいただいて相談対応

させていただいております。

昨日までの件数としましては、累計 5,266 件の相談

対応させていただいております。その内訳としては、

事業全般のご相談が約 3割強、販路開拓のご相談が

約 3割強、情報発信のご相談が約 1割強。新商品・

新サービスのご相談が約 1割強となっています。

それから個人の方ですと創業・独立のサポートとして、

例えば事業計画書作成のお手伝いをしたり、、融資な

どの段取りをお伝えしたりといったことをおこなって

おります。

また、人材確保についてのご相談も多くいただいてお

ります。最近は給与面だけでなく、働き方や職場環境

について重視される傾向もありますので、求人票にそ

うした情報を盛り込むアドバイスなどもさせていただ

いております。

月ごとでみますと、月に 200 件前後ご相談対応させ

ていただいております。この青い部分は新規相談で、

毎月 10件くらいの新規の方にお越しいただいており

ます。おかげさまで、ご紹介で来ていただく方も結構

いらっしゃいます。

相談の申込内容ですが小売りの方、サービス業の方、

飲食の方が多いのですが、製造業の方、あるいは建設

業の方にも来ていただいております。

K-Biz の支援の特徴として、これは各地の Biz を作っ

た小出宗昭さんが仰っている言葉ですが「どんな会社・

どんな方にも必ず光るものがある」ということで、そ

のセールスポイントを見つけて、それがどういったビ

ジネスにつながるのかターゲットを絞ってみたり、あ

るいは利用シーンを想定してそれに合った情報発信を

したり、うまく連携・コラボをするとそのシナジーが

光るところと接点を見出したりといったご提案をさせ

ていただいています。

また、大事にしているのがお金をかけずにチャレンジ

できる、そして必ず実現できそうなことをご提案する

ことになります。それを効果的に情報発信するという

特徴となっています。

では、具体的にどんなサポートさせていただいている

のか実例を少し紹介させていただきます。

こちらは『美味いっタラ！フライ』という商品を製造

販売されている、マルヒ菅野水産加工株式会社さん。

千代ノ浦の方でタラの加工を長らくされている創業約

80年の老舗の水産加工業者さんです。こちらのお写

真に写っていらっしゃるのが、ご存じの方もいらっ

しゃるかもしれませんが、マルヒの母さん。商品開発

を長くされているお母さんが「タラを使ったフライを

作りました」というお話でしたので、こちらの商品の

ブランディングと販路開拓をお手伝いさせていただき

ました。

売上アップを実現したポイントは、マルヒの母さんが

非常にチャーミングな方なので、このキャラクターを

生かすことと、全部手作りですので製造量にも限りが

あるため、どのように売っていったらいいか販売方法

を一緒に考えました。

マルヒの母さん、菅野さんがこの商品を開発したきっ

かけは「魚嫌いの方にも食べてほしい」ということで

した。タラの臭みを抜こうと軽く干して味付けをして、

と、普通の白身魚フライのより、かなり手間をかけた

フライを、２年くらい何度も作って試食して開発され

たとのことでした。課題としては、世の中では白身魚

というと海外で作った物も含めて非常に安いのです

が、このたらフライはこだわった部分をちゃんと伝え

て、適切な価格で販売したい。そのためには、どうい

う風にこのコダワリや特徴を伝えていくかというこ

と、それと美手作りのため大量生産できないので、一

気に売れ過ぎても困るので、売り方を工夫したいとい

うこと。その 2点をどのように解消していくかを一

緒に考えました。

このお母さんのキャラクターが分かるようにと、魚嫌

いの方に食べてもらおうということで、お子さん向け

にもチャーミングに見えるような名前とロゴを一緒に

開発いたしました。

また販路については、もともとマルヒ菅野水産さんは

卸売が中心なのですけれども直売所が工場横に併設さ

れていましたので、直売会を販売方法としました。実

際に「直売所で販売会やりますよ」のチラシも簡易な

ものですがお作りするのをお手伝いしました。さらに

販売会実施をメディアにもお伝えして、新聞等でも紹

介いただいたことで、当日はたくさんの方にお越しい

ただきまして、１回でだいたい 300 セット売れるよ

うな人気の販売会になりました。

直売会のあと、このフライの情報を見た桜ヶ岡のハン

バーグレストランの『ビストロカーサ JiZi』さんでも

メニューで取り扱っていただいております。また、釧

路の城山にある高級品を多く扱っていらっしゃる『ミ

ニスーパーはっとり』さんで取り扱いが決まり、さら

には渋谷に本部があり全国展開する『J.S. BURGERS 

CAFE』でも取り扱っていただいて、じわじわと人気

が出ているところです。

ほかにも例えば地元の阿寒商工会とは、阿寒湖温泉の

クラウドファンディングに『刃牙（バキ）』の作者の

板垣恵介先生を巻き込んで、クラファンを盛り上げる

きっかけ作りをしました。実際に板垣先生が阿寒湖に

来ていただいて、自宅にあったこの刃牙の立像を寄贈

していただいたり、原画をいただいたりと協力してい

ただいて、これは全国ニュースにもなったお話でした。

このほか、今日は時間に限りがあり、他の事例のご紹

介ができないのですが、支援事例を報告書にまとめて

ホームページにも掲載しておりますので、ぜひご覧い

ただければと思います。引き続き、何かお役に立てる

ようなことございましたら、お気軽にお声がけいただ

ければと思っております。これからも地元の皆さまの

お役に立てるように頑張ってまいりますのでどうぞよ

ろしくお願いいたします。

今日はお時間いただきましてありがとうございまし

た。

会長謝辞　杉村　荘平会長

　田辺さん、今日はどうもありがとうございました。

もう少しお喋りいただいても大丈夫だったのですが駆

け足にさせてしまいまして、すみません。ありがとう

ございました。僕も最初、ご相談に行かせていただい

たことありますが、どちらにしても３周年迎えて

5,000 件ということで、素晴らしい実績だと思ってお

ります。

僕は先週もお話しましたけれども、地域あってのロー

タリーだと。何でもそうですけどね。どの商売もそう

だと思っております。何とか地域を良くするヒントを

いただきたいと思いながら、こういう例会も今年はさ

せていただいております。やっぱり地域に活力がある

ように何とかして行きたいと思っている中で、k-Biz 

さんの存在は本当にわれわれ市民にとってもありがた

いことでございます。大変、助かるところでございま

す。

１年ずつの更新という逆になっていますが、釧路に根

付いていただいて、釧路にどんどん成果を出していた

だいて、可能であれば違ったプロジェクトなんかも、

クラウドファンディングになるか分かりませんけど

も、そこは k-Biz さんのお仕事じゃないかもしれませ

んが、そういうのにつながっていくように、どんどん

輪をかけて輪をかけて大きくなるような活動になって

いただけるように祈念しております。

われわれも、改めてまずは自分の商売をしっかりとや

るということになりますけども、釧路市のために協力

しながら頑張っていきたいと思います。

これからもぜひ協力、ジョイントさせていただきなが

ら釧路のためにやっていきたいと思います。これから

もどうぞよろしくお願いいたします。

今日はありがとうございました
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　　　　　　　　　　杉村　荘平会長

　皆さん、こんにち

は。お食事の方はお

続けください。本日

も多数ご出席いただ

きまして、ありがと

うございます。

まずは先週と引き続

きプログラムの件でご報告させていただきたいと思い

ます。54歳以上のワクチンが進んできて、やっとい

い方向に向かうかなと思っていた矢先ですが、緊急事

態宣言が発令されてしまいました。

今年度、年度が始まる前に理事会でコロナに関する規

定については協議済みでございまして、「緊急事態宣

言が発令されたら、自動的に休会でいこう」という申

し合わせをしておりましたので大変残念でございます

が、来週の９月２日と９日の例会は休会とさせていた

だきたいと思っております。

また、宣言明けの 16日ですが、これも例会でお話し

ていたように、私も大変楽しみにしておりました夜例

会を再開する予定でしたが、12日の緊急事態宣言明

けすぐに夜例会というのはさすがに難しいだろうなと

思っております。大変、苦渋の選択でございますが、

今月中、正式に皆さんにメールでプログラムのご案内

をしたいと思います。何卒、ご理解・ご協力いただけ

ればと思っております。

メンバーの皆さんには本当にご迷惑おかけします。特

にプログラム委員会の皆さん、また親睦活動委員会の

皆さまには二転三転のプログラムになりまして、ご迷

惑おかけしております。何卒、事情を理解していただ

いた上で引き続きご協力お願いしたいと思います。

16日には皆さんの元気な顔をもう一回、再開して拝

見したいと思っております。どうぞよろしくお願いい

たします。

暗い話は以上でございまして、先ほど言い忘れました

が、今日の田中君の入会でメンバー数が 100 名に戻

らせていただきました。久々に 100 名復活でござい

ますので、増強委員会の皆さまを含め 105 ぐらいな

るように引き続き頑張っていきたいなと思っておりま

す。どうぞよろしくお願いいたします。

コロナに暗いニュースが多いものですから、今日はコ

ロナに関連して少し明るい有意義なお話を、有意義に

なるかどうか分かりませんが、したいなと思います。

まずはクイズを行いたいと思います。最近、コロナ報

道でカタカナ表記が多くててんやわんやしております

が、ワクチン・ウィルス・インフルエンザ、これ何語

が語源か分かりますか？　多分、天方さんあたり分か

るかと思うのですが。これ、ラテン語が語源でござい

ます。

第２問でございます。インテリ・イクラ、このあたり

はロシア語でございます。ポンコツ・メリハリ・テン

パる・ビビる、これ何語か分かる方いらっしゃいます

か？　天方さん、分かりますか？　残念でございます。

日本語でした。これは日本語なのですね、すみません。

ということで大変有意義なクイズでございました。

もうひとつ、いろいろコロナで調べて全く違う視点で

考えております。コロナで大変多くの犠牲者がいま出

ているところで、少し不謹慎なところもありますが、

これまで毎年コロナ以上に人間を殺してきた生き物が

多数います。この「ベスト３は何だろう」という話です。

ヒントですが、第３位は蛇で５万人。第２位は人間な

のですね、人間で 47万 5,000 人。じゃあ、１位は何

かというところですが、分かる方いらっしゃいますか。

　あっ、中島君が言った、ピンポン。蚊でございます。

蚊が 72万 5,000 人、毎年殺しているようですね。こ

れは何かと言うとご存知の通り、デング熱とかマラリ

アでして、これは蚊を媒介にした犠牲者だとなってお

ります。

この犠牲者の 72万 5,000 人を何とかならんのかとい

う議論があるようです。これ、遺伝子工学を利用して

蚊に不妊になる遺伝子を組み込んで野外に放つだけ、

という研究結果が出ておりまして、もうそろそろ実証

実験に入るようでございます。こうしていくと、だん

だんこの遺伝子が何代も引き継いでいって、その蚊の

集団が絶滅していくという仕組みのようです。自然界

にこんなことやっていいのかという話なのですが、専

門家によると蚊は無くなってもいいという話らしいの

です。人間がそんなジャッジをしていいのかもありま

すけども、そういう話がありました。大変、有意義な

お話でした。

そういうことで、われわれもコロナとやって行かな

きゃならないのですが、人間が今までに撲滅できた疫

病は天然痘だけなのですね。ポリオもロータリーは一

生懸命頑張っていますが、まだ根絶まで至っていない

ので、根絶できたのは天然痘だけということです。

そうすると、コロナとこれからも共存していく選択を

していかなければならないのかなと思います。この共

存ということでいくと、やはり消毒や殺菌という対抗

措置とは別に、子どもの頃からそのウィルスや雑菌に

馴染んで、それから子どもの頃から免疫を作っていく

ことが重要になるようです。そう考えますと、この人

間界は全く同じことで、新しいさまざまな人間と出会

うことによって、自分を成長させることが人間界でも

本当に同じことだと思っております。

このコロナの中でロータリーは、皆さん今日もたくさ

ん来ていただいております。見渡しますと、この釧路

クラブにはさまざまなタイプのウィルスの宝庫として

いっぱいいらっしゃるわけですが、みんなのことです

よ、いらっしゃるわけですが、このウィルスもここに

甘んじることなく、今日の田中君もそうなのですが、

これからもどんどんウィルスを受け入れて、抗体を強

くしていくことが、これから 100 歳、150 歳を迎え

る心身共に健康である釧路クラブにとって、これから

も健康でいく唯一の方法じゃないかと思います。85

周年の会長挨拶でございます。

本日はこれから田辺さんに講演いただきます。非常に

また有意義なワクチンを打っていただけそうなお話で

すので、どんどん皆さんに有意義な抗体を作りながら、

どんどん心身共に健康になっていきたいなと思いま

す。

以上でございます。ありがとうございます。

幹事報告　市橋夛佳丞幹事

　皆さま、こんにちは。幹事報告させていただきます。

他クラブの例会につきましては皆さまにお配りしてお

ります例会報告をご覧いただければと思います。

また、杉村会長からご案内がありましたとおり、当ク

ラブ 9月２日と９月６日の例会を休会とさせていた

だきますので、例会案内に書いてあります次週のプロ

グラムにつきましては休会となりますので、皆さまご

理解をお願いいたします。

また、来週に予定しておりました理事会の開催日も延

期させていただきまして、理事者の皆さま方に改めて

ご連絡させていただきますので、ご承知おきいただけ

ればと思います。

また、先日皆さま方にご協力いただきました熱海豪雨

災害に対する義援金が、2500 地区で取りまとめが終

了して、総額 187 万 1,540 円を皆さま方からのご協

力いただいたという報告が来ております。ご協力あり

がとうございました。

最後ですが、『ロータリーの友』から案内が来ており

ます。この度『日本のロータリー 100 年史』という

書籍が発刊になりました。「在庫がたくさんあるので

皆さまにご協力いただきたい」と、当クラブ在籍のパ

ストガバナー吉田潤司君からロータリーの友第１ゾー

ン顧問を務めているということで案内が来ておりま

す。詳細はホワイトボードに貼っておりますので、ぜ

ひご興味のある方はご確認をいただきたいと思いま

す。

当クラブの方に１セットありますので、ぜひご覧に

なっていただければと思います。ご協力よろしくお願

いいたします。

以上でございます。

スポンサー　石田　博司会員

　田中弘明君をご紹介いたします。

料理空間たなか。先ごろ、栄町公園のＡ面横から越し

て来ました。まだ引っ越してきて間もないが、張り切っ

て仕事しています。

ご家族が奥様とお嬢

さん二人。趣味とし

てはゴルフも麻雀も

しない、お酒は大好

き、ということでわ

れわれとお付き合い

できるとことと思います。

年齢が 44歳なのですが、花の 44歳は３人いるので

すよ。菅原住職、それから純水・純ちゃん、それから

彼が 44歳。

一番若いのは誰でしょう。一番若いのは一番左にいる

副幹事の田内君が 37歳。そういうことで非常に若返

ることになると思います。

以上、簡単ですけれども私からのご紹介といたします。

では、本人からどうぞ。

新入会員の挨拶　田中　弘明君

　皆さま、こんにち

は。今、紹介いただ

きました田中弘明で

ございます。この度

は歴史と伝統のある

釧路ロータリークラ

ブに入会のお許しを

いただきまして、誠にありがとうございます。

私は専門学校卒業後、釧路に戻り調理師として全日空

ホテルで 15年、八千代本店で３年、そして７年前に

『料理空間たなか』という小さな日本料理店を開業い

たしました。

ホテル時代には常陸宮殿下・妃殿下が釧路にお見えに

なった時に代表として責任を持っておもてなしをさせ

ていただいた経験もございます。５年前からは、厚岸

翔洋高校調理科の日本料理の講師もさせていただいて

おります。

今後は釧路ロータリークラブの一員として身を引き締

め、奉仕活動を通じて社会貢献をし、郷土釧路の役に

少しでも立てるよう精進して参ります。

ご指導賜りたくお願い申し上げます。誠にありがとう

ございます。

歓迎の言葉と委員会配属の発表　杉村　荘平会長

　田中君、ご入会おめでとうございます。クラブを代

表いたしまして歓迎申し上げます。

いつも同じ話ばかりで恐縮でございますが、入会は義

務ではなく権利、出席は義務ではな

く権利だと言われております。せっかく入ったロータ

リーですから、その権利を大いに活用

して積極的に溶け込んでいただければと思っておりま

す。

最初の三カ月が、非常にハードルが高くて大変なので

すが、そこを乗り越えていただいて、積極的に参加し

ていただければと思っております。

委員会は増強委員会でございまして、五十嵐委員長は

今日来ておりませんので、池田一己副委員長でござい

ます。どうぞよろしくお願いいたします。

分からないことがあれば委員長・副委員長・スポンサー

になんなりと聞いてください。

よろしくお願いいたします。

クラブ運営委員会　中島　徳政委員長

　プログラム委員会の工藤さんが旅に出られましたの

で、代わりに本日の講師をご紹介させていただきます。

その前に『料理空間たなか』のお店の場所を石田さん

はパスされましたけども、第 15エーワンビルプレミ

アムの２階です。１階が言わずと知れた『金ちゃん』

のあるビルの２階でご商売されております。大変、美

味しいお料理ですので、ぜひ機会があればお願いいた

したいと思います。

それでは、本日のプログラムに入りたいと思います。

本日のプログラムは「k-Biz 開設３周年、実績とサポー

ト実例」ということで、昨年９月３日にご講演いただ

きました釧路市ビジネスサポートセンター　k-Biz　

副センター長の田辺貴久様です。

皆さん、有意義な時間をお過ごしいただければと思い

ます。よろしくお願いいたします。

釧路市ビジネスサポートセンター　k-Biz　

                                  副センター長　田辺　貴久様

　皆さま、こんにち

は。このような場で

お話をさせていただ

く機会をいただきま

して、誠にありがと

うございます。ただ

いま、ご紹介をいた

だきました釧路市ビジネスサポートセンター k-Biz 副

センター長の田辺と申します。この間、８月 21日に

k-Biz 開設いたしまして３周年となりました。今日は

その実績と、k-Biz の方でサポートさせていただきま

した事例をいくつかご紹介させていただきたいと思い

ます。よろしくお願いいたします。

はじめに、釧路市ビジネスサポートセンターは、釧路

市と地元の金融機関・商工会・商工会議所等で運営し

ている「釧路市ビジネスサポート協議会」の下での無

料の経営相談所になっております。こういった相談施

設はいま全国で開設予定を含めて 26か所あるのです

が、釧路はもともと地元の同友会さんからこういった

場所を開設したいというお声をいただきまして、市の

方で開設に至ったということで、地元の皆さまからも

ご協力をいただきながら運営をしております。

具体的には、売り上げアップ、商品のコンセプト作り、

情報発信、等ビジネスのプラスになるようなご提案・

ご相談を行っております。基本的に１回１時間でご予

約制となってています。何度ご利用いただいても、ど

んなサポート受けても無料でご活用いただいておりま

す。

お話を聞く中で会社様や店舗の強みを一緒に見つけ

て、それを伸ばしていくことで売り上げをアップしよ

うということを特徴としています。手ぶらで来ていた

だいて、雑談の中からいろいろヒント、チャンスの兆

しを見つけていくスタイルで行っております。

2018 年８月 21日に開設いたしまして、当初は澄川

センター長 1人でサポート相談を承っていましたが、

非常に多くの方にご

予約を賜りまして、

長い時は２カ月待ち

という状態だったた

め、体制強化をする

ことになり、私が

2019 年 12 月にブ

ランディングマネージャーという肩書で加入させてい

ただきました。

オープンから約 3年の累積相談件数が、ちょうど今

年の７月に累計 5,000 件となりまして、市長にもお

越しいただきまして簡単なセレモニーを行わせていた

だきました。

現在、事業者様でご相談に来ていただいている数が約

750 社様、これは個人事業主の方も入るのですが、

こちらが釧路市に登録されている法人数が約 8,000

と聞いておりますので、１割弱の方にご利用いただい

ている計算になるかと思います。

おかげさまで、k-Biz でご支援した取り組みについて

はテレビ・新聞などでも報道いただいておりまして、

市民の皆さまにも認知いただいているような状況でご

ざいます。

k-Biz ではただいま３人で相談対応させていただいて

おります。センター長の澄川はもともと『リクルート』

で営業のマネージャーをしていた人間です。私は現在、

副センター長として事業全般の相談業務に携わってお

ります。私もリクルートで澄川と同じく住宅メディア

を担当していました。澄川は SUUMO( スーモ ) の営

業で、私は雑誌の編集を行っておりました。

よく「澄川さんに引き抜かれたのか」と言われるので

すが、私がたまたま出張で釧路に来る機会ありまして、

その時に澄川さんが釧路にいたな、ということで、そ

のとき初めてどんな仕事をしているのか話を聞いたの

です。その際に「中小企業の売り上げ支援の仕事をし

ている」との話を聞きまして、非常に有意義な仕事だ

なと思い、私から「もし、求人があるようだったら、

応募させてもらいます」と話をしたのです。もともと

澄川とは直接おなじ部署で働いていたりしたわけでは

なかったのですが、現在はお互いの強みを補完し合い

ながら、チームで協力して業務にあたっています。

もう一人、ＩＴアドバイザーとして佐々木さんがサ

ポート業務を行っています。地元でずっとＩＴ関係の

お仕事されている方で、ホームページの作り方、ある

いはＳＮＳの発信で情報発信・情報作りのサポートを

させていただいております。

k-Biz は、請け負って何か作るという場所ではないの

で、一緒に画面を見ながらホームページの作り方など

をサポートさせていただいて、自力で作れるように

なった方もいます。

スタンスとしては、あくまでも評論家として客観的に

物事を言うのではなくて、一緒にお仕事をしている実

務者のような立場でお話を聞かせていただいていま

す。イメージは「１時間だけ御社の社員です」という

ことで使っていただいております。

一般的に「この業界だとこういうことが一般的ですね」

みたいな話をしても、それがその会社様や店舗様に必

ず合致するか、適切か、は別の話ですので、あくまで

個別にその会社さんや店舗さん、個人の方の特徴に合

わせた「一番、最適なやり方は何か」を考えるように

しています。

私、個人の自己紹介ですが、千葉県出身です。大学卒

業後は一貫して雑誌社にいたのですけれども、なかな

かいい会社に恵まれずに１年ごとに転職をして、やっ

と『リクルート』で 12年勤めました。昨年、機会を

頂戴いたしましてＬＧＢＴの話をさせていただいたの

ですが、会社でも人事部でダイバーシティーの担当を

させていただいておりました。2019 年 12 月に釧路

に引っ越して来まして、ただいま副センター長として

働かせていただいております。

では、K-Biz の３年間の活動実績ということで簡単に

ご紹介させていただきます。

先日 21日、ちょうど開設３周年の日に釧路新聞さん

に大きく取り上げていただいたのですけれども、

2020 年度の相談件数はこれまで最多の 2,025 件で、

今では２～３週間くらいお待ちをいただいて相談対応

させていただいております。

昨日までの件数としましては、累計 5,266 件の相談

対応させていただいております。その内訳としては、

事業全般のご相談が約 3割強、販路開拓のご相談が

約 3割強、情報発信のご相談が約 1割強。新商品・

新サービスのご相談が約 1割強となっています。

それから個人の方ですと創業・独立のサポートとして、

例えば事業計画書作成のお手伝いをしたり、、融資な

どの段取りをお伝えしたりといったことをおこなって

おります。

また、人材確保についてのご相談も多くいただいてお

ります。最近は給与面だけでなく、働き方や職場環境

について重視される傾向もありますので、求人票にそ

うした情報を盛り込むアドバイスなどもさせていただ

いております。

月ごとでみますと、月に 200 件前後ご相談対応させ

ていただいております。この青い部分は新規相談で、

毎月 10件くらいの新規の方にお越しいただいており

ます。おかげさまで、ご紹介で来ていただく方も結構

いらっしゃいます。

相談の申込内容ですが小売りの方、サービス業の方、

飲食の方が多いのですが、製造業の方、あるいは建設

業の方にも来ていただいております。

K-Biz の支援の特徴として、これは各地の Biz を作っ

た小出宗昭さんが仰っている言葉ですが「どんな会社・

どんな方にも必ず光るものがある」ということで、そ

のセールスポイントを見つけて、それがどういったビ

ジネスにつながるのかターゲットを絞ってみたり、あ

るいは利用シーンを想定してそれに合った情報発信を

したり、うまく連携・コラボをするとそのシナジーが

光るところと接点を見出したりといったご提案をさせ

ていただいています。

また、大事にしているのがお金をかけずにチャレンジ

できる、そして必ず実現できそうなことをご提案する

ことになります。それを効果的に情報発信するという

特徴となっています。

では、具体的にどんなサポートさせていただいている

のか実例を少し紹介させていただきます。

こちらは『美味いっタラ！フライ』という商品を製造

販売されている、マルヒ菅野水産加工株式会社さん。

千代ノ浦の方でタラの加工を長らくされている創業約

80年の老舗の水産加工業者さんです。こちらのお写

真に写っていらっしゃるのが、ご存じの方もいらっ

しゃるかもしれませんが、マルヒの母さん。商品開発

を長くされているお母さんが「タラを使ったフライを

作りました」というお話でしたので、こちらの商品の

ブランディングと販路開拓をお手伝いさせていただき

ました。

売上アップを実現したポイントは、マルヒの母さんが

非常にチャーミングな方なので、このキャラクターを

生かすことと、全部手作りですので製造量にも限りが

あるため、どのように売っていったらいいか販売方法

を一緒に考えました。

マルヒの母さん、菅野さんがこの商品を開発したきっ

かけは「魚嫌いの方にも食べてほしい」ということで

した。タラの臭みを抜こうと軽く干して味付けをして、

と、普通の白身魚フライのより、かなり手間をかけた

フライを、２年くらい何度も作って試食して開発され

たとのことでした。課題としては、世の中では白身魚

というと海外で作った物も含めて非常に安いのです

が、このたらフライはこだわった部分をちゃんと伝え

て、適切な価格で販売したい。そのためには、どうい

う風にこのコダワリや特徴を伝えていくかというこ

と、それと美手作りのため大量生産できないので、一

気に売れ過ぎても困るので、売り方を工夫したいとい

うこと。その 2点をどのように解消していくかを一

緒に考えました。

このお母さんのキャラクターが分かるようにと、魚嫌

いの方に食べてもらおうということで、お子さん向け

にもチャーミングに見えるような名前とロゴを一緒に

開発いたしました。

また販路については、もともとマルヒ菅野水産さんは

卸売が中心なのですけれども直売所が工場横に併設さ

れていましたので、直売会を販売方法としました。実

際に「直売所で販売会やりますよ」のチラシも簡易な

ものですがお作りするのをお手伝いしました。さらに

販売会実施をメディアにもお伝えして、新聞等でも紹

介いただいたことで、当日はたくさんの方にお越しい

ただきまして、１回でだいたい 300 セット売れるよ

うな人気の販売会になりました。

直売会のあと、このフライの情報を見た桜ヶ岡のハン

バーグレストランの『ビストロカーサ JiZi』さんでも

メニューで取り扱っていただいております。また、釧

路の城山にある高級品を多く扱っていらっしゃる『ミ

ニスーパーはっとり』さんで取り扱いが決まり、さら

には渋谷に本部があり全国展開する『J.S. BURGERS 

CAFE』でも取り扱っていただいて、じわじわと人気

が出ているところです。

ほかにも例えば地元の阿寒商工会とは、阿寒湖温泉の

クラウドファンディングに『刃牙（バキ）』の作者の

板垣恵介先生を巻き込んで、クラファンを盛り上げる

きっかけ作りをしました。実際に板垣先生が阿寒湖に

来ていただいて、自宅にあったこの刃牙の立像を寄贈

していただいたり、原画をいただいたりと協力してい

ただいて、これは全国ニュースにもなったお話でした。

このほか、今日は時間に限りがあり、他の事例のご紹

介ができないのですが、支援事例を報告書にまとめて

ホームページにも掲載しておりますので、ぜひご覧い

ただければと思います。引き続き、何かお役に立てる

ようなことございましたら、お気軽にお声がけいただ

ければと思っております。これからも地元の皆さまの

お役に立てるように頑張ってまいりますのでどうぞよ

ろしくお願いいたします。

今日はお時間いただきましてありがとうございまし

た。

会長謝辞　杉村　荘平会長

　田辺さん、今日はどうもありがとうございました。

もう少しお喋りいただいても大丈夫だったのですが駆

け足にさせてしまいまして、すみません。ありがとう

ございました。僕も最初、ご相談に行かせていただい

たことありますが、どちらにしても３周年迎えて

5,000 件ということで、素晴らしい実績だと思ってお

ります。

僕は先週もお話しましたけれども、地域あってのロー

タリーだと。何でもそうですけどね。どの商売もそう

だと思っております。何とか地域を良くするヒントを

いただきたいと思いながら、こういう例会も今年はさ

せていただいております。やっぱり地域に活力がある

ように何とかして行きたいと思っている中で、k-Biz 

さんの存在は本当にわれわれ市民にとってもありがた

いことでございます。大変、助かるところでございま

す。

１年ずつの更新という逆になっていますが、釧路に根

付いていただいて、釧路にどんどん成果を出していた

だいて、可能であれば違ったプロジェクトなんかも、

クラウドファンディングになるか分かりませんけど

も、そこは k-Biz さんのお仕事じゃないかもしれませ

んが、そういうのにつながっていくように、どんどん

輪をかけて輪をかけて大きくなるような活動になって

いただけるように祈念しております。

われわれも、改めてまずは自分の商売をしっかりとや

るということになりますけども、釧路市のために協力

しながら頑張っていきたいと思います。

これからもぜひ協力、ジョイントさせていただきなが

ら釧路のためにやっていきたいと思います。これから

もどうぞよろしくお願いいたします。

今日はありがとうございました
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　　　　　　　　　　杉村　荘平会長

　皆さん、こんにち

は。お食事の方はお

続けください。本日

も多数ご出席いただ

きまして、ありがと

うございます。

まずは先週と引き続

きプログラムの件でご報告させていただきたいと思い

ます。54歳以上のワクチンが進んできて、やっとい

い方向に向かうかなと思っていた矢先ですが、緊急事

態宣言が発令されてしまいました。

今年度、年度が始まる前に理事会でコロナに関する規

定については協議済みでございまして、「緊急事態宣

言が発令されたら、自動的に休会でいこう」という申

し合わせをしておりましたので大変残念でございます

が、来週の９月２日と９日の例会は休会とさせていた

だきたいと思っております。

また、宣言明けの 16日ですが、これも例会でお話し

ていたように、私も大変楽しみにしておりました夜例

会を再開する予定でしたが、12日の緊急事態宣言明

けすぐに夜例会というのはさすがに難しいだろうなと

思っております。大変、苦渋の選択でございますが、

今月中、正式に皆さんにメールでプログラムのご案内

をしたいと思います。何卒、ご理解・ご協力いただけ

ればと思っております。

メンバーの皆さんには本当にご迷惑おかけします。特

にプログラム委員会の皆さん、また親睦活動委員会の

皆さまには二転三転のプログラムになりまして、ご迷

惑おかけしております。何卒、事情を理解していただ

いた上で引き続きご協力お願いしたいと思います。

16日には皆さんの元気な顔をもう一回、再開して拝

見したいと思っております。どうぞよろしくお願いい

たします。

暗い話は以上でございまして、先ほど言い忘れました

が、今日の田中君の入会でメンバー数が 100 名に戻

らせていただきました。久々に 100 名復活でござい

ますので、増強委員会の皆さまを含め 105 ぐらいな

るように引き続き頑張っていきたいなと思っておりま

す。どうぞよろしくお願いいたします。

コロナに暗いニュースが多いものですから、今日はコ

ロナに関連して少し明るい有意義なお話を、有意義に

なるかどうか分かりませんが、したいなと思います。

まずはクイズを行いたいと思います。最近、コロナ報

道でカタカナ表記が多くててんやわんやしております

が、ワクチン・ウィルス・インフルエンザ、これ何語

が語源か分かりますか？　多分、天方さんあたり分か

るかと思うのですが。これ、ラテン語が語源でござい

ます。

第２問でございます。インテリ・イクラ、このあたり

はロシア語でございます。ポンコツ・メリハリ・テン

パる・ビビる、これ何語か分かる方いらっしゃいます

か？　天方さん、分かりますか？　残念でございます。

日本語でした。これは日本語なのですね、すみません。

ということで大変有意義なクイズでございました。

もうひとつ、いろいろコロナで調べて全く違う視点で

考えております。コロナで大変多くの犠牲者がいま出

ているところで、少し不謹慎なところもありますが、

これまで毎年コロナ以上に人間を殺してきた生き物が

多数います。この「ベスト３は何だろう」という話です。

ヒントですが、第３位は蛇で５万人。第２位は人間な

のですね、人間で 47万 5,000 人。じゃあ、１位は何

かというところですが、分かる方いらっしゃいますか。

　あっ、中島君が言った、ピンポン。蚊でございます。

蚊が 72万 5,000 人、毎年殺しているようですね。こ

れは何かと言うとご存知の通り、デング熱とかマラリ

アでして、これは蚊を媒介にした犠牲者だとなってお

ります。

この犠牲者の 72万 5,000 人を何とかならんのかとい

う議論があるようです。これ、遺伝子工学を利用して

蚊に不妊になる遺伝子を組み込んで野外に放つだけ、

という研究結果が出ておりまして、もうそろそろ実証

実験に入るようでございます。こうしていくと、だん

だんこの遺伝子が何代も引き継いでいって、その蚊の

集団が絶滅していくという仕組みのようです。自然界

にこんなことやっていいのかという話なのですが、専

門家によると蚊は無くなってもいいという話らしいの

です。人間がそんなジャッジをしていいのかもありま

すけども、そういう話がありました。大変、有意義な

お話でした。

そういうことで、われわれもコロナとやって行かな

きゃならないのですが、人間が今までに撲滅できた疫

病は天然痘だけなのですね。ポリオもロータリーは一

生懸命頑張っていますが、まだ根絶まで至っていない

ので、根絶できたのは天然痘だけということです。

そうすると、コロナとこれからも共存していく選択を

していかなければならないのかなと思います。この共

存ということでいくと、やはり消毒や殺菌という対抗

措置とは別に、子どもの頃からそのウィルスや雑菌に

馴染んで、それから子どもの頃から免疫を作っていく

ことが重要になるようです。そう考えますと、この人

間界は全く同じことで、新しいさまざまな人間と出会

うことによって、自分を成長させることが人間界でも

本当に同じことだと思っております。

このコロナの中でロータリーは、皆さん今日もたくさ

ん来ていただいております。見渡しますと、この釧路

クラブにはさまざまなタイプのウィルスの宝庫として

いっぱいいらっしゃるわけですが、みんなのことです

よ、いらっしゃるわけですが、このウィルスもここに

甘んじることなく、今日の田中君もそうなのですが、

これからもどんどんウィルスを受け入れて、抗体を強

くしていくことが、これから 100 歳、150 歳を迎え

る心身共に健康である釧路クラブにとって、これから

も健康でいく唯一の方法じゃないかと思います。85

周年の会長挨拶でございます。

本日はこれから田辺さんに講演いただきます。非常に

また有意義なワクチンを打っていただけそうなお話で

すので、どんどん皆さんに有意義な抗体を作りながら、

どんどん心身共に健康になっていきたいなと思いま

す。

以上でございます。ありがとうございます。

幹事報告　市橋夛佳丞幹事

　皆さま、こんにちは。幹事報告させていただきます。

他クラブの例会につきましては皆さまにお配りしてお

ります例会報告をご覧いただければと思います。

また、杉村会長からご案内がありましたとおり、当ク

ラブ 9月２日と９月６日の例会を休会とさせていた

だきますので、例会案内に書いてあります次週のプロ

グラムにつきましては休会となりますので、皆さまご

理解をお願いいたします。

また、来週に予定しておりました理事会の開催日も延

期させていただきまして、理事者の皆さま方に改めて

ご連絡させていただきますので、ご承知おきいただけ

ればと思います。

また、先日皆さま方にご協力いただきました熱海豪雨

災害に対する義援金が、2500 地区で取りまとめが終

了して、総額 187 万 1,540 円を皆さま方からのご協

力いただいたという報告が来ております。ご協力あり

がとうございました。

最後ですが、『ロータリーの友』から案内が来ており

ます。この度『日本のロータリー 100 年史』という

書籍が発刊になりました。「在庫がたくさんあるので

皆さまにご協力いただきたい」と、当クラブ在籍のパ

ストガバナー吉田潤司君からロータリーの友第１ゾー

ン顧問を務めているということで案内が来ておりま

す。詳細はホワイトボードに貼っておりますので、ぜ

ひご興味のある方はご確認をいただきたいと思いま

す。

当クラブの方に１セットありますので、ぜひご覧に

なっていただければと思います。ご協力よろしくお願

いいたします。

以上でございます。

スポンサー　石田　博司会員

　田中弘明君をご紹介いたします。

料理空間たなか。先ごろ、栄町公園のＡ面横から越し

て来ました。まだ引っ越してきて間もないが、張り切っ

て仕事しています。

ご家族が奥様とお嬢

さん二人。趣味とし

てはゴルフも麻雀も

しない、お酒は大好

き、ということでわ

れわれとお付き合い

できるとことと思います。

年齢が 44歳なのですが、花の 44歳は３人いるので

すよ。菅原住職、それから純水・純ちゃん、それから

彼が 44歳。

一番若いのは誰でしょう。一番若いのは一番左にいる

副幹事の田内君が 37歳。そういうことで非常に若返

ることになると思います。

以上、簡単ですけれども私からのご紹介といたします。

では、本人からどうぞ。

新入会員の挨拶　田中　弘明君

　皆さま、こんにち

は。今、紹介いただ

きました田中弘明で

ございます。この度

は歴史と伝統のある

釧路ロータリークラ

ブに入会のお許しを

いただきまして、誠にありがとうございます。

私は専門学校卒業後、釧路に戻り調理師として全日空

ホテルで 15年、八千代本店で３年、そして７年前に

『料理空間たなか』という小さな日本料理店を開業い

たしました。

ホテル時代には常陸宮殿下・妃殿下が釧路にお見えに

なった時に代表として責任を持っておもてなしをさせ

ていただいた経験もございます。５年前からは、厚岸

翔洋高校調理科の日本料理の講師もさせていただいて

おります。

今後は釧路ロータリークラブの一員として身を引き締

め、奉仕活動を通じて社会貢献をし、郷土釧路の役に

少しでも立てるよう精進して参ります。

ご指導賜りたくお願い申し上げます。誠にありがとう

ございます。

歓迎の言葉と委員会配属の発表　杉村　荘平会長

　田中君、ご入会おめでとうございます。クラブを代

表いたしまして歓迎申し上げます。

いつも同じ話ばかりで恐縮でございますが、入会は義

務ではなく権利、出席は義務ではな

く権利だと言われております。せっかく入ったロータ

リーですから、その権利を大いに活用

して積極的に溶け込んでいただければと思っておりま

す。

最初の三カ月が、非常にハードルが高くて大変なので

すが、そこを乗り越えていただいて、積極的に参加し

ていただければと思っております。

委員会は増強委員会でございまして、五十嵐委員長は

今日来ておりませんので、池田一己副委員長でござい

ます。どうぞよろしくお願いいたします。

分からないことがあれば委員長・副委員長・スポンサー

になんなりと聞いてください。

よろしくお願いいたします。

クラブ運営委員会　中島　徳政委員長

　プログラム委員会の工藤さんが旅に出られましたの

で、代わりに本日の講師をご紹介させていただきます。

その前に『料理空間たなか』のお店の場所を石田さん

はパスされましたけども、第 15エーワンビルプレミ

アムの２階です。１階が言わずと知れた『金ちゃん』

のあるビルの２階でご商売されております。大変、美

味しいお料理ですので、ぜひ機会があればお願いいた

したいと思います。

それでは、本日のプログラムに入りたいと思います。

本日のプログラムは「k-Biz 開設３周年、実績とサポー

ト実例」ということで、昨年９月３日にご講演いただ

きました釧路市ビジネスサポートセンター　k-Biz　

副センター長の田辺貴久様です。

皆さん、有意義な時間をお過ごしいただければと思い

ます。よろしくお願いいたします。

釧路市ビジネスサポートセンター　k-Biz　

                                  副センター長　田辺　貴久様

　皆さま、こんにち

は。このような場で

お話をさせていただ

く機会をいただきま

して、誠にありがと

うございます。ただ

いま、ご紹介をいた

だきました釧路市ビジネスサポートセンター k-Biz 副

センター長の田辺と申します。この間、８月 21日に

k-Biz 開設いたしまして３周年となりました。今日は

その実績と、k-Biz の方でサポートさせていただきま

した事例をいくつかご紹介させていただきたいと思い

ます。よろしくお願いいたします。

はじめに、釧路市ビジネスサポートセンターは、釧路

市と地元の金融機関・商工会・商工会議所等で運営し

ている「釧路市ビジネスサポート協議会」の下での無

料の経営相談所になっております。こういった相談施

設はいま全国で開設予定を含めて 26か所あるのです

が、釧路はもともと地元の同友会さんからこういった

場所を開設したいというお声をいただきまして、市の

方で開設に至ったということで、地元の皆さまからも

ご協力をいただきながら運営をしております。

具体的には、売り上げアップ、商品のコンセプト作り、

情報発信、等ビジネスのプラスになるようなご提案・

ご相談を行っております。基本的に１回１時間でご予

約制となってています。何度ご利用いただいても、ど

んなサポート受けても無料でご活用いただいておりま

す。

お話を聞く中で会社様や店舗の強みを一緒に見つけ

て、それを伸ばしていくことで売り上げをアップしよ

うということを特徴としています。手ぶらで来ていた

だいて、雑談の中からいろいろヒント、チャンスの兆

しを見つけていくスタイルで行っております。

2018 年８月 21日に開設いたしまして、当初は澄川

センター長 1人でサポート相談を承っていましたが、

非常に多くの方にご

予約を賜りまして、

長い時は２カ月待ち

という状態だったた

め、体制強化をする

ことになり、私が

2019 年 12 月にブ

ランディングマネージャーという肩書で加入させてい

ただきました。

オープンから約 3年の累積相談件数が、ちょうど今

年の７月に累計 5,000 件となりまして、市長にもお

越しいただきまして簡単なセレモニーを行わせていた

だきました。

現在、事業者様でご相談に来ていただいている数が約

750 社様、これは個人事業主の方も入るのですが、

こちらが釧路市に登録されている法人数が約 8,000

と聞いておりますので、１割弱の方にご利用いただい

ている計算になるかと思います。

おかげさまで、k-Biz でご支援した取り組みについて

はテレビ・新聞などでも報道いただいておりまして、

市民の皆さまにも認知いただいているような状況でご

ざいます。

k-Biz ではただいま３人で相談対応させていただいて

おります。センター長の澄川はもともと『リクルート』

で営業のマネージャーをしていた人間です。私は現在、

副センター長として事業全般の相談業務に携わってお

ります。私もリクルートで澄川と同じく住宅メディア

を担当していました。澄川は SUUMO( スーモ ) の営

業で、私は雑誌の編集を行っておりました。

よく「澄川さんに引き抜かれたのか」と言われるので

すが、私がたまたま出張で釧路に来る機会ありまして、

その時に澄川さんが釧路にいたな、ということで、そ

のとき初めてどんな仕事をしているのか話を聞いたの

です。その際に「中小企業の売り上げ支援の仕事をし

ている」との話を聞きまして、非常に有意義な仕事だ

なと思い、私から「もし、求人があるようだったら、

応募させてもらいます」と話をしたのです。もともと

澄川とは直接おなじ部署で働いていたりしたわけでは

なかったのですが、現在はお互いの強みを補完し合い

ながら、チームで協力して業務にあたっています。

もう一人、ＩＴアドバイザーとして佐々木さんがサ

ポート業務を行っています。地元でずっとＩＴ関係の

お仕事されている方で、ホームページの作り方、ある

いはＳＮＳの発信で情報発信・情報作りのサポートを

させていただいております。

k-Biz は、請け負って何か作るという場所ではないの

で、一緒に画面を見ながらホームページの作り方など

をサポートさせていただいて、自力で作れるように

なった方もいます。

スタンスとしては、あくまでも評論家として客観的に

物事を言うのではなくて、一緒にお仕事をしている実

務者のような立場でお話を聞かせていただいていま

す。イメージは「１時間だけ御社の社員です」という

ことで使っていただいております。

一般的に「この業界だとこういうことが一般的ですね」

みたいな話をしても、それがその会社様や店舗様に必

ず合致するか、適切か、は別の話ですので、あくまで

個別にその会社さんや店舗さん、個人の方の特徴に合

わせた「一番、最適なやり方は何か」を考えるように

しています。

私、個人の自己紹介ですが、千葉県出身です。大学卒

業後は一貫して雑誌社にいたのですけれども、なかな

かいい会社に恵まれずに１年ごとに転職をして、やっ

と『リクルート』で 12年勤めました。昨年、機会を

頂戴いたしましてＬＧＢＴの話をさせていただいたの

ですが、会社でも人事部でダイバーシティーの担当を

させていただいておりました。2019 年 12 月に釧路

に引っ越して来まして、ただいま副センター長として

働かせていただいております。

では、K-Biz の３年間の活動実績ということで簡単に

ご紹介させていただきます。

先日 21日、ちょうど開設３周年の日に釧路新聞さん

に大きく取り上げていただいたのですけれども、

2020 年度の相談件数はこれまで最多の 2,025 件で、

今では２～３週間くらいお待ちをいただいて相談対応

させていただいております。

昨日までの件数としましては、累計 5,266 件の相談

対応させていただいております。その内訳としては、

事業全般のご相談が約 3割強、販路開拓のご相談が

約 3割強、情報発信のご相談が約 1割強。新商品・

新サービスのご相談が約 1割強となっています。

それから個人の方ですと創業・独立のサポートとして、

例えば事業計画書作成のお手伝いをしたり、、融資な

どの段取りをお伝えしたりといったことをおこなって

おります。

また、人材確保についてのご相談も多くいただいてお

ります。最近は給与面だけでなく、働き方や職場環境

について重視される傾向もありますので、求人票にそ

うした情報を盛り込むアドバイスなどもさせていただ

いております。

月ごとでみますと、月に 200 件前後ご相談対応させ

ていただいております。この青い部分は新規相談で、

毎月 10件くらいの新規の方にお越しいただいており

ます。おかげさまで、ご紹介で来ていただく方も結構

いらっしゃいます。

相談の申込内容ですが小売りの方、サービス業の方、

飲食の方が多いのですが、製造業の方、あるいは建設

業の方にも来ていただいております。

K-Biz の支援の特徴として、これは各地の Biz を作っ

た小出宗昭さんが仰っている言葉ですが「どんな会社・

どんな方にも必ず光るものがある」ということで、そ

のセールスポイントを見つけて、それがどういったビ

ジネスにつながるのかターゲットを絞ってみたり、あ

るいは利用シーンを想定してそれに合った情報発信を

したり、うまく連携・コラボをするとそのシナジーが

光るところと接点を見出したりといったご提案をさせ

ていただいています。

また、大事にしているのがお金をかけずにチャレンジ

できる、そして必ず実現できそうなことをご提案する

ことになります。それを効果的に情報発信するという

特徴となっています。

では、具体的にどんなサポートさせていただいている

のか実例を少し紹介させていただきます。

こちらは『美味いっタラ！フライ』という商品を製造

販売されている、マルヒ菅野水産加工株式会社さん。

千代ノ浦の方でタラの加工を長らくされている創業約

80年の老舗の水産加工業者さんです。こちらのお写

真に写っていらっしゃるのが、ご存じの方もいらっ

しゃるかもしれませんが、マルヒの母さん。商品開発

を長くされているお母さんが「タラを使ったフライを

作りました」というお話でしたので、こちらの商品の

ブランディングと販路開拓をお手伝いさせていただき

ました。

売上アップを実現したポイントは、マルヒの母さんが

非常にチャーミングな方なので、このキャラクターを

生かすことと、全部手作りですので製造量にも限りが

あるため、どのように売っていったらいいか販売方法

を一緒に考えました。

マルヒの母さん、菅野さんがこの商品を開発したきっ

かけは「魚嫌いの方にも食べてほしい」ということで

した。タラの臭みを抜こうと軽く干して味付けをして、

と、普通の白身魚フライのより、かなり手間をかけた

フライを、２年くらい何度も作って試食して開発され

たとのことでした。課題としては、世の中では白身魚

というと海外で作った物も含めて非常に安いのです

が、このたらフライはこだわった部分をちゃんと伝え

て、適切な価格で販売したい。そのためには、どうい

う風にこのコダワリや特徴を伝えていくかというこ

と、それと美手作りのため大量生産できないので、一

気に売れ過ぎても困るので、売り方を工夫したいとい

うこと。その 2点をどのように解消していくかを一

緒に考えました。

このお母さんのキャラクターが分かるようにと、魚嫌

いの方に食べてもらおうということで、お子さん向け

にもチャーミングに見えるような名前とロゴを一緒に

開発いたしました。

また販路については、もともとマルヒ菅野水産さんは

卸売が中心なのですけれども直売所が工場横に併設さ

れていましたので、直売会を販売方法としました。実

際に「直売所で販売会やりますよ」のチラシも簡易な

ものですがお作りするのをお手伝いしました。さらに

販売会実施をメディアにもお伝えして、新聞等でも紹

介いただいたことで、当日はたくさんの方にお越しい

ただきまして、１回でだいたい 300 セット売れるよ

うな人気の販売会になりました。

直売会のあと、このフライの情報を見た桜ヶ岡のハン

バーグレストランの『ビストロカーサ JiZi』さんでも

メニューで取り扱っていただいております。また、釧

路の城山にある高級品を多く扱っていらっしゃる『ミ

ニスーパーはっとり』さんで取り扱いが決まり、さら

には渋谷に本部があり全国展開する『J.S. BURGERS 

CAFE』でも取り扱っていただいて、じわじわと人気

が出ているところです。

ほかにも例えば地元の阿寒商工会とは、阿寒湖温泉の

クラウドファンディングに『刃牙（バキ）』の作者の

板垣恵介先生を巻き込んで、クラファンを盛り上げる

きっかけ作りをしました。実際に板垣先生が阿寒湖に

来ていただいて、自宅にあったこの刃牙の立像を寄贈

していただいたり、原画をいただいたりと協力してい

ただいて、これは全国ニュースにもなったお話でした。

このほか、今日は時間に限りがあり、他の事例のご紹

介ができないのですが、支援事例を報告書にまとめて

ホームページにも掲載しておりますので、ぜひご覧い

ただければと思います。引き続き、何かお役に立てる

ようなことございましたら、お気軽にお声がけいただ

ければと思っております。これからも地元の皆さまの

お役に立てるように頑張ってまいりますのでどうぞよ

ろしくお願いいたします。

今日はお時間いただきましてありがとうございまし

た。

会長謝辞　杉村　荘平会長

　田辺さん、今日はどうもありがとうございました。

もう少しお喋りいただいても大丈夫だったのですが駆

け足にさせてしまいまして、すみません。ありがとう

ございました。僕も最初、ご相談に行かせていただい

たことありますが、どちらにしても３周年迎えて

5,000 件ということで、素晴らしい実績だと思ってお

ります。

僕は先週もお話しましたけれども、地域あってのロー

タリーだと。何でもそうですけどね。どの商売もそう

だと思っております。何とか地域を良くするヒントを

いただきたいと思いながら、こういう例会も今年はさ

せていただいております。やっぱり地域に活力がある

ように何とかして行きたいと思っている中で、k-Biz 

さんの存在は本当にわれわれ市民にとってもありがた

いことでございます。大変、助かるところでございま

す。

１年ずつの更新という逆になっていますが、釧路に根

付いていただいて、釧路にどんどん成果を出していた

だいて、可能であれば違ったプロジェクトなんかも、

クラウドファンディングになるか分かりませんけど

も、そこは k-Biz さんのお仕事じゃないかもしれませ

んが、そういうのにつながっていくように、どんどん

輪をかけて輪をかけて大きくなるような活動になって

いただけるように祈念しております。

われわれも、改めてまずは自分の商売をしっかりとや

るということになりますけども、釧路市のために協力

しながら頑張っていきたいと思います。

これからもぜひ協力、ジョイントさせていただきなが

ら釧路のためにやっていきたいと思います。これから

もどうぞよろしくお願いいたします。

今日はありがとうございました

本日のニコニコ献金

■木下　正明君　武漢ウィルス下のどさくさに紛れて娘と息子が結婚しました。

今年度累計　　82,000 円　　
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　　　　　　　　　　杉村　荘平会長

　皆さん、こんにち

は。１カ月ぶりの再

開でございます。ま

ずは、皆さんの元気

なお顔を拝見して例

会を再開できたこと

に感謝申し上げま

す。

いま、入ったニュースですが、佐藤貴之君とテーブル

で話をしていましたら、野球の報告なのですが、ご子

息がリトルシニアに入られていて、旭川大学校付属高

校に特別優先推薦入学が決まったようです。おめでと

うございます。活躍をご期待しております。

そのような子どもたちがどんどん出てくることを祈り

ながらこの活動をやっている訳ですので、本当に良い

ことだと思いました。おめでとうございます。

１カ月ぶりの再開ですが、皆さん、いろいろスケジュー

ルの方でご迷惑をおかけしております。まずは、今週

末に『地区大会』が開催されます。今回は釧路での開

催となりますが、コロナ対策のために本会場は交流セ

ンターですけれども、第７分区のクラブは全日空ホテ

ルでの別会場となります。いろいろ手法も変わってく

るようでして、多少、皆さんにご不便をおかけするこ

とがあるかもしれませんが、ぜひご出席とご協力をよ

ろしくお願いしたいと思います。

また、28日には『ガバナー公式訪問』『クラブ協議会』

を開催させていただきます。少し時間が空いてしまい

ましたので、発表をされる各委員長の皆さんにおかれ

ましては抜かりなくご準備をしていただければと思い

ます。どうぞよろしくお願いいたします。

続きまして、もう何回「いよいよ」と言ったか分かり

ませんが、いよいよ 21日に「夜例会」を再開させて

いただくことで進めております。親睦の皆さんにはご

活躍を期待しておりますけれども、皆さんもぜひご理

解とご協力をいただきながら大いにロータリーを楽し

める夜例会にしていきたいと思います。どうぞよろし

くお願いいたします。

お休みの間、テレビなどを見ておりましたらコロナの

ニュースがひっきりなしに流れておりました。この

ニュースを見ていると、改めて世の中にはいろいろな

意見があり、そのいろいろな意見の中でひとつの答え

を出すということは本当に難しいことだと思っており

ました。

また、私のネタでございますが、小学校１年生の時の

ことを思い出しました。何てことのない話しですがご

紹介させていただきたいと思います。

　１年生の時に、授業で天気の関係の授業をやってい

たと思うのですが、その時に、担任の先生が「皆さん

は雨の日と晴れの日、どっちがいい」と聞きました。

クラスのみんなが「晴れの日が良い」と。だいたいク

ラス全員が言いますよね。そうすると担任の先生が「そ

うですか、じゃあ雨が降って欲しいと思っている人は

いないのかな」と言うのです。そうすると自信満々に

杉村少年が「そんな人いるわけないでしょ。晴れが良

いに決まっているでしょ」と言うわけです。そうする

と先生が「じゃあ荘平君、農家の人は雨が降らなかっ

たら困るよね。雨が降って欲しいと思わないのかな」

と言うのです。そうすると杉村少年はもう脳天に雷が

ズガガガガガーンと落ちました。なるほど、と。自分

が間違いないと思っていることにも必ず反対意見があ

るんだ、答えはひとつじゃないのだ、と。いまでも思

い出す僕にとっては大切な出来事でございました。

また、もうひとつ、答えが難しいというお話を紹介さ

せてもらいます。これは皆さんご存じかもしれません

が、イソップ童話で『ロバを売りに行く親子』という

物語がありまして、ご紹介をします。

親子がロバを売りに市場へ行くわけです。２人でロバ

を引いて歩いていると道路にいる人が「何をやってい

るのだ。せっかくロバを引いているのだからロバに乗

らないともったいない」と言うのです。なるほどとい

うことで、今度は息子を乗せてロバを引いて歩きます。

すると通った人がその子どもを見て、「親を歩かせて

息子がロバに乗っているとはどういうことだ」と言う

わけです。すると「分かった」と、今度はお父さんが

ロバに乗るわけです。また通った人が、「子どもを歩

かせて親が乗っているとはどういう親だ」と言われま

す。すると、今度は親子２人がロバに乗るわけです。

また通った人が「ロバがかわいそうだ。２人も乗せて

重そうだ。もっとロバを楽にさせてあげろ」と言うわ

けです。すると親子は、ロバの両足をひもでくくりつ

けて棒で担いで今度はロバを持ち歩いて向かいます。

すると、橋の上で嫌がったロバが暴れ出して落ちてロ

バが死んでしまうというお話です。

これは、人の意見を聞き過ぎて振り回されてしまうと

いうお話です。この教訓は、人の意見を聞きながらも

しっかりとした自分の意見・考え方・信念を持つこと

が大事です、ということかと思います。

僕はここでもうひとつ大切なことは、目的と手段を

しっかりと区別する考えを持つことが大事なのだろう

と思っています。この場合、この親子の目的はロバを

売ってお金に換えることが目的で、市場へ行くことは

あくまで手段です。だから、この親子はこのロバを売

るという目的をしっかり理解さえしていれば、人の意

見に左右されずに市場に着けたのではないかと思いま

す。

ということでコロナの話に戻りますけれども、目的は

皆さんが平和で豊かな生活を送られるようになること

で、コロナ対策はあくまで手段でしかないと思ってお

ります。ですから大事なことは、みんなでしっかりと

知恵を出し合って、前を向いて、目的と手段を履き違

えないようにして向かって行くことだと思いました、

という話でございます。

　わがロータリーもこの令和３年の 10月、ここが目

的達成への分岐点になるようにみんなで祈念しながら

例会を今日から再開していきたいと思います。

　どうぞよろしくお願いいたします。

幹事報告　市橋　多佳丞幹事

　皆さま、改めまし

てこんにちは。私か

ら幹事報告をさせて

いただきます。

いま杉村会長からも

ございましたが、今

度の日曜日に『地区

大会』が行われます。９時 45分を目途に国際交流セ

ンターの入口にて皆さまとの写真撮影を行いたいと考

えております。皆さま、お時間をお忘れなきようにご

移動をお願いいたします。

写真撮影の後、ANAクラウンプラザホテル釧路に移

動をしていただき、そちらの会場にて同時中継の地区

大会を見ていただく流れになります。その後、同部屋

にて昼食をとっていただきます。

その後、同じ場所で第１から第８分区のクラブの方が

食事をとる関係上、皆さまには食事のお席から一度ご

退席をいただくという少々面倒くさい動きになってお

ります。なんとか協力をして地区大会を成功に持って

行きたいと思っておりますので、皆さまのご協力をよ

ろしくお願い申し上げます。詳細につきましては本例

会後、事務局より案内を送付させていただきますので

ご覧いただければと思っております。

　続きまして、先ほど杉村会長からもありました『夜

間例会』を 10月 21日に再開予定となっていて、本

日ご案内をさせていただきます。とりまとめの期日が

短くなっておりますけれども皆さまのご出席を心より

お待ちしておりますのでよろしくお願いいたします。

　また、10月 28日の第４例会にて『ガバナー公式

訪問』が行われます。本日、皆さまのパーソナルボッ

クスに活動計画書を配布させていただきました。そち

らを当日午前中に行われる『クラブ協議会』で使用し

ますので、お忘れのなきようにお願い申し上げます。

こちらも本日ご案内を皆さまに送付させていただく予

定となっております。

　また、今月 10月のロータリーレートは 112 円と

なっております。

また、本例会終了後、理事会が行われますので理事者

の皆さまはローズホールの方へご移動をお願いいたし

ます。

　以上でございます。

青少年奉仕委員会　佐藤 貴之委員長　

　青少年奉仕委員

会佐藤でございま

す。先ほど杉村会

長からお話が出る

と思っておりませ

んでしたのでニコ

ニコをしておりま

せんでしたが、後ほどニコニコをさせていただきたい

と思います。よろしくお願いいたします。

　それでは、本日のプログラム『全道中学親善硬式野

球大会』の大会報告をさせていただきたいと思います。

例年ですと、このプログラムでは『ライラセミナー』

も同時にご報告させていただくのですけれども、今年

度はライラが中止となっておりますので、本年度は野

球大会の報告のみとさせていただきます。

　本日は、まず７分ほどの動画をご覧になってから、

監督にご挨拶をいただきたいと思います。それでは動

画をお願いいたします。

（全道中学親善硬式野球大会動画　鑑賞）

釧路リトルシニア球団監督　橘　　幸司様

　皆さん、こんに

ちは。ただいまご

紹介いただきまし

た釧路リトルシニ

ア監督の橘と申し

ます。よろしくお

願いいたします。

本年も『全道中学親善硬式野球大会』の開催に向けご

尽力いただきました全ての方に感謝申し上げます。あ

りがとうございました。

11回目となる今大会は、このコロナ禍での開催とな

りましたので、規模を大幅に縮小して道東地区の３

チームによる総当たりで実施いたしました。十勝帯広

チーム・大空チーム・釧路、この３チームは毎年近郊

ということもあり練習試合を常に行っており、相手の

手の内も知る仲ではありましたが大会という緊張感を

持った試合はやはり練習試合とは全く違う雰囲気で選

手はプレーできていたと感じました。結果は釧路チー

ムが優勝ということになりました。

今回は少々規模が縮小した分、総当たりということも

ありまして、選手に個人賞を設定することを初めて

行ってみました。選手はとても喜んでおりました。

　また、グランドを提供していただきました釧路工業

高校の皆さんが、グランドを貸すだけではなく、整備

やお手伝いなど全てをしていただけて、良い指導をさ

れていると強く感じ、見習わなくてはいけないと思い

ました。さすが高校生と感じました。

　当球団ですが、現在、３年生９名が引退して１・２

年生 14名で活動をしております。常に全道大会です

ので移動が大変なのですが、14名で活動をしており

ます。ただ、団員数不足は否めないので、皆さまのお

近くに野球少年がおられましたらぜひご紹介いただけ

ればと思います。

重ねてですが、当球団ＯＢの佐藤龍世選手ですが、今

シーズン途中で北海道日本ハムファイターズに移籍を

してまいりました。一軍の試合にも出させていただい

ておりますので、併せてご声援いただければと思いま

す。

今後も本大会を継続し、釧路の地にまだまだ根付かぬ

中学硬式野球の発展と野球人口の増加、釧路の野球の

底上げの一端を担っていければと思っております。次

年度以降も全道中学親善硬式野球大会開催に向け皆さ

まのご理解ご協力をお願いいたします。

本日は、どうもありがとうございました。

『会員卓話』

　クラブ運営委員会　中島 徳政委員長　

　この後は、『会員卓話』でお時間を使わせていただ

きたいと思います。

いまのＶＴＲは佐藤君が作りましたので、かしこに

ロータリー色の多いビデオとなっておりました。ご苦

労様でした。

　それではこの後、須藤さんに会員卓話という形で。

須藤さんは『旅する鍼灸院』という本を著作され販売

されております。本日はご厚意で、皆さんに一冊ずつ

お持ち帰りいただければとテーブルの方に置かせてい

ただきましたのでご紹介をさせていただきます。

　それでは、須藤様、お願いいたします。

あんずの種 釧路本院院長　須藤　隆明君

　皆さま、こんに

ちは。あんずの種

の須藤隆明と申し

ます。いま言われ

たような形で『旅

する鍼灸院』とい

う本を出したので

「お話をしてください」と言われて、このような場に

呼んでいただきお話をさせてもらうことを嬉しく思っ

ています。

釧路ロータリークラブに入って 4年目になるのです

が、あまり活動ができないところもありますけれども、

僕にとってロータリークラブとはすごく異質な世界と

思って少々ドキドキ、勇気を持ちながら入ったのです

けれども、このような私を温かく迎え入れてくれてい

る仲間の方がたくさんいたこと、本当に嬉しくて感謝

したいと申します。

今日は、時間が限られているのですけれども伝えたい

ことは、この異質なものに飛び込むということはいい

なという話と、僕 35年間鍼灸師として健康のことを

やっていています。いろいろな健康法がありますけれ

ども、この『旅』も健康法のひとつではないかと思っ

ていることなのでその話をさせていただきます。

杉村少年ならぬ須藤少年も小学校のころ、米町公園か

ら海を見ていると外国船などたくさんの船が入ってい

て、それを見ては「いつか遠くへ行ってみたい。外国

へ行ってみたい」という夢見心地な少年を過ごしてい

ました。大学へ入ったときに探検部というクラブに

入っていろいろ活動をすることが増えました。いろい

ろな所へ行ってきました。

今日みたいな青空を見ていますと、32年前の 10月

の今頃は台湾にいました。鍼灸学校を出て中国に留学

をしようと思っていましたけれども、ちょうど 1989

年の「天安門事件」があって中国へ行けなくなって、

その間、台湾で勉強をしたり中国語を習おうと思って

半年暮らしていました。10月 10日が台湾の建国記

念日で、街は活気溢れておめでたいところですけれど

も、その時僕は 1,200 円～ 1,300 円の安宿に泊まっ

ていました。宿の 2階のテラスから見上げると立派

なシエラトンホテルが見えて、いまはものすごく立派

なホテルがたくさんありますけれども、「いつか将来

あのようなホテルに泊まれるようになりたい」と思い

ながらなかなか泊まれなかったのです。恥ずかしい話

しですけれども、上の方に泊まり客のみのプールがあ

るのですけれども、泊まり客のふりをしてごまかして

入ってチャプチャプして、いけないことをやっていて

台湾の方あるいはシエラトンホテルには申し訳ないと

思ったのですけれども、４年前に念願のシエラトンに

も泊まることができました。

　もう皆さん方は世界をあちこち行かれている方ばか

りですけれども、僕がひとつ自慢できることは、19

歳の時に初めて世界をグルッと回るバックパッカーを

やっている時はものすごい貧乏旅行だったということ

です。台湾の時もそうでしたけれど、その前の時も限

りなく貧乏旅行をしながら、ルートは飛行機などはあ

まりなく陸路などが多かったです。世界最悪の陸路の

国境越えという南イランからパキスタンへ抜けるルー

トで、そこを超える時や、砂漠で移動をしている時に

バスから急に下ろされて、何もない所でヒッチハイク

でギリギリ帰れて生き延びたり、ケニアではパンツに

隠していたお金を税関の人にピュッとポッケされたり

など結構ハラハラすることもあったり。

人生の中では、火事で家が一軒丸焼けになったことも

ありますけれども、いろいろなことを乗り越えて、人

生っておかしいですけれども「何とかなるな」という

哲学だけは持って帰って来ました。詳しくはその本に

書いてありますので、読んでいただければ。

今日、本をプレゼントされて良かったと思う人が半分

ぐらいで、余計なゴミが増えたと思う方も多いかもし

れませんけれども、帰りにゴミ箱に入っていないこと

を秘かに祈りながらお話をします。

先ほど言った「旅が健康法だ」というひとつは、僕自

身がそうでした。鍼灸院を開業してから忙しくバタバ

タしたり、ストレスが溜まってこの辺が重苦しくなっ

て、知り合いの医者に診てもらって。自分ではお酒も

好きでしたから肝臓がんかと思いましたけれども検査

の結果は「異常なし」、ただ疲れやすい、やる気がで

ない、体重が何となく減ってくる。会うと「須藤君、

痩せたね」と言われると何かドキっとする。「痩せたね」

と言われて嬉しい時もあったけれど、そういう時は何

かドキっとしてあまり嬉しくない時でありました。

ずっと動けないでいたので、南のクックという島に何

もしないで１週間ぐらいいました。このような仕事を

やっていますから、自分で針を打ったり漢方薬を使っ

たりいろいろやっても全然良くならなかったのが、１

週間、海の前でボーっとしているだけですぐに良くな

りました。鍼灸師としては「なぜ針だけで治せなかっ

たのだろう」と悔しい思いもあるけれど、でも何か異

質な世界で言葉が通じない、使うお金も違う、食べる

物も違う、という所にいることで、何か細胞には良い

方向に変わる力があったのか、という気がしました。

その後、皮膚がすごく弱くて、この辺がブツブツだら

けでした。鍼灸師をしていて今はマスクをしていても

「コロナだからね」と言われるけれど、当時はずっと

マスクをしていると「どうしたのですか」と言われた

り、あるいは会合に行くと「鍼灸師は自分の顔の治療

はできないの」と言われて、情けないというかショッ

クだった時期が結構長くありました。けれど波があっ

て良かったり悪かったりしていましたが、それはケニ

アに行ってまた少々異質な世界に触れて帰って来たら

嘘のようにきれいに治りました。

これも本当に「なぜか」という話で、自分では思って

いました。いま患者さんとお話をしていると、どこか

へ行こうとか、どこかへ行って帰って来たら元気にな

る人が多いです。だから何か非日常の世界に行って、

いつもと違う時間を過ごすことがストレスの解消にな

ると言えば簡単ですけれども、それだけではない遺伝

子のスイッチなのか何のスイッチなのか分かりません

けれども、そのようなもので元気になる可能性がある

というところ、それを伝えたくて『旅する鍼灸院』と

いう本を出版しました。

いま釧路と宮古島を行ったり来たりしながら。よく「釧

路にいないでしょ」と言われますが、いま行っている

時が３カ月に２週間ぐらいなので、だいたいはこっち

にいます。行ったり来たりで3,000㎞を移動するので、

「疲れるでしょう」と言われるけれど、僕にとっては

行かない方が疲れるというか。緊急事態で行けなかっ

た時もありましたが次の日曜日にまた久しぶりに宮古

島に行けます。まだ宮古は 30度あるので、釧路の今

朝の５度ぐらいの所から移動をすると 30度近い気温

差があります。「そんなに気温差があって風邪を引き

ませんか」と聞かれたりします。サウナから水風呂に

入った時は何となく元気になりますよね。その感じな

のです。中途半端に東京から戻って来ると風邪を引い

たりするけれども、それくらい変わっている所の刺激

を受けると自分もいま元気で、特に薬を飲んだりする

こともなくやって来られているのは旅をしていること

が大きいと思うので、何か異質なところに飛び込む、

チャレンジをしてみるということも良いかと思いま

す。

ありがたいことにロータリークラブに入れていただい

て、こちらにいらっしゃる方でも針治療をやったこと

のない方も来てくれたりしています。『あんずの種』

の針を受けたことがないという方には多分ものすごく

異質な世界だと思います。針だけでも異質だし、『あ

んずの種』はあまり認知されていなですけどいいろい

ろなことをやっているので、そこの異質な世界の扉を

開くと、もしかしたらもっと違う元気な自分になった

りするかもしれません。

この本を読んだ人の感想が嬉しいことに「何か読んだ

ら元気になった」「心がちょっと楽になった」「どこか

へ行きたくなった」「何か新しいことをやってみたく

なった」という人も多いので参考にしていただいて。

ちょっと見てこの本にも旅をしてほしいので、あまり

面白くないと思ったら興味のありそうな人にあげてく

れたりしてくれると嬉しく思います。

これでお話を終わります。まだ大丈夫ですか。ありが

とうございます。

先ほど言った「なぜロータリークラブが異質か」です。

先ほど言った貧乏生活が長くて、家は普通ですけれど、

自分がそのような世界が好きで、お金を使わない生活

をやりながら旅行資金を貯めては外国へ行き、また

戻って来てバイトをして三畳一間ぐらいでパンとラー

メンの生活が当たり前、そのような習慣があったから

仕事を始めてからもそのような意識があまりなく、「食

べていければいい」ぐらいに思っていて、仕事の意義

と理念とか「ウチの治療院は何のためにあるのか」を

あまり考えていなかったから。

夫婦 2人で暮らしていければ良いと思っている時に、

11月の風が強い日に丸焼けになってしまいました。

タイマースイッチで入ったストーブから強風で集合煙

突が割れてカーテンに引火して、１階が火の海になっ

ていたのです。２階で夫婦で寝ていて、きな臭い臭い

がして何だろうと思ってドアを開けたらもうブワっ

と、前髪がチリチリっと焼けて。「起きろー！」と。

低血圧の妻も何か尋常ならぬ声で降りて来て、

「わー！」と。

釧望台という釧路町の奥、かなり田舎の一軒家を

300 万円で買って住んでいました。向かいの家に頼

んで 119 番をしてもらったのですけれども、なかな

か消防車が来ないのです。来ない間に、どんどん燃え

て、僕の車も溶ける、バイクも溶けるという状況です。

車が来たと思ったら消防車ではなくＮＨＫの中継車

で、カメラが回っていました。消防車よりもＮＨＫが

早くて、釧路町は何をやっているかと。来ない原因が

分かりませんが、その後 2台で消防隊員が強力な放

水をして火事を止めてくれました。その時、消火活動

に当たる人と僕に１人張り付く消防士がいて「須藤さ

ん、夕べは何時ころ寝ましたか。酒は飲みましたか。

たばこは吸いましたか」など、いろいろ聞いてきます。

きっと火事の出火原因を調べるのかと。後から聞いた

のですが、必要な情報を後からゆっくり調べるのでは

なく、ちょっと焦っている時に本当のことを言うらし

いから、というのです。「お酒は飲みましたけれど、

たばこは吸っていません」などいろいろなことを言い

ながら、その消防士の最後の一言が「須藤さん、誰か

に恨まれていませんか」。ドキっとしてね。昔の彼女

からそのようなことはないしと思いながら、でも例え

ば放火みたいなことも含めてそのような時に聞くのだ

な、と貴重な体験をしました。

その時、会社のことなど何も考えていなかった僕が少

し考えようと思ったり、理念や何のためにやるのか、

釧路のためにとか考えられなかったのが、旅と火事の

おかげでとなるので、人生の中で何が学校になるか分

かりません。旅が学校になったり、いろんな嫌な事件

が、大変だと思ったことが後々のいま、あの事件があっ

て本当に良かったなと思っています。

つたない話しでしたけれども、またよろしくお願いし

ます。ありがとうございます。

会長の時間
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　　　　　　　　　　杉村　荘平会長

　皆さん、こんにち

は。１カ月ぶりの再

開でございます。ま

ずは、皆さんの元気

なお顔を拝見して例

会を再開できたこと

に感謝申し上げま

す。

いま、入ったニュースですが、佐藤貴之君とテーブル

で話をしていましたら、野球の報告なのですが、ご子

息がリトルシニアに入られていて、旭川大学校付属高

校に特別優先推薦入学が決まったようです。おめでと

うございます。活躍をご期待しております。

そのような子どもたちがどんどん出てくることを祈り

ながらこの活動をやっている訳ですので、本当に良い

ことだと思いました。おめでとうございます。

１カ月ぶりの再開ですが、皆さん、いろいろスケジュー

ルの方でご迷惑をおかけしております。まずは、今週

末に『地区大会』が開催されます。今回は釧路での開

催となりますが、コロナ対策のために本会場は交流セ

ンターですけれども、第７分区のクラブは全日空ホテ

ルでの別会場となります。いろいろ手法も変わってく

るようでして、多少、皆さんにご不便をおかけするこ

とがあるかもしれませんが、ぜひご出席とご協力をよ

ろしくお願いしたいと思います。

また、28日には『ガバナー公式訪問』『クラブ協議会』

を開催させていただきます。少し時間が空いてしまい

ましたので、発表をされる各委員長の皆さんにおかれ

ましては抜かりなくご準備をしていただければと思い

ます。どうぞよろしくお願いいたします。

続きまして、もう何回「いよいよ」と言ったか分かり

ませんが、いよいよ 21日に「夜例会」を再開させて

いただくことで進めております。親睦の皆さんにはご

活躍を期待しておりますけれども、皆さんもぜひご理

解とご協力をいただきながら大いにロータリーを楽し

める夜例会にしていきたいと思います。どうぞよろし

くお願いいたします。

お休みの間、テレビなどを見ておりましたらコロナの

ニュースがひっきりなしに流れておりました。この

ニュースを見ていると、改めて世の中にはいろいろな

意見があり、そのいろいろな意見の中でひとつの答え

を出すということは本当に難しいことだと思っており

ました。

また、私のネタでございますが、小学校１年生の時の

ことを思い出しました。何てことのない話しですがご

紹介させていただきたいと思います。

　１年生の時に、授業で天気の関係の授業をやってい

たと思うのですが、その時に、担任の先生が「皆さん

は雨の日と晴れの日、どっちがいい」と聞きました。

クラスのみんなが「晴れの日が良い」と。だいたいク

ラス全員が言いますよね。そうすると担任の先生が「そ

うですか、じゃあ雨が降って欲しいと思っている人は

いないのかな」と言うのです。そうすると自信満々に

杉村少年が「そんな人いるわけないでしょ。晴れが良

いに決まっているでしょ」と言うわけです。そうする

と先生が「じゃあ荘平君、農家の人は雨が降らなかっ

たら困るよね。雨が降って欲しいと思わないのかな」

と言うのです。そうすると杉村少年はもう脳天に雷が

ズガガガガガーンと落ちました。なるほど、と。自分

が間違いないと思っていることにも必ず反対意見があ

るんだ、答えはひとつじゃないのだ、と。いまでも思

い出す僕にとっては大切な出来事でございました。

また、もうひとつ、答えが難しいというお話を紹介さ

せてもらいます。これは皆さんご存じかもしれません

が、イソップ童話で『ロバを売りに行く親子』という

物語がありまして、ご紹介をします。

親子がロバを売りに市場へ行くわけです。２人でロバ

を引いて歩いていると道路にいる人が「何をやってい

るのだ。せっかくロバを引いているのだからロバに乗

らないともったいない」と言うのです。なるほどとい

うことで、今度は息子を乗せてロバを引いて歩きます。

すると通った人がその子どもを見て、「親を歩かせて

息子がロバに乗っているとはどういうことだ」と言う

わけです。すると「分かった」と、今度はお父さんが

ロバに乗るわけです。また通った人が、「子どもを歩

かせて親が乗っているとはどういう親だ」と言われま

す。すると、今度は親子２人がロバに乗るわけです。

また通った人が「ロバがかわいそうだ。２人も乗せて

重そうだ。もっとロバを楽にさせてあげろ」と言うわ

けです。すると親子は、ロバの両足をひもでくくりつ

けて棒で担いで今度はロバを持ち歩いて向かいます。

すると、橋の上で嫌がったロバが暴れ出して落ちてロ

バが死んでしまうというお話です。

これは、人の意見を聞き過ぎて振り回されてしまうと

いうお話です。この教訓は、人の意見を聞きながらも

しっかりとした自分の意見・考え方・信念を持つこと

が大事です、ということかと思います。

僕はここでもうひとつ大切なことは、目的と手段を

しっかりと区別する考えを持つことが大事なのだろう

と思っています。この場合、この親子の目的はロバを

売ってお金に換えることが目的で、市場へ行くことは

あくまで手段です。だから、この親子はこのロバを売

るという目的をしっかり理解さえしていれば、人の意

見に左右されずに市場に着けたのではないかと思いま

す。

ということでコロナの話に戻りますけれども、目的は

皆さんが平和で豊かな生活を送られるようになること

で、コロナ対策はあくまで手段でしかないと思ってお

ります。ですから大事なことは、みんなでしっかりと

知恵を出し合って、前を向いて、目的と手段を履き違

えないようにして向かって行くことだと思いました、

という話でございます。

　わがロータリーもこの令和３年の 10月、ここが目

的達成への分岐点になるようにみんなで祈念しながら

例会を今日から再開していきたいと思います。

　どうぞよろしくお願いいたします。

幹事報告　市橋　多佳丞幹事

　皆さま、改めまし

てこんにちは。私か

ら幹事報告をさせて

いただきます。

いま杉村会長からも

ございましたが、今

度の日曜日に『地区

大会』が行われます。９時 45分を目途に国際交流セ

ンターの入口にて皆さまとの写真撮影を行いたいと考

えております。皆さま、お時間をお忘れなきようにご

移動をお願いいたします。

写真撮影の後、ANAクラウンプラザホテル釧路に移

動をしていただき、そちらの会場にて同時中継の地区

大会を見ていただく流れになります。その後、同部屋

にて昼食をとっていただきます。

その後、同じ場所で第１から第８分区のクラブの方が

食事をとる関係上、皆さまには食事のお席から一度ご

退席をいただくという少々面倒くさい動きになってお

ります。なんとか協力をして地区大会を成功に持って

行きたいと思っておりますので、皆さまのご協力をよ

ろしくお願い申し上げます。詳細につきましては本例

会後、事務局より案内を送付させていただきますので

ご覧いただければと思っております。

　続きまして、先ほど杉村会長からもありました『夜

間例会』を 10月 21日に再開予定となっていて、本

日ご案内をさせていただきます。とりまとめの期日が

短くなっておりますけれども皆さまのご出席を心より

お待ちしておりますのでよろしくお願いいたします。

　また、10月 28日の第４例会にて『ガバナー公式

訪問』が行われます。本日、皆さまのパーソナルボッ

クスに活動計画書を配布させていただきました。そち

らを当日午前中に行われる『クラブ協議会』で使用し

ますので、お忘れのなきようにお願い申し上げます。

こちらも本日ご案内を皆さまに送付させていただく予

定となっております。

　また、今月 10月のロータリーレートは 112 円と

なっております。

また、本例会終了後、理事会が行われますので理事者

の皆さまはローズホールの方へご移動をお願いいたし

ます。

　以上でございます。

青少年奉仕委員会　佐藤 貴之委員長　

　青少年奉仕委員

会佐藤でございま

す。先ほど杉村会

長からお話が出る

と思っておりませ

んでしたのでニコ

ニコをしておりま

せんでしたが、後ほどニコニコをさせていただきたい

と思います。よろしくお願いいたします。

　それでは、本日のプログラム『全道中学親善硬式野

球大会』の大会報告をさせていただきたいと思います。

例年ですと、このプログラムでは『ライラセミナー』

も同時にご報告させていただくのですけれども、今年

度はライラが中止となっておりますので、本年度は野

球大会の報告のみとさせていただきます。

　本日は、まず７分ほどの動画をご覧になってから、

監督にご挨拶をいただきたいと思います。それでは動

画をお願いいたします。

（全道中学親善硬式野球大会動画　鑑賞）

釧路リトルシニア球団監督　橘　　幸司様

　皆さん、こんに

ちは。ただいまご

紹介いただきまし

た釧路リトルシニ

ア監督の橘と申し

ます。よろしくお

願いいたします。

本年も『全道中学親善硬式野球大会』の開催に向けご

尽力いただきました全ての方に感謝申し上げます。あ

りがとうございました。

11回目となる今大会は、このコロナ禍での開催とな

りましたので、規模を大幅に縮小して道東地区の３

チームによる総当たりで実施いたしました。十勝帯広

チーム・大空チーム・釧路、この３チームは毎年近郊

ということもあり練習試合を常に行っており、相手の

手の内も知る仲ではありましたが大会という緊張感を

持った試合はやはり練習試合とは全く違う雰囲気で選

手はプレーできていたと感じました。結果は釧路チー

ムが優勝ということになりました。

今回は少々規模が縮小した分、総当たりということも

ありまして、選手に個人賞を設定することを初めて

行ってみました。選手はとても喜んでおりました。

　また、グランドを提供していただきました釧路工業

高校の皆さんが、グランドを貸すだけではなく、整備

やお手伝いなど全てをしていただけて、良い指導をさ

れていると強く感じ、見習わなくてはいけないと思い

ました。さすが高校生と感じました。

　当球団ですが、現在、３年生９名が引退して１・２

年生 14名で活動をしております。常に全道大会です

ので移動が大変なのですが、14名で活動をしており

ます。ただ、団員数不足は否めないので、皆さまのお

近くに野球少年がおられましたらぜひご紹介いただけ

ればと思います。

重ねてですが、当球団ＯＢの佐藤龍世選手ですが、今

シーズン途中で北海道日本ハムファイターズに移籍を

してまいりました。一軍の試合にも出させていただい

ておりますので、併せてご声援いただければと思いま

す。

今後も本大会を継続し、釧路の地にまだまだ根付かぬ

中学硬式野球の発展と野球人口の増加、釧路の野球の

底上げの一端を担っていければと思っております。次

年度以降も全道中学親善硬式野球大会開催に向け皆さ

まのご理解ご協力をお願いいたします。

本日は、どうもありがとうございました。

『会員卓話』

　クラブ運営委員会　中島 徳政委員長　

　この後は、『会員卓話』でお時間を使わせていただ

きたいと思います。

いまのＶＴＲは佐藤君が作りましたので、かしこに

ロータリー色の多いビデオとなっておりました。ご苦

労様でした。

　それではこの後、須藤さんに会員卓話という形で。

須藤さんは『旅する鍼灸院』という本を著作され販売

されております。本日はご厚意で、皆さんに一冊ずつ

お持ち帰りいただければとテーブルの方に置かせてい

ただきましたのでご紹介をさせていただきます。

　それでは、須藤様、お願いいたします。

あんずの種 釧路本院院長　須藤　隆明君

　皆さま、こんに

ちは。あんずの種

の須藤隆明と申し

ます。いま言われ

たような形で『旅

する鍼灸院』とい

う本を出したので

「お話をしてください」と言われて、このような場に

呼んでいただきお話をさせてもらうことを嬉しく思っ

ています。

釧路ロータリークラブに入って 4年目になるのです

が、あまり活動ができないところもありますけれども、

僕にとってロータリークラブとはすごく異質な世界と

思って少々ドキドキ、勇気を持ちながら入ったのです

けれども、このような私を温かく迎え入れてくれてい

る仲間の方がたくさんいたこと、本当に嬉しくて感謝

したいと申します。

今日は、時間が限られているのですけれども伝えたい

ことは、この異質なものに飛び込むということはいい

なという話と、僕 35年間鍼灸師として健康のことを

やっていています。いろいろな健康法がありますけれ

ども、この『旅』も健康法のひとつではないかと思っ

ていることなのでその話をさせていただきます。

杉村少年ならぬ須藤少年も小学校のころ、米町公園か

ら海を見ていると外国船などたくさんの船が入ってい

て、それを見ては「いつか遠くへ行ってみたい。外国

へ行ってみたい」という夢見心地な少年を過ごしてい

ました。大学へ入ったときに探検部というクラブに

入っていろいろ活動をすることが増えました。いろい

ろな所へ行ってきました。

今日みたいな青空を見ていますと、32年前の 10月

の今頃は台湾にいました。鍼灸学校を出て中国に留学

をしようと思っていましたけれども、ちょうど 1989

年の「天安門事件」があって中国へ行けなくなって、

その間、台湾で勉強をしたり中国語を習おうと思って

半年暮らしていました。10月 10日が台湾の建国記

念日で、街は活気溢れておめでたいところですけれど

も、その時僕は 1,200 円～ 1,300 円の安宿に泊まっ

ていました。宿の 2階のテラスから見上げると立派

なシエラトンホテルが見えて、いまはものすごく立派

なホテルがたくさんありますけれども、「いつか将来

あのようなホテルに泊まれるようになりたい」と思い

ながらなかなか泊まれなかったのです。恥ずかしい話

しですけれども、上の方に泊まり客のみのプールがあ

るのですけれども、泊まり客のふりをしてごまかして

入ってチャプチャプして、いけないことをやっていて

台湾の方あるいはシエラトンホテルには申し訳ないと

思ったのですけれども、４年前に念願のシエラトンに

も泊まることができました。

　もう皆さん方は世界をあちこち行かれている方ばか

りですけれども、僕がひとつ自慢できることは、19

歳の時に初めて世界をグルッと回るバックパッカーを

やっている時はものすごい貧乏旅行だったということ

です。台湾の時もそうでしたけれど、その前の時も限

りなく貧乏旅行をしながら、ルートは飛行機などはあ

まりなく陸路などが多かったです。世界最悪の陸路の

国境越えという南イランからパキスタンへ抜けるルー

トで、そこを超える時や、砂漠で移動をしている時に

バスから急に下ろされて、何もない所でヒッチハイク

でギリギリ帰れて生き延びたり、ケニアではパンツに

隠していたお金を税関の人にピュッとポッケされたり

など結構ハラハラすることもあったり。

人生の中では、火事で家が一軒丸焼けになったことも

ありますけれども、いろいろなことを乗り越えて、人

生っておかしいですけれども「何とかなるな」という

哲学だけは持って帰って来ました。詳しくはその本に

書いてありますので、読んでいただければ。

今日、本をプレゼントされて良かったと思う人が半分

ぐらいで、余計なゴミが増えたと思う方も多いかもし

れませんけれども、帰りにゴミ箱に入っていないこと

を秘かに祈りながらお話をします。

先ほど言った「旅が健康法だ」というひとつは、僕自

身がそうでした。鍼灸院を開業してから忙しくバタバ

タしたり、ストレスが溜まってこの辺が重苦しくなっ

て、知り合いの医者に診てもらって。自分ではお酒も

好きでしたから肝臓がんかと思いましたけれども検査

の結果は「異常なし」、ただ疲れやすい、やる気がで

ない、体重が何となく減ってくる。会うと「須藤君、

痩せたね」と言われると何かドキっとする。「痩せたね」

と言われて嬉しい時もあったけれど、そういう時は何

かドキっとしてあまり嬉しくない時でありました。

ずっと動けないでいたので、南のクックという島に何

もしないで１週間ぐらいいました。このような仕事を

やっていますから、自分で針を打ったり漢方薬を使っ

たりいろいろやっても全然良くならなかったのが、１

週間、海の前でボーっとしているだけですぐに良くな

りました。鍼灸師としては「なぜ針だけで治せなかっ

たのだろう」と悔しい思いもあるけれど、でも何か異

質な世界で言葉が通じない、使うお金も違う、食べる

物も違う、という所にいることで、何か細胞には良い

方向に変わる力があったのか、という気がしました。

その後、皮膚がすごく弱くて、この辺がブツブツだら

けでした。鍼灸師をしていて今はマスクをしていても

「コロナだからね」と言われるけれど、当時はずっと

マスクをしていると「どうしたのですか」と言われた

り、あるいは会合に行くと「鍼灸師は自分の顔の治療

はできないの」と言われて、情けないというかショッ

クだった時期が結構長くありました。けれど波があっ

て良かったり悪かったりしていましたが、それはケニ

アに行ってまた少々異質な世界に触れて帰って来たら

嘘のようにきれいに治りました。

これも本当に「なぜか」という話で、自分では思って

いました。いま患者さんとお話をしていると、どこか

へ行こうとか、どこかへ行って帰って来たら元気にな

る人が多いです。だから何か非日常の世界に行って、

いつもと違う時間を過ごすことがストレスの解消にな

ると言えば簡単ですけれども、それだけではない遺伝

子のスイッチなのか何のスイッチなのか分かりません

けれども、そのようなもので元気になる可能性がある

というところ、それを伝えたくて『旅する鍼灸院』と

いう本を出版しました。

いま釧路と宮古島を行ったり来たりしながら。よく「釧

路にいないでしょ」と言われますが、いま行っている

時が３カ月に２週間ぐらいなので、だいたいはこっち

にいます。行ったり来たりで3,000㎞を移動するので、

「疲れるでしょう」と言われるけれど、僕にとっては

行かない方が疲れるというか。緊急事態で行けなかっ

た時もありましたが次の日曜日にまた久しぶりに宮古

島に行けます。まだ宮古は 30度あるので、釧路の今

朝の５度ぐらいの所から移動をすると 30度近い気温

差があります。「そんなに気温差があって風邪を引き

ませんか」と聞かれたりします。サウナから水風呂に

入った時は何となく元気になりますよね。その感じな

のです。中途半端に東京から戻って来ると風邪を引い

たりするけれども、それくらい変わっている所の刺激

を受けると自分もいま元気で、特に薬を飲んだりする

こともなくやって来られているのは旅をしていること

が大きいと思うので、何か異質なところに飛び込む、

チャレンジをしてみるということも良いかと思いま

す。

ありがたいことにロータリークラブに入れていただい

て、こちらにいらっしゃる方でも針治療をやったこと

のない方も来てくれたりしています。『あんずの種』

の針を受けたことがないという方には多分ものすごく

異質な世界だと思います。針だけでも異質だし、『あ

んずの種』はあまり認知されていなですけどいいろい

ろなことをやっているので、そこの異質な世界の扉を

開くと、もしかしたらもっと違う元気な自分になった

りするかもしれません。

この本を読んだ人の感想が嬉しいことに「何か読んだ

ら元気になった」「心がちょっと楽になった」「どこか

へ行きたくなった」「何か新しいことをやってみたく

なった」という人も多いので参考にしていただいて。

ちょっと見てこの本にも旅をしてほしいので、あまり

面白くないと思ったら興味のありそうな人にあげてく

れたりしてくれると嬉しく思います。

これでお話を終わります。まだ大丈夫ですか。ありが

とうございます。

先ほど言った「なぜロータリークラブが異質か」です。

先ほど言った貧乏生活が長くて、家は普通ですけれど、

自分がそのような世界が好きで、お金を使わない生活

をやりながら旅行資金を貯めては外国へ行き、また

戻って来てバイトをして三畳一間ぐらいでパンとラー

メンの生活が当たり前、そのような習慣があったから

仕事を始めてからもそのような意識があまりなく、「食

べていければいい」ぐらいに思っていて、仕事の意義

と理念とか「ウチの治療院は何のためにあるのか」を

あまり考えていなかったから。

夫婦 2人で暮らしていければ良いと思っている時に、

11月の風が強い日に丸焼けになってしまいました。

タイマースイッチで入ったストーブから強風で集合煙

突が割れてカーテンに引火して、１階が火の海になっ

ていたのです。２階で夫婦で寝ていて、きな臭い臭い

がして何だろうと思ってドアを開けたらもうブワっ

と、前髪がチリチリっと焼けて。「起きろー！」と。

低血圧の妻も何か尋常ならぬ声で降りて来て、

「わー！」と。

釧望台という釧路町の奥、かなり田舎の一軒家を

300 万円で買って住んでいました。向かいの家に頼

んで 119 番をしてもらったのですけれども、なかな

か消防車が来ないのです。来ない間に、どんどん燃え

て、僕の車も溶ける、バイクも溶けるという状況です。

車が来たと思ったら消防車ではなくＮＨＫの中継車

で、カメラが回っていました。消防車よりもＮＨＫが

早くて、釧路町は何をやっているかと。来ない原因が

分かりませんが、その後 2台で消防隊員が強力な放

水をして火事を止めてくれました。その時、消火活動

に当たる人と僕に１人張り付く消防士がいて「須藤さ

ん、夕べは何時ころ寝ましたか。酒は飲みましたか。

たばこは吸いましたか」など、いろいろ聞いてきます。

きっと火事の出火原因を調べるのかと。後から聞いた

のですが、必要な情報を後からゆっくり調べるのでは

なく、ちょっと焦っている時に本当のことを言うらし

いから、というのです。「お酒は飲みましたけれど、

たばこは吸っていません」などいろいろなことを言い

ながら、その消防士の最後の一言が「須藤さん、誰か

に恨まれていませんか」。ドキっとしてね。昔の彼女

からそのようなことはないしと思いながら、でも例え

ば放火みたいなことも含めてそのような時に聞くのだ

な、と貴重な体験をしました。

その時、会社のことなど何も考えていなかった僕が少

し考えようと思ったり、理念や何のためにやるのか、

釧路のためにとか考えられなかったのが、旅と火事の

おかげでとなるので、人生の中で何が学校になるか分

かりません。旅が学校になったり、いろんな嫌な事件

が、大変だと思ったことが後々のいま、あの事件があっ

て本当に良かったなと思っています。

つたない話しでしたけれども、またよろしくお願いし

ます。ありがとうございます。
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　皆さん、こんにち

は。１カ月ぶりの再

開でございます。ま

ずは、皆さんの元気

なお顔を拝見して例

会を再開できたこと

に感謝申し上げま

す。

いま、入ったニュースですが、佐藤貴之君とテーブル

で話をしていましたら、野球の報告なのですが、ご子

息がリトルシニアに入られていて、旭川大学校付属高

校に特別優先推薦入学が決まったようです。おめでと

うございます。活躍をご期待しております。

そのような子どもたちがどんどん出てくることを祈り

ながらこの活動をやっている訳ですので、本当に良い

ことだと思いました。おめでとうございます。

１カ月ぶりの再開ですが、皆さん、いろいろスケジュー

ルの方でご迷惑をおかけしております。まずは、今週

末に『地区大会』が開催されます。今回は釧路での開

催となりますが、コロナ対策のために本会場は交流セ

ンターですけれども、第７分区のクラブは全日空ホテ

ルでの別会場となります。いろいろ手法も変わってく

るようでして、多少、皆さんにご不便をおかけするこ

とがあるかもしれませんが、ぜひご出席とご協力をよ

ろしくお願いしたいと思います。

また、28日には『ガバナー公式訪問』『クラブ協議会』

を開催させていただきます。少し時間が空いてしまい

ましたので、発表をされる各委員長の皆さんにおかれ

ましては抜かりなくご準備をしていただければと思い

ます。どうぞよろしくお願いいたします。

続きまして、もう何回「いよいよ」と言ったか分かり

ませんが、いよいよ 21日に「夜例会」を再開させて

いただくことで進めております。親睦の皆さんにはご

活躍を期待しておりますけれども、皆さんもぜひご理

解とご協力をいただきながら大いにロータリーを楽し

める夜例会にしていきたいと思います。どうぞよろし

くお願いいたします。

お休みの間、テレビなどを見ておりましたらコロナの

ニュースがひっきりなしに流れておりました。この

ニュースを見ていると、改めて世の中にはいろいろな

意見があり、そのいろいろな意見の中でひとつの答え

を出すということは本当に難しいことだと思っており

ました。

また、私のネタでございますが、小学校１年生の時の

ことを思い出しました。何てことのない話しですがご

紹介させていただきたいと思います。

　１年生の時に、授業で天気の関係の授業をやってい

たと思うのですが、その時に、担任の先生が「皆さん

は雨の日と晴れの日、どっちがいい」と聞きました。

クラスのみんなが「晴れの日が良い」と。だいたいク

ラス全員が言いますよね。そうすると担任の先生が「そ

うですか、じゃあ雨が降って欲しいと思っている人は

いないのかな」と言うのです。そうすると自信満々に

杉村少年が「そんな人いるわけないでしょ。晴れが良

いに決まっているでしょ」と言うわけです。そうする

と先生が「じゃあ荘平君、農家の人は雨が降らなかっ

たら困るよね。雨が降って欲しいと思わないのかな」

と言うのです。そうすると杉村少年はもう脳天に雷が

ズガガガガガーンと落ちました。なるほど、と。自分

が間違いないと思っていることにも必ず反対意見があ

るんだ、答えはひとつじゃないのだ、と。いまでも思

い出す僕にとっては大切な出来事でございました。

また、もうひとつ、答えが難しいというお話を紹介さ

せてもらいます。これは皆さんご存じかもしれません

が、イソップ童話で『ロバを売りに行く親子』という

物語がありまして、ご紹介をします。

親子がロバを売りに市場へ行くわけです。２人でロバ

を引いて歩いていると道路にいる人が「何をやってい

るのだ。せっかくロバを引いているのだからロバに乗

らないともったいない」と言うのです。なるほどとい

うことで、今度は息子を乗せてロバを引いて歩きます。

すると通った人がその子どもを見て、「親を歩かせて

息子がロバに乗っているとはどういうことだ」と言う

わけです。すると「分かった」と、今度はお父さんが

ロバに乗るわけです。また通った人が、「子どもを歩

かせて親が乗っているとはどういう親だ」と言われま

す。すると、今度は親子２人がロバに乗るわけです。

また通った人が「ロバがかわいそうだ。２人も乗せて

重そうだ。もっとロバを楽にさせてあげろ」と言うわ

けです。すると親子は、ロバの両足をひもでくくりつ

けて棒で担いで今度はロバを持ち歩いて向かいます。

すると、橋の上で嫌がったロバが暴れ出して落ちてロ

バが死んでしまうというお話です。

これは、人の意見を聞き過ぎて振り回されてしまうと

いうお話です。この教訓は、人の意見を聞きながらも

しっかりとした自分の意見・考え方・信念を持つこと

が大事です、ということかと思います。

僕はここでもうひとつ大切なことは、目的と手段を

しっかりと区別する考えを持つことが大事なのだろう

と思っています。この場合、この親子の目的はロバを

売ってお金に換えることが目的で、市場へ行くことは

あくまで手段です。だから、この親子はこのロバを売

るという目的をしっかり理解さえしていれば、人の意

見に左右されずに市場に着けたのではないかと思いま

す。

ということでコロナの話に戻りますけれども、目的は

皆さんが平和で豊かな生活を送られるようになること

で、コロナ対策はあくまで手段でしかないと思ってお

ります。ですから大事なことは、みんなでしっかりと

知恵を出し合って、前を向いて、目的と手段を履き違

えないようにして向かって行くことだと思いました、

という話でございます。

　わがロータリーもこの令和３年の 10月、ここが目

的達成への分岐点になるようにみんなで祈念しながら

例会を今日から再開していきたいと思います。

　どうぞよろしくお願いいたします。

幹事報告　市橋　多佳丞幹事

　皆さま、改めまし

てこんにちは。私か

ら幹事報告をさせて

いただきます。

いま杉村会長からも

ございましたが、今

度の日曜日に『地区

大会』が行われます。９時 45分を目途に国際交流セ

ンターの入口にて皆さまとの写真撮影を行いたいと考

えております。皆さま、お時間をお忘れなきようにご

移動をお願いいたします。

写真撮影の後、ANAクラウンプラザホテル釧路に移

動をしていただき、そちらの会場にて同時中継の地区

大会を見ていただく流れになります。その後、同部屋

にて昼食をとっていただきます。

その後、同じ場所で第１から第８分区のクラブの方が

食事をとる関係上、皆さまには食事のお席から一度ご

退席をいただくという少々面倒くさい動きになってお

ります。なんとか協力をして地区大会を成功に持って

行きたいと思っておりますので、皆さまのご協力をよ

ろしくお願い申し上げます。詳細につきましては本例

会後、事務局より案内を送付させていただきますので

ご覧いただければと思っております。

　続きまして、先ほど杉村会長からもありました『夜

間例会』を 10月 21日に再開予定となっていて、本

日ご案内をさせていただきます。とりまとめの期日が

短くなっておりますけれども皆さまのご出席を心より

お待ちしておりますのでよろしくお願いいたします。

　また、10月 28日の第４例会にて『ガバナー公式

訪問』が行われます。本日、皆さまのパーソナルボッ

クスに活動計画書を配布させていただきました。そち

らを当日午前中に行われる『クラブ協議会』で使用し

ますので、お忘れのなきようにお願い申し上げます。

こちらも本日ご案内を皆さまに送付させていただく予

定となっております。

　また、今月 10月のロータリーレートは 112 円と

なっております。

また、本例会終了後、理事会が行われますので理事者

の皆さまはローズホールの方へご移動をお願いいたし

ます。

　以上でございます。

青少年奉仕委員会　佐藤 貴之委員長　

　青少年奉仕委員

会佐藤でございま

す。先ほど杉村会

長からお話が出る

と思っておりませ

んでしたのでニコ

ニコをしておりま

せんでしたが、後ほどニコニコをさせていただきたい

と思います。よろしくお願いいたします。

　それでは、本日のプログラム『全道中学親善硬式野

球大会』の大会報告をさせていただきたいと思います。

例年ですと、このプログラムでは『ライラセミナー』

も同時にご報告させていただくのですけれども、今年

度はライラが中止となっておりますので、本年度は野

球大会の報告のみとさせていただきます。

　本日は、まず７分ほどの動画をご覧になってから、

監督にご挨拶をいただきたいと思います。それでは動

画をお願いいたします。

（全道中学親善硬式野球大会動画　鑑賞）

釧路リトルシニア球団監督　橘　　幸司様

　皆さん、こんに

ちは。ただいまご

紹介いただきまし

た釧路リトルシニ

ア監督の橘と申し

ます。よろしくお

願いいたします。

本年も『全道中学親善硬式野球大会』の開催に向けご

尽力いただきました全ての方に感謝申し上げます。あ

りがとうございました。

11回目となる今大会は、このコロナ禍での開催とな

りましたので、規模を大幅に縮小して道東地区の３

チームによる総当たりで実施いたしました。十勝帯広

チーム・大空チーム・釧路、この３チームは毎年近郊

ということもあり練習試合を常に行っており、相手の

手の内も知る仲ではありましたが大会という緊張感を

持った試合はやはり練習試合とは全く違う雰囲気で選

手はプレーできていたと感じました。結果は釧路チー

ムが優勝ということになりました。

今回は少々規模が縮小した分、総当たりということも

ありまして、選手に個人賞を設定することを初めて

行ってみました。選手はとても喜んでおりました。

　また、グランドを提供していただきました釧路工業

高校の皆さんが、グランドを貸すだけではなく、整備

やお手伝いなど全てをしていただけて、良い指導をさ

れていると強く感じ、見習わなくてはいけないと思い

ました。さすが高校生と感じました。

　当球団ですが、現在、３年生９名が引退して１・２

年生 14名で活動をしております。常に全道大会です

ので移動が大変なのですが、14名で活動をしており

ます。ただ、団員数不足は否めないので、皆さまのお

近くに野球少年がおられましたらぜひご紹介いただけ

ればと思います。

重ねてですが、当球団ＯＢの佐藤龍世選手ですが、今

シーズン途中で北海道日本ハムファイターズに移籍を

してまいりました。一軍の試合にも出させていただい

ておりますので、併せてご声援いただければと思いま

す。

今後も本大会を継続し、釧路の地にまだまだ根付かぬ

中学硬式野球の発展と野球人口の増加、釧路の野球の

底上げの一端を担っていければと思っております。次

年度以降も全道中学親善硬式野球大会開催に向け皆さ

まのご理解ご協力をお願いいたします。

本日は、どうもありがとうございました。

『会員卓話』

　クラブ運営委員会　中島 徳政委員長　

　この後は、『会員卓話』でお時間を使わせていただ

きたいと思います。

いまのＶＴＲは佐藤君が作りましたので、かしこに

ロータリー色の多いビデオとなっておりました。ご苦

労様でした。

　それではこの後、須藤さんに会員卓話という形で。

須藤さんは『旅する鍼灸院』という本を著作され販売

されております。本日はご厚意で、皆さんに一冊ずつ

お持ち帰りいただければとテーブルの方に置かせてい

ただきましたのでご紹介をさせていただきます。

　それでは、須藤様、お願いいたします。

あんずの種 釧路本院院長　須藤　隆明君

　皆さま、こんに

ちは。あんずの種

の須藤隆明と申し

ます。いま言われ

たような形で『旅

する鍼灸院』とい

う本を出したので

「お話をしてください」と言われて、このような場に

呼んでいただきお話をさせてもらうことを嬉しく思っ

ています。

釧路ロータリークラブに入って 4年目になるのです

が、あまり活動ができないところもありますけれども、

僕にとってロータリークラブとはすごく異質な世界と

思って少々ドキドキ、勇気を持ちながら入ったのです

けれども、このような私を温かく迎え入れてくれてい

る仲間の方がたくさんいたこと、本当に嬉しくて感謝

したいと申します。

今日は、時間が限られているのですけれども伝えたい

ことは、この異質なものに飛び込むということはいい

なという話と、僕 35年間鍼灸師として健康のことを

やっていています。いろいろな健康法がありますけれ

ども、この『旅』も健康法のひとつではないかと思っ

ていることなのでその話をさせていただきます。

杉村少年ならぬ須藤少年も小学校のころ、米町公園か

ら海を見ていると外国船などたくさんの船が入ってい

て、それを見ては「いつか遠くへ行ってみたい。外国

へ行ってみたい」という夢見心地な少年を過ごしてい

ました。大学へ入ったときに探検部というクラブに

入っていろいろ活動をすることが増えました。いろい

ろな所へ行ってきました。

今日みたいな青空を見ていますと、32年前の 10月

の今頃は台湾にいました。鍼灸学校を出て中国に留学

をしようと思っていましたけれども、ちょうど 1989

年の「天安門事件」があって中国へ行けなくなって、

その間、台湾で勉強をしたり中国語を習おうと思って

半年暮らしていました。10月 10日が台湾の建国記

念日で、街は活気溢れておめでたいところですけれど

も、その時僕は 1,200 円～ 1,300 円の安宿に泊まっ

ていました。宿の 2階のテラスから見上げると立派

なシエラトンホテルが見えて、いまはものすごく立派

なホテルがたくさんありますけれども、「いつか将来

あのようなホテルに泊まれるようになりたい」と思い

ながらなかなか泊まれなかったのです。恥ずかしい話

しですけれども、上の方に泊まり客のみのプールがあ

るのですけれども、泊まり客のふりをしてごまかして

入ってチャプチャプして、いけないことをやっていて

台湾の方あるいはシエラトンホテルには申し訳ないと

思ったのですけれども、４年前に念願のシエラトンに

も泊まることができました。

　もう皆さん方は世界をあちこち行かれている方ばか

りですけれども、僕がひとつ自慢できることは、19

歳の時に初めて世界をグルッと回るバックパッカーを

やっている時はものすごい貧乏旅行だったということ

です。台湾の時もそうでしたけれど、その前の時も限

りなく貧乏旅行をしながら、ルートは飛行機などはあ

まりなく陸路などが多かったです。世界最悪の陸路の

国境越えという南イランからパキスタンへ抜けるルー

トで、そこを超える時や、砂漠で移動をしている時に

バスから急に下ろされて、何もない所でヒッチハイク

でギリギリ帰れて生き延びたり、ケニアではパンツに

隠していたお金を税関の人にピュッとポッケされたり

など結構ハラハラすることもあったり。

人生の中では、火事で家が一軒丸焼けになったことも

ありますけれども、いろいろなことを乗り越えて、人

生っておかしいですけれども「何とかなるな」という

哲学だけは持って帰って来ました。詳しくはその本に

書いてありますので、読んでいただければ。

今日、本をプレゼントされて良かったと思う人が半分

ぐらいで、余計なゴミが増えたと思う方も多いかもし

れませんけれども、帰りにゴミ箱に入っていないこと

を秘かに祈りながらお話をします。

先ほど言った「旅が健康法だ」というひとつは、僕自

身がそうでした。鍼灸院を開業してから忙しくバタバ

タしたり、ストレスが溜まってこの辺が重苦しくなっ

て、知り合いの医者に診てもらって。自分ではお酒も

好きでしたから肝臓がんかと思いましたけれども検査

の結果は「異常なし」、ただ疲れやすい、やる気がで

ない、体重が何となく減ってくる。会うと「須藤君、

痩せたね」と言われると何かドキっとする。「痩せたね」

と言われて嬉しい時もあったけれど、そういう時は何

かドキっとしてあまり嬉しくない時でありました。

ずっと動けないでいたので、南のクックという島に何

もしないで１週間ぐらいいました。このような仕事を

やっていますから、自分で針を打ったり漢方薬を使っ

たりいろいろやっても全然良くならなかったのが、１

週間、海の前でボーっとしているだけですぐに良くな

りました。鍼灸師としては「なぜ針だけで治せなかっ

たのだろう」と悔しい思いもあるけれど、でも何か異

質な世界で言葉が通じない、使うお金も違う、食べる

物も違う、という所にいることで、何か細胞には良い

方向に変わる力があったのか、という気がしました。

その後、皮膚がすごく弱くて、この辺がブツブツだら

けでした。鍼灸師をしていて今はマスクをしていても

「コロナだからね」と言われるけれど、当時はずっと

マスクをしていると「どうしたのですか」と言われた

り、あるいは会合に行くと「鍼灸師は自分の顔の治療

はできないの」と言われて、情けないというかショッ

クだった時期が結構長くありました。けれど波があっ

て良かったり悪かったりしていましたが、それはケニ

アに行ってまた少々異質な世界に触れて帰って来たら

嘘のようにきれいに治りました。

これも本当に「なぜか」という話で、自分では思って

いました。いま患者さんとお話をしていると、どこか

へ行こうとか、どこかへ行って帰って来たら元気にな

る人が多いです。だから何か非日常の世界に行って、

いつもと違う時間を過ごすことがストレスの解消にな

ると言えば簡単ですけれども、それだけではない遺伝

子のスイッチなのか何のスイッチなのか分かりません

けれども、そのようなもので元気になる可能性がある

というところ、それを伝えたくて『旅する鍼灸院』と

いう本を出版しました。

いま釧路と宮古島を行ったり来たりしながら。よく「釧

路にいないでしょ」と言われますが、いま行っている

時が３カ月に２週間ぐらいなので、だいたいはこっち

にいます。行ったり来たりで3,000㎞を移動するので、

「疲れるでしょう」と言われるけれど、僕にとっては

行かない方が疲れるというか。緊急事態で行けなかっ

た時もありましたが次の日曜日にまた久しぶりに宮古

島に行けます。まだ宮古は 30度あるので、釧路の今

朝の５度ぐらいの所から移動をすると 30度近い気温

差があります。「そんなに気温差があって風邪を引き

ませんか」と聞かれたりします。サウナから水風呂に

入った時は何となく元気になりますよね。その感じな

のです。中途半端に東京から戻って来ると風邪を引い

たりするけれども、それくらい変わっている所の刺激

を受けると自分もいま元気で、特に薬を飲んだりする

こともなくやって来られているのは旅をしていること

が大きいと思うので、何か異質なところに飛び込む、

チャレンジをしてみるということも良いかと思いま

す。

ありがたいことにロータリークラブに入れていただい

て、こちらにいらっしゃる方でも針治療をやったこと

のない方も来てくれたりしています。『あんずの種』

の針を受けたことがないという方には多分ものすごく

異質な世界だと思います。針だけでも異質だし、『あ

んずの種』はあまり認知されていなですけどいいろい

ろなことをやっているので、そこの異質な世界の扉を

開くと、もしかしたらもっと違う元気な自分になった

りするかもしれません。

この本を読んだ人の感想が嬉しいことに「何か読んだ

ら元気になった」「心がちょっと楽になった」「どこか

へ行きたくなった」「何か新しいことをやってみたく

なった」という人も多いので参考にしていただいて。

ちょっと見てこの本にも旅をしてほしいので、あまり

面白くないと思ったら興味のありそうな人にあげてく

れたりしてくれると嬉しく思います。

これでお話を終わります。まだ大丈夫ですか。ありが

とうございます。

先ほど言った「なぜロータリークラブが異質か」です。

先ほど言った貧乏生活が長くて、家は普通ですけれど、

自分がそのような世界が好きで、お金を使わない生活

をやりながら旅行資金を貯めては外国へ行き、また

戻って来てバイトをして三畳一間ぐらいでパンとラー

メンの生活が当たり前、そのような習慣があったから

仕事を始めてからもそのような意識があまりなく、「食

べていければいい」ぐらいに思っていて、仕事の意義

と理念とか「ウチの治療院は何のためにあるのか」を

あまり考えていなかったから。

夫婦 2人で暮らしていければ良いと思っている時に、

11月の風が強い日に丸焼けになってしまいました。

タイマースイッチで入ったストーブから強風で集合煙

突が割れてカーテンに引火して、１階が火の海になっ

ていたのです。２階で夫婦で寝ていて、きな臭い臭い

がして何だろうと思ってドアを開けたらもうブワっ

と、前髪がチリチリっと焼けて。「起きろー！」と。

低血圧の妻も何か尋常ならぬ声で降りて来て、

「わー！」と。

釧望台という釧路町の奥、かなり田舎の一軒家を

300 万円で買って住んでいました。向かいの家に頼

んで 119 番をしてもらったのですけれども、なかな

か消防車が来ないのです。来ない間に、どんどん燃え

て、僕の車も溶ける、バイクも溶けるという状況です。

車が来たと思ったら消防車ではなくＮＨＫの中継車

で、カメラが回っていました。消防車よりもＮＨＫが

早くて、釧路町は何をやっているかと。来ない原因が

分かりませんが、その後 2台で消防隊員が強力な放

水をして火事を止めてくれました。その時、消火活動

に当たる人と僕に１人張り付く消防士がいて「須藤さ

ん、夕べは何時ころ寝ましたか。酒は飲みましたか。

たばこは吸いましたか」など、いろいろ聞いてきます。

きっと火事の出火原因を調べるのかと。後から聞いた

のですが、必要な情報を後からゆっくり調べるのでは

なく、ちょっと焦っている時に本当のことを言うらし

いから、というのです。「お酒は飲みましたけれど、

たばこは吸っていません」などいろいろなことを言い

ながら、その消防士の最後の一言が「須藤さん、誰か

に恨まれていませんか」。ドキっとしてね。昔の彼女

からそのようなことはないしと思いながら、でも例え

ば放火みたいなことも含めてそのような時に聞くのだ

な、と貴重な体験をしました。

その時、会社のことなど何も考えていなかった僕が少

し考えようと思ったり、理念や何のためにやるのか、

釧路のためにとか考えられなかったのが、旅と火事の

おかげでとなるので、人生の中で何が学校になるか分

かりません。旅が学校になったり、いろんな嫌な事件

が、大変だと思ったことが後々のいま、あの事件があっ

て本当に良かったなと思っています。

つたない話しでしたけれども、またよろしくお願いし

ます。ありがとうございます。

−49 −



 

　　　　　　　　　　杉村　荘平会長

　皆さん、こんにち

は。１カ月ぶりの再

開でございます。ま

ずは、皆さんの元気

なお顔を拝見して例

会を再開できたこと

に感謝申し上げま

す。

いま、入ったニュースですが、佐藤貴之君とテーブル

で話をしていましたら、野球の報告なのですが、ご子

息がリトルシニアに入られていて、旭川大学校付属高

校に特別優先推薦入学が決まったようです。おめでと

うございます。活躍をご期待しております。

そのような子どもたちがどんどん出てくることを祈り

ながらこの活動をやっている訳ですので、本当に良い

ことだと思いました。おめでとうございます。

１カ月ぶりの再開ですが、皆さん、いろいろスケジュー

ルの方でご迷惑をおかけしております。まずは、今週

末に『地区大会』が開催されます。今回は釧路での開

催となりますが、コロナ対策のために本会場は交流セ

ンターですけれども、第７分区のクラブは全日空ホテ

ルでの別会場となります。いろいろ手法も変わってく

るようでして、多少、皆さんにご不便をおかけするこ

とがあるかもしれませんが、ぜひご出席とご協力をよ

ろしくお願いしたいと思います。

また、28日には『ガバナー公式訪問』『クラブ協議会』

を開催させていただきます。少し時間が空いてしまい

ましたので、発表をされる各委員長の皆さんにおかれ

ましては抜かりなくご準備をしていただければと思い

ます。どうぞよろしくお願いいたします。

続きまして、もう何回「いよいよ」と言ったか分かり

ませんが、いよいよ 21日に「夜例会」を再開させて

いただくことで進めております。親睦の皆さんにはご

活躍を期待しておりますけれども、皆さんもぜひご理

解とご協力をいただきながら大いにロータリーを楽し

める夜例会にしていきたいと思います。どうぞよろし

くお願いいたします。

お休みの間、テレビなどを見ておりましたらコロナの

ニュースがひっきりなしに流れておりました。この

ニュースを見ていると、改めて世の中にはいろいろな

意見があり、そのいろいろな意見の中でひとつの答え

を出すということは本当に難しいことだと思っており

ました。

また、私のネタでございますが、小学校１年生の時の

ことを思い出しました。何てことのない話しですがご

紹介させていただきたいと思います。

　１年生の時に、授業で天気の関係の授業をやってい

たと思うのですが、その時に、担任の先生が「皆さん

は雨の日と晴れの日、どっちがいい」と聞きました。

クラスのみんなが「晴れの日が良い」と。だいたいク

ラス全員が言いますよね。そうすると担任の先生が「そ

うですか、じゃあ雨が降って欲しいと思っている人は

いないのかな」と言うのです。そうすると自信満々に

杉村少年が「そんな人いるわけないでしょ。晴れが良

いに決まっているでしょ」と言うわけです。そうする

と先生が「じゃあ荘平君、農家の人は雨が降らなかっ

たら困るよね。雨が降って欲しいと思わないのかな」

と言うのです。そうすると杉村少年はもう脳天に雷が

ズガガガガガーンと落ちました。なるほど、と。自分

が間違いないと思っていることにも必ず反対意見があ

るんだ、答えはひとつじゃないのだ、と。いまでも思

い出す僕にとっては大切な出来事でございました。

また、もうひとつ、答えが難しいというお話を紹介さ

せてもらいます。これは皆さんご存じかもしれません

が、イソップ童話で『ロバを売りに行く親子』という

物語がありまして、ご紹介をします。

親子がロバを売りに市場へ行くわけです。２人でロバ

を引いて歩いていると道路にいる人が「何をやってい

るのだ。せっかくロバを引いているのだからロバに乗

らないともったいない」と言うのです。なるほどとい

うことで、今度は息子を乗せてロバを引いて歩きます。

すると通った人がその子どもを見て、「親を歩かせて

息子がロバに乗っているとはどういうことだ」と言う

わけです。すると「分かった」と、今度はお父さんが

ロバに乗るわけです。また通った人が、「子どもを歩

かせて親が乗っているとはどういう親だ」と言われま

す。すると、今度は親子２人がロバに乗るわけです。

また通った人が「ロバがかわいそうだ。２人も乗せて

重そうだ。もっとロバを楽にさせてあげろ」と言うわ

けです。すると親子は、ロバの両足をひもでくくりつ

けて棒で担いで今度はロバを持ち歩いて向かいます。

すると、橋の上で嫌がったロバが暴れ出して落ちてロ

バが死んでしまうというお話です。

これは、人の意見を聞き過ぎて振り回されてしまうと

いうお話です。この教訓は、人の意見を聞きながらも

しっかりとした自分の意見・考え方・信念を持つこと

が大事です、ということかと思います。

僕はここでもうひとつ大切なことは、目的と手段を

しっかりと区別する考えを持つことが大事なのだろう

と思っています。この場合、この親子の目的はロバを

売ってお金に換えることが目的で、市場へ行くことは

あくまで手段です。だから、この親子はこのロバを売

るという目的をしっかり理解さえしていれば、人の意

見に左右されずに市場に着けたのではないかと思いま

す。

ということでコロナの話に戻りますけれども、目的は

皆さんが平和で豊かな生活を送られるようになること

で、コロナ対策はあくまで手段でしかないと思ってお

ります。ですから大事なことは、みんなでしっかりと

知恵を出し合って、前を向いて、目的と手段を履き違

えないようにして向かって行くことだと思いました、

という話でございます。

　わがロータリーもこの令和３年の 10月、ここが目

的達成への分岐点になるようにみんなで祈念しながら

例会を今日から再開していきたいと思います。

　どうぞよろしくお願いいたします。

幹事報告　市橋　多佳丞幹事

　皆さま、改めまし

てこんにちは。私か

ら幹事報告をさせて

いただきます。

いま杉村会長からも

ございましたが、今

度の日曜日に『地区

大会』が行われます。９時 45分を目途に国際交流セ

ンターの入口にて皆さまとの写真撮影を行いたいと考

えております。皆さま、お時間をお忘れなきようにご

移動をお願いいたします。

写真撮影の後、ANAクラウンプラザホテル釧路に移

動をしていただき、そちらの会場にて同時中継の地区

大会を見ていただく流れになります。その後、同部屋

にて昼食をとっていただきます。

その後、同じ場所で第１から第８分区のクラブの方が

食事をとる関係上、皆さまには食事のお席から一度ご

退席をいただくという少々面倒くさい動きになってお

ります。なんとか協力をして地区大会を成功に持って

行きたいと思っておりますので、皆さまのご協力をよ

ろしくお願い申し上げます。詳細につきましては本例

会後、事務局より案内を送付させていただきますので

ご覧いただければと思っております。

　続きまして、先ほど杉村会長からもありました『夜

間例会』を 10月 21日に再開予定となっていて、本

日ご案内をさせていただきます。とりまとめの期日が

短くなっておりますけれども皆さまのご出席を心より

お待ちしておりますのでよろしくお願いいたします。

　また、10月 28日の第４例会にて『ガバナー公式

訪問』が行われます。本日、皆さまのパーソナルボッ

クスに活動計画書を配布させていただきました。そち

らを当日午前中に行われる『クラブ協議会』で使用し

ますので、お忘れのなきようにお願い申し上げます。

こちらも本日ご案内を皆さまに送付させていただく予

定となっております。

　また、今月 10月のロータリーレートは 112 円と

なっております。

また、本例会終了後、理事会が行われますので理事者

の皆さまはローズホールの方へご移動をお願いいたし

ます。

　以上でございます。

青少年奉仕委員会　佐藤 貴之委員長　

　青少年奉仕委員

会佐藤でございま

す。先ほど杉村会

長からお話が出る

と思っておりませ

んでしたのでニコ

ニコをしておりま

せんでしたが、後ほどニコニコをさせていただきたい

と思います。よろしくお願いいたします。

　それでは、本日のプログラム『全道中学親善硬式野

球大会』の大会報告をさせていただきたいと思います。

例年ですと、このプログラムでは『ライラセミナー』

も同時にご報告させていただくのですけれども、今年

度はライラが中止となっておりますので、本年度は野

球大会の報告のみとさせていただきます。

　本日は、まず７分ほどの動画をご覧になってから、

監督にご挨拶をいただきたいと思います。それでは動

画をお願いいたします。

（全道中学親善硬式野球大会動画　鑑賞）

釧路リトルシニア球団監督　橘　　幸司様

　皆さん、こんに

ちは。ただいまご

紹介いただきまし

た釧路リトルシニ

ア監督の橘と申し

ます。よろしくお

願いいたします。

本年も『全道中学親善硬式野球大会』の開催に向けご

尽力いただきました全ての方に感謝申し上げます。あ

りがとうございました。

11回目となる今大会は、このコロナ禍での開催とな

りましたので、規模を大幅に縮小して道東地区の３

チームによる総当たりで実施いたしました。十勝帯広

チーム・大空チーム・釧路、この３チームは毎年近郊

ということもあり練習試合を常に行っており、相手の

手の内も知る仲ではありましたが大会という緊張感を

持った試合はやはり練習試合とは全く違う雰囲気で選

手はプレーできていたと感じました。結果は釧路チー

ムが優勝ということになりました。

今回は少々規模が縮小した分、総当たりということも

ありまして、選手に個人賞を設定することを初めて

行ってみました。選手はとても喜んでおりました。

　また、グランドを提供していただきました釧路工業

高校の皆さんが、グランドを貸すだけではなく、整備

やお手伝いなど全てをしていただけて、良い指導をさ

れていると強く感じ、見習わなくてはいけないと思い

ました。さすが高校生と感じました。

　当球団ですが、現在、３年生９名が引退して１・２

年生 14名で活動をしております。常に全道大会です

ので移動が大変なのですが、14名で活動をしており

ます。ただ、団員数不足は否めないので、皆さまのお

近くに野球少年がおられましたらぜひご紹介いただけ

ればと思います。

重ねてですが、当球団ＯＢの佐藤龍世選手ですが、今

シーズン途中で北海道日本ハムファイターズに移籍を

してまいりました。一軍の試合にも出させていただい

ておりますので、併せてご声援いただければと思いま

す。

今後も本大会を継続し、釧路の地にまだまだ根付かぬ

中学硬式野球の発展と野球人口の増加、釧路の野球の

底上げの一端を担っていければと思っております。次

年度以降も全道中学親善硬式野球大会開催に向け皆さ

まのご理解ご協力をお願いいたします。

本日は、どうもありがとうございました。

『会員卓話』

　クラブ運営委員会　中島 徳政委員長　

　この後は、『会員卓話』でお時間を使わせていただ

きたいと思います。

いまのＶＴＲは佐藤君が作りましたので、かしこに

ロータリー色の多いビデオとなっておりました。ご苦

労様でした。

　それではこの後、須藤さんに会員卓話という形で。

須藤さんは『旅する鍼灸院』という本を著作され販売

されております。本日はご厚意で、皆さんに一冊ずつ

お持ち帰りいただければとテーブルの方に置かせてい

ただきましたのでご紹介をさせていただきます。

　それでは、須藤様、お願いいたします。

あんずの種 釧路本院院長　須藤　隆明君

　皆さま、こんに

ちは。あんずの種

の須藤隆明と申し

ます。いま言われ

たような形で『旅

する鍼灸院』とい

う本を出したので

「お話をしてください」と言われて、このような場に

呼んでいただきお話をさせてもらうことを嬉しく思っ

ています。

釧路ロータリークラブに入って 4年目になるのです

が、あまり活動ができないところもありますけれども、

僕にとってロータリークラブとはすごく異質な世界と

思って少々ドキドキ、勇気を持ちながら入ったのです

けれども、このような私を温かく迎え入れてくれてい

る仲間の方がたくさんいたこと、本当に嬉しくて感謝

したいと申します。

今日は、時間が限られているのですけれども伝えたい

ことは、この異質なものに飛び込むということはいい

なという話と、僕 35年間鍼灸師として健康のことを

やっていています。いろいろな健康法がありますけれ

ども、この『旅』も健康法のひとつではないかと思っ

ていることなのでその話をさせていただきます。

杉村少年ならぬ須藤少年も小学校のころ、米町公園か

ら海を見ていると外国船などたくさんの船が入ってい

て、それを見ては「いつか遠くへ行ってみたい。外国

へ行ってみたい」という夢見心地な少年を過ごしてい

ました。大学へ入ったときに探検部というクラブに

入っていろいろ活動をすることが増えました。いろい

ろな所へ行ってきました。

今日みたいな青空を見ていますと、32年前の 10月

の今頃は台湾にいました。鍼灸学校を出て中国に留学

をしようと思っていましたけれども、ちょうど 1989

年の「天安門事件」があって中国へ行けなくなって、

その間、台湾で勉強をしたり中国語を習おうと思って

半年暮らしていました。10月 10日が台湾の建国記

念日で、街は活気溢れておめでたいところですけれど

も、その時僕は 1,200 円～ 1,300 円の安宿に泊まっ

ていました。宿の 2階のテラスから見上げると立派

なシエラトンホテルが見えて、いまはものすごく立派

なホテルがたくさんありますけれども、「いつか将来

あのようなホテルに泊まれるようになりたい」と思い

ながらなかなか泊まれなかったのです。恥ずかしい話

しですけれども、上の方に泊まり客のみのプールがあ

るのですけれども、泊まり客のふりをしてごまかして

入ってチャプチャプして、いけないことをやっていて

台湾の方あるいはシエラトンホテルには申し訳ないと

思ったのですけれども、４年前に念願のシエラトンに

も泊まることができました。

　もう皆さん方は世界をあちこち行かれている方ばか

りですけれども、僕がひとつ自慢できることは、19

歳の時に初めて世界をグルッと回るバックパッカーを

やっている時はものすごい貧乏旅行だったということ

です。台湾の時もそうでしたけれど、その前の時も限

りなく貧乏旅行をしながら、ルートは飛行機などはあ

まりなく陸路などが多かったです。世界最悪の陸路の

国境越えという南イランからパキスタンへ抜けるルー

トで、そこを超える時や、砂漠で移動をしている時に

バスから急に下ろされて、何もない所でヒッチハイク

でギリギリ帰れて生き延びたり、ケニアではパンツに

隠していたお金を税関の人にピュッとポッケされたり

など結構ハラハラすることもあったり。

人生の中では、火事で家が一軒丸焼けになったことも

ありますけれども、いろいろなことを乗り越えて、人

生っておかしいですけれども「何とかなるな」という

哲学だけは持って帰って来ました。詳しくはその本に

書いてありますので、読んでいただければ。

今日、本をプレゼントされて良かったと思う人が半分

ぐらいで、余計なゴミが増えたと思う方も多いかもし

れませんけれども、帰りにゴミ箱に入っていないこと

を秘かに祈りながらお話をします。

先ほど言った「旅が健康法だ」というひとつは、僕自

身がそうでした。鍼灸院を開業してから忙しくバタバ

タしたり、ストレスが溜まってこの辺が重苦しくなっ

て、知り合いの医者に診てもらって。自分ではお酒も

好きでしたから肝臓がんかと思いましたけれども検査

の結果は「異常なし」、ただ疲れやすい、やる気がで

ない、体重が何となく減ってくる。会うと「須藤君、

痩せたね」と言われると何かドキっとする。「痩せたね」

と言われて嬉しい時もあったけれど、そういう時は何

かドキっとしてあまり嬉しくない時でありました。

ずっと動けないでいたので、南のクックという島に何

もしないで１週間ぐらいいました。このような仕事を

やっていますから、自分で針を打ったり漢方薬を使っ

たりいろいろやっても全然良くならなかったのが、１

週間、海の前でボーっとしているだけですぐに良くな

りました。鍼灸師としては「なぜ針だけで治せなかっ

たのだろう」と悔しい思いもあるけれど、でも何か異

質な世界で言葉が通じない、使うお金も違う、食べる

物も違う、という所にいることで、何か細胞には良い

方向に変わる力があったのか、という気がしました。

その後、皮膚がすごく弱くて、この辺がブツブツだら

けでした。鍼灸師をしていて今はマスクをしていても

「コロナだからね」と言われるけれど、当時はずっと

マスクをしていると「どうしたのですか」と言われた

り、あるいは会合に行くと「鍼灸師は自分の顔の治療

はできないの」と言われて、情けないというかショッ

クだった時期が結構長くありました。けれど波があっ

て良かったり悪かったりしていましたが、それはケニ

アに行ってまた少々異質な世界に触れて帰って来たら

嘘のようにきれいに治りました。

これも本当に「なぜか」という話で、自分では思って

いました。いま患者さんとお話をしていると、どこか

へ行こうとか、どこかへ行って帰って来たら元気にな

る人が多いです。だから何か非日常の世界に行って、

いつもと違う時間を過ごすことがストレスの解消にな

ると言えば簡単ですけれども、それだけではない遺伝

子のスイッチなのか何のスイッチなのか分かりません

けれども、そのようなもので元気になる可能性がある

というところ、それを伝えたくて『旅する鍼灸院』と

いう本を出版しました。

いま釧路と宮古島を行ったり来たりしながら。よく「釧

路にいないでしょ」と言われますが、いま行っている

時が３カ月に２週間ぐらいなので、だいたいはこっち

にいます。行ったり来たりで3,000㎞を移動するので、

「疲れるでしょう」と言われるけれど、僕にとっては

行かない方が疲れるというか。緊急事態で行けなかっ

た時もありましたが次の日曜日にまた久しぶりに宮古

島に行けます。まだ宮古は 30度あるので、釧路の今

朝の５度ぐらいの所から移動をすると 30度近い気温

差があります。「そんなに気温差があって風邪を引き

ませんか」と聞かれたりします。サウナから水風呂に

入った時は何となく元気になりますよね。その感じな

のです。中途半端に東京から戻って来ると風邪を引い

たりするけれども、それくらい変わっている所の刺激

を受けると自分もいま元気で、特に薬を飲んだりする

こともなくやって来られているのは旅をしていること

が大きいと思うので、何か異質なところに飛び込む、

チャレンジをしてみるということも良いかと思いま

す。

ありがたいことにロータリークラブに入れていただい

て、こちらにいらっしゃる方でも針治療をやったこと

のない方も来てくれたりしています。『あんずの種』

の針を受けたことがないという方には多分ものすごく

異質な世界だと思います。針だけでも異質だし、『あ

んずの種』はあまり認知されていなですけどいいろい

ろなことをやっているので、そこの異質な世界の扉を

開くと、もしかしたらもっと違う元気な自分になった

りするかもしれません。

この本を読んだ人の感想が嬉しいことに「何か読んだ

ら元気になった」「心がちょっと楽になった」「どこか

へ行きたくなった」「何か新しいことをやってみたく

なった」という人も多いので参考にしていただいて。

ちょっと見てこの本にも旅をしてほしいので、あまり

面白くないと思ったら興味のありそうな人にあげてく

れたりしてくれると嬉しく思います。

これでお話を終わります。まだ大丈夫ですか。ありが

とうございます。

先ほど言った「なぜロータリークラブが異質か」です。

先ほど言った貧乏生活が長くて、家は普通ですけれど、

自分がそのような世界が好きで、お金を使わない生活

をやりながら旅行資金を貯めては外国へ行き、また

戻って来てバイトをして三畳一間ぐらいでパンとラー

メンの生活が当たり前、そのような習慣があったから

仕事を始めてからもそのような意識があまりなく、「食

べていければいい」ぐらいに思っていて、仕事の意義

と理念とか「ウチの治療院は何のためにあるのか」を

あまり考えていなかったから。

夫婦 2人で暮らしていければ良いと思っている時に、

11月の風が強い日に丸焼けになってしまいました。

タイマースイッチで入ったストーブから強風で集合煙

突が割れてカーテンに引火して、１階が火の海になっ

ていたのです。２階で夫婦で寝ていて、きな臭い臭い

がして何だろうと思ってドアを開けたらもうブワっ

と、前髪がチリチリっと焼けて。「起きろー！」と。

低血圧の妻も何か尋常ならぬ声で降りて来て、

「わー！」と。

釧望台という釧路町の奥、かなり田舎の一軒家を

300 万円で買って住んでいました。向かいの家に頼

んで 119 番をしてもらったのですけれども、なかな

か消防車が来ないのです。来ない間に、どんどん燃え

て、僕の車も溶ける、バイクも溶けるという状況です。

車が来たと思ったら消防車ではなくＮＨＫの中継車

で、カメラが回っていました。消防車よりもＮＨＫが

早くて、釧路町は何をやっているかと。来ない原因が

分かりませんが、その後 2台で消防隊員が強力な放

水をして火事を止めてくれました。その時、消火活動

に当たる人と僕に１人張り付く消防士がいて「須藤さ

ん、夕べは何時ころ寝ましたか。酒は飲みましたか。

たばこは吸いましたか」など、いろいろ聞いてきます。

きっと火事の出火原因を調べるのかと。後から聞いた

のですが、必要な情報を後からゆっくり調べるのでは

なく、ちょっと焦っている時に本当のことを言うらし

いから、というのです。「お酒は飲みましたけれど、

たばこは吸っていません」などいろいろなことを言い

ながら、その消防士の最後の一言が「須藤さん、誰か

に恨まれていませんか」。ドキっとしてね。昔の彼女

からそのようなことはないしと思いながら、でも例え

ば放火みたいなことも含めてそのような時に聞くのだ

な、と貴重な体験をしました。

その時、会社のことなど何も考えていなかった僕が少

し考えようと思ったり、理念や何のためにやるのか、

釧路のためにとか考えられなかったのが、旅と火事の

おかげでとなるので、人生の中で何が学校になるか分

かりません。旅が学校になったり、いろんな嫌な事件

が、大変だと思ったことが後々のいま、あの事件があっ

て本当に良かったなと思っています。

つたない話しでしたけれども、またよろしくお願いし

ます。ありがとうございます。
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　　　　　　　　　　杉村　荘平会長

　皆さん、こんにち

は。１カ月ぶりの再

開でございます。ま

ずは、皆さんの元気

なお顔を拝見して例

会を再開できたこと

に感謝申し上げま

す。

いま、入ったニュースですが、佐藤貴之君とテーブル

で話をしていましたら、野球の報告なのですが、ご子

息がリトルシニアに入られていて、旭川大学校付属高

校に特別優先推薦入学が決まったようです。おめでと

うございます。活躍をご期待しております。

そのような子どもたちがどんどん出てくることを祈り

ながらこの活動をやっている訳ですので、本当に良い

ことだと思いました。おめでとうございます。

１カ月ぶりの再開ですが、皆さん、いろいろスケジュー

ルの方でご迷惑をおかけしております。まずは、今週

末に『地区大会』が開催されます。今回は釧路での開

催となりますが、コロナ対策のために本会場は交流セ

ンターですけれども、第７分区のクラブは全日空ホテ

ルでの別会場となります。いろいろ手法も変わってく

るようでして、多少、皆さんにご不便をおかけするこ

とがあるかもしれませんが、ぜひご出席とご協力をよ

ろしくお願いしたいと思います。

また、28日には『ガバナー公式訪問』『クラブ協議会』

を開催させていただきます。少し時間が空いてしまい

ましたので、発表をされる各委員長の皆さんにおかれ

ましては抜かりなくご準備をしていただければと思い

ます。どうぞよろしくお願いいたします。

続きまして、もう何回「いよいよ」と言ったか分かり

ませんが、いよいよ 21日に「夜例会」を再開させて

いただくことで進めております。親睦の皆さんにはご

活躍を期待しておりますけれども、皆さんもぜひご理

解とご協力をいただきながら大いにロータリーを楽し

める夜例会にしていきたいと思います。どうぞよろし

くお願いいたします。

お休みの間、テレビなどを見ておりましたらコロナの

ニュースがひっきりなしに流れておりました。この

ニュースを見ていると、改めて世の中にはいろいろな

意見があり、そのいろいろな意見の中でひとつの答え

を出すということは本当に難しいことだと思っており

ました。

また、私のネタでございますが、小学校１年生の時の

ことを思い出しました。何てことのない話しですがご

紹介させていただきたいと思います。

　１年生の時に、授業で天気の関係の授業をやってい

たと思うのですが、その時に、担任の先生が「皆さん

は雨の日と晴れの日、どっちがいい」と聞きました。

クラスのみんなが「晴れの日が良い」と。だいたいク

ラス全員が言いますよね。そうすると担任の先生が「そ

うですか、じゃあ雨が降って欲しいと思っている人は

いないのかな」と言うのです。そうすると自信満々に

杉村少年が「そんな人いるわけないでしょ。晴れが良

いに決まっているでしょ」と言うわけです。そうする

と先生が「じゃあ荘平君、農家の人は雨が降らなかっ

たら困るよね。雨が降って欲しいと思わないのかな」

と言うのです。そうすると杉村少年はもう脳天に雷が

ズガガガガガーンと落ちました。なるほど、と。自分

が間違いないと思っていることにも必ず反対意見があ

るんだ、答えはひとつじゃないのだ、と。いまでも思

い出す僕にとっては大切な出来事でございました。

また、もうひとつ、答えが難しいというお話を紹介さ

せてもらいます。これは皆さんご存じかもしれません

が、イソップ童話で『ロバを売りに行く親子』という

物語がありまして、ご紹介をします。

親子がロバを売りに市場へ行くわけです。２人でロバ

を引いて歩いていると道路にいる人が「何をやってい

るのだ。せっかくロバを引いているのだからロバに乗

らないともったいない」と言うのです。なるほどとい

うことで、今度は息子を乗せてロバを引いて歩きます。

すると通った人がその子どもを見て、「親を歩かせて

息子がロバに乗っているとはどういうことだ」と言う

わけです。すると「分かった」と、今度はお父さんが

ロバに乗るわけです。また通った人が、「子どもを歩

かせて親が乗っているとはどういう親だ」と言われま

す。すると、今度は親子２人がロバに乗るわけです。

また通った人が「ロバがかわいそうだ。２人も乗せて

重そうだ。もっとロバを楽にさせてあげろ」と言うわ

けです。すると親子は、ロバの両足をひもでくくりつ

けて棒で担いで今度はロバを持ち歩いて向かいます。

すると、橋の上で嫌がったロバが暴れ出して落ちてロ

バが死んでしまうというお話です。

これは、人の意見を聞き過ぎて振り回されてしまうと

いうお話です。この教訓は、人の意見を聞きながらも

しっかりとした自分の意見・考え方・信念を持つこと

が大事です、ということかと思います。

僕はここでもうひとつ大切なことは、目的と手段を

しっかりと区別する考えを持つことが大事なのだろう

と思っています。この場合、この親子の目的はロバを

売ってお金に換えることが目的で、市場へ行くことは

あくまで手段です。だから、この親子はこのロバを売

るという目的をしっかり理解さえしていれば、人の意

見に左右されずに市場に着けたのではないかと思いま

す。

ということでコロナの話に戻りますけれども、目的は

皆さんが平和で豊かな生活を送られるようになること

で、コロナ対策はあくまで手段でしかないと思ってお

ります。ですから大事なことは、みんなでしっかりと

知恵を出し合って、前を向いて、目的と手段を履き違

えないようにして向かって行くことだと思いました、

という話でございます。

　わがロータリーもこの令和３年の 10月、ここが目

的達成への分岐点になるようにみんなで祈念しながら

例会を今日から再開していきたいと思います。

　どうぞよろしくお願いいたします。

幹事報告　市橋　多佳丞幹事

　皆さま、改めまし

てこんにちは。私か

ら幹事報告をさせて

いただきます。

いま杉村会長からも

ございましたが、今

度の日曜日に『地区

大会』が行われます。９時 45分を目途に国際交流セ

ンターの入口にて皆さまとの写真撮影を行いたいと考

えております。皆さま、お時間をお忘れなきようにご

移動をお願いいたします。

写真撮影の後、ANAクラウンプラザホテル釧路に移

動をしていただき、そちらの会場にて同時中継の地区

大会を見ていただく流れになります。その後、同部屋

にて昼食をとっていただきます。

その後、同じ場所で第１から第８分区のクラブの方が

食事をとる関係上、皆さまには食事のお席から一度ご

退席をいただくという少々面倒くさい動きになってお

ります。なんとか協力をして地区大会を成功に持って

行きたいと思っておりますので、皆さまのご協力をよ

ろしくお願い申し上げます。詳細につきましては本例

会後、事務局より案内を送付させていただきますので

ご覧いただければと思っております。

　続きまして、先ほど杉村会長からもありました『夜

間例会』を 10月 21日に再開予定となっていて、本

日ご案内をさせていただきます。とりまとめの期日が

短くなっておりますけれども皆さまのご出席を心より

お待ちしておりますのでよろしくお願いいたします。

　また、10月 28日の第４例会にて『ガバナー公式

訪問』が行われます。本日、皆さまのパーソナルボッ

クスに活動計画書を配布させていただきました。そち

らを当日午前中に行われる『クラブ協議会』で使用し

ますので、お忘れのなきようにお願い申し上げます。

こちらも本日ご案内を皆さまに送付させていただく予

定となっております。

　また、今月 10月のロータリーレートは 112 円と

なっております。

また、本例会終了後、理事会が行われますので理事者

の皆さまはローズホールの方へご移動をお願いいたし

ます。

　以上でございます。

青少年奉仕委員会　佐藤 貴之委員長　

　青少年奉仕委員

会佐藤でございま

す。先ほど杉村会

長からお話が出る

と思っておりませ

んでしたのでニコ

ニコをしておりま

せんでしたが、後ほどニコニコをさせていただきたい

と思います。よろしくお願いいたします。

　それでは、本日のプログラム『全道中学親善硬式野

球大会』の大会報告をさせていただきたいと思います。

例年ですと、このプログラムでは『ライラセミナー』

も同時にご報告させていただくのですけれども、今年

度はライラが中止となっておりますので、本年度は野

球大会の報告のみとさせていただきます。

　本日は、まず７分ほどの動画をご覧になってから、

監督にご挨拶をいただきたいと思います。それでは動

画をお願いいたします。

（全道中学親善硬式野球大会動画　鑑賞）

釧路リトルシニア球団監督　橘　　幸司様

　皆さん、こんに

ちは。ただいまご

紹介いただきまし

た釧路リトルシニ

ア監督の橘と申し

ます。よろしくお

願いいたします。

本年も『全道中学親善硬式野球大会』の開催に向けご

尽力いただきました全ての方に感謝申し上げます。あ

りがとうございました。

11回目となる今大会は、このコロナ禍での開催とな

りましたので、規模を大幅に縮小して道東地区の３

チームによる総当たりで実施いたしました。十勝帯広

チーム・大空チーム・釧路、この３チームは毎年近郊

ということもあり練習試合を常に行っており、相手の

手の内も知る仲ではありましたが大会という緊張感を

持った試合はやはり練習試合とは全く違う雰囲気で選

手はプレーできていたと感じました。結果は釧路チー

ムが優勝ということになりました。

今回は少々規模が縮小した分、総当たりということも

ありまして、選手に個人賞を設定することを初めて

行ってみました。選手はとても喜んでおりました。

　また、グランドを提供していただきました釧路工業

高校の皆さんが、グランドを貸すだけではなく、整備

やお手伝いなど全てをしていただけて、良い指導をさ

れていると強く感じ、見習わなくてはいけないと思い

ました。さすが高校生と感じました。

　当球団ですが、現在、３年生９名が引退して１・２

年生 14名で活動をしております。常に全道大会です

ので移動が大変なのですが、14名で活動をしており

ます。ただ、団員数不足は否めないので、皆さまのお

近くに野球少年がおられましたらぜひご紹介いただけ

ればと思います。

重ねてですが、当球団ＯＢの佐藤龍世選手ですが、今

シーズン途中で北海道日本ハムファイターズに移籍を

してまいりました。一軍の試合にも出させていただい

ておりますので、併せてご声援いただければと思いま

す。

今後も本大会を継続し、釧路の地にまだまだ根付かぬ

中学硬式野球の発展と野球人口の増加、釧路の野球の

底上げの一端を担っていければと思っております。次

年度以降も全道中学親善硬式野球大会開催に向け皆さ

まのご理解ご協力をお願いいたします。

本日は、どうもありがとうございました。

『会員卓話』

　クラブ運営委員会　中島 徳政委員長　

　この後は、『会員卓話』でお時間を使わせていただ

きたいと思います。

いまのＶＴＲは佐藤君が作りましたので、かしこに

ロータリー色の多いビデオとなっておりました。ご苦

労様でした。

　それではこの後、須藤さんに会員卓話という形で。

須藤さんは『旅する鍼灸院』という本を著作され販売

されております。本日はご厚意で、皆さんに一冊ずつ

お持ち帰りいただければとテーブルの方に置かせてい

ただきましたのでご紹介をさせていただきます。

　それでは、須藤様、お願いいたします。

あんずの種 釧路本院院長　須藤　隆明君

　皆さま、こんに

ちは。あんずの種

の須藤隆明と申し

ます。いま言われ

たような形で『旅

する鍼灸院』とい

う本を出したので

「お話をしてください」と言われて、このような場に

呼んでいただきお話をさせてもらうことを嬉しく思っ

ています。

釧路ロータリークラブに入って 4年目になるのです

が、あまり活動ができないところもありますけれども、

僕にとってロータリークラブとはすごく異質な世界と

思って少々ドキドキ、勇気を持ちながら入ったのです

けれども、このような私を温かく迎え入れてくれてい

る仲間の方がたくさんいたこと、本当に嬉しくて感謝

したいと申します。

今日は、時間が限られているのですけれども伝えたい

ことは、この異質なものに飛び込むということはいい

なという話と、僕 35年間鍼灸師として健康のことを

やっていています。いろいろな健康法がありますけれ

ども、この『旅』も健康法のひとつではないかと思っ

ていることなのでその話をさせていただきます。

杉村少年ならぬ須藤少年も小学校のころ、米町公園か

ら海を見ていると外国船などたくさんの船が入ってい

て、それを見ては「いつか遠くへ行ってみたい。外国

へ行ってみたい」という夢見心地な少年を過ごしてい

ました。大学へ入ったときに探検部というクラブに

入っていろいろ活動をすることが増えました。いろい

ろな所へ行ってきました。

今日みたいな青空を見ていますと、32年前の 10月

の今頃は台湾にいました。鍼灸学校を出て中国に留学

をしようと思っていましたけれども、ちょうど 1989

年の「天安門事件」があって中国へ行けなくなって、

その間、台湾で勉強をしたり中国語を習おうと思って

半年暮らしていました。10月 10日が台湾の建国記

念日で、街は活気溢れておめでたいところですけれど

も、その時僕は 1,200 円～ 1,300 円の安宿に泊まっ

ていました。宿の 2階のテラスから見上げると立派

なシエラトンホテルが見えて、いまはものすごく立派

なホテルがたくさんありますけれども、「いつか将来

あのようなホテルに泊まれるようになりたい」と思い

ながらなかなか泊まれなかったのです。恥ずかしい話

しですけれども、上の方に泊まり客のみのプールがあ

るのですけれども、泊まり客のふりをしてごまかして

入ってチャプチャプして、いけないことをやっていて

台湾の方あるいはシエラトンホテルには申し訳ないと

思ったのですけれども、４年前に念願のシエラトンに

も泊まることができました。

　もう皆さん方は世界をあちこち行かれている方ばか

りですけれども、僕がひとつ自慢できることは、19

歳の時に初めて世界をグルッと回るバックパッカーを

やっている時はものすごい貧乏旅行だったということ

です。台湾の時もそうでしたけれど、その前の時も限

りなく貧乏旅行をしながら、ルートは飛行機などはあ

まりなく陸路などが多かったです。世界最悪の陸路の

国境越えという南イランからパキスタンへ抜けるルー

トで、そこを超える時や、砂漠で移動をしている時に

バスから急に下ろされて、何もない所でヒッチハイク

でギリギリ帰れて生き延びたり、ケニアではパンツに

隠していたお金を税関の人にピュッとポッケされたり

など結構ハラハラすることもあったり。

人生の中では、火事で家が一軒丸焼けになったことも

ありますけれども、いろいろなことを乗り越えて、人

生っておかしいですけれども「何とかなるな」という

哲学だけは持って帰って来ました。詳しくはその本に

書いてありますので、読んでいただければ。

今日、本をプレゼントされて良かったと思う人が半分

ぐらいで、余計なゴミが増えたと思う方も多いかもし

れませんけれども、帰りにゴミ箱に入っていないこと

を秘かに祈りながらお話をします。

先ほど言った「旅が健康法だ」というひとつは、僕自

身がそうでした。鍼灸院を開業してから忙しくバタバ

タしたり、ストレスが溜まってこの辺が重苦しくなっ

て、知り合いの医者に診てもらって。自分ではお酒も

好きでしたから肝臓がんかと思いましたけれども検査

の結果は「異常なし」、ただ疲れやすい、やる気がで

ない、体重が何となく減ってくる。会うと「須藤君、

痩せたね」と言われると何かドキっとする。「痩せたね」

と言われて嬉しい時もあったけれど、そういう時は何

かドキっとしてあまり嬉しくない時でありました。

ずっと動けないでいたので、南のクックという島に何

もしないで１週間ぐらいいました。このような仕事を

やっていますから、自分で針を打ったり漢方薬を使っ

たりいろいろやっても全然良くならなかったのが、１

週間、海の前でボーっとしているだけですぐに良くな

りました。鍼灸師としては「なぜ針だけで治せなかっ

たのだろう」と悔しい思いもあるけれど、でも何か異

質な世界で言葉が通じない、使うお金も違う、食べる

物も違う、という所にいることで、何か細胞には良い

方向に変わる力があったのか、という気がしました。

その後、皮膚がすごく弱くて、この辺がブツブツだら

けでした。鍼灸師をしていて今はマスクをしていても

「コロナだからね」と言われるけれど、当時はずっと

マスクをしていると「どうしたのですか」と言われた

り、あるいは会合に行くと「鍼灸師は自分の顔の治療

はできないの」と言われて、情けないというかショッ

クだった時期が結構長くありました。けれど波があっ

て良かったり悪かったりしていましたが、それはケニ

アに行ってまた少々異質な世界に触れて帰って来たら

嘘のようにきれいに治りました。

これも本当に「なぜか」という話で、自分では思って

いました。いま患者さんとお話をしていると、どこか

へ行こうとか、どこかへ行って帰って来たら元気にな

る人が多いです。だから何か非日常の世界に行って、

いつもと違う時間を過ごすことがストレスの解消にな

ると言えば簡単ですけれども、それだけではない遺伝

子のスイッチなのか何のスイッチなのか分かりません

けれども、そのようなもので元気になる可能性がある

というところ、それを伝えたくて『旅する鍼灸院』と

いう本を出版しました。

いま釧路と宮古島を行ったり来たりしながら。よく「釧

路にいないでしょ」と言われますが、いま行っている

時が３カ月に２週間ぐらいなので、だいたいはこっち

にいます。行ったり来たりで3,000㎞を移動するので、

「疲れるでしょう」と言われるけれど、僕にとっては

行かない方が疲れるというか。緊急事態で行けなかっ

た時もありましたが次の日曜日にまた久しぶりに宮古

島に行けます。まだ宮古は 30度あるので、釧路の今

朝の５度ぐらいの所から移動をすると 30度近い気温

差があります。「そんなに気温差があって風邪を引き

ませんか」と聞かれたりします。サウナから水風呂に

入った時は何となく元気になりますよね。その感じな

のです。中途半端に東京から戻って来ると風邪を引い

たりするけれども、それくらい変わっている所の刺激

を受けると自分もいま元気で、特に薬を飲んだりする

こともなくやって来られているのは旅をしていること

が大きいと思うので、何か異質なところに飛び込む、

チャレンジをしてみるということも良いかと思いま

す。

ありがたいことにロータリークラブに入れていただい

て、こちらにいらっしゃる方でも針治療をやったこと

のない方も来てくれたりしています。『あんずの種』

の針を受けたことがないという方には多分ものすごく

異質な世界だと思います。針だけでも異質だし、『あ

んずの種』はあまり認知されていなですけどいいろい

ろなことをやっているので、そこの異質な世界の扉を

開くと、もしかしたらもっと違う元気な自分になった

りするかもしれません。

この本を読んだ人の感想が嬉しいことに「何か読んだ

ら元気になった」「心がちょっと楽になった」「どこか

へ行きたくなった」「何か新しいことをやってみたく

なった」という人も多いので参考にしていただいて。

ちょっと見てこの本にも旅をしてほしいので、あまり

面白くないと思ったら興味のありそうな人にあげてく

れたりしてくれると嬉しく思います。

これでお話を終わります。まだ大丈夫ですか。ありが

とうございます。

先ほど言った「なぜロータリークラブが異質か」です。

先ほど言った貧乏生活が長くて、家は普通ですけれど、

自分がそのような世界が好きで、お金を使わない生活

をやりながら旅行資金を貯めては外国へ行き、また

戻って来てバイトをして三畳一間ぐらいでパンとラー

メンの生活が当たり前、そのような習慣があったから

仕事を始めてからもそのような意識があまりなく、「食

べていければいい」ぐらいに思っていて、仕事の意義

と理念とか「ウチの治療院は何のためにあるのか」を

あまり考えていなかったから。

夫婦 2人で暮らしていければ良いと思っている時に、

11月の風が強い日に丸焼けになってしまいました。

タイマースイッチで入ったストーブから強風で集合煙

突が割れてカーテンに引火して、１階が火の海になっ

ていたのです。２階で夫婦で寝ていて、きな臭い臭い

がして何だろうと思ってドアを開けたらもうブワっ

と、前髪がチリチリっと焼けて。「起きろー！」と。

低血圧の妻も何か尋常ならぬ声で降りて来て、

「わー！」と。

釧望台という釧路町の奥、かなり田舎の一軒家を

300 万円で買って住んでいました。向かいの家に頼

んで 119 番をしてもらったのですけれども、なかな

か消防車が来ないのです。来ない間に、どんどん燃え

て、僕の車も溶ける、バイクも溶けるという状況です。

車が来たと思ったら消防車ではなくＮＨＫの中継車

で、カメラが回っていました。消防車よりもＮＨＫが

早くて、釧路町は何をやっているかと。来ない原因が

分かりませんが、その後 2台で消防隊員が強力な放

水をして火事を止めてくれました。その時、消火活動

に当たる人と僕に１人張り付く消防士がいて「須藤さ

ん、夕べは何時ころ寝ましたか。酒は飲みましたか。

たばこは吸いましたか」など、いろいろ聞いてきます。

きっと火事の出火原因を調べるのかと。後から聞いた

のですが、必要な情報を後からゆっくり調べるのでは

なく、ちょっと焦っている時に本当のことを言うらし

いから、というのです。「お酒は飲みましたけれど、

たばこは吸っていません」などいろいろなことを言い

ながら、その消防士の最後の一言が「須藤さん、誰か

に恨まれていませんか」。ドキっとしてね。昔の彼女

からそのようなことはないしと思いながら、でも例え

ば放火みたいなことも含めてそのような時に聞くのだ

な、と貴重な体験をしました。

その時、会社のことなど何も考えていなかった僕が少

し考えようと思ったり、理念や何のためにやるのか、

釧路のためにとか考えられなかったのが、旅と火事の

おかげでとなるので、人生の中で何が学校になるか分

かりません。旅が学校になったり、いろんな嫌な事件

が、大変だと思ったことが後々のいま、あの事件があっ

て本当に良かったなと思っています。

つたない話しでしたけれども、またよろしくお願いし

ます。ありがとうございます。

本日のニコニコ献金

■杉村　荘平君 　いよいよ再開です。皆様よろしくお願いいたします。

■浅川　正紳君　やっと皆さんにお会いすることが出来ました。司会でかまない様頑張ります。

■市橋夛佳丞君　例会再開となりました。改めて宜しくお願い致します。

今年度累計　　89,000 円　　
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　　　　　　　　　　杉村　荘平会長

　本日も多数ご出席

いただき本当にあり

がとうございます。

先日、地区大会を無

事開催いたしまし

た。例年とは少し

違った形での開催で

ございましたので、少し戸惑うところも多かったかと

思います。まずは地区全員が実際に集まって大会をで

きたことに感謝して、このままスムーズにロータリー

に限らず、すべてのことが軌道に乗って行ければと

願っているところでございます。

さて、会長挨拶でございますが、年当初からこの10月・

11月においては、85周年を記念しまして、釧路のク

ラブの歴史についてのお話をさせていただければと

思っておりました。いろいろ話題はありますけれども、

今回から５～６回に分けて釧路クラブの歴史について

お話をさせていただければと思っております。

今回はまず 1回目、釧路クラブの創生期について

1986 年の 50周年記念誌を調べさせていただきまし

た。そこに載っているところで、当時の両角克治さん、

北村藤兵衛さん、そしてわが清水先生もご出席されて

おりましたが、そのことを中心にご紹介したいと思い

ます。

まず、皆さんご存じのとおり創立は 1936 年昭和 11

年 11月 23日です。全国で26番目、北海道で７番目、

認証番号が4092番というのが釧路クラブです。当時、

一番の中心人物であった両角克治さんが創設当時から

４年連続で幹事を務められた中心人物でございます。

実は、本人が語っておりますけれども、創立前の昭和

７～８年から両角さんの取引先で東京の内外編物とい

う会社の小林会長が東京ロータリー、日本ロータリー

の重鎮の方で、その方から「早く釧路にもロータリー

クラブを作れ」と再三言われていたのです。

その当時、両角さんが今の釧路ガスの会社設立準備で

大忙しです。それをほったらかしていたらしいのです。

そうすると、小林会長から札幌クラブに重鎮で北大総

長、確か男爵の佐藤昌介さんというガバナーがいたの

ですが、そこに行って「釧路を何とかせい」という指

示があったようです。当時、札幌の幹事で、後にガバ

ナーも務めた宮脇さんが釧路に来られて、いよいよ両

角克治さんも「観念した」と語られています。

「当時は書籍・書類すべてが英語の物しかなくて、設

立の申請には本当に難儀をした」と語っております。

釧路ガスの設立がもう少し早ければ釧路クラブの創立

も少し早くて、帯広ロータリーよりも早く創立できた

のではじゃないかと思った次第でございます。

この頃、日本のロータリークラブの構成が朝鮮半島と

満州も入れた第 70地区という１地区なのです。創立

会長の時間
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してすぐの 1938 年の地区大会が朝鮮の京城、今のソ

ウルで行われて、その当時のエレクトだった清水源作

さんがはるばる京城まで参加したという記録になって

おります。

ちなみにこの清水源作さんが戦時中にこのロータリー

旗とロータリーゴングを自宅の押し入れに入れて守っ

てくれた方です。

翌 1983 年、地区協議会が開催されております。これ

が比叡山の延暦寺で開催されておりまして、この時に

は両角さんも裏日本を３日間かけて汽車に乗って比叡

山延暦寺に行き参加しております。また、本人が「昼

食は梅干しだけの日の丸弁当だけだったけども、さわ

やかな味わいだった」と語っております。

一方で、1940 年に釧路クラブは国際ロータリーを脱

退しまして、その後「木曜クラブ」「釧路職域懇談会」

と名称を変えながら活動を続け、1950 年に再リ

チャーター、再創設されております。

ここで皆さん、初代会長の飯田会長はどういう方か知

らない方が多いかと思いますので簡単にご紹介させて

いただきます。

飯田会長は福岡市の出身で、中学卒業後、満州やシベ

リアで貿易に従事した後、明治 36年に釧路に移住し

ます。とんけし郵便局長を務め、釧路郡漁業協同組合

の創設に関わった後、そこから中小商工業者の金融救

済を目的として釧路信金の前身である釧路信用組合を

創設し、初代理事長を務められました。戦後はホクレ

ンの理事などをお務めになり、昭和 29年、82歳で

亡くなられております。

創立時、31歳の両角さんに当時、62歳の飯田さんが

初代会長になられたいきさつをお聞きしたところ、「何

といっても人格者であったから」というお答えだった

ということです。

少し長くなりますが、もう一人ご紹介したい方がい

らっしゃいます。その両角さんが創立当時に、事務的

なことをほとんどやってもらったというキーマンがお

ります。リチャーターメンバーのお一人で商工会議所

の専務や市議会議員を務められた三原正二さんという

方です。三原さんは 1950 年のリチャーター年度から

2年連続、幹事を務めた後、その後の 15年間で副会

長を４回やっております。そして、何とリチャーター

年から 25年経った 1975 年に第 30代の会長を務め

ております。

この頃からも釧路クラブを支えていただいた、まさに

縁の下の力持ち的な方だと考えております。85年の

ご逝去にあたっては追悼集に清水先生をはじめ多くの

方が筆を寄せておりますけど、その中でも最後のリ

チャーターメンバーとなった北村藤兵衛さんが「この

前の年に亡くなった村上祐二さんが釧路クラブの生み

の親であれば、三原正二君は育ての親でもありました。

お互いに 35年にわたり手続き要覧を読みながら盛ん

に勉強をしてロータリー充実のためにお手伝いをさせ

ていただきました」と語っております。

釧路クラブにはそれぞれの時代に縁の下的な「ミス

ターロータリー」がいらっしゃいましたが、僕が釧路

クラブの歴史をたどった中では三原さんが初代ではな

かったかと思います。

長くなりましたが、現在のロータリー活動もこのコロ

ナの中、大変な状況でございますけれども、先輩の苦

労と比べれば比較にもならないと思っております。こ

の 85周年を期に先輩がロータリーに捧げた情熱に思

いを巡らせながら、改めてロータリーを楽しんで行け

ればと思っている次第でございます。

こういう「歴史編」をあと４～５回やりたいと思って

おります。すみませんが、お付き合いいただきながら、

本日もよろしくお願いいたします。

幹事報告　市橋夛佳丞幹事

　皆さま、こんにちは。今週の幹事報告させていただ

きます。

先日行われましたＲＩ2500 地区の地区大会に多くの

皆さまにご参加いただきましたことを心より感謝を申

し上げます。ありがとうございます。また、その場で

皆さまに登録グッズをお渡しさせていただきましたけ

れども、登録グッズの中にお菓子が入っておりました。

全員登録の関係上、そちらが大量に余っております。

賞味期限もあることから本日、皆さまにお配りしまし

たので、この会場で食べていただくか、お持ち帰りい

ただければと思っておりますのでよろしくお願いを申

し上げます。

来週いよいよ夜間例会を再開させていただく予定と

なっております。一応昨日までが返信期日となります

が、まだ未返信の方は私にお伝えいただくか、青島事

務局員にご連絡いただければと思います。よろしくお

願い申し上げます。

他クラブの例会につきましてはお配りの例会案内をご

一読いただければと思います。

以上でございます。

地区大会参加のお礼

　　　植原　元晴地区大会実行委員長

ご紹介いただきましてありがとうございます。本日は

渡辺雅樹財務委員長

と一緒に地区大会の

お礼ということで参

りました。

先日、行われました

地区大会におきまし

ては、釧路クラブの

皆さまには全員登録、そして多数のご参加をいただき

まして誠にありがとうございます。おかげさまで予想
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を上回る 912 名の登録と 720 名の参加と、非常に多

くの方に来ていただきました。例会プログラムも天候

に恵まれまして特に問題なく行われました。

これだけの参加をいただけたのは正直、予想外だった

のですが、コロナの感染が落ちついてワクチンが進ん

できたのがあると思いますが、やはり、1年半ぶりで

現地開催が行われたということですかね。コロナで

ずっとオンラインの会合ばかり続いておりましたの

で、みんなが集まって会議をするのは久し振りのこと

で、皆さん、多くの地区の会員が集まっていただけた

のかなと思っております。

特に会の中身につきましては、小沢一彦ＲＩ会長代理

が「本当に今回が最後」と仰っていましたけれども、

わざわざ釧路まで来ていただきまして貴重なご講話を

いただきました。また、坂本光司教授には日帰りで来

釧していただきまして、経営について、皆様の明日か

らの経営に役立つような本当に貴重な講演をいただき

ました。

地区実行委員長としましては、これで一応任務も終わ

ると言いたいところですが、このコロナで大会後２週

間程はコロナ感染が起きないかどうかを十分注意しな

がら様子を見ることになってしまいます。コロナのた

めもありまして一切、新聞とかマスメディアには広告

をしておりません。もし、感染・クラスターが出た場

合、地区の皆さまにお知らせするのはどうかというこ

とで、ベイクラブでは差し控えましたことをご容赦い

ただければと思います。

そういったことで、２週間もし感染者も出ずに無事終

了しましたらクラブで直会を予定しております。この

2500 地区の地区大会は他地区に先行して行われてお

ります。ですから他の地区のモデルになるような現地

開催ができたということでは、今回の現地開催は本当

に良かったと自分では思っております。

また、漆崎年度がまだ半年以上続きます。地区の行事

などまだありますので、ぜひ釧路クラブの皆さまには

ご協力・ご指導のほどよろしくお願いいたします。

重ねて地区大会、本当にありがとうございました。

　

スポンサー　青田　敏治君

　それでは、下川部

知洋君を紹介しま

す。皆さんが既にご

存じの下川部さんの

お父さんは当クラブ

の会員で、メンバー

で長い間在籍してお

りました。また、私のゴルフ仲間で親しくさせていた

だいたところでございます。知洋君は１回だけ会って

いるのです。カントリークラブのロッカーにクラブを

置いたままだったので、初七日が終わったころですが

クラブを自宅に届けた時にお会いしたことがありま

す。

それでは、紹介いたします。下川部知洋君、協立海上

運輸株式会社の代表取締役社長でございます。東京の

方にお住まいでして、東京で事業やられて、それで釧

路の協立海上の社長という大変忙しい方です。こちら

になかなか参加・出席するのも厳しいことかもしれま

せんけど、できるだけ出てもらうようにしていただき

たいと思います。

「ゴルフをやります」ということですが、今ハンデを

聞きましたら「無制限だ」ということです。それから

麻雀はしないということです。できるだけ出席できる

ことを期待して、代わります。

協立海上運輸株式会社　

　　　下川部　知洋代表取締役

　ご紹介いただき、

ありがとうございま

す。協立海上運輸の

下川部知洋と申しま

す。本日は歴史と伝

統のあるロータリー

クラブに加入するこ

とを許可していただき、誠にありがとうございます。

また、先代である父がゴルフや会食ですとか、大変お

世話になったと生前聞いております。この場をお借り

してお礼を申し上げます。ありがとうございます。

「ロータリークラブの目的は奉仕をすること」と先ほ

どお伺いいたしました。奉仕をするためには力が必要

だと思っております。私はまだ若輩者でございますの

で、大先輩である皆さまの背中を見て、１日でも早く

力をつけて、その目的を達成できるような人間になり

たいと思っております。皆さま方のご協力をいただき

ながらだと思いますが、いろいろとご指導・ご鞭撻を

いただきたいと思っておりますので、よろしくお願い

いたします。

本日はありがとうございます。

スポンサー　吉田　潤司君

　皆さん、こんにちは。新しい仲間をご紹介いたしま

す。二宮拓人さん、日本銀行釧路支店の支店長、前任

の熊谷さんの後任であります。私は今日初めて二宮拓

人さんとお会いしまして、すごく親しく感じましたの

は二宮拓人

さん、私の息子も拓人と言いまして、同じ字ですごく

近くに感じましたけど。

生年月日は昭和 49年２月ですから、現在 47歳。非

常に若い支店長です。これからも前途洋々としている
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■ 本日のプログラム ■

地球温暖化と釧路の気象災害について

支店長だと思います。

趣味はゴルフも麻雀もやらないそうです。ぜひ、釧路

で覚えていただきたいなと思います。趣味としては登

山と料理ということで、今回は単身で来られています

けども、多分、料理・食事に対しては苦労されないか

と思います。お酒は十分飲むそうですから、ぜひお酒

の付き合いも皆さんにはしていただければと思いま

す。これからも何年間釧路にいらっしゃるか分かりま

せんけども、皆さま、ぜひ一緒に楽しんでいただけれ

ばと思います。

どうぞよろしくお願いいたします。では、二宮さんを

ご紹介いたします。

日本銀行釧路支店　二宮　拓人支店長　

　ただいまご紹介に

与りました二宮と申

します。どうぞよろ

しくお願いいたしま

す。

この度は、歴史と伝

統のある釧路ロータ

リークラブの会員として、お認めいただけるというこ

とであれば、大変光栄でございまして、誠にありがと

うございます。

日本銀行は大体全国に 30超の支店がございますけれ

ども、私自身はこれまでずっと 26年間ぐらい本店で

仕事をしてまいりました。実は地方に来るのは初めて

でございますし、北海道に来るのも初めてでございま

す。そういう意味で、思いっきり単身で参っておりま

して、分からないことだらけで、尚且つ寂しい独り身

でございますけれども、すごく当地に赴任してくるの

をすごく楽しみにしておりました。

と申しますのも、私の発令が出た時に歴代の釧路支店

長の人からいろいろとメールをもらいました。歴代の

者が異口同音で、「当地の支店長をさせていただいて

本当に素晴らしい経験で、自分の人生の中で一番楽し

かった１ページである」とみんなが申しておりまして、

それだけ当地の方に大切にしていただいて、いい経験

をさせていただいたということであると思っておりま

す。

私もぜひ皆さま方と親しくお付き合いさせていただ

き、奉仕をさせていただいて、皆さんからいろいろと

当地のことを学ばせていただければと考えておりま

す。ぜひ、当地に貢献してまいりたいと考えておりま

す。

どうぞよろしくお願いいたします。

プログラム委員会　小野 正晴副委員長

　プログラム委員会の小野でございます。本日、講演

していただきます中山寛様をご紹介いたします。中山

様は札幌市のご出身で、昭和 61年に気象庁に入庁、

その後は道内各地の気象台、気象庁本庁で勤務されま

して、去年４月に札幌管区気象台から釧路地方気象台

の観測予報管理官として異動されて来られました。現

在は予報や観測を行う現場の統括をされていらっしゃ

います。今日は『地球温暖化と釧路の気象災害につい

て』と題しまして地球温暖化の現状や予測、温暖化が

もたらす影響、それらの変化による釧路の気象災害や

防災情報などについてお話いただきます。

では、中山様お願いいたします。

　講演な内容については次頁以降に記載

会長謝辞　杉村　荘平会長

　中山様におかれましては本日お忙しいところ、本当

にありがとうございました。大変分かりやすく解説し

ていただいて、理解できたと思います。

釧路も明らかに大雨が多くなったり、釧路らしくない

夕立ですか、夕方に雷を伴った雨があったり、ここ何

年か雪も多くなってきているということで、明らかに

異常な気象が続いているのかなと思います。

この気象の変化に伴って、災害もすごく増えてきまし

て、ますます気象予報の重要性が大きくなってくるだ

ろうと思っております。

中山様におかれましては、われわれの社会基盤を支え

てもらう意味でも今後ますますご活躍していただきな

がら、今後ともお体に気を付けながら頑張っていただ

ければと思います。

本日はどうもありがとうございました。

本日のニコニコ献金

■佐藤　貴之君 　息子が旭川大学高校に入学いたします。

今年度累計　　94,000 円　　
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釧路地方気象台観測予報管理官 中山 寛様 

 釧路地方気象台の中山と言います。本日はよろしくお願いします。 

地球温暖化と釧路の気象災害についてということで、まず自己紹介と気象台の紹介をさ

せていただきたいと思います。私の経歴はこのようになっておりまして、ほぼ道内の予報畑

をやってきました。気象庁には地震や火山とか観測があるのですが、どちらかというと天気

予報をやってきたといったところです。 

ちょうど平成７年ころ気象予報士制度が始まって、実は、気象庁は気象予報士の資格を持

っていなくても予報が出せると取り決められているのですが、力試しを兼ねて平成７年頃

に気象予報士の資格を取っております。 

釧路地方気象台の紹介になります。釧路地方合同庁舎の９階に気象台は入っております。

北海道でいいますと、札幌に札幌管区気象台という北海道を統括する気象台があって、６カ

所の地方気象台があります。全国で見ますと都道府県に１カ所ずつ気象台が配置されてい

ます。 

気象台の歴史ですが明治 22年に現在の幣舞町あたりに作られています。一時期は標茶町

に移転したのですが、明治 43 年に再び幣舞町に戻ってきて、昭和 14 年には国営化されま

した。最初は文部省だったのですが、昭和 18年に運輸省、現在は国土交通省所属の外局と

なっています。平成 12年に現在の幸町に移転をして９階に入居しております。 

気象台の他に広尾測候所、根室測候所があったのですが、こちらはそれぞれ無人化になっ

ています。これが昭和 37年当時の気象台があった場所の写真になっています。 

それでは、本題に入りたいと思います。『地球温暖化について』と２つ目の『釧路の気象

災害について』というお話をしたいと思います。少し資料を用意し過ぎたせいで釧路の気象

災害については時間が足りなくなって途中までとなってしまうかもしれません。ご容赦く

ださい。 

地球温暖化についてです。このグラフは 1890 年から 2020 年まで、横軸が年で、過去 30

年の平均気温からの偏差を年平均気温についてプロットしたものです。年々、気温が上がっ

てきている様子が分かると思います。統計的に計算すると 100年あたりで 0.72度上昇して

います。赤い丸で示した右上の方、2020 年は統計開始以降で第２位になっております。人

間の影響によって、既に産業革命以前より約 1度上昇していると言われています。 

このグラフ見ますと 1990 年代末から 2010 年年代初めに少し横ばいになっているのが分

かるかと思います。これは『ハイエイタス』と呼ばれています。最近の研究では、赤道付近

を東から西に向かう風・貿易風の影響で一時停滞したことが分かってきています。そのころ

は気象庁でも温暖化は中立の立場でした。現在は科学的にも間違いはないだろうと地球温

暖化にも気象庁も取り組んでおります。 
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出典：気象庁「気候変動監視レポート 2018」を時点更新 

 

これは世界地図で、気温がたくさん上がっている所が赤い点々になっていて、あまり上が

っていない所は白くなっています。この図から分かることは、陸上と海上で比べると陸上の

ほうが温度の上昇が大きいことが分かります。これは、海は熱を蓄える力が大きいので多少

気温が上がっても海水温はそれをカバーしてしまうのです。それから北半球の高緯度と南

半球では熱帯を比べると北半球の高緯度の上がり方が大きいと分かるかと思います。 

特に冬です。雪に覆われる地方で、雪に覆われると雪は白いですから太陽の光を反射しま

す。ところが温暖化によって気温が上がってくると、地表があらわになってしまいますので、

黒い地表が現れると太陽の光を反射しなくなってしまい、より一層温暖化の効果が大きく

なって、温暖化によって大きく影響受けるのは北半球の陸上ということが分かります。 
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出典：気象庁 HP https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/temp/an_wld.html 

 

気候とは大気の平均的な状態のことで、気候は自然的な要因と人為的要因で変動してい

るという説明になっています。左側に３つありますけども『内部変動』というのはエルニー

ニョ現象や先ほどのハイエイタス、赤道の貿易風の影響といったような影響です。 

真ん中の『外的強制要因』というのは、例えば火山の噴火です。フィリピンのピナトゥボ

火山が噴火した時は、上空１万メートル以上の成層圏に、噴火したチリが漂っていて、その

年の平均気温を下げる方向に影響にしました。 

３番目の『外的要因』というのは、人為的要因で二酸化炭素濃度の変化といった形になり

ます。大気にわずかに含まれる温室効果ガス、二酸化炭素などは太陽の光で暖められた地表

から放出される赤外線を吸収して、地表に向けてこれを放出することで、温室効果のような

影響を及ぼしています。 
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出典：IPCC(2007), AR4 WG1概要及び FAQ（気象庁訳） 

 

字が小さいかもしれないですけれども、もしこの温室効果ガスがないとすると地球の平

均気温はマイナス 19度、ところが温室効果ガスがあるおかげで地球の平均気温はプラス 14

度に保たれています。温室効果ガスは悪者ではないですけども、温室効果ガスが多くなり過

ぎると悪影響を及ぼすことになります。 

このグラフは二酸化炭素、メタン、一酸化二窒素の濃度を示しています。グラフは右と左

で分けていますが、工業化以前が左側、工業化以降が右側のグラフになっています。二酸化

炭素に比べてメタン、一酸化二窒素です、メタンは温室効果の力が二酸化炭素の 20倍以上、

一酸化二窒素は 300倍以上という温室効果の能力を持っているのですが、濃度がメタン・一

酸化二窒素は三桁ぐらい小さいので悪影響を及ぼしていなくて、二酸化炭素に注目が集ま

っています。 
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出典：IPCC(2013), AR5 WG1 Fig 6.11、WMO温室効果ガス年報第 16号（2020） 

 

実は、ずっと大昔は現在の気温よりも気温が高かった時期もありました。ちょうど恐竜が

跋扈していた時期です。そういった 10万年のサイクルで温かくなったり、寒くなったりを

繰り返しているのですが、最近の温暖化は 10万年サイクルに比べて数百年という極端な速

さで温暖化していることが問題視されています。 

これは実証実験の結果によるシミュレーションになっていまして、横軸は年になってい

て、コンピューターのシミュレーションでどれだけ予測ができるかを検証したものになっ

ています。 

黒い線が観測結果で、温室効果ガスなど人為的な要素をシミュレーションに組み込んだ

計算結果が赤い帯になっています。青い線はその温室効果などを取り除いて計算したもの

です。シミュレーションでも温室効果の影響で気温が上昇していることが証明されていま

す。先ほどのノーベル賞を受賞された真鍋さんの研究はこのシミュレーションの『大気海洋

結合モデル』をいち早く作られたことで受賞されたと聞いています。こういうシミュレーシ

ョンを 40～50年前にされていて先見の明があったこととなっています。 
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出典：IPCC第５次評価報告書 

 

これは日本の平均気温になっています。見方は先ほどの世界のものと同じです。これは都

市化の影響を受けていない国内の 15地点で計算されたものです。残念ながら釧路は都市化

の影響を受けているということで、北海道では網走・根室・寿都の３カ所だけ温暖化の影響

を見る観測点になっています。 

世界に比べると北半球高緯度ということもあって 100 年あたり 1.3 度の割合で上昇して

います。2020年の年平均気温は統計開始以降で最も高かったとなっています。 
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出典：気象庁「気候変動監視レポート 2018」を時点更新 

 

釧路で見ますと 100年あたり 1.7度の割合ということで若干、都市化の影響を受けていま

す。 

 

 

 

今度は日本の夏日。左上が『日最高気温が 25度以上の夏日の日数』の年々の変化を見て

います。これも増えていることが分かります。右側が釧路です。釧路では増えているような

−62 −



8 

 

印象を持ちますが、統計的には有意ではないと。それから下は真冬日で「日最高気温が０度

未満の日」です。これも全国的にも左下のように減っています。釧路でも統計的に有意では

ないのですけども減ってきていることが分かるかと思います。 

 

 

 

それから左上のグラフは『１時間に 30ミリ以上という激しい雨の年間の日数』を全国的

に見たものです。こちらも増えてきていることが分かります。北海道地方、左上で見ますと

統計的には有意ではないのですが、やはり増えてきている印象は否めないと思います。 

雨の降る日です。『日降水量が１ミリ以上の年間の日数』を全国的に見ているのですが、

これは減ってきていることが分かります。どういうことかと言いますと、雨の降り方が極端

になってきているということです。 
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これは大気中の水蒸気と直結しています。気温が高ければ高いほど水蒸気を空気にたく

さん含むことができると分かっています。空気が含むことのできる最大の水蒸気量は気温

が１度上がると約７％増加します。簡単に例えますと『鹿威し』です。鹿威しの筒が太くな

ったイメージで思ってもらえればいいです。チョロチョロと水が竹の中に入っていきます

が、竹の筒が太くなるとなかなか倒れない。ただし、倒れると水の量は左の鹿威しよりも多

いので大雨になってしまいます。先ほどの様に１時間に 30ミリの激しい雨が降る日は増え

ていますが、ところが雨の降らない日も増えています。なかなか雨が降らないのですが、一

旦降ると大雨になりやすいという温暖化の影響で表れています。 

 

 

 

あと、釧路川の大洪水です。これはどこの写真でしょうか。湖でしょうか、沼でしょうか。

これが現在ではこのような形になっていて、「大正９年には釧路川で大洪水があった」と。 
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釧路市提供 

 

市役所に残っている記録を基に描いてみると、このような広範囲で水浸しになっていた

ことが想像されます。昔の阿寒川はこのように流れていて、それで釧路市内が水浸しになっ

たのですが、その後、新釧路川が作られて大洪水はなかなか起きにくくなったと。当時の地

名等がその川に残っているそうです。 

では、暴風雪の話です。暴風雪というのは平均風速が概ね 20メートルを超えて雪を伴っ

て猛吹雪になる現象です。2013 年３月３日の写真です。この時の暴風雪で一家４人がお亡

くなりになったことがありました。これはその時の天気図です。ポイントとしては等圧線が

混んでいる所で風が強いのです。低気圧の中心付近はあまり等圧線が混んでいないのが分

かるかと思います。台風のようにかなり発達して、発達しきった低気圧というのはこういう

特徴を持っています。これは１日から３日にかけての天気図です。日本海側から低気圧が東

側に進んで行って、赤く示した２日 15時～21時あたりで暴風雪となりました。 
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これは、上標津にあるアメダスの日照時間と上の矢羽根が風になっています。天気図では

ぽっかりと中心付近は等圧線が混んでいなくて台風の目のようになっていて、そこは晴れ

ていました。ちょうど２日の昼間は晴れの領域に入っていて、風もあまり強くない。この日

は土曜日だったはずで、いろいろな用事で皆さんが出かけていて、天気も晴れて風も弱い。

ところが、２日の昼過ぎから等圧線が混んだ領域がこの管内に入って来ました。20 メート

ルを超える猛吹雪になってしまいました。合わせて９名の方が亡くなっています。道路も通

行止めになっています。新聞でも大きく報道されました。 

 

 

この教訓といえば、やはり昼間は天気が良くて、晴れていて風が弱いのですが、気象台か

らは、こういった状況になると予め分かっておりますので、この現象が始まる大体６時間前

には気象情報とか暴風警報を発表するようにしております。そういった防災気象情報を早

め早めに察知していただいて備えていただければと思います。 

私からの説明は以上となります。ありがとうございました。 
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　　　　　　　　　　杉村　荘平会長

　皆さん、こんば

んは。本日も多数

のご出席をいただ

きましてありがと

うございます。例

会で『こんばんは』

と言うのは、昨年

の舟木会長年度の家族例会以来でして、９カ月ぶりの

『こんばんは』でございます。本当にありがとうござ

います。

　最近、入会をした新入会員の方と話をしている時に、

「僕は入会をしてからまだ夜例会を経験したことがな

い」「ロータリーでお酒を飲んだ経験がない」という

話を聞きました。いよいよそのような事態になってき

てしまったかと、『ロータリーを楽しむ』というスロー

ガンを掲げた会長としては大変じくじたる思いをして

いたところでございますが、まずは皆さんのおかげで

このように夜例会を再開できましたことは感無量でご

ざいます。ありがとうございます。楽しんでいきたい

と思います。

せっかくの夜例会ですから駄弁は無用で長話はいたし

ませんが、ひとつだけご報告をさせていただければと

思います。

先日、16日土曜日に、北ローターアクトクラブの 50

周年の式典がありました。小船井パストガバナーと吉

田パストガバナーと一緒に参加をさせていただきまし

た。

ここでお伝えしたいことは、皆さんご存じかもしれま

せんが来年７月からいよいよアクトクラブがロータ

リークラブの正式な一員となって加盟されることでご

ざいます。その中で問題になっていたことは金銭的な

ところで、ローターアクトクラブの来年７月からＲＩ

の人頭分担金にいま優遇措置があって８ドルらしいで

すが、８ドルと地区の負担金 15,000 円を払っていけ

るのかということが、切実な問題になっているという

ことです。

式典の中でも足立パストガバナーが「ローターアクト

クラブはどこへいく」みたいな講演があったり、「今

後のローターアクトクラブについて」というパネル

ディスカッションがあったりで、本当に切実な問題に

なってきているだと思っております。

ＲＩとしては、全世界にアクトクラブのメンバーが

29万人いるようなのですが、このアクトクラブを一

緒にすることによって一気に 29万人の会員増強がで

きると考えているのだろうと思っておりますが。個人

的な見解ですけれども、金銭的な面や実際の活動の面

から逆効果なところが出て来ないかと少々心配になっ

て帰って来たという報告です。

釧路クラブとしては、真正面から堂々とロータリーク

ラブの意義と楽しさを訴えて、改めて会員増強にしっ

かりと取り組んでいきたいと思っている次第でござい

ます。

ということで、『夜例会』です。本日は満を持して、

親睦活動委員会の皆さんが楽しい設えをしていただい

ていると思っております。皆さんが高揚感たっぶり、

私もかなり前のめりになっておりますが、何と言って

も久しぶりの夜例会ですので事故のないように、はや

る気持ち・高まる気持ちを多少なりとも抑えていただ

きながら、本日は「慣らし運転」の感じで臨んでいた

だければと思っております。

本日の夜例会を無事終了しましたら、次週は『公式訪

問』と『クラブ協議会』と続きまして、『85周年記念

例会』から『情報集会』の再開、と進めて行きたいと

思っておりますので楽しみにしていただきながら、今

年こそはみんなとロータリーを楽しみながら良い年末

年始を迎えられるようにしていきたいと思っておりま

す。どうぞよろしくお願いいたします。

　本日もよろしくお願いいたします。ありがとうござ

います。

幹事報告　市橋　多佳丞幹事

　皆さま、こんばんは。幹事報告をさせていただきま

す。

昨日皆さまにご案内をさせていただきました 10月

31日の「米山記念チャリティーゴルフコンペ」。こち

らはＮＡＹＵＴＡの会の会員以外の皆さま、全メン

バーに配布をさせていただいております。ぜひＮＡＹ

ＵＴＡの会に参加されていない方にもご参加いただけ

ればと思います。よろしくお願い申し上げます。

　また、それに併せて 10月はロータリー月間という

ところの『米山記念月間』となっております。ぜひ、

皆さまに米山記念奨学会へのご寄付をいただければ

と、こちらのボックスを用意させていただきました。

例会中に皆さまのテーブルへ回しますので、ご寄付を

いただければと思っております。講師例会などでは「音

が出ないお金を」と申し上げていますけれども本日は

夜間例会ですので、皆さまの小銭を全てこの中へジャ

ラジャラと音を出して入れて、賑やかな雰囲気にと

思っておりますので、よろしくお願い申し上げます。

　また、先ほど杉村会長からもありましたが、来週『ガ

バナー公式訪問』が開催されます。こちらの返信をさ

れていない方は私、もしくは事務局まで返信をいただ

ければと思っております。

また、来週のガバナー公式訪問に先立ちまして 11時

より『クラブ協議会』が開催されます。この会場は３

階で行われる予定となっておりますので、対象者の皆

さまはお忘れなきようにお願い申し上げます。またそ

の場で使いますクラブ活動計画書を先日皆さまのパー

ソナルボックスに入れておりますので、当日お忘れな

きようにお願い申し上げます。

以上です。よろしくお願いいたします。

新入会員紹介　スポンサー　村上　祐二君

　皆さん、こんばん

は。私からは本日入

会になりました石井

孝行さんのご紹介を

させていただきま

す。石井孝行さん、

昭和 49年生まれの

現在 47歳。ご家族は、奥様と長女・次女・長男と５

人家族でございます。

　趣味は多彩でして、キャンプ・焚き火・スキー・バ

イク・釣り・山菜採りと。バイクはハーレー、進駐軍

のバイクに乗っているとのことでございます。そんな

石井さんですけれどもお仕事は、武田建築設計事務所

代表取締役をされております。市内各地に彼が設計を

した建物がたくさんあります。最近でいいますと、道

新さんの向かいに建て替えられた『釧路さかえ保育園』

で、非常に素敵な保育園になりました。あの建物も彼

の設計でございます。

性格は、非常に温厚で誰からも信頼される真面目な男

で、非の打ちどころのない石井さんです。ただ、美味

しいものを食べた時だけ、時折、白目を向いて「美味

しい」と言ってしまう時があります。これは皆さんが

驚くかもしれませんので先にご報告をしておきます。

それでは、石井さんから一言、お願いします。

新入会員挨拶

株式会社武田建築設計事務所

　　　　　石井　孝行代表取締役

　初めまして、浦見

町で武田建築設計事

務所の代表をしてお

ります石井孝行と申

します。歴史と伝統

のあるこの釧路ロー

タリークラブに入会

をさせていただきまして大変誇りに思います。ありが

とうございます。

まだまだ分からないことがたくさんありますけれど

も、先ほど天方さんからもオリエンテーションをいた

だきまして「肩の力を抜いて前のめりで参加していた

だければ」と言っていただきましたので、そのつもり

でこれから出席したいと思います。

皆さん、よろしくお願いいたします。

新入会員紹介　スポンサー　吉田　潤司君

　皆さん、こんば

んは。新しい会員

の藤井敬亮さんを

ご紹介いたします。

スポンサーは私と

脇さんです。そも

そも声をかけたの

は脇さんが最初です。私は檀家なので、お参りに来て

いただいてもロータリーの話しをしたことがなかった

ので、本当にスポンサーになることが申し訳なかった

のですけれども、脇さんに代わりましていろいろとご

説明をしたいと思います。

藤井敬亮さんは今年で49歳、お子様が３人いらっしゃ

いまして、お嬢さんがお二人と男の子がお一人で、男

の子は現在幣舞中学校の１年生だそうです。ゴルフは

「することはする」、麻雀も「することはする」と聞き

ました。趣味としましては「あまり趣味はない」と言っ

ていましたけれど「奥深い仏教のことについて、暇な

時にはいろいろなものを調べたり読んだりすることが

趣味と言えば趣味ではないか」と言っていました。お

酒は全く飲まないそうです。

大変な好青年で、これからもいろいろと皆さまにお世

話になると思いますけれども、またいろいろとご指導

をしていただければと思います。

どうぞ、よろしくお願いいたします。

新入会員挨拶　

浄土宗・大成寺　藤井　敬亮副住職　

　私、米町の大成寺

の副住職をしており

ます藤井敬亮と申し

ます。この度は歴史

と伝統あるこの釧路

ロータリークラブに

加入させていただき

まして、とても光栄に思うところでございます。

いまご紹介いただいたとおり、特に面白みのない人間

でございます。けれども、このように多方面で活躍を

されている皆さまとご一緒にさせていただくことで、

見識を深めて勉強をさせていただきたいと思ってござ

います。お酒が飲めないということで、なかなかお付

き合い難いかもしれませんけれどもご容赦をいただき

まして、お付き合いいただきたいと思うところでござ

います。

どうぞよろしくお願いいたします。

親睦活動委員会　瀧波　大亮委員長　

　ありがとうございます。マイクを確かにいただきま

した。それでは、これより『地区大会報告会／新入会

員歓迎会』をスタートします。

はじめにクラブ広報・会員組織委員会村上委員長、ご

挨拶をよろしくお願いいたします。

クラブ広報・会員組織委員会　村上　祐二委員長　

　村上です。このタイミングではないと思っていたの

で少々動揺をしてお

ります。まずもって

本年度 10名の新入

会員の方がご入会と

いうことで、会員増

強にご協力をいただ

きました皆さまにこ

の場をお借りして感謝を申し上げます。ありがとうご

ざいました。

　振り返りますと、私も６～７年前に入会をさせてい

ただきました。きっとこの釧路ロータリークラブに

入っていなければ、この人と出会うことはなかった。

そしてこの人とこのように楽しむこともなかったと、

いろいろなことが入っていなければこうならなかった

と思うことがよくあります。そんなことで、私を勧誘

してくれたスポンサーに感謝の気持ちでございます。

話しは変わりまして、先日、私がスポンサーとなって

とある方を勧誘していました。その方と私と釧路クラ

ブではない方と３人で話をしている時に、私が勧誘を

した彼が「○○さん、ロータリーに行っているのです

か」と聞きました。「僕は釧路クラブが楽しくて、出

席率 100％です」と言いました。この方に入会をし

てもらうためにすごく苦労をしました。「断固として

入りません。私は絶対に入りません」という姿勢でし

た。ある時、居酒屋に連れ出してお酒の力も借りて、

たくさんお酒を飲んで、夜が明けるころにようやく観

念したかのように「参りました。仕方がないから入り

ます」と弱った声で言いました。

そんな彼が入会をして半年も経ちませんけれども、こ

れは釧路ロータリークラブに入って、釧路クラブの活

動と釧路クラブの人によって楽しく思えているのだろ

うと思わせていただいた場面でした。

　本年度入会されました 10名の方が、それぞれの生

活の中にロータリークラブの楽しさがひとつ加わるこ

とを祈念して私からの挨拶とさせていただきます。

ありがとうございました。

乾杯挨拶

クラブ運営委員会　中島　徳政委員長　

　こんばんは。本当

に９カ月ぶりという

ことで、すぐ「乾杯」

といきたいところで

すが、まだビールが

配られていないよう

なので、少しだけお

時間をいただきたいと思います。　本日は、地区大会

報告会と新入会員歓迎会です。

村上大委員長が半年の間に大変なご努力をされて、

10名の新しい方がご入会いただいております。

会長の話にもありましたが、夜間例会が釧路ロータ

リーのまたある一面を物語っているのではないかと思

います。私は昭和の人間ですので、大学時代「飲みニ

ケーション」という名称で飲み会ばかりやっているう

ちに友達ができ、サークルで楽しい思いをしてきまし

た。この釧路ロータリークラブ、釧路の経済を動かし

ている皆さんが、なぜかお酒を飲むとこうなるところ

をぜひ見ていただき、９カ月ぶりに楽しい時間を過ご

していただきたいと思います。

　それでは、ビールが配られたようなので乾杯をさせ

ていただきます。僭越ですが、ご起立をお願いできま

すでしょうか。

それでは、９カ月ぶりの夜間例会、本年度１回目の夜

間例会を祝して乾杯をさせていただきたいと思いま

す。

地区大会報告会　市橋　多佳丞幹事

　それでは、地区大会報告をさせていただきたいと思

います。

先日開催されました地区大会にて在籍表彰が発表され

ております。当クラブにもたくさんの対象者がおりま

す。お名前をお呼びいたしますので、お名前を呼ばれ

た方はステージへご登壇をお願いいたします。

在籍 10年、浅川正紳君、同じく荒井剛君、清水輝彦

君、谷川富成君、土橋賢一君。

続きまして在籍 15年、木下正明君。

続きまして在籍 20年、白崎義章君、関向一君、田中

正己君、西村智久君、梁瀬之弘君。

続きまして在籍 25年、伊貝正志君、川本和之君。

続きまして在籍 30年、石田博司君、久島貞一君。

続きまして在籍 55年、清水幸彦君。

最後に、在籍 60年、泉敬君。

それでは、ＲＩ第 2500 地区より皆さま方の記念バッ

ジが届いておりますので、ここで杉村会長より皆さま

へお渡しいただきます。

杉村会長、10年からよろしくお願いいたします。

（会長より在籍10年～60年の会員へ記念バッジ贈呈）

杉村会長、ありがとうございました。

それでは、本日ご登壇をされた方々より３名の方です

がスピーチをいただきたいと思います。まず 10年を

代表して荒井剛君、よろしくお願いいたします。

在籍 10年　荒井　　剛君

　皆さん、こんばん

は。10年というこ

とで、ちょうど 10

年前に入会したこと

を思い出しました。

毎回、入会の話をさ

せていただく際に思

い出すことは、入会が３月 10日でした。10年前の

３月 11日は、ご存じのとおり「東日本大震災」が起

きました。その前日に入会しましたので、入会日をい

つまでも覚えております。あれから早くも10年が経っ

たのかと思っております。その間、ロータリーの最初

のころは機会も合わなくて出ませんでしたけれど、

徐々に行く回数を増やすことによって、国際奉仕関係

で海外へ行かせていただき楽しい思いをさせていただ

くことになりました。

今日入会をされた藤井さんは「お酒が全く飲めない」

と聞いておりますが、私も実は全く飲めません。飲め

ない中、10年間ロータリーの夜例会に参加して２次

会などずっとウーロン茶を飲んで楽しい時間を過ごし

て、いまも本当に楽しく過ごしております。ぜひお酒

は飲めなくても、楽しく一緒に加わっていきましょう。

以上です。ありがとうございます。

在籍 20年　関向　　一君

　こんばんは。20

年経ってしまった。

入会した時は、何年

ロータリーに通って

来られるのかと思っ

ていましたが、20

年です。自分でも楽

しいことや悲しいこともありましたが、やっと 20年

が来ました。これから先は、あと何年ロータリーに来

られるか。頑張りますので、よろしくお願いします。

在籍 30年　石田　博司君

　30年前、青年団体に所属をしていました。「40歳

で卒業」というあの会なのですけれども先代の社長で

ある父が、「その団体が終わったら次はどうするのだ」

と言われたので、人の集まりにいることがエネルギー

がすごくてうっとうしかったので「団体活動はもう良

いから」と言ったら、

父が「仕事だと思っ

て行け」と言うわけ

です。

「仕事だと思って行

くのなら貴方が決め

てくれ」と言ったら、

「じゃ、俺はライオンズだからお前はロータリーに入

れてもらいなさい」ということでロータリーに入りま

した。

仕事だと思って行けと言われたその言葉がとても私の

背中を押しました。仕事だと思うといろいろなことが

行く気にならないのです。随分、出席率良く来ました

けれども、不徳のいたすところで、仕事だと思ってい

たことが、いつの間にかうっとうしいことがいろいろ

あって半分を潜在したような時期もありましたが、釧

路クラブは誰がこの不思議な雰囲気を作ったのだろう

かとしみじみ思うほど不思議なクラブです。機会が

あったらお話をさせてもらいたいと思いますけれど

も、本当に不思議なクラブです。

30年というキャリアで、この先輩たちが連綿として

築いてきたこの不思議な空間、この空気を濁すことな

く受け継いで、さらに後輩に受け継いでいきたいと決

意を持っております。ありがとうございます。

市橋幹事

それでは、引き続きまして、先日行われました地区大

会に参加をされた方から感想のスピーチをいただきま

す。まず、一人目、副幹事・田内康章君、よろしくお

願いいたします。

田内　康章副幹事

　皆さま、お疲れ様

です。自分自身は数

回目の夜例会なの

で、少々緊張もしつ

つ、早くまたビール

を飲みたいと思って

いますので、手短に

話させていただきます。

　10月９日 11時から『３年未満会員研修』があり

ました。そちらに私も緊張をして誰よりも早く出席を

したもので、会場設営も手伝いながらやらせていただ

きました。

出席者が、全部で 55名。そのうち釧路ロータリーと

して一番多い９名の参加となっておりました。その中

で、漆崎ガバナーのご挨拶やわたなべきよみさんの講

演、葭本パストガバナーの講演もありました。その中

で印象に残ったものを少し話させていただければと思

います。

　まず、「2500 地区のエリア」の説明をこと細かく

していただきました。その中で、米山奨学金支援をし

ている学校が４校あることを教えていただきました。

「ロータリーの歴史」では、創立はシカゴで４名から

スタート、会員同士の親睦と事業の発展を目的に設立

されたということを初めて聞きました。

　日本のロータリーの歴史としては、米山梅吉さんが

『隠居のすすめ』という本を書いて、それを読んだ福

島喜三次という方が感銘を受けて、２人でロータリー

を設立したということでした。

一番印象に残ったのは、いまの女性会員についてです。

日本のロータリーは現在92名いらっしゃるそうです。

来年度のＲＩ会長が女性のジェニファー E ジョーン

ズさんで、2500 地区もガバナーが久木さんという女

性になるそうです。

その中で、日本初の女性会員が 1989 年の清水ロータ

リークラブで松田郁子さんという方が女性初の会員に

なったそうです。わが釧路ロータリークラブにも、池

田会員が女性会員としていらっしゃいますが、どちら

もＮＴＴの女性局長で運命を感じることだと改めて思

いました。

その後に葭本パストガバナーからの講演がありました

が、なかなか聞き取れなかった部分もありまして、メ

モをすることができなかったのでこうなっています。

　当日、ロータリーの歴史を分かりやすく講演いただ

いたので、とてもためになった研修会でした。本日入

会された藤井さん、石井さん、もし機会がありました

らぜひ参加いただければと思います。

　どうもありがとうございました。

及川　雅順君

　皆さん、こんばん

は。及川です。地区

大会も終わりころに

なって、幹事から「及

川さん、報告会で

喋ってくれよ」と言

われて、何も考えて

いませんでした。今日もちょっと遅れてきまして申し

訳ございません。

日曜日の本会議から出ました。午前の部はユーチュー

ブでやって、少し音声が途切れたりして内容がよく分

かりませんでした。ベイクラブとしては、すごく考え

てやったのだろうけれども、初めてのことで仕方がな

いという感じはしました。

　午後からの部は、特別講演で坂本光司さんの話で「良

い会社とはどのような会社」という話で、確かに「人

が辞めない会社が良い」、それは当たり前のことです。

でも会社はいろいろありますので、辞めてもらわなけ

ればいけない場合も多々あると思います。ただ、内容

的には「すごく為になった」と。

僕はもう経営者ではありません、経営者の次ぐらいな

ので、そういうことをいろいろ聞きました。いつもな

ら「くしろナイト」など楽しいこともたくさんありま

したけれども、今回はこのようなことで致し方ないと

思いました。そのような感じです。よろしいでしょう

か。どうも、失礼します。

（歓談中）

「教えて新入会員」という新入会員自己紹介

親睦活動委員会　杉浦　裕之君

　昨年11月にご入会いただきました東堂光春君です。

それでは東堂君、自己紹介をお願いいたします。

2020 年 11 月入会　東堂 光春君

　皆さん、こんばん

は。昨年 11月に入

会をさせていただき

ました東堂光春と申

します。東興電気工

業の社長をさせてい

ただいております。

妻１人・子ども３人が札幌に住んでおりまして、私は

逆単身赴任で釧路にいる時は自由の身で活動をさせて

いただいております。

　先日、サッカーの『なでしこＵ15』日本代表に娘

が選ばれました。先週、仙台の強豪校に特待生で行く

ことが決まりまして大変嬉しく思っております。何卒

よろしくお願いいたします。

2021 年 5月入会　篠原　　実君

　皆さん、こんばん

は。只今ご紹介いた

だきました篠原で

す。前任の古屋の後

任という形でお邪魔

をしております。私

は５月６日に入会を

させていただきましたが、その後すぐコロナの関係で

休会が続きまして、数えてみましたら 12回ほど休会

になっています。

私自身、夜例会が初めてでして、今日は心ウキウキ、

朝から仕事が手につかない。大した仕事はやっていま

せんが、そのような状況で楽しみにやってまいりまし

た。今日は、ぜひ皆さんと親睦を深めたいと思います

ので、よろしくお願いいたします。

2021 年８月入会　田中　弘明君

　皆さま、こんばんは。田中弘明です。私もコロナ禍

の入会なので、今日

が４回目、夜は初め

てです。初めまして

の方も多いと思いま

すけれども、仕事柄、

夜はほとんど私１人

で和食料理店をやっ

ています。１人ではないのですけれど、作り手は１人

です。それで、なかなか夜は出られなくなると思いま

すけれども、なるべく出られる時は出たいと思います。

よろしくお願いいたします。

2021 年 7月入会　曽我部　元親君

　皆さん、こんばん

は。曽我部です。入

会をしてほとんど例

会に出て来られな

かったものですか

ら、ロータリアンと

いう自覚が全然あり

ませんけれども最近、違うロータリーの方から「釧路

ロータリーに入ったのだね」と言われて、その時初め

て「ロータリアンだったのだ。釧路ロータリーだった

のだ」とちょっと自覚が芽生えてきたところででもあ

ります。まだまだ未熟ですけれども、これからもよろ

しくお願いいたします。

2021 年７月入会　濱口　憲太君

　皆さん、こんばん

は。新入会員の濱口

です。先ほど聞いた

話しかもしれません

けれど、私は入会を

して、ある先輩に「僕

100％出席です」と

言わせていただきました。誘われた時は、結構、断っ

ていたのですけれども本当に参加をさせていただきま

すと自分の家族と同じように温かみを感じまして、本

当に楽しく感じております。今後ともよろしくお願い

いたします。

2021 年８月入会　小西　卓哉君

釧路信用組合、「し

んくみ」常務理事の

小西でございます。

年齢は６１歳で、こ

の７月に釧路ロータ

リークラブに入会さ

せていただいており

ます。８月５日の例会から参加させていただき、緊急

事態宣言等々もあり、６回目の例会参加となります。

まだますので、今後とも宜しくお願い致します。

2021 年 10 月入会　藤井　敬亮君

大成寺の副住職を務めています藤井敬亮と申します。

この度、歴史と伝統

のある釧路ロータ

リークラブに加えて

いただきとても光栄

に思います。当会員

の皆様は各業種にお

いて一見識のあるす

ばらしい方々です。私も浅学ではありますがそのよう

な皆様の中で広く勉強させていただきたいと思いま

す。どうぞよろしくお願いします。

2021 年 10 月入会　石井　孝行君

　先ほども紹介をしていただきましたので恐縮です。

先ほど、ロータリー

クラブの在籍の表彰

をお聞きしまして、

50年・60年という

話を聞いてびっくり

しました。私、60

年を足すと 108 歳

です。今日、ちょっと覚悟を決めました。頑張って

60年を目指します。よろしくお願いします。

（手に手つないで　合唱）

締めのご挨拶

クラブ研修委員会　天方　智順副委員長　

　恐縮です。久しぶりにロータリーでここに立ってい

るような気がいたし

ます。これも指名を

した杉村会長のご配

慮と思います。嬉し

く思います。

何はともあれ、久し

ぶりの夜間例会で皆

さまのお顔を拝見しながら杯を重ねることがすごく楽

しいと思いました。今後ともウィズコロナの時代です

けれど、比較的安定した状況が続いて毎月の夜に楽し

い例会ができればと思います。

　新入会員の皆さま、入会おめでとうございます。先

ほど私がオリエンテーションをしたお二人の新入会員

の皆さま特におめでとうございます。「今日が入会の

例会ですごく良かったですよ。ラッキーですよ」と申

し上げましたけれど、十分に理解をしてくださったと

思います。

　村上委員長が挨拶で不良会員っぽい、頑なに入会を

拒否している会員の話をしていました。すぐ誰か分か

りましたけれど、9日土曜日、10日日曜日の地区大

会の全てを出席された熱心な濱口君だったのかなと思

います。やっぱり入会を口説くのに苦労をした方は、

入会してから育ってくれると思っています。何回も言

います、濱口君、私と村上君がスポンサーです。どう

ぞよろしくお願いいたします。

多くの仲間を加えて杉村年度、回を重ねて来年６月、

無事に帰港できるように。アッ、の船出ができなかっ

たものな。皆さん、一種の出港式みたいなものですか

ら、無事な門出を祝しまして、ご起立のうえ、一本・

一発で締めたいと思います。

それでは、杉村年度の益々の順調な航海と今日入会を

された。今年入会をされた新入会員の楽しいロータ

リーライフを過ごしてくださることを祈念いたしまし

て一本で締めたいと思います。

会長の時間
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　　　　　　　　　　杉村　荘平会長

　皆さん、こんば

んは。本日も多数

のご出席をいただ

きましてありがと

うございます。例

会で『こんばんは』

と言うのは、昨年

の舟木会長年度の家族例会以来でして、９カ月ぶりの

『こんばんは』でございます。本当にありがとうござ

います。

　最近、入会をした新入会員の方と話をしている時に、

「僕は入会をしてからまだ夜例会を経験したことがな

い」「ロータリーでお酒を飲んだ経験がない」という

話を聞きました。いよいよそのような事態になってき

てしまったかと、『ロータリーを楽しむ』というスロー

ガンを掲げた会長としては大変じくじたる思いをして

いたところでございますが、まずは皆さんのおかげで

このように夜例会を再開できましたことは感無量でご

ざいます。ありがとうございます。楽しんでいきたい

と思います。

せっかくの夜例会ですから駄弁は無用で長話はいたし

ませんが、ひとつだけご報告をさせていただければと

思います。

先日、16日土曜日に、北ローターアクトクラブの 50

周年の式典がありました。小船井パストガバナーと吉

田パストガバナーと一緒に参加をさせていただきまし

た。

ここでお伝えしたいことは、皆さんご存じかもしれま

せんが来年７月からいよいよアクトクラブがロータ

リークラブの正式な一員となって加盟されることでご

ざいます。その中で問題になっていたことは金銭的な

ところで、ローターアクトクラブの来年７月からＲＩ

の人頭分担金にいま優遇措置があって８ドルらしいで

すが、８ドルと地区の負担金 15,000 円を払っていけ

るのかということが、切実な問題になっているという

ことです。

式典の中でも足立パストガバナーが「ローターアクト

クラブはどこへいく」みたいな講演があったり、「今

後のローターアクトクラブについて」というパネル

ディスカッションがあったりで、本当に切実な問題に

なってきているだと思っております。

ＲＩとしては、全世界にアクトクラブのメンバーが

29万人いるようなのですが、このアクトクラブを一

緒にすることによって一気に 29万人の会員増強がで

きると考えているのだろうと思っておりますが。個人

的な見解ですけれども、金銭的な面や実際の活動の面

から逆効果なところが出て来ないかと少々心配になっ

て帰って来たという報告です。

釧路クラブとしては、真正面から堂々とロータリーク

ラブの意義と楽しさを訴えて、改めて会員増強にしっ

かりと取り組んでいきたいと思っている次第でござい

ます。

ということで、『夜例会』です。本日は満を持して、

親睦活動委員会の皆さんが楽しい設えをしていただい

ていると思っております。皆さんが高揚感たっぶり、

私もかなり前のめりになっておりますが、何と言って

も久しぶりの夜例会ですので事故のないように、はや

る気持ち・高まる気持ちを多少なりとも抑えていただ

きながら、本日は「慣らし運転」の感じで臨んでいた

だければと思っております。

本日の夜例会を無事終了しましたら、次週は『公式訪

問』と『クラブ協議会』と続きまして、『85周年記念

例会』から『情報集会』の再開、と進めて行きたいと

思っておりますので楽しみにしていただきながら、今

年こそはみんなとロータリーを楽しみながら良い年末

年始を迎えられるようにしていきたいと思っておりま

す。どうぞよろしくお願いいたします。

　本日もよろしくお願いいたします。ありがとうござ

います。

幹事報告　市橋　多佳丞幹事

　皆さま、こんばんは。幹事報告をさせていただきま

す。

昨日皆さまにご案内をさせていただきました 10月

31日の「米山記念チャリティーゴルフコンペ」。こち

らはＮＡＹＵＴＡの会の会員以外の皆さま、全メン

バーに配布をさせていただいております。ぜひＮＡＹ

ＵＴＡの会に参加されていない方にもご参加いただけ

ればと思います。よろしくお願い申し上げます。

　また、それに併せて 10月はロータリー月間という

ところの『米山記念月間』となっております。ぜひ、

皆さまに米山記念奨学会へのご寄付をいただければ

と、こちらのボックスを用意させていただきました。

例会中に皆さまのテーブルへ回しますので、ご寄付を

いただければと思っております。講師例会などでは「音

が出ないお金を」と申し上げていますけれども本日は

夜間例会ですので、皆さまの小銭を全てこの中へジャ

ラジャラと音を出して入れて、賑やかな雰囲気にと

思っておりますので、よろしくお願い申し上げます。

　また、先ほど杉村会長からもありましたが、来週『ガ

バナー公式訪問』が開催されます。こちらの返信をさ

れていない方は私、もしくは事務局まで返信をいただ

ければと思っております。

また、来週のガバナー公式訪問に先立ちまして 11時

より『クラブ協議会』が開催されます。この会場は３

階で行われる予定となっておりますので、対象者の皆

さまはお忘れなきようにお願い申し上げます。またそ

の場で使いますクラブ活動計画書を先日皆さまのパー

ソナルボックスに入れておりますので、当日お忘れな

きようにお願い申し上げます。

以上です。よろしくお願いいたします。

新入会員紹介　スポンサー　村上　祐二君

　皆さん、こんばん

は。私からは本日入

会になりました石井

孝行さんのご紹介を

させていただきま

す。石井孝行さん、

昭和 49年生まれの

現在 47歳。ご家族は、奥様と長女・次女・長男と５

人家族でございます。

　趣味は多彩でして、キャンプ・焚き火・スキー・バ

イク・釣り・山菜採りと。バイクはハーレー、進駐軍

のバイクに乗っているとのことでございます。そんな

石井さんですけれどもお仕事は、武田建築設計事務所

代表取締役をされております。市内各地に彼が設計を

した建物がたくさんあります。最近でいいますと、道

新さんの向かいに建て替えられた『釧路さかえ保育園』

で、非常に素敵な保育園になりました。あの建物も彼

の設計でございます。

性格は、非常に温厚で誰からも信頼される真面目な男

で、非の打ちどころのない石井さんです。ただ、美味

しいものを食べた時だけ、時折、白目を向いて「美味

しい」と言ってしまう時があります。これは皆さんが

驚くかもしれませんので先にご報告をしておきます。

それでは、石井さんから一言、お願いします。

新入会員挨拶

株式会社武田建築設計事務所

　　　　　石井　孝行代表取締役

　初めまして、浦見

町で武田建築設計事

務所の代表をしてお

ります石井孝行と申

します。歴史と伝統

のあるこの釧路ロー

タリークラブに入会

をさせていただきまして大変誇りに思います。ありが

とうございます。

まだまだ分からないことがたくさんありますけれど

も、先ほど天方さんからもオリエンテーションをいた

だきまして「肩の力を抜いて前のめりで参加していた

だければ」と言っていただきましたので、そのつもり

でこれから出席したいと思います。

皆さん、よろしくお願いいたします。

新入会員紹介　スポンサー　吉田　潤司君

　皆さん、こんば

んは。新しい会員

の藤井敬亮さんを

ご紹介いたします。

スポンサーは私と

脇さんです。そも

そも声をかけたの

は脇さんが最初です。私は檀家なので、お参りに来て

いただいてもロータリーの話しをしたことがなかった

ので、本当にスポンサーになることが申し訳なかった

のですけれども、脇さんに代わりましていろいろとご

説明をしたいと思います。

藤井敬亮さんは今年で49歳、お子様が３人いらっしゃ

いまして、お嬢さんがお二人と男の子がお一人で、男

の子は現在幣舞中学校の１年生だそうです。ゴルフは

「することはする」、麻雀も「することはする」と聞き

ました。趣味としましては「あまり趣味はない」と言っ

ていましたけれど「奥深い仏教のことについて、暇な

時にはいろいろなものを調べたり読んだりすることが

趣味と言えば趣味ではないか」と言っていました。お

酒は全く飲まないそうです。

大変な好青年で、これからもいろいろと皆さまにお世

話になると思いますけれども、またいろいろとご指導

をしていただければと思います。

どうぞ、よろしくお願いいたします。

新入会員挨拶　

浄土宗・大成寺　藤井　敬亮副住職　

　私、米町の大成寺

の副住職をしており

ます藤井敬亮と申し

ます。この度は歴史

と伝統あるこの釧路

ロータリークラブに

加入させていただき

まして、とても光栄に思うところでございます。

いまご紹介いただいたとおり、特に面白みのない人間

でございます。けれども、このように多方面で活躍を

されている皆さまとご一緒にさせていただくことで、

見識を深めて勉強をさせていただきたいと思ってござ

います。お酒が飲めないということで、なかなかお付

き合い難いかもしれませんけれどもご容赦をいただき

まして、お付き合いいただきたいと思うところでござ

います。

どうぞよろしくお願いいたします。

親睦活動委員会　瀧波　大亮委員長　

　ありがとうございます。マイクを確かにいただきま

した。それでは、これより『地区大会報告会／新入会

員歓迎会』をスタートします。

はじめにクラブ広報・会員組織委員会村上委員長、ご

挨拶をよろしくお願いいたします。

クラブ広報・会員組織委員会　村上　祐二委員長　

　村上です。このタイミングではないと思っていたの

で少々動揺をしてお

ります。まずもって

本年度 10名の新入

会員の方がご入会と

いうことで、会員増

強にご協力をいただ

きました皆さまにこ

の場をお借りして感謝を申し上げます。ありがとうご

ざいました。

　振り返りますと、私も６～７年前に入会をさせてい

ただきました。きっとこの釧路ロータリークラブに

入っていなければ、この人と出会うことはなかった。

そしてこの人とこのように楽しむこともなかったと、

いろいろなことが入っていなければこうならなかった

と思うことがよくあります。そんなことで、私を勧誘

してくれたスポンサーに感謝の気持ちでございます。

話しは変わりまして、先日、私がスポンサーとなって

とある方を勧誘していました。その方と私と釧路クラ

ブではない方と３人で話をしている時に、私が勧誘を

した彼が「○○さん、ロータリーに行っているのです

か」と聞きました。「僕は釧路クラブが楽しくて、出

席率 100％です」と言いました。この方に入会をし

てもらうためにすごく苦労をしました。「断固として

入りません。私は絶対に入りません」という姿勢でし

た。ある時、居酒屋に連れ出してお酒の力も借りて、

たくさんお酒を飲んで、夜が明けるころにようやく観

念したかのように「参りました。仕方がないから入り

ます」と弱った声で言いました。

そんな彼が入会をして半年も経ちませんけれども、こ

れは釧路ロータリークラブに入って、釧路クラブの活

動と釧路クラブの人によって楽しく思えているのだろ

うと思わせていただいた場面でした。

　本年度入会されました 10名の方が、それぞれの生

活の中にロータリークラブの楽しさがひとつ加わるこ

とを祈念して私からの挨拶とさせていただきます。

ありがとうございました。

乾杯挨拶

クラブ運営委員会　中島　徳政委員長　

　こんばんは。本当

に９カ月ぶりという

ことで、すぐ「乾杯」

といきたいところで

すが、まだビールが

配られていないよう

なので、少しだけお

時間をいただきたいと思います。　本日は、地区大会

報告会と新入会員歓迎会です。

村上大委員長が半年の間に大変なご努力をされて、

10名の新しい方がご入会いただいております。

会長の話にもありましたが、夜間例会が釧路ロータ

リーのまたある一面を物語っているのではないかと思

います。私は昭和の人間ですので、大学時代「飲みニ

ケーション」という名称で飲み会ばかりやっているう

ちに友達ができ、サークルで楽しい思いをしてきまし

た。この釧路ロータリークラブ、釧路の経済を動かし

ている皆さんが、なぜかお酒を飲むとこうなるところ

をぜひ見ていただき、９カ月ぶりに楽しい時間を過ご

していただきたいと思います。

　それでは、ビールが配られたようなので乾杯をさせ

ていただきます。僭越ですが、ご起立をお願いできま

すでしょうか。

それでは、９カ月ぶりの夜間例会、本年度１回目の夜

間例会を祝して乾杯をさせていただきたいと思いま

す。

地区大会報告会　市橋　多佳丞幹事

　それでは、地区大会報告をさせていただきたいと思

います。

先日開催されました地区大会にて在籍表彰が発表され

ております。当クラブにもたくさんの対象者がおりま

す。お名前をお呼びいたしますので、お名前を呼ばれ

た方はステージへご登壇をお願いいたします。

在籍 10年、浅川正紳君、同じく荒井剛君、清水輝彦

君、谷川富成君、土橋賢一君。

続きまして在籍 15年、木下正明君。

続きまして在籍 20年、白崎義章君、関向一君、田中

正己君、西村智久君、梁瀬之弘君。

続きまして在籍 25年、伊貝正志君、川本和之君。

続きまして在籍 30年、石田博司君、久島貞一君。

続きまして在籍 55年、清水幸彦君。

最後に、在籍 60年、泉敬君。

それでは、ＲＩ第 2500 地区より皆さま方の記念バッ

ジが届いておりますので、ここで杉村会長より皆さま

へお渡しいただきます。

杉村会長、10年からよろしくお願いいたします。

（会長より在籍10年～60年の会員へ記念バッジ贈呈）

杉村会長、ありがとうございました。

それでは、本日ご登壇をされた方々より３名の方です

がスピーチをいただきたいと思います。まず 10年を

代表して荒井剛君、よろしくお願いいたします。

在籍 10年　荒井　　剛君

　皆さん、こんばん

は。10年というこ

とで、ちょうど 10

年前に入会したこと

を思い出しました。

毎回、入会の話をさ

せていただく際に思

い出すことは、入会が３月 10日でした。10年前の

３月 11日は、ご存じのとおり「東日本大震災」が起

きました。その前日に入会しましたので、入会日をい

つまでも覚えております。あれから早くも10年が経っ

たのかと思っております。その間、ロータリーの最初

のころは機会も合わなくて出ませんでしたけれど、

徐々に行く回数を増やすことによって、国際奉仕関係

で海外へ行かせていただき楽しい思いをさせていただ

くことになりました。

今日入会をされた藤井さんは「お酒が全く飲めない」

と聞いておりますが、私も実は全く飲めません。飲め

ない中、10年間ロータリーの夜例会に参加して２次

会などずっとウーロン茶を飲んで楽しい時間を過ごし

て、いまも本当に楽しく過ごしております。ぜひお酒

は飲めなくても、楽しく一緒に加わっていきましょう。

以上です。ありがとうございます。

在籍 20年　関向　　一君

　こんばんは。20

年経ってしまった。

入会した時は、何年

ロータリーに通って

来られるのかと思っ

ていましたが、20

年です。自分でも楽

しいことや悲しいこともありましたが、やっと 20年

が来ました。これから先は、あと何年ロータリーに来

られるか。頑張りますので、よろしくお願いします。

在籍 30年　石田　博司君

　30年前、青年団体に所属をしていました。「40歳

で卒業」というあの会なのですけれども先代の社長で

ある父が、「その団体が終わったら次はどうするのだ」

と言われたので、人の集まりにいることがエネルギー

がすごくてうっとうしかったので「団体活動はもう良

いから」と言ったら、

父が「仕事だと思っ

て行け」と言うわけ

です。

「仕事だと思って行

くのなら貴方が決め

てくれ」と言ったら、

「じゃ、俺はライオンズだからお前はロータリーに入

れてもらいなさい」ということでロータリーに入りま

した。

仕事だと思って行けと言われたその言葉がとても私の

背中を押しました。仕事だと思うといろいろなことが

行く気にならないのです。随分、出席率良く来ました

けれども、不徳のいたすところで、仕事だと思ってい

たことが、いつの間にかうっとうしいことがいろいろ

あって半分を潜在したような時期もありましたが、釧

路クラブは誰がこの不思議な雰囲気を作ったのだろう

かとしみじみ思うほど不思議なクラブです。機会が

あったらお話をさせてもらいたいと思いますけれど

も、本当に不思議なクラブです。

30年というキャリアで、この先輩たちが連綿として

築いてきたこの不思議な空間、この空気を濁すことな

く受け継いで、さらに後輩に受け継いでいきたいと決

意を持っております。ありがとうございます。

市橋幹事

それでは、引き続きまして、先日行われました地区大

会に参加をされた方から感想のスピーチをいただきま

す。まず、一人目、副幹事・田内康章君、よろしくお

願いいたします。

田内　康章副幹事

　皆さま、お疲れ様

です。自分自身は数

回目の夜例会なの

で、少々緊張もしつ

つ、早くまたビール

を飲みたいと思って

いますので、手短に

話させていただきます。

　10月９日 11時から『３年未満会員研修』があり

ました。そちらに私も緊張をして誰よりも早く出席を

したもので、会場設営も手伝いながらやらせていただ

きました。

出席者が、全部で 55名。そのうち釧路ロータリーと

して一番多い９名の参加となっておりました。その中

で、漆崎ガバナーのご挨拶やわたなべきよみさんの講

演、葭本パストガバナーの講演もありました。その中

で印象に残ったものを少し話させていただければと思

います。

　まず、「2500 地区のエリア」の説明をこと細かく

していただきました。その中で、米山奨学金支援をし

ている学校が４校あることを教えていただきました。

「ロータリーの歴史」では、創立はシカゴで４名から

スタート、会員同士の親睦と事業の発展を目的に設立

されたということを初めて聞きました。

　日本のロータリーの歴史としては、米山梅吉さんが

『隠居のすすめ』という本を書いて、それを読んだ福

島喜三次という方が感銘を受けて、２人でロータリー

を設立したということでした。

一番印象に残ったのは、いまの女性会員についてです。

日本のロータリーは現在92名いらっしゃるそうです。

来年度のＲＩ会長が女性のジェニファー E ジョーン

ズさんで、2500 地区もガバナーが久木さんという女

性になるそうです。

その中で、日本初の女性会員が 1989 年の清水ロータ

リークラブで松田郁子さんという方が女性初の会員に

なったそうです。わが釧路ロータリークラブにも、池

田会員が女性会員としていらっしゃいますが、どちら

もＮＴＴの女性局長で運命を感じることだと改めて思

いました。

その後に葭本パストガバナーからの講演がありました

が、なかなか聞き取れなかった部分もありまして、メ

モをすることができなかったのでこうなっています。

　当日、ロータリーの歴史を分かりやすく講演いただ

いたので、とてもためになった研修会でした。本日入

会された藤井さん、石井さん、もし機会がありました

らぜひ参加いただければと思います。

　どうもありがとうございました。

及川　雅順君

　皆さん、こんばん

は。及川です。地区

大会も終わりころに

なって、幹事から「及

川さん、報告会で

喋ってくれよ」と言

われて、何も考えて

いませんでした。今日もちょっと遅れてきまして申し

訳ございません。

日曜日の本会議から出ました。午前の部はユーチュー

ブでやって、少し音声が途切れたりして内容がよく分

かりませんでした。ベイクラブとしては、すごく考え

てやったのだろうけれども、初めてのことで仕方がな

いという感じはしました。

　午後からの部は、特別講演で坂本光司さんの話で「良

い会社とはどのような会社」という話で、確かに「人

が辞めない会社が良い」、それは当たり前のことです。

でも会社はいろいろありますので、辞めてもらわなけ

ればいけない場合も多々あると思います。ただ、内容

的には「すごく為になった」と。

僕はもう経営者ではありません、経営者の次ぐらいな

ので、そういうことをいろいろ聞きました。いつもな

ら「くしろナイト」など楽しいこともたくさんありま

したけれども、今回はこのようなことで致し方ないと

思いました。そのような感じです。よろしいでしょう

か。どうも、失礼します。

（歓談中）

「教えて新入会員」という新入会員自己紹介

親睦活動委員会　杉浦　裕之君

　昨年11月にご入会いただきました東堂光春君です。

それでは東堂君、自己紹介をお願いいたします。

2020 年 11 月入会　東堂 光春君

　皆さん、こんばん

は。昨年 11月に入

会をさせていただき

ました東堂光春と申

します。東興電気工

業の社長をさせてい

ただいております。

妻１人・子ども３人が札幌に住んでおりまして、私は

逆単身赴任で釧路にいる時は自由の身で活動をさせて

いただいております。

　先日、サッカーの『なでしこＵ15』日本代表に娘

が選ばれました。先週、仙台の強豪校に特待生で行く

ことが決まりまして大変嬉しく思っております。何卒

よろしくお願いいたします。

2021 年 5月入会　篠原　　実君

　皆さん、こんばん

は。只今ご紹介いた

だきました篠原で

す。前任の古屋の後

任という形でお邪魔

をしております。私

は５月６日に入会を

させていただきましたが、その後すぐコロナの関係で

休会が続きまして、数えてみましたら 12回ほど休会

になっています。

私自身、夜例会が初めてでして、今日は心ウキウキ、

朝から仕事が手につかない。大した仕事はやっていま

せんが、そのような状況で楽しみにやってまいりまし

た。今日は、ぜひ皆さんと親睦を深めたいと思います

ので、よろしくお願いいたします。

2021 年８月入会　田中　弘明君

　皆さま、こんばんは。田中弘明です。私もコロナ禍

の入会なので、今日

が４回目、夜は初め

てです。初めまして

の方も多いと思いま

すけれども、仕事柄、

夜はほとんど私１人

で和食料理店をやっ

ています。１人ではないのですけれど、作り手は１人

です。それで、なかなか夜は出られなくなると思いま

すけれども、なるべく出られる時は出たいと思います。

よろしくお願いいたします。

2021 年 7月入会　曽我部　元親君

　皆さん、こんばん

は。曽我部です。入

会をしてほとんど例

会に出て来られな

かったものですか

ら、ロータリアンと

いう自覚が全然あり

ませんけれども最近、違うロータリーの方から「釧路

ロータリーに入ったのだね」と言われて、その時初め

て「ロータリアンだったのだ。釧路ロータリーだった

のだ」とちょっと自覚が芽生えてきたところででもあ

ります。まだまだ未熟ですけれども、これからもよろ

しくお願いいたします。

2021 年７月入会　濱口　憲太君

　皆さん、こんばん

は。新入会員の濱口

です。先ほど聞いた

話しかもしれません

けれど、私は入会を

して、ある先輩に「僕

100％出席です」と

言わせていただきました。誘われた時は、結構、断っ

ていたのですけれども本当に参加をさせていただきま

すと自分の家族と同じように温かみを感じまして、本

当に楽しく感じております。今後ともよろしくお願い

いたします。

2021 年８月入会　小西　卓哉君

釧路信用組合、「し

んくみ」常務理事の

小西でございます。

年齢は６１歳で、こ

の７月に釧路ロータ

リークラブに入会さ

せていただいており

ます。８月５日の例会から参加させていただき、緊急

事態宣言等々もあり、６回目の例会参加となります。

まだますので、今後とも宜しくお願い致します。

2021 年 10 月入会　藤井　敬亮君

大成寺の副住職を務めています藤井敬亮と申します。

この度、歴史と伝統

のある釧路ロータ

リークラブに加えて

いただきとても光栄

に思います。当会員

の皆様は各業種にお

いて一見識のあるす

ばらしい方々です。私も浅学ではありますがそのよう

な皆様の中で広く勉強させていただきたいと思いま

す。どうぞよろしくお願いします。

2021 年 10 月入会　石井　孝行君

　先ほども紹介をしていただきましたので恐縮です。

先ほど、ロータリー

クラブの在籍の表彰

をお聞きしまして、

50年・60年という

話を聞いてびっくり

しました。私、60

年を足すと 108 歳

です。今日、ちょっと覚悟を決めました。頑張って

60年を目指します。よろしくお願いします。

（手に手つないで　合唱）

締めのご挨拶

クラブ研修委員会　天方　智順副委員長　

　恐縮です。久しぶりにロータリーでここに立ってい

るような気がいたし

ます。これも指名を

した杉村会長のご配

慮と思います。嬉し

く思います。

何はともあれ、久し

ぶりの夜間例会で皆

さまのお顔を拝見しながら杯を重ねることがすごく楽

しいと思いました。今後ともウィズコロナの時代です

けれど、比較的安定した状況が続いて毎月の夜に楽し

い例会ができればと思います。

　新入会員の皆さま、入会おめでとうございます。先

ほど私がオリエンテーションをしたお二人の新入会員

の皆さま特におめでとうございます。「今日が入会の

例会ですごく良かったですよ。ラッキーですよ」と申

し上げましたけれど、十分に理解をしてくださったと

思います。

　村上委員長が挨拶で不良会員っぽい、頑なに入会を

拒否している会員の話をしていました。すぐ誰か分か

りましたけれど、9日土曜日、10日日曜日の地区大

会の全てを出席された熱心な濱口君だったのかなと思

います。やっぱり入会を口説くのに苦労をした方は、

入会してから育ってくれると思っています。何回も言

います、濱口君、私と村上君がスポンサーです。どう

ぞよろしくお願いいたします。

多くの仲間を加えて杉村年度、回を重ねて来年６月、

無事に帰港できるように。アッ、の船出ができなかっ

たものな。皆さん、一種の出港式みたいなものですか

ら、無事な門出を祝しまして、ご起立のうえ、一本・

一発で締めたいと思います。

それでは、杉村年度の益々の順調な航海と今日入会を

された。今年入会をされた新入会員の楽しいロータ

リーライフを過ごしてくださることを祈念いたしまし

て一本で締めたいと思います。

新入会員紹介
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■ 本日のプログラム ■

地区大会報告会 /新入会員歓迎会

　　　　　　　　　　杉村　荘平会長

　皆さん、こんば

んは。本日も多数

のご出席をいただ

きましてありがと

うございます。例

会で『こんばんは』

と言うのは、昨年

の舟木会長年度の家族例会以来でして、９カ月ぶりの

『こんばんは』でございます。本当にありがとうござ

います。

　最近、入会をした新入会員の方と話をしている時に、

「僕は入会をしてからまだ夜例会を経験したことがな

い」「ロータリーでお酒を飲んだ経験がない」という

話を聞きました。いよいよそのような事態になってき

てしまったかと、『ロータリーを楽しむ』というスロー

ガンを掲げた会長としては大変じくじたる思いをして

いたところでございますが、まずは皆さんのおかげで

このように夜例会を再開できましたことは感無量でご

ざいます。ありがとうございます。楽しんでいきたい

と思います。

せっかくの夜例会ですから駄弁は無用で長話はいたし

ませんが、ひとつだけご報告をさせていただければと

思います。

先日、16日土曜日に、北ローターアクトクラブの 50

周年の式典がありました。小船井パストガバナーと吉

田パストガバナーと一緒に参加をさせていただきまし

た。

ここでお伝えしたいことは、皆さんご存じかもしれま

せんが来年７月からいよいよアクトクラブがロータ

リークラブの正式な一員となって加盟されることでご

ざいます。その中で問題になっていたことは金銭的な

ところで、ローターアクトクラブの来年７月からＲＩ

の人頭分担金にいま優遇措置があって８ドルらしいで

すが、８ドルと地区の負担金 15,000 円を払っていけ

るのかということが、切実な問題になっているという

ことです。

式典の中でも足立パストガバナーが「ローターアクト

クラブはどこへいく」みたいな講演があったり、「今

後のローターアクトクラブについて」というパネル

ディスカッションがあったりで、本当に切実な問題に

なってきているだと思っております。

ＲＩとしては、全世界にアクトクラブのメンバーが

29万人いるようなのですが、このアクトクラブを一

緒にすることによって一気に 29万人の会員増強がで

きると考えているのだろうと思っておりますが。個人

的な見解ですけれども、金銭的な面や実際の活動の面

から逆効果なところが出て来ないかと少々心配になっ

て帰って来たという報告です。

釧路クラブとしては、真正面から堂々とロータリーク

ラブの意義と楽しさを訴えて、改めて会員増強にしっ

かりと取り組んでいきたいと思っている次第でござい

ます。

ということで、『夜例会』です。本日は満を持して、

親睦活動委員会の皆さんが楽しい設えをしていただい

ていると思っております。皆さんが高揚感たっぶり、

私もかなり前のめりになっておりますが、何と言って

も久しぶりの夜例会ですので事故のないように、はや

る気持ち・高まる気持ちを多少なりとも抑えていただ

きながら、本日は「慣らし運転」の感じで臨んでいた

だければと思っております。

本日の夜例会を無事終了しましたら、次週は『公式訪

問』と『クラブ協議会』と続きまして、『85周年記念

例会』から『情報集会』の再開、と進めて行きたいと

思っておりますので楽しみにしていただきながら、今

年こそはみんなとロータリーを楽しみながら良い年末

年始を迎えられるようにしていきたいと思っておりま

す。どうぞよろしくお願いいたします。

　本日もよろしくお願いいたします。ありがとうござ

います。

幹事報告　市橋　多佳丞幹事

　皆さま、こんばんは。幹事報告をさせていただきま

す。

昨日皆さまにご案内をさせていただきました 10月

31日の「米山記念チャリティーゴルフコンペ」。こち

らはＮＡＹＵＴＡの会の会員以外の皆さま、全メン

バーに配布をさせていただいております。ぜひＮＡＹ

ＵＴＡの会に参加されていない方にもご参加いただけ

ればと思います。よろしくお願い申し上げます。

　また、それに併せて 10月はロータリー月間という

ところの『米山記念月間』となっております。ぜひ、

皆さまに米山記念奨学会へのご寄付をいただければ

と、こちらのボックスを用意させていただきました。

例会中に皆さまのテーブルへ回しますので、ご寄付を

いただければと思っております。講師例会などでは「音

が出ないお金を」と申し上げていますけれども本日は

夜間例会ですので、皆さまの小銭を全てこの中へジャ

ラジャラと音を出して入れて、賑やかな雰囲気にと

思っておりますので、よろしくお願い申し上げます。

　また、先ほど杉村会長からもありましたが、来週『ガ

バナー公式訪問』が開催されます。こちらの返信をさ

れていない方は私、もしくは事務局まで返信をいただ

ければと思っております。

また、来週のガバナー公式訪問に先立ちまして 11時

より『クラブ協議会』が開催されます。この会場は３

階で行われる予定となっておりますので、対象者の皆

さまはお忘れなきようにお願い申し上げます。またそ

の場で使いますクラブ活動計画書を先日皆さまのパー

ソナルボックスに入れておりますので、当日お忘れな

きようにお願い申し上げます。

以上です。よろしくお願いいたします。

新入会員紹介　スポンサー　村上　祐二君

　皆さん、こんばん

は。私からは本日入

会になりました石井

孝行さんのご紹介を

させていただきま

す。石井孝行さん、

昭和 49年生まれの

現在 47歳。ご家族は、奥様と長女・次女・長男と５

人家族でございます。

　趣味は多彩でして、キャンプ・焚き火・スキー・バ

イク・釣り・山菜採りと。バイクはハーレー、進駐軍

のバイクに乗っているとのことでございます。そんな

石井さんですけれどもお仕事は、武田建築設計事務所

代表取締役をされております。市内各地に彼が設計を

した建物がたくさんあります。最近でいいますと、道

新さんの向かいに建て替えられた『釧路さかえ保育園』

で、非常に素敵な保育園になりました。あの建物も彼

の設計でございます。

性格は、非常に温厚で誰からも信頼される真面目な男

で、非の打ちどころのない石井さんです。ただ、美味

しいものを食べた時だけ、時折、白目を向いて「美味

しい」と言ってしまう時があります。これは皆さんが

驚くかもしれませんので先にご報告をしておきます。

それでは、石井さんから一言、お願いします。

新入会員挨拶

株式会社武田建築設計事務所

　　　　　石井　孝行代表取締役

　初めまして、浦見

町で武田建築設計事

務所の代表をしてお

ります石井孝行と申

します。歴史と伝統

のあるこの釧路ロー

タリークラブに入会

をさせていただきまして大変誇りに思います。ありが

とうございます。

まだまだ分からないことがたくさんありますけれど

も、先ほど天方さんからもオリエンテーションをいた

だきまして「肩の力を抜いて前のめりで参加していた

だければ」と言っていただきましたので、そのつもり

でこれから出席したいと思います。

皆さん、よろしくお願いいたします。

新入会員紹介　スポンサー　吉田　潤司君

　皆さん、こんば

んは。新しい会員

の藤井敬亮さんを

ご紹介いたします。

スポンサーは私と

脇さんです。そも

そも声をかけたの

は脇さんが最初です。私は檀家なので、お参りに来て

いただいてもロータリーの話しをしたことがなかった

ので、本当にスポンサーになることが申し訳なかった

のですけれども、脇さんに代わりましていろいろとご

説明をしたいと思います。

藤井敬亮さんは今年で49歳、お子様が３人いらっしゃ

いまして、お嬢さんがお二人と男の子がお一人で、男

の子は現在幣舞中学校の１年生だそうです。ゴルフは

「することはする」、麻雀も「することはする」と聞き

ました。趣味としましては「あまり趣味はない」と言っ

ていましたけれど「奥深い仏教のことについて、暇な

時にはいろいろなものを調べたり読んだりすることが

趣味と言えば趣味ではないか」と言っていました。お

酒は全く飲まないそうです。

大変な好青年で、これからもいろいろと皆さまにお世

話になると思いますけれども、またいろいろとご指導

をしていただければと思います。

どうぞ、よろしくお願いいたします。

新入会員挨拶　

浄土宗・大成寺　藤井　敬亮副住職　

　私、米町の大成寺

の副住職をしており

ます藤井敬亮と申し

ます。この度は歴史

と伝統あるこの釧路

ロータリークラブに

加入させていただき

まして、とても光栄に思うところでございます。

いまご紹介いただいたとおり、特に面白みのない人間

でございます。けれども、このように多方面で活躍を

されている皆さまとご一緒にさせていただくことで、

見識を深めて勉強をさせていただきたいと思ってござ

います。お酒が飲めないということで、なかなかお付

き合い難いかもしれませんけれどもご容赦をいただき

まして、お付き合いいただきたいと思うところでござ

います。

どうぞよろしくお願いいたします。

親睦活動委員会　瀧波　大亮委員長　

　ありがとうございます。マイクを確かにいただきま

した。それでは、これより『地区大会報告会／新入会

員歓迎会』をスタートします。

はじめにクラブ広報・会員組織委員会村上委員長、ご

挨拶をよろしくお願いいたします。

クラブ広報・会員組織委員会　村上　祐二委員長　

　村上です。このタイミングではないと思っていたの

で少々動揺をしてお

ります。まずもって

本年度 10名の新入

会員の方がご入会と

いうことで、会員増

強にご協力をいただ

きました皆さまにこ

の場をお借りして感謝を申し上げます。ありがとうご

ざいました。

　振り返りますと、私も６～７年前に入会をさせてい

ただきました。きっとこの釧路ロータリークラブに

入っていなければ、この人と出会うことはなかった。

そしてこの人とこのように楽しむこともなかったと、

いろいろなことが入っていなければこうならなかった

と思うことがよくあります。そんなことで、私を勧誘

してくれたスポンサーに感謝の気持ちでございます。

話しは変わりまして、先日、私がスポンサーとなって

とある方を勧誘していました。その方と私と釧路クラ

ブではない方と３人で話をしている時に、私が勧誘を

した彼が「○○さん、ロータリーに行っているのです

か」と聞きました。「僕は釧路クラブが楽しくて、出

席率 100％です」と言いました。この方に入会をし

てもらうためにすごく苦労をしました。「断固として

入りません。私は絶対に入りません」という姿勢でし

た。ある時、居酒屋に連れ出してお酒の力も借りて、

たくさんお酒を飲んで、夜が明けるころにようやく観

念したかのように「参りました。仕方がないから入り

ます」と弱った声で言いました。

そんな彼が入会をして半年も経ちませんけれども、こ

れは釧路ロータリークラブに入って、釧路クラブの活

動と釧路クラブの人によって楽しく思えているのだろ

うと思わせていただいた場面でした。

　本年度入会されました 10名の方が、それぞれの生

活の中にロータリークラブの楽しさがひとつ加わるこ

とを祈念して私からの挨拶とさせていただきます。

ありがとうございました。

乾杯挨拶

クラブ運営委員会　中島　徳政委員長　

　こんばんは。本当

に９カ月ぶりという

ことで、すぐ「乾杯」

といきたいところで

すが、まだビールが

配られていないよう

なので、少しだけお

時間をいただきたいと思います。　本日は、地区大会

報告会と新入会員歓迎会です。

村上大委員長が半年の間に大変なご努力をされて、

10名の新しい方がご入会いただいております。

会長の話にもありましたが、夜間例会が釧路ロータ

リーのまたある一面を物語っているのではないかと思

います。私は昭和の人間ですので、大学時代「飲みニ

ケーション」という名称で飲み会ばかりやっているう

ちに友達ができ、サークルで楽しい思いをしてきまし

た。この釧路ロータリークラブ、釧路の経済を動かし

ている皆さんが、なぜかお酒を飲むとこうなるところ

をぜひ見ていただき、９カ月ぶりに楽しい時間を過ご

していただきたいと思います。

　それでは、ビールが配られたようなので乾杯をさせ

ていただきます。僭越ですが、ご起立をお願いできま

すでしょうか。

それでは、９カ月ぶりの夜間例会、本年度１回目の夜

間例会を祝して乾杯をさせていただきたいと思いま

す。

地区大会報告会　市橋　多佳丞幹事

　それでは、地区大会報告をさせていただきたいと思

います。

先日開催されました地区大会にて在籍表彰が発表され

ております。当クラブにもたくさんの対象者がおりま

す。お名前をお呼びいたしますので、お名前を呼ばれ

た方はステージへご登壇をお願いいたします。

在籍 10年、浅川正紳君、同じく荒井剛君、清水輝彦

君、谷川富成君、土橋賢一君。

続きまして在籍 15年、木下正明君。

続きまして在籍 20年、白崎義章君、関向一君、田中

正己君、西村智久君、梁瀬之弘君。

続きまして在籍 25年、伊貝正志君、川本和之君。

続きまして在籍 30年、石田博司君、久島貞一君。

続きまして在籍 55年、清水幸彦君。

最後に、在籍 60年、泉敬君。

それでは、ＲＩ第 2500 地区より皆さま方の記念バッ

ジが届いておりますので、ここで杉村会長より皆さま

へお渡しいただきます。

杉村会長、10年からよろしくお願いいたします。

（会長より在籍10年～60年の会員へ記念バッジ贈呈）

杉村会長、ありがとうございました。

それでは、本日ご登壇をされた方々より３名の方です

がスピーチをいただきたいと思います。まず 10年を

代表して荒井剛君、よろしくお願いいたします。

在籍 10年　荒井　　剛君

　皆さん、こんばん

は。10年というこ

とで、ちょうど 10

年前に入会したこと

を思い出しました。

毎回、入会の話をさ

せていただく際に思

い出すことは、入会が３月 10日でした。10年前の

３月 11日は、ご存じのとおり「東日本大震災」が起

きました。その前日に入会しましたので、入会日をい

つまでも覚えております。あれから早くも10年が経っ

たのかと思っております。その間、ロータリーの最初

のころは機会も合わなくて出ませんでしたけれど、

徐々に行く回数を増やすことによって、国際奉仕関係

で海外へ行かせていただき楽しい思いをさせていただ

くことになりました。

今日入会をされた藤井さんは「お酒が全く飲めない」

と聞いておりますが、私も実は全く飲めません。飲め

ない中、10年間ロータリーの夜例会に参加して２次

会などずっとウーロン茶を飲んで楽しい時間を過ごし

て、いまも本当に楽しく過ごしております。ぜひお酒

は飲めなくても、楽しく一緒に加わっていきましょう。

以上です。ありがとうございます。

在籍 20年　関向　　一君

　こんばんは。20

年経ってしまった。

入会した時は、何年

ロータリーに通って

来られるのかと思っ

ていましたが、20

年です。自分でも楽

しいことや悲しいこともありましたが、やっと 20年

が来ました。これから先は、あと何年ロータリーに来

られるか。頑張りますので、よろしくお願いします。

在籍 30年　石田　博司君

　30年前、青年団体に所属をしていました。「40歳

で卒業」というあの会なのですけれども先代の社長で

ある父が、「その団体が終わったら次はどうするのだ」

と言われたので、人の集まりにいることがエネルギー

がすごくてうっとうしかったので「団体活動はもう良

いから」と言ったら、

父が「仕事だと思っ

て行け」と言うわけ

です。

「仕事だと思って行

くのなら貴方が決め

てくれ」と言ったら、

「じゃ、俺はライオンズだからお前はロータリーに入

れてもらいなさい」ということでロータリーに入りま

した。

仕事だと思って行けと言われたその言葉がとても私の

背中を押しました。仕事だと思うといろいろなことが

行く気にならないのです。随分、出席率良く来ました

けれども、不徳のいたすところで、仕事だと思ってい

たことが、いつの間にかうっとうしいことがいろいろ

あって半分を潜在したような時期もありましたが、釧

路クラブは誰がこの不思議な雰囲気を作ったのだろう

かとしみじみ思うほど不思議なクラブです。機会が

あったらお話をさせてもらいたいと思いますけれど

も、本当に不思議なクラブです。

30年というキャリアで、この先輩たちが連綿として

築いてきたこの不思議な空間、この空気を濁すことな

く受け継いで、さらに後輩に受け継いでいきたいと決

意を持っております。ありがとうございます。

市橋幹事

それでは、引き続きまして、先日行われました地区大

会に参加をされた方から感想のスピーチをいただきま

す。まず、一人目、副幹事・田内康章君、よろしくお

願いいたします。

田内　康章副幹事

　皆さま、お疲れ様

です。自分自身は数

回目の夜例会なの

で、少々緊張もしつ

つ、早くまたビール

を飲みたいと思って

いますので、手短に

話させていただきます。

　10月９日 11時から『３年未満会員研修』があり

ました。そちらに私も緊張をして誰よりも早く出席を

したもので、会場設営も手伝いながらやらせていただ

きました。

出席者が、全部で 55名。そのうち釧路ロータリーと

して一番多い９名の参加となっておりました。その中

で、漆崎ガバナーのご挨拶やわたなべきよみさんの講

演、葭本パストガバナーの講演もありました。その中

で印象に残ったものを少し話させていただければと思

います。

　まず、「2500 地区のエリア」の説明をこと細かく

していただきました。その中で、米山奨学金支援をし

ている学校が４校あることを教えていただきました。

「ロータリーの歴史」では、創立はシカゴで４名から

スタート、会員同士の親睦と事業の発展を目的に設立

されたということを初めて聞きました。

　日本のロータリーの歴史としては、米山梅吉さんが

『隠居のすすめ』という本を書いて、それを読んだ福

島喜三次という方が感銘を受けて、２人でロータリー

を設立したということでした。

一番印象に残ったのは、いまの女性会員についてです。

日本のロータリーは現在92名いらっしゃるそうです。

来年度のＲＩ会長が女性のジェニファー E ジョーン

ズさんで、2500 地区もガバナーが久木さんという女

性になるそうです。

その中で、日本初の女性会員が 1989 年の清水ロータ

リークラブで松田郁子さんという方が女性初の会員に

なったそうです。わが釧路ロータリークラブにも、池

田会員が女性会員としていらっしゃいますが、どちら

もＮＴＴの女性局長で運命を感じることだと改めて思

いました。

その後に葭本パストガバナーからの講演がありました

が、なかなか聞き取れなかった部分もありまして、メ

モをすることができなかったのでこうなっています。

　当日、ロータリーの歴史を分かりやすく講演いただ

いたので、とてもためになった研修会でした。本日入

会された藤井さん、石井さん、もし機会がありました

らぜひ参加いただければと思います。

　どうもありがとうございました。

及川　雅順君

　皆さん、こんばん

は。及川です。地区

大会も終わりころに

なって、幹事から「及

川さん、報告会で

喋ってくれよ」と言

われて、何も考えて

いませんでした。今日もちょっと遅れてきまして申し

訳ございません。

日曜日の本会議から出ました。午前の部はユーチュー

ブでやって、少し音声が途切れたりして内容がよく分

かりませんでした。ベイクラブとしては、すごく考え

てやったのだろうけれども、初めてのことで仕方がな

いという感じはしました。

　午後からの部は、特別講演で坂本光司さんの話で「良

い会社とはどのような会社」という話で、確かに「人

が辞めない会社が良い」、それは当たり前のことです。

でも会社はいろいろありますので、辞めてもらわなけ

ればいけない場合も多々あると思います。ただ、内容

的には「すごく為になった」と。

僕はもう経営者ではありません、経営者の次ぐらいな

ので、そういうことをいろいろ聞きました。いつもな

ら「くしろナイト」など楽しいこともたくさんありま

したけれども、今回はこのようなことで致し方ないと

思いました。そのような感じです。よろしいでしょう

か。どうも、失礼します。

（歓談中）

「教えて新入会員」という新入会員自己紹介

親睦活動委員会　杉浦　裕之君

　昨年11月にご入会いただきました東堂光春君です。

それでは東堂君、自己紹介をお願いいたします。

2020 年 11 月入会　東堂 光春君

　皆さん、こんばん

は。昨年 11月に入

会をさせていただき

ました東堂光春と申

します。東興電気工

業の社長をさせてい

ただいております。

妻１人・子ども３人が札幌に住んでおりまして、私は

逆単身赴任で釧路にいる時は自由の身で活動をさせて

いただいております。

　先日、サッカーの『なでしこＵ15』日本代表に娘

が選ばれました。先週、仙台の強豪校に特待生で行く

ことが決まりまして大変嬉しく思っております。何卒

よろしくお願いいたします。

2021 年 5月入会　篠原　　実君

　皆さん、こんばん

は。只今ご紹介いた

だきました篠原で

す。前任の古屋の後

任という形でお邪魔

をしております。私

は５月６日に入会を

させていただきましたが、その後すぐコロナの関係で

休会が続きまして、数えてみましたら 12回ほど休会

になっています。

私自身、夜例会が初めてでして、今日は心ウキウキ、

朝から仕事が手につかない。大した仕事はやっていま

せんが、そのような状況で楽しみにやってまいりまし

た。今日は、ぜひ皆さんと親睦を深めたいと思います

ので、よろしくお願いいたします。

2021 年８月入会　田中　弘明君

　皆さま、こんばんは。田中弘明です。私もコロナ禍

の入会なので、今日

が４回目、夜は初め

てです。初めまして

の方も多いと思いま

すけれども、仕事柄、

夜はほとんど私１人

で和食料理店をやっ

ています。１人ではないのですけれど、作り手は１人

です。それで、なかなか夜は出られなくなると思いま

すけれども、なるべく出られる時は出たいと思います。

よろしくお願いいたします。

2021 年 7月入会　曽我部　元親君

　皆さん、こんばん

は。曽我部です。入

会をしてほとんど例

会に出て来られな

かったものですか

ら、ロータリアンと

いう自覚が全然あり

ませんけれども最近、違うロータリーの方から「釧路

ロータリーに入ったのだね」と言われて、その時初め

て「ロータリアンだったのだ。釧路ロータリーだった

のだ」とちょっと自覚が芽生えてきたところででもあ

ります。まだまだ未熟ですけれども、これからもよろ

しくお願いいたします。

2021 年７月入会　濱口　憲太君

　皆さん、こんばん

は。新入会員の濱口

です。先ほど聞いた

話しかもしれません

けれど、私は入会を

して、ある先輩に「僕

100％出席です」と

言わせていただきました。誘われた時は、結構、断っ

ていたのですけれども本当に参加をさせていただきま

すと自分の家族と同じように温かみを感じまして、本

当に楽しく感じております。今後ともよろしくお願い

いたします。

2021 年８月入会　小西　卓哉君

釧路信用組合、「し

んくみ」常務理事の

小西でございます。

年齢は６１歳で、こ

の７月に釧路ロータ

リークラブに入会さ

せていただいており

ます。８月５日の例会から参加させていただき、緊急

事態宣言等々もあり、６回目の例会参加となります。

まだますので、今後とも宜しくお願い致します。

2021 年 10 月入会　藤井　敬亮君

大成寺の副住職を務めています藤井敬亮と申します。

この度、歴史と伝統

のある釧路ロータ

リークラブに加えて

いただきとても光栄

に思います。当会員

の皆様は各業種にお

いて一見識のあるす

ばらしい方々です。私も浅学ではありますがそのよう

な皆様の中で広く勉強させていただきたいと思いま

す。どうぞよろしくお願いします。

2021 年 10 月入会　石井　孝行君

　先ほども紹介をしていただきましたので恐縮です。

先ほど、ロータリー

クラブの在籍の表彰

をお聞きしまして、

50年・60年という

話を聞いてびっくり

しました。私、60

年を足すと 108 歳

です。今日、ちょっと覚悟を決めました。頑張って

60年を目指します。よろしくお願いします。

（手に手つないで　合唱）

締めのご挨拶

クラブ研修委員会　天方　智順副委員長　

　恐縮です。久しぶりにロータリーでここに立ってい

るような気がいたし

ます。これも指名を

した杉村会長のご配

慮と思います。嬉し

く思います。

何はともあれ、久し

ぶりの夜間例会で皆

さまのお顔を拝見しながら杯を重ねることがすごく楽

しいと思いました。今後ともウィズコロナの時代です

けれど、比較的安定した状況が続いて毎月の夜に楽し

い例会ができればと思います。

　新入会員の皆さま、入会おめでとうございます。先

ほど私がオリエンテーションをしたお二人の新入会員

の皆さま特におめでとうございます。「今日が入会の

例会ですごく良かったですよ。ラッキーですよ」と申

し上げましたけれど、十分に理解をしてくださったと

思います。

　村上委員長が挨拶で不良会員っぽい、頑なに入会を

拒否している会員の話をしていました。すぐ誰か分か

りましたけれど、9日土曜日、10日日曜日の地区大

会の全てを出席された熱心な濱口君だったのかなと思

います。やっぱり入会を口説くのに苦労をした方は、

入会してから育ってくれると思っています。何回も言

います、濱口君、私と村上君がスポンサーです。どう

ぞよろしくお願いいたします。

多くの仲間を加えて杉村年度、回を重ねて来年６月、

無事に帰港できるように。アッ、の船出ができなかっ

たものな。皆さん、一種の出港式みたいなものですか

ら、無事な門出を祝しまして、ご起立のうえ、一本・

一発で締めたいと思います。

それでは、杉村年度の益々の順調な航海と今日入会を

された。今年入会をされた新入会員の楽しいロータ

リーライフを過ごしてくださることを祈念いたしまし

て一本で締めたいと思います。

−69 −



 

　　　　　　　　　　杉村　荘平会長

　皆さん、こんば

んは。本日も多数

のご出席をいただ

きましてありがと

うございます。例

会で『こんばんは』

と言うのは、昨年

の舟木会長年度の家族例会以来でして、９カ月ぶりの

『こんばんは』でございます。本当にありがとうござ

います。

　最近、入会をした新入会員の方と話をしている時に、

「僕は入会をしてからまだ夜例会を経験したことがな

い」「ロータリーでお酒を飲んだ経験がない」という

話を聞きました。いよいよそのような事態になってき

てしまったかと、『ロータリーを楽しむ』というスロー

ガンを掲げた会長としては大変じくじたる思いをして

いたところでございますが、まずは皆さんのおかげで

このように夜例会を再開できましたことは感無量でご

ざいます。ありがとうございます。楽しんでいきたい

と思います。

せっかくの夜例会ですから駄弁は無用で長話はいたし

ませんが、ひとつだけご報告をさせていただければと

思います。

先日、16日土曜日に、北ローターアクトクラブの 50

周年の式典がありました。小船井パストガバナーと吉

田パストガバナーと一緒に参加をさせていただきまし

た。

ここでお伝えしたいことは、皆さんご存じかもしれま

せんが来年７月からいよいよアクトクラブがロータ

リークラブの正式な一員となって加盟されることでご

ざいます。その中で問題になっていたことは金銭的な

ところで、ローターアクトクラブの来年７月からＲＩ

の人頭分担金にいま優遇措置があって８ドルらしいで

すが、８ドルと地区の負担金 15,000 円を払っていけ

るのかということが、切実な問題になっているという

ことです。

式典の中でも足立パストガバナーが「ローターアクト

クラブはどこへいく」みたいな講演があったり、「今

後のローターアクトクラブについて」というパネル

ディスカッションがあったりで、本当に切実な問題に

なってきているだと思っております。

ＲＩとしては、全世界にアクトクラブのメンバーが

29万人いるようなのですが、このアクトクラブを一

緒にすることによって一気に 29万人の会員増強がで

きると考えているのだろうと思っておりますが。個人

的な見解ですけれども、金銭的な面や実際の活動の面

から逆効果なところが出て来ないかと少々心配になっ

て帰って来たという報告です。

釧路クラブとしては、真正面から堂々とロータリーク

ラブの意義と楽しさを訴えて、改めて会員増強にしっ

かりと取り組んでいきたいと思っている次第でござい

ます。

ということで、『夜例会』です。本日は満を持して、

親睦活動委員会の皆さんが楽しい設えをしていただい

ていると思っております。皆さんが高揚感たっぶり、

私もかなり前のめりになっておりますが、何と言って

も久しぶりの夜例会ですので事故のないように、はや

る気持ち・高まる気持ちを多少なりとも抑えていただ

きながら、本日は「慣らし運転」の感じで臨んでいた

だければと思っております。

本日の夜例会を無事終了しましたら、次週は『公式訪

問』と『クラブ協議会』と続きまして、『85周年記念

例会』から『情報集会』の再開、と進めて行きたいと

思っておりますので楽しみにしていただきながら、今

年こそはみんなとロータリーを楽しみながら良い年末

年始を迎えられるようにしていきたいと思っておりま

す。どうぞよろしくお願いいたします。

　本日もよろしくお願いいたします。ありがとうござ

います。

幹事報告　市橋　多佳丞幹事

　皆さま、こんばんは。幹事報告をさせていただきま

す。

昨日皆さまにご案内をさせていただきました 10月

31日の「米山記念チャリティーゴルフコンペ」。こち

らはＮＡＹＵＴＡの会の会員以外の皆さま、全メン

バーに配布をさせていただいております。ぜひＮＡＹ

ＵＴＡの会に参加されていない方にもご参加いただけ

ればと思います。よろしくお願い申し上げます。

　また、それに併せて 10月はロータリー月間という

ところの『米山記念月間』となっております。ぜひ、

皆さまに米山記念奨学会へのご寄付をいただければ

と、こちらのボックスを用意させていただきました。

例会中に皆さまのテーブルへ回しますので、ご寄付を

いただければと思っております。講師例会などでは「音

が出ないお金を」と申し上げていますけれども本日は

夜間例会ですので、皆さまの小銭を全てこの中へジャ

ラジャラと音を出して入れて、賑やかな雰囲気にと

思っておりますので、よろしくお願い申し上げます。

　また、先ほど杉村会長からもありましたが、来週『ガ

バナー公式訪問』が開催されます。こちらの返信をさ

れていない方は私、もしくは事務局まで返信をいただ

ければと思っております。

また、来週のガバナー公式訪問に先立ちまして 11時

より『クラブ協議会』が開催されます。この会場は３

階で行われる予定となっておりますので、対象者の皆

さまはお忘れなきようにお願い申し上げます。またそ

の場で使いますクラブ活動計画書を先日皆さまのパー

ソナルボックスに入れておりますので、当日お忘れな

きようにお願い申し上げます。

以上です。よろしくお願いいたします。

新入会員紹介　スポンサー　村上　祐二君

　皆さん、こんばん

は。私からは本日入

会になりました石井

孝行さんのご紹介を

させていただきま

す。石井孝行さん、

昭和 49年生まれの

現在 47歳。ご家族は、奥様と長女・次女・長男と５

人家族でございます。

　趣味は多彩でして、キャンプ・焚き火・スキー・バ

イク・釣り・山菜採りと。バイクはハーレー、進駐軍

のバイクに乗っているとのことでございます。そんな

石井さんですけれどもお仕事は、武田建築設計事務所

代表取締役をされております。市内各地に彼が設計を

した建物がたくさんあります。最近でいいますと、道

新さんの向かいに建て替えられた『釧路さかえ保育園』

で、非常に素敵な保育園になりました。あの建物も彼

の設計でございます。

性格は、非常に温厚で誰からも信頼される真面目な男

で、非の打ちどころのない石井さんです。ただ、美味

しいものを食べた時だけ、時折、白目を向いて「美味

しい」と言ってしまう時があります。これは皆さんが

驚くかもしれませんので先にご報告をしておきます。

それでは、石井さんから一言、お願いします。

新入会員挨拶

株式会社武田建築設計事務所

　　　　　石井　孝行代表取締役

　初めまして、浦見

町で武田建築設計事

務所の代表をしてお

ります石井孝行と申

します。歴史と伝統

のあるこの釧路ロー

タリークラブに入会

をさせていただきまして大変誇りに思います。ありが

とうございます。

まだまだ分からないことがたくさんありますけれど

も、先ほど天方さんからもオリエンテーションをいた

だきまして「肩の力を抜いて前のめりで参加していた

だければ」と言っていただきましたので、そのつもり

でこれから出席したいと思います。

皆さん、よろしくお願いいたします。

新入会員紹介　スポンサー　吉田　潤司君

　皆さん、こんば

んは。新しい会員

の藤井敬亮さんを

ご紹介いたします。

スポンサーは私と

脇さんです。そも

そも声をかけたの

は脇さんが最初です。私は檀家なので、お参りに来て

いただいてもロータリーの話しをしたことがなかった

ので、本当にスポンサーになることが申し訳なかった

のですけれども、脇さんに代わりましていろいろとご

説明をしたいと思います。

藤井敬亮さんは今年で49歳、お子様が３人いらっしゃ

いまして、お嬢さんがお二人と男の子がお一人で、男

の子は現在幣舞中学校の１年生だそうです。ゴルフは

「することはする」、麻雀も「することはする」と聞き

ました。趣味としましては「あまり趣味はない」と言っ

ていましたけれど「奥深い仏教のことについて、暇な

時にはいろいろなものを調べたり読んだりすることが

趣味と言えば趣味ではないか」と言っていました。お

酒は全く飲まないそうです。

大変な好青年で、これからもいろいろと皆さまにお世

話になると思いますけれども、またいろいろとご指導

をしていただければと思います。

どうぞ、よろしくお願いいたします。

新入会員挨拶　

浄土宗・大成寺　藤井　敬亮副住職　

　私、米町の大成寺

の副住職をしており

ます藤井敬亮と申し

ます。この度は歴史

と伝統あるこの釧路

ロータリークラブに

加入させていただき

まして、とても光栄に思うところでございます。

いまご紹介いただいたとおり、特に面白みのない人間

でございます。けれども、このように多方面で活躍を

されている皆さまとご一緒にさせていただくことで、

見識を深めて勉強をさせていただきたいと思ってござ

います。お酒が飲めないということで、なかなかお付

き合い難いかもしれませんけれどもご容赦をいただき

まして、お付き合いいただきたいと思うところでござ

います。

どうぞよろしくお願いいたします。

親睦活動委員会　瀧波　大亮委員長　

　ありがとうございます。マイクを確かにいただきま

した。それでは、これより『地区大会報告会／新入会

員歓迎会』をスタートします。

はじめにクラブ広報・会員組織委員会村上委員長、ご

挨拶をよろしくお願いいたします。

クラブ広報・会員組織委員会　村上　祐二委員長　

　村上です。このタイミングではないと思っていたの

で少々動揺をしてお

ります。まずもって

本年度 10名の新入

会員の方がご入会と

いうことで、会員増

強にご協力をいただ

きました皆さまにこ

の場をお借りして感謝を申し上げます。ありがとうご

ざいました。

　振り返りますと、私も６～７年前に入会をさせてい

ただきました。きっとこの釧路ロータリークラブに

入っていなければ、この人と出会うことはなかった。

そしてこの人とこのように楽しむこともなかったと、

いろいろなことが入っていなければこうならなかった

と思うことがよくあります。そんなことで、私を勧誘

してくれたスポンサーに感謝の気持ちでございます。

話しは変わりまして、先日、私がスポンサーとなって

とある方を勧誘していました。その方と私と釧路クラ

ブではない方と３人で話をしている時に、私が勧誘を

した彼が「○○さん、ロータリーに行っているのです

か」と聞きました。「僕は釧路クラブが楽しくて、出

席率 100％です」と言いました。この方に入会をし

てもらうためにすごく苦労をしました。「断固として

入りません。私は絶対に入りません」という姿勢でし

た。ある時、居酒屋に連れ出してお酒の力も借りて、

たくさんお酒を飲んで、夜が明けるころにようやく観

念したかのように「参りました。仕方がないから入り

ます」と弱った声で言いました。

そんな彼が入会をして半年も経ちませんけれども、こ

れは釧路ロータリークラブに入って、釧路クラブの活

動と釧路クラブの人によって楽しく思えているのだろ

うと思わせていただいた場面でした。

　本年度入会されました 10名の方が、それぞれの生

活の中にロータリークラブの楽しさがひとつ加わるこ

とを祈念して私からの挨拶とさせていただきます。

ありがとうございました。

乾杯挨拶

クラブ運営委員会　中島　徳政委員長　

　こんばんは。本当

に９カ月ぶりという

ことで、すぐ「乾杯」

といきたいところで

すが、まだビールが

配られていないよう

なので、少しだけお

時間をいただきたいと思います。　本日は、地区大会

報告会と新入会員歓迎会です。

村上大委員長が半年の間に大変なご努力をされて、

10名の新しい方がご入会いただいております。

会長の話にもありましたが、夜間例会が釧路ロータ

リーのまたある一面を物語っているのではないかと思

います。私は昭和の人間ですので、大学時代「飲みニ

ケーション」という名称で飲み会ばかりやっているう

ちに友達ができ、サークルで楽しい思いをしてきまし

た。この釧路ロータリークラブ、釧路の経済を動かし

ている皆さんが、なぜかお酒を飲むとこうなるところ

をぜひ見ていただき、９カ月ぶりに楽しい時間を過ご

していただきたいと思います。

　それでは、ビールが配られたようなので乾杯をさせ

ていただきます。僭越ですが、ご起立をお願いできま

すでしょうか。

それでは、９カ月ぶりの夜間例会、本年度１回目の夜

間例会を祝して乾杯をさせていただきたいと思いま

す。

地区大会報告会　市橋　多佳丞幹事

　それでは、地区大会報告をさせていただきたいと思

います。

先日開催されました地区大会にて在籍表彰が発表され

ております。当クラブにもたくさんの対象者がおりま

す。お名前をお呼びいたしますので、お名前を呼ばれ

た方はステージへご登壇をお願いいたします。

在籍 10年、浅川正紳君、同じく荒井剛君、清水輝彦

君、谷川富成君、土橋賢一君。

続きまして在籍 15年、木下正明君。

続きまして在籍 20年、白崎義章君、関向一君、田中

正己君、西村智久君、梁瀬之弘君。

続きまして在籍 25年、伊貝正志君、川本和之君。

続きまして在籍 30年、石田博司君、久島貞一君。

続きまして在籍 55年、清水幸彦君。

最後に、在籍 60年、泉敬君。

それでは、ＲＩ第 2500 地区より皆さま方の記念バッ

ジが届いておりますので、ここで杉村会長より皆さま

へお渡しいただきます。

杉村会長、10年からよろしくお願いいたします。

（会長より在籍10年～60年の会員へ記念バッジ贈呈）

杉村会長、ありがとうございました。

それでは、本日ご登壇をされた方々より３名の方です

がスピーチをいただきたいと思います。まず 10年を

代表して荒井剛君、よろしくお願いいたします。

在籍 10年　荒井　　剛君

　皆さん、こんばん

は。10年というこ

とで、ちょうど 10

年前に入会したこと

を思い出しました。

毎回、入会の話をさ

せていただく際に思

い出すことは、入会が３月 10日でした。10年前の

３月 11日は、ご存じのとおり「東日本大震災」が起

きました。その前日に入会しましたので、入会日をい

つまでも覚えております。あれから早くも10年が経っ

たのかと思っております。その間、ロータリーの最初

のころは機会も合わなくて出ませんでしたけれど、

徐々に行く回数を増やすことによって、国際奉仕関係

で海外へ行かせていただき楽しい思いをさせていただ

くことになりました。

今日入会をされた藤井さんは「お酒が全く飲めない」

と聞いておりますが、私も実は全く飲めません。飲め

ない中、10年間ロータリーの夜例会に参加して２次

会などずっとウーロン茶を飲んで楽しい時間を過ごし

て、いまも本当に楽しく過ごしております。ぜひお酒

は飲めなくても、楽しく一緒に加わっていきましょう。

以上です。ありがとうございます。

在籍 20年　関向　　一君

　こんばんは。20

年経ってしまった。

入会した時は、何年

ロータリーに通って

来られるのかと思っ

ていましたが、20

年です。自分でも楽

しいことや悲しいこともありましたが、やっと 20年

が来ました。これから先は、あと何年ロータリーに来

られるか。頑張りますので、よろしくお願いします。

在籍 30年　石田　博司君

　30年前、青年団体に所属をしていました。「40歳

で卒業」というあの会なのですけれども先代の社長で

ある父が、「その団体が終わったら次はどうするのだ」

と言われたので、人の集まりにいることがエネルギー

がすごくてうっとうしかったので「団体活動はもう良

いから」と言ったら、

父が「仕事だと思っ

て行け」と言うわけ

です。

「仕事だと思って行

くのなら貴方が決め

てくれ」と言ったら、

「じゃ、俺はライオンズだからお前はロータリーに入

れてもらいなさい」ということでロータリーに入りま

した。

仕事だと思って行けと言われたその言葉がとても私の

背中を押しました。仕事だと思うといろいろなことが

行く気にならないのです。随分、出席率良く来ました

けれども、不徳のいたすところで、仕事だと思ってい

たことが、いつの間にかうっとうしいことがいろいろ

あって半分を潜在したような時期もありましたが、釧

路クラブは誰がこの不思議な雰囲気を作ったのだろう

かとしみじみ思うほど不思議なクラブです。機会が

あったらお話をさせてもらいたいと思いますけれど

も、本当に不思議なクラブです。

30年というキャリアで、この先輩たちが連綿として

築いてきたこの不思議な空間、この空気を濁すことな

く受け継いで、さらに後輩に受け継いでいきたいと決

意を持っております。ありがとうございます。

市橋幹事

それでは、引き続きまして、先日行われました地区大

会に参加をされた方から感想のスピーチをいただきま

す。まず、一人目、副幹事・田内康章君、よろしくお

願いいたします。

田内　康章副幹事

　皆さま、お疲れ様

です。自分自身は数

回目の夜例会なの

で、少々緊張もしつ

つ、早くまたビール

を飲みたいと思って

いますので、手短に

話させていただきます。

　10月９日 11時から『３年未満会員研修』があり

ました。そちらに私も緊張をして誰よりも早く出席を

したもので、会場設営も手伝いながらやらせていただ

きました。

出席者が、全部で 55名。そのうち釧路ロータリーと

して一番多い９名の参加となっておりました。その中

で、漆崎ガバナーのご挨拶やわたなべきよみさんの講

演、葭本パストガバナーの講演もありました。その中

で印象に残ったものを少し話させていただければと思

います。

　まず、「2500 地区のエリア」の説明をこと細かく

していただきました。その中で、米山奨学金支援をし

ている学校が４校あることを教えていただきました。

「ロータリーの歴史」では、創立はシカゴで４名から

スタート、会員同士の親睦と事業の発展を目的に設立

されたということを初めて聞きました。

　日本のロータリーの歴史としては、米山梅吉さんが

『隠居のすすめ』という本を書いて、それを読んだ福

島喜三次という方が感銘を受けて、２人でロータリー

を設立したということでした。

一番印象に残ったのは、いまの女性会員についてです。

日本のロータリーは現在92名いらっしゃるそうです。

来年度のＲＩ会長が女性のジェニファー E ジョーン

ズさんで、2500 地区もガバナーが久木さんという女

性になるそうです。

その中で、日本初の女性会員が 1989 年の清水ロータ

リークラブで松田郁子さんという方が女性初の会員に

なったそうです。わが釧路ロータリークラブにも、池

田会員が女性会員としていらっしゃいますが、どちら

もＮＴＴの女性局長で運命を感じることだと改めて思

いました。

その後に葭本パストガバナーからの講演がありました

が、なかなか聞き取れなかった部分もありまして、メ

モをすることができなかったのでこうなっています。

　当日、ロータリーの歴史を分かりやすく講演いただ

いたので、とてもためになった研修会でした。本日入

会された藤井さん、石井さん、もし機会がありました

らぜひ参加いただければと思います。

　どうもありがとうございました。

及川　雅順君

　皆さん、こんばん

は。及川です。地区

大会も終わりころに

なって、幹事から「及

川さん、報告会で

喋ってくれよ」と言

われて、何も考えて

いませんでした。今日もちょっと遅れてきまして申し

訳ございません。

日曜日の本会議から出ました。午前の部はユーチュー

ブでやって、少し音声が途切れたりして内容がよく分

かりませんでした。ベイクラブとしては、すごく考え

てやったのだろうけれども、初めてのことで仕方がな

いという感じはしました。

　午後からの部は、特別講演で坂本光司さんの話で「良

い会社とはどのような会社」という話で、確かに「人

が辞めない会社が良い」、それは当たり前のことです。

でも会社はいろいろありますので、辞めてもらわなけ

ればいけない場合も多々あると思います。ただ、内容

的には「すごく為になった」と。

僕はもう経営者ではありません、経営者の次ぐらいな

ので、そういうことをいろいろ聞きました。いつもな

ら「くしろナイト」など楽しいこともたくさんありま

したけれども、今回はこのようなことで致し方ないと

思いました。そのような感じです。よろしいでしょう

か。どうも、失礼します。

（歓談中）

「教えて新入会員」という新入会員自己紹介

親睦活動委員会　杉浦　裕之君

　昨年11月にご入会いただきました東堂光春君です。

それでは東堂君、自己紹介をお願いいたします。

2020 年 11 月入会　東堂 光春君

　皆さん、こんばん

は。昨年 11月に入

会をさせていただき

ました東堂光春と申

します。東興電気工

業の社長をさせてい

ただいております。

妻１人・子ども３人が札幌に住んでおりまして、私は

逆単身赴任で釧路にいる時は自由の身で活動をさせて

いただいております。

　先日、サッカーの『なでしこＵ15』日本代表に娘

が選ばれました。先週、仙台の強豪校に特待生で行く

ことが決まりまして大変嬉しく思っております。何卒

よろしくお願いいたします。

2021 年 5月入会　篠原　　実君

　皆さん、こんばん

は。只今ご紹介いた

だきました篠原で

す。前任の古屋の後

任という形でお邪魔

をしております。私

は５月６日に入会を

させていただきましたが、その後すぐコロナの関係で

休会が続きまして、数えてみましたら 12回ほど休会

になっています。

私自身、夜例会が初めてでして、今日は心ウキウキ、

朝から仕事が手につかない。大した仕事はやっていま

せんが、そのような状況で楽しみにやってまいりまし

た。今日は、ぜひ皆さんと親睦を深めたいと思います

ので、よろしくお願いいたします。

2021 年８月入会　田中　弘明君

　皆さま、こんばんは。田中弘明です。私もコロナ禍

の入会なので、今日

が４回目、夜は初め

てです。初めまして

の方も多いと思いま

すけれども、仕事柄、

夜はほとんど私１人

で和食料理店をやっ

ています。１人ではないのですけれど、作り手は１人

です。それで、なかなか夜は出られなくなると思いま

すけれども、なるべく出られる時は出たいと思います。

よろしくお願いいたします。

2021 年 7月入会　曽我部　元親君

　皆さん、こんばん

は。曽我部です。入

会をしてほとんど例

会に出て来られな

かったものですか

ら、ロータリアンと

いう自覚が全然あり

ませんけれども最近、違うロータリーの方から「釧路

ロータリーに入ったのだね」と言われて、その時初め

て「ロータリアンだったのだ。釧路ロータリーだった

のだ」とちょっと自覚が芽生えてきたところででもあ

ります。まだまだ未熟ですけれども、これからもよろ

しくお願いいたします。

2021 年７月入会　濱口　憲太君

　皆さん、こんばん

は。新入会員の濱口

です。先ほど聞いた

話しかもしれません

けれど、私は入会を

して、ある先輩に「僕

100％出席です」と

言わせていただきました。誘われた時は、結構、断っ

ていたのですけれども本当に参加をさせていただきま

すと自分の家族と同じように温かみを感じまして、本

当に楽しく感じております。今後ともよろしくお願い

いたします。

2021 年８月入会　小西　卓哉君

釧路信用組合、「し

んくみ」常務理事の

小西でございます。

年齢は６１歳で、こ

の７月に釧路ロータ

リークラブに入会さ

せていただいており

ます。８月５日の例会から参加させていただき、緊急

事態宣言等々もあり、６回目の例会参加となります。

まだますので、今後とも宜しくお願い致します。

2021 年 10 月入会　藤井　敬亮君

大成寺の副住職を務めています藤井敬亮と申します。

この度、歴史と伝統

のある釧路ロータ

リークラブに加えて

いただきとても光栄

に思います。当会員

の皆様は各業種にお

いて一見識のあるす

ばらしい方々です。私も浅学ではありますがそのよう

な皆様の中で広く勉強させていただきたいと思いま

す。どうぞよろしくお願いします。

2021 年 10 月入会　石井　孝行君

　先ほども紹介をしていただきましたので恐縮です。

先ほど、ロータリー

クラブの在籍の表彰

をお聞きしまして、

50年・60年という

話を聞いてびっくり

しました。私、60

年を足すと 108 歳

です。今日、ちょっと覚悟を決めました。頑張って

60年を目指します。よろしくお願いします。

（手に手つないで　合唱）

締めのご挨拶

クラブ研修委員会　天方　智順副委員長　

　恐縮です。久しぶりにロータリーでここに立ってい

るような気がいたし

ます。これも指名を

した杉村会長のご配

慮と思います。嬉し

く思います。

何はともあれ、久し

ぶりの夜間例会で皆

さまのお顔を拝見しながら杯を重ねることがすごく楽

しいと思いました。今後ともウィズコロナの時代です

けれど、比較的安定した状況が続いて毎月の夜に楽し

い例会ができればと思います。

　新入会員の皆さま、入会おめでとうございます。先

ほど私がオリエンテーションをしたお二人の新入会員

の皆さま特におめでとうございます。「今日が入会の

例会ですごく良かったですよ。ラッキーですよ」と申

し上げましたけれど、十分に理解をしてくださったと

思います。

　村上委員長が挨拶で不良会員っぽい、頑なに入会を

拒否している会員の話をしていました。すぐ誰か分か

りましたけれど、9日土曜日、10日日曜日の地区大

会の全てを出席された熱心な濱口君だったのかなと思

います。やっぱり入会を口説くのに苦労をした方は、

入会してから育ってくれると思っています。何回も言

います、濱口君、私と村上君がスポンサーです。どう

ぞよろしくお願いいたします。

多くの仲間を加えて杉村年度、回を重ねて来年６月、

無事に帰港できるように。アッ、の船出ができなかっ

たものな。皆さん、一種の出港式みたいなものですか

ら、無事な門出を祝しまして、ご起立のうえ、一本・

一発で締めたいと思います。

それでは、杉村年度の益々の順調な航海と今日入会を

された。今年入会をされた新入会員の楽しいロータ

リーライフを過ごしてくださることを祈念いたしまし

て一本で締めたいと思います。
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　　　　　　　　　　杉村　荘平会長

　皆さん、こんば

んは。本日も多数

のご出席をいただ

きましてありがと

うございます。例

会で『こんばんは』

と言うのは、昨年

の舟木会長年度の家族例会以来でして、９カ月ぶりの

『こんばんは』でございます。本当にありがとうござ

います。

　最近、入会をした新入会員の方と話をしている時に、

「僕は入会をしてからまだ夜例会を経験したことがな

い」「ロータリーでお酒を飲んだ経験がない」という

話を聞きました。いよいよそのような事態になってき

てしまったかと、『ロータリーを楽しむ』というスロー

ガンを掲げた会長としては大変じくじたる思いをして

いたところでございますが、まずは皆さんのおかげで

このように夜例会を再開できましたことは感無量でご

ざいます。ありがとうございます。楽しんでいきたい

と思います。

せっかくの夜例会ですから駄弁は無用で長話はいたし

ませんが、ひとつだけご報告をさせていただければと

思います。

先日、16日土曜日に、北ローターアクトクラブの 50

周年の式典がありました。小船井パストガバナーと吉

田パストガバナーと一緒に参加をさせていただきまし

た。

ここでお伝えしたいことは、皆さんご存じかもしれま

せんが来年７月からいよいよアクトクラブがロータ

リークラブの正式な一員となって加盟されることでご

ざいます。その中で問題になっていたことは金銭的な

ところで、ローターアクトクラブの来年７月からＲＩ

の人頭分担金にいま優遇措置があって８ドルらしいで

すが、８ドルと地区の負担金 15,000 円を払っていけ

るのかということが、切実な問題になっているという

ことです。

式典の中でも足立パストガバナーが「ローターアクト

クラブはどこへいく」みたいな講演があったり、「今

後のローターアクトクラブについて」というパネル

ディスカッションがあったりで、本当に切実な問題に

なってきているだと思っております。

ＲＩとしては、全世界にアクトクラブのメンバーが

29万人いるようなのですが、このアクトクラブを一

緒にすることによって一気に 29万人の会員増強がで

きると考えているのだろうと思っておりますが。個人

的な見解ですけれども、金銭的な面や実際の活動の面

から逆効果なところが出て来ないかと少々心配になっ

て帰って来たという報告です。

釧路クラブとしては、真正面から堂々とロータリーク

ラブの意義と楽しさを訴えて、改めて会員増強にしっ

かりと取り組んでいきたいと思っている次第でござい

ます。

ということで、『夜例会』です。本日は満を持して、

親睦活動委員会の皆さんが楽しい設えをしていただい

ていると思っております。皆さんが高揚感たっぶり、

私もかなり前のめりになっておりますが、何と言って

も久しぶりの夜例会ですので事故のないように、はや

る気持ち・高まる気持ちを多少なりとも抑えていただ

きながら、本日は「慣らし運転」の感じで臨んでいた

だければと思っております。

本日の夜例会を無事終了しましたら、次週は『公式訪

問』と『クラブ協議会』と続きまして、『85周年記念

例会』から『情報集会』の再開、と進めて行きたいと

思っておりますので楽しみにしていただきながら、今

年こそはみんなとロータリーを楽しみながら良い年末

年始を迎えられるようにしていきたいと思っておりま

す。どうぞよろしくお願いいたします。

　本日もよろしくお願いいたします。ありがとうござ

います。

幹事報告　市橋　多佳丞幹事

　皆さま、こんばんは。幹事報告をさせていただきま

す。

昨日皆さまにご案内をさせていただきました 10月

31日の「米山記念チャリティーゴルフコンペ」。こち

らはＮＡＹＵＴＡの会の会員以外の皆さま、全メン

バーに配布をさせていただいております。ぜひＮＡＹ

ＵＴＡの会に参加されていない方にもご参加いただけ

ればと思います。よろしくお願い申し上げます。

　また、それに併せて 10月はロータリー月間という

ところの『米山記念月間』となっております。ぜひ、

皆さまに米山記念奨学会へのご寄付をいただければ

と、こちらのボックスを用意させていただきました。

例会中に皆さまのテーブルへ回しますので、ご寄付を

いただければと思っております。講師例会などでは「音

が出ないお金を」と申し上げていますけれども本日は

夜間例会ですので、皆さまの小銭を全てこの中へジャ

ラジャラと音を出して入れて、賑やかな雰囲気にと

思っておりますので、よろしくお願い申し上げます。

　また、先ほど杉村会長からもありましたが、来週『ガ

バナー公式訪問』が開催されます。こちらの返信をさ

れていない方は私、もしくは事務局まで返信をいただ

ければと思っております。

また、来週のガバナー公式訪問に先立ちまして 11時

より『クラブ協議会』が開催されます。この会場は３

階で行われる予定となっておりますので、対象者の皆

さまはお忘れなきようにお願い申し上げます。またそ

の場で使いますクラブ活動計画書を先日皆さまのパー

ソナルボックスに入れておりますので、当日お忘れな

きようにお願い申し上げます。

以上です。よろしくお願いいたします。

新入会員紹介　スポンサー　村上　祐二君

　皆さん、こんばん

は。私からは本日入

会になりました石井

孝行さんのご紹介を

させていただきま

す。石井孝行さん、

昭和 49年生まれの

現在 47歳。ご家族は、奥様と長女・次女・長男と５

人家族でございます。

　趣味は多彩でして、キャンプ・焚き火・スキー・バ

イク・釣り・山菜採りと。バイクはハーレー、進駐軍

のバイクに乗っているとのことでございます。そんな

石井さんですけれどもお仕事は、武田建築設計事務所

代表取締役をされております。市内各地に彼が設計を

した建物がたくさんあります。最近でいいますと、道

新さんの向かいに建て替えられた『釧路さかえ保育園』

で、非常に素敵な保育園になりました。あの建物も彼

の設計でございます。

性格は、非常に温厚で誰からも信頼される真面目な男

で、非の打ちどころのない石井さんです。ただ、美味

しいものを食べた時だけ、時折、白目を向いて「美味

しい」と言ってしまう時があります。これは皆さんが

驚くかもしれませんので先にご報告をしておきます。

それでは、石井さんから一言、お願いします。

新入会員挨拶

株式会社武田建築設計事務所

　　　　　石井　孝行代表取締役

　初めまして、浦見

町で武田建築設計事

務所の代表をしてお

ります石井孝行と申

します。歴史と伝統

のあるこの釧路ロー

タリークラブに入会

をさせていただきまして大変誇りに思います。ありが

とうございます。

まだまだ分からないことがたくさんありますけれど

も、先ほど天方さんからもオリエンテーションをいた

だきまして「肩の力を抜いて前のめりで参加していた

だければ」と言っていただきましたので、そのつもり

でこれから出席したいと思います。

皆さん、よろしくお願いいたします。

新入会員紹介　スポンサー　吉田　潤司君

　皆さん、こんば

んは。新しい会員

の藤井敬亮さんを

ご紹介いたします。

スポンサーは私と

脇さんです。そも

そも声をかけたの

は脇さんが最初です。私は檀家なので、お参りに来て

いただいてもロータリーの話しをしたことがなかった

ので、本当にスポンサーになることが申し訳なかった

のですけれども、脇さんに代わりましていろいろとご

説明をしたいと思います。

藤井敬亮さんは今年で49歳、お子様が３人いらっしゃ

いまして、お嬢さんがお二人と男の子がお一人で、男

の子は現在幣舞中学校の１年生だそうです。ゴルフは

「することはする」、麻雀も「することはする」と聞き

ました。趣味としましては「あまり趣味はない」と言っ

ていましたけれど「奥深い仏教のことについて、暇な

時にはいろいろなものを調べたり読んだりすることが

趣味と言えば趣味ではないか」と言っていました。お

酒は全く飲まないそうです。

大変な好青年で、これからもいろいろと皆さまにお世

話になると思いますけれども、またいろいろとご指導

をしていただければと思います。

どうぞ、よろしくお願いいたします。

新入会員挨拶　

浄土宗・大成寺　藤井　敬亮副住職　

　私、米町の大成寺

の副住職をしており

ます藤井敬亮と申し

ます。この度は歴史

と伝統あるこの釧路

ロータリークラブに

加入させていただき

まして、とても光栄に思うところでございます。

いまご紹介いただいたとおり、特に面白みのない人間

でございます。けれども、このように多方面で活躍を

されている皆さまとご一緒にさせていただくことで、

見識を深めて勉強をさせていただきたいと思ってござ

います。お酒が飲めないということで、なかなかお付

き合い難いかもしれませんけれどもご容赦をいただき

まして、お付き合いいただきたいと思うところでござ

います。

どうぞよろしくお願いいたします。

親睦活動委員会　瀧波　大亮委員長　

　ありがとうございます。マイクを確かにいただきま

した。それでは、これより『地区大会報告会／新入会

員歓迎会』をスタートします。

はじめにクラブ広報・会員組織委員会村上委員長、ご

挨拶をよろしくお願いいたします。

クラブ広報・会員組織委員会　村上　祐二委員長　

　村上です。このタイミングではないと思っていたの

で少々動揺をしてお

ります。まずもって

本年度 10名の新入

会員の方がご入会と

いうことで、会員増

強にご協力をいただ

きました皆さまにこ

の場をお借りして感謝を申し上げます。ありがとうご

ざいました。

　振り返りますと、私も６～７年前に入会をさせてい

ただきました。きっとこの釧路ロータリークラブに

入っていなければ、この人と出会うことはなかった。

そしてこの人とこのように楽しむこともなかったと、

いろいろなことが入っていなければこうならなかった

と思うことがよくあります。そんなことで、私を勧誘

してくれたスポンサーに感謝の気持ちでございます。

話しは変わりまして、先日、私がスポンサーとなって

とある方を勧誘していました。その方と私と釧路クラ

ブではない方と３人で話をしている時に、私が勧誘を

した彼が「○○さん、ロータリーに行っているのです

か」と聞きました。「僕は釧路クラブが楽しくて、出

席率 100％です」と言いました。この方に入会をし

てもらうためにすごく苦労をしました。「断固として

入りません。私は絶対に入りません」という姿勢でし

た。ある時、居酒屋に連れ出してお酒の力も借りて、

たくさんお酒を飲んで、夜が明けるころにようやく観

念したかのように「参りました。仕方がないから入り

ます」と弱った声で言いました。

そんな彼が入会をして半年も経ちませんけれども、こ

れは釧路ロータリークラブに入って、釧路クラブの活

動と釧路クラブの人によって楽しく思えているのだろ

うと思わせていただいた場面でした。

　本年度入会されました 10名の方が、それぞれの生

活の中にロータリークラブの楽しさがひとつ加わるこ

とを祈念して私からの挨拶とさせていただきます。

ありがとうございました。

乾杯挨拶

クラブ運営委員会　中島　徳政委員長　

　こんばんは。本当

に９カ月ぶりという

ことで、すぐ「乾杯」

といきたいところで

すが、まだビールが

配られていないよう

なので、少しだけお

時間をいただきたいと思います。　本日は、地区大会

報告会と新入会員歓迎会です。

村上大委員長が半年の間に大変なご努力をされて、

10名の新しい方がご入会いただいております。

会長の話にもありましたが、夜間例会が釧路ロータ

リーのまたある一面を物語っているのではないかと思

います。私は昭和の人間ですので、大学時代「飲みニ

ケーション」という名称で飲み会ばかりやっているう

ちに友達ができ、サークルで楽しい思いをしてきまし

た。この釧路ロータリークラブ、釧路の経済を動かし

ている皆さんが、なぜかお酒を飲むとこうなるところ

をぜひ見ていただき、９カ月ぶりに楽しい時間を過ご

していただきたいと思います。

　それでは、ビールが配られたようなので乾杯をさせ

ていただきます。僭越ですが、ご起立をお願いできま

すでしょうか。

それでは、９カ月ぶりの夜間例会、本年度１回目の夜

間例会を祝して乾杯をさせていただきたいと思いま

す。

地区大会報告会　市橋　多佳丞幹事

　それでは、地区大会報告をさせていただきたいと思

います。

先日開催されました地区大会にて在籍表彰が発表され

ております。当クラブにもたくさんの対象者がおりま

す。お名前をお呼びいたしますので、お名前を呼ばれ

た方はステージへご登壇をお願いいたします。

在籍 10年、浅川正紳君、同じく荒井剛君、清水輝彦

君、谷川富成君、土橋賢一君。

続きまして在籍 15年、木下正明君。

続きまして在籍 20年、白崎義章君、関向一君、田中

正己君、西村智久君、梁瀬之弘君。

続きまして在籍 25年、伊貝正志君、川本和之君。

続きまして在籍 30年、石田博司君、久島貞一君。

続きまして在籍 55年、清水幸彦君。

最後に、在籍 60年、泉敬君。

それでは、ＲＩ第 2500 地区より皆さま方の記念バッ

ジが届いておりますので、ここで杉村会長より皆さま

へお渡しいただきます。

杉村会長、10年からよろしくお願いいたします。

（会長より在籍10年～60年の会員へ記念バッジ贈呈）

杉村会長、ありがとうございました。

それでは、本日ご登壇をされた方々より３名の方です

がスピーチをいただきたいと思います。まず 10年を

代表して荒井剛君、よろしくお願いいたします。

在籍 10年　荒井　　剛君

　皆さん、こんばん

は。10年というこ

とで、ちょうど 10

年前に入会したこと

を思い出しました。

毎回、入会の話をさ

せていただく際に思

い出すことは、入会が３月 10日でした。10年前の

３月 11日は、ご存じのとおり「東日本大震災」が起

きました。その前日に入会しましたので、入会日をい

つまでも覚えております。あれから早くも10年が経っ

たのかと思っております。その間、ロータリーの最初

のころは機会も合わなくて出ませんでしたけれど、

徐々に行く回数を増やすことによって、国際奉仕関係

で海外へ行かせていただき楽しい思いをさせていただ

くことになりました。

今日入会をされた藤井さんは「お酒が全く飲めない」

と聞いておりますが、私も実は全く飲めません。飲め

ない中、10年間ロータリーの夜例会に参加して２次

会などずっとウーロン茶を飲んで楽しい時間を過ごし

て、いまも本当に楽しく過ごしております。ぜひお酒

は飲めなくても、楽しく一緒に加わっていきましょう。

以上です。ありがとうございます。

在籍 20年　関向　　一君

　こんばんは。20

年経ってしまった。

入会した時は、何年

ロータリーに通って

来られるのかと思っ

ていましたが、20

年です。自分でも楽

しいことや悲しいこともありましたが、やっと 20年

が来ました。これから先は、あと何年ロータリーに来

られるか。頑張りますので、よろしくお願いします。

在籍 30年　石田　博司君

　30年前、青年団体に所属をしていました。「40歳

で卒業」というあの会なのですけれども先代の社長で

ある父が、「その団体が終わったら次はどうするのだ」

と言われたので、人の集まりにいることがエネルギー

がすごくてうっとうしかったので「団体活動はもう良

いから」と言ったら、

父が「仕事だと思っ

て行け」と言うわけ

です。

「仕事だと思って行

くのなら貴方が決め

てくれ」と言ったら、

「じゃ、俺はライオンズだからお前はロータリーに入

れてもらいなさい」ということでロータリーに入りま

した。

仕事だと思って行けと言われたその言葉がとても私の

背中を押しました。仕事だと思うといろいろなことが

行く気にならないのです。随分、出席率良く来ました

けれども、不徳のいたすところで、仕事だと思ってい

たことが、いつの間にかうっとうしいことがいろいろ

あって半分を潜在したような時期もありましたが、釧

路クラブは誰がこの不思議な雰囲気を作ったのだろう

かとしみじみ思うほど不思議なクラブです。機会が

あったらお話をさせてもらいたいと思いますけれど

も、本当に不思議なクラブです。

30年というキャリアで、この先輩たちが連綿として

築いてきたこの不思議な空間、この空気を濁すことな

く受け継いで、さらに後輩に受け継いでいきたいと決

意を持っております。ありがとうございます。

市橋幹事

それでは、引き続きまして、先日行われました地区大

会に参加をされた方から感想のスピーチをいただきま

す。まず、一人目、副幹事・田内康章君、よろしくお

願いいたします。

田内　康章副幹事

　皆さま、お疲れ様

です。自分自身は数

回目の夜例会なの

で、少々緊張もしつ

つ、早くまたビール

を飲みたいと思って

いますので、手短に

話させていただきます。

　10月９日 11時から『３年未満会員研修』があり

ました。そちらに私も緊張をして誰よりも早く出席を

したもので、会場設営も手伝いながらやらせていただ

きました。

出席者が、全部で 55名。そのうち釧路ロータリーと

して一番多い９名の参加となっておりました。その中

で、漆崎ガバナーのご挨拶やわたなべきよみさんの講

演、葭本パストガバナーの講演もありました。その中

で印象に残ったものを少し話させていただければと思

います。

　まず、「2500 地区のエリア」の説明をこと細かく

していただきました。その中で、米山奨学金支援をし

ている学校が４校あることを教えていただきました。

「ロータリーの歴史」では、創立はシカゴで４名から

スタート、会員同士の親睦と事業の発展を目的に設立

されたということを初めて聞きました。

　日本のロータリーの歴史としては、米山梅吉さんが

『隠居のすすめ』という本を書いて、それを読んだ福

島喜三次という方が感銘を受けて、２人でロータリー

を設立したということでした。

一番印象に残ったのは、いまの女性会員についてです。

日本のロータリーは現在92名いらっしゃるそうです。

来年度のＲＩ会長が女性のジェニファー E ジョーン

ズさんで、2500 地区もガバナーが久木さんという女

性になるそうです。

その中で、日本初の女性会員が 1989 年の清水ロータ

リークラブで松田郁子さんという方が女性初の会員に

なったそうです。わが釧路ロータリークラブにも、池

田会員が女性会員としていらっしゃいますが、どちら

もＮＴＴの女性局長で運命を感じることだと改めて思

いました。

その後に葭本パストガバナーからの講演がありました

が、なかなか聞き取れなかった部分もありまして、メ

モをすることができなかったのでこうなっています。

　当日、ロータリーの歴史を分かりやすく講演いただ

いたので、とてもためになった研修会でした。本日入

会された藤井さん、石井さん、もし機会がありました

らぜひ参加いただければと思います。

　どうもありがとうございました。

及川　雅順君

　皆さん、こんばん

は。及川です。地区

大会も終わりころに

なって、幹事から「及

川さん、報告会で

喋ってくれよ」と言

われて、何も考えて

いませんでした。今日もちょっと遅れてきまして申し

訳ございません。

日曜日の本会議から出ました。午前の部はユーチュー

ブでやって、少し音声が途切れたりして内容がよく分

かりませんでした。ベイクラブとしては、すごく考え

てやったのだろうけれども、初めてのことで仕方がな

いという感じはしました。

　午後からの部は、特別講演で坂本光司さんの話で「良

い会社とはどのような会社」という話で、確かに「人

が辞めない会社が良い」、それは当たり前のことです。

でも会社はいろいろありますので、辞めてもらわなけ

ればいけない場合も多々あると思います。ただ、内容

的には「すごく為になった」と。

僕はもう経営者ではありません、経営者の次ぐらいな

ので、そういうことをいろいろ聞きました。いつもな

ら「くしろナイト」など楽しいこともたくさんありま

したけれども、今回はこのようなことで致し方ないと

思いました。そのような感じです。よろしいでしょう

か。どうも、失礼します。

（歓談中）

「教えて新入会員」という新入会員自己紹介

親睦活動委員会　杉浦　裕之君

　昨年11月にご入会いただきました東堂光春君です。

それでは東堂君、自己紹介をお願いいたします。

2020 年 11 月入会　東堂 光春君

　皆さん、こんばん

は。昨年 11月に入

会をさせていただき

ました東堂光春と申

します。東興電気工

業の社長をさせてい

ただいております。

妻１人・子ども３人が札幌に住んでおりまして、私は

逆単身赴任で釧路にいる時は自由の身で活動をさせて

いただいております。

　先日、サッカーの『なでしこＵ15』日本代表に娘

が選ばれました。先週、仙台の強豪校に特待生で行く

ことが決まりまして大変嬉しく思っております。何卒

よろしくお願いいたします。

2021 年 5月入会　篠原　　実君

　皆さん、こんばん

は。只今ご紹介いた

だきました篠原で

す。前任の古屋の後

任という形でお邪魔

をしております。私

は５月６日に入会を

させていただきましたが、その後すぐコロナの関係で

休会が続きまして、数えてみましたら 12回ほど休会

になっています。

私自身、夜例会が初めてでして、今日は心ウキウキ、

朝から仕事が手につかない。大した仕事はやっていま

せんが、そのような状況で楽しみにやってまいりまし

た。今日は、ぜひ皆さんと親睦を深めたいと思います

ので、よろしくお願いいたします。

2021 年８月入会　田中　弘明君

　皆さま、こんばんは。田中弘明です。私もコロナ禍

の入会なので、今日

が４回目、夜は初め

てです。初めまして

の方も多いと思いま

すけれども、仕事柄、

夜はほとんど私１人

で和食料理店をやっ

ています。１人ではないのですけれど、作り手は１人

です。それで、なかなか夜は出られなくなると思いま

すけれども、なるべく出られる時は出たいと思います。

よろしくお願いいたします。

2021 年 7月入会　曽我部　元親君

　皆さん、こんばん

は。曽我部です。入

会をしてほとんど例

会に出て来られな

かったものですか

ら、ロータリアンと

いう自覚が全然あり

ませんけれども最近、違うロータリーの方から「釧路

ロータリーに入ったのだね」と言われて、その時初め

て「ロータリアンだったのだ。釧路ロータリーだった

のだ」とちょっと自覚が芽生えてきたところででもあ

ります。まだまだ未熟ですけれども、これからもよろ

しくお願いいたします。

2021 年７月入会　濱口　憲太君

　皆さん、こんばん

は。新入会員の濱口

です。先ほど聞いた

話しかもしれません

けれど、私は入会を

して、ある先輩に「僕

100％出席です」と

言わせていただきました。誘われた時は、結構、断っ

ていたのですけれども本当に参加をさせていただきま

すと自分の家族と同じように温かみを感じまして、本

当に楽しく感じております。今後ともよろしくお願い

いたします。

2021 年８月入会　小西　卓哉君

釧路信用組合、「し

んくみ」常務理事の

小西でございます。

年齢は６１歳で、こ

の７月に釧路ロータ

リークラブに入会さ

せていただいており

ます。８月５日の例会から参加させていただき、緊急

事態宣言等々もあり、６回目の例会参加となります。

まだますので、今後とも宜しくお願い致します。

2021 年 10 月入会　藤井　敬亮君

大成寺の副住職を務めています藤井敬亮と申します。

この度、歴史と伝統

のある釧路ロータ

リークラブに加えて

いただきとても光栄

に思います。当会員

の皆様は各業種にお

いて一見識のあるす

ばらしい方々です。私も浅学ではありますがそのよう

な皆様の中で広く勉強させていただきたいと思いま

す。どうぞよろしくお願いします。

2021 年 10 月入会　石井　孝行君

　先ほども紹介をしていただきましたので恐縮です。

先ほど、ロータリー

クラブの在籍の表彰

をお聞きしまして、

50年・60年という

話を聞いてびっくり

しました。私、60

年を足すと 108 歳

です。今日、ちょっと覚悟を決めました。頑張って

60年を目指します。よろしくお願いします。

（手に手つないで　合唱）

締めのご挨拶

クラブ研修委員会　天方　智順副委員長　

　恐縮です。久しぶりにロータリーでここに立ってい

るような気がいたし

ます。これも指名を

した杉村会長のご配

慮と思います。嬉し

く思います。

何はともあれ、久し

ぶりの夜間例会で皆

さまのお顔を拝見しながら杯を重ねることがすごく楽

しいと思いました。今後ともウィズコロナの時代です

けれど、比較的安定した状況が続いて毎月の夜に楽し

い例会ができればと思います。

　新入会員の皆さま、入会おめでとうございます。先

ほど私がオリエンテーションをしたお二人の新入会員

の皆さま特におめでとうございます。「今日が入会の

例会ですごく良かったですよ。ラッキーですよ」と申

し上げましたけれど、十分に理解をしてくださったと

思います。

　村上委員長が挨拶で不良会員っぽい、頑なに入会を

拒否している会員の話をしていました。すぐ誰か分か

りましたけれど、9日土曜日、10日日曜日の地区大

会の全てを出席された熱心な濱口君だったのかなと思

います。やっぱり入会を口説くのに苦労をした方は、

入会してから育ってくれると思っています。何回も言

います、濱口君、私と村上君がスポンサーです。どう

ぞよろしくお願いいたします。

多くの仲間を加えて杉村年度、回を重ねて来年６月、

無事に帰港できるように。アッ、の船出ができなかっ

たものな。皆さん、一種の出港式みたいなものですか

ら、無事な門出を祝しまして、ご起立のうえ、一本・

一発で締めたいと思います。

それでは、杉村年度の益々の順調な航海と今日入会を

された。今年入会をされた新入会員の楽しいロータ

リーライフを過ごしてくださることを祈念いたしまし

て一本で締めたいと思います。
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　　　　　　　　　　杉村　荘平会長

　皆さん、こんば

んは。本日も多数

のご出席をいただ

きましてありがと

うございます。例

会で『こんばんは』

と言うのは、昨年

の舟木会長年度の家族例会以来でして、９カ月ぶりの

『こんばんは』でございます。本当にありがとうござ

います。

　最近、入会をした新入会員の方と話をしている時に、

「僕は入会をしてからまだ夜例会を経験したことがな

い」「ロータリーでお酒を飲んだ経験がない」という

話を聞きました。いよいよそのような事態になってき

てしまったかと、『ロータリーを楽しむ』というスロー

ガンを掲げた会長としては大変じくじたる思いをして

いたところでございますが、まずは皆さんのおかげで

このように夜例会を再開できましたことは感無量でご

ざいます。ありがとうございます。楽しんでいきたい

と思います。

せっかくの夜例会ですから駄弁は無用で長話はいたし

ませんが、ひとつだけご報告をさせていただければと

思います。

先日、16日土曜日に、北ローターアクトクラブの 50

周年の式典がありました。小船井パストガバナーと吉

田パストガバナーと一緒に参加をさせていただきまし

た。

ここでお伝えしたいことは、皆さんご存じかもしれま

せんが来年７月からいよいよアクトクラブがロータ

リークラブの正式な一員となって加盟されることでご

ざいます。その中で問題になっていたことは金銭的な

ところで、ローターアクトクラブの来年７月からＲＩ

の人頭分担金にいま優遇措置があって８ドルらしいで

すが、８ドルと地区の負担金 15,000 円を払っていけ

るのかということが、切実な問題になっているという

ことです。

式典の中でも足立パストガバナーが「ローターアクト

クラブはどこへいく」みたいな講演があったり、「今

後のローターアクトクラブについて」というパネル

ディスカッションがあったりで、本当に切実な問題に

なってきているだと思っております。

ＲＩとしては、全世界にアクトクラブのメンバーが

29万人いるようなのですが、このアクトクラブを一

緒にすることによって一気に 29万人の会員増強がで

きると考えているのだろうと思っておりますが。個人

的な見解ですけれども、金銭的な面や実際の活動の面

から逆効果なところが出て来ないかと少々心配になっ

て帰って来たという報告です。

釧路クラブとしては、真正面から堂々とロータリーク

ラブの意義と楽しさを訴えて、改めて会員増強にしっ

かりと取り組んでいきたいと思っている次第でござい

ます。

ということで、『夜例会』です。本日は満を持して、

親睦活動委員会の皆さんが楽しい設えをしていただい

ていると思っております。皆さんが高揚感たっぶり、

私もかなり前のめりになっておりますが、何と言って

も久しぶりの夜例会ですので事故のないように、はや

る気持ち・高まる気持ちを多少なりとも抑えていただ

きながら、本日は「慣らし運転」の感じで臨んでいた

だければと思っております。

本日の夜例会を無事終了しましたら、次週は『公式訪

問』と『クラブ協議会』と続きまして、『85周年記念

例会』から『情報集会』の再開、と進めて行きたいと

思っておりますので楽しみにしていただきながら、今

年こそはみんなとロータリーを楽しみながら良い年末

年始を迎えられるようにしていきたいと思っておりま

す。どうぞよろしくお願いいたします。

　本日もよろしくお願いいたします。ありがとうござ

います。

幹事報告　市橋　多佳丞幹事

　皆さま、こんばんは。幹事報告をさせていただきま

す。

昨日皆さまにご案内をさせていただきました 10月

31日の「米山記念チャリティーゴルフコンペ」。こち

らはＮＡＹＵＴＡの会の会員以外の皆さま、全メン

バーに配布をさせていただいております。ぜひＮＡＹ

ＵＴＡの会に参加されていない方にもご参加いただけ

ればと思います。よろしくお願い申し上げます。

　また、それに併せて 10月はロータリー月間という

ところの『米山記念月間』となっております。ぜひ、

皆さまに米山記念奨学会へのご寄付をいただければ

と、こちらのボックスを用意させていただきました。

例会中に皆さまのテーブルへ回しますので、ご寄付を

いただければと思っております。講師例会などでは「音

が出ないお金を」と申し上げていますけれども本日は

夜間例会ですので、皆さまの小銭を全てこの中へジャ

ラジャラと音を出して入れて、賑やかな雰囲気にと

思っておりますので、よろしくお願い申し上げます。

　また、先ほど杉村会長からもありましたが、来週『ガ

バナー公式訪問』が開催されます。こちらの返信をさ

れていない方は私、もしくは事務局まで返信をいただ

ければと思っております。

また、来週のガバナー公式訪問に先立ちまして 11時

より『クラブ協議会』が開催されます。この会場は３

階で行われる予定となっておりますので、対象者の皆

さまはお忘れなきようにお願い申し上げます。またそ

の場で使いますクラブ活動計画書を先日皆さまのパー

ソナルボックスに入れておりますので、当日お忘れな

きようにお願い申し上げます。

以上です。よろしくお願いいたします。

新入会員紹介　スポンサー　村上　祐二君

　皆さん、こんばん

は。私からは本日入

会になりました石井

孝行さんのご紹介を

させていただきま

す。石井孝行さん、

昭和 49年生まれの

現在 47歳。ご家族は、奥様と長女・次女・長男と５

人家族でございます。

　趣味は多彩でして、キャンプ・焚き火・スキー・バ

イク・釣り・山菜採りと。バイクはハーレー、進駐軍

のバイクに乗っているとのことでございます。そんな

石井さんですけれどもお仕事は、武田建築設計事務所

代表取締役をされております。市内各地に彼が設計を

した建物がたくさんあります。最近でいいますと、道

新さんの向かいに建て替えられた『釧路さかえ保育園』

で、非常に素敵な保育園になりました。あの建物も彼

の設計でございます。

性格は、非常に温厚で誰からも信頼される真面目な男

で、非の打ちどころのない石井さんです。ただ、美味

しいものを食べた時だけ、時折、白目を向いて「美味

しい」と言ってしまう時があります。これは皆さんが

驚くかもしれませんので先にご報告をしておきます。

それでは、石井さんから一言、お願いします。

新入会員挨拶

株式会社武田建築設計事務所

　　　　　石井　孝行代表取締役

　初めまして、浦見

町で武田建築設計事

務所の代表をしてお

ります石井孝行と申

します。歴史と伝統

のあるこの釧路ロー

タリークラブに入会

をさせていただきまして大変誇りに思います。ありが

とうございます。

まだまだ分からないことがたくさんありますけれど

も、先ほど天方さんからもオリエンテーションをいた

だきまして「肩の力を抜いて前のめりで参加していた

だければ」と言っていただきましたので、そのつもり

でこれから出席したいと思います。

皆さん、よろしくお願いいたします。

新入会員紹介　スポンサー　吉田　潤司君

　皆さん、こんば

んは。新しい会員

の藤井敬亮さんを

ご紹介いたします。

スポンサーは私と

脇さんです。そも

そも声をかけたの

は脇さんが最初です。私は檀家なので、お参りに来て

いただいてもロータリーの話しをしたことがなかった

ので、本当にスポンサーになることが申し訳なかった

のですけれども、脇さんに代わりましていろいろとご

説明をしたいと思います。

藤井敬亮さんは今年で49歳、お子様が３人いらっしゃ

いまして、お嬢さんがお二人と男の子がお一人で、男

の子は現在幣舞中学校の１年生だそうです。ゴルフは

「することはする」、麻雀も「することはする」と聞き

ました。趣味としましては「あまり趣味はない」と言っ

ていましたけれど「奥深い仏教のことについて、暇な

時にはいろいろなものを調べたり読んだりすることが

趣味と言えば趣味ではないか」と言っていました。お

酒は全く飲まないそうです。

大変な好青年で、これからもいろいろと皆さまにお世

話になると思いますけれども、またいろいろとご指導

をしていただければと思います。

どうぞ、よろしくお願いいたします。

新入会員挨拶　

浄土宗・大成寺　藤井　敬亮副住職　

　私、米町の大成寺

の副住職をしており

ます藤井敬亮と申し

ます。この度は歴史

と伝統あるこの釧路

ロータリークラブに

加入させていただき

まして、とても光栄に思うところでございます。

いまご紹介いただいたとおり、特に面白みのない人間

でございます。けれども、このように多方面で活躍を

されている皆さまとご一緒にさせていただくことで、

見識を深めて勉強をさせていただきたいと思ってござ

います。お酒が飲めないということで、なかなかお付

き合い難いかもしれませんけれどもご容赦をいただき

まして、お付き合いいただきたいと思うところでござ

います。

どうぞよろしくお願いいたします。

親睦活動委員会　瀧波　大亮委員長　

　ありがとうございます。マイクを確かにいただきま

した。それでは、これより『地区大会報告会／新入会

員歓迎会』をスタートします。

はじめにクラブ広報・会員組織委員会村上委員長、ご

挨拶をよろしくお願いいたします。

クラブ広報・会員組織委員会　村上　祐二委員長　

　村上です。このタイミングではないと思っていたの

で少々動揺をしてお

ります。まずもって

本年度 10名の新入

会員の方がご入会と

いうことで、会員増

強にご協力をいただ

きました皆さまにこ

の場をお借りして感謝を申し上げます。ありがとうご

ざいました。

　振り返りますと、私も６～７年前に入会をさせてい

ただきました。きっとこの釧路ロータリークラブに

入っていなければ、この人と出会うことはなかった。

そしてこの人とこのように楽しむこともなかったと、

いろいろなことが入っていなければこうならなかった

と思うことがよくあります。そんなことで、私を勧誘

してくれたスポンサーに感謝の気持ちでございます。

話しは変わりまして、先日、私がスポンサーとなって

とある方を勧誘していました。その方と私と釧路クラ

ブではない方と３人で話をしている時に、私が勧誘を

した彼が「○○さん、ロータリーに行っているのです

か」と聞きました。「僕は釧路クラブが楽しくて、出

席率 100％です」と言いました。この方に入会をし

てもらうためにすごく苦労をしました。「断固として

入りません。私は絶対に入りません」という姿勢でし

た。ある時、居酒屋に連れ出してお酒の力も借りて、

たくさんお酒を飲んで、夜が明けるころにようやく観

念したかのように「参りました。仕方がないから入り

ます」と弱った声で言いました。

そんな彼が入会をして半年も経ちませんけれども、こ

れは釧路ロータリークラブに入って、釧路クラブの活

動と釧路クラブの人によって楽しく思えているのだろ

うと思わせていただいた場面でした。

　本年度入会されました 10名の方が、それぞれの生

活の中にロータリークラブの楽しさがひとつ加わるこ

とを祈念して私からの挨拶とさせていただきます。

ありがとうございました。

乾杯挨拶

クラブ運営委員会　中島　徳政委員長　

　こんばんは。本当

に９カ月ぶりという

ことで、すぐ「乾杯」

といきたいところで

すが、まだビールが

配られていないよう

なので、少しだけお

時間をいただきたいと思います。　本日は、地区大会

報告会と新入会員歓迎会です。

村上大委員長が半年の間に大変なご努力をされて、

10名の新しい方がご入会いただいております。

会長の話にもありましたが、夜間例会が釧路ロータ

リーのまたある一面を物語っているのではないかと思

います。私は昭和の人間ですので、大学時代「飲みニ

ケーション」という名称で飲み会ばかりやっているう

ちに友達ができ、サークルで楽しい思いをしてきまし

た。この釧路ロータリークラブ、釧路の経済を動かし

ている皆さんが、なぜかお酒を飲むとこうなるところ

をぜひ見ていただき、９カ月ぶりに楽しい時間を過ご

していただきたいと思います。

　それでは、ビールが配られたようなので乾杯をさせ

ていただきます。僭越ですが、ご起立をお願いできま

すでしょうか。

それでは、９カ月ぶりの夜間例会、本年度１回目の夜

間例会を祝して乾杯をさせていただきたいと思いま

す。

地区大会報告会　市橋　多佳丞幹事

　それでは、地区大会報告をさせていただきたいと思

います。

先日開催されました地区大会にて在籍表彰が発表され

ております。当クラブにもたくさんの対象者がおりま

す。お名前をお呼びいたしますので、お名前を呼ばれ

た方はステージへご登壇をお願いいたします。

在籍 10年、浅川正紳君、同じく荒井剛君、清水輝彦

君、谷川富成君、土橋賢一君。

続きまして在籍 15年、木下正明君。

続きまして在籍 20年、白崎義章君、関向一君、田中

正己君、西村智久君、梁瀬之弘君。

続きまして在籍 25年、伊貝正志君、川本和之君。

続きまして在籍 30年、石田博司君、久島貞一君。

続きまして在籍 55年、清水幸彦君。

最後に、在籍 60年、泉敬君。

それでは、ＲＩ第 2500 地区より皆さま方の記念バッ

ジが届いておりますので、ここで杉村会長より皆さま

へお渡しいただきます。

杉村会長、10年からよろしくお願いいたします。

（会長より在籍10年～60年の会員へ記念バッジ贈呈）

杉村会長、ありがとうございました。

それでは、本日ご登壇をされた方々より３名の方です

がスピーチをいただきたいと思います。まず 10年を

代表して荒井剛君、よろしくお願いいたします。

在籍 10年　荒井　　剛君

　皆さん、こんばん

は。10年というこ

とで、ちょうど 10

年前に入会したこと

を思い出しました。

毎回、入会の話をさ

せていただく際に思

い出すことは、入会が３月 10日でした。10年前の

３月 11日は、ご存じのとおり「東日本大震災」が起

きました。その前日に入会しましたので、入会日をい

つまでも覚えております。あれから早くも10年が経っ

たのかと思っております。その間、ロータリーの最初

のころは機会も合わなくて出ませんでしたけれど、

徐々に行く回数を増やすことによって、国際奉仕関係

で海外へ行かせていただき楽しい思いをさせていただ

くことになりました。

今日入会をされた藤井さんは「お酒が全く飲めない」

と聞いておりますが、私も実は全く飲めません。飲め

ない中、10年間ロータリーの夜例会に参加して２次

会などずっとウーロン茶を飲んで楽しい時間を過ごし

て、いまも本当に楽しく過ごしております。ぜひお酒

は飲めなくても、楽しく一緒に加わっていきましょう。

以上です。ありがとうございます。

在籍 20年　関向　　一君

　こんばんは。20

年経ってしまった。

入会した時は、何年

ロータリーに通って

来られるのかと思っ

ていましたが、20

年です。自分でも楽

しいことや悲しいこともありましたが、やっと 20年

が来ました。これから先は、あと何年ロータリーに来

られるか。頑張りますので、よろしくお願いします。

在籍 30年　石田　博司君

　30年前、青年団体に所属をしていました。「40歳

で卒業」というあの会なのですけれども先代の社長で

ある父が、「その団体が終わったら次はどうするのだ」

と言われたので、人の集まりにいることがエネルギー

がすごくてうっとうしかったので「団体活動はもう良

いから」と言ったら、

父が「仕事だと思っ

て行け」と言うわけ

です。

「仕事だと思って行

くのなら貴方が決め

てくれ」と言ったら、

「じゃ、俺はライオンズだからお前はロータリーに入

れてもらいなさい」ということでロータリーに入りま

した。

仕事だと思って行けと言われたその言葉がとても私の

背中を押しました。仕事だと思うといろいろなことが

行く気にならないのです。随分、出席率良く来ました

けれども、不徳のいたすところで、仕事だと思ってい

たことが、いつの間にかうっとうしいことがいろいろ

あって半分を潜在したような時期もありましたが、釧

路クラブは誰がこの不思議な雰囲気を作ったのだろう

かとしみじみ思うほど不思議なクラブです。機会が

あったらお話をさせてもらいたいと思いますけれど

も、本当に不思議なクラブです。

30年というキャリアで、この先輩たちが連綿として

築いてきたこの不思議な空間、この空気を濁すことな

く受け継いで、さらに後輩に受け継いでいきたいと決

意を持っております。ありがとうございます。

市橋幹事

それでは、引き続きまして、先日行われました地区大

会に参加をされた方から感想のスピーチをいただきま

す。まず、一人目、副幹事・田内康章君、よろしくお

願いいたします。

田内　康章副幹事

　皆さま、お疲れ様

です。自分自身は数

回目の夜例会なの

で、少々緊張もしつ

つ、早くまたビール

を飲みたいと思って

いますので、手短に

話させていただきます。

　10月９日 11時から『３年未満会員研修』があり

ました。そちらに私も緊張をして誰よりも早く出席を

したもので、会場設営も手伝いながらやらせていただ

きました。

出席者が、全部で 55名。そのうち釧路ロータリーと

して一番多い９名の参加となっておりました。その中

で、漆崎ガバナーのご挨拶やわたなべきよみさんの講

演、葭本パストガバナーの講演もありました。その中

で印象に残ったものを少し話させていただければと思

います。

　まず、「2500 地区のエリア」の説明をこと細かく

していただきました。その中で、米山奨学金支援をし

ている学校が４校あることを教えていただきました。

「ロータリーの歴史」では、創立はシカゴで４名から

スタート、会員同士の親睦と事業の発展を目的に設立

されたということを初めて聞きました。

　日本のロータリーの歴史としては、米山梅吉さんが

『隠居のすすめ』という本を書いて、それを読んだ福

島喜三次という方が感銘を受けて、２人でロータリー

を設立したということでした。

一番印象に残ったのは、いまの女性会員についてです。

日本のロータリーは現在92名いらっしゃるそうです。

来年度のＲＩ会長が女性のジェニファー E ジョーン

ズさんで、2500 地区もガバナーが久木さんという女

性になるそうです。

その中で、日本初の女性会員が 1989 年の清水ロータ

リークラブで松田郁子さんという方が女性初の会員に

なったそうです。わが釧路ロータリークラブにも、池

田会員が女性会員としていらっしゃいますが、どちら

もＮＴＴの女性局長で運命を感じることだと改めて思

いました。

その後に葭本パストガバナーからの講演がありました

が、なかなか聞き取れなかった部分もありまして、メ

モをすることができなかったのでこうなっています。

　当日、ロータリーの歴史を分かりやすく講演いただ

いたので、とてもためになった研修会でした。本日入

会された藤井さん、石井さん、もし機会がありました

らぜひ参加いただければと思います。

　どうもありがとうございました。

及川　雅順君

　皆さん、こんばん

は。及川です。地区

大会も終わりころに

なって、幹事から「及

川さん、報告会で

喋ってくれよ」と言

われて、何も考えて

いませんでした。今日もちょっと遅れてきまして申し

訳ございません。

日曜日の本会議から出ました。午前の部はユーチュー

ブでやって、少し音声が途切れたりして内容がよく分

かりませんでした。ベイクラブとしては、すごく考え

てやったのだろうけれども、初めてのことで仕方がな

いという感じはしました。

　午後からの部は、特別講演で坂本光司さんの話で「良

い会社とはどのような会社」という話で、確かに「人

が辞めない会社が良い」、それは当たり前のことです。

でも会社はいろいろありますので、辞めてもらわなけ

ればいけない場合も多々あると思います。ただ、内容

的には「すごく為になった」と。

僕はもう経営者ではありません、経営者の次ぐらいな

ので、そういうことをいろいろ聞きました。いつもな

ら「くしろナイト」など楽しいこともたくさんありま

したけれども、今回はこのようなことで致し方ないと

思いました。そのような感じです。よろしいでしょう

か。どうも、失礼します。

（歓談中）

「教えて新入会員」という新入会員自己紹介

親睦活動委員会　杉浦　裕之君

　昨年11月にご入会いただきました東堂光春君です。

それでは東堂君、自己紹介をお願いいたします。

2020 年 11 月入会　東堂 光春君

　皆さん、こんばん

は。昨年 11月に入

会をさせていただき

ました東堂光春と申

します。東興電気工

業の社長をさせてい

ただいております。

妻１人・子ども３人が札幌に住んでおりまして、私は

逆単身赴任で釧路にいる時は自由の身で活動をさせて

いただいております。

　先日、サッカーの『なでしこＵ15』日本代表に娘

が選ばれました。先週、仙台の強豪校に特待生で行く

ことが決まりまして大変嬉しく思っております。何卒

よろしくお願いいたします。

2021 年 5月入会　篠原　　実君

　皆さん、こんばん

は。只今ご紹介いた

だきました篠原で

す。前任の古屋の後

任という形でお邪魔

をしております。私

は５月６日に入会を

させていただきましたが、その後すぐコロナの関係で

休会が続きまして、数えてみましたら 12回ほど休会

になっています。

私自身、夜例会が初めてでして、今日は心ウキウキ、

朝から仕事が手につかない。大した仕事はやっていま

せんが、そのような状況で楽しみにやってまいりまし

た。今日は、ぜひ皆さんと親睦を深めたいと思います

ので、よろしくお願いいたします。

2021 年８月入会　田中　弘明君

　皆さま、こんばんは。田中弘明です。私もコロナ禍

の入会なので、今日

が４回目、夜は初め

てです。初めまして

の方も多いと思いま

すけれども、仕事柄、

夜はほとんど私１人

で和食料理店をやっ

ています。１人ではないのですけれど、作り手は１人

です。それで、なかなか夜は出られなくなると思いま

すけれども、なるべく出られる時は出たいと思います。

よろしくお願いいたします。

2021 年 7月入会　曽我部　元親君

　皆さん、こんばん

は。曽我部です。入

会をしてほとんど例

会に出て来られな

かったものですか

ら、ロータリアンと

いう自覚が全然あり

ませんけれども最近、違うロータリーの方から「釧路

ロータリーに入ったのだね」と言われて、その時初め

て「ロータリアンだったのだ。釧路ロータリーだった

のだ」とちょっと自覚が芽生えてきたところででもあ

ります。まだまだ未熟ですけれども、これからもよろ

しくお願いいたします。

2021 年７月入会　濱口　憲太君

　皆さん、こんばん

は。新入会員の濱口

です。先ほど聞いた

話しかもしれません

けれど、私は入会を

して、ある先輩に「僕

100％出席です」と

言わせていただきました。誘われた時は、結構、断っ

ていたのですけれども本当に参加をさせていただきま

すと自分の家族と同じように温かみを感じまして、本

当に楽しく感じております。今後ともよろしくお願い

いたします。

2021 年８月入会　小西　卓哉君

釧路信用組合、「し

んくみ」常務理事の

小西でございます。

年齢は６１歳で、こ

の７月に釧路ロータ

リークラブに入会さ

せていただいており

ます。８月５日の例会から参加させていただき、緊急

事態宣言等々もあり、６回目の例会参加となります。

まだますので、今後とも宜しくお願い致します。

2021 年 10 月入会　藤井　敬亮君

大成寺の副住職を務めています藤井敬亮と申します。

この度、歴史と伝統

のある釧路ロータ

リークラブに加えて

いただきとても光栄

に思います。当会員

の皆様は各業種にお

いて一見識のあるす

ばらしい方々です。私も浅学ではありますがそのよう

な皆様の中で広く勉強させていただきたいと思いま

す。どうぞよろしくお願いします。

2021 年 10 月入会　石井　孝行君

　先ほども紹介をしていただきましたので恐縮です。

先ほど、ロータリー

クラブの在籍の表彰

をお聞きしまして、

50年・60年という

話を聞いてびっくり

しました。私、60

年を足すと 108 歳

です。今日、ちょっと覚悟を決めました。頑張って

60年を目指します。よろしくお願いします。

（手に手つないで　合唱）

締めのご挨拶

クラブ研修委員会　天方　智順副委員長　

　恐縮です。久しぶりにロータリーでここに立ってい

るような気がいたし

ます。これも指名を

した杉村会長のご配

慮と思います。嬉し

く思います。

何はともあれ、久し

ぶりの夜間例会で皆

さまのお顔を拝見しながら杯を重ねることがすごく楽

しいと思いました。今後ともウィズコロナの時代です

けれど、比較的安定した状況が続いて毎月の夜に楽し

い例会ができればと思います。

　新入会員の皆さま、入会おめでとうございます。先

ほど私がオリエンテーションをしたお二人の新入会員

の皆さま特におめでとうございます。「今日が入会の

例会ですごく良かったですよ。ラッキーですよ」と申

し上げましたけれど、十分に理解をしてくださったと

思います。

　村上委員長が挨拶で不良会員っぽい、頑なに入会を

拒否している会員の話をしていました。すぐ誰か分か

りましたけれど、9日土曜日、10日日曜日の地区大

会の全てを出席された熱心な濱口君だったのかなと思

います。やっぱり入会を口説くのに苦労をした方は、

入会してから育ってくれると思っています。何回も言

います、濱口君、私と村上君がスポンサーです。どう

ぞよろしくお願いいたします。

多くの仲間を加えて杉村年度、回を重ねて来年６月、

無事に帰港できるように。アッ、の船出ができなかっ

たものな。皆さん、一種の出港式みたいなものですか

ら、無事な門出を祝しまして、ご起立のうえ、一本・

一発で締めたいと思います。

それでは、杉村年度の益々の順調な航海と今日入会を

された。今年入会をされた新入会員の楽しいロータ

リーライフを過ごしてくださることを祈念いたしまし

て一本で締めたいと思います。
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　　　　　　　　　　杉村　荘平会長

　皆さん、こんば

んは。本日も多数

のご出席をいただ

きましてありがと

うございます。例

会で『こんばんは』

と言うのは、昨年

の舟木会長年度の家族例会以来でして、９カ月ぶりの

『こんばんは』でございます。本当にありがとうござ

います。

　最近、入会をした新入会員の方と話をしている時に、

「僕は入会をしてからまだ夜例会を経験したことがな

い」「ロータリーでお酒を飲んだ経験がない」という

話を聞きました。いよいよそのような事態になってき

てしまったかと、『ロータリーを楽しむ』というスロー

ガンを掲げた会長としては大変じくじたる思いをして

いたところでございますが、まずは皆さんのおかげで

このように夜例会を再開できましたことは感無量でご

ざいます。ありがとうございます。楽しんでいきたい

と思います。

せっかくの夜例会ですから駄弁は無用で長話はいたし

ませんが、ひとつだけご報告をさせていただければと

思います。

先日、16日土曜日に、北ローターアクトクラブの 50

周年の式典がありました。小船井パストガバナーと吉

田パストガバナーと一緒に参加をさせていただきまし

た。

ここでお伝えしたいことは、皆さんご存じかもしれま

せんが来年７月からいよいよアクトクラブがロータ

リークラブの正式な一員となって加盟されることでご

ざいます。その中で問題になっていたことは金銭的な

ところで、ローターアクトクラブの来年７月からＲＩ

の人頭分担金にいま優遇措置があって８ドルらしいで

すが、８ドルと地区の負担金 15,000 円を払っていけ

るのかということが、切実な問題になっているという

ことです。

式典の中でも足立パストガバナーが「ローターアクト

クラブはどこへいく」みたいな講演があったり、「今

後のローターアクトクラブについて」というパネル

ディスカッションがあったりで、本当に切実な問題に

なってきているだと思っております。

ＲＩとしては、全世界にアクトクラブのメンバーが

29万人いるようなのですが、このアクトクラブを一

緒にすることによって一気に 29万人の会員増強がで

きると考えているのだろうと思っておりますが。個人

的な見解ですけれども、金銭的な面や実際の活動の面

から逆効果なところが出て来ないかと少々心配になっ

て帰って来たという報告です。

釧路クラブとしては、真正面から堂々とロータリーク

ラブの意義と楽しさを訴えて、改めて会員増強にしっ

かりと取り組んでいきたいと思っている次第でござい

ます。

ということで、『夜例会』です。本日は満を持して、

親睦活動委員会の皆さんが楽しい設えをしていただい

ていると思っております。皆さんが高揚感たっぶり、

私もかなり前のめりになっておりますが、何と言って

も久しぶりの夜例会ですので事故のないように、はや

る気持ち・高まる気持ちを多少なりとも抑えていただ

きながら、本日は「慣らし運転」の感じで臨んでいた

だければと思っております。

本日の夜例会を無事終了しましたら、次週は『公式訪

問』と『クラブ協議会』と続きまして、『85周年記念

例会』から『情報集会』の再開、と進めて行きたいと

思っておりますので楽しみにしていただきながら、今

年こそはみんなとロータリーを楽しみながら良い年末

年始を迎えられるようにしていきたいと思っておりま

す。どうぞよろしくお願いいたします。

　本日もよろしくお願いいたします。ありがとうござ

います。

幹事報告　市橋　多佳丞幹事

　皆さま、こんばんは。幹事報告をさせていただきま

す。

昨日皆さまにご案内をさせていただきました 10月

31日の「米山記念チャリティーゴルフコンペ」。こち

らはＮＡＹＵＴＡの会の会員以外の皆さま、全メン

バーに配布をさせていただいております。ぜひＮＡＹ

ＵＴＡの会に参加されていない方にもご参加いただけ

ればと思います。よろしくお願い申し上げます。

　また、それに併せて 10月はロータリー月間という

ところの『米山記念月間』となっております。ぜひ、

皆さまに米山記念奨学会へのご寄付をいただければ

と、こちらのボックスを用意させていただきました。

例会中に皆さまのテーブルへ回しますので、ご寄付を

いただければと思っております。講師例会などでは「音

が出ないお金を」と申し上げていますけれども本日は

夜間例会ですので、皆さまの小銭を全てこの中へジャ

ラジャラと音を出して入れて、賑やかな雰囲気にと

思っておりますので、よろしくお願い申し上げます。

　また、先ほど杉村会長からもありましたが、来週『ガ

バナー公式訪問』が開催されます。こちらの返信をさ

れていない方は私、もしくは事務局まで返信をいただ

ければと思っております。

また、来週のガバナー公式訪問に先立ちまして 11時

より『クラブ協議会』が開催されます。この会場は３

階で行われる予定となっておりますので、対象者の皆

さまはお忘れなきようにお願い申し上げます。またそ

の場で使いますクラブ活動計画書を先日皆さまのパー

ソナルボックスに入れておりますので、当日お忘れな

きようにお願い申し上げます。

以上です。よろしくお願いいたします。

新入会員紹介　スポンサー　村上　祐二君

　皆さん、こんばん

は。私からは本日入

会になりました石井

孝行さんのご紹介を

させていただきま

す。石井孝行さん、

昭和 49年生まれの

現在 47歳。ご家族は、奥様と長女・次女・長男と５

人家族でございます。

　趣味は多彩でして、キャンプ・焚き火・スキー・バ

イク・釣り・山菜採りと。バイクはハーレー、進駐軍

のバイクに乗っているとのことでございます。そんな

石井さんですけれどもお仕事は、武田建築設計事務所

代表取締役をされております。市内各地に彼が設計を

した建物がたくさんあります。最近でいいますと、道

新さんの向かいに建て替えられた『釧路さかえ保育園』

で、非常に素敵な保育園になりました。あの建物も彼

の設計でございます。

性格は、非常に温厚で誰からも信頼される真面目な男

で、非の打ちどころのない石井さんです。ただ、美味

しいものを食べた時だけ、時折、白目を向いて「美味

しい」と言ってしまう時があります。これは皆さんが

驚くかもしれませんので先にご報告をしておきます。

それでは、石井さんから一言、お願いします。

新入会員挨拶

株式会社武田建築設計事務所

　　　　　石井　孝行代表取締役

　初めまして、浦見

町で武田建築設計事

務所の代表をしてお

ります石井孝行と申

します。歴史と伝統

のあるこの釧路ロー

タリークラブに入会

をさせていただきまして大変誇りに思います。ありが

とうございます。

まだまだ分からないことがたくさんありますけれど

も、先ほど天方さんからもオリエンテーションをいた

だきまして「肩の力を抜いて前のめりで参加していた

だければ」と言っていただきましたので、そのつもり

でこれから出席したいと思います。

皆さん、よろしくお願いいたします。

新入会員紹介　スポンサー　吉田　潤司君

　皆さん、こんば

んは。新しい会員

の藤井敬亮さんを

ご紹介いたします。

スポンサーは私と

脇さんです。そも

そも声をかけたの

は脇さんが最初です。私は檀家なので、お参りに来て

いただいてもロータリーの話しをしたことがなかった

ので、本当にスポンサーになることが申し訳なかった

のですけれども、脇さんに代わりましていろいろとご

説明をしたいと思います。

藤井敬亮さんは今年で49歳、お子様が３人いらっしゃ

いまして、お嬢さんがお二人と男の子がお一人で、男

の子は現在幣舞中学校の１年生だそうです。ゴルフは

「することはする」、麻雀も「することはする」と聞き

ました。趣味としましては「あまり趣味はない」と言っ

ていましたけれど「奥深い仏教のことについて、暇な

時にはいろいろなものを調べたり読んだりすることが

趣味と言えば趣味ではないか」と言っていました。お

酒は全く飲まないそうです。

大変な好青年で、これからもいろいろと皆さまにお世

話になると思いますけれども、またいろいろとご指導

をしていただければと思います。

どうぞ、よろしくお願いいたします。

新入会員挨拶　

浄土宗・大成寺　藤井　敬亮副住職　

　私、米町の大成寺

の副住職をしており

ます藤井敬亮と申し

ます。この度は歴史

と伝統あるこの釧路

ロータリークラブに

加入させていただき

まして、とても光栄に思うところでございます。

いまご紹介いただいたとおり、特に面白みのない人間

でございます。けれども、このように多方面で活躍を

されている皆さまとご一緒にさせていただくことで、

見識を深めて勉強をさせていただきたいと思ってござ

います。お酒が飲めないということで、なかなかお付

き合い難いかもしれませんけれどもご容赦をいただき

まして、お付き合いいただきたいと思うところでござ

います。

どうぞよろしくお願いいたします。

親睦活動委員会　瀧波　大亮委員長　

　ありがとうございます。マイクを確かにいただきま

した。それでは、これより『地区大会報告会／新入会

員歓迎会』をスタートします。

はじめにクラブ広報・会員組織委員会村上委員長、ご

挨拶をよろしくお願いいたします。

クラブ広報・会員組織委員会　村上　祐二委員長　

　村上です。このタイミングではないと思っていたの

で少々動揺をしてお

ります。まずもって

本年度 10名の新入

会員の方がご入会と

いうことで、会員増

強にご協力をいただ

きました皆さまにこ

の場をお借りして感謝を申し上げます。ありがとうご

ざいました。

　振り返りますと、私も６～７年前に入会をさせてい

ただきました。きっとこの釧路ロータリークラブに

入っていなければ、この人と出会うことはなかった。

そしてこの人とこのように楽しむこともなかったと、

いろいろなことが入っていなければこうならなかった

と思うことがよくあります。そんなことで、私を勧誘

してくれたスポンサーに感謝の気持ちでございます。

話しは変わりまして、先日、私がスポンサーとなって

とある方を勧誘していました。その方と私と釧路クラ

ブではない方と３人で話をしている時に、私が勧誘を

した彼が「○○さん、ロータリーに行っているのです

か」と聞きました。「僕は釧路クラブが楽しくて、出

席率 100％です」と言いました。この方に入会をし

てもらうためにすごく苦労をしました。「断固として

入りません。私は絶対に入りません」という姿勢でし

た。ある時、居酒屋に連れ出してお酒の力も借りて、

たくさんお酒を飲んで、夜が明けるころにようやく観

念したかのように「参りました。仕方がないから入り

ます」と弱った声で言いました。

そんな彼が入会をして半年も経ちませんけれども、こ

れは釧路ロータリークラブに入って、釧路クラブの活

動と釧路クラブの人によって楽しく思えているのだろ

うと思わせていただいた場面でした。

　本年度入会されました 10名の方が、それぞれの生

活の中にロータリークラブの楽しさがひとつ加わるこ

とを祈念して私からの挨拶とさせていただきます。

ありがとうございました。

乾杯挨拶

クラブ運営委員会　中島　徳政委員長　

　こんばんは。本当

に９カ月ぶりという

ことで、すぐ「乾杯」

といきたいところで

すが、まだビールが

配られていないよう

なので、少しだけお

時間をいただきたいと思います。　本日は、地区大会

報告会と新入会員歓迎会です。

村上大委員長が半年の間に大変なご努力をされて、

10名の新しい方がご入会いただいております。

会長の話にもありましたが、夜間例会が釧路ロータ

リーのまたある一面を物語っているのではないかと思

います。私は昭和の人間ですので、大学時代「飲みニ

ケーション」という名称で飲み会ばかりやっているう

ちに友達ができ、サークルで楽しい思いをしてきまし

た。この釧路ロータリークラブ、釧路の経済を動かし

ている皆さんが、なぜかお酒を飲むとこうなるところ

をぜひ見ていただき、９カ月ぶりに楽しい時間を過ご

していただきたいと思います。

　それでは、ビールが配られたようなので乾杯をさせ

ていただきます。僭越ですが、ご起立をお願いできま

すでしょうか。

それでは、９カ月ぶりの夜間例会、本年度１回目の夜

間例会を祝して乾杯をさせていただきたいと思いま

す。

地区大会報告会　市橋　多佳丞幹事

　それでは、地区大会報告をさせていただきたいと思

います。

先日開催されました地区大会にて在籍表彰が発表され

ております。当クラブにもたくさんの対象者がおりま

す。お名前をお呼びいたしますので、お名前を呼ばれ

た方はステージへご登壇をお願いいたします。

在籍 10年、浅川正紳君、同じく荒井剛君、清水輝彦

君、谷川富成君、土橋賢一君。

続きまして在籍 15年、木下正明君。

続きまして在籍 20年、白崎義章君、関向一君、田中

正己君、西村智久君、梁瀬之弘君。

続きまして在籍 25年、伊貝正志君、川本和之君。

続きまして在籍 30年、石田博司君、久島貞一君。

続きまして在籍 55年、清水幸彦君。

最後に、在籍 60年、泉敬君。

それでは、ＲＩ第 2500 地区より皆さま方の記念バッ

ジが届いておりますので、ここで杉村会長より皆さま

へお渡しいただきます。

杉村会長、10年からよろしくお願いいたします。

（会長より在籍10年～60年の会員へ記念バッジ贈呈）

杉村会長、ありがとうございました。

それでは、本日ご登壇をされた方々より３名の方です

がスピーチをいただきたいと思います。まず 10年を

代表して荒井剛君、よろしくお願いいたします。

在籍 10年　荒井　　剛君

　皆さん、こんばん

は。10年というこ

とで、ちょうど 10

年前に入会したこと

を思い出しました。

毎回、入会の話をさ

せていただく際に思

い出すことは、入会が３月 10日でした。10年前の

３月 11日は、ご存じのとおり「東日本大震災」が起

きました。その前日に入会しましたので、入会日をい

つまでも覚えております。あれから早くも10年が経っ

たのかと思っております。その間、ロータリーの最初

のころは機会も合わなくて出ませんでしたけれど、

徐々に行く回数を増やすことによって、国際奉仕関係

で海外へ行かせていただき楽しい思いをさせていただ

くことになりました。

今日入会をされた藤井さんは「お酒が全く飲めない」

と聞いておりますが、私も実は全く飲めません。飲め

ない中、10年間ロータリーの夜例会に参加して２次

会などずっとウーロン茶を飲んで楽しい時間を過ごし

て、いまも本当に楽しく過ごしております。ぜひお酒

は飲めなくても、楽しく一緒に加わっていきましょう。

以上です。ありがとうございます。

在籍 20年　関向　　一君

　こんばんは。20

年経ってしまった。

入会した時は、何年

ロータリーに通って

来られるのかと思っ

ていましたが、20

年です。自分でも楽

しいことや悲しいこともありましたが、やっと 20年

が来ました。これから先は、あと何年ロータリーに来

られるか。頑張りますので、よろしくお願いします。

在籍 30年　石田　博司君

　30年前、青年団体に所属をしていました。「40歳

で卒業」というあの会なのですけれども先代の社長で

ある父が、「その団体が終わったら次はどうするのだ」

と言われたので、人の集まりにいることがエネルギー

がすごくてうっとうしかったので「団体活動はもう良

いから」と言ったら、

父が「仕事だと思っ

て行け」と言うわけ

です。

「仕事だと思って行

くのなら貴方が決め

てくれ」と言ったら、

「じゃ、俺はライオンズだからお前はロータリーに入

れてもらいなさい」ということでロータリーに入りま

した。

仕事だと思って行けと言われたその言葉がとても私の

背中を押しました。仕事だと思うといろいろなことが

行く気にならないのです。随分、出席率良く来ました

けれども、不徳のいたすところで、仕事だと思ってい

たことが、いつの間にかうっとうしいことがいろいろ

あって半分を潜在したような時期もありましたが、釧

路クラブは誰がこの不思議な雰囲気を作ったのだろう

かとしみじみ思うほど不思議なクラブです。機会が

あったらお話をさせてもらいたいと思いますけれど

も、本当に不思議なクラブです。

30年というキャリアで、この先輩たちが連綿として

築いてきたこの不思議な空間、この空気を濁すことな

く受け継いで、さらに後輩に受け継いでいきたいと決

意を持っております。ありがとうございます。

市橋幹事

それでは、引き続きまして、先日行われました地区大

会に参加をされた方から感想のスピーチをいただきま

す。まず、一人目、副幹事・田内康章君、よろしくお

願いいたします。

田内　康章副幹事

　皆さま、お疲れ様

です。自分自身は数

回目の夜例会なの

で、少々緊張もしつ

つ、早くまたビール

を飲みたいと思って

いますので、手短に

話させていただきます。

　10月９日 11時から『３年未満会員研修』があり

ました。そちらに私も緊張をして誰よりも早く出席を

したもので、会場設営も手伝いながらやらせていただ

きました。

出席者が、全部で 55名。そのうち釧路ロータリーと

して一番多い９名の参加となっておりました。その中

で、漆崎ガバナーのご挨拶やわたなべきよみさんの講

演、葭本パストガバナーの講演もありました。その中

で印象に残ったものを少し話させていただければと思

います。

　まず、「2500 地区のエリア」の説明をこと細かく

していただきました。その中で、米山奨学金支援をし

ている学校が４校あることを教えていただきました。

「ロータリーの歴史」では、創立はシカゴで４名から

スタート、会員同士の親睦と事業の発展を目的に設立

されたということを初めて聞きました。

　日本のロータリーの歴史としては、米山梅吉さんが

『隠居のすすめ』という本を書いて、それを読んだ福

島喜三次という方が感銘を受けて、２人でロータリー

を設立したということでした。

一番印象に残ったのは、いまの女性会員についてです。

日本のロータリーは現在92名いらっしゃるそうです。

来年度のＲＩ会長が女性のジェニファー E ジョーン

ズさんで、2500 地区もガバナーが久木さんという女

性になるそうです。

その中で、日本初の女性会員が 1989 年の清水ロータ

リークラブで松田郁子さんという方が女性初の会員に

なったそうです。わが釧路ロータリークラブにも、池

田会員が女性会員としていらっしゃいますが、どちら

もＮＴＴの女性局長で運命を感じることだと改めて思

いました。

その後に葭本パストガバナーからの講演がありました

が、なかなか聞き取れなかった部分もありまして、メ

モをすることができなかったのでこうなっています。

　当日、ロータリーの歴史を分かりやすく講演いただ

いたので、とてもためになった研修会でした。本日入

会された藤井さん、石井さん、もし機会がありました

らぜひ参加いただければと思います。

　どうもありがとうございました。

及川　雅順君

　皆さん、こんばん

は。及川です。地区

大会も終わりころに

なって、幹事から「及

川さん、報告会で

喋ってくれよ」と言

われて、何も考えて

いませんでした。今日もちょっと遅れてきまして申し

訳ございません。

日曜日の本会議から出ました。午前の部はユーチュー

ブでやって、少し音声が途切れたりして内容がよく分

かりませんでした。ベイクラブとしては、すごく考え

てやったのだろうけれども、初めてのことで仕方がな

いという感じはしました。

　午後からの部は、特別講演で坂本光司さんの話で「良

い会社とはどのような会社」という話で、確かに「人

が辞めない会社が良い」、それは当たり前のことです。

でも会社はいろいろありますので、辞めてもらわなけ

ればいけない場合も多々あると思います。ただ、内容

的には「すごく為になった」と。

僕はもう経営者ではありません、経営者の次ぐらいな

ので、そういうことをいろいろ聞きました。いつもな

ら「くしろナイト」など楽しいこともたくさんありま

したけれども、今回はこのようなことで致し方ないと

思いました。そのような感じです。よろしいでしょう

か。どうも、失礼します。

（歓談中）

「教えて新入会員」という新入会員自己紹介

親睦活動委員会　杉浦　裕之君

　昨年11月にご入会いただきました東堂光春君です。

それでは東堂君、自己紹介をお願いいたします。

2020 年 11 月入会　東堂 光春君

　皆さん、こんばん

は。昨年 11月に入

会をさせていただき

ました東堂光春と申

します。東興電気工

業の社長をさせてい

ただいております。

妻１人・子ども３人が札幌に住んでおりまして、私は

逆単身赴任で釧路にいる時は自由の身で活動をさせて

いただいております。

　先日、サッカーの『なでしこＵ15』日本代表に娘

が選ばれました。先週、仙台の強豪校に特待生で行く

ことが決まりまして大変嬉しく思っております。何卒

よろしくお願いいたします。

2021 年 5月入会　篠原　　実君

　皆さん、こんばん

は。只今ご紹介いた

だきました篠原で

す。前任の古屋の後

任という形でお邪魔

をしております。私

は５月６日に入会を

させていただきましたが、その後すぐコロナの関係で

休会が続きまして、数えてみましたら 12回ほど休会

になっています。

私自身、夜例会が初めてでして、今日は心ウキウキ、

朝から仕事が手につかない。大した仕事はやっていま

せんが、そのような状況で楽しみにやってまいりまし

た。今日は、ぜひ皆さんと親睦を深めたいと思います

ので、よろしくお願いいたします。

2021 年８月入会　田中　弘明君

　皆さま、こんばんは。田中弘明です。私もコロナ禍

の入会なので、今日

が４回目、夜は初め

てです。初めまして

の方も多いと思いま

すけれども、仕事柄、

夜はほとんど私１人

で和食料理店をやっ

ています。１人ではないのですけれど、作り手は１人

です。それで、なかなか夜は出られなくなると思いま

すけれども、なるべく出られる時は出たいと思います。

よろしくお願いいたします。

2021 年 7月入会　曽我部　元親君

　皆さん、こんばん

は。曽我部です。入

会をしてほとんど例

会に出て来られな

かったものですか

ら、ロータリアンと

いう自覚が全然あり

ませんけれども最近、違うロータリーの方から「釧路

ロータリーに入ったのだね」と言われて、その時初め

て「ロータリアンだったのだ。釧路ロータリーだった

のだ」とちょっと自覚が芽生えてきたところででもあ

ります。まだまだ未熟ですけれども、これからもよろ

しくお願いいたします。

2021 年７月入会　濱口　憲太君

　皆さん、こんばん

は。新入会員の濱口

です。先ほど聞いた

話しかもしれません

けれど、私は入会を

して、ある先輩に「僕

100％出席です」と

言わせていただきました。誘われた時は、結構、断っ

ていたのですけれども本当に参加をさせていただきま

すと自分の家族と同じように温かみを感じまして、本

当に楽しく感じております。今後ともよろしくお願い

いたします。

2021 年８月入会　小西　卓哉君

釧路信用組合、「し

んくみ」常務理事の

小西でございます。

年齢は６１歳で、こ

の７月に釧路ロータ

リークラブに入会さ

せていただいており

ます。８月５日の例会から参加させていただき、緊急

事態宣言等々もあり、６回目の例会参加となります。

まだますので、今後とも宜しくお願い致します。

2021 年 10 月入会　藤井　敬亮君

大成寺の副住職を務めています藤井敬亮と申します。

この度、歴史と伝統

のある釧路ロータ

リークラブに加えて

いただきとても光栄

に思います。当会員

の皆様は各業種にお

いて一見識のあるす

ばらしい方々です。私も浅学ではありますがそのよう

な皆様の中で広く勉強させていただきたいと思いま

す。どうぞよろしくお願いします。

2021 年 10 月入会　石井　孝行君

　先ほども紹介をしていただきましたので恐縮です。

先ほど、ロータリー

クラブの在籍の表彰

をお聞きしまして、

50年・60年という

話を聞いてびっくり

しました。私、60

年を足すと 108 歳

です。今日、ちょっと覚悟を決めました。頑張って

60年を目指します。よろしくお願いします。

（手に手つないで　合唱）

締めのご挨拶

クラブ研修委員会　天方　智順副委員長　

　恐縮です。久しぶりにロータリーでここに立ってい

るような気がいたし

ます。これも指名を

した杉村会長のご配

慮と思います。嬉し

く思います。

何はともあれ、久し

ぶりの夜間例会で皆

さまのお顔を拝見しながら杯を重ねることがすごく楽

しいと思いました。今後ともウィズコロナの時代です

けれど、比較的安定した状況が続いて毎月の夜に楽し

い例会ができればと思います。

　新入会員の皆さま、入会おめでとうございます。先

ほど私がオリエンテーションをしたお二人の新入会員

の皆さま特におめでとうございます。「今日が入会の

例会ですごく良かったですよ。ラッキーですよ」と申

し上げましたけれど、十分に理解をしてくださったと

思います。

　村上委員長が挨拶で不良会員っぽい、頑なに入会を

拒否している会員の話をしていました。すぐ誰か分か

りましたけれど、9日土曜日、10日日曜日の地区大

会の全てを出席された熱心な濱口君だったのかなと思

います。やっぱり入会を口説くのに苦労をした方は、

入会してから育ってくれると思っています。何回も言

います、濱口君、私と村上君がスポンサーです。どう

ぞよろしくお願いいたします。

多くの仲間を加えて杉村年度、回を重ねて来年６月、

無事に帰港できるように。アッ、の船出ができなかっ

たものな。皆さん、一種の出港式みたいなものですか

ら、無事な門出を祝しまして、ご起立のうえ、一本・

一発で締めたいと思います。

それでは、杉村年度の益々の順調な航海と今日入会を

された。今年入会をされた新入会員の楽しいロータ

リーライフを過ごしてくださることを祈念いたしまし

て一本で締めたいと思います。

地区大会報告会・新入会員歓迎例会スナップ
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　　　　　　　　　　杉村　荘平会長

　皆さん、こんば

んは。本日も多数

のご出席をいただ

きましてありがと

うございます。例

会で『こんばんは』

と言うのは、昨年

の舟木会長年度の家族例会以来でして、９カ月ぶりの

『こんばんは』でございます。本当にありがとうござ

います。

　最近、入会をした新入会員の方と話をしている時に、

「僕は入会をしてからまだ夜例会を経験したことがな

い」「ロータリーでお酒を飲んだ経験がない」という

話を聞きました。いよいよそのような事態になってき

てしまったかと、『ロータリーを楽しむ』というスロー

ガンを掲げた会長としては大変じくじたる思いをして

いたところでございますが、まずは皆さんのおかげで

このように夜例会を再開できましたことは感無量でご

ざいます。ありがとうございます。楽しんでいきたい

と思います。

せっかくの夜例会ですから駄弁は無用で長話はいたし

ませんが、ひとつだけご報告をさせていただければと

思います。

先日、16日土曜日に、北ローターアクトクラブの 50

周年の式典がありました。小船井パストガバナーと吉

田パストガバナーと一緒に参加をさせていただきまし

た。

ここでお伝えしたいことは、皆さんご存じかもしれま

せんが来年７月からいよいよアクトクラブがロータ

リークラブの正式な一員となって加盟されることでご

ざいます。その中で問題になっていたことは金銭的な

ところで、ローターアクトクラブの来年７月からＲＩ

の人頭分担金にいま優遇措置があって８ドルらしいで

すが、８ドルと地区の負担金 15,000 円を払っていけ

るのかということが、切実な問題になっているという

ことです。

式典の中でも足立パストガバナーが「ローターアクト

クラブはどこへいく」みたいな講演があったり、「今

後のローターアクトクラブについて」というパネル

ディスカッションがあったりで、本当に切実な問題に

なってきているだと思っております。

ＲＩとしては、全世界にアクトクラブのメンバーが

29万人いるようなのですが、このアクトクラブを一

緒にすることによって一気に 29万人の会員増強がで

きると考えているのだろうと思っておりますが。個人

的な見解ですけれども、金銭的な面や実際の活動の面

から逆効果なところが出て来ないかと少々心配になっ

て帰って来たという報告です。

釧路クラブとしては、真正面から堂々とロータリーク

ラブの意義と楽しさを訴えて、改めて会員増強にしっ

かりと取り組んでいきたいと思っている次第でござい

ます。

ということで、『夜例会』です。本日は満を持して、

親睦活動委員会の皆さんが楽しい設えをしていただい

ていると思っております。皆さんが高揚感たっぶり、

私もかなり前のめりになっておりますが、何と言って

も久しぶりの夜例会ですので事故のないように、はや

る気持ち・高まる気持ちを多少なりとも抑えていただ

きながら、本日は「慣らし運転」の感じで臨んでいた

だければと思っております。

本日の夜例会を無事終了しましたら、次週は『公式訪

問』と『クラブ協議会』と続きまして、『85周年記念

例会』から『情報集会』の再開、と進めて行きたいと

思っておりますので楽しみにしていただきながら、今

年こそはみんなとロータリーを楽しみながら良い年末

年始を迎えられるようにしていきたいと思っておりま

す。どうぞよろしくお願いいたします。

　本日もよろしくお願いいたします。ありがとうござ

います。

幹事報告　市橋　多佳丞幹事

　皆さま、こんばんは。幹事報告をさせていただきま

す。

昨日皆さまにご案内をさせていただきました 10月

31日の「米山記念チャリティーゴルフコンペ」。こち

らはＮＡＹＵＴＡの会の会員以外の皆さま、全メン

バーに配布をさせていただいております。ぜひＮＡＹ

ＵＴＡの会に参加されていない方にもご参加いただけ

ればと思います。よろしくお願い申し上げます。

　また、それに併せて 10月はロータリー月間という

ところの『米山記念月間』となっております。ぜひ、

皆さまに米山記念奨学会へのご寄付をいただければ

と、こちらのボックスを用意させていただきました。

例会中に皆さまのテーブルへ回しますので、ご寄付を

いただければと思っております。講師例会などでは「音

が出ないお金を」と申し上げていますけれども本日は

夜間例会ですので、皆さまの小銭を全てこの中へジャ

ラジャラと音を出して入れて、賑やかな雰囲気にと

思っておりますので、よろしくお願い申し上げます。

　また、先ほど杉村会長からもありましたが、来週『ガ

バナー公式訪問』が開催されます。こちらの返信をさ

れていない方は私、もしくは事務局まで返信をいただ

ければと思っております。

また、来週のガバナー公式訪問に先立ちまして 11時

より『クラブ協議会』が開催されます。この会場は３

階で行われる予定となっておりますので、対象者の皆

さまはお忘れなきようにお願い申し上げます。またそ

の場で使いますクラブ活動計画書を先日皆さまのパー

ソナルボックスに入れておりますので、当日お忘れな

きようにお願い申し上げます。

以上です。よろしくお願いいたします。

新入会員紹介　スポンサー　村上　祐二君

　皆さん、こんばん

は。私からは本日入

会になりました石井

孝行さんのご紹介を

させていただきま

す。石井孝行さん、

昭和 49年生まれの

現在 47歳。ご家族は、奥様と長女・次女・長男と５

人家族でございます。

　趣味は多彩でして、キャンプ・焚き火・スキー・バ

イク・釣り・山菜採りと。バイクはハーレー、進駐軍

のバイクに乗っているとのことでございます。そんな

石井さんですけれどもお仕事は、武田建築設計事務所

代表取締役をされております。市内各地に彼が設計を

した建物がたくさんあります。最近でいいますと、道

新さんの向かいに建て替えられた『釧路さかえ保育園』

で、非常に素敵な保育園になりました。あの建物も彼

の設計でございます。

性格は、非常に温厚で誰からも信頼される真面目な男

で、非の打ちどころのない石井さんです。ただ、美味

しいものを食べた時だけ、時折、白目を向いて「美味

しい」と言ってしまう時があります。これは皆さんが

驚くかもしれませんので先にご報告をしておきます。

それでは、石井さんから一言、お願いします。

新入会員挨拶

株式会社武田建築設計事務所

　　　　　石井　孝行代表取締役

　初めまして、浦見

町で武田建築設計事

務所の代表をしてお

ります石井孝行と申

します。歴史と伝統

のあるこの釧路ロー

タリークラブに入会

をさせていただきまして大変誇りに思います。ありが

とうございます。

まだまだ分からないことがたくさんありますけれど

も、先ほど天方さんからもオリエンテーションをいた

だきまして「肩の力を抜いて前のめりで参加していた

だければ」と言っていただきましたので、そのつもり

でこれから出席したいと思います。

皆さん、よろしくお願いいたします。

新入会員紹介　スポンサー　吉田　潤司君

　皆さん、こんば

んは。新しい会員

の藤井敬亮さんを

ご紹介いたします。

スポンサーは私と

脇さんです。そも

そも声をかけたの

は脇さんが最初です。私は檀家なので、お参りに来て

いただいてもロータリーの話しをしたことがなかった

ので、本当にスポンサーになることが申し訳なかった

のですけれども、脇さんに代わりましていろいろとご

説明をしたいと思います。

藤井敬亮さんは今年で49歳、お子様が３人いらっしゃ

いまして、お嬢さんがお二人と男の子がお一人で、男

の子は現在幣舞中学校の１年生だそうです。ゴルフは

「することはする」、麻雀も「することはする」と聞き

ました。趣味としましては「あまり趣味はない」と言っ

ていましたけれど「奥深い仏教のことについて、暇な

時にはいろいろなものを調べたり読んだりすることが

趣味と言えば趣味ではないか」と言っていました。お

酒は全く飲まないそうです。

大変な好青年で、これからもいろいろと皆さまにお世

話になると思いますけれども、またいろいろとご指導

をしていただければと思います。

どうぞ、よろしくお願いいたします。

新入会員挨拶　

浄土宗・大成寺　藤井　敬亮副住職　

　私、米町の大成寺

の副住職をしており

ます藤井敬亮と申し

ます。この度は歴史

と伝統あるこの釧路

ロータリークラブに

加入させていただき

まして、とても光栄に思うところでございます。

いまご紹介いただいたとおり、特に面白みのない人間

でございます。けれども、このように多方面で活躍を

されている皆さまとご一緒にさせていただくことで、

見識を深めて勉強をさせていただきたいと思ってござ

います。お酒が飲めないということで、なかなかお付

き合い難いかもしれませんけれどもご容赦をいただき

まして、お付き合いいただきたいと思うところでござ

います。

どうぞよろしくお願いいたします。

親睦活動委員会　瀧波　大亮委員長　

　ありがとうございます。マイクを確かにいただきま

した。それでは、これより『地区大会報告会／新入会

員歓迎会』をスタートします。

はじめにクラブ広報・会員組織委員会村上委員長、ご

挨拶をよろしくお願いいたします。

クラブ広報・会員組織委員会　村上　祐二委員長　

　村上です。このタイミングではないと思っていたの

で少々動揺をしてお

ります。まずもって

本年度 10名の新入

会員の方がご入会と

いうことで、会員増

強にご協力をいただ

きました皆さまにこ

の場をお借りして感謝を申し上げます。ありがとうご

ざいました。

　振り返りますと、私も６～７年前に入会をさせてい

ただきました。きっとこの釧路ロータリークラブに

入っていなければ、この人と出会うことはなかった。

そしてこの人とこのように楽しむこともなかったと、

いろいろなことが入っていなければこうならなかった

と思うことがよくあります。そんなことで、私を勧誘

してくれたスポンサーに感謝の気持ちでございます。

話しは変わりまして、先日、私がスポンサーとなって

とある方を勧誘していました。その方と私と釧路クラ

ブではない方と３人で話をしている時に、私が勧誘を

した彼が「○○さん、ロータリーに行っているのです

か」と聞きました。「僕は釧路クラブが楽しくて、出

席率 100％です」と言いました。この方に入会をし

てもらうためにすごく苦労をしました。「断固として

入りません。私は絶対に入りません」という姿勢でし

た。ある時、居酒屋に連れ出してお酒の力も借りて、

たくさんお酒を飲んで、夜が明けるころにようやく観

念したかのように「参りました。仕方がないから入り

ます」と弱った声で言いました。

そんな彼が入会をして半年も経ちませんけれども、こ

れは釧路ロータリークラブに入って、釧路クラブの活

動と釧路クラブの人によって楽しく思えているのだろ

うと思わせていただいた場面でした。

　本年度入会されました 10名の方が、それぞれの生

活の中にロータリークラブの楽しさがひとつ加わるこ

とを祈念して私からの挨拶とさせていただきます。

ありがとうございました。

乾杯挨拶

クラブ運営委員会　中島　徳政委員長　

　こんばんは。本当

に９カ月ぶりという

ことで、すぐ「乾杯」

といきたいところで

すが、まだビールが

配られていないよう

なので、少しだけお

時間をいただきたいと思います。　本日は、地区大会

報告会と新入会員歓迎会です。

村上大委員長が半年の間に大変なご努力をされて、

10名の新しい方がご入会いただいております。

会長の話にもありましたが、夜間例会が釧路ロータ

リーのまたある一面を物語っているのではないかと思

います。私は昭和の人間ですので、大学時代「飲みニ

ケーション」という名称で飲み会ばかりやっているう

ちに友達ができ、サークルで楽しい思いをしてきまし

た。この釧路ロータリークラブ、釧路の経済を動かし

ている皆さんが、なぜかお酒を飲むとこうなるところ

をぜひ見ていただき、９カ月ぶりに楽しい時間を過ご

していただきたいと思います。

　それでは、ビールが配られたようなので乾杯をさせ

ていただきます。僭越ですが、ご起立をお願いできま

すでしょうか。

それでは、９カ月ぶりの夜間例会、本年度１回目の夜

間例会を祝して乾杯をさせていただきたいと思いま

す。

地区大会報告会　市橋　多佳丞幹事

　それでは、地区大会報告をさせていただきたいと思

います。

先日開催されました地区大会にて在籍表彰が発表され

ております。当クラブにもたくさんの対象者がおりま

す。お名前をお呼びいたしますので、お名前を呼ばれ

た方はステージへご登壇をお願いいたします。

在籍 10年、浅川正紳君、同じく荒井剛君、清水輝彦

君、谷川富成君、土橋賢一君。

続きまして在籍 15年、木下正明君。

続きまして在籍 20年、白崎義章君、関向一君、田中

正己君、西村智久君、梁瀬之弘君。

続きまして在籍 25年、伊貝正志君、川本和之君。

続きまして在籍 30年、石田博司君、久島貞一君。

続きまして在籍 55年、清水幸彦君。

最後に、在籍 60年、泉敬君。

それでは、ＲＩ第 2500 地区より皆さま方の記念バッ

ジが届いておりますので、ここで杉村会長より皆さま

へお渡しいただきます。

杉村会長、10年からよろしくお願いいたします。

（会長より在籍10年～60年の会員へ記念バッジ贈呈）

杉村会長、ありがとうございました。

それでは、本日ご登壇をされた方々より３名の方です

がスピーチをいただきたいと思います。まず 10年を

代表して荒井剛君、よろしくお願いいたします。

在籍 10年　荒井　　剛君

　皆さん、こんばん

は。10年というこ

とで、ちょうど 10

年前に入会したこと

を思い出しました。

毎回、入会の話をさ

せていただく際に思

い出すことは、入会が３月 10日でした。10年前の

３月 11日は、ご存じのとおり「東日本大震災」が起

きました。その前日に入会しましたので、入会日をい

つまでも覚えております。あれから早くも10年が経っ

たのかと思っております。その間、ロータリーの最初

のころは機会も合わなくて出ませんでしたけれど、

徐々に行く回数を増やすことによって、国際奉仕関係

で海外へ行かせていただき楽しい思いをさせていただ

くことになりました。

今日入会をされた藤井さんは「お酒が全く飲めない」

と聞いておりますが、私も実は全く飲めません。飲め

ない中、10年間ロータリーの夜例会に参加して２次

会などずっとウーロン茶を飲んで楽しい時間を過ごし

て、いまも本当に楽しく過ごしております。ぜひお酒

は飲めなくても、楽しく一緒に加わっていきましょう。

以上です。ありがとうございます。

在籍 20年　関向　　一君

　こんばんは。20

年経ってしまった。

入会した時は、何年

ロータリーに通って

来られるのかと思っ

ていましたが、20

年です。自分でも楽

しいことや悲しいこともありましたが、やっと 20年

が来ました。これから先は、あと何年ロータリーに来

られるか。頑張りますので、よろしくお願いします。

在籍 30年　石田　博司君

　30年前、青年団体に所属をしていました。「40歳

で卒業」というあの会なのですけれども先代の社長で

ある父が、「その団体が終わったら次はどうするのだ」

と言われたので、人の集まりにいることがエネルギー

がすごくてうっとうしかったので「団体活動はもう良

いから」と言ったら、

父が「仕事だと思っ

て行け」と言うわけ

です。

「仕事だと思って行

くのなら貴方が決め

てくれ」と言ったら、

「じゃ、俺はライオンズだからお前はロータリーに入

れてもらいなさい」ということでロータリーに入りま

した。

仕事だと思って行けと言われたその言葉がとても私の

背中を押しました。仕事だと思うといろいろなことが

行く気にならないのです。随分、出席率良く来ました

けれども、不徳のいたすところで、仕事だと思ってい

たことが、いつの間にかうっとうしいことがいろいろ

あって半分を潜在したような時期もありましたが、釧

路クラブは誰がこの不思議な雰囲気を作ったのだろう

かとしみじみ思うほど不思議なクラブです。機会が

あったらお話をさせてもらいたいと思いますけれど

も、本当に不思議なクラブです。

30年というキャリアで、この先輩たちが連綿として

築いてきたこの不思議な空間、この空気を濁すことな

く受け継いで、さらに後輩に受け継いでいきたいと決

意を持っております。ありがとうございます。

市橋幹事

それでは、引き続きまして、先日行われました地区大

会に参加をされた方から感想のスピーチをいただきま

す。まず、一人目、副幹事・田内康章君、よろしくお

願いいたします。

田内　康章副幹事

　皆さま、お疲れ様

です。自分自身は数

回目の夜例会なの

で、少々緊張もしつ

つ、早くまたビール

を飲みたいと思って

いますので、手短に

話させていただきます。

　10月９日 11時から『３年未満会員研修』があり

ました。そちらに私も緊張をして誰よりも早く出席を

したもので、会場設営も手伝いながらやらせていただ

きました。

出席者が、全部で 55名。そのうち釧路ロータリーと

して一番多い９名の参加となっておりました。その中

で、漆崎ガバナーのご挨拶やわたなべきよみさんの講

演、葭本パストガバナーの講演もありました。その中

で印象に残ったものを少し話させていただければと思

います。

　まず、「2500 地区のエリア」の説明をこと細かく

していただきました。その中で、米山奨学金支援をし

ている学校が４校あることを教えていただきました。

「ロータリーの歴史」では、創立はシカゴで４名から

スタート、会員同士の親睦と事業の発展を目的に設立

されたということを初めて聞きました。

　日本のロータリーの歴史としては、米山梅吉さんが

『隠居のすすめ』という本を書いて、それを読んだ福

島喜三次という方が感銘を受けて、２人でロータリー

を設立したということでした。

一番印象に残ったのは、いまの女性会員についてです。

日本のロータリーは現在92名いらっしゃるそうです。

来年度のＲＩ会長が女性のジェニファー E ジョーン

ズさんで、2500 地区もガバナーが久木さんという女

性になるそうです。

その中で、日本初の女性会員が 1989 年の清水ロータ

リークラブで松田郁子さんという方が女性初の会員に

なったそうです。わが釧路ロータリークラブにも、池

田会員が女性会員としていらっしゃいますが、どちら

もＮＴＴの女性局長で運命を感じることだと改めて思

いました。

その後に葭本パストガバナーからの講演がありました

が、なかなか聞き取れなかった部分もありまして、メ

モをすることができなかったのでこうなっています。

　当日、ロータリーの歴史を分かりやすく講演いただ

いたので、とてもためになった研修会でした。本日入

会された藤井さん、石井さん、もし機会がありました

らぜひ参加いただければと思います。

　どうもありがとうございました。

及川　雅順君

　皆さん、こんばん

は。及川です。地区

大会も終わりころに

なって、幹事から「及

川さん、報告会で

喋ってくれよ」と言

われて、何も考えて

いませんでした。今日もちょっと遅れてきまして申し

訳ございません。

日曜日の本会議から出ました。午前の部はユーチュー

ブでやって、少し音声が途切れたりして内容がよく分

かりませんでした。ベイクラブとしては、すごく考え

てやったのだろうけれども、初めてのことで仕方がな

いという感じはしました。

　午後からの部は、特別講演で坂本光司さんの話で「良

い会社とはどのような会社」という話で、確かに「人

が辞めない会社が良い」、それは当たり前のことです。

でも会社はいろいろありますので、辞めてもらわなけ

ればいけない場合も多々あると思います。ただ、内容

的には「すごく為になった」と。

僕はもう経営者ではありません、経営者の次ぐらいな

ので、そういうことをいろいろ聞きました。いつもな

ら「くしろナイト」など楽しいこともたくさんありま

したけれども、今回はこのようなことで致し方ないと

思いました。そのような感じです。よろしいでしょう

か。どうも、失礼します。

（歓談中）

「教えて新入会員」という新入会員自己紹介

親睦活動委員会　杉浦　裕之君

　昨年11月にご入会いただきました東堂光春君です。

それでは東堂君、自己紹介をお願いいたします。

2020 年 11 月入会　東堂 光春君

　皆さん、こんばん

は。昨年 11月に入

会をさせていただき

ました東堂光春と申

します。東興電気工

業の社長をさせてい

ただいております。

妻１人・子ども３人が札幌に住んでおりまして、私は

逆単身赴任で釧路にいる時は自由の身で活動をさせて

いただいております。

　先日、サッカーの『なでしこＵ15』日本代表に娘

が選ばれました。先週、仙台の強豪校に特待生で行く

ことが決まりまして大変嬉しく思っております。何卒

よろしくお願いいたします。

2021 年 5月入会　篠原　　実君

　皆さん、こんばん

は。只今ご紹介いた

だきました篠原で

す。前任の古屋の後

任という形でお邪魔

をしております。私

は５月６日に入会を

させていただきましたが、その後すぐコロナの関係で

休会が続きまして、数えてみましたら 12回ほど休会

になっています。

私自身、夜例会が初めてでして、今日は心ウキウキ、

朝から仕事が手につかない。大した仕事はやっていま

せんが、そのような状況で楽しみにやってまいりまし

た。今日は、ぜひ皆さんと親睦を深めたいと思います

ので、よろしくお願いいたします。

2021 年８月入会　田中　弘明君

　皆さま、こんばんは。田中弘明です。私もコロナ禍

の入会なので、今日

が４回目、夜は初め

てです。初めまして

の方も多いと思いま

すけれども、仕事柄、

夜はほとんど私１人

で和食料理店をやっ

ています。１人ではないのですけれど、作り手は１人

です。それで、なかなか夜は出られなくなると思いま

すけれども、なるべく出られる時は出たいと思います。

よろしくお願いいたします。

2021 年 7月入会　曽我部　元親君

　皆さん、こんばん

は。曽我部です。入

会をしてほとんど例

会に出て来られな

かったものですか

ら、ロータリアンと

いう自覚が全然あり

ませんけれども最近、違うロータリーの方から「釧路

ロータリーに入ったのだね」と言われて、その時初め

て「ロータリアンだったのだ。釧路ロータリーだった

のだ」とちょっと自覚が芽生えてきたところででもあ

ります。まだまだ未熟ですけれども、これからもよろ

しくお願いいたします。

2021 年７月入会　濱口　憲太君

　皆さん、こんばん

は。新入会員の濱口

です。先ほど聞いた

話しかもしれません

けれど、私は入会を

して、ある先輩に「僕

100％出席です」と

言わせていただきました。誘われた時は、結構、断っ

ていたのですけれども本当に参加をさせていただきま

すと自分の家族と同じように温かみを感じまして、本

当に楽しく感じております。今後ともよろしくお願い

いたします。

2021 年８月入会　小西　卓哉君

釧路信用組合、「し

んくみ」常務理事の

小西でございます。

年齢は６１歳で、こ

の７月に釧路ロータ

リークラブに入会さ

せていただいており

ます。８月５日の例会から参加させていただき、緊急

事態宣言等々もあり、６回目の例会参加となります。

まだますので、今後とも宜しくお願い致します。

2021 年 10 月入会　藤井　敬亮君

大成寺の副住職を務めています藤井敬亮と申します。

この度、歴史と伝統

のある釧路ロータ

リークラブに加えて

いただきとても光栄

に思います。当会員

の皆様は各業種にお

いて一見識のあるす

ばらしい方々です。私も浅学ではありますがそのよう

な皆様の中で広く勉強させていただきたいと思いま

す。どうぞよろしくお願いします。

2021 年 10 月入会　石井　孝行君

　先ほども紹介をしていただきましたので恐縮です。

先ほど、ロータリー

クラブの在籍の表彰

をお聞きしまして、

50年・60年という

話を聞いてびっくり

しました。私、60

年を足すと 108 歳

です。今日、ちょっと覚悟を決めました。頑張って

60年を目指します。よろしくお願いします。

（手に手つないで　合唱）

締めのご挨拶

クラブ研修委員会　天方　智順副委員長　

　恐縮です。久しぶりにロータリーでここに立ってい

るような気がいたし

ます。これも指名を

した杉村会長のご配

慮と思います。嬉し

く思います。

何はともあれ、久し

ぶりの夜間例会で皆

さまのお顔を拝見しながら杯を重ねることがすごく楽

しいと思いました。今後ともウィズコロナの時代です

けれど、比較的安定した状況が続いて毎月の夜に楽し

い例会ができればと思います。

　新入会員の皆さま、入会おめでとうございます。先

ほど私がオリエンテーションをしたお二人の新入会員

の皆さま特におめでとうございます。「今日が入会の

例会ですごく良かったですよ。ラッキーですよ」と申

し上げましたけれど、十分に理解をしてくださったと

思います。

　村上委員長が挨拶で不良会員っぽい、頑なに入会を

拒否している会員の話をしていました。すぐ誰か分か

りましたけれど、9日土曜日、10日日曜日の地区大

会の全てを出席された熱心な濱口君だったのかなと思

います。やっぱり入会を口説くのに苦労をした方は、

入会してから育ってくれると思っています。何回も言

います、濱口君、私と村上君がスポンサーです。どう

ぞよろしくお願いいたします。

多くの仲間を加えて杉村年度、回を重ねて来年６月、

無事に帰港できるように。アッ、の船出ができなかっ

たものな。皆さん、一種の出港式みたいなものですか

ら、無事な門出を祝しまして、ご起立のうえ、一本・

一発で締めたいと思います。

それでは、杉村年度の益々の順調な航海と今日入会を

された。今年入会をされた新入会員の楽しいロータ

リーライフを過ごしてくださることを祈念いたしまし

て一本で締めたいと思います。

2021-2022 RID2500 地区大会スナップ

本日のニコニコ献金

■杉村　荘平君 　やっと再開できました。ありがとうございます。

■浅川　正紳君　初めての夜間例会の司会もかまないよう頑張ります。

■市橋夛佳丞君　皆様、マスク会食の励行よろしくお願いいたします。

■中島　徳政君　本年度初めての夜間例会です。よろしくお願いいたします。

■瀧波　大亮君　ようやく夜間例会ができることに、感謝しかありません。

■岩田　信一君　NAYUTA ゴルフコンペで優勝しました。

今年度累計　　106,000 円　　

−74 −
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ＲＩ会長  シェカール・メータ

第 2500 地区ガバナー
漆崎　　隆（釧路ベイ RC）

ロータリー親睦活動月間

 

クラブ協議会

　会長挨拶　杉村　荘平会長

　皆さん、こんにちは。本日はお忙しいところ、ご出

席いただきましてありがとうございます。本日ご来訪

のロータリアンをご紹介させていただきます。

国際ロータリー第 2500 地区ガバナー・漆崎隆君。続

きまして、国際ロータリー第 2500 地区第７分区ガバ

ナー補佐・長倉巨樹彦君。同じく第７分区ガバナー補

佐幹事・上川原昭君。同じく第７分区ガバナー補佐幹

事・奈良清成君。

本日、ご来訪の皆さまにおかれましては、当初の日程

を変更していただいてご来訪いただいております。改

めてどうぞよろしくお願いいたします。ありがとうご

ざいます。

これから、クラブ協議会始めて行きたいと思いますが、

各委員会から活動方針を発表していただいた後、ガバ

ナーから講評いただければと思っております。

年に１度の貴重な機会でございますので、皆さん、ど

うぞよろしくお願いいたします。

国際ロータリー第 2500 地区　漆崎　　隆ガバナー

　改めまして、釧

路ロータリークラ

ブの皆さま、こん

にちは。今日はコ

ロナ禍で開催でき

なかった公式訪問

の協議会というこ

とで先般、会長・幹事会を行わせていただきまして、

会長・幹事さんからは親しく近況とお話をお聞きさせ

ていただきました。

今日は、委員会の皆さま方にはコロナの関係で今年度

の活動はなかなかできない環境ではありますが皆さま

の計画案をお聞きしながら、今後のコロナ以降の活発

な活動に結び付けていただけるお話を聞かせいただけ

るかと思います。

短い時間ではありますが、どうぞよろしくお願いいた

します。今日は開催ありがとうございます。
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国際ロータリー第 2500 地区

　　　　第７分区　長倉巨樹彦ガバナー補佐

　皆さん、こんにち

は。第７分区ガバ

ナー補佐を務めます

長倉です。

日頃は第７分区のい

ろんな事業にご尽力

を賜りまして誠にあ

りがとうございます。今年度につきましても、全道中

学親善硬式野球大会は釧路クラブの皆さまのご尽力に

よって成功裏に終えることができました。本当にあり

がとうございます。

本日、このクラブ協議会につきましては、パストガバ

ナーが３人もいらっしゃるクラブですので、私の方か

ら何も申すことは多分ないと思います。釧路クラブの

皆さまの日頃の活動は、どのようにやられているのか

をしっかり勉強させていただきまして、他クラブにア

ウトプットをと考えております。どうぞよろしくお願

いいたします。

クラブ活動計画の発表　杉村　荘平会長

　改めて、よろしく

お願いいたします。

とてもテキパキと進

行しておりまして、

かなり進行が早まっ

ている状態ですの

で、ゆっくり、しっ

かりと進めていきたいと思っております。どうぞよろ

しくお願いいたします。

僕の方からは会長方針、あと幹事からはクラブ概況等

を説明させていただいた後、マイクを回していきます

ので各委員会から発表をお願いしたいと思っておりま

す。どうぞよろしくお願いいたします。それでは、こ

こから着座にて進めさせていただきます。

会長方針から発表させていただきたいと思います。よ

ろしくお願いいたします。

釧路ロータリークラブはこれまで 85年に亘り、規律

と寛容を両立させた素晴らしいクラブに発展してきた

と思っております。僕が一番言いたいのは、ロータリー

の本質が例会に出席し、メンバーと楽しく語らい学び

あうことにより自身の心を豊かに成長させるという親

睦と、その心をそれぞれの家庭や職場・地域に持ち帰っ

て実際につなげていくという奉仕であるとすれば、わ

れわれはロータリーを楽しむことと豊かな地域を育む

ことがより強く連携し、好循環していく活動を目指す

べきだと考えております。

特に日本製紙の問題とか地域のことに貢献できる活動

していくべきだと個人的には思っております。

同じように今年度、漆崎ガバナーは「ロータリーの素

晴らしさを広めましょう」というスローガンを掲げら

れまして、地区方針に「親睦と持続可能な奉仕活動の

推進」ということで、まさに親睦と奉仕を掲げていた

だいております。

これを踏まえて、本年度はコロナ禍からの再出発とい

う思いも含めて、また創立 85周年を節目としまして、

わがクラブの歴史を振り返ることにより、その存在意

義を再確認して、釧路ロータリークラブで活動できる

喜びを分かち合い、その活動の輪を広げていく１年に

していきたいと考えまして、会長スローガンを「我が

ロータリーを楽しむ。我が地域を育む。」とさせてい

ただいております。この循環をしっかり作っていく活

動を作っていきたいと考えております。

クラブ活動目標は１つ１つご説明しませんが、僕の考

えとして増強にかなり力を入れたいと１年頑張ってお

りまして、各委員会、増強委員会などに本当に頑張っ

ていただきまして、既に８名の入会を今年度決めてお

ります。純増で７名ということになっておりますが、

８名拡大ということであと２名、純増で３名の 10名

を目標に頑張っていきたいと思っております。以上で

ございます。

クラブ概況および会務方針の発表　市橋夛佳丞幹事

　それでは、私から

「クラブ概況および

会務方針」をご説明

させていただきま

す。事業計画書の

12ページをご覧く

ださい。

まずは、会員数と内訳ですが、こちらは７月１日現在

となっておりますが、10月 28日現在ですが 103 名

の会員数となっております。こちらのチェックをお願

いいたします。それに伴いまして、２番・３番の年齢

とか在籍年数分布等に若干ずれが生じておりますけれ

ども、こちらの方は後日、皆さまにご報告させていた

だければと思っております。

４番、クラブの財政です。こちらはすべて予算に基づ

いて運営をさせていただきます。会費は上期・下期７

万５千円の合計 15万円で運営をさせていただければ

と思っております。新入会員の方には入会時に登録金

３万円を納入していただくのは例年通りとなっており

ます。ニコニコ献金につきましては、毎年の目標を

80万円としておりますけれども、今年度も 80万円

として、目標額の達成目指して推進して参りたいと

思っております。

５番、理事会。６番、委員会活動はご一読をお願いい

たします。

７番、クラブ協議会ですが、第１回は本年７月８日ク
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ラブアッセンブリーを開催させていただきました。第

２回９月 30日となっておりますが、こちらは本日

10月 28日にガバナーによるクラブ協議会およびガ

バナー公式訪問となっておりますので日付の訂正をお

願いいたします。第３回は１月 13日、年が明けての

上期活動報告ならびに下期活動計画の発表をさせてい

ただきます。第４回は６月 23日となっております。

８番、総会ですが、本年は 12月２日に年次総会を開

催する予定となっております。詳細等が決まりました

ら、皆さまに告知をさせていただきます。

９番、クラブフォーラムおよび情報集会ですが、情報

集会は近々に開催できるように三役ならびに理事会で

検討を始めたところです。こちらも詳細決定し次第、

皆さまに周知をさせていただければと思っておりま

す。

10番、11番につきましては、ご一読をお願いいたし

ます。

12番、例会ですが、毎週木曜日 12時半より 13時

30分までとなっております。ビジター・フィーは

2,000 円、ただし夜間例会は 5,000 円となっており

ます。全ての例会は禁煙とさせていただきます。年末

クリスマス家族会は 12月９日、新年恒例会は１月６

日、最終例会・キャンドルパーティーは６月 30日と

なっております。現状、コロナ禍が多少沈静化してお

りますので、こちらは開催する予定でおりますので皆

さま方のスケジュール調整をお願いいたします。新入

会員歓迎会につきましては、先日、上期で行わせてい

ただきました。下期にも開催させていただく予定と

なっております。

13番、その他につきましては会長方針の下段にあり

ますクラブ活動目標に即した記載の仕方となっており

ますので、こちらは合わせてご一読をお願いいたしま

す。

私からは以上となります。

杉村　荘平会長 

　各委員会の皆さん、ありがとうございました。例年

と違って４カ月経ってからのクラブ協議会ということ

で、これまた良いなと思いました。偉そうな言い方に

なりますが、本当に各委員会の皆さんから素晴らしい

発表していただきまして、少し活動していただいてか

らの発表も貴重だなと思い、頼もしく思いました。本

当にありがとうございました。それでは、マイクを浅

川副会長に戻します。

講評　国際ロータリー第 2500 地区　

　　　　　漆崎　　隆ガバナー

　皆さま、ただいまは各委員会の計画と杉村会長が

仰った実績を踏まえた発表をしていただきまして誠に

ありがとうございました。

釧路クラブさん、皆さま方のクラブは現在、2500 地

区で最大のクラブであります。唯一の 100 名を超え

るメンバーを抱えているクラブということで、2500

地区のリーダークラブですから、地区の話を少しさせ

ていただきながらお話をと思います。

委員会活動については全く申し分ございません。皆さ

ん、仰っていた過去の実績といい、現在取り組もうと

している姿勢といい、それから今年度向かおうとして

いる姿勢といい、これらのことについては私、十分聞

かさせていただきました。皆さまの発表のとおり進め

ていただきたいと思います。

地区の話を少しさせていただきますと、地区は以前

3,200 名のロータリアンがいたのですが、現在は残念

ながら 2,200 名のロータリアンであります。100 名

以上のクラブは釧路クラブさんの１クラブだけです。

そして、皆さんは今、会員増強に大変苦労されていて、

ロータリーも 100 年経ちまして、次の 100 年を目指

していろんな形で改革をしようとしている最中であり

ます。

私もガバナーノミニー・デジグネートを拝命したのが

細川ガバナーの時ですから、足掛け 4年に亘ってい

ろんな研修会に参加させていただき、世界の流れと日

本の流れ、そして肌で感じる地区の流れをいろいろと

研修させていただきました。

そんな中で、リーダーという存在が今こそ求められて

いる時代はないのではないかなと思います。ご承知の

ようにロータリークラブは職業奉仕の高潔性を基準に

した背筋を伸ばした部分と、皆さんが明日のエネル

ギーを培うための親睦の部分と、常にたくさんのファ

クターを合体してロータリークラブというのがありま

す。そんな中で皆さまは日々の仕事をしながら、この

クラブの運営と当地区のことを考えながら、たくさん

の地区役員を輩出していただき、パストガバナー、ガ

バナー補佐の皆さま方が活躍するバックアップをして

いただいて、ここまで実績を積んでこられております。

キャビネットの動きは大変なクラブの底力になりまし

て、このことが皆さま方の今日の発表の裏付けになる

ということは十分伝わってまいりました。

先ほど、出席委員会の中で「メイクアップ例会体験」

と仰っていました。ぜひ、新入会員の方々を先頭に他

クラブのメイクアップをしていただきながら、そして

手を差し伸べるという部分、今現在、2500 地区には

大変なクラブがいくつもあります。このコロナでなお

大変というクラブがいくつもあります。

私、66クラブの会長・幹事会をリアルでやらせてい

各位委員会発表
クリックすると活動計画書へ

リンクします
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ただきました。実は６月が始まる１日前だったのです

が、残念ながら前年度『終結した下川クラブ』に行っ

てきました。下川クラブでは今年度の会長さん・幹事

さんは決まっておりました。「月信」の人数申し込み

もありました。それで、突然「終結」と聞いたもので

すから、幹事予定者と私が釧路から急いで下川まで

行ってきました。残念ながら「届け出」を出した後だっ

たもので、お話を聞いても止めることはできませんで

した。

ただ、今は大変なクラブがあっても、ロータリアンの

友情の下、そのことで手伝うことができます。大変で、

クラブの存続をかけているというクラブが現在、

2500 地区には 1000 人減った時と同じような環境が

いま現在繰り広げられております。

そこでロータリアンの皆さん方に、元気のある、活力

のある、経験者が大変いらっしゃる釧路クラブさんの

皆さんに顔を出していただきながら、このひがし北海

道を、ロータリー活動を通じての経済活動に貢献して

いただきたいと思ってやみません。

ロータリーはやはり職業人の集まりです。特に釧路ク

ラブさんは私たちの街の誇りのクラブです。そうそう

たる方々がメンバーでもありまして、事業も立派にさ

れています。また今日の発表のようにロータリー活動

も緻密にいろんな活動を手掛けております。硬式野球

大会も、私もガバナー補佐の時に参加させてもらいま

した。全道から父兄の方々と一緒に子どもたちが集ま

るのです。子どもたちの大会のみならず、親の人たち

が子供たちの成長を願って応援している企画に参加し

ていること、釧路クラブさんは事業に今回は 30名出

席して継続してやっていることについては大変素晴ら

しいことと私は確信いたしました。

ロータリークラブだけがこういうクラブではありませ

ん。しかし、このクラブが、皆さまのひとつひとつの

ことが、ひとつひとつの行動が、この 2500 地区と街

の経済に間違いなく相当なインパクトを与えているこ

とは事実です。

66クラブを回っている中で、町長さんが参加してい

るクラブがいくつもあります。街の中枢をなしている

のです。1,650人の街でロータリアンが17名で、１％

加入していることでＲＩから３回表彰されたクラブも

あります。そんな中で頑張っている人たちはすごく頑

張って、経済にインパクト、リーダーシップ発揮して

います。

また、それが「崩れそうだ」という町村もあるのです。

こういう人たちはぜひ横の連絡を取りながら、皆さま

が手を差しのべて、言葉かけて、それはロータリアン

に会って、その地区の同僚の人とかいろんな形の中で

コンタクトが取れると思います。メイクアップという

のは、直接の素晴らしい手法です。そんな形でぜひ活

動の中の考えに入れていただければと思います。

また、先般の地区大会ではご協力大変ありがとうござ

いました。登録は 900 名超えました。実際に集まっ

た方々は 750 名。ロータリークラブには大変素晴ら

しい方々がいらっしゃいます。「お医者さんの指導に

より感染防止に万全を尽くしてほしい」と、ご承知の

ようにソーシャルディスタンスを取ることから、換気

を強制的に行い、消毒・検温・マスクなど万全の体制

をとらせていただきました。そしてこれだけ経過して

地区大会で発生は１件もありません。これは参加した

皆さま方一人一人のコロナに対する考えと実行力と相

手を気遣う気持ちがあって、このロータリアンのこの

結束の素晴らしさから、こういう結果が出たと思いま

す。

今回の 2500 地区大会は、今年度の全国の地区大会で

最初だったのです。皆さん、開く・開かないで揉めた

結果、そして「そんなに集まって大丈夫か」という地

区大会を開かせていただくことができました。これは

釧路クラブの皆さんをはじめ地区のロータリアンの皆

さまのコロナに対する日頃の思い、「ここからは発生

させないぞ」という思いが現実に数字に表れた結果だ

と思います。

地区でひとつありまして、ＲＩから「このコロナにた

だ打ちひしがれるのではなくて、青少年に対する特別

の計らいをしよう」と。実際、青少年交換留学生は来

年の６月まで自粛・禁止になっています。まだ決定し

ておりませんけれど、この７月以降開始されると思わ

れることに、ＲＩでは『オーバーエイジ枠』という方

法を考え、実行をしております。これは、交換留学生

は 18歳までなのですが、「行く予定だったけど行け

なかった」「留学をしたかった」人のために、「この交

換留学生に年齢を超えても特別にオーバーエイジ枠で

ロータリーの特権を与えて扱おう」となりました。こ

のオーバーエイジ枠は輩出の学校と受け入れ校の同意

が必要なのですが、この制度を利用しながら「行きた

いけど、諦めた」という子がないように、その子たち

に手を差しのべてあげていただきたいと思います。手

続きは少し面倒なものですから、候補生はガバナー事

務所に言っていただければ地区を通じてお手伝いさせ

ていただきますので、このオーバーエイジ枠で子供た

ちの夢を「コロナでしょうがない」でなく、ぜひ手を

貸していただければと思います。留学生を受け入れて、

留学生を輩出して、やがてはこの地のリーダーを育て

ていく。その行為はロータリークラブにとって最も大

事なひとつの事業であります。ぜひ、ご協力をいただ

ければと思います。

時間になりました。皆さま方の素晴らしい協議会、そ

して人の層の厚さをものすごく感じさせていただきま

した。皆さま方の熱意を、このクラブの素晴らしさを

地域の活力に結び付けていただきますことお願い申し

上げまして、私からの言葉とさせていただきます。
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どうも今日はありがとうございました。

講評　国際ロータリー第 2500 地区　長倉巨樹彦ガバ

ナー補佐

　皆さんの活動計画発表、お疲れさまでした。あまり

偉そうな言い方にならないようにお話をさせていただ

きます。

まず印象は、釧路クラブの皆さんは歴史と伝統のある

大人のクラブだなととても感じましたし、各委員会の

発表も具体的ですごく分かりやすいと思いました。

杉村会長からは会員増強のお話がありました。この第

７分区の第１回会長・幹事会を開催させていただきま

したときに、シェカール・メータＲＩ会長の今年度の

目標テーマの中に「世界中のロータリアンの数を

120 万人から 130 万人にしたい」というお話があり

ました。これ単純に計算すると８％になるわけですけ

ども、釧路クラブの皆さんはすでに会長の目標５％を

達成し、いまは純増７名、３名プラスして 10名の目

標を立てているということで、本当に素晴らしいと

思っております。

いくつか気が付いたことは、今回で第７分区は８クラ

ブ目、釧路クラブさんが最後になるのですが、会員数

の多いクラブの活動計画書を見せていただくと、やっ

ぱり委員会の数も多いですね。多いのが悪いと言って

いるわけでないです。そもそもクラブ協議会に参加さ

れている委員長の数は、私の所属している南の会員数

よりも圧倒的に多いのです。

皆さん、毎年ご覧になっている地区の委員会の組織図

は必ず入れていただいています。各クラブも、うちの

クラブもそうなのですが、クラブ内の組織図を記載さ

れているクラブはなかったのです。これだけ数が多い

と組織図を作るととても分かりやすいと思っているの

です。それは、私やガバナーが分かりやすいという話

ではなくて、新入会員が入られた時にこの委員会がど

ういう位置に所属しているのか組織図を見るとすごく

分かりやすいです。これ、いま気が付いてお話をさせ

ていただいていて、そんなことを今後考えていただけ

ればなと思っている次第です。

　話が変わります。グローバル補助金の方です。タイ

の3330地区でもいくつか事業をやられています。今、

コロナ禍で事業はストップしておりますが、次年度に

向けて釧路クラブさんにはぜひグローバル補助金で手

を上げていただきたいと思っている次第です。

また、収支予算案について市橋幹事からいろいろお話

がありましたけれども、各クラブではここまで詳細に

収支予算の説明をいただいた所はありませんでした。

これだけ詳しく説明ができるということはクラブの内

容をしっかり理解しているということと思います。そ

れは会員の皆さんの信頼につながるところと思ってお

ります。

私とすると、いろいろな面で「さすが親クラブの釧路

クラブさんだな」と思います。いろいろ勉強させてい

ただきました。今後も第７分区、また2500地区のリー

ダーとして各クラブを牽引していただきたいと思いま

す。

本日はお疲れ様でした。ありがとうございました。

会長謝辞　杉村　荘平会長

　漆崎ガバナー、長倉ガバナー補佐、本日は本当にあ

りがとうございます。大変、ご丁寧な心のこもった講

評いただきまして本当にありがとうございます。

前からそうですが、釧路クラブが 100 名のクラブと

いうことで、改めて僕らが思っている以上に周りから

いい意味で見られているのだなと確認させていただき

ました。

やはり 100 人いるクラブということで各自が責任を

しっかり持ちながら活動していく必要があるのだと改

めて思わせていただきました。本当にありがとうござ

いました。

活動が始まりまして、４カ月経ちました。残り８カ月

というところです。本日、いただきました貴重なご意

見を参考にさせていただきながら、改めて各自がロー

タリーを楽しんで、そしてより有意義な年度になるよ

うに、しっかりやっていきたいと思っております。

本日はありがとうございました。
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各委員会の発表風景

−80 −
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2021-2022 年度
ＲＩ会長  シェカール・メータ

第 2500 地区ガバナー
漆崎　　隆（釧路ベイ RC）

ロータリー親睦活動月間月間テーマ

本日のプログラム

次週例会 講師例会「ビジネス書のベストセラー作家が釧路に今伝えたい」（担当：プログラム委員会）

ガバナー公式訪問例会（担当：理事会）

経済と地域社会の発展月間・米山月間

～採用と知名度の脱安売り、一気に解決するならブランド戦略～

■ロータリーソング：それでこそロータリー　　　　　■ソングリーダー：東堂　光春君

■会員数　  103 名

■ビジター   2021-2021 RID2500 漆崎　隆ガバナー　・　〃　伊藤　広樹副幹事

　　　　　　　　　同　第 7分区　長倉　巨樹彦ガバナー補佐　・　〃　上川原　昭副幹事・奈良　清成副幹事

■ゲスト　   なし

 

乾杯挨拶　吉田　潤司パストガバナー　

　漆崎ガバナー、今

日は釧路クラブにお

越しいただきまし

て、また先ほどは『会

長・幹事会』、また『ク

ラブ協議会』で大変

ありがたいアドバイ

スをいただいたと聞いております。本当にありがとう

ございました。

　また、先般の『地区大会』は久しぶりの地区大会で、

このコロナ禍の中で漆崎ガバナーの大英断、決意で開

かれました。私も公式訪問で行った時に仲間になりま

した稚内の会員や利尻の会員など遠くからも来まし　

　　　んなに会いたいと思っていたのだと、本当に漆

崎ガバナーのご苦労とご英断に感謝でございます。

私も公式訪問へ行きまして体力には結構自信がありま

したけれど後半は風邪を引くとひどくなりました。漆

崎ガバナーも体は大きいですけれど疲労はかなり蓄積

していると思います。まだ７カ月あります。これから

われわれを引っ張っていただかなければいけないです

から身体に十分ご留意されまして、これからまたお会

いできなかったクラブ会員の所にも回られると聞きま

したので、北海道は広いですけどもガバナーの熱意を

皆様に伝えていただき、みんなに勇気を与えていただ

きたいと思います。どうぞお身体に気をつけて頑張っ

ていただきたいと思います。よろしくお願いいたしま

す。

それでは、乾杯をしたいと思います。

今日の公式訪問で感謝の気持ちと漆崎ガバナーのこれ

からのますますのご活躍をご祈念いたしまして、乾杯

をしたいと思います。

　　　　　　　　　　杉村　荘平会長

　お食事の方は、そ

のままお続けくださ

い。皆さん、こんに

ちは。

本日も多数のご出席

をいただきまして、

本当にありがとうご

ざいます。気づいている方は、気づいているかもしれ

ませんが、ちょっと変化があります。この卓数が少し

ずつ増えてきて、基本６名の卓数にしております。少

しずつwith コロナと言いますかコロナ禍からの離陸

を図っていきたいと思います。いつの間にかこのパー

ティションがなくなっている日が近く来るように願っ

ておりますが、どうぞよろしくお願いいたします。

　本日は、漆崎ガバナー、伊藤副幹事、長倉ガバナー

補佐・上川原幹事・奈良幹事におかれましては、大変

会長の時間
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■ 本日のプログラム ■

ガバナー公式訪問例会

お忙しい中ご出席いただきまして本当にありがとうご

ざいます。改めまして感謝とお礼を申し上げます。

　漆崎ガバナー年度が始まりまして４カ月になりま

す。この間、ガバナーにおかれましてはコロナの影響

で次々と予定が変更になる中、2500 地区 66クラブ

を一生懸命に回られていると聞いております。

わがクラブも、実は９月 30日の公式訪問例会を変更

させていただきまして、ご迷惑をかけたクラブの１つ

でございまして、この場をお借りしてお詫び申し上げ

ます。

ということで、ガバナーは回られているのですが、ま

だ旭川方面を含めて 10クラブぐらいの訪問が残って

いると聞いております。通常でも大変なガバナー公式

訪問ですので、改めてお身体には十分ご留意いただき

まして、すべての訪問を無事終えていただければと

思っております。

大変お疲れのところ、この後ご講話をいただきたいと

思っておりますので、どうぞよろしくお願いいたしま

す。

　ひとつだけクラブのお話をさせていただきます。先

週の夜例会は、多数の皆さんのご出席をいただきまし

た。そしてまた親睦委員会の皆さんの大活躍のもとに

無事に夜例会を再開させてもらえたことにお礼申し上

げます。これも皆さんのご理解とご協力のおかげだと

思っております。ありがとうございます。改めてお礼

申し上げます。

　例会の形も以前の状況に少しずつ戻していきたいと

思っております。ぜひ皆さんのご協力をいただきなが

ら、また楽しくロータリーを進めていきたいと思いま

す。

本日の挨拶は、以上にしたいと思います。よろしくお

願いいたします。

国際ロータリー第 2500 地区　漆崎　隆ガバナー

　釧路ロータリーク

ラブの皆さま、こん

にちは。先ほどは素

晴らしいクラブ協議

会に参加をさせてい

ただきまして誠にあ

りがとうございまし

た。皆さま方の熱気

と、そして地域を代表する素晴らしい自負心が現れて

いたクラブ協議会であったと感じます。今後も 2500

地区のリーダークラブとしてご活躍をよろしくお願い

いたします。

　先ほど、杉村会長から「２回も開くようになってす

みません」というお話がございましたが、私は会長・

幹事会、そして今日の会合と釧路クラブの皆さまと２

回お会いできるという大変嬉しくラッキーな男だと

思っております。今日の公式訪問例会を大変楽しみに

してやってまいりました。皆さま方との出会いが今後

のロータリー活動に何かの形で生きてくればと思いま

す。

　今日は、公式訪問で初めて私の時間を 30分取って

いただきました。原稿は一生懸命に考えて、30分ちょ

うどで終わるように考えていますが、時には 20分や

15分しかなかったりして、途中オロオロする場面が

ありましたけれども、今日は 30分間お話をさせてい

ただきたいと思っております。

　今年度のＲＩ会長は、シェカール・メータさんとい

うインドの方です。メータさんは、大変積極的で行動

派の方です。そして私たちガバナーの研修『国際協議

会』は毎年アメリカのサンディエゴでずっと行われて

きまして、今年度からフロリダ州のオーランドで開か

れるというその第１回目の協議会が開かれる予定でし

た。残念ながらコロナの影響を受けて「今年は集まる

ことができない、ＷＥＢで開催します」と確定したの

が開催をする１カ月と少し前でした。

その時、私も慌ててパソコンで協議会に参加をしなけ

ればということで、あまり得手ではないパソコンを特

訓しました。もう１人は大変でしたけれども。

ガバナーのパートナーにも独自のプログラムがあっ

て、「独自のパソコンでないと研修を受けられません」

という話になって、私の家内はパソコンを全く触った

ことがなく１カ月前にタブレットを購入して、その場

で女の子にズームを入れてもらいました。そうしたら

いまの時代はすごいことが起きるもので、２月１日～

11日までの 11日間、パートナーの協議会に遜色な

く出席ができるようになりました。それは奇蹟としか

言いようがない、また同じような方がたくさんいらっ

しゃいました。

そしてＷＥＢで開催されることについては、アメリカ

のリーダーシップもまたすごいと思いました。各国の

言葉を常時通訳が付いて同時通訳で会議が進むので

す。世界８カ国の言葉に対応できるように段取りをし

ています。これがまたアメリカはやっぱり世界のリー

ダーの国だと実感をしたところでもあります。

前置きはそれくらいにしまして、シェカール・メータ

さんが、今年度２月１日～ 11日までの国際協議会で

ＲＩ会長テーマを発表しました。２月１日の最初の演

説です。このメータさんの演説は、私はもちろん、世

界中のロータリアンが大変感動をして見ておりまし

た。シェカール・メータ会長の今年度テーマの発表の

シーンを８分間のビデオに収めておりますので、ぜひ

感動をもう一度皆さんと一緒に味わいたいと思いま

す。８分間のビデオ、これは英語で話していまして、
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下にテロップが出てきます。読めない方は移動してで

も見ていただければと思いますので、よろしくお願い

いたします。

　国際協議会シェカール・メータＲＩ会長テーマ演説

　動画鑑賞

　

メータ会長の世界中で誰も知らない第一声がこれで

す。そして会長テーマが『Serve to Change Lives』と

発表になりました。この Serve to Change Lives、日本

語に訳しますと「奉仕をみんなの人生を豊かにするた

めに」です。この時以来、今年度の活動がスタートい

たしました。この言葉を受けまして、地区スローガン

は『ロータリーの素晴らしさを広めましょう』としま

した。 ロータリーの素晴らしさ、この本題に入る前に

２つお話をしたいと思います。

　その１つは、いまロータリーが大きく変わると感じ

ているのは私１人ではないと思います。研修リソース

が変わった背景には、次のような現実があります。

今日の世界は、1905 年のロータリー発祥時の世界と

同じではありません。人口動態が変わり、変化のスピー

ドが加速し、テクノロジーによってつながりや奉仕の

新たな機会が生み出されております。不変なのは、ロー

タリーを定義付ける価値観に対するニーズでありま

す。こうして生まれたのが2015年に発表された『ロー

タリーのビジョン声明』です。つまり、私たちは世界

で、地域社会で、そして自分自身の中で、持続可能な

良い変化を生むために人々が手を取り合って行動する

世界を目指しております。

　このロータリーのビジョンの実現に向けて、ロータ

リーの新しい戦略計画が発表され、ロータリーの行動

計画である４つの優先事項が唱えられました。

１つ、より大きなインパクトをもたらす。

２つ、参加者の基盤を広げる。

３つ、参加者の積極的な関わりを促す。

４つ、適応力を高める。

であります。

つまりどのようなことが起きても、ロータリーの原点

を見つめながら素晴らしい仲間と共に生き抜く、とい

うことではないかと私は感じました。

しかし 100 年以上を経ても変わらないものがありま

す。それはロータリーの中核的価値観に変わりはあり

ません。それらの行動は皆さまが常日頃から行ってお

ります「４つのテスト」、ロータリーの目的・五大奉

仕部門に現れております。ロータリーの中核的価値観

とは、親睦・高潔生・多様性・リーダーシップであり

ます。

次の 100 年を目指して、次のことが現在検討され実

行されつつあります。いろいろなことが出てきます。

ＳＲＦ委員会・ロータリー未来形成委員会もそのひと

つです。また先ほどシェカール・メータ会長がおっ

しゃったＤＥＩ・多様性・公平さ・開放性・方針、こ

れもそのひとつであります。地区協議会でも詳しくお

話をさせていただきました。またローターアクトの

ロータリーへの参加、これも新しく変わってくること

です。ＲＬＩの活用も、そのひとつに数えられると思

います。　世界のロータリーの現状を踏まえて様々な

改良・改善が組み込まれ、次の 100 年に向けていま

活動を始めているところであります。

先ほど２つあると言ったもう１つなのですが、私はこ

こが一番大切なことだと思います。それはいかにコロ

ナ禍による影響からロータリアンが元気を取り戻し、

地域のリーダーとして職業奉仕を完璧に行い、そして

地域にいかに活気をもたらすか。これがクラブ活動で

一番大切な部分ではないかと思います。このことに今

年度一番力を入れたいと考えております。アフターコ

ロナの牽引者に私たちロータリアンがなりましょう。

　次に、「ロータリーの素晴らしさ」について少しお

話をさせてもらいたいと思います。コロナ禍のこのよ

うな時だからこそ、立ち止まってもう一度ロータリー

の原点を見つめ直し

てみたいと思いま

す。ロータリーは、

慈善団体ではありま

せん。発展途上国の

援助が目的の団体で

もありません。まし

てお金集め・人集め

が目的の団体でもありません。

ロータリーの本質には、素晴らしい魅力があります。

ポール・ハリスの「ロータリーとは何か」という自問

自答が『ＭｙLoad two Rotary（ロータリーへの道）』

に出ております。そこで、ポール・ハリスは「ロータ

リーとは何か。何千人のロータリアンに聞けば何千通

りの答えが返ってくるだろう。しかし、もしロータリー

がより寛容で、より他の人の良さを認め、より他の人

と親しく交わり、助け合うようにしてくれるなら。そ

して、人生の美しさと歓びを発散し、伝えるようにし

てくれるなら、それが、われわれが求めるロータリー

のすべてである。それ以上ロータリーに何を求めるこ

とがあろうか」と記しております。

もう少しロータリーの原点を見つめてみたいと思いま
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す。ロータリーを始めたのは、もちろんポール・ハリ

スです。ロータリー

の基礎に「サービス」

を教えたのは、皆さ

んよくご存じのアー

サー・フレデリック・

シェルドンです。こ

のサービスを日本語

に訳したのは「奉仕」

という言葉です。この奉仕を辞典で引きますと、１つ、

仕え奉ること。２つ、自己の利害を離れて頂上のもの

や公共のために尽くすこと。と書いてあります。これ

は、ロータリーの奉仕・職業奉仕にはなりません。サー

ビスという言葉が日本で使われている多くの意味は、

労力や金品を無料で相手やかわいそうな人にやってあ

げる・与えてあげるという意味に使われることが多い

ように思います。

ロータリーでは、お医者さんが無料で診断をしてあげ

ることは職業奉仕ではありません。むしろ社会奉仕で

あります。また弁護士の先生が、無料相談をしてあげ

るのも職業奉仕にはなりません。社会奉仕と言えるの

ではないではないかと思います。

英語で職業は「occupation」でありますが、ロータリー

の職業は「vocation」です。つまり vocation は、天職、

天から与えられた、神様から与えられた世の中のため

になる職業です。これは、ロータリーの職業は人々が、

社会が必要でないものはひとつもありませんという意

味であります。

　私事になりますが、34年前、ロータリークラブへ

の入会を誘われた時の話です。ロータリーの名前は

知っていましたが、内容はよく分かりませんでした。

そこで「ロータリーとは何ですか」と訪ねました。そ

うしたら会員の方から「ロータリーとは、親睦と奉仕

です」と言われました。その「親睦」という言葉は何

となく分かるような気がしたのですが、「奉仕」とい

う言葉はよく分かりませんでした。それで、その方に

「奉仕とはどのようなことでしょうか」とお訪ねした

ところ、「奉仕とは、自分の仕事・自分の職業・自分

の事業を一生懸命にやることです。そうして仕事で知

り合った相手に心から喜んでいただくこと。それが本

当の奉仕です」と言われました。39歳の私も、仕事

を一生懸命にやるのならできるかという思いでロータ

リークラブに入会をさせていただきました。

　まだまだお話をしたいのですが、時間も経ってきま

したので「地区方針」について少しお話をさせていた

だきたいと思います。

地区方針は、「地区の明るい未来のために、地域の人々

と親睦と持続可能な奉仕活動の推進」といたしました。

具体的な方針については、次の９つにまとめました。

１つ目、会員増強の目標を立て実行をしましょう。

シェカール・メータ会長は「Each One, Bring One（み

んなが一人を入会させよう）」とおっしゃいました。

会員増強は釧路クラブの皆さまが大変素晴らしい計画

を立てて実行中です。2500 地区第１位、しかも 100

人以上のクラブは唯一のクラブです。このクラブを維

持し、そしてまた新会員をさらに増強しようという姿

勢は、まさにメータ会長の思いと同じだと思います。

メータ会長は、「目標を立てる時に 12カ月で達成で

きるものは目標ではない。14カ月でできるかな、15

カ月で可能かな、という目標を立て、それに努力をす

る過程が一番大切だ」と、先ほどのビデオには出てい

ませんでしたけれどもおっしゃっていました。この目

標設定とそれをやり抜く仲間の力、これはこれからも

何事にも生きてくる力だと思います。

2つ目、あと一歩の「ポリオ根絶」に協力しましょう。

　ポリオもあと２カ国となりました。１つは、アフガ

ニスタン。１つは、パキスタン。今年になってからそ

れぞれ１件ずつの発生です。もう一歩のところまでき

ました。昨年は、アフリカで絶滅宣言がされました。

ぜひ、あと一歩のところを私たちの力を結集してこの

目標を達成したいと思いますのでよろしくお願いいた

します。

３つ目、戦略計画委員会を立ち上げクラブの活性化を

図りましょう。

　皆さまのクラブは、85年の素晴らしい歴史のある

クラブです。85年前に創立会員の皆さまの熱い思い

が、いまも脈々と生きている 2500 地区一番のクラブ

に育っております。ぜひこのことを大切にしながら、

いまやれること、そして将来に向かってやっていくこ

と、を会員の皆さまでお話し合いをいただきながら

50年後・100 年後のクラブをイメージしながら日々

の活動をしていただけるかなと思います。

4つ目、今期も寄付０クラブをなくしましょう。

　先ほどの協議会でもおっしゃっていただきました。

４年ほど続いており

ます。吉田ガバナー

の時も寄付０クラブ

を見事に達成されま

した。この会費を今

年もぜひ続けていき

たいと思います。皆

さま方のご協力をよ

ろしくお願いいたします。

５つ目、米山留学生の母国を理解し親交を深めましょ

う。

　遠く母国を離れて、日本そして 2500 地区で高等教

育を学んでいる留学生たちが米山の留学生です。

私たちのクラブも今年の３月までフィジー出身の学生

をホストさせていただきました。彼は 2500 地区で高

等教育を学んで３月に帰国する時に、直行便がないの
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で他国を経由して帰るのですが、飛行機のチケットが

取れるかどうか分からないという時に、「大変皆さん

にお世話になりました。フィジーに帰って政府の機関

で私は働こうと思っています。ここで学んだこと、そ

してこの恩は忘れません。日本とフィジーの架け橋に

なりたい」と言って帰って行きました。

ぜひ米山留学生と親しく交流をしていただき、その母

国を理解し、その実のひとつひとつが結ばれていくこ

とによってアジアの安定が生まれ、世界平和につな

がっていくものと確信いたします。ぜひこの芽を皆さ

んと一緒に育てていきたいと思いますので、ご協力の

ほどをよろしくお願いいたします。

６つ目、ＲＬＩを推進しましょう。

　ＲＬＩは吉田がバナーの時にスタートをさせていた

だきました。それが、コロナでなかなか思うように進

んでおりませんけれども今期もまたＲＬＩを進展させ

て。これは、私はお酒を飲まない炉辺会合ではないか

と思います。皆さんと一緒にお話をしながら先輩の

ロータリアンの方も新入会員のロータリアンの方も、

１つの議題に向かっていろいろ意見交換をする場で

す。ぜひＲＬＩお声かけの時は参加をして、その良さ

を味わっていただければと思います。

７つ目、「ロータリー奉仕デー」を地域の人々と共に

実施いたしましょう。

　９月 12日に、2500 地区 26クラブと 269 名のロー

タリアンが参加して、海岸清掃を行いました。これは、

日本からスタートした「海岸清掃プラスチックゴミの

回収活動」で、地球環境に優しいロータリーの 7つ

目の「環境」に関する重点目標の１つに数えられるも

のです。日本からこのような提案があるということが

シェカール・メータ会長の耳に入り、９月 12日に世

界中で海岸清掃プラスチックゴミの回収作業を行いま

した。世界で 23,000 人のロータリアンが各国の海岸

でこの作業に携わりまして、これからも開かれると思

います。

メータ会長はアフリカにいたのですけれど、私たちが

日本で行っている所と交換をしている時にアフリカか

らズームでお礼のメッセージが到着しました。このよ

うに世界に先駆けて、私たち日本の誇りとして環境問

題の活動を今回行いました。ぜひこれからもご協力の

ほどをよろしくお願いいたします。

８つ目、ローターアクターと、種々の行事を共にいた

しましょう。

　ローターアクトクラブの皆さま方、ローターアク

ターの方々をいろいろなロータリアンの行事の機会に

お誘いいただきながら、また力を貸して、青少年を将

来のリーダーとして育てていっていただければと思い

ます。よろしくお願いいたします。

９つ目、家族同伴例会を増やし、パートナーや家族に

ロータリー活動の理解とロータリーの素晴らしさ・楽

しさ楽しさを味わっていただきましょう。

私がこれに力を入れて、ロータリアンの皆さまの良き

理解者のパートナーの方にロータリーの本当の良さ、

そしてお父さんがどのような方々とお付き合いをして

いるのか、そしてどのような皆さんと一緒に奉仕活動

をしているか、に触れていただきながら、ぜひ地域の

リーダーとして仲間を大切に活動していただければと

思います。

　最後になりました。もう一度申し上げます。コロナ

禍を乗り切るには、皆さまの家族が元気になることで

す。一人ひとりのロータリアンが元気になって職業奉

仕を一生懸命に誓うとともに、地区でも・地域でも・

クラブでも・家庭でも、すべての面でリーダーシップ

を発揮していただき、この閉鎖され息が詰まるような

コロナ禍の世界から皆さま方の力で、皆さま方のクラ

ブの活力で、この大変な時期に、リーダーシップを発

揮して吹き飛ばしていただきたいと思います。

　ちょうど時間となりました。釧路クラブの皆さまの

今年度１年間のロータリー活動の活躍をご期待申し上

げまして、私のお話とさせていただきます。

　本日は、どうもありがとうございました。

会長謝辞

　漆崎ガバナーにお

かれましては、分か

りやすく、また丁寧

に地区の方針・活動

についてお話をいた

だきまして、みんな

も理解を深めたので

はないかと思っております。ありがとうございます。

　今回の訪問に先立ちまして、ガバナーとの『会長・

幹事懇談会』は予定どおり９月 30日に行われており

ました。その時に初めてガバナーとゆっくりとロータ

リーについてお話をさせていただきました。ガバナー

は苦労をして回られている分、各地域・クラブのこと

をよく把握されておりまして、いかに各クラブが工夫

をしてこのコロナの中、ロータリー活動を続けている

かをとても丁寧に伝えていただいたことが印象的でご

ざいました。

いろいろお聞きしましたが、例えば、昨年から夜例会

を含めて一度も休会をしていないクラブがあったとい

うこと、また奥様同伴でワクチンを打つ例会を催した

クラブがあった、など興味深く聞かせていただきまし

て参考にさせていただきました。

　改めて、ガバナーにおかれましては、このコロナ禍

の中、難しい舵取りをお願いすることになろうかと思

いますが、釧路クラブ一同はガバナーのますますのご

活躍を心から祈念いたしまして、本日のお礼に代えさ
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　せていただきたいと思います。

　本日は、ありがとうございました。

司会

　ここで、バナーの交換を行います。漆崎ガバナー、

杉村会長、ご登壇ください。

本日のニコニコ献金

■漆崎　隆ガバナー　御礼

■杉村　荘平君 　無事に公式訪問例会を開催出来ました。ありがとうございます。

■中島　徳政君　良い事がありました。ニコニコさせて頂きます。

■池田　一己君　今週土曜日に栄町公園午後 5時から第 10回ヒアガーデンを開催します。

　　　　　　　　寒いでしょうがビール一杯無料で提供しますので、是非お立ち寄りの上、

　　　　　　　　応援お願いします。午後 8時までやっています。

今年度累計　　106,000 円　　
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　杉村　荘平会長

　皆さん、こんにち

は。お食事をお続け

ください。

本日も多数のご出席

をいただきまして、

本当にありがとうご

ざいます。また先週行われました『クラブ協議会』『ガ

バナー公式訪問』は、皆さまの多数のご出席をいただ

き、ご協力をいただきましてスムーズな会合ができま

した。お礼申し上げます。ありがとうございました。

　今日は少し趣向を違った形でやらせていただければ

と思っております。来ていただきましたお客様の前で、

早めにと思っておりますが、本日は私のクラブ歴史編

の第２弾ということで、本日は村上祐二さん取り上げ

たお話をさせていただきたいと思っております。

　ご紹介をさせていただきますが、その前にいま「ふ

ふふ」とありましたけれども、当クラブの村上祐二君

とは一切血縁関係がないことを本人にも確認をしてお

りますことをご紹介した上でお話をさせていただきま

す。

村上祐二さんは、明治 25年京都府亀岡市で生まれで、

その後、根室に移られて根室実業高校の第１期生で卒

業された後に、おじさんであります村上佐市さんに乞

われて村上物産さんに入社されております。

亡くなった北村藤兵衛さんが「釧路クラブの生みの親

は村上さんだった」と言われておりますけれども、創

立から 48年間ロータリーに邁進して、その間 32年

間連続の100％の例会出席、そしてすごいことですが、

全国の「地区大会」に 102 回出席という前人未踏の

記録を打ち立てております。その間ロータリーのいろ

いろな活動をされますが、1984 年（昭和 59年）、

92歳で亡くなられております。

亡くなる前日まで例会には元気に出席をされていたと

いうことです。亡くなる当日、地区大会の申込書を事

務局に届けられる階段で倒れられたと聞いておりま

す。

私もいろいろ調べた中で、亡くなられる前年の網走の

地区大会で村上さんが 100 回の特別表彰を受けられ

ています。その時の謝辞を見つけましたので、それを

ご紹介させていただきながらお話をさせていただけれ

ばと思っております。ぜひ、聞いてください。

　「私は、日清戦争の２年前、明治 25年９月 16日に

生まれ、半月前に満 91歳の誕生日を迎えました。ク

ラブにおきましては、32年間 100％出席を継続し、

もっか 33年目の 100％出席の記録を作りたいと努力

中でございます。

　第１回目の出席は、釧路クラブが創立した直後の昭

和 12年春、当時のガバナーは北大総長の佐藤昌介男

爵でＲＩ会長代理は米山梅吉氏でありました。当時、

この大会に出席をして現在釧路で生存をしているの

は、両角パストガバナーと私の２人きりでございます。

爾来（じらい）100 回、各地の大会に出席をしてお

りますが、ここを終えますと山口県の萩、明治維新英

傑を生み出しました萩に参りたいと思います。そうし

ますと 101 回の出席になります。どうぞお見知りお

きください」というご挨拶で、その時の会場の驚きと

敬服が交じった響めきは忘れることができない感動で

した。という記述が残っております。そんな村上さん

が、クラブ会長を務めるのが 1957 年（昭和 32年）

であり、少し遅い気がいたしますが、その貴重なエピ

ソードも両角克治さんの追悼スピーチで垣間見られた

ので、こちらもご紹介させていただきます。

「戦後の昭和 25年、最初に会長になられたのが長内

氏で、村上さんが会長になられたのは少し遅れて昭和

32年です。もっと早く会長のなるべきだったのです。

村上さんは、戦中のロータリーの暗黒時代に入ってか

らすっかりロータリークラブが嫌になり、われわれが

木曜クラブ・職域懇談会と名を変えて会合を続けてい

たほぼ５年間、村上さんは参加されていなかったので

す。そのような訳で戦前のロータリアンの村上さんよ

り戦中時代に入会をした人たちが、当時地下活動を

行った同士ということで、村上さんより先に会長に

なったということのようです」。

そのようなエピソードがあるようですね。また、

「その後、両角さんがガバナーになり事務所スタッフ

などが足りず大変困った時に、ただ 1人、村上さん

だけが地区資金委員を引き受け、自ら東京へ赴き、各

地区の状況を綿密に視察・打ち合わせをしてもらい、

大変助かった。北海道地区資金をまともに軌道に乗せ

た第一歩は、村上さんのおかげです」

と語っております。本当に人格者であり人望も厚い方

だったようです。ロータリーについて「理屈を抜きに

して、肌で感ずるロータリーを」と言われ、「私の生

き甲斐はロータリーであり、私の恩人はロータリーで

ある」が口癖だったようです。というところが村上さ

んの歴史、それを少しお話させていただきました。

ちなみに、この 32年間で 100％出席という記録は私

が調べている限りでは、その後、北村藤兵衛さんが

40年連続 100％出席、その後はつい先日まで釧路ク

ラブにいらっしゃいました川口さんの 44年連続

100％出席が多分最長だと思っております。このお二

人についても、第３弾・第４弾でお話をする機会を続

けたいと思っております。

第２代村上祐二君におかれましてもこの記録を更新す

るように、ぜひ期待したいところだと思っております。

もうひとつ、今日は大事なお話をしなければなりませ

ん。早いもので来年の理事を決める時期となりました。

当クラブ細則第５条第１則に本クラブの年次総会を

12月第１例会に開催し、そこで次年度選挙を行うと

なっておりまして、今年度の総会は 12月２日を予定

しております。

また、細則第３条第１節には、選挙の１カ月ぐらい前

の例会において次年度理事を求めなければいけないと

なっておりますので、まずは皆さまの中から立候補を

募りたいと思います。立候補をお考えの方は、11月

11日の次週例会までお申し出いただければと思いま

す。届け出がない場合には指名委員会を開催させてい

ただきまして、指名をさせていただきたいと思ってお

りますので、どうぞよろしくお願いいたします。

それでは、長々となりましたが、本日はブランディン

グということで村尾さんのご講演となっております。

どうぞよろしくお願いいたします。

ありがとうございます。

幹事報告　市橋　多佳丞幹事

　皆さま、こんにちは。幹事報告をさせていただきま

す。お手元の例会案内をご一読お願いいたします。

本日本例会後、第５回理事会を開催させていただきま

す。本日の理事会の会場はホテル館３階「はなの間」

になっておりますので理事者の皆さまは、例会終了後

そちらへご移動をお願いいたします。

　また、11月のロータリーレートは、114 円となっ

ております。また受付に赤い羽根共同募金の募金箱を

設置させていただきました。今月いっぱい設置させて

いただく予定ですので、皆さま募金のご協力をよろし

くお願い申し上げます。

　以上で、幹事報告とさせていただきます。

プログラム委員会　木下　正明君　

　皆さん、こんにち

は。プログラム委員

会の木下です。皆さ

ん、今日の講演は楽

しみにされているの

ではないかと思いま

す。なるべく講演の

時間を多く取りたいとものですから、ご講演をいただ

きます村尾隆介さんのプロフィールにつきましして

は、お手元の紙をご覧いただければと思います。

スターブランド株式会社／ビジネス書作家

    　　　　　　　　　　　　　村尾　隆介様

　皆さん、こんにちは。30分お時間をいただきまし

たので、今日は『ブランド戦略・ブランディング』に

ついて、普段、皆さんがなかなか触れ合わない話だと

思いますが、ぜひ釧

路のためにお話をし

ていきたいと思って

います。

　僕は、「中小企業

のブランド戦略を

ブームとして起こし

た」「それまで大企業のものだったブランド戦略を中

小企業のものにした」と、過去 15年メディアからた

くさん報じていただいています。北海道から沖縄まで

だいたい 300 社にこの『ブランド戦略・ブランディ

ング』という分野でアドバイスをさせていただいてい

ます。講演セミナーは、年間約 100 本行っています

ので、3日に１回はどこかでこの「ブランド戦略の重

要性」をお話しさせていただいていますけれど、その

９割方は地方で行っています。どうか、今日のこの話

は「東京の話でしょ」と思わずに聞いていただきたい

と思います。

僕は地銀の顧問などもやっていますし、このブランド

戦略と地方創生は非常に相性が良いので「岩手県の観

光文化大使」、そしていま木下さんと一緒にこの「ひ

がし北海道全域のブランディング」、北海道右半分の

ブランディングに着手させていただいています。

僕自身は、元々、ＨＯＮＤＡの社員です。ＨＯＮＤＡブ

ランドをイスラム教圏で確立していくことが、社会人

１年目からずっと携わってきた仕事なので、僕は社会

人生活ずっとこのブランド戦略という世界にいます。

たくさんの本を国内外で書いています。国内外で合わ

せて 25冊、最近だったらＳＤＧｓの本、そしてオリ

ンピック・パラリンピックに合わせて日本が誇るブラ

ンドのミズノというスポーツ用品メーカーの本を書か

せていただいています。

今日は、『採用と知名度と脱安売り』ということで、

企業が常に悩んでいるお話をさせていただきたいと思

います。資料は木下さんに後でお渡ししますので、も

しメモなどが取られなかった時は後でもらってくださ

い。また写真を撮ってもらって構いませんし、録音も

ぜひ行ってください。これはぜひ皆さんのスタッフと

も共有をしていただきたいです。

もし僕が、ここに中学２年生を連れて来たとします。

そしてこの中学２年生が社会人の皆さんに「社会人の

皆さん、ブランドとは一体何ですか」と聞きます。ブ

ランド戦略、ブランディング、言葉は多少違っても良

いと思いますが、これに明確に皆さん答えることがで

きるでしょうか。

ブランドという言葉、日々私たちは会議ないし公私と

もによく使っている言葉です。ブランドはビジネスに

とって重要なキーワードですけれど、説明できる社会

人はいないと思います。辞書を開けば、「焼印」と出

ています。元々は家畜に「この牛はウチのだ」「この

豚はウチのだ」とやって始まったのがブランドの元々

の語源であります。もしくは「商標」「商標登録」と

出ていますけれど、「ブランド＝商標登録」と言われ

ても何の解決にもなりません。

値段が高いこと、有名なこと、いろいろなことを想像

される方がいらっしゃると思います。朝、皆さん歯を

磨いている途中でチューブに目を落とすと、そこには

「ＧＵＭ」と書いてあります。言わずと知れたこれは

ブランドです。商品のことがブランドと思われる方が

たくさんいると思います。ただ、このチューブをパッ

と反対にしたら、そこには「サンスター株式会社」と

書いてありました。そこで皆さんは思うのです。「あれ、

待てよＧＵＭという商品もブランドだけれど、サンス

ターという会社もブランドだよな」と。

そのようなことを思

いながら、朝シャ

ワーを浴びて出勤の

ために白いシャツを

着ました。何の変哲

のない白いシャツ、

2,980 円でした。縫

製もしっかりしているメイドインジャパン。この

2,980 円の白いシャツ、ここにたったひとつの刺繍が

入るだけでこれが 29,800 円になります。29,800 円、

もしかしたら同じ工場で作られているかもしれない。

両方は縫製だってしっかりしている。でもこの刺繍ひ

とつに 10倍の値段を払う人がいるのです。これがブ

ランドの世界です。知名度のため、もしくはステータ

スのためいろいろな理由がそこにはあるのですけれ

ど、刺繍ひとつで物事が変わってきます。

そのようなことを思いながら朝、出勤をしました。「東

京メトロ」に乗りました。東京メトロは民営化されて

から印刷物やロゴなど非常にお洒落になりました。そ

こで人は「なるほどデザインを良くすることがブラン

ド戦略だろう」と思います。だったら話は簡単です。

皆さんはデザイナーを捕まえて来て、きれいに皆さん

の会社の印刷物を整えたら、それでブランドになれる

はずです。

でも、話はそんなに簡単ではないのです。だったら世

の中ブランドと言われる会社だらけのはずです。

そのようなことを思いながら朝、出勤のために最寄り

の駅「表参道」で降りました。表参道という駅は、東

京の中でもブランド力が高い土地です。実は土地にも

ブランドがあります。乳製品も「北海道」と付いただ

けで人は「より美味しいだろう。より高く値段を払っ

ても惜しくない」と思うわけです。そのようなことを

思いながら働く前にコーヒー１杯買って行こうと思っ

て「スターバックス」に来ました。スターバックスは

少々値段が高いお店です。コーヒー１杯が安いもので

も 310 円します。「なるほど値段が高いことがブラン

ド」と考える方もたくさんいます。でもその思いは店

を出て斜向かいにある「ドトール」を見た瞬間にもろ

くも崩れます。そうです、ドトールだってブランドで

す。安い方のブランドです。「エルメス」もブランド

だけれど「ユニクロ」だってブランドです。ブランド

＝値段が高いこととは限りません。各価格帯に実はブ

ランドが存在しています。

そのようなことを思いながら、お昼ご飯、ラーメン屋

さんに来ました。このラーメン屋さんは全国区には知

られてはいないけれど、でもその地域では局地的には

有名。そう全国区・世界的に有名ではなくてもその地

域・業界の一部の人だけに人気のブランドということ

もこれもまた存在するのです。そのようなことを考え

ながら、夜、ご飯を食べました。夜ご飯の食卓には、

「きゅうりのキューちゃん」、「松阪牛」、すべてブラン

ド名が付いていました。奥様と娘さんがブランド品の

話・いわゆる高級バックの話をしていました。お孫さ

んが遊びに来ていました。お孫さんはまだ自分の名前

を自分で言えないの

に「マクドナルド」

のコマーシャルの黄

色いアーチを見て

キャッキャッ騒いで

いました。最近のブ

ランド戦略の研究で

は、子どもは自分の

名前を覚える前にブランドの「ロゴマーク」を覚える

と言われています。

そうブランド、われわれは、この文明社会で生きてい

る以上１日たりともふれ合わない日なんてありませ

ん。皆さんが先ほど触っていた「iPhone」、今朝食べ

た「ブルガリアヨーグルト」、先ほど乗ってきた「ト

ヨタ」、これは全部ブランドです。ただ先ほど中学２

年生の例があるように、われわれはブランドという言

葉をすぐに中学２年生伝えられるぐらいこの言葉を理

解しているかと言ったら全くそのようなことではない

と思います。

「じゃ、ブランドとは一体何なのか」。その定義のため

にここに僕が今日立っているわけではありません。ぜ

ひイメージしてください。その会社がどんなに小さく

ても、どのような業種・業態であってもブランド戦略・

ブランディングを意識してきた会社と、そうではない

会社ではこれぐらいの違いがあるということをぜひイ

メージしていただきたいと思います。

まず「ブランド戦略をいままで考えて来なかった」「ブ

ランド戦略なんて全く重視して来なかった」「ウチの

会社とは全く関係がないことだ」と思っていた会社の

姿です。見てのとおり、あたふたしています。今日み

たいな寒い日でも、お客様は神様です。営業に行かな

ければいけない。良いスタッフいないかな。いつも良

いスタッフを外に探す。せっかく入ったところですぐ

に辞められる。金融機関にも「お金を貸してください」

「何か良い情報はないですか」「ウチとコラボレーショ

ンしましょう」、そのようなことを頼む時も全部こち

らから行かないとダメです。これがブランドを意識し

て来なかった、地域・業界のブランドになろうという

経営をして来なかった会社の姿です。

一方、どんなに会社が小さいころからも「ウチは地域・

業界のブランドを目指すぞ」とやってきた会社の状態

はどうなのか。これとは全く逆です。その会社・お店

が、多少場所が悪い所にあってもお客様の方から、わ

ざわざ世界中から探してそこに来てくださる。少々値

段が高くても喜んでそれを理解して払ってくれる。ス

タッフもそうです。福利厚生がどうとか、有休がどう

とか、そのような話ではありません。「御社で働くこ

とが夢でした」と求人も出していないのに未来の優秀

なスタッフが集まってくる。これが地域・業界のブラ

ンドと言われるような会社の状態です。

では、向かって右と左、どちらがより良い経営の状態

にあるかと言ったら当然右。そう、ブランド力という

ものは皆さんの会社により強い引力を兼ね備える、そ

のような戦略だと思って理解をしていただけたら経営

に役立つと思っています。つまりブランド戦略とは、

効率の良い上手な経営をして行こうということと、こ

れはニアリーイコール（≒）なのです。一般的には「デ

ザインを良くして行こう」と思われますが、違います。

特に中小企業にとってはデザインのような「部分戦略」

ではなく、「全体経営戦略」なのです。

僕が率いる「スターブランド」という会社は、ブラン

ドの定義を「ビジネスに関わるすべての人をファンに

する。研ぎ澄まされた経営をしている会社」としてい

ます。デザインのことなど一切触れていません。関わ

る人すべてをファンにしていく。もしくは、いま働い

ているスタッフも社長のファン。このような状態の会

社にしていく経営がある。このような会社のことを僕

は『地域・業界のブランド』と呼びたいと思います。

またこの釧路からひとつでも多くこのような会社が誕

生することをこれからもとても願っています。

もちろんデザインもとても楽しい部分で大事です。

日々、僕はいろいろなお店・会社をプロデュースして

いますけれど、これは僕が最近オープンさせた群馬の

コインランドリーです。このようにいろいろな色・デ

ザイン・そして店舗の中、このようなものも全部僕が

作っていくわけですけれど、もちろんこれは楽しい部

分です。ただブランド戦略とは、決してこのようなこ

とだけではないことを覚えておいてください。いずれ

にせよ今日ここまでの話を聞いて「ブランディング、

いいな。ウチの会社もやっていこう」と思ったら、ど

うか明日は社員を集めて朝礼で「よし、ウチもブラン

ディングだ」と言わないでください。そうしたらスタッ

フの皆さんは、だいたいこのような顔をして「また社

長、変なセミナーを聞いてきたな」と思うと思います。

ブランド・ブランド戦略・ブランディング、 先ほど言っ

たように人は頭の中で定義が定まりません。ブランド・

ブランド戦略・ブランディング、このような言葉を一

切使わずに皆さんの会社をブランド化していく。これ

が優れた経営手腕だと思います。

言い方を変えるなら、「お客様以上のファンづくりプ

ロジェクト」「脱安売り大作戦」「採用における会社の

魅力度アッププロジェクト」、もしくは「徹底した知

名度アップ大作戦」、言い方はいろいろあると思いま

す。これは全部、ブランド戦略ができることです。ど

うかブランドという言葉を一切使わずにブランディン

グに着手していただけたらと思います。

今日、タイトルは、『採用・知名度・脱安売りに効く』

と言っていますので、それぞれの話をひとつずつして

終っていきましょう。

まず、ブランディングの好事例で、「採用」について

です。今日は時間に限りがあるので、ひとつだけポイ

ントをお話したいと思います。皆さん、地域・業界の

ブランドと言われるような会社を目指すとしたら、目

立つことを恐れないでください。具体的に言うならば、

ユニフォームです。皆さんの会社にもしユニフォーム

があるとしたら、ユニフォームを躊躇することなく格

好いい物・目立つ物にしていってください。

これは僕が兵庫県でお世話させていただいているブリ

ティッシュパブです。見てのとおりただの「the飲食店」

の感じです。この方は社長ですけれども、社長も普通

の格好でいつもお店に立っています。僕はこれではい

けないと思います。特に飲食店は採用を非常に困って

いて、なかなか人が集まらない。なので、僕はユニ

フォームを替えました。どう替えたのか。このように

替えました。これは社長です。スタッフもこうです。

こうすることによって「このユニフォームを着て働い

てみたい」とワンサカ履歴書が集まるようになってき

ますし、社長以下スタッフもスター化しますので、お

客様から「一緒に写真を撮ってください」ということ

で、やっぱり自分の仕事により誇りを持てるように

なっていきます。

飲食店だけではありません。これは僕がお世話をさせ

ていただいている土木の会社です。見てのとおり若い

女性はリアル社員です。みんな面白いように集まって

きます。実は最近ここ上場しました。なぜ上場できる

のか。人が安定的に集まって来るからです。その理由

は一体なぜなのかと言ったら、やっていることはいろ

いろありますけれど、でもユニフォームはひとつ大き

な理由です。ちなみにbeforeはこれ、「the土木の会社」

のような感じです。たかがユニフォームされどユニ

フォームです。このように格好良くしていたら雑誌の

表紙にこのように飾れるようになると思います。

僕は、全国いろいろな仕事をやっています。水産加工

に近いお話もぜひ釧路には伝えたいと思います。これ

はタコの加工の会社、茨城県で僕がお世話をさせてい

ただいている所です。見てのとおりタコの加工で「Ｂ 

to B」だからユニフォームは必要ないのです。でも、

ここもこのように全身タコの色、靴まで CONVERSE

のタコの色、サッカーのように AWAYのユニフォー

ム、サッカーのようにサードユニフォーム。ちなみに

サードユニフォームをこの色にしている理由はなぜか

分かりますか。そう、タコの会社だから「ターコイズ」

にしています。このような遊び心がとても大事。この

ようにすると面白いように若いスタッフが集まってく

るので、ぜひ採用におけるブランディング。皆さん、

着手すべきは、ユニフォーム。これは簡単にできるこ

とです。

そして経営者自体の見た目もとても大事です。パーソ

ナルブランディング・個人のブランディング、これも

僕は着手をよくします。僕は、社長を連れてダイエッ

トプログラム、一緒にトレーニング、そしてこのよう

なファッション改革もやっています。

これは僕がお世話をさせていただいている山形の印刷

会社の社長さんです。これも中小企業の社長にありが

ちなルックスだと思います。やっぱり印刷業、これか

ら人を集めることが

大変になるので変え

ました。６カ月かけ

てダイエットもし

て、一緒にショッピ

ングに行って、一緒

に髪を切って、いま

どうなっているか。いまこうなって、全然違います。

でもこうした瞬間に面白いように会社に人は集まって

いきます。

いろいろな社長さんに僕はやらせていただいていま

す。これは福島のガス会社、before はこのような感

じで普通です。このような時に一緒に買い物へ行った

りもします。ある程度若手の社長もそう、この方は僕

と同世代です。でも最近このように変えました。こう

するだけで大分会社の魅力、採用の戦略度合いが変

わってきますので、どうか「ユニフォーム＋社長の見

た目」をトコトン追求していただきたいと思います。

一旦まとめます。ユニフォームは、採用戦略。ブラン

ドイメージもしくは業界のイメージは、一夜にして皆

さんが格好いいユニフォームを揃えることによって変

わっていきます。今日はこれ以上のお話はできません

けれど、ぜひ僕がこれを書いた本で『できる社長は人

が採れない』がありますので、またどこかのタイミン

グでピックアップしていただけたらと思います。

「知名度」のお話もしましょう。ブランディングによ

る好事例。知名度に関して、ブランディングと言って

も付け足しの作業とは限りません。いまやっているこ

とを削ぎ落としていく場合も多々あったりします。

これ、八天堂のクリームパン。皆さんいまご存じかも

しれませんけれど、僕は過去 15年関わって来ていま

す。僕は広島のメーカーではなく、これをブレークさ

せた販売会社のコンサルタントを過去 15年務めて来

ています。広島で忘れもしません、200 種類のパン

を作っていたただのベーカリーでした。ある時「199

種類のパンをすべて止めて、一番美味しい一種類だけ

に絞ろう」と、この戦略をやりました。そこで残った

のがクリームパン。クリームパンに絞った瞬間、一体

何が起こったのか。前年費売り上げ 600％。その後

は全国に広がり世界に広がり、その世界進出も僕は一

緒にやりました。

僕は『虫眼鏡の法則』と言っています。何でもできる。

たくさんやっている。虫眼鏡でいうと、これは光をボ

ワっとさせているような感じです。「いや、そうでは

ない。やっていることを絞り込んでフォーカスするこ

とによって光が集まって火が起きる」。僕はこのよう

な場合も多々あると思っています。絞り込むほど火は

起きやすい。

ブランド戦略も実は同じで、「あそこの会社と言えば

あれだよね」「その会社と言えばあれだよね」、やっぱ

り人の頭の中で想起されないとその地域・業界のブラ

ンドとは言えないので、どうか発想を逆転して「何で

もやる」から「これしかできない」もどこかのタイミ

ングで、特に皆さんが新規事業を考える時には、考え

ていただきたいと思っています。僕は、日々そのよう

な戦略を全国でして差し上げています。

これは愛知県の元々運送会社です。「何でも運ぶよ」

とやっている所だったのですけれど、運送会社も競争

でとても大変ですので、ひとつのことに絞ろうと読ん

で字のごとし『ジャストヨット運送』、「ヨットしか運

ばないよ」という一事業を作りました。７～８年前に

作って毎年 140％の伸びを見せています。「ヨットな

んて運ぶ人いるの」、いるのです。そのような方たち

がいますし、大学のヨット部がありますから。彼らは

いままで、どこそこの誰にでも頼んでいましたけれど

も、「大切なヨットだからヨット専門の人に運んでも

らいたい」となり、これはひとつに絞り込んだことに

よって、その一部の人たちだけの間でとても有名に

なった例だと思います。

他にも僕は「離婚専門の法律事務所」などもプロデュー

スしたことがあります。これは日本初。いまはまねっ

こもたくさんありますが、このようなことも「弁護士

事務所として何でもやります」よりも、このように絞

り込んだことによって有名になった例です。

他にも、和服のメーカーで、これは和尚さんのカジュ

アル服で、左側が従来型です。「オショカジ」という

名前で和尚さんのカジュアル服を作りました。これを

最初に出す時に「和尚さんに向けてカジュアル服なん

かを出して売れるの」と言われました。いまメチャク

チャ売れていますし、メチャクチャ檀家さんへのプレ

ゼントなどにも使われています。

何よりも面白がってメディアがこのように取り上げて

くれます。そう、絞り込まれた物・サービス・会社の

方が、メディアが面白がって報じてくれます。いまやっ

ていることを止めましょうという話ではありません。

どうか新規事業をつくる時には「絞り込まれたこれし

かできません」という事業ブランドをぜひ考えて見て

ください。

ポイントはこれです、まずは小さな世界で一番に。

これは僕が過去に書いた本、『安売りしない会社はど

こで努力をしているか？』は、とてもたくさんの経営

者に読まれている本なので、手に取った方もこの中に

いらっしゃるのではないかと思います。「何でもでき

ますよ」では、なかなかメディアに載りませんし、人

から人に噂は伝わりません。どうか絞り込んで話題を

つくる、これを考えていただきたいと思います。

「何でもできる」は一見便利そうだけれど実は何もで

きない、ととられる可能性もあるということです。

最後、「脱安売り」に関してもポイントだけお話をし

て今日は終わりましょう。

よくあるケースで、このような講演の後に名刺交換を

して「ウチも脱安売りをしたいのです。価格競争から

抜け出したい」と言われる方と名刺交換をさせていた

だきます。

その受け取った名刺が何となくチープ。名刺に書いて

あるロゴの色使いが何となく安っぽい感じ。それでは

買い叩かれるはずです。このような色使いなら何とな

く「安っぽい会社」だろう。色と心理学、このロゴや

デザインの見た目の心理学はあるものです。

一方、このようにシンプルな色使いで、もっと余裕が

あって、余白があるデザイン、印刷物・カタログだっ

たりすると、「ここはちょっと値段が高いし値段交渉

はできなそうだ。でも、良い物だから買おう」となり

ます。どうか皆さん特に中小企業など自分たちの会社

が使っている印刷物を色使いからもう一度考えていた

だきたいと思います。

これは、先日、山梨の方からいただいた「さくらんぼ」

です。「高級さくらんぼ」と書いてあります。でも、

これをもっと高級に見せる方法はいくらでもあると思

います。色を落とす。文字をもっと高級っぽくする。

テカテカの箱にしない。艶がないようなものにする。

などいろいろやり方はあります。自ら「高級」と言わ

ないことも、もしかしたら大事なことかもしれません。

このように、より高く買っていただけるようにする術・

策はいろいろあると思います。

コツは、いくつかありますが、ひとつだけ覚えていた

だきたいことは「カラフルにしない」、そして印刷物

でも何でも「余白美」。そう、余白の美しさ・余裕が

あること。ギュウギュウ詰めにしない、これはとても

大事です。そして色、ダーク系の色の方が人は高級感

を感じます。もっと言うならば、『名前のない色』です。

何とも形容しがたい名前がない色には、人はより高級

感を感じると言われています。

「ティファニー」などがそうです。これは「ティファニー

ブルー」と言われるけれど、ブルーかと言ったらブルー

ではないですよね。グリーンとも言えるしブルーとも

言える、ティファニーブルーですよ。このように名前

がない色、川崎グリーンもそうですけれど、このよう

な色で人は高級感を感じるというのです。どうか皆さ

んの新規事業ないしいまの会社の色を変えていく上で

は、このようなことも考えてください。

もしも迷ったら、皆さん迷わずブラック企業になるこ

とです。つまり黒を基調とした会社になっていく。こ

れがとても良いかもしれません。

ひとつご紹介をしたいことが、僕は２週間前にここに

行っていたのですけれど、新潟の『SUWADA』とい

う爪切りの会社です。爪切りは 100 円ショップでも

売っていますが、ここでは１個 5,000 円や 8,000 円

する爪切りを作って世界に輸出しています。工場をあ

る日突然このように真っ黒にしました。黒を基調にし

ています。これは普通、日本の中小企業だったら非常

に嫌がることです。「黒なんて、縁起悪い」という話

になりますけれど、見てのとおり「Open Factory」と

書いてあります。そう、誰でもいつでも見て良い。本

当に何となく動物園・博物館化しているような工場に

なっています。

『爪切りの時間は「面倒」から「感動」へ』というキー

ワードでやっていますけれど、新潟へ行く機会があっ

たら立ち寄って見てください。とにかく真っ黒。工場

もこのようにラインを見せてくれますけれど、真っ黒。

スタッフ、真っ黒。使っている機械は全部塗っている

そうで、真っ黒。置いてある備品、全部真っ黒。そし

て社員食堂とお客様が使えるカフェは同じスペースで

すけれど、そこもこのように自分たちが失敗をした爪

切りをこのようにライトにしています。そして工場で

見た黒くて格好がいい箱などはお土産屋さんで売って

いて、みんなバカスカ買って行きます。黒、決して安

売りをしない。そして自分たちは違うことをやる。

そもそも違うことをやることがブランド戦略ですの

で、ここのやり方、ブラック企業になった。色ですよ、

とても正解だと思います。

『ひがし北海道』のブランディングプロジェクト、こ

れも黒を基調としています。ひがし北海道というこの

広大な地。いろいろな会社さんがいらっしゃるので、

やっぱりみんなにユニバーサルに使ってもらう黒と

白、これが良いだろうと思って、木下さんをはじめ今

日このテーブルに集まっているブランディングチーム

と日々活動をさせていただいています。　

当然、意思統一、このようにしたいというのは、なか

なか広い地域をやっているので伝わり切れません。た

だ僕がこのように釧路に足を運ぶことによって、北見

に足を運ぶことによって 10年後・15年後、「ひがし

北海道」という名前は根付いたね。素晴らしくなった

ね。安売りせずに済むようになったね。採用で困らな

くなったね。そのような地域になって行けたらいいね

といろいろな願いを込めてこの活動を行っています。

今日、このお話はしませんけれど、いまの黒の話から

この「ひがし北海道」のブランド戦略もなぜ黒白で行っ

ているのか、ここから話がつながったら良いと思って

います。

皆さんにお願いです。ホームページがもうすぐできま

す。そのホームページから「お手洗いのサイン」

「Wi-Fi のサイン」「駐車場で使えるサイン」などが無

料でダウンロードできるようになっています。この「ひ

がし北海道」のブランド戦略プロジェクトが１人でも

多くの人に伝わるように、プリントアウトして皆さん

のいろいろなところで使っていただけたら、より広が

りが早いと思っています。

『中小企業のブランド戦略』ということで、足早に 30

分でお話をさせていただきました。僕はこの世界の第

一人者、専門家として日々、このことだけ 24時間考

えて生きています。これは、誰のために行うものなの

か。僕は端的に言うなら、もしくは深い所で言うなら

ば、皆さんの会社でいま働いているスタッフのために、

皆さんの会社はブランド戦略に着手しなければいけな

いと思っています。

これは、福井の鉄工所で僕が手がけている所です。こ

れは『291 アイアンワークス』という名前で、291

で「ふ・く・い」と読ませています。

忘れもしません。初日、僕がこの会社へ行った時にス

タッフ 1人 1人の毛穴から本当に不安しか感じませ

んでした。「俺、将来引退できるのかな」「俺、将来結

婚できるのかな」。鉄工所ですから、みんな火花を散

らしながらそのような空気を感じました。

そこからブランド戦略を着手して、いまではたくさん

のメディアに取り上げられるようになって、一体どう

なったのか。

見てのとおり、ここの職人たち・スタッフたちがこの

ようにカメラの前で、本当に素晴らしい嘘のない笑顔

を作れるようになりました。このような写真を撮った

時に「僕の仕事は終わった」と思って、その会社去る

ようにしています。これもただの鉄工所ではなく「そ

の地域・業界でブランド」と言われる鉄工所になった

からこそ、彼らは自分の将来に自信を持ち、自分の会

社に誇りを持ち、そして数年かけて「自分の業界を次

世代に伝えていきたい」と心の底から思えるように

なったからこの姿になったのです。

この方はここの社長です。社長の改善ももちろんやっ

ています。ここの社長には、アイアンワークスとアイ

アンマンをかけてトライアスロンに挑戦をしてもらう

ことにしました。僕もトライアスロンをやっているの

で、一緒にトレーニングをし、最初の大会に一緒に出

てあげて、それからアイアンマンは世界最高峰の大会

をこのように転戦するようになりました。15時間か

けて 3.8 ㎞のスイム（水泳）、190 ㎞のバイク（自転車）、

そして 42.195 ㎞のランを走るわけですけれど、最近、

社長はあるインタビューで「村尾隆介（僕）のコンサ

ルをずっと受けてきて、一番良かったことはトライア

スロンを始めたことだった」と言っています。何とも

微妙なコメントですけれど、このように言ってくれま

した。ここはいま「日本一明るい鉄工所」ということ

で見学者がたくさん来ます。

皆さんの会社で、働くスタッフがいまよりももっと輝

けば、皆さんの業界はもっと盛り上がるはずです。ブ

ランド戦略とは、回り回って結局このようなことだと

思っています。自分の会社・自分の業界・自分が生ま

れ育ったこの釧路・ひがし北海道という地域を次世代

にとって「憧れのもの」に見せていくために行うこと。

そのための手段がユニファームだったり、色使いだっ

たり、社長の見た目であると思っています。

皆さんの奉仕活動、もちろん会社が発展すればするほ

ど地域にいろいろな形で奉仕ができます。また、奉仕

だけではなく事業自体が社会貢献的であることが間違

いなく良いわけですから、どうか皆さんの会社のブラ

ンド戦略という血肉を少しでも加味していただき、よ

り輝く釧路にしていただけたらとても幸いです。

今日は、質疑応答などはありませんけれど、

Facebook で「村尾隆介」と入れたらメッセンジャー

などで連絡が取れると思います。どうかこれからも仲

良くしてください。みなさんありがとうございました。

そして、今日はお招き本当にありがとうございました。

ちょうど予定の 13時 29分になったので、これで終

わっていきたいと思います。ありがとうございました。

会長謝辞　杉村会長

　村尾様におかれましては、貴重なお話、面白かった

ですね。あっという間の時間でしたが、本当にありが

とうございました。

　「目から鱗」と思った方々も多いのではないかと思

いますし、刺激を受けたと思います。やっぱりパーソ

ナルブランディング、制服を含めて、ブランドは経営

戦略だというお話をされていました。まさにそのとお

りだと思って聞いておりまして、非常に刺激を受けて、

勉強をしなければいけないと思っております。

　　尾先生とスタッフの皆様の益々のご活躍を祈念い

たしまして、今日のお話のお礼とさせていただきます。

どうもありがとうございました。

会長の時間
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　杉村　荘平会長

　皆さん、こんにち

は。お食事をお続け

ください。

本日も多数のご出席

をいただきまして、

本当にありがとうご

ざいます。また先週行われました『クラブ協議会』『ガ

バナー公式訪問』は、皆さまの多数のご出席をいただ

き、ご協力をいただきましてスムーズな会合ができま

した。お礼申し上げます。ありがとうございました。

　今日は少し趣向を違った形でやらせていただければ

と思っております。来ていただきましたお客様の前で、

早めにと思っておりますが、本日は私のクラブ歴史編

の第２弾ということで、本日は村上祐二さん取り上げ

たお話をさせていただきたいと思っております。

　ご紹介をさせていただきますが、その前にいま「ふ

ふふ」とありましたけれども、当クラブの村上祐二君

とは一切血縁関係がないことを本人にも確認をしてお

りますことをご紹介した上でお話をさせていただきま

す。

村上祐二さんは、明治 25年京都府亀岡市で生まれで、

その後、根室に移られて根室実業高校の第１期生で卒

業された後に、おじさんであります村上佐市さんに乞

われて村上物産さんに入社されております。

亡くなった北村藤兵衛さんが「釧路クラブの生みの親

は村上さんだった」と言われておりますけれども、創

立から 48年間ロータリーに邁進して、その間 32年

間連続の100％の例会出席、そしてすごいことですが、

全国の「地区大会」に 102 回出席という前人未踏の

記録を打ち立てております。その間ロータリーのいろ

いろな活動をされますが、1984 年（昭和 59年）、

92歳で亡くなられております。

亡くなる前日まで例会には元気に出席をされていたと

いうことです。亡くなる当日、地区大会の申込書を事

務局に届けられる階段で倒れられたと聞いておりま

す。

私もいろいろ調べた中で、亡くなられる前年の網走の

地区大会で村上さんが 100 回の特別表彰を受けられ

ています。その時の謝辞を見つけましたので、それを

ご紹介させていただきながらお話をさせていただけれ

ばと思っております。ぜひ、聞いてください。

　「私は、日清戦争の２年前、明治 25年９月 16日に

生まれ、半月前に満 91歳の誕生日を迎えました。ク

ラブにおきましては、32年間 100％出席を継続し、

もっか 33年目の 100％出席の記録を作りたいと努力

中でございます。

　第１回目の出席は、釧路クラブが創立した直後の昭

和 12年春、当時のガバナーは北大総長の佐藤昌介男

爵でＲＩ会長代理は米山梅吉氏でありました。当時、

この大会に出席をして現在釧路で生存をしているの

は、両角パストガバナーと私の２人きりでございます。

爾来（じらい）100 回、各地の大会に出席をしてお

りますが、ここを終えますと山口県の萩、明治維新英

傑を生み出しました萩に参りたいと思います。そうし

ますと 101 回の出席になります。どうぞお見知りお

きください」というご挨拶で、その時の会場の驚きと

敬服が交じった響めきは忘れることができない感動で

した。という記述が残っております。そんな村上さん

が、クラブ会長を務めるのが 1957 年（昭和 32年）

であり、少し遅い気がいたしますが、その貴重なエピ

ソードも両角克治さんの追悼スピーチで垣間見られた

ので、こちらもご紹介させていただきます。

「戦後の昭和 25年、最初に会長になられたのが長内

氏で、村上さんが会長になられたのは少し遅れて昭和

32年です。もっと早く会長のなるべきだったのです。

村上さんは、戦中のロータリーの暗黒時代に入ってか

らすっかりロータリークラブが嫌になり、われわれが

木曜クラブ・職域懇談会と名を変えて会合を続けてい

たほぼ５年間、村上さんは参加されていなかったので

す。そのような訳で戦前のロータリアンの村上さんよ

り戦中時代に入会をした人たちが、当時地下活動を

行った同士ということで、村上さんより先に会長に

なったということのようです」。

そのようなエピソードがあるようですね。また、

「その後、両角さんがガバナーになり事務所スタッフ

などが足りず大変困った時に、ただ 1人、村上さん

だけが地区資金委員を引き受け、自ら東京へ赴き、各

地区の状況を綿密に視察・打ち合わせをしてもらい、

大変助かった。北海道地区資金をまともに軌道に乗せ

た第一歩は、村上さんのおかげです」

と語っております。本当に人格者であり人望も厚い方

だったようです。ロータリーについて「理屈を抜きに

して、肌で感ずるロータリーを」と言われ、「私の生

き甲斐はロータリーであり、私の恩人はロータリーで

ある」が口癖だったようです。というところが村上さ

んの歴史、それを少しお話させていただきました。

ちなみに、この 32年間で 100％出席という記録は私

が調べている限りでは、その後、北村藤兵衛さんが

40年連続 100％出席、その後はつい先日まで釧路ク

ラブにいらっしゃいました川口さんの 44年連続

100％出席が多分最長だと思っております。このお二

人についても、第３弾・第４弾でお話をする機会を続

けたいと思っております。

第２代村上祐二君におかれましてもこの記録を更新す

るように、ぜひ期待したいところだと思っております。

もうひとつ、今日は大事なお話をしなければなりませ

ん。早いもので来年の理事を決める時期となりました。

当クラブ細則第５条第１則に本クラブの年次総会を

12月第１例会に開催し、そこで次年度選挙を行うと

なっておりまして、今年度の総会は 12月２日を予定

しております。

また、細則第３条第１節には、選挙の１カ月ぐらい前

の例会において次年度理事を求めなければいけないと

なっておりますので、まずは皆さまの中から立候補を

募りたいと思います。立候補をお考えの方は、11月

11日の次週例会までお申し出いただければと思いま

す。届け出がない場合には指名委員会を開催させてい

ただきまして、指名をさせていただきたいと思ってお

りますので、どうぞよろしくお願いいたします。

それでは、長々となりましたが、本日はブランディン

グということで村尾さんのご講演となっております。

どうぞよろしくお願いいたします。

ありがとうございます。

幹事報告　市橋　多佳丞幹事

　皆さま、こんにちは。幹事報告をさせていただきま

す。お手元の例会案内をご一読お願いいたします。

本日本例会後、第５回理事会を開催させていただきま

す。本日の理事会の会場はホテル館３階「はなの間」

になっておりますので理事者の皆さまは、例会終了後

そちらへご移動をお願いいたします。

　また、11月のロータリーレートは、114 円となっ

ております。また受付に赤い羽根共同募金の募金箱を

設置させていただきました。今月いっぱい設置させて

いただく予定ですので、皆さま募金のご協力をよろし

くお願い申し上げます。

　以上で、幹事報告とさせていただきます。

プログラム委員会　木下　正明君　

　皆さん、こんにち

は。プログラム委員

会の木下です。皆さ

ん、今日の講演は楽

しみにされているの

ではないかと思いま

す。なるべく講演の

時間を多く取りたいとものですから、ご講演をいただ

きます村尾隆介さんのプロフィールにつきましして

は、お手元の紙をご覧いただければと思います。

スターブランド株式会社／ビジネス書作家

    　　　　　　　　　　　　　村尾　隆介様

　皆さん、こんにちは。30分お時間をいただきまし

たので、今日は『ブランド戦略・ブランディング』に

ついて、普段、皆さんがなかなか触れ合わない話だと

思いますが、ぜひ釧

路のためにお話をし

ていきたいと思って

います。

　僕は、「中小企業

のブランド戦略を

ブームとして起こし

た」「それまで大企業のものだったブランド戦略を中

小企業のものにした」と、過去 15年メディアからた

くさん報じていただいています。北海道から沖縄まで

だいたい 300 社にこの『ブランド戦略・ブランディ

ング』という分野でアドバイスをさせていただいてい

ます。講演セミナーは、年間約 100 本行っています

ので、3日に１回はどこかでこの「ブランド戦略の重

要性」をお話しさせていただいていますけれど、その

９割方は地方で行っています。どうか、今日のこの話

は「東京の話でしょ」と思わずに聞いていただきたい

と思います。

僕は地銀の顧問などもやっていますし、このブランド

戦略と地方創生は非常に相性が良いので「岩手県の観

光文化大使」、そしていま木下さんと一緒にこの「ひ

がし北海道全域のブランディング」、北海道右半分の

ブランディングに着手させていただいています。

僕自身は、元々、ＨＯＮＤＡの社員です。ＨＯＮＤＡブ

ランドをイスラム教圏で確立していくことが、社会人

１年目からずっと携わってきた仕事なので、僕は社会

人生活ずっとこのブランド戦略という世界にいます。

たくさんの本を国内外で書いています。国内外で合わ

せて 25冊、最近だったらＳＤＧｓの本、そしてオリ

ンピック・パラリンピックに合わせて日本が誇るブラ

ンドのミズノというスポーツ用品メーカーの本を書か

せていただいています。

今日は、『採用と知名度と脱安売り』ということで、

企業が常に悩んでいるお話をさせていただきたいと思

います。資料は木下さんに後でお渡ししますので、も

しメモなどが取られなかった時は後でもらってくださ

い。また写真を撮ってもらって構いませんし、録音も

ぜひ行ってください。これはぜひ皆さんのスタッフと

も共有をしていただきたいです。

もし僕が、ここに中学２年生を連れて来たとします。

そしてこの中学２年生が社会人の皆さんに「社会人の

皆さん、ブランドとは一体何ですか」と聞きます。ブ

ランド戦略、ブランディング、言葉は多少違っても良

いと思いますが、これに明確に皆さん答えることがで

きるでしょうか。

ブランドという言葉、日々私たちは会議ないし公私と

もによく使っている言葉です。ブランドはビジネスに

とって重要なキーワードですけれど、説明できる社会

人はいないと思います。辞書を開けば、「焼印」と出

ています。元々は家畜に「この牛はウチのだ」「この

豚はウチのだ」とやって始まったのがブランドの元々

の語源であります。もしくは「商標」「商標登録」と

出ていますけれど、「ブランド＝商標登録」と言われ

ても何の解決にもなりません。

値段が高いこと、有名なこと、いろいろなことを想像

される方がいらっしゃると思います。朝、皆さん歯を

磨いている途中でチューブに目を落とすと、そこには

「ＧＵＭ」と書いてあります。言わずと知れたこれは

ブランドです。商品のことがブランドと思われる方が

たくさんいると思います。ただ、このチューブをパッ

と反対にしたら、そこには「サンスター株式会社」と

書いてありました。そこで皆さんは思うのです。「あれ、

待てよＧＵＭという商品もブランドだけれど、サンス

ターという会社もブランドだよな」と。

そのようなことを思

いながら、朝シャ

ワーを浴びて出勤の

ために白いシャツを

着ました。何の変哲

のない白いシャツ、

2,980 円でした。縫

製もしっかりしているメイドインジャパン。この

2,980 円の白いシャツ、ここにたったひとつの刺繍が

入るだけでこれが 29,800 円になります。29,800 円、

もしかしたら同じ工場で作られているかもしれない。

両方は縫製だってしっかりしている。でもこの刺繍ひ

とつに 10倍の値段を払う人がいるのです。これがブ

ランドの世界です。知名度のため、もしくはステータ

スのためいろいろな理由がそこにはあるのですけれ

ど、刺繍ひとつで物事が変わってきます。

そのようなことを思いながら朝、出勤をしました。「東

京メトロ」に乗りました。東京メトロは民営化されて

から印刷物やロゴなど非常にお洒落になりました。そ

こで人は「なるほどデザインを良くすることがブラン

ド戦略だろう」と思います。だったら話は簡単です。

皆さんはデザイナーを捕まえて来て、きれいに皆さん

の会社の印刷物を整えたら、それでブランドになれる

はずです。

でも、話はそんなに簡単ではないのです。だったら世

の中ブランドと言われる会社だらけのはずです。

そのようなことを思いながら朝、出勤のために最寄り

の駅「表参道」で降りました。表参道という駅は、東

京の中でもブランド力が高い土地です。実は土地にも

ブランドがあります。乳製品も「北海道」と付いただ

けで人は「より美味しいだろう。より高く値段を払っ

ても惜しくない」と思うわけです。そのようなことを

思いながら働く前にコーヒー１杯買って行こうと思っ

て「スターバックス」に来ました。スターバックスは

少々値段が高いお店です。コーヒー１杯が安いもので

も 310 円します。「なるほど値段が高いことがブラン

ド」と考える方もたくさんいます。でもその思いは店

を出て斜向かいにある「ドトール」を見た瞬間にもろ

くも崩れます。そうです、ドトールだってブランドで

す。安い方のブランドです。「エルメス」もブランド

だけれど「ユニクロ」だってブランドです。ブランド

＝値段が高いこととは限りません。各価格帯に実はブ

ランドが存在しています。

そのようなことを思いながら、お昼ご飯、ラーメン屋

さんに来ました。このラーメン屋さんは全国区には知

られてはいないけれど、でもその地域では局地的には

有名。そう全国区・世界的に有名ではなくてもその地

域・業界の一部の人だけに人気のブランドということ

もこれもまた存在するのです。そのようなことを考え

ながら、夜、ご飯を食べました。夜ご飯の食卓には、

「きゅうりのキューちゃん」、「松阪牛」、すべてブラン

ド名が付いていました。奥様と娘さんがブランド品の

話・いわゆる高級バックの話をしていました。お孫さ

んが遊びに来ていました。お孫さんはまだ自分の名前

を自分で言えないの

に「マクドナルド」

のコマーシャルの黄

色いアーチを見て

キャッキャッ騒いで

いました。最近のブ

ランド戦略の研究で

は、子どもは自分の

名前を覚える前にブランドの「ロゴマーク」を覚える

と言われています。

そうブランド、われわれは、この文明社会で生きてい

る以上１日たりともふれ合わない日なんてありませ

ん。皆さんが先ほど触っていた「iPhone」、今朝食べ

た「ブルガリアヨーグルト」、先ほど乗ってきた「ト

ヨタ」、これは全部ブランドです。ただ先ほど中学２

年生の例があるように、われわれはブランドという言

葉をすぐに中学２年生伝えられるぐらいこの言葉を理

解しているかと言ったら全くそのようなことではない

と思います。

「じゃ、ブランドとは一体何なのか」。その定義のため

にここに僕が今日立っているわけではありません。ぜ

ひイメージしてください。その会社がどんなに小さく

ても、どのような業種・業態であってもブランド戦略・

ブランディングを意識してきた会社と、そうではない

会社ではこれぐらいの違いがあるということをぜひイ

メージしていただきたいと思います。

まず「ブランド戦略をいままで考えて来なかった」「ブ

ランド戦略なんて全く重視して来なかった」「ウチの

会社とは全く関係がないことだ」と思っていた会社の

姿です。見てのとおり、あたふたしています。今日み

たいな寒い日でも、お客様は神様です。営業に行かな

ければいけない。良いスタッフいないかな。いつも良

いスタッフを外に探す。せっかく入ったところですぐ

に辞められる。金融機関にも「お金を貸してください」

「何か良い情報はないですか」「ウチとコラボレーショ

ンしましょう」、そのようなことを頼む時も全部こち

らから行かないとダメです。これがブランドを意識し

て来なかった、地域・業界のブランドになろうという

経営をして来なかった会社の姿です。

一方、どんなに会社が小さいころからも「ウチは地域・

業界のブランドを目指すぞ」とやってきた会社の状態

はどうなのか。これとは全く逆です。その会社・お店

が、多少場所が悪い所にあってもお客様の方から、わ

ざわざ世界中から探してそこに来てくださる。少々値

段が高くても喜んでそれを理解して払ってくれる。ス

タッフもそうです。福利厚生がどうとか、有休がどう

とか、そのような話ではありません。「御社で働くこ

とが夢でした」と求人も出していないのに未来の優秀

なスタッフが集まってくる。これが地域・業界のブラ

ンドと言われるような会社の状態です。

では、向かって右と左、どちらがより良い経営の状態

にあるかと言ったら当然右。そう、ブランド力という

ものは皆さんの会社により強い引力を兼ね備える、そ

のような戦略だと思って理解をしていただけたら経営

に役立つと思っています。つまりブランド戦略とは、

効率の良い上手な経営をして行こうということと、こ

れはニアリーイコール（≒）なのです。一般的には「デ

ザインを良くして行こう」と思われますが、違います。

特に中小企業にとってはデザインのような「部分戦略」

ではなく、「全体経営戦略」なのです。

僕が率いる「スターブランド」という会社は、ブラン

ドの定義を「ビジネスに関わるすべての人をファンに

する。研ぎ澄まされた経営をしている会社」としてい

ます。デザインのことなど一切触れていません。関わ

る人すべてをファンにしていく。もしくは、いま働い

ているスタッフも社長のファン。このような状態の会

社にしていく経営がある。このような会社のことを僕

は『地域・業界のブランド』と呼びたいと思います。

またこの釧路からひとつでも多くこのような会社が誕

生することをこれからもとても願っています。

もちろんデザインもとても楽しい部分で大事です。

日々、僕はいろいろなお店・会社をプロデュースして

いますけれど、これは僕が最近オープンさせた群馬の

コインランドリーです。このようにいろいろな色・デ

ザイン・そして店舗の中、このようなものも全部僕が

作っていくわけですけれど、もちろんこれは楽しい部

分です。ただブランド戦略とは、決してこのようなこ

とだけではないことを覚えておいてください。いずれ

にせよ今日ここまでの話を聞いて「ブランディング、

いいな。ウチの会社もやっていこう」と思ったら、ど

うか明日は社員を集めて朝礼で「よし、ウチもブラン

ディングだ」と言わないでください。そうしたらスタッ

フの皆さんは、だいたいこのような顔をして「また社

長、変なセミナーを聞いてきたな」と思うと思います。

ブランド・ブランド戦略・ブランディング、 先ほど言っ

たように人は頭の中で定義が定まりません。ブランド・

ブランド戦略・ブランディング、このような言葉を一

切使わずに皆さんの会社をブランド化していく。これ

が優れた経営手腕だと思います。

言い方を変えるなら、「お客様以上のファンづくりプ

ロジェクト」「脱安売り大作戦」「採用における会社の

魅力度アッププロジェクト」、もしくは「徹底した知

名度アップ大作戦」、言い方はいろいろあると思いま

す。これは全部、ブランド戦略ができることです。ど

うかブランドという言葉を一切使わずにブランディン

グに着手していただけたらと思います。

今日、タイトルは、『採用・知名度・脱安売りに効く』

と言っていますので、それぞれの話をひとつずつして

終っていきましょう。

まず、ブランディングの好事例で、「採用」について

です。今日は時間に限りがあるので、ひとつだけポイ

ントをお話したいと思います。皆さん、地域・業界の

ブランドと言われるような会社を目指すとしたら、目

立つことを恐れないでください。具体的に言うならば、

ユニフォームです。皆さんの会社にもしユニフォーム

があるとしたら、ユニフォームを躊躇することなく格

好いい物・目立つ物にしていってください。

これは僕が兵庫県でお世話させていただいているブリ

ティッシュパブです。見てのとおりただの「the飲食店」

の感じです。この方は社長ですけれども、社長も普通

の格好でいつもお店に立っています。僕はこれではい

けないと思います。特に飲食店は採用を非常に困って

いて、なかなか人が集まらない。なので、僕はユニ

フォームを替えました。どう替えたのか。このように

替えました。これは社長です。スタッフもこうです。

こうすることによって「このユニフォームを着て働い

てみたい」とワンサカ履歴書が集まるようになってき

ますし、社長以下スタッフもスター化しますので、お

客様から「一緒に写真を撮ってください」ということ

で、やっぱり自分の仕事により誇りを持てるように

なっていきます。

飲食店だけではありません。これは僕がお世話をさせ

ていただいている土木の会社です。見てのとおり若い

女性はリアル社員です。みんな面白いように集まって

きます。実は最近ここ上場しました。なぜ上場できる

のか。人が安定的に集まって来るからです。その理由

は一体なぜなのかと言ったら、やっていることはいろ

いろありますけれど、でもユニフォームはひとつ大き

な理由です。ちなみにbeforeはこれ、「the土木の会社」

のような感じです。たかがユニフォームされどユニ

フォームです。このように格好良くしていたら雑誌の

表紙にこのように飾れるようになると思います。

僕は、全国いろいろな仕事をやっています。水産加工

に近いお話もぜひ釧路には伝えたいと思います。これ

はタコの加工の会社、茨城県で僕がお世話をさせてい

ただいている所です。見てのとおりタコの加工で「Ｂ 

to B」だからユニフォームは必要ないのです。でも、

ここもこのように全身タコの色、靴まで CONVERSE

のタコの色、サッカーのように AWAYのユニフォー

ム、サッカーのようにサードユニフォーム。ちなみに

サードユニフォームをこの色にしている理由はなぜか

分かりますか。そう、タコの会社だから「ターコイズ」

にしています。このような遊び心がとても大事。この

ようにすると面白いように若いスタッフが集まってく

るので、ぜひ採用におけるブランディング。皆さん、

着手すべきは、ユニフォーム。これは簡単にできるこ

とです。

そして経営者自体の見た目もとても大事です。パーソ

ナルブランディング・個人のブランディング、これも

僕は着手をよくします。僕は、社長を連れてダイエッ

トプログラム、一緒にトレーニング、そしてこのよう

なファッション改革もやっています。

これは僕がお世話をさせていただいている山形の印刷

会社の社長さんです。これも中小企業の社長にありが

ちなルックスだと思います。やっぱり印刷業、これか

ら人を集めることが

大変になるので変え

ました。６カ月かけ

てダイエットもし

て、一緒にショッピ

ングに行って、一緒

に髪を切って、いま

どうなっているか。いまこうなって、全然違います。

でもこうした瞬間に面白いように会社に人は集まって

いきます。

いろいろな社長さんに僕はやらせていただいていま

す。これは福島のガス会社、before はこのような感

じで普通です。このような時に一緒に買い物へ行った

りもします。ある程度若手の社長もそう、この方は僕

と同世代です。でも最近このように変えました。こう

するだけで大分会社の魅力、採用の戦略度合いが変

わってきますので、どうか「ユニフォーム＋社長の見

た目」をトコトン追求していただきたいと思います。

一旦まとめます。ユニフォームは、採用戦略。ブラン

ドイメージもしくは業界のイメージは、一夜にして皆

さんが格好いいユニフォームを揃えることによって変

わっていきます。今日はこれ以上のお話はできません

けれど、ぜひ僕がこれを書いた本で『できる社長は人

が採れない』がありますので、またどこかのタイミン

グでピックアップしていただけたらと思います。

「知名度」のお話もしましょう。ブランディングによ

る好事例。知名度に関して、ブランディングと言って

も付け足しの作業とは限りません。いまやっているこ

とを削ぎ落としていく場合も多々あったりします。

これ、八天堂のクリームパン。皆さんいまご存じかも

しれませんけれど、僕は過去 15年関わって来ていま

す。僕は広島のメーカーではなく、これをブレークさ

せた販売会社のコンサルタントを過去 15年務めて来

ています。広島で忘れもしません、200 種類のパン

を作っていたただのベーカリーでした。ある時「199

種類のパンをすべて止めて、一番美味しい一種類だけ

に絞ろう」と、この戦略をやりました。そこで残った

のがクリームパン。クリームパンに絞った瞬間、一体

何が起こったのか。前年費売り上げ 600％。その後

は全国に広がり世界に広がり、その世界進出も僕は一

緒にやりました。

僕は『虫眼鏡の法則』と言っています。何でもできる。

たくさんやっている。虫眼鏡でいうと、これは光をボ

ワっとさせているような感じです。「いや、そうでは

ない。やっていることを絞り込んでフォーカスするこ

とによって光が集まって火が起きる」。僕はこのよう

な場合も多々あると思っています。絞り込むほど火は

起きやすい。

ブランド戦略も実は同じで、「あそこの会社と言えば

あれだよね」「その会社と言えばあれだよね」、やっぱ

り人の頭の中で想起されないとその地域・業界のブラ

ンドとは言えないので、どうか発想を逆転して「何で

もやる」から「これしかできない」もどこかのタイミ

ングで、特に皆さんが新規事業を考える時には、考え

ていただきたいと思っています。僕は、日々そのよう

な戦略を全国でして差し上げています。

これは愛知県の元々運送会社です。「何でも運ぶよ」

とやっている所だったのですけれど、運送会社も競争

でとても大変ですので、ひとつのことに絞ろうと読ん

で字のごとし『ジャストヨット運送』、「ヨットしか運

ばないよ」という一事業を作りました。７～８年前に

作って毎年 140％の伸びを見せています。「ヨットな

んて運ぶ人いるの」、いるのです。そのような方たち

がいますし、大学のヨット部がありますから。彼らは

いままで、どこそこの誰にでも頼んでいましたけれど

も、「大切なヨットだからヨット専門の人に運んでも

らいたい」となり、これはひとつに絞り込んだことに

よって、その一部の人たちだけの間でとても有名に

なった例だと思います。

他にも僕は「離婚専門の法律事務所」などもプロデュー

スしたことがあります。これは日本初。いまはまねっ

こもたくさんありますが、このようなことも「弁護士

事務所として何でもやります」よりも、このように絞

り込んだことによって有名になった例です。

他にも、和服のメーカーで、これは和尚さんのカジュ

アル服で、左側が従来型です。「オショカジ」という

名前で和尚さんのカジュアル服を作りました。これを

最初に出す時に「和尚さんに向けてカジュアル服なん

かを出して売れるの」と言われました。いまメチャク

チャ売れていますし、メチャクチャ檀家さんへのプレ

ゼントなどにも使われています。

何よりも面白がってメディアがこのように取り上げて

くれます。そう、絞り込まれた物・サービス・会社の

方が、メディアが面白がって報じてくれます。いまやっ

ていることを止めましょうという話ではありません。

どうか新規事業をつくる時には「絞り込まれたこれし

かできません」という事業ブランドをぜひ考えて見て

ください。

ポイントはこれです、まずは小さな世界で一番に。

これは僕が過去に書いた本、『安売りしない会社はど

こで努力をしているか？』は、とてもたくさんの経営

者に読まれている本なので、手に取った方もこの中に

いらっしゃるのではないかと思います。「何でもでき

ますよ」では、なかなかメディアに載りませんし、人

から人に噂は伝わりません。どうか絞り込んで話題を

つくる、これを考えていただきたいと思います。

「何でもできる」は一見便利そうだけれど実は何もで

きない、ととられる可能性もあるということです。

最後、「脱安売り」に関してもポイントだけお話をし

て今日は終わりましょう。

よくあるケースで、このような講演の後に名刺交換を

して「ウチも脱安売りをしたいのです。価格競争から

抜け出したい」と言われる方と名刺交換をさせていた

だきます。

その受け取った名刺が何となくチープ。名刺に書いて

あるロゴの色使いが何となく安っぽい感じ。それでは

買い叩かれるはずです。このような色使いなら何とな

く「安っぽい会社」だろう。色と心理学、このロゴや

デザインの見た目の心理学はあるものです。

一方、このようにシンプルな色使いで、もっと余裕が

あって、余白があるデザイン、印刷物・カタログだっ

たりすると、「ここはちょっと値段が高いし値段交渉

はできなそうだ。でも、良い物だから買おう」となり

ます。どうか皆さん特に中小企業など自分たちの会社

が使っている印刷物を色使いからもう一度考えていた

だきたいと思います。

これは、先日、山梨の方からいただいた「さくらんぼ」

です。「高級さくらんぼ」と書いてあります。でも、

これをもっと高級に見せる方法はいくらでもあると思

います。色を落とす。文字をもっと高級っぽくする。

テカテカの箱にしない。艶がないようなものにする。

などいろいろやり方はあります。自ら「高級」と言わ

ないことも、もしかしたら大事なことかもしれません。

このように、より高く買っていただけるようにする術・

策はいろいろあると思います。

コツは、いくつかありますが、ひとつだけ覚えていた

だきたいことは「カラフルにしない」、そして印刷物

でも何でも「余白美」。そう、余白の美しさ・余裕が

あること。ギュウギュウ詰めにしない、これはとても

大事です。そして色、ダーク系の色の方が人は高級感

を感じます。もっと言うならば、『名前のない色』です。

何とも形容しがたい名前がない色には、人はより高級

感を感じると言われています。

「ティファニー」などがそうです。これは「ティファニー

ブルー」と言われるけれど、ブルーかと言ったらブルー

ではないですよね。グリーンとも言えるしブルーとも

言える、ティファニーブルーですよ。このように名前

がない色、川崎グリーンもそうですけれど、このよう

な色で人は高級感を感じるというのです。どうか皆さ

んの新規事業ないしいまの会社の色を変えていく上で

は、このようなことも考えてください。

もしも迷ったら、皆さん迷わずブラック企業になるこ

とです。つまり黒を基調とした会社になっていく。こ

れがとても良いかもしれません。

ひとつご紹介をしたいことが、僕は２週間前にここに

行っていたのですけれど、新潟の『SUWADA』とい

う爪切りの会社です。爪切りは 100 円ショップでも

売っていますが、ここでは１個 5,000 円や 8,000 円

する爪切りを作って世界に輸出しています。工場をあ

る日突然このように真っ黒にしました。黒を基調にし

ています。これは普通、日本の中小企業だったら非常

に嫌がることです。「黒なんて、縁起悪い」という話

になりますけれど、見てのとおり「Open Factory」と

書いてあります。そう、誰でもいつでも見て良い。本

当に何となく動物園・博物館化しているような工場に

なっています。

『爪切りの時間は「面倒」から「感動」へ』というキー

ワードでやっていますけれど、新潟へ行く機会があっ

たら立ち寄って見てください。とにかく真っ黒。工場

もこのようにラインを見せてくれますけれど、真っ黒。

スタッフ、真っ黒。使っている機械は全部塗っている

そうで、真っ黒。置いてある備品、全部真っ黒。そし

て社員食堂とお客様が使えるカフェは同じスペースで

すけれど、そこもこのように自分たちが失敗をした爪

切りをこのようにライトにしています。そして工場で

見た黒くて格好がいい箱などはお土産屋さんで売って

いて、みんなバカスカ買って行きます。黒、決して安

売りをしない。そして自分たちは違うことをやる。

そもそも違うことをやることがブランド戦略ですの

で、ここのやり方、ブラック企業になった。色ですよ、

とても正解だと思います。

『ひがし北海道』のブランディングプロジェクト、こ

れも黒を基調としています。ひがし北海道というこの

広大な地。いろいろな会社さんがいらっしゃるので、

やっぱりみんなにユニバーサルに使ってもらう黒と

白、これが良いだろうと思って、木下さんをはじめ今

日このテーブルに集まっているブランディングチーム

と日々活動をさせていただいています。　

当然、意思統一、このようにしたいというのは、なか

なか広い地域をやっているので伝わり切れません。た

だ僕がこのように釧路に足を運ぶことによって、北見

に足を運ぶことによって 10年後・15年後、「ひがし

北海道」という名前は根付いたね。素晴らしくなった

ね。安売りせずに済むようになったね。採用で困らな

くなったね。そのような地域になって行けたらいいね

といろいろな願いを込めてこの活動を行っています。

今日、このお話はしませんけれど、いまの黒の話から

この「ひがし北海道」のブランド戦略もなぜ黒白で行っ

ているのか、ここから話がつながったら良いと思って

います。

皆さんにお願いです。ホームページがもうすぐできま

す。そのホームページから「お手洗いのサイン」

「Wi-Fi のサイン」「駐車場で使えるサイン」などが無

料でダウンロードできるようになっています。この「ひ

がし北海道」のブランド戦略プロジェクトが１人でも

多くの人に伝わるように、プリントアウトして皆さん

のいろいろなところで使っていただけたら、より広が

りが早いと思っています。

『中小企業のブランド戦略』ということで、足早に 30

分でお話をさせていただきました。僕はこの世界の第

一人者、専門家として日々、このことだけ 24時間考

えて生きています。これは、誰のために行うものなの

か。僕は端的に言うなら、もしくは深い所で言うなら

ば、皆さんの会社でいま働いているスタッフのために、

皆さんの会社はブランド戦略に着手しなければいけな

いと思っています。

これは、福井の鉄工所で僕が手がけている所です。こ

れは『291 アイアンワークス』という名前で、291

で「ふ・く・い」と読ませています。

忘れもしません。初日、僕がこの会社へ行った時にス

タッフ 1人 1人の毛穴から本当に不安しか感じませ

んでした。「俺、将来引退できるのかな」「俺、将来結

婚できるのかな」。鉄工所ですから、みんな火花を散

らしながらそのような空気を感じました。

そこからブランド戦略を着手して、いまではたくさん

のメディアに取り上げられるようになって、一体どう

なったのか。

見てのとおり、ここの職人たち・スタッフたちがこの

ようにカメラの前で、本当に素晴らしい嘘のない笑顔

を作れるようになりました。このような写真を撮った

時に「僕の仕事は終わった」と思って、その会社去る

ようにしています。これもただの鉄工所ではなく「そ

の地域・業界でブランド」と言われる鉄工所になった

からこそ、彼らは自分の将来に自信を持ち、自分の会

社に誇りを持ち、そして数年かけて「自分の業界を次

世代に伝えていきたい」と心の底から思えるように

なったからこの姿になったのです。

この方はここの社長です。社長の改善ももちろんやっ

ています。ここの社長には、アイアンワークスとアイ

アンマンをかけてトライアスロンに挑戦をしてもらう

ことにしました。僕もトライアスロンをやっているの

で、一緒にトレーニングをし、最初の大会に一緒に出

てあげて、それからアイアンマンは世界最高峰の大会

をこのように転戦するようになりました。15時間か

けて 3.8 ㎞のスイム（水泳）、190 ㎞のバイク（自転車）、

そして 42.195 ㎞のランを走るわけですけれど、最近、

社長はあるインタビューで「村尾隆介（僕）のコンサ

ルをずっと受けてきて、一番良かったことはトライア

スロンを始めたことだった」と言っています。何とも

微妙なコメントですけれど、このように言ってくれま

した。ここはいま「日本一明るい鉄工所」ということ

で見学者がたくさん来ます。

皆さんの会社で、働くスタッフがいまよりももっと輝

けば、皆さんの業界はもっと盛り上がるはずです。ブ

ランド戦略とは、回り回って結局このようなことだと

思っています。自分の会社・自分の業界・自分が生ま

れ育ったこの釧路・ひがし北海道という地域を次世代

にとって「憧れのもの」に見せていくために行うこと。

そのための手段がユニファームだったり、色使いだっ

たり、社長の見た目であると思っています。

皆さんの奉仕活動、もちろん会社が発展すればするほ

ど地域にいろいろな形で奉仕ができます。また、奉仕

だけではなく事業自体が社会貢献的であることが間違

いなく良いわけですから、どうか皆さんの会社のブラ

ンド戦略という血肉を少しでも加味していただき、よ

り輝く釧路にしていただけたらとても幸いです。

今日は、質疑応答などはありませんけれど、

Facebook で「村尾隆介」と入れたらメッセンジャー

などで連絡が取れると思います。どうかこれからも仲

良くしてください。みなさんありがとうございました。

そして、今日はお招き本当にありがとうございました。

ちょうど予定の 13時 29分になったので、これで終

わっていきたいと思います。ありがとうございました。

会長謝辞　杉村会長

　村尾様におかれましては、貴重なお話、面白かった

ですね。あっという間の時間でしたが、本当にありが

とうございました。

　「目から鱗」と思った方々も多いのではないかと思

いますし、刺激を受けたと思います。やっぱりパーソ

ナルブランディング、制服を含めて、ブランドは経営

戦略だというお話をされていました。まさにそのとお

りだと思って聞いておりまして、非常に刺激を受けて、

勉強をしなければいけないと思っております。

　　尾先生とスタッフの皆様の益々のご活躍を祈念い

たしまして、今日のお話のお礼とさせていただきます。

どうもありがとうございました。
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　杉村　荘平会長

　皆さん、こんにち

は。お食事をお続け

ください。

本日も多数のご出席

をいただきまして、

本当にありがとうご

ざいます。また先週行われました『クラブ協議会』『ガ

バナー公式訪問』は、皆さまの多数のご出席をいただ

き、ご協力をいただきましてスムーズな会合ができま

した。お礼申し上げます。ありがとうございました。

　今日は少し趣向を違った形でやらせていただければ

と思っております。来ていただきましたお客様の前で、

早めにと思っておりますが、本日は私のクラブ歴史編

の第２弾ということで、本日は村上祐二さん取り上げ

たお話をさせていただきたいと思っております。

　ご紹介をさせていただきますが、その前にいま「ふ

ふふ」とありましたけれども、当クラブの村上祐二君

とは一切血縁関係がないことを本人にも確認をしてお

りますことをご紹介した上でお話をさせていただきま

す。

村上祐二さんは、明治 25年京都府亀岡市で生まれで、

その後、根室に移られて根室実業高校の第１期生で卒

業された後に、おじさんであります村上佐市さんに乞

われて村上物産さんに入社されております。

亡くなった北村藤兵衛さんが「釧路クラブの生みの親

は村上さんだった」と言われておりますけれども、創

立から 48年間ロータリーに邁進して、その間 32年

間連続の100％の例会出席、そしてすごいことですが、

全国の「地区大会」に 102 回出席という前人未踏の

記録を打ち立てております。その間ロータリーのいろ

いろな活動をされますが、1984 年（昭和 59年）、

92歳で亡くなられております。

亡くなる前日まで例会には元気に出席をされていたと

いうことです。亡くなる当日、地区大会の申込書を事

務局に届けられる階段で倒れられたと聞いておりま

す。

私もいろいろ調べた中で、亡くなられる前年の網走の

地区大会で村上さんが 100 回の特別表彰を受けられ

ています。その時の謝辞を見つけましたので、それを

ご紹介させていただきながらお話をさせていただけれ

ばと思っております。ぜひ、聞いてください。

　「私は、日清戦争の２年前、明治 25年９月 16日に

生まれ、半月前に満 91歳の誕生日を迎えました。ク

ラブにおきましては、32年間 100％出席を継続し、

もっか 33年目の 100％出席の記録を作りたいと努力

中でございます。

　第１回目の出席は、釧路クラブが創立した直後の昭

和 12年春、当時のガバナーは北大総長の佐藤昌介男

爵でＲＩ会長代理は米山梅吉氏でありました。当時、

この大会に出席をして現在釧路で生存をしているの

は、両角パストガバナーと私の２人きりでございます。

爾来（じらい）100 回、各地の大会に出席をしてお

りますが、ここを終えますと山口県の萩、明治維新英

傑を生み出しました萩に参りたいと思います。そうし

ますと 101 回の出席になります。どうぞお見知りお

きください」というご挨拶で、その時の会場の驚きと

敬服が交じった響めきは忘れることができない感動で

した。という記述が残っております。そんな村上さん

が、クラブ会長を務めるのが 1957 年（昭和 32年）

であり、少し遅い気がいたしますが、その貴重なエピ

ソードも両角克治さんの追悼スピーチで垣間見られた

ので、こちらもご紹介させていただきます。

「戦後の昭和 25年、最初に会長になられたのが長内

氏で、村上さんが会長になられたのは少し遅れて昭和

32年です。もっと早く会長のなるべきだったのです。

村上さんは、戦中のロータリーの暗黒時代に入ってか

らすっかりロータリークラブが嫌になり、われわれが

木曜クラブ・職域懇談会と名を変えて会合を続けてい

たほぼ５年間、村上さんは参加されていなかったので

す。そのような訳で戦前のロータリアンの村上さんよ

り戦中時代に入会をした人たちが、当時地下活動を

行った同士ということで、村上さんより先に会長に

なったということのようです」。

そのようなエピソードがあるようですね。また、

「その後、両角さんがガバナーになり事務所スタッフ

などが足りず大変困った時に、ただ 1人、村上さん

だけが地区資金委員を引き受け、自ら東京へ赴き、各

地区の状況を綿密に視察・打ち合わせをしてもらい、

大変助かった。北海道地区資金をまともに軌道に乗せ

た第一歩は、村上さんのおかげです」

と語っております。本当に人格者であり人望も厚い方

だったようです。ロータリーについて「理屈を抜きに

して、肌で感ずるロータリーを」と言われ、「私の生

き甲斐はロータリーであり、私の恩人はロータリーで

ある」が口癖だったようです。というところが村上さ

んの歴史、それを少しお話させていただきました。

ちなみに、この 32年間で 100％出席という記録は私

が調べている限りでは、その後、北村藤兵衛さんが

40年連続 100％出席、その後はつい先日まで釧路ク

ラブにいらっしゃいました川口さんの 44年連続

100％出席が多分最長だと思っております。このお二

人についても、第３弾・第４弾でお話をする機会を続

けたいと思っております。

第２代村上祐二君におかれましてもこの記録を更新す

るように、ぜひ期待したいところだと思っております。

もうひとつ、今日は大事なお話をしなければなりませ

ん。早いもので来年の理事を決める時期となりました。

当クラブ細則第５条第１則に本クラブの年次総会を

12月第１例会に開催し、そこで次年度選挙を行うと

なっておりまして、今年度の総会は 12月２日を予定

しております。

また、細則第３条第１節には、選挙の１カ月ぐらい前

の例会において次年度理事を求めなければいけないと

なっておりますので、まずは皆さまの中から立候補を

募りたいと思います。立候補をお考えの方は、11月

11日の次週例会までお申し出いただければと思いま

す。届け出がない場合には指名委員会を開催させてい

ただきまして、指名をさせていただきたいと思ってお

りますので、どうぞよろしくお願いいたします。

それでは、長々となりましたが、本日はブランディン

グということで村尾さんのご講演となっております。

どうぞよろしくお願いいたします。

ありがとうございます。

幹事報告　市橋　多佳丞幹事

　皆さま、こんにちは。幹事報告をさせていただきま

す。お手元の例会案内をご一読お願いいたします。

本日本例会後、第５回理事会を開催させていただきま

す。本日の理事会の会場はホテル館３階「はなの間」

になっておりますので理事者の皆さまは、例会終了後

そちらへご移動をお願いいたします。

　また、11月のロータリーレートは、114 円となっ

ております。また受付に赤い羽根共同募金の募金箱を

設置させていただきました。今月いっぱい設置させて

いただく予定ですので、皆さま募金のご協力をよろし

くお願い申し上げます。

　以上で、幹事報告とさせていただきます。

プログラム委員会　木下　正明君　

　皆さん、こんにち

は。プログラム委員

会の木下です。皆さ

ん、今日の講演は楽

しみにされているの

ではないかと思いま

す。なるべく講演の

時間を多く取りたいとものですから、ご講演をいただ

きます村尾隆介さんのプロフィールにつきましして

は、お手元の紙をご覧いただければと思います。

スターブランド株式会社／ビジネス書作家

    　　　　　　　　　　　　　村尾　隆介様

　皆さん、こんにちは。30分お時間をいただきまし

たので、今日は『ブランド戦略・ブランディング』に

ついて、普段、皆さんがなかなか触れ合わない話だと

思いますが、ぜひ釧

路のためにお話をし

ていきたいと思って

います。

　僕は、「中小企業

のブランド戦略を

ブームとして起こし

た」「それまで大企業のものだったブランド戦略を中

小企業のものにした」と、過去 15年メディアからた

くさん報じていただいています。北海道から沖縄まで

だいたい 300 社にこの『ブランド戦略・ブランディ

ング』という分野でアドバイスをさせていただいてい

ます。講演セミナーは、年間約 100 本行っています

ので、3日に１回はどこかでこの「ブランド戦略の重

要性」をお話しさせていただいていますけれど、その

９割方は地方で行っています。どうか、今日のこの話

は「東京の話でしょ」と思わずに聞いていただきたい

と思います。

僕は地銀の顧問などもやっていますし、このブランド

戦略と地方創生は非常に相性が良いので「岩手県の観

光文化大使」、そしていま木下さんと一緒にこの「ひ

がし北海道全域のブランディング」、北海道右半分の

ブランディングに着手させていただいています。

僕自身は、元々、ＨＯＮＤＡの社員です。ＨＯＮＤＡブ

ランドをイスラム教圏で確立していくことが、社会人

１年目からずっと携わってきた仕事なので、僕は社会

人生活ずっとこのブランド戦略という世界にいます。

たくさんの本を国内外で書いています。国内外で合わ

せて 25冊、最近だったらＳＤＧｓの本、そしてオリ

ンピック・パラリンピックに合わせて日本が誇るブラ

ンドのミズノというスポーツ用品メーカーの本を書か

せていただいています。

今日は、『採用と知名度と脱安売り』ということで、

企業が常に悩んでいるお話をさせていただきたいと思

います。資料は木下さんに後でお渡ししますので、も

しメモなどが取られなかった時は後でもらってくださ

い。また写真を撮ってもらって構いませんし、録音も

ぜひ行ってください。これはぜひ皆さんのスタッフと

も共有をしていただきたいです。

もし僕が、ここに中学２年生を連れて来たとします。

そしてこの中学２年生が社会人の皆さんに「社会人の

皆さん、ブランドとは一体何ですか」と聞きます。ブ

ランド戦略、ブランディング、言葉は多少違っても良

いと思いますが、これに明確に皆さん答えることがで

きるでしょうか。

ブランドという言葉、日々私たちは会議ないし公私と

もによく使っている言葉です。ブランドはビジネスに

とって重要なキーワードですけれど、説明できる社会

人はいないと思います。辞書を開けば、「焼印」と出

ています。元々は家畜に「この牛はウチのだ」「この

豚はウチのだ」とやって始まったのがブランドの元々

の語源であります。もしくは「商標」「商標登録」と

出ていますけれど、「ブランド＝商標登録」と言われ

ても何の解決にもなりません。

値段が高いこと、有名なこと、いろいろなことを想像

される方がいらっしゃると思います。朝、皆さん歯を

磨いている途中でチューブに目を落とすと、そこには

「ＧＵＭ」と書いてあります。言わずと知れたこれは

ブランドです。商品のことがブランドと思われる方が

たくさんいると思います。ただ、このチューブをパッ

と反対にしたら、そこには「サンスター株式会社」と

書いてありました。そこで皆さんは思うのです。「あれ、

待てよＧＵＭという商品もブランドだけれど、サンス

ターという会社もブランドだよな」と。

そのようなことを思

いながら、朝シャ

ワーを浴びて出勤の

ために白いシャツを

着ました。何の変哲

のない白いシャツ、

2,980 円でした。縫

製もしっかりしているメイドインジャパン。この

2,980 円の白いシャツ、ここにたったひとつの刺繍が

入るだけでこれが 29,800 円になります。29,800 円、

もしかしたら同じ工場で作られているかもしれない。

両方は縫製だってしっかりしている。でもこの刺繍ひ

とつに 10倍の値段を払う人がいるのです。これがブ

ランドの世界です。知名度のため、もしくはステータ

スのためいろいろな理由がそこにはあるのですけれ

ど、刺繍ひとつで物事が変わってきます。

そのようなことを思いながら朝、出勤をしました。「東

京メトロ」に乗りました。東京メトロは民営化されて

から印刷物やロゴなど非常にお洒落になりました。そ

こで人は「なるほどデザインを良くすることがブラン

ド戦略だろう」と思います。だったら話は簡単です。

皆さんはデザイナーを捕まえて来て、きれいに皆さん

の会社の印刷物を整えたら、それでブランドになれる

はずです。

でも、話はそんなに簡単ではないのです。だったら世

の中ブランドと言われる会社だらけのはずです。

そのようなことを思いながら朝、出勤のために最寄り

の駅「表参道」で降りました。表参道という駅は、東

京の中でもブランド力が高い土地です。実は土地にも

ブランドがあります。乳製品も「北海道」と付いただ

けで人は「より美味しいだろう。より高く値段を払っ

ても惜しくない」と思うわけです。そのようなことを

思いながら働く前にコーヒー１杯買って行こうと思っ

て「スターバックス」に来ました。スターバックスは

少々値段が高いお店です。コーヒー１杯が安いもので

も 310 円します。「なるほど値段が高いことがブラン

ド」と考える方もたくさんいます。でもその思いは店

を出て斜向かいにある「ドトール」を見た瞬間にもろ

くも崩れます。そうです、ドトールだってブランドで

す。安い方のブランドです。「エルメス」もブランド

だけれど「ユニクロ」だってブランドです。ブランド

＝値段が高いこととは限りません。各価格帯に実はブ

ランドが存在しています。

そのようなことを思いながら、お昼ご飯、ラーメン屋

さんに来ました。このラーメン屋さんは全国区には知

られてはいないけれど、でもその地域では局地的には

有名。そう全国区・世界的に有名ではなくてもその地

域・業界の一部の人だけに人気のブランドということ

もこれもまた存在するのです。そのようなことを考え

ながら、夜、ご飯を食べました。夜ご飯の食卓には、

「きゅうりのキューちゃん」、「松阪牛」、すべてブラン

ド名が付いていました。奥様と娘さんがブランド品の

話・いわゆる高級バックの話をしていました。お孫さ

んが遊びに来ていました。お孫さんはまだ自分の名前

を自分で言えないの

に「マクドナルド」

のコマーシャルの黄

色いアーチを見て

キャッキャッ騒いで

いました。最近のブ

ランド戦略の研究で

は、子どもは自分の

名前を覚える前にブランドの「ロゴマーク」を覚える

と言われています。

そうブランド、われわれは、この文明社会で生きてい

る以上１日たりともふれ合わない日なんてありませ

ん。皆さんが先ほど触っていた「iPhone」、今朝食べ

た「ブルガリアヨーグルト」、先ほど乗ってきた「ト

ヨタ」、これは全部ブランドです。ただ先ほど中学２

年生の例があるように、われわれはブランドという言

葉をすぐに中学２年生伝えられるぐらいこの言葉を理

解しているかと言ったら全くそのようなことではない

と思います。

「じゃ、ブランドとは一体何なのか」。その定義のため

にここに僕が今日立っているわけではありません。ぜ

ひイメージしてください。その会社がどんなに小さく

ても、どのような業種・業態であってもブランド戦略・

ブランディングを意識してきた会社と、そうではない

会社ではこれぐらいの違いがあるということをぜひイ

メージしていただきたいと思います。

まず「ブランド戦略をいままで考えて来なかった」「ブ

ランド戦略なんて全く重視して来なかった」「ウチの

会社とは全く関係がないことだ」と思っていた会社の

姿です。見てのとおり、あたふたしています。今日み

たいな寒い日でも、お客様は神様です。営業に行かな

ければいけない。良いスタッフいないかな。いつも良

いスタッフを外に探す。せっかく入ったところですぐ

に辞められる。金融機関にも「お金を貸してください」

「何か良い情報はないですか」「ウチとコラボレーショ

ンしましょう」、そのようなことを頼む時も全部こち

らから行かないとダメです。これがブランドを意識し

て来なかった、地域・業界のブランドになろうという

経営をして来なかった会社の姿です。

一方、どんなに会社が小さいころからも「ウチは地域・

業界のブランドを目指すぞ」とやってきた会社の状態

はどうなのか。これとは全く逆です。その会社・お店

が、多少場所が悪い所にあってもお客様の方から、わ

ざわざ世界中から探してそこに来てくださる。少々値

段が高くても喜んでそれを理解して払ってくれる。ス

タッフもそうです。福利厚生がどうとか、有休がどう

とか、そのような話ではありません。「御社で働くこ

とが夢でした」と求人も出していないのに未来の優秀

なスタッフが集まってくる。これが地域・業界のブラ

ンドと言われるような会社の状態です。

では、向かって右と左、どちらがより良い経営の状態

にあるかと言ったら当然右。そう、ブランド力という

ものは皆さんの会社により強い引力を兼ね備える、そ

のような戦略だと思って理解をしていただけたら経営

に役立つと思っています。つまりブランド戦略とは、

効率の良い上手な経営をして行こうということと、こ

れはニアリーイコール（≒）なのです。一般的には「デ

ザインを良くして行こう」と思われますが、違います。

特に中小企業にとってはデザインのような「部分戦略」

ではなく、「全体経営戦略」なのです。

僕が率いる「スターブランド」という会社は、ブラン

ドの定義を「ビジネスに関わるすべての人をファンに

する。研ぎ澄まされた経営をしている会社」としてい

ます。デザインのことなど一切触れていません。関わ

る人すべてをファンにしていく。もしくは、いま働い

ているスタッフも社長のファン。このような状態の会

社にしていく経営がある。このような会社のことを僕

は『地域・業界のブランド』と呼びたいと思います。

またこの釧路からひとつでも多くこのような会社が誕

生することをこれからもとても願っています。

もちろんデザインもとても楽しい部分で大事です。

日々、僕はいろいろなお店・会社をプロデュースして

いますけれど、これは僕が最近オープンさせた群馬の

コインランドリーです。このようにいろいろな色・デ

ザイン・そして店舗の中、このようなものも全部僕が

作っていくわけですけれど、もちろんこれは楽しい部

分です。ただブランド戦略とは、決してこのようなこ

とだけではないことを覚えておいてください。いずれ

にせよ今日ここまでの話を聞いて「ブランディング、

いいな。ウチの会社もやっていこう」と思ったら、ど

うか明日は社員を集めて朝礼で「よし、ウチもブラン

ディングだ」と言わないでください。そうしたらスタッ

フの皆さんは、だいたいこのような顔をして「また社

長、変なセミナーを聞いてきたな」と思うと思います。

ブランド・ブランド戦略・ブランディング、 先ほど言っ

たように人は頭の中で定義が定まりません。ブランド・

ブランド戦略・ブランディング、このような言葉を一

切使わずに皆さんの会社をブランド化していく。これ

が優れた経営手腕だと思います。

言い方を変えるなら、「お客様以上のファンづくりプ

ロジェクト」「脱安売り大作戦」「採用における会社の

魅力度アッププロジェクト」、もしくは「徹底した知

名度アップ大作戦」、言い方はいろいろあると思いま

す。これは全部、ブランド戦略ができることです。ど

うかブランドという言葉を一切使わずにブランディン

グに着手していただけたらと思います。

今日、タイトルは、『採用・知名度・脱安売りに効く』

と言っていますので、それぞれの話をひとつずつして

終っていきましょう。

まず、ブランディングの好事例で、「採用」について

です。今日は時間に限りがあるので、ひとつだけポイ

ントをお話したいと思います。皆さん、地域・業界の

ブランドと言われるような会社を目指すとしたら、目

立つことを恐れないでください。具体的に言うならば、

ユニフォームです。皆さんの会社にもしユニフォーム

があるとしたら、ユニフォームを躊躇することなく格

好いい物・目立つ物にしていってください。

これは僕が兵庫県でお世話させていただいているブリ

ティッシュパブです。見てのとおりただの「the飲食店」

の感じです。この方は社長ですけれども、社長も普通

の格好でいつもお店に立っています。僕はこれではい

けないと思います。特に飲食店は採用を非常に困って

いて、なかなか人が集まらない。なので、僕はユニ

フォームを替えました。どう替えたのか。このように

替えました。これは社長です。スタッフもこうです。

こうすることによって「このユニフォームを着て働い

てみたい」とワンサカ履歴書が集まるようになってき

ますし、社長以下スタッフもスター化しますので、お

客様から「一緒に写真を撮ってください」ということ

で、やっぱり自分の仕事により誇りを持てるように

なっていきます。

飲食店だけではありません。これは僕がお世話をさせ

ていただいている土木の会社です。見てのとおり若い

女性はリアル社員です。みんな面白いように集まって

きます。実は最近ここ上場しました。なぜ上場できる

のか。人が安定的に集まって来るからです。その理由

は一体なぜなのかと言ったら、やっていることはいろ

いろありますけれど、でもユニフォームはひとつ大き

な理由です。ちなみにbeforeはこれ、「the土木の会社」

のような感じです。たかがユニフォームされどユニ

フォームです。このように格好良くしていたら雑誌の

表紙にこのように飾れるようになると思います。

僕は、全国いろいろな仕事をやっています。水産加工

に近いお話もぜひ釧路には伝えたいと思います。これ

はタコの加工の会社、茨城県で僕がお世話をさせてい

ただいている所です。見てのとおりタコの加工で「Ｂ 

to B」だからユニフォームは必要ないのです。でも、

ここもこのように全身タコの色、靴まで CONVERSE

のタコの色、サッカーのように AWAYのユニフォー

ム、サッカーのようにサードユニフォーム。ちなみに

サードユニフォームをこの色にしている理由はなぜか

分かりますか。そう、タコの会社だから「ターコイズ」

にしています。このような遊び心がとても大事。この

ようにすると面白いように若いスタッフが集まってく

るので、ぜひ採用におけるブランディング。皆さん、

着手すべきは、ユニフォーム。これは簡単にできるこ

とです。

そして経営者自体の見た目もとても大事です。パーソ

ナルブランディング・個人のブランディング、これも

僕は着手をよくします。僕は、社長を連れてダイエッ

トプログラム、一緒にトレーニング、そしてこのよう

なファッション改革もやっています。

これは僕がお世話をさせていただいている山形の印刷

会社の社長さんです。これも中小企業の社長にありが

ちなルックスだと思います。やっぱり印刷業、これか

ら人を集めることが

大変になるので変え

ました。６カ月かけ

てダイエットもし

て、一緒にショッピ

ングに行って、一緒

に髪を切って、いま

どうなっているか。いまこうなって、全然違います。

でもこうした瞬間に面白いように会社に人は集まって

いきます。

いろいろな社長さんに僕はやらせていただいていま

す。これは福島のガス会社、before はこのような感

じで普通です。このような時に一緒に買い物へ行った

りもします。ある程度若手の社長もそう、この方は僕

と同世代です。でも最近このように変えました。こう

するだけで大分会社の魅力、採用の戦略度合いが変

わってきますので、どうか「ユニフォーム＋社長の見

た目」をトコトン追求していただきたいと思います。

一旦まとめます。ユニフォームは、採用戦略。ブラン

ドイメージもしくは業界のイメージは、一夜にして皆

さんが格好いいユニフォームを揃えることによって変

わっていきます。今日はこれ以上のお話はできません

けれど、ぜひ僕がこれを書いた本で『できる社長は人

が採れない』がありますので、またどこかのタイミン

グでピックアップしていただけたらと思います。

「知名度」のお話もしましょう。ブランディングによ

る好事例。知名度に関して、ブランディングと言って

も付け足しの作業とは限りません。いまやっているこ

とを削ぎ落としていく場合も多々あったりします。

これ、八天堂のクリームパン。皆さんいまご存じかも

しれませんけれど、僕は過去 15年関わって来ていま

す。僕は広島のメーカーではなく、これをブレークさ

せた販売会社のコンサルタントを過去 15年務めて来

ています。広島で忘れもしません、200 種類のパン

を作っていたただのベーカリーでした。ある時「199

種類のパンをすべて止めて、一番美味しい一種類だけ

に絞ろう」と、この戦略をやりました。そこで残った

のがクリームパン。クリームパンに絞った瞬間、一体

何が起こったのか。前年費売り上げ 600％。その後

は全国に広がり世界に広がり、その世界進出も僕は一

緒にやりました。

僕は『虫眼鏡の法則』と言っています。何でもできる。

たくさんやっている。虫眼鏡でいうと、これは光をボ

ワっとさせているような感じです。「いや、そうでは

ない。やっていることを絞り込んでフォーカスするこ

とによって光が集まって火が起きる」。僕はこのよう

な場合も多々あると思っています。絞り込むほど火は

起きやすい。

ブランド戦略も実は同じで、「あそこの会社と言えば

あれだよね」「その会社と言えばあれだよね」、やっぱ

り人の頭の中で想起されないとその地域・業界のブラ

ンドとは言えないので、どうか発想を逆転して「何で

もやる」から「これしかできない」もどこかのタイミ

ングで、特に皆さんが新規事業を考える時には、考え

ていただきたいと思っています。僕は、日々そのよう

な戦略を全国でして差し上げています。

これは愛知県の元々運送会社です。「何でも運ぶよ」

とやっている所だったのですけれど、運送会社も競争

でとても大変ですので、ひとつのことに絞ろうと読ん

で字のごとし『ジャストヨット運送』、「ヨットしか運

ばないよ」という一事業を作りました。７～８年前に

作って毎年 140％の伸びを見せています。「ヨットな

んて運ぶ人いるの」、いるのです。そのような方たち

がいますし、大学のヨット部がありますから。彼らは

いままで、どこそこの誰にでも頼んでいましたけれど

も、「大切なヨットだからヨット専門の人に運んでも

らいたい」となり、これはひとつに絞り込んだことに

よって、その一部の人たちだけの間でとても有名に

なった例だと思います。

他にも僕は「離婚専門の法律事務所」などもプロデュー

スしたことがあります。これは日本初。いまはまねっ

こもたくさんありますが、このようなことも「弁護士

事務所として何でもやります」よりも、このように絞

り込んだことによって有名になった例です。

他にも、和服のメーカーで、これは和尚さんのカジュ

アル服で、左側が従来型です。「オショカジ」という

名前で和尚さんのカジュアル服を作りました。これを

最初に出す時に「和尚さんに向けてカジュアル服なん

かを出して売れるの」と言われました。いまメチャク

チャ売れていますし、メチャクチャ檀家さんへのプレ

ゼントなどにも使われています。

何よりも面白がってメディアがこのように取り上げて

くれます。そう、絞り込まれた物・サービス・会社の

方が、メディアが面白がって報じてくれます。いまやっ

ていることを止めましょうという話ではありません。

どうか新規事業をつくる時には「絞り込まれたこれし

かできません」という事業ブランドをぜひ考えて見て

ください。

ポイントはこれです、まずは小さな世界で一番に。

これは僕が過去に書いた本、『安売りしない会社はど

こで努力をしているか？』は、とてもたくさんの経営

者に読まれている本なので、手に取った方もこの中に

いらっしゃるのではないかと思います。「何でもでき

ますよ」では、なかなかメディアに載りませんし、人

から人に噂は伝わりません。どうか絞り込んで話題を

つくる、これを考えていただきたいと思います。

「何でもできる」は一見便利そうだけれど実は何もで

きない、ととられる可能性もあるということです。

最後、「脱安売り」に関してもポイントだけお話をし

て今日は終わりましょう。

よくあるケースで、このような講演の後に名刺交換を

して「ウチも脱安売りをしたいのです。価格競争から

抜け出したい」と言われる方と名刺交換をさせていた

だきます。

その受け取った名刺が何となくチープ。名刺に書いて

あるロゴの色使いが何となく安っぽい感じ。それでは

買い叩かれるはずです。このような色使いなら何とな

く「安っぽい会社」だろう。色と心理学、このロゴや

デザインの見た目の心理学はあるものです。

一方、このようにシンプルな色使いで、もっと余裕が

あって、余白があるデザイン、印刷物・カタログだっ

たりすると、「ここはちょっと値段が高いし値段交渉

はできなそうだ。でも、良い物だから買おう」となり

ます。どうか皆さん特に中小企業など自分たちの会社

が使っている印刷物を色使いからもう一度考えていた

だきたいと思います。

これは、先日、山梨の方からいただいた「さくらんぼ」

です。「高級さくらんぼ」と書いてあります。でも、

これをもっと高級に見せる方法はいくらでもあると思

います。色を落とす。文字をもっと高級っぽくする。

テカテカの箱にしない。艶がないようなものにする。

などいろいろやり方はあります。自ら「高級」と言わ

ないことも、もしかしたら大事なことかもしれません。

このように、より高く買っていただけるようにする術・

策はいろいろあると思います。

コツは、いくつかありますが、ひとつだけ覚えていた

だきたいことは「カラフルにしない」、そして印刷物

でも何でも「余白美」。そう、余白の美しさ・余裕が

あること。ギュウギュウ詰めにしない、これはとても

大事です。そして色、ダーク系の色の方が人は高級感

を感じます。もっと言うならば、『名前のない色』です。

何とも形容しがたい名前がない色には、人はより高級

感を感じると言われています。

「ティファニー」などがそうです。これは「ティファニー

ブルー」と言われるけれど、ブルーかと言ったらブルー

ではないですよね。グリーンとも言えるしブルーとも

言える、ティファニーブルーですよ。このように名前

がない色、川崎グリーンもそうですけれど、このよう

な色で人は高級感を感じるというのです。どうか皆さ

んの新規事業ないしいまの会社の色を変えていく上で

は、このようなことも考えてください。

もしも迷ったら、皆さん迷わずブラック企業になるこ

とです。つまり黒を基調とした会社になっていく。こ

れがとても良いかもしれません。

ひとつご紹介をしたいことが、僕は２週間前にここに

行っていたのですけれど、新潟の『SUWADA』とい

う爪切りの会社です。爪切りは 100 円ショップでも

売っていますが、ここでは１個 5,000 円や 8,000 円

する爪切りを作って世界に輸出しています。工場をあ

る日突然このように真っ黒にしました。黒を基調にし

ています。これは普通、日本の中小企業だったら非常

に嫌がることです。「黒なんて、縁起悪い」という話

になりますけれど、見てのとおり「Open Factory」と

書いてあります。そう、誰でもいつでも見て良い。本

当に何となく動物園・博物館化しているような工場に

なっています。

『爪切りの時間は「面倒」から「感動」へ』というキー

ワードでやっていますけれど、新潟へ行く機会があっ

たら立ち寄って見てください。とにかく真っ黒。工場

もこのようにラインを見せてくれますけれど、真っ黒。

スタッフ、真っ黒。使っている機械は全部塗っている

そうで、真っ黒。置いてある備品、全部真っ黒。そし

て社員食堂とお客様が使えるカフェは同じスペースで

すけれど、そこもこのように自分たちが失敗をした爪

切りをこのようにライトにしています。そして工場で

見た黒くて格好がいい箱などはお土産屋さんで売って

いて、みんなバカスカ買って行きます。黒、決して安

売りをしない。そして自分たちは違うことをやる。

そもそも違うことをやることがブランド戦略ですの

で、ここのやり方、ブラック企業になった。色ですよ、

とても正解だと思います。

『ひがし北海道』のブランディングプロジェクト、こ

れも黒を基調としています。ひがし北海道というこの

広大な地。いろいろな会社さんがいらっしゃるので、

やっぱりみんなにユニバーサルに使ってもらう黒と

白、これが良いだろうと思って、木下さんをはじめ今

日このテーブルに集まっているブランディングチーム

と日々活動をさせていただいています。　

当然、意思統一、このようにしたいというのは、なか

なか広い地域をやっているので伝わり切れません。た

だ僕がこのように釧路に足を運ぶことによって、北見

に足を運ぶことによって 10年後・15年後、「ひがし

北海道」という名前は根付いたね。素晴らしくなった

ね。安売りせずに済むようになったね。採用で困らな

くなったね。そのような地域になって行けたらいいね

といろいろな願いを込めてこの活動を行っています。

今日、このお話はしませんけれど、いまの黒の話から

この「ひがし北海道」のブランド戦略もなぜ黒白で行っ

ているのか、ここから話がつながったら良いと思って

います。

皆さんにお願いです。ホームページがもうすぐできま

す。そのホームページから「お手洗いのサイン」

「Wi-Fi のサイン」「駐車場で使えるサイン」などが無

料でダウンロードできるようになっています。この「ひ

がし北海道」のブランド戦略プロジェクトが１人でも

多くの人に伝わるように、プリントアウトして皆さん

のいろいろなところで使っていただけたら、より広が

りが早いと思っています。

『中小企業のブランド戦略』ということで、足早に 30

分でお話をさせていただきました。僕はこの世界の第

一人者、専門家として日々、このことだけ 24時間考

えて生きています。これは、誰のために行うものなの

か。僕は端的に言うなら、もしくは深い所で言うなら

ば、皆さんの会社でいま働いているスタッフのために、

皆さんの会社はブランド戦略に着手しなければいけな

いと思っています。

これは、福井の鉄工所で僕が手がけている所です。こ

れは『291 アイアンワークス』という名前で、291

で「ふ・く・い」と読ませています。

忘れもしません。初日、僕がこの会社へ行った時にス

タッフ 1人 1人の毛穴から本当に不安しか感じませ

んでした。「俺、将来引退できるのかな」「俺、将来結

婚できるのかな」。鉄工所ですから、みんな火花を散

らしながらそのような空気を感じました。

そこからブランド戦略を着手して、いまではたくさん

のメディアに取り上げられるようになって、一体どう

なったのか。

見てのとおり、ここの職人たち・スタッフたちがこの

ようにカメラの前で、本当に素晴らしい嘘のない笑顔

を作れるようになりました。このような写真を撮った

時に「僕の仕事は終わった」と思って、その会社去る

ようにしています。これもただの鉄工所ではなく「そ

の地域・業界でブランド」と言われる鉄工所になった

からこそ、彼らは自分の将来に自信を持ち、自分の会

社に誇りを持ち、そして数年かけて「自分の業界を次

世代に伝えていきたい」と心の底から思えるように

なったからこの姿になったのです。

この方はここの社長です。社長の改善ももちろんやっ

ています。ここの社長には、アイアンワークスとアイ

アンマンをかけてトライアスロンに挑戦をしてもらう

ことにしました。僕もトライアスロンをやっているの

で、一緒にトレーニングをし、最初の大会に一緒に出

てあげて、それからアイアンマンは世界最高峰の大会

をこのように転戦するようになりました。15時間か

けて 3.8 ㎞のスイム（水泳）、190 ㎞のバイク（自転車）、

そして 42.195 ㎞のランを走るわけですけれど、最近、

社長はあるインタビューで「村尾隆介（僕）のコンサ

ルをずっと受けてきて、一番良かったことはトライア

スロンを始めたことだった」と言っています。何とも

微妙なコメントですけれど、このように言ってくれま

した。ここはいま「日本一明るい鉄工所」ということ

で見学者がたくさん来ます。

皆さんの会社で、働くスタッフがいまよりももっと輝

けば、皆さんの業界はもっと盛り上がるはずです。ブ

ランド戦略とは、回り回って結局このようなことだと

思っています。自分の会社・自分の業界・自分が生ま

れ育ったこの釧路・ひがし北海道という地域を次世代

にとって「憧れのもの」に見せていくために行うこと。

そのための手段がユニファームだったり、色使いだっ

たり、社長の見た目であると思っています。

皆さんの奉仕活動、もちろん会社が発展すればするほ

ど地域にいろいろな形で奉仕ができます。また、奉仕

だけではなく事業自体が社会貢献的であることが間違

いなく良いわけですから、どうか皆さんの会社のブラ

ンド戦略という血肉を少しでも加味していただき、よ

り輝く釧路にしていただけたらとても幸いです。

今日は、質疑応答などはありませんけれど、

Facebook で「村尾隆介」と入れたらメッセンジャー

などで連絡が取れると思います。どうかこれからも仲

良くしてください。みなさんありがとうございました。

そして、今日はお招き本当にありがとうございました。

ちょうど予定の 13時 29分になったので、これで終

わっていきたいと思います。ありがとうございました。

会長謝辞　杉村会長

　村尾様におかれましては、貴重なお話、面白かった

ですね。あっという間の時間でしたが、本当にありが

とうございました。

　「目から鱗」と思った方々も多いのではないかと思

いますし、刺激を受けたと思います。やっぱりパーソ

ナルブランディング、制服を含めて、ブランドは経営

戦略だというお話をされていました。まさにそのとお

りだと思って聞いておりまして、非常に刺激を受けて、

勉強をしなければいけないと思っております。

　　尾先生とスタッフの皆様の益々のご活躍を祈念い

たしまして、今日のお話のお礼とさせていただきます。

どうもありがとうございました。
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　杉村　荘平会長

　皆さん、こんにち

は。お食事をお続け

ください。

本日も多数のご出席

をいただきまして、

本当にありがとうご

ざいます。また先週行われました『クラブ協議会』『ガ

バナー公式訪問』は、皆さまの多数のご出席をいただ

き、ご協力をいただきましてスムーズな会合ができま

した。お礼申し上げます。ありがとうございました。

　今日は少し趣向を違った形でやらせていただければ

と思っております。来ていただきましたお客様の前で、

早めにと思っておりますが、本日は私のクラブ歴史編

の第２弾ということで、本日は村上祐二さん取り上げ

たお話をさせていただきたいと思っております。

　ご紹介をさせていただきますが、その前にいま「ふ

ふふ」とありましたけれども、当クラブの村上祐二君

とは一切血縁関係がないことを本人にも確認をしてお

りますことをご紹介した上でお話をさせていただきま

す。

村上祐二さんは、明治 25年京都府亀岡市で生まれで、

その後、根室に移られて根室実業高校の第１期生で卒

業された後に、おじさんであります村上佐市さんに乞

われて村上物産さんに入社されております。

亡くなった北村藤兵衛さんが「釧路クラブの生みの親

は村上さんだった」と言われておりますけれども、創

立から 48年間ロータリーに邁進して、その間 32年

間連続の100％の例会出席、そしてすごいことですが、

全国の「地区大会」に 102 回出席という前人未踏の

記録を打ち立てております。その間ロータリーのいろ

いろな活動をされますが、1984 年（昭和 59年）、

92歳で亡くなられております。

亡くなる前日まで例会には元気に出席をされていたと

いうことです。亡くなる当日、地区大会の申込書を事

務局に届けられる階段で倒れられたと聞いておりま

す。

私もいろいろ調べた中で、亡くなられる前年の網走の

地区大会で村上さんが 100 回の特別表彰を受けられ

ています。その時の謝辞を見つけましたので、それを

ご紹介させていただきながらお話をさせていただけれ

ばと思っております。ぜひ、聞いてください。

　「私は、日清戦争の２年前、明治 25年９月 16日に

生まれ、半月前に満 91歳の誕生日を迎えました。ク

ラブにおきましては、32年間 100％出席を継続し、

もっか 33年目の 100％出席の記録を作りたいと努力

中でございます。

　第１回目の出席は、釧路クラブが創立した直後の昭

和 12年春、当時のガバナーは北大総長の佐藤昌介男

爵でＲＩ会長代理は米山梅吉氏でありました。当時、

この大会に出席をして現在釧路で生存をしているの

は、両角パストガバナーと私の２人きりでございます。

爾来（じらい）100 回、各地の大会に出席をしてお

りますが、ここを終えますと山口県の萩、明治維新英

傑を生み出しました萩に参りたいと思います。そうし

ますと 101 回の出席になります。どうぞお見知りお

きください」というご挨拶で、その時の会場の驚きと

敬服が交じった響めきは忘れることができない感動で

した。という記述が残っております。そんな村上さん

が、クラブ会長を務めるのが 1957 年（昭和 32年）

であり、少し遅い気がいたしますが、その貴重なエピ

ソードも両角克治さんの追悼スピーチで垣間見られた

ので、こちらもご紹介させていただきます。

「戦後の昭和 25年、最初に会長になられたのが長内

氏で、村上さんが会長になられたのは少し遅れて昭和

32年です。もっと早く会長のなるべきだったのです。

村上さんは、戦中のロータリーの暗黒時代に入ってか

らすっかりロータリークラブが嫌になり、われわれが

木曜クラブ・職域懇談会と名を変えて会合を続けてい

たほぼ５年間、村上さんは参加されていなかったので

す。そのような訳で戦前のロータリアンの村上さんよ

り戦中時代に入会をした人たちが、当時地下活動を

行った同士ということで、村上さんより先に会長に

なったということのようです」。

そのようなエピソードがあるようですね。また、

「その後、両角さんがガバナーになり事務所スタッフ

などが足りず大変困った時に、ただ 1人、村上さん

だけが地区資金委員を引き受け、自ら東京へ赴き、各

地区の状況を綿密に視察・打ち合わせをしてもらい、

大変助かった。北海道地区資金をまともに軌道に乗せ

た第一歩は、村上さんのおかげです」

と語っております。本当に人格者であり人望も厚い方

だったようです。ロータリーについて「理屈を抜きに

して、肌で感ずるロータリーを」と言われ、「私の生

き甲斐はロータリーであり、私の恩人はロータリーで

ある」が口癖だったようです。というところが村上さ

んの歴史、それを少しお話させていただきました。

ちなみに、この 32年間で 100％出席という記録は私

が調べている限りでは、その後、北村藤兵衛さんが

40年連続 100％出席、その後はつい先日まで釧路ク

ラブにいらっしゃいました川口さんの 44年連続

100％出席が多分最長だと思っております。このお二

人についても、第３弾・第４弾でお話をする機会を続

けたいと思っております。

第２代村上祐二君におかれましてもこの記録を更新す

るように、ぜひ期待したいところだと思っております。

もうひとつ、今日は大事なお話をしなければなりませ

ん。早いもので来年の理事を決める時期となりました。

当クラブ細則第５条第１則に本クラブの年次総会を

12月第１例会に開催し、そこで次年度選挙を行うと

なっておりまして、今年度の総会は 12月２日を予定

しております。

また、細則第３条第１節には、選挙の１カ月ぐらい前

の例会において次年度理事を求めなければいけないと

なっておりますので、まずは皆さまの中から立候補を

募りたいと思います。立候補をお考えの方は、11月

11日の次週例会までお申し出いただければと思いま

す。届け出がない場合には指名委員会を開催させてい

ただきまして、指名をさせていただきたいと思ってお

りますので、どうぞよろしくお願いいたします。

それでは、長々となりましたが、本日はブランディン

グということで村尾さんのご講演となっております。

どうぞよろしくお願いいたします。

ありがとうございます。

幹事報告　市橋　多佳丞幹事

　皆さま、こんにちは。幹事報告をさせていただきま

す。お手元の例会案内をご一読お願いいたします。

本日本例会後、第５回理事会を開催させていただきま

す。本日の理事会の会場はホテル館３階「はなの間」

になっておりますので理事者の皆さまは、例会終了後

そちらへご移動をお願いいたします。

　また、11月のロータリーレートは、114 円となっ

ております。また受付に赤い羽根共同募金の募金箱を

設置させていただきました。今月いっぱい設置させて

いただく予定ですので、皆さま募金のご協力をよろし

くお願い申し上げます。

　以上で、幹事報告とさせていただきます。

プログラム委員会　木下　正明君　

　皆さん、こんにち

は。プログラム委員

会の木下です。皆さ

ん、今日の講演は楽

しみにされているの

ではないかと思いま

す。なるべく講演の

時間を多く取りたいとものですから、ご講演をいただ

きます村尾隆介さんのプロフィールにつきましして

は、お手元の紙をご覧いただければと思います。

スターブランド株式会社／ビジネス書作家

    　　　　　　　　　　　　　村尾　隆介様

　皆さん、こんにちは。30分お時間をいただきまし

たので、今日は『ブランド戦略・ブランディング』に

ついて、普段、皆さんがなかなか触れ合わない話だと

思いますが、ぜひ釧

路のためにお話をし

ていきたいと思って

います。

　僕は、「中小企業

のブランド戦略を

ブームとして起こし

た」「それまで大企業のものだったブランド戦略を中

小企業のものにした」と、過去 15年メディアからた

くさん報じていただいています。北海道から沖縄まで

だいたい 300 社にこの『ブランド戦略・ブランディ

ング』という分野でアドバイスをさせていただいてい

ます。講演セミナーは、年間約 100 本行っています

ので、3日に１回はどこかでこの「ブランド戦略の重

要性」をお話しさせていただいていますけれど、その

９割方は地方で行っています。どうか、今日のこの話

は「東京の話でしょ」と思わずに聞いていただきたい

と思います。

僕は地銀の顧問などもやっていますし、このブランド

戦略と地方創生は非常に相性が良いので「岩手県の観

光文化大使」、そしていま木下さんと一緒にこの「ひ

がし北海道全域のブランディング」、北海道右半分の

ブランディングに着手させていただいています。

僕自身は、元々、ＨＯＮＤＡの社員です。ＨＯＮＤＡブ

ランドをイスラム教圏で確立していくことが、社会人

１年目からずっと携わってきた仕事なので、僕は社会

人生活ずっとこのブランド戦略という世界にいます。

たくさんの本を国内外で書いています。国内外で合わ

せて 25冊、最近だったらＳＤＧｓの本、そしてオリ

ンピック・パラリンピックに合わせて日本が誇るブラ

ンドのミズノというスポーツ用品メーカーの本を書か

せていただいています。

今日は、『採用と知名度と脱安売り』ということで、

企業が常に悩んでいるお話をさせていただきたいと思

います。資料は木下さんに後でお渡ししますので、も

しメモなどが取られなかった時は後でもらってくださ

い。また写真を撮ってもらって構いませんし、録音も

ぜひ行ってください。これはぜひ皆さんのスタッフと

も共有をしていただきたいです。

もし僕が、ここに中学２年生を連れて来たとします。

そしてこの中学２年生が社会人の皆さんに「社会人の

皆さん、ブランドとは一体何ですか」と聞きます。ブ

ランド戦略、ブランディング、言葉は多少違っても良

いと思いますが、これに明確に皆さん答えることがで

きるでしょうか。

ブランドという言葉、日々私たちは会議ないし公私と

もによく使っている言葉です。ブランドはビジネスに

とって重要なキーワードですけれど、説明できる社会

人はいないと思います。辞書を開けば、「焼印」と出

ています。元々は家畜に「この牛はウチのだ」「この

豚はウチのだ」とやって始まったのがブランドの元々

の語源であります。もしくは「商標」「商標登録」と

出ていますけれど、「ブランド＝商標登録」と言われ

ても何の解決にもなりません。

値段が高いこと、有名なこと、いろいろなことを想像

される方がいらっしゃると思います。朝、皆さん歯を

磨いている途中でチューブに目を落とすと、そこには

「ＧＵＭ」と書いてあります。言わずと知れたこれは

ブランドです。商品のことがブランドと思われる方が

たくさんいると思います。ただ、このチューブをパッ

と反対にしたら、そこには「サンスター株式会社」と

書いてありました。そこで皆さんは思うのです。「あれ、

待てよＧＵＭという商品もブランドだけれど、サンス

ターという会社もブランドだよな」と。

そのようなことを思

いながら、朝シャ

ワーを浴びて出勤の

ために白いシャツを

着ました。何の変哲

のない白いシャツ、

2,980 円でした。縫

製もしっかりしているメイドインジャパン。この

2,980 円の白いシャツ、ここにたったひとつの刺繍が

入るだけでこれが 29,800 円になります。29,800 円、

もしかしたら同じ工場で作られているかもしれない。

両方は縫製だってしっかりしている。でもこの刺繍ひ

とつに 10倍の値段を払う人がいるのです。これがブ

ランドの世界です。知名度のため、もしくはステータ

スのためいろいろな理由がそこにはあるのですけれ

ど、刺繍ひとつで物事が変わってきます。

そのようなことを思いながら朝、出勤をしました。「東

京メトロ」に乗りました。東京メトロは民営化されて

から印刷物やロゴなど非常にお洒落になりました。そ

こで人は「なるほどデザインを良くすることがブラン

ド戦略だろう」と思います。だったら話は簡単です。

皆さんはデザイナーを捕まえて来て、きれいに皆さん

の会社の印刷物を整えたら、それでブランドになれる

はずです。

でも、話はそんなに簡単ではないのです。だったら世

の中ブランドと言われる会社だらけのはずです。

そのようなことを思いながら朝、出勤のために最寄り

の駅「表参道」で降りました。表参道という駅は、東

京の中でもブランド力が高い土地です。実は土地にも

ブランドがあります。乳製品も「北海道」と付いただ

けで人は「より美味しいだろう。より高く値段を払っ

ても惜しくない」と思うわけです。そのようなことを

思いながら働く前にコーヒー１杯買って行こうと思っ

て「スターバックス」に来ました。スターバックスは

少々値段が高いお店です。コーヒー１杯が安いもので

も 310 円します。「なるほど値段が高いことがブラン

ド」と考える方もたくさんいます。でもその思いは店

を出て斜向かいにある「ドトール」を見た瞬間にもろ

くも崩れます。そうです、ドトールだってブランドで

す。安い方のブランドです。「エルメス」もブランド

だけれど「ユニクロ」だってブランドです。ブランド

＝値段が高いこととは限りません。各価格帯に実はブ

ランドが存在しています。

そのようなことを思いながら、お昼ご飯、ラーメン屋

さんに来ました。このラーメン屋さんは全国区には知

られてはいないけれど、でもその地域では局地的には

有名。そう全国区・世界的に有名ではなくてもその地

域・業界の一部の人だけに人気のブランドということ

もこれもまた存在するのです。そのようなことを考え

ながら、夜、ご飯を食べました。夜ご飯の食卓には、

「きゅうりのキューちゃん」、「松阪牛」、すべてブラン

ド名が付いていました。奥様と娘さんがブランド品の

話・いわゆる高級バックの話をしていました。お孫さ

んが遊びに来ていました。お孫さんはまだ自分の名前

を自分で言えないの

に「マクドナルド」

のコマーシャルの黄

色いアーチを見て

キャッキャッ騒いで

いました。最近のブ

ランド戦略の研究で

は、子どもは自分の

名前を覚える前にブランドの「ロゴマーク」を覚える

と言われています。

そうブランド、われわれは、この文明社会で生きてい

る以上１日たりともふれ合わない日なんてありませ

ん。皆さんが先ほど触っていた「iPhone」、今朝食べ

た「ブルガリアヨーグルト」、先ほど乗ってきた「ト

ヨタ」、これは全部ブランドです。ただ先ほど中学２

年生の例があるように、われわれはブランドという言

葉をすぐに中学２年生伝えられるぐらいこの言葉を理

解しているかと言ったら全くそのようなことではない

と思います。

「じゃ、ブランドとは一体何なのか」。その定義のため

にここに僕が今日立っているわけではありません。ぜ

ひイメージしてください。その会社がどんなに小さく

ても、どのような業種・業態であってもブランド戦略・

ブランディングを意識してきた会社と、そうではない

会社ではこれぐらいの違いがあるということをぜひイ

メージしていただきたいと思います。

まず「ブランド戦略をいままで考えて来なかった」「ブ

ランド戦略なんて全く重視して来なかった」「ウチの

会社とは全く関係がないことだ」と思っていた会社の

姿です。見てのとおり、あたふたしています。今日み

たいな寒い日でも、お客様は神様です。営業に行かな

ければいけない。良いスタッフいないかな。いつも良

いスタッフを外に探す。せっかく入ったところですぐ

に辞められる。金融機関にも「お金を貸してください」

「何か良い情報はないですか」「ウチとコラボレーショ

ンしましょう」、そのようなことを頼む時も全部こち

らから行かないとダメです。これがブランドを意識し

て来なかった、地域・業界のブランドになろうという

経営をして来なかった会社の姿です。

一方、どんなに会社が小さいころからも「ウチは地域・

業界のブランドを目指すぞ」とやってきた会社の状態

はどうなのか。これとは全く逆です。その会社・お店

が、多少場所が悪い所にあってもお客様の方から、わ

ざわざ世界中から探してそこに来てくださる。少々値

段が高くても喜んでそれを理解して払ってくれる。ス

タッフもそうです。福利厚生がどうとか、有休がどう

とか、そのような話ではありません。「御社で働くこ

とが夢でした」と求人も出していないのに未来の優秀

なスタッフが集まってくる。これが地域・業界のブラ

ンドと言われるような会社の状態です。

では、向かって右と左、どちらがより良い経営の状態

にあるかと言ったら当然右。そう、ブランド力という

ものは皆さんの会社により強い引力を兼ね備える、そ

のような戦略だと思って理解をしていただけたら経営

に役立つと思っています。つまりブランド戦略とは、

効率の良い上手な経営をして行こうということと、こ

れはニアリーイコール（≒）なのです。一般的には「デ

ザインを良くして行こう」と思われますが、違います。

特に中小企業にとってはデザインのような「部分戦略」

ではなく、「全体経営戦略」なのです。

僕が率いる「スターブランド」という会社は、ブラン

ドの定義を「ビジネスに関わるすべての人をファンに

する。研ぎ澄まされた経営をしている会社」としてい

ます。デザインのことなど一切触れていません。関わ

る人すべてをファンにしていく。もしくは、いま働い

ているスタッフも社長のファン。このような状態の会

社にしていく経営がある。このような会社のことを僕

は『地域・業界のブランド』と呼びたいと思います。

またこの釧路からひとつでも多くこのような会社が誕

生することをこれからもとても願っています。

もちろんデザインもとても楽しい部分で大事です。

日々、僕はいろいろなお店・会社をプロデュースして

いますけれど、これは僕が最近オープンさせた群馬の

コインランドリーです。このようにいろいろな色・デ

ザイン・そして店舗の中、このようなものも全部僕が

作っていくわけですけれど、もちろんこれは楽しい部

分です。ただブランド戦略とは、決してこのようなこ

とだけではないことを覚えておいてください。いずれ

にせよ今日ここまでの話を聞いて「ブランディング、

いいな。ウチの会社もやっていこう」と思ったら、ど

うか明日は社員を集めて朝礼で「よし、ウチもブラン

ディングだ」と言わないでください。そうしたらスタッ

フの皆さんは、だいたいこのような顔をして「また社

長、変なセミナーを聞いてきたな」と思うと思います。

ブランド・ブランド戦略・ブランディング、 先ほど言っ

たように人は頭の中で定義が定まりません。ブランド・

ブランド戦略・ブランディング、このような言葉を一

切使わずに皆さんの会社をブランド化していく。これ

が優れた経営手腕だと思います。

言い方を変えるなら、「お客様以上のファンづくりプ

ロジェクト」「脱安売り大作戦」「採用における会社の

魅力度アッププロジェクト」、もしくは「徹底した知

名度アップ大作戦」、言い方はいろいろあると思いま

す。これは全部、ブランド戦略ができることです。ど

うかブランドという言葉を一切使わずにブランディン

グに着手していただけたらと思います。

今日、タイトルは、『採用・知名度・脱安売りに効く』

と言っていますので、それぞれの話をひとつずつして

終っていきましょう。

まず、ブランディングの好事例で、「採用」について

です。今日は時間に限りがあるので、ひとつだけポイ

ントをお話したいと思います。皆さん、地域・業界の

ブランドと言われるような会社を目指すとしたら、目

立つことを恐れないでください。具体的に言うならば、

ユニフォームです。皆さんの会社にもしユニフォーム

があるとしたら、ユニフォームを躊躇することなく格

好いい物・目立つ物にしていってください。

これは僕が兵庫県でお世話させていただいているブリ

ティッシュパブです。見てのとおりただの「the飲食店」

の感じです。この方は社長ですけれども、社長も普通

の格好でいつもお店に立っています。僕はこれではい

けないと思います。特に飲食店は採用を非常に困って

いて、なかなか人が集まらない。なので、僕はユニ

フォームを替えました。どう替えたのか。このように

替えました。これは社長です。スタッフもこうです。

こうすることによって「このユニフォームを着て働い

てみたい」とワンサカ履歴書が集まるようになってき

ますし、社長以下スタッフもスター化しますので、お

客様から「一緒に写真を撮ってください」ということ

で、やっぱり自分の仕事により誇りを持てるように

なっていきます。

飲食店だけではありません。これは僕がお世話をさせ

ていただいている土木の会社です。見てのとおり若い

女性はリアル社員です。みんな面白いように集まって

きます。実は最近ここ上場しました。なぜ上場できる

のか。人が安定的に集まって来るからです。その理由

は一体なぜなのかと言ったら、やっていることはいろ

いろありますけれど、でもユニフォームはひとつ大き

な理由です。ちなみにbeforeはこれ、「the土木の会社」

のような感じです。たかがユニフォームされどユニ

フォームです。このように格好良くしていたら雑誌の

表紙にこのように飾れるようになると思います。

僕は、全国いろいろな仕事をやっています。水産加工

に近いお話もぜひ釧路には伝えたいと思います。これ

はタコの加工の会社、茨城県で僕がお世話をさせてい

ただいている所です。見てのとおりタコの加工で「Ｂ 

to B」だからユニフォームは必要ないのです。でも、

ここもこのように全身タコの色、靴まで CONVERSE

のタコの色、サッカーのように AWAYのユニフォー

ム、サッカーのようにサードユニフォーム。ちなみに

サードユニフォームをこの色にしている理由はなぜか

分かりますか。そう、タコの会社だから「ターコイズ」

にしています。このような遊び心がとても大事。この

ようにすると面白いように若いスタッフが集まってく

るので、ぜひ採用におけるブランディング。皆さん、

着手すべきは、ユニフォーム。これは簡単にできるこ

とです。

そして経営者自体の見た目もとても大事です。パーソ

ナルブランディング・個人のブランディング、これも

僕は着手をよくします。僕は、社長を連れてダイエッ

トプログラム、一緒にトレーニング、そしてこのよう

なファッション改革もやっています。

これは僕がお世話をさせていただいている山形の印刷

会社の社長さんです。これも中小企業の社長にありが

ちなルックスだと思います。やっぱり印刷業、これか

ら人を集めることが

大変になるので変え

ました。６カ月かけ

てダイエットもし

て、一緒にショッピ

ングに行って、一緒

に髪を切って、いま

どうなっているか。いまこうなって、全然違います。

でもこうした瞬間に面白いように会社に人は集まって

いきます。

いろいろな社長さんに僕はやらせていただいていま

す。これは福島のガス会社、before はこのような感

じで普通です。このような時に一緒に買い物へ行った

りもします。ある程度若手の社長もそう、この方は僕

と同世代です。でも最近このように変えました。こう

するだけで大分会社の魅力、採用の戦略度合いが変

わってきますので、どうか「ユニフォーム＋社長の見

た目」をトコトン追求していただきたいと思います。

一旦まとめます。ユニフォームは、採用戦略。ブラン

ドイメージもしくは業界のイメージは、一夜にして皆

さんが格好いいユニフォームを揃えることによって変

わっていきます。今日はこれ以上のお話はできません

けれど、ぜひ僕がこれを書いた本で『できる社長は人

が採れない』がありますので、またどこかのタイミン

グでピックアップしていただけたらと思います。

「知名度」のお話もしましょう。ブランディングによ

る好事例。知名度に関して、ブランディングと言って

も付け足しの作業とは限りません。いまやっているこ

とを削ぎ落としていく場合も多々あったりします。

これ、八天堂のクリームパン。皆さんいまご存じかも

しれませんけれど、僕は過去 15年関わって来ていま

す。僕は広島のメーカーではなく、これをブレークさ

せた販売会社のコンサルタントを過去 15年務めて来

ています。広島で忘れもしません、200 種類のパン

を作っていたただのベーカリーでした。ある時「199

種類のパンをすべて止めて、一番美味しい一種類だけ

に絞ろう」と、この戦略をやりました。そこで残った

のがクリームパン。クリームパンに絞った瞬間、一体

何が起こったのか。前年費売り上げ 600％。その後

は全国に広がり世界に広がり、その世界進出も僕は一

緒にやりました。

僕は『虫眼鏡の法則』と言っています。何でもできる。

たくさんやっている。虫眼鏡でいうと、これは光をボ

ワっとさせているような感じです。「いや、そうでは

ない。やっていることを絞り込んでフォーカスするこ

とによって光が集まって火が起きる」。僕はこのよう

な場合も多々あると思っています。絞り込むほど火は

起きやすい。

ブランド戦略も実は同じで、「あそこの会社と言えば

あれだよね」「その会社と言えばあれだよね」、やっぱ

り人の頭の中で想起されないとその地域・業界のブラ

ンドとは言えないので、どうか発想を逆転して「何で

もやる」から「これしかできない」もどこかのタイミ

ングで、特に皆さんが新規事業を考える時には、考え

ていただきたいと思っています。僕は、日々そのよう

な戦略を全国でして差し上げています。

これは愛知県の元々運送会社です。「何でも運ぶよ」

とやっている所だったのですけれど、運送会社も競争

でとても大変ですので、ひとつのことに絞ろうと読ん

で字のごとし『ジャストヨット運送』、「ヨットしか運

ばないよ」という一事業を作りました。７～８年前に

作って毎年 140％の伸びを見せています。「ヨットな

んて運ぶ人いるの」、いるのです。そのような方たち

がいますし、大学のヨット部がありますから。彼らは

いままで、どこそこの誰にでも頼んでいましたけれど

も、「大切なヨットだからヨット専門の人に運んでも

らいたい」となり、これはひとつに絞り込んだことに

よって、その一部の人たちだけの間でとても有名に

なった例だと思います。

他にも僕は「離婚専門の法律事務所」などもプロデュー

スしたことがあります。これは日本初。いまはまねっ

こもたくさんありますが、このようなことも「弁護士

事務所として何でもやります」よりも、このように絞

り込んだことによって有名になった例です。

他にも、和服のメーカーで、これは和尚さんのカジュ

アル服で、左側が従来型です。「オショカジ」という

名前で和尚さんのカジュアル服を作りました。これを

最初に出す時に「和尚さんに向けてカジュアル服なん

かを出して売れるの」と言われました。いまメチャク

チャ売れていますし、メチャクチャ檀家さんへのプレ

ゼントなどにも使われています。

何よりも面白がってメディアがこのように取り上げて

くれます。そう、絞り込まれた物・サービス・会社の

方が、メディアが面白がって報じてくれます。いまやっ

ていることを止めましょうという話ではありません。

どうか新規事業をつくる時には「絞り込まれたこれし

かできません」という事業ブランドをぜひ考えて見て

ください。

ポイントはこれです、まずは小さな世界で一番に。

これは僕が過去に書いた本、『安売りしない会社はど

こで努力をしているか？』は、とてもたくさんの経営

者に読まれている本なので、手に取った方もこの中に

いらっしゃるのではないかと思います。「何でもでき

ますよ」では、なかなかメディアに載りませんし、人

から人に噂は伝わりません。どうか絞り込んで話題を

つくる、これを考えていただきたいと思います。

「何でもできる」は一見便利そうだけれど実は何もで

きない、ととられる可能性もあるということです。

最後、「脱安売り」に関してもポイントだけお話をし

て今日は終わりましょう。

よくあるケースで、このような講演の後に名刺交換を

して「ウチも脱安売りをしたいのです。価格競争から

抜け出したい」と言われる方と名刺交換をさせていた

だきます。

その受け取った名刺が何となくチープ。名刺に書いて

あるロゴの色使いが何となく安っぽい感じ。それでは

買い叩かれるはずです。このような色使いなら何とな

く「安っぽい会社」だろう。色と心理学、このロゴや

デザインの見た目の心理学はあるものです。

一方、このようにシンプルな色使いで、もっと余裕が

あって、余白があるデザイン、印刷物・カタログだっ

たりすると、「ここはちょっと値段が高いし値段交渉

はできなそうだ。でも、良い物だから買おう」となり

ます。どうか皆さん特に中小企業など自分たちの会社

が使っている印刷物を色使いからもう一度考えていた

だきたいと思います。

これは、先日、山梨の方からいただいた「さくらんぼ」

です。「高級さくらんぼ」と書いてあります。でも、

これをもっと高級に見せる方法はいくらでもあると思

います。色を落とす。文字をもっと高級っぽくする。

テカテカの箱にしない。艶がないようなものにする。

などいろいろやり方はあります。自ら「高級」と言わ

ないことも、もしかしたら大事なことかもしれません。

このように、より高く買っていただけるようにする術・

策はいろいろあると思います。

コツは、いくつかありますが、ひとつだけ覚えていた

だきたいことは「カラフルにしない」、そして印刷物

でも何でも「余白美」。そう、余白の美しさ・余裕が

あること。ギュウギュウ詰めにしない、これはとても

大事です。そして色、ダーク系の色の方が人は高級感

を感じます。もっと言うならば、『名前のない色』です。

何とも形容しがたい名前がない色には、人はより高級

感を感じると言われています。

「ティファニー」などがそうです。これは「ティファニー

ブルー」と言われるけれど、ブルーかと言ったらブルー

ではないですよね。グリーンとも言えるしブルーとも

言える、ティファニーブルーですよ。このように名前

がない色、川崎グリーンもそうですけれど、このよう

な色で人は高級感を感じるというのです。どうか皆さ

んの新規事業ないしいまの会社の色を変えていく上で

は、このようなことも考えてください。

もしも迷ったら、皆さん迷わずブラック企業になるこ

とです。つまり黒を基調とした会社になっていく。こ

れがとても良いかもしれません。

ひとつご紹介をしたいことが、僕は２週間前にここに

行っていたのですけれど、新潟の『SUWADA』とい

う爪切りの会社です。爪切りは 100 円ショップでも

売っていますが、ここでは１個 5,000 円や 8,000 円

する爪切りを作って世界に輸出しています。工場をあ

る日突然このように真っ黒にしました。黒を基調にし

ています。これは普通、日本の中小企業だったら非常

に嫌がることです。「黒なんて、縁起悪い」という話

になりますけれど、見てのとおり「Open Factory」と

書いてあります。そう、誰でもいつでも見て良い。本

当に何となく動物園・博物館化しているような工場に

なっています。

『爪切りの時間は「面倒」から「感動」へ』というキー

ワードでやっていますけれど、新潟へ行く機会があっ

たら立ち寄って見てください。とにかく真っ黒。工場

もこのようにラインを見せてくれますけれど、真っ黒。

スタッフ、真っ黒。使っている機械は全部塗っている

そうで、真っ黒。置いてある備品、全部真っ黒。そし

て社員食堂とお客様が使えるカフェは同じスペースで

すけれど、そこもこのように自分たちが失敗をした爪

切りをこのようにライトにしています。そして工場で

見た黒くて格好がいい箱などはお土産屋さんで売って

いて、みんなバカスカ買って行きます。黒、決して安

売りをしない。そして自分たちは違うことをやる。

そもそも違うことをやることがブランド戦略ですの

で、ここのやり方、ブラック企業になった。色ですよ、

とても正解だと思います。

『ひがし北海道』のブランディングプロジェクト、こ

れも黒を基調としています。ひがし北海道というこの

広大な地。いろいろな会社さんがいらっしゃるので、

やっぱりみんなにユニバーサルに使ってもらう黒と

白、これが良いだろうと思って、木下さんをはじめ今

日このテーブルに集まっているブランディングチーム

と日々活動をさせていただいています。　

当然、意思統一、このようにしたいというのは、なか

なか広い地域をやっているので伝わり切れません。た

だ僕がこのように釧路に足を運ぶことによって、北見

に足を運ぶことによって 10年後・15年後、「ひがし

北海道」という名前は根付いたね。素晴らしくなった

ね。安売りせずに済むようになったね。採用で困らな

くなったね。そのような地域になって行けたらいいね

といろいろな願いを込めてこの活動を行っています。

今日、このお話はしませんけれど、いまの黒の話から

この「ひがし北海道」のブランド戦略もなぜ黒白で行っ

ているのか、ここから話がつながったら良いと思って

います。

皆さんにお願いです。ホームページがもうすぐできま

す。そのホームページから「お手洗いのサイン」

「Wi-Fi のサイン」「駐車場で使えるサイン」などが無

料でダウンロードできるようになっています。この「ひ

がし北海道」のブランド戦略プロジェクトが１人でも

多くの人に伝わるように、プリントアウトして皆さん

のいろいろなところで使っていただけたら、より広が

りが早いと思っています。

『中小企業のブランド戦略』ということで、足早に 30

分でお話をさせていただきました。僕はこの世界の第

一人者、専門家として日々、このことだけ 24時間考

えて生きています。これは、誰のために行うものなの

か。僕は端的に言うなら、もしくは深い所で言うなら

ば、皆さんの会社でいま働いているスタッフのために、

皆さんの会社はブランド戦略に着手しなければいけな

いと思っています。

これは、福井の鉄工所で僕が手がけている所です。こ

れは『291 アイアンワークス』という名前で、291

で「ふ・く・い」と読ませています。

忘れもしません。初日、僕がこの会社へ行った時にス

タッフ 1人 1人の毛穴から本当に不安しか感じませ

んでした。「俺、将来引退できるのかな」「俺、将来結

婚できるのかな」。鉄工所ですから、みんな火花を散

らしながらそのような空気を感じました。

そこからブランド戦略を着手して、いまではたくさん

のメディアに取り上げられるようになって、一体どう

なったのか。

見てのとおり、ここの職人たち・スタッフたちがこの

ようにカメラの前で、本当に素晴らしい嘘のない笑顔

を作れるようになりました。このような写真を撮った

時に「僕の仕事は終わった」と思って、その会社去る

ようにしています。これもただの鉄工所ではなく「そ

の地域・業界でブランド」と言われる鉄工所になった

からこそ、彼らは自分の将来に自信を持ち、自分の会

社に誇りを持ち、そして数年かけて「自分の業界を次

世代に伝えていきたい」と心の底から思えるように

なったからこの姿になったのです。

この方はここの社長です。社長の改善ももちろんやっ

ています。ここの社長には、アイアンワークスとアイ

アンマンをかけてトライアスロンに挑戦をしてもらう

ことにしました。僕もトライアスロンをやっているの

で、一緒にトレーニングをし、最初の大会に一緒に出

てあげて、それからアイアンマンは世界最高峰の大会

をこのように転戦するようになりました。15時間か

けて 3.8 ㎞のスイム（水泳）、190 ㎞のバイク（自転車）、

そして 42.195 ㎞のランを走るわけですけれど、最近、

社長はあるインタビューで「村尾隆介（僕）のコンサ

ルをずっと受けてきて、一番良かったことはトライア

スロンを始めたことだった」と言っています。何とも

微妙なコメントですけれど、このように言ってくれま

した。ここはいま「日本一明るい鉄工所」ということ

で見学者がたくさん来ます。

皆さんの会社で、働くスタッフがいまよりももっと輝

けば、皆さんの業界はもっと盛り上がるはずです。ブ

ランド戦略とは、回り回って結局このようなことだと

思っています。自分の会社・自分の業界・自分が生ま

れ育ったこの釧路・ひがし北海道という地域を次世代

にとって「憧れのもの」に見せていくために行うこと。

そのための手段がユニファームだったり、色使いだっ

たり、社長の見た目であると思っています。

皆さんの奉仕活動、もちろん会社が発展すればするほ

ど地域にいろいろな形で奉仕ができます。また、奉仕

だけではなく事業自体が社会貢献的であることが間違

いなく良いわけですから、どうか皆さんの会社のブラ

ンド戦略という血肉を少しでも加味していただき、よ

り輝く釧路にしていただけたらとても幸いです。

今日は、質疑応答などはありませんけれど、

Facebook で「村尾隆介」と入れたらメッセンジャー

などで連絡が取れると思います。どうかこれからも仲

良くしてください。みなさんありがとうございました。

そして、今日はお招き本当にありがとうございました。

ちょうど予定の 13時 29分になったので、これで終

わっていきたいと思います。ありがとうございました。

会長謝辞　杉村会長

　村尾様におかれましては、貴重なお話、面白かった

ですね。あっという間の時間でしたが、本当にありが

とうございました。

　「目から鱗」と思った方々も多いのではないかと思

いますし、刺激を受けたと思います。やっぱりパーソ

ナルブランディング、制服を含めて、ブランドは経営

戦略だというお話をされていました。まさにそのとお

りだと思って聞いておりまして、非常に刺激を受けて、

勉強をしなければいけないと思っております。

　　尾先生とスタッフの皆様の益々のご活躍を祈念い

たしまして、今日のお話のお礼とさせていただきます。

どうもありがとうございました。
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　杉村　荘平会長

　皆さん、こんにち

は。お食事をお続け

ください。

本日も多数のご出席

をいただきまして、

本当にありがとうご

ざいます。また先週行われました『クラブ協議会』『ガ

バナー公式訪問』は、皆さまの多数のご出席をいただ

き、ご協力をいただきましてスムーズな会合ができま

した。お礼申し上げます。ありがとうございました。

　今日は少し趣向を違った形でやらせていただければ

と思っております。来ていただきましたお客様の前で、

早めにと思っておりますが、本日は私のクラブ歴史編

の第２弾ということで、本日は村上祐二さん取り上げ

たお話をさせていただきたいと思っております。

　ご紹介をさせていただきますが、その前にいま「ふ

ふふ」とありましたけれども、当クラブの村上祐二君

とは一切血縁関係がないことを本人にも確認をしてお

りますことをご紹介した上でお話をさせていただきま

す。

村上祐二さんは、明治 25年京都府亀岡市で生まれで、

その後、根室に移られて根室実業高校の第１期生で卒

業された後に、おじさんであります村上佐市さんに乞

われて村上物産さんに入社されております。

亡くなった北村藤兵衛さんが「釧路クラブの生みの親

は村上さんだった」と言われておりますけれども、創

立から 48年間ロータリーに邁進して、その間 32年

間連続の100％の例会出席、そしてすごいことですが、

全国の「地区大会」に 102 回出席という前人未踏の

記録を打ち立てております。その間ロータリーのいろ

いろな活動をされますが、1984 年（昭和 59年）、

92歳で亡くなられております。

亡くなる前日まで例会には元気に出席をされていたと

いうことです。亡くなる当日、地区大会の申込書を事

務局に届けられる階段で倒れられたと聞いておりま

す。

私もいろいろ調べた中で、亡くなられる前年の網走の

地区大会で村上さんが 100 回の特別表彰を受けられ

ています。その時の謝辞を見つけましたので、それを

ご紹介させていただきながらお話をさせていただけれ

ばと思っております。ぜひ、聞いてください。

　「私は、日清戦争の２年前、明治 25年９月 16日に

生まれ、半月前に満 91歳の誕生日を迎えました。ク

ラブにおきましては、32年間 100％出席を継続し、

もっか 33年目の 100％出席の記録を作りたいと努力

中でございます。

　第１回目の出席は、釧路クラブが創立した直後の昭

和 12年春、当時のガバナーは北大総長の佐藤昌介男

爵でＲＩ会長代理は米山梅吉氏でありました。当時、

この大会に出席をして現在釧路で生存をしているの

は、両角パストガバナーと私の２人きりでございます。

爾来（じらい）100 回、各地の大会に出席をしてお

りますが、ここを終えますと山口県の萩、明治維新英

傑を生み出しました萩に参りたいと思います。そうし

ますと 101 回の出席になります。どうぞお見知りお

きください」というご挨拶で、その時の会場の驚きと

敬服が交じった響めきは忘れることができない感動で

した。という記述が残っております。そんな村上さん

が、クラブ会長を務めるのが 1957 年（昭和 32年）

であり、少し遅い気がいたしますが、その貴重なエピ

ソードも両角克治さんの追悼スピーチで垣間見られた

ので、こちらもご紹介させていただきます。

「戦後の昭和 25年、最初に会長になられたのが長内

氏で、村上さんが会長になられたのは少し遅れて昭和

32年です。もっと早く会長のなるべきだったのです。

村上さんは、戦中のロータリーの暗黒時代に入ってか

らすっかりロータリークラブが嫌になり、われわれが

木曜クラブ・職域懇談会と名を変えて会合を続けてい

たほぼ５年間、村上さんは参加されていなかったので

す。そのような訳で戦前のロータリアンの村上さんよ

り戦中時代に入会をした人たちが、当時地下活動を

行った同士ということで、村上さんより先に会長に

なったということのようです」。

そのようなエピソードがあるようですね。また、

「その後、両角さんがガバナーになり事務所スタッフ

などが足りず大変困った時に、ただ 1人、村上さん

だけが地区資金委員を引き受け、自ら東京へ赴き、各

地区の状況を綿密に視察・打ち合わせをしてもらい、

大変助かった。北海道地区資金をまともに軌道に乗せ

た第一歩は、村上さんのおかげです」

と語っております。本当に人格者であり人望も厚い方

だったようです。ロータリーについて「理屈を抜きに

して、肌で感ずるロータリーを」と言われ、「私の生

き甲斐はロータリーであり、私の恩人はロータリーで

ある」が口癖だったようです。というところが村上さ

んの歴史、それを少しお話させていただきました。

ちなみに、この 32年間で 100％出席という記録は私

が調べている限りでは、その後、北村藤兵衛さんが

40年連続 100％出席、その後はつい先日まで釧路ク

ラブにいらっしゃいました川口さんの 44年連続

100％出席が多分最長だと思っております。このお二

人についても、第３弾・第４弾でお話をする機会を続

けたいと思っております。

第２代村上祐二君におかれましてもこの記録を更新す

るように、ぜひ期待したいところだと思っております。

もうひとつ、今日は大事なお話をしなければなりませ

ん。早いもので来年の理事を決める時期となりました。

当クラブ細則第５条第１則に本クラブの年次総会を

12月第１例会に開催し、そこで次年度選挙を行うと

なっておりまして、今年度の総会は 12月２日を予定

しております。

また、細則第３条第１節には、選挙の１カ月ぐらい前

の例会において次年度理事を求めなければいけないと

なっておりますので、まずは皆さまの中から立候補を

募りたいと思います。立候補をお考えの方は、11月

11日の次週例会までお申し出いただければと思いま

す。届け出がない場合には指名委員会を開催させてい

ただきまして、指名をさせていただきたいと思ってお

りますので、どうぞよろしくお願いいたします。

それでは、長々となりましたが、本日はブランディン

グということで村尾さんのご講演となっております。

どうぞよろしくお願いいたします。

ありがとうございます。

幹事報告　市橋　多佳丞幹事

　皆さま、こんにちは。幹事報告をさせていただきま

す。お手元の例会案内をご一読お願いいたします。

本日本例会後、第５回理事会を開催させていただきま

す。本日の理事会の会場はホテル館３階「はなの間」

になっておりますので理事者の皆さまは、例会終了後

そちらへご移動をお願いいたします。

　また、11月のロータリーレートは、114 円となっ

ております。また受付に赤い羽根共同募金の募金箱を

設置させていただきました。今月いっぱい設置させて

いただく予定ですので、皆さま募金のご協力をよろし

くお願い申し上げます。

　以上で、幹事報告とさせていただきます。

プログラム委員会　木下　正明君　

　皆さん、こんにち

は。プログラム委員

会の木下です。皆さ

ん、今日の講演は楽

しみにされているの

ではないかと思いま

す。なるべく講演の

時間を多く取りたいとものですから、ご講演をいただ

きます村尾隆介さんのプロフィールにつきましして

は、お手元の紙をご覧いただければと思います。

スターブランド株式会社／ビジネス書作家

    　　　　　　　　　　　　　村尾　隆介様

　皆さん、こんにちは。30分お時間をいただきまし

たので、今日は『ブランド戦略・ブランディング』に

ついて、普段、皆さんがなかなか触れ合わない話だと

思いますが、ぜひ釧

路のためにお話をし

ていきたいと思って

います。

　僕は、「中小企業

のブランド戦略を

ブームとして起こし

た」「それまで大企業のものだったブランド戦略を中

小企業のものにした」と、過去 15年メディアからた

くさん報じていただいています。北海道から沖縄まで

だいたい 300 社にこの『ブランド戦略・ブランディ

ング』という分野でアドバイスをさせていただいてい

ます。講演セミナーは、年間約 100 本行っています

ので、3日に１回はどこかでこの「ブランド戦略の重

要性」をお話しさせていただいていますけれど、その

９割方は地方で行っています。どうか、今日のこの話

は「東京の話でしょ」と思わずに聞いていただきたい

と思います。

僕は地銀の顧問などもやっていますし、このブランド

戦略と地方創生は非常に相性が良いので「岩手県の観

光文化大使」、そしていま木下さんと一緒にこの「ひ

がし北海道全域のブランディング」、北海道右半分の

ブランディングに着手させていただいています。

僕自身は、元々、ＨＯＮＤＡの社員です。ＨＯＮＤＡブ

ランドをイスラム教圏で確立していくことが、社会人

１年目からずっと携わってきた仕事なので、僕は社会

人生活ずっとこのブランド戦略という世界にいます。

たくさんの本を国内外で書いています。国内外で合わ

せて 25冊、最近だったらＳＤＧｓの本、そしてオリ

ンピック・パラリンピックに合わせて日本が誇るブラ

ンドのミズノというスポーツ用品メーカーの本を書か

せていただいています。

今日は、『採用と知名度と脱安売り』ということで、

企業が常に悩んでいるお話をさせていただきたいと思

います。資料は木下さんに後でお渡ししますので、も

しメモなどが取られなかった時は後でもらってくださ

い。また写真を撮ってもらって構いませんし、録音も

ぜひ行ってください。これはぜひ皆さんのスタッフと

も共有をしていただきたいです。

もし僕が、ここに中学２年生を連れて来たとします。

そしてこの中学２年生が社会人の皆さんに「社会人の

皆さん、ブランドとは一体何ですか」と聞きます。ブ

ランド戦略、ブランディング、言葉は多少違っても良

いと思いますが、これに明確に皆さん答えることがで

きるでしょうか。

ブランドという言葉、日々私たちは会議ないし公私と

もによく使っている言葉です。ブランドはビジネスに

とって重要なキーワードですけれど、説明できる社会

人はいないと思います。辞書を開けば、「焼印」と出

ています。元々は家畜に「この牛はウチのだ」「この

豚はウチのだ」とやって始まったのがブランドの元々

の語源であります。もしくは「商標」「商標登録」と

出ていますけれど、「ブランド＝商標登録」と言われ

ても何の解決にもなりません。

値段が高いこと、有名なこと、いろいろなことを想像

される方がいらっしゃると思います。朝、皆さん歯を

磨いている途中でチューブに目を落とすと、そこには

「ＧＵＭ」と書いてあります。言わずと知れたこれは

ブランドです。商品のことがブランドと思われる方が

たくさんいると思います。ただ、このチューブをパッ

と反対にしたら、そこには「サンスター株式会社」と

書いてありました。そこで皆さんは思うのです。「あれ、

待てよＧＵＭという商品もブランドだけれど、サンス

ターという会社もブランドだよな」と。

そのようなことを思

いながら、朝シャ

ワーを浴びて出勤の

ために白いシャツを

着ました。何の変哲

のない白いシャツ、

2,980 円でした。縫

製もしっかりしているメイドインジャパン。この

2,980 円の白いシャツ、ここにたったひとつの刺繍が

入るだけでこれが 29,800 円になります。29,800 円、

もしかしたら同じ工場で作られているかもしれない。

両方は縫製だってしっかりしている。でもこの刺繍ひ

とつに 10倍の値段を払う人がいるのです。これがブ

ランドの世界です。知名度のため、もしくはステータ

スのためいろいろな理由がそこにはあるのですけれ

ど、刺繍ひとつで物事が変わってきます。

そのようなことを思いながら朝、出勤をしました。「東

京メトロ」に乗りました。東京メトロは民営化されて

から印刷物やロゴなど非常にお洒落になりました。そ

こで人は「なるほどデザインを良くすることがブラン

ド戦略だろう」と思います。だったら話は簡単です。

皆さんはデザイナーを捕まえて来て、きれいに皆さん

の会社の印刷物を整えたら、それでブランドになれる

はずです。

でも、話はそんなに簡単ではないのです。だったら世

の中ブランドと言われる会社だらけのはずです。

そのようなことを思いながら朝、出勤のために最寄り

の駅「表参道」で降りました。表参道という駅は、東

京の中でもブランド力が高い土地です。実は土地にも

ブランドがあります。乳製品も「北海道」と付いただ

けで人は「より美味しいだろう。より高く値段を払っ

ても惜しくない」と思うわけです。そのようなことを

思いながら働く前にコーヒー１杯買って行こうと思っ

て「スターバックス」に来ました。スターバックスは

少々値段が高いお店です。コーヒー１杯が安いもので

も 310 円します。「なるほど値段が高いことがブラン

ド」と考える方もたくさんいます。でもその思いは店

を出て斜向かいにある「ドトール」を見た瞬間にもろ

くも崩れます。そうです、ドトールだってブランドで

す。安い方のブランドです。「エルメス」もブランド

だけれど「ユニクロ」だってブランドです。ブランド

＝値段が高いこととは限りません。各価格帯に実はブ

ランドが存在しています。

そのようなことを思いながら、お昼ご飯、ラーメン屋

さんに来ました。このラーメン屋さんは全国区には知

られてはいないけれど、でもその地域では局地的には

有名。そう全国区・世界的に有名ではなくてもその地

域・業界の一部の人だけに人気のブランドということ

もこれもまた存在するのです。そのようなことを考え

ながら、夜、ご飯を食べました。夜ご飯の食卓には、

「きゅうりのキューちゃん」、「松阪牛」、すべてブラン

ド名が付いていました。奥様と娘さんがブランド品の

話・いわゆる高級バックの話をしていました。お孫さ

んが遊びに来ていました。お孫さんはまだ自分の名前

を自分で言えないの

に「マクドナルド」

のコマーシャルの黄

色いアーチを見て

キャッキャッ騒いで

いました。最近のブ

ランド戦略の研究で

は、子どもは自分の

名前を覚える前にブランドの「ロゴマーク」を覚える

と言われています。

そうブランド、われわれは、この文明社会で生きてい

る以上１日たりともふれ合わない日なんてありませ

ん。皆さんが先ほど触っていた「iPhone」、今朝食べ

た「ブルガリアヨーグルト」、先ほど乗ってきた「ト

ヨタ」、これは全部ブランドです。ただ先ほど中学２

年生の例があるように、われわれはブランドという言

葉をすぐに中学２年生伝えられるぐらいこの言葉を理

解しているかと言ったら全くそのようなことではない

と思います。

「じゃ、ブランドとは一体何なのか」。その定義のため

にここに僕が今日立っているわけではありません。ぜ

ひイメージしてください。その会社がどんなに小さく

ても、どのような業種・業態であってもブランド戦略・

ブランディングを意識してきた会社と、そうではない

会社ではこれぐらいの違いがあるということをぜひイ

メージしていただきたいと思います。

まず「ブランド戦略をいままで考えて来なかった」「ブ

ランド戦略なんて全く重視して来なかった」「ウチの

会社とは全く関係がないことだ」と思っていた会社の

姿です。見てのとおり、あたふたしています。今日み

たいな寒い日でも、お客様は神様です。営業に行かな

ければいけない。良いスタッフいないかな。いつも良

いスタッフを外に探す。せっかく入ったところですぐ

に辞められる。金融機関にも「お金を貸してください」

「何か良い情報はないですか」「ウチとコラボレーショ

ンしましょう」、そのようなことを頼む時も全部こち

らから行かないとダメです。これがブランドを意識し

て来なかった、地域・業界のブランドになろうという

経営をして来なかった会社の姿です。

一方、どんなに会社が小さいころからも「ウチは地域・

業界のブランドを目指すぞ」とやってきた会社の状態

はどうなのか。これとは全く逆です。その会社・お店

が、多少場所が悪い所にあってもお客様の方から、わ

ざわざ世界中から探してそこに来てくださる。少々値

段が高くても喜んでそれを理解して払ってくれる。ス

タッフもそうです。福利厚生がどうとか、有休がどう

とか、そのような話ではありません。「御社で働くこ

とが夢でした」と求人も出していないのに未来の優秀

なスタッフが集まってくる。これが地域・業界のブラ

ンドと言われるような会社の状態です。

では、向かって右と左、どちらがより良い経営の状態

にあるかと言ったら当然右。そう、ブランド力という

ものは皆さんの会社により強い引力を兼ね備える、そ

のような戦略だと思って理解をしていただけたら経営

に役立つと思っています。つまりブランド戦略とは、

効率の良い上手な経営をして行こうということと、こ

れはニアリーイコール（≒）なのです。一般的には「デ

ザインを良くして行こう」と思われますが、違います。

特に中小企業にとってはデザインのような「部分戦略」

ではなく、「全体経営戦略」なのです。

僕が率いる「スターブランド」という会社は、ブラン

ドの定義を「ビジネスに関わるすべての人をファンに

する。研ぎ澄まされた経営をしている会社」としてい

ます。デザインのことなど一切触れていません。関わ

る人すべてをファンにしていく。もしくは、いま働い

ているスタッフも社長のファン。このような状態の会

社にしていく経営がある。このような会社のことを僕

は『地域・業界のブランド』と呼びたいと思います。

またこの釧路からひとつでも多くこのような会社が誕

生することをこれからもとても願っています。

もちろんデザインもとても楽しい部分で大事です。

日々、僕はいろいろなお店・会社をプロデュースして

いますけれど、これは僕が最近オープンさせた群馬の

コインランドリーです。このようにいろいろな色・デ

ザイン・そして店舗の中、このようなものも全部僕が

作っていくわけですけれど、もちろんこれは楽しい部

分です。ただブランド戦略とは、決してこのようなこ

とだけではないことを覚えておいてください。いずれ

にせよ今日ここまでの話を聞いて「ブランディング、

いいな。ウチの会社もやっていこう」と思ったら、ど

うか明日は社員を集めて朝礼で「よし、ウチもブラン

ディングだ」と言わないでください。そうしたらスタッ

フの皆さんは、だいたいこのような顔をして「また社

長、変なセミナーを聞いてきたな」と思うと思います。

ブランド・ブランド戦略・ブランディング、 先ほど言っ

たように人は頭の中で定義が定まりません。ブランド・

ブランド戦略・ブランディング、このような言葉を一

切使わずに皆さんの会社をブランド化していく。これ

が優れた経営手腕だと思います。

言い方を変えるなら、「お客様以上のファンづくりプ

ロジェクト」「脱安売り大作戦」「採用における会社の

魅力度アッププロジェクト」、もしくは「徹底した知

名度アップ大作戦」、言い方はいろいろあると思いま

す。これは全部、ブランド戦略ができることです。ど

うかブランドという言葉を一切使わずにブランディン

グに着手していただけたらと思います。

今日、タイトルは、『採用・知名度・脱安売りに効く』

と言っていますので、それぞれの話をひとつずつして

終っていきましょう。

まず、ブランディングの好事例で、「採用」について

です。今日は時間に限りがあるので、ひとつだけポイ

ントをお話したいと思います。皆さん、地域・業界の

ブランドと言われるような会社を目指すとしたら、目

立つことを恐れないでください。具体的に言うならば、

ユニフォームです。皆さんの会社にもしユニフォーム

があるとしたら、ユニフォームを躊躇することなく格

好いい物・目立つ物にしていってください。

これは僕が兵庫県でお世話させていただいているブリ

ティッシュパブです。見てのとおりただの「the飲食店」

の感じです。この方は社長ですけれども、社長も普通

の格好でいつもお店に立っています。僕はこれではい

けないと思います。特に飲食店は採用を非常に困って

いて、なかなか人が集まらない。なので、僕はユニ

フォームを替えました。どう替えたのか。このように

替えました。これは社長です。スタッフもこうです。

こうすることによって「このユニフォームを着て働い

てみたい」とワンサカ履歴書が集まるようになってき

ますし、社長以下スタッフもスター化しますので、お

客様から「一緒に写真を撮ってください」ということ

で、やっぱり自分の仕事により誇りを持てるように

なっていきます。

飲食店だけではありません。これは僕がお世話をさせ

ていただいている土木の会社です。見てのとおり若い

女性はリアル社員です。みんな面白いように集まって

きます。実は最近ここ上場しました。なぜ上場できる

のか。人が安定的に集まって来るからです。その理由

は一体なぜなのかと言ったら、やっていることはいろ

いろありますけれど、でもユニフォームはひとつ大き

な理由です。ちなみにbeforeはこれ、「the土木の会社」

のような感じです。たかがユニフォームされどユニ

フォームです。このように格好良くしていたら雑誌の

表紙にこのように飾れるようになると思います。

僕は、全国いろいろな仕事をやっています。水産加工

に近いお話もぜひ釧路には伝えたいと思います。これ

はタコの加工の会社、茨城県で僕がお世話をさせてい

ただいている所です。見てのとおりタコの加工で「Ｂ 

to B」だからユニフォームは必要ないのです。でも、

ここもこのように全身タコの色、靴まで CONVERSE

のタコの色、サッカーのように AWAYのユニフォー

ム、サッカーのようにサードユニフォーム。ちなみに

サードユニフォームをこの色にしている理由はなぜか

分かりますか。そう、タコの会社だから「ターコイズ」

にしています。このような遊び心がとても大事。この

ようにすると面白いように若いスタッフが集まってく

るので、ぜひ採用におけるブランディング。皆さん、

着手すべきは、ユニフォーム。これは簡単にできるこ

とです。

そして経営者自体の見た目もとても大事です。パーソ

ナルブランディング・個人のブランディング、これも

僕は着手をよくします。僕は、社長を連れてダイエッ

トプログラム、一緒にトレーニング、そしてこのよう

なファッション改革もやっています。

これは僕がお世話をさせていただいている山形の印刷

会社の社長さんです。これも中小企業の社長にありが

ちなルックスだと思います。やっぱり印刷業、これか

ら人を集めることが

大変になるので変え

ました。６カ月かけ

てダイエットもし

て、一緒にショッピ

ングに行って、一緒

に髪を切って、いま

どうなっているか。いまこうなって、全然違います。

でもこうした瞬間に面白いように会社に人は集まって

いきます。

いろいろな社長さんに僕はやらせていただいていま

す。これは福島のガス会社、before はこのような感

じで普通です。このような時に一緒に買い物へ行った

りもします。ある程度若手の社長もそう、この方は僕

と同世代です。でも最近このように変えました。こう

するだけで大分会社の魅力、採用の戦略度合いが変

わってきますので、どうか「ユニフォーム＋社長の見

た目」をトコトン追求していただきたいと思います。

一旦まとめます。ユニフォームは、採用戦略。ブラン

ドイメージもしくは業界のイメージは、一夜にして皆

さんが格好いいユニフォームを揃えることによって変

わっていきます。今日はこれ以上のお話はできません

けれど、ぜひ僕がこれを書いた本で『できる社長は人

が採れない』がありますので、またどこかのタイミン

グでピックアップしていただけたらと思います。

「知名度」のお話もしましょう。ブランディングによ

る好事例。知名度に関して、ブランディングと言って

も付け足しの作業とは限りません。いまやっているこ

とを削ぎ落としていく場合も多々あったりします。

これ、八天堂のクリームパン。皆さんいまご存じかも

しれませんけれど、僕は過去 15年関わって来ていま

す。僕は広島のメーカーではなく、これをブレークさ

せた販売会社のコンサルタントを過去 15年務めて来

ています。広島で忘れもしません、200 種類のパン

を作っていたただのベーカリーでした。ある時「199

種類のパンをすべて止めて、一番美味しい一種類だけ

に絞ろう」と、この戦略をやりました。そこで残った

のがクリームパン。クリームパンに絞った瞬間、一体

何が起こったのか。前年費売り上げ 600％。その後

は全国に広がり世界に広がり、その世界進出も僕は一

緒にやりました。

僕は『虫眼鏡の法則』と言っています。何でもできる。

たくさんやっている。虫眼鏡でいうと、これは光をボ

ワっとさせているような感じです。「いや、そうでは

ない。やっていることを絞り込んでフォーカスするこ

とによって光が集まって火が起きる」。僕はこのよう

な場合も多々あると思っています。絞り込むほど火は

起きやすい。

ブランド戦略も実は同じで、「あそこの会社と言えば

あれだよね」「その会社と言えばあれだよね」、やっぱ

り人の頭の中で想起されないとその地域・業界のブラ

ンドとは言えないので、どうか発想を逆転して「何で

もやる」から「これしかできない」もどこかのタイミ

ングで、特に皆さんが新規事業を考える時には、考え

ていただきたいと思っています。僕は、日々そのよう

な戦略を全国でして差し上げています。

これは愛知県の元々運送会社です。「何でも運ぶよ」

とやっている所だったのですけれど、運送会社も競争

でとても大変ですので、ひとつのことに絞ろうと読ん

で字のごとし『ジャストヨット運送』、「ヨットしか運

ばないよ」という一事業を作りました。７～８年前に

作って毎年 140％の伸びを見せています。「ヨットな

んて運ぶ人いるの」、いるのです。そのような方たち

がいますし、大学のヨット部がありますから。彼らは

いままで、どこそこの誰にでも頼んでいましたけれど

も、「大切なヨットだからヨット専門の人に運んでも

らいたい」となり、これはひとつに絞り込んだことに

よって、その一部の人たちだけの間でとても有名に

なった例だと思います。

他にも僕は「離婚専門の法律事務所」などもプロデュー

スしたことがあります。これは日本初。いまはまねっ

こもたくさんありますが、このようなことも「弁護士

事務所として何でもやります」よりも、このように絞

り込んだことによって有名になった例です。

他にも、和服のメーカーで、これは和尚さんのカジュ

アル服で、左側が従来型です。「オショカジ」という

名前で和尚さんのカジュアル服を作りました。これを

最初に出す時に「和尚さんに向けてカジュアル服なん

かを出して売れるの」と言われました。いまメチャク

チャ売れていますし、メチャクチャ檀家さんへのプレ

ゼントなどにも使われています。

何よりも面白がってメディアがこのように取り上げて

くれます。そう、絞り込まれた物・サービス・会社の

方が、メディアが面白がって報じてくれます。いまやっ

ていることを止めましょうという話ではありません。

どうか新規事業をつくる時には「絞り込まれたこれし

かできません」という事業ブランドをぜひ考えて見て

ください。

ポイントはこれです、まずは小さな世界で一番に。

これは僕が過去に書いた本、『安売りしない会社はど

こで努力をしているか？』は、とてもたくさんの経営

者に読まれている本なので、手に取った方もこの中に

いらっしゃるのではないかと思います。「何でもでき

ますよ」では、なかなかメディアに載りませんし、人

から人に噂は伝わりません。どうか絞り込んで話題を

つくる、これを考えていただきたいと思います。

「何でもできる」は一見便利そうだけれど実は何もで

きない、ととられる可能性もあるということです。

最後、「脱安売り」に関してもポイントだけお話をし

て今日は終わりましょう。

よくあるケースで、このような講演の後に名刺交換を

して「ウチも脱安売りをしたいのです。価格競争から

抜け出したい」と言われる方と名刺交換をさせていた

だきます。

その受け取った名刺が何となくチープ。名刺に書いて

あるロゴの色使いが何となく安っぽい感じ。それでは

買い叩かれるはずです。このような色使いなら何とな

く「安っぽい会社」だろう。色と心理学、このロゴや

デザインの見た目の心理学はあるものです。

一方、このようにシンプルな色使いで、もっと余裕が

あって、余白があるデザイン、印刷物・カタログだっ

たりすると、「ここはちょっと値段が高いし値段交渉

はできなそうだ。でも、良い物だから買おう」となり

ます。どうか皆さん特に中小企業など自分たちの会社

が使っている印刷物を色使いからもう一度考えていた

だきたいと思います。

これは、先日、山梨の方からいただいた「さくらんぼ」

です。「高級さくらんぼ」と書いてあります。でも、

これをもっと高級に見せる方法はいくらでもあると思

います。色を落とす。文字をもっと高級っぽくする。

テカテカの箱にしない。艶がないようなものにする。

などいろいろやり方はあります。自ら「高級」と言わ

ないことも、もしかしたら大事なことかもしれません。

このように、より高く買っていただけるようにする術・

策はいろいろあると思います。

コツは、いくつかありますが、ひとつだけ覚えていた

だきたいことは「カラフルにしない」、そして印刷物

でも何でも「余白美」。そう、余白の美しさ・余裕が

あること。ギュウギュウ詰めにしない、これはとても

大事です。そして色、ダーク系の色の方が人は高級感

を感じます。もっと言うならば、『名前のない色』です。

何とも形容しがたい名前がない色には、人はより高級

感を感じると言われています。

「ティファニー」などがそうです。これは「ティファニー

ブルー」と言われるけれど、ブルーかと言ったらブルー

ではないですよね。グリーンとも言えるしブルーとも

言える、ティファニーブルーですよ。このように名前

がない色、川崎グリーンもそうですけれど、このよう

な色で人は高級感を感じるというのです。どうか皆さ

んの新規事業ないしいまの会社の色を変えていく上で

は、このようなことも考えてください。

もしも迷ったら、皆さん迷わずブラック企業になるこ

とです。つまり黒を基調とした会社になっていく。こ

れがとても良いかもしれません。

ひとつご紹介をしたいことが、僕は２週間前にここに

行っていたのですけれど、新潟の『SUWADA』とい

う爪切りの会社です。爪切りは 100 円ショップでも

売っていますが、ここでは１個 5,000 円や 8,000 円

する爪切りを作って世界に輸出しています。工場をあ

る日突然このように真っ黒にしました。黒を基調にし

ています。これは普通、日本の中小企業だったら非常

に嫌がることです。「黒なんて、縁起悪い」という話

になりますけれど、見てのとおり「Open Factory」と

書いてあります。そう、誰でもいつでも見て良い。本

当に何となく動物園・博物館化しているような工場に

なっています。

『爪切りの時間は「面倒」から「感動」へ』というキー

ワードでやっていますけれど、新潟へ行く機会があっ

たら立ち寄って見てください。とにかく真っ黒。工場

もこのようにラインを見せてくれますけれど、真っ黒。

スタッフ、真っ黒。使っている機械は全部塗っている

そうで、真っ黒。置いてある備品、全部真っ黒。そし

て社員食堂とお客様が使えるカフェは同じスペースで

すけれど、そこもこのように自分たちが失敗をした爪

切りをこのようにライトにしています。そして工場で

見た黒くて格好がいい箱などはお土産屋さんで売って

いて、みんなバカスカ買って行きます。黒、決して安

売りをしない。そして自分たちは違うことをやる。

そもそも違うことをやることがブランド戦略ですの

で、ここのやり方、ブラック企業になった。色ですよ、

とても正解だと思います。

『ひがし北海道』のブランディングプロジェクト、こ

れも黒を基調としています。ひがし北海道というこの

広大な地。いろいろな会社さんがいらっしゃるので、

やっぱりみんなにユニバーサルに使ってもらう黒と

白、これが良いだろうと思って、木下さんをはじめ今

日このテーブルに集まっているブランディングチーム

と日々活動をさせていただいています。　

当然、意思統一、このようにしたいというのは、なか

なか広い地域をやっているので伝わり切れません。た

だ僕がこのように釧路に足を運ぶことによって、北見

に足を運ぶことによって 10年後・15年後、「ひがし

北海道」という名前は根付いたね。素晴らしくなった

ね。安売りせずに済むようになったね。採用で困らな

くなったね。そのような地域になって行けたらいいね

といろいろな願いを込めてこの活動を行っています。

今日、このお話はしませんけれど、いまの黒の話から

この「ひがし北海道」のブランド戦略もなぜ黒白で行っ

ているのか、ここから話がつながったら良いと思って

います。

皆さんにお願いです。ホームページがもうすぐできま

す。そのホームページから「お手洗いのサイン」

「Wi-Fi のサイン」「駐車場で使えるサイン」などが無

料でダウンロードできるようになっています。この「ひ

がし北海道」のブランド戦略プロジェクトが１人でも

多くの人に伝わるように、プリントアウトして皆さん

のいろいろなところで使っていただけたら、より広が

りが早いと思っています。

『中小企業のブランド戦略』ということで、足早に 30

分でお話をさせていただきました。僕はこの世界の第

一人者、専門家として日々、このことだけ 24時間考

えて生きています。これは、誰のために行うものなの

か。僕は端的に言うなら、もしくは深い所で言うなら

ば、皆さんの会社でいま働いているスタッフのために、

皆さんの会社はブランド戦略に着手しなければいけな

いと思っています。

これは、福井の鉄工所で僕が手がけている所です。こ

れは『291 アイアンワークス』という名前で、291

で「ふ・く・い」と読ませています。

忘れもしません。初日、僕がこの会社へ行った時にス

タッフ 1人 1人の毛穴から本当に不安しか感じませ

んでした。「俺、将来引退できるのかな」「俺、将来結

婚できるのかな」。鉄工所ですから、みんな火花を散

らしながらそのような空気を感じました。

そこからブランド戦略を着手して、いまではたくさん

のメディアに取り上げられるようになって、一体どう

なったのか。

見てのとおり、ここの職人たち・スタッフたちがこの

ようにカメラの前で、本当に素晴らしい嘘のない笑顔

を作れるようになりました。このような写真を撮った

時に「僕の仕事は終わった」と思って、その会社去る

ようにしています。これもただの鉄工所ではなく「そ

の地域・業界でブランド」と言われる鉄工所になった

からこそ、彼らは自分の将来に自信を持ち、自分の会

社に誇りを持ち、そして数年かけて「自分の業界を次

世代に伝えていきたい」と心の底から思えるように

なったからこの姿になったのです。

この方はここの社長です。社長の改善ももちろんやっ

ています。ここの社長には、アイアンワークスとアイ

アンマンをかけてトライアスロンに挑戦をしてもらう

ことにしました。僕もトライアスロンをやっているの

で、一緒にトレーニングをし、最初の大会に一緒に出

てあげて、それからアイアンマンは世界最高峰の大会

をこのように転戦するようになりました。15時間か

けて 3.8 ㎞のスイム（水泳）、190 ㎞のバイク（自転車）、

そして 42.195 ㎞のランを走るわけですけれど、最近、

社長はあるインタビューで「村尾隆介（僕）のコンサ

ルをずっと受けてきて、一番良かったことはトライア

スロンを始めたことだった」と言っています。何とも

微妙なコメントですけれど、このように言ってくれま

した。ここはいま「日本一明るい鉄工所」ということ

で見学者がたくさん来ます。

皆さんの会社で、働くスタッフがいまよりももっと輝

けば、皆さんの業界はもっと盛り上がるはずです。ブ

ランド戦略とは、回り回って結局このようなことだと

思っています。自分の会社・自分の業界・自分が生ま

れ育ったこの釧路・ひがし北海道という地域を次世代

にとって「憧れのもの」に見せていくために行うこと。

そのための手段がユニファームだったり、色使いだっ

たり、社長の見た目であると思っています。

皆さんの奉仕活動、もちろん会社が発展すればするほ

ど地域にいろいろな形で奉仕ができます。また、奉仕

だけではなく事業自体が社会貢献的であることが間違

いなく良いわけですから、どうか皆さんの会社のブラ

ンド戦略という血肉を少しでも加味していただき、よ

り輝く釧路にしていただけたらとても幸いです。

今日は、質疑応答などはありませんけれど、

Facebook で「村尾隆介」と入れたらメッセンジャー

などで連絡が取れると思います。どうかこれからも仲

良くしてください。みなさんありがとうございました。

そして、今日はお招き本当にありがとうございました。

ちょうど予定の 13時 29分になったので、これで終

わっていきたいと思います。ありがとうございました。

会長謝辞　杉村会長

　村尾様におかれましては、貴重なお話、面白かった

ですね。あっという間の時間でしたが、本当にありが

とうございました。

　「目から鱗」と思った方々も多いのではないかと思

いますし、刺激を受けたと思います。やっぱりパーソ

ナルブランディング、制服を含めて、ブランドは経営

戦略だというお話をされていました。まさにそのとお

りだと思って聞いておりまして、非常に刺激を受けて、

勉強をしなければいけないと思っております。

　　尾先生とスタッフの皆様の益々のご活躍を祈念い

たしまして、今日のお話のお礼とさせていただきます。

どうもありがとうございました。
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　杉村　荘平会長

　皆さん、こんにち

は。お食事をお続け

ください。

本日も多数のご出席

をいただきまして、

本当にありがとうご

ざいます。また先週行われました『クラブ協議会』『ガ

バナー公式訪問』は、皆さまの多数のご出席をいただ

き、ご協力をいただきましてスムーズな会合ができま

した。お礼申し上げます。ありがとうございました。

　今日は少し趣向を違った形でやらせていただければ

と思っております。来ていただきましたお客様の前で、

早めにと思っておりますが、本日は私のクラブ歴史編

の第２弾ということで、本日は村上祐二さん取り上げ

たお話をさせていただきたいと思っております。

　ご紹介をさせていただきますが、その前にいま「ふ

ふふ」とありましたけれども、当クラブの村上祐二君

とは一切血縁関係がないことを本人にも確認をしてお

りますことをご紹介した上でお話をさせていただきま

す。

村上祐二さんは、明治 25年京都府亀岡市で生まれで、

その後、根室に移られて根室実業高校の第１期生で卒

業された後に、おじさんであります村上佐市さんに乞

われて村上物産さんに入社されております。

亡くなった北村藤兵衛さんが「釧路クラブの生みの親

は村上さんだった」と言われておりますけれども、創

立から 48年間ロータリーに邁進して、その間 32年

間連続の100％の例会出席、そしてすごいことですが、

全国の「地区大会」に 102 回出席という前人未踏の

記録を打ち立てております。その間ロータリーのいろ

いろな活動をされますが、1984 年（昭和 59年）、

92歳で亡くなられております。

亡くなる前日まで例会には元気に出席をされていたと

いうことです。亡くなる当日、地区大会の申込書を事

務局に届けられる階段で倒れられたと聞いておりま

す。

私もいろいろ調べた中で、亡くなられる前年の網走の

地区大会で村上さんが 100 回の特別表彰を受けられ

ています。その時の謝辞を見つけましたので、それを

ご紹介させていただきながらお話をさせていただけれ

ばと思っております。ぜひ、聞いてください。

　「私は、日清戦争の２年前、明治 25年９月 16日に

生まれ、半月前に満 91歳の誕生日を迎えました。ク

ラブにおきましては、32年間 100％出席を継続し、

もっか 33年目の 100％出席の記録を作りたいと努力

中でございます。

　第１回目の出席は、釧路クラブが創立した直後の昭

和 12年春、当時のガバナーは北大総長の佐藤昌介男

爵でＲＩ会長代理は米山梅吉氏でありました。当時、

この大会に出席をして現在釧路で生存をしているの

は、両角パストガバナーと私の２人きりでございます。

爾来（じらい）100 回、各地の大会に出席をしてお

りますが、ここを終えますと山口県の萩、明治維新英

傑を生み出しました萩に参りたいと思います。そうし

ますと 101 回の出席になります。どうぞお見知りお

きください」というご挨拶で、その時の会場の驚きと

敬服が交じった響めきは忘れることができない感動で

した。という記述が残っております。そんな村上さん

が、クラブ会長を務めるのが 1957 年（昭和 32年）

であり、少し遅い気がいたしますが、その貴重なエピ

ソードも両角克治さんの追悼スピーチで垣間見られた

ので、こちらもご紹介させていただきます。

「戦後の昭和 25年、最初に会長になられたのが長内

氏で、村上さんが会長になられたのは少し遅れて昭和

32年です。もっと早く会長のなるべきだったのです。

村上さんは、戦中のロータリーの暗黒時代に入ってか

らすっかりロータリークラブが嫌になり、われわれが

木曜クラブ・職域懇談会と名を変えて会合を続けてい

たほぼ５年間、村上さんは参加されていなかったので

す。そのような訳で戦前のロータリアンの村上さんよ

り戦中時代に入会をした人たちが、当時地下活動を

行った同士ということで、村上さんより先に会長に

なったということのようです」。

そのようなエピソードがあるようですね。また、

「その後、両角さんがガバナーになり事務所スタッフ

などが足りず大変困った時に、ただ 1人、村上さん

だけが地区資金委員を引き受け、自ら東京へ赴き、各

地区の状況を綿密に視察・打ち合わせをしてもらい、

大変助かった。北海道地区資金をまともに軌道に乗せ

た第一歩は、村上さんのおかげです」

と語っております。本当に人格者であり人望も厚い方

だったようです。ロータリーについて「理屈を抜きに

して、肌で感ずるロータリーを」と言われ、「私の生

き甲斐はロータリーであり、私の恩人はロータリーで

ある」が口癖だったようです。というところが村上さ

んの歴史、それを少しお話させていただきました。

ちなみに、この 32年間で 100％出席という記録は私

が調べている限りでは、その後、北村藤兵衛さんが

40年連続 100％出席、その後はつい先日まで釧路ク

ラブにいらっしゃいました川口さんの 44年連続

100％出席が多分最長だと思っております。このお二

人についても、第３弾・第４弾でお話をする機会を続

けたいと思っております。

第２代村上祐二君におかれましてもこの記録を更新す

るように、ぜひ期待したいところだと思っております。

もうひとつ、今日は大事なお話をしなければなりませ

ん。早いもので来年の理事を決める時期となりました。

当クラブ細則第５条第１則に本クラブの年次総会を

12月第１例会に開催し、そこで次年度選挙を行うと

なっておりまして、今年度の総会は 12月２日を予定

しております。

また、細則第３条第１節には、選挙の１カ月ぐらい前

の例会において次年度理事を求めなければいけないと

なっておりますので、まずは皆さまの中から立候補を

募りたいと思います。立候補をお考えの方は、11月

11日の次週例会までお申し出いただければと思いま

す。届け出がない場合には指名委員会を開催させてい

ただきまして、指名をさせていただきたいと思ってお

りますので、どうぞよろしくお願いいたします。

それでは、長々となりましたが、本日はブランディン

グということで村尾さんのご講演となっております。

どうぞよろしくお願いいたします。

ありがとうございます。

幹事報告　市橋　多佳丞幹事

　皆さま、こんにちは。幹事報告をさせていただきま

す。お手元の例会案内をご一読お願いいたします。

本日本例会後、第５回理事会を開催させていただきま

す。本日の理事会の会場はホテル館３階「はなの間」

になっておりますので理事者の皆さまは、例会終了後

そちらへご移動をお願いいたします。

　また、11月のロータリーレートは、114 円となっ

ております。また受付に赤い羽根共同募金の募金箱を

設置させていただきました。今月いっぱい設置させて

いただく予定ですので、皆さま募金のご協力をよろし

くお願い申し上げます。

　以上で、幹事報告とさせていただきます。

プログラム委員会　木下　正明君　

　皆さん、こんにち

は。プログラム委員

会の木下です。皆さ

ん、今日の講演は楽

しみにされているの

ではないかと思いま

す。なるべく講演の

時間を多く取りたいとものですから、ご講演をいただ

きます村尾隆介さんのプロフィールにつきましして

は、お手元の紙をご覧いただければと思います。

スターブランド株式会社／ビジネス書作家

    　　　　　　　　　　　　　村尾　隆介様

　皆さん、こんにちは。30分お時間をいただきまし

たので、今日は『ブランド戦略・ブランディング』に

ついて、普段、皆さんがなかなか触れ合わない話だと

思いますが、ぜひ釧

路のためにお話をし

ていきたいと思って

います。

　僕は、「中小企業

のブランド戦略を

ブームとして起こし

た」「それまで大企業のものだったブランド戦略を中

小企業のものにした」と、過去 15年メディアからた

くさん報じていただいています。北海道から沖縄まで

だいたい 300 社にこの『ブランド戦略・ブランディ

ング』という分野でアドバイスをさせていただいてい

ます。講演セミナーは、年間約 100 本行っています

ので、3日に１回はどこかでこの「ブランド戦略の重

要性」をお話しさせていただいていますけれど、その

９割方は地方で行っています。どうか、今日のこの話

は「東京の話でしょ」と思わずに聞いていただきたい

と思います。

僕は地銀の顧問などもやっていますし、このブランド

戦略と地方創生は非常に相性が良いので「岩手県の観

光文化大使」、そしていま木下さんと一緒にこの「ひ

がし北海道全域のブランディング」、北海道右半分の

ブランディングに着手させていただいています。

僕自身は、元々、ＨＯＮＤＡの社員です。ＨＯＮＤＡブ

ランドをイスラム教圏で確立していくことが、社会人

１年目からずっと携わってきた仕事なので、僕は社会

人生活ずっとこのブランド戦略という世界にいます。

たくさんの本を国内外で書いています。国内外で合わ

せて 25冊、最近だったらＳＤＧｓの本、そしてオリ

ンピック・パラリンピックに合わせて日本が誇るブラ

ンドのミズノというスポーツ用品メーカーの本を書か

せていただいています。

今日は、『採用と知名度と脱安売り』ということで、

企業が常に悩んでいるお話をさせていただきたいと思

います。資料は木下さんに後でお渡ししますので、も

しメモなどが取られなかった時は後でもらってくださ

い。また写真を撮ってもらって構いませんし、録音も

ぜひ行ってください。これはぜひ皆さんのスタッフと

も共有をしていただきたいです。

もし僕が、ここに中学２年生を連れて来たとします。

そしてこの中学２年生が社会人の皆さんに「社会人の

皆さん、ブランドとは一体何ですか」と聞きます。ブ

ランド戦略、ブランディング、言葉は多少違っても良

いと思いますが、これに明確に皆さん答えることがで

きるでしょうか。

ブランドという言葉、日々私たちは会議ないし公私と

もによく使っている言葉です。ブランドはビジネスに

とって重要なキーワードですけれど、説明できる社会

人はいないと思います。辞書を開けば、「焼印」と出

ています。元々は家畜に「この牛はウチのだ」「この

豚はウチのだ」とやって始まったのがブランドの元々

の語源であります。もしくは「商標」「商標登録」と

出ていますけれど、「ブランド＝商標登録」と言われ

ても何の解決にもなりません。

値段が高いこと、有名なこと、いろいろなことを想像

される方がいらっしゃると思います。朝、皆さん歯を

磨いている途中でチューブに目を落とすと、そこには

「ＧＵＭ」と書いてあります。言わずと知れたこれは

ブランドです。商品のことがブランドと思われる方が

たくさんいると思います。ただ、このチューブをパッ

と反対にしたら、そこには「サンスター株式会社」と

書いてありました。そこで皆さんは思うのです。「あれ、

待てよＧＵＭという商品もブランドだけれど、サンス

ターという会社もブランドだよな」と。

そのようなことを思

いながら、朝シャ

ワーを浴びて出勤の

ために白いシャツを

着ました。何の変哲

のない白いシャツ、

2,980 円でした。縫

製もしっかりしているメイドインジャパン。この

2,980 円の白いシャツ、ここにたったひとつの刺繍が

入るだけでこれが 29,800 円になります。29,800 円、

もしかしたら同じ工場で作られているかもしれない。

両方は縫製だってしっかりしている。でもこの刺繍ひ

とつに 10倍の値段を払う人がいるのです。これがブ

ランドの世界です。知名度のため、もしくはステータ

スのためいろいろな理由がそこにはあるのですけれ

ど、刺繍ひとつで物事が変わってきます。

そのようなことを思いながら朝、出勤をしました。「東

京メトロ」に乗りました。東京メトロは民営化されて

から印刷物やロゴなど非常にお洒落になりました。そ

こで人は「なるほどデザインを良くすることがブラン

ド戦略だろう」と思います。だったら話は簡単です。

皆さんはデザイナーを捕まえて来て、きれいに皆さん

の会社の印刷物を整えたら、それでブランドになれる

はずです。

でも、話はそんなに簡単ではないのです。だったら世

の中ブランドと言われる会社だらけのはずです。

そのようなことを思いながら朝、出勤のために最寄り

の駅「表参道」で降りました。表参道という駅は、東

京の中でもブランド力が高い土地です。実は土地にも

ブランドがあります。乳製品も「北海道」と付いただ

けで人は「より美味しいだろう。より高く値段を払っ

ても惜しくない」と思うわけです。そのようなことを

思いながら働く前にコーヒー１杯買って行こうと思っ

て「スターバックス」に来ました。スターバックスは

少々値段が高いお店です。コーヒー１杯が安いもので

も 310 円します。「なるほど値段が高いことがブラン

ド」と考える方もたくさんいます。でもその思いは店

を出て斜向かいにある「ドトール」を見た瞬間にもろ

くも崩れます。そうです、ドトールだってブランドで

す。安い方のブランドです。「エルメス」もブランド

だけれど「ユニクロ」だってブランドです。ブランド

＝値段が高いこととは限りません。各価格帯に実はブ

ランドが存在しています。

そのようなことを思いながら、お昼ご飯、ラーメン屋

さんに来ました。このラーメン屋さんは全国区には知

られてはいないけれど、でもその地域では局地的には

有名。そう全国区・世界的に有名ではなくてもその地

域・業界の一部の人だけに人気のブランドということ

もこれもまた存在するのです。そのようなことを考え

ながら、夜、ご飯を食べました。夜ご飯の食卓には、

「きゅうりのキューちゃん」、「松阪牛」、すべてブラン

ド名が付いていました。奥様と娘さんがブランド品の

話・いわゆる高級バックの話をしていました。お孫さ

んが遊びに来ていました。お孫さんはまだ自分の名前

を自分で言えないの

に「マクドナルド」

のコマーシャルの黄

色いアーチを見て

キャッキャッ騒いで

いました。最近のブ

ランド戦略の研究で

は、子どもは自分の

名前を覚える前にブランドの「ロゴマーク」を覚える

と言われています。

そうブランド、われわれは、この文明社会で生きてい

る以上１日たりともふれ合わない日なんてありませ

ん。皆さんが先ほど触っていた「iPhone」、今朝食べ

た「ブルガリアヨーグルト」、先ほど乗ってきた「ト

ヨタ」、これは全部ブランドです。ただ先ほど中学２

年生の例があるように、われわれはブランドという言

葉をすぐに中学２年生伝えられるぐらいこの言葉を理

解しているかと言ったら全くそのようなことではない

と思います。

「じゃ、ブランドとは一体何なのか」。その定義のため

にここに僕が今日立っているわけではありません。ぜ

ひイメージしてください。その会社がどんなに小さく

ても、どのような業種・業態であってもブランド戦略・

ブランディングを意識してきた会社と、そうではない

会社ではこれぐらいの違いがあるということをぜひイ

メージしていただきたいと思います。

まず「ブランド戦略をいままで考えて来なかった」「ブ

ランド戦略なんて全く重視して来なかった」「ウチの

会社とは全く関係がないことだ」と思っていた会社の

姿です。見てのとおり、あたふたしています。今日み

たいな寒い日でも、お客様は神様です。営業に行かな

ければいけない。良いスタッフいないかな。いつも良

いスタッフを外に探す。せっかく入ったところですぐ

に辞められる。金融機関にも「お金を貸してください」

「何か良い情報はないですか」「ウチとコラボレーショ

ンしましょう」、そのようなことを頼む時も全部こち

らから行かないとダメです。これがブランドを意識し

て来なかった、地域・業界のブランドになろうという

経営をして来なかった会社の姿です。

一方、どんなに会社が小さいころからも「ウチは地域・

業界のブランドを目指すぞ」とやってきた会社の状態

はどうなのか。これとは全く逆です。その会社・お店

が、多少場所が悪い所にあってもお客様の方から、わ

ざわざ世界中から探してそこに来てくださる。少々値

段が高くても喜んでそれを理解して払ってくれる。ス

タッフもそうです。福利厚生がどうとか、有休がどう

とか、そのような話ではありません。「御社で働くこ

とが夢でした」と求人も出していないのに未来の優秀

なスタッフが集まってくる。これが地域・業界のブラ

ンドと言われるような会社の状態です。

では、向かって右と左、どちらがより良い経営の状態

にあるかと言ったら当然右。そう、ブランド力という

ものは皆さんの会社により強い引力を兼ね備える、そ

のような戦略だと思って理解をしていただけたら経営

に役立つと思っています。つまりブランド戦略とは、

効率の良い上手な経営をして行こうということと、こ

れはニアリーイコール（≒）なのです。一般的には「デ

ザインを良くして行こう」と思われますが、違います。

特に中小企業にとってはデザインのような「部分戦略」

ではなく、「全体経営戦略」なのです。

僕が率いる「スターブランド」という会社は、ブラン

ドの定義を「ビジネスに関わるすべての人をファンに

する。研ぎ澄まされた経営をしている会社」としてい

ます。デザインのことなど一切触れていません。関わ

る人すべてをファンにしていく。もしくは、いま働い

ているスタッフも社長のファン。このような状態の会

社にしていく経営がある。このような会社のことを僕

は『地域・業界のブランド』と呼びたいと思います。

またこの釧路からひとつでも多くこのような会社が誕

生することをこれからもとても願っています。

もちろんデザインもとても楽しい部分で大事です。

日々、僕はいろいろなお店・会社をプロデュースして

いますけれど、これは僕が最近オープンさせた群馬の

コインランドリーです。このようにいろいろな色・デ

ザイン・そして店舗の中、このようなものも全部僕が

作っていくわけですけれど、もちろんこれは楽しい部

分です。ただブランド戦略とは、決してこのようなこ

とだけではないことを覚えておいてください。いずれ

にせよ今日ここまでの話を聞いて「ブランディング、

いいな。ウチの会社もやっていこう」と思ったら、ど

うか明日は社員を集めて朝礼で「よし、ウチもブラン

ディングだ」と言わないでください。そうしたらスタッ

フの皆さんは、だいたいこのような顔をして「また社

長、変なセミナーを聞いてきたな」と思うと思います。

ブランド・ブランド戦略・ブランディング、 先ほど言っ

たように人は頭の中で定義が定まりません。ブランド・

ブランド戦略・ブランディング、このような言葉を一

切使わずに皆さんの会社をブランド化していく。これ

が優れた経営手腕だと思います。

言い方を変えるなら、「お客様以上のファンづくりプ

ロジェクト」「脱安売り大作戦」「採用における会社の

魅力度アッププロジェクト」、もしくは「徹底した知

名度アップ大作戦」、言い方はいろいろあると思いま

す。これは全部、ブランド戦略ができることです。ど

うかブランドという言葉を一切使わずにブランディン

グに着手していただけたらと思います。

今日、タイトルは、『採用・知名度・脱安売りに効く』

と言っていますので、それぞれの話をひとつずつして

終っていきましょう。

まず、ブランディングの好事例で、「採用」について

です。今日は時間に限りがあるので、ひとつだけポイ

ントをお話したいと思います。皆さん、地域・業界の

ブランドと言われるような会社を目指すとしたら、目

立つことを恐れないでください。具体的に言うならば、

ユニフォームです。皆さんの会社にもしユニフォーム

があるとしたら、ユニフォームを躊躇することなく格

好いい物・目立つ物にしていってください。

これは僕が兵庫県でお世話させていただいているブリ

ティッシュパブです。見てのとおりただの「the飲食店」

の感じです。この方は社長ですけれども、社長も普通

の格好でいつもお店に立っています。僕はこれではい

けないと思います。特に飲食店は採用を非常に困って

いて、なかなか人が集まらない。なので、僕はユニ

フォームを替えました。どう替えたのか。このように

替えました。これは社長です。スタッフもこうです。

こうすることによって「このユニフォームを着て働い

てみたい」とワンサカ履歴書が集まるようになってき

ますし、社長以下スタッフもスター化しますので、お

客様から「一緒に写真を撮ってください」ということ

で、やっぱり自分の仕事により誇りを持てるように

なっていきます。

飲食店だけではありません。これは僕がお世話をさせ

ていただいている土木の会社です。見てのとおり若い

女性はリアル社員です。みんな面白いように集まって

きます。実は最近ここ上場しました。なぜ上場できる

のか。人が安定的に集まって来るからです。その理由

は一体なぜなのかと言ったら、やっていることはいろ

いろありますけれど、でもユニフォームはひとつ大き

な理由です。ちなみにbeforeはこれ、「the土木の会社」

のような感じです。たかがユニフォームされどユニ

フォームです。このように格好良くしていたら雑誌の

表紙にこのように飾れるようになると思います。

僕は、全国いろいろな仕事をやっています。水産加工

に近いお話もぜひ釧路には伝えたいと思います。これ

はタコの加工の会社、茨城県で僕がお世話をさせてい

ただいている所です。見てのとおりタコの加工で「Ｂ 

to B」だからユニフォームは必要ないのです。でも、

ここもこのように全身タコの色、靴まで CONVERSE

のタコの色、サッカーのように AWAYのユニフォー

ム、サッカーのようにサードユニフォーム。ちなみに

サードユニフォームをこの色にしている理由はなぜか

分かりますか。そう、タコの会社だから「ターコイズ」

にしています。このような遊び心がとても大事。この

ようにすると面白いように若いスタッフが集まってく

るので、ぜひ採用におけるブランディング。皆さん、

着手すべきは、ユニフォーム。これは簡単にできるこ

とです。

そして経営者自体の見た目もとても大事です。パーソ

ナルブランディング・個人のブランディング、これも

僕は着手をよくします。僕は、社長を連れてダイエッ

トプログラム、一緒にトレーニング、そしてこのよう

なファッション改革もやっています。

これは僕がお世話をさせていただいている山形の印刷

会社の社長さんです。これも中小企業の社長にありが

ちなルックスだと思います。やっぱり印刷業、これか

ら人を集めることが

大変になるので変え

ました。６カ月かけ

てダイエットもし

て、一緒にショッピ

ングに行って、一緒

に髪を切って、いま

どうなっているか。いまこうなって、全然違います。

でもこうした瞬間に面白いように会社に人は集まって

いきます。

いろいろな社長さんに僕はやらせていただいていま

す。これは福島のガス会社、before はこのような感

じで普通です。このような時に一緒に買い物へ行った

りもします。ある程度若手の社長もそう、この方は僕

と同世代です。でも最近このように変えました。こう

するだけで大分会社の魅力、採用の戦略度合いが変

わってきますので、どうか「ユニフォーム＋社長の見

た目」をトコトン追求していただきたいと思います。

一旦まとめます。ユニフォームは、採用戦略。ブラン

ドイメージもしくは業界のイメージは、一夜にして皆

さんが格好いいユニフォームを揃えることによって変

わっていきます。今日はこれ以上のお話はできません

けれど、ぜひ僕がこれを書いた本で『できる社長は人

が採れない』がありますので、またどこかのタイミン

グでピックアップしていただけたらと思います。

「知名度」のお話もしましょう。ブランディングによ

る好事例。知名度に関して、ブランディングと言って

も付け足しの作業とは限りません。いまやっているこ

とを削ぎ落としていく場合も多々あったりします。

これ、八天堂のクリームパン。皆さんいまご存じかも

しれませんけれど、僕は過去 15年関わって来ていま

す。僕は広島のメーカーではなく、これをブレークさ

せた販売会社のコンサルタントを過去 15年務めて来

ています。広島で忘れもしません、200 種類のパン

を作っていたただのベーカリーでした。ある時「199

種類のパンをすべて止めて、一番美味しい一種類だけ

に絞ろう」と、この戦略をやりました。そこで残った

のがクリームパン。クリームパンに絞った瞬間、一体

何が起こったのか。前年費売り上げ 600％。その後

は全国に広がり世界に広がり、その世界進出も僕は一

緒にやりました。

僕は『虫眼鏡の法則』と言っています。何でもできる。

たくさんやっている。虫眼鏡でいうと、これは光をボ

ワっとさせているような感じです。「いや、そうでは

ない。やっていることを絞り込んでフォーカスするこ

とによって光が集まって火が起きる」。僕はこのよう

な場合も多々あると思っています。絞り込むほど火は

起きやすい。

ブランド戦略も実は同じで、「あそこの会社と言えば

あれだよね」「その会社と言えばあれだよね」、やっぱ

り人の頭の中で想起されないとその地域・業界のブラ

ンドとは言えないので、どうか発想を逆転して「何で

もやる」から「これしかできない」もどこかのタイミ

ングで、特に皆さんが新規事業を考える時には、考え

ていただきたいと思っています。僕は、日々そのよう

な戦略を全国でして差し上げています。

これは愛知県の元々運送会社です。「何でも運ぶよ」

とやっている所だったのですけれど、運送会社も競争

でとても大変ですので、ひとつのことに絞ろうと読ん

で字のごとし『ジャストヨット運送』、「ヨットしか運

ばないよ」という一事業を作りました。７～８年前に

作って毎年 140％の伸びを見せています。「ヨットな

んて運ぶ人いるの」、いるのです。そのような方たち

がいますし、大学のヨット部がありますから。彼らは

いままで、どこそこの誰にでも頼んでいましたけれど

も、「大切なヨットだからヨット専門の人に運んでも

らいたい」となり、これはひとつに絞り込んだことに

よって、その一部の人たちだけの間でとても有名に

なった例だと思います。

他にも僕は「離婚専門の法律事務所」などもプロデュー

スしたことがあります。これは日本初。いまはまねっ

こもたくさんありますが、このようなことも「弁護士

事務所として何でもやります」よりも、このように絞

り込んだことによって有名になった例です。

他にも、和服のメーカーで、これは和尚さんのカジュ

アル服で、左側が従来型です。「オショカジ」という

名前で和尚さんのカジュアル服を作りました。これを

最初に出す時に「和尚さんに向けてカジュアル服なん

かを出して売れるの」と言われました。いまメチャク

チャ売れていますし、メチャクチャ檀家さんへのプレ

ゼントなどにも使われています。

何よりも面白がってメディアがこのように取り上げて

くれます。そう、絞り込まれた物・サービス・会社の

方が、メディアが面白がって報じてくれます。いまやっ

ていることを止めましょうという話ではありません。

どうか新規事業をつくる時には「絞り込まれたこれし

かできません」という事業ブランドをぜひ考えて見て

ください。

ポイントはこれです、まずは小さな世界で一番に。

これは僕が過去に書いた本、『安売りしない会社はど

こで努力をしているか？』は、とてもたくさんの経営

者に読まれている本なので、手に取った方もこの中に

いらっしゃるのではないかと思います。「何でもでき

ますよ」では、なかなかメディアに載りませんし、人

から人に噂は伝わりません。どうか絞り込んで話題を

つくる、これを考えていただきたいと思います。

「何でもできる」は一見便利そうだけれど実は何もで

きない、ととられる可能性もあるということです。

最後、「脱安売り」に関してもポイントだけお話をし

て今日は終わりましょう。

よくあるケースで、このような講演の後に名刺交換を

して「ウチも脱安売りをしたいのです。価格競争から

抜け出したい」と言われる方と名刺交換をさせていた

だきます。

その受け取った名刺が何となくチープ。名刺に書いて

あるロゴの色使いが何となく安っぽい感じ。それでは

買い叩かれるはずです。このような色使いなら何とな

く「安っぽい会社」だろう。色と心理学、このロゴや

デザインの見た目の心理学はあるものです。

一方、このようにシンプルな色使いで、もっと余裕が

あって、余白があるデザイン、印刷物・カタログだっ

たりすると、「ここはちょっと値段が高いし値段交渉

はできなそうだ。でも、良い物だから買おう」となり

ます。どうか皆さん特に中小企業など自分たちの会社

が使っている印刷物を色使いからもう一度考えていた

だきたいと思います。

これは、先日、山梨の方からいただいた「さくらんぼ」

です。「高級さくらんぼ」と書いてあります。でも、

これをもっと高級に見せる方法はいくらでもあると思

います。色を落とす。文字をもっと高級っぽくする。

テカテカの箱にしない。艶がないようなものにする。

などいろいろやり方はあります。自ら「高級」と言わ

ないことも、もしかしたら大事なことかもしれません。

このように、より高く買っていただけるようにする術・

策はいろいろあると思います。

コツは、いくつかありますが、ひとつだけ覚えていた

だきたいことは「カラフルにしない」、そして印刷物

でも何でも「余白美」。そう、余白の美しさ・余裕が

あること。ギュウギュウ詰めにしない、これはとても

大事です。そして色、ダーク系の色の方が人は高級感

を感じます。もっと言うならば、『名前のない色』です。

何とも形容しがたい名前がない色には、人はより高級

感を感じると言われています。

「ティファニー」などがそうです。これは「ティファニー

ブルー」と言われるけれど、ブルーかと言ったらブルー

ではないですよね。グリーンとも言えるしブルーとも

言える、ティファニーブルーですよ。このように名前

がない色、川崎グリーンもそうですけれど、このよう

な色で人は高級感を感じるというのです。どうか皆さ

んの新規事業ないしいまの会社の色を変えていく上で

は、このようなことも考えてください。

もしも迷ったら、皆さん迷わずブラック企業になるこ

とです。つまり黒を基調とした会社になっていく。こ

れがとても良いかもしれません。

ひとつご紹介をしたいことが、僕は２週間前にここに

行っていたのですけれど、新潟の『SUWADA』とい

う爪切りの会社です。爪切りは 100 円ショップでも

売っていますが、ここでは１個 5,000 円や 8,000 円

する爪切りを作って世界に輸出しています。工場をあ

る日突然このように真っ黒にしました。黒を基調にし

ています。これは普通、日本の中小企業だったら非常

に嫌がることです。「黒なんて、縁起悪い」という話

になりますけれど、見てのとおり「Open Factory」と

書いてあります。そう、誰でもいつでも見て良い。本

当に何となく動物園・博物館化しているような工場に

なっています。

『爪切りの時間は「面倒」から「感動」へ』というキー

ワードでやっていますけれど、新潟へ行く機会があっ

たら立ち寄って見てください。とにかく真っ黒。工場

もこのようにラインを見せてくれますけれど、真っ黒。

スタッフ、真っ黒。使っている機械は全部塗っている

そうで、真っ黒。置いてある備品、全部真っ黒。そし

て社員食堂とお客様が使えるカフェは同じスペースで

すけれど、そこもこのように自分たちが失敗をした爪

切りをこのようにライトにしています。そして工場で

見た黒くて格好がいい箱などはお土産屋さんで売って

いて、みんなバカスカ買って行きます。黒、決して安

売りをしない。そして自分たちは違うことをやる。

そもそも違うことをやることがブランド戦略ですの

で、ここのやり方、ブラック企業になった。色ですよ、

とても正解だと思います。

『ひがし北海道』のブランディングプロジェクト、こ

れも黒を基調としています。ひがし北海道というこの

広大な地。いろいろな会社さんがいらっしゃるので、

やっぱりみんなにユニバーサルに使ってもらう黒と

白、これが良いだろうと思って、木下さんをはじめ今

日このテーブルに集まっているブランディングチーム

と日々活動をさせていただいています。　

当然、意思統一、このようにしたいというのは、なか

なか広い地域をやっているので伝わり切れません。た

だ僕がこのように釧路に足を運ぶことによって、北見

に足を運ぶことによって 10年後・15年後、「ひがし

北海道」という名前は根付いたね。素晴らしくなった

ね。安売りせずに済むようになったね。採用で困らな

くなったね。そのような地域になって行けたらいいね

といろいろな願いを込めてこの活動を行っています。

今日、このお話はしませんけれど、いまの黒の話から

この「ひがし北海道」のブランド戦略もなぜ黒白で行っ

ているのか、ここから話がつながったら良いと思って

います。

皆さんにお願いです。ホームページがもうすぐできま

す。そのホームページから「お手洗いのサイン」

「Wi-Fi のサイン」「駐車場で使えるサイン」などが無

料でダウンロードできるようになっています。この「ひ

がし北海道」のブランド戦略プロジェクトが１人でも

多くの人に伝わるように、プリントアウトして皆さん

のいろいろなところで使っていただけたら、より広が

りが早いと思っています。

『中小企業のブランド戦略』ということで、足早に 30

分でお話をさせていただきました。僕はこの世界の第

一人者、専門家として日々、このことだけ 24時間考

えて生きています。これは、誰のために行うものなの

か。僕は端的に言うなら、もしくは深い所で言うなら

ば、皆さんの会社でいま働いているスタッフのために、

皆さんの会社はブランド戦略に着手しなければいけな

いと思っています。

これは、福井の鉄工所で僕が手がけている所です。こ

れは『291 アイアンワークス』という名前で、291

で「ふ・く・い」と読ませています。

忘れもしません。初日、僕がこの会社へ行った時にス

タッフ 1人 1人の毛穴から本当に不安しか感じませ

んでした。「俺、将来引退できるのかな」「俺、将来結

婚できるのかな」。鉄工所ですから、みんな火花を散

らしながらそのような空気を感じました。

そこからブランド戦略を着手して、いまではたくさん

のメディアに取り上げられるようになって、一体どう

なったのか。

見てのとおり、ここの職人たち・スタッフたちがこの

ようにカメラの前で、本当に素晴らしい嘘のない笑顔

を作れるようになりました。このような写真を撮った

時に「僕の仕事は終わった」と思って、その会社去る

ようにしています。これもただの鉄工所ではなく「そ

の地域・業界でブランド」と言われる鉄工所になった

からこそ、彼らは自分の将来に自信を持ち、自分の会

社に誇りを持ち、そして数年かけて「自分の業界を次

世代に伝えていきたい」と心の底から思えるように

なったからこの姿になったのです。

この方はここの社長です。社長の改善ももちろんやっ

ています。ここの社長には、アイアンワークスとアイ

アンマンをかけてトライアスロンに挑戦をしてもらう

ことにしました。僕もトライアスロンをやっているの

で、一緒にトレーニングをし、最初の大会に一緒に出

てあげて、それからアイアンマンは世界最高峰の大会

をこのように転戦するようになりました。15時間か

けて 3.8 ㎞のスイム（水泳）、190 ㎞のバイク（自転車）、

そして 42.195 ㎞のランを走るわけですけれど、最近、

社長はあるインタビューで「村尾隆介（僕）のコンサ

ルをずっと受けてきて、一番良かったことはトライア

スロンを始めたことだった」と言っています。何とも

微妙なコメントですけれど、このように言ってくれま

した。ここはいま「日本一明るい鉄工所」ということ

で見学者がたくさん来ます。

皆さんの会社で、働くスタッフがいまよりももっと輝

けば、皆さんの業界はもっと盛り上がるはずです。ブ

ランド戦略とは、回り回って結局このようなことだと

思っています。自分の会社・自分の業界・自分が生ま

れ育ったこの釧路・ひがし北海道という地域を次世代

にとって「憧れのもの」に見せていくために行うこと。

そのための手段がユニファームだったり、色使いだっ

たり、社長の見た目であると思っています。

皆さんの奉仕活動、もちろん会社が発展すればするほ

ど地域にいろいろな形で奉仕ができます。また、奉仕

だけではなく事業自体が社会貢献的であることが間違

いなく良いわけですから、どうか皆さんの会社のブラ

ンド戦略という血肉を少しでも加味していただき、よ

り輝く釧路にしていただけたらとても幸いです。

今日は、質疑応答などはありませんけれど、

Facebook で「村尾隆介」と入れたらメッセンジャー

などで連絡が取れると思います。どうかこれからも仲

良くしてください。みなさんありがとうございました。

そして、今日はお招き本当にありがとうございました。

ちょうど予定の 13時 29分になったので、これで終

わっていきたいと思います。ありがとうございました。

会長謝辞　杉村会長

　村尾様におかれましては、貴重なお話、面白かった

ですね。あっという間の時間でしたが、本当にありが

とうございました。

　「目から鱗」と思った方々も多いのではないかと思

いますし、刺激を受けたと思います。やっぱりパーソ

ナルブランディング、制服を含めて、ブランドは経営

戦略だというお話をされていました。まさにそのとお

りだと思って聞いておりまして、非常に刺激を受けて、

勉強をしなければいけないと思っております。

　　尾先生とスタッフの皆様の益々のご活躍を祈念い

たしまして、今日のお話のお礼とさせていただきます。

どうもありがとうございました。
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　杉村　荘平会長

　皆さん、こんにち

は。お食事をお続け

ください。

本日も多数のご出席

をいただきまして、

本当にありがとうご

ざいます。また先週行われました『クラブ協議会』『ガ

バナー公式訪問』は、皆さまの多数のご出席をいただ

き、ご協力をいただきましてスムーズな会合ができま

した。お礼申し上げます。ありがとうございました。

　今日は少し趣向を違った形でやらせていただければ

と思っております。来ていただきましたお客様の前で、

早めにと思っておりますが、本日は私のクラブ歴史編

の第２弾ということで、本日は村上祐二さん取り上げ

たお話をさせていただきたいと思っております。

　ご紹介をさせていただきますが、その前にいま「ふ

ふふ」とありましたけれども、当クラブの村上祐二君

とは一切血縁関係がないことを本人にも確認をしてお

りますことをご紹介した上でお話をさせていただきま

す。

村上祐二さんは、明治 25年京都府亀岡市で生まれで、

その後、根室に移られて根室実業高校の第１期生で卒

業された後に、おじさんであります村上佐市さんに乞

われて村上物産さんに入社されております。

亡くなった北村藤兵衛さんが「釧路クラブの生みの親

は村上さんだった」と言われておりますけれども、創

立から 48年間ロータリーに邁進して、その間 32年

間連続の100％の例会出席、そしてすごいことですが、

全国の「地区大会」に 102 回出席という前人未踏の

記録を打ち立てております。その間ロータリーのいろ

いろな活動をされますが、1984 年（昭和 59年）、

92歳で亡くなられております。

亡くなる前日まで例会には元気に出席をされていたと

いうことです。亡くなる当日、地区大会の申込書を事

務局に届けられる階段で倒れられたと聞いておりま

す。

私もいろいろ調べた中で、亡くなられる前年の網走の

地区大会で村上さんが 100 回の特別表彰を受けられ

ています。その時の謝辞を見つけましたので、それを

ご紹介させていただきながらお話をさせていただけれ

ばと思っております。ぜひ、聞いてください。

　「私は、日清戦争の２年前、明治 25年９月 16日に

生まれ、半月前に満 91歳の誕生日を迎えました。ク

ラブにおきましては、32年間 100％出席を継続し、

もっか 33年目の 100％出席の記録を作りたいと努力

中でございます。

　第１回目の出席は、釧路クラブが創立した直後の昭

和 12年春、当時のガバナーは北大総長の佐藤昌介男

爵でＲＩ会長代理は米山梅吉氏でありました。当時、

この大会に出席をして現在釧路で生存をしているの

は、両角パストガバナーと私の２人きりでございます。

爾来（じらい）100 回、各地の大会に出席をしてお

りますが、ここを終えますと山口県の萩、明治維新英

傑を生み出しました萩に参りたいと思います。そうし

ますと 101 回の出席になります。どうぞお見知りお

きください」というご挨拶で、その時の会場の驚きと

敬服が交じった響めきは忘れることができない感動で

した。という記述が残っております。そんな村上さん

が、クラブ会長を務めるのが 1957 年（昭和 32年）

であり、少し遅い気がいたしますが、その貴重なエピ

ソードも両角克治さんの追悼スピーチで垣間見られた

ので、こちらもご紹介させていただきます。

「戦後の昭和 25年、最初に会長になられたのが長内

氏で、村上さんが会長になられたのは少し遅れて昭和

32年です。もっと早く会長のなるべきだったのです。

村上さんは、戦中のロータリーの暗黒時代に入ってか

らすっかりロータリークラブが嫌になり、われわれが

木曜クラブ・職域懇談会と名を変えて会合を続けてい

たほぼ５年間、村上さんは参加されていなかったので

す。そのような訳で戦前のロータリアンの村上さんよ

り戦中時代に入会をした人たちが、当時地下活動を

行った同士ということで、村上さんより先に会長に

なったということのようです」。

そのようなエピソードがあるようですね。また、

「その後、両角さんがガバナーになり事務所スタッフ

などが足りず大変困った時に、ただ 1人、村上さん

だけが地区資金委員を引き受け、自ら東京へ赴き、各

地区の状況を綿密に視察・打ち合わせをしてもらい、

大変助かった。北海道地区資金をまともに軌道に乗せ

た第一歩は、村上さんのおかげです」

と語っております。本当に人格者であり人望も厚い方

だったようです。ロータリーについて「理屈を抜きに

して、肌で感ずるロータリーを」と言われ、「私の生

き甲斐はロータリーであり、私の恩人はロータリーで

ある」が口癖だったようです。というところが村上さ

んの歴史、それを少しお話させていただきました。

ちなみに、この 32年間で 100％出席という記録は私

が調べている限りでは、その後、北村藤兵衛さんが

40年連続 100％出席、その後はつい先日まで釧路ク

ラブにいらっしゃいました川口さんの 44年連続

100％出席が多分最長だと思っております。このお二

人についても、第３弾・第４弾でお話をする機会を続

けたいと思っております。

第２代村上祐二君におかれましてもこの記録を更新す

るように、ぜひ期待したいところだと思っております。

もうひとつ、今日は大事なお話をしなければなりませ

ん。早いもので来年の理事を決める時期となりました。

当クラブ細則第５条第１則に本クラブの年次総会を

12月第１例会に開催し、そこで次年度選挙を行うと

なっておりまして、今年度の総会は 12月２日を予定

しております。

また、細則第３条第１節には、選挙の１カ月ぐらい前

の例会において次年度理事を求めなければいけないと

なっておりますので、まずは皆さまの中から立候補を

募りたいと思います。立候補をお考えの方は、11月

11日の次週例会までお申し出いただければと思いま

す。届け出がない場合には指名委員会を開催させてい

ただきまして、指名をさせていただきたいと思ってお

りますので、どうぞよろしくお願いいたします。

それでは、長々となりましたが、本日はブランディン

グということで村尾さんのご講演となっております。

どうぞよろしくお願いいたします。

ありがとうございます。

幹事報告　市橋　多佳丞幹事

　皆さま、こんにちは。幹事報告をさせていただきま

す。お手元の例会案内をご一読お願いいたします。

本日本例会後、第５回理事会を開催させていただきま

す。本日の理事会の会場はホテル館３階「はなの間」

になっておりますので理事者の皆さまは、例会終了後

そちらへご移動をお願いいたします。

　また、11月のロータリーレートは、114 円となっ

ております。また受付に赤い羽根共同募金の募金箱を

設置させていただきました。今月いっぱい設置させて

いただく予定ですので、皆さま募金のご協力をよろし

くお願い申し上げます。

　以上で、幹事報告とさせていただきます。

プログラム委員会　木下　正明君　

　皆さん、こんにち

は。プログラム委員

会の木下です。皆さ

ん、今日の講演は楽

しみにされているの

ではないかと思いま

す。なるべく講演の

時間を多く取りたいとものですから、ご講演をいただ

きます村尾隆介さんのプロフィールにつきましして

は、お手元の紙をご覧いただければと思います。

スターブランド株式会社／ビジネス書作家

    　　　　　　　　　　　　　村尾　隆介様

　皆さん、こんにちは。30分お時間をいただきまし

たので、今日は『ブランド戦略・ブランディング』に

ついて、普段、皆さんがなかなか触れ合わない話だと

思いますが、ぜひ釧

路のためにお話をし

ていきたいと思って

います。

　僕は、「中小企業

のブランド戦略を

ブームとして起こし

た」「それまで大企業のものだったブランド戦略を中

小企業のものにした」と、過去 15年メディアからた

くさん報じていただいています。北海道から沖縄まで

だいたい 300 社にこの『ブランド戦略・ブランディ

ング』という分野でアドバイスをさせていただいてい

ます。講演セミナーは、年間約 100 本行っています

ので、3日に１回はどこかでこの「ブランド戦略の重

要性」をお話しさせていただいていますけれど、その

９割方は地方で行っています。どうか、今日のこの話

は「東京の話でしょ」と思わずに聞いていただきたい

と思います。

僕は地銀の顧問などもやっていますし、このブランド

戦略と地方創生は非常に相性が良いので「岩手県の観

光文化大使」、そしていま木下さんと一緒にこの「ひ

がし北海道全域のブランディング」、北海道右半分の

ブランディングに着手させていただいています。

僕自身は、元々、ＨＯＮＤＡの社員です。ＨＯＮＤＡブ

ランドをイスラム教圏で確立していくことが、社会人

１年目からずっと携わってきた仕事なので、僕は社会

人生活ずっとこのブランド戦略という世界にいます。

たくさんの本を国内外で書いています。国内外で合わ

せて 25冊、最近だったらＳＤＧｓの本、そしてオリ

ンピック・パラリンピックに合わせて日本が誇るブラ

ンドのミズノというスポーツ用品メーカーの本を書か

せていただいています。

今日は、『採用と知名度と脱安売り』ということで、

企業が常に悩んでいるお話をさせていただきたいと思

います。資料は木下さんに後でお渡ししますので、も

しメモなどが取られなかった時は後でもらってくださ

い。また写真を撮ってもらって構いませんし、録音も

ぜひ行ってください。これはぜひ皆さんのスタッフと

も共有をしていただきたいです。

もし僕が、ここに中学２年生を連れて来たとします。

そしてこの中学２年生が社会人の皆さんに「社会人の

皆さん、ブランドとは一体何ですか」と聞きます。ブ

ランド戦略、ブランディング、言葉は多少違っても良

いと思いますが、これに明確に皆さん答えることがで

きるでしょうか。

ブランドという言葉、日々私たちは会議ないし公私と

もによく使っている言葉です。ブランドはビジネスに

とって重要なキーワードですけれど、説明できる社会

人はいないと思います。辞書を開けば、「焼印」と出

ています。元々は家畜に「この牛はウチのだ」「この

豚はウチのだ」とやって始まったのがブランドの元々

の語源であります。もしくは「商標」「商標登録」と

出ていますけれど、「ブランド＝商標登録」と言われ

ても何の解決にもなりません。

値段が高いこと、有名なこと、いろいろなことを想像

される方がいらっしゃると思います。朝、皆さん歯を

磨いている途中でチューブに目を落とすと、そこには

「ＧＵＭ」と書いてあります。言わずと知れたこれは

ブランドです。商品のことがブランドと思われる方が

たくさんいると思います。ただ、このチューブをパッ

と反対にしたら、そこには「サンスター株式会社」と

書いてありました。そこで皆さんは思うのです。「あれ、

待てよＧＵＭという商品もブランドだけれど、サンス

ターという会社もブランドだよな」と。

そのようなことを思

いながら、朝シャ

ワーを浴びて出勤の

ために白いシャツを

着ました。何の変哲

のない白いシャツ、

2,980 円でした。縫

製もしっかりしているメイドインジャパン。この

2,980 円の白いシャツ、ここにたったひとつの刺繍が

入るだけでこれが 29,800 円になります。29,800 円、

もしかしたら同じ工場で作られているかもしれない。

両方は縫製だってしっかりしている。でもこの刺繍ひ

とつに 10倍の値段を払う人がいるのです。これがブ

ランドの世界です。知名度のため、もしくはステータ

スのためいろいろな理由がそこにはあるのですけれ

ど、刺繍ひとつで物事が変わってきます。

そのようなことを思いながら朝、出勤をしました。「東

京メトロ」に乗りました。東京メトロは民営化されて

から印刷物やロゴなど非常にお洒落になりました。そ

こで人は「なるほどデザインを良くすることがブラン

ド戦略だろう」と思います。だったら話は簡単です。

皆さんはデザイナーを捕まえて来て、きれいに皆さん

の会社の印刷物を整えたら、それでブランドになれる

はずです。

でも、話はそんなに簡単ではないのです。だったら世

の中ブランドと言われる会社だらけのはずです。

そのようなことを思いながら朝、出勤のために最寄り

の駅「表参道」で降りました。表参道という駅は、東

京の中でもブランド力が高い土地です。実は土地にも

ブランドがあります。乳製品も「北海道」と付いただ

けで人は「より美味しいだろう。より高く値段を払っ

ても惜しくない」と思うわけです。そのようなことを

思いながら働く前にコーヒー１杯買って行こうと思っ

て「スターバックス」に来ました。スターバックスは

少々値段が高いお店です。コーヒー１杯が安いもので

も 310 円します。「なるほど値段が高いことがブラン

ド」と考える方もたくさんいます。でもその思いは店

を出て斜向かいにある「ドトール」を見た瞬間にもろ

くも崩れます。そうです、ドトールだってブランドで

す。安い方のブランドです。「エルメス」もブランド

だけれど「ユニクロ」だってブランドです。ブランド

＝値段が高いこととは限りません。各価格帯に実はブ

ランドが存在しています。

そのようなことを思いながら、お昼ご飯、ラーメン屋

さんに来ました。このラーメン屋さんは全国区には知

られてはいないけれど、でもその地域では局地的には

有名。そう全国区・世界的に有名ではなくてもその地

域・業界の一部の人だけに人気のブランドということ

もこれもまた存在するのです。そのようなことを考え

ながら、夜、ご飯を食べました。夜ご飯の食卓には、

「きゅうりのキューちゃん」、「松阪牛」、すべてブラン

ド名が付いていました。奥様と娘さんがブランド品の

話・いわゆる高級バックの話をしていました。お孫さ

んが遊びに来ていました。お孫さんはまだ自分の名前

を自分で言えないの

に「マクドナルド」

のコマーシャルの黄

色いアーチを見て

キャッキャッ騒いで

いました。最近のブ

ランド戦略の研究で

は、子どもは自分の

名前を覚える前にブランドの「ロゴマーク」を覚える

と言われています。

そうブランド、われわれは、この文明社会で生きてい

る以上１日たりともふれ合わない日なんてありませ

ん。皆さんが先ほど触っていた「iPhone」、今朝食べ

た「ブルガリアヨーグルト」、先ほど乗ってきた「ト

ヨタ」、これは全部ブランドです。ただ先ほど中学２

年生の例があるように、われわれはブランドという言

葉をすぐに中学２年生伝えられるぐらいこの言葉を理

解しているかと言ったら全くそのようなことではない

と思います。

「じゃ、ブランドとは一体何なのか」。その定義のため

にここに僕が今日立っているわけではありません。ぜ

ひイメージしてください。その会社がどんなに小さく

ても、どのような業種・業態であってもブランド戦略・

ブランディングを意識してきた会社と、そうではない

会社ではこれぐらいの違いがあるということをぜひイ

メージしていただきたいと思います。

まず「ブランド戦略をいままで考えて来なかった」「ブ

ランド戦略なんて全く重視して来なかった」「ウチの

会社とは全く関係がないことだ」と思っていた会社の

姿です。見てのとおり、あたふたしています。今日み

たいな寒い日でも、お客様は神様です。営業に行かな

ければいけない。良いスタッフいないかな。いつも良

いスタッフを外に探す。せっかく入ったところですぐ

に辞められる。金融機関にも「お金を貸してください」

「何か良い情報はないですか」「ウチとコラボレーショ

ンしましょう」、そのようなことを頼む時も全部こち

らから行かないとダメです。これがブランドを意識し

て来なかった、地域・業界のブランドになろうという

経営をして来なかった会社の姿です。

一方、どんなに会社が小さいころからも「ウチは地域・

業界のブランドを目指すぞ」とやってきた会社の状態

はどうなのか。これとは全く逆です。その会社・お店

が、多少場所が悪い所にあってもお客様の方から、わ

ざわざ世界中から探してそこに来てくださる。少々値

段が高くても喜んでそれを理解して払ってくれる。ス

タッフもそうです。福利厚生がどうとか、有休がどう

とか、そのような話ではありません。「御社で働くこ

とが夢でした」と求人も出していないのに未来の優秀

なスタッフが集まってくる。これが地域・業界のブラ

ンドと言われるような会社の状態です。

では、向かって右と左、どちらがより良い経営の状態

にあるかと言ったら当然右。そう、ブランド力という

ものは皆さんの会社により強い引力を兼ね備える、そ

のような戦略だと思って理解をしていただけたら経営

に役立つと思っています。つまりブランド戦略とは、

効率の良い上手な経営をして行こうということと、こ

れはニアリーイコール（≒）なのです。一般的には「デ

ザインを良くして行こう」と思われますが、違います。

特に中小企業にとってはデザインのような「部分戦略」

ではなく、「全体経営戦略」なのです。

僕が率いる「スターブランド」という会社は、ブラン

ドの定義を「ビジネスに関わるすべての人をファンに

する。研ぎ澄まされた経営をしている会社」としてい

ます。デザインのことなど一切触れていません。関わ

る人すべてをファンにしていく。もしくは、いま働い

ているスタッフも社長のファン。このような状態の会

社にしていく経営がある。このような会社のことを僕

は『地域・業界のブランド』と呼びたいと思います。

またこの釧路からひとつでも多くこのような会社が誕

生することをこれからもとても願っています。

もちろんデザインもとても楽しい部分で大事です。

日々、僕はいろいろなお店・会社をプロデュースして

いますけれど、これは僕が最近オープンさせた群馬の

コインランドリーです。このようにいろいろな色・デ

ザイン・そして店舗の中、このようなものも全部僕が

作っていくわけですけれど、もちろんこれは楽しい部

分です。ただブランド戦略とは、決してこのようなこ

とだけではないことを覚えておいてください。いずれ

にせよ今日ここまでの話を聞いて「ブランディング、

いいな。ウチの会社もやっていこう」と思ったら、ど

うか明日は社員を集めて朝礼で「よし、ウチもブラン

ディングだ」と言わないでください。そうしたらスタッ

フの皆さんは、だいたいこのような顔をして「また社

長、変なセミナーを聞いてきたな」と思うと思います。

ブランド・ブランド戦略・ブランディング、 先ほど言っ

たように人は頭の中で定義が定まりません。ブランド・

ブランド戦略・ブランディング、このような言葉を一

切使わずに皆さんの会社をブランド化していく。これ

が優れた経営手腕だと思います。

言い方を変えるなら、「お客様以上のファンづくりプ

ロジェクト」「脱安売り大作戦」「採用における会社の

魅力度アッププロジェクト」、もしくは「徹底した知

名度アップ大作戦」、言い方はいろいろあると思いま

す。これは全部、ブランド戦略ができることです。ど

うかブランドという言葉を一切使わずにブランディン

グに着手していただけたらと思います。

今日、タイトルは、『採用・知名度・脱安売りに効く』

と言っていますので、それぞれの話をひとつずつして

終っていきましょう。

まず、ブランディングの好事例で、「採用」について

です。今日は時間に限りがあるので、ひとつだけポイ

ントをお話したいと思います。皆さん、地域・業界の

ブランドと言われるような会社を目指すとしたら、目

立つことを恐れないでください。具体的に言うならば、

ユニフォームです。皆さんの会社にもしユニフォーム

があるとしたら、ユニフォームを躊躇することなく格

好いい物・目立つ物にしていってください。

これは僕が兵庫県でお世話させていただいているブリ

ティッシュパブです。見てのとおりただの「the飲食店」

の感じです。この方は社長ですけれども、社長も普通

の格好でいつもお店に立っています。僕はこれではい

けないと思います。特に飲食店は採用を非常に困って

いて、なかなか人が集まらない。なので、僕はユニ

フォームを替えました。どう替えたのか。このように

替えました。これは社長です。スタッフもこうです。

こうすることによって「このユニフォームを着て働い

てみたい」とワンサカ履歴書が集まるようになってき

ますし、社長以下スタッフもスター化しますので、お

客様から「一緒に写真を撮ってください」ということ

で、やっぱり自分の仕事により誇りを持てるように

なっていきます。

飲食店だけではありません。これは僕がお世話をさせ

ていただいている土木の会社です。見てのとおり若い

女性はリアル社員です。みんな面白いように集まって

きます。実は最近ここ上場しました。なぜ上場できる

のか。人が安定的に集まって来るからです。その理由

は一体なぜなのかと言ったら、やっていることはいろ

いろありますけれど、でもユニフォームはひとつ大き

な理由です。ちなみにbeforeはこれ、「the土木の会社」

のような感じです。たかがユニフォームされどユニ

フォームです。このように格好良くしていたら雑誌の

表紙にこのように飾れるようになると思います。

僕は、全国いろいろな仕事をやっています。水産加工

に近いお話もぜひ釧路には伝えたいと思います。これ

はタコの加工の会社、茨城県で僕がお世話をさせてい

ただいている所です。見てのとおりタコの加工で「Ｂ 

to B」だからユニフォームは必要ないのです。でも、

ここもこのように全身タコの色、靴まで CONVERSE

のタコの色、サッカーのように AWAYのユニフォー

ム、サッカーのようにサードユニフォーム。ちなみに

サードユニフォームをこの色にしている理由はなぜか

分かりますか。そう、タコの会社だから「ターコイズ」

にしています。このような遊び心がとても大事。この

ようにすると面白いように若いスタッフが集まってく

るので、ぜひ採用におけるブランディング。皆さん、

着手すべきは、ユニフォーム。これは簡単にできるこ

とです。

そして経営者自体の見た目もとても大事です。パーソ

ナルブランディング・個人のブランディング、これも

僕は着手をよくします。僕は、社長を連れてダイエッ

トプログラム、一緒にトレーニング、そしてこのよう

なファッション改革もやっています。

これは僕がお世話をさせていただいている山形の印刷

会社の社長さんです。これも中小企業の社長にありが

ちなルックスだと思います。やっぱり印刷業、これか

ら人を集めることが

大変になるので変え

ました。６カ月かけ

てダイエットもし

て、一緒にショッピ

ングに行って、一緒

に髪を切って、いま

どうなっているか。いまこうなって、全然違います。

でもこうした瞬間に面白いように会社に人は集まって

いきます。

いろいろな社長さんに僕はやらせていただいていま

す。これは福島のガス会社、before はこのような感

じで普通です。このような時に一緒に買い物へ行った

りもします。ある程度若手の社長もそう、この方は僕

と同世代です。でも最近このように変えました。こう

するだけで大分会社の魅力、採用の戦略度合いが変

わってきますので、どうか「ユニフォーム＋社長の見

た目」をトコトン追求していただきたいと思います。

一旦まとめます。ユニフォームは、採用戦略。ブラン

ドイメージもしくは業界のイメージは、一夜にして皆

さんが格好いいユニフォームを揃えることによって変

わっていきます。今日はこれ以上のお話はできません

けれど、ぜひ僕がこれを書いた本で『できる社長は人

が採れない』がありますので、またどこかのタイミン

グでピックアップしていただけたらと思います。

「知名度」のお話もしましょう。ブランディングによ

る好事例。知名度に関して、ブランディングと言って

も付け足しの作業とは限りません。いまやっているこ

とを削ぎ落としていく場合も多々あったりします。

これ、八天堂のクリームパン。皆さんいまご存じかも

しれませんけれど、僕は過去 15年関わって来ていま

す。僕は広島のメーカーではなく、これをブレークさ

せた販売会社のコンサルタントを過去 15年務めて来

ています。広島で忘れもしません、200 種類のパン

を作っていたただのベーカリーでした。ある時「199

種類のパンをすべて止めて、一番美味しい一種類だけ

に絞ろう」と、この戦略をやりました。そこで残った

のがクリームパン。クリームパンに絞った瞬間、一体

何が起こったのか。前年費売り上げ 600％。その後

は全国に広がり世界に広がり、その世界進出も僕は一

緒にやりました。

僕は『虫眼鏡の法則』と言っています。何でもできる。

たくさんやっている。虫眼鏡でいうと、これは光をボ

ワっとさせているような感じです。「いや、そうでは

ない。やっていることを絞り込んでフォーカスするこ

とによって光が集まって火が起きる」。僕はこのよう

な場合も多々あると思っています。絞り込むほど火は

起きやすい。

ブランド戦略も実は同じで、「あそこの会社と言えば

あれだよね」「その会社と言えばあれだよね」、やっぱ

り人の頭の中で想起されないとその地域・業界のブラ

ンドとは言えないので、どうか発想を逆転して「何で

もやる」から「これしかできない」もどこかのタイミ

ングで、特に皆さんが新規事業を考える時には、考え

ていただきたいと思っています。僕は、日々そのよう

な戦略を全国でして差し上げています。

これは愛知県の元々運送会社です。「何でも運ぶよ」

とやっている所だったのですけれど、運送会社も競争

でとても大変ですので、ひとつのことに絞ろうと読ん

で字のごとし『ジャストヨット運送』、「ヨットしか運

ばないよ」という一事業を作りました。７～８年前に

作って毎年 140％の伸びを見せています。「ヨットな

んて運ぶ人いるの」、いるのです。そのような方たち

がいますし、大学のヨット部がありますから。彼らは

いままで、どこそこの誰にでも頼んでいましたけれど

も、「大切なヨットだからヨット専門の人に運んでも

らいたい」となり、これはひとつに絞り込んだことに

よって、その一部の人たちだけの間でとても有名に

なった例だと思います。

他にも僕は「離婚専門の法律事務所」などもプロデュー

スしたことがあります。これは日本初。いまはまねっ

こもたくさんありますが、このようなことも「弁護士

事務所として何でもやります」よりも、このように絞

り込んだことによって有名になった例です。

他にも、和服のメーカーで、これは和尚さんのカジュ

アル服で、左側が従来型です。「オショカジ」という

名前で和尚さんのカジュアル服を作りました。これを

最初に出す時に「和尚さんに向けてカジュアル服なん

かを出して売れるの」と言われました。いまメチャク

チャ売れていますし、メチャクチャ檀家さんへのプレ

ゼントなどにも使われています。

何よりも面白がってメディアがこのように取り上げて

くれます。そう、絞り込まれた物・サービス・会社の

方が、メディアが面白がって報じてくれます。いまやっ

ていることを止めましょうという話ではありません。

どうか新規事業をつくる時には「絞り込まれたこれし

かできません」という事業ブランドをぜひ考えて見て

ください。

ポイントはこれです、まずは小さな世界で一番に。

これは僕が過去に書いた本、『安売りしない会社はど

こで努力をしているか？』は、とてもたくさんの経営

者に読まれている本なので、手に取った方もこの中に

いらっしゃるのではないかと思います。「何でもでき

ますよ」では、なかなかメディアに載りませんし、人

から人に噂は伝わりません。どうか絞り込んで話題を

つくる、これを考えていただきたいと思います。

「何でもできる」は一見便利そうだけれど実は何もで

きない、ととられる可能性もあるということです。

最後、「脱安売り」に関してもポイントだけお話をし

て今日は終わりましょう。

よくあるケースで、このような講演の後に名刺交換を

して「ウチも脱安売りをしたいのです。価格競争から

抜け出したい」と言われる方と名刺交換をさせていた

だきます。

その受け取った名刺が何となくチープ。名刺に書いて

あるロゴの色使いが何となく安っぽい感じ。それでは

買い叩かれるはずです。このような色使いなら何とな

く「安っぽい会社」だろう。色と心理学、このロゴや

デザインの見た目の心理学はあるものです。

一方、このようにシンプルな色使いで、もっと余裕が

あって、余白があるデザイン、印刷物・カタログだっ

たりすると、「ここはちょっと値段が高いし値段交渉

はできなそうだ。でも、良い物だから買おう」となり

ます。どうか皆さん特に中小企業など自分たちの会社

が使っている印刷物を色使いからもう一度考えていた

だきたいと思います。

これは、先日、山梨の方からいただいた「さくらんぼ」

です。「高級さくらんぼ」と書いてあります。でも、

これをもっと高級に見せる方法はいくらでもあると思

います。色を落とす。文字をもっと高級っぽくする。

テカテカの箱にしない。艶がないようなものにする。

などいろいろやり方はあります。自ら「高級」と言わ

ないことも、もしかしたら大事なことかもしれません。

このように、より高く買っていただけるようにする術・

策はいろいろあると思います。

コツは、いくつかありますが、ひとつだけ覚えていた

だきたいことは「カラフルにしない」、そして印刷物

でも何でも「余白美」。そう、余白の美しさ・余裕が

あること。ギュウギュウ詰めにしない、これはとても

大事です。そして色、ダーク系の色の方が人は高級感

を感じます。もっと言うならば、『名前のない色』です。

何とも形容しがたい名前がない色には、人はより高級

感を感じると言われています。

「ティファニー」などがそうです。これは「ティファニー

ブルー」と言われるけれど、ブルーかと言ったらブルー

ではないですよね。グリーンとも言えるしブルーとも

言える、ティファニーブルーですよ。このように名前

がない色、川崎グリーンもそうですけれど、このよう

な色で人は高級感を感じるというのです。どうか皆さ

んの新規事業ないしいまの会社の色を変えていく上で

は、このようなことも考えてください。

もしも迷ったら、皆さん迷わずブラック企業になるこ

とです。つまり黒を基調とした会社になっていく。こ

れがとても良いかもしれません。

ひとつご紹介をしたいことが、僕は２週間前にここに

行っていたのですけれど、新潟の『SUWADA』とい

う爪切りの会社です。爪切りは 100 円ショップでも

売っていますが、ここでは１個 5,000 円や 8,000 円

する爪切りを作って世界に輸出しています。工場をあ

る日突然このように真っ黒にしました。黒を基調にし

ています。これは普通、日本の中小企業だったら非常

に嫌がることです。「黒なんて、縁起悪い」という話

になりますけれど、見てのとおり「Open Factory」と

書いてあります。そう、誰でもいつでも見て良い。本

当に何となく動物園・博物館化しているような工場に

なっています。

『爪切りの時間は「面倒」から「感動」へ』というキー

ワードでやっていますけれど、新潟へ行く機会があっ

たら立ち寄って見てください。とにかく真っ黒。工場

もこのようにラインを見せてくれますけれど、真っ黒。

スタッフ、真っ黒。使っている機械は全部塗っている

そうで、真っ黒。置いてある備品、全部真っ黒。そし

て社員食堂とお客様が使えるカフェは同じスペースで

すけれど、そこもこのように自分たちが失敗をした爪

切りをこのようにライトにしています。そして工場で

見た黒くて格好がいい箱などはお土産屋さんで売って

いて、みんなバカスカ買って行きます。黒、決して安

売りをしない。そして自分たちは違うことをやる。

そもそも違うことをやることがブランド戦略ですの

で、ここのやり方、ブラック企業になった。色ですよ、

とても正解だと思います。

『ひがし北海道』のブランディングプロジェクト、こ

れも黒を基調としています。ひがし北海道というこの

広大な地。いろいろな会社さんがいらっしゃるので、

やっぱりみんなにユニバーサルに使ってもらう黒と

白、これが良いだろうと思って、木下さんをはじめ今

日このテーブルに集まっているブランディングチーム

と日々活動をさせていただいています。　

当然、意思統一、このようにしたいというのは、なか

なか広い地域をやっているので伝わり切れません。た

だ僕がこのように釧路に足を運ぶことによって、北見

に足を運ぶことによって 10年後・15年後、「ひがし

北海道」という名前は根付いたね。素晴らしくなった

ね。安売りせずに済むようになったね。採用で困らな

くなったね。そのような地域になって行けたらいいね

といろいろな願いを込めてこの活動を行っています。

今日、このお話はしませんけれど、いまの黒の話から

この「ひがし北海道」のブランド戦略もなぜ黒白で行っ

ているのか、ここから話がつながったら良いと思って

います。

皆さんにお願いです。ホームページがもうすぐできま

す。そのホームページから「お手洗いのサイン」

「Wi-Fi のサイン」「駐車場で使えるサイン」などが無

料でダウンロードできるようになっています。この「ひ

がし北海道」のブランド戦略プロジェクトが１人でも

多くの人に伝わるように、プリントアウトして皆さん

のいろいろなところで使っていただけたら、より広が

りが早いと思っています。

『中小企業のブランド戦略』ということで、足早に 30

分でお話をさせていただきました。僕はこの世界の第

一人者、専門家として日々、このことだけ 24時間考

えて生きています。これは、誰のために行うものなの

か。僕は端的に言うなら、もしくは深い所で言うなら

ば、皆さんの会社でいま働いているスタッフのために、

皆さんの会社はブランド戦略に着手しなければいけな

いと思っています。

これは、福井の鉄工所で僕が手がけている所です。こ

れは『291 アイアンワークス』という名前で、291

で「ふ・く・い」と読ませています。

忘れもしません。初日、僕がこの会社へ行った時にス

タッフ 1人 1人の毛穴から本当に不安しか感じませ

んでした。「俺、将来引退できるのかな」「俺、将来結

婚できるのかな」。鉄工所ですから、みんな火花を散

らしながらそのような空気を感じました。

そこからブランド戦略を着手して、いまではたくさん

のメディアに取り上げられるようになって、一体どう

なったのか。

見てのとおり、ここの職人たち・スタッフたちがこの

ようにカメラの前で、本当に素晴らしい嘘のない笑顔

を作れるようになりました。このような写真を撮った

時に「僕の仕事は終わった」と思って、その会社去る

ようにしています。これもただの鉄工所ではなく「そ

の地域・業界でブランド」と言われる鉄工所になった

からこそ、彼らは自分の将来に自信を持ち、自分の会

社に誇りを持ち、そして数年かけて「自分の業界を次

世代に伝えていきたい」と心の底から思えるように

なったからこの姿になったのです。

この方はここの社長です。社長の改善ももちろんやっ

ています。ここの社長には、アイアンワークスとアイ

アンマンをかけてトライアスロンに挑戦をしてもらう

ことにしました。僕もトライアスロンをやっているの

で、一緒にトレーニングをし、最初の大会に一緒に出

てあげて、それからアイアンマンは世界最高峰の大会

をこのように転戦するようになりました。15時間か

けて 3.8 ㎞のスイム（水泳）、190 ㎞のバイク（自転車）、

そして 42.195 ㎞のランを走るわけですけれど、最近、

社長はあるインタビューで「村尾隆介（僕）のコンサ

ルをずっと受けてきて、一番良かったことはトライア

スロンを始めたことだった」と言っています。何とも

微妙なコメントですけれど、このように言ってくれま

した。ここはいま「日本一明るい鉄工所」ということ

で見学者がたくさん来ます。

皆さんの会社で、働くスタッフがいまよりももっと輝

けば、皆さんの業界はもっと盛り上がるはずです。ブ

ランド戦略とは、回り回って結局このようなことだと

思っています。自分の会社・自分の業界・自分が生ま

れ育ったこの釧路・ひがし北海道という地域を次世代

にとって「憧れのもの」に見せていくために行うこと。

そのための手段がユニファームだったり、色使いだっ

たり、社長の見た目であると思っています。

皆さんの奉仕活動、もちろん会社が発展すればするほ

ど地域にいろいろな形で奉仕ができます。また、奉仕

だけではなく事業自体が社会貢献的であることが間違

いなく良いわけですから、どうか皆さんの会社のブラ

ンド戦略という血肉を少しでも加味していただき、よ

り輝く釧路にしていただけたらとても幸いです。

今日は、質疑応答などはありませんけれど、

Facebook で「村尾隆介」と入れたらメッセンジャー

などで連絡が取れると思います。どうかこれからも仲

良くしてください。みなさんありがとうございました。

そして、今日はお招き本当にありがとうございました。

ちょうど予定の 13時 29分になったので、これで終

わっていきたいと思います。ありがとうございました。

会長謝辞　杉村会長

　村尾様におかれましては、貴重なお話、面白かった

ですね。あっという間の時間でしたが、本当にありが

とうございました。

　「目から鱗」と思った方々も多いのではないかと思

いますし、刺激を受けたと思います。やっぱりパーソ

ナルブランディング、制服を含めて、ブランドは経営

戦略だというお話をされていました。まさにそのとお

りだと思って聞いておりまして、非常に刺激を受けて、

勉強をしなければいけないと思っております。

　　尾先生とスタッフの皆様の益々のご活躍を祈念い

たしまして、今日のお話のお礼とさせていただきます。

どうもありがとうございました。
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　杉村　荘平会長

　皆さん、こんにち

は。お食事をお続け

ください。

本日も多数のご出席

をいただきまして、

本当にありがとうご

ざいます。また先週行われました『クラブ協議会』『ガ

バナー公式訪問』は、皆さまの多数のご出席をいただ

き、ご協力をいただきましてスムーズな会合ができま

した。お礼申し上げます。ありがとうございました。

　今日は少し趣向を違った形でやらせていただければ

と思っております。来ていただきましたお客様の前で、

早めにと思っておりますが、本日は私のクラブ歴史編

の第２弾ということで、本日は村上祐二さん取り上げ

たお話をさせていただきたいと思っております。

　ご紹介をさせていただきますが、その前にいま「ふ

ふふ」とありましたけれども、当クラブの村上祐二君

とは一切血縁関係がないことを本人にも確認をしてお

りますことをご紹介した上でお話をさせていただきま

す。

村上祐二さんは、明治 25年京都府亀岡市で生まれで、

その後、根室に移られて根室実業高校の第１期生で卒

業された後に、おじさんであります村上佐市さんに乞

われて村上物産さんに入社されております。

亡くなった北村藤兵衛さんが「釧路クラブの生みの親

は村上さんだった」と言われておりますけれども、創

立から 48年間ロータリーに邁進して、その間 32年

間連続の100％の例会出席、そしてすごいことですが、

全国の「地区大会」に 102 回出席という前人未踏の

記録を打ち立てております。その間ロータリーのいろ

いろな活動をされますが、1984 年（昭和 59年）、

92歳で亡くなられております。

亡くなる前日まで例会には元気に出席をされていたと

いうことです。亡くなる当日、地区大会の申込書を事

務局に届けられる階段で倒れられたと聞いておりま

す。

私もいろいろ調べた中で、亡くなられる前年の網走の

地区大会で村上さんが 100 回の特別表彰を受けられ

ています。その時の謝辞を見つけましたので、それを

ご紹介させていただきながらお話をさせていただけれ

ばと思っております。ぜひ、聞いてください。

　「私は、日清戦争の２年前、明治 25年９月 16日に

生まれ、半月前に満 91歳の誕生日を迎えました。ク

ラブにおきましては、32年間 100％出席を継続し、

もっか 33年目の 100％出席の記録を作りたいと努力

中でございます。

　第１回目の出席は、釧路クラブが創立した直後の昭

和 12年春、当時のガバナーは北大総長の佐藤昌介男

爵でＲＩ会長代理は米山梅吉氏でありました。当時、

この大会に出席をして現在釧路で生存をしているの

は、両角パストガバナーと私の２人きりでございます。

爾来（じらい）100 回、各地の大会に出席をしてお

りますが、ここを終えますと山口県の萩、明治維新英

傑を生み出しました萩に参りたいと思います。そうし

ますと 101 回の出席になります。どうぞお見知りお

きください」というご挨拶で、その時の会場の驚きと

敬服が交じった響めきは忘れることができない感動で

した。という記述が残っております。そんな村上さん

が、クラブ会長を務めるのが 1957 年（昭和 32年）

であり、少し遅い気がいたしますが、その貴重なエピ

ソードも両角克治さんの追悼スピーチで垣間見られた

ので、こちらもご紹介させていただきます。

「戦後の昭和 25年、最初に会長になられたのが長内

氏で、村上さんが会長になられたのは少し遅れて昭和

32年です。もっと早く会長のなるべきだったのです。

村上さんは、戦中のロータリーの暗黒時代に入ってか

らすっかりロータリークラブが嫌になり、われわれが

木曜クラブ・職域懇談会と名を変えて会合を続けてい

たほぼ５年間、村上さんは参加されていなかったので

す。そのような訳で戦前のロータリアンの村上さんよ

り戦中時代に入会をした人たちが、当時地下活動を

行った同士ということで、村上さんより先に会長に

なったということのようです」。

そのようなエピソードがあるようですね。また、

「その後、両角さんがガバナーになり事務所スタッフ

などが足りず大変困った時に、ただ 1人、村上さん

だけが地区資金委員を引き受け、自ら東京へ赴き、各

地区の状況を綿密に視察・打ち合わせをしてもらい、

大変助かった。北海道地区資金をまともに軌道に乗せ

た第一歩は、村上さんのおかげです」

と語っております。本当に人格者であり人望も厚い方

だったようです。ロータリーについて「理屈を抜きに

して、肌で感ずるロータリーを」と言われ、「私の生

き甲斐はロータリーであり、私の恩人はロータリーで

ある」が口癖だったようです。というところが村上さ

んの歴史、それを少しお話させていただきました。

ちなみに、この 32年間で 100％出席という記録は私

が調べている限りでは、その後、北村藤兵衛さんが

40年連続 100％出席、その後はつい先日まで釧路ク

ラブにいらっしゃいました川口さんの 44年連続

100％出席が多分最長だと思っております。このお二

人についても、第３弾・第４弾でお話をする機会を続

けたいと思っております。

第２代村上祐二君におかれましてもこの記録を更新す

るように、ぜひ期待したいところだと思っております。

もうひとつ、今日は大事なお話をしなければなりませ

ん。早いもので来年の理事を決める時期となりました。

当クラブ細則第５条第１則に本クラブの年次総会を

12月第１例会に開催し、そこで次年度選挙を行うと

なっておりまして、今年度の総会は 12月２日を予定

しております。

また、細則第３条第１節には、選挙の１カ月ぐらい前

の例会において次年度理事を求めなければいけないと

なっておりますので、まずは皆さまの中から立候補を

募りたいと思います。立候補をお考えの方は、11月

11日の次週例会までお申し出いただければと思いま

す。届け出がない場合には指名委員会を開催させてい

ただきまして、指名をさせていただきたいと思ってお

りますので、どうぞよろしくお願いいたします。

それでは、長々となりましたが、本日はブランディン

グということで村尾さんのご講演となっております。

どうぞよろしくお願いいたします。

ありがとうございます。

幹事報告　市橋　多佳丞幹事

　皆さま、こんにちは。幹事報告をさせていただきま

す。お手元の例会案内をご一読お願いいたします。

本日本例会後、第５回理事会を開催させていただきま

す。本日の理事会の会場はホテル館３階「はなの間」

になっておりますので理事者の皆さまは、例会終了後

そちらへご移動をお願いいたします。

　また、11月のロータリーレートは、114 円となっ

ております。また受付に赤い羽根共同募金の募金箱を

設置させていただきました。今月いっぱい設置させて

いただく予定ですので、皆さま募金のご協力をよろし

くお願い申し上げます。

　以上で、幹事報告とさせていただきます。

プログラム委員会　木下　正明君　

　皆さん、こんにち

は。プログラム委員

会の木下です。皆さ

ん、今日の講演は楽

しみにされているの

ではないかと思いま

す。なるべく講演の

時間を多く取りたいとものですから、ご講演をいただ

きます村尾隆介さんのプロフィールにつきましして

は、お手元の紙をご覧いただければと思います。

スターブランド株式会社／ビジネス書作家

    　　　　　　　　　　　　　村尾　隆介様

　皆さん、こんにちは。30分お時間をいただきまし

たので、今日は『ブランド戦略・ブランディング』に

ついて、普段、皆さんがなかなか触れ合わない話だと

思いますが、ぜひ釧

路のためにお話をし

ていきたいと思って

います。

　僕は、「中小企業

のブランド戦略を

ブームとして起こし

た」「それまで大企業のものだったブランド戦略を中

小企業のものにした」と、過去 15年メディアからた

くさん報じていただいています。北海道から沖縄まで

だいたい 300 社にこの『ブランド戦略・ブランディ

ング』という分野でアドバイスをさせていただいてい

ます。講演セミナーは、年間約 100 本行っています

ので、3日に１回はどこかでこの「ブランド戦略の重

要性」をお話しさせていただいていますけれど、その

９割方は地方で行っています。どうか、今日のこの話

は「東京の話でしょ」と思わずに聞いていただきたい

と思います。

僕は地銀の顧問などもやっていますし、このブランド

戦略と地方創生は非常に相性が良いので「岩手県の観

光文化大使」、そしていま木下さんと一緒にこの「ひ

がし北海道全域のブランディング」、北海道右半分の

ブランディングに着手させていただいています。

僕自身は、元々、ＨＯＮＤＡの社員です。ＨＯＮＤＡブ

ランドをイスラム教圏で確立していくことが、社会人

１年目からずっと携わってきた仕事なので、僕は社会

人生活ずっとこのブランド戦略という世界にいます。

たくさんの本を国内外で書いています。国内外で合わ

せて 25冊、最近だったらＳＤＧｓの本、そしてオリ

ンピック・パラリンピックに合わせて日本が誇るブラ

ンドのミズノというスポーツ用品メーカーの本を書か

せていただいています。

今日は、『採用と知名度と脱安売り』ということで、

企業が常に悩んでいるお話をさせていただきたいと思

います。資料は木下さんに後でお渡ししますので、も

しメモなどが取られなかった時は後でもらってくださ

い。また写真を撮ってもらって構いませんし、録音も

ぜひ行ってください。これはぜひ皆さんのスタッフと

も共有をしていただきたいです。

もし僕が、ここに中学２年生を連れて来たとします。

そしてこの中学２年生が社会人の皆さんに「社会人の

皆さん、ブランドとは一体何ですか」と聞きます。ブ

ランド戦略、ブランディング、言葉は多少違っても良

いと思いますが、これに明確に皆さん答えることがで

きるでしょうか。

ブランドという言葉、日々私たちは会議ないし公私と

もによく使っている言葉です。ブランドはビジネスに

とって重要なキーワードですけれど、説明できる社会

人はいないと思います。辞書を開けば、「焼印」と出

ています。元々は家畜に「この牛はウチのだ」「この

豚はウチのだ」とやって始まったのがブランドの元々

の語源であります。もしくは「商標」「商標登録」と

出ていますけれど、「ブランド＝商標登録」と言われ

ても何の解決にもなりません。

値段が高いこと、有名なこと、いろいろなことを想像

される方がいらっしゃると思います。朝、皆さん歯を

磨いている途中でチューブに目を落とすと、そこには

「ＧＵＭ」と書いてあります。言わずと知れたこれは

ブランドです。商品のことがブランドと思われる方が

たくさんいると思います。ただ、このチューブをパッ

と反対にしたら、そこには「サンスター株式会社」と

書いてありました。そこで皆さんは思うのです。「あれ、

待てよＧＵＭという商品もブランドだけれど、サンス

ターという会社もブランドだよな」と。

そのようなことを思

いながら、朝シャ

ワーを浴びて出勤の

ために白いシャツを

着ました。何の変哲

のない白いシャツ、

2,980 円でした。縫

製もしっかりしているメイドインジャパン。この

2,980 円の白いシャツ、ここにたったひとつの刺繍が

入るだけでこれが 29,800 円になります。29,800 円、

もしかしたら同じ工場で作られているかもしれない。

両方は縫製だってしっかりしている。でもこの刺繍ひ

とつに 10倍の値段を払う人がいるのです。これがブ

ランドの世界です。知名度のため、もしくはステータ

スのためいろいろな理由がそこにはあるのですけれ

ど、刺繍ひとつで物事が変わってきます。

そのようなことを思いながら朝、出勤をしました。「東

京メトロ」に乗りました。東京メトロは民営化されて

から印刷物やロゴなど非常にお洒落になりました。そ

こで人は「なるほどデザインを良くすることがブラン

ド戦略だろう」と思います。だったら話は簡単です。

皆さんはデザイナーを捕まえて来て、きれいに皆さん

の会社の印刷物を整えたら、それでブランドになれる

はずです。

でも、話はそんなに簡単ではないのです。だったら世

の中ブランドと言われる会社だらけのはずです。

そのようなことを思いながら朝、出勤のために最寄り

の駅「表参道」で降りました。表参道という駅は、東

京の中でもブランド力が高い土地です。実は土地にも

ブランドがあります。乳製品も「北海道」と付いただ

けで人は「より美味しいだろう。より高く値段を払っ

ても惜しくない」と思うわけです。そのようなことを

思いながら働く前にコーヒー１杯買って行こうと思っ

て「スターバックス」に来ました。スターバックスは

少々値段が高いお店です。コーヒー１杯が安いもので

も 310 円します。「なるほど値段が高いことがブラン

ド」と考える方もたくさんいます。でもその思いは店

を出て斜向かいにある「ドトール」を見た瞬間にもろ

くも崩れます。そうです、ドトールだってブランドで

す。安い方のブランドです。「エルメス」もブランド

だけれど「ユニクロ」だってブランドです。ブランド

＝値段が高いこととは限りません。各価格帯に実はブ

ランドが存在しています。

そのようなことを思いながら、お昼ご飯、ラーメン屋

さんに来ました。このラーメン屋さんは全国区には知

られてはいないけれど、でもその地域では局地的には

有名。そう全国区・世界的に有名ではなくてもその地

域・業界の一部の人だけに人気のブランドということ

もこれもまた存在するのです。そのようなことを考え

ながら、夜、ご飯を食べました。夜ご飯の食卓には、

「きゅうりのキューちゃん」、「松阪牛」、すべてブラン

ド名が付いていました。奥様と娘さんがブランド品の

話・いわゆる高級バックの話をしていました。お孫さ

んが遊びに来ていました。お孫さんはまだ自分の名前

を自分で言えないの

に「マクドナルド」

のコマーシャルの黄

色いアーチを見て

キャッキャッ騒いで

いました。最近のブ

ランド戦略の研究で

は、子どもは自分の

名前を覚える前にブランドの「ロゴマーク」を覚える

と言われています。

そうブランド、われわれは、この文明社会で生きてい

る以上１日たりともふれ合わない日なんてありませ

ん。皆さんが先ほど触っていた「iPhone」、今朝食べ

た「ブルガリアヨーグルト」、先ほど乗ってきた「ト

ヨタ」、これは全部ブランドです。ただ先ほど中学２

年生の例があるように、われわれはブランドという言

葉をすぐに中学２年生伝えられるぐらいこの言葉を理

解しているかと言ったら全くそのようなことではない

と思います。

「じゃ、ブランドとは一体何なのか」。その定義のため

にここに僕が今日立っているわけではありません。ぜ

ひイメージしてください。その会社がどんなに小さく

ても、どのような業種・業態であってもブランド戦略・

ブランディングを意識してきた会社と、そうではない

会社ではこれぐらいの違いがあるということをぜひイ

メージしていただきたいと思います。

まず「ブランド戦略をいままで考えて来なかった」「ブ

ランド戦略なんて全く重視して来なかった」「ウチの

会社とは全く関係がないことだ」と思っていた会社の

姿です。見てのとおり、あたふたしています。今日み

たいな寒い日でも、お客様は神様です。営業に行かな

ければいけない。良いスタッフいないかな。いつも良

いスタッフを外に探す。せっかく入ったところですぐ

に辞められる。金融機関にも「お金を貸してください」

「何か良い情報はないですか」「ウチとコラボレーショ

ンしましょう」、そのようなことを頼む時も全部こち

らから行かないとダメです。これがブランドを意識し

て来なかった、地域・業界のブランドになろうという

経営をして来なかった会社の姿です。

一方、どんなに会社が小さいころからも「ウチは地域・

業界のブランドを目指すぞ」とやってきた会社の状態

はどうなのか。これとは全く逆です。その会社・お店

が、多少場所が悪い所にあってもお客様の方から、わ

ざわざ世界中から探してそこに来てくださる。少々値

段が高くても喜んでそれを理解して払ってくれる。ス

タッフもそうです。福利厚生がどうとか、有休がどう

とか、そのような話ではありません。「御社で働くこ

とが夢でした」と求人も出していないのに未来の優秀

なスタッフが集まってくる。これが地域・業界のブラ

ンドと言われるような会社の状態です。

では、向かって右と左、どちらがより良い経営の状態

にあるかと言ったら当然右。そう、ブランド力という

ものは皆さんの会社により強い引力を兼ね備える、そ

のような戦略だと思って理解をしていただけたら経営

に役立つと思っています。つまりブランド戦略とは、

効率の良い上手な経営をして行こうということと、こ

れはニアリーイコール（≒）なのです。一般的には「デ

ザインを良くして行こう」と思われますが、違います。

特に中小企業にとってはデザインのような「部分戦略」

ではなく、「全体経営戦略」なのです。

僕が率いる「スターブランド」という会社は、ブラン

ドの定義を「ビジネスに関わるすべての人をファンに

する。研ぎ澄まされた経営をしている会社」としてい

ます。デザインのことなど一切触れていません。関わ

る人すべてをファンにしていく。もしくは、いま働い

ているスタッフも社長のファン。このような状態の会

社にしていく経営がある。このような会社のことを僕

は『地域・業界のブランド』と呼びたいと思います。

またこの釧路からひとつでも多くこのような会社が誕

生することをこれからもとても願っています。

もちろんデザインもとても楽しい部分で大事です。

日々、僕はいろいろなお店・会社をプロデュースして

いますけれど、これは僕が最近オープンさせた群馬の

コインランドリーです。このようにいろいろな色・デ

ザイン・そして店舗の中、このようなものも全部僕が

作っていくわけですけれど、もちろんこれは楽しい部

分です。ただブランド戦略とは、決してこのようなこ

とだけではないことを覚えておいてください。いずれ

にせよ今日ここまでの話を聞いて「ブランディング、

いいな。ウチの会社もやっていこう」と思ったら、ど

うか明日は社員を集めて朝礼で「よし、ウチもブラン

ディングだ」と言わないでください。そうしたらスタッ

フの皆さんは、だいたいこのような顔をして「また社

長、変なセミナーを聞いてきたな」と思うと思います。

ブランド・ブランド戦略・ブランディング、 先ほど言っ

たように人は頭の中で定義が定まりません。ブランド・

ブランド戦略・ブランディング、このような言葉を一

切使わずに皆さんの会社をブランド化していく。これ

が優れた経営手腕だと思います。

言い方を変えるなら、「お客様以上のファンづくりプ

ロジェクト」「脱安売り大作戦」「採用における会社の

魅力度アッププロジェクト」、もしくは「徹底した知

名度アップ大作戦」、言い方はいろいろあると思いま

す。これは全部、ブランド戦略ができることです。ど

うかブランドという言葉を一切使わずにブランディン

グに着手していただけたらと思います。

今日、タイトルは、『採用・知名度・脱安売りに効く』

と言っていますので、それぞれの話をひとつずつして

終っていきましょう。

まず、ブランディングの好事例で、「採用」について

です。今日は時間に限りがあるので、ひとつだけポイ

ントをお話したいと思います。皆さん、地域・業界の

ブランドと言われるような会社を目指すとしたら、目

立つことを恐れないでください。具体的に言うならば、

ユニフォームです。皆さんの会社にもしユニフォーム

があるとしたら、ユニフォームを躊躇することなく格

好いい物・目立つ物にしていってください。

これは僕が兵庫県でお世話させていただいているブリ

ティッシュパブです。見てのとおりただの「the飲食店」

の感じです。この方は社長ですけれども、社長も普通

の格好でいつもお店に立っています。僕はこれではい

けないと思います。特に飲食店は採用を非常に困って

いて、なかなか人が集まらない。なので、僕はユニ

フォームを替えました。どう替えたのか。このように

替えました。これは社長です。スタッフもこうです。

こうすることによって「このユニフォームを着て働い

てみたい」とワンサカ履歴書が集まるようになってき

ますし、社長以下スタッフもスター化しますので、お

客様から「一緒に写真を撮ってください」ということ

で、やっぱり自分の仕事により誇りを持てるように

なっていきます。

飲食店だけではありません。これは僕がお世話をさせ

ていただいている土木の会社です。見てのとおり若い

女性はリアル社員です。みんな面白いように集まって

きます。実は最近ここ上場しました。なぜ上場できる

のか。人が安定的に集まって来るからです。その理由

は一体なぜなのかと言ったら、やっていることはいろ

いろありますけれど、でもユニフォームはひとつ大き

な理由です。ちなみにbeforeはこれ、「the土木の会社」

のような感じです。たかがユニフォームされどユニ

フォームです。このように格好良くしていたら雑誌の

表紙にこのように飾れるようになると思います。

僕は、全国いろいろな仕事をやっています。水産加工

に近いお話もぜひ釧路には伝えたいと思います。これ

はタコの加工の会社、茨城県で僕がお世話をさせてい

ただいている所です。見てのとおりタコの加工で「Ｂ 

to B」だからユニフォームは必要ないのです。でも、

ここもこのように全身タコの色、靴まで CONVERSE

のタコの色、サッカーのように AWAYのユニフォー

ム、サッカーのようにサードユニフォーム。ちなみに

サードユニフォームをこの色にしている理由はなぜか

分かりますか。そう、タコの会社だから「ターコイズ」

にしています。このような遊び心がとても大事。この

ようにすると面白いように若いスタッフが集まってく

るので、ぜひ採用におけるブランディング。皆さん、

着手すべきは、ユニフォーム。これは簡単にできるこ

とです。

そして経営者自体の見た目もとても大事です。パーソ

ナルブランディング・個人のブランディング、これも

僕は着手をよくします。僕は、社長を連れてダイエッ

トプログラム、一緒にトレーニング、そしてこのよう

なファッション改革もやっています。

これは僕がお世話をさせていただいている山形の印刷

会社の社長さんです。これも中小企業の社長にありが

ちなルックスだと思います。やっぱり印刷業、これか

ら人を集めることが

大変になるので変え

ました。６カ月かけ

てダイエットもし

て、一緒にショッピ

ングに行って、一緒

に髪を切って、いま

どうなっているか。いまこうなって、全然違います。

でもこうした瞬間に面白いように会社に人は集まって

いきます。

いろいろな社長さんに僕はやらせていただいていま

す。これは福島のガス会社、before はこのような感

じで普通です。このような時に一緒に買い物へ行った

りもします。ある程度若手の社長もそう、この方は僕

と同世代です。でも最近このように変えました。こう

するだけで大分会社の魅力、採用の戦略度合いが変

わってきますので、どうか「ユニフォーム＋社長の見

た目」をトコトン追求していただきたいと思います。

一旦まとめます。ユニフォームは、採用戦略。ブラン

ドイメージもしくは業界のイメージは、一夜にして皆

さんが格好いいユニフォームを揃えることによって変

わっていきます。今日はこれ以上のお話はできません

けれど、ぜひ僕がこれを書いた本で『できる社長は人

が採れない』がありますので、またどこかのタイミン

グでピックアップしていただけたらと思います。

「知名度」のお話もしましょう。ブランディングによ

る好事例。知名度に関して、ブランディングと言って

も付け足しの作業とは限りません。いまやっているこ

とを削ぎ落としていく場合も多々あったりします。

これ、八天堂のクリームパン。皆さんいまご存じかも

しれませんけれど、僕は過去 15年関わって来ていま

す。僕は広島のメーカーではなく、これをブレークさ

せた販売会社のコンサルタントを過去 15年務めて来

ています。広島で忘れもしません、200 種類のパン

を作っていたただのベーカリーでした。ある時「199

種類のパンをすべて止めて、一番美味しい一種類だけ

に絞ろう」と、この戦略をやりました。そこで残った

のがクリームパン。クリームパンに絞った瞬間、一体

何が起こったのか。前年費売り上げ 600％。その後

は全国に広がり世界に広がり、その世界進出も僕は一

緒にやりました。

僕は『虫眼鏡の法則』と言っています。何でもできる。

たくさんやっている。虫眼鏡でいうと、これは光をボ

ワっとさせているような感じです。「いや、そうでは

ない。やっていることを絞り込んでフォーカスするこ

とによって光が集まって火が起きる」。僕はこのよう

な場合も多々あると思っています。絞り込むほど火は

起きやすい。

ブランド戦略も実は同じで、「あそこの会社と言えば

あれだよね」「その会社と言えばあれだよね」、やっぱ

り人の頭の中で想起されないとその地域・業界のブラ

ンドとは言えないので、どうか発想を逆転して「何で

もやる」から「これしかできない」もどこかのタイミ

ングで、特に皆さんが新規事業を考える時には、考え

ていただきたいと思っています。僕は、日々そのよう

な戦略を全国でして差し上げています。

これは愛知県の元々運送会社です。「何でも運ぶよ」

とやっている所だったのですけれど、運送会社も競争

でとても大変ですので、ひとつのことに絞ろうと読ん

で字のごとし『ジャストヨット運送』、「ヨットしか運

ばないよ」という一事業を作りました。７～８年前に

作って毎年 140％の伸びを見せています。「ヨットな

んて運ぶ人いるの」、いるのです。そのような方たち

がいますし、大学のヨット部がありますから。彼らは

いままで、どこそこの誰にでも頼んでいましたけれど

も、「大切なヨットだからヨット専門の人に運んでも

らいたい」となり、これはひとつに絞り込んだことに

よって、その一部の人たちだけの間でとても有名に

なった例だと思います。

他にも僕は「離婚専門の法律事務所」などもプロデュー

スしたことがあります。これは日本初。いまはまねっ

こもたくさんありますが、このようなことも「弁護士

事務所として何でもやります」よりも、このように絞

り込んだことによって有名になった例です。

他にも、和服のメーカーで、これは和尚さんのカジュ

アル服で、左側が従来型です。「オショカジ」という

名前で和尚さんのカジュアル服を作りました。これを

最初に出す時に「和尚さんに向けてカジュアル服なん

かを出して売れるの」と言われました。いまメチャク

チャ売れていますし、メチャクチャ檀家さんへのプレ

ゼントなどにも使われています。

何よりも面白がってメディアがこのように取り上げて

くれます。そう、絞り込まれた物・サービス・会社の

方が、メディアが面白がって報じてくれます。いまやっ

ていることを止めましょうという話ではありません。

どうか新規事業をつくる時には「絞り込まれたこれし

かできません」という事業ブランドをぜひ考えて見て

ください。

ポイントはこれです、まずは小さな世界で一番に。

これは僕が過去に書いた本、『安売りしない会社はど

こで努力をしているか？』は、とてもたくさんの経営

者に読まれている本なので、手に取った方もこの中に

いらっしゃるのではないかと思います。「何でもでき

ますよ」では、なかなかメディアに載りませんし、人

から人に噂は伝わりません。どうか絞り込んで話題を

つくる、これを考えていただきたいと思います。

「何でもできる」は一見便利そうだけれど実は何もで

きない、ととられる可能性もあるということです。

最後、「脱安売り」に関してもポイントだけお話をし

て今日は終わりましょう。

よくあるケースで、このような講演の後に名刺交換を

して「ウチも脱安売りをしたいのです。価格競争から

抜け出したい」と言われる方と名刺交換をさせていた

だきます。

その受け取った名刺が何となくチープ。名刺に書いて

あるロゴの色使いが何となく安っぽい感じ。それでは

買い叩かれるはずです。このような色使いなら何とな

く「安っぽい会社」だろう。色と心理学、このロゴや

デザインの見た目の心理学はあるものです。

一方、このようにシンプルな色使いで、もっと余裕が

あって、余白があるデザイン、印刷物・カタログだっ

たりすると、「ここはちょっと値段が高いし値段交渉

はできなそうだ。でも、良い物だから買おう」となり

ます。どうか皆さん特に中小企業など自分たちの会社

が使っている印刷物を色使いからもう一度考えていた

だきたいと思います。

これは、先日、山梨の方からいただいた「さくらんぼ」

です。「高級さくらんぼ」と書いてあります。でも、

これをもっと高級に見せる方法はいくらでもあると思

います。色を落とす。文字をもっと高級っぽくする。

テカテカの箱にしない。艶がないようなものにする。

などいろいろやり方はあります。自ら「高級」と言わ

ないことも、もしかしたら大事なことかもしれません。

このように、より高く買っていただけるようにする術・

策はいろいろあると思います。

コツは、いくつかありますが、ひとつだけ覚えていた

だきたいことは「カラフルにしない」、そして印刷物

でも何でも「余白美」。そう、余白の美しさ・余裕が

あること。ギュウギュウ詰めにしない、これはとても

大事です。そして色、ダーク系の色の方が人は高級感

を感じます。もっと言うならば、『名前のない色』です。

何とも形容しがたい名前がない色には、人はより高級

感を感じると言われています。

「ティファニー」などがそうです。これは「ティファニー

ブルー」と言われるけれど、ブルーかと言ったらブルー

ではないですよね。グリーンとも言えるしブルーとも

言える、ティファニーブルーですよ。このように名前

がない色、川崎グリーンもそうですけれど、このよう

な色で人は高級感を感じるというのです。どうか皆さ

んの新規事業ないしいまの会社の色を変えていく上で

は、このようなことも考えてください。

もしも迷ったら、皆さん迷わずブラック企業になるこ

とです。つまり黒を基調とした会社になっていく。こ

れがとても良いかもしれません。

ひとつご紹介をしたいことが、僕は２週間前にここに

行っていたのですけれど、新潟の『SUWADA』とい

う爪切りの会社です。爪切りは 100 円ショップでも

売っていますが、ここでは１個 5,000 円や 8,000 円

する爪切りを作って世界に輸出しています。工場をあ

る日突然このように真っ黒にしました。黒を基調にし

ています。これは普通、日本の中小企業だったら非常

に嫌がることです。「黒なんて、縁起悪い」という話

になりますけれど、見てのとおり「Open Factory」と

書いてあります。そう、誰でもいつでも見て良い。本

当に何となく動物園・博物館化しているような工場に

なっています。

『爪切りの時間は「面倒」から「感動」へ』というキー

ワードでやっていますけれど、新潟へ行く機会があっ

たら立ち寄って見てください。とにかく真っ黒。工場

もこのようにラインを見せてくれますけれど、真っ黒。

スタッフ、真っ黒。使っている機械は全部塗っている

そうで、真っ黒。置いてある備品、全部真っ黒。そし

て社員食堂とお客様が使えるカフェは同じスペースで

すけれど、そこもこのように自分たちが失敗をした爪

切りをこのようにライトにしています。そして工場で

見た黒くて格好がいい箱などはお土産屋さんで売って

いて、みんなバカスカ買って行きます。黒、決して安

売りをしない。そして自分たちは違うことをやる。

そもそも違うことをやることがブランド戦略ですの

で、ここのやり方、ブラック企業になった。色ですよ、

とても正解だと思います。

『ひがし北海道』のブランディングプロジェクト、こ

れも黒を基調としています。ひがし北海道というこの

広大な地。いろいろな会社さんがいらっしゃるので、

やっぱりみんなにユニバーサルに使ってもらう黒と

白、これが良いだろうと思って、木下さんをはじめ今

日このテーブルに集まっているブランディングチーム

と日々活動をさせていただいています。　

当然、意思統一、このようにしたいというのは、なか

なか広い地域をやっているので伝わり切れません。た

だ僕がこのように釧路に足を運ぶことによって、北見

に足を運ぶことによって 10年後・15年後、「ひがし

北海道」という名前は根付いたね。素晴らしくなった

ね。安売りせずに済むようになったね。採用で困らな

くなったね。そのような地域になって行けたらいいね

といろいろな願いを込めてこの活動を行っています。

今日、このお話はしませんけれど、いまの黒の話から

この「ひがし北海道」のブランド戦略もなぜ黒白で行っ

ているのか、ここから話がつながったら良いと思って

います。

皆さんにお願いです。ホームページがもうすぐできま

す。そのホームページから「お手洗いのサイン」

「Wi-Fi のサイン」「駐車場で使えるサイン」などが無

料でダウンロードできるようになっています。この「ひ

がし北海道」のブランド戦略プロジェクトが１人でも

多くの人に伝わるように、プリントアウトして皆さん

のいろいろなところで使っていただけたら、より広が

りが早いと思っています。

『中小企業のブランド戦略』ということで、足早に 30

分でお話をさせていただきました。僕はこの世界の第

一人者、専門家として日々、このことだけ 24時間考

えて生きています。これは、誰のために行うものなの

か。僕は端的に言うなら、もしくは深い所で言うなら

ば、皆さんの会社でいま働いているスタッフのために、

皆さんの会社はブランド戦略に着手しなければいけな

いと思っています。

これは、福井の鉄工所で僕が手がけている所です。こ

れは『291 アイアンワークス』という名前で、291

で「ふ・く・い」と読ませています。

忘れもしません。初日、僕がこの会社へ行った時にス

タッフ 1人 1人の毛穴から本当に不安しか感じませ

んでした。「俺、将来引退できるのかな」「俺、将来結

婚できるのかな」。鉄工所ですから、みんな火花を散

らしながらそのような空気を感じました。

そこからブランド戦略を着手して、いまではたくさん

のメディアに取り上げられるようになって、一体どう

なったのか。

見てのとおり、ここの職人たち・スタッフたちがこの

ようにカメラの前で、本当に素晴らしい嘘のない笑顔

を作れるようになりました。このような写真を撮った

時に「僕の仕事は終わった」と思って、その会社去る

ようにしています。これもただの鉄工所ではなく「そ

の地域・業界でブランド」と言われる鉄工所になった

からこそ、彼らは自分の将来に自信を持ち、自分の会

社に誇りを持ち、そして数年かけて「自分の業界を次

世代に伝えていきたい」と心の底から思えるように

なったからこの姿になったのです。

この方はここの社長です。社長の改善ももちろんやっ

ています。ここの社長には、アイアンワークスとアイ

アンマンをかけてトライアスロンに挑戦をしてもらう

ことにしました。僕もトライアスロンをやっているの

で、一緒にトレーニングをし、最初の大会に一緒に出

てあげて、それからアイアンマンは世界最高峰の大会

をこのように転戦するようになりました。15時間か

けて 3.8 ㎞のスイム（水泳）、190 ㎞のバイク（自転車）、

そして 42.195 ㎞のランを走るわけですけれど、最近、

社長はあるインタビューで「村尾隆介（僕）のコンサ

ルをずっと受けてきて、一番良かったことはトライア

スロンを始めたことだった」と言っています。何とも

微妙なコメントですけれど、このように言ってくれま

した。ここはいま「日本一明るい鉄工所」ということ

で見学者がたくさん来ます。

皆さんの会社で、働くスタッフがいまよりももっと輝

けば、皆さんの業界はもっと盛り上がるはずです。ブ

ランド戦略とは、回り回って結局このようなことだと

思っています。自分の会社・自分の業界・自分が生ま

れ育ったこの釧路・ひがし北海道という地域を次世代

にとって「憧れのもの」に見せていくために行うこと。

そのための手段がユニファームだったり、色使いだっ

たり、社長の見た目であると思っています。

皆さんの奉仕活動、もちろん会社が発展すればするほ

ど地域にいろいろな形で奉仕ができます。また、奉仕

だけではなく事業自体が社会貢献的であることが間違

いなく良いわけですから、どうか皆さんの会社のブラ

ンド戦略という血肉を少しでも加味していただき、よ

り輝く釧路にしていただけたらとても幸いです。

今日は、質疑応答などはありませんけれど、

Facebook で「村尾隆介」と入れたらメッセンジャー

などで連絡が取れると思います。どうかこれからも仲

良くしてください。みなさんありがとうございました。

そして、今日はお招き本当にありがとうございました。

ちょうど予定の 13時 29分になったので、これで終

わっていきたいと思います。ありがとうございました。

会長謝辞　杉村会長

　村尾様におかれましては、貴重なお話、面白かった

ですね。あっという間の時間でしたが、本当にありが

とうございました。

　「目から鱗」と思った方々も多いのではないかと思

いますし、刺激を受けたと思います。やっぱりパーソ

ナルブランディング、制服を含めて、ブランドは経営

戦略だというお話をされていました。まさにそのとお

りだと思って聞いておりまして、非常に刺激を受けて、

勉強をしなければいけないと思っております。

　　尾先生とスタッフの皆様の益々のご活躍を祈念い

たしまして、今日のお話のお礼とさせていただきます。

どうもありがとうございました。

本日のニコニコ献金

■市橋夛佳丞君 　先日開催されました米山チャリティーゴルフコンペで優勝させて頂きました。ありがと

　　　　　　　　うございます。

■荒井　　剛君　先日、息子が釧路選抜チームのピッチャーとして新聞に載りました。これで息子の小学生

　　　　　　　　の野球シーズンが終了しました。

■池田　一己君　11月 1日付けで法人になりました。

今年度累計　　135,000 円　　

−94 −
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　　　　　　　　　　杉村　荘平会長

　皆さん、こんにち

は。皆さまのおかげ

をもちまして 85周

年記念例会をコロナ

の影響も受けず、無

事開催することがで

きました。本日は

「パート１」ということで、来週の夜例会は「パート２」

ということでお世話になりたいと思います。どうぞよ

ろしくお願いいたします。

この例会を開くに当たっては５周年ということもあ

り、あまり対外的な要素を入れずに、今日のこういう

落ち着いた雰囲気で歴史を振り返る例会にしたいとの

思いがあってこのようにさせていただきました。

今週・来週とベテランメンバーの方々にお話いただき

ますが、これまでの先輩がどのように歴史を紡いでき

たのかに思いを馳せていただきながら、次の 90周年

につながる例会にできればと思っておりますので、ど

うぞよろしくお願いいたします。

85周年ちなんでの会長挨拶、歴史を振り返るパート

３でございます。皆さんのお手元にありますが、嵯峨

記念育英会でおなじみの嵯峨晃さんについてお話した

いと思います。

嵯峨晃さんは、明治 38年に函館でお生まれになって

おります。釧路中学校から法政大学に進みまして、嵯

峨漁業に入社するというところですが、エレクトの時

代に嵯峨さんを少し調べましたら、「昭和 40年くら

いの釧路新聞に、日経にある『私の履歴書』のような

ところに嵯峨さんが載っていた」という情報を聞きつ

け、釧路新聞の資料室から探してきたのが皆さんの手

元にある資料でございます。

それを見ますと、嵯峨さんは大学を出るまでは家業を

継ぐ気はまったくなく、半ば勘当状態で演劇に心血を

注いでおられたのが分かります。釧路に戻ってきてか

らの心境も詳しく綴られております。浅川副会長が一

生懸命コピーしましたのでぜひお持ち帰りいただけれ

ばと思っております。

ちなみに嵯峨さんは、昭和 40年にガバナーを務めら

れますけれど、昭和 40年ころは北海道がまだ１地区

で、「ガバナーは函館・札幌・小樽からしか出せない」

という暗黙の了解があったように資料で見ました。そ

の中で、２地区になるまでの 24人中のガバナーのう

ち、両角克治さん、嵯峨さん、旭川の岡田さんの３名

だけが３市以外からガバナーになったという記述も残

されておりました。

数々の成績を残された嵯峨さんが昭和 47年に 69歳

で亡くなられております。ご冥福をお祈りしたいと

思っております。

こんな資料を持ってきた私ですので、もう今年度会長

の役割は全うできたかなと自負しているところであり

ますが、もうひとつ皆さまにぜひお知らせしたいこと

があります。

嵯峨晃さんには、釧路クラブにも在籍されました嵯峨

誠さんという息子さんがおりました。ご存じない方が

多いかもしれませんが、ご紹介をさせていただきます。

嵯峨誠さんは昭和 14年にお生まれになり、日進小学

校・東中・湖陵高校・拓殖大学という経歴があって、

嵯峨漁業に入社されております。残念ながら、昭和

56年に 41歳の若さで亡くなられております。嵯峨

さんは三代に亘って釧路クラブにご在籍されてご活躍

されていたことになります。

実は、天方さんのお父さんと昭和 14年生まれの同い

年でして、青年会議所時代からの親友だったという記

述があります。その嵯峨さんが亡くなられた時に嵯峨

誠さんの人柄が偲ばれる追悼文を見つけましたので最

後にそれをご紹介させてもらいたいと思います。

読ませていただきます。

追悼文

嵯峨誠、ごつい体の上にいかつい顔を乗せていた。体

とは似合わない声。そんな、まこ（誠）と出会ったの

は十数年前。それ以来、ずいぶんいろんなことがあっ

たっけ。仕事・社会・友・人生、そんなことを大きな

声を張り上げて明け方までお酒を飲んだっけ。

お前の悪口・雑言を言い合おうと、昭和 14年の生き

残り７名が某所へ集まった。その時に出た中から、お

前に聞かせたいことがあるからよく聞けよ。

まず、お前は無責任だ。そうだろ、男がだぞ、女房・

子どもを泣かせておいて、知らん顔してお前だけ勝手

に行きやがって。それで済むわけがないぞ。それにだ、

俺たちとの約束をどうしてくれる気だ。

まこ、お前は馬鹿がつくくらいの頑固者だ。お前と議

論したら、こっちは辟易するくらい自分の言い分を曲

げようとしなかった。長生きしていい分、短い間に全

部言い張ったか。

ともかく、お前が行く某所で延々６時間、まこの歌は

どうの、まこの癖はどうの、とか悪口・戯れ言の数々

を並べて言ったつもりだったが、どいつもこいつも

しょぼくれてしまって、酒は結構飲んだが生きながら

えない日だった。つまるところ、みんな、お前が好き

だということだな。

という文章でございますが、天方さんのお父さんの人

柄まで偲ばれる文章だと思います。嵯峨さんには、せ

めて70歳くらいまでお元気でいてもらいましたなら、

われわれの前でかっこいい先輩として立たれていたの

かなと思っております。

こういう先輩たちが情熱を傾けてきたのが、今の釧路

クラブだということにみんなで感謝しながら、今日と

来週の 85周年記念例会をしっかり行っていきたいと

思います。

どうぞよろしくお願いいたします。

幹事報告　市橋夛佳丞幹事

　皆さま、こんにちは。幹事報告をさせていただきま

す。

次年度のガバナーエレクト事務所から「次年度のガバ

ナー補佐予定者が決定した」という通知が来ました。

わが第７分区では白糠ロータリークラブの今年度会長

の美馬様がガバナー補佐に就任されるというご案内が

来ております。後ほど、ホワイトボードに掲示します

ので、１～８分区の皆さまが載っておりますのでご確

認をと思います。合わせて、次年度のスケジュール、

ＰＥＴＳならびに地区研修協議会・地区大会の開催日

程が確定したというご案内、そちらもホワイトボード

に掲載させていただきます。皆さま、スケジュールの

調整をお願い申し上げます。

最近、事務局のメールに不調が見られております。皆

さまに配信するさまざまなスケジュール等々が届いて

いない方がいるというお話を受けまして、先日から確

認しておりますが、現状、皆さまにお流ししているご

案内を私がご紹介させていただきます。

まず１つ目ですが、来週に行われます創立 85周年の

記念例会パート２「夜間例会」の案内が流れておりま

して、この取りまとめの期限が来週の月曜日（15日）

までとなっております。こちらを再度ご確認していた

だければと思います。

続きまして、「12月例会のプログラム」も流させてい

ただいておりますので合わせてご確認をお願いいたし

ます。

12月第３例会で「情報集会報告会」を行いますが、

それに先立ちまして炉辺会合を開催させていただきま

す。炉辺会合のスケジュール並びにグループ分けを皆

さまに先日送付させていただいております。こちらも

合わせてご確認いただければと思います。

また、12月第４例会は「釧路ロータリークラブ重大

ニュース」と題して例会を行いますが、そこで使用し

ますアンケートを皆さま方に送付させていただいてお

ります。

現状、計４点のご案内が皆さまに届いているかと思い

ます。こちらも私の報告が終わりましたらホワイト

ボードに掲載しますので、ご確認をお願いいたします。

また、メールシステム不調が続いておりますので、再

度、皆さまにお流しすることもあろうかと思います。

重複はご容赦いただければと思っております。近日中

に復活させたいと思っています。

以上、幹事報告とさせていただきます。ありがとうご

ざいました。

清水　幸彦パストガバナー

　皆さま、こんにちは。古い話です。

うちのクラブのスポ

ンサーは札幌と帯広

です。札幌ロータ

リークラブが昭和７

年 12月３日に設立

総会をしまして、翌

年の認証です。最初

の札幌クラブの会長は佐藤昌介という方で、札幌農学

校の１期生です。ということは 1876 年にクラーク博

士が札幌に来たその時の１期生が佐藤昌介です。この

方は後々、うちのクラブと関係しますが、昭和 10年

にガバナーエレクトととなり、11年にガバナーになっ

たわけで、その昭和 11年にうちのクラブができてお

ります。

昭和 11年というと皆さま、お気づきでございましょ

うが、東京で陸軍のクーデター未遂が起きて、重臣が

５～６人殺されたそんな大変な時代でした。

その 11年には、北海道で大日本帝国陸軍特別大演習

が行われ、天皇陛下が小樽までお召し艦「比叡」に乗っ

てこられました。私は小学校２年生で、公園通りでお

迎えしましたが、天皇陛下があずき色のベンツに乗っ

て、手を振るわけでなく真っ直ぐ前を見て過ぎて行っ

たのを覚えています。

その 11年に釧路で何が起こっていたか。「釧路ガス」

が初めてできた年です。両角克治さんは、それ以外に

も忙しかったわけで１年の行事が済んで、うちのクラ

ブが 11月 23日に発足したわけです。

その年の昭和 11年に佐藤昌介先生が地区ガバナーに

なったわけです。そして、12年の５月 14日、当時

は全日本が台湾・朝鮮も含めてひとつの地区で、北海

道では初めての地区大会が催されました。その時の記

録によりますと、上野発の昼の特別列車を使って、そ

れに乗って札幌に着き、札幌で地元の方がたくさん歓

迎をしたということです。

当時の札幌は人口が 18万人くらい。その北海道の地

区大会の様子は札幌グランドホテルの特別資料室に

残っております。グランドホテルというのは、日本で

も片手の中に入るほどの本式のホテルだったようで

す。12年５月 14・15日の北海道で初めての地区大

会に、うちのクラブからは両角克治さんをはじめ何人

もの方が出席していたと思います。

お気づきでしょうけれど、その 12年７月７日、北京

郊外、盧溝橋で志那事変が始まった。古い話で、その

年の日本の総理大臣は近衛文麿公爵で、後に昭和 20

年、青酸カリを飲んで自殺なさった。そして、昭和

14年（1939 年）９月１日、ドイツがポーランドに

侵攻して世界大戦が始まった。そういうことでロータ

リーが幕を下ろすことになった。札幌ロータリークラ

ブの最終の例会は昭和 15年 10月です。札幌のグラ

ンドホテルの資料室に載っている。

うちのクラブは飯田要次郎さんが初代会長で、両角克

治さんが３回くらい幹事を続けてやってらっしゃる。

先ほどお話があったように当時、東北と北海道がひと

つの地区になった。その後に、北海道がひとつの地区

になった。ガバナーというのは札幌・小樽・函館から

出ていた。今の 2500 地区、道東から出た最初のガバ

ナーが両角克治さん、先進的です。それから昭和 40

年に嵯峨旻さんがなっています。それからしばらくお

いて旭川の方がなって、釧路クラブというのは 2500

地区の歴史のうえからいくと大変立派な所です。

少し予定の話を変えて、うちの誇りとすること、小船

井さんのことについてお話したい。ちょっと偉そうな

ことを言うけど、国際研究会、つまりリーダーという

のは日本から数人選ばれます。これに選ばれるという

ことは大変なことで、北海道の地区から私が最初に選

ばれています。それから20年経って小船井さんがなっ

た。

もうひとつ、地区大会にＲＩ会長代理が来ます。これ

はＲＩ会長の専権事項ですから、うちのクラブでは、

地区で最初になったのは私で、数回やっています。小

船井さんも５～６回やっていて特筆することは、小船

井さんは札幌の地区大会にＲＩ会長代理で出られ、こ

れは大変な評判でした。札幌の人に「釧路には素晴ら

しい立派な人がいる」と言われました。こんなことで、

うちのクラブは誇りすることが沢山あります。こう

いった形で引き継がれていくことと思います。

それから、嵯峨さんの自伝で、ご自分が亡くなるころ

書いていました。昭和 47年４月 20日です、いま思

い出した。当時の地区ガバナーは鷲塚三郎さんという

名寄の方です。当時の私はクラブ幹事をしていました。

嵯峨さんの告別式の当日に来て、「嵯峨さんの弔辞を

書いてくれ」と突然言われて、あの弔辞は２時間ぐら

い前から急いでボールペンで書いたのが私です。

釧路地方では、さっきの国際協議会のリーダーだった

のは私と小船井さんと足立さん。ＲＩ会長代理も私と

小船井さん、それから足立さんもやっていますね。

うちの地区の中で、釧路というのは優秀なところです。

その伝統を受け継いだ皆さん方、どうぞこれからもう

ちのクラブは立派なクラブだ、大事にして育ててくだ

さい。

原稿も何も持っていないので喋るの、これでお話を閉

じることにいたします。

ありがとうございました。

小船井修一パストガバナー

　こんにちは。私は

清水先生と違ってあ

まり記憶力ありませ

んので原稿用意しま

した。それを読ませ

ていただきます。

先生は 90年ぐらい

前の話なのですが、私の場合は今から 65年前、ちょっ

と古さが新しくなってきました。

今から 65年前の 1956 年、私が小学校 2年生の時で

した。その年、父親が釧路ライオンズクラブに入会し

ました。ライオンズのクリスマス家族会で、大人たち

が帽子を被って「ウォー」と吠えていたことを今でも

覚えています。

釧路で２番目の北クラブの創設は 1958 年（昭和 33

年）ですから、1956 年の時は釧路ロータリークラブ

しか釧路にありませんでした。特に「１業種１会員」

という形でいろんな業界の中に１人しかいないので

す。弁護士さんも１人しかいなかった。泉先生、おひ

とりだったと思いますが、制度が厳格に守られた時代

でした。

釧路ロータリークラブのリチャーターを 1950 年 10

月２日に再承認されました。当時、釧路商工会議所会

頭だった吉田利和さんを覚えている方いらっしゃると

思います。釧路クラブのリチャーター会員で 1953 年

にクラブ会長を歴任しています。吉田氏が社長をして

いた会社の常務が私の父親でした。「１業種１会員」

のルールでは、吉田会員が在籍している間はロータ

リークラブに父親は入会することはできませんでし

た。すでに職業分類に充填されている業種の経営者・

専門職の入会希望者はロータリークラブに入りたくて

もが入れなかったのです。変な言い方ですけど、父親

はやむなくライオンズクラブに入会したと私は思って

おります。その意味で、65年前の釧路ロータリーク

ラブは入りたくても入れない、敷居の高い社交クラブ

でした。

小学２年生の私はライオンズクラブよりもロータリー

クラブの方が偉い人が入るところなのだ、と思い込み

をしたわけです。その思い込みがあったのか釧路に

帰ってきて、当時、市議会議員だった割方会員から入

会を勧められ入会させていただいた経過があります。

私のロータリー歴、先ほどは清水先生にお褒めいただ

きましてありがとうございます。1983 年５月に帰っ

てきまして、1984 年１月に釧路青年会議所入会。そ

して、1984 年６月に釧路ロータリークラブに入会し

ました。35歳でした。当時、市議会議員の綿貫健輔

さんも私と同じ例会に来て入会しまして、メンバー数

が 101 名でした。37年前も今も 100 人というクラ

ブはある意味では稀有な存在であると私は思っており

ます。

私は 1999-2000 年の釧路ロータリークラブの会長を

させていただき、その後はガバナーをさせていただき

ました。入会して 37年になります。現役会員で今、

私は６番目に古いのです。川合会員と尾越会員は４月

に同時入会しています。私は同じ年の６月入会でした

から、３人はほぼ同じ時期に入っています。ちなみに

尾越さんは青年会議所に入りましたので、私は青年会

議所に行くと尾越さんの先輩になります。だけど、釧

路ロータリークラブでは尾越さんが私の先輩です。そ

ういう関係であります。1984 年に浦見町に東映ホテ

ルがありましたが、駅前に移転したことに伴い中村隆

会員の釧路パシフィックホテルに例会場が変更になっ

てすぐ後の入会でした。

その当時のメンバーには最後のチャーター会員の村上

祐二氏、リチャーター会員の北村藤兵衛氏がおられ、

村上祐二会員が数年後に例会終了直後に逝去されたこ

とを覚えています。階段から落ちて亡くなりました。

そのころの長老が丸ト北村の北村藤兵衛さん、スタン

ダード石油の山本幸三さん、森口二郎さん、シロアム

病院の高岡先生などがおられたことを思い出します。

現在の釧路クラブ会員の先代も多く在籍していまし

た。もちろん清水幸彦先生もガバナーを終え、国際ロー

タリーの研修リーダー、規定審議会代表議員、地区大

会会長代理と大活躍をされておりました。そして、三

ツ輪運輸の栗林定德氏。福司の梁瀬誠也氏、白崎建設

の白崎功一氏、天方会員の先代の勇氏、登坂会員の先

代、浅川会員の先代も元気に活動されていました。

また、ロータリー入会の半年前に青年会議所に入会し

ていましたが、釧路クラブに多くの青年会議所会員が

おられました。その中で覚えておられますかね、金安

時計店の金安時男さんも亡くなりましたが、金安さん

から「修ちゃん、青年会議所に入っているならロータ

リー例会に無理して来なくていいから」と言われたの

を今でも覚えています、そういう金安先輩たちのご助

言があって、私は無理せずＪＣの現役時代は、ほとん

どロータリーに顔を出していませんでした。無理せず、

肩に力を入れないでロータリー活動させていただいた

ことで三十何年かロータリアンとして在籍できたと感

じています。

釧路クラブの最大の美点はパストガバナー夫妻であ

る。パストガバナーやパスト会長は威張らない。威張

ることができない空気があることです。これは清水幸

彦会員、泉敬会員のおかげ、と思っているのは私だけ

ではないと思います。

これまで私は国内外の多くのクラブや地区を訪問しま

した。クラブ、地区でも選挙での混乱、主導権争いの

課題などを見てきました。ロータリークラブが「１年

交代」を創設以来維持している意味は、クラブは平等・

安定という目的があるのを前提に全てのクラブ会員が

クラブ運営をとおして職業人としての研鑚を積み重ね

るという目的があるからです。

今後とも釧路クラブが、毎年の会長の皆さまが主体的

に活動していただくために、クラブは真にリーダーを

支えていくことを願って私のスピーチとさせていただ

きます。

ご清聴ありがとうございます。

白幡　　博パストガバナー補佐

　いま、清水先生、

そして小船井さんか

ら 90年前と 60年

前のお話、釧路ロー

タリークラブの歴史

を感じさせていただ

いた時間だったと思

います。私は入会をして 30年と少し経っていますの

で、ちょうど 30年前に入ったころの私自身のちょっ

とした思い出、まだらですけども残っている話をした

いと思います。

ひとつは委員会です。もちろん、皆さんと同時に委員

会活動するのですが、委員長と副委員長の関係のお話

をひとつ。当時、私は副委員長だったと記憶していま

すが、委員長は北電の瀬山さんという方で支店長さん

でした。「白幡君」という言い方をしていただきました。

白幡君って言われると、小学校・中学校の女子によく

言われていましたが、それ以来、ないものですからす

ごく心地よいというか、なんて言うのか自分自身が素

直になった 40代だったと思います。

前半ですので、「白幡君、ちょっと委員会の話をしよう。

ぜひ、うちの会社に来てくれ」。北電の支店長室に呼

ばれて、支店長室で委員会の打ち合わせをしました。

北電の支店長室ですので緊張して、なにか舞い上がっ

てしまって、コーヒーもあまり味を覚えていないぐら

い。それでも瀬山さんはとても優しい方で、その後は

「委員会を自分の公宅でやろう」と。弥生町にある北

電の公宅に委員会メンバーが集まって、それぞれお酒

やお料理を持ち込んで委員会を開きました。

そうしますと、すごく距離感が近くなって、その後の

情報集会、炉辺会合も当時、私の記憶ではたしか弥生

町に日銀の公宅があり、そこで、支店長は福田さんだっ

たと記憶していますが「せっかくの釧路ですから炉端

風にやりましょう」ということで炭火を起こしてサン

マ。ちょうど脂が乗って美味しい時期だったものです

から、お手伝いさんに焼いてもらったのです。そうす

ると公宅が煙だらけになっちゃって、もしかしたら火

事のときの火災報知器が鳴る状況まで行ってしまいま

した。ですけども、皆さん仲が良く、本当に釧路を楽

しんでいただいて、そして結果的には福田さんは、ご

存じかと思いますがカヌーまで買い込んで釧路に何度

もいらっしゃっていると私は記憶しています。そんな

意味で、当時の転勤族の方々とそういう近しい関係を

築けたことが記憶に残っております。

時間の関係もありますので最後に、シロアム産婦人科

の高岡先生がおりました。その会員卓話には記憶があ

る方は記憶あるのでしょうけれども。産婦人科医です

ので当然、リアルな画面で図解もされて説明しており

ました。「ロータリーは、こんなこともするのだ」と

いうような会員卓話ですので、職業奉仕というのです

か。そういった面で若かったものですから非常に衝撃

を受けた、そんなロータリーでございました。

時間の関係で、私はこれぐらいで次は、泉先生にバト

ンタッチしたいと思います。

どうもありがとうございました。

泉　　　敬君

　とても長くなりました。私は昨年、60年の表彰を

していただいたわけですが、何で 60年ここにいられ

るのか、と考えた時

にいくつかの理由が

あるわけです。

私がロータリークラ

ブに入会して 62年

になるのですが

1960 年の数年前、

ちょうど私の親父がここの会長やっていた時期があり

ました。その時にもともと釧路クラブは釧路市内で１

つだったのですが、釧路クラブが昔の丸三鶴屋があっ

たあそこの３丁目と４丁目の間で、鉄北側と川の方の

ふたつに分割されたのです。

私が入会した数年前に北クラブができました。釧路ク

ラブから分かれて両角克治さんが創立者になって、釧

路クラブの当時の幹事から副会長まで全部を引き連れ

て北クラブを作ったという経過があったわけです。し

たがって、釧路クラブのメンバーもおそらく半分近く

に減ってしまった時代があったのです。その後は数年、

若い人を入れなきゃいけないという問題があったのだ

と思うのです。

川口さんを覚えている方は結構おられると思うのです

が、川口さんの話だと、「大正生まれの川口さんが入っ

たのも、分割して、すっかり減っちゃって、釧路クラ

ブで補充しようということで入った」という話を良く

されていました。

私が入った時は、私が試験を終えて、修習生を終えて

開業した年が昭和 35年の春だったのです。このロー

タリーは同じ年の 11月に入会しているのです。半年

しか経っていないですね。

職業分類というのは今でもあるのですが当時は、職業

分類を厳格にやっていまして、「１業種１人」という

基準で会員を入れていたことがあります。そんな関係

で、私の職業分類は弁護士なのですが、その当時、親

父がメンバーとして入っておりましたので、この分類

としては重複することになるのですが、シニアになっ

ていたのでその枠は外れるということでした。私につ

いては、当時メンバーだった赤松さんという公証人が

推薦者で入会手続が行われ、入会が認められたという

ことです。

当時は、今もそうでしょうけど 26歳で入会するとい

うのは極めて少ない、あまり前例がないことなのです

が、そのために私が今までの長い期間メンバーとして

残ってこられたことの原因になるのです。

その他にいくつかの理由がありまして、業績などもそ

の分割によって激減していたということが１つ。もう

１つがロータリークラブというのは「役職を当てると

断ってはいけない」というのがありまして、非常に断

りにくいということです。私の仕事が代理を立てるこ

ともできない、代わってくれる人もいない、というこ

とがあります。１人で事務所をやっていた関係もあり、

多忙な仕事を引き受けることは困難だということで先

輩が気を使ってくれて、外してくれていたのです。お

かげでそういう大変な時期に大変な仕事からは外れる

ということで、会員として職責を果たすことが可能

だったことがあります。そういう意味では優しい先輩

が大勢いたということなのです。

ほとんど一世代が違うので、私が入会したとき昭和生

まれの人は１人しかおられなかったです。誰がいたか

というと敷島商会の梁瀬さんです。今の梁瀬君のお父

さんが私より１年先に入っていた若い年代ということ

で、昭和では１人だけだったのです。そういう関係も

あって例会に出るのも大変な時代でした。難しいお父

さんぐらいで、私の親父の年代の人がほとんどという

ことで、テーブルに座っていても厳しい時代です。

私の仕事関係では、木曜日が例会で休みですから、こ

れは昔から変わっていない。木曜クラブと戦後名前を

変えてやった時期があったということなのですが、そ

の延長線上にあって木曜日が例会日です。木曜日にな

ると仕事の関係でできないという時がありますが、

メークアップということでは今あまり厳しく言わない

ですが、メークアップは各クラブが競っていたのです。

これは、私が入会したときのクラブ会報を参考に持っ

てきたのですが、そのクラブ会報によると毎月各クラ

ブはどれだけ出席したか全部が表になって出ているの

です。そうすると今の７分区ばかりではなくて、350

地区の中で競争するのです。他のクラブの出席率がど

うなっているかが気になる。「出席率については

100％が当たり前」という時代ですから、欠席するの

が非常に難しい。そうすると私たちはどうするかと

いったら、自分の例会に出られなかったら、１週間に

１回どこかでやっている例会場に行くことでカバーす

るのです。60年前を考えてみますと、できていたの

は北クラブの水曜日しかないのです。木曜日行けない

時には水曜日に行く、どっちかにしようというスケ

ジュールを組んでやっていきました。

そのうち、弟子屈クラブができ、厚岸ができたりして、

そっちに行ってくることもありました。それから札幌

や東京に出張する時に、ついでに行ってみることも

やっていました。遠くは京都東クラブですが、そこの

クラブの雰囲気がぜんぜん違っていて、各クラブがこ

んなに違うのかとい

うのは行ってみて、

初めて分かるという

ことです。

先ほどの話に出てい

た村上さんという方

は恐らく 200％くら

いの出席だったと思うのです。なぜそれだけ行ったか

というと、ほとんどはメークアップなのです。自分の

クラブにばっかり出るのではなくて、全国を歩いてい

ます。この方は本当のチャーターメンバーなのです。

リチャーターの時はもちろん行ったのですが、亡くな

るまでずっと出席。

私が出席でいちばん言っておきたいのは、あの人は

ロータリーの記録を全部取っているのです。記録を

取って、それを全部まとめてくれて、村上さんは亡く

なるときに全部を当時の責任者だった方に渡したと思

うのです。

皆さん、記録がどうなっているか分かりますか。いま

私が気になっているのは、手元に 50周年、60周年、

70周年、80周年の記録は本になってありますが、そ

の前はないのです。恐らく発行していないのではない

かと思います。誰か持っておられる方いれば別ですが、

配布されたものとしては残っていないのではないかと

思います。

資料というのはそこで失われると、なくなってしまう

のです。私は青年会議所にいたのですが、青年会議所

時代にやっぱり記録が必要なことがありまして、古い

10周年から 20周年を全部集めて、青年会議所卒業

したあと必要があって、ときの会長に渡して、全部引

き継いでくれるように話をしたのですが、どれもどこ

へ行ったのか分からなくなって。

記録の係を決めてやらなければ、これは恐らく駄目だ

と。ロータリーの記録もそうだと思うので、その辺も

今後気をつけて大事にしておくようにしていただきた

いなと。特別な委員会でも作らないと難しいかもしれ

ません。そんなことを感じております。

いろいろありますけれど時間がありますので、これで

終わらせていただきます。どうも失礼しました。

会長の時間
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　　　　　　　　　　杉村　荘平会長

　皆さん、こんにち

は。皆さまのおかげ

をもちまして 85周

年記念例会をコロナ

の影響も受けず、無

事開催することがで

きました。本日は

「パート１」ということで、来週の夜例会は「パート２」

ということでお世話になりたいと思います。どうぞよ

ろしくお願いいたします。

この例会を開くに当たっては５周年ということもあ

り、あまり対外的な要素を入れずに、今日のこういう

落ち着いた雰囲気で歴史を振り返る例会にしたいとの

思いがあってこのようにさせていただきました。

今週・来週とベテランメンバーの方々にお話いただき

ますが、これまでの先輩がどのように歴史を紡いでき

たのかに思いを馳せていただきながら、次の 90周年

につながる例会にできればと思っておりますので、ど

うぞよろしくお願いいたします。

85周年ちなんでの会長挨拶、歴史を振り返るパート

３でございます。皆さんのお手元にありますが、嵯峨

記念育英会でおなじみの嵯峨晃さんについてお話した

いと思います。

嵯峨晃さんは、明治 38年に函館でお生まれになって

おります。釧路中学校から法政大学に進みまして、嵯

峨漁業に入社するというところですが、エレクトの時

代に嵯峨さんを少し調べましたら、「昭和 40年くら

いの釧路新聞に、日経にある『私の履歴書』のような

ところに嵯峨さんが載っていた」という情報を聞きつ

け、釧路新聞の資料室から探してきたのが皆さんの手

元にある資料でございます。

それを見ますと、嵯峨さんは大学を出るまでは家業を

継ぐ気はまったくなく、半ば勘当状態で演劇に心血を

注いでおられたのが分かります。釧路に戻ってきてか

らの心境も詳しく綴られております。浅川副会長が一

生懸命コピーしましたのでぜひお持ち帰りいただけれ

ばと思っております。

ちなみに嵯峨さんは、昭和 40年にガバナーを務めら

れますけれど、昭和 40年ころは北海道がまだ１地区

で、「ガバナーは函館・札幌・小樽からしか出せない」

という暗黙の了解があったように資料で見ました。そ

の中で、２地区になるまでの 24人中のガバナーのう

ち、両角克治さん、嵯峨さん、旭川の岡田さんの３名

だけが３市以外からガバナーになったという記述も残

されておりました。

数々の成績を残された嵯峨さんが昭和 47年に 69歳

で亡くなられております。ご冥福をお祈りしたいと

思っております。

こんな資料を持ってきた私ですので、もう今年度会長

の役割は全うできたかなと自負しているところであり

ますが、もうひとつ皆さまにぜひお知らせしたいこと

があります。

嵯峨晃さんには、釧路クラブにも在籍されました嵯峨

誠さんという息子さんがおりました。ご存じない方が

多いかもしれませんが、ご紹介をさせていただきます。

嵯峨誠さんは昭和 14年にお生まれになり、日進小学

校・東中・湖陵高校・拓殖大学という経歴があって、

嵯峨漁業に入社されております。残念ながら、昭和

56年に 41歳の若さで亡くなられております。嵯峨

さんは三代に亘って釧路クラブにご在籍されてご活躍

されていたことになります。

実は、天方さんのお父さんと昭和 14年生まれの同い

年でして、青年会議所時代からの親友だったという記

述があります。その嵯峨さんが亡くなられた時に嵯峨

誠さんの人柄が偲ばれる追悼文を見つけましたので最

後にそれをご紹介させてもらいたいと思います。

読ませていただきます。

追悼文

嵯峨誠、ごつい体の上にいかつい顔を乗せていた。体

とは似合わない声。そんな、まこ（誠）と出会ったの

は十数年前。それ以来、ずいぶんいろんなことがあっ

たっけ。仕事・社会・友・人生、そんなことを大きな

声を張り上げて明け方までお酒を飲んだっけ。

お前の悪口・雑言を言い合おうと、昭和 14年の生き

残り７名が某所へ集まった。その時に出た中から、お

前に聞かせたいことがあるからよく聞けよ。

まず、お前は無責任だ。そうだろ、男がだぞ、女房・

子どもを泣かせておいて、知らん顔してお前だけ勝手

に行きやがって。それで済むわけがないぞ。それにだ、

俺たちとの約束をどうしてくれる気だ。

まこ、お前は馬鹿がつくくらいの頑固者だ。お前と議

論したら、こっちは辟易するくらい自分の言い分を曲

げようとしなかった。長生きしていい分、短い間に全

部言い張ったか。

ともかく、お前が行く某所で延々６時間、まこの歌は

どうの、まこの癖はどうの、とか悪口・戯れ言の数々

を並べて言ったつもりだったが、どいつもこいつも

しょぼくれてしまって、酒は結構飲んだが生きながら

えない日だった。つまるところ、みんな、お前が好き

だということだな。

という文章でございますが、天方さんのお父さんの人

柄まで偲ばれる文章だと思います。嵯峨さんには、せ

めて70歳くらいまでお元気でいてもらいましたなら、

われわれの前でかっこいい先輩として立たれていたの

かなと思っております。

こういう先輩たちが情熱を傾けてきたのが、今の釧路

クラブだということにみんなで感謝しながら、今日と

来週の 85周年記念例会をしっかり行っていきたいと

思います。

どうぞよろしくお願いいたします。

幹事報告　市橋夛佳丞幹事

　皆さま、こんにちは。幹事報告をさせていただきま

す。

次年度のガバナーエレクト事務所から「次年度のガバ

ナー補佐予定者が決定した」という通知が来ました。

わが第７分区では白糠ロータリークラブの今年度会長

の美馬様がガバナー補佐に就任されるというご案内が

来ております。後ほど、ホワイトボードに掲示します

ので、１～８分区の皆さまが載っておりますのでご確

認をと思います。合わせて、次年度のスケジュール、

ＰＥＴＳならびに地区研修協議会・地区大会の開催日

程が確定したというご案内、そちらもホワイトボード

に掲載させていただきます。皆さま、スケジュールの

調整をお願い申し上げます。

最近、事務局のメールに不調が見られております。皆

さまに配信するさまざまなスケジュール等々が届いて

いない方がいるというお話を受けまして、先日から確

認しておりますが、現状、皆さまにお流ししているご

案内を私がご紹介させていただきます。

まず１つ目ですが、来週に行われます創立 85周年の

記念例会パート２「夜間例会」の案内が流れておりま

して、この取りまとめの期限が来週の月曜日（15日）

までとなっております。こちらを再度ご確認していた

だければと思います。

続きまして、「12月例会のプログラム」も流させてい

ただいておりますので合わせてご確認をお願いいたし

ます。

12月第３例会で「情報集会報告会」を行いますが、

それに先立ちまして炉辺会合を開催させていただきま

す。炉辺会合のスケジュール並びにグループ分けを皆

さまに先日送付させていただいております。こちらも

合わせてご確認いただければと思います。

また、12月第４例会は「釧路ロータリークラブ重大

ニュース」と題して例会を行いますが、そこで使用し

ますアンケートを皆さま方に送付させていただいてお

ります。

現状、計４点のご案内が皆さまに届いているかと思い

ます。こちらも私の報告が終わりましたらホワイト

ボードに掲載しますので、ご確認をお願いいたします。

また、メールシステム不調が続いておりますので、再

度、皆さまにお流しすることもあろうかと思います。

重複はご容赦いただければと思っております。近日中

に復活させたいと思っています。

以上、幹事報告とさせていただきます。ありがとうご

ざいました。

清水　幸彦パストガバナー

　皆さま、こんにちは。古い話です。

うちのクラブのスポ

ンサーは札幌と帯広

です。札幌ロータ

リークラブが昭和７

年 12月３日に設立

総会をしまして、翌

年の認証です。最初

の札幌クラブの会長は佐藤昌介という方で、札幌農学

校の１期生です。ということは 1876 年にクラーク博

士が札幌に来たその時の１期生が佐藤昌介です。この

方は後々、うちのクラブと関係しますが、昭和 10年

にガバナーエレクトととなり、11年にガバナーになっ

たわけで、その昭和 11年にうちのクラブができてお

ります。

昭和 11年というと皆さま、お気づきでございましょ

うが、東京で陸軍のクーデター未遂が起きて、重臣が

５～６人殺されたそんな大変な時代でした。

その 11年には、北海道で大日本帝国陸軍特別大演習

が行われ、天皇陛下が小樽までお召し艦「比叡」に乗っ

てこられました。私は小学校２年生で、公園通りでお

迎えしましたが、天皇陛下があずき色のベンツに乗っ

て、手を振るわけでなく真っ直ぐ前を見て過ぎて行っ

たのを覚えています。

その 11年に釧路で何が起こっていたか。「釧路ガス」

が初めてできた年です。両角克治さんは、それ以外に

も忙しかったわけで１年の行事が済んで、うちのクラ

ブが 11月 23日に発足したわけです。

その年の昭和 11年に佐藤昌介先生が地区ガバナーに

なったわけです。そして、12年の５月 14日、当時

は全日本が台湾・朝鮮も含めてひとつの地区で、北海

道では初めての地区大会が催されました。その時の記

録によりますと、上野発の昼の特別列車を使って、そ

れに乗って札幌に着き、札幌で地元の方がたくさん歓

迎をしたということです。

当時の札幌は人口が 18万人くらい。その北海道の地

区大会の様子は札幌グランドホテルの特別資料室に

残っております。グランドホテルというのは、日本で

も片手の中に入るほどの本式のホテルだったようで

す。12年５月 14・15日の北海道で初めての地区大

会に、うちのクラブからは両角克治さんをはじめ何人

もの方が出席していたと思います。

お気づきでしょうけれど、その 12年７月７日、北京

郊外、盧溝橋で志那事変が始まった。古い話で、その

年の日本の総理大臣は近衛文麿公爵で、後に昭和 20

年、青酸カリを飲んで自殺なさった。そして、昭和

14年（1939 年）９月１日、ドイツがポーランドに

侵攻して世界大戦が始まった。そういうことでロータ

リーが幕を下ろすことになった。札幌ロータリークラ

ブの最終の例会は昭和 15年 10月です。札幌のグラ

ンドホテルの資料室に載っている。

うちのクラブは飯田要次郎さんが初代会長で、両角克

治さんが３回くらい幹事を続けてやってらっしゃる。

先ほどお話があったように当時、東北と北海道がひと

つの地区になった。その後に、北海道がひとつの地区

になった。ガバナーというのは札幌・小樽・函館から

出ていた。今の 2500 地区、道東から出た最初のガバ

ナーが両角克治さん、先進的です。それから昭和 40

年に嵯峨旻さんがなっています。それからしばらくお

いて旭川の方がなって、釧路クラブというのは 2500

地区の歴史のうえからいくと大変立派な所です。

少し予定の話を変えて、うちの誇りとすること、小船

井さんのことについてお話したい。ちょっと偉そうな

ことを言うけど、国際研究会、つまりリーダーという

のは日本から数人選ばれます。これに選ばれるという

ことは大変なことで、北海道の地区から私が最初に選

ばれています。それから20年経って小船井さんがなっ

た。

もうひとつ、地区大会にＲＩ会長代理が来ます。これ

はＲＩ会長の専権事項ですから、うちのクラブでは、

地区で最初になったのは私で、数回やっています。小

船井さんも５～６回やっていて特筆することは、小船

井さんは札幌の地区大会にＲＩ会長代理で出られ、こ

れは大変な評判でした。札幌の人に「釧路には素晴ら

しい立派な人がいる」と言われました。こんなことで、

うちのクラブは誇りすることが沢山あります。こう

いった形で引き継がれていくことと思います。

それから、嵯峨さんの自伝で、ご自分が亡くなるころ

書いていました。昭和 47年４月 20日です、いま思

い出した。当時の地区ガバナーは鷲塚三郎さんという

名寄の方です。当時の私はクラブ幹事をしていました。

嵯峨さんの告別式の当日に来て、「嵯峨さんの弔辞を

書いてくれ」と突然言われて、あの弔辞は２時間ぐら

い前から急いでボールペンで書いたのが私です。

釧路地方では、さっきの国際協議会のリーダーだった

のは私と小船井さんと足立さん。ＲＩ会長代理も私と

小船井さん、それから足立さんもやっていますね。

うちの地区の中で、釧路というのは優秀なところです。

その伝統を受け継いだ皆さん方、どうぞこれからもう

ちのクラブは立派なクラブだ、大事にして育ててくだ

さい。

原稿も何も持っていないので喋るの、これでお話を閉

じることにいたします。

ありがとうございました。

小船井修一パストガバナー

　こんにちは。私は

清水先生と違ってあ

まり記憶力ありませ

んので原稿用意しま

した。それを読ませ

ていただきます。

先生は 90年ぐらい

前の話なのですが、私の場合は今から 65年前、ちょっ

と古さが新しくなってきました。

今から 65年前の 1956 年、私が小学校 2年生の時で

した。その年、父親が釧路ライオンズクラブに入会し

ました。ライオンズのクリスマス家族会で、大人たち

が帽子を被って「ウォー」と吠えていたことを今でも

覚えています。

釧路で２番目の北クラブの創設は 1958 年（昭和 33

年）ですから、1956 年の時は釧路ロータリークラブ

しか釧路にありませんでした。特に「１業種１会員」

という形でいろんな業界の中に１人しかいないので

す。弁護士さんも１人しかいなかった。泉先生、おひ

とりだったと思いますが、制度が厳格に守られた時代

でした。

釧路ロータリークラブのリチャーターを 1950 年 10

月２日に再承認されました。当時、釧路商工会議所会

頭だった吉田利和さんを覚えている方いらっしゃると

思います。釧路クラブのリチャーター会員で 1953 年

にクラブ会長を歴任しています。吉田氏が社長をして

いた会社の常務が私の父親でした。「１業種１会員」

のルールでは、吉田会員が在籍している間はロータ

リークラブに父親は入会することはできませんでし

た。すでに職業分類に充填されている業種の経営者・

専門職の入会希望者はロータリークラブに入りたくて

もが入れなかったのです。変な言い方ですけど、父親

はやむなくライオンズクラブに入会したと私は思って

おります。その意味で、65年前の釧路ロータリーク

ラブは入りたくても入れない、敷居の高い社交クラブ

でした。

小学２年生の私はライオンズクラブよりもロータリー

クラブの方が偉い人が入るところなのだ、と思い込み

をしたわけです。その思い込みがあったのか釧路に

帰ってきて、当時、市議会議員だった割方会員から入

会を勧められ入会させていただいた経過があります。

私のロータリー歴、先ほどは清水先生にお褒めいただ

きましてありがとうございます。1983 年５月に帰っ

てきまして、1984 年１月に釧路青年会議所入会。そ

して、1984 年６月に釧路ロータリークラブに入会し

ました。35歳でした。当時、市議会議員の綿貫健輔

さんも私と同じ例会に来て入会しまして、メンバー数

が 101 名でした。37年前も今も 100 人というクラ

ブはある意味では稀有な存在であると私は思っており

ます。

私は 1999-2000 年の釧路ロータリークラブの会長を

させていただき、その後はガバナーをさせていただき

ました。入会して 37年になります。現役会員で今、

私は６番目に古いのです。川合会員と尾越会員は４月

に同時入会しています。私は同じ年の６月入会でした

から、３人はほぼ同じ時期に入っています。ちなみに

尾越さんは青年会議所に入りましたので、私は青年会

議所に行くと尾越さんの先輩になります。だけど、釧

路ロータリークラブでは尾越さんが私の先輩です。そ

ういう関係であります。1984 年に浦見町に東映ホテ

ルがありましたが、駅前に移転したことに伴い中村隆

会員の釧路パシフィックホテルに例会場が変更になっ

てすぐ後の入会でした。

その当時のメンバーには最後のチャーター会員の村上

祐二氏、リチャーター会員の北村藤兵衛氏がおられ、

村上祐二会員が数年後に例会終了直後に逝去されたこ

とを覚えています。階段から落ちて亡くなりました。

そのころの長老が丸ト北村の北村藤兵衛さん、スタン

ダード石油の山本幸三さん、森口二郎さん、シロアム

病院の高岡先生などがおられたことを思い出します。

現在の釧路クラブ会員の先代も多く在籍していまし

た。もちろん清水幸彦先生もガバナーを終え、国際ロー

タリーの研修リーダー、規定審議会代表議員、地区大

会会長代理と大活躍をされておりました。そして、三

ツ輪運輸の栗林定德氏。福司の梁瀬誠也氏、白崎建設

の白崎功一氏、天方会員の先代の勇氏、登坂会員の先

代、浅川会員の先代も元気に活動されていました。

また、ロータリー入会の半年前に青年会議所に入会し

ていましたが、釧路クラブに多くの青年会議所会員が

おられました。その中で覚えておられますかね、金安

時計店の金安時男さんも亡くなりましたが、金安さん

から「修ちゃん、青年会議所に入っているならロータ

リー例会に無理して来なくていいから」と言われたの

を今でも覚えています、そういう金安先輩たちのご助

言があって、私は無理せずＪＣの現役時代は、ほとん

どロータリーに顔を出していませんでした。無理せず、

肩に力を入れないでロータリー活動させていただいた

ことで三十何年かロータリアンとして在籍できたと感

じています。

釧路クラブの最大の美点はパストガバナー夫妻であ

る。パストガバナーやパスト会長は威張らない。威張

ることができない空気があることです。これは清水幸

彦会員、泉敬会員のおかげ、と思っているのは私だけ

ではないと思います。

これまで私は国内外の多くのクラブや地区を訪問しま

した。クラブ、地区でも選挙での混乱、主導権争いの

課題などを見てきました。ロータリークラブが「１年

交代」を創設以来維持している意味は、クラブは平等・

安定という目的があるのを前提に全てのクラブ会員が

クラブ運営をとおして職業人としての研鑚を積み重ね

るという目的があるからです。

今後とも釧路クラブが、毎年の会長の皆さまが主体的

に活動していただくために、クラブは真にリーダーを

支えていくことを願って私のスピーチとさせていただ

きます。

ご清聴ありがとうございます。

白幡　　博パストガバナー補佐

　いま、清水先生、

そして小船井さんか

ら 90年前と 60年

前のお話、釧路ロー

タリークラブの歴史

を感じさせていただ

いた時間だったと思

います。私は入会をして 30年と少し経っていますの

で、ちょうど 30年前に入ったころの私自身のちょっ

とした思い出、まだらですけども残っている話をした

いと思います。

ひとつは委員会です。もちろん、皆さんと同時に委員

会活動するのですが、委員長と副委員長の関係のお話

をひとつ。当時、私は副委員長だったと記憶していま

すが、委員長は北電の瀬山さんという方で支店長さん

でした。「白幡君」という言い方をしていただきました。

白幡君って言われると、小学校・中学校の女子によく

言われていましたが、それ以来、ないものですからす

ごく心地よいというか、なんて言うのか自分自身が素

直になった 40代だったと思います。

前半ですので、「白幡君、ちょっと委員会の話をしよう。

ぜひ、うちの会社に来てくれ」。北電の支店長室に呼

ばれて、支店長室で委員会の打ち合わせをしました。

北電の支店長室ですので緊張して、なにか舞い上がっ

てしまって、コーヒーもあまり味を覚えていないぐら

い。それでも瀬山さんはとても優しい方で、その後は

「委員会を自分の公宅でやろう」と。弥生町にある北

電の公宅に委員会メンバーが集まって、それぞれお酒

やお料理を持ち込んで委員会を開きました。

そうしますと、すごく距離感が近くなって、その後の

情報集会、炉辺会合も当時、私の記憶ではたしか弥生

町に日銀の公宅があり、そこで、支店長は福田さんだっ

たと記憶していますが「せっかくの釧路ですから炉端

風にやりましょう」ということで炭火を起こしてサン

マ。ちょうど脂が乗って美味しい時期だったものです

から、お手伝いさんに焼いてもらったのです。そうす

ると公宅が煙だらけになっちゃって、もしかしたら火

事のときの火災報知器が鳴る状況まで行ってしまいま

した。ですけども、皆さん仲が良く、本当に釧路を楽

しんでいただいて、そして結果的には福田さんは、ご

存じかと思いますがカヌーまで買い込んで釧路に何度

もいらっしゃっていると私は記憶しています。そんな

意味で、当時の転勤族の方々とそういう近しい関係を

築けたことが記憶に残っております。

時間の関係もありますので最後に、シロアム産婦人科

の高岡先生がおりました。その会員卓話には記憶があ

る方は記憶あるのでしょうけれども。産婦人科医です

ので当然、リアルな画面で図解もされて説明しており

ました。「ロータリーは、こんなこともするのだ」と

いうような会員卓話ですので、職業奉仕というのです

か。そういった面で若かったものですから非常に衝撃

を受けた、そんなロータリーでございました。

時間の関係で、私はこれぐらいで次は、泉先生にバト

ンタッチしたいと思います。

どうもありがとうございました。

泉　　　敬君

　とても長くなりました。私は昨年、60年の表彰を

していただいたわけですが、何で 60年ここにいられ

るのか、と考えた時

にいくつかの理由が

あるわけです。

私がロータリークラ

ブに入会して 62年

になるのですが

1960 年の数年前、

ちょうど私の親父がここの会長やっていた時期があり

ました。その時にもともと釧路クラブは釧路市内で１

つだったのですが、釧路クラブが昔の丸三鶴屋があっ

たあそこの３丁目と４丁目の間で、鉄北側と川の方の

ふたつに分割されたのです。

私が入会した数年前に北クラブができました。釧路ク

ラブから分かれて両角克治さんが創立者になって、釧

路クラブの当時の幹事から副会長まで全部を引き連れ

て北クラブを作ったという経過があったわけです。し

たがって、釧路クラブのメンバーもおそらく半分近く

に減ってしまった時代があったのです。その後は数年、

若い人を入れなきゃいけないという問題があったのだ

と思うのです。

川口さんを覚えている方は結構おられると思うのです

が、川口さんの話だと、「大正生まれの川口さんが入っ

たのも、分割して、すっかり減っちゃって、釧路クラ

ブで補充しようということで入った」という話を良く

されていました。

私が入った時は、私が試験を終えて、修習生を終えて

開業した年が昭和 35年の春だったのです。このロー

タリーは同じ年の 11月に入会しているのです。半年

しか経っていないですね。

職業分類というのは今でもあるのですが当時は、職業

分類を厳格にやっていまして、「１業種１人」という

基準で会員を入れていたことがあります。そんな関係

で、私の職業分類は弁護士なのですが、その当時、親

父がメンバーとして入っておりましたので、この分類

としては重複することになるのですが、シニアになっ

ていたのでその枠は外れるということでした。私につ

いては、当時メンバーだった赤松さんという公証人が

推薦者で入会手続が行われ、入会が認められたという

ことです。

当時は、今もそうでしょうけど 26歳で入会するとい

うのは極めて少ない、あまり前例がないことなのです

が、そのために私が今までの長い期間メンバーとして

残ってこられたことの原因になるのです。

その他にいくつかの理由がありまして、業績などもそ

の分割によって激減していたということが１つ。もう

１つがロータリークラブというのは「役職を当てると

断ってはいけない」というのがありまして、非常に断

りにくいということです。私の仕事が代理を立てるこ

ともできない、代わってくれる人もいない、というこ

とがあります。１人で事務所をやっていた関係もあり、

多忙な仕事を引き受けることは困難だということで先

輩が気を使ってくれて、外してくれていたのです。お

かげでそういう大変な時期に大変な仕事からは外れる

ということで、会員として職責を果たすことが可能

だったことがあります。そういう意味では優しい先輩

が大勢いたということなのです。

ほとんど一世代が違うので、私が入会したとき昭和生

まれの人は１人しかおられなかったです。誰がいたか

というと敷島商会の梁瀬さんです。今の梁瀬君のお父

さんが私より１年先に入っていた若い年代ということ

で、昭和では１人だけだったのです。そういう関係も

あって例会に出るのも大変な時代でした。難しいお父

さんぐらいで、私の親父の年代の人がほとんどという

ことで、テーブルに座っていても厳しい時代です。

私の仕事関係では、木曜日が例会で休みですから、こ

れは昔から変わっていない。木曜クラブと戦後名前を

変えてやった時期があったということなのですが、そ

の延長線上にあって木曜日が例会日です。木曜日にな

ると仕事の関係でできないという時がありますが、

メークアップということでは今あまり厳しく言わない

ですが、メークアップは各クラブが競っていたのです。

これは、私が入会したときのクラブ会報を参考に持っ

てきたのですが、そのクラブ会報によると毎月各クラ

ブはどれだけ出席したか全部が表になって出ているの

です。そうすると今の７分区ばかりではなくて、350

地区の中で競争するのです。他のクラブの出席率がど

うなっているかが気になる。「出席率については

100％が当たり前」という時代ですから、欠席するの

が非常に難しい。そうすると私たちはどうするかと

いったら、自分の例会に出られなかったら、１週間に

１回どこかでやっている例会場に行くことでカバーす

るのです。60年前を考えてみますと、できていたの

は北クラブの水曜日しかないのです。木曜日行けない

時には水曜日に行く、どっちかにしようというスケ

ジュールを組んでやっていきました。

そのうち、弟子屈クラブができ、厚岸ができたりして、

そっちに行ってくることもありました。それから札幌

や東京に出張する時に、ついでに行ってみることも

やっていました。遠くは京都東クラブですが、そこの

クラブの雰囲気がぜんぜん違っていて、各クラブがこ

んなに違うのかとい

うのは行ってみて、

初めて分かるという

ことです。

先ほどの話に出てい

た村上さんという方

は恐らく 200％くら

いの出席だったと思うのです。なぜそれだけ行ったか

というと、ほとんどはメークアップなのです。自分の

クラブにばっかり出るのではなくて、全国を歩いてい

ます。この方は本当のチャーターメンバーなのです。

リチャーターの時はもちろん行ったのですが、亡くな

るまでずっと出席。

私が出席でいちばん言っておきたいのは、あの人は

ロータリーの記録を全部取っているのです。記録を

取って、それを全部まとめてくれて、村上さんは亡く

なるときに全部を当時の責任者だった方に渡したと思

うのです。

皆さん、記録がどうなっているか分かりますか。いま

私が気になっているのは、手元に 50周年、60周年、

70周年、80周年の記録は本になってありますが、そ

の前はないのです。恐らく発行していないのではない

かと思います。誰か持っておられる方いれば別ですが、

配布されたものとしては残っていないのではないかと

思います。

資料というのはそこで失われると、なくなってしまう

のです。私は青年会議所にいたのですが、青年会議所

時代にやっぱり記録が必要なことがありまして、古い

10周年から 20周年を全部集めて、青年会議所卒業

したあと必要があって、ときの会長に渡して、全部引

き継いでくれるように話をしたのですが、どれもどこ

へ行ったのか分からなくなって。

記録の係を決めてやらなければ、これは恐らく駄目だ

と。ロータリーの記録もそうだと思うので、その辺も

今後気をつけて大事にしておくようにしていただきた

いなと。特別な委員会でも作らないと難しいかもしれ

ません。そんなことを感じております。

いろいろありますけれど時間がありますので、これで

終わらせていただきます。どうも失礼しました。
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釧路ロータリークラブ創立 85周年記念例会 Part１

　　　　　　　　　　杉村　荘平会長

　皆さん、こんにち

は。皆さまのおかげ

をもちまして 85周

年記念例会をコロナ

の影響も受けず、無

事開催することがで

きました。本日は

「パート１」ということで、来週の夜例会は「パート２」

ということでお世話になりたいと思います。どうぞよ

ろしくお願いいたします。

この例会を開くに当たっては５周年ということもあ

り、あまり対外的な要素を入れずに、今日のこういう

落ち着いた雰囲気で歴史を振り返る例会にしたいとの

思いがあってこのようにさせていただきました。

今週・来週とベテランメンバーの方々にお話いただき

ますが、これまでの先輩がどのように歴史を紡いでき

たのかに思いを馳せていただきながら、次の 90周年

につながる例会にできればと思っておりますので、ど

うぞよろしくお願いいたします。

85周年ちなんでの会長挨拶、歴史を振り返るパート

３でございます。皆さんのお手元にありますが、嵯峨

記念育英会でおなじみの嵯峨晃さんについてお話した

いと思います。

嵯峨晃さんは、明治 38年に函館でお生まれになって

おります。釧路中学校から法政大学に進みまして、嵯

峨漁業に入社するというところですが、エレクトの時

代に嵯峨さんを少し調べましたら、「昭和 40年くら

いの釧路新聞に、日経にある『私の履歴書』のような

ところに嵯峨さんが載っていた」という情報を聞きつ

け、釧路新聞の資料室から探してきたのが皆さんの手

元にある資料でございます。

それを見ますと、嵯峨さんは大学を出るまでは家業を

継ぐ気はまったくなく、半ば勘当状態で演劇に心血を

注いでおられたのが分かります。釧路に戻ってきてか

らの心境も詳しく綴られております。浅川副会長が一

生懸命コピーしましたのでぜひお持ち帰りいただけれ

ばと思っております。

ちなみに嵯峨さんは、昭和 40年にガバナーを務めら

れますけれど、昭和 40年ころは北海道がまだ１地区

で、「ガバナーは函館・札幌・小樽からしか出せない」

という暗黙の了解があったように資料で見ました。そ

の中で、２地区になるまでの 24人中のガバナーのう

ち、両角克治さん、嵯峨さん、旭川の岡田さんの３名

だけが３市以外からガバナーになったという記述も残

されておりました。

数々の成績を残された嵯峨さんが昭和 47年に 69歳

で亡くなられております。ご冥福をお祈りしたいと

思っております。

こんな資料を持ってきた私ですので、もう今年度会長

の役割は全うできたかなと自負しているところであり

ますが、もうひとつ皆さまにぜひお知らせしたいこと

があります。

嵯峨晃さんには、釧路クラブにも在籍されました嵯峨

誠さんという息子さんがおりました。ご存じない方が

多いかもしれませんが、ご紹介をさせていただきます。

嵯峨誠さんは昭和 14年にお生まれになり、日進小学

校・東中・湖陵高校・拓殖大学という経歴があって、

嵯峨漁業に入社されております。残念ながら、昭和

56年に 41歳の若さで亡くなられております。嵯峨

さんは三代に亘って釧路クラブにご在籍されてご活躍

されていたことになります。

実は、天方さんのお父さんと昭和 14年生まれの同い

年でして、青年会議所時代からの親友だったという記

述があります。その嵯峨さんが亡くなられた時に嵯峨

誠さんの人柄が偲ばれる追悼文を見つけましたので最

後にそれをご紹介させてもらいたいと思います。

読ませていただきます。

追悼文

嵯峨誠、ごつい体の上にいかつい顔を乗せていた。体

とは似合わない声。そんな、まこ（誠）と出会ったの

は十数年前。それ以来、ずいぶんいろんなことがあっ

たっけ。仕事・社会・友・人生、そんなことを大きな

声を張り上げて明け方までお酒を飲んだっけ。

お前の悪口・雑言を言い合おうと、昭和 14年の生き

残り７名が某所へ集まった。その時に出た中から、お

前に聞かせたいことがあるからよく聞けよ。

まず、お前は無責任だ。そうだろ、男がだぞ、女房・

子どもを泣かせておいて、知らん顔してお前だけ勝手

に行きやがって。それで済むわけがないぞ。それにだ、

俺たちとの約束をどうしてくれる気だ。

まこ、お前は馬鹿がつくくらいの頑固者だ。お前と議

論したら、こっちは辟易するくらい自分の言い分を曲

げようとしなかった。長生きしていい分、短い間に全

部言い張ったか。

ともかく、お前が行く某所で延々６時間、まこの歌は

どうの、まこの癖はどうの、とか悪口・戯れ言の数々

を並べて言ったつもりだったが、どいつもこいつも

しょぼくれてしまって、酒は結構飲んだが生きながら

えない日だった。つまるところ、みんな、お前が好き

だということだな。

という文章でございますが、天方さんのお父さんの人

柄まで偲ばれる文章だと思います。嵯峨さんには、せ

めて70歳くらいまでお元気でいてもらいましたなら、

われわれの前でかっこいい先輩として立たれていたの

かなと思っております。

こういう先輩たちが情熱を傾けてきたのが、今の釧路

クラブだということにみんなで感謝しながら、今日と

来週の 85周年記念例会をしっかり行っていきたいと

思います。

どうぞよろしくお願いいたします。

幹事報告　市橋夛佳丞幹事

　皆さま、こんにちは。幹事報告をさせていただきま

す。

次年度のガバナーエレクト事務所から「次年度のガバ

ナー補佐予定者が決定した」という通知が来ました。

わが第７分区では白糠ロータリークラブの今年度会長

の美馬様がガバナー補佐に就任されるというご案内が

来ております。後ほど、ホワイトボードに掲示します

ので、１～８分区の皆さまが載っておりますのでご確

認をと思います。合わせて、次年度のスケジュール、

ＰＥＴＳならびに地区研修協議会・地区大会の開催日

程が確定したというご案内、そちらもホワイトボード

に掲載させていただきます。皆さま、スケジュールの

調整をお願い申し上げます。

最近、事務局のメールに不調が見られております。皆

さまに配信するさまざまなスケジュール等々が届いて

いない方がいるというお話を受けまして、先日から確

認しておりますが、現状、皆さまにお流ししているご

案内を私がご紹介させていただきます。

まず１つ目ですが、来週に行われます創立 85周年の

記念例会パート２「夜間例会」の案内が流れておりま

して、この取りまとめの期限が来週の月曜日（15日）

までとなっております。こちらを再度ご確認していた

だければと思います。

続きまして、「12月例会のプログラム」も流させてい

ただいておりますので合わせてご確認をお願いいたし

ます。

12月第３例会で「情報集会報告会」を行いますが、

それに先立ちまして炉辺会合を開催させていただきま

す。炉辺会合のスケジュール並びにグループ分けを皆

さまに先日送付させていただいております。こちらも

合わせてご確認いただければと思います。

また、12月第４例会は「釧路ロータリークラブ重大

ニュース」と題して例会を行いますが、そこで使用し

ますアンケートを皆さま方に送付させていただいてお

ります。

現状、計４点のご案内が皆さまに届いているかと思い

ます。こちらも私の報告が終わりましたらホワイト

ボードに掲載しますので、ご確認をお願いいたします。

また、メールシステム不調が続いておりますので、再

度、皆さまにお流しすることもあろうかと思います。

重複はご容赦いただければと思っております。近日中

に復活させたいと思っています。

以上、幹事報告とさせていただきます。ありがとうご

ざいました。

清水　幸彦パストガバナー

　皆さま、こんにちは。古い話です。

うちのクラブのスポ

ンサーは札幌と帯広

です。札幌ロータ

リークラブが昭和７

年 12月３日に設立

総会をしまして、翌

年の認証です。最初

の札幌クラブの会長は佐藤昌介という方で、札幌農学

校の１期生です。ということは 1876 年にクラーク博

士が札幌に来たその時の１期生が佐藤昌介です。この

方は後々、うちのクラブと関係しますが、昭和 10年

にガバナーエレクトととなり、11年にガバナーになっ

たわけで、その昭和 11年にうちのクラブができてお

ります。

昭和 11年というと皆さま、お気づきでございましょ

うが、東京で陸軍のクーデター未遂が起きて、重臣が

５～６人殺されたそんな大変な時代でした。

その 11年には、北海道で大日本帝国陸軍特別大演習

が行われ、天皇陛下が小樽までお召し艦「比叡」に乗っ

てこられました。私は小学校２年生で、公園通りでお

迎えしましたが、天皇陛下があずき色のベンツに乗っ

て、手を振るわけでなく真っ直ぐ前を見て過ぎて行っ

たのを覚えています。

その 11年に釧路で何が起こっていたか。「釧路ガス」

が初めてできた年です。両角克治さんは、それ以外に

も忙しかったわけで１年の行事が済んで、うちのクラ

ブが 11月 23日に発足したわけです。

その年の昭和 11年に佐藤昌介先生が地区ガバナーに

なったわけです。そして、12年の５月 14日、当時

は全日本が台湾・朝鮮も含めてひとつの地区で、北海

道では初めての地区大会が催されました。その時の記

録によりますと、上野発の昼の特別列車を使って、そ

れに乗って札幌に着き、札幌で地元の方がたくさん歓

迎をしたということです。

当時の札幌は人口が 18万人くらい。その北海道の地

区大会の様子は札幌グランドホテルの特別資料室に

残っております。グランドホテルというのは、日本で

も片手の中に入るほどの本式のホテルだったようで

す。12年５月 14・15日の北海道で初めての地区大

会に、うちのクラブからは両角克治さんをはじめ何人

もの方が出席していたと思います。

お気づきでしょうけれど、その 12年７月７日、北京

郊外、盧溝橋で志那事変が始まった。古い話で、その

年の日本の総理大臣は近衛文麿公爵で、後に昭和 20

年、青酸カリを飲んで自殺なさった。そして、昭和

14年（1939 年）９月１日、ドイツがポーランドに

侵攻して世界大戦が始まった。そういうことでロータ

リーが幕を下ろすことになった。札幌ロータリークラ

ブの最終の例会は昭和 15年 10月です。札幌のグラ

ンドホテルの資料室に載っている。

うちのクラブは飯田要次郎さんが初代会長で、両角克

治さんが３回くらい幹事を続けてやってらっしゃる。

先ほどお話があったように当時、東北と北海道がひと

つの地区になった。その後に、北海道がひとつの地区

になった。ガバナーというのは札幌・小樽・函館から

出ていた。今の 2500 地区、道東から出た最初のガバ

ナーが両角克治さん、先進的です。それから昭和 40

年に嵯峨旻さんがなっています。それからしばらくお

いて旭川の方がなって、釧路クラブというのは 2500

地区の歴史のうえからいくと大変立派な所です。

少し予定の話を変えて、うちの誇りとすること、小船

井さんのことについてお話したい。ちょっと偉そうな

ことを言うけど、国際研究会、つまりリーダーという

のは日本から数人選ばれます。これに選ばれるという

ことは大変なことで、北海道の地区から私が最初に選

ばれています。それから20年経って小船井さんがなっ

た。

もうひとつ、地区大会にＲＩ会長代理が来ます。これ

はＲＩ会長の専権事項ですから、うちのクラブでは、

地区で最初になったのは私で、数回やっています。小

船井さんも５～６回やっていて特筆することは、小船

井さんは札幌の地区大会にＲＩ会長代理で出られ、こ

れは大変な評判でした。札幌の人に「釧路には素晴ら

しい立派な人がいる」と言われました。こんなことで、

うちのクラブは誇りすることが沢山あります。こう

いった形で引き継がれていくことと思います。

それから、嵯峨さんの自伝で、ご自分が亡くなるころ

書いていました。昭和 47年４月 20日です、いま思

い出した。当時の地区ガバナーは鷲塚三郎さんという

名寄の方です。当時の私はクラブ幹事をしていました。

嵯峨さんの告別式の当日に来て、「嵯峨さんの弔辞を

書いてくれ」と突然言われて、あの弔辞は２時間ぐら

い前から急いでボールペンで書いたのが私です。

釧路地方では、さっきの国際協議会のリーダーだった

のは私と小船井さんと足立さん。ＲＩ会長代理も私と

小船井さん、それから足立さんもやっていますね。

うちの地区の中で、釧路というのは優秀なところです。

その伝統を受け継いだ皆さん方、どうぞこれからもう

ちのクラブは立派なクラブだ、大事にして育ててくだ

さい。

原稿も何も持っていないので喋るの、これでお話を閉

じることにいたします。

ありがとうございました。

小船井修一パストガバナー

　こんにちは。私は

清水先生と違ってあ

まり記憶力ありませ

んので原稿用意しま

した。それを読ませ

ていただきます。

先生は 90年ぐらい

前の話なのですが、私の場合は今から 65年前、ちょっ

と古さが新しくなってきました。

今から 65年前の 1956 年、私が小学校 2年生の時で

した。その年、父親が釧路ライオンズクラブに入会し

ました。ライオンズのクリスマス家族会で、大人たち

が帽子を被って「ウォー」と吠えていたことを今でも

覚えています。

釧路で２番目の北クラブの創設は 1958 年（昭和 33

年）ですから、1956 年の時は釧路ロータリークラブ

しか釧路にありませんでした。特に「１業種１会員」

という形でいろんな業界の中に１人しかいないので

す。弁護士さんも１人しかいなかった。泉先生、おひ

とりだったと思いますが、制度が厳格に守られた時代

でした。

釧路ロータリークラブのリチャーターを 1950 年 10

月２日に再承認されました。当時、釧路商工会議所会

頭だった吉田利和さんを覚えている方いらっしゃると

思います。釧路クラブのリチャーター会員で 1953 年

にクラブ会長を歴任しています。吉田氏が社長をして

いた会社の常務が私の父親でした。「１業種１会員」

のルールでは、吉田会員が在籍している間はロータ

リークラブに父親は入会することはできませんでし

た。すでに職業分類に充填されている業種の経営者・

専門職の入会希望者はロータリークラブに入りたくて

もが入れなかったのです。変な言い方ですけど、父親

はやむなくライオンズクラブに入会したと私は思って

おります。その意味で、65年前の釧路ロータリーク

ラブは入りたくても入れない、敷居の高い社交クラブ

でした。

小学２年生の私はライオンズクラブよりもロータリー

クラブの方が偉い人が入るところなのだ、と思い込み

をしたわけです。その思い込みがあったのか釧路に

帰ってきて、当時、市議会議員だった割方会員から入

会を勧められ入会させていただいた経過があります。

私のロータリー歴、先ほどは清水先生にお褒めいただ

きましてありがとうございます。1983 年５月に帰っ

てきまして、1984 年１月に釧路青年会議所入会。そ

して、1984 年６月に釧路ロータリークラブに入会し

ました。35歳でした。当時、市議会議員の綿貫健輔

さんも私と同じ例会に来て入会しまして、メンバー数

が 101 名でした。37年前も今も 100 人というクラ

ブはある意味では稀有な存在であると私は思っており

ます。

私は 1999-2000 年の釧路ロータリークラブの会長を

させていただき、その後はガバナーをさせていただき

ました。入会して 37年になります。現役会員で今、

私は６番目に古いのです。川合会員と尾越会員は４月

に同時入会しています。私は同じ年の６月入会でした

から、３人はほぼ同じ時期に入っています。ちなみに

尾越さんは青年会議所に入りましたので、私は青年会

議所に行くと尾越さんの先輩になります。だけど、釧

路ロータリークラブでは尾越さんが私の先輩です。そ

ういう関係であります。1984 年に浦見町に東映ホテ

ルがありましたが、駅前に移転したことに伴い中村隆

会員の釧路パシフィックホテルに例会場が変更になっ

てすぐ後の入会でした。

その当時のメンバーには最後のチャーター会員の村上

祐二氏、リチャーター会員の北村藤兵衛氏がおられ、

村上祐二会員が数年後に例会終了直後に逝去されたこ

とを覚えています。階段から落ちて亡くなりました。

そのころの長老が丸ト北村の北村藤兵衛さん、スタン

ダード石油の山本幸三さん、森口二郎さん、シロアム

病院の高岡先生などがおられたことを思い出します。

現在の釧路クラブ会員の先代も多く在籍していまし

た。もちろん清水幸彦先生もガバナーを終え、国際ロー

タリーの研修リーダー、規定審議会代表議員、地区大

会会長代理と大活躍をされておりました。そして、三

ツ輪運輸の栗林定德氏。福司の梁瀬誠也氏、白崎建設

の白崎功一氏、天方会員の先代の勇氏、登坂会員の先

代、浅川会員の先代も元気に活動されていました。

また、ロータリー入会の半年前に青年会議所に入会し

ていましたが、釧路クラブに多くの青年会議所会員が

おられました。その中で覚えておられますかね、金安

時計店の金安時男さんも亡くなりましたが、金安さん

から「修ちゃん、青年会議所に入っているならロータ

リー例会に無理して来なくていいから」と言われたの

を今でも覚えています、そういう金安先輩たちのご助

言があって、私は無理せずＪＣの現役時代は、ほとん

どロータリーに顔を出していませんでした。無理せず、

肩に力を入れないでロータリー活動させていただいた

ことで三十何年かロータリアンとして在籍できたと感

じています。

釧路クラブの最大の美点はパストガバナー夫妻であ

る。パストガバナーやパスト会長は威張らない。威張

ることができない空気があることです。これは清水幸

彦会員、泉敬会員のおかげ、と思っているのは私だけ

ではないと思います。

これまで私は国内外の多くのクラブや地区を訪問しま

した。クラブ、地区でも選挙での混乱、主導権争いの

課題などを見てきました。ロータリークラブが「１年

交代」を創設以来維持している意味は、クラブは平等・

安定という目的があるのを前提に全てのクラブ会員が

クラブ運営をとおして職業人としての研鑚を積み重ね

るという目的があるからです。

今後とも釧路クラブが、毎年の会長の皆さまが主体的

に活動していただくために、クラブは真にリーダーを

支えていくことを願って私のスピーチとさせていただ

きます。

ご清聴ありがとうございます。

白幡　　博パストガバナー補佐

　いま、清水先生、

そして小船井さんか

ら 90年前と 60年

前のお話、釧路ロー

タリークラブの歴史

を感じさせていただ

いた時間だったと思

います。私は入会をして 30年と少し経っていますの

で、ちょうど 30年前に入ったころの私自身のちょっ

とした思い出、まだらですけども残っている話をした

いと思います。

ひとつは委員会です。もちろん、皆さんと同時に委員

会活動するのですが、委員長と副委員長の関係のお話

をひとつ。当時、私は副委員長だったと記憶していま

すが、委員長は北電の瀬山さんという方で支店長さん

でした。「白幡君」という言い方をしていただきました。

白幡君って言われると、小学校・中学校の女子によく

言われていましたが、それ以来、ないものですからす

ごく心地よいというか、なんて言うのか自分自身が素

直になった 40代だったと思います。

前半ですので、「白幡君、ちょっと委員会の話をしよう。

ぜひ、うちの会社に来てくれ」。北電の支店長室に呼

ばれて、支店長室で委員会の打ち合わせをしました。

北電の支店長室ですので緊張して、なにか舞い上がっ

てしまって、コーヒーもあまり味を覚えていないぐら

い。それでも瀬山さんはとても優しい方で、その後は

「委員会を自分の公宅でやろう」と。弥生町にある北

電の公宅に委員会メンバーが集まって、それぞれお酒

やお料理を持ち込んで委員会を開きました。

そうしますと、すごく距離感が近くなって、その後の

情報集会、炉辺会合も当時、私の記憶ではたしか弥生

町に日銀の公宅があり、そこで、支店長は福田さんだっ

たと記憶していますが「せっかくの釧路ですから炉端

風にやりましょう」ということで炭火を起こしてサン

マ。ちょうど脂が乗って美味しい時期だったものです

から、お手伝いさんに焼いてもらったのです。そうす

ると公宅が煙だらけになっちゃって、もしかしたら火

事のときの火災報知器が鳴る状況まで行ってしまいま

した。ですけども、皆さん仲が良く、本当に釧路を楽

しんでいただいて、そして結果的には福田さんは、ご

存じかと思いますがカヌーまで買い込んで釧路に何度

もいらっしゃっていると私は記憶しています。そんな

意味で、当時の転勤族の方々とそういう近しい関係を

築けたことが記憶に残っております。

時間の関係もありますので最後に、シロアム産婦人科

の高岡先生がおりました。その会員卓話には記憶があ

る方は記憶あるのでしょうけれども。産婦人科医です

ので当然、リアルな画面で図解もされて説明しており

ました。「ロータリーは、こんなこともするのだ」と

いうような会員卓話ですので、職業奉仕というのです

か。そういった面で若かったものですから非常に衝撃

を受けた、そんなロータリーでございました。

時間の関係で、私はこれぐらいで次は、泉先生にバト

ンタッチしたいと思います。

どうもありがとうございました。

泉　　　敬君

　とても長くなりました。私は昨年、60年の表彰を

していただいたわけですが、何で 60年ここにいられ

るのか、と考えた時

にいくつかの理由が

あるわけです。

私がロータリークラ

ブに入会して 62年

になるのですが

1960 年の数年前、

ちょうど私の親父がここの会長やっていた時期があり

ました。その時にもともと釧路クラブは釧路市内で１

つだったのですが、釧路クラブが昔の丸三鶴屋があっ

たあそこの３丁目と４丁目の間で、鉄北側と川の方の

ふたつに分割されたのです。

私が入会した数年前に北クラブができました。釧路ク

ラブから分かれて両角克治さんが創立者になって、釧

路クラブの当時の幹事から副会長まで全部を引き連れ

て北クラブを作ったという経過があったわけです。し

たがって、釧路クラブのメンバーもおそらく半分近く

に減ってしまった時代があったのです。その後は数年、

若い人を入れなきゃいけないという問題があったのだ

と思うのです。

川口さんを覚えている方は結構おられると思うのです

が、川口さんの話だと、「大正生まれの川口さんが入っ

たのも、分割して、すっかり減っちゃって、釧路クラ

ブで補充しようということで入った」という話を良く

されていました。

私が入った時は、私が試験を終えて、修習生を終えて

開業した年が昭和 35年の春だったのです。このロー

タリーは同じ年の 11月に入会しているのです。半年

しか経っていないですね。

職業分類というのは今でもあるのですが当時は、職業

分類を厳格にやっていまして、「１業種１人」という

基準で会員を入れていたことがあります。そんな関係

で、私の職業分類は弁護士なのですが、その当時、親

父がメンバーとして入っておりましたので、この分類

としては重複することになるのですが、シニアになっ

ていたのでその枠は外れるということでした。私につ

いては、当時メンバーだった赤松さんという公証人が

推薦者で入会手続が行われ、入会が認められたという

ことです。

当時は、今もそうでしょうけど 26歳で入会するとい

うのは極めて少ない、あまり前例がないことなのです

が、そのために私が今までの長い期間メンバーとして

残ってこられたことの原因になるのです。

その他にいくつかの理由がありまして、業績などもそ

の分割によって激減していたということが１つ。もう

１つがロータリークラブというのは「役職を当てると

断ってはいけない」というのがありまして、非常に断

りにくいということです。私の仕事が代理を立てるこ

ともできない、代わってくれる人もいない、というこ

とがあります。１人で事務所をやっていた関係もあり、

多忙な仕事を引き受けることは困難だということで先

輩が気を使ってくれて、外してくれていたのです。お

かげでそういう大変な時期に大変な仕事からは外れる

ということで、会員として職責を果たすことが可能

だったことがあります。そういう意味では優しい先輩

が大勢いたということなのです。

ほとんど一世代が違うので、私が入会したとき昭和生

まれの人は１人しかおられなかったです。誰がいたか

というと敷島商会の梁瀬さんです。今の梁瀬君のお父

さんが私より１年先に入っていた若い年代ということ

で、昭和では１人だけだったのです。そういう関係も

あって例会に出るのも大変な時代でした。難しいお父

さんぐらいで、私の親父の年代の人がほとんどという

ことで、テーブルに座っていても厳しい時代です。

私の仕事関係では、木曜日が例会で休みですから、こ

れは昔から変わっていない。木曜クラブと戦後名前を

変えてやった時期があったということなのですが、そ

の延長線上にあって木曜日が例会日です。木曜日にな

ると仕事の関係でできないという時がありますが、

メークアップということでは今あまり厳しく言わない

ですが、メークアップは各クラブが競っていたのです。

これは、私が入会したときのクラブ会報を参考に持っ

てきたのですが、そのクラブ会報によると毎月各クラ

ブはどれだけ出席したか全部が表になって出ているの

です。そうすると今の７分区ばかりではなくて、350

地区の中で競争するのです。他のクラブの出席率がど

うなっているかが気になる。「出席率については

100％が当たり前」という時代ですから、欠席するの

が非常に難しい。そうすると私たちはどうするかと

いったら、自分の例会に出られなかったら、１週間に

１回どこかでやっている例会場に行くことでカバーす

るのです。60年前を考えてみますと、できていたの

は北クラブの水曜日しかないのです。木曜日行けない

時には水曜日に行く、どっちかにしようというスケ

ジュールを組んでやっていきました。

そのうち、弟子屈クラブができ、厚岸ができたりして、

そっちに行ってくることもありました。それから札幌

や東京に出張する時に、ついでに行ってみることも

やっていました。遠くは京都東クラブですが、そこの

クラブの雰囲気がぜんぜん違っていて、各クラブがこ

んなに違うのかとい

うのは行ってみて、

初めて分かるという

ことです。

先ほどの話に出てい

た村上さんという方

は恐らく 200％くら

いの出席だったと思うのです。なぜそれだけ行ったか

というと、ほとんどはメークアップなのです。自分の

クラブにばっかり出るのではなくて、全国を歩いてい

ます。この方は本当のチャーターメンバーなのです。

リチャーターの時はもちろん行ったのですが、亡くな

るまでずっと出席。

私が出席でいちばん言っておきたいのは、あの人は

ロータリーの記録を全部取っているのです。記録を

取って、それを全部まとめてくれて、村上さんは亡く

なるときに全部を当時の責任者だった方に渡したと思

うのです。

皆さん、記録がどうなっているか分かりますか。いま

私が気になっているのは、手元に 50周年、60周年、

70周年、80周年の記録は本になってありますが、そ

の前はないのです。恐らく発行していないのではない

かと思います。誰か持っておられる方いれば別ですが、

配布されたものとしては残っていないのではないかと

思います。

資料というのはそこで失われると、なくなってしまう

のです。私は青年会議所にいたのですが、青年会議所

時代にやっぱり記録が必要なことがありまして、古い

10周年から 20周年を全部集めて、青年会議所卒業

したあと必要があって、ときの会長に渡して、全部引

き継いでくれるように話をしたのですが、どれもどこ

へ行ったのか分からなくなって。

記録の係を決めてやらなければ、これは恐らく駄目だ

と。ロータリーの記録もそうだと思うので、その辺も

今後気をつけて大事にしておくようにしていただきた

いなと。特別な委員会でも作らないと難しいかもしれ

ません。そんなことを感じております。

いろいろありますけれど時間がありますので、これで

終わらせていただきます。どうも失礼しました。
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　　　　　　　　　　杉村　荘平会長

　皆さん、こんにち

は。皆さまのおかげ

をもちまして 85周

年記念例会をコロナ

の影響も受けず、無

事開催することがで

きました。本日は

「パート１」ということで、来週の夜例会は「パート２」

ということでお世話になりたいと思います。どうぞよ

ろしくお願いいたします。

この例会を開くに当たっては５周年ということもあ

り、あまり対外的な要素を入れずに、今日のこういう

落ち着いた雰囲気で歴史を振り返る例会にしたいとの

思いがあってこのようにさせていただきました。

今週・来週とベテランメンバーの方々にお話いただき

ますが、これまでの先輩がどのように歴史を紡いでき

たのかに思いを馳せていただきながら、次の 90周年

につながる例会にできればと思っておりますので、ど

うぞよろしくお願いいたします。

85周年ちなんでの会長挨拶、歴史を振り返るパート

３でございます。皆さんのお手元にありますが、嵯峨

記念育英会でおなじみの嵯峨晃さんについてお話した

いと思います。

嵯峨晃さんは、明治 38年に函館でお生まれになって

おります。釧路中学校から法政大学に進みまして、嵯

峨漁業に入社するというところですが、エレクトの時

代に嵯峨さんを少し調べましたら、「昭和 40年くら

いの釧路新聞に、日経にある『私の履歴書』のような

ところに嵯峨さんが載っていた」という情報を聞きつ

け、釧路新聞の資料室から探してきたのが皆さんの手

元にある資料でございます。

それを見ますと、嵯峨さんは大学を出るまでは家業を

継ぐ気はまったくなく、半ば勘当状態で演劇に心血を

注いでおられたのが分かります。釧路に戻ってきてか

らの心境も詳しく綴られております。浅川副会長が一

生懸命コピーしましたのでぜひお持ち帰りいただけれ

ばと思っております。

ちなみに嵯峨さんは、昭和 40年にガバナーを務めら

れますけれど、昭和 40年ころは北海道がまだ１地区

で、「ガバナーは函館・札幌・小樽からしか出せない」

という暗黙の了解があったように資料で見ました。そ

の中で、２地区になるまでの 24人中のガバナーのう

ち、両角克治さん、嵯峨さん、旭川の岡田さんの３名

だけが３市以外からガバナーになったという記述も残

されておりました。

数々の成績を残された嵯峨さんが昭和 47年に 69歳

で亡くなられております。ご冥福をお祈りしたいと

思っております。

こんな資料を持ってきた私ですので、もう今年度会長

の役割は全うできたかなと自負しているところであり

ますが、もうひとつ皆さまにぜひお知らせしたいこと

があります。

嵯峨晃さんには、釧路クラブにも在籍されました嵯峨

誠さんという息子さんがおりました。ご存じない方が

多いかもしれませんが、ご紹介をさせていただきます。

嵯峨誠さんは昭和 14年にお生まれになり、日進小学

校・東中・湖陵高校・拓殖大学という経歴があって、

嵯峨漁業に入社されております。残念ながら、昭和

56年に 41歳の若さで亡くなられております。嵯峨

さんは三代に亘って釧路クラブにご在籍されてご活躍

されていたことになります。

実は、天方さんのお父さんと昭和 14年生まれの同い

年でして、青年会議所時代からの親友だったという記

述があります。その嵯峨さんが亡くなられた時に嵯峨

誠さんの人柄が偲ばれる追悼文を見つけましたので最

後にそれをご紹介させてもらいたいと思います。

読ませていただきます。

追悼文

嵯峨誠、ごつい体の上にいかつい顔を乗せていた。体

とは似合わない声。そんな、まこ（誠）と出会ったの

は十数年前。それ以来、ずいぶんいろんなことがあっ

たっけ。仕事・社会・友・人生、そんなことを大きな

声を張り上げて明け方までお酒を飲んだっけ。

お前の悪口・雑言を言い合おうと、昭和 14年の生き

残り７名が某所へ集まった。その時に出た中から、お

前に聞かせたいことがあるからよく聞けよ。

まず、お前は無責任だ。そうだろ、男がだぞ、女房・

子どもを泣かせておいて、知らん顔してお前だけ勝手

に行きやがって。それで済むわけがないぞ。それにだ、

俺たちとの約束をどうしてくれる気だ。

まこ、お前は馬鹿がつくくらいの頑固者だ。お前と議

論したら、こっちは辟易するくらい自分の言い分を曲

げようとしなかった。長生きしていい分、短い間に全

部言い張ったか。

ともかく、お前が行く某所で延々６時間、まこの歌は

どうの、まこの癖はどうの、とか悪口・戯れ言の数々

を並べて言ったつもりだったが、どいつもこいつも

しょぼくれてしまって、酒は結構飲んだが生きながら

えない日だった。つまるところ、みんな、お前が好き

だということだな。

という文章でございますが、天方さんのお父さんの人

柄まで偲ばれる文章だと思います。嵯峨さんには、せ

めて70歳くらいまでお元気でいてもらいましたなら、

われわれの前でかっこいい先輩として立たれていたの

かなと思っております。

こういう先輩たちが情熱を傾けてきたのが、今の釧路

クラブだということにみんなで感謝しながら、今日と

来週の 85周年記念例会をしっかり行っていきたいと

思います。

どうぞよろしくお願いいたします。

幹事報告　市橋夛佳丞幹事

　皆さま、こんにちは。幹事報告をさせていただきま

す。

次年度のガバナーエレクト事務所から「次年度のガバ

ナー補佐予定者が決定した」という通知が来ました。

わが第７分区では白糠ロータリークラブの今年度会長

の美馬様がガバナー補佐に就任されるというご案内が

来ております。後ほど、ホワイトボードに掲示します

ので、１～８分区の皆さまが載っておりますのでご確

認をと思います。合わせて、次年度のスケジュール、

ＰＥＴＳならびに地区研修協議会・地区大会の開催日

程が確定したというご案内、そちらもホワイトボード

に掲載させていただきます。皆さま、スケジュールの

調整をお願い申し上げます。

最近、事務局のメールに不調が見られております。皆

さまに配信するさまざまなスケジュール等々が届いて

いない方がいるというお話を受けまして、先日から確

認しておりますが、現状、皆さまにお流ししているご

案内を私がご紹介させていただきます。

まず１つ目ですが、来週に行われます創立 85周年の

記念例会パート２「夜間例会」の案内が流れておりま

して、この取りまとめの期限が来週の月曜日（15日）

までとなっております。こちらを再度ご確認していた

だければと思います。

続きまして、「12月例会のプログラム」も流させてい

ただいておりますので合わせてご確認をお願いいたし

ます。

12月第３例会で「情報集会報告会」を行いますが、

それに先立ちまして炉辺会合を開催させていただきま

す。炉辺会合のスケジュール並びにグループ分けを皆

さまに先日送付させていただいております。こちらも

合わせてご確認いただければと思います。

また、12月第４例会は「釧路ロータリークラブ重大

ニュース」と題して例会を行いますが、そこで使用し

ますアンケートを皆さま方に送付させていただいてお

ります。

現状、計４点のご案内が皆さまに届いているかと思い

ます。こちらも私の報告が終わりましたらホワイト

ボードに掲載しますので、ご確認をお願いいたします。

また、メールシステム不調が続いておりますので、再

度、皆さまにお流しすることもあろうかと思います。

重複はご容赦いただければと思っております。近日中

に復活させたいと思っています。

以上、幹事報告とさせていただきます。ありがとうご

ざいました。

清水　幸彦パストガバナー

　皆さま、こんにちは。古い話です。

うちのクラブのスポ

ンサーは札幌と帯広

です。札幌ロータ

リークラブが昭和７

年 12月３日に設立

総会をしまして、翌

年の認証です。最初

の札幌クラブの会長は佐藤昌介という方で、札幌農学

校の１期生です。ということは 1876 年にクラーク博

士が札幌に来たその時の１期生が佐藤昌介です。この

方は後々、うちのクラブと関係しますが、昭和 10年

にガバナーエレクトととなり、11年にガバナーになっ

たわけで、その昭和 11年にうちのクラブができてお

ります。

昭和 11年というと皆さま、お気づきでございましょ

うが、東京で陸軍のクーデター未遂が起きて、重臣が

５～６人殺されたそんな大変な時代でした。

その 11年には、北海道で大日本帝国陸軍特別大演習

が行われ、天皇陛下が小樽までお召し艦「比叡」に乗っ

てこられました。私は小学校２年生で、公園通りでお

迎えしましたが、天皇陛下があずき色のベンツに乗っ

て、手を振るわけでなく真っ直ぐ前を見て過ぎて行っ

たのを覚えています。

その 11年に釧路で何が起こっていたか。「釧路ガス」

が初めてできた年です。両角克治さんは、それ以外に

も忙しかったわけで１年の行事が済んで、うちのクラ

ブが 11月 23日に発足したわけです。

その年の昭和 11年に佐藤昌介先生が地区ガバナーに

なったわけです。そして、12年の５月 14日、当時

は全日本が台湾・朝鮮も含めてひとつの地区で、北海

道では初めての地区大会が催されました。その時の記

録によりますと、上野発の昼の特別列車を使って、そ

れに乗って札幌に着き、札幌で地元の方がたくさん歓

迎をしたということです。

当時の札幌は人口が 18万人くらい。その北海道の地

区大会の様子は札幌グランドホテルの特別資料室に

残っております。グランドホテルというのは、日本で

も片手の中に入るほどの本式のホテルだったようで

す。12年５月 14・15日の北海道で初めての地区大

会に、うちのクラブからは両角克治さんをはじめ何人

もの方が出席していたと思います。

お気づきでしょうけれど、その 12年７月７日、北京

郊外、盧溝橋で志那事変が始まった。古い話で、その

年の日本の総理大臣は近衛文麿公爵で、後に昭和 20

年、青酸カリを飲んで自殺なさった。そして、昭和

14年（1939 年）９月１日、ドイツがポーランドに

侵攻して世界大戦が始まった。そういうことでロータ

リーが幕を下ろすことになった。札幌ロータリークラ

ブの最終の例会は昭和 15年 10月です。札幌のグラ

ンドホテルの資料室に載っている。

うちのクラブは飯田要次郎さんが初代会長で、両角克

治さんが３回くらい幹事を続けてやってらっしゃる。

先ほどお話があったように当時、東北と北海道がひと

つの地区になった。その後に、北海道がひとつの地区

になった。ガバナーというのは札幌・小樽・函館から

出ていた。今の 2500 地区、道東から出た最初のガバ

ナーが両角克治さん、先進的です。それから昭和 40

年に嵯峨旻さんがなっています。それからしばらくお

いて旭川の方がなって、釧路クラブというのは 2500

地区の歴史のうえからいくと大変立派な所です。

少し予定の話を変えて、うちの誇りとすること、小船

井さんのことについてお話したい。ちょっと偉そうな

ことを言うけど、国際研究会、つまりリーダーという

のは日本から数人選ばれます。これに選ばれるという

ことは大変なことで、北海道の地区から私が最初に選

ばれています。それから20年経って小船井さんがなっ

た。

もうひとつ、地区大会にＲＩ会長代理が来ます。これ

はＲＩ会長の専権事項ですから、うちのクラブでは、

地区で最初になったのは私で、数回やっています。小

船井さんも５～６回やっていて特筆することは、小船

井さんは札幌の地区大会にＲＩ会長代理で出られ、こ

れは大変な評判でした。札幌の人に「釧路には素晴ら

しい立派な人がいる」と言われました。こんなことで、

うちのクラブは誇りすることが沢山あります。こう

いった形で引き継がれていくことと思います。

それから、嵯峨さんの自伝で、ご自分が亡くなるころ

書いていました。昭和 47年４月 20日です、いま思

い出した。当時の地区ガバナーは鷲塚三郎さんという

名寄の方です。当時の私はクラブ幹事をしていました。

嵯峨さんの告別式の当日に来て、「嵯峨さんの弔辞を

書いてくれ」と突然言われて、あの弔辞は２時間ぐら

い前から急いでボールペンで書いたのが私です。

釧路地方では、さっきの国際協議会のリーダーだった

のは私と小船井さんと足立さん。ＲＩ会長代理も私と

小船井さん、それから足立さんもやっていますね。

うちの地区の中で、釧路というのは優秀なところです。

その伝統を受け継いだ皆さん方、どうぞこれからもう

ちのクラブは立派なクラブだ、大事にして育ててくだ

さい。

原稿も何も持っていないので喋るの、これでお話を閉

じることにいたします。

ありがとうございました。

小船井修一パストガバナー

　こんにちは。私は

清水先生と違ってあ

まり記憶力ありませ

んので原稿用意しま

した。それを読ませ

ていただきます。

先生は 90年ぐらい

前の話なのですが、私の場合は今から 65年前、ちょっ

と古さが新しくなってきました。

今から 65年前の 1956 年、私が小学校 2年生の時で

した。その年、父親が釧路ライオンズクラブに入会し

ました。ライオンズのクリスマス家族会で、大人たち

が帽子を被って「ウォー」と吠えていたことを今でも

覚えています。

釧路で２番目の北クラブの創設は 1958 年（昭和 33

年）ですから、1956 年の時は釧路ロータリークラブ

しか釧路にありませんでした。特に「１業種１会員」

という形でいろんな業界の中に１人しかいないので

す。弁護士さんも１人しかいなかった。泉先生、おひ

とりだったと思いますが、制度が厳格に守られた時代

でした。

釧路ロータリークラブのリチャーターを 1950 年 10

月２日に再承認されました。当時、釧路商工会議所会

頭だった吉田利和さんを覚えている方いらっしゃると

思います。釧路クラブのリチャーター会員で 1953 年

にクラブ会長を歴任しています。吉田氏が社長をして

いた会社の常務が私の父親でした。「１業種１会員」

のルールでは、吉田会員が在籍している間はロータ

リークラブに父親は入会することはできませんでし

た。すでに職業分類に充填されている業種の経営者・

専門職の入会希望者はロータリークラブに入りたくて

もが入れなかったのです。変な言い方ですけど、父親

はやむなくライオンズクラブに入会したと私は思って

おります。その意味で、65年前の釧路ロータリーク

ラブは入りたくても入れない、敷居の高い社交クラブ

でした。

小学２年生の私はライオンズクラブよりもロータリー

クラブの方が偉い人が入るところなのだ、と思い込み

をしたわけです。その思い込みがあったのか釧路に

帰ってきて、当時、市議会議員だった割方会員から入

会を勧められ入会させていただいた経過があります。

私のロータリー歴、先ほどは清水先生にお褒めいただ

きましてありがとうございます。1983 年５月に帰っ

てきまして、1984 年１月に釧路青年会議所入会。そ

して、1984 年６月に釧路ロータリークラブに入会し

ました。35歳でした。当時、市議会議員の綿貫健輔

さんも私と同じ例会に来て入会しまして、メンバー数

が 101 名でした。37年前も今も 100 人というクラ

ブはある意味では稀有な存在であると私は思っており

ます。

私は 1999-2000 年の釧路ロータリークラブの会長を

させていただき、その後はガバナーをさせていただき

ました。入会して 37年になります。現役会員で今、

私は６番目に古いのです。川合会員と尾越会員は４月

に同時入会しています。私は同じ年の６月入会でした

から、３人はほぼ同じ時期に入っています。ちなみに

尾越さんは青年会議所に入りましたので、私は青年会

議所に行くと尾越さんの先輩になります。だけど、釧

路ロータリークラブでは尾越さんが私の先輩です。そ

ういう関係であります。1984 年に浦見町に東映ホテ

ルがありましたが、駅前に移転したことに伴い中村隆

会員の釧路パシフィックホテルに例会場が変更になっ

てすぐ後の入会でした。

その当時のメンバーには最後のチャーター会員の村上

祐二氏、リチャーター会員の北村藤兵衛氏がおられ、

村上祐二会員が数年後に例会終了直後に逝去されたこ

とを覚えています。階段から落ちて亡くなりました。

そのころの長老が丸ト北村の北村藤兵衛さん、スタン

ダード石油の山本幸三さん、森口二郎さん、シロアム

病院の高岡先生などがおられたことを思い出します。

現在の釧路クラブ会員の先代も多く在籍していまし

た。もちろん清水幸彦先生もガバナーを終え、国際ロー

タリーの研修リーダー、規定審議会代表議員、地区大

会会長代理と大活躍をされておりました。そして、三

ツ輪運輸の栗林定德氏。福司の梁瀬誠也氏、白崎建設

の白崎功一氏、天方会員の先代の勇氏、登坂会員の先

代、浅川会員の先代も元気に活動されていました。

また、ロータリー入会の半年前に青年会議所に入会し

ていましたが、釧路クラブに多くの青年会議所会員が

おられました。その中で覚えておられますかね、金安

時計店の金安時男さんも亡くなりましたが、金安さん

から「修ちゃん、青年会議所に入っているならロータ

リー例会に無理して来なくていいから」と言われたの

を今でも覚えています、そういう金安先輩たちのご助

言があって、私は無理せずＪＣの現役時代は、ほとん

どロータリーに顔を出していませんでした。無理せず、

肩に力を入れないでロータリー活動させていただいた

ことで三十何年かロータリアンとして在籍できたと感

じています。

釧路クラブの最大の美点はパストガバナー夫妻であ

る。パストガバナーやパスト会長は威張らない。威張

ることができない空気があることです。これは清水幸

彦会員、泉敬会員のおかげ、と思っているのは私だけ

ではないと思います。

これまで私は国内外の多くのクラブや地区を訪問しま

した。クラブ、地区でも選挙での混乱、主導権争いの

課題などを見てきました。ロータリークラブが「１年

交代」を創設以来維持している意味は、クラブは平等・

安定という目的があるのを前提に全てのクラブ会員が

クラブ運営をとおして職業人としての研鑚を積み重ね

るという目的があるからです。

今後とも釧路クラブが、毎年の会長の皆さまが主体的

に活動していただくために、クラブは真にリーダーを

支えていくことを願って私のスピーチとさせていただ

きます。

ご清聴ありがとうございます。

白幡　　博パストガバナー補佐

　いま、清水先生、

そして小船井さんか

ら 90年前と 60年

前のお話、釧路ロー

タリークラブの歴史

を感じさせていただ

いた時間だったと思

います。私は入会をして 30年と少し経っていますの

で、ちょうど 30年前に入ったころの私自身のちょっ

とした思い出、まだらですけども残っている話をした

いと思います。

ひとつは委員会です。もちろん、皆さんと同時に委員

会活動するのですが、委員長と副委員長の関係のお話

をひとつ。当時、私は副委員長だったと記憶していま

すが、委員長は北電の瀬山さんという方で支店長さん

でした。「白幡君」という言い方をしていただきました。

白幡君って言われると、小学校・中学校の女子によく

言われていましたが、それ以来、ないものですからす

ごく心地よいというか、なんて言うのか自分自身が素

直になった 40代だったと思います。

前半ですので、「白幡君、ちょっと委員会の話をしよう。

ぜひ、うちの会社に来てくれ」。北電の支店長室に呼

ばれて、支店長室で委員会の打ち合わせをしました。

北電の支店長室ですので緊張して、なにか舞い上がっ

てしまって、コーヒーもあまり味を覚えていないぐら

い。それでも瀬山さんはとても優しい方で、その後は

「委員会を自分の公宅でやろう」と。弥生町にある北

電の公宅に委員会メンバーが集まって、それぞれお酒

やお料理を持ち込んで委員会を開きました。

そうしますと、すごく距離感が近くなって、その後の

情報集会、炉辺会合も当時、私の記憶ではたしか弥生

町に日銀の公宅があり、そこで、支店長は福田さんだっ

たと記憶していますが「せっかくの釧路ですから炉端

風にやりましょう」ということで炭火を起こしてサン

マ。ちょうど脂が乗って美味しい時期だったものです

から、お手伝いさんに焼いてもらったのです。そうす

ると公宅が煙だらけになっちゃって、もしかしたら火

事のときの火災報知器が鳴る状況まで行ってしまいま

した。ですけども、皆さん仲が良く、本当に釧路を楽

しんでいただいて、そして結果的には福田さんは、ご

存じかと思いますがカヌーまで買い込んで釧路に何度

もいらっしゃっていると私は記憶しています。そんな

意味で、当時の転勤族の方々とそういう近しい関係を

築けたことが記憶に残っております。

時間の関係もありますので最後に、シロアム産婦人科

の高岡先生がおりました。その会員卓話には記憶があ

る方は記憶あるのでしょうけれども。産婦人科医です

ので当然、リアルな画面で図解もされて説明しており

ました。「ロータリーは、こんなこともするのだ」と

いうような会員卓話ですので、職業奉仕というのです

か。そういった面で若かったものですから非常に衝撃

を受けた、そんなロータリーでございました。

時間の関係で、私はこれぐらいで次は、泉先生にバト

ンタッチしたいと思います。

どうもありがとうございました。

泉　　　敬君

　とても長くなりました。私は昨年、60年の表彰を

していただいたわけですが、何で 60年ここにいられ

るのか、と考えた時

にいくつかの理由が

あるわけです。

私がロータリークラ

ブに入会して 62年

になるのですが

1960 年の数年前、

ちょうど私の親父がここの会長やっていた時期があり

ました。その時にもともと釧路クラブは釧路市内で１

つだったのですが、釧路クラブが昔の丸三鶴屋があっ

たあそこの３丁目と４丁目の間で、鉄北側と川の方の

ふたつに分割されたのです。

私が入会した数年前に北クラブができました。釧路ク

ラブから分かれて両角克治さんが創立者になって、釧

路クラブの当時の幹事から副会長まで全部を引き連れ

て北クラブを作ったという経過があったわけです。し

たがって、釧路クラブのメンバーもおそらく半分近く

に減ってしまった時代があったのです。その後は数年、

若い人を入れなきゃいけないという問題があったのだ

と思うのです。

川口さんを覚えている方は結構おられると思うのです

が、川口さんの話だと、「大正生まれの川口さんが入っ

たのも、分割して、すっかり減っちゃって、釧路クラ

ブで補充しようということで入った」という話を良く

されていました。

私が入った時は、私が試験を終えて、修習生を終えて

開業した年が昭和 35年の春だったのです。このロー

タリーは同じ年の 11月に入会しているのです。半年

しか経っていないですね。

職業分類というのは今でもあるのですが当時は、職業

分類を厳格にやっていまして、「１業種１人」という

基準で会員を入れていたことがあります。そんな関係

で、私の職業分類は弁護士なのですが、その当時、親

父がメンバーとして入っておりましたので、この分類

としては重複することになるのですが、シニアになっ

ていたのでその枠は外れるということでした。私につ

いては、当時メンバーだった赤松さんという公証人が

推薦者で入会手続が行われ、入会が認められたという

ことです。

当時は、今もそうでしょうけど 26歳で入会するとい

うのは極めて少ない、あまり前例がないことなのです

が、そのために私が今までの長い期間メンバーとして

残ってこられたことの原因になるのです。

その他にいくつかの理由がありまして、業績などもそ

の分割によって激減していたということが１つ。もう

１つがロータリークラブというのは「役職を当てると

断ってはいけない」というのがありまして、非常に断

りにくいということです。私の仕事が代理を立てるこ

ともできない、代わってくれる人もいない、というこ

とがあります。１人で事務所をやっていた関係もあり、

多忙な仕事を引き受けることは困難だということで先

輩が気を使ってくれて、外してくれていたのです。お

かげでそういう大変な時期に大変な仕事からは外れる

ということで、会員として職責を果たすことが可能

だったことがあります。そういう意味では優しい先輩

が大勢いたということなのです。

ほとんど一世代が違うので、私が入会したとき昭和生

まれの人は１人しかおられなかったです。誰がいたか

というと敷島商会の梁瀬さんです。今の梁瀬君のお父

さんが私より１年先に入っていた若い年代ということ

で、昭和では１人だけだったのです。そういう関係も

あって例会に出るのも大変な時代でした。難しいお父

さんぐらいで、私の親父の年代の人がほとんどという

ことで、テーブルに座っていても厳しい時代です。

私の仕事関係では、木曜日が例会で休みですから、こ

れは昔から変わっていない。木曜クラブと戦後名前を

変えてやった時期があったということなのですが、そ

の延長線上にあって木曜日が例会日です。木曜日にな

ると仕事の関係でできないという時がありますが、

メークアップということでは今あまり厳しく言わない

ですが、メークアップは各クラブが競っていたのです。

これは、私が入会したときのクラブ会報を参考に持っ

てきたのですが、そのクラブ会報によると毎月各クラ

ブはどれだけ出席したか全部が表になって出ているの

です。そうすると今の７分区ばかりではなくて、350

地区の中で競争するのです。他のクラブの出席率がど

うなっているかが気になる。「出席率については

100％が当たり前」という時代ですから、欠席するの

が非常に難しい。そうすると私たちはどうするかと

いったら、自分の例会に出られなかったら、１週間に

１回どこかでやっている例会場に行くことでカバーす

るのです。60年前を考えてみますと、できていたの

は北クラブの水曜日しかないのです。木曜日行けない

時には水曜日に行く、どっちかにしようというスケ

ジュールを組んでやっていきました。

そのうち、弟子屈クラブができ、厚岸ができたりして、

そっちに行ってくることもありました。それから札幌

や東京に出張する時に、ついでに行ってみることも

やっていました。遠くは京都東クラブですが、そこの

クラブの雰囲気がぜんぜん違っていて、各クラブがこ

んなに違うのかとい

うのは行ってみて、

初めて分かるという

ことです。

先ほどの話に出てい

た村上さんという方

は恐らく 200％くら

いの出席だったと思うのです。なぜそれだけ行ったか

というと、ほとんどはメークアップなのです。自分の

クラブにばっかり出るのではなくて、全国を歩いてい

ます。この方は本当のチャーターメンバーなのです。

リチャーターの時はもちろん行ったのですが、亡くな

るまでずっと出席。

私が出席でいちばん言っておきたいのは、あの人は

ロータリーの記録を全部取っているのです。記録を

取って、それを全部まとめてくれて、村上さんは亡く

なるときに全部を当時の責任者だった方に渡したと思

うのです。

皆さん、記録がどうなっているか分かりますか。いま

私が気になっているのは、手元に 50周年、60周年、

70周年、80周年の記録は本になってありますが、そ

の前はないのです。恐らく発行していないのではない

かと思います。誰か持っておられる方いれば別ですが、

配布されたものとしては残っていないのではないかと

思います。

資料というのはそこで失われると、なくなってしまう

のです。私は青年会議所にいたのですが、青年会議所

時代にやっぱり記録が必要なことがありまして、古い

10周年から 20周年を全部集めて、青年会議所卒業

したあと必要があって、ときの会長に渡して、全部引

き継いでくれるように話をしたのですが、どれもどこ

へ行ったのか分からなくなって。

記録の係を決めてやらなければ、これは恐らく駄目だ

と。ロータリーの記録もそうだと思うので、その辺も

今後気をつけて大事にしておくようにしていただきた

いなと。特別な委員会でも作らないと難しいかもしれ

ません。そんなことを感じております。

いろいろありますけれど時間がありますので、これで

終わらせていただきます。どうも失礼しました。
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　　　　　　　　　　杉村　荘平会長

　皆さん、こんにち

は。皆さまのおかげ

をもちまして 85周

年記念例会をコロナ

の影響も受けず、無

事開催することがで

きました。本日は

「パート１」ということで、来週の夜例会は「パート２」

ということでお世話になりたいと思います。どうぞよ

ろしくお願いいたします。

この例会を開くに当たっては５周年ということもあ

り、あまり対外的な要素を入れずに、今日のこういう

落ち着いた雰囲気で歴史を振り返る例会にしたいとの

思いがあってこのようにさせていただきました。

今週・来週とベテランメンバーの方々にお話いただき

ますが、これまでの先輩がどのように歴史を紡いでき

たのかに思いを馳せていただきながら、次の 90周年

につながる例会にできればと思っておりますので、ど

うぞよろしくお願いいたします。

85周年ちなんでの会長挨拶、歴史を振り返るパート

３でございます。皆さんのお手元にありますが、嵯峨

記念育英会でおなじみの嵯峨晃さんについてお話した

いと思います。

嵯峨晃さんは、明治 38年に函館でお生まれになって

おります。釧路中学校から法政大学に進みまして、嵯

峨漁業に入社するというところですが、エレクトの時

代に嵯峨さんを少し調べましたら、「昭和 40年くら

いの釧路新聞に、日経にある『私の履歴書』のような

ところに嵯峨さんが載っていた」という情報を聞きつ

け、釧路新聞の資料室から探してきたのが皆さんの手

元にある資料でございます。

それを見ますと、嵯峨さんは大学を出るまでは家業を

継ぐ気はまったくなく、半ば勘当状態で演劇に心血を

注いでおられたのが分かります。釧路に戻ってきてか

らの心境も詳しく綴られております。浅川副会長が一

生懸命コピーしましたのでぜひお持ち帰りいただけれ

ばと思っております。

ちなみに嵯峨さんは、昭和 40年にガバナーを務めら

れますけれど、昭和 40年ころは北海道がまだ１地区

で、「ガバナーは函館・札幌・小樽からしか出せない」

という暗黙の了解があったように資料で見ました。そ

の中で、２地区になるまでの 24人中のガバナーのう

ち、両角克治さん、嵯峨さん、旭川の岡田さんの３名

だけが３市以外からガバナーになったという記述も残

されておりました。

数々の成績を残された嵯峨さんが昭和 47年に 69歳

で亡くなられております。ご冥福をお祈りしたいと

思っております。

こんな資料を持ってきた私ですので、もう今年度会長

の役割は全うできたかなと自負しているところであり

ますが、もうひとつ皆さまにぜひお知らせしたいこと

があります。

嵯峨晃さんには、釧路クラブにも在籍されました嵯峨

誠さんという息子さんがおりました。ご存じない方が

多いかもしれませんが、ご紹介をさせていただきます。

嵯峨誠さんは昭和 14年にお生まれになり、日進小学

校・東中・湖陵高校・拓殖大学という経歴があって、

嵯峨漁業に入社されております。残念ながら、昭和

56年に 41歳の若さで亡くなられております。嵯峨

さんは三代に亘って釧路クラブにご在籍されてご活躍

されていたことになります。

実は、天方さんのお父さんと昭和 14年生まれの同い

年でして、青年会議所時代からの親友だったという記

述があります。その嵯峨さんが亡くなられた時に嵯峨

誠さんの人柄が偲ばれる追悼文を見つけましたので最

後にそれをご紹介させてもらいたいと思います。

読ませていただきます。

追悼文

嵯峨誠、ごつい体の上にいかつい顔を乗せていた。体

とは似合わない声。そんな、まこ（誠）と出会ったの

は十数年前。それ以来、ずいぶんいろんなことがあっ

たっけ。仕事・社会・友・人生、そんなことを大きな

声を張り上げて明け方までお酒を飲んだっけ。

お前の悪口・雑言を言い合おうと、昭和 14年の生き

残り７名が某所へ集まった。その時に出た中から、お

前に聞かせたいことがあるからよく聞けよ。

まず、お前は無責任だ。そうだろ、男がだぞ、女房・

子どもを泣かせておいて、知らん顔してお前だけ勝手

に行きやがって。それで済むわけがないぞ。それにだ、

俺たちとの約束をどうしてくれる気だ。

まこ、お前は馬鹿がつくくらいの頑固者だ。お前と議

論したら、こっちは辟易するくらい自分の言い分を曲

げようとしなかった。長生きしていい分、短い間に全

部言い張ったか。

ともかく、お前が行く某所で延々６時間、まこの歌は

どうの、まこの癖はどうの、とか悪口・戯れ言の数々

を並べて言ったつもりだったが、どいつもこいつも

しょぼくれてしまって、酒は結構飲んだが生きながら

えない日だった。つまるところ、みんな、お前が好き

だということだな。

という文章でございますが、天方さんのお父さんの人

柄まで偲ばれる文章だと思います。嵯峨さんには、せ

めて70歳くらいまでお元気でいてもらいましたなら、

われわれの前でかっこいい先輩として立たれていたの

かなと思っております。

こういう先輩たちが情熱を傾けてきたのが、今の釧路

クラブだということにみんなで感謝しながら、今日と

来週の 85周年記念例会をしっかり行っていきたいと

思います。

どうぞよろしくお願いいたします。

幹事報告　市橋夛佳丞幹事

　皆さま、こんにちは。幹事報告をさせていただきま

す。

次年度のガバナーエレクト事務所から「次年度のガバ

ナー補佐予定者が決定した」という通知が来ました。

わが第７分区では白糠ロータリークラブの今年度会長

の美馬様がガバナー補佐に就任されるというご案内が

来ております。後ほど、ホワイトボードに掲示します

ので、１～８分区の皆さまが載っておりますのでご確

認をと思います。合わせて、次年度のスケジュール、

ＰＥＴＳならびに地区研修協議会・地区大会の開催日

程が確定したというご案内、そちらもホワイトボード

に掲載させていただきます。皆さま、スケジュールの

調整をお願い申し上げます。

最近、事務局のメールに不調が見られております。皆

さまに配信するさまざまなスケジュール等々が届いて

いない方がいるというお話を受けまして、先日から確

認しておりますが、現状、皆さまにお流ししているご

案内を私がご紹介させていただきます。

まず１つ目ですが、来週に行われます創立 85周年の

記念例会パート２「夜間例会」の案内が流れておりま

して、この取りまとめの期限が来週の月曜日（15日）

までとなっております。こちらを再度ご確認していた

だければと思います。

続きまして、「12月例会のプログラム」も流させてい

ただいておりますので合わせてご確認をお願いいたし

ます。

12月第３例会で「情報集会報告会」を行いますが、

それに先立ちまして炉辺会合を開催させていただきま

す。炉辺会合のスケジュール並びにグループ分けを皆

さまに先日送付させていただいております。こちらも

合わせてご確認いただければと思います。

また、12月第４例会は「釧路ロータリークラブ重大

ニュース」と題して例会を行いますが、そこで使用し

ますアンケートを皆さま方に送付させていただいてお

ります。

現状、計４点のご案内が皆さまに届いているかと思い

ます。こちらも私の報告が終わりましたらホワイト

ボードに掲載しますので、ご確認をお願いいたします。

また、メールシステム不調が続いておりますので、再

度、皆さまにお流しすることもあろうかと思います。

重複はご容赦いただければと思っております。近日中

に復活させたいと思っています。

以上、幹事報告とさせていただきます。ありがとうご

ざいました。

清水　幸彦パストガバナー

　皆さま、こんにちは。古い話です。

うちのクラブのスポ

ンサーは札幌と帯広

です。札幌ロータ

リークラブが昭和７

年 12月３日に設立

総会をしまして、翌

年の認証です。最初

の札幌クラブの会長は佐藤昌介という方で、札幌農学

校の１期生です。ということは 1876 年にクラーク博

士が札幌に来たその時の１期生が佐藤昌介です。この

方は後々、うちのクラブと関係しますが、昭和 10年

にガバナーエレクトととなり、11年にガバナーになっ

たわけで、その昭和 11年にうちのクラブができてお

ります。

昭和 11年というと皆さま、お気づきでございましょ

うが、東京で陸軍のクーデター未遂が起きて、重臣が

５～６人殺されたそんな大変な時代でした。

その 11年には、北海道で大日本帝国陸軍特別大演習

が行われ、天皇陛下が小樽までお召し艦「比叡」に乗っ

てこられました。私は小学校２年生で、公園通りでお

迎えしましたが、天皇陛下があずき色のベンツに乗っ

て、手を振るわけでなく真っ直ぐ前を見て過ぎて行っ

たのを覚えています。

その 11年に釧路で何が起こっていたか。「釧路ガス」

が初めてできた年です。両角克治さんは、それ以外に

も忙しかったわけで１年の行事が済んで、うちのクラ

ブが 11月 23日に発足したわけです。

その年の昭和 11年に佐藤昌介先生が地区ガバナーに

なったわけです。そして、12年の５月 14日、当時

は全日本が台湾・朝鮮も含めてひとつの地区で、北海

道では初めての地区大会が催されました。その時の記

録によりますと、上野発の昼の特別列車を使って、そ

れに乗って札幌に着き、札幌で地元の方がたくさん歓

迎をしたということです。

当時の札幌は人口が 18万人くらい。その北海道の地

区大会の様子は札幌グランドホテルの特別資料室に

残っております。グランドホテルというのは、日本で

も片手の中に入るほどの本式のホテルだったようで

す。12年５月 14・15日の北海道で初めての地区大

会に、うちのクラブからは両角克治さんをはじめ何人

もの方が出席していたと思います。

お気づきでしょうけれど、その 12年７月７日、北京

郊外、盧溝橋で志那事変が始まった。古い話で、その

年の日本の総理大臣は近衛文麿公爵で、後に昭和 20

年、青酸カリを飲んで自殺なさった。そして、昭和

14年（1939 年）９月１日、ドイツがポーランドに

侵攻して世界大戦が始まった。そういうことでロータ

リーが幕を下ろすことになった。札幌ロータリークラ

ブの最終の例会は昭和 15年 10月です。札幌のグラ

ンドホテルの資料室に載っている。

うちのクラブは飯田要次郎さんが初代会長で、両角克

治さんが３回くらい幹事を続けてやってらっしゃる。

先ほどお話があったように当時、東北と北海道がひと

つの地区になった。その後に、北海道がひとつの地区

になった。ガバナーというのは札幌・小樽・函館から

出ていた。今の 2500 地区、道東から出た最初のガバ

ナーが両角克治さん、先進的です。それから昭和 40

年に嵯峨旻さんがなっています。それからしばらくお

いて旭川の方がなって、釧路クラブというのは 2500

地区の歴史のうえからいくと大変立派な所です。

少し予定の話を変えて、うちの誇りとすること、小船

井さんのことについてお話したい。ちょっと偉そうな

ことを言うけど、国際研究会、つまりリーダーという

のは日本から数人選ばれます。これに選ばれるという

ことは大変なことで、北海道の地区から私が最初に選

ばれています。それから20年経って小船井さんがなっ

た。

もうひとつ、地区大会にＲＩ会長代理が来ます。これ

はＲＩ会長の専権事項ですから、うちのクラブでは、

地区で最初になったのは私で、数回やっています。小

船井さんも５～６回やっていて特筆することは、小船

井さんは札幌の地区大会にＲＩ会長代理で出られ、こ

れは大変な評判でした。札幌の人に「釧路には素晴ら

しい立派な人がいる」と言われました。こんなことで、

うちのクラブは誇りすることが沢山あります。こう

いった形で引き継がれていくことと思います。

それから、嵯峨さんの自伝で、ご自分が亡くなるころ

書いていました。昭和 47年４月 20日です、いま思

い出した。当時の地区ガバナーは鷲塚三郎さんという

名寄の方です。当時の私はクラブ幹事をしていました。

嵯峨さんの告別式の当日に来て、「嵯峨さんの弔辞を

書いてくれ」と突然言われて、あの弔辞は２時間ぐら

い前から急いでボールペンで書いたのが私です。

釧路地方では、さっきの国際協議会のリーダーだった

のは私と小船井さんと足立さん。ＲＩ会長代理も私と

小船井さん、それから足立さんもやっていますね。

うちの地区の中で、釧路というのは優秀なところです。

その伝統を受け継いだ皆さん方、どうぞこれからもう

ちのクラブは立派なクラブだ、大事にして育ててくだ

さい。

原稿も何も持っていないので喋るの、これでお話を閉

じることにいたします。

ありがとうございました。

小船井修一パストガバナー

　こんにちは。私は

清水先生と違ってあ

まり記憶力ありませ

んので原稿用意しま

した。それを読ませ

ていただきます。

先生は 90年ぐらい

前の話なのですが、私の場合は今から 65年前、ちょっ

と古さが新しくなってきました。

今から 65年前の 1956 年、私が小学校 2年生の時で

した。その年、父親が釧路ライオンズクラブに入会し

ました。ライオンズのクリスマス家族会で、大人たち

が帽子を被って「ウォー」と吠えていたことを今でも

覚えています。

釧路で２番目の北クラブの創設は 1958 年（昭和 33

年）ですから、1956 年の時は釧路ロータリークラブ

しか釧路にありませんでした。特に「１業種１会員」

という形でいろんな業界の中に１人しかいないので

す。弁護士さんも１人しかいなかった。泉先生、おひ

とりだったと思いますが、制度が厳格に守られた時代

でした。

釧路ロータリークラブのリチャーターを 1950 年 10

月２日に再承認されました。当時、釧路商工会議所会

頭だった吉田利和さんを覚えている方いらっしゃると

思います。釧路クラブのリチャーター会員で 1953 年

にクラブ会長を歴任しています。吉田氏が社長をして

いた会社の常務が私の父親でした。「１業種１会員」

のルールでは、吉田会員が在籍している間はロータ

リークラブに父親は入会することはできませんでし

た。すでに職業分類に充填されている業種の経営者・

専門職の入会希望者はロータリークラブに入りたくて

もが入れなかったのです。変な言い方ですけど、父親

はやむなくライオンズクラブに入会したと私は思って

おります。その意味で、65年前の釧路ロータリーク

ラブは入りたくても入れない、敷居の高い社交クラブ

でした。

小学２年生の私はライオンズクラブよりもロータリー

クラブの方が偉い人が入るところなのだ、と思い込み

をしたわけです。その思い込みがあったのか釧路に

帰ってきて、当時、市議会議員だった割方会員から入

会を勧められ入会させていただいた経過があります。

私のロータリー歴、先ほどは清水先生にお褒めいただ

きましてありがとうございます。1983 年５月に帰っ

てきまして、1984 年１月に釧路青年会議所入会。そ

して、1984 年６月に釧路ロータリークラブに入会し

ました。35歳でした。当時、市議会議員の綿貫健輔

さんも私と同じ例会に来て入会しまして、メンバー数

が 101 名でした。37年前も今も 100 人というクラ

ブはある意味では稀有な存在であると私は思っており

ます。

私は 1999-2000 年の釧路ロータリークラブの会長を

させていただき、その後はガバナーをさせていただき

ました。入会して 37年になります。現役会員で今、

私は６番目に古いのです。川合会員と尾越会員は４月

に同時入会しています。私は同じ年の６月入会でした

から、３人はほぼ同じ時期に入っています。ちなみに

尾越さんは青年会議所に入りましたので、私は青年会

議所に行くと尾越さんの先輩になります。だけど、釧

路ロータリークラブでは尾越さんが私の先輩です。そ

ういう関係であります。1984 年に浦見町に東映ホテ

ルがありましたが、駅前に移転したことに伴い中村隆

会員の釧路パシフィックホテルに例会場が変更になっ

てすぐ後の入会でした。

その当時のメンバーには最後のチャーター会員の村上

祐二氏、リチャーター会員の北村藤兵衛氏がおられ、

村上祐二会員が数年後に例会終了直後に逝去されたこ

とを覚えています。階段から落ちて亡くなりました。

そのころの長老が丸ト北村の北村藤兵衛さん、スタン

ダード石油の山本幸三さん、森口二郎さん、シロアム

病院の高岡先生などがおられたことを思い出します。

現在の釧路クラブ会員の先代も多く在籍していまし

た。もちろん清水幸彦先生もガバナーを終え、国際ロー

タリーの研修リーダー、規定審議会代表議員、地区大

会会長代理と大活躍をされておりました。そして、三

ツ輪運輸の栗林定德氏。福司の梁瀬誠也氏、白崎建設

の白崎功一氏、天方会員の先代の勇氏、登坂会員の先

代、浅川会員の先代も元気に活動されていました。

また、ロータリー入会の半年前に青年会議所に入会し

ていましたが、釧路クラブに多くの青年会議所会員が

おられました。その中で覚えておられますかね、金安

時計店の金安時男さんも亡くなりましたが、金安さん

から「修ちゃん、青年会議所に入っているならロータ

リー例会に無理して来なくていいから」と言われたの

を今でも覚えています、そういう金安先輩たちのご助

言があって、私は無理せずＪＣの現役時代は、ほとん

どロータリーに顔を出していませんでした。無理せず、

肩に力を入れないでロータリー活動させていただいた

ことで三十何年かロータリアンとして在籍できたと感

じています。

釧路クラブの最大の美点はパストガバナー夫妻であ

る。パストガバナーやパスト会長は威張らない。威張

ることができない空気があることです。これは清水幸

彦会員、泉敬会員のおかげ、と思っているのは私だけ

ではないと思います。

これまで私は国内外の多くのクラブや地区を訪問しま

した。クラブ、地区でも選挙での混乱、主導権争いの

課題などを見てきました。ロータリークラブが「１年

交代」を創設以来維持している意味は、クラブは平等・

安定という目的があるのを前提に全てのクラブ会員が

クラブ運営をとおして職業人としての研鑚を積み重ね

るという目的があるからです。

今後とも釧路クラブが、毎年の会長の皆さまが主体的

に活動していただくために、クラブは真にリーダーを

支えていくことを願って私のスピーチとさせていただ

きます。

ご清聴ありがとうございます。

白幡　　博パストガバナー補佐

　いま、清水先生、

そして小船井さんか

ら 90年前と 60年

前のお話、釧路ロー

タリークラブの歴史

を感じさせていただ

いた時間だったと思

います。私は入会をして 30年と少し経っていますの

で、ちょうど 30年前に入ったころの私自身のちょっ

とした思い出、まだらですけども残っている話をした

いと思います。

ひとつは委員会です。もちろん、皆さんと同時に委員

会活動するのですが、委員長と副委員長の関係のお話

をひとつ。当時、私は副委員長だったと記憶していま

すが、委員長は北電の瀬山さんという方で支店長さん

でした。「白幡君」という言い方をしていただきました。

白幡君って言われると、小学校・中学校の女子によく

言われていましたが、それ以来、ないものですからす

ごく心地よいというか、なんて言うのか自分自身が素

直になった 40代だったと思います。

前半ですので、「白幡君、ちょっと委員会の話をしよう。

ぜひ、うちの会社に来てくれ」。北電の支店長室に呼

ばれて、支店長室で委員会の打ち合わせをしました。

北電の支店長室ですので緊張して、なにか舞い上がっ

てしまって、コーヒーもあまり味を覚えていないぐら

い。それでも瀬山さんはとても優しい方で、その後は

「委員会を自分の公宅でやろう」と。弥生町にある北

電の公宅に委員会メンバーが集まって、それぞれお酒

やお料理を持ち込んで委員会を開きました。

そうしますと、すごく距離感が近くなって、その後の

情報集会、炉辺会合も当時、私の記憶ではたしか弥生

町に日銀の公宅があり、そこで、支店長は福田さんだっ

たと記憶していますが「せっかくの釧路ですから炉端

風にやりましょう」ということで炭火を起こしてサン

マ。ちょうど脂が乗って美味しい時期だったものです

から、お手伝いさんに焼いてもらったのです。そうす

ると公宅が煙だらけになっちゃって、もしかしたら火

事のときの火災報知器が鳴る状況まで行ってしまいま

した。ですけども、皆さん仲が良く、本当に釧路を楽

しんでいただいて、そして結果的には福田さんは、ご

存じかと思いますがカヌーまで買い込んで釧路に何度

もいらっしゃっていると私は記憶しています。そんな

意味で、当時の転勤族の方々とそういう近しい関係を

築けたことが記憶に残っております。

時間の関係もありますので最後に、シロアム産婦人科

の高岡先生がおりました。その会員卓話には記憶があ

る方は記憶あるのでしょうけれども。産婦人科医です

ので当然、リアルな画面で図解もされて説明しており

ました。「ロータリーは、こんなこともするのだ」と

いうような会員卓話ですので、職業奉仕というのです

か。そういった面で若かったものですから非常に衝撃

を受けた、そんなロータリーでございました。

時間の関係で、私はこれぐらいで次は、泉先生にバト

ンタッチしたいと思います。

どうもありがとうございました。

泉　　　敬君

　とても長くなりました。私は昨年、60年の表彰を

していただいたわけですが、何で 60年ここにいられ

るのか、と考えた時

にいくつかの理由が

あるわけです。

私がロータリークラ

ブに入会して 62年

になるのですが

1960 年の数年前、

ちょうど私の親父がここの会長やっていた時期があり

ました。その時にもともと釧路クラブは釧路市内で１

つだったのですが、釧路クラブが昔の丸三鶴屋があっ

たあそこの３丁目と４丁目の間で、鉄北側と川の方の

ふたつに分割されたのです。

私が入会した数年前に北クラブができました。釧路ク

ラブから分かれて両角克治さんが創立者になって、釧

路クラブの当時の幹事から副会長まで全部を引き連れ

て北クラブを作ったという経過があったわけです。し

たがって、釧路クラブのメンバーもおそらく半分近く

に減ってしまった時代があったのです。その後は数年、

若い人を入れなきゃいけないという問題があったのだ

と思うのです。

川口さんを覚えている方は結構おられると思うのです

が、川口さんの話だと、「大正生まれの川口さんが入っ

たのも、分割して、すっかり減っちゃって、釧路クラ

ブで補充しようということで入った」という話を良く

されていました。

私が入った時は、私が試験を終えて、修習生を終えて

開業した年が昭和 35年の春だったのです。このロー

タリーは同じ年の 11月に入会しているのです。半年

しか経っていないですね。

職業分類というのは今でもあるのですが当時は、職業

分類を厳格にやっていまして、「１業種１人」という

基準で会員を入れていたことがあります。そんな関係

で、私の職業分類は弁護士なのですが、その当時、親

父がメンバーとして入っておりましたので、この分類

としては重複することになるのですが、シニアになっ

ていたのでその枠は外れるということでした。私につ

いては、当時メンバーだった赤松さんという公証人が

推薦者で入会手続が行われ、入会が認められたという

ことです。

当時は、今もそうでしょうけど 26歳で入会するとい

うのは極めて少ない、あまり前例がないことなのです

が、そのために私が今までの長い期間メンバーとして

残ってこられたことの原因になるのです。

その他にいくつかの理由がありまして、業績などもそ

の分割によって激減していたということが１つ。もう

１つがロータリークラブというのは「役職を当てると

断ってはいけない」というのがありまして、非常に断

りにくいということです。私の仕事が代理を立てるこ

ともできない、代わってくれる人もいない、というこ

とがあります。１人で事務所をやっていた関係もあり、

多忙な仕事を引き受けることは困難だということで先

輩が気を使ってくれて、外してくれていたのです。お

かげでそういう大変な時期に大変な仕事からは外れる

ということで、会員として職責を果たすことが可能

だったことがあります。そういう意味では優しい先輩

が大勢いたということなのです。

ほとんど一世代が違うので、私が入会したとき昭和生

まれの人は１人しかおられなかったです。誰がいたか

というと敷島商会の梁瀬さんです。今の梁瀬君のお父

さんが私より１年先に入っていた若い年代ということ

で、昭和では１人だけだったのです。そういう関係も

あって例会に出るのも大変な時代でした。難しいお父

さんぐらいで、私の親父の年代の人がほとんどという

ことで、テーブルに座っていても厳しい時代です。

私の仕事関係では、木曜日が例会で休みですから、こ

れは昔から変わっていない。木曜クラブと戦後名前を

変えてやった時期があったということなのですが、そ

の延長線上にあって木曜日が例会日です。木曜日にな

ると仕事の関係でできないという時がありますが、

メークアップということでは今あまり厳しく言わない

ですが、メークアップは各クラブが競っていたのです。

これは、私が入会したときのクラブ会報を参考に持っ

てきたのですが、そのクラブ会報によると毎月各クラ

ブはどれだけ出席したか全部が表になって出ているの

です。そうすると今の７分区ばかりではなくて、350

地区の中で競争するのです。他のクラブの出席率がど

うなっているかが気になる。「出席率については

100％が当たり前」という時代ですから、欠席するの

が非常に難しい。そうすると私たちはどうするかと

いったら、自分の例会に出られなかったら、１週間に

１回どこかでやっている例会場に行くことでカバーす

るのです。60年前を考えてみますと、できていたの

は北クラブの水曜日しかないのです。木曜日行けない

時には水曜日に行く、どっちかにしようというスケ

ジュールを組んでやっていきました。

そのうち、弟子屈クラブができ、厚岸ができたりして、

そっちに行ってくることもありました。それから札幌

や東京に出張する時に、ついでに行ってみることも

やっていました。遠くは京都東クラブですが、そこの

クラブの雰囲気がぜんぜん違っていて、各クラブがこ

んなに違うのかとい

うのは行ってみて、

初めて分かるという

ことです。

先ほどの話に出てい

た村上さんという方

は恐らく 200％くら

いの出席だったと思うのです。なぜそれだけ行ったか

というと、ほとんどはメークアップなのです。自分の

クラブにばっかり出るのではなくて、全国を歩いてい

ます。この方は本当のチャーターメンバーなのです。

リチャーターの時はもちろん行ったのですが、亡くな

るまでずっと出席。

私が出席でいちばん言っておきたいのは、あの人は

ロータリーの記録を全部取っているのです。記録を

取って、それを全部まとめてくれて、村上さんは亡く

なるときに全部を当時の責任者だった方に渡したと思

うのです。

皆さん、記録がどうなっているか分かりますか。いま

私が気になっているのは、手元に 50周年、60周年、

70周年、80周年の記録は本になってありますが、そ

の前はないのです。恐らく発行していないのではない

かと思います。誰か持っておられる方いれば別ですが、

配布されたものとしては残っていないのではないかと

思います。

資料というのはそこで失われると、なくなってしまう

のです。私は青年会議所にいたのですが、青年会議所

時代にやっぱり記録が必要なことがありまして、古い

10周年から 20周年を全部集めて、青年会議所卒業

したあと必要があって、ときの会長に渡して、全部引

き継いでくれるように話をしたのですが、どれもどこ

へ行ったのか分からなくなって。

記録の係を決めてやらなければ、これは恐らく駄目だ

と。ロータリーの記録もそうだと思うので、その辺も

今後気をつけて大事にしておくようにしていただきた

いなと。特別な委員会でも作らないと難しいかもしれ

ません。そんなことを感じております。

いろいろありますけれど時間がありますので、これで

終わらせていただきます。どうも失礼しました。

−99 −



 

　　　　　　　　　　杉村　荘平会長

　皆さん、こんにち

は。皆さまのおかげ

をもちまして 85周

年記念例会をコロナ

の影響も受けず、無

事開催することがで

きました。本日は

「パート１」ということで、来週の夜例会は「パート２」

ということでお世話になりたいと思います。どうぞよ

ろしくお願いいたします。

この例会を開くに当たっては５周年ということもあ

り、あまり対外的な要素を入れずに、今日のこういう

落ち着いた雰囲気で歴史を振り返る例会にしたいとの

思いがあってこのようにさせていただきました。

今週・来週とベテランメンバーの方々にお話いただき

ますが、これまでの先輩がどのように歴史を紡いでき

たのかに思いを馳せていただきながら、次の 90周年

につながる例会にできればと思っておりますので、ど

うぞよろしくお願いいたします。

85周年ちなんでの会長挨拶、歴史を振り返るパート

３でございます。皆さんのお手元にありますが、嵯峨

記念育英会でおなじみの嵯峨晃さんについてお話した

いと思います。

嵯峨晃さんは、明治 38年に函館でお生まれになって

おります。釧路中学校から法政大学に進みまして、嵯

峨漁業に入社するというところですが、エレクトの時

代に嵯峨さんを少し調べましたら、「昭和 40年くら

いの釧路新聞に、日経にある『私の履歴書』のような

ところに嵯峨さんが載っていた」という情報を聞きつ

け、釧路新聞の資料室から探してきたのが皆さんの手

元にある資料でございます。

それを見ますと、嵯峨さんは大学を出るまでは家業を

継ぐ気はまったくなく、半ば勘当状態で演劇に心血を

注いでおられたのが分かります。釧路に戻ってきてか

らの心境も詳しく綴られております。浅川副会長が一

生懸命コピーしましたのでぜひお持ち帰りいただけれ

ばと思っております。

ちなみに嵯峨さんは、昭和 40年にガバナーを務めら

れますけれど、昭和 40年ころは北海道がまだ１地区

で、「ガバナーは函館・札幌・小樽からしか出せない」

という暗黙の了解があったように資料で見ました。そ

の中で、２地区になるまでの 24人中のガバナーのう

ち、両角克治さん、嵯峨さん、旭川の岡田さんの３名

だけが３市以外からガバナーになったという記述も残

されておりました。

数々の成績を残された嵯峨さんが昭和 47年に 69歳

で亡くなられております。ご冥福をお祈りしたいと

思っております。

こんな資料を持ってきた私ですので、もう今年度会長

の役割は全うできたかなと自負しているところであり

ますが、もうひとつ皆さまにぜひお知らせしたいこと

があります。

嵯峨晃さんには、釧路クラブにも在籍されました嵯峨

誠さんという息子さんがおりました。ご存じない方が

多いかもしれませんが、ご紹介をさせていただきます。

嵯峨誠さんは昭和 14年にお生まれになり、日進小学

校・東中・湖陵高校・拓殖大学という経歴があって、

嵯峨漁業に入社されております。残念ながら、昭和

56年に 41歳の若さで亡くなられております。嵯峨

さんは三代に亘って釧路クラブにご在籍されてご活躍

されていたことになります。

実は、天方さんのお父さんと昭和 14年生まれの同い

年でして、青年会議所時代からの親友だったという記

述があります。その嵯峨さんが亡くなられた時に嵯峨

誠さんの人柄が偲ばれる追悼文を見つけましたので最

後にそれをご紹介させてもらいたいと思います。

読ませていただきます。

追悼文

嵯峨誠、ごつい体の上にいかつい顔を乗せていた。体

とは似合わない声。そんな、まこ（誠）と出会ったの

は十数年前。それ以来、ずいぶんいろんなことがあっ

たっけ。仕事・社会・友・人生、そんなことを大きな

声を張り上げて明け方までお酒を飲んだっけ。

お前の悪口・雑言を言い合おうと、昭和 14年の生き

残り７名が某所へ集まった。その時に出た中から、お

前に聞かせたいことがあるからよく聞けよ。

まず、お前は無責任だ。そうだろ、男がだぞ、女房・

子どもを泣かせておいて、知らん顔してお前だけ勝手

に行きやがって。それで済むわけがないぞ。それにだ、

俺たちとの約束をどうしてくれる気だ。

まこ、お前は馬鹿がつくくらいの頑固者だ。お前と議

論したら、こっちは辟易するくらい自分の言い分を曲

げようとしなかった。長生きしていい分、短い間に全

部言い張ったか。

ともかく、お前が行く某所で延々６時間、まこの歌は

どうの、まこの癖はどうの、とか悪口・戯れ言の数々

を並べて言ったつもりだったが、どいつもこいつも

しょぼくれてしまって、酒は結構飲んだが生きながら

えない日だった。つまるところ、みんな、お前が好き

だということだな。

という文章でございますが、天方さんのお父さんの人

柄まで偲ばれる文章だと思います。嵯峨さんには、せ

めて70歳くらいまでお元気でいてもらいましたなら、

われわれの前でかっこいい先輩として立たれていたの

かなと思っております。

こういう先輩たちが情熱を傾けてきたのが、今の釧路

クラブだということにみんなで感謝しながら、今日と

来週の 85周年記念例会をしっかり行っていきたいと

思います。

どうぞよろしくお願いいたします。

幹事報告　市橋夛佳丞幹事

　皆さま、こんにちは。幹事報告をさせていただきま

す。

次年度のガバナーエレクト事務所から「次年度のガバ

ナー補佐予定者が決定した」という通知が来ました。

わが第７分区では白糠ロータリークラブの今年度会長

の美馬様がガバナー補佐に就任されるというご案内が

来ております。後ほど、ホワイトボードに掲示します

ので、１～８分区の皆さまが載っておりますのでご確

認をと思います。合わせて、次年度のスケジュール、

ＰＥＴＳならびに地区研修協議会・地区大会の開催日

程が確定したというご案内、そちらもホワイトボード

に掲載させていただきます。皆さま、スケジュールの

調整をお願い申し上げます。

最近、事務局のメールに不調が見られております。皆

さまに配信するさまざまなスケジュール等々が届いて

いない方がいるというお話を受けまして、先日から確

認しておりますが、現状、皆さまにお流ししているご

案内を私がご紹介させていただきます。

まず１つ目ですが、来週に行われます創立 85周年の

記念例会パート２「夜間例会」の案内が流れておりま

して、この取りまとめの期限が来週の月曜日（15日）

までとなっております。こちらを再度ご確認していた

だければと思います。

続きまして、「12月例会のプログラム」も流させてい

ただいておりますので合わせてご確認をお願いいたし

ます。

12月第３例会で「情報集会報告会」を行いますが、

それに先立ちまして炉辺会合を開催させていただきま

す。炉辺会合のスケジュール並びにグループ分けを皆

さまに先日送付させていただいております。こちらも

合わせてご確認いただければと思います。

また、12月第４例会は「釧路ロータリークラブ重大

ニュース」と題して例会を行いますが、そこで使用し

ますアンケートを皆さま方に送付させていただいてお

ります。

現状、計４点のご案内が皆さまに届いているかと思い

ます。こちらも私の報告が終わりましたらホワイト

ボードに掲載しますので、ご確認をお願いいたします。

また、メールシステム不調が続いておりますので、再

度、皆さまにお流しすることもあろうかと思います。

重複はご容赦いただければと思っております。近日中

に復活させたいと思っています。

以上、幹事報告とさせていただきます。ありがとうご

ざいました。

清水　幸彦パストガバナー

　皆さま、こんにちは。古い話です。

うちのクラブのスポ

ンサーは札幌と帯広

です。札幌ロータ

リークラブが昭和７

年 12月３日に設立

総会をしまして、翌

年の認証です。最初

の札幌クラブの会長は佐藤昌介という方で、札幌農学

校の１期生です。ということは 1876 年にクラーク博

士が札幌に来たその時の１期生が佐藤昌介です。この

方は後々、うちのクラブと関係しますが、昭和 10年

にガバナーエレクトととなり、11年にガバナーになっ

たわけで、その昭和 11年にうちのクラブができてお

ります。

昭和 11年というと皆さま、お気づきでございましょ

うが、東京で陸軍のクーデター未遂が起きて、重臣が

５～６人殺されたそんな大変な時代でした。

その 11年には、北海道で大日本帝国陸軍特別大演習

が行われ、天皇陛下が小樽までお召し艦「比叡」に乗っ

てこられました。私は小学校２年生で、公園通りでお

迎えしましたが、天皇陛下があずき色のベンツに乗っ

て、手を振るわけでなく真っ直ぐ前を見て過ぎて行っ

たのを覚えています。

その 11年に釧路で何が起こっていたか。「釧路ガス」

が初めてできた年です。両角克治さんは、それ以外に

も忙しかったわけで１年の行事が済んで、うちのクラ

ブが 11月 23日に発足したわけです。

その年の昭和 11年に佐藤昌介先生が地区ガバナーに

なったわけです。そして、12年の５月 14日、当時

は全日本が台湾・朝鮮も含めてひとつの地区で、北海

道では初めての地区大会が催されました。その時の記

録によりますと、上野発の昼の特別列車を使って、そ

れに乗って札幌に着き、札幌で地元の方がたくさん歓

迎をしたということです。

当時の札幌は人口が 18万人くらい。その北海道の地

区大会の様子は札幌グランドホテルの特別資料室に

残っております。グランドホテルというのは、日本で

も片手の中に入るほどの本式のホテルだったようで

す。12年５月 14・15日の北海道で初めての地区大

会に、うちのクラブからは両角克治さんをはじめ何人

もの方が出席していたと思います。

お気づきでしょうけれど、その 12年７月７日、北京

郊外、盧溝橋で志那事変が始まった。古い話で、その

年の日本の総理大臣は近衛文麿公爵で、後に昭和 20

年、青酸カリを飲んで自殺なさった。そして、昭和

14年（1939 年）９月１日、ドイツがポーランドに

侵攻して世界大戦が始まった。そういうことでロータ

リーが幕を下ろすことになった。札幌ロータリークラ

ブの最終の例会は昭和 15年 10月です。札幌のグラ

ンドホテルの資料室に載っている。

うちのクラブは飯田要次郎さんが初代会長で、両角克

治さんが３回くらい幹事を続けてやってらっしゃる。

先ほどお話があったように当時、東北と北海道がひと

つの地区になった。その後に、北海道がひとつの地区

になった。ガバナーというのは札幌・小樽・函館から

出ていた。今の 2500 地区、道東から出た最初のガバ

ナーが両角克治さん、先進的です。それから昭和 40

年に嵯峨旻さんがなっています。それからしばらくお

いて旭川の方がなって、釧路クラブというのは 2500

地区の歴史のうえからいくと大変立派な所です。

少し予定の話を変えて、うちの誇りとすること、小船

井さんのことについてお話したい。ちょっと偉そうな

ことを言うけど、国際研究会、つまりリーダーという

のは日本から数人選ばれます。これに選ばれるという

ことは大変なことで、北海道の地区から私が最初に選

ばれています。それから20年経って小船井さんがなっ

た。

もうひとつ、地区大会にＲＩ会長代理が来ます。これ

はＲＩ会長の専権事項ですから、うちのクラブでは、

地区で最初になったのは私で、数回やっています。小

船井さんも５～６回やっていて特筆することは、小船

井さんは札幌の地区大会にＲＩ会長代理で出られ、こ

れは大変な評判でした。札幌の人に「釧路には素晴ら

しい立派な人がいる」と言われました。こんなことで、

うちのクラブは誇りすることが沢山あります。こう

いった形で引き継がれていくことと思います。

それから、嵯峨さんの自伝で、ご自分が亡くなるころ

書いていました。昭和 47年４月 20日です、いま思

い出した。当時の地区ガバナーは鷲塚三郎さんという

名寄の方です。当時の私はクラブ幹事をしていました。

嵯峨さんの告別式の当日に来て、「嵯峨さんの弔辞を

書いてくれ」と突然言われて、あの弔辞は２時間ぐら

い前から急いでボールペンで書いたのが私です。

釧路地方では、さっきの国際協議会のリーダーだった

のは私と小船井さんと足立さん。ＲＩ会長代理も私と

小船井さん、それから足立さんもやっていますね。

うちの地区の中で、釧路というのは優秀なところです。

その伝統を受け継いだ皆さん方、どうぞこれからもう

ちのクラブは立派なクラブだ、大事にして育ててくだ

さい。

原稿も何も持っていないので喋るの、これでお話を閉

じることにいたします。

ありがとうございました。

小船井修一パストガバナー

　こんにちは。私は

清水先生と違ってあ

まり記憶力ありませ

んので原稿用意しま

した。それを読ませ

ていただきます。

先生は 90年ぐらい

前の話なのですが、私の場合は今から 65年前、ちょっ

と古さが新しくなってきました。

今から 65年前の 1956 年、私が小学校 2年生の時で

した。その年、父親が釧路ライオンズクラブに入会し

ました。ライオンズのクリスマス家族会で、大人たち

が帽子を被って「ウォー」と吠えていたことを今でも

覚えています。

釧路で２番目の北クラブの創設は 1958 年（昭和 33

年）ですから、1956 年の時は釧路ロータリークラブ

しか釧路にありませんでした。特に「１業種１会員」

という形でいろんな業界の中に１人しかいないので

す。弁護士さんも１人しかいなかった。泉先生、おひ

とりだったと思いますが、制度が厳格に守られた時代

でした。

釧路ロータリークラブのリチャーターを 1950 年 10

月２日に再承認されました。当時、釧路商工会議所会

頭だった吉田利和さんを覚えている方いらっしゃると

思います。釧路クラブのリチャーター会員で 1953 年

にクラブ会長を歴任しています。吉田氏が社長をして

いた会社の常務が私の父親でした。「１業種１会員」

のルールでは、吉田会員が在籍している間はロータ

リークラブに父親は入会することはできませんでし

た。すでに職業分類に充填されている業種の経営者・

専門職の入会希望者はロータリークラブに入りたくて

もが入れなかったのです。変な言い方ですけど、父親

はやむなくライオンズクラブに入会したと私は思って

おります。その意味で、65年前の釧路ロータリーク

ラブは入りたくても入れない、敷居の高い社交クラブ

でした。

小学２年生の私はライオンズクラブよりもロータリー

クラブの方が偉い人が入るところなのだ、と思い込み

をしたわけです。その思い込みがあったのか釧路に

帰ってきて、当時、市議会議員だった割方会員から入

会を勧められ入会させていただいた経過があります。

私のロータリー歴、先ほどは清水先生にお褒めいただ

きましてありがとうございます。1983 年５月に帰っ

てきまして、1984 年１月に釧路青年会議所入会。そ

して、1984 年６月に釧路ロータリークラブに入会し

ました。35歳でした。当時、市議会議員の綿貫健輔

さんも私と同じ例会に来て入会しまして、メンバー数

が 101 名でした。37年前も今も 100 人というクラ

ブはある意味では稀有な存在であると私は思っており

ます。

私は 1999-2000 年の釧路ロータリークラブの会長を

させていただき、その後はガバナーをさせていただき

ました。入会して 37年になります。現役会員で今、

私は６番目に古いのです。川合会員と尾越会員は４月

に同時入会しています。私は同じ年の６月入会でした

から、３人はほぼ同じ時期に入っています。ちなみに

尾越さんは青年会議所に入りましたので、私は青年会

議所に行くと尾越さんの先輩になります。だけど、釧

路ロータリークラブでは尾越さんが私の先輩です。そ

ういう関係であります。1984 年に浦見町に東映ホテ

ルがありましたが、駅前に移転したことに伴い中村隆

会員の釧路パシフィックホテルに例会場が変更になっ

てすぐ後の入会でした。

その当時のメンバーには最後のチャーター会員の村上

祐二氏、リチャーター会員の北村藤兵衛氏がおられ、

村上祐二会員が数年後に例会終了直後に逝去されたこ

とを覚えています。階段から落ちて亡くなりました。

そのころの長老が丸ト北村の北村藤兵衛さん、スタン

ダード石油の山本幸三さん、森口二郎さん、シロアム

病院の高岡先生などがおられたことを思い出します。

現在の釧路クラブ会員の先代も多く在籍していまし

た。もちろん清水幸彦先生もガバナーを終え、国際ロー

タリーの研修リーダー、規定審議会代表議員、地区大

会会長代理と大活躍をされておりました。そして、三

ツ輪運輸の栗林定德氏。福司の梁瀬誠也氏、白崎建設

の白崎功一氏、天方会員の先代の勇氏、登坂会員の先

代、浅川会員の先代も元気に活動されていました。

また、ロータリー入会の半年前に青年会議所に入会し

ていましたが、釧路クラブに多くの青年会議所会員が

おられました。その中で覚えておられますかね、金安

時計店の金安時男さんも亡くなりましたが、金安さん

から「修ちゃん、青年会議所に入っているならロータ

リー例会に無理して来なくていいから」と言われたの

を今でも覚えています、そういう金安先輩たちのご助

言があって、私は無理せずＪＣの現役時代は、ほとん

どロータリーに顔を出していませんでした。無理せず、

肩に力を入れないでロータリー活動させていただいた

ことで三十何年かロータリアンとして在籍できたと感

じています。

釧路クラブの最大の美点はパストガバナー夫妻であ

る。パストガバナーやパスト会長は威張らない。威張

ることができない空気があることです。これは清水幸

彦会員、泉敬会員のおかげ、と思っているのは私だけ

ではないと思います。

これまで私は国内外の多くのクラブや地区を訪問しま

した。クラブ、地区でも選挙での混乱、主導権争いの

課題などを見てきました。ロータリークラブが「１年

交代」を創設以来維持している意味は、クラブは平等・

安定という目的があるのを前提に全てのクラブ会員が

クラブ運営をとおして職業人としての研鑚を積み重ね

るという目的があるからです。

今後とも釧路クラブが、毎年の会長の皆さまが主体的

に活動していただくために、クラブは真にリーダーを

支えていくことを願って私のスピーチとさせていただ

きます。

ご清聴ありがとうございます。

白幡　　博パストガバナー補佐

　いま、清水先生、

そして小船井さんか

ら 90年前と 60年

前のお話、釧路ロー

タリークラブの歴史

を感じさせていただ

いた時間だったと思

います。私は入会をして 30年と少し経っていますの

で、ちょうど 30年前に入ったころの私自身のちょっ

とした思い出、まだらですけども残っている話をした

いと思います。

ひとつは委員会です。もちろん、皆さんと同時に委員

会活動するのですが、委員長と副委員長の関係のお話

をひとつ。当時、私は副委員長だったと記憶していま

すが、委員長は北電の瀬山さんという方で支店長さん

でした。「白幡君」という言い方をしていただきました。

白幡君って言われると、小学校・中学校の女子によく

言われていましたが、それ以来、ないものですからす

ごく心地よいというか、なんて言うのか自分自身が素

直になった 40代だったと思います。

前半ですので、「白幡君、ちょっと委員会の話をしよう。

ぜひ、うちの会社に来てくれ」。北電の支店長室に呼

ばれて、支店長室で委員会の打ち合わせをしました。

北電の支店長室ですので緊張して、なにか舞い上がっ

てしまって、コーヒーもあまり味を覚えていないぐら

い。それでも瀬山さんはとても優しい方で、その後は

「委員会を自分の公宅でやろう」と。弥生町にある北

電の公宅に委員会メンバーが集まって、それぞれお酒

やお料理を持ち込んで委員会を開きました。

そうしますと、すごく距離感が近くなって、その後の

情報集会、炉辺会合も当時、私の記憶ではたしか弥生

町に日銀の公宅があり、そこで、支店長は福田さんだっ

たと記憶していますが「せっかくの釧路ですから炉端

風にやりましょう」ということで炭火を起こしてサン

マ。ちょうど脂が乗って美味しい時期だったものです

から、お手伝いさんに焼いてもらったのです。そうす

ると公宅が煙だらけになっちゃって、もしかしたら火

事のときの火災報知器が鳴る状況まで行ってしまいま

した。ですけども、皆さん仲が良く、本当に釧路を楽

しんでいただいて、そして結果的には福田さんは、ご

存じかと思いますがカヌーまで買い込んで釧路に何度

もいらっしゃっていると私は記憶しています。そんな

意味で、当時の転勤族の方々とそういう近しい関係を

築けたことが記憶に残っております。

時間の関係もありますので最後に、シロアム産婦人科

の高岡先生がおりました。その会員卓話には記憶があ

る方は記憶あるのでしょうけれども。産婦人科医です

ので当然、リアルな画面で図解もされて説明しており

ました。「ロータリーは、こんなこともするのだ」と

いうような会員卓話ですので、職業奉仕というのです

か。そういった面で若かったものですから非常に衝撃

を受けた、そんなロータリーでございました。

時間の関係で、私はこれぐらいで次は、泉先生にバト

ンタッチしたいと思います。

どうもありがとうございました。

泉　　　敬君

　とても長くなりました。私は昨年、60年の表彰を

していただいたわけですが、何で 60年ここにいられ

るのか、と考えた時

にいくつかの理由が

あるわけです。

私がロータリークラ

ブに入会して 62年

になるのですが

1960 年の数年前、

ちょうど私の親父がここの会長やっていた時期があり

ました。その時にもともと釧路クラブは釧路市内で１

つだったのですが、釧路クラブが昔の丸三鶴屋があっ

たあそこの３丁目と４丁目の間で、鉄北側と川の方の

ふたつに分割されたのです。

私が入会した数年前に北クラブができました。釧路ク

ラブから分かれて両角克治さんが創立者になって、釧

路クラブの当時の幹事から副会長まで全部を引き連れ

て北クラブを作ったという経過があったわけです。し

たがって、釧路クラブのメンバーもおそらく半分近く

に減ってしまった時代があったのです。その後は数年、

若い人を入れなきゃいけないという問題があったのだ

と思うのです。

川口さんを覚えている方は結構おられると思うのです

が、川口さんの話だと、「大正生まれの川口さんが入っ

たのも、分割して、すっかり減っちゃって、釧路クラ

ブで補充しようということで入った」という話を良く

されていました。

私が入った時は、私が試験を終えて、修習生を終えて

開業した年が昭和 35年の春だったのです。このロー

タリーは同じ年の 11月に入会しているのです。半年

しか経っていないですね。

職業分類というのは今でもあるのですが当時は、職業

分類を厳格にやっていまして、「１業種１人」という

基準で会員を入れていたことがあります。そんな関係

で、私の職業分類は弁護士なのですが、その当時、親

父がメンバーとして入っておりましたので、この分類

としては重複することになるのですが、シニアになっ

ていたのでその枠は外れるということでした。私につ

いては、当時メンバーだった赤松さんという公証人が

推薦者で入会手続が行われ、入会が認められたという

ことです。

当時は、今もそうでしょうけど 26歳で入会するとい

うのは極めて少ない、あまり前例がないことなのです

が、そのために私が今までの長い期間メンバーとして

残ってこられたことの原因になるのです。

その他にいくつかの理由がありまして、業績などもそ

の分割によって激減していたということが１つ。もう

１つがロータリークラブというのは「役職を当てると

断ってはいけない」というのがありまして、非常に断

りにくいということです。私の仕事が代理を立てるこ

ともできない、代わってくれる人もいない、というこ

とがあります。１人で事務所をやっていた関係もあり、

多忙な仕事を引き受けることは困難だということで先

輩が気を使ってくれて、外してくれていたのです。お

かげでそういう大変な時期に大変な仕事からは外れる

ということで、会員として職責を果たすことが可能

だったことがあります。そういう意味では優しい先輩

が大勢いたということなのです。

ほとんど一世代が違うので、私が入会したとき昭和生

まれの人は１人しかおられなかったです。誰がいたか

というと敷島商会の梁瀬さんです。今の梁瀬君のお父

さんが私より１年先に入っていた若い年代ということ

で、昭和では１人だけだったのです。そういう関係も

あって例会に出るのも大変な時代でした。難しいお父

さんぐらいで、私の親父の年代の人がほとんどという

ことで、テーブルに座っていても厳しい時代です。

私の仕事関係では、木曜日が例会で休みですから、こ

れは昔から変わっていない。木曜クラブと戦後名前を

変えてやった時期があったということなのですが、そ

の延長線上にあって木曜日が例会日です。木曜日にな

ると仕事の関係でできないという時がありますが、

メークアップということでは今あまり厳しく言わない

ですが、メークアップは各クラブが競っていたのです。

これは、私が入会したときのクラブ会報を参考に持っ

てきたのですが、そのクラブ会報によると毎月各クラ

ブはどれだけ出席したか全部が表になって出ているの

です。そうすると今の７分区ばかりではなくて、350

地区の中で競争するのです。他のクラブの出席率がど

うなっているかが気になる。「出席率については

100％が当たり前」という時代ですから、欠席するの

が非常に難しい。そうすると私たちはどうするかと

いったら、自分の例会に出られなかったら、１週間に

１回どこかでやっている例会場に行くことでカバーす

るのです。60年前を考えてみますと、できていたの

は北クラブの水曜日しかないのです。木曜日行けない

時には水曜日に行く、どっちかにしようというスケ

ジュールを組んでやっていきました。

そのうち、弟子屈クラブができ、厚岸ができたりして、

そっちに行ってくることもありました。それから札幌

や東京に出張する時に、ついでに行ってみることも

やっていました。遠くは京都東クラブですが、そこの

クラブの雰囲気がぜんぜん違っていて、各クラブがこ

んなに違うのかとい

うのは行ってみて、

初めて分かるという

ことです。

先ほどの話に出てい

た村上さんという方

は恐らく 200％くら

いの出席だったと思うのです。なぜそれだけ行ったか

というと、ほとんどはメークアップなのです。自分の

クラブにばっかり出るのではなくて、全国を歩いてい

ます。この方は本当のチャーターメンバーなのです。

リチャーターの時はもちろん行ったのですが、亡くな

るまでずっと出席。

私が出席でいちばん言っておきたいのは、あの人は

ロータリーの記録を全部取っているのです。記録を

取って、それを全部まとめてくれて、村上さんは亡く

なるときに全部を当時の責任者だった方に渡したと思

うのです。

皆さん、記録がどうなっているか分かりますか。いま

私が気になっているのは、手元に 50周年、60周年、

70周年、80周年の記録は本になってありますが、そ

の前はないのです。恐らく発行していないのではない

かと思います。誰か持っておられる方いれば別ですが、

配布されたものとしては残っていないのではないかと

思います。

資料というのはそこで失われると、なくなってしまう

のです。私は青年会議所にいたのですが、青年会議所

時代にやっぱり記録が必要なことがありまして、古い

10周年から 20周年を全部集めて、青年会議所卒業

したあと必要があって、ときの会長に渡して、全部引

き継いでくれるように話をしたのですが、どれもどこ

へ行ったのか分からなくなって。

記録の係を決めてやらなければ、これは恐らく駄目だ

と。ロータリーの記録もそうだと思うので、その辺も

今後気をつけて大事にしておくようにしていただきた

いなと。特別な委員会でも作らないと難しいかもしれ

ません。そんなことを感じております。

いろいろありますけれど時間がありますので、これで

終わらせていただきます。どうも失礼しました。

−100 −



 

本日のニコニコ献金

■髙橋　直人君 　昨日、北海道新聞「釧根ビジネス探訪」に弊社の取り組みが紹介されました。

■水口　喜文君　この度の父の葬儀に際し、ご参列頂き、またご供花、ご香料を賜りありがとうございました。

　　　　　　　　落ち着きましたら、復帰させて頂きます。

今年度累計　　160,000 円　　
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ＲＩ会長  シェカール・メータ

第 2500 地区ガバナー
漆崎　　隆（釧路ベイ RC）

ロータリー親睦活動月間月間テーマ

本日のプログラム

次週例会 鉄道高架と都心部まちづくり計画について （担当：プログラム委員会）

釧路ロータリークラブ創立 85周年記念例会 Part2（担当：理事会 /親睦活動委員会）

ロータリー財団月間

■ロータリーソング：四つのテスト　　　　　　　■ソングリーダー：川合　隆俊君

■会員数　  103 名

■ビジター   なし

■ゲスト　   なし

 

　　　　　　　　　　杉村　荘平会長

　皆さん、こんばん

は。本当に多数のご

出席をいただきあり

がとうございます。

また舟木直前会長に

おかれましては、初

夜例会ですね。体調

が悪い中、本当にありがとうございます。

　85周年 Part2 ということで開催をさせていただき

ます。先週の Part1 では、清水・小船井両パストガバ

ナー、白幡パストガバナー補佐、泉先生には大変素晴

らしいスピーチをいただくことができました。この場

をお借りしてお礼を申し上げます。

　Part2 でございます。皆さんのお手元に少しでも雰

囲気を感じ取ってもらえればと、昭和 11年 11月 23

日付の新聞と 1936 と書いてある 1936 にちなんだワ

インとジュース、それから 85周年の記念品を置かせ

ていただいております。三役が総力をあげて用意をさ

せていただいたものでございます。補足をさせていた

だきますが、このワイン、ジュースも 1936 と書いて

ありますが、1936 年産のワインではなく、1936 年

とは特に関係ございません。そのような高価なワイン

を用意できるわけがありません。雰囲気を感じ取って

いただければと一生懸命に探しましたので、どうぞよ

ろしくお願いいたします。また、昭和 11年の新聞で

すが、少し広告が多いように思われますが、調べまし

たら当時の新聞は第一面が広告面なのです。いまその

コピーサービスを取ると、第一面しか取ってもらえず

どうしても広告面が多くなってしまいます。雰囲気を

味わっていただければという三役の気持ちを汲み取っ

ていただければ幸いでございます。どうぞよろしくお

願いいたします。

　85周年、杉村年度でいろいろ取り組んでおります

が、特に会員増強を頑張らせていただいております。

村上大委員長、五十嵐委員長をはじめ皆さんのおかげ

で、現時点で７名の純増をいただいております。とい

うことで、今回は釧路クラブの歴史を振り返ろう・会

長挨拶第４弾は、歴代の中で一番会員増強を行った会

長に須貝寛一さんという会員がいらっしゃいます。そ

の方をご紹介させていただきます。

　須貝さんは、大正３年に米町で生まれて、南大通に

ある教科書販売の株式会社須貝の経営をされておりま

した。昭和 34年に釧路クラブにご入会をされ、47

年にクラブ会長、51年に分区代理をされております。

私は増強を行うに当たって、歴代のどのような方々が

行ったかを見ていて、この業績を見て本当にびっくり

しました。須貝さんは会長年度に 28名の会員増強を

行っておりました。これはダントツでトップだと思っ

ております。この年に９名の退会者があったようで、

それでも 19名の純増で、年度末に 115 名の会員で

終わっています。

　この年に 115 名ということで、当時の 2500 地区

では長年、旭川クラブが一番の会員数を誇っていたよ

うですが、釧路クラブが創立後初めて旭川クラブを抜

いて 2500 地区トップの人数になったようです。こち

らの村上さんではありませんが、村上祐二チャーター

メンバーから「釧路クラブ、創立以来の金字塔だ」と

お褒めのお言葉をいただいている記述がございまし

た。

　そんな須貝さんも昭和 59年に亡くなられておりま

す。当時、この功績を称えて多数の方が、いろいろな

追悼文を寄せています。その追悼文の中で、清水先生

がガバナーをお受けした時の有名な裏話がありまし

て、清水先生がご自分で書いた追悼文を見つけました

のでご紹介をさせていただきます。

昭和 54年９月の初めのころだったと思う。須貝さん

が私を訪ねられた。午後の診療中のことであり、病院

の応接室でお待ち願った。間もなく部屋へ入ると、彼

の態度はいつになくぎこちなかった。

「今日は、頼みごとがあって来ました」。そして言葉を

続けて言うことは「うんと言ってくれるまでは帰るわ

けにはいかない」とすこぶるちんちくりんである。

「まあまあ、どういうことですか」と訪ねてみると、

地区ガバナーノミニー指名委員会で私の名前が上が

り、両角パストガバナーに言われて私の所に打診と、

それからＯＫを取り付けるというか、強要をしに来た

ということが、その来訪の目的であったのです。

当然、即答をするわけにはいかず、押し問答を繰り返

しているうちに、外線電話がかかってきたり、「患者

さんが待っているから」と看護婦が私を促しに来たり

で、いつまでも須貝さんと向き合っているわけにもい

かず、とにかく何とかお引き取り願おうとすると、「引

き受けてもらったと解釈するから」という勝手な捨て

台詞を残して退出した。

その夕刻に、彼に電話をして「固辞」を伝えると、「も

う『ＯＫした』と伝えてしまった。私の顔をどうして

くれる」という始末。

もし、あの日、寛ちゃんが、夜に私を訪問したならば、

もし飲み潰し作戦を取っていたならば、私のガバナー

ノミニーの話はなかったことになっていたかもしれな

い。合唱。

という追悼文でございます。われわれが仰ぎ見ている

清水先生のロータリー人生の大きな役割を果たした人

が、この須貝寛一さんというお話でございます。

須貝さんも多分このように乱暴なことはしたくはな

かったと思いますが、こうでもしないと清水先生がＯ

Ｋしなかったのだろうということで「悪者を演じた」

と思っております。

ちなみに、この後、昭和 56年に清水先生はガバナー

を務めるわけでございますが、当時は、この 2500 地

区初めての『昭和生まれのガバナー』だったこともご

報告させていただきます。

ということで、毎週同じようなお話になりますが、こ

のような先輩たちの熱い思いを積み重ねて今日の釧路

クラブがあったということを改めてみんなで確認をし

ながら、今日の 85周年を楽しみたいと思います。

どうぞよろしくお願いいたします。

幹事報告　市橋　多佳丞幹事

　皆さん、こんば

んは。幹事報告を

させていただきま

す。

まず、入口に赤い

羽根共同募金の募

金箱を置かせてい

ただいております。まだ赤い羽根を付けていらっしゃ

らない方が数名いらっしゃると思いますので、ぜひ帰

りにはご寄付をいただければと思いますので、どうぞ

よろしくお願い申し上げます。

また先日、炉辺会合開催のご案内を皆さまに送付させ

ていただきました。入会されて年数があまり経ってい

ない方がリーダー・副リーダーとなっているかと思い

ます。炉辺会合は、まず開催日を決めていただきまし

て、事務局より担当のグループへご案内を流すシステ

ムとなっております。まず、リーダー・副リーダーで

開催日程を調整していただきまして、早急にグループ

メンバーへ日程のご連絡をしていただければと思いま

すので、どうぞよろしくお願い申し上げます。

　また、「台北中央ロータリークラブ創立 36周年

チャーターナイト」が 12月に行われますので例年で

あれば、当クラブから台北さんの方へ行き祝意を表す

ところですが今年はできないことで、ここで皆さまと

一緒にお祝いのビデオメッセージを撮らせていただき

たいと思っております。撮影時間はコンパクトに１分

間程度と言われております。本例会の終了後に、こち

らの方で場所をセッティングさせていただきますの

で、皆さまのご協力よろしくお願い申し上げます。

　以上で幹事報告とさせていただきます。

親睦活動委員会　松井 聖治副委員長

　親睦活動委員会です。まずは、懇親会が始まる前に

創立 80周年以降にご逝去されました会員のお名前を

市橋幹事より申し上げていただきたいと思いますので

よろしくお願いいたします。

物故会員

市橋　多佳丞幹事

　それでは、80周

年以降にご逝去さ

れた会員のご紹介

をさせていただき

ます。

故・水野　　哲君　1998 年３月ご入会、2018 年 10

月 17 日ご逝去、享年 64歳

故・下川部善彦君　1991 年８月ご入会、2018 年 10

月 21 日ご逝去、享年 73歳

故・白崎　功一君　1965 年１月ご入会、1987 年－

1988 年度会長、

2019 年４月 16日ご逝去、享年 92歳

故・五明　正吉君　1990 年 10 月ご入会、2011－

2012 年度会長、

2021 年２月 27日ご逝去、享年 71歳

謹んでご冥福をお祈りいたします。

親睦活動委員会　松井 聖治副委員長

　それでは、生前

のご活躍・ご功績

を偲び黙祷を捧げ

たいと思います。

皆さまご起立をお

願いいたします。

黙祷。

ありがとうございました。ご着席ください。

　それでは、これより『創立 85周年記念例会 Part2』

の懇親会の開会をさせていただきます。本日、司会を

させていただきますのは、親睦活動委員会副委員長を

させていただいております松井です。どうぞよろしく

お願いいたします。

　それでは、はじめに 85周年を祝いまして、皆さま

で乾杯をしたいと思います。乾杯はテーブルのスパー

クリングワインにて行いますので、準備をしていただ

きたいと思います。

乾杯挨拶　舟木　　博直前会長

　皆さん、こんばん

は。お久しぶりで、

皆さんのお顔を見て

すごく嬉しいです。

ちょうど５カ月ぶり

ぐらいの夜間例会な

ので、今日の体調が

良いことを願いながら楽しみに待っていました。

本日は、当クラブの 85周年記念例会ということで、

古いメンバーは耳タコだと思いますが、当クラブの変

遷をたどれば、創立は1936年（昭和11年）11月23日、

認証は 12月 21日になっております。その年の重大

事件としては、歴史に残る「2・26事件」が起きて

います。それから昭和 15年までに釧路ロータリーク

ラブは続いていましたが、約 10年間、第二次世界大

戦の前後、国際ロータリーから脱会しておりました。

1950 年（昭和 25年）10月２日に国際ロータリーに

復帰しております。その時はまたも「朝鮮動乱」の最

中ということで、戦争にすごく関係があるのかなと

思っています。ちなみに、脱会の時は「真珠湾攻撃」

の戦争が始まる年だったと思います。

　わが釧路クラブは、世界のクラブの中で4,092番目、

日本では26番目、道内では７番目の歴史と伝統を誇っ

ております。これは歴代の会長になる時に皆さんが口

にする言葉です。

会長になって思いました、少し余談になりますが、歴

代会長の顔ぶれを見ますと、そうそうたる顔ぶれの人

がおります。面白いのですけれど、歴代の中で一番多

い名字が『吉田』さんで、４名でした。今日、吉田英

一君は来ていましたか。来ていますね。ぜひ５番目の

会長を目指して頑張ってください。続いては、釧路ク

ラブでは名門の栗林さんが３名、両角さんが３名と

なっております。会長の任期では、清水源作会長が初

期メンバーですが４期務めております。その方が一番

長く会長になっております。

話が長くなりましたので、そろそろ乾杯に移りたいと

思います。それでは、皆さんグラスをお持ちください。

釧路ロータリークラブ生誕 85周年を記念して乾杯を

したいと思います。

「乾杯」

ありがとうございました。

80 周年以降の歴代会長へ記念品の贈呈

はじめに、2016－2017 年度会長・木下正明君、

2017－2018 年度会長・邵龍珍君、2018－2019 年

度会長・脇弘幸君、2019－2020年度会長・天方智順君、

2020－21 年度会長・舟木博君。

。

80 周年以降歴代会長スピーチ

2016－2017 年度会長　木下　正明パスト会長

　皆さん、こんばん

は。80周年の会長

を務めさせていただ

きました木下でござ

います。皆さんのご

協力のおかげで 80

周年を盛大に開催することができました。唯一の心残

りが、先ほどもありました会員増強が私は「０」です。

最低会長ということで、これからは「最低会長」と呼

んでいただければと思います。本当にありがとうござ

いました。

2017－2018 年度会長　邵　　龍珍パスト会長

　お疲れ様です。

2017－2018 年度

81代会長の邵でご

ざいます。前年度が

80周年で、素晴ら

しい周年事業を行

なった年度で、われ

われの年度は、皆さんがダラッとしたいところだった

と思いますけれど、僕は「あれもやりたい」「これも

やりたい」ということで、当時の後藤幹事と工藤副会

長、また当時の理事の皆さんがご尽力いただき素晴ら

しい事業をさせていただいて素晴らしい１年になった

と思っております。

　今年度、最後の務めでＳＡＡをさせていただいてお

ります。杉村会長のもとで一生懸命頑張って、次年度

は一兵卒になります。何でもやらせていただきます。

ご恩をお返しするということで、何でもやりますので、

「元気ですか」と言えば「元気ですか」と言いますので、

今後ともよろしくお願いいたします。

2018－2019 年度会長　脇　　弘幸パスト会長

　皆さん、こんばん

は。2018－2019 年

度会長を務めさせて

いただきました。先

ほど来たら、「メイ

ンの席に座ってく

れ」、「写真を撮った

ら、前に座ってくれ」ということで、先輩のパスト会

長がたくさんいる中で、尻が痒いような感じですけれ

ども。私の年度は次年度に吉田潤司ガバナーを出すと

いうガバナーエレクトの年度でした。ですから『ＰＥ

ＴＳ・地区協議会』の開催などいろいろなことがあり

ましたが、当時は今年度会長の杉村副会長、浅川幹事、

村上・市橋両副幹事と本当に強力なサポートをいただ

き１年頑張ることができました。

滝越エレクト、副会長などみんながやってくれますか

ら何とかなります。安心をして頑張りましょう。

本当に良い１年間を過ごせたと思っています。皆さん、

本当にありがとうございました。

2019－2020 年度会長　天方　智順パスト会長

　こんばんは。脇会長は、吉田潤司ガバナーエレクト

の年度。私は本番の

吉田ガバナー年度で

ございます。この５

人の中で一番影が薄

い会長だったのかと

思います。「吉田丸」、

要するに会長が「○

○丸」と言われますけれど、その時だけは連合艦隊で

したので、それでも一生懸命にやったつもりでござい

ます。

自分がやったことで一番の功績は、良い吉田さん・悪

い吉田さん・普通の吉田さんで作ったこと。あとは、

しょうがなく杉村君を指名したことです。

ということで、お世話になりました。ありがとうござ

いました。

2020－2021 年度会長　舟木　　博パスト会長

　みんな話上手の後

で、上手く話ができ

ませんけれど、正直

言って大変な１年で

した。半分がコロナ

で、半分が闘病のよ

うな形でやっていま

した。もう 12月の『クリスマス例会』が一番のピー

クだったような気がします。

それから、大見得を張って 30人で台湾の世界大会に

参加しょうと意気込んでいました。でもいま思えば、

もし台湾があったら、手術をせずにそのまま行ってい

たと思うので、今ごろいなかったと思います。

そんなこんなで、何とかこのように元気に生きさせて

いただいていますことも、皆さんのおかげでございま

す。皆さん、本当に大変ご迷惑をおかけして、また幹

事の荒井君、そして副会長の土橋君、本当に一生付き

合える友だちができて、素晴らしい１年でした。どう

もありがとうございました。

親睦活動委員会　松井 聖治副委員長

　皆さん、ご歓談中ではございますが、先週に引き続

きまして3名の方よりスピーチをいただきたいと思っ

ております。

パストガバナー・パストガバナー補佐よりスピーチを

いただきたいと思っておりますが、その前に若手を代

表して工藤彦夫君よりスピーチをいただきたいと思い

ます。

工藤君、よろしくお願いいたします。

スピーチ

工藤　彦夫君

　皆さん、こんばん

は。この後、吉田さ

んと石田さんが話を

するらしいですけれ

ど、前座ということ

で、会長から「笑い

を取れ」と言われま

した。「そう、20年在籍して会長になれない人」の代

表として挨拶いたします

　良い宴席とはどのようなものか」ということである

人が言っていました。料理は重要ではない。イベント

も重要ではない。誰と一緒にお祝いをするかというこ

と。

今日は、85周年を皆さんと一緒にお祝いできること

を大変嬉しく思います。

もうひとつ。いま会員が 103 人いますけれども、先

ほど会長が須貝さんの 115 人の話をされました。杉

村会長はいままで 20人ぐらい入れています。ですか

らなるべくしてなった会長であります。須貝さんを抜

いて 120 人ぐらい行ってほしいということがありま

す。やっぱり数は力です。この会員拡大は重要だと思っ

ております。

僕が新入会員になる前のロータリーはパシフィックホ

テルで例会をやっていました。僕は近くに住んでいま

して、木曜日が釧路クラブの例会、うちの仕事も木曜

日が定休日です。

そうすると木曜日は、パシフィックの前に黒塗りのビ

カビカの車が 20数台並びます。そうすると黒塗りの

車はやっぱりヤクザかその関係者だろうと、僕はロー

タリーのことを何も知らずに「いや、嫌だな」と思い

ながらの毎週木曜日です。「きちんとルールを守るヤ

クザかな」と思っていたら、いろいろ聞くとロータリー

でした。

12時ころら黒塗りの車が次々と並んで、12時 30分

にはいっぱいになる。駐車しながら運転手が煙草を

吸って待っている。そのうち 13時 30分ころになる

と人相の悪い人ばかりが、指名手配犯よりも酷い顔の

人ばかりで出てきて、これはすごい会だと思いました。

いまの人は違いますよ。いまの人は違いますけれども、

本当に何をやっているのかなと思っていました。特に

幣舞橋を渡って帰る人は特に人相が悪かったように思

われます。

新入会員として入ってからは、写真を撮れるものだか

らすぐに会報をやらされました。当時は12人委員会、

だいたい一年間 48回の例会あるから４回やれば済み

ますが、古い人たちは全然やらないから新入会員が

10回とかやらされて。当時のシステムは、写真はポ

ラロイドで撮る。ポラロイドは広角だからこの辺まで

来ないと良い写真が撮れない。この辺で目が合ったら

「こんにちは」と言いたくなるぐらい近い写真。そし

て録音したテープを自分で起こして 400 字～ 800 字

にまとめて、それを月曜日の夕方までに伊貝さんの綜

合印刷さんに届けます。そうすると木曜日の例会まで

に会報誌ができてきて、伊貝さんの懐にチャリンと入

るシステムでした。そのシステムに乗って、毎回一生

懸命に会報をやっていました。

そうすると会報が辛いものだから「会報やるなら、ロー

タリーなんか」と言う人が結構いた時に、当時の藤井

会長、幹事の吉田秀俊さんが「これでは大変だ」とい

うことで、議事録を起こしてくれる「さわやか釧路」

という所を見つけて、会報が楽になったという思い出

があります。吉田さんの最大の功労はそれだけです。

最近は、職業奉仕理論などを全然やっていなかったで

すけれど、入った当時は、アーサー・フレデリック・

シェルドンの『職業奉仕とは何か』を例会でもやりま

したし、炉辺会合でもやっていました。当時は分から

なかったけれども、歳を取って来てなかなか面白い話

だと。

僕の中では、ロータリーにはこれが一番重要だと。た

だのボランティア団体ではないという思想があってこ

そロータリーだと最近思っております。もしも、そう

いう話を知りたい人はネットで『源流の会』を探すと

そういう話がたくさん出ていますので、よく見ていた

だきたいと思います。

前座としては、このあたりで終わらせていただきます。

これからも仲良くやりましょう。よろしくお願いしま

す。

吉田　潤司パストガバナー

　皆さん、こんばん

は。先ほど須貝さん

の話が出ましたけれ

ど、懐かしい人の名

前が出ました。振り

返ってみますと、た

くさんの会員に会っ

て、たくさんの会長に会いました。でも、いろいろな

思い出がたくさんあり、ひとりひとり言うと２時間ぐ

らいかかってしまいますので、それは省略します。

　私は、1980 年にロータリーに入りまして 42年５

カ月ぐらい経ちました。ということは、85周年の半

分ぐらいになります。そのような節目です。

その中で、川口雄さんという会員がおりました。釧路

クラブの精神的な支柱であり、生き字引であり、紳士

であり、背が高く細く、すごく穏やかで熱心な人でし

た。でも、歌は歌いそうに見えませんけれども飲んだ

ら歌も歌います。以前いた事務員さんとデュエットし

たり、しゃれた人でした。川口さんという人をぜひ覚

えていただきたいです。川口さんには、邵さんの後に

入会をした人はお会いできていないですね。邵さんの

時までの人で、クラブでは 25％ぐらいの人が知って

いると思います。　　

私が入った時、清水先生がガバナーノミニーでした。

川口さんの思い出はやっぱりガバナーに関係すること

です。私が 1997 年に会長に就任した時に川口さんか

ら「吉田君、ちょっと来てくれ」と言われました。何

かと思ったら川口さんが、「釧路クラブからガバナー

が出ていなくなって 17年になる。このままで行くと

20年になる。釧路クラブにはたくさんの候補者がい

るけれど、なかなか上手くいかない。これからもアタッ

クはするけれども、（会長が次々年度の会長を選びま

すから）ガバナーになれそうな人を選んでもらえない

か」と言われました。

私にとってガバナーは上の空の世界ですけれども「分

かりました」ということで、いろいろ考えました。あ

る時、新聞を見ていたら小船井さんの写真が新聞に出

ていて、この人はうちのクラブの人だと。小船井さん

は当時、スリーピングでしたので私は例会でもあまり

会ったことがありませんでした。でも、意を決して「こ

の人にしたい」と思って小船井さんに連絡をしてお伺

いしました。初対面です。話をしたことはありません。

それで、小船井さんに会いました。小船井さんも「何

の話をしに来たのか」と思ったと思います。

やっぱり穏やかな優しい笑顔で「何ですか」と言われ

たから、単刀直入に「小船井さん、次々年度の会長を

受けてほしい」と。小船井さんも多分びっくりしてポ

ワンとしていたと思いますが、さすが小船井さんです。

その時に「分かりました。１週間の時間をください」

と言われました。１週間いろいろ考えて、１週間後に

連絡をいただきました。「いいです。分かりました」

と言われて、でもガバナーの話は全くしていません。

その後に、私は川口さんに「小船井さんにしました」

と言いましたら、川口さんはどう考えたか分かりませ

んけれども、その後は「分かりました。任せてくださ

い」と。私はその後、一切タッチをしませんでしたけ

れど、小船井さんは見事に川口さんの希望に応えても

らいまして、次々年度の 1999 年の会長になり、翌年

度、いまでいうガバナー補佐になってもらいました。

その翌年度にガバナーノミニーです。その翌々年度に

ガバナーです。この短期間にガバナーになった人はい

ません。ものすごい勢いです。

小船井さんの素晴らしいところは頭がいいです。日大

ですけれど頭がいい、すごいのです。そして理解力が

早いです。小船井さんがガバナーノミニーになった時

に、多分パソコンは私の方が得意だったと思います。

私は当時、ホームページを作ったりしていて、2500

地区で最初にホームページを作ったのはうちのクラブ

です。

小船井さんにいろいろと教えました。１年ぐらい経っ

たら、小船井さんがメールを見て「写真、来たよ」と

言って、写真を見ていました。私はメールで写真がど

のようにして来るのか分かりませんでした。それぐら

いの人でした。

ガバナーノミニーになった時、会議に出たら机の上に

パソコンが置いてあって「キザな男だな」と見ていま

したけれど、それは違っていました。小船井さんの素

晴らしい才能のひとつは、スピーチをその場で瞬時に

要約してパソコンに入力します。ですからガバナーに

なった時、公式訪問に来てもすべての記録がその日の

うちに全部できています。この才能は、よく新聞記者

が会見の時にパソコン入力をしていますけれども、素

人でそのようなことができる人はいなくて、パソコン

が置いてあっても今日の行事予定を見るぐらいだと思

いますけれど、小船井さんは、そこがすごかったです

ね。

うちのクラブには全国区のガバナーが２人います。私

も多くの他クラブ・他地区のガバナーに「清水先生は

元気ですか」と必ずいつも言われます。それから、必

ず言われることは「吉田さんはいいですよね。小船井

さんがいますから。何でも聞けていいですね」。

この全国区のガバナーがいるクラブも素晴らしいです

けれども、この小船井さんを育てたのは、やっぱり川

口さんであり、釧路クラブの重鎮が育てたということ

です。

残念ながら釧路クラブは、ガバナーを選ぶのに随分苦

労をしています。清水先生の周りには、柳田さんとい

うトヨタの社長がいて、ガバナーノミニーまで行きま

したけれど亡くなりました。小船井さんの後に両角さ

んもガバナーノミニーになりましたが奥様がガンに

なって亡くなられました。それから久島先生が、無競

争でガバナーノミニーになる予定だったのが変な横や

りというか、何かがあってなれなかったという苦労を

しました。

でも小船井さんが、見事にやったことが一番の思い出

だと思います

私はやっぱり思います。ロータリーに入っていなけれ

ば、このようにいろいろな人に会えず、友だちになれ

なかったと思います。だから、入っていなかったら寂

しい人生だった気もします。

　若い人、これからの人たちに言いたいことは、よく

辞めていく人に「ロータリーはつまらない。何のメリッ

トもない」と言われますけれど、ロータリーでは自分

でメリットを求めていかなければいけない。そのため

には、クラブに一生懸命出席をして、馴染んでいかな

ければダメだと思います。

私が入った時に先輩に言われたことは「100 人も会

員がいたら、みんなを覚えることは不可能だよ。それ

より覚えてもらいなさい」と言われました。「吉田です」

「吉田です」「吉田です」と言ったらみんなに覚えても

らえる。ここをぜひ汲んで、思っていただきまして、

ロータリーを楽しんでいただき、あと 15年経ちます

と 100 年になります。100 年の時にみんなでまたこ

の笑顔で会いたいと思っています。

　どうもありがとうございました。

石田　博司パストガバナー補佐

　「ロータリーに入

会したころの思い

出を話すように」

という指示を受け

ました。私が入会

したのは 30年前で

す。その時の印象

は、人数からいくと 110 名ぐらいの勢力だったかと

思います。一緒に入ったのが、同じ町内で先ごろ他界

した五明正吉君と年は１つ違いですけれども彼と２人

でした。入った時の印象は、いまの若い諸君と比べる

と同じ年の人がいなかった。あのころは若い人がいま

せんでした。ですから委員会でも先輩たちと随分交流

がありました。歳が同じ者と寄るということがなかっ

たと思います。ですからロートルの方とお付き合いを

させていただき、例会後の二次会には一緒に付いて行

きいろいろな話を聞かされました。それが良かったと

思います。いまお話の吉田潤司さんも、亡くなった川

口さんも入会をして３年目でした。

それと、確かプログラム委員長を仰せつかりました。

副委員長も経験がなく、いきなりプログラム委員長で

した。とても困りまして、それこそ川口さんに「どう

したら良いですか」と聞いたら、川口さんが「石田君、

君の好きなようにやったらいいよ」と言うのです。そ

れは無責任ではないかと思うほど「好きなようにやっ

たらいいよ」と言って。

でも一応、「ロータリーは年間を通して１月は○○月

間、２月は○○月間、とあるからそれに絡めてやると

いいよ」とは言われました。けれども、ロータリーに

入って２年～３年目ですから「月間」という意味も分

からず、たいしたアドバイスにはなりませんでした。

まず行ったことは、委員会のメンバーに声をかけたら、

やっぱり巡り合わせでいてくれた人、名前は忘れまし

たけれどもNHKの局長さんと日銀の支店長さんの福

田さんを覚えています。このお二方がいて、「石田君、

助けるぞ。サンドイッチ会があるからそのメンバーに

講師になってもらって、組み立てて行けばいいよ」と

言ってくれました。おそらく初めてだと思いますけれ

ども、ロータリークラブでプログラム作成のための委

員会、毎月お酒を飲みながらやらせていただきました。

プログラム完成と同時にあのお二方とメンバーとの友

情も培えた１年間であったと思い、とても意義深い１

年間を送れたと思っております。

その時に、他のロータリーとも交流をする機会が増え

ました。近年では見ていない『合同例会』があって、

他のクラブと一緒に例会を行い、お酒も飲みます。そ

して他のクラブのメンバーと一緒にテーブルで語り

合っているうちに、うちのクラブと他のクラブはなに

か違うことを感じ始めました。他のクラブは、居心地

が悪そうなのです。うちのクラブの居心地が良いと言

いますか、自分のことを出すのはおかしいですけれど

も、うちのクラブに石田がいられるのは「釧路クラブ

だからいられる」ということを他のクラブの雰囲気を

見ていて感じます。

随分不自由なのだなと分かってきたのは、各クラブに

はボスがいます。ボスには、何かを決める時にお伺い

を立てなければいけない存在があるのです。でも、わ

がクラブにはそれがありません。なぜなのだろう。僕

が入会の時に吉田潤司さんがおっしゃったことは「昔

は本当にうるさい煙たい先輩がいた。行儀・仕付けの

うるさい人」と。例えば（これは名誉ありますので申

し上げます）「北村藤兵衛さんは本当にうるさい人だっ

た」と川口さんもおっしゃっていました。

私が受けた印象は、この方たちは入会の時にうるさい

先輩にいいだけ潰されたから、「自分が先輩になった

時にはそうしない」という決意の下に、われわれ若者

を迎え入れていると思いました。ずっとそう思ってき

ました。だから釧路クラブの自由活発な空気とは、北

村藤兵衛さんたちのような厳しい方にいいだけ仕付け

られ、「あれでは嫌だと思った」反省をした結果が釧

路クラブの雰囲気を作っているのだろうとずっと思っ

てきました。

けれども、どうもそれでは論理の整合性がないように

思います。いつのころからか、まず間違いないと思っ

ていることは、釧路クラブには、私が言うところの外

人部隊、出先の方たちが常にいるのです。いま、杉村

さんにメールで確認をしてもらいましたら、15社、

100 名のうち 15人が出先の方です。一部上場で、社

員数が数十万人という会社の出先の方がいらっしゃ

る。これでは地元の人間が『お山の大将』ではいられ

ません。大会社の出先の方がおりますからお山の大将

的なことは恥ずかしくてできない。そうすると地元の

人間はみんな行儀が良くなる。そういう不思議な添加

物的作用が出先の方にはあると思います。

われわれも習って行儀良くなるということが起こって

いると、僕はいかにも笑いを取るような言い方をして

いますけれども、本当に大真面目に人間の力学として、

私は、釧路クラブは出先の方たちがいてくれて釧路ク

ラブの雰囲気を作っているとしみじみ思います。

ですから出先の方のおかげでこの釧路クラブの良さが

ある。そこに、われわれひとりひとりもこの釧路クラ

ブの自由闊達さをとても愛していますから、それが連

綿とした釧路クラブの良さとしてつながっていくので

はないかと思います。

「人が人から学ぶ」というのが僕の人生観ですから、

ロータリークラブは学ぶ機会を与えてくれる場だと

思っております。景気が非常に低下している中で、わ

れわれロータリークラブは、非常に大きな役割をこれ

から負って行くし、負って行かなければいけない。そ

のような決意の下に行かなければ街がどんどん衰退し

てしまう。自分さえ良ければ良いという発想では自分

が生き残っていけないと思います。

　私も老骨という年齢になりましたけれども老骨にム

チを打って頑張りますので、お互いに、一緒に釧路の

文化と経済のために尽力を尽くそうではありません

か。

随分偉そうなものの言い方をしましたけれどもお許し

をいただいて。

ありがとうございました。

締め挨拶　尾越　弘典パスト会長

　皆さん、こんばん

は。久しぶりにマイ

クの前に立たせてい

ただきまして、少々

緊張もしています

が、逆に少し嬉しく

も思っています。

　私は、32歳の時にこのロータリーに入りまして今

年で 38年、年齢で 70歳になりました。70の半分の

35年以上こちらにお世話になって、楽しんでいます。

いろいろな思い出もありますし、いろいろな経験もさ

せていただきました。何と言っても一番良いことは、

友だちができた、楽しい仲間がたくさんできたことだ

と思っています。

このような会はなかなかありません。ロータリーの方

が少し早かったのですが、青年会議所にも入っていま

した。その会も良い会でしたけれども、ロータリーは

私が辞めない限りずっと在籍ができる本当に特殊な会

です。素晴らしい仲間、良い仲間もいます。悪い仲間

もいました。そしていろいろな経験をさせてもらえま

した。地区大会へ行って仲の良い友だちや他のクラブ

のメンバーと麻雀をやったり、地区大会ではそこそこ

に抜け出して遊びに行ったこともたくさんあります。

それも本当に良い思い出だと思っています。

　私は 38年間のロータリーの思い出と経験がありま

す。この中には、１年の入会、５年・10年の方もいらっ

しゃると思いますけれども、その思い出と経験がこれ

からの自分の人生のためになると思いますし、本当に

良い思い出になると思っております。

今回は 85周年ですけれども、90周年・100 周年が

目の前に来ています。私も 100 周年までは何とか生

きていけると思っています。皆さんとともにこの素晴

らしい釧路ロータリークラブをつくって 100 年へ向

けて頑張って行きたいと思っています。

今日は 85周年をこのように盛大にやっていただいた

杉村会長、本当にご苦労様でした。それでは、皆さん

と一緒に一本で締めたいと思います。

それでは、釧路ロータリークラブ 90周年・100 周年

へ向けてさらなる発展を、それから今日ご参会の釧路

ロータリークラブの素晴らしい会員のご多幸をご祈念

申し上げまして一本で締めたいと思います。それでは、

ご唱和をお願いします。ありがとうございます。　

会長の時間
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釧路ロータリークラブ創立 85周年記念例会 Part２

　　　　　　　　　　杉村　荘平会長

　皆さん、こんばん

は。本当に多数のご

出席をいただきあり

がとうございます。

また舟木直前会長に

おかれましては、初

夜例会ですね。体調

が悪い中、本当にありがとうございます。

　85周年 Part2 ということで開催をさせていただき

ます。先週の Part1 では、清水・小船井両パストガバ

ナー、白幡パストガバナー補佐、泉先生には大変素晴

らしいスピーチをいただくことができました。この場

をお借りしてお礼を申し上げます。

　Part2 でございます。皆さんのお手元に少しでも雰

囲気を感じ取ってもらえればと、昭和 11年 11月 23

日付の新聞と 1936 と書いてある 1936 にちなんだワ

インとジュース、それから 85周年の記念品を置かせ

ていただいております。三役が総力をあげて用意をさ

せていただいたものでございます。補足をさせていた

だきますが、このワイン、ジュースも 1936 と書いて

ありますが、1936 年産のワインではなく、1936 年

とは特に関係ございません。そのような高価なワイン

を用意できるわけがありません。雰囲気を感じ取って

いただければと一生懸命に探しましたので、どうぞよ

ろしくお願いいたします。また、昭和 11年の新聞で

すが、少し広告が多いように思われますが、調べまし

たら当時の新聞は第一面が広告面なのです。いまその

コピーサービスを取ると、第一面しか取ってもらえず

どうしても広告面が多くなってしまいます。雰囲気を

味わっていただければという三役の気持ちを汲み取っ

ていただければ幸いでございます。どうぞよろしくお

願いいたします。

　85周年、杉村年度でいろいろ取り組んでおります

が、特に会員増強を頑張らせていただいております。

村上大委員長、五十嵐委員長をはじめ皆さんのおかげ

で、現時点で７名の純増をいただいております。とい

うことで、今回は釧路クラブの歴史を振り返ろう・会

長挨拶第４弾は、歴代の中で一番会員増強を行った会

長に須貝寛一さんという会員がいらっしゃいます。そ

の方をご紹介させていただきます。

　須貝さんは、大正３年に米町で生まれて、南大通に

ある教科書販売の株式会社須貝の経営をされておりま

した。昭和 34年に釧路クラブにご入会をされ、47

年にクラブ会長、51年に分区代理をされております。

私は増強を行うに当たって、歴代のどのような方々が

行ったかを見ていて、この業績を見て本当にびっくり

しました。須貝さんは会長年度に 28名の会員増強を

行っておりました。これはダントツでトップだと思っ

ております。この年に９名の退会者があったようで、

それでも 19名の純増で、年度末に 115 名の会員で

終わっています。

　この年に 115 名ということで、当時の 2500 地区

では長年、旭川クラブが一番の会員数を誇っていたよ

うですが、釧路クラブが創立後初めて旭川クラブを抜

いて 2500 地区トップの人数になったようです。こち

らの村上さんではありませんが、村上祐二チャーター

メンバーから「釧路クラブ、創立以来の金字塔だ」と

お褒めのお言葉をいただいている記述がございまし

た。

　そんな須貝さんも昭和 59年に亡くなられておりま

す。当時、この功績を称えて多数の方が、いろいろな

追悼文を寄せています。その追悼文の中で、清水先生

がガバナーをお受けした時の有名な裏話がありまし

て、清水先生がご自分で書いた追悼文を見つけました

のでご紹介をさせていただきます。

昭和 54年９月の初めのころだったと思う。須貝さん

が私を訪ねられた。午後の診療中のことであり、病院

の応接室でお待ち願った。間もなく部屋へ入ると、彼

の態度はいつになくぎこちなかった。

「今日は、頼みごとがあって来ました」。そして言葉を

続けて言うことは「うんと言ってくれるまでは帰るわ

けにはいかない」とすこぶるちんちくりんである。

「まあまあ、どういうことですか」と訪ねてみると、

地区ガバナーノミニー指名委員会で私の名前が上が

り、両角パストガバナーに言われて私の所に打診と、

それからＯＫを取り付けるというか、強要をしに来た

ということが、その来訪の目的であったのです。

当然、即答をするわけにはいかず、押し問答を繰り返

しているうちに、外線電話がかかってきたり、「患者

さんが待っているから」と看護婦が私を促しに来たり

で、いつまでも須貝さんと向き合っているわけにもい

かず、とにかく何とかお引き取り願おうとすると、「引

き受けてもらったと解釈するから」という勝手な捨て

台詞を残して退出した。

その夕刻に、彼に電話をして「固辞」を伝えると、「も

う『ＯＫした』と伝えてしまった。私の顔をどうして

くれる」という始末。

もし、あの日、寛ちゃんが、夜に私を訪問したならば、

もし飲み潰し作戦を取っていたならば、私のガバナー

ノミニーの話はなかったことになっていたかもしれな

い。合唱。

という追悼文でございます。われわれが仰ぎ見ている

清水先生のロータリー人生の大きな役割を果たした人

が、この須貝寛一さんというお話でございます。

須貝さんも多分このように乱暴なことはしたくはな

かったと思いますが、こうでもしないと清水先生がＯ

Ｋしなかったのだろうということで「悪者を演じた」

と思っております。

ちなみに、この後、昭和 56年に清水先生はガバナー

を務めるわけでございますが、当時は、この 2500 地

区初めての『昭和生まれのガバナー』だったこともご

報告させていただきます。

ということで、毎週同じようなお話になりますが、こ

のような先輩たちの熱い思いを積み重ねて今日の釧路

クラブがあったということを改めてみんなで確認をし

ながら、今日の 85周年を楽しみたいと思います。

どうぞよろしくお願いいたします。

幹事報告　市橋　多佳丞幹事

　皆さん、こんば

んは。幹事報告を

させていただきま

す。

まず、入口に赤い

羽根共同募金の募

金箱を置かせてい

ただいております。まだ赤い羽根を付けていらっしゃ

らない方が数名いらっしゃると思いますので、ぜひ帰

りにはご寄付をいただければと思いますので、どうぞ

よろしくお願い申し上げます。

また先日、炉辺会合開催のご案内を皆さまに送付させ

ていただきました。入会されて年数があまり経ってい

ない方がリーダー・副リーダーとなっているかと思い

ます。炉辺会合は、まず開催日を決めていただきまし

て、事務局より担当のグループへご案内を流すシステ

ムとなっております。まず、リーダー・副リーダーで

開催日程を調整していただきまして、早急にグループ

メンバーへ日程のご連絡をしていただければと思いま

すので、どうぞよろしくお願い申し上げます。

　また、「台北中央ロータリークラブ創立 36周年

チャーターナイト」が 12月に行われますので例年で

あれば、当クラブから台北さんの方へ行き祝意を表す

ところですが今年はできないことで、ここで皆さまと

一緒にお祝いのビデオメッセージを撮らせていただき

たいと思っております。撮影時間はコンパクトに１分

間程度と言われております。本例会の終了後に、こち

らの方で場所をセッティングさせていただきますの

で、皆さまのご協力よろしくお願い申し上げます。

　以上で幹事報告とさせていただきます。

親睦活動委員会　松井 聖治副委員長

　親睦活動委員会です。まずは、懇親会が始まる前に

創立 80周年以降にご逝去されました会員のお名前を

市橋幹事より申し上げていただきたいと思いますので

よろしくお願いいたします。

物故会員

市橋　多佳丞幹事

　それでは、80周

年以降にご逝去さ

れた会員のご紹介

をさせていただき

ます。

故・水野　　哲君　1998 年３月ご入会、2018 年 10

月 17 日ご逝去、享年 64歳

故・下川部善彦君　1991 年８月ご入会、2018 年 10

月 21 日ご逝去、享年 73歳

故・白崎　功一君　1965 年１月ご入会、1987 年－

1988 年度会長、

2019 年４月 16日ご逝去、享年 92歳

故・五明　正吉君　1990 年 10 月ご入会、2011－

2012 年度会長、

2021 年２月 27日ご逝去、享年 71歳

謹んでご冥福をお祈りいたします。

親睦活動委員会　松井 聖治副委員長

　それでは、生前

のご活躍・ご功績

を偲び黙祷を捧げ

たいと思います。

皆さまご起立をお

願いいたします。

黙祷。

ありがとうございました。ご着席ください。

　それでは、これより『創立 85周年記念例会 Part2』

の懇親会の開会をさせていただきます。本日、司会を

させていただきますのは、親睦活動委員会副委員長を

させていただいております松井です。どうぞよろしく

お願いいたします。

　それでは、はじめに 85周年を祝いまして、皆さま

で乾杯をしたいと思います。乾杯はテーブルのスパー

クリングワインにて行いますので、準備をしていただ

きたいと思います。

乾杯挨拶　舟木　　博直前会長

　皆さん、こんばん

は。お久しぶりで、

皆さんのお顔を見て

すごく嬉しいです。

ちょうど５カ月ぶり

ぐらいの夜間例会な

ので、今日の体調が

良いことを願いながら楽しみに待っていました。

本日は、当クラブの 85周年記念例会ということで、

古いメンバーは耳タコだと思いますが、当クラブの変

遷をたどれば、創立は1936年（昭和11年）11月23日、

認証は 12月 21日になっております。その年の重大

事件としては、歴史に残る「2・26事件」が起きて

います。それから昭和 15年までに釧路ロータリーク

ラブは続いていましたが、約 10年間、第二次世界大

戦の前後、国際ロータリーから脱会しておりました。

1950 年（昭和 25年）10月２日に国際ロータリーに

復帰しております。その時はまたも「朝鮮動乱」の最

中ということで、戦争にすごく関係があるのかなと

思っています。ちなみに、脱会の時は「真珠湾攻撃」

の戦争が始まる年だったと思います。

　わが釧路クラブは、世界のクラブの中で4,092番目、

日本では26番目、道内では７番目の歴史と伝統を誇っ

ております。これは歴代の会長になる時に皆さんが口

にする言葉です。

会長になって思いました、少し余談になりますが、歴

代会長の顔ぶれを見ますと、そうそうたる顔ぶれの人

がおります。面白いのですけれど、歴代の中で一番多

い名字が『吉田』さんで、４名でした。今日、吉田英

一君は来ていましたか。来ていますね。ぜひ５番目の

会長を目指して頑張ってください。続いては、釧路ク

ラブでは名門の栗林さんが３名、両角さんが３名と

なっております。会長の任期では、清水源作会長が初

期メンバーですが４期務めております。その方が一番

長く会長になっております。

話が長くなりましたので、そろそろ乾杯に移りたいと

思います。それでは、皆さんグラスをお持ちください。

釧路ロータリークラブ生誕 85周年を記念して乾杯を

したいと思います。

「乾杯」

ありがとうございました。

80 周年以降の歴代会長へ記念品の贈呈

はじめに、2016－2017 年度会長・木下正明君、

2017－2018 年度会長・邵龍珍君、2018－2019 年

度会長・脇弘幸君、2019－2020年度会長・天方智順君、

2020－21 年度会長・舟木博君。

。

80 周年以降歴代会長スピーチ

2016－2017 年度会長　木下　正明パスト会長

　皆さん、こんばん

は。80周年の会長

を務めさせていただ

きました木下でござ

います。皆さんのご

協力のおかげで 80

周年を盛大に開催することができました。唯一の心残

りが、先ほどもありました会員増強が私は「０」です。

最低会長ということで、これからは「最低会長」と呼

んでいただければと思います。本当にありがとうござ

いました。

2017－2018 年度会長　邵　　龍珍パスト会長

　お疲れ様です。

2017－2018 年度

81代会長の邵でご

ざいます。前年度が

80周年で、素晴ら

しい周年事業を行

なった年度で、われ

われの年度は、皆さんがダラッとしたいところだった

と思いますけれど、僕は「あれもやりたい」「これも

やりたい」ということで、当時の後藤幹事と工藤副会

長、また当時の理事の皆さんがご尽力いただき素晴ら

しい事業をさせていただいて素晴らしい１年になった

と思っております。

　今年度、最後の務めでＳＡＡをさせていただいてお

ります。杉村会長のもとで一生懸命頑張って、次年度

は一兵卒になります。何でもやらせていただきます。

ご恩をお返しするということで、何でもやりますので、

「元気ですか」と言えば「元気ですか」と言いますので、

今後ともよろしくお願いいたします。

2018－2019 年度会長　脇　　弘幸パスト会長

　皆さん、こんばん

は。2018－2019 年

度会長を務めさせて

いただきました。先

ほど来たら、「メイ

ンの席に座ってく

れ」、「写真を撮った

ら、前に座ってくれ」ということで、先輩のパスト会

長がたくさんいる中で、尻が痒いような感じですけれ

ども。私の年度は次年度に吉田潤司ガバナーを出すと

いうガバナーエレクトの年度でした。ですから『ＰＥ

ＴＳ・地区協議会』の開催などいろいろなことがあり

ましたが、当時は今年度会長の杉村副会長、浅川幹事、

村上・市橋両副幹事と本当に強力なサポートをいただ

き１年頑張ることができました。

滝越エレクト、副会長などみんながやってくれますか

ら何とかなります。安心をして頑張りましょう。

本当に良い１年間を過ごせたと思っています。皆さん、

本当にありがとうございました。

2019－2020 年度会長　天方　智順パスト会長

　こんばんは。脇会長は、吉田潤司ガバナーエレクト

の年度。私は本番の

吉田ガバナー年度で

ございます。この５

人の中で一番影が薄

い会長だったのかと

思います。「吉田丸」、

要するに会長が「○

○丸」と言われますけれど、その時だけは連合艦隊で

したので、それでも一生懸命にやったつもりでござい

ます。

自分がやったことで一番の功績は、良い吉田さん・悪

い吉田さん・普通の吉田さんで作ったこと。あとは、

しょうがなく杉村君を指名したことです。

ということで、お世話になりました。ありがとうござ

いました。

2020－2021 年度会長　舟木　　博パスト会長

　みんな話上手の後

で、上手く話ができ

ませんけれど、正直

言って大変な１年で

した。半分がコロナ

で、半分が闘病のよ

うな形でやっていま

した。もう 12月の『クリスマス例会』が一番のピー

クだったような気がします。

それから、大見得を張って 30人で台湾の世界大会に

参加しょうと意気込んでいました。でもいま思えば、

もし台湾があったら、手術をせずにそのまま行ってい

たと思うので、今ごろいなかったと思います。

そんなこんなで、何とかこのように元気に生きさせて

いただいていますことも、皆さんのおかげでございま

す。皆さん、本当に大変ご迷惑をおかけして、また幹

事の荒井君、そして副会長の土橋君、本当に一生付き

合える友だちができて、素晴らしい１年でした。どう

もありがとうございました。

親睦活動委員会　松井 聖治副委員長

　皆さん、ご歓談中ではございますが、先週に引き続

きまして3名の方よりスピーチをいただきたいと思っ

ております。

パストガバナー・パストガバナー補佐よりスピーチを

いただきたいと思っておりますが、その前に若手を代

表して工藤彦夫君よりスピーチをいただきたいと思い

ます。

工藤君、よろしくお願いいたします。

スピーチ

工藤　彦夫君

　皆さん、こんばん

は。この後、吉田さ

んと石田さんが話を

するらしいですけれ

ど、前座ということ

で、会長から「笑い

を取れ」と言われま

した。「そう、20年在籍して会長になれない人」の代

表として挨拶いたします

　良い宴席とはどのようなものか」ということである

人が言っていました。料理は重要ではない。イベント

も重要ではない。誰と一緒にお祝いをするかというこ

と。

今日は、85周年を皆さんと一緒にお祝いできること

を大変嬉しく思います。

もうひとつ。いま会員が 103 人いますけれども、先

ほど会長が須貝さんの 115 人の話をされました。杉

村会長はいままで 20人ぐらい入れています。ですか

らなるべくしてなった会長であります。須貝さんを抜

いて 120 人ぐらい行ってほしいということがありま

す。やっぱり数は力です。この会員拡大は重要だと思っ

ております。

僕が新入会員になる前のロータリーはパシフィックホ

テルで例会をやっていました。僕は近くに住んでいま

して、木曜日が釧路クラブの例会、うちの仕事も木曜

日が定休日です。

そうすると木曜日は、パシフィックの前に黒塗りのビ

カビカの車が 20数台並びます。そうすると黒塗りの

車はやっぱりヤクザかその関係者だろうと、僕はロー

タリーのことを何も知らずに「いや、嫌だな」と思い

ながらの毎週木曜日です。「きちんとルールを守るヤ

クザかな」と思っていたら、いろいろ聞くとロータリー

でした。

12時ころら黒塗りの車が次々と並んで、12時 30分

にはいっぱいになる。駐車しながら運転手が煙草を

吸って待っている。そのうち 13時 30分ころになる

と人相の悪い人ばかりが、指名手配犯よりも酷い顔の

人ばかりで出てきて、これはすごい会だと思いました。

いまの人は違いますよ。いまの人は違いますけれども、

本当に何をやっているのかなと思っていました。特に

幣舞橋を渡って帰る人は特に人相が悪かったように思

われます。

新入会員として入ってからは、写真を撮れるものだか

らすぐに会報をやらされました。当時は12人委員会、

だいたい一年間 48回の例会あるから４回やれば済み

ますが、古い人たちは全然やらないから新入会員が

10回とかやらされて。当時のシステムは、写真はポ

ラロイドで撮る。ポラロイドは広角だからこの辺まで

来ないと良い写真が撮れない。この辺で目が合ったら

「こんにちは」と言いたくなるぐらい近い写真。そし

て録音したテープを自分で起こして 400 字～ 800 字

にまとめて、それを月曜日の夕方までに伊貝さんの綜

合印刷さんに届けます。そうすると木曜日の例会まで

に会報誌ができてきて、伊貝さんの懐にチャリンと入

るシステムでした。そのシステムに乗って、毎回一生

懸命に会報をやっていました。

そうすると会報が辛いものだから「会報やるなら、ロー

タリーなんか」と言う人が結構いた時に、当時の藤井

会長、幹事の吉田秀俊さんが「これでは大変だ」とい

うことで、議事録を起こしてくれる「さわやか釧路」

という所を見つけて、会報が楽になったという思い出

があります。吉田さんの最大の功労はそれだけです。

最近は、職業奉仕理論などを全然やっていなかったで

すけれど、入った当時は、アーサー・フレデリック・

シェルドンの『職業奉仕とは何か』を例会でもやりま

したし、炉辺会合でもやっていました。当時は分から

なかったけれども、歳を取って来てなかなか面白い話

だと。

僕の中では、ロータリーにはこれが一番重要だと。た

だのボランティア団体ではないという思想があってこ

そロータリーだと最近思っております。もしも、そう

いう話を知りたい人はネットで『源流の会』を探すと

そういう話がたくさん出ていますので、よく見ていた

だきたいと思います。

前座としては、このあたりで終わらせていただきます。

これからも仲良くやりましょう。よろしくお願いしま

す。

吉田　潤司パストガバナー

　皆さん、こんばん

は。先ほど須貝さん

の話が出ましたけれ

ど、懐かしい人の名

前が出ました。振り

返ってみますと、た

くさんの会員に会っ

て、たくさんの会長に会いました。でも、いろいろな

思い出がたくさんあり、ひとりひとり言うと２時間ぐ

らいかかってしまいますので、それは省略します。

　私は、1980 年にロータリーに入りまして 42年５

カ月ぐらい経ちました。ということは、85周年の半

分ぐらいになります。そのような節目です。

その中で、川口雄さんという会員がおりました。釧路

クラブの精神的な支柱であり、生き字引であり、紳士

であり、背が高く細く、すごく穏やかで熱心な人でし

た。でも、歌は歌いそうに見えませんけれども飲んだ

ら歌も歌います。以前いた事務員さんとデュエットし

たり、しゃれた人でした。川口さんという人をぜひ覚

えていただきたいです。川口さんには、邵さんの後に

入会をした人はお会いできていないですね。邵さんの

時までの人で、クラブでは 25％ぐらいの人が知って

いると思います。　　

私が入った時、清水先生がガバナーノミニーでした。

川口さんの思い出はやっぱりガバナーに関係すること

です。私が 1997 年に会長に就任した時に川口さんか

ら「吉田君、ちょっと来てくれ」と言われました。何

かと思ったら川口さんが、「釧路クラブからガバナー

が出ていなくなって 17年になる。このままで行くと

20年になる。釧路クラブにはたくさんの候補者がい

るけれど、なかなか上手くいかない。これからもアタッ

クはするけれども、（会長が次々年度の会長を選びま

すから）ガバナーになれそうな人を選んでもらえない

か」と言われました。

私にとってガバナーは上の空の世界ですけれども「分

かりました」ということで、いろいろ考えました。あ

る時、新聞を見ていたら小船井さんの写真が新聞に出

ていて、この人はうちのクラブの人だと。小船井さん

は当時、スリーピングでしたので私は例会でもあまり

会ったことがありませんでした。でも、意を決して「こ

の人にしたい」と思って小船井さんに連絡をしてお伺

いしました。初対面です。話をしたことはありません。

それで、小船井さんに会いました。小船井さんも「何

の話をしに来たのか」と思ったと思います。

やっぱり穏やかな優しい笑顔で「何ですか」と言われ

たから、単刀直入に「小船井さん、次々年度の会長を

受けてほしい」と。小船井さんも多分びっくりしてポ

ワンとしていたと思いますが、さすが小船井さんです。

その時に「分かりました。１週間の時間をください」

と言われました。１週間いろいろ考えて、１週間後に

連絡をいただきました。「いいです。分かりました」

と言われて、でもガバナーの話は全くしていません。

その後に、私は川口さんに「小船井さんにしました」

と言いましたら、川口さんはどう考えたか分かりませ

んけれども、その後は「分かりました。任せてくださ

い」と。私はその後、一切タッチをしませんでしたけ

れど、小船井さんは見事に川口さんの希望に応えても

らいまして、次々年度の 1999 年の会長になり、翌年

度、いまでいうガバナー補佐になってもらいました。

その翌年度にガバナーノミニーです。その翌々年度に

ガバナーです。この短期間にガバナーになった人はい

ません。ものすごい勢いです。

小船井さんの素晴らしいところは頭がいいです。日大

ですけれど頭がいい、すごいのです。そして理解力が

早いです。小船井さんがガバナーノミニーになった時

に、多分パソコンは私の方が得意だったと思います。

私は当時、ホームページを作ったりしていて、2500

地区で最初にホームページを作ったのはうちのクラブ

です。

小船井さんにいろいろと教えました。１年ぐらい経っ

たら、小船井さんがメールを見て「写真、来たよ」と

言って、写真を見ていました。私はメールで写真がど

のようにして来るのか分かりませんでした。それぐら

いの人でした。

ガバナーノミニーになった時、会議に出たら机の上に

パソコンが置いてあって「キザな男だな」と見ていま

したけれど、それは違っていました。小船井さんの素

晴らしい才能のひとつは、スピーチをその場で瞬時に

要約してパソコンに入力します。ですからガバナーに

なった時、公式訪問に来てもすべての記録がその日の

うちに全部できています。この才能は、よく新聞記者

が会見の時にパソコン入力をしていますけれども、素

人でそのようなことができる人はいなくて、パソコン

が置いてあっても今日の行事予定を見るぐらいだと思

いますけれど、小船井さんは、そこがすごかったです

ね。

うちのクラブには全国区のガバナーが２人います。私

も多くの他クラブ・他地区のガバナーに「清水先生は

元気ですか」と必ずいつも言われます。それから、必

ず言われることは「吉田さんはいいですよね。小船井

さんがいますから。何でも聞けていいですね」。

この全国区のガバナーがいるクラブも素晴らしいです

けれども、この小船井さんを育てたのは、やっぱり川

口さんであり、釧路クラブの重鎮が育てたということ

です。

残念ながら釧路クラブは、ガバナーを選ぶのに随分苦

労をしています。清水先生の周りには、柳田さんとい

うトヨタの社長がいて、ガバナーノミニーまで行きま

したけれど亡くなりました。小船井さんの後に両角さ

んもガバナーノミニーになりましたが奥様がガンに

なって亡くなられました。それから久島先生が、無競

争でガバナーノミニーになる予定だったのが変な横や

りというか、何かがあってなれなかったという苦労を

しました。

でも小船井さんが、見事にやったことが一番の思い出

だと思います

私はやっぱり思います。ロータリーに入っていなけれ

ば、このようにいろいろな人に会えず、友だちになれ

なかったと思います。だから、入っていなかったら寂

しい人生だった気もします。

　若い人、これからの人たちに言いたいことは、よく

辞めていく人に「ロータリーはつまらない。何のメリッ

トもない」と言われますけれど、ロータリーでは自分

でメリットを求めていかなければいけない。そのため

には、クラブに一生懸命出席をして、馴染んでいかな

ければダメだと思います。

私が入った時に先輩に言われたことは「100 人も会

員がいたら、みんなを覚えることは不可能だよ。それ

より覚えてもらいなさい」と言われました。「吉田です」

「吉田です」「吉田です」と言ったらみんなに覚えても

らえる。ここをぜひ汲んで、思っていただきまして、

ロータリーを楽しんでいただき、あと 15年経ちます

と 100 年になります。100 年の時にみんなでまたこ

の笑顔で会いたいと思っています。

　どうもありがとうございました。

石田　博司パストガバナー補佐

　「ロータリーに入

会したころの思い

出を話すように」

という指示を受け

ました。私が入会

したのは 30年前で

す。その時の印象

は、人数からいくと 110 名ぐらいの勢力だったかと

思います。一緒に入ったのが、同じ町内で先ごろ他界

した五明正吉君と年は１つ違いですけれども彼と２人

でした。入った時の印象は、いまの若い諸君と比べる

と同じ年の人がいなかった。あのころは若い人がいま

せんでした。ですから委員会でも先輩たちと随分交流

がありました。歳が同じ者と寄るということがなかっ

たと思います。ですからロートルの方とお付き合いを

させていただき、例会後の二次会には一緒に付いて行

きいろいろな話を聞かされました。それが良かったと

思います。いまお話の吉田潤司さんも、亡くなった川

口さんも入会をして３年目でした。

それと、確かプログラム委員長を仰せつかりました。

副委員長も経験がなく、いきなりプログラム委員長で

した。とても困りまして、それこそ川口さんに「どう

したら良いですか」と聞いたら、川口さんが「石田君、

君の好きなようにやったらいいよ」と言うのです。そ

れは無責任ではないかと思うほど「好きなようにやっ

たらいいよ」と言って。

でも一応、「ロータリーは年間を通して１月は○○月

間、２月は○○月間、とあるからそれに絡めてやると

いいよ」とは言われました。けれども、ロータリーに

入って２年～３年目ですから「月間」という意味も分

からず、たいしたアドバイスにはなりませんでした。

まず行ったことは、委員会のメンバーに声をかけたら、

やっぱり巡り合わせでいてくれた人、名前は忘れまし

たけれどもNHKの局長さんと日銀の支店長さんの福

田さんを覚えています。このお二方がいて、「石田君、

助けるぞ。サンドイッチ会があるからそのメンバーに

講師になってもらって、組み立てて行けばいいよ」と

言ってくれました。おそらく初めてだと思いますけれ

ども、ロータリークラブでプログラム作成のための委

員会、毎月お酒を飲みながらやらせていただきました。

プログラム完成と同時にあのお二方とメンバーとの友

情も培えた１年間であったと思い、とても意義深い１

年間を送れたと思っております。

その時に、他のロータリーとも交流をする機会が増え

ました。近年では見ていない『合同例会』があって、

他のクラブと一緒に例会を行い、お酒も飲みます。そ

して他のクラブのメンバーと一緒にテーブルで語り

合っているうちに、うちのクラブと他のクラブはなに

か違うことを感じ始めました。他のクラブは、居心地

が悪そうなのです。うちのクラブの居心地が良いと言

いますか、自分のことを出すのはおかしいですけれど

も、うちのクラブに石田がいられるのは「釧路クラブ

だからいられる」ということを他のクラブの雰囲気を

見ていて感じます。

随分不自由なのだなと分かってきたのは、各クラブに

はボスがいます。ボスには、何かを決める時にお伺い

を立てなければいけない存在があるのです。でも、わ

がクラブにはそれがありません。なぜなのだろう。僕

が入会の時に吉田潤司さんがおっしゃったことは「昔

は本当にうるさい煙たい先輩がいた。行儀・仕付けの

うるさい人」と。例えば（これは名誉ありますので申

し上げます）「北村藤兵衛さんは本当にうるさい人だっ

た」と川口さんもおっしゃっていました。

私が受けた印象は、この方たちは入会の時にうるさい

先輩にいいだけ潰されたから、「自分が先輩になった

時にはそうしない」という決意の下に、われわれ若者

を迎え入れていると思いました。ずっとそう思ってき

ました。だから釧路クラブの自由活発な空気とは、北

村藤兵衛さんたちのような厳しい方にいいだけ仕付け

られ、「あれでは嫌だと思った」反省をした結果が釧

路クラブの雰囲気を作っているのだろうとずっと思っ

てきました。

けれども、どうもそれでは論理の整合性がないように

思います。いつのころからか、まず間違いないと思っ

ていることは、釧路クラブには、私が言うところの外

人部隊、出先の方たちが常にいるのです。いま、杉村

さんにメールで確認をしてもらいましたら、15社、

100 名のうち 15人が出先の方です。一部上場で、社

員数が数十万人という会社の出先の方がいらっしゃ

る。これでは地元の人間が『お山の大将』ではいられ

ません。大会社の出先の方がおりますからお山の大将

的なことは恥ずかしくてできない。そうすると地元の

人間はみんな行儀が良くなる。そういう不思議な添加

物的作用が出先の方にはあると思います。

われわれも習って行儀良くなるということが起こって

いると、僕はいかにも笑いを取るような言い方をして

いますけれども、本当に大真面目に人間の力学として、

私は、釧路クラブは出先の方たちがいてくれて釧路ク

ラブの雰囲気を作っているとしみじみ思います。

ですから出先の方のおかげでこの釧路クラブの良さが

ある。そこに、われわれひとりひとりもこの釧路クラ

ブの自由闊達さをとても愛していますから、それが連

綿とした釧路クラブの良さとしてつながっていくので

はないかと思います。

「人が人から学ぶ」というのが僕の人生観ですから、

ロータリークラブは学ぶ機会を与えてくれる場だと

思っております。景気が非常に低下している中で、わ

れわれロータリークラブは、非常に大きな役割をこれ

から負って行くし、負って行かなければいけない。そ

のような決意の下に行かなければ街がどんどん衰退し

てしまう。自分さえ良ければ良いという発想では自分

が生き残っていけないと思います。

　私も老骨という年齢になりましたけれども老骨にム

チを打って頑張りますので、お互いに、一緒に釧路の

文化と経済のために尽力を尽くそうではありません

か。

随分偉そうなものの言い方をしましたけれどもお許し

をいただいて。

ありがとうございました。

締め挨拶　尾越　弘典パスト会長

　皆さん、こんばん

は。久しぶりにマイ

クの前に立たせてい

ただきまして、少々

緊張もしています

が、逆に少し嬉しく

も思っています。

　私は、32歳の時にこのロータリーに入りまして今

年で 38年、年齢で 70歳になりました。70の半分の

35年以上こちらにお世話になって、楽しんでいます。

いろいろな思い出もありますし、いろいろな経験もさ

せていただきました。何と言っても一番良いことは、

友だちができた、楽しい仲間がたくさんできたことだ

と思っています。

このような会はなかなかありません。ロータリーの方

が少し早かったのですが、青年会議所にも入っていま

した。その会も良い会でしたけれども、ロータリーは

私が辞めない限りずっと在籍ができる本当に特殊な会

です。素晴らしい仲間、良い仲間もいます。悪い仲間

もいました。そしていろいろな経験をさせてもらえま

した。地区大会へ行って仲の良い友だちや他のクラブ

のメンバーと麻雀をやったり、地区大会ではそこそこ

に抜け出して遊びに行ったこともたくさんあります。

それも本当に良い思い出だと思っています。

　私は 38年間のロータリーの思い出と経験がありま

す。この中には、１年の入会、５年・10年の方もいらっ

しゃると思いますけれども、その思い出と経験がこれ

からの自分の人生のためになると思いますし、本当に

良い思い出になると思っております。

今回は 85周年ですけれども、90周年・100 周年が

目の前に来ています。私も 100 周年までは何とか生

きていけると思っています。皆さんとともにこの素晴

らしい釧路ロータリークラブをつくって 100 年へ向

けて頑張って行きたいと思っています。

今日は 85周年をこのように盛大にやっていただいた

杉村会長、本当にご苦労様でした。それでは、皆さん

と一緒に一本で締めたいと思います。

それでは、釧路ロータリークラブ 90周年・100 周年

へ向けてさらなる発展を、それから今日ご参会の釧路

ロータリークラブの素晴らしい会員のご多幸をご祈念

申し上げまして一本で締めたいと思います。それでは、

ご唱和をお願いします。ありがとうございます。　
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　　　　　　　　　　杉村　荘平会長

　皆さん、こんばん

は。本当に多数のご

出席をいただきあり

がとうございます。

また舟木直前会長に

おかれましては、初

夜例会ですね。体調

が悪い中、本当にありがとうございます。

　85周年 Part2 ということで開催をさせていただき

ます。先週の Part1 では、清水・小船井両パストガバ

ナー、白幡パストガバナー補佐、泉先生には大変素晴

らしいスピーチをいただくことができました。この場

をお借りしてお礼を申し上げます。

　Part2 でございます。皆さんのお手元に少しでも雰

囲気を感じ取ってもらえればと、昭和 11年 11月 23

日付の新聞と 1936 と書いてある 1936 にちなんだワ

インとジュース、それから 85周年の記念品を置かせ

ていただいております。三役が総力をあげて用意をさ

せていただいたものでございます。補足をさせていた

だきますが、このワイン、ジュースも 1936 と書いて

ありますが、1936 年産のワインではなく、1936 年

とは特に関係ございません。そのような高価なワイン

を用意できるわけがありません。雰囲気を感じ取って

いただければと一生懸命に探しましたので、どうぞよ

ろしくお願いいたします。また、昭和 11年の新聞で

すが、少し広告が多いように思われますが、調べまし

たら当時の新聞は第一面が広告面なのです。いまその

コピーサービスを取ると、第一面しか取ってもらえず

どうしても広告面が多くなってしまいます。雰囲気を

味わっていただければという三役の気持ちを汲み取っ

ていただければ幸いでございます。どうぞよろしくお

願いいたします。

　85周年、杉村年度でいろいろ取り組んでおります

が、特に会員増強を頑張らせていただいております。

村上大委員長、五十嵐委員長をはじめ皆さんのおかげ

で、現時点で７名の純増をいただいております。とい

うことで、今回は釧路クラブの歴史を振り返ろう・会

長挨拶第４弾は、歴代の中で一番会員増強を行った会

長に須貝寛一さんという会員がいらっしゃいます。そ

の方をご紹介させていただきます。

　須貝さんは、大正３年に米町で生まれて、南大通に

ある教科書販売の株式会社須貝の経営をされておりま

した。昭和 34年に釧路クラブにご入会をされ、47

年にクラブ会長、51年に分区代理をされております。

私は増強を行うに当たって、歴代のどのような方々が

行ったかを見ていて、この業績を見て本当にびっくり

しました。須貝さんは会長年度に 28名の会員増強を

行っておりました。これはダントツでトップだと思っ

ております。この年に９名の退会者があったようで、

それでも 19名の純増で、年度末に 115 名の会員で

終わっています。

　この年に 115 名ということで、当時の 2500 地区

では長年、旭川クラブが一番の会員数を誇っていたよ

うですが、釧路クラブが創立後初めて旭川クラブを抜

いて 2500 地区トップの人数になったようです。こち

らの村上さんではありませんが、村上祐二チャーター

メンバーから「釧路クラブ、創立以来の金字塔だ」と

お褒めのお言葉をいただいている記述がございまし

た。

　そんな須貝さんも昭和 59年に亡くなられておりま

す。当時、この功績を称えて多数の方が、いろいろな

追悼文を寄せています。その追悼文の中で、清水先生

がガバナーをお受けした時の有名な裏話がありまし

て、清水先生がご自分で書いた追悼文を見つけました

のでご紹介をさせていただきます。

昭和 54年９月の初めのころだったと思う。須貝さん

が私を訪ねられた。午後の診療中のことであり、病院

の応接室でお待ち願った。間もなく部屋へ入ると、彼

の態度はいつになくぎこちなかった。

「今日は、頼みごとがあって来ました」。そして言葉を

続けて言うことは「うんと言ってくれるまでは帰るわ

けにはいかない」とすこぶるちんちくりんである。

「まあまあ、どういうことですか」と訪ねてみると、

地区ガバナーノミニー指名委員会で私の名前が上が

り、両角パストガバナーに言われて私の所に打診と、

それからＯＫを取り付けるというか、強要をしに来た

ということが、その来訪の目的であったのです。

当然、即答をするわけにはいかず、押し問答を繰り返

しているうちに、外線電話がかかってきたり、「患者

さんが待っているから」と看護婦が私を促しに来たり

で、いつまでも須貝さんと向き合っているわけにもい

かず、とにかく何とかお引き取り願おうとすると、「引

き受けてもらったと解釈するから」という勝手な捨て

台詞を残して退出した。

その夕刻に、彼に電話をして「固辞」を伝えると、「も

う『ＯＫした』と伝えてしまった。私の顔をどうして

くれる」という始末。

もし、あの日、寛ちゃんが、夜に私を訪問したならば、

もし飲み潰し作戦を取っていたならば、私のガバナー

ノミニーの話はなかったことになっていたかもしれな

い。合唱。

という追悼文でございます。われわれが仰ぎ見ている

清水先生のロータリー人生の大きな役割を果たした人

が、この須貝寛一さんというお話でございます。

須貝さんも多分このように乱暴なことはしたくはな

かったと思いますが、こうでもしないと清水先生がＯ

Ｋしなかったのだろうということで「悪者を演じた」

と思っております。

ちなみに、この後、昭和 56年に清水先生はガバナー

を務めるわけでございますが、当時は、この 2500 地

区初めての『昭和生まれのガバナー』だったこともご

報告させていただきます。

ということで、毎週同じようなお話になりますが、こ

のような先輩たちの熱い思いを積み重ねて今日の釧路

クラブがあったということを改めてみんなで確認をし

ながら、今日の 85周年を楽しみたいと思います。

どうぞよろしくお願いいたします。

幹事報告　市橋　多佳丞幹事

　皆さん、こんば

んは。幹事報告を

させていただきま

す。

まず、入口に赤い

羽根共同募金の募

金箱を置かせてい

ただいております。まだ赤い羽根を付けていらっしゃ

らない方が数名いらっしゃると思いますので、ぜひ帰

りにはご寄付をいただければと思いますので、どうぞ

よろしくお願い申し上げます。

また先日、炉辺会合開催のご案内を皆さまに送付させ

ていただきました。入会されて年数があまり経ってい

ない方がリーダー・副リーダーとなっているかと思い

ます。炉辺会合は、まず開催日を決めていただきまし

て、事務局より担当のグループへご案内を流すシステ

ムとなっております。まず、リーダー・副リーダーで

開催日程を調整していただきまして、早急にグループ

メンバーへ日程のご連絡をしていただければと思いま

すので、どうぞよろしくお願い申し上げます。

　また、「台北中央ロータリークラブ創立 36周年

チャーターナイト」が 12月に行われますので例年で

あれば、当クラブから台北さんの方へ行き祝意を表す

ところですが今年はできないことで、ここで皆さまと

一緒にお祝いのビデオメッセージを撮らせていただき

たいと思っております。撮影時間はコンパクトに１分

間程度と言われております。本例会の終了後に、こち

らの方で場所をセッティングさせていただきますの

で、皆さまのご協力よろしくお願い申し上げます。

　以上で幹事報告とさせていただきます。

親睦活動委員会　松井 聖治副委員長

　親睦活動委員会です。まずは、懇親会が始まる前に

創立 80周年以降にご逝去されました会員のお名前を

市橋幹事より申し上げていただきたいと思いますので

よろしくお願いいたします。

物故会員

市橋　多佳丞幹事

　それでは、80周

年以降にご逝去さ

れた会員のご紹介

をさせていただき

ます。

故・水野　　哲君　1998 年３月ご入会、2018 年 10

月 17 日ご逝去、享年 64歳

故・下川部善彦君　1991 年８月ご入会、2018 年 10

月 21 日ご逝去、享年 73歳

故・白崎　功一君　1965 年１月ご入会、1987 年－

1988 年度会長、

2019 年４月 16日ご逝去、享年 92歳

故・五明　正吉君　1990 年 10 月ご入会、2011－

2012 年度会長、

2021 年２月 27日ご逝去、享年 71歳

謹んでご冥福をお祈りいたします。

親睦活動委員会　松井 聖治副委員長

　それでは、生前

のご活躍・ご功績

を偲び黙祷を捧げ

たいと思います。

皆さまご起立をお

願いいたします。

黙祷。

ありがとうございました。ご着席ください。

　それでは、これより『創立 85周年記念例会 Part2』

の懇親会の開会をさせていただきます。本日、司会を

させていただきますのは、親睦活動委員会副委員長を

させていただいております松井です。どうぞよろしく

お願いいたします。

　それでは、はじめに 85周年を祝いまして、皆さま

で乾杯をしたいと思います。乾杯はテーブルのスパー

クリングワインにて行いますので、準備をしていただ

きたいと思います。

乾杯挨拶　舟木　　博直前会長

　皆さん、こんばん

は。お久しぶりで、

皆さんのお顔を見て

すごく嬉しいです。

ちょうど５カ月ぶり

ぐらいの夜間例会な

ので、今日の体調が

良いことを願いながら楽しみに待っていました。

本日は、当クラブの 85周年記念例会ということで、

古いメンバーは耳タコだと思いますが、当クラブの変

遷をたどれば、創立は1936年（昭和11年）11月23日、

認証は 12月 21日になっております。その年の重大

事件としては、歴史に残る「2・26事件」が起きて

います。それから昭和 15年までに釧路ロータリーク

ラブは続いていましたが、約 10年間、第二次世界大

戦の前後、国際ロータリーから脱会しておりました。

1950 年（昭和 25年）10月２日に国際ロータリーに

復帰しております。その時はまたも「朝鮮動乱」の最

中ということで、戦争にすごく関係があるのかなと

思っています。ちなみに、脱会の時は「真珠湾攻撃」

の戦争が始まる年だったと思います。

　わが釧路クラブは、世界のクラブの中で4,092番目、

日本では26番目、道内では７番目の歴史と伝統を誇っ

ております。これは歴代の会長になる時に皆さんが口

にする言葉です。

会長になって思いました、少し余談になりますが、歴

代会長の顔ぶれを見ますと、そうそうたる顔ぶれの人

がおります。面白いのですけれど、歴代の中で一番多

い名字が『吉田』さんで、４名でした。今日、吉田英

一君は来ていましたか。来ていますね。ぜひ５番目の

会長を目指して頑張ってください。続いては、釧路ク

ラブでは名門の栗林さんが３名、両角さんが３名と

なっております。会長の任期では、清水源作会長が初

期メンバーですが４期務めております。その方が一番

長く会長になっております。

話が長くなりましたので、そろそろ乾杯に移りたいと

思います。それでは、皆さんグラスをお持ちください。

釧路ロータリークラブ生誕 85周年を記念して乾杯を

したいと思います。

「乾杯」

ありがとうございました。

80 周年以降の歴代会長へ記念品の贈呈

はじめに、2016－2017 年度会長・木下正明君、

2017－2018 年度会長・邵龍珍君、2018－2019 年

度会長・脇弘幸君、2019－2020年度会長・天方智順君、

2020－21 年度会長・舟木博君。

。

80 周年以降歴代会長スピーチ

2016－2017 年度会長　木下　正明パスト会長

　皆さん、こんばん

は。80周年の会長

を務めさせていただ

きました木下でござ

います。皆さんのご

協力のおかげで 80

周年を盛大に開催することができました。唯一の心残

りが、先ほどもありました会員増強が私は「０」です。

最低会長ということで、これからは「最低会長」と呼

んでいただければと思います。本当にありがとうござ

いました。

2017－2018 年度会長　邵　　龍珍パスト会長

　お疲れ様です。

2017－2018 年度

81代会長の邵でご

ざいます。前年度が

80周年で、素晴ら

しい周年事業を行

なった年度で、われ

われの年度は、皆さんがダラッとしたいところだった

と思いますけれど、僕は「あれもやりたい」「これも

やりたい」ということで、当時の後藤幹事と工藤副会

長、また当時の理事の皆さんがご尽力いただき素晴ら

しい事業をさせていただいて素晴らしい１年になった

と思っております。

　今年度、最後の務めでＳＡＡをさせていただいてお

ります。杉村会長のもとで一生懸命頑張って、次年度

は一兵卒になります。何でもやらせていただきます。

ご恩をお返しするということで、何でもやりますので、

「元気ですか」と言えば「元気ですか」と言いますので、

今後ともよろしくお願いいたします。

2018－2019 年度会長　脇　　弘幸パスト会長

　皆さん、こんばん

は。2018－2019 年

度会長を務めさせて

いただきました。先

ほど来たら、「メイ

ンの席に座ってく

れ」、「写真を撮った

ら、前に座ってくれ」ということで、先輩のパスト会

長がたくさんいる中で、尻が痒いような感じですけれ

ども。私の年度は次年度に吉田潤司ガバナーを出すと

いうガバナーエレクトの年度でした。ですから『ＰＥ

ＴＳ・地区協議会』の開催などいろいろなことがあり

ましたが、当時は今年度会長の杉村副会長、浅川幹事、

村上・市橋両副幹事と本当に強力なサポートをいただ

き１年頑張ることができました。

滝越エレクト、副会長などみんながやってくれますか

ら何とかなります。安心をして頑張りましょう。

本当に良い１年間を過ごせたと思っています。皆さん、

本当にありがとうございました。

2019－2020 年度会長　天方　智順パスト会長

　こんばんは。脇会長は、吉田潤司ガバナーエレクト

の年度。私は本番の

吉田ガバナー年度で

ございます。この５

人の中で一番影が薄

い会長だったのかと

思います。「吉田丸」、

要するに会長が「○

○丸」と言われますけれど、その時だけは連合艦隊で

したので、それでも一生懸命にやったつもりでござい

ます。

自分がやったことで一番の功績は、良い吉田さん・悪

い吉田さん・普通の吉田さんで作ったこと。あとは、

しょうがなく杉村君を指名したことです。

ということで、お世話になりました。ありがとうござ

いました。

2020－2021 年度会長　舟木　　博パスト会長

　みんな話上手の後

で、上手く話ができ

ませんけれど、正直

言って大変な１年で

した。半分がコロナ

で、半分が闘病のよ

うな形でやっていま

した。もう 12月の『クリスマス例会』が一番のピー

クだったような気がします。

それから、大見得を張って 30人で台湾の世界大会に

参加しょうと意気込んでいました。でもいま思えば、

もし台湾があったら、手術をせずにそのまま行ってい

たと思うので、今ごろいなかったと思います。

そんなこんなで、何とかこのように元気に生きさせて

いただいていますことも、皆さんのおかげでございま

す。皆さん、本当に大変ご迷惑をおかけして、また幹

事の荒井君、そして副会長の土橋君、本当に一生付き

合える友だちができて、素晴らしい１年でした。どう

もありがとうございました。

親睦活動委員会　松井 聖治副委員長

　皆さん、ご歓談中ではございますが、先週に引き続

きまして3名の方よりスピーチをいただきたいと思っ

ております。

パストガバナー・パストガバナー補佐よりスピーチを

いただきたいと思っておりますが、その前に若手を代

表して工藤彦夫君よりスピーチをいただきたいと思い

ます。

工藤君、よろしくお願いいたします。

スピーチ

工藤　彦夫君

　皆さん、こんばん

は。この後、吉田さ

んと石田さんが話を

するらしいですけれ

ど、前座ということ

で、会長から「笑い

を取れ」と言われま

した。「そう、20年在籍して会長になれない人」の代

表として挨拶いたします

　良い宴席とはどのようなものか」ということである

人が言っていました。料理は重要ではない。イベント

も重要ではない。誰と一緒にお祝いをするかというこ

と。

今日は、85周年を皆さんと一緒にお祝いできること

を大変嬉しく思います。

もうひとつ。いま会員が 103 人いますけれども、先

ほど会長が須貝さんの 115 人の話をされました。杉

村会長はいままで 20人ぐらい入れています。ですか

らなるべくしてなった会長であります。須貝さんを抜

いて 120 人ぐらい行ってほしいということがありま

す。やっぱり数は力です。この会員拡大は重要だと思っ

ております。

僕が新入会員になる前のロータリーはパシフィックホ

テルで例会をやっていました。僕は近くに住んでいま

して、木曜日が釧路クラブの例会、うちの仕事も木曜

日が定休日です。

そうすると木曜日は、パシフィックの前に黒塗りのビ

カビカの車が 20数台並びます。そうすると黒塗りの

車はやっぱりヤクザかその関係者だろうと、僕はロー

タリーのことを何も知らずに「いや、嫌だな」と思い

ながらの毎週木曜日です。「きちんとルールを守るヤ

クザかな」と思っていたら、いろいろ聞くとロータリー

でした。

12時ころら黒塗りの車が次々と並んで、12時 30分

にはいっぱいになる。駐車しながら運転手が煙草を

吸って待っている。そのうち 13時 30分ころになる

と人相の悪い人ばかりが、指名手配犯よりも酷い顔の

人ばかりで出てきて、これはすごい会だと思いました。

いまの人は違いますよ。いまの人は違いますけれども、

本当に何をやっているのかなと思っていました。特に

幣舞橋を渡って帰る人は特に人相が悪かったように思

われます。

新入会員として入ってからは、写真を撮れるものだか

らすぐに会報をやらされました。当時は12人委員会、

だいたい一年間 48回の例会あるから４回やれば済み

ますが、古い人たちは全然やらないから新入会員が

10回とかやらされて。当時のシステムは、写真はポ

ラロイドで撮る。ポラロイドは広角だからこの辺まで

来ないと良い写真が撮れない。この辺で目が合ったら

「こんにちは」と言いたくなるぐらい近い写真。そし

て録音したテープを自分で起こして 400 字～ 800 字

にまとめて、それを月曜日の夕方までに伊貝さんの綜

合印刷さんに届けます。そうすると木曜日の例会まで

に会報誌ができてきて、伊貝さんの懐にチャリンと入

るシステムでした。そのシステムに乗って、毎回一生

懸命に会報をやっていました。

そうすると会報が辛いものだから「会報やるなら、ロー

タリーなんか」と言う人が結構いた時に、当時の藤井

会長、幹事の吉田秀俊さんが「これでは大変だ」とい

うことで、議事録を起こしてくれる「さわやか釧路」

という所を見つけて、会報が楽になったという思い出

があります。吉田さんの最大の功労はそれだけです。

最近は、職業奉仕理論などを全然やっていなかったで

すけれど、入った当時は、アーサー・フレデリック・

シェルドンの『職業奉仕とは何か』を例会でもやりま

したし、炉辺会合でもやっていました。当時は分から

なかったけれども、歳を取って来てなかなか面白い話

だと。

僕の中では、ロータリーにはこれが一番重要だと。た

だのボランティア団体ではないという思想があってこ

そロータリーだと最近思っております。もしも、そう

いう話を知りたい人はネットで『源流の会』を探すと

そういう話がたくさん出ていますので、よく見ていた

だきたいと思います。

前座としては、このあたりで終わらせていただきます。

これからも仲良くやりましょう。よろしくお願いしま

す。

吉田　潤司パストガバナー

　皆さん、こんばん

は。先ほど須貝さん

の話が出ましたけれ

ど、懐かしい人の名

前が出ました。振り

返ってみますと、た

くさんの会員に会っ

て、たくさんの会長に会いました。でも、いろいろな

思い出がたくさんあり、ひとりひとり言うと２時間ぐ

らいかかってしまいますので、それは省略します。

　私は、1980 年にロータリーに入りまして 42年５

カ月ぐらい経ちました。ということは、85周年の半

分ぐらいになります。そのような節目です。

その中で、川口雄さんという会員がおりました。釧路

クラブの精神的な支柱であり、生き字引であり、紳士

であり、背が高く細く、すごく穏やかで熱心な人でし

た。でも、歌は歌いそうに見えませんけれども飲んだ

ら歌も歌います。以前いた事務員さんとデュエットし

たり、しゃれた人でした。川口さんという人をぜひ覚

えていただきたいです。川口さんには、邵さんの後に

入会をした人はお会いできていないですね。邵さんの

時までの人で、クラブでは 25％ぐらいの人が知って

いると思います。　　

私が入った時、清水先生がガバナーノミニーでした。

川口さんの思い出はやっぱりガバナーに関係すること

です。私が 1997 年に会長に就任した時に川口さんか

ら「吉田君、ちょっと来てくれ」と言われました。何

かと思ったら川口さんが、「釧路クラブからガバナー

が出ていなくなって 17年になる。このままで行くと

20年になる。釧路クラブにはたくさんの候補者がい

るけれど、なかなか上手くいかない。これからもアタッ

クはするけれども、（会長が次々年度の会長を選びま

すから）ガバナーになれそうな人を選んでもらえない

か」と言われました。

私にとってガバナーは上の空の世界ですけれども「分

かりました」ということで、いろいろ考えました。あ

る時、新聞を見ていたら小船井さんの写真が新聞に出

ていて、この人はうちのクラブの人だと。小船井さん

は当時、スリーピングでしたので私は例会でもあまり

会ったことがありませんでした。でも、意を決して「こ

の人にしたい」と思って小船井さんに連絡をしてお伺

いしました。初対面です。話をしたことはありません。

それで、小船井さんに会いました。小船井さんも「何

の話をしに来たのか」と思ったと思います。

やっぱり穏やかな優しい笑顔で「何ですか」と言われ

たから、単刀直入に「小船井さん、次々年度の会長を

受けてほしい」と。小船井さんも多分びっくりしてポ

ワンとしていたと思いますが、さすが小船井さんです。

その時に「分かりました。１週間の時間をください」

と言われました。１週間いろいろ考えて、１週間後に

連絡をいただきました。「いいです。分かりました」

と言われて、でもガバナーの話は全くしていません。

その後に、私は川口さんに「小船井さんにしました」

と言いましたら、川口さんはどう考えたか分かりませ

んけれども、その後は「分かりました。任せてくださ

い」と。私はその後、一切タッチをしませんでしたけ

れど、小船井さんは見事に川口さんの希望に応えても

らいまして、次々年度の 1999 年の会長になり、翌年

度、いまでいうガバナー補佐になってもらいました。

その翌年度にガバナーノミニーです。その翌々年度に

ガバナーです。この短期間にガバナーになった人はい

ません。ものすごい勢いです。

小船井さんの素晴らしいところは頭がいいです。日大

ですけれど頭がいい、すごいのです。そして理解力が

早いです。小船井さんがガバナーノミニーになった時

に、多分パソコンは私の方が得意だったと思います。

私は当時、ホームページを作ったりしていて、2500

地区で最初にホームページを作ったのはうちのクラブ

です。

小船井さんにいろいろと教えました。１年ぐらい経っ

たら、小船井さんがメールを見て「写真、来たよ」と

言って、写真を見ていました。私はメールで写真がど

のようにして来るのか分かりませんでした。それぐら

いの人でした。

ガバナーノミニーになった時、会議に出たら机の上に

パソコンが置いてあって「キザな男だな」と見ていま

したけれど、それは違っていました。小船井さんの素

晴らしい才能のひとつは、スピーチをその場で瞬時に

要約してパソコンに入力します。ですからガバナーに

なった時、公式訪問に来てもすべての記録がその日の

うちに全部できています。この才能は、よく新聞記者

が会見の時にパソコン入力をしていますけれども、素

人でそのようなことができる人はいなくて、パソコン

が置いてあっても今日の行事予定を見るぐらいだと思

いますけれど、小船井さんは、そこがすごかったです

ね。

うちのクラブには全国区のガバナーが２人います。私

も多くの他クラブ・他地区のガバナーに「清水先生は

元気ですか」と必ずいつも言われます。それから、必

ず言われることは「吉田さんはいいですよね。小船井

さんがいますから。何でも聞けていいですね」。

この全国区のガバナーがいるクラブも素晴らしいです

けれども、この小船井さんを育てたのは、やっぱり川

口さんであり、釧路クラブの重鎮が育てたということ

です。

残念ながら釧路クラブは、ガバナーを選ぶのに随分苦

労をしています。清水先生の周りには、柳田さんとい

うトヨタの社長がいて、ガバナーノミニーまで行きま

したけれど亡くなりました。小船井さんの後に両角さ

んもガバナーノミニーになりましたが奥様がガンに

なって亡くなられました。それから久島先生が、無競

争でガバナーノミニーになる予定だったのが変な横や

りというか、何かがあってなれなかったという苦労を

しました。

でも小船井さんが、見事にやったことが一番の思い出

だと思います

私はやっぱり思います。ロータリーに入っていなけれ

ば、このようにいろいろな人に会えず、友だちになれ

なかったと思います。だから、入っていなかったら寂

しい人生だった気もします。

　若い人、これからの人たちに言いたいことは、よく

辞めていく人に「ロータリーはつまらない。何のメリッ

トもない」と言われますけれど、ロータリーでは自分

でメリットを求めていかなければいけない。そのため

には、クラブに一生懸命出席をして、馴染んでいかな

ければダメだと思います。

私が入った時に先輩に言われたことは「100 人も会

員がいたら、みんなを覚えることは不可能だよ。それ

より覚えてもらいなさい」と言われました。「吉田です」

「吉田です」「吉田です」と言ったらみんなに覚えても

らえる。ここをぜひ汲んで、思っていただきまして、

ロータリーを楽しんでいただき、あと 15年経ちます

と 100 年になります。100 年の時にみんなでまたこ

の笑顔で会いたいと思っています。

　どうもありがとうございました。

石田　博司パストガバナー補佐

　「ロータリーに入

会したころの思い

出を話すように」

という指示を受け

ました。私が入会

したのは 30年前で

す。その時の印象

は、人数からいくと 110 名ぐらいの勢力だったかと

思います。一緒に入ったのが、同じ町内で先ごろ他界

した五明正吉君と年は１つ違いですけれども彼と２人

でした。入った時の印象は、いまの若い諸君と比べる

と同じ年の人がいなかった。あのころは若い人がいま

せんでした。ですから委員会でも先輩たちと随分交流

がありました。歳が同じ者と寄るということがなかっ

たと思います。ですからロートルの方とお付き合いを

させていただき、例会後の二次会には一緒に付いて行

きいろいろな話を聞かされました。それが良かったと

思います。いまお話の吉田潤司さんも、亡くなった川

口さんも入会をして３年目でした。

それと、確かプログラム委員長を仰せつかりました。

副委員長も経験がなく、いきなりプログラム委員長で

した。とても困りまして、それこそ川口さんに「どう

したら良いですか」と聞いたら、川口さんが「石田君、

君の好きなようにやったらいいよ」と言うのです。そ

れは無責任ではないかと思うほど「好きなようにやっ

たらいいよ」と言って。

でも一応、「ロータリーは年間を通して１月は○○月

間、２月は○○月間、とあるからそれに絡めてやると

いいよ」とは言われました。けれども、ロータリーに

入って２年～３年目ですから「月間」という意味も分

からず、たいしたアドバイスにはなりませんでした。

まず行ったことは、委員会のメンバーに声をかけたら、

やっぱり巡り合わせでいてくれた人、名前は忘れまし

たけれどもNHKの局長さんと日銀の支店長さんの福

田さんを覚えています。このお二方がいて、「石田君、

助けるぞ。サンドイッチ会があるからそのメンバーに

講師になってもらって、組み立てて行けばいいよ」と

言ってくれました。おそらく初めてだと思いますけれ

ども、ロータリークラブでプログラム作成のための委

員会、毎月お酒を飲みながらやらせていただきました。

プログラム完成と同時にあのお二方とメンバーとの友

情も培えた１年間であったと思い、とても意義深い１

年間を送れたと思っております。

その時に、他のロータリーとも交流をする機会が増え

ました。近年では見ていない『合同例会』があって、

他のクラブと一緒に例会を行い、お酒も飲みます。そ

して他のクラブのメンバーと一緒にテーブルで語り

合っているうちに、うちのクラブと他のクラブはなに

か違うことを感じ始めました。他のクラブは、居心地

が悪そうなのです。うちのクラブの居心地が良いと言

いますか、自分のことを出すのはおかしいですけれど

も、うちのクラブに石田がいられるのは「釧路クラブ

だからいられる」ということを他のクラブの雰囲気を

見ていて感じます。

随分不自由なのだなと分かってきたのは、各クラブに

はボスがいます。ボスには、何かを決める時にお伺い

を立てなければいけない存在があるのです。でも、わ

がクラブにはそれがありません。なぜなのだろう。僕

が入会の時に吉田潤司さんがおっしゃったことは「昔

は本当にうるさい煙たい先輩がいた。行儀・仕付けの

うるさい人」と。例えば（これは名誉ありますので申

し上げます）「北村藤兵衛さんは本当にうるさい人だっ

た」と川口さんもおっしゃっていました。

私が受けた印象は、この方たちは入会の時にうるさい

先輩にいいだけ潰されたから、「自分が先輩になった

時にはそうしない」という決意の下に、われわれ若者

を迎え入れていると思いました。ずっとそう思ってき

ました。だから釧路クラブの自由活発な空気とは、北

村藤兵衛さんたちのような厳しい方にいいだけ仕付け

られ、「あれでは嫌だと思った」反省をした結果が釧

路クラブの雰囲気を作っているのだろうとずっと思っ

てきました。

けれども、どうもそれでは論理の整合性がないように

思います。いつのころからか、まず間違いないと思っ

ていることは、釧路クラブには、私が言うところの外

人部隊、出先の方たちが常にいるのです。いま、杉村

さんにメールで確認をしてもらいましたら、15社、

100 名のうち 15人が出先の方です。一部上場で、社

員数が数十万人という会社の出先の方がいらっしゃ

る。これでは地元の人間が『お山の大将』ではいられ

ません。大会社の出先の方がおりますからお山の大将

的なことは恥ずかしくてできない。そうすると地元の

人間はみんな行儀が良くなる。そういう不思議な添加

物的作用が出先の方にはあると思います。

われわれも習って行儀良くなるということが起こって

いると、僕はいかにも笑いを取るような言い方をして

いますけれども、本当に大真面目に人間の力学として、

私は、釧路クラブは出先の方たちがいてくれて釧路ク

ラブの雰囲気を作っているとしみじみ思います。

ですから出先の方のおかげでこの釧路クラブの良さが

ある。そこに、われわれひとりひとりもこの釧路クラ

ブの自由闊達さをとても愛していますから、それが連

綿とした釧路クラブの良さとしてつながっていくので

はないかと思います。

「人が人から学ぶ」というのが僕の人生観ですから、

ロータリークラブは学ぶ機会を与えてくれる場だと

思っております。景気が非常に低下している中で、わ

れわれロータリークラブは、非常に大きな役割をこれ

から負って行くし、負って行かなければいけない。そ

のような決意の下に行かなければ街がどんどん衰退し

てしまう。自分さえ良ければ良いという発想では自分

が生き残っていけないと思います。

　私も老骨という年齢になりましたけれども老骨にム

チを打って頑張りますので、お互いに、一緒に釧路の

文化と経済のために尽力を尽くそうではありません

か。

随分偉そうなものの言い方をしましたけれどもお許し

をいただいて。

ありがとうございました。

締め挨拶　尾越　弘典パスト会長

　皆さん、こんばん

は。久しぶりにマイ

クの前に立たせてい

ただきまして、少々

緊張もしています

が、逆に少し嬉しく

も思っています。

　私は、32歳の時にこのロータリーに入りまして今

年で 38年、年齢で 70歳になりました。70の半分の

35年以上こちらにお世話になって、楽しんでいます。

いろいろな思い出もありますし、いろいろな経験もさ

せていただきました。何と言っても一番良いことは、

友だちができた、楽しい仲間がたくさんできたことだ

と思っています。

このような会はなかなかありません。ロータリーの方

が少し早かったのですが、青年会議所にも入っていま

した。その会も良い会でしたけれども、ロータリーは

私が辞めない限りずっと在籍ができる本当に特殊な会

です。素晴らしい仲間、良い仲間もいます。悪い仲間

もいました。そしていろいろな経験をさせてもらえま

した。地区大会へ行って仲の良い友だちや他のクラブ

のメンバーと麻雀をやったり、地区大会ではそこそこ

に抜け出して遊びに行ったこともたくさんあります。

それも本当に良い思い出だと思っています。

　私は 38年間のロータリーの思い出と経験がありま

す。この中には、１年の入会、５年・10年の方もいらっ

しゃると思いますけれども、その思い出と経験がこれ

からの自分の人生のためになると思いますし、本当に

良い思い出になると思っております。

今回は 85周年ですけれども、90周年・100 周年が

目の前に来ています。私も 100 周年までは何とか生

きていけると思っています。皆さんとともにこの素晴

らしい釧路ロータリークラブをつくって 100 年へ向

けて頑張って行きたいと思っています。

今日は 85周年をこのように盛大にやっていただいた

杉村会長、本当にご苦労様でした。それでは、皆さん

と一緒に一本で締めたいと思います。

それでは、釧路ロータリークラブ 90周年・100 周年

へ向けてさらなる発展を、それから今日ご参会の釧路

ロータリークラブの素晴らしい会員のご多幸をご祈念

申し上げまして一本で締めたいと思います。それでは、

ご唱和をお願いします。ありがとうございます。　
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　　　　　　　　　　杉村　荘平会長

　皆さん、こんばん

は。本当に多数のご

出席をいただきあり

がとうございます。

また舟木直前会長に

おかれましては、初

夜例会ですね。体調

が悪い中、本当にありがとうございます。

　85周年 Part2 ということで開催をさせていただき

ます。先週の Part1 では、清水・小船井両パストガバ

ナー、白幡パストガバナー補佐、泉先生には大変素晴

らしいスピーチをいただくことができました。この場

をお借りしてお礼を申し上げます。

　Part2 でございます。皆さんのお手元に少しでも雰

囲気を感じ取ってもらえればと、昭和 11年 11月 23

日付の新聞と 1936 と書いてある 1936 にちなんだワ

インとジュース、それから 85周年の記念品を置かせ

ていただいております。三役が総力をあげて用意をさ

せていただいたものでございます。補足をさせていた

だきますが、このワイン、ジュースも 1936 と書いて

ありますが、1936 年産のワインではなく、1936 年

とは特に関係ございません。そのような高価なワイン

を用意できるわけがありません。雰囲気を感じ取って

いただければと一生懸命に探しましたので、どうぞよ

ろしくお願いいたします。また、昭和 11年の新聞で

すが、少し広告が多いように思われますが、調べまし

たら当時の新聞は第一面が広告面なのです。いまその

コピーサービスを取ると、第一面しか取ってもらえず

どうしても広告面が多くなってしまいます。雰囲気を

味わっていただければという三役の気持ちを汲み取っ

ていただければ幸いでございます。どうぞよろしくお

願いいたします。

　85周年、杉村年度でいろいろ取り組んでおります

が、特に会員増強を頑張らせていただいております。

村上大委員長、五十嵐委員長をはじめ皆さんのおかげ

で、現時点で７名の純増をいただいております。とい

うことで、今回は釧路クラブの歴史を振り返ろう・会

長挨拶第４弾は、歴代の中で一番会員増強を行った会

長に須貝寛一さんという会員がいらっしゃいます。そ

の方をご紹介させていただきます。

　須貝さんは、大正３年に米町で生まれて、南大通に

ある教科書販売の株式会社須貝の経営をされておりま

した。昭和 34年に釧路クラブにご入会をされ、47

年にクラブ会長、51年に分区代理をされております。

私は増強を行うに当たって、歴代のどのような方々が

行ったかを見ていて、この業績を見て本当にびっくり

しました。須貝さんは会長年度に 28名の会員増強を

行っておりました。これはダントツでトップだと思っ

ております。この年に９名の退会者があったようで、

それでも 19名の純増で、年度末に 115 名の会員で

終わっています。

　この年に 115 名ということで、当時の 2500 地区

では長年、旭川クラブが一番の会員数を誇っていたよ

うですが、釧路クラブが創立後初めて旭川クラブを抜

いて 2500 地区トップの人数になったようです。こち

らの村上さんではありませんが、村上祐二チャーター

メンバーから「釧路クラブ、創立以来の金字塔だ」と

お褒めのお言葉をいただいている記述がございまし

た。

　そんな須貝さんも昭和 59年に亡くなられておりま

す。当時、この功績を称えて多数の方が、いろいろな

追悼文を寄せています。その追悼文の中で、清水先生

がガバナーをお受けした時の有名な裏話がありまし

て、清水先生がご自分で書いた追悼文を見つけました

のでご紹介をさせていただきます。

昭和 54年９月の初めのころだったと思う。須貝さん

が私を訪ねられた。午後の診療中のことであり、病院

の応接室でお待ち願った。間もなく部屋へ入ると、彼

の態度はいつになくぎこちなかった。

「今日は、頼みごとがあって来ました」。そして言葉を

続けて言うことは「うんと言ってくれるまでは帰るわ

けにはいかない」とすこぶるちんちくりんである。

「まあまあ、どういうことですか」と訪ねてみると、

地区ガバナーノミニー指名委員会で私の名前が上が

り、両角パストガバナーに言われて私の所に打診と、

それからＯＫを取り付けるというか、強要をしに来た

ということが、その来訪の目的であったのです。

当然、即答をするわけにはいかず、押し問答を繰り返

しているうちに、外線電話がかかってきたり、「患者

さんが待っているから」と看護婦が私を促しに来たり

で、いつまでも須貝さんと向き合っているわけにもい

かず、とにかく何とかお引き取り願おうとすると、「引

き受けてもらったと解釈するから」という勝手な捨て

台詞を残して退出した。

その夕刻に、彼に電話をして「固辞」を伝えると、「も

う『ＯＫした』と伝えてしまった。私の顔をどうして

くれる」という始末。

もし、あの日、寛ちゃんが、夜に私を訪問したならば、

もし飲み潰し作戦を取っていたならば、私のガバナー

ノミニーの話はなかったことになっていたかもしれな

い。合唱。

という追悼文でございます。われわれが仰ぎ見ている

清水先生のロータリー人生の大きな役割を果たした人

が、この須貝寛一さんというお話でございます。

須貝さんも多分このように乱暴なことはしたくはな

かったと思いますが、こうでもしないと清水先生がＯ

Ｋしなかったのだろうということで「悪者を演じた」

と思っております。

ちなみに、この後、昭和 56年に清水先生はガバナー

を務めるわけでございますが、当時は、この 2500 地

区初めての『昭和生まれのガバナー』だったこともご

報告させていただきます。

ということで、毎週同じようなお話になりますが、こ

のような先輩たちの熱い思いを積み重ねて今日の釧路

クラブがあったということを改めてみんなで確認をし

ながら、今日の 85周年を楽しみたいと思います。

どうぞよろしくお願いいたします。

幹事報告　市橋　多佳丞幹事

　皆さん、こんば

んは。幹事報告を

させていただきま

す。

まず、入口に赤い

羽根共同募金の募

金箱を置かせてい

ただいております。まだ赤い羽根を付けていらっしゃ

らない方が数名いらっしゃると思いますので、ぜひ帰

りにはご寄付をいただければと思いますので、どうぞ

よろしくお願い申し上げます。

また先日、炉辺会合開催のご案内を皆さまに送付させ

ていただきました。入会されて年数があまり経ってい

ない方がリーダー・副リーダーとなっているかと思い

ます。炉辺会合は、まず開催日を決めていただきまし

て、事務局より担当のグループへご案内を流すシステ

ムとなっております。まず、リーダー・副リーダーで

開催日程を調整していただきまして、早急にグループ

メンバーへ日程のご連絡をしていただければと思いま

すので、どうぞよろしくお願い申し上げます。

　また、「台北中央ロータリークラブ創立 36周年

チャーターナイト」が 12月に行われますので例年で

あれば、当クラブから台北さんの方へ行き祝意を表す

ところですが今年はできないことで、ここで皆さまと

一緒にお祝いのビデオメッセージを撮らせていただき

たいと思っております。撮影時間はコンパクトに１分

間程度と言われております。本例会の終了後に、こち

らの方で場所をセッティングさせていただきますの

で、皆さまのご協力よろしくお願い申し上げます。

　以上で幹事報告とさせていただきます。

親睦活動委員会　松井 聖治副委員長

　親睦活動委員会です。まずは、懇親会が始まる前に

創立 80周年以降にご逝去されました会員のお名前を

市橋幹事より申し上げていただきたいと思いますので

よろしくお願いいたします。

物故会員

市橋　多佳丞幹事

　それでは、80周

年以降にご逝去さ

れた会員のご紹介

をさせていただき

ます。

故・水野　　哲君　1998 年３月ご入会、2018 年 10

月 17 日ご逝去、享年 64歳

故・下川部善彦君　1991 年８月ご入会、2018 年 10

月 21 日ご逝去、享年 73歳

故・白崎　功一君　1965 年１月ご入会、1987 年－

1988 年度会長、

2019 年４月 16日ご逝去、享年 92歳

故・五明　正吉君　1990 年 10 月ご入会、2011－

2012 年度会長、

2021 年２月 27日ご逝去、享年 71歳

謹んでご冥福をお祈りいたします。

親睦活動委員会　松井 聖治副委員長

　それでは、生前

のご活躍・ご功績

を偲び黙祷を捧げ

たいと思います。

皆さまご起立をお

願いいたします。

黙祷。

ありがとうございました。ご着席ください。

　それでは、これより『創立 85周年記念例会 Part2』

の懇親会の開会をさせていただきます。本日、司会を

させていただきますのは、親睦活動委員会副委員長を

させていただいております松井です。どうぞよろしく

お願いいたします。

　それでは、はじめに 85周年を祝いまして、皆さま

で乾杯をしたいと思います。乾杯はテーブルのスパー

クリングワインにて行いますので、準備をしていただ

きたいと思います。

乾杯挨拶　舟木　　博直前会長

　皆さん、こんばん

は。お久しぶりで、

皆さんのお顔を見て

すごく嬉しいです。

ちょうど５カ月ぶり

ぐらいの夜間例会な

ので、今日の体調が

良いことを願いながら楽しみに待っていました。

本日は、当クラブの 85周年記念例会ということで、

古いメンバーは耳タコだと思いますが、当クラブの変

遷をたどれば、創立は1936年（昭和11年）11月23日、

認証は 12月 21日になっております。その年の重大

事件としては、歴史に残る「2・26事件」が起きて

います。それから昭和 15年までに釧路ロータリーク

ラブは続いていましたが、約 10年間、第二次世界大

戦の前後、国際ロータリーから脱会しておりました。

1950 年（昭和 25年）10月２日に国際ロータリーに

復帰しております。その時はまたも「朝鮮動乱」の最

中ということで、戦争にすごく関係があるのかなと

思っています。ちなみに、脱会の時は「真珠湾攻撃」

の戦争が始まる年だったと思います。

　わが釧路クラブは、世界のクラブの中で4,092番目、

日本では26番目、道内では７番目の歴史と伝統を誇っ

ております。これは歴代の会長になる時に皆さんが口

にする言葉です。

会長になって思いました、少し余談になりますが、歴

代会長の顔ぶれを見ますと、そうそうたる顔ぶれの人

がおります。面白いのですけれど、歴代の中で一番多

い名字が『吉田』さんで、４名でした。今日、吉田英

一君は来ていましたか。来ていますね。ぜひ５番目の

会長を目指して頑張ってください。続いては、釧路ク

ラブでは名門の栗林さんが３名、両角さんが３名と

なっております。会長の任期では、清水源作会長が初

期メンバーですが４期務めております。その方が一番

長く会長になっております。

話が長くなりましたので、そろそろ乾杯に移りたいと

思います。それでは、皆さんグラスをお持ちください。

釧路ロータリークラブ生誕 85周年を記念して乾杯を

したいと思います。

「乾杯」

ありがとうございました。

80 周年以降の歴代会長へ記念品の贈呈

はじめに、2016－2017 年度会長・木下正明君、

2017－2018 年度会長・邵龍珍君、2018－2019 年

度会長・脇弘幸君、2019－2020年度会長・天方智順君、

2020－21 年度会長・舟木博君。

。

80 周年以降歴代会長スピーチ

2016－2017 年度会長　木下　正明パスト会長

　皆さん、こんばん

は。80周年の会長

を務めさせていただ

きました木下でござ

います。皆さんのご

協力のおかげで 80

周年を盛大に開催することができました。唯一の心残

りが、先ほどもありました会員増強が私は「０」です。

最低会長ということで、これからは「最低会長」と呼

んでいただければと思います。本当にありがとうござ

いました。

2017－2018 年度会長　邵　　龍珍パスト会長

　お疲れ様です。

2017－2018 年度

81代会長の邵でご

ざいます。前年度が

80周年で、素晴ら

しい周年事業を行

なった年度で、われ

われの年度は、皆さんがダラッとしたいところだった

と思いますけれど、僕は「あれもやりたい」「これも

やりたい」ということで、当時の後藤幹事と工藤副会

長、また当時の理事の皆さんがご尽力いただき素晴ら

しい事業をさせていただいて素晴らしい１年になった

と思っております。

　今年度、最後の務めでＳＡＡをさせていただいてお

ります。杉村会長のもとで一生懸命頑張って、次年度

は一兵卒になります。何でもやらせていただきます。

ご恩をお返しするということで、何でもやりますので、

「元気ですか」と言えば「元気ですか」と言いますので、

今後ともよろしくお願いいたします。

2018－2019 年度会長　脇　　弘幸パスト会長

　皆さん、こんばん

は。2018－2019 年

度会長を務めさせて

いただきました。先

ほど来たら、「メイ

ンの席に座ってく

れ」、「写真を撮った

ら、前に座ってくれ」ということで、先輩のパスト会

長がたくさんいる中で、尻が痒いような感じですけれ

ども。私の年度は次年度に吉田潤司ガバナーを出すと

いうガバナーエレクトの年度でした。ですから『ＰＥ

ＴＳ・地区協議会』の開催などいろいろなことがあり

ましたが、当時は今年度会長の杉村副会長、浅川幹事、

村上・市橋両副幹事と本当に強力なサポートをいただ

き１年頑張ることができました。

滝越エレクト、副会長などみんながやってくれますか

ら何とかなります。安心をして頑張りましょう。

本当に良い１年間を過ごせたと思っています。皆さん、

本当にありがとうございました。

2019－2020 年度会長　天方　智順パスト会長

　こんばんは。脇会長は、吉田潤司ガバナーエレクト

の年度。私は本番の

吉田ガバナー年度で

ございます。この５

人の中で一番影が薄

い会長だったのかと

思います。「吉田丸」、

要するに会長が「○

○丸」と言われますけれど、その時だけは連合艦隊で

したので、それでも一生懸命にやったつもりでござい

ます。

自分がやったことで一番の功績は、良い吉田さん・悪

い吉田さん・普通の吉田さんで作ったこと。あとは、

しょうがなく杉村君を指名したことです。

ということで、お世話になりました。ありがとうござ

いました。

2020－2021 年度会長　舟木　　博パスト会長

　みんな話上手の後

で、上手く話ができ

ませんけれど、正直

言って大変な１年で

した。半分がコロナ

で、半分が闘病のよ

うな形でやっていま

した。もう 12月の『クリスマス例会』が一番のピー

クだったような気がします。

それから、大見得を張って 30人で台湾の世界大会に

参加しょうと意気込んでいました。でもいま思えば、

もし台湾があったら、手術をせずにそのまま行ってい

たと思うので、今ごろいなかったと思います。

そんなこんなで、何とかこのように元気に生きさせて

いただいていますことも、皆さんのおかげでございま

す。皆さん、本当に大変ご迷惑をおかけして、また幹

事の荒井君、そして副会長の土橋君、本当に一生付き

合える友だちができて、素晴らしい１年でした。どう

もありがとうございました。

親睦活動委員会　松井 聖治副委員長

　皆さん、ご歓談中ではございますが、先週に引き続

きまして3名の方よりスピーチをいただきたいと思っ

ております。

パストガバナー・パストガバナー補佐よりスピーチを

いただきたいと思っておりますが、その前に若手を代

表して工藤彦夫君よりスピーチをいただきたいと思い

ます。

工藤君、よろしくお願いいたします。

スピーチ

工藤　彦夫君

　皆さん、こんばん

は。この後、吉田さ

んと石田さんが話を

するらしいですけれ

ど、前座ということ

で、会長から「笑い

を取れ」と言われま

した。「そう、20年在籍して会長になれない人」の代

表として挨拶いたします

　良い宴席とはどのようなものか」ということである

人が言っていました。料理は重要ではない。イベント

も重要ではない。誰と一緒にお祝いをするかというこ

と。

今日は、85周年を皆さんと一緒にお祝いできること

を大変嬉しく思います。

もうひとつ。いま会員が 103 人いますけれども、先

ほど会長が須貝さんの 115 人の話をされました。杉

村会長はいままで 20人ぐらい入れています。ですか

らなるべくしてなった会長であります。須貝さんを抜

いて 120 人ぐらい行ってほしいということがありま

す。やっぱり数は力です。この会員拡大は重要だと思っ

ております。

僕が新入会員になる前のロータリーはパシフィックホ

テルで例会をやっていました。僕は近くに住んでいま

して、木曜日が釧路クラブの例会、うちの仕事も木曜

日が定休日です。

そうすると木曜日は、パシフィックの前に黒塗りのビ

カビカの車が 20数台並びます。そうすると黒塗りの

車はやっぱりヤクザかその関係者だろうと、僕はロー

タリーのことを何も知らずに「いや、嫌だな」と思い

ながらの毎週木曜日です。「きちんとルールを守るヤ

クザかな」と思っていたら、いろいろ聞くとロータリー

でした。

12時ころら黒塗りの車が次々と並んで、12時 30分

にはいっぱいになる。駐車しながら運転手が煙草を

吸って待っている。そのうち 13時 30分ころになる

と人相の悪い人ばかりが、指名手配犯よりも酷い顔の

人ばかりで出てきて、これはすごい会だと思いました。

いまの人は違いますよ。いまの人は違いますけれども、

本当に何をやっているのかなと思っていました。特に

幣舞橋を渡って帰る人は特に人相が悪かったように思

われます。

新入会員として入ってからは、写真を撮れるものだか

らすぐに会報をやらされました。当時は12人委員会、

だいたい一年間 48回の例会あるから４回やれば済み

ますが、古い人たちは全然やらないから新入会員が

10回とかやらされて。当時のシステムは、写真はポ

ラロイドで撮る。ポラロイドは広角だからこの辺まで

来ないと良い写真が撮れない。この辺で目が合ったら

「こんにちは」と言いたくなるぐらい近い写真。そし

て録音したテープを自分で起こして 400 字～ 800 字

にまとめて、それを月曜日の夕方までに伊貝さんの綜

合印刷さんに届けます。そうすると木曜日の例会まで

に会報誌ができてきて、伊貝さんの懐にチャリンと入

るシステムでした。そのシステムに乗って、毎回一生

懸命に会報をやっていました。

そうすると会報が辛いものだから「会報やるなら、ロー

タリーなんか」と言う人が結構いた時に、当時の藤井

会長、幹事の吉田秀俊さんが「これでは大変だ」とい

うことで、議事録を起こしてくれる「さわやか釧路」

という所を見つけて、会報が楽になったという思い出

があります。吉田さんの最大の功労はそれだけです。

最近は、職業奉仕理論などを全然やっていなかったで

すけれど、入った当時は、アーサー・フレデリック・

シェルドンの『職業奉仕とは何か』を例会でもやりま

したし、炉辺会合でもやっていました。当時は分から

なかったけれども、歳を取って来てなかなか面白い話

だと。

僕の中では、ロータリーにはこれが一番重要だと。た

だのボランティア団体ではないという思想があってこ

そロータリーだと最近思っております。もしも、そう

いう話を知りたい人はネットで『源流の会』を探すと

そういう話がたくさん出ていますので、よく見ていた

だきたいと思います。

前座としては、このあたりで終わらせていただきます。

これからも仲良くやりましょう。よろしくお願いしま

す。

吉田　潤司パストガバナー

　皆さん、こんばん

は。先ほど須貝さん

の話が出ましたけれ

ど、懐かしい人の名

前が出ました。振り

返ってみますと、た

くさんの会員に会っ

て、たくさんの会長に会いました。でも、いろいろな

思い出がたくさんあり、ひとりひとり言うと２時間ぐ

らいかかってしまいますので、それは省略します。

　私は、1980 年にロータリーに入りまして 42年５

カ月ぐらい経ちました。ということは、85周年の半

分ぐらいになります。そのような節目です。

その中で、川口雄さんという会員がおりました。釧路

クラブの精神的な支柱であり、生き字引であり、紳士

であり、背が高く細く、すごく穏やかで熱心な人でし

た。でも、歌は歌いそうに見えませんけれども飲んだ

ら歌も歌います。以前いた事務員さんとデュエットし

たり、しゃれた人でした。川口さんという人をぜひ覚

えていただきたいです。川口さんには、邵さんの後に

入会をした人はお会いできていないですね。邵さんの

時までの人で、クラブでは 25％ぐらいの人が知って

いると思います。　　

私が入った時、清水先生がガバナーノミニーでした。

川口さんの思い出はやっぱりガバナーに関係すること

です。私が 1997 年に会長に就任した時に川口さんか

ら「吉田君、ちょっと来てくれ」と言われました。何

かと思ったら川口さんが、「釧路クラブからガバナー

が出ていなくなって 17年になる。このままで行くと

20年になる。釧路クラブにはたくさんの候補者がい

るけれど、なかなか上手くいかない。これからもアタッ

クはするけれども、（会長が次々年度の会長を選びま

すから）ガバナーになれそうな人を選んでもらえない

か」と言われました。

私にとってガバナーは上の空の世界ですけれども「分

かりました」ということで、いろいろ考えました。あ

る時、新聞を見ていたら小船井さんの写真が新聞に出

ていて、この人はうちのクラブの人だと。小船井さん

は当時、スリーピングでしたので私は例会でもあまり

会ったことがありませんでした。でも、意を決して「こ

の人にしたい」と思って小船井さんに連絡をしてお伺

いしました。初対面です。話をしたことはありません。

それで、小船井さんに会いました。小船井さんも「何

の話をしに来たのか」と思ったと思います。

やっぱり穏やかな優しい笑顔で「何ですか」と言われ

たから、単刀直入に「小船井さん、次々年度の会長を

受けてほしい」と。小船井さんも多分びっくりしてポ

ワンとしていたと思いますが、さすが小船井さんです。

その時に「分かりました。１週間の時間をください」

と言われました。１週間いろいろ考えて、１週間後に

連絡をいただきました。「いいです。分かりました」

と言われて、でもガバナーの話は全くしていません。

その後に、私は川口さんに「小船井さんにしました」

と言いましたら、川口さんはどう考えたか分かりませ

んけれども、その後は「分かりました。任せてくださ

い」と。私はその後、一切タッチをしませんでしたけ

れど、小船井さんは見事に川口さんの希望に応えても

らいまして、次々年度の 1999 年の会長になり、翌年

度、いまでいうガバナー補佐になってもらいました。

その翌年度にガバナーノミニーです。その翌々年度に

ガバナーです。この短期間にガバナーになった人はい

ません。ものすごい勢いです。

小船井さんの素晴らしいところは頭がいいです。日大

ですけれど頭がいい、すごいのです。そして理解力が

早いです。小船井さんがガバナーノミニーになった時

に、多分パソコンは私の方が得意だったと思います。

私は当時、ホームページを作ったりしていて、2500

地区で最初にホームページを作ったのはうちのクラブ

です。

小船井さんにいろいろと教えました。１年ぐらい経っ

たら、小船井さんがメールを見て「写真、来たよ」と

言って、写真を見ていました。私はメールで写真がど

のようにして来るのか分かりませんでした。それぐら

いの人でした。

ガバナーノミニーになった時、会議に出たら机の上に

パソコンが置いてあって「キザな男だな」と見ていま

したけれど、それは違っていました。小船井さんの素

晴らしい才能のひとつは、スピーチをその場で瞬時に

要約してパソコンに入力します。ですからガバナーに

なった時、公式訪問に来てもすべての記録がその日の

うちに全部できています。この才能は、よく新聞記者

が会見の時にパソコン入力をしていますけれども、素

人でそのようなことができる人はいなくて、パソコン

が置いてあっても今日の行事予定を見るぐらいだと思

いますけれど、小船井さんは、そこがすごかったです

ね。

うちのクラブには全国区のガバナーが２人います。私

も多くの他クラブ・他地区のガバナーに「清水先生は

元気ですか」と必ずいつも言われます。それから、必

ず言われることは「吉田さんはいいですよね。小船井

さんがいますから。何でも聞けていいですね」。

この全国区のガバナーがいるクラブも素晴らしいです

けれども、この小船井さんを育てたのは、やっぱり川

口さんであり、釧路クラブの重鎮が育てたということ

です。

残念ながら釧路クラブは、ガバナーを選ぶのに随分苦

労をしています。清水先生の周りには、柳田さんとい

うトヨタの社長がいて、ガバナーノミニーまで行きま

したけれど亡くなりました。小船井さんの後に両角さ

んもガバナーノミニーになりましたが奥様がガンに

なって亡くなられました。それから久島先生が、無競

争でガバナーノミニーになる予定だったのが変な横や

りというか、何かがあってなれなかったという苦労を

しました。

でも小船井さんが、見事にやったことが一番の思い出

だと思います

私はやっぱり思います。ロータリーに入っていなけれ

ば、このようにいろいろな人に会えず、友だちになれ

なかったと思います。だから、入っていなかったら寂

しい人生だった気もします。

　若い人、これからの人たちに言いたいことは、よく

辞めていく人に「ロータリーはつまらない。何のメリッ

トもない」と言われますけれど、ロータリーでは自分

でメリットを求めていかなければいけない。そのため

には、クラブに一生懸命出席をして、馴染んでいかな

ければダメだと思います。

私が入った時に先輩に言われたことは「100 人も会

員がいたら、みんなを覚えることは不可能だよ。それ

より覚えてもらいなさい」と言われました。「吉田です」

「吉田です」「吉田です」と言ったらみんなに覚えても

らえる。ここをぜひ汲んで、思っていただきまして、

ロータリーを楽しんでいただき、あと 15年経ちます

と 100 年になります。100 年の時にみんなでまたこ

の笑顔で会いたいと思っています。

　どうもありがとうございました。

石田　博司パストガバナー補佐

　「ロータリーに入

会したころの思い

出を話すように」

という指示を受け

ました。私が入会

したのは 30年前で

す。その時の印象

は、人数からいくと 110 名ぐらいの勢力だったかと

思います。一緒に入ったのが、同じ町内で先ごろ他界

した五明正吉君と年は１つ違いですけれども彼と２人

でした。入った時の印象は、いまの若い諸君と比べる

と同じ年の人がいなかった。あのころは若い人がいま

せんでした。ですから委員会でも先輩たちと随分交流

がありました。歳が同じ者と寄るということがなかっ

たと思います。ですからロートルの方とお付き合いを

させていただき、例会後の二次会には一緒に付いて行

きいろいろな話を聞かされました。それが良かったと

思います。いまお話の吉田潤司さんも、亡くなった川

口さんも入会をして３年目でした。

それと、確かプログラム委員長を仰せつかりました。

副委員長も経験がなく、いきなりプログラム委員長で

した。とても困りまして、それこそ川口さんに「どう

したら良いですか」と聞いたら、川口さんが「石田君、

君の好きなようにやったらいいよ」と言うのです。そ

れは無責任ではないかと思うほど「好きなようにやっ

たらいいよ」と言って。

でも一応、「ロータリーは年間を通して１月は○○月

間、２月は○○月間、とあるからそれに絡めてやると

いいよ」とは言われました。けれども、ロータリーに

入って２年～３年目ですから「月間」という意味も分

からず、たいしたアドバイスにはなりませんでした。

まず行ったことは、委員会のメンバーに声をかけたら、

やっぱり巡り合わせでいてくれた人、名前は忘れまし

たけれどもNHKの局長さんと日銀の支店長さんの福

田さんを覚えています。このお二方がいて、「石田君、

助けるぞ。サンドイッチ会があるからそのメンバーに

講師になってもらって、組み立てて行けばいいよ」と

言ってくれました。おそらく初めてだと思いますけれ

ども、ロータリークラブでプログラム作成のための委

員会、毎月お酒を飲みながらやらせていただきました。

プログラム完成と同時にあのお二方とメンバーとの友

情も培えた１年間であったと思い、とても意義深い１

年間を送れたと思っております。

その時に、他のロータリーとも交流をする機会が増え

ました。近年では見ていない『合同例会』があって、

他のクラブと一緒に例会を行い、お酒も飲みます。そ

して他のクラブのメンバーと一緒にテーブルで語り

合っているうちに、うちのクラブと他のクラブはなに

か違うことを感じ始めました。他のクラブは、居心地

が悪そうなのです。うちのクラブの居心地が良いと言

いますか、自分のことを出すのはおかしいですけれど

も、うちのクラブに石田がいられるのは「釧路クラブ

だからいられる」ということを他のクラブの雰囲気を

見ていて感じます。

随分不自由なのだなと分かってきたのは、各クラブに

はボスがいます。ボスには、何かを決める時にお伺い

を立てなければいけない存在があるのです。でも、わ

がクラブにはそれがありません。なぜなのだろう。僕

が入会の時に吉田潤司さんがおっしゃったことは「昔

は本当にうるさい煙たい先輩がいた。行儀・仕付けの

うるさい人」と。例えば（これは名誉ありますので申

し上げます）「北村藤兵衛さんは本当にうるさい人だっ

た」と川口さんもおっしゃっていました。

私が受けた印象は、この方たちは入会の時にうるさい

先輩にいいだけ潰されたから、「自分が先輩になった

時にはそうしない」という決意の下に、われわれ若者

を迎え入れていると思いました。ずっとそう思ってき

ました。だから釧路クラブの自由活発な空気とは、北

村藤兵衛さんたちのような厳しい方にいいだけ仕付け

られ、「あれでは嫌だと思った」反省をした結果が釧

路クラブの雰囲気を作っているのだろうとずっと思っ

てきました。

けれども、どうもそれでは論理の整合性がないように

思います。いつのころからか、まず間違いないと思っ

ていることは、釧路クラブには、私が言うところの外

人部隊、出先の方たちが常にいるのです。いま、杉村

さんにメールで確認をしてもらいましたら、15社、

100 名のうち 15人が出先の方です。一部上場で、社

員数が数十万人という会社の出先の方がいらっしゃ

る。これでは地元の人間が『お山の大将』ではいられ

ません。大会社の出先の方がおりますからお山の大将

的なことは恥ずかしくてできない。そうすると地元の

人間はみんな行儀が良くなる。そういう不思議な添加

物的作用が出先の方にはあると思います。

われわれも習って行儀良くなるということが起こって

いると、僕はいかにも笑いを取るような言い方をして

いますけれども、本当に大真面目に人間の力学として、

私は、釧路クラブは出先の方たちがいてくれて釧路ク

ラブの雰囲気を作っているとしみじみ思います。

ですから出先の方のおかげでこの釧路クラブの良さが

ある。そこに、われわれひとりひとりもこの釧路クラ

ブの自由闊達さをとても愛していますから、それが連

綿とした釧路クラブの良さとしてつながっていくので

はないかと思います。

「人が人から学ぶ」というのが僕の人生観ですから、

ロータリークラブは学ぶ機会を与えてくれる場だと

思っております。景気が非常に低下している中で、わ

れわれロータリークラブは、非常に大きな役割をこれ

から負って行くし、負って行かなければいけない。そ

のような決意の下に行かなければ街がどんどん衰退し

てしまう。自分さえ良ければ良いという発想では自分

が生き残っていけないと思います。

　私も老骨という年齢になりましたけれども老骨にム

チを打って頑張りますので、お互いに、一緒に釧路の

文化と経済のために尽力を尽くそうではありません

か。

随分偉そうなものの言い方をしましたけれどもお許し

をいただいて。

ありがとうございました。

締め挨拶　尾越　弘典パスト会長

　皆さん、こんばん

は。久しぶりにマイ

クの前に立たせてい

ただきまして、少々

緊張もしています

が、逆に少し嬉しく

も思っています。

　私は、32歳の時にこのロータリーに入りまして今

年で 38年、年齢で 70歳になりました。70の半分の

35年以上こちらにお世話になって、楽しんでいます。

いろいろな思い出もありますし、いろいろな経験もさ

せていただきました。何と言っても一番良いことは、

友だちができた、楽しい仲間がたくさんできたことだ

と思っています。

このような会はなかなかありません。ロータリーの方

が少し早かったのですが、青年会議所にも入っていま

した。その会も良い会でしたけれども、ロータリーは

私が辞めない限りずっと在籍ができる本当に特殊な会

です。素晴らしい仲間、良い仲間もいます。悪い仲間

もいました。そしていろいろな経験をさせてもらえま

した。地区大会へ行って仲の良い友だちや他のクラブ

のメンバーと麻雀をやったり、地区大会ではそこそこ

に抜け出して遊びに行ったこともたくさんあります。

それも本当に良い思い出だと思っています。

　私は 38年間のロータリーの思い出と経験がありま

す。この中には、１年の入会、５年・10年の方もいらっ

しゃると思いますけれども、その思い出と経験がこれ

からの自分の人生のためになると思いますし、本当に

良い思い出になると思っております。

今回は 85周年ですけれども、90周年・100 周年が

目の前に来ています。私も 100 周年までは何とか生

きていけると思っています。皆さんとともにこの素晴

らしい釧路ロータリークラブをつくって 100 年へ向

けて頑張って行きたいと思っています。

今日は 85周年をこのように盛大にやっていただいた

杉村会長、本当にご苦労様でした。それでは、皆さん

と一緒に一本で締めたいと思います。

それでは、釧路ロータリークラブ 90周年・100 周年

へ向けてさらなる発展を、それから今日ご参会の釧路

ロータリークラブの素晴らしい会員のご多幸をご祈念

申し上げまして一本で締めたいと思います。それでは、

ご唱和をお願いします。ありがとうございます。　
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　　　　　　　　　　杉村　荘平会長

　皆さん、こんばん

は。本当に多数のご

出席をいただきあり

がとうございます。

また舟木直前会長に

おかれましては、初

夜例会ですね。体調

が悪い中、本当にありがとうございます。

　85周年 Part2 ということで開催をさせていただき

ます。先週の Part1 では、清水・小船井両パストガバ

ナー、白幡パストガバナー補佐、泉先生には大変素晴

らしいスピーチをいただくことができました。この場

をお借りしてお礼を申し上げます。

　Part2 でございます。皆さんのお手元に少しでも雰

囲気を感じ取ってもらえればと、昭和 11年 11月 23

日付の新聞と 1936 と書いてある 1936 にちなんだワ

インとジュース、それから 85周年の記念品を置かせ

ていただいております。三役が総力をあげて用意をさ

せていただいたものでございます。補足をさせていた

だきますが、このワイン、ジュースも 1936 と書いて

ありますが、1936 年産のワインではなく、1936 年

とは特に関係ございません。そのような高価なワイン

を用意できるわけがありません。雰囲気を感じ取って

いただければと一生懸命に探しましたので、どうぞよ

ろしくお願いいたします。また、昭和 11年の新聞で

すが、少し広告が多いように思われますが、調べまし

たら当時の新聞は第一面が広告面なのです。いまその

コピーサービスを取ると、第一面しか取ってもらえず

どうしても広告面が多くなってしまいます。雰囲気を

味わっていただければという三役の気持ちを汲み取っ

ていただければ幸いでございます。どうぞよろしくお

願いいたします。

　85周年、杉村年度でいろいろ取り組んでおります

が、特に会員増強を頑張らせていただいております。

村上大委員長、五十嵐委員長をはじめ皆さんのおかげ

で、現時点で７名の純増をいただいております。とい

うことで、今回は釧路クラブの歴史を振り返ろう・会

長挨拶第４弾は、歴代の中で一番会員増強を行った会

長に須貝寛一さんという会員がいらっしゃいます。そ

の方をご紹介させていただきます。

　須貝さんは、大正３年に米町で生まれて、南大通に

ある教科書販売の株式会社須貝の経営をされておりま

した。昭和 34年に釧路クラブにご入会をされ、47

年にクラブ会長、51年に分区代理をされております。

私は増強を行うに当たって、歴代のどのような方々が

行ったかを見ていて、この業績を見て本当にびっくり

しました。須貝さんは会長年度に 28名の会員増強を

行っておりました。これはダントツでトップだと思っ

ております。この年に９名の退会者があったようで、

それでも 19名の純増で、年度末に 115 名の会員で

終わっています。

　この年に 115 名ということで、当時の 2500 地区

では長年、旭川クラブが一番の会員数を誇っていたよ

うですが、釧路クラブが創立後初めて旭川クラブを抜

いて 2500 地区トップの人数になったようです。こち

らの村上さんではありませんが、村上祐二チャーター

メンバーから「釧路クラブ、創立以来の金字塔だ」と

お褒めのお言葉をいただいている記述がございまし

た。

　そんな須貝さんも昭和 59年に亡くなられておりま

す。当時、この功績を称えて多数の方が、いろいろな

追悼文を寄せています。その追悼文の中で、清水先生

がガバナーをお受けした時の有名な裏話がありまし

て、清水先生がご自分で書いた追悼文を見つけました

のでご紹介をさせていただきます。

昭和 54年９月の初めのころだったと思う。須貝さん

が私を訪ねられた。午後の診療中のことであり、病院

の応接室でお待ち願った。間もなく部屋へ入ると、彼

の態度はいつになくぎこちなかった。

「今日は、頼みごとがあって来ました」。そして言葉を

続けて言うことは「うんと言ってくれるまでは帰るわ

けにはいかない」とすこぶるちんちくりんである。

「まあまあ、どういうことですか」と訪ねてみると、

地区ガバナーノミニー指名委員会で私の名前が上が

り、両角パストガバナーに言われて私の所に打診と、

それからＯＫを取り付けるというか、強要をしに来た

ということが、その来訪の目的であったのです。

当然、即答をするわけにはいかず、押し問答を繰り返

しているうちに、外線電話がかかってきたり、「患者

さんが待っているから」と看護婦が私を促しに来たり

で、いつまでも須貝さんと向き合っているわけにもい

かず、とにかく何とかお引き取り願おうとすると、「引

き受けてもらったと解釈するから」という勝手な捨て

台詞を残して退出した。

その夕刻に、彼に電話をして「固辞」を伝えると、「も

う『ＯＫした』と伝えてしまった。私の顔をどうして

くれる」という始末。

もし、あの日、寛ちゃんが、夜に私を訪問したならば、

もし飲み潰し作戦を取っていたならば、私のガバナー

ノミニーの話はなかったことになっていたかもしれな

い。合唱。

という追悼文でございます。われわれが仰ぎ見ている

清水先生のロータリー人生の大きな役割を果たした人

が、この須貝寛一さんというお話でございます。

須貝さんも多分このように乱暴なことはしたくはな

かったと思いますが、こうでもしないと清水先生がＯ

Ｋしなかったのだろうということで「悪者を演じた」

と思っております。

ちなみに、この後、昭和 56年に清水先生はガバナー

を務めるわけでございますが、当時は、この 2500 地

区初めての『昭和生まれのガバナー』だったこともご

報告させていただきます。

ということで、毎週同じようなお話になりますが、こ

のような先輩たちの熱い思いを積み重ねて今日の釧路

クラブがあったということを改めてみんなで確認をし

ながら、今日の 85周年を楽しみたいと思います。

どうぞよろしくお願いいたします。

幹事報告　市橋　多佳丞幹事

　皆さん、こんば

んは。幹事報告を

させていただきま

す。

まず、入口に赤い

羽根共同募金の募

金箱を置かせてい

ただいております。まだ赤い羽根を付けていらっしゃ

らない方が数名いらっしゃると思いますので、ぜひ帰

りにはご寄付をいただければと思いますので、どうぞ

よろしくお願い申し上げます。

また先日、炉辺会合開催のご案内を皆さまに送付させ

ていただきました。入会されて年数があまり経ってい

ない方がリーダー・副リーダーとなっているかと思い

ます。炉辺会合は、まず開催日を決めていただきまし

て、事務局より担当のグループへご案内を流すシステ

ムとなっております。まず、リーダー・副リーダーで

開催日程を調整していただきまして、早急にグループ

メンバーへ日程のご連絡をしていただければと思いま

すので、どうぞよろしくお願い申し上げます。

　また、「台北中央ロータリークラブ創立 36周年

チャーターナイト」が 12月に行われますので例年で

あれば、当クラブから台北さんの方へ行き祝意を表す

ところですが今年はできないことで、ここで皆さまと

一緒にお祝いのビデオメッセージを撮らせていただき

たいと思っております。撮影時間はコンパクトに１分

間程度と言われております。本例会の終了後に、こち

らの方で場所をセッティングさせていただきますの

で、皆さまのご協力よろしくお願い申し上げます。

　以上で幹事報告とさせていただきます。

親睦活動委員会　松井 聖治副委員長

　親睦活動委員会です。まずは、懇親会が始まる前に

創立 80周年以降にご逝去されました会員のお名前を

市橋幹事より申し上げていただきたいと思いますので

よろしくお願いいたします。

物故会員

市橋　多佳丞幹事

　それでは、80周

年以降にご逝去さ

れた会員のご紹介

をさせていただき

ます。

故・水野　　哲君　1998 年３月ご入会、2018 年 10

月 17 日ご逝去、享年 64歳

故・下川部善彦君　1991 年８月ご入会、2018 年 10

月 21 日ご逝去、享年 73歳

故・白崎　功一君　1965 年１月ご入会、1987 年－

1988 年度会長、

2019 年４月 16日ご逝去、享年 92歳

故・五明　正吉君　1990 年 10 月ご入会、2011－

2012 年度会長、

2021 年２月 27日ご逝去、享年 71歳

謹んでご冥福をお祈りいたします。

親睦活動委員会　松井 聖治副委員長

　それでは、生前

のご活躍・ご功績

を偲び黙祷を捧げ

たいと思います。

皆さまご起立をお

願いいたします。

黙祷。

ありがとうございました。ご着席ください。

　それでは、これより『創立 85周年記念例会 Part2』

の懇親会の開会をさせていただきます。本日、司会を

させていただきますのは、親睦活動委員会副委員長を

させていただいております松井です。どうぞよろしく

お願いいたします。

　それでは、はじめに 85周年を祝いまして、皆さま

で乾杯をしたいと思います。乾杯はテーブルのスパー

クリングワインにて行いますので、準備をしていただ

きたいと思います。

乾杯挨拶　舟木　　博直前会長

　皆さん、こんばん

は。お久しぶりで、

皆さんのお顔を見て

すごく嬉しいです。

ちょうど５カ月ぶり

ぐらいの夜間例会な

ので、今日の体調が

良いことを願いながら楽しみに待っていました。

本日は、当クラブの 85周年記念例会ということで、

古いメンバーは耳タコだと思いますが、当クラブの変

遷をたどれば、創立は1936年（昭和11年）11月23日、

認証は 12月 21日になっております。その年の重大

事件としては、歴史に残る「2・26事件」が起きて

います。それから昭和 15年までに釧路ロータリーク

ラブは続いていましたが、約 10年間、第二次世界大

戦の前後、国際ロータリーから脱会しておりました。

1950 年（昭和 25年）10月２日に国際ロータリーに

復帰しております。その時はまたも「朝鮮動乱」の最

中ということで、戦争にすごく関係があるのかなと

思っています。ちなみに、脱会の時は「真珠湾攻撃」

の戦争が始まる年だったと思います。

　わが釧路クラブは、世界のクラブの中で4,092番目、

日本では26番目、道内では７番目の歴史と伝統を誇っ

ております。これは歴代の会長になる時に皆さんが口

にする言葉です。

会長になって思いました、少し余談になりますが、歴

代会長の顔ぶれを見ますと、そうそうたる顔ぶれの人

がおります。面白いのですけれど、歴代の中で一番多

い名字が『吉田』さんで、４名でした。今日、吉田英

一君は来ていましたか。来ていますね。ぜひ５番目の

会長を目指して頑張ってください。続いては、釧路ク

ラブでは名門の栗林さんが３名、両角さんが３名と

なっております。会長の任期では、清水源作会長が初

期メンバーですが４期務めております。その方が一番

長く会長になっております。

話が長くなりましたので、そろそろ乾杯に移りたいと

思います。それでは、皆さんグラスをお持ちください。

釧路ロータリークラブ生誕 85周年を記念して乾杯を

したいと思います。

「乾杯」

ありがとうございました。

80 周年以降の歴代会長へ記念品の贈呈

はじめに、2016－2017 年度会長・木下正明君、

2017－2018 年度会長・邵龍珍君、2018－2019 年

度会長・脇弘幸君、2019－2020年度会長・天方智順君、

2020－21 年度会長・舟木博君。

。

80 周年以降歴代会長スピーチ

2016－2017 年度会長　木下　正明パスト会長

　皆さん、こんばん

は。80周年の会長

を務めさせていただ

きました木下でござ

います。皆さんのご

協力のおかげで 80

周年を盛大に開催することができました。唯一の心残

りが、先ほどもありました会員増強が私は「０」です。

最低会長ということで、これからは「最低会長」と呼

んでいただければと思います。本当にありがとうござ

いました。

2017－2018 年度会長　邵　　龍珍パスト会長

　お疲れ様です。

2017－2018 年度

81代会長の邵でご

ざいます。前年度が

80周年で、素晴ら

しい周年事業を行

なった年度で、われ

われの年度は、皆さんがダラッとしたいところだった

と思いますけれど、僕は「あれもやりたい」「これも

やりたい」ということで、当時の後藤幹事と工藤副会

長、また当時の理事の皆さんがご尽力いただき素晴ら

しい事業をさせていただいて素晴らしい１年になった

と思っております。

　今年度、最後の務めでＳＡＡをさせていただいてお

ります。杉村会長のもとで一生懸命頑張って、次年度

は一兵卒になります。何でもやらせていただきます。

ご恩をお返しするということで、何でもやりますので、

「元気ですか」と言えば「元気ですか」と言いますので、

今後ともよろしくお願いいたします。

2018－2019 年度会長　脇　　弘幸パスト会長

　皆さん、こんばん

は。2018－2019 年

度会長を務めさせて

いただきました。先

ほど来たら、「メイ

ンの席に座ってく

れ」、「写真を撮った

ら、前に座ってくれ」ということで、先輩のパスト会

長がたくさんいる中で、尻が痒いような感じですけれ

ども。私の年度は次年度に吉田潤司ガバナーを出すと

いうガバナーエレクトの年度でした。ですから『ＰＥ

ＴＳ・地区協議会』の開催などいろいろなことがあり

ましたが、当時は今年度会長の杉村副会長、浅川幹事、

村上・市橋両副幹事と本当に強力なサポートをいただ

き１年頑張ることができました。

滝越エレクト、副会長などみんながやってくれますか

ら何とかなります。安心をして頑張りましょう。

本当に良い１年間を過ごせたと思っています。皆さん、

本当にありがとうございました。

2019－2020 年度会長　天方　智順パスト会長

　こんばんは。脇会長は、吉田潤司ガバナーエレクト

の年度。私は本番の

吉田ガバナー年度で

ございます。この５

人の中で一番影が薄

い会長だったのかと

思います。「吉田丸」、

要するに会長が「○

○丸」と言われますけれど、その時だけは連合艦隊で

したので、それでも一生懸命にやったつもりでござい

ます。

自分がやったことで一番の功績は、良い吉田さん・悪

い吉田さん・普通の吉田さんで作ったこと。あとは、

しょうがなく杉村君を指名したことです。

ということで、お世話になりました。ありがとうござ

いました。

2020－2021 年度会長　舟木　　博パスト会長

　みんな話上手の後

で、上手く話ができ

ませんけれど、正直

言って大変な１年で

した。半分がコロナ

で、半分が闘病のよ

うな形でやっていま

した。もう 12月の『クリスマス例会』が一番のピー

クだったような気がします。

それから、大見得を張って 30人で台湾の世界大会に

参加しょうと意気込んでいました。でもいま思えば、

もし台湾があったら、手術をせずにそのまま行ってい

たと思うので、今ごろいなかったと思います。

そんなこんなで、何とかこのように元気に生きさせて

いただいていますことも、皆さんのおかげでございま

す。皆さん、本当に大変ご迷惑をおかけして、また幹

事の荒井君、そして副会長の土橋君、本当に一生付き

合える友だちができて、素晴らしい１年でした。どう

もありがとうございました。

親睦活動委員会　松井 聖治副委員長

　皆さん、ご歓談中ではございますが、先週に引き続

きまして3名の方よりスピーチをいただきたいと思っ

ております。

パストガバナー・パストガバナー補佐よりスピーチを

いただきたいと思っておりますが、その前に若手を代

表して工藤彦夫君よりスピーチをいただきたいと思い

ます。

工藤君、よろしくお願いいたします。

スピーチ

工藤　彦夫君

　皆さん、こんばん

は。この後、吉田さ

んと石田さんが話を

するらしいですけれ

ど、前座ということ

で、会長から「笑い

を取れ」と言われま

した。「そう、20年在籍して会長になれない人」の代

表として挨拶いたします

　良い宴席とはどのようなものか」ということである

人が言っていました。料理は重要ではない。イベント

も重要ではない。誰と一緒にお祝いをするかというこ

と。

今日は、85周年を皆さんと一緒にお祝いできること

を大変嬉しく思います。

もうひとつ。いま会員が 103 人いますけれども、先

ほど会長が須貝さんの 115 人の話をされました。杉

村会長はいままで 20人ぐらい入れています。ですか

らなるべくしてなった会長であります。須貝さんを抜

いて 120 人ぐらい行ってほしいということがありま

す。やっぱり数は力です。この会員拡大は重要だと思っ

ております。

僕が新入会員になる前のロータリーはパシフィックホ

テルで例会をやっていました。僕は近くに住んでいま

して、木曜日が釧路クラブの例会、うちの仕事も木曜

日が定休日です。

そうすると木曜日は、パシフィックの前に黒塗りのビ

カビカの車が 20数台並びます。そうすると黒塗りの

車はやっぱりヤクザかその関係者だろうと、僕はロー

タリーのことを何も知らずに「いや、嫌だな」と思い

ながらの毎週木曜日です。「きちんとルールを守るヤ

クザかな」と思っていたら、いろいろ聞くとロータリー

でした。

12時ころら黒塗りの車が次々と並んで、12時 30分

にはいっぱいになる。駐車しながら運転手が煙草を

吸って待っている。そのうち 13時 30分ころになる

と人相の悪い人ばかりが、指名手配犯よりも酷い顔の

人ばかりで出てきて、これはすごい会だと思いました。

いまの人は違いますよ。いまの人は違いますけれども、

本当に何をやっているのかなと思っていました。特に

幣舞橋を渡って帰る人は特に人相が悪かったように思

われます。

新入会員として入ってからは、写真を撮れるものだか

らすぐに会報をやらされました。当時は12人委員会、

だいたい一年間 48回の例会あるから４回やれば済み

ますが、古い人たちは全然やらないから新入会員が

10回とかやらされて。当時のシステムは、写真はポ

ラロイドで撮る。ポラロイドは広角だからこの辺まで

来ないと良い写真が撮れない。この辺で目が合ったら

「こんにちは」と言いたくなるぐらい近い写真。そし

て録音したテープを自分で起こして 400 字～ 800 字

にまとめて、それを月曜日の夕方までに伊貝さんの綜

合印刷さんに届けます。そうすると木曜日の例会まで

に会報誌ができてきて、伊貝さんの懐にチャリンと入

るシステムでした。そのシステムに乗って、毎回一生

懸命に会報をやっていました。

そうすると会報が辛いものだから「会報やるなら、ロー

タリーなんか」と言う人が結構いた時に、当時の藤井

会長、幹事の吉田秀俊さんが「これでは大変だ」とい

うことで、議事録を起こしてくれる「さわやか釧路」

という所を見つけて、会報が楽になったという思い出

があります。吉田さんの最大の功労はそれだけです。

最近は、職業奉仕理論などを全然やっていなかったで

すけれど、入った当時は、アーサー・フレデリック・

シェルドンの『職業奉仕とは何か』を例会でもやりま

したし、炉辺会合でもやっていました。当時は分から

なかったけれども、歳を取って来てなかなか面白い話

だと。

僕の中では、ロータリーにはこれが一番重要だと。た

だのボランティア団体ではないという思想があってこ

そロータリーだと最近思っております。もしも、そう

いう話を知りたい人はネットで『源流の会』を探すと

そういう話がたくさん出ていますので、よく見ていた

だきたいと思います。

前座としては、このあたりで終わらせていただきます。

これからも仲良くやりましょう。よろしくお願いしま

す。

吉田　潤司パストガバナー

　皆さん、こんばん

は。先ほど須貝さん

の話が出ましたけれ

ど、懐かしい人の名

前が出ました。振り

返ってみますと、た

くさんの会員に会っ

て、たくさんの会長に会いました。でも、いろいろな

思い出がたくさんあり、ひとりひとり言うと２時間ぐ

らいかかってしまいますので、それは省略します。

　私は、1980 年にロータリーに入りまして 42年５

カ月ぐらい経ちました。ということは、85周年の半

分ぐらいになります。そのような節目です。

その中で、川口雄さんという会員がおりました。釧路

クラブの精神的な支柱であり、生き字引であり、紳士

であり、背が高く細く、すごく穏やかで熱心な人でし

た。でも、歌は歌いそうに見えませんけれども飲んだ

ら歌も歌います。以前いた事務員さんとデュエットし

たり、しゃれた人でした。川口さんという人をぜひ覚

えていただきたいです。川口さんには、邵さんの後に

入会をした人はお会いできていないですね。邵さんの

時までの人で、クラブでは 25％ぐらいの人が知って

いると思います。　　

私が入った時、清水先生がガバナーノミニーでした。

川口さんの思い出はやっぱりガバナーに関係すること

です。私が 1997 年に会長に就任した時に川口さんか

ら「吉田君、ちょっと来てくれ」と言われました。何

かと思ったら川口さんが、「釧路クラブからガバナー

が出ていなくなって 17年になる。このままで行くと

20年になる。釧路クラブにはたくさんの候補者がい

るけれど、なかなか上手くいかない。これからもアタッ

クはするけれども、（会長が次々年度の会長を選びま

すから）ガバナーになれそうな人を選んでもらえない

か」と言われました。

私にとってガバナーは上の空の世界ですけれども「分

かりました」ということで、いろいろ考えました。あ

る時、新聞を見ていたら小船井さんの写真が新聞に出

ていて、この人はうちのクラブの人だと。小船井さん

は当時、スリーピングでしたので私は例会でもあまり

会ったことがありませんでした。でも、意を決して「こ

の人にしたい」と思って小船井さんに連絡をしてお伺

いしました。初対面です。話をしたことはありません。

それで、小船井さんに会いました。小船井さんも「何

の話をしに来たのか」と思ったと思います。

やっぱり穏やかな優しい笑顔で「何ですか」と言われ

たから、単刀直入に「小船井さん、次々年度の会長を

受けてほしい」と。小船井さんも多分びっくりしてポ

ワンとしていたと思いますが、さすが小船井さんです。

その時に「分かりました。１週間の時間をください」

と言われました。１週間いろいろ考えて、１週間後に

連絡をいただきました。「いいです。分かりました」

と言われて、でもガバナーの話は全くしていません。

その後に、私は川口さんに「小船井さんにしました」

と言いましたら、川口さんはどう考えたか分かりませ

んけれども、その後は「分かりました。任せてくださ

い」と。私はその後、一切タッチをしませんでしたけ

れど、小船井さんは見事に川口さんの希望に応えても

らいまして、次々年度の 1999 年の会長になり、翌年

度、いまでいうガバナー補佐になってもらいました。

その翌年度にガバナーノミニーです。その翌々年度に

ガバナーです。この短期間にガバナーになった人はい

ません。ものすごい勢いです。

小船井さんの素晴らしいところは頭がいいです。日大

ですけれど頭がいい、すごいのです。そして理解力が

早いです。小船井さんがガバナーノミニーになった時

に、多分パソコンは私の方が得意だったと思います。

私は当時、ホームページを作ったりしていて、2500

地区で最初にホームページを作ったのはうちのクラブ

です。

小船井さんにいろいろと教えました。１年ぐらい経っ

たら、小船井さんがメールを見て「写真、来たよ」と

言って、写真を見ていました。私はメールで写真がど

のようにして来るのか分かりませんでした。それぐら

いの人でした。

ガバナーノミニーになった時、会議に出たら机の上に

パソコンが置いてあって「キザな男だな」と見ていま

したけれど、それは違っていました。小船井さんの素

晴らしい才能のひとつは、スピーチをその場で瞬時に

要約してパソコンに入力します。ですからガバナーに

なった時、公式訪問に来てもすべての記録がその日の

うちに全部できています。この才能は、よく新聞記者

が会見の時にパソコン入力をしていますけれども、素

人でそのようなことができる人はいなくて、パソコン

が置いてあっても今日の行事予定を見るぐらいだと思

いますけれど、小船井さんは、そこがすごかったです

ね。

うちのクラブには全国区のガバナーが２人います。私

も多くの他クラブ・他地区のガバナーに「清水先生は

元気ですか」と必ずいつも言われます。それから、必

ず言われることは「吉田さんはいいですよね。小船井

さんがいますから。何でも聞けていいですね」。

この全国区のガバナーがいるクラブも素晴らしいです

けれども、この小船井さんを育てたのは、やっぱり川

口さんであり、釧路クラブの重鎮が育てたということ

です。

残念ながら釧路クラブは、ガバナーを選ぶのに随分苦

労をしています。清水先生の周りには、柳田さんとい

うトヨタの社長がいて、ガバナーノミニーまで行きま

したけれど亡くなりました。小船井さんの後に両角さ

んもガバナーノミニーになりましたが奥様がガンに

なって亡くなられました。それから久島先生が、無競

争でガバナーノミニーになる予定だったのが変な横や

りというか、何かがあってなれなかったという苦労を

しました。

でも小船井さんが、見事にやったことが一番の思い出

だと思います

私はやっぱり思います。ロータリーに入っていなけれ

ば、このようにいろいろな人に会えず、友だちになれ

なかったと思います。だから、入っていなかったら寂

しい人生だった気もします。

　若い人、これからの人たちに言いたいことは、よく

辞めていく人に「ロータリーはつまらない。何のメリッ

トもない」と言われますけれど、ロータリーでは自分

でメリットを求めていかなければいけない。そのため

には、クラブに一生懸命出席をして、馴染んでいかな

ければダメだと思います。

私が入った時に先輩に言われたことは「100 人も会

員がいたら、みんなを覚えることは不可能だよ。それ

より覚えてもらいなさい」と言われました。「吉田です」

「吉田です」「吉田です」と言ったらみんなに覚えても

らえる。ここをぜひ汲んで、思っていただきまして、

ロータリーを楽しんでいただき、あと 15年経ちます

と 100 年になります。100 年の時にみんなでまたこ

の笑顔で会いたいと思っています。

　どうもありがとうございました。

石田　博司パストガバナー補佐

　「ロータリーに入

会したころの思い

出を話すように」

という指示を受け

ました。私が入会

したのは 30年前で

す。その時の印象

は、人数からいくと 110 名ぐらいの勢力だったかと

思います。一緒に入ったのが、同じ町内で先ごろ他界

した五明正吉君と年は１つ違いですけれども彼と２人

でした。入った時の印象は、いまの若い諸君と比べる

と同じ年の人がいなかった。あのころは若い人がいま

せんでした。ですから委員会でも先輩たちと随分交流

がありました。歳が同じ者と寄るということがなかっ

たと思います。ですからロートルの方とお付き合いを

させていただき、例会後の二次会には一緒に付いて行

きいろいろな話を聞かされました。それが良かったと

思います。いまお話の吉田潤司さんも、亡くなった川

口さんも入会をして３年目でした。

それと、確かプログラム委員長を仰せつかりました。

副委員長も経験がなく、いきなりプログラム委員長で

した。とても困りまして、それこそ川口さんに「どう

したら良いですか」と聞いたら、川口さんが「石田君、

君の好きなようにやったらいいよ」と言うのです。そ

れは無責任ではないかと思うほど「好きなようにやっ

たらいいよ」と言って。

でも一応、「ロータリーは年間を通して１月は○○月

間、２月は○○月間、とあるからそれに絡めてやると

いいよ」とは言われました。けれども、ロータリーに

入って２年～３年目ですから「月間」という意味も分

からず、たいしたアドバイスにはなりませんでした。

まず行ったことは、委員会のメンバーに声をかけたら、

やっぱり巡り合わせでいてくれた人、名前は忘れまし

たけれどもNHKの局長さんと日銀の支店長さんの福

田さんを覚えています。このお二方がいて、「石田君、

助けるぞ。サンドイッチ会があるからそのメンバーに

講師になってもらって、組み立てて行けばいいよ」と

言ってくれました。おそらく初めてだと思いますけれ

ども、ロータリークラブでプログラム作成のための委

員会、毎月お酒を飲みながらやらせていただきました。

プログラム完成と同時にあのお二方とメンバーとの友

情も培えた１年間であったと思い、とても意義深い１

年間を送れたと思っております。

その時に、他のロータリーとも交流をする機会が増え

ました。近年では見ていない『合同例会』があって、

他のクラブと一緒に例会を行い、お酒も飲みます。そ

して他のクラブのメンバーと一緒にテーブルで語り

合っているうちに、うちのクラブと他のクラブはなに

か違うことを感じ始めました。他のクラブは、居心地

が悪そうなのです。うちのクラブの居心地が良いと言

いますか、自分のことを出すのはおかしいですけれど

も、うちのクラブに石田がいられるのは「釧路クラブ

だからいられる」ということを他のクラブの雰囲気を

見ていて感じます。

随分不自由なのだなと分かってきたのは、各クラブに

はボスがいます。ボスには、何かを決める時にお伺い

を立てなければいけない存在があるのです。でも、わ

がクラブにはそれがありません。なぜなのだろう。僕

が入会の時に吉田潤司さんがおっしゃったことは「昔

は本当にうるさい煙たい先輩がいた。行儀・仕付けの

うるさい人」と。例えば（これは名誉ありますので申

し上げます）「北村藤兵衛さんは本当にうるさい人だっ

た」と川口さんもおっしゃっていました。

私が受けた印象は、この方たちは入会の時にうるさい

先輩にいいだけ潰されたから、「自分が先輩になった

時にはそうしない」という決意の下に、われわれ若者

を迎え入れていると思いました。ずっとそう思ってき

ました。だから釧路クラブの自由活発な空気とは、北

村藤兵衛さんたちのような厳しい方にいいだけ仕付け

られ、「あれでは嫌だと思った」反省をした結果が釧

路クラブの雰囲気を作っているのだろうとずっと思っ

てきました。

けれども、どうもそれでは論理の整合性がないように

思います。いつのころからか、まず間違いないと思っ

ていることは、釧路クラブには、私が言うところの外

人部隊、出先の方たちが常にいるのです。いま、杉村

さんにメールで確認をしてもらいましたら、15社、

100 名のうち 15人が出先の方です。一部上場で、社

員数が数十万人という会社の出先の方がいらっしゃ

る。これでは地元の人間が『お山の大将』ではいられ

ません。大会社の出先の方がおりますからお山の大将

的なことは恥ずかしくてできない。そうすると地元の

人間はみんな行儀が良くなる。そういう不思議な添加

物的作用が出先の方にはあると思います。

われわれも習って行儀良くなるということが起こって

いると、僕はいかにも笑いを取るような言い方をして

いますけれども、本当に大真面目に人間の力学として、

私は、釧路クラブは出先の方たちがいてくれて釧路ク

ラブの雰囲気を作っているとしみじみ思います。

ですから出先の方のおかげでこの釧路クラブの良さが

ある。そこに、われわれひとりひとりもこの釧路クラ

ブの自由闊達さをとても愛していますから、それが連

綿とした釧路クラブの良さとしてつながっていくので

はないかと思います。

「人が人から学ぶ」というのが僕の人生観ですから、

ロータリークラブは学ぶ機会を与えてくれる場だと

思っております。景気が非常に低下している中で、わ

れわれロータリークラブは、非常に大きな役割をこれ

から負って行くし、負って行かなければいけない。そ

のような決意の下に行かなければ街がどんどん衰退し

てしまう。自分さえ良ければ良いという発想では自分

が生き残っていけないと思います。

　私も老骨という年齢になりましたけれども老骨にム

チを打って頑張りますので、お互いに、一緒に釧路の

文化と経済のために尽力を尽くそうではありません

か。

随分偉そうなものの言い方をしましたけれどもお許し

をいただいて。

ありがとうございました。

締め挨拶　尾越　弘典パスト会長

　皆さん、こんばん

は。久しぶりにマイ

クの前に立たせてい

ただきまして、少々

緊張もしています

が、逆に少し嬉しく

も思っています。

　私は、32歳の時にこのロータリーに入りまして今

年で 38年、年齢で 70歳になりました。70の半分の

35年以上こちらにお世話になって、楽しんでいます。

いろいろな思い出もありますし、いろいろな経験もさ

せていただきました。何と言っても一番良いことは、

友だちができた、楽しい仲間がたくさんできたことだ

と思っています。

このような会はなかなかありません。ロータリーの方

が少し早かったのですが、青年会議所にも入っていま

した。その会も良い会でしたけれども、ロータリーは

私が辞めない限りずっと在籍ができる本当に特殊な会

です。素晴らしい仲間、良い仲間もいます。悪い仲間

もいました。そしていろいろな経験をさせてもらえま

した。地区大会へ行って仲の良い友だちや他のクラブ

のメンバーと麻雀をやったり、地区大会ではそこそこ

に抜け出して遊びに行ったこともたくさんあります。

それも本当に良い思い出だと思っています。

　私は 38年間のロータリーの思い出と経験がありま

す。この中には、１年の入会、５年・10年の方もいらっ

しゃると思いますけれども、その思い出と経験がこれ

からの自分の人生のためになると思いますし、本当に

良い思い出になると思っております。

今回は 85周年ですけれども、90周年・100 周年が

目の前に来ています。私も 100 周年までは何とか生

きていけると思っています。皆さんとともにこの素晴

らしい釧路ロータリークラブをつくって 100 年へ向

けて頑張って行きたいと思っています。

今日は 85周年をこのように盛大にやっていただいた

杉村会長、本当にご苦労様でした。それでは、皆さん

と一緒に一本で締めたいと思います。

それでは、釧路ロータリークラブ 90周年・100 周年

へ向けてさらなる発展を、それから今日ご参会の釧路

ロータリークラブの素晴らしい会員のご多幸をご祈念

申し上げまして一本で締めたいと思います。それでは、

ご唱和をお願いします。ありがとうございます。　

−106 −



 

　　　　　　　　　　杉村　荘平会長

　皆さん、こんばん

は。本当に多数のご

出席をいただきあり

がとうございます。

また舟木直前会長に

おかれましては、初

夜例会ですね。体調

が悪い中、本当にありがとうございます。

　85周年 Part2 ということで開催をさせていただき

ます。先週の Part1 では、清水・小船井両パストガバ

ナー、白幡パストガバナー補佐、泉先生には大変素晴

らしいスピーチをいただくことができました。この場

をお借りしてお礼を申し上げます。

　Part2 でございます。皆さんのお手元に少しでも雰

囲気を感じ取ってもらえればと、昭和 11年 11月 23

日付の新聞と 1936 と書いてある 1936 にちなんだワ

インとジュース、それから 85周年の記念品を置かせ

ていただいております。三役が総力をあげて用意をさ

せていただいたものでございます。補足をさせていた

だきますが、このワイン、ジュースも 1936 と書いて

ありますが、1936 年産のワインではなく、1936 年

とは特に関係ございません。そのような高価なワイン

を用意できるわけがありません。雰囲気を感じ取って

いただければと一生懸命に探しましたので、どうぞよ

ろしくお願いいたします。また、昭和 11年の新聞で

すが、少し広告が多いように思われますが、調べまし

たら当時の新聞は第一面が広告面なのです。いまその

コピーサービスを取ると、第一面しか取ってもらえず

どうしても広告面が多くなってしまいます。雰囲気を

味わっていただければという三役の気持ちを汲み取っ

ていただければ幸いでございます。どうぞよろしくお

願いいたします。

　85周年、杉村年度でいろいろ取り組んでおります

が、特に会員増強を頑張らせていただいております。

村上大委員長、五十嵐委員長をはじめ皆さんのおかげ

で、現時点で７名の純増をいただいております。とい

うことで、今回は釧路クラブの歴史を振り返ろう・会

長挨拶第４弾は、歴代の中で一番会員増強を行った会

長に須貝寛一さんという会員がいらっしゃいます。そ

の方をご紹介させていただきます。

　須貝さんは、大正３年に米町で生まれて、南大通に

ある教科書販売の株式会社須貝の経営をされておりま

した。昭和 34年に釧路クラブにご入会をされ、47

年にクラブ会長、51年に分区代理をされております。

私は増強を行うに当たって、歴代のどのような方々が

行ったかを見ていて、この業績を見て本当にびっくり

しました。須貝さんは会長年度に 28名の会員増強を

行っておりました。これはダントツでトップだと思っ

ております。この年に９名の退会者があったようで、

それでも 19名の純増で、年度末に 115 名の会員で

終わっています。

　この年に 115 名ということで、当時の 2500 地区

では長年、旭川クラブが一番の会員数を誇っていたよ

うですが、釧路クラブが創立後初めて旭川クラブを抜

いて 2500 地区トップの人数になったようです。こち

らの村上さんではありませんが、村上祐二チャーター

メンバーから「釧路クラブ、創立以来の金字塔だ」と

お褒めのお言葉をいただいている記述がございまし

た。

　そんな須貝さんも昭和 59年に亡くなられておりま

す。当時、この功績を称えて多数の方が、いろいろな

追悼文を寄せています。その追悼文の中で、清水先生

がガバナーをお受けした時の有名な裏話がありまし

て、清水先生がご自分で書いた追悼文を見つけました

のでご紹介をさせていただきます。

昭和 54年９月の初めのころだったと思う。須貝さん

が私を訪ねられた。午後の診療中のことであり、病院

の応接室でお待ち願った。間もなく部屋へ入ると、彼

の態度はいつになくぎこちなかった。

「今日は、頼みごとがあって来ました」。そして言葉を

続けて言うことは「うんと言ってくれるまでは帰るわ

けにはいかない」とすこぶるちんちくりんである。

「まあまあ、どういうことですか」と訪ねてみると、

地区ガバナーノミニー指名委員会で私の名前が上が

り、両角パストガバナーに言われて私の所に打診と、

それからＯＫを取り付けるというか、強要をしに来た

ということが、その来訪の目的であったのです。

当然、即答をするわけにはいかず、押し問答を繰り返

しているうちに、外線電話がかかってきたり、「患者

さんが待っているから」と看護婦が私を促しに来たり

で、いつまでも須貝さんと向き合っているわけにもい

かず、とにかく何とかお引き取り願おうとすると、「引

き受けてもらったと解釈するから」という勝手な捨て

台詞を残して退出した。

その夕刻に、彼に電話をして「固辞」を伝えると、「も

う『ＯＫした』と伝えてしまった。私の顔をどうして

くれる」という始末。

もし、あの日、寛ちゃんが、夜に私を訪問したならば、

もし飲み潰し作戦を取っていたならば、私のガバナー

ノミニーの話はなかったことになっていたかもしれな

い。合唱。

という追悼文でございます。われわれが仰ぎ見ている

清水先生のロータリー人生の大きな役割を果たした人

が、この須貝寛一さんというお話でございます。

須貝さんも多分このように乱暴なことはしたくはな

かったと思いますが、こうでもしないと清水先生がＯ

Ｋしなかったのだろうということで「悪者を演じた」

と思っております。

ちなみに、この後、昭和 56年に清水先生はガバナー

を務めるわけでございますが、当時は、この 2500 地

区初めての『昭和生まれのガバナー』だったこともご

報告させていただきます。

ということで、毎週同じようなお話になりますが、こ

のような先輩たちの熱い思いを積み重ねて今日の釧路

クラブがあったということを改めてみんなで確認をし

ながら、今日の 85周年を楽しみたいと思います。

どうぞよろしくお願いいたします。

幹事報告　市橋　多佳丞幹事

　皆さん、こんば

んは。幹事報告を

させていただきま

す。

まず、入口に赤い

羽根共同募金の募

金箱を置かせてい

ただいております。まだ赤い羽根を付けていらっしゃ

らない方が数名いらっしゃると思いますので、ぜひ帰

りにはご寄付をいただければと思いますので、どうぞ

よろしくお願い申し上げます。

また先日、炉辺会合開催のご案内を皆さまに送付させ

ていただきました。入会されて年数があまり経ってい

ない方がリーダー・副リーダーとなっているかと思い

ます。炉辺会合は、まず開催日を決めていただきまし

て、事務局より担当のグループへご案内を流すシステ

ムとなっております。まず、リーダー・副リーダーで

開催日程を調整していただきまして、早急にグループ

メンバーへ日程のご連絡をしていただければと思いま

すので、どうぞよろしくお願い申し上げます。

　また、「台北中央ロータリークラブ創立 36周年

チャーターナイト」が 12月に行われますので例年で

あれば、当クラブから台北さんの方へ行き祝意を表す

ところですが今年はできないことで、ここで皆さまと

一緒にお祝いのビデオメッセージを撮らせていただき

たいと思っております。撮影時間はコンパクトに１分

間程度と言われております。本例会の終了後に、こち

らの方で場所をセッティングさせていただきますの

で、皆さまのご協力よろしくお願い申し上げます。

　以上で幹事報告とさせていただきます。

親睦活動委員会　松井 聖治副委員長

　親睦活動委員会です。まずは、懇親会が始まる前に

創立 80周年以降にご逝去されました会員のお名前を

市橋幹事より申し上げていただきたいと思いますので

よろしくお願いいたします。

物故会員

市橋　多佳丞幹事

　それでは、80周

年以降にご逝去さ

れた会員のご紹介

をさせていただき

ます。

故・水野　　哲君　1998 年３月ご入会、2018 年 10

月 17 日ご逝去、享年 64歳

故・下川部善彦君　1991 年８月ご入会、2018 年 10

月 21 日ご逝去、享年 73歳

故・白崎　功一君　1965 年１月ご入会、1987 年－

1988 年度会長、

2019 年４月 16日ご逝去、享年 92歳

故・五明　正吉君　1990 年 10 月ご入会、2011－

2012 年度会長、

2021 年２月 27日ご逝去、享年 71歳

謹んでご冥福をお祈りいたします。

親睦活動委員会　松井 聖治副委員長

　それでは、生前

のご活躍・ご功績

を偲び黙祷を捧げ

たいと思います。

皆さまご起立をお

願いいたします。

黙祷。

ありがとうございました。ご着席ください。

　それでは、これより『創立 85周年記念例会 Part2』

の懇親会の開会をさせていただきます。本日、司会を

させていただきますのは、親睦活動委員会副委員長を

させていただいております松井です。どうぞよろしく

お願いいたします。

　それでは、はじめに 85周年を祝いまして、皆さま

で乾杯をしたいと思います。乾杯はテーブルのスパー

クリングワインにて行いますので、準備をしていただ

きたいと思います。

乾杯挨拶　舟木　　博直前会長

　皆さん、こんばん

は。お久しぶりで、

皆さんのお顔を見て

すごく嬉しいです。

ちょうど５カ月ぶり

ぐらいの夜間例会な

ので、今日の体調が

良いことを願いながら楽しみに待っていました。

本日は、当クラブの 85周年記念例会ということで、

古いメンバーは耳タコだと思いますが、当クラブの変

遷をたどれば、創立は1936年（昭和11年）11月23日、

認証は 12月 21日になっております。その年の重大

事件としては、歴史に残る「2・26事件」が起きて

います。それから昭和 15年までに釧路ロータリーク

ラブは続いていましたが、約 10年間、第二次世界大

戦の前後、国際ロータリーから脱会しておりました。

1950 年（昭和 25年）10月２日に国際ロータリーに

復帰しております。その時はまたも「朝鮮動乱」の最

中ということで、戦争にすごく関係があるのかなと

思っています。ちなみに、脱会の時は「真珠湾攻撃」

の戦争が始まる年だったと思います。

　わが釧路クラブは、世界のクラブの中で4,092番目、

日本では26番目、道内では７番目の歴史と伝統を誇っ

ております。これは歴代の会長になる時に皆さんが口

にする言葉です。

会長になって思いました、少し余談になりますが、歴

代会長の顔ぶれを見ますと、そうそうたる顔ぶれの人

がおります。面白いのですけれど、歴代の中で一番多

い名字が『吉田』さんで、４名でした。今日、吉田英

一君は来ていましたか。来ていますね。ぜひ５番目の

会長を目指して頑張ってください。続いては、釧路ク

ラブでは名門の栗林さんが３名、両角さんが３名と

なっております。会長の任期では、清水源作会長が初

期メンバーですが４期務めております。その方が一番

長く会長になっております。

話が長くなりましたので、そろそろ乾杯に移りたいと

思います。それでは、皆さんグラスをお持ちください。

釧路ロータリークラブ生誕 85周年を記念して乾杯を

したいと思います。

「乾杯」

ありがとうございました。

80 周年以降の歴代会長へ記念品の贈呈

はじめに、2016－2017 年度会長・木下正明君、

2017－2018 年度会長・邵龍珍君、2018－2019 年

度会長・脇弘幸君、2019－2020年度会長・天方智順君、

2020－21 年度会長・舟木博君。

。

80 周年以降歴代会長スピーチ

2016－2017 年度会長　木下　正明パスト会長

　皆さん、こんばん

は。80周年の会長

を務めさせていただ

きました木下でござ

います。皆さんのご

協力のおかげで 80

周年を盛大に開催することができました。唯一の心残

りが、先ほどもありました会員増強が私は「０」です。

最低会長ということで、これからは「最低会長」と呼

んでいただければと思います。本当にありがとうござ

いました。

2017－2018 年度会長　邵　　龍珍パスト会長

　お疲れ様です。

2017－2018 年度

81代会長の邵でご

ざいます。前年度が

80周年で、素晴ら

しい周年事業を行

なった年度で、われ

われの年度は、皆さんがダラッとしたいところだった

と思いますけれど、僕は「あれもやりたい」「これも

やりたい」ということで、当時の後藤幹事と工藤副会

長、また当時の理事の皆さんがご尽力いただき素晴ら

しい事業をさせていただいて素晴らしい１年になった

と思っております。

　今年度、最後の務めでＳＡＡをさせていただいてお

ります。杉村会長のもとで一生懸命頑張って、次年度

は一兵卒になります。何でもやらせていただきます。

ご恩をお返しするということで、何でもやりますので、

「元気ですか」と言えば「元気ですか」と言いますので、

今後ともよろしくお願いいたします。

2018－2019 年度会長　脇　　弘幸パスト会長

　皆さん、こんばん

は。2018－2019 年

度会長を務めさせて

いただきました。先

ほど来たら、「メイ

ンの席に座ってく

れ」、「写真を撮った

ら、前に座ってくれ」ということで、先輩のパスト会

長がたくさんいる中で、尻が痒いような感じですけれ

ども。私の年度は次年度に吉田潤司ガバナーを出すと

いうガバナーエレクトの年度でした。ですから『ＰＥ

ＴＳ・地区協議会』の開催などいろいろなことがあり

ましたが、当時は今年度会長の杉村副会長、浅川幹事、

村上・市橋両副幹事と本当に強力なサポートをいただ

き１年頑張ることができました。

滝越エレクト、副会長などみんながやってくれますか

ら何とかなります。安心をして頑張りましょう。

本当に良い１年間を過ごせたと思っています。皆さん、

本当にありがとうございました。

2019－2020 年度会長　天方　智順パスト会長

　こんばんは。脇会長は、吉田潤司ガバナーエレクト

の年度。私は本番の

吉田ガバナー年度で

ございます。この５

人の中で一番影が薄

い会長だったのかと

思います。「吉田丸」、

要するに会長が「○

○丸」と言われますけれど、その時だけは連合艦隊で

したので、それでも一生懸命にやったつもりでござい

ます。

自分がやったことで一番の功績は、良い吉田さん・悪

い吉田さん・普通の吉田さんで作ったこと。あとは、

しょうがなく杉村君を指名したことです。

ということで、お世話になりました。ありがとうござ

いました。

2020－2021 年度会長　舟木　　博パスト会長

　みんな話上手の後

で、上手く話ができ

ませんけれど、正直

言って大変な１年で

した。半分がコロナ

で、半分が闘病のよ

うな形でやっていま

した。もう 12月の『クリスマス例会』が一番のピー

クだったような気がします。

それから、大見得を張って 30人で台湾の世界大会に

参加しょうと意気込んでいました。でもいま思えば、

もし台湾があったら、手術をせずにそのまま行ってい

たと思うので、今ごろいなかったと思います。

そんなこんなで、何とかこのように元気に生きさせて

いただいていますことも、皆さんのおかげでございま

す。皆さん、本当に大変ご迷惑をおかけして、また幹

事の荒井君、そして副会長の土橋君、本当に一生付き

合える友だちができて、素晴らしい１年でした。どう

もありがとうございました。

親睦活動委員会　松井 聖治副委員長

　皆さん、ご歓談中ではございますが、先週に引き続

きまして3名の方よりスピーチをいただきたいと思っ

ております。

パストガバナー・パストガバナー補佐よりスピーチを

いただきたいと思っておりますが、その前に若手を代

表して工藤彦夫君よりスピーチをいただきたいと思い

ます。

工藤君、よろしくお願いいたします。

スピーチ

工藤　彦夫君

　皆さん、こんばん

は。この後、吉田さ

んと石田さんが話を

するらしいですけれ

ど、前座ということ

で、会長から「笑い

を取れ」と言われま

した。「そう、20年在籍して会長になれない人」の代

表として挨拶いたします

　良い宴席とはどのようなものか」ということである

人が言っていました。料理は重要ではない。イベント

も重要ではない。誰と一緒にお祝いをするかというこ

と。

今日は、85周年を皆さんと一緒にお祝いできること

を大変嬉しく思います。

もうひとつ。いま会員が 103 人いますけれども、先

ほど会長が須貝さんの 115 人の話をされました。杉

村会長はいままで 20人ぐらい入れています。ですか

らなるべくしてなった会長であります。須貝さんを抜

いて 120 人ぐらい行ってほしいということがありま

す。やっぱり数は力です。この会員拡大は重要だと思っ

ております。

僕が新入会員になる前のロータリーはパシフィックホ

テルで例会をやっていました。僕は近くに住んでいま

して、木曜日が釧路クラブの例会、うちの仕事も木曜

日が定休日です。

そうすると木曜日は、パシフィックの前に黒塗りのビ

カビカの車が 20数台並びます。そうすると黒塗りの

車はやっぱりヤクザかその関係者だろうと、僕はロー

タリーのことを何も知らずに「いや、嫌だな」と思い

ながらの毎週木曜日です。「きちんとルールを守るヤ

クザかな」と思っていたら、いろいろ聞くとロータリー

でした。

12時ころら黒塗りの車が次々と並んで、12時 30分

にはいっぱいになる。駐車しながら運転手が煙草を

吸って待っている。そのうち 13時 30分ころになる

と人相の悪い人ばかりが、指名手配犯よりも酷い顔の

人ばかりで出てきて、これはすごい会だと思いました。

いまの人は違いますよ。いまの人は違いますけれども、

本当に何をやっているのかなと思っていました。特に

幣舞橋を渡って帰る人は特に人相が悪かったように思

われます。

新入会員として入ってからは、写真を撮れるものだか

らすぐに会報をやらされました。当時は12人委員会、

だいたい一年間 48回の例会あるから４回やれば済み

ますが、古い人たちは全然やらないから新入会員が

10回とかやらされて。当時のシステムは、写真はポ

ラロイドで撮る。ポラロイドは広角だからこの辺まで

来ないと良い写真が撮れない。この辺で目が合ったら

「こんにちは」と言いたくなるぐらい近い写真。そし

て録音したテープを自分で起こして 400 字～ 800 字

にまとめて、それを月曜日の夕方までに伊貝さんの綜

合印刷さんに届けます。そうすると木曜日の例会まで

に会報誌ができてきて、伊貝さんの懐にチャリンと入

るシステムでした。そのシステムに乗って、毎回一生

懸命に会報をやっていました。

そうすると会報が辛いものだから「会報やるなら、ロー

タリーなんか」と言う人が結構いた時に、当時の藤井

会長、幹事の吉田秀俊さんが「これでは大変だ」とい

うことで、議事録を起こしてくれる「さわやか釧路」

という所を見つけて、会報が楽になったという思い出

があります。吉田さんの最大の功労はそれだけです。

最近は、職業奉仕理論などを全然やっていなかったで

すけれど、入った当時は、アーサー・フレデリック・

シェルドンの『職業奉仕とは何か』を例会でもやりま

したし、炉辺会合でもやっていました。当時は分から

なかったけれども、歳を取って来てなかなか面白い話

だと。

僕の中では、ロータリーにはこれが一番重要だと。た

だのボランティア団体ではないという思想があってこ

そロータリーだと最近思っております。もしも、そう

いう話を知りたい人はネットで『源流の会』を探すと

そういう話がたくさん出ていますので、よく見ていた

だきたいと思います。

前座としては、このあたりで終わらせていただきます。

これからも仲良くやりましょう。よろしくお願いしま

す。

吉田　潤司パストガバナー

　皆さん、こんばん

は。先ほど須貝さん

の話が出ましたけれ

ど、懐かしい人の名

前が出ました。振り

返ってみますと、た

くさんの会員に会っ

て、たくさんの会長に会いました。でも、いろいろな

思い出がたくさんあり、ひとりひとり言うと２時間ぐ

らいかかってしまいますので、それは省略します。

　私は、1980 年にロータリーに入りまして 42年５

カ月ぐらい経ちました。ということは、85周年の半

分ぐらいになります。そのような節目です。

その中で、川口雄さんという会員がおりました。釧路

クラブの精神的な支柱であり、生き字引であり、紳士

であり、背が高く細く、すごく穏やかで熱心な人でし

た。でも、歌は歌いそうに見えませんけれども飲んだ

ら歌も歌います。以前いた事務員さんとデュエットし

たり、しゃれた人でした。川口さんという人をぜひ覚

えていただきたいです。川口さんには、邵さんの後に

入会をした人はお会いできていないですね。邵さんの

時までの人で、クラブでは 25％ぐらいの人が知って

いると思います。　　

私が入った時、清水先生がガバナーノミニーでした。

川口さんの思い出はやっぱりガバナーに関係すること

です。私が 1997 年に会長に就任した時に川口さんか

ら「吉田君、ちょっと来てくれ」と言われました。何

かと思ったら川口さんが、「釧路クラブからガバナー

が出ていなくなって 17年になる。このままで行くと

20年になる。釧路クラブにはたくさんの候補者がい

るけれど、なかなか上手くいかない。これからもアタッ

クはするけれども、（会長が次々年度の会長を選びま

すから）ガバナーになれそうな人を選んでもらえない

か」と言われました。

私にとってガバナーは上の空の世界ですけれども「分

かりました」ということで、いろいろ考えました。あ

る時、新聞を見ていたら小船井さんの写真が新聞に出

ていて、この人はうちのクラブの人だと。小船井さん

は当時、スリーピングでしたので私は例会でもあまり

会ったことがありませんでした。でも、意を決して「こ

の人にしたい」と思って小船井さんに連絡をしてお伺

いしました。初対面です。話をしたことはありません。

それで、小船井さんに会いました。小船井さんも「何

の話をしに来たのか」と思ったと思います。

やっぱり穏やかな優しい笑顔で「何ですか」と言われ

たから、単刀直入に「小船井さん、次々年度の会長を

受けてほしい」と。小船井さんも多分びっくりしてポ

ワンとしていたと思いますが、さすが小船井さんです。

その時に「分かりました。１週間の時間をください」

と言われました。１週間いろいろ考えて、１週間後に

連絡をいただきました。「いいです。分かりました」

と言われて、でもガバナーの話は全くしていません。

その後に、私は川口さんに「小船井さんにしました」

と言いましたら、川口さんはどう考えたか分かりませ

んけれども、その後は「分かりました。任せてくださ

い」と。私はその後、一切タッチをしませんでしたけ

れど、小船井さんは見事に川口さんの希望に応えても

らいまして、次々年度の 1999 年の会長になり、翌年

度、いまでいうガバナー補佐になってもらいました。

その翌年度にガバナーノミニーです。その翌々年度に

ガバナーです。この短期間にガバナーになった人はい

ません。ものすごい勢いです。

小船井さんの素晴らしいところは頭がいいです。日大

ですけれど頭がいい、すごいのです。そして理解力が

早いです。小船井さんがガバナーノミニーになった時

に、多分パソコンは私の方が得意だったと思います。

私は当時、ホームページを作ったりしていて、2500

地区で最初にホームページを作ったのはうちのクラブ

です。

小船井さんにいろいろと教えました。１年ぐらい経っ

たら、小船井さんがメールを見て「写真、来たよ」と

言って、写真を見ていました。私はメールで写真がど

のようにして来るのか分かりませんでした。それぐら

いの人でした。

ガバナーノミニーになった時、会議に出たら机の上に

パソコンが置いてあって「キザな男だな」と見ていま

したけれど、それは違っていました。小船井さんの素

晴らしい才能のひとつは、スピーチをその場で瞬時に

要約してパソコンに入力します。ですからガバナーに

なった時、公式訪問に来てもすべての記録がその日の

うちに全部できています。この才能は、よく新聞記者

が会見の時にパソコン入力をしていますけれども、素

人でそのようなことができる人はいなくて、パソコン

が置いてあっても今日の行事予定を見るぐらいだと思

いますけれど、小船井さんは、そこがすごかったです

ね。

うちのクラブには全国区のガバナーが２人います。私

も多くの他クラブ・他地区のガバナーに「清水先生は

元気ですか」と必ずいつも言われます。それから、必

ず言われることは「吉田さんはいいですよね。小船井

さんがいますから。何でも聞けていいですね」。

この全国区のガバナーがいるクラブも素晴らしいです

けれども、この小船井さんを育てたのは、やっぱり川

口さんであり、釧路クラブの重鎮が育てたということ

です。

残念ながら釧路クラブは、ガバナーを選ぶのに随分苦

労をしています。清水先生の周りには、柳田さんとい

うトヨタの社長がいて、ガバナーノミニーまで行きま

したけれど亡くなりました。小船井さんの後に両角さ

んもガバナーノミニーになりましたが奥様がガンに

なって亡くなられました。それから久島先生が、無競

争でガバナーノミニーになる予定だったのが変な横や

りというか、何かがあってなれなかったという苦労を

しました。

でも小船井さんが、見事にやったことが一番の思い出

だと思います

私はやっぱり思います。ロータリーに入っていなけれ

ば、このようにいろいろな人に会えず、友だちになれ

なかったと思います。だから、入っていなかったら寂

しい人生だった気もします。

　若い人、これからの人たちに言いたいことは、よく

辞めていく人に「ロータリーはつまらない。何のメリッ

トもない」と言われますけれど、ロータリーでは自分

でメリットを求めていかなければいけない。そのため

には、クラブに一生懸命出席をして、馴染んでいかな

ければダメだと思います。

私が入った時に先輩に言われたことは「100 人も会

員がいたら、みんなを覚えることは不可能だよ。それ

より覚えてもらいなさい」と言われました。「吉田です」

「吉田です」「吉田です」と言ったらみんなに覚えても

らえる。ここをぜひ汲んで、思っていただきまして、

ロータリーを楽しんでいただき、あと 15年経ちます

と 100 年になります。100 年の時にみんなでまたこ

の笑顔で会いたいと思っています。

　どうもありがとうございました。

石田　博司パストガバナー補佐

　「ロータリーに入

会したころの思い

出を話すように」

という指示を受け

ました。私が入会

したのは 30年前で

す。その時の印象

は、人数からいくと 110 名ぐらいの勢力だったかと

思います。一緒に入ったのが、同じ町内で先ごろ他界

した五明正吉君と年は１つ違いですけれども彼と２人

でした。入った時の印象は、いまの若い諸君と比べる

と同じ年の人がいなかった。あのころは若い人がいま

せんでした。ですから委員会でも先輩たちと随分交流

がありました。歳が同じ者と寄るということがなかっ

たと思います。ですからロートルの方とお付き合いを

させていただき、例会後の二次会には一緒に付いて行

きいろいろな話を聞かされました。それが良かったと

思います。いまお話の吉田潤司さんも、亡くなった川

口さんも入会をして３年目でした。

それと、確かプログラム委員長を仰せつかりました。

副委員長も経験がなく、いきなりプログラム委員長で

した。とても困りまして、それこそ川口さんに「どう

したら良いですか」と聞いたら、川口さんが「石田君、

君の好きなようにやったらいいよ」と言うのです。そ

れは無責任ではないかと思うほど「好きなようにやっ

たらいいよ」と言って。

でも一応、「ロータリーは年間を通して１月は○○月

間、２月は○○月間、とあるからそれに絡めてやると

いいよ」とは言われました。けれども、ロータリーに

入って２年～３年目ですから「月間」という意味も分

からず、たいしたアドバイスにはなりませんでした。

まず行ったことは、委員会のメンバーに声をかけたら、

やっぱり巡り合わせでいてくれた人、名前は忘れまし

たけれどもNHKの局長さんと日銀の支店長さんの福

田さんを覚えています。このお二方がいて、「石田君、

助けるぞ。サンドイッチ会があるからそのメンバーに

講師になってもらって、組み立てて行けばいいよ」と

言ってくれました。おそらく初めてだと思いますけれ

ども、ロータリークラブでプログラム作成のための委

員会、毎月お酒を飲みながらやらせていただきました。

プログラム完成と同時にあのお二方とメンバーとの友

情も培えた１年間であったと思い、とても意義深い１

年間を送れたと思っております。

その時に、他のロータリーとも交流をする機会が増え

ました。近年では見ていない『合同例会』があって、

他のクラブと一緒に例会を行い、お酒も飲みます。そ

して他のクラブのメンバーと一緒にテーブルで語り

合っているうちに、うちのクラブと他のクラブはなに

か違うことを感じ始めました。他のクラブは、居心地

が悪そうなのです。うちのクラブの居心地が良いと言

いますか、自分のことを出すのはおかしいですけれど

も、うちのクラブに石田がいられるのは「釧路クラブ

だからいられる」ということを他のクラブの雰囲気を

見ていて感じます。

随分不自由なのだなと分かってきたのは、各クラブに

はボスがいます。ボスには、何かを決める時にお伺い

を立てなければいけない存在があるのです。でも、わ

がクラブにはそれがありません。なぜなのだろう。僕

が入会の時に吉田潤司さんがおっしゃったことは「昔

は本当にうるさい煙たい先輩がいた。行儀・仕付けの

うるさい人」と。例えば（これは名誉ありますので申

し上げます）「北村藤兵衛さんは本当にうるさい人だっ

た」と川口さんもおっしゃっていました。

私が受けた印象は、この方たちは入会の時にうるさい

先輩にいいだけ潰されたから、「自分が先輩になった

時にはそうしない」という決意の下に、われわれ若者

を迎え入れていると思いました。ずっとそう思ってき

ました。だから釧路クラブの自由活発な空気とは、北

村藤兵衛さんたちのような厳しい方にいいだけ仕付け

られ、「あれでは嫌だと思った」反省をした結果が釧

路クラブの雰囲気を作っているのだろうとずっと思っ

てきました。

けれども、どうもそれでは論理の整合性がないように

思います。いつのころからか、まず間違いないと思っ

ていることは、釧路クラブには、私が言うところの外

人部隊、出先の方たちが常にいるのです。いま、杉村

さんにメールで確認をしてもらいましたら、15社、

100 名のうち 15人が出先の方です。一部上場で、社

員数が数十万人という会社の出先の方がいらっしゃ

る。これでは地元の人間が『お山の大将』ではいられ

ません。大会社の出先の方がおりますからお山の大将

的なことは恥ずかしくてできない。そうすると地元の

人間はみんな行儀が良くなる。そういう不思議な添加

物的作用が出先の方にはあると思います。

われわれも習って行儀良くなるということが起こって

いると、僕はいかにも笑いを取るような言い方をして

いますけれども、本当に大真面目に人間の力学として、

私は、釧路クラブは出先の方たちがいてくれて釧路ク

ラブの雰囲気を作っているとしみじみ思います。

ですから出先の方のおかげでこの釧路クラブの良さが

ある。そこに、われわれひとりひとりもこの釧路クラ

ブの自由闊達さをとても愛していますから、それが連

綿とした釧路クラブの良さとしてつながっていくので

はないかと思います。

「人が人から学ぶ」というのが僕の人生観ですから、

ロータリークラブは学ぶ機会を与えてくれる場だと

思っております。景気が非常に低下している中で、わ

れわれロータリークラブは、非常に大きな役割をこれ

から負って行くし、負って行かなければいけない。そ

のような決意の下に行かなければ街がどんどん衰退し

てしまう。自分さえ良ければ良いという発想では自分

が生き残っていけないと思います。

　私も老骨という年齢になりましたけれども老骨にム

チを打って頑張りますので、お互いに、一緒に釧路の

文化と経済のために尽力を尽くそうではありません

か。

随分偉そうなものの言い方をしましたけれどもお許し

をいただいて。

ありがとうございました。

締め挨拶　尾越　弘典パスト会長

　皆さん、こんばん

は。久しぶりにマイ

クの前に立たせてい

ただきまして、少々

緊張もしています

が、逆に少し嬉しく

も思っています。

　私は、32歳の時にこのロータリーに入りまして今

年で 38年、年齢で 70歳になりました。70の半分の

35年以上こちらにお世話になって、楽しんでいます。

いろいろな思い出もありますし、いろいろな経験もさ

せていただきました。何と言っても一番良いことは、

友だちができた、楽しい仲間がたくさんできたことだ

と思っています。

このような会はなかなかありません。ロータリーの方

が少し早かったのですが、青年会議所にも入っていま

した。その会も良い会でしたけれども、ロータリーは

私が辞めない限りずっと在籍ができる本当に特殊な会

です。素晴らしい仲間、良い仲間もいます。悪い仲間

もいました。そしていろいろな経験をさせてもらえま

した。地区大会へ行って仲の良い友だちや他のクラブ

のメンバーと麻雀をやったり、地区大会ではそこそこ

に抜け出して遊びに行ったこともたくさんあります。

それも本当に良い思い出だと思っています。

　私は 38年間のロータリーの思い出と経験がありま

す。この中には、１年の入会、５年・10年の方もいらっ

しゃると思いますけれども、その思い出と経験がこれ

からの自分の人生のためになると思いますし、本当に

良い思い出になると思っております。

今回は 85周年ですけれども、90周年・100 周年が

目の前に来ています。私も 100 周年までは何とか生

きていけると思っています。皆さんとともにこの素晴

らしい釧路ロータリークラブをつくって 100 年へ向

けて頑張って行きたいと思っています。

今日は 85周年をこのように盛大にやっていただいた

杉村会長、本当にご苦労様でした。それでは、皆さん

と一緒に一本で締めたいと思います。

それでは、釧路ロータリークラブ 90周年・100 周年

へ向けてさらなる発展を、それから今日ご参会の釧路

ロータリークラブの素晴らしい会員のご多幸をご祈念

申し上げまして一本で締めたいと思います。それでは、

ご唱和をお願いします。ありがとうございます。　
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　　　　　　　　　　杉村　荘平会長

　皆さん、こんばん

は。本当に多数のご

出席をいただきあり

がとうございます。

また舟木直前会長に

おかれましては、初

夜例会ですね。体調

が悪い中、本当にありがとうございます。

　85周年 Part2 ということで開催をさせていただき

ます。先週の Part1 では、清水・小船井両パストガバ

ナー、白幡パストガバナー補佐、泉先生には大変素晴

らしいスピーチをいただくことができました。この場

をお借りしてお礼を申し上げます。

　Part2 でございます。皆さんのお手元に少しでも雰

囲気を感じ取ってもらえればと、昭和 11年 11月 23

日付の新聞と 1936 と書いてある 1936 にちなんだワ

インとジュース、それから 85周年の記念品を置かせ

ていただいております。三役が総力をあげて用意をさ

せていただいたものでございます。補足をさせていた

だきますが、このワイン、ジュースも 1936 と書いて

ありますが、1936 年産のワインではなく、1936 年

とは特に関係ございません。そのような高価なワイン

を用意できるわけがありません。雰囲気を感じ取って

いただければと一生懸命に探しましたので、どうぞよ

ろしくお願いいたします。また、昭和 11年の新聞で

すが、少し広告が多いように思われますが、調べまし

たら当時の新聞は第一面が広告面なのです。いまその

コピーサービスを取ると、第一面しか取ってもらえず

どうしても広告面が多くなってしまいます。雰囲気を

味わっていただければという三役の気持ちを汲み取っ

ていただければ幸いでございます。どうぞよろしくお

願いいたします。

　85周年、杉村年度でいろいろ取り組んでおります

が、特に会員増強を頑張らせていただいております。

村上大委員長、五十嵐委員長をはじめ皆さんのおかげ

で、現時点で７名の純増をいただいております。とい

うことで、今回は釧路クラブの歴史を振り返ろう・会

長挨拶第４弾は、歴代の中で一番会員増強を行った会

長に須貝寛一さんという会員がいらっしゃいます。そ

の方をご紹介させていただきます。

　須貝さんは、大正３年に米町で生まれて、南大通に

ある教科書販売の株式会社須貝の経営をされておりま

した。昭和 34年に釧路クラブにご入会をされ、47

年にクラブ会長、51年に分区代理をされております。

私は増強を行うに当たって、歴代のどのような方々が

行ったかを見ていて、この業績を見て本当にびっくり

しました。須貝さんは会長年度に 28名の会員増強を

行っておりました。これはダントツでトップだと思っ

ております。この年に９名の退会者があったようで、

それでも 19名の純増で、年度末に 115 名の会員で

終わっています。

　この年に 115 名ということで、当時の 2500 地区

では長年、旭川クラブが一番の会員数を誇っていたよ

うですが、釧路クラブが創立後初めて旭川クラブを抜

いて 2500 地区トップの人数になったようです。こち

らの村上さんではありませんが、村上祐二チャーター

メンバーから「釧路クラブ、創立以来の金字塔だ」と

お褒めのお言葉をいただいている記述がございまし

た。

　そんな須貝さんも昭和 59年に亡くなられておりま

す。当時、この功績を称えて多数の方が、いろいろな

追悼文を寄せています。その追悼文の中で、清水先生

がガバナーをお受けした時の有名な裏話がありまし

て、清水先生がご自分で書いた追悼文を見つけました

のでご紹介をさせていただきます。

昭和 54年９月の初めのころだったと思う。須貝さん

が私を訪ねられた。午後の診療中のことであり、病院

の応接室でお待ち願った。間もなく部屋へ入ると、彼

の態度はいつになくぎこちなかった。

「今日は、頼みごとがあって来ました」。そして言葉を

続けて言うことは「うんと言ってくれるまでは帰るわ

けにはいかない」とすこぶるちんちくりんである。

「まあまあ、どういうことですか」と訪ねてみると、

地区ガバナーノミニー指名委員会で私の名前が上が

り、両角パストガバナーに言われて私の所に打診と、

それからＯＫを取り付けるというか、強要をしに来た

ということが、その来訪の目的であったのです。

当然、即答をするわけにはいかず、押し問答を繰り返

しているうちに、外線電話がかかってきたり、「患者

さんが待っているから」と看護婦が私を促しに来たり

で、いつまでも須貝さんと向き合っているわけにもい

かず、とにかく何とかお引き取り願おうとすると、「引

き受けてもらったと解釈するから」という勝手な捨て

台詞を残して退出した。

その夕刻に、彼に電話をして「固辞」を伝えると、「も

う『ＯＫした』と伝えてしまった。私の顔をどうして

くれる」という始末。

もし、あの日、寛ちゃんが、夜に私を訪問したならば、

もし飲み潰し作戦を取っていたならば、私のガバナー

ノミニーの話はなかったことになっていたかもしれな

い。合唱。

という追悼文でございます。われわれが仰ぎ見ている

清水先生のロータリー人生の大きな役割を果たした人

が、この須貝寛一さんというお話でございます。

須貝さんも多分このように乱暴なことはしたくはな

かったと思いますが、こうでもしないと清水先生がＯ

Ｋしなかったのだろうということで「悪者を演じた」

と思っております。

ちなみに、この後、昭和 56年に清水先生はガバナー

を務めるわけでございますが、当時は、この 2500 地

区初めての『昭和生まれのガバナー』だったこともご

報告させていただきます。

ということで、毎週同じようなお話になりますが、こ

のような先輩たちの熱い思いを積み重ねて今日の釧路

クラブがあったということを改めてみんなで確認をし

ながら、今日の 85周年を楽しみたいと思います。

どうぞよろしくお願いいたします。

幹事報告　市橋　多佳丞幹事

　皆さん、こんば

んは。幹事報告を

させていただきま

す。

まず、入口に赤い

羽根共同募金の募

金箱を置かせてい

ただいております。まだ赤い羽根を付けていらっしゃ

らない方が数名いらっしゃると思いますので、ぜひ帰

りにはご寄付をいただければと思いますので、どうぞ

よろしくお願い申し上げます。

また先日、炉辺会合開催のご案内を皆さまに送付させ

ていただきました。入会されて年数があまり経ってい

ない方がリーダー・副リーダーとなっているかと思い

ます。炉辺会合は、まず開催日を決めていただきまし

て、事務局より担当のグループへご案内を流すシステ

ムとなっております。まず、リーダー・副リーダーで

開催日程を調整していただきまして、早急にグループ

メンバーへ日程のご連絡をしていただければと思いま

すので、どうぞよろしくお願い申し上げます。

　また、「台北中央ロータリークラブ創立 36周年

チャーターナイト」が 12月に行われますので例年で

あれば、当クラブから台北さんの方へ行き祝意を表す

ところですが今年はできないことで、ここで皆さまと

一緒にお祝いのビデオメッセージを撮らせていただき

たいと思っております。撮影時間はコンパクトに１分

間程度と言われております。本例会の終了後に、こち

らの方で場所をセッティングさせていただきますの

で、皆さまのご協力よろしくお願い申し上げます。

　以上で幹事報告とさせていただきます。

親睦活動委員会　松井 聖治副委員長

　親睦活動委員会です。まずは、懇親会が始まる前に

創立 80周年以降にご逝去されました会員のお名前を

市橋幹事より申し上げていただきたいと思いますので

よろしくお願いいたします。

物故会員

市橋　多佳丞幹事

　それでは、80周

年以降にご逝去さ

れた会員のご紹介

をさせていただき

ます。

故・水野　　哲君　1998 年３月ご入会、2018 年 10

月 17 日ご逝去、享年 64歳

故・下川部善彦君　1991 年８月ご入会、2018 年 10

月 21 日ご逝去、享年 73歳

故・白崎　功一君　1965 年１月ご入会、1987 年－

1988 年度会長、

2019 年４月 16日ご逝去、享年 92歳

故・五明　正吉君　1990 年 10 月ご入会、2011－

2012 年度会長、

2021 年２月 27日ご逝去、享年 71歳

謹んでご冥福をお祈りいたします。

親睦活動委員会　松井 聖治副委員長

　それでは、生前

のご活躍・ご功績

を偲び黙祷を捧げ

たいと思います。

皆さまご起立をお

願いいたします。

黙祷。

ありがとうございました。ご着席ください。

　それでは、これより『創立 85周年記念例会 Part2』

の懇親会の開会をさせていただきます。本日、司会を

させていただきますのは、親睦活動委員会副委員長を

させていただいております松井です。どうぞよろしく

お願いいたします。

　それでは、はじめに 85周年を祝いまして、皆さま

で乾杯をしたいと思います。乾杯はテーブルのスパー

クリングワインにて行いますので、準備をしていただ

きたいと思います。

乾杯挨拶　舟木　　博直前会長

　皆さん、こんばん

は。お久しぶりで、

皆さんのお顔を見て

すごく嬉しいです。

ちょうど５カ月ぶり

ぐらいの夜間例会な

ので、今日の体調が

良いことを願いながら楽しみに待っていました。

本日は、当クラブの 85周年記念例会ということで、

古いメンバーは耳タコだと思いますが、当クラブの変

遷をたどれば、創立は1936年（昭和11年）11月23日、

認証は 12月 21日になっております。その年の重大

事件としては、歴史に残る「2・26事件」が起きて

います。それから昭和 15年までに釧路ロータリーク

ラブは続いていましたが、約 10年間、第二次世界大

戦の前後、国際ロータリーから脱会しておりました。

1950 年（昭和 25年）10月２日に国際ロータリーに

復帰しております。その時はまたも「朝鮮動乱」の最

中ということで、戦争にすごく関係があるのかなと

思っています。ちなみに、脱会の時は「真珠湾攻撃」

の戦争が始まる年だったと思います。

　わが釧路クラブは、世界のクラブの中で4,092番目、

日本では26番目、道内では７番目の歴史と伝統を誇っ

ております。これは歴代の会長になる時に皆さんが口

にする言葉です。

会長になって思いました、少し余談になりますが、歴

代会長の顔ぶれを見ますと、そうそうたる顔ぶれの人

がおります。面白いのですけれど、歴代の中で一番多

い名字が『吉田』さんで、４名でした。今日、吉田英

一君は来ていましたか。来ていますね。ぜひ５番目の

会長を目指して頑張ってください。続いては、釧路ク

ラブでは名門の栗林さんが３名、両角さんが３名と

なっております。会長の任期では、清水源作会長が初

期メンバーですが４期務めております。その方が一番

長く会長になっております。

話が長くなりましたので、そろそろ乾杯に移りたいと

思います。それでは、皆さんグラスをお持ちください。

釧路ロータリークラブ生誕 85周年を記念して乾杯を

したいと思います。

「乾杯」

ありがとうございました。

80 周年以降の歴代会長へ記念品の贈呈

はじめに、2016－2017 年度会長・木下正明君、

2017－2018 年度会長・邵龍珍君、2018－2019 年

度会長・脇弘幸君、2019－2020年度会長・天方智順君、

2020－21 年度会長・舟木博君。

。

80 周年以降歴代会長スピーチ

2016－2017 年度会長　木下　正明パスト会長

　皆さん、こんばん

は。80周年の会長

を務めさせていただ

きました木下でござ

います。皆さんのご

協力のおかげで 80

周年を盛大に開催することができました。唯一の心残

りが、先ほどもありました会員増強が私は「０」です。

最低会長ということで、これからは「最低会長」と呼

んでいただければと思います。本当にありがとうござ

いました。

2017－2018 年度会長　邵　　龍珍パスト会長

　お疲れ様です。

2017－2018 年度

81代会長の邵でご

ざいます。前年度が

80周年で、素晴ら

しい周年事業を行

なった年度で、われ

われの年度は、皆さんがダラッとしたいところだった

と思いますけれど、僕は「あれもやりたい」「これも

やりたい」ということで、当時の後藤幹事と工藤副会

長、また当時の理事の皆さんがご尽力いただき素晴ら

しい事業をさせていただいて素晴らしい１年になった

と思っております。

　今年度、最後の務めでＳＡＡをさせていただいてお

ります。杉村会長のもとで一生懸命頑張って、次年度

は一兵卒になります。何でもやらせていただきます。

ご恩をお返しするということで、何でもやりますので、

「元気ですか」と言えば「元気ですか」と言いますので、

今後ともよろしくお願いいたします。

2018－2019 年度会長　脇　　弘幸パスト会長

　皆さん、こんばん

は。2018－2019 年

度会長を務めさせて

いただきました。先

ほど来たら、「メイ

ンの席に座ってく

れ」、「写真を撮った

ら、前に座ってくれ」ということで、先輩のパスト会

長がたくさんいる中で、尻が痒いような感じですけれ

ども。私の年度は次年度に吉田潤司ガバナーを出すと

いうガバナーエレクトの年度でした。ですから『ＰＥ

ＴＳ・地区協議会』の開催などいろいろなことがあり

ましたが、当時は今年度会長の杉村副会長、浅川幹事、

村上・市橋両副幹事と本当に強力なサポートをいただ

き１年頑張ることができました。

滝越エレクト、副会長などみんながやってくれますか

ら何とかなります。安心をして頑張りましょう。

本当に良い１年間を過ごせたと思っています。皆さん、

本当にありがとうございました。

2019－2020 年度会長　天方　智順パスト会長

　こんばんは。脇会長は、吉田潤司ガバナーエレクト

の年度。私は本番の

吉田ガバナー年度で

ございます。この５

人の中で一番影が薄

い会長だったのかと

思います。「吉田丸」、

要するに会長が「○

○丸」と言われますけれど、その時だけは連合艦隊で

したので、それでも一生懸命にやったつもりでござい

ます。

自分がやったことで一番の功績は、良い吉田さん・悪

い吉田さん・普通の吉田さんで作ったこと。あとは、

しょうがなく杉村君を指名したことです。

ということで、お世話になりました。ありがとうござ

いました。

2020－2021 年度会長　舟木　　博パスト会長

　みんな話上手の後

で、上手く話ができ

ませんけれど、正直

言って大変な１年で

した。半分がコロナ

で、半分が闘病のよ

うな形でやっていま

した。もう 12月の『クリスマス例会』が一番のピー

クだったような気がします。

それから、大見得を張って 30人で台湾の世界大会に

参加しょうと意気込んでいました。でもいま思えば、

もし台湾があったら、手術をせずにそのまま行ってい

たと思うので、今ごろいなかったと思います。

そんなこんなで、何とかこのように元気に生きさせて

いただいていますことも、皆さんのおかげでございま

す。皆さん、本当に大変ご迷惑をおかけして、また幹

事の荒井君、そして副会長の土橋君、本当に一生付き

合える友だちができて、素晴らしい１年でした。どう

もありがとうございました。

親睦活動委員会　松井 聖治副委員長

　皆さん、ご歓談中ではございますが、先週に引き続

きまして3名の方よりスピーチをいただきたいと思っ

ております。

パストガバナー・パストガバナー補佐よりスピーチを

いただきたいと思っておりますが、その前に若手を代

表して工藤彦夫君よりスピーチをいただきたいと思い

ます。

工藤君、よろしくお願いいたします。

スピーチ

工藤　彦夫君

　皆さん、こんばん

は。この後、吉田さ

んと石田さんが話を

するらしいですけれ

ど、前座ということ

で、会長から「笑い

を取れ」と言われま

した。「そう、20年在籍して会長になれない人」の代

表として挨拶いたします

　良い宴席とはどのようなものか」ということである

人が言っていました。料理は重要ではない。イベント

も重要ではない。誰と一緒にお祝いをするかというこ

と。

今日は、85周年を皆さんと一緒にお祝いできること

を大変嬉しく思います。

もうひとつ。いま会員が 103 人いますけれども、先

ほど会長が須貝さんの 115 人の話をされました。杉

村会長はいままで 20人ぐらい入れています。ですか

らなるべくしてなった会長であります。須貝さんを抜

いて 120 人ぐらい行ってほしいということがありま

す。やっぱり数は力です。この会員拡大は重要だと思っ

ております。

僕が新入会員になる前のロータリーはパシフィックホ

テルで例会をやっていました。僕は近くに住んでいま

して、木曜日が釧路クラブの例会、うちの仕事も木曜

日が定休日です。

そうすると木曜日は、パシフィックの前に黒塗りのビ

カビカの車が 20数台並びます。そうすると黒塗りの

車はやっぱりヤクザかその関係者だろうと、僕はロー

タリーのことを何も知らずに「いや、嫌だな」と思い

ながらの毎週木曜日です。「きちんとルールを守るヤ

クザかな」と思っていたら、いろいろ聞くとロータリー

でした。

12時ころら黒塗りの車が次々と並んで、12時 30分

にはいっぱいになる。駐車しながら運転手が煙草を

吸って待っている。そのうち 13時 30分ころになる

と人相の悪い人ばかりが、指名手配犯よりも酷い顔の

人ばかりで出てきて、これはすごい会だと思いました。

いまの人は違いますよ。いまの人は違いますけれども、

本当に何をやっているのかなと思っていました。特に

幣舞橋を渡って帰る人は特に人相が悪かったように思

われます。

新入会員として入ってからは、写真を撮れるものだか

らすぐに会報をやらされました。当時は12人委員会、

だいたい一年間 48回の例会あるから４回やれば済み

ますが、古い人たちは全然やらないから新入会員が

10回とかやらされて。当時のシステムは、写真はポ

ラロイドで撮る。ポラロイドは広角だからこの辺まで

来ないと良い写真が撮れない。この辺で目が合ったら

「こんにちは」と言いたくなるぐらい近い写真。そし

て録音したテープを自分で起こして 400 字～ 800 字

にまとめて、それを月曜日の夕方までに伊貝さんの綜

合印刷さんに届けます。そうすると木曜日の例会まで

に会報誌ができてきて、伊貝さんの懐にチャリンと入

るシステムでした。そのシステムに乗って、毎回一生

懸命に会報をやっていました。

そうすると会報が辛いものだから「会報やるなら、ロー

タリーなんか」と言う人が結構いた時に、当時の藤井

会長、幹事の吉田秀俊さんが「これでは大変だ」とい

うことで、議事録を起こしてくれる「さわやか釧路」

という所を見つけて、会報が楽になったという思い出

があります。吉田さんの最大の功労はそれだけです。

最近は、職業奉仕理論などを全然やっていなかったで

すけれど、入った当時は、アーサー・フレデリック・

シェルドンの『職業奉仕とは何か』を例会でもやりま

したし、炉辺会合でもやっていました。当時は分から

なかったけれども、歳を取って来てなかなか面白い話

だと。

僕の中では、ロータリーにはこれが一番重要だと。た

だのボランティア団体ではないという思想があってこ

そロータリーだと最近思っております。もしも、そう

いう話を知りたい人はネットで『源流の会』を探すと

そういう話がたくさん出ていますので、よく見ていた

だきたいと思います。

前座としては、このあたりで終わらせていただきます。

これからも仲良くやりましょう。よろしくお願いしま

す。

吉田　潤司パストガバナー

　皆さん、こんばん

は。先ほど須貝さん

の話が出ましたけれ

ど、懐かしい人の名

前が出ました。振り

返ってみますと、た

くさんの会員に会っ

て、たくさんの会長に会いました。でも、いろいろな

思い出がたくさんあり、ひとりひとり言うと２時間ぐ

らいかかってしまいますので、それは省略します。

　私は、1980 年にロータリーに入りまして 42年５

カ月ぐらい経ちました。ということは、85周年の半

分ぐらいになります。そのような節目です。

その中で、川口雄さんという会員がおりました。釧路

クラブの精神的な支柱であり、生き字引であり、紳士

であり、背が高く細く、すごく穏やかで熱心な人でし

た。でも、歌は歌いそうに見えませんけれども飲んだ

ら歌も歌います。以前いた事務員さんとデュエットし

たり、しゃれた人でした。川口さんという人をぜひ覚

えていただきたいです。川口さんには、邵さんの後に

入会をした人はお会いできていないですね。邵さんの

時までの人で、クラブでは 25％ぐらいの人が知って

いると思います。　　

私が入った時、清水先生がガバナーノミニーでした。

川口さんの思い出はやっぱりガバナーに関係すること

です。私が 1997 年に会長に就任した時に川口さんか

ら「吉田君、ちょっと来てくれ」と言われました。何

かと思ったら川口さんが、「釧路クラブからガバナー

が出ていなくなって 17年になる。このままで行くと

20年になる。釧路クラブにはたくさんの候補者がい

るけれど、なかなか上手くいかない。これからもアタッ

クはするけれども、（会長が次々年度の会長を選びま

すから）ガバナーになれそうな人を選んでもらえない

か」と言われました。

私にとってガバナーは上の空の世界ですけれども「分

かりました」ということで、いろいろ考えました。あ

る時、新聞を見ていたら小船井さんの写真が新聞に出

ていて、この人はうちのクラブの人だと。小船井さん

は当時、スリーピングでしたので私は例会でもあまり

会ったことがありませんでした。でも、意を決して「こ

の人にしたい」と思って小船井さんに連絡をしてお伺

いしました。初対面です。話をしたことはありません。

それで、小船井さんに会いました。小船井さんも「何

の話をしに来たのか」と思ったと思います。

やっぱり穏やかな優しい笑顔で「何ですか」と言われ

たから、単刀直入に「小船井さん、次々年度の会長を

受けてほしい」と。小船井さんも多分びっくりしてポ

ワンとしていたと思いますが、さすが小船井さんです。

その時に「分かりました。１週間の時間をください」

と言われました。１週間いろいろ考えて、１週間後に

連絡をいただきました。「いいです。分かりました」

と言われて、でもガバナーの話は全くしていません。

その後に、私は川口さんに「小船井さんにしました」

と言いましたら、川口さんはどう考えたか分かりませ

んけれども、その後は「分かりました。任せてくださ

い」と。私はその後、一切タッチをしませんでしたけ

れど、小船井さんは見事に川口さんの希望に応えても

らいまして、次々年度の 1999 年の会長になり、翌年

度、いまでいうガバナー補佐になってもらいました。

その翌年度にガバナーノミニーです。その翌々年度に

ガバナーです。この短期間にガバナーになった人はい

ません。ものすごい勢いです。

小船井さんの素晴らしいところは頭がいいです。日大

ですけれど頭がいい、すごいのです。そして理解力が

早いです。小船井さんがガバナーノミニーになった時

に、多分パソコンは私の方が得意だったと思います。

私は当時、ホームページを作ったりしていて、2500

地区で最初にホームページを作ったのはうちのクラブ

です。

小船井さんにいろいろと教えました。１年ぐらい経っ

たら、小船井さんがメールを見て「写真、来たよ」と

言って、写真を見ていました。私はメールで写真がど

のようにして来るのか分かりませんでした。それぐら

いの人でした。

ガバナーノミニーになった時、会議に出たら机の上に

パソコンが置いてあって「キザな男だな」と見ていま

したけれど、それは違っていました。小船井さんの素

晴らしい才能のひとつは、スピーチをその場で瞬時に

要約してパソコンに入力します。ですからガバナーに

なった時、公式訪問に来てもすべての記録がその日の

うちに全部できています。この才能は、よく新聞記者

が会見の時にパソコン入力をしていますけれども、素

人でそのようなことができる人はいなくて、パソコン

が置いてあっても今日の行事予定を見るぐらいだと思

いますけれど、小船井さんは、そこがすごかったです

ね。

うちのクラブには全国区のガバナーが２人います。私

も多くの他クラブ・他地区のガバナーに「清水先生は

元気ですか」と必ずいつも言われます。それから、必

ず言われることは「吉田さんはいいですよね。小船井

さんがいますから。何でも聞けていいですね」。

この全国区のガバナーがいるクラブも素晴らしいです

けれども、この小船井さんを育てたのは、やっぱり川

口さんであり、釧路クラブの重鎮が育てたということ

です。

残念ながら釧路クラブは、ガバナーを選ぶのに随分苦

労をしています。清水先生の周りには、柳田さんとい

うトヨタの社長がいて、ガバナーノミニーまで行きま

したけれど亡くなりました。小船井さんの後に両角さ

んもガバナーノミニーになりましたが奥様がガンに

なって亡くなられました。それから久島先生が、無競

争でガバナーノミニーになる予定だったのが変な横や

りというか、何かがあってなれなかったという苦労を

しました。

でも小船井さんが、見事にやったことが一番の思い出

だと思います

私はやっぱり思います。ロータリーに入っていなけれ

ば、このようにいろいろな人に会えず、友だちになれ

なかったと思います。だから、入っていなかったら寂

しい人生だった気もします。

　若い人、これからの人たちに言いたいことは、よく

辞めていく人に「ロータリーはつまらない。何のメリッ

トもない」と言われますけれど、ロータリーでは自分

でメリットを求めていかなければいけない。そのため

には、クラブに一生懸命出席をして、馴染んでいかな

ければダメだと思います。

私が入った時に先輩に言われたことは「100 人も会

員がいたら、みんなを覚えることは不可能だよ。それ

より覚えてもらいなさい」と言われました。「吉田です」

「吉田です」「吉田です」と言ったらみんなに覚えても

らえる。ここをぜひ汲んで、思っていただきまして、

ロータリーを楽しんでいただき、あと 15年経ちます

と 100 年になります。100 年の時にみんなでまたこ

の笑顔で会いたいと思っています。

　どうもありがとうございました。

石田　博司パストガバナー補佐

　「ロータリーに入

会したころの思い

出を話すように」

という指示を受け

ました。私が入会

したのは 30年前で

す。その時の印象

は、人数からいくと 110 名ぐらいの勢力だったかと

思います。一緒に入ったのが、同じ町内で先ごろ他界

した五明正吉君と年は１つ違いですけれども彼と２人

でした。入った時の印象は、いまの若い諸君と比べる

と同じ年の人がいなかった。あのころは若い人がいま

せんでした。ですから委員会でも先輩たちと随分交流

がありました。歳が同じ者と寄るということがなかっ

たと思います。ですからロートルの方とお付き合いを

させていただき、例会後の二次会には一緒に付いて行

きいろいろな話を聞かされました。それが良かったと

思います。いまお話の吉田潤司さんも、亡くなった川

口さんも入会をして３年目でした。

それと、確かプログラム委員長を仰せつかりました。

副委員長も経験がなく、いきなりプログラム委員長で

した。とても困りまして、それこそ川口さんに「どう

したら良いですか」と聞いたら、川口さんが「石田君、

君の好きなようにやったらいいよ」と言うのです。そ

れは無責任ではないかと思うほど「好きなようにやっ

たらいいよ」と言って。

でも一応、「ロータリーは年間を通して１月は○○月

間、２月は○○月間、とあるからそれに絡めてやると

いいよ」とは言われました。けれども、ロータリーに

入って２年～３年目ですから「月間」という意味も分

からず、たいしたアドバイスにはなりませんでした。

まず行ったことは、委員会のメンバーに声をかけたら、

やっぱり巡り合わせでいてくれた人、名前は忘れまし

たけれどもNHKの局長さんと日銀の支店長さんの福

田さんを覚えています。このお二方がいて、「石田君、

助けるぞ。サンドイッチ会があるからそのメンバーに

講師になってもらって、組み立てて行けばいいよ」と

言ってくれました。おそらく初めてだと思いますけれ

ども、ロータリークラブでプログラム作成のための委

員会、毎月お酒を飲みながらやらせていただきました。

プログラム完成と同時にあのお二方とメンバーとの友

情も培えた１年間であったと思い、とても意義深い１

年間を送れたと思っております。

その時に、他のロータリーとも交流をする機会が増え

ました。近年では見ていない『合同例会』があって、

他のクラブと一緒に例会を行い、お酒も飲みます。そ

して他のクラブのメンバーと一緒にテーブルで語り

合っているうちに、うちのクラブと他のクラブはなに

か違うことを感じ始めました。他のクラブは、居心地

が悪そうなのです。うちのクラブの居心地が良いと言

いますか、自分のことを出すのはおかしいですけれど

も、うちのクラブに石田がいられるのは「釧路クラブ

だからいられる」ということを他のクラブの雰囲気を

見ていて感じます。

随分不自由なのだなと分かってきたのは、各クラブに

はボスがいます。ボスには、何かを決める時にお伺い

を立てなければいけない存在があるのです。でも、わ

がクラブにはそれがありません。なぜなのだろう。僕

が入会の時に吉田潤司さんがおっしゃったことは「昔

は本当にうるさい煙たい先輩がいた。行儀・仕付けの

うるさい人」と。例えば（これは名誉ありますので申

し上げます）「北村藤兵衛さんは本当にうるさい人だっ

た」と川口さんもおっしゃっていました。

私が受けた印象は、この方たちは入会の時にうるさい

先輩にいいだけ潰されたから、「自分が先輩になった

時にはそうしない」という決意の下に、われわれ若者

を迎え入れていると思いました。ずっとそう思ってき

ました。だから釧路クラブの自由活発な空気とは、北

村藤兵衛さんたちのような厳しい方にいいだけ仕付け

られ、「あれでは嫌だと思った」反省をした結果が釧

路クラブの雰囲気を作っているのだろうとずっと思っ

てきました。

けれども、どうもそれでは論理の整合性がないように

思います。いつのころからか、まず間違いないと思っ

ていることは、釧路クラブには、私が言うところの外

人部隊、出先の方たちが常にいるのです。いま、杉村

さんにメールで確認をしてもらいましたら、15社、

100 名のうち 15人が出先の方です。一部上場で、社

員数が数十万人という会社の出先の方がいらっしゃ

る。これでは地元の人間が『お山の大将』ではいられ

ません。大会社の出先の方がおりますからお山の大将

的なことは恥ずかしくてできない。そうすると地元の

人間はみんな行儀が良くなる。そういう不思議な添加

物的作用が出先の方にはあると思います。

われわれも習って行儀良くなるということが起こって

いると、僕はいかにも笑いを取るような言い方をして

いますけれども、本当に大真面目に人間の力学として、

私は、釧路クラブは出先の方たちがいてくれて釧路ク

ラブの雰囲気を作っているとしみじみ思います。

ですから出先の方のおかげでこの釧路クラブの良さが

ある。そこに、われわれひとりひとりもこの釧路クラ

ブの自由闊達さをとても愛していますから、それが連

綿とした釧路クラブの良さとしてつながっていくので

はないかと思います。

「人が人から学ぶ」というのが僕の人生観ですから、

ロータリークラブは学ぶ機会を与えてくれる場だと

思っております。景気が非常に低下している中で、わ

れわれロータリークラブは、非常に大きな役割をこれ

から負って行くし、負って行かなければいけない。そ

のような決意の下に行かなければ街がどんどん衰退し

てしまう。自分さえ良ければ良いという発想では自分

が生き残っていけないと思います。

　私も老骨という年齢になりましたけれども老骨にム

チを打って頑張りますので、お互いに、一緒に釧路の

文化と経済のために尽力を尽くそうではありません

か。

随分偉そうなものの言い方をしましたけれどもお許し

をいただいて。

ありがとうございました。

締め挨拶　尾越　弘典パスト会長

　皆さん、こんばん

は。久しぶりにマイ

クの前に立たせてい

ただきまして、少々

緊張もしています

が、逆に少し嬉しく

も思っています。

　私は、32歳の時にこのロータリーに入りまして今

年で 38年、年齢で 70歳になりました。70の半分の

35年以上こちらにお世話になって、楽しんでいます。

いろいろな思い出もありますし、いろいろな経験もさ

せていただきました。何と言っても一番良いことは、

友だちができた、楽しい仲間がたくさんできたことだ

と思っています。

このような会はなかなかありません。ロータリーの方

が少し早かったのですが、青年会議所にも入っていま

した。その会も良い会でしたけれども、ロータリーは

私が辞めない限りずっと在籍ができる本当に特殊な会

です。素晴らしい仲間、良い仲間もいます。悪い仲間

もいました。そしていろいろな経験をさせてもらえま

した。地区大会へ行って仲の良い友だちや他のクラブ

のメンバーと麻雀をやったり、地区大会ではそこそこ

に抜け出して遊びに行ったこともたくさんあります。

それも本当に良い思い出だと思っています。

　私は 38年間のロータリーの思い出と経験がありま

す。この中には、１年の入会、５年・10年の方もいらっ

しゃると思いますけれども、その思い出と経験がこれ

からの自分の人生のためになると思いますし、本当に

良い思い出になると思っております。

今回は 85周年ですけれども、90周年・100 周年が

目の前に来ています。私も 100 周年までは何とか生

きていけると思っています。皆さんとともにこの素晴

らしい釧路ロータリークラブをつくって 100 年へ向

けて頑張って行きたいと思っています。

今日は 85周年をこのように盛大にやっていただいた

杉村会長、本当にご苦労様でした。それでは、皆さん

と一緒に一本で締めたいと思います。

それでは、釧路ロータリークラブ 90周年・100 周年

へ向けてさらなる発展を、それから今日ご参会の釧路

ロータリークラブの素晴らしい会員のご多幸をご祈念

申し上げまして一本で締めたいと思います。それでは、

ご唱和をお願いします。ありがとうございます。　
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　　　　　　　　　　杉村　荘平会長

　皆さん、こんばん

は。本当に多数のご

出席をいただきあり

がとうございます。

また舟木直前会長に

おかれましては、初

夜例会ですね。体調

が悪い中、本当にありがとうございます。

　85周年 Part2 ということで開催をさせていただき

ます。先週の Part1 では、清水・小船井両パストガバ

ナー、白幡パストガバナー補佐、泉先生には大変素晴

らしいスピーチをいただくことができました。この場

をお借りしてお礼を申し上げます。

　Part2 でございます。皆さんのお手元に少しでも雰

囲気を感じ取ってもらえればと、昭和 11年 11月 23

日付の新聞と 1936 と書いてある 1936 にちなんだワ

インとジュース、それから 85周年の記念品を置かせ

ていただいております。三役が総力をあげて用意をさ

せていただいたものでございます。補足をさせていた

だきますが、このワイン、ジュースも 1936 と書いて

ありますが、1936 年産のワインではなく、1936 年

とは特に関係ございません。そのような高価なワイン

を用意できるわけがありません。雰囲気を感じ取って

いただければと一生懸命に探しましたので、どうぞよ

ろしくお願いいたします。また、昭和 11年の新聞で

すが、少し広告が多いように思われますが、調べまし

たら当時の新聞は第一面が広告面なのです。いまその

コピーサービスを取ると、第一面しか取ってもらえず

どうしても広告面が多くなってしまいます。雰囲気を

味わっていただければという三役の気持ちを汲み取っ

ていただければ幸いでございます。どうぞよろしくお

願いいたします。

　85周年、杉村年度でいろいろ取り組んでおります

が、特に会員増強を頑張らせていただいております。

村上大委員長、五十嵐委員長をはじめ皆さんのおかげ

で、現時点で７名の純増をいただいております。とい

うことで、今回は釧路クラブの歴史を振り返ろう・会

長挨拶第４弾は、歴代の中で一番会員増強を行った会

長に須貝寛一さんという会員がいらっしゃいます。そ

の方をご紹介させていただきます。

　須貝さんは、大正３年に米町で生まれて、南大通に

ある教科書販売の株式会社須貝の経営をされておりま

した。昭和 34年に釧路クラブにご入会をされ、47

年にクラブ会長、51年に分区代理をされております。

私は増強を行うに当たって、歴代のどのような方々が

行ったかを見ていて、この業績を見て本当にびっくり

しました。須貝さんは会長年度に 28名の会員増強を

行っておりました。これはダントツでトップだと思っ

ております。この年に９名の退会者があったようで、

それでも 19名の純増で、年度末に 115 名の会員で

終わっています。

　この年に 115 名ということで、当時の 2500 地区

では長年、旭川クラブが一番の会員数を誇っていたよ

うですが、釧路クラブが創立後初めて旭川クラブを抜

いて 2500 地区トップの人数になったようです。こち

らの村上さんではありませんが、村上祐二チャーター

メンバーから「釧路クラブ、創立以来の金字塔だ」と

お褒めのお言葉をいただいている記述がございまし

た。

　そんな須貝さんも昭和 59年に亡くなられておりま

す。当時、この功績を称えて多数の方が、いろいろな

追悼文を寄せています。その追悼文の中で、清水先生

がガバナーをお受けした時の有名な裏話がありまし

て、清水先生がご自分で書いた追悼文を見つけました

のでご紹介をさせていただきます。

昭和 54年９月の初めのころだったと思う。須貝さん

が私を訪ねられた。午後の診療中のことであり、病院

の応接室でお待ち願った。間もなく部屋へ入ると、彼

の態度はいつになくぎこちなかった。

「今日は、頼みごとがあって来ました」。そして言葉を

続けて言うことは「うんと言ってくれるまでは帰るわ

けにはいかない」とすこぶるちんちくりんである。

「まあまあ、どういうことですか」と訪ねてみると、

地区ガバナーノミニー指名委員会で私の名前が上が

り、両角パストガバナーに言われて私の所に打診と、

それからＯＫを取り付けるというか、強要をしに来た

ということが、その来訪の目的であったのです。

当然、即答をするわけにはいかず、押し問答を繰り返

しているうちに、外線電話がかかってきたり、「患者

さんが待っているから」と看護婦が私を促しに来たり

で、いつまでも須貝さんと向き合っているわけにもい

かず、とにかく何とかお引き取り願おうとすると、「引

き受けてもらったと解釈するから」という勝手な捨て

台詞を残して退出した。

その夕刻に、彼に電話をして「固辞」を伝えると、「も

う『ＯＫした』と伝えてしまった。私の顔をどうして

くれる」という始末。

もし、あの日、寛ちゃんが、夜に私を訪問したならば、

もし飲み潰し作戦を取っていたならば、私のガバナー

ノミニーの話はなかったことになっていたかもしれな

い。合唱。

という追悼文でございます。われわれが仰ぎ見ている

清水先生のロータリー人生の大きな役割を果たした人

が、この須貝寛一さんというお話でございます。

須貝さんも多分このように乱暴なことはしたくはな

かったと思いますが、こうでもしないと清水先生がＯ

Ｋしなかったのだろうということで「悪者を演じた」

と思っております。

ちなみに、この後、昭和 56年に清水先生はガバナー

を務めるわけでございますが、当時は、この 2500 地

区初めての『昭和生まれのガバナー』だったこともご

報告させていただきます。

ということで、毎週同じようなお話になりますが、こ

のような先輩たちの熱い思いを積み重ねて今日の釧路

クラブがあったということを改めてみんなで確認をし

ながら、今日の 85周年を楽しみたいと思います。

どうぞよろしくお願いいたします。

幹事報告　市橋　多佳丞幹事

　皆さん、こんば

んは。幹事報告を

させていただきま

す。

まず、入口に赤い

羽根共同募金の募

金箱を置かせてい

ただいております。まだ赤い羽根を付けていらっしゃ

らない方が数名いらっしゃると思いますので、ぜひ帰

りにはご寄付をいただければと思いますので、どうぞ

よろしくお願い申し上げます。

また先日、炉辺会合開催のご案内を皆さまに送付させ

ていただきました。入会されて年数があまり経ってい

ない方がリーダー・副リーダーとなっているかと思い

ます。炉辺会合は、まず開催日を決めていただきまし

て、事務局より担当のグループへご案内を流すシステ

ムとなっております。まず、リーダー・副リーダーで

開催日程を調整していただきまして、早急にグループ

メンバーへ日程のご連絡をしていただければと思いま

すので、どうぞよろしくお願い申し上げます。

　また、「台北中央ロータリークラブ創立 36周年

チャーターナイト」が 12月に行われますので例年で

あれば、当クラブから台北さんの方へ行き祝意を表す

ところですが今年はできないことで、ここで皆さまと

一緒にお祝いのビデオメッセージを撮らせていただき

たいと思っております。撮影時間はコンパクトに１分

間程度と言われております。本例会の終了後に、こち

らの方で場所をセッティングさせていただきますの

で、皆さまのご協力よろしくお願い申し上げます。

　以上で幹事報告とさせていただきます。

親睦活動委員会　松井 聖治副委員長

　親睦活動委員会です。まずは、懇親会が始まる前に

創立 80周年以降にご逝去されました会員のお名前を

市橋幹事より申し上げていただきたいと思いますので

よろしくお願いいたします。

物故会員

市橋　多佳丞幹事

　それでは、80周

年以降にご逝去さ

れた会員のご紹介

をさせていただき

ます。

故・水野　　哲君　1998 年３月ご入会、2018 年 10

月 17 日ご逝去、享年 64歳

故・下川部善彦君　1991 年８月ご入会、2018 年 10

月 21 日ご逝去、享年 73歳

故・白崎　功一君　1965 年１月ご入会、1987 年－

1988 年度会長、

2019 年４月 16日ご逝去、享年 92歳

故・五明　正吉君　1990 年 10 月ご入会、2011－

2012 年度会長、

2021 年２月 27日ご逝去、享年 71歳

謹んでご冥福をお祈りいたします。

親睦活動委員会　松井 聖治副委員長

　それでは、生前

のご活躍・ご功績

を偲び黙祷を捧げ

たいと思います。

皆さまご起立をお

願いいたします。

黙祷。

ありがとうございました。ご着席ください。

　それでは、これより『創立 85周年記念例会 Part2』

の懇親会の開会をさせていただきます。本日、司会を

させていただきますのは、親睦活動委員会副委員長を

させていただいております松井です。どうぞよろしく

お願いいたします。

　それでは、はじめに 85周年を祝いまして、皆さま

で乾杯をしたいと思います。乾杯はテーブルのスパー

クリングワインにて行いますので、準備をしていただ

きたいと思います。

乾杯挨拶　舟木　　博直前会長

　皆さん、こんばん

は。お久しぶりで、

皆さんのお顔を見て

すごく嬉しいです。

ちょうど５カ月ぶり

ぐらいの夜間例会な

ので、今日の体調が

良いことを願いながら楽しみに待っていました。

本日は、当クラブの 85周年記念例会ということで、

古いメンバーは耳タコだと思いますが、当クラブの変

遷をたどれば、創立は1936年（昭和11年）11月23日、

認証は 12月 21日になっております。その年の重大

事件としては、歴史に残る「2・26事件」が起きて

います。それから昭和 15年までに釧路ロータリーク

ラブは続いていましたが、約 10年間、第二次世界大

戦の前後、国際ロータリーから脱会しておりました。

1950 年（昭和 25年）10月２日に国際ロータリーに

復帰しております。その時はまたも「朝鮮動乱」の最

中ということで、戦争にすごく関係があるのかなと

思っています。ちなみに、脱会の時は「真珠湾攻撃」

の戦争が始まる年だったと思います。

　わが釧路クラブは、世界のクラブの中で4,092番目、

日本では26番目、道内では７番目の歴史と伝統を誇っ

ております。これは歴代の会長になる時に皆さんが口

にする言葉です。

会長になって思いました、少し余談になりますが、歴

代会長の顔ぶれを見ますと、そうそうたる顔ぶれの人

がおります。面白いのですけれど、歴代の中で一番多

い名字が『吉田』さんで、４名でした。今日、吉田英

一君は来ていましたか。来ていますね。ぜひ５番目の

会長を目指して頑張ってください。続いては、釧路ク

ラブでは名門の栗林さんが３名、両角さんが３名と

なっております。会長の任期では、清水源作会長が初

期メンバーですが４期務めております。その方が一番

長く会長になっております。

話が長くなりましたので、そろそろ乾杯に移りたいと

思います。それでは、皆さんグラスをお持ちください。

釧路ロータリークラブ生誕 85周年を記念して乾杯を

したいと思います。

「乾杯」

ありがとうございました。

80 周年以降の歴代会長へ記念品の贈呈

はじめに、2016－2017 年度会長・木下正明君、

2017－2018 年度会長・邵龍珍君、2018－2019 年

度会長・脇弘幸君、2019－2020年度会長・天方智順君、

2020－21 年度会長・舟木博君。

。

80 周年以降歴代会長スピーチ

2016－2017 年度会長　木下　正明パスト会長

　皆さん、こんばん

は。80周年の会長

を務めさせていただ

きました木下でござ

います。皆さんのご

協力のおかげで 80

周年を盛大に開催することができました。唯一の心残

りが、先ほどもありました会員増強が私は「０」です。

最低会長ということで、これからは「最低会長」と呼

んでいただければと思います。本当にありがとうござ

いました。

2017－2018 年度会長　邵　　龍珍パスト会長

　お疲れ様です。

2017－2018 年度

81代会長の邵でご

ざいます。前年度が

80周年で、素晴ら

しい周年事業を行

なった年度で、われ

われの年度は、皆さんがダラッとしたいところだった

と思いますけれど、僕は「あれもやりたい」「これも

やりたい」ということで、当時の後藤幹事と工藤副会

長、また当時の理事の皆さんがご尽力いただき素晴ら

しい事業をさせていただいて素晴らしい１年になった

と思っております。

　今年度、最後の務めでＳＡＡをさせていただいてお

ります。杉村会長のもとで一生懸命頑張って、次年度

は一兵卒になります。何でもやらせていただきます。

ご恩をお返しするということで、何でもやりますので、

「元気ですか」と言えば「元気ですか」と言いますので、

今後ともよろしくお願いいたします。

2018－2019 年度会長　脇　　弘幸パスト会長

　皆さん、こんばん

は。2018－2019 年

度会長を務めさせて

いただきました。先

ほど来たら、「メイ

ンの席に座ってく

れ」、「写真を撮った

ら、前に座ってくれ」ということで、先輩のパスト会

長がたくさんいる中で、尻が痒いような感じですけれ

ども。私の年度は次年度に吉田潤司ガバナーを出すと

いうガバナーエレクトの年度でした。ですから『ＰＥ

ＴＳ・地区協議会』の開催などいろいろなことがあり

ましたが、当時は今年度会長の杉村副会長、浅川幹事、

村上・市橋両副幹事と本当に強力なサポートをいただ

き１年頑張ることができました。

滝越エレクト、副会長などみんながやってくれますか

ら何とかなります。安心をして頑張りましょう。

本当に良い１年間を過ごせたと思っています。皆さん、

本当にありがとうございました。

2019－2020 年度会長　天方　智順パスト会長

　こんばんは。脇会長は、吉田潤司ガバナーエレクト

の年度。私は本番の

吉田ガバナー年度で

ございます。この５

人の中で一番影が薄

い会長だったのかと

思います。「吉田丸」、

要するに会長が「○

○丸」と言われますけれど、その時だけは連合艦隊で

したので、それでも一生懸命にやったつもりでござい

ます。

自分がやったことで一番の功績は、良い吉田さん・悪

い吉田さん・普通の吉田さんで作ったこと。あとは、

しょうがなく杉村君を指名したことです。

ということで、お世話になりました。ありがとうござ

いました。

2020－2021 年度会長　舟木　　博パスト会長

　みんな話上手の後

で、上手く話ができ

ませんけれど、正直

言って大変な１年で

した。半分がコロナ

で、半分が闘病のよ

うな形でやっていま

した。もう 12月の『クリスマス例会』が一番のピー

クだったような気がします。

それから、大見得を張って 30人で台湾の世界大会に

参加しょうと意気込んでいました。でもいま思えば、

もし台湾があったら、手術をせずにそのまま行ってい

たと思うので、今ごろいなかったと思います。

そんなこんなで、何とかこのように元気に生きさせて

いただいていますことも、皆さんのおかげでございま

す。皆さん、本当に大変ご迷惑をおかけして、また幹

事の荒井君、そして副会長の土橋君、本当に一生付き

合える友だちができて、素晴らしい１年でした。どう

もありがとうございました。

親睦活動委員会　松井 聖治副委員長

　皆さん、ご歓談中ではございますが、先週に引き続

きまして3名の方よりスピーチをいただきたいと思っ

ております。

パストガバナー・パストガバナー補佐よりスピーチを

いただきたいと思っておりますが、その前に若手を代

表して工藤彦夫君よりスピーチをいただきたいと思い

ます。

工藤君、よろしくお願いいたします。

スピーチ

工藤　彦夫君

　皆さん、こんばん

は。この後、吉田さ

んと石田さんが話を

するらしいですけれ

ど、前座ということ

で、会長から「笑い

を取れ」と言われま

した。「そう、20年在籍して会長になれない人」の代

表として挨拶いたします

　良い宴席とはどのようなものか」ということである

人が言っていました。料理は重要ではない。イベント

も重要ではない。誰と一緒にお祝いをするかというこ

と。

今日は、85周年を皆さんと一緒にお祝いできること

を大変嬉しく思います。

もうひとつ。いま会員が 103 人いますけれども、先

ほど会長が須貝さんの 115 人の話をされました。杉

村会長はいままで 20人ぐらい入れています。ですか

らなるべくしてなった会長であります。須貝さんを抜

いて 120 人ぐらい行ってほしいということがありま

す。やっぱり数は力です。この会員拡大は重要だと思っ

ております。

僕が新入会員になる前のロータリーはパシフィックホ

テルで例会をやっていました。僕は近くに住んでいま

して、木曜日が釧路クラブの例会、うちの仕事も木曜

日が定休日です。

そうすると木曜日は、パシフィックの前に黒塗りのビ

カビカの車が 20数台並びます。そうすると黒塗りの

車はやっぱりヤクザかその関係者だろうと、僕はロー

タリーのことを何も知らずに「いや、嫌だな」と思い

ながらの毎週木曜日です。「きちんとルールを守るヤ

クザかな」と思っていたら、いろいろ聞くとロータリー

でした。

12時ころら黒塗りの車が次々と並んで、12時 30分

にはいっぱいになる。駐車しながら運転手が煙草を

吸って待っている。そのうち 13時 30分ころになる

と人相の悪い人ばかりが、指名手配犯よりも酷い顔の

人ばかりで出てきて、これはすごい会だと思いました。

いまの人は違いますよ。いまの人は違いますけれども、

本当に何をやっているのかなと思っていました。特に

幣舞橋を渡って帰る人は特に人相が悪かったように思

われます。

新入会員として入ってからは、写真を撮れるものだか

らすぐに会報をやらされました。当時は12人委員会、

だいたい一年間 48回の例会あるから４回やれば済み

ますが、古い人たちは全然やらないから新入会員が

10回とかやらされて。当時のシステムは、写真はポ

ラロイドで撮る。ポラロイドは広角だからこの辺まで

来ないと良い写真が撮れない。この辺で目が合ったら

「こんにちは」と言いたくなるぐらい近い写真。そし

て録音したテープを自分で起こして 400 字～ 800 字

にまとめて、それを月曜日の夕方までに伊貝さんの綜

合印刷さんに届けます。そうすると木曜日の例会まで

に会報誌ができてきて、伊貝さんの懐にチャリンと入

るシステムでした。そのシステムに乗って、毎回一生

懸命に会報をやっていました。

そうすると会報が辛いものだから「会報やるなら、ロー

タリーなんか」と言う人が結構いた時に、当時の藤井

会長、幹事の吉田秀俊さんが「これでは大変だ」とい

うことで、議事録を起こしてくれる「さわやか釧路」

という所を見つけて、会報が楽になったという思い出

があります。吉田さんの最大の功労はそれだけです。

最近は、職業奉仕理論などを全然やっていなかったで

すけれど、入った当時は、アーサー・フレデリック・

シェルドンの『職業奉仕とは何か』を例会でもやりま

したし、炉辺会合でもやっていました。当時は分から

なかったけれども、歳を取って来てなかなか面白い話

だと。

僕の中では、ロータリーにはこれが一番重要だと。た

だのボランティア団体ではないという思想があってこ

そロータリーだと最近思っております。もしも、そう

いう話を知りたい人はネットで『源流の会』を探すと

そういう話がたくさん出ていますので、よく見ていた

だきたいと思います。

前座としては、このあたりで終わらせていただきます。

これからも仲良くやりましょう。よろしくお願いしま

す。

吉田　潤司パストガバナー

　皆さん、こんばん

は。先ほど須貝さん

の話が出ましたけれ

ど、懐かしい人の名

前が出ました。振り

返ってみますと、た

くさんの会員に会っ

て、たくさんの会長に会いました。でも、いろいろな

思い出がたくさんあり、ひとりひとり言うと２時間ぐ

らいかかってしまいますので、それは省略します。

　私は、1980 年にロータリーに入りまして 42年５

カ月ぐらい経ちました。ということは、85周年の半

分ぐらいになります。そのような節目です。

その中で、川口雄さんという会員がおりました。釧路

クラブの精神的な支柱であり、生き字引であり、紳士

であり、背が高く細く、すごく穏やかで熱心な人でし

た。でも、歌は歌いそうに見えませんけれども飲んだ

ら歌も歌います。以前いた事務員さんとデュエットし

たり、しゃれた人でした。川口さんという人をぜひ覚

えていただきたいです。川口さんには、邵さんの後に

入会をした人はお会いできていないですね。邵さんの

時までの人で、クラブでは 25％ぐらいの人が知って

いると思います。　　

私が入った時、清水先生がガバナーノミニーでした。

川口さんの思い出はやっぱりガバナーに関係すること

です。私が 1997 年に会長に就任した時に川口さんか

ら「吉田君、ちょっと来てくれ」と言われました。何

かと思ったら川口さんが、「釧路クラブからガバナー

が出ていなくなって 17年になる。このままで行くと

20年になる。釧路クラブにはたくさんの候補者がい

るけれど、なかなか上手くいかない。これからもアタッ

クはするけれども、（会長が次々年度の会長を選びま

すから）ガバナーになれそうな人を選んでもらえない

か」と言われました。

私にとってガバナーは上の空の世界ですけれども「分

かりました」ということで、いろいろ考えました。あ

る時、新聞を見ていたら小船井さんの写真が新聞に出

ていて、この人はうちのクラブの人だと。小船井さん

は当時、スリーピングでしたので私は例会でもあまり

会ったことがありませんでした。でも、意を決して「こ

の人にしたい」と思って小船井さんに連絡をしてお伺

いしました。初対面です。話をしたことはありません。

それで、小船井さんに会いました。小船井さんも「何

の話をしに来たのか」と思ったと思います。

やっぱり穏やかな優しい笑顔で「何ですか」と言われ

たから、単刀直入に「小船井さん、次々年度の会長を

受けてほしい」と。小船井さんも多分びっくりしてポ

ワンとしていたと思いますが、さすが小船井さんです。

その時に「分かりました。１週間の時間をください」

と言われました。１週間いろいろ考えて、１週間後に

連絡をいただきました。「いいです。分かりました」

と言われて、でもガバナーの話は全くしていません。

その後に、私は川口さんに「小船井さんにしました」

と言いましたら、川口さんはどう考えたか分かりませ

んけれども、その後は「分かりました。任せてくださ

い」と。私はその後、一切タッチをしませんでしたけ

れど、小船井さんは見事に川口さんの希望に応えても

らいまして、次々年度の 1999 年の会長になり、翌年

度、いまでいうガバナー補佐になってもらいました。

その翌年度にガバナーノミニーです。その翌々年度に

ガバナーです。この短期間にガバナーになった人はい

ません。ものすごい勢いです。

小船井さんの素晴らしいところは頭がいいです。日大

ですけれど頭がいい、すごいのです。そして理解力が

早いです。小船井さんがガバナーノミニーになった時

に、多分パソコンは私の方が得意だったと思います。

私は当時、ホームページを作ったりしていて、2500

地区で最初にホームページを作ったのはうちのクラブ

です。

小船井さんにいろいろと教えました。１年ぐらい経っ

たら、小船井さんがメールを見て「写真、来たよ」と

言って、写真を見ていました。私はメールで写真がど

のようにして来るのか分かりませんでした。それぐら

いの人でした。

ガバナーノミニーになった時、会議に出たら机の上に

パソコンが置いてあって「キザな男だな」と見ていま

したけれど、それは違っていました。小船井さんの素

晴らしい才能のひとつは、スピーチをその場で瞬時に

要約してパソコンに入力します。ですからガバナーに

なった時、公式訪問に来てもすべての記録がその日の

うちに全部できています。この才能は、よく新聞記者

が会見の時にパソコン入力をしていますけれども、素

人でそのようなことができる人はいなくて、パソコン

が置いてあっても今日の行事予定を見るぐらいだと思

いますけれど、小船井さんは、そこがすごかったです

ね。

うちのクラブには全国区のガバナーが２人います。私

も多くの他クラブ・他地区のガバナーに「清水先生は

元気ですか」と必ずいつも言われます。それから、必

ず言われることは「吉田さんはいいですよね。小船井

さんがいますから。何でも聞けていいですね」。

この全国区のガバナーがいるクラブも素晴らしいです

けれども、この小船井さんを育てたのは、やっぱり川

口さんであり、釧路クラブの重鎮が育てたということ

です。

残念ながら釧路クラブは、ガバナーを選ぶのに随分苦

労をしています。清水先生の周りには、柳田さんとい

うトヨタの社長がいて、ガバナーノミニーまで行きま

したけれど亡くなりました。小船井さんの後に両角さ

んもガバナーノミニーになりましたが奥様がガンに

なって亡くなられました。それから久島先生が、無競

争でガバナーノミニーになる予定だったのが変な横や

りというか、何かがあってなれなかったという苦労を

しました。

でも小船井さんが、見事にやったことが一番の思い出

だと思います

私はやっぱり思います。ロータリーに入っていなけれ

ば、このようにいろいろな人に会えず、友だちになれ

なかったと思います。だから、入っていなかったら寂

しい人生だった気もします。

　若い人、これからの人たちに言いたいことは、よく

辞めていく人に「ロータリーはつまらない。何のメリッ

トもない」と言われますけれど、ロータリーでは自分

でメリットを求めていかなければいけない。そのため

には、クラブに一生懸命出席をして、馴染んでいかな

ければダメだと思います。

私が入った時に先輩に言われたことは「100 人も会

員がいたら、みんなを覚えることは不可能だよ。それ

より覚えてもらいなさい」と言われました。「吉田です」

「吉田です」「吉田です」と言ったらみんなに覚えても

らえる。ここをぜひ汲んで、思っていただきまして、

ロータリーを楽しんでいただき、あと 15年経ちます

と 100 年になります。100 年の時にみんなでまたこ

の笑顔で会いたいと思っています。

　どうもありがとうございました。

石田　博司パストガバナー補佐

　「ロータリーに入

会したころの思い

出を話すように」

という指示を受け

ました。私が入会

したのは 30年前で

す。その時の印象

は、人数からいくと 110 名ぐらいの勢力だったかと

思います。一緒に入ったのが、同じ町内で先ごろ他界

した五明正吉君と年は１つ違いですけれども彼と２人

でした。入った時の印象は、いまの若い諸君と比べる

と同じ年の人がいなかった。あのころは若い人がいま

せんでした。ですから委員会でも先輩たちと随分交流

がありました。歳が同じ者と寄るということがなかっ

たと思います。ですからロートルの方とお付き合いを

させていただき、例会後の二次会には一緒に付いて行

きいろいろな話を聞かされました。それが良かったと

思います。いまお話の吉田潤司さんも、亡くなった川

口さんも入会をして３年目でした。

それと、確かプログラム委員長を仰せつかりました。

副委員長も経験がなく、いきなりプログラム委員長で

した。とても困りまして、それこそ川口さんに「どう

したら良いですか」と聞いたら、川口さんが「石田君、

君の好きなようにやったらいいよ」と言うのです。そ

れは無責任ではないかと思うほど「好きなようにやっ

たらいいよ」と言って。

でも一応、「ロータリーは年間を通して１月は○○月

間、２月は○○月間、とあるからそれに絡めてやると

いいよ」とは言われました。けれども、ロータリーに

入って２年～３年目ですから「月間」という意味も分

からず、たいしたアドバイスにはなりませんでした。

まず行ったことは、委員会のメンバーに声をかけたら、

やっぱり巡り合わせでいてくれた人、名前は忘れまし

たけれどもNHKの局長さんと日銀の支店長さんの福

田さんを覚えています。このお二方がいて、「石田君、

助けるぞ。サンドイッチ会があるからそのメンバーに

講師になってもらって、組み立てて行けばいいよ」と

言ってくれました。おそらく初めてだと思いますけれ

ども、ロータリークラブでプログラム作成のための委

員会、毎月お酒を飲みながらやらせていただきました。

プログラム完成と同時にあのお二方とメンバーとの友

情も培えた１年間であったと思い、とても意義深い１

年間を送れたと思っております。

その時に、他のロータリーとも交流をする機会が増え

ました。近年では見ていない『合同例会』があって、

他のクラブと一緒に例会を行い、お酒も飲みます。そ

して他のクラブのメンバーと一緒にテーブルで語り

合っているうちに、うちのクラブと他のクラブはなに

か違うことを感じ始めました。他のクラブは、居心地

が悪そうなのです。うちのクラブの居心地が良いと言

いますか、自分のことを出すのはおかしいですけれど

も、うちのクラブに石田がいられるのは「釧路クラブ

だからいられる」ということを他のクラブの雰囲気を

見ていて感じます。

随分不自由なのだなと分かってきたのは、各クラブに

はボスがいます。ボスには、何かを決める時にお伺い

を立てなければいけない存在があるのです。でも、わ

がクラブにはそれがありません。なぜなのだろう。僕

が入会の時に吉田潤司さんがおっしゃったことは「昔

は本当にうるさい煙たい先輩がいた。行儀・仕付けの

うるさい人」と。例えば（これは名誉ありますので申

し上げます）「北村藤兵衛さんは本当にうるさい人だっ

た」と川口さんもおっしゃっていました。

私が受けた印象は、この方たちは入会の時にうるさい

先輩にいいだけ潰されたから、「自分が先輩になった

時にはそうしない」という決意の下に、われわれ若者

を迎え入れていると思いました。ずっとそう思ってき

ました。だから釧路クラブの自由活発な空気とは、北

村藤兵衛さんたちのような厳しい方にいいだけ仕付け

られ、「あれでは嫌だと思った」反省をした結果が釧

路クラブの雰囲気を作っているのだろうとずっと思っ

てきました。

けれども、どうもそれでは論理の整合性がないように

思います。いつのころからか、まず間違いないと思っ

ていることは、釧路クラブには、私が言うところの外

人部隊、出先の方たちが常にいるのです。いま、杉村

さんにメールで確認をしてもらいましたら、15社、

100 名のうち 15人が出先の方です。一部上場で、社

員数が数十万人という会社の出先の方がいらっしゃ

る。これでは地元の人間が『お山の大将』ではいられ

ません。大会社の出先の方がおりますからお山の大将

的なことは恥ずかしくてできない。そうすると地元の

人間はみんな行儀が良くなる。そういう不思議な添加

物的作用が出先の方にはあると思います。

われわれも習って行儀良くなるということが起こって

いると、僕はいかにも笑いを取るような言い方をして

いますけれども、本当に大真面目に人間の力学として、

私は、釧路クラブは出先の方たちがいてくれて釧路ク

ラブの雰囲気を作っているとしみじみ思います。

ですから出先の方のおかげでこの釧路クラブの良さが

ある。そこに、われわれひとりひとりもこの釧路クラ

ブの自由闊達さをとても愛していますから、それが連

綿とした釧路クラブの良さとしてつながっていくので

はないかと思います。

「人が人から学ぶ」というのが僕の人生観ですから、

ロータリークラブは学ぶ機会を与えてくれる場だと

思っております。景気が非常に低下している中で、わ

れわれロータリークラブは、非常に大きな役割をこれ

から負って行くし、負って行かなければいけない。そ

のような決意の下に行かなければ街がどんどん衰退し

てしまう。自分さえ良ければ良いという発想では自分

が生き残っていけないと思います。

　私も老骨という年齢になりましたけれども老骨にム

チを打って頑張りますので、お互いに、一緒に釧路の

文化と経済のために尽力を尽くそうではありません

か。

随分偉そうなものの言い方をしましたけれどもお許し

をいただいて。

ありがとうございました。

締め挨拶　尾越　弘典パスト会長

　皆さん、こんばん

は。久しぶりにマイ

クの前に立たせてい

ただきまして、少々

緊張もしています

が、逆に少し嬉しく

も思っています。

　私は、32歳の時にこのロータリーに入りまして今

年で 38年、年齢で 70歳になりました。70の半分の

35年以上こちらにお世話になって、楽しんでいます。

いろいろな思い出もありますし、いろいろな経験もさ

せていただきました。何と言っても一番良いことは、

友だちができた、楽しい仲間がたくさんできたことだ

と思っています。

このような会はなかなかありません。ロータリーの方

が少し早かったのですが、青年会議所にも入っていま

した。その会も良い会でしたけれども、ロータリーは

私が辞めない限りずっと在籍ができる本当に特殊な会

です。素晴らしい仲間、良い仲間もいます。悪い仲間

もいました。そしていろいろな経験をさせてもらえま

した。地区大会へ行って仲の良い友だちや他のクラブ

のメンバーと麻雀をやったり、地区大会ではそこそこ

に抜け出して遊びに行ったこともたくさんあります。

それも本当に良い思い出だと思っています。

　私は 38年間のロータリーの思い出と経験がありま

す。この中には、１年の入会、５年・10年の方もいらっ

しゃると思いますけれども、その思い出と経験がこれ

からの自分の人生のためになると思いますし、本当に

良い思い出になると思っております。

今回は 85周年ですけれども、90周年・100 周年が

目の前に来ています。私も 100 周年までは何とか生

きていけると思っています。皆さんとともにこの素晴

らしい釧路ロータリークラブをつくって 100 年へ向

けて頑張って行きたいと思っています。

今日は 85周年をこのように盛大にやっていただいた

杉村会長、本当にご苦労様でした。それでは、皆さん

と一緒に一本で締めたいと思います。

それでは、釧路ロータリークラブ 90周年・100 周年

へ向けてさらなる発展を、それから今日ご参会の釧路

ロータリークラブの素晴らしい会員のご多幸をご祈念

申し上げまして一本で締めたいと思います。それでは、

ご唱和をお願いします。ありがとうございます。　

本日のニコニコ献金

■杉浦　裕之君 　今年度なゆたの会、年間優勝とベスグロのダブル受賞しました。ありがとうございます。

■米本　富夫君　昨年度、なゆたの会で総合優勝致しました。ありがとうございます。

■濱谷三津男君　緑綬褒章を賜りました。

■川本　和之君　本年会社が創業 50周年を迎えることが出来ました。地域の皆様に感謝申し上げます。

今年度累計　　179,000 円　　

−109 −
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鉄道高架と都心部まちづくり計画について（担当：プログラム委員会）

ロータリー財団月間
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　　　　　　　　　　杉村　荘平会長

　皆さん、こんにち

は。めっきり寒く

なってきて 11月も

終わりになってまい

りました。早いもの

で令和３年もあと１

カ月というところで

して、皆さんでこれから良い年越しをしていきたいと

思っております。

　２週続けて開催をしてきました『85周年記念例会』

も皆さまの多数のご出席をいただきまして盛会に終わ

ることができました。本当にありがとうございました。

85周年が終わって、私の会長挨拶もそれにちなんで

「会長挨拶・歴史編」ということでやらせていただき

ましたが、もう１～２回お付き合いをいただければと

思っております。

　今日は、先日の吉田潤司さんのご挨拶にもありまし

たけれども、柳田さんという方がいらっしゃいまして、

その方のお話をさせていただければと思っておりま

す。

これまで釧路クラブでは、嵯峨さん・清水先生・小船

井さん・吉田潤司さん、そして両角克治さんを入れれ

ば５名のパストガバナーがいらっしゃいますが、実は

その他に２名の正式なガバナーノミニーがいたことを

ご存じでしょうか。先週、吉田潤司さんも少しお話を

されましたけれども。

お１人が両角靖二さんでした。家庭の事情でノミニー

の時にご辞退されております。もし、ガバナーをされ

ていましたら親子二代のガバナーになるところだった

のですが、残念ながらご辞退をされています。

もう１人が、柳田一さんでございます。僕がいろいろ

資料を調べて見ていると、その時代・時代に釧路クラ

ブには、ミスターロータリー的な方がおりまして、そ

の初代が、以前に少し話しました三原さんかなと。二

代目がこの柳田さんかな、と考えておりました。資料

を見ていますと、当時の記念例会になると必ずといっ

て良いほど柳田さんが登場して、ロータリーの話をさ

れているところを記述で見ておりました。

柳田さんは、大正６年に根室でお生まれになり、昭和

28年に釧路トヨタ自動車を設立されました。釧路管

内法人トップクラスの企業に成長させます。その当時、

その経営手腕を見込まれていろいろな所から経営参加

の申し込みがあったようですが、釧路トヨタの経営に

全力投球をすることが地域社会の発展のためになると

いう信念の下、釧路トヨタ一本で頑張ったという記述

も残されております。

昭和 30年に釧路クラブに入会されまして、45年に

クラブの会長をされております。そして、昭和 53年

８月にガバナーノミニーのままご逝去となっておりま

す。その時のご葬儀では弔辞を村上祐二さんがされて

おりました。僕の毎回の挨拶ではよく追悼文を拝借す

るのですが、今回もこれが良い弔辞なものですから、

少し紹介させていただきます。とても人柄が偲ばれる

ところがありますので、ぜひお聞きいただければと思

います。

柳田一さんへ　村上祐二さん弔辞

　わが釧路クラブに君が入会されたのは、いまから

23年前の1955年7月14日でありました。姿勢温厚、

円満なる人格と天性聡明にして努力勤勉家の君は、会

員一同の敬慕の的でありましたが、数年ならずして

ロータリーの神髄を究めこの７月よりはじまる本年度

ガバナーノミニーに推挙されたのであります。

ロータリアンとして最高の名誉であるガバナーとして

会員一同は、君の大活躍を期待申し上げておりました。

然るに、20年間も連続 100％出席という記録を持つ

健康体の君に突然病魔が襲い、去る５月、東京国立病

院に入院の身となりました。

　私が、病院へお見舞いに馳せ参じた時は、手術直前

の７月２日のことでありました。その時、私は「まだ

まだ君は若い、せめて私の歳まで後 25～ 26年は頑

張ってくださいよ」と申しますと、大きく頷いておら

れました。

　君がクラブへ残された功績は数多く、枚挙にいとま

がありませんが、70年・ロータリー創立 50周年の

会長としての記念講演、73年・クラブ創立 37年の

講演、75年・ロータリー創立 70周年の記念講演など、

会員の啓蒙に務められた幾多の教訓は、クラブの歴史

とともに永久に残されることと信じますが、特に君の

会長としての最後のスピーチであった「ロータリーが

好きになるは」と題する５つの要綱は君の遺言と心得、

反復励行を怠らぬよう心がけていきたいと存じます。

君は、かつてわれわれに「ひとつの商品をお客に売る

時には『商品＋満足』を売り、代金を受け取る時には

『代金＋感謝』を受け取るもの。１個の取引に伴う当

事者の心と心の交流に着目して、ロータリーはこれを

奉仕と呼ぶ」と教えてくれましたが、君自身がその良

き実践者でした。君はまた口癖のように「ロータリー

は本当に楽しい。ロータリーをもっと広く人々に知っ

てもらいたい」と言っておられましたが、本当にロー

タリーを愛し、楽しみ、ロータリーを通して、その奉

仕を徹底された半生を生き抜かれました。

という村上さんの弔辞でございますが、ここに出てき

ました柳田さんの『ロータリーを好きになる５箇条』

を調べてみましたので、これをご紹介して終わりにし

たいと思います。

１．まずロータリーを知ること。

２．クラブメンバーと親しみ合うこと。

３．一役、持つこと。

４．卓話や会報に積極的に参加すること。

５．家族ぐるみのお付き合いをすること。

と残されております。

これを見ますと、やはりロータリーというのは、あま

り難しく考えずに、自ら親しみ楽しんでいくことが入

り口一番だなと思います。これだけロータリーをやら

れた方がそれを言うのですから、やっぱりそうなのだ

と思って弔辞を拝見させていただいておりました。

話は変わりますが、釧路は最近、良いお話がありませ

んけれども、釧路 100 年の計ということで、いよい

よ鉄道高架が動き出していると聞いております。

鉄道高架に限らずこの機会にぜひ『釧路のまちづくり』

について考える機会として素晴らしいことだと思い、

今日の例会を楽しみにしております。

どうぞよろしくお願いいたします。

幹事報告　市橋　多佳丞幹事

　皆さま、こんにちは。幹事報告をさせていただきま

す。

冒頭に、例会案内並びに出席記入表を皆さまへ配布が

遅れましたことを私からお詫び申し上げます。申しわ

けございませんでした。

　また、『家族例会』のご案内が届いていると思いま

すが、昨日11月24日が返信期日となっておりました。

この場で教えていただける方は、私もしくは青島事務

局員、瀧波委員長まで例会終了時にお伝えいただけれ

ばと思います。どうぞご協力をよろしくお願い申し上

げます。

　他クラブの例会につきましては、お配りした例会案

内をご一読ください。

私からは以上となります。

クラブ運営委員会　中島　徳政委員長

　中島でございま

す。本日のプログラ

ム、『鉄道高架と都

心部まちづくり計画

について』というこ

とで、釧路市都市整

備部都心部まちづく

り担当部長山中　広徳様、都市整備部都心部まちづく

り推進室室長吉岡　亨様にお願いしております。短い

時間ですけれどもよろしくお願い申し上げます。

釧路市都市整備部都心部まちづくり担当部長

　　　　　　　　　　　　　　　　　山中　広徳様

　皆さま、お疲れ様でございます。釧路市都市整備部

都心部まちづくり

担当部長のやまな

かでございます。

本日はこのような

説明の機会を作っ

ていただきまして

大変ありがとうご

ざいます。

今日は、釧路都心部のまちづくり計画についてご説明

をさせていただきます。これは、釧路駅を中心としま

す都心部を釧路市の顔としまして、また東北海道の玄

関口として市民の皆さんと民間の事業者の方々、そし

て私ども行政がこの将来の姿を共有して、連携をしな

がら活性化に向けて取り組んで行くための指針でござ

いまして、今年の３月に策定をいたしました。

この計画は、３つの柱からなる事業構想でして、１つ

目が鉄道高架事業、２つ目が新たな道路ネットワーク、

３つ目が土地区画整理事業です。この後、吉岡室長か

ら詳しくご説明をいたしますけれども、私からはこれ

らの事業の必要性について簡単にご説明をさせていた

だきます。

現状の都心部の課題といたしましては、交通ネット

ワークの観点、それから賑わい創出の観点、それぞれ

課題があると認識をしております。

　まず、交通ネットワークの観点です。現状、都心部

は鉄道で南北に分断をされておりまして、南北の往来

はいま駅の西側にあります北中跨線橋、東側にありま

す旭跨線橋の２カ所に限定をされておりまして、都心

部はアクセスしにくい場所になっております。この２

つの跨線橋は供用を

してから 50年から

60年経っておりま

して、近い将来、更

新時期を迎えようと

しております。今後、

多額の費用をかけて

新しく架け替えをしたとしても、また次の 50年間、

南北市街地が分断をされた状況が変わらずに都心部は

相変わらずアクセスしにくい場所のまま残ってしまう

ことになります。

また、賑わい創出の観点では、釧路では市街地がどん

どん郊外へ分散していって人口そのものも減少してお

ります。そういったことによって現在の都心部は、か

つての賑わいがなくなっている状況です。こうした課

題を解消するために鉄道高架事業、それから土地区画

整理事業を実施することによりまして市街地の分断が

解消され、交通の円滑化が図れます。また高架下の空

間の活用や釧路駅の周りの広い鉄道敷地を有効に使う

ことによって、駅周辺の土地を再編して賑わいを創出

していきたいと考えております。具体的に言いますと、

駅前に集客効果のある公共施設を持ってきまして、そ

れと一体となるように人が集まるような広いオープン

スペースを配置しまして、それを呼び水として周辺の

区画に民間のマンションや商業施設・ホテルなどを誘

致していきたいと考えております。

現在、鉄道高架の実現に向けまして、関係機関との協

議や概略の検討を行っている段階でして、今後、国の

採択を経まして事業が着工をして完成するまで、まだ

まだ相当な年数がかかってしまいますけれども、まず

は市民の皆さんにこのような計画を理解していただく

ことが重要と考えておりまして、今日のような説明の

機会や、12月には市民フォーラムの開催も計画して

おりますので、そのようなことをとおして気運の醸成

に務めていきたいと考えております。

本日は、限られた時間ではございますけれどもどうぞ

よろしくお願いいたします。

釧路市都市整備部都心部まちづくり推進室

　　　　　　　　　　　　　　室長　吉岡　　亨様

　続きまして、私の

方から計画の詳しい

内容について説明を

させていただきま

す。

皆さん、鉄道高架の

イメージをどのよう

にお持ちでしょうか。単純に駅が高架になるというわ

けではなく、大きなコンクリート製の橋を架けてその

上に鉄道を走らせる。これが鉄道高架というものにな

ります。

では、どうしてこのような時代、このような釧路市を

取り巻く環境が大変厳しい時代の中で、そのような大

きな公共事業を行うのか。そして、どうして今なのか。

皆さんは、結構疑問に思われる方も多いと思います。

釧路市では、鉄道高架そのものをつくることが目的で

はなくて、鉄道高架を基本に都心部の街をつくり替え

ていくことが今回のわれわれの計画の大きなポイント

となります。

　現状の釧路市の都心部は、人口増加の時代、人が増

えて自動車交通がどんどん増えて、渋滞や円滑な交通

を妨げないように道路を大きく作ったり、いろいろな

道路を優先としたまちづくりを行ってきました。もち

ろん、そのようなまちづくりは、釧路の発展に大きく

寄与してきました。

ただ、社会情勢の変化があって、人口の減少と自動車

交通量もどんどん減ってきまして、その社会基盤整備

が少しずつ時代に合わなくなってきています。そこを

今回の計画でつくり替えていくことが鉄道高架という

ところでございます。

今日は資料を用意しましたけれどポイントを絞って説

明をしていきたいと思います。

　まず、このスライドをご覧ください。いま私が説明

をしたとおり、1945 年（昭和 20年）の時代、釧路

市の人口はわずか８万人に過ぎませんでした。その後、

水産・石炭・紙パルプと高度経済成長期に併せて産業

がどんどん進展をした結果、人口が倍増し、20年後

の 1965 年（昭和 40年）には、あっという間に人口

が 20万人を突破しました。

その間、釧路市のまちづくりは、自動車交通優先とし

て、そこに記載をしておりますように 1961 年（昭和

36年）に現在の釧路駅が開業しました。それに併せて、

今の北大通、この時点では、まだ狭い北大通でした。

今日ご参加の皆さまの中にも狭い時代の北大通をご存

じの方もいらっしゃると思います。それを今のような

大きな幅員 30ｍに達する北大通の拡幅の工事が始

まった。また 1963 年には、旭跨線橋を架けた。

1973 年には、北中跨線橋を架橋した。つまりこの時

代はまさに自動車交通優先を基本としたまちづくりを

行ってきました。

その後、人口のピーク・昭和 55年に約 23万人を迎

えて、その後人口がどんどん減少することになるので

すが、まだ当時の想定では人口は伸びていくだろうと

いう予測があって、平成元年に釧路市として第一期の

鉄道高架事業の検討に入ったところです。この第一期

では、なんと将来の予測人口が 30万人を突破すると

いう想定の中で、いまの跨線橋も渋滞が発生して持た

ない。跨線橋を架け替えるか、もしくは鉄道を上げて

その下に道路をつくるのか。そこから鉄道高架の検討

がスタートしておりました。

ただ、釧路市の場合は、帯広市などと違って、早い時

点で踏切ではなく跨線橋で整備をしていたこともあり

まして、渋滞が発生しない、車はソコソコ円滑に流れ

ることもありましたので、この第一期の検討は、一旦

ここで中断をして、次の第二期の計画に移ってまいり

ます。

第二期の計画では、そろそろ人口減少が見えてきたこ

ともありまして、車優先だけではなく、都心部に必要

なまちづくりとはどのようなものなのかを検討したの

が第二期の計画になります。ご記憶がある方もいらっ

しゃると思いますけれど、平成 19年にＡプラン・Ｂ

プランで凍結をしました。これが第二期の検討に当た

ります。

　今回、われわれが計画をしていることが、この第三

期目。まさに人口減少が分かってきた。釧路市の場合

は、持続をしていくためにコンパクトなまちづくりの

推進、お話を聞いたことがあると思いますけれど、要

は広がり過ぎた街を少しずつゆっくりゆっくり市内８

つの拠点に市民の方を誘導していくことで、都市を維

持する、コストを下げていくことと、その拠点間を公

共交通で結ぶことで、高齢化による自動車免許証の返

納などに対応するまちづくりを行っていくというとこ

ろをいま釧路市では進めておりますが、この鉄道高架

の計画もまさにこの都心部という１つの拠点を将来的

に市民の方にここに住んでいただく、また観光やお仕

事をされる方が交流としてここに訪れてくれる、その

ような人と公共交通を中心とした街に変えていきた

い。これがわれわれの計画の大きな中身となります。

　ここに、２枚の象徴的な写真があるのですが、左側

が昭和 50年代の北大通。沿道には、デパート丸三鶴

屋があり、様々なデパートがあって、車も混雑して、

人も多く歩いている。右側が同じ場面から見た令和時

代の北大通でして、この都心部は人口の減少・街の拡

大、様々な要因によってかつての人の賑わいがなく

なっています。

現在の道路網は、先ほど私が説明をしたとおり、自動

車交通優先につくられたところがあるものですから、

朝と夕方のラッシュ

の時間、車は大変流

れます。但し、その

他の時間はほとんど

車が通っていない状

況になっています。

また、約 50年前に

整備をした社会基盤の老朽化や津波災害のリスクが高

まっている状況になります。

　では、どうして自動車交通優先なのかを簡単に示し

た図表を作っています。左側に釧路駅前や北大通に流

入をする通過交通を示しております。

ここでの通過交通という言葉は、この都心部に用事が

なく別な目的地に移動をするため都心部を通り抜ける

だけの車、とご理解ください。その通過交通は、まず

東西が、旭橋から駅前を通って国道に合流をして、そ

のまま西側へ向かう交通。これが約１日１万台ありま

す。駅前を通ることで、駅と北大通は分断されている。

また、南北の通過交通については、幣舞橋を通って北

大通を直進して、途中右側に旭跨線橋へ向かう道路か

ら旭跨線橋へ向ってただ通り抜ける車が、北側へ行き、

釧路町の方へ行くような交通が１日あたり１万台から

２万台存在しています。

市としましては、この都心部を人と公共交通中心の空

間に変えていくためには、この車の流れをどのように

変えていくのかがわれわれの大きな検討の材料となっ

ております。そこをどのようにしていくのかを後ほど

詳しく説明をいたします。

資料の右上を見てください。先ほど説明をしたとおり、

北中跨線橋も旭跨線橋も整備を終えてから約 50年が

経過しています。一般的に土木構造物・道路・橋・ト

ンネルなどは、50年を耐用年数として設計・計画・

施工をしています。ですから２つの跨線橋とも、そろ

そろ架け替えの時期が迫っている。もちろん、釧路市

としては、延命化を図っていく努力はしていきますが、

いつかの時点で必ず架け替えをしなければいけませ

ん。今この鉄道高架を検討しておかないと、いつかの

時点で「はい、架け替えます」となった時に「そのま

ま新しい橋で架け替えますか」となってしまう可能性

があります。ですから今からこの鉄道高架の検討を進

めておいて、その架け替えのタイミングの時期を睨み

ながら新たなまちづくりにつなげていきたいのが釧路

市の考え方でございます。

右下に大津波のお話がございます。想定が少し古いで

すけれど、平成 24年６月に北海道が公表した大津波

の想定によりますと「都心部は、５ｍ以上 10ｍ以下

の津波が襲う」と。この都心部は、東側を釧路川、西

側を新釧路川で、南北は鉄道で分断されている陸の孤

島という所にありますので、通常は非常に交通の便が

良い場所ですけれど、何かあったら陸の孤島になって

しまいますので、鉄

道を上げて、下に道

路がつくりやすくな

ると、南北の移動の

活性化、何かあった

ら避難できる道路網

を併せて考えていく

ことが釧路市の考え方でございます。

最初に、私が説明をしたとおり、都心部の通過交通を

どのように都心部から遠ざけていくのかの説明をして

まいります。

現状の都心部は、左の図をご覧いただくとおり、北大

通・旭橋駅前通・共栄新橋大通があって、大部分の自

動車は都心部を目的地とするのではなくて、通過をす

るために都心部の赤いエリアに入って行って抜けてい

くだけという状況になっています。これを変えていく

ためには、右側の都心部環状道路（緑の太線で表示を

しております）に道路を大きくつくることによって、

都心部に用事がない車は中へ入る前にその環状道路を

通ってそれぞれの目的地へ向かってもらう。そうする

ことで、この都心部内のエリアの中に通過を目的とし

た交通が減少しますから、そこを上手く活用して人と

公共交通が中心の空間につくり替えていくのが釧路市

の考え方です。

ただし、誤解をしていただきたくないことは、全ての

車をこの都心部の中に入らせないわけではありませ

ん。これまでどおり都心部に用事がある車は、どうぞ

車で中へ入って駐車場に止めて、お仕事に行かれ、お

買い物をしてください。ただし、通過を目的とする車

には、環状道路を抜けてそれぞれの目的地へ進んでく

ださい。これが釧路市の考え方でございます。

　では、具体的にどのような道路網を考えていくのか

です。太いピンクの線が、市が考える都心部環状道路

でございます。幣舞橋を通過して北洋銀行の交差点、

国道 38号線と 44号線の交差点からそれぞれ目的地

へ向かっていただいて、通過をする車は抜けていただ

きます。北中跨線橋と旭跨線橋は、現在の位置で道路

を平面化します。まず、１カ所と、この２カ所です。

それと、ここに柳町公園大通という三十間道路、大変

幅員が広い道路がありますが、そこに新たに道路をつ

くって、このようなルートで都心部へ入りやすくして

いきます。ここは人も車も通れます。

次に、市役所横通、和商市場の西側の道路。ここは、

いま道路はありませんが、新たに鉄道を上げることに

よって道路をつくって、ここも人も車も通れる道路に

することによって、いまよりも自動車も人も都心部に

アクセスしやすい道路環境ができてくると考えていま

す。ただし、この北大通と共栄新橋大通の道路の繋ぎ

方ですが、そこを繋いでしまうと、先ほどから説明を

しております通過交通がここに集中してしまい、都心

部の空間が人と公共交通中心の空間にはならないとい

うことが分かってきましたので、ここに関しましては

バス専用道路という形で釧路市では考えています。た

だし、歩行者の方はここを最短で移動ができるように

新たに歩行者専用道路をつくっていきます。

では、具体的に道路網を見ていきたいと思います。こ

の道路の西側に北中跨線橋の道路があります。先ほど

言った市役所横通ここに１本、それから三十間道路か

ら１本、ここは人も車も通れます。この小さな道路は、

交通広場といってタクシープールや駐車場へアクセス

する道路をつくっていきます。北大通と共栄新橋大通

は、真っ直ぐ繋いで、人は最短距離で南北を移動でき

るようにする。この道路につきましては、バス専用と

いうことで、高架下にバスターミナルを設けてここは

公共交通優先。公共交通の利便性を上げていくのが釧

路市の考え方でございます。

今後のスケジュールについて、簡単に説明をいたしま

す。今年度から概ね３カ年をかけて、鉄道高架・街路

整備・土地区画整理の概略設計を進めて行きます。そ

の後、国との着工準備の採択と協議に入りまして、国

から「よし、釧路の鉄道高架をやれ」というお話があ

れば、さらに５年間の詳細設計にいって、市としては

最短で８年で工事が着手できるように今後も鋭意努力

を進めていきたいと考えております。

　ロータリークラブの皆さんには、これからも引き続

きご支援ご協力のほどをよろしくお願い申し上げま

す。

以上で終わります。

会長謝辞

　山中部長、吉岡室長、今日はお忙しいところをあり

がとうございます。

聞くところによればこれから議会が始まるというお忙

しいときに足をお運びいただきましてありがとうござ

います。

　僕は不動産屋でして多少、都心部に関わりが強い不

動産でございます。話せばキリがありませんが、最近、

都心部で貸店舗を行うと、昔はちょっと家賃を下げる

と多少でも反響がありましたが、うちの力不足・営業

努力不足もあるかもしれませんが、本当にここ１～２

年は都心部に対する反響がないのです。若い人からす

ると、「北大通で何をするの」という感覚があるよう

に思えてなりません。僕らとしたら都心部について

「待ったなし」じゃないかという思いを強く持ってお

ります。

先ほど、100 年の計とありましたけれども手遅れに

なる前に市役所さんも頑張っていただいていると思い

ますが、山田支社長もいらっしゃいますし、ＪＲさん

ともご協力をいただきながらできる限りスピーディー

に行っていただくことと、われわれも他人ごとではな

く、市民としてしっかりとここにコミットして、より

良いものを。他都市に比べると少々周回遅れの高架に

なってしまっていますが、「遅い分、素晴らしいもの

ができた」となるようにわれわれもしっかりコミット

して参加をして行っていきたいと思います。

これから寒い時期になってまいりますが、お身体に気

を付けていただきまして、釧路のためにぜひ頑張って

いただければと思います。

どうぞ、これからもよろしくお願いいたします。あり

がとうございました。

会長の時間
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鉄道高架と都心部まちづくり計画について

　　　　　　　　　　杉村　荘平会長

　皆さん、こんにち

は。めっきり寒く

なってきて 11月も

終わりになってまい

りました。早いもの

で令和３年もあと１

カ月というところで

して、皆さんでこれから良い年越しをしていきたいと

思っております。

　２週続けて開催をしてきました『85周年記念例会』

も皆さまの多数のご出席をいただきまして盛会に終わ

ることができました。本当にありがとうございました。

85周年が終わって、私の会長挨拶もそれにちなんで

「会長挨拶・歴史編」ということでやらせていただき

ましたが、もう１～２回お付き合いをいただければと

思っております。

　今日は、先日の吉田潤司さんのご挨拶にもありまし

たけれども、柳田さんという方がいらっしゃいまして、

その方のお話をさせていただければと思っておりま

す。

これまで釧路クラブでは、嵯峨さん・清水先生・小船

井さん・吉田潤司さん、そして両角克治さんを入れれ

ば５名のパストガバナーがいらっしゃいますが、実は

その他に２名の正式なガバナーノミニーがいたことを

ご存じでしょうか。先週、吉田潤司さんも少しお話を

されましたけれども。

お１人が両角靖二さんでした。家庭の事情でノミニー

の時にご辞退されております。もし、ガバナーをされ

ていましたら親子二代のガバナーになるところだった

のですが、残念ながらご辞退をされています。

もう１人が、柳田一さんでございます。僕がいろいろ

資料を調べて見ていると、その時代・時代に釧路クラ

ブには、ミスターロータリー的な方がおりまして、そ

の初代が、以前に少し話しました三原さんかなと。二

代目がこの柳田さんかな、と考えておりました。資料

を見ていますと、当時の記念例会になると必ずといっ

て良いほど柳田さんが登場して、ロータリーの話をさ

れているところを記述で見ておりました。

柳田さんは、大正６年に根室でお生まれになり、昭和

28年に釧路トヨタ自動車を設立されました。釧路管

内法人トップクラスの企業に成長させます。その当時、

その経営手腕を見込まれていろいろな所から経営参加

の申し込みがあったようですが、釧路トヨタの経営に

全力投球をすることが地域社会の発展のためになると

いう信念の下、釧路トヨタ一本で頑張ったという記述

も残されております。

昭和 30年に釧路クラブに入会されまして、45年に

クラブの会長をされております。そして、昭和 53年

８月にガバナーノミニーのままご逝去となっておりま

す。その時のご葬儀では弔辞を村上祐二さんがされて

おりました。僕の毎回の挨拶ではよく追悼文を拝借す

るのですが、今回もこれが良い弔辞なものですから、

少し紹介させていただきます。とても人柄が偲ばれる

ところがありますので、ぜひお聞きいただければと思

います。

柳田一さんへ　村上祐二さん弔辞

　わが釧路クラブに君が入会されたのは、いまから

23年前の1955年7月14日でありました。姿勢温厚、

円満なる人格と天性聡明にして努力勤勉家の君は、会

員一同の敬慕の的でありましたが、数年ならずして

ロータリーの神髄を究めこの７月よりはじまる本年度

ガバナーノミニーに推挙されたのであります。

ロータリアンとして最高の名誉であるガバナーとして

会員一同は、君の大活躍を期待申し上げておりました。

然るに、20年間も連続 100％出席という記録を持つ

健康体の君に突然病魔が襲い、去る５月、東京国立病

院に入院の身となりました。

　私が、病院へお見舞いに馳せ参じた時は、手術直前

の７月２日のことでありました。その時、私は「まだ

まだ君は若い、せめて私の歳まで後 25～ 26年は頑

張ってくださいよ」と申しますと、大きく頷いておら

れました。

　君がクラブへ残された功績は数多く、枚挙にいとま

がありませんが、70年・ロータリー創立 50周年の

会長としての記念講演、73年・クラブ創立 37年の

講演、75年・ロータリー創立 70周年の記念講演など、

会員の啓蒙に務められた幾多の教訓は、クラブの歴史

とともに永久に残されることと信じますが、特に君の

会長としての最後のスピーチであった「ロータリーが

好きになるは」と題する５つの要綱は君の遺言と心得、

反復励行を怠らぬよう心がけていきたいと存じます。

君は、かつてわれわれに「ひとつの商品をお客に売る

時には『商品＋満足』を売り、代金を受け取る時には

『代金＋感謝』を受け取るもの。１個の取引に伴う当

事者の心と心の交流に着目して、ロータリーはこれを

奉仕と呼ぶ」と教えてくれましたが、君自身がその良

き実践者でした。君はまた口癖のように「ロータリー

は本当に楽しい。ロータリーをもっと広く人々に知っ

てもらいたい」と言っておられましたが、本当にロー

タリーを愛し、楽しみ、ロータリーを通して、その奉

仕を徹底された半生を生き抜かれました。

という村上さんの弔辞でございますが、ここに出てき

ました柳田さんの『ロータリーを好きになる５箇条』

を調べてみましたので、これをご紹介して終わりにし

たいと思います。

１．まずロータリーを知ること。

２．クラブメンバーと親しみ合うこと。

３．一役、持つこと。

４．卓話や会報に積極的に参加すること。

５．家族ぐるみのお付き合いをすること。

と残されております。

これを見ますと、やはりロータリーというのは、あま

り難しく考えずに、自ら親しみ楽しんでいくことが入

り口一番だなと思います。これだけロータリーをやら

れた方がそれを言うのですから、やっぱりそうなのだ

と思って弔辞を拝見させていただいておりました。

話は変わりますが、釧路は最近、良いお話がありませ

んけれども、釧路 100 年の計ということで、いよい

よ鉄道高架が動き出していると聞いております。

鉄道高架に限らずこの機会にぜひ『釧路のまちづくり』

について考える機会として素晴らしいことだと思い、

今日の例会を楽しみにしております。

どうぞよろしくお願いいたします。

幹事報告　市橋　多佳丞幹事

　皆さま、こんにちは。幹事報告をさせていただきま

す。

冒頭に、例会案内並びに出席記入表を皆さまへ配布が

遅れましたことを私からお詫び申し上げます。申しわ

けございませんでした。

　また、『家族例会』のご案内が届いていると思いま

すが、昨日11月24日が返信期日となっておりました。

この場で教えていただける方は、私もしくは青島事務

局員、瀧波委員長まで例会終了時にお伝えいただけれ

ばと思います。どうぞご協力をよろしくお願い申し上

げます。

　他クラブの例会につきましては、お配りした例会案

内をご一読ください。

私からは以上となります。

クラブ運営委員会　中島　徳政委員長

　中島でございま

す。本日のプログラ

ム、『鉄道高架と都

心部まちづくり計画

について』というこ

とで、釧路市都市整

備部都心部まちづく

り担当部長山中　広徳様、都市整備部都心部まちづく

り推進室室長吉岡　亨様にお願いしております。短い

時間ですけれどもよろしくお願い申し上げます。

釧路市都市整備部都心部まちづくり担当部長

　　　　　　　　　　　　　　　　　山中　広徳様

　皆さま、お疲れ様でございます。釧路市都市整備部

都心部まちづくり

担当部長のやまな

かでございます。

本日はこのような

説明の機会を作っ

ていただきまして

大変ありがとうご

ざいます。

今日は、釧路都心部のまちづくり計画についてご説明

をさせていただきます。これは、釧路駅を中心としま

す都心部を釧路市の顔としまして、また東北海道の玄

関口として市民の皆さんと民間の事業者の方々、そし

て私ども行政がこの将来の姿を共有して、連携をしな

がら活性化に向けて取り組んで行くための指針でござ

いまして、今年の３月に策定をいたしました。

この計画は、３つの柱からなる事業構想でして、１つ

目が鉄道高架事業、２つ目が新たな道路ネットワーク、

３つ目が土地区画整理事業です。この後、吉岡室長か

ら詳しくご説明をいたしますけれども、私からはこれ

らの事業の必要性について簡単にご説明をさせていた

だきます。

現状の都心部の課題といたしましては、交通ネット

ワークの観点、それから賑わい創出の観点、それぞれ

課題があると認識をしております。

　まず、交通ネットワークの観点です。現状、都心部

は鉄道で南北に分断をされておりまして、南北の往来

はいま駅の西側にあります北中跨線橋、東側にありま

す旭跨線橋の２カ所に限定をされておりまして、都心

部はアクセスしにくい場所になっております。この２

つの跨線橋は供用を

してから 50年から

60年経っておりま

して、近い将来、更

新時期を迎えようと

しております。今後、

多額の費用をかけて

新しく架け替えをしたとしても、また次の 50年間、

南北市街地が分断をされた状況が変わらずに都心部は

相変わらずアクセスしにくい場所のまま残ってしまう

ことになります。

また、賑わい創出の観点では、釧路では市街地がどん

どん郊外へ分散していって人口そのものも減少してお

ります。そういったことによって現在の都心部は、か

つての賑わいがなくなっている状況です。こうした課

題を解消するために鉄道高架事業、それから土地区画

整理事業を実施することによりまして市街地の分断が

解消され、交通の円滑化が図れます。また高架下の空

間の活用や釧路駅の周りの広い鉄道敷地を有効に使う

ことによって、駅周辺の土地を再編して賑わいを創出

していきたいと考えております。具体的に言いますと、

駅前に集客効果のある公共施設を持ってきまして、そ

れと一体となるように人が集まるような広いオープン

スペースを配置しまして、それを呼び水として周辺の

区画に民間のマンションや商業施設・ホテルなどを誘

致していきたいと考えております。

現在、鉄道高架の実現に向けまして、関係機関との協

議や概略の検討を行っている段階でして、今後、国の

採択を経まして事業が着工をして完成するまで、まだ

まだ相当な年数がかかってしまいますけれども、まず

は市民の皆さんにこのような計画を理解していただく

ことが重要と考えておりまして、今日のような説明の

機会や、12月には市民フォーラムの開催も計画して

おりますので、そのようなことをとおして気運の醸成

に務めていきたいと考えております。

本日は、限られた時間ではございますけれどもどうぞ

よろしくお願いいたします。

釧路市都市整備部都心部まちづくり推進室

　　　　　　　　　　　　　　室長　吉岡　　亨様

　続きまして、私の

方から計画の詳しい

内容について説明を

させていただきま

す。

皆さん、鉄道高架の

イメージをどのよう

にお持ちでしょうか。単純に駅が高架になるというわ

けではなく、大きなコンクリート製の橋を架けてその

上に鉄道を走らせる。これが鉄道高架というものにな

ります。

では、どうしてこのような時代、このような釧路市を

取り巻く環境が大変厳しい時代の中で、そのような大

きな公共事業を行うのか。そして、どうして今なのか。

皆さんは、結構疑問に思われる方も多いと思います。

釧路市では、鉄道高架そのものをつくることが目的で

はなくて、鉄道高架を基本に都心部の街をつくり替え

ていくことが今回のわれわれの計画の大きなポイント

となります。

　現状の釧路市の都心部は、人口増加の時代、人が増

えて自動車交通がどんどん増えて、渋滞や円滑な交通

を妨げないように道路を大きく作ったり、いろいろな

道路を優先としたまちづくりを行ってきました。もち

ろん、そのようなまちづくりは、釧路の発展に大きく

寄与してきました。

ただ、社会情勢の変化があって、人口の減少と自動車

交通量もどんどん減ってきまして、その社会基盤整備

が少しずつ時代に合わなくなってきています。そこを

今回の計画でつくり替えていくことが鉄道高架という

ところでございます。

今日は資料を用意しましたけれどポイントを絞って説

明をしていきたいと思います。

　まず、このスライドをご覧ください。いま私が説明

をしたとおり、1945 年（昭和 20年）の時代、釧路

市の人口はわずか８万人に過ぎませんでした。その後、

水産・石炭・紙パルプと高度経済成長期に併せて産業

がどんどん進展をした結果、人口が倍増し、20年後

の 1965 年（昭和 40年）には、あっという間に人口

が 20万人を突破しました。

その間、釧路市のまちづくりは、自動車交通優先とし

て、そこに記載をしておりますように 1961 年（昭和

36年）に現在の釧路駅が開業しました。それに併せて、

今の北大通、この時点では、まだ狭い北大通でした。

今日ご参加の皆さまの中にも狭い時代の北大通をご存

じの方もいらっしゃると思います。それを今のような

大きな幅員 30ｍに達する北大通の拡幅の工事が始

まった。また 1963 年には、旭跨線橋を架けた。

1973 年には、北中跨線橋を架橋した。つまりこの時

代はまさに自動車交通優先を基本としたまちづくりを

行ってきました。

その後、人口のピーク・昭和 55年に約 23万人を迎

えて、その後人口がどんどん減少することになるので

すが、まだ当時の想定では人口は伸びていくだろうと

いう予測があって、平成元年に釧路市として第一期の

鉄道高架事業の検討に入ったところです。この第一期

では、なんと将来の予測人口が 30万人を突破すると

いう想定の中で、いまの跨線橋も渋滞が発生して持た

ない。跨線橋を架け替えるか、もしくは鉄道を上げて

その下に道路をつくるのか。そこから鉄道高架の検討

がスタートしておりました。

ただ、釧路市の場合は、帯広市などと違って、早い時

点で踏切ではなく跨線橋で整備をしていたこともあり

まして、渋滞が発生しない、車はソコソコ円滑に流れ

ることもありましたので、この第一期の検討は、一旦

ここで中断をして、次の第二期の計画に移ってまいり

ます。

第二期の計画では、そろそろ人口減少が見えてきたこ

ともありまして、車優先だけではなく、都心部に必要

なまちづくりとはどのようなものなのかを検討したの

が第二期の計画になります。ご記憶がある方もいらっ

しゃると思いますけれど、平成 19年にＡプラン・Ｂ

プランで凍結をしました。これが第二期の検討に当た

ります。

　今回、われわれが計画をしていることが、この第三

期目。まさに人口減少が分かってきた。釧路市の場合

は、持続をしていくためにコンパクトなまちづくりの

推進、お話を聞いたことがあると思いますけれど、要

は広がり過ぎた街を少しずつゆっくりゆっくり市内８

つの拠点に市民の方を誘導していくことで、都市を維

持する、コストを下げていくことと、その拠点間を公

共交通で結ぶことで、高齢化による自動車免許証の返

納などに対応するまちづくりを行っていくというとこ

ろをいま釧路市では進めておりますが、この鉄道高架

の計画もまさにこの都心部という１つの拠点を将来的

に市民の方にここに住んでいただく、また観光やお仕

事をされる方が交流としてここに訪れてくれる、その

ような人と公共交通を中心とした街に変えていきた

い。これがわれわれの計画の大きな中身となります。

　ここに、２枚の象徴的な写真があるのですが、左側

が昭和 50年代の北大通。沿道には、デパート丸三鶴

屋があり、様々なデパートがあって、車も混雑して、

人も多く歩いている。右側が同じ場面から見た令和時

代の北大通でして、この都心部は人口の減少・街の拡

大、様々な要因によってかつての人の賑わいがなく

なっています。

現在の道路網は、先ほど私が説明をしたとおり、自動

車交通優先につくられたところがあるものですから、

朝と夕方のラッシュ

の時間、車は大変流

れます。但し、その

他の時間はほとんど

車が通っていない状

況になっています。

また、約 50年前に

整備をした社会基盤の老朽化や津波災害のリスクが高

まっている状況になります。

　では、どうして自動車交通優先なのかを簡単に示し

た図表を作っています。左側に釧路駅前や北大通に流

入をする通過交通を示しております。

ここでの通過交通という言葉は、この都心部に用事が

なく別な目的地に移動をするため都心部を通り抜ける

だけの車、とご理解ください。その通過交通は、まず

東西が、旭橋から駅前を通って国道に合流をして、そ

のまま西側へ向かう交通。これが約１日１万台ありま

す。駅前を通ることで、駅と北大通は分断されている。

また、南北の通過交通については、幣舞橋を通って北

大通を直進して、途中右側に旭跨線橋へ向かう道路か

ら旭跨線橋へ向ってただ通り抜ける車が、北側へ行き、

釧路町の方へ行くような交通が１日あたり１万台から

２万台存在しています。

市としましては、この都心部を人と公共交通中心の空

間に変えていくためには、この車の流れをどのように

変えていくのかがわれわれの大きな検討の材料となっ

ております。そこをどのようにしていくのかを後ほど

詳しく説明をいたします。

資料の右上を見てください。先ほど説明をしたとおり、

北中跨線橋も旭跨線橋も整備を終えてから約 50年が

経過しています。一般的に土木構造物・道路・橋・ト

ンネルなどは、50年を耐用年数として設計・計画・

施工をしています。ですから２つの跨線橋とも、そろ

そろ架け替えの時期が迫っている。もちろん、釧路市

としては、延命化を図っていく努力はしていきますが、

いつかの時点で必ず架け替えをしなければいけませ

ん。今この鉄道高架を検討しておかないと、いつかの

時点で「はい、架け替えます」となった時に「そのま

ま新しい橋で架け替えますか」となってしまう可能性

があります。ですから今からこの鉄道高架の検討を進

めておいて、その架け替えのタイミングの時期を睨み

ながら新たなまちづくりにつなげていきたいのが釧路

市の考え方でございます。

右下に大津波のお話がございます。想定が少し古いで

すけれど、平成 24年６月に北海道が公表した大津波

の想定によりますと「都心部は、５ｍ以上 10ｍ以下

の津波が襲う」と。この都心部は、東側を釧路川、西

側を新釧路川で、南北は鉄道で分断されている陸の孤

島という所にありますので、通常は非常に交通の便が

良い場所ですけれど、何かあったら陸の孤島になって

しまいますので、鉄

道を上げて、下に道

路がつくりやすくな

ると、南北の移動の

活性化、何かあった

ら避難できる道路網

を併せて考えていく

ことが釧路市の考え方でございます。

最初に、私が説明をしたとおり、都心部の通過交通を

どのように都心部から遠ざけていくのかの説明をして

まいります。

現状の都心部は、左の図をご覧いただくとおり、北大

通・旭橋駅前通・共栄新橋大通があって、大部分の自

動車は都心部を目的地とするのではなくて、通過をす

るために都心部の赤いエリアに入って行って抜けてい

くだけという状況になっています。これを変えていく

ためには、右側の都心部環状道路（緑の太線で表示を

しております）に道路を大きくつくることによって、

都心部に用事がない車は中へ入る前にその環状道路を

通ってそれぞれの目的地へ向かってもらう。そうする

ことで、この都心部内のエリアの中に通過を目的とし

た交通が減少しますから、そこを上手く活用して人と

公共交通が中心の空間につくり替えていくのが釧路市

の考え方です。

ただし、誤解をしていただきたくないことは、全ての

車をこの都心部の中に入らせないわけではありませ

ん。これまでどおり都心部に用事がある車は、どうぞ

車で中へ入って駐車場に止めて、お仕事に行かれ、お

買い物をしてください。ただし、通過を目的とする車

には、環状道路を抜けてそれぞれの目的地へ進んでく

ださい。これが釧路市の考え方でございます。

　では、具体的にどのような道路網を考えていくのか

です。太いピンクの線が、市が考える都心部環状道路

でございます。幣舞橋を通過して北洋銀行の交差点、

国道 38号線と 44号線の交差点からそれぞれ目的地

へ向かっていただいて、通過をする車は抜けていただ

きます。北中跨線橋と旭跨線橋は、現在の位置で道路

を平面化します。まず、１カ所と、この２カ所です。

それと、ここに柳町公園大通という三十間道路、大変

幅員が広い道路がありますが、そこに新たに道路をつ

くって、このようなルートで都心部へ入りやすくして

いきます。ここは人も車も通れます。

次に、市役所横通、和商市場の西側の道路。ここは、

いま道路はありませんが、新たに鉄道を上げることに

よって道路をつくって、ここも人も車も通れる道路に

することによって、いまよりも自動車も人も都心部に

アクセスしやすい道路環境ができてくると考えていま

す。ただし、この北大通と共栄新橋大通の道路の繋ぎ

方ですが、そこを繋いでしまうと、先ほどから説明を

しております通過交通がここに集中してしまい、都心

部の空間が人と公共交通中心の空間にはならないとい

うことが分かってきましたので、ここに関しましては

バス専用道路という形で釧路市では考えています。た

だし、歩行者の方はここを最短で移動ができるように

新たに歩行者専用道路をつくっていきます。

では、具体的に道路網を見ていきたいと思います。こ

の道路の西側に北中跨線橋の道路があります。先ほど

言った市役所横通ここに１本、それから三十間道路か

ら１本、ここは人も車も通れます。この小さな道路は、

交通広場といってタクシープールや駐車場へアクセス

する道路をつくっていきます。北大通と共栄新橋大通

は、真っ直ぐ繋いで、人は最短距離で南北を移動でき

るようにする。この道路につきましては、バス専用と

いうことで、高架下にバスターミナルを設けてここは

公共交通優先。公共交通の利便性を上げていくのが釧

路市の考え方でございます。

今後のスケジュールについて、簡単に説明をいたしま

す。今年度から概ね３カ年をかけて、鉄道高架・街路

整備・土地区画整理の概略設計を進めて行きます。そ

の後、国との着工準備の採択と協議に入りまして、国

から「よし、釧路の鉄道高架をやれ」というお話があ

れば、さらに５年間の詳細設計にいって、市としては

最短で８年で工事が着手できるように今後も鋭意努力

を進めていきたいと考えております。

　ロータリークラブの皆さんには、これからも引き続

きご支援ご協力のほどをよろしくお願い申し上げま

す。

以上で終わります。

会長謝辞

　山中部長、吉岡室長、今日はお忙しいところをあり

がとうございます。

聞くところによればこれから議会が始まるというお忙

しいときに足をお運びいただきましてありがとうござ

います。

　僕は不動産屋でして多少、都心部に関わりが強い不

動産でございます。話せばキリがありませんが、最近、

都心部で貸店舗を行うと、昔はちょっと家賃を下げる

と多少でも反響がありましたが、うちの力不足・営業

努力不足もあるかもしれませんが、本当にここ１～２

年は都心部に対する反響がないのです。若い人からす

ると、「北大通で何をするの」という感覚があるよう

に思えてなりません。僕らとしたら都心部について

「待ったなし」じゃないかという思いを強く持ってお

ります。

先ほど、100 年の計とありましたけれども手遅れに

なる前に市役所さんも頑張っていただいていると思い

ますが、山田支社長もいらっしゃいますし、ＪＲさん

ともご協力をいただきながらできる限りスピーディー

に行っていただくことと、われわれも他人ごとではな

く、市民としてしっかりとここにコミットして、より

良いものを。他都市に比べると少々周回遅れの高架に

なってしまっていますが、「遅い分、素晴らしいもの

ができた」となるようにわれわれもしっかりコミット

して参加をして行っていきたいと思います。

これから寒い時期になってまいりますが、お身体に気

を付けていただきまして、釧路のためにぜひ頑張って

いただければと思います。

どうぞ、これからもよろしくお願いいたします。あり

がとうございました。

−112 −



 

　　　　　　　　　　杉村　荘平会長

　皆さん、こんにち

は。めっきり寒く

なってきて 11月も

終わりになってまい

りました。早いもの

で令和３年もあと１

カ月というところで

して、皆さんでこれから良い年越しをしていきたいと

思っております。

　２週続けて開催をしてきました『85周年記念例会』

も皆さまの多数のご出席をいただきまして盛会に終わ

ることができました。本当にありがとうございました。

85周年が終わって、私の会長挨拶もそれにちなんで

「会長挨拶・歴史編」ということでやらせていただき

ましたが、もう１～２回お付き合いをいただければと

思っております。

　今日は、先日の吉田潤司さんのご挨拶にもありまし

たけれども、柳田さんという方がいらっしゃいまして、

その方のお話をさせていただければと思っておりま

す。

これまで釧路クラブでは、嵯峨さん・清水先生・小船

井さん・吉田潤司さん、そして両角克治さんを入れれ

ば５名のパストガバナーがいらっしゃいますが、実は

その他に２名の正式なガバナーノミニーがいたことを

ご存じでしょうか。先週、吉田潤司さんも少しお話を

されましたけれども。

お１人が両角靖二さんでした。家庭の事情でノミニー

の時にご辞退されております。もし、ガバナーをされ

ていましたら親子二代のガバナーになるところだった

のですが、残念ながらご辞退をされています。

もう１人が、柳田一さんでございます。僕がいろいろ

資料を調べて見ていると、その時代・時代に釧路クラ

ブには、ミスターロータリー的な方がおりまして、そ

の初代が、以前に少し話しました三原さんかなと。二

代目がこの柳田さんかな、と考えておりました。資料

を見ていますと、当時の記念例会になると必ずといっ

て良いほど柳田さんが登場して、ロータリーの話をさ

れているところを記述で見ておりました。

柳田さんは、大正６年に根室でお生まれになり、昭和

28年に釧路トヨタ自動車を設立されました。釧路管

内法人トップクラスの企業に成長させます。その当時、

その経営手腕を見込まれていろいろな所から経営参加

の申し込みがあったようですが、釧路トヨタの経営に

全力投球をすることが地域社会の発展のためになると

いう信念の下、釧路トヨタ一本で頑張ったという記述

も残されております。

昭和 30年に釧路クラブに入会されまして、45年に

クラブの会長をされております。そして、昭和 53年

８月にガバナーノミニーのままご逝去となっておりま

す。その時のご葬儀では弔辞を村上祐二さんがされて

おりました。僕の毎回の挨拶ではよく追悼文を拝借す

るのですが、今回もこれが良い弔辞なものですから、

少し紹介させていただきます。とても人柄が偲ばれる

ところがありますので、ぜひお聞きいただければと思

います。

柳田一さんへ　村上祐二さん弔辞

　わが釧路クラブに君が入会されたのは、いまから

23年前の1955年7月14日でありました。姿勢温厚、

円満なる人格と天性聡明にして努力勤勉家の君は、会

員一同の敬慕の的でありましたが、数年ならずして

ロータリーの神髄を究めこの７月よりはじまる本年度

ガバナーノミニーに推挙されたのであります。

ロータリアンとして最高の名誉であるガバナーとして

会員一同は、君の大活躍を期待申し上げておりました。

然るに、20年間も連続 100％出席という記録を持つ

健康体の君に突然病魔が襲い、去る５月、東京国立病

院に入院の身となりました。

　私が、病院へお見舞いに馳せ参じた時は、手術直前

の７月２日のことでありました。その時、私は「まだ

まだ君は若い、せめて私の歳まで後 25～ 26年は頑

張ってくださいよ」と申しますと、大きく頷いておら

れました。

　君がクラブへ残された功績は数多く、枚挙にいとま

がありませんが、70年・ロータリー創立 50周年の

会長としての記念講演、73年・クラブ創立 37年の

講演、75年・ロータリー創立 70周年の記念講演など、

会員の啓蒙に務められた幾多の教訓は、クラブの歴史

とともに永久に残されることと信じますが、特に君の

会長としての最後のスピーチであった「ロータリーが

好きになるは」と題する５つの要綱は君の遺言と心得、

反復励行を怠らぬよう心がけていきたいと存じます。

君は、かつてわれわれに「ひとつの商品をお客に売る

時には『商品＋満足』を売り、代金を受け取る時には

『代金＋感謝』を受け取るもの。１個の取引に伴う当

事者の心と心の交流に着目して、ロータリーはこれを

奉仕と呼ぶ」と教えてくれましたが、君自身がその良

き実践者でした。君はまた口癖のように「ロータリー

は本当に楽しい。ロータリーをもっと広く人々に知っ

てもらいたい」と言っておられましたが、本当にロー

タリーを愛し、楽しみ、ロータリーを通して、その奉

仕を徹底された半生を生き抜かれました。

という村上さんの弔辞でございますが、ここに出てき

ました柳田さんの『ロータリーを好きになる５箇条』

を調べてみましたので、これをご紹介して終わりにし

たいと思います。

１．まずロータリーを知ること。

２．クラブメンバーと親しみ合うこと。

３．一役、持つこと。

４．卓話や会報に積極的に参加すること。

５．家族ぐるみのお付き合いをすること。

と残されております。

これを見ますと、やはりロータリーというのは、あま

り難しく考えずに、自ら親しみ楽しんでいくことが入

り口一番だなと思います。これだけロータリーをやら

れた方がそれを言うのですから、やっぱりそうなのだ

と思って弔辞を拝見させていただいておりました。

話は変わりますが、釧路は最近、良いお話がありませ

んけれども、釧路 100 年の計ということで、いよい

よ鉄道高架が動き出していると聞いております。

鉄道高架に限らずこの機会にぜひ『釧路のまちづくり』

について考える機会として素晴らしいことだと思い、

今日の例会を楽しみにしております。

どうぞよろしくお願いいたします。

幹事報告　市橋　多佳丞幹事

　皆さま、こんにちは。幹事報告をさせていただきま

す。

冒頭に、例会案内並びに出席記入表を皆さまへ配布が

遅れましたことを私からお詫び申し上げます。申しわ

けございませんでした。

　また、『家族例会』のご案内が届いていると思いま

すが、昨日11月24日が返信期日となっておりました。

この場で教えていただける方は、私もしくは青島事務

局員、瀧波委員長まで例会終了時にお伝えいただけれ

ばと思います。どうぞご協力をよろしくお願い申し上

げます。

　他クラブの例会につきましては、お配りした例会案

内をご一読ください。

私からは以上となります。

クラブ運営委員会　中島　徳政委員長

　中島でございま

す。本日のプログラ

ム、『鉄道高架と都

心部まちづくり計画

について』というこ

とで、釧路市都市整

備部都心部まちづく

り担当部長山中　広徳様、都市整備部都心部まちづく

り推進室室長吉岡　亨様にお願いしております。短い

時間ですけれどもよろしくお願い申し上げます。

釧路市都市整備部都心部まちづくり担当部長

　　　　　　　　　　　　　　　　　山中　広徳様

　皆さま、お疲れ様でございます。釧路市都市整備部

都心部まちづくり

担当部長のやまな

かでございます。

本日はこのような

説明の機会を作っ

ていただきまして

大変ありがとうご

ざいます。

今日は、釧路都心部のまちづくり計画についてご説明

をさせていただきます。これは、釧路駅を中心としま

す都心部を釧路市の顔としまして、また東北海道の玄

関口として市民の皆さんと民間の事業者の方々、そし

て私ども行政がこの将来の姿を共有して、連携をしな

がら活性化に向けて取り組んで行くための指針でござ

いまして、今年の３月に策定をいたしました。

この計画は、３つの柱からなる事業構想でして、１つ

目が鉄道高架事業、２つ目が新たな道路ネットワーク、

３つ目が土地区画整理事業です。この後、吉岡室長か

ら詳しくご説明をいたしますけれども、私からはこれ

らの事業の必要性について簡単にご説明をさせていた

だきます。

現状の都心部の課題といたしましては、交通ネット

ワークの観点、それから賑わい創出の観点、それぞれ

課題があると認識をしております。

　まず、交通ネットワークの観点です。現状、都心部

は鉄道で南北に分断をされておりまして、南北の往来

はいま駅の西側にあります北中跨線橋、東側にありま

す旭跨線橋の２カ所に限定をされておりまして、都心

部はアクセスしにくい場所になっております。この２

つの跨線橋は供用を

してから 50年から

60年経っておりま

して、近い将来、更

新時期を迎えようと

しております。今後、

多額の費用をかけて

新しく架け替えをしたとしても、また次の 50年間、

南北市街地が分断をされた状況が変わらずに都心部は

相変わらずアクセスしにくい場所のまま残ってしまう

ことになります。

また、賑わい創出の観点では、釧路では市街地がどん

どん郊外へ分散していって人口そのものも減少してお

ります。そういったことによって現在の都心部は、か

つての賑わいがなくなっている状況です。こうした課

題を解消するために鉄道高架事業、それから土地区画

整理事業を実施することによりまして市街地の分断が

解消され、交通の円滑化が図れます。また高架下の空

間の活用や釧路駅の周りの広い鉄道敷地を有効に使う

ことによって、駅周辺の土地を再編して賑わいを創出

していきたいと考えております。具体的に言いますと、

駅前に集客効果のある公共施設を持ってきまして、そ

れと一体となるように人が集まるような広いオープン

スペースを配置しまして、それを呼び水として周辺の

区画に民間のマンションや商業施設・ホテルなどを誘

致していきたいと考えております。

現在、鉄道高架の実現に向けまして、関係機関との協

議や概略の検討を行っている段階でして、今後、国の

採択を経まして事業が着工をして完成するまで、まだ

まだ相当な年数がかかってしまいますけれども、まず

は市民の皆さんにこのような計画を理解していただく

ことが重要と考えておりまして、今日のような説明の

機会や、12月には市民フォーラムの開催も計画して

おりますので、そのようなことをとおして気運の醸成

に務めていきたいと考えております。

本日は、限られた時間ではございますけれどもどうぞ

よろしくお願いいたします。

釧路市都市整備部都心部まちづくり推進室

　　　　　　　　　　　　　　室長　吉岡　　亨様

　続きまして、私の

方から計画の詳しい

内容について説明を

させていただきま

す。

皆さん、鉄道高架の

イメージをどのよう

にお持ちでしょうか。単純に駅が高架になるというわ

けではなく、大きなコンクリート製の橋を架けてその

上に鉄道を走らせる。これが鉄道高架というものにな

ります。

では、どうしてこのような時代、このような釧路市を

取り巻く環境が大変厳しい時代の中で、そのような大

きな公共事業を行うのか。そして、どうして今なのか。

皆さんは、結構疑問に思われる方も多いと思います。

釧路市では、鉄道高架そのものをつくることが目的で

はなくて、鉄道高架を基本に都心部の街をつくり替え

ていくことが今回のわれわれの計画の大きなポイント

となります。

　現状の釧路市の都心部は、人口増加の時代、人が増

えて自動車交通がどんどん増えて、渋滞や円滑な交通

を妨げないように道路を大きく作ったり、いろいろな

道路を優先としたまちづくりを行ってきました。もち

ろん、そのようなまちづくりは、釧路の発展に大きく

寄与してきました。

ただ、社会情勢の変化があって、人口の減少と自動車

交通量もどんどん減ってきまして、その社会基盤整備

が少しずつ時代に合わなくなってきています。そこを

今回の計画でつくり替えていくことが鉄道高架という

ところでございます。

今日は資料を用意しましたけれどポイントを絞って説

明をしていきたいと思います。

　まず、このスライドをご覧ください。いま私が説明

をしたとおり、1945 年（昭和 20年）の時代、釧路

市の人口はわずか８万人に過ぎませんでした。その後、

水産・石炭・紙パルプと高度経済成長期に併せて産業

がどんどん進展をした結果、人口が倍増し、20年後

の 1965 年（昭和 40年）には、あっという間に人口

が 20万人を突破しました。

その間、釧路市のまちづくりは、自動車交通優先とし

て、そこに記載をしておりますように 1961 年（昭和

36年）に現在の釧路駅が開業しました。それに併せて、

今の北大通、この時点では、まだ狭い北大通でした。

今日ご参加の皆さまの中にも狭い時代の北大通をご存

じの方もいらっしゃると思います。それを今のような

大きな幅員 30ｍに達する北大通の拡幅の工事が始

まった。また 1963 年には、旭跨線橋を架けた。

1973 年には、北中跨線橋を架橋した。つまりこの時

代はまさに自動車交通優先を基本としたまちづくりを

行ってきました。

その後、人口のピーク・昭和 55年に約 23万人を迎

えて、その後人口がどんどん減少することになるので

すが、まだ当時の想定では人口は伸びていくだろうと

いう予測があって、平成元年に釧路市として第一期の

鉄道高架事業の検討に入ったところです。この第一期

では、なんと将来の予測人口が 30万人を突破すると

いう想定の中で、いまの跨線橋も渋滞が発生して持た

ない。跨線橋を架け替えるか、もしくは鉄道を上げて

その下に道路をつくるのか。そこから鉄道高架の検討

がスタートしておりました。

ただ、釧路市の場合は、帯広市などと違って、早い時

点で踏切ではなく跨線橋で整備をしていたこともあり

まして、渋滞が発生しない、車はソコソコ円滑に流れ

ることもありましたので、この第一期の検討は、一旦

ここで中断をして、次の第二期の計画に移ってまいり

ます。

第二期の計画では、そろそろ人口減少が見えてきたこ

ともありまして、車優先だけではなく、都心部に必要

なまちづくりとはどのようなものなのかを検討したの

が第二期の計画になります。ご記憶がある方もいらっ

しゃると思いますけれど、平成 19年にＡプラン・Ｂ

プランで凍結をしました。これが第二期の検討に当た

ります。

　今回、われわれが計画をしていることが、この第三

期目。まさに人口減少が分かってきた。釧路市の場合

は、持続をしていくためにコンパクトなまちづくりの

推進、お話を聞いたことがあると思いますけれど、要

は広がり過ぎた街を少しずつゆっくりゆっくり市内８

つの拠点に市民の方を誘導していくことで、都市を維

持する、コストを下げていくことと、その拠点間を公

共交通で結ぶことで、高齢化による自動車免許証の返

納などに対応するまちづくりを行っていくというとこ

ろをいま釧路市では進めておりますが、この鉄道高架

の計画もまさにこの都心部という１つの拠点を将来的

に市民の方にここに住んでいただく、また観光やお仕

事をされる方が交流としてここに訪れてくれる、その

ような人と公共交通を中心とした街に変えていきた

い。これがわれわれの計画の大きな中身となります。

　ここに、２枚の象徴的な写真があるのですが、左側

が昭和 50年代の北大通。沿道には、デパート丸三鶴

屋があり、様々なデパートがあって、車も混雑して、

人も多く歩いている。右側が同じ場面から見た令和時

代の北大通でして、この都心部は人口の減少・街の拡

大、様々な要因によってかつての人の賑わいがなく

なっています。

現在の道路網は、先ほど私が説明をしたとおり、自動

車交通優先につくられたところがあるものですから、

朝と夕方のラッシュ

の時間、車は大変流

れます。但し、その

他の時間はほとんど

車が通っていない状

況になっています。

また、約 50年前に

整備をした社会基盤の老朽化や津波災害のリスクが高

まっている状況になります。

　では、どうして自動車交通優先なのかを簡単に示し

た図表を作っています。左側に釧路駅前や北大通に流

入をする通過交通を示しております。

ここでの通過交通という言葉は、この都心部に用事が

なく別な目的地に移動をするため都心部を通り抜ける

だけの車、とご理解ください。その通過交通は、まず

東西が、旭橋から駅前を通って国道に合流をして、そ

のまま西側へ向かう交通。これが約１日１万台ありま

す。駅前を通ることで、駅と北大通は分断されている。

また、南北の通過交通については、幣舞橋を通って北

大通を直進して、途中右側に旭跨線橋へ向かう道路か

ら旭跨線橋へ向ってただ通り抜ける車が、北側へ行き、

釧路町の方へ行くような交通が１日あたり１万台から

２万台存在しています。

市としましては、この都心部を人と公共交通中心の空

間に変えていくためには、この車の流れをどのように

変えていくのかがわれわれの大きな検討の材料となっ

ております。そこをどのようにしていくのかを後ほど

詳しく説明をいたします。

資料の右上を見てください。先ほど説明をしたとおり、

北中跨線橋も旭跨線橋も整備を終えてから約 50年が

経過しています。一般的に土木構造物・道路・橋・ト

ンネルなどは、50年を耐用年数として設計・計画・

施工をしています。ですから２つの跨線橋とも、そろ

そろ架け替えの時期が迫っている。もちろん、釧路市

としては、延命化を図っていく努力はしていきますが、

いつかの時点で必ず架け替えをしなければいけませ

ん。今この鉄道高架を検討しておかないと、いつかの

時点で「はい、架け替えます」となった時に「そのま

ま新しい橋で架け替えますか」となってしまう可能性

があります。ですから今からこの鉄道高架の検討を進

めておいて、その架け替えのタイミングの時期を睨み

ながら新たなまちづくりにつなげていきたいのが釧路

市の考え方でございます。

右下に大津波のお話がございます。想定が少し古いで

すけれど、平成 24年６月に北海道が公表した大津波

の想定によりますと「都心部は、５ｍ以上 10ｍ以下

の津波が襲う」と。この都心部は、東側を釧路川、西

側を新釧路川で、南北は鉄道で分断されている陸の孤

島という所にありますので、通常は非常に交通の便が

良い場所ですけれど、何かあったら陸の孤島になって

しまいますので、鉄

道を上げて、下に道

路がつくりやすくな

ると、南北の移動の

活性化、何かあった

ら避難できる道路網

を併せて考えていく

ことが釧路市の考え方でございます。

最初に、私が説明をしたとおり、都心部の通過交通を

どのように都心部から遠ざけていくのかの説明をして

まいります。

現状の都心部は、左の図をご覧いただくとおり、北大

通・旭橋駅前通・共栄新橋大通があって、大部分の自

動車は都心部を目的地とするのではなくて、通過をす

るために都心部の赤いエリアに入って行って抜けてい

くだけという状況になっています。これを変えていく

ためには、右側の都心部環状道路（緑の太線で表示を

しております）に道路を大きくつくることによって、

都心部に用事がない車は中へ入る前にその環状道路を

通ってそれぞれの目的地へ向かってもらう。そうする

ことで、この都心部内のエリアの中に通過を目的とし

た交通が減少しますから、そこを上手く活用して人と

公共交通が中心の空間につくり替えていくのが釧路市

の考え方です。

ただし、誤解をしていただきたくないことは、全ての

車をこの都心部の中に入らせないわけではありませ

ん。これまでどおり都心部に用事がある車は、どうぞ

車で中へ入って駐車場に止めて、お仕事に行かれ、お

買い物をしてください。ただし、通過を目的とする車

には、環状道路を抜けてそれぞれの目的地へ進んでく

ださい。これが釧路市の考え方でございます。

　では、具体的にどのような道路網を考えていくのか

です。太いピンクの線が、市が考える都心部環状道路

でございます。幣舞橋を通過して北洋銀行の交差点、

国道 38号線と 44号線の交差点からそれぞれ目的地

へ向かっていただいて、通過をする車は抜けていただ

きます。北中跨線橋と旭跨線橋は、現在の位置で道路

を平面化します。まず、１カ所と、この２カ所です。

それと、ここに柳町公園大通という三十間道路、大変

幅員が広い道路がありますが、そこに新たに道路をつ

くって、このようなルートで都心部へ入りやすくして

いきます。ここは人も車も通れます。

次に、市役所横通、和商市場の西側の道路。ここは、

いま道路はありませんが、新たに鉄道を上げることに

よって道路をつくって、ここも人も車も通れる道路に

することによって、いまよりも自動車も人も都心部に

アクセスしやすい道路環境ができてくると考えていま

す。ただし、この北大通と共栄新橋大通の道路の繋ぎ

方ですが、そこを繋いでしまうと、先ほどから説明を

しております通過交通がここに集中してしまい、都心

部の空間が人と公共交通中心の空間にはならないとい

うことが分かってきましたので、ここに関しましては

バス専用道路という形で釧路市では考えています。た

だし、歩行者の方はここを最短で移動ができるように

新たに歩行者専用道路をつくっていきます。

では、具体的に道路網を見ていきたいと思います。こ

の道路の西側に北中跨線橋の道路があります。先ほど

言った市役所横通ここに１本、それから三十間道路か

ら１本、ここは人も車も通れます。この小さな道路は、

交通広場といってタクシープールや駐車場へアクセス

する道路をつくっていきます。北大通と共栄新橋大通

は、真っ直ぐ繋いで、人は最短距離で南北を移動でき

るようにする。この道路につきましては、バス専用と

いうことで、高架下にバスターミナルを設けてここは

公共交通優先。公共交通の利便性を上げていくのが釧

路市の考え方でございます。

今後のスケジュールについて、簡単に説明をいたしま

す。今年度から概ね３カ年をかけて、鉄道高架・街路

整備・土地区画整理の概略設計を進めて行きます。そ

の後、国との着工準備の採択と協議に入りまして、国

から「よし、釧路の鉄道高架をやれ」というお話があ

れば、さらに５年間の詳細設計にいって、市としては

最短で８年で工事が着手できるように今後も鋭意努力

を進めていきたいと考えております。

　ロータリークラブの皆さんには、これからも引き続

きご支援ご協力のほどをよろしくお願い申し上げま

す。

以上で終わります。

会長謝辞

　山中部長、吉岡室長、今日はお忙しいところをあり

がとうございます。

聞くところによればこれから議会が始まるというお忙

しいときに足をお運びいただきましてありがとうござ

います。

　僕は不動産屋でして多少、都心部に関わりが強い不

動産でございます。話せばキリがありませんが、最近、

都心部で貸店舗を行うと、昔はちょっと家賃を下げる

と多少でも反響がありましたが、うちの力不足・営業

努力不足もあるかもしれませんが、本当にここ１～２

年は都心部に対する反響がないのです。若い人からす

ると、「北大通で何をするの」という感覚があるよう

に思えてなりません。僕らとしたら都心部について

「待ったなし」じゃないかという思いを強く持ってお

ります。

先ほど、100 年の計とありましたけれども手遅れに

なる前に市役所さんも頑張っていただいていると思い

ますが、山田支社長もいらっしゃいますし、ＪＲさん

ともご協力をいただきながらできる限りスピーディー

に行っていただくことと、われわれも他人ごとではな

く、市民としてしっかりとここにコミットして、より

良いものを。他都市に比べると少々周回遅れの高架に

なってしまっていますが、「遅い分、素晴らしいもの

ができた」となるようにわれわれもしっかりコミット

して参加をして行っていきたいと思います。

これから寒い時期になってまいりますが、お身体に気

を付けていただきまして、釧路のためにぜひ頑張って

いただければと思います。

どうぞ、これからもよろしくお願いいたします。あり

がとうございました。
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　　　　　　　　　　杉村　荘平会長

　皆さん、こんにち

は。めっきり寒く

なってきて 11月も

終わりになってまい

りました。早いもの

で令和３年もあと１

カ月というところで

して、皆さんでこれから良い年越しをしていきたいと

思っております。

　２週続けて開催をしてきました『85周年記念例会』

も皆さまの多数のご出席をいただきまして盛会に終わ

ることができました。本当にありがとうございました。

85周年が終わって、私の会長挨拶もそれにちなんで

「会長挨拶・歴史編」ということでやらせていただき

ましたが、もう１～２回お付き合いをいただければと

思っております。

　今日は、先日の吉田潤司さんのご挨拶にもありまし

たけれども、柳田さんという方がいらっしゃいまして、

その方のお話をさせていただければと思っておりま

す。

これまで釧路クラブでは、嵯峨さん・清水先生・小船

井さん・吉田潤司さん、そして両角克治さんを入れれ

ば５名のパストガバナーがいらっしゃいますが、実は

その他に２名の正式なガバナーノミニーがいたことを

ご存じでしょうか。先週、吉田潤司さんも少しお話を

されましたけれども。

お１人が両角靖二さんでした。家庭の事情でノミニー

の時にご辞退されております。もし、ガバナーをされ

ていましたら親子二代のガバナーになるところだった

のですが、残念ながらご辞退をされています。

もう１人が、柳田一さんでございます。僕がいろいろ

資料を調べて見ていると、その時代・時代に釧路クラ

ブには、ミスターロータリー的な方がおりまして、そ

の初代が、以前に少し話しました三原さんかなと。二

代目がこの柳田さんかな、と考えておりました。資料

を見ていますと、当時の記念例会になると必ずといっ

て良いほど柳田さんが登場して、ロータリーの話をさ

れているところを記述で見ておりました。

柳田さんは、大正６年に根室でお生まれになり、昭和

28年に釧路トヨタ自動車を設立されました。釧路管

内法人トップクラスの企業に成長させます。その当時、

その経営手腕を見込まれていろいろな所から経営参加

の申し込みがあったようですが、釧路トヨタの経営に

全力投球をすることが地域社会の発展のためになると

いう信念の下、釧路トヨタ一本で頑張ったという記述

も残されております。

昭和 30年に釧路クラブに入会されまして、45年に

クラブの会長をされております。そして、昭和 53年

８月にガバナーノミニーのままご逝去となっておりま

す。その時のご葬儀では弔辞を村上祐二さんがされて

おりました。僕の毎回の挨拶ではよく追悼文を拝借す

るのですが、今回もこれが良い弔辞なものですから、

少し紹介させていただきます。とても人柄が偲ばれる

ところがありますので、ぜひお聞きいただければと思

います。

柳田一さんへ　村上祐二さん弔辞

　わが釧路クラブに君が入会されたのは、いまから

23年前の1955年7月14日でありました。姿勢温厚、

円満なる人格と天性聡明にして努力勤勉家の君は、会

員一同の敬慕の的でありましたが、数年ならずして

ロータリーの神髄を究めこの７月よりはじまる本年度

ガバナーノミニーに推挙されたのであります。

ロータリアンとして最高の名誉であるガバナーとして

会員一同は、君の大活躍を期待申し上げておりました。

然るに、20年間も連続 100％出席という記録を持つ

健康体の君に突然病魔が襲い、去る５月、東京国立病

院に入院の身となりました。

　私が、病院へお見舞いに馳せ参じた時は、手術直前

の７月２日のことでありました。その時、私は「まだ

まだ君は若い、せめて私の歳まで後 25～ 26年は頑

張ってくださいよ」と申しますと、大きく頷いておら

れました。

　君がクラブへ残された功績は数多く、枚挙にいとま

がありませんが、70年・ロータリー創立 50周年の

会長としての記念講演、73年・クラブ創立 37年の

講演、75年・ロータリー創立 70周年の記念講演など、

会員の啓蒙に務められた幾多の教訓は、クラブの歴史

とともに永久に残されることと信じますが、特に君の

会長としての最後のスピーチであった「ロータリーが

好きになるは」と題する５つの要綱は君の遺言と心得、

反復励行を怠らぬよう心がけていきたいと存じます。

君は、かつてわれわれに「ひとつの商品をお客に売る

時には『商品＋満足』を売り、代金を受け取る時には

『代金＋感謝』を受け取るもの。１個の取引に伴う当

事者の心と心の交流に着目して、ロータリーはこれを

奉仕と呼ぶ」と教えてくれましたが、君自身がその良

き実践者でした。君はまた口癖のように「ロータリー

は本当に楽しい。ロータリーをもっと広く人々に知っ

てもらいたい」と言っておられましたが、本当にロー

タリーを愛し、楽しみ、ロータリーを通して、その奉

仕を徹底された半生を生き抜かれました。

という村上さんの弔辞でございますが、ここに出てき

ました柳田さんの『ロータリーを好きになる５箇条』

を調べてみましたので、これをご紹介して終わりにし

たいと思います。

１．まずロータリーを知ること。

２．クラブメンバーと親しみ合うこと。

３．一役、持つこと。

４．卓話や会報に積極的に参加すること。

５．家族ぐるみのお付き合いをすること。

と残されております。

これを見ますと、やはりロータリーというのは、あま

り難しく考えずに、自ら親しみ楽しんでいくことが入

り口一番だなと思います。これだけロータリーをやら

れた方がそれを言うのですから、やっぱりそうなのだ

と思って弔辞を拝見させていただいておりました。

話は変わりますが、釧路は最近、良いお話がありませ

んけれども、釧路 100 年の計ということで、いよい

よ鉄道高架が動き出していると聞いております。

鉄道高架に限らずこの機会にぜひ『釧路のまちづくり』

について考える機会として素晴らしいことだと思い、

今日の例会を楽しみにしております。

どうぞよろしくお願いいたします。

幹事報告　市橋　多佳丞幹事

　皆さま、こんにちは。幹事報告をさせていただきま

す。

冒頭に、例会案内並びに出席記入表を皆さまへ配布が

遅れましたことを私からお詫び申し上げます。申しわ

けございませんでした。

　また、『家族例会』のご案内が届いていると思いま

すが、昨日11月24日が返信期日となっておりました。

この場で教えていただける方は、私もしくは青島事務

局員、瀧波委員長まで例会終了時にお伝えいただけれ

ばと思います。どうぞご協力をよろしくお願い申し上

げます。

　他クラブの例会につきましては、お配りした例会案

内をご一読ください。

私からは以上となります。

クラブ運営委員会　中島　徳政委員長

　中島でございま

す。本日のプログラ

ム、『鉄道高架と都

心部まちづくり計画

について』というこ

とで、釧路市都市整

備部都心部まちづく

り担当部長山中　広徳様、都市整備部都心部まちづく

り推進室室長吉岡　亨様にお願いしております。短い

時間ですけれどもよろしくお願い申し上げます。

釧路市都市整備部都心部まちづくり担当部長

　　　　　　　　　　　　　　　　　山中　広徳様

　皆さま、お疲れ様でございます。釧路市都市整備部

都心部まちづくり

担当部長のやまな

かでございます。

本日はこのような

説明の機会を作っ

ていただきまして

大変ありがとうご

ざいます。

今日は、釧路都心部のまちづくり計画についてご説明

をさせていただきます。これは、釧路駅を中心としま

す都心部を釧路市の顔としまして、また東北海道の玄

関口として市民の皆さんと民間の事業者の方々、そし

て私ども行政がこの将来の姿を共有して、連携をしな

がら活性化に向けて取り組んで行くための指針でござ

いまして、今年の３月に策定をいたしました。

この計画は、３つの柱からなる事業構想でして、１つ

目が鉄道高架事業、２つ目が新たな道路ネットワーク、

３つ目が土地区画整理事業です。この後、吉岡室長か

ら詳しくご説明をいたしますけれども、私からはこれ

らの事業の必要性について簡単にご説明をさせていた

だきます。

現状の都心部の課題といたしましては、交通ネット

ワークの観点、それから賑わい創出の観点、それぞれ

課題があると認識をしております。

　まず、交通ネットワークの観点です。現状、都心部

は鉄道で南北に分断をされておりまして、南北の往来

はいま駅の西側にあります北中跨線橋、東側にありま

す旭跨線橋の２カ所に限定をされておりまして、都心

部はアクセスしにくい場所になっております。この２

つの跨線橋は供用を

してから 50年から

60年経っておりま

して、近い将来、更

新時期を迎えようと

しております。今後、

多額の費用をかけて

新しく架け替えをしたとしても、また次の 50年間、

南北市街地が分断をされた状況が変わらずに都心部は

相変わらずアクセスしにくい場所のまま残ってしまう

ことになります。

また、賑わい創出の観点では、釧路では市街地がどん

どん郊外へ分散していって人口そのものも減少してお

ります。そういったことによって現在の都心部は、か

つての賑わいがなくなっている状況です。こうした課

題を解消するために鉄道高架事業、それから土地区画

整理事業を実施することによりまして市街地の分断が

解消され、交通の円滑化が図れます。また高架下の空

間の活用や釧路駅の周りの広い鉄道敷地を有効に使う

ことによって、駅周辺の土地を再編して賑わいを創出

していきたいと考えております。具体的に言いますと、

駅前に集客効果のある公共施設を持ってきまして、そ

れと一体となるように人が集まるような広いオープン

スペースを配置しまして、それを呼び水として周辺の

区画に民間のマンションや商業施設・ホテルなどを誘

致していきたいと考えております。

現在、鉄道高架の実現に向けまして、関係機関との協

議や概略の検討を行っている段階でして、今後、国の

採択を経まして事業が着工をして完成するまで、まだ

まだ相当な年数がかかってしまいますけれども、まず

は市民の皆さんにこのような計画を理解していただく

ことが重要と考えておりまして、今日のような説明の

機会や、12月には市民フォーラムの開催も計画して

おりますので、そのようなことをとおして気運の醸成

に務めていきたいと考えております。

本日は、限られた時間ではございますけれどもどうぞ

よろしくお願いいたします。

釧路市都市整備部都心部まちづくり推進室

　　　　　　　　　　　　　　室長　吉岡　　亨様

　続きまして、私の

方から計画の詳しい

内容について説明を

させていただきま

す。

皆さん、鉄道高架の

イメージをどのよう

にお持ちでしょうか。単純に駅が高架になるというわ

けではなく、大きなコンクリート製の橋を架けてその

上に鉄道を走らせる。これが鉄道高架というものにな

ります。

では、どうしてこのような時代、このような釧路市を

取り巻く環境が大変厳しい時代の中で、そのような大

きな公共事業を行うのか。そして、どうして今なのか。

皆さんは、結構疑問に思われる方も多いと思います。

釧路市では、鉄道高架そのものをつくることが目的で

はなくて、鉄道高架を基本に都心部の街をつくり替え

ていくことが今回のわれわれの計画の大きなポイント

となります。

　現状の釧路市の都心部は、人口増加の時代、人が増

えて自動車交通がどんどん増えて、渋滞や円滑な交通

を妨げないように道路を大きく作ったり、いろいろな

道路を優先としたまちづくりを行ってきました。もち

ろん、そのようなまちづくりは、釧路の発展に大きく

寄与してきました。

ただ、社会情勢の変化があって、人口の減少と自動車

交通量もどんどん減ってきまして、その社会基盤整備

が少しずつ時代に合わなくなってきています。そこを

今回の計画でつくり替えていくことが鉄道高架という

ところでございます。

今日は資料を用意しましたけれどポイントを絞って説

明をしていきたいと思います。

　まず、このスライドをご覧ください。いま私が説明

をしたとおり、1945 年（昭和 20年）の時代、釧路

市の人口はわずか８万人に過ぎませんでした。その後、

水産・石炭・紙パルプと高度経済成長期に併せて産業

がどんどん進展をした結果、人口が倍増し、20年後

の 1965 年（昭和 40年）には、あっという間に人口

が 20万人を突破しました。

その間、釧路市のまちづくりは、自動車交通優先とし

て、そこに記載をしておりますように 1961 年（昭和

36年）に現在の釧路駅が開業しました。それに併せて、

今の北大通、この時点では、まだ狭い北大通でした。

今日ご参加の皆さまの中にも狭い時代の北大通をご存

じの方もいらっしゃると思います。それを今のような

大きな幅員 30ｍに達する北大通の拡幅の工事が始

まった。また 1963 年には、旭跨線橋を架けた。

1973 年には、北中跨線橋を架橋した。つまりこの時

代はまさに自動車交通優先を基本としたまちづくりを

行ってきました。

その後、人口のピーク・昭和 55年に約 23万人を迎

えて、その後人口がどんどん減少することになるので

すが、まだ当時の想定では人口は伸びていくだろうと

いう予測があって、平成元年に釧路市として第一期の

鉄道高架事業の検討に入ったところです。この第一期

では、なんと将来の予測人口が 30万人を突破すると

いう想定の中で、いまの跨線橋も渋滞が発生して持た

ない。跨線橋を架け替えるか、もしくは鉄道を上げて

その下に道路をつくるのか。そこから鉄道高架の検討

がスタートしておりました。

ただ、釧路市の場合は、帯広市などと違って、早い時

点で踏切ではなく跨線橋で整備をしていたこともあり

まして、渋滞が発生しない、車はソコソコ円滑に流れ

ることもありましたので、この第一期の検討は、一旦

ここで中断をして、次の第二期の計画に移ってまいり

ます。

第二期の計画では、そろそろ人口減少が見えてきたこ

ともありまして、車優先だけではなく、都心部に必要

なまちづくりとはどのようなものなのかを検討したの

が第二期の計画になります。ご記憶がある方もいらっ

しゃると思いますけれど、平成 19年にＡプラン・Ｂ

プランで凍結をしました。これが第二期の検討に当た

ります。

　今回、われわれが計画をしていることが、この第三

期目。まさに人口減少が分かってきた。釧路市の場合

は、持続をしていくためにコンパクトなまちづくりの

推進、お話を聞いたことがあると思いますけれど、要

は広がり過ぎた街を少しずつゆっくりゆっくり市内８

つの拠点に市民の方を誘導していくことで、都市を維

持する、コストを下げていくことと、その拠点間を公

共交通で結ぶことで、高齢化による自動車免許証の返

納などに対応するまちづくりを行っていくというとこ

ろをいま釧路市では進めておりますが、この鉄道高架

の計画もまさにこの都心部という１つの拠点を将来的

に市民の方にここに住んでいただく、また観光やお仕

事をされる方が交流としてここに訪れてくれる、その

ような人と公共交通を中心とした街に変えていきた

い。これがわれわれの計画の大きな中身となります。

　ここに、２枚の象徴的な写真があるのですが、左側

が昭和 50年代の北大通。沿道には、デパート丸三鶴

屋があり、様々なデパートがあって、車も混雑して、

人も多く歩いている。右側が同じ場面から見た令和時

代の北大通でして、この都心部は人口の減少・街の拡

大、様々な要因によってかつての人の賑わいがなく

なっています。

現在の道路網は、先ほど私が説明をしたとおり、自動

車交通優先につくられたところがあるものですから、

朝と夕方のラッシュ

の時間、車は大変流

れます。但し、その

他の時間はほとんど

車が通っていない状

況になっています。

また、約 50年前に

整備をした社会基盤の老朽化や津波災害のリスクが高

まっている状況になります。

　では、どうして自動車交通優先なのかを簡単に示し

た図表を作っています。左側に釧路駅前や北大通に流

入をする通過交通を示しております。

ここでの通過交通という言葉は、この都心部に用事が

なく別な目的地に移動をするため都心部を通り抜ける

だけの車、とご理解ください。その通過交通は、まず

東西が、旭橋から駅前を通って国道に合流をして、そ

のまま西側へ向かう交通。これが約１日１万台ありま

す。駅前を通ることで、駅と北大通は分断されている。

また、南北の通過交通については、幣舞橋を通って北

大通を直進して、途中右側に旭跨線橋へ向かう道路か

ら旭跨線橋へ向ってただ通り抜ける車が、北側へ行き、

釧路町の方へ行くような交通が１日あたり１万台から

２万台存在しています。

市としましては、この都心部を人と公共交通中心の空

間に変えていくためには、この車の流れをどのように

変えていくのかがわれわれの大きな検討の材料となっ

ております。そこをどのようにしていくのかを後ほど

詳しく説明をいたします。

資料の右上を見てください。先ほど説明をしたとおり、

北中跨線橋も旭跨線橋も整備を終えてから約 50年が

経過しています。一般的に土木構造物・道路・橋・ト

ンネルなどは、50年を耐用年数として設計・計画・

施工をしています。ですから２つの跨線橋とも、そろ

そろ架け替えの時期が迫っている。もちろん、釧路市

としては、延命化を図っていく努力はしていきますが、

いつかの時点で必ず架け替えをしなければいけませ

ん。今この鉄道高架を検討しておかないと、いつかの

時点で「はい、架け替えます」となった時に「そのま

ま新しい橋で架け替えますか」となってしまう可能性

があります。ですから今からこの鉄道高架の検討を進

めておいて、その架け替えのタイミングの時期を睨み

ながら新たなまちづくりにつなげていきたいのが釧路

市の考え方でございます。

右下に大津波のお話がございます。想定が少し古いで

すけれど、平成 24年６月に北海道が公表した大津波

の想定によりますと「都心部は、５ｍ以上 10ｍ以下

の津波が襲う」と。この都心部は、東側を釧路川、西

側を新釧路川で、南北は鉄道で分断されている陸の孤

島という所にありますので、通常は非常に交通の便が

良い場所ですけれど、何かあったら陸の孤島になって

しまいますので、鉄

道を上げて、下に道

路がつくりやすくな

ると、南北の移動の

活性化、何かあった

ら避難できる道路網

を併せて考えていく

ことが釧路市の考え方でございます。

最初に、私が説明をしたとおり、都心部の通過交通を

どのように都心部から遠ざけていくのかの説明をして

まいります。

現状の都心部は、左の図をご覧いただくとおり、北大

通・旭橋駅前通・共栄新橋大通があって、大部分の自

動車は都心部を目的地とするのではなくて、通過をす

るために都心部の赤いエリアに入って行って抜けてい

くだけという状況になっています。これを変えていく

ためには、右側の都心部環状道路（緑の太線で表示を

しております）に道路を大きくつくることによって、

都心部に用事がない車は中へ入る前にその環状道路を

通ってそれぞれの目的地へ向かってもらう。そうする

ことで、この都心部内のエリアの中に通過を目的とし

た交通が減少しますから、そこを上手く活用して人と

公共交通が中心の空間につくり替えていくのが釧路市

の考え方です。

ただし、誤解をしていただきたくないことは、全ての

車をこの都心部の中に入らせないわけではありませ

ん。これまでどおり都心部に用事がある車は、どうぞ

車で中へ入って駐車場に止めて、お仕事に行かれ、お

買い物をしてください。ただし、通過を目的とする車

には、環状道路を抜けてそれぞれの目的地へ進んでく

ださい。これが釧路市の考え方でございます。

　では、具体的にどのような道路網を考えていくのか

です。太いピンクの線が、市が考える都心部環状道路

でございます。幣舞橋を通過して北洋銀行の交差点、

国道 38号線と 44号線の交差点からそれぞれ目的地

へ向かっていただいて、通過をする車は抜けていただ

きます。北中跨線橋と旭跨線橋は、現在の位置で道路

を平面化します。まず、１カ所と、この２カ所です。

それと、ここに柳町公園大通という三十間道路、大変

幅員が広い道路がありますが、そこに新たに道路をつ

くって、このようなルートで都心部へ入りやすくして

いきます。ここは人も車も通れます。

次に、市役所横通、和商市場の西側の道路。ここは、

いま道路はありませんが、新たに鉄道を上げることに

よって道路をつくって、ここも人も車も通れる道路に

することによって、いまよりも自動車も人も都心部に

アクセスしやすい道路環境ができてくると考えていま

す。ただし、この北大通と共栄新橋大通の道路の繋ぎ

方ですが、そこを繋いでしまうと、先ほどから説明を

しております通過交通がここに集中してしまい、都心

部の空間が人と公共交通中心の空間にはならないとい

うことが分かってきましたので、ここに関しましては

バス専用道路という形で釧路市では考えています。た

だし、歩行者の方はここを最短で移動ができるように

新たに歩行者専用道路をつくっていきます。

では、具体的に道路網を見ていきたいと思います。こ

の道路の西側に北中跨線橋の道路があります。先ほど

言った市役所横通ここに１本、それから三十間道路か

ら１本、ここは人も車も通れます。この小さな道路は、

交通広場といってタクシープールや駐車場へアクセス

する道路をつくっていきます。北大通と共栄新橋大通

は、真っ直ぐ繋いで、人は最短距離で南北を移動でき

るようにする。この道路につきましては、バス専用と

いうことで、高架下にバスターミナルを設けてここは

公共交通優先。公共交通の利便性を上げていくのが釧

路市の考え方でございます。

今後のスケジュールについて、簡単に説明をいたしま

す。今年度から概ね３カ年をかけて、鉄道高架・街路

整備・土地区画整理の概略設計を進めて行きます。そ

の後、国との着工準備の採択と協議に入りまして、国

から「よし、釧路の鉄道高架をやれ」というお話があ

れば、さらに５年間の詳細設計にいって、市としては

最短で８年で工事が着手できるように今後も鋭意努力

を進めていきたいと考えております。

　ロータリークラブの皆さんには、これからも引き続

きご支援ご協力のほどをよろしくお願い申し上げま

す。

以上で終わります。

会長謝辞

　山中部長、吉岡室長、今日はお忙しいところをあり

がとうございます。

聞くところによればこれから議会が始まるというお忙

しいときに足をお運びいただきましてありがとうござ

います。

　僕は不動産屋でして多少、都心部に関わりが強い不

動産でございます。話せばキリがありませんが、最近、

都心部で貸店舗を行うと、昔はちょっと家賃を下げる

と多少でも反響がありましたが、うちの力不足・営業

努力不足もあるかもしれませんが、本当にここ１～２

年は都心部に対する反響がないのです。若い人からす

ると、「北大通で何をするの」という感覚があるよう

に思えてなりません。僕らとしたら都心部について

「待ったなし」じゃないかという思いを強く持ってお

ります。

先ほど、100 年の計とありましたけれども手遅れに

なる前に市役所さんも頑張っていただいていると思い

ますが、山田支社長もいらっしゃいますし、ＪＲさん

ともご協力をいただきながらできる限りスピーディー

に行っていただくことと、われわれも他人ごとではな

く、市民としてしっかりとここにコミットして、より

良いものを。他都市に比べると少々周回遅れの高架に

なってしまっていますが、「遅い分、素晴らしいもの

ができた」となるようにわれわれもしっかりコミット

して参加をして行っていきたいと思います。

これから寒い時期になってまいりますが、お身体に気

を付けていただきまして、釧路のためにぜひ頑張って

いただければと思います。

どうぞ、これからもよろしくお願いいたします。あり

がとうございました。
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　　　　　　　　　　杉村　荘平会長

　皆さん、こんにち

は。めっきり寒く

なってきて 11月も

終わりになってまい

りました。早いもの

で令和３年もあと１

カ月というところで

して、皆さんでこれから良い年越しをしていきたいと

思っております。

　２週続けて開催をしてきました『85周年記念例会』

も皆さまの多数のご出席をいただきまして盛会に終わ

ることができました。本当にありがとうございました。

85周年が終わって、私の会長挨拶もそれにちなんで

「会長挨拶・歴史編」ということでやらせていただき

ましたが、もう１～２回お付き合いをいただければと

思っております。

　今日は、先日の吉田潤司さんのご挨拶にもありまし

たけれども、柳田さんという方がいらっしゃいまして、

その方のお話をさせていただければと思っておりま

す。

これまで釧路クラブでは、嵯峨さん・清水先生・小船

井さん・吉田潤司さん、そして両角克治さんを入れれ

ば５名のパストガバナーがいらっしゃいますが、実は

その他に２名の正式なガバナーノミニーがいたことを

ご存じでしょうか。先週、吉田潤司さんも少しお話を

されましたけれども。

お１人が両角靖二さんでした。家庭の事情でノミニー

の時にご辞退されております。もし、ガバナーをされ

ていましたら親子二代のガバナーになるところだった

のですが、残念ながらご辞退をされています。

もう１人が、柳田一さんでございます。僕がいろいろ

資料を調べて見ていると、その時代・時代に釧路クラ

ブには、ミスターロータリー的な方がおりまして、そ

の初代が、以前に少し話しました三原さんかなと。二

代目がこの柳田さんかな、と考えておりました。資料

を見ていますと、当時の記念例会になると必ずといっ

て良いほど柳田さんが登場して、ロータリーの話をさ

れているところを記述で見ておりました。

柳田さんは、大正６年に根室でお生まれになり、昭和

28年に釧路トヨタ自動車を設立されました。釧路管

内法人トップクラスの企業に成長させます。その当時、

その経営手腕を見込まれていろいろな所から経営参加

の申し込みがあったようですが、釧路トヨタの経営に

全力投球をすることが地域社会の発展のためになると

いう信念の下、釧路トヨタ一本で頑張ったという記述

も残されております。

昭和 30年に釧路クラブに入会されまして、45年に

クラブの会長をされております。そして、昭和 53年

８月にガバナーノミニーのままご逝去となっておりま

す。その時のご葬儀では弔辞を村上祐二さんがされて

おりました。僕の毎回の挨拶ではよく追悼文を拝借す

るのですが、今回もこれが良い弔辞なものですから、

少し紹介させていただきます。とても人柄が偲ばれる

ところがありますので、ぜひお聞きいただければと思

います。

柳田一さんへ　村上祐二さん弔辞

　わが釧路クラブに君が入会されたのは、いまから

23年前の1955年7月14日でありました。姿勢温厚、

円満なる人格と天性聡明にして努力勤勉家の君は、会

員一同の敬慕の的でありましたが、数年ならずして

ロータリーの神髄を究めこの７月よりはじまる本年度

ガバナーノミニーに推挙されたのであります。

ロータリアンとして最高の名誉であるガバナーとして

会員一同は、君の大活躍を期待申し上げておりました。

然るに、20年間も連続 100％出席という記録を持つ

健康体の君に突然病魔が襲い、去る５月、東京国立病

院に入院の身となりました。

　私が、病院へお見舞いに馳せ参じた時は、手術直前

の７月２日のことでありました。その時、私は「まだ

まだ君は若い、せめて私の歳まで後 25～ 26年は頑

張ってくださいよ」と申しますと、大きく頷いておら

れました。

　君がクラブへ残された功績は数多く、枚挙にいとま

がありませんが、70年・ロータリー創立 50周年の

会長としての記念講演、73年・クラブ創立 37年の

講演、75年・ロータリー創立 70周年の記念講演など、

会員の啓蒙に務められた幾多の教訓は、クラブの歴史

とともに永久に残されることと信じますが、特に君の

会長としての最後のスピーチであった「ロータリーが

好きになるは」と題する５つの要綱は君の遺言と心得、

反復励行を怠らぬよう心がけていきたいと存じます。

君は、かつてわれわれに「ひとつの商品をお客に売る

時には『商品＋満足』を売り、代金を受け取る時には

『代金＋感謝』を受け取るもの。１個の取引に伴う当

事者の心と心の交流に着目して、ロータリーはこれを

奉仕と呼ぶ」と教えてくれましたが、君自身がその良

き実践者でした。君はまた口癖のように「ロータリー

は本当に楽しい。ロータリーをもっと広く人々に知っ

てもらいたい」と言っておられましたが、本当にロー

タリーを愛し、楽しみ、ロータリーを通して、その奉

仕を徹底された半生を生き抜かれました。

という村上さんの弔辞でございますが、ここに出てき

ました柳田さんの『ロータリーを好きになる５箇条』

を調べてみましたので、これをご紹介して終わりにし

たいと思います。

１．まずロータリーを知ること。

２．クラブメンバーと親しみ合うこと。

３．一役、持つこと。

４．卓話や会報に積極的に参加すること。

５．家族ぐるみのお付き合いをすること。

と残されております。

これを見ますと、やはりロータリーというのは、あま

り難しく考えずに、自ら親しみ楽しんでいくことが入

り口一番だなと思います。これだけロータリーをやら

れた方がそれを言うのですから、やっぱりそうなのだ

と思って弔辞を拝見させていただいておりました。

話は変わりますが、釧路は最近、良いお話がありませ

んけれども、釧路 100 年の計ということで、いよい

よ鉄道高架が動き出していると聞いております。

鉄道高架に限らずこの機会にぜひ『釧路のまちづくり』

について考える機会として素晴らしいことだと思い、

今日の例会を楽しみにしております。

どうぞよろしくお願いいたします。

幹事報告　市橋　多佳丞幹事

　皆さま、こんにちは。幹事報告をさせていただきま

す。

冒頭に、例会案内並びに出席記入表を皆さまへ配布が

遅れましたことを私からお詫び申し上げます。申しわ

けございませんでした。

　また、『家族例会』のご案内が届いていると思いま

すが、昨日11月24日が返信期日となっておりました。

この場で教えていただける方は、私もしくは青島事務

局員、瀧波委員長まで例会終了時にお伝えいただけれ

ばと思います。どうぞご協力をよろしくお願い申し上

げます。

　他クラブの例会につきましては、お配りした例会案

内をご一読ください。

私からは以上となります。

クラブ運営委員会　中島　徳政委員長

　中島でございま

す。本日のプログラ

ム、『鉄道高架と都

心部まちづくり計画

について』というこ

とで、釧路市都市整

備部都心部まちづく

り担当部長山中　広徳様、都市整備部都心部まちづく

り推進室室長吉岡　亨様にお願いしております。短い

時間ですけれどもよろしくお願い申し上げます。

釧路市都市整備部都心部まちづくり担当部長

　　　　　　　　　　　　　　　　　山中　広徳様

　皆さま、お疲れ様でございます。釧路市都市整備部

都心部まちづくり

担当部長のやまな

かでございます。

本日はこのような

説明の機会を作っ

ていただきまして

大変ありがとうご

ざいます。

今日は、釧路都心部のまちづくり計画についてご説明

をさせていただきます。これは、釧路駅を中心としま

す都心部を釧路市の顔としまして、また東北海道の玄

関口として市民の皆さんと民間の事業者の方々、そし

て私ども行政がこの将来の姿を共有して、連携をしな

がら活性化に向けて取り組んで行くための指針でござ

いまして、今年の３月に策定をいたしました。

この計画は、３つの柱からなる事業構想でして、１つ

目が鉄道高架事業、２つ目が新たな道路ネットワーク、

３つ目が土地区画整理事業です。この後、吉岡室長か

ら詳しくご説明をいたしますけれども、私からはこれ

らの事業の必要性について簡単にご説明をさせていた

だきます。

現状の都心部の課題といたしましては、交通ネット

ワークの観点、それから賑わい創出の観点、それぞれ

課題があると認識をしております。

　まず、交通ネットワークの観点です。現状、都心部

は鉄道で南北に分断をされておりまして、南北の往来

はいま駅の西側にあります北中跨線橋、東側にありま

す旭跨線橋の２カ所に限定をされておりまして、都心

部はアクセスしにくい場所になっております。この２

つの跨線橋は供用を

してから 50年から

60年経っておりま

して、近い将来、更

新時期を迎えようと

しております。今後、

多額の費用をかけて

新しく架け替えをしたとしても、また次の 50年間、

南北市街地が分断をされた状況が変わらずに都心部は

相変わらずアクセスしにくい場所のまま残ってしまう

ことになります。

また、賑わい創出の観点では、釧路では市街地がどん

どん郊外へ分散していって人口そのものも減少してお

ります。そういったことによって現在の都心部は、か

つての賑わいがなくなっている状況です。こうした課

題を解消するために鉄道高架事業、それから土地区画

整理事業を実施することによりまして市街地の分断が

解消され、交通の円滑化が図れます。また高架下の空

間の活用や釧路駅の周りの広い鉄道敷地を有効に使う

ことによって、駅周辺の土地を再編して賑わいを創出

していきたいと考えております。具体的に言いますと、

駅前に集客効果のある公共施設を持ってきまして、そ

れと一体となるように人が集まるような広いオープン

スペースを配置しまして、それを呼び水として周辺の

区画に民間のマンションや商業施設・ホテルなどを誘

致していきたいと考えております。

現在、鉄道高架の実現に向けまして、関係機関との協

議や概略の検討を行っている段階でして、今後、国の

採択を経まして事業が着工をして完成するまで、まだ

まだ相当な年数がかかってしまいますけれども、まず

は市民の皆さんにこのような計画を理解していただく

ことが重要と考えておりまして、今日のような説明の

機会や、12月には市民フォーラムの開催も計画して

おりますので、そのようなことをとおして気運の醸成

に務めていきたいと考えております。

本日は、限られた時間ではございますけれどもどうぞ

よろしくお願いいたします。

釧路市都市整備部都心部まちづくり推進室

　　　　　　　　　　　　　　室長　吉岡　　亨様

　続きまして、私の

方から計画の詳しい

内容について説明を

させていただきま

す。

皆さん、鉄道高架の

イメージをどのよう

にお持ちでしょうか。単純に駅が高架になるというわ

けではなく、大きなコンクリート製の橋を架けてその

上に鉄道を走らせる。これが鉄道高架というものにな

ります。

では、どうしてこのような時代、このような釧路市を

取り巻く環境が大変厳しい時代の中で、そのような大

きな公共事業を行うのか。そして、どうして今なのか。

皆さんは、結構疑問に思われる方も多いと思います。

釧路市では、鉄道高架そのものをつくることが目的で

はなくて、鉄道高架を基本に都心部の街をつくり替え

ていくことが今回のわれわれの計画の大きなポイント

となります。

　現状の釧路市の都心部は、人口増加の時代、人が増

えて自動車交通がどんどん増えて、渋滞や円滑な交通

を妨げないように道路を大きく作ったり、いろいろな

道路を優先としたまちづくりを行ってきました。もち

ろん、そのようなまちづくりは、釧路の発展に大きく

寄与してきました。

ただ、社会情勢の変化があって、人口の減少と自動車

交通量もどんどん減ってきまして、その社会基盤整備

が少しずつ時代に合わなくなってきています。そこを

今回の計画でつくり替えていくことが鉄道高架という

ところでございます。

今日は資料を用意しましたけれどポイントを絞って説

明をしていきたいと思います。

　まず、このスライドをご覧ください。いま私が説明

をしたとおり、1945 年（昭和 20年）の時代、釧路

市の人口はわずか８万人に過ぎませんでした。その後、

水産・石炭・紙パルプと高度経済成長期に併せて産業

がどんどん進展をした結果、人口が倍増し、20年後

の 1965 年（昭和 40年）には、あっという間に人口

が 20万人を突破しました。

その間、釧路市のまちづくりは、自動車交通優先とし

て、そこに記載をしておりますように 1961 年（昭和

36年）に現在の釧路駅が開業しました。それに併せて、

今の北大通、この時点では、まだ狭い北大通でした。

今日ご参加の皆さまの中にも狭い時代の北大通をご存

じの方もいらっしゃると思います。それを今のような

大きな幅員 30ｍに達する北大通の拡幅の工事が始

まった。また 1963 年には、旭跨線橋を架けた。

1973 年には、北中跨線橋を架橋した。つまりこの時

代はまさに自動車交通優先を基本としたまちづくりを

行ってきました。

その後、人口のピーク・昭和 55年に約 23万人を迎

えて、その後人口がどんどん減少することになるので

すが、まだ当時の想定では人口は伸びていくだろうと

いう予測があって、平成元年に釧路市として第一期の

鉄道高架事業の検討に入ったところです。この第一期

では、なんと将来の予測人口が 30万人を突破すると

いう想定の中で、いまの跨線橋も渋滞が発生して持た

ない。跨線橋を架け替えるか、もしくは鉄道を上げて

その下に道路をつくるのか。そこから鉄道高架の検討

がスタートしておりました。

ただ、釧路市の場合は、帯広市などと違って、早い時

点で踏切ではなく跨線橋で整備をしていたこともあり

まして、渋滞が発生しない、車はソコソコ円滑に流れ

ることもありましたので、この第一期の検討は、一旦

ここで中断をして、次の第二期の計画に移ってまいり

ます。

第二期の計画では、そろそろ人口減少が見えてきたこ

ともありまして、車優先だけではなく、都心部に必要

なまちづくりとはどのようなものなのかを検討したの

が第二期の計画になります。ご記憶がある方もいらっ

しゃると思いますけれど、平成 19年にＡプラン・Ｂ

プランで凍結をしました。これが第二期の検討に当た

ります。

　今回、われわれが計画をしていることが、この第三

期目。まさに人口減少が分かってきた。釧路市の場合

は、持続をしていくためにコンパクトなまちづくりの

推進、お話を聞いたことがあると思いますけれど、要

は広がり過ぎた街を少しずつゆっくりゆっくり市内８

つの拠点に市民の方を誘導していくことで、都市を維

持する、コストを下げていくことと、その拠点間を公

共交通で結ぶことで、高齢化による自動車免許証の返

納などに対応するまちづくりを行っていくというとこ

ろをいま釧路市では進めておりますが、この鉄道高架

の計画もまさにこの都心部という１つの拠点を将来的

に市民の方にここに住んでいただく、また観光やお仕

事をされる方が交流としてここに訪れてくれる、その

ような人と公共交通を中心とした街に変えていきた

い。これがわれわれの計画の大きな中身となります。

　ここに、２枚の象徴的な写真があるのですが、左側

が昭和 50年代の北大通。沿道には、デパート丸三鶴

屋があり、様々なデパートがあって、車も混雑して、

人も多く歩いている。右側が同じ場面から見た令和時

代の北大通でして、この都心部は人口の減少・街の拡

大、様々な要因によってかつての人の賑わいがなく

なっています。

現在の道路網は、先ほど私が説明をしたとおり、自動

車交通優先につくられたところがあるものですから、

朝と夕方のラッシュ

の時間、車は大変流

れます。但し、その

他の時間はほとんど

車が通っていない状

況になっています。

また、約 50年前に

整備をした社会基盤の老朽化や津波災害のリスクが高

まっている状況になります。

　では、どうして自動車交通優先なのかを簡単に示し

た図表を作っています。左側に釧路駅前や北大通に流

入をする通過交通を示しております。

ここでの通過交通という言葉は、この都心部に用事が

なく別な目的地に移動をするため都心部を通り抜ける

だけの車、とご理解ください。その通過交通は、まず

東西が、旭橋から駅前を通って国道に合流をして、そ

のまま西側へ向かう交通。これが約１日１万台ありま

す。駅前を通ることで、駅と北大通は分断されている。

また、南北の通過交通については、幣舞橋を通って北

大通を直進して、途中右側に旭跨線橋へ向かう道路か

ら旭跨線橋へ向ってただ通り抜ける車が、北側へ行き、

釧路町の方へ行くような交通が１日あたり１万台から

２万台存在しています。

市としましては、この都心部を人と公共交通中心の空

間に変えていくためには、この車の流れをどのように

変えていくのかがわれわれの大きな検討の材料となっ

ております。そこをどのようにしていくのかを後ほど

詳しく説明をいたします。

資料の右上を見てください。先ほど説明をしたとおり、

北中跨線橋も旭跨線橋も整備を終えてから約 50年が

経過しています。一般的に土木構造物・道路・橋・ト

ンネルなどは、50年を耐用年数として設計・計画・

施工をしています。ですから２つの跨線橋とも、そろ

そろ架け替えの時期が迫っている。もちろん、釧路市

としては、延命化を図っていく努力はしていきますが、

いつかの時点で必ず架け替えをしなければいけませ

ん。今この鉄道高架を検討しておかないと、いつかの

時点で「はい、架け替えます」となった時に「そのま

ま新しい橋で架け替えますか」となってしまう可能性

があります。ですから今からこの鉄道高架の検討を進

めておいて、その架け替えのタイミングの時期を睨み

ながら新たなまちづくりにつなげていきたいのが釧路

市の考え方でございます。

右下に大津波のお話がございます。想定が少し古いで

すけれど、平成 24年６月に北海道が公表した大津波

の想定によりますと「都心部は、５ｍ以上 10ｍ以下

の津波が襲う」と。この都心部は、東側を釧路川、西

側を新釧路川で、南北は鉄道で分断されている陸の孤

島という所にありますので、通常は非常に交通の便が

良い場所ですけれど、何かあったら陸の孤島になって

しまいますので、鉄

道を上げて、下に道

路がつくりやすくな

ると、南北の移動の

活性化、何かあった

ら避難できる道路網

を併せて考えていく

ことが釧路市の考え方でございます。

最初に、私が説明をしたとおり、都心部の通過交通を

どのように都心部から遠ざけていくのかの説明をして

まいります。

現状の都心部は、左の図をご覧いただくとおり、北大

通・旭橋駅前通・共栄新橋大通があって、大部分の自

動車は都心部を目的地とするのではなくて、通過をす

るために都心部の赤いエリアに入って行って抜けてい

くだけという状況になっています。これを変えていく

ためには、右側の都心部環状道路（緑の太線で表示を

しております）に道路を大きくつくることによって、

都心部に用事がない車は中へ入る前にその環状道路を

通ってそれぞれの目的地へ向かってもらう。そうする

ことで、この都心部内のエリアの中に通過を目的とし

た交通が減少しますから、そこを上手く活用して人と

公共交通が中心の空間につくり替えていくのが釧路市

の考え方です。

ただし、誤解をしていただきたくないことは、全ての

車をこの都心部の中に入らせないわけではありませ

ん。これまでどおり都心部に用事がある車は、どうぞ

車で中へ入って駐車場に止めて、お仕事に行かれ、お

買い物をしてください。ただし、通過を目的とする車

には、環状道路を抜けてそれぞれの目的地へ進んでく

ださい。これが釧路市の考え方でございます。

　では、具体的にどのような道路網を考えていくのか

です。太いピンクの線が、市が考える都心部環状道路

でございます。幣舞橋を通過して北洋銀行の交差点、

国道 38号線と 44号線の交差点からそれぞれ目的地

へ向かっていただいて、通過をする車は抜けていただ

きます。北中跨線橋と旭跨線橋は、現在の位置で道路

を平面化します。まず、１カ所と、この２カ所です。

それと、ここに柳町公園大通という三十間道路、大変

幅員が広い道路がありますが、そこに新たに道路をつ

くって、このようなルートで都心部へ入りやすくして

いきます。ここは人も車も通れます。

次に、市役所横通、和商市場の西側の道路。ここは、

いま道路はありませんが、新たに鉄道を上げることに

よって道路をつくって、ここも人も車も通れる道路に

することによって、いまよりも自動車も人も都心部に

アクセスしやすい道路環境ができてくると考えていま

す。ただし、この北大通と共栄新橋大通の道路の繋ぎ

方ですが、そこを繋いでしまうと、先ほどから説明を

しております通過交通がここに集中してしまい、都心

部の空間が人と公共交通中心の空間にはならないとい

うことが分かってきましたので、ここに関しましては

バス専用道路という形で釧路市では考えています。た

だし、歩行者の方はここを最短で移動ができるように

新たに歩行者専用道路をつくっていきます。

では、具体的に道路網を見ていきたいと思います。こ

の道路の西側に北中跨線橋の道路があります。先ほど

言った市役所横通ここに１本、それから三十間道路か

ら１本、ここは人も車も通れます。この小さな道路は、

交通広場といってタクシープールや駐車場へアクセス

する道路をつくっていきます。北大通と共栄新橋大通

は、真っ直ぐ繋いで、人は最短距離で南北を移動でき

るようにする。この道路につきましては、バス専用と

いうことで、高架下にバスターミナルを設けてここは

公共交通優先。公共交通の利便性を上げていくのが釧

路市の考え方でございます。

今後のスケジュールについて、簡単に説明をいたしま

す。今年度から概ね３カ年をかけて、鉄道高架・街路

整備・土地区画整理の概略設計を進めて行きます。そ

の後、国との着工準備の採択と協議に入りまして、国

から「よし、釧路の鉄道高架をやれ」というお話があ

れば、さらに５年間の詳細設計にいって、市としては

最短で８年で工事が着手できるように今後も鋭意努力

を進めていきたいと考えております。

　ロータリークラブの皆さんには、これからも引き続

きご支援ご協力のほどをよろしくお願い申し上げま

す。

以上で終わります。

会長謝辞

　山中部長、吉岡室長、今日はお忙しいところをあり

がとうございます。

聞くところによればこれから議会が始まるというお忙

しいときに足をお運びいただきましてありがとうござ

います。

　僕は不動産屋でして多少、都心部に関わりが強い不

動産でございます。話せばキリがありませんが、最近、

都心部で貸店舗を行うと、昔はちょっと家賃を下げる

と多少でも反響がありましたが、うちの力不足・営業

努力不足もあるかもしれませんが、本当にここ１～２

年は都心部に対する反響がないのです。若い人からす

ると、「北大通で何をするの」という感覚があるよう

に思えてなりません。僕らとしたら都心部について

「待ったなし」じゃないかという思いを強く持ってお

ります。

先ほど、100 年の計とありましたけれども手遅れに

なる前に市役所さんも頑張っていただいていると思い

ますが、山田支社長もいらっしゃいますし、ＪＲさん

ともご協力をいただきながらできる限りスピーディー

に行っていただくことと、われわれも他人ごとではな

く、市民としてしっかりとここにコミットして、より

良いものを。他都市に比べると少々周回遅れの高架に

なってしまっていますが、「遅い分、素晴らしいもの

ができた」となるようにわれわれもしっかりコミット

して参加をして行っていきたいと思います。

これから寒い時期になってまいりますが、お身体に気

を付けていただきまして、釧路のためにぜひ頑張って

いただければと思います。

どうぞ、これからもよろしくお願いいたします。あり

がとうございました。

−115 −



 

　　　　　　　　　　杉村　荘平会長

　皆さん、こんにち

は。めっきり寒く

なってきて 11月も

終わりになってまい

りました。早いもの

で令和３年もあと１

カ月というところで

して、皆さんでこれから良い年越しをしていきたいと

思っております。

　２週続けて開催をしてきました『85周年記念例会』

も皆さまの多数のご出席をいただきまして盛会に終わ

ることができました。本当にありがとうございました。

85周年が終わって、私の会長挨拶もそれにちなんで

「会長挨拶・歴史編」ということでやらせていただき

ましたが、もう１～２回お付き合いをいただければと

思っております。

　今日は、先日の吉田潤司さんのご挨拶にもありまし

たけれども、柳田さんという方がいらっしゃいまして、

その方のお話をさせていただければと思っておりま

す。

これまで釧路クラブでは、嵯峨さん・清水先生・小船

井さん・吉田潤司さん、そして両角克治さんを入れれ

ば５名のパストガバナーがいらっしゃいますが、実は

その他に２名の正式なガバナーノミニーがいたことを

ご存じでしょうか。先週、吉田潤司さんも少しお話を

されましたけれども。

お１人が両角靖二さんでした。家庭の事情でノミニー

の時にご辞退されております。もし、ガバナーをされ

ていましたら親子二代のガバナーになるところだった

のですが、残念ながらご辞退をされています。

もう１人が、柳田一さんでございます。僕がいろいろ

資料を調べて見ていると、その時代・時代に釧路クラ

ブには、ミスターロータリー的な方がおりまして、そ

の初代が、以前に少し話しました三原さんかなと。二

代目がこの柳田さんかな、と考えておりました。資料

を見ていますと、当時の記念例会になると必ずといっ

て良いほど柳田さんが登場して、ロータリーの話をさ

れているところを記述で見ておりました。

柳田さんは、大正６年に根室でお生まれになり、昭和

28年に釧路トヨタ自動車を設立されました。釧路管

内法人トップクラスの企業に成長させます。その当時、

その経営手腕を見込まれていろいろな所から経営参加

の申し込みがあったようですが、釧路トヨタの経営に

全力投球をすることが地域社会の発展のためになると

いう信念の下、釧路トヨタ一本で頑張ったという記述

も残されております。

昭和 30年に釧路クラブに入会されまして、45年に

クラブの会長をされております。そして、昭和 53年

８月にガバナーノミニーのままご逝去となっておりま

す。その時のご葬儀では弔辞を村上祐二さんがされて

おりました。僕の毎回の挨拶ではよく追悼文を拝借す

るのですが、今回もこれが良い弔辞なものですから、

少し紹介させていただきます。とても人柄が偲ばれる

ところがありますので、ぜひお聞きいただければと思

います。

柳田一さんへ　村上祐二さん弔辞

　わが釧路クラブに君が入会されたのは、いまから

23年前の1955年7月14日でありました。姿勢温厚、

円満なる人格と天性聡明にして努力勤勉家の君は、会

員一同の敬慕の的でありましたが、数年ならずして

ロータリーの神髄を究めこの７月よりはじまる本年度

ガバナーノミニーに推挙されたのであります。

ロータリアンとして最高の名誉であるガバナーとして

会員一同は、君の大活躍を期待申し上げておりました。

然るに、20年間も連続 100％出席という記録を持つ

健康体の君に突然病魔が襲い、去る５月、東京国立病

院に入院の身となりました。

　私が、病院へお見舞いに馳せ参じた時は、手術直前

の７月２日のことでありました。その時、私は「まだ

まだ君は若い、せめて私の歳まで後 25～ 26年は頑

張ってくださいよ」と申しますと、大きく頷いておら

れました。

　君がクラブへ残された功績は数多く、枚挙にいとま

がありませんが、70年・ロータリー創立 50周年の

会長としての記念講演、73年・クラブ創立 37年の

講演、75年・ロータリー創立 70周年の記念講演など、

会員の啓蒙に務められた幾多の教訓は、クラブの歴史

とともに永久に残されることと信じますが、特に君の

会長としての最後のスピーチであった「ロータリーが

好きになるは」と題する５つの要綱は君の遺言と心得、

反復励行を怠らぬよう心がけていきたいと存じます。

君は、かつてわれわれに「ひとつの商品をお客に売る

時には『商品＋満足』を売り、代金を受け取る時には

『代金＋感謝』を受け取るもの。１個の取引に伴う当

事者の心と心の交流に着目して、ロータリーはこれを

奉仕と呼ぶ」と教えてくれましたが、君自身がその良

き実践者でした。君はまた口癖のように「ロータリー

は本当に楽しい。ロータリーをもっと広く人々に知っ

てもらいたい」と言っておられましたが、本当にロー

タリーを愛し、楽しみ、ロータリーを通して、その奉

仕を徹底された半生を生き抜かれました。

という村上さんの弔辞でございますが、ここに出てき

ました柳田さんの『ロータリーを好きになる５箇条』

を調べてみましたので、これをご紹介して終わりにし

たいと思います。

１．まずロータリーを知ること。

２．クラブメンバーと親しみ合うこと。

３．一役、持つこと。

４．卓話や会報に積極的に参加すること。

５．家族ぐるみのお付き合いをすること。

と残されております。

これを見ますと、やはりロータリーというのは、あま

り難しく考えずに、自ら親しみ楽しんでいくことが入

り口一番だなと思います。これだけロータリーをやら

れた方がそれを言うのですから、やっぱりそうなのだ

と思って弔辞を拝見させていただいておりました。

話は変わりますが、釧路は最近、良いお話がありませ

んけれども、釧路 100 年の計ということで、いよい

よ鉄道高架が動き出していると聞いております。

鉄道高架に限らずこの機会にぜひ『釧路のまちづくり』

について考える機会として素晴らしいことだと思い、

今日の例会を楽しみにしております。

どうぞよろしくお願いいたします。

幹事報告　市橋　多佳丞幹事

　皆さま、こんにちは。幹事報告をさせていただきま

す。

冒頭に、例会案内並びに出席記入表を皆さまへ配布が

遅れましたことを私からお詫び申し上げます。申しわ

けございませんでした。

　また、『家族例会』のご案内が届いていると思いま

すが、昨日11月24日が返信期日となっておりました。

この場で教えていただける方は、私もしくは青島事務

局員、瀧波委員長まで例会終了時にお伝えいただけれ

ばと思います。どうぞご協力をよろしくお願い申し上

げます。

　他クラブの例会につきましては、お配りした例会案

内をご一読ください。

私からは以上となります。

クラブ運営委員会　中島　徳政委員長

　中島でございま

す。本日のプログラ

ム、『鉄道高架と都

心部まちづくり計画

について』というこ

とで、釧路市都市整

備部都心部まちづく

り担当部長山中　広徳様、都市整備部都心部まちづく

り推進室室長吉岡　亨様にお願いしております。短い

時間ですけれどもよろしくお願い申し上げます。

釧路市都市整備部都心部まちづくり担当部長

　　　　　　　　　　　　　　　　　山中　広徳様

　皆さま、お疲れ様でございます。釧路市都市整備部

都心部まちづくり

担当部長のやまな

かでございます。

本日はこのような

説明の機会を作っ

ていただきまして

大変ありがとうご

ざいます。

今日は、釧路都心部のまちづくり計画についてご説明

をさせていただきます。これは、釧路駅を中心としま

す都心部を釧路市の顔としまして、また東北海道の玄

関口として市民の皆さんと民間の事業者の方々、そし

て私ども行政がこの将来の姿を共有して、連携をしな

がら活性化に向けて取り組んで行くための指針でござ

いまして、今年の３月に策定をいたしました。

この計画は、３つの柱からなる事業構想でして、１つ

目が鉄道高架事業、２つ目が新たな道路ネットワーク、

３つ目が土地区画整理事業です。この後、吉岡室長か

ら詳しくご説明をいたしますけれども、私からはこれ

らの事業の必要性について簡単にご説明をさせていた

だきます。

現状の都心部の課題といたしましては、交通ネット

ワークの観点、それから賑わい創出の観点、それぞれ

課題があると認識をしております。

　まず、交通ネットワークの観点です。現状、都心部

は鉄道で南北に分断をされておりまして、南北の往来

はいま駅の西側にあります北中跨線橋、東側にありま

す旭跨線橋の２カ所に限定をされておりまして、都心

部はアクセスしにくい場所になっております。この２

つの跨線橋は供用を

してから 50年から

60年経っておりま

して、近い将来、更

新時期を迎えようと

しております。今後、

多額の費用をかけて

新しく架け替えをしたとしても、また次の 50年間、

南北市街地が分断をされた状況が変わらずに都心部は

相変わらずアクセスしにくい場所のまま残ってしまう

ことになります。

また、賑わい創出の観点では、釧路では市街地がどん

どん郊外へ分散していって人口そのものも減少してお

ります。そういったことによって現在の都心部は、か

つての賑わいがなくなっている状況です。こうした課

題を解消するために鉄道高架事業、それから土地区画

整理事業を実施することによりまして市街地の分断が

解消され、交通の円滑化が図れます。また高架下の空

間の活用や釧路駅の周りの広い鉄道敷地を有効に使う

ことによって、駅周辺の土地を再編して賑わいを創出

していきたいと考えております。具体的に言いますと、

駅前に集客効果のある公共施設を持ってきまして、そ

れと一体となるように人が集まるような広いオープン

スペースを配置しまして、それを呼び水として周辺の

区画に民間のマンションや商業施設・ホテルなどを誘

致していきたいと考えております。

現在、鉄道高架の実現に向けまして、関係機関との協

議や概略の検討を行っている段階でして、今後、国の

採択を経まして事業が着工をして完成するまで、まだ

まだ相当な年数がかかってしまいますけれども、まず

は市民の皆さんにこのような計画を理解していただく

ことが重要と考えておりまして、今日のような説明の

機会や、12月には市民フォーラムの開催も計画して

おりますので、そのようなことをとおして気運の醸成

に務めていきたいと考えております。

本日は、限られた時間ではございますけれどもどうぞ

よろしくお願いいたします。

釧路市都市整備部都心部まちづくり推進室

　　　　　　　　　　　　　　室長　吉岡　　亨様

　続きまして、私の

方から計画の詳しい

内容について説明を

させていただきま

す。

皆さん、鉄道高架の

イメージをどのよう

にお持ちでしょうか。単純に駅が高架になるというわ

けではなく、大きなコンクリート製の橋を架けてその

上に鉄道を走らせる。これが鉄道高架というものにな

ります。

では、どうしてこのような時代、このような釧路市を

取り巻く環境が大変厳しい時代の中で、そのような大

きな公共事業を行うのか。そして、どうして今なのか。

皆さんは、結構疑問に思われる方も多いと思います。

釧路市では、鉄道高架そのものをつくることが目的で

はなくて、鉄道高架を基本に都心部の街をつくり替え

ていくことが今回のわれわれの計画の大きなポイント

となります。

　現状の釧路市の都心部は、人口増加の時代、人が増

えて自動車交通がどんどん増えて、渋滞や円滑な交通

を妨げないように道路を大きく作ったり、いろいろな

道路を優先としたまちづくりを行ってきました。もち

ろん、そのようなまちづくりは、釧路の発展に大きく

寄与してきました。

ただ、社会情勢の変化があって、人口の減少と自動車

交通量もどんどん減ってきまして、その社会基盤整備

が少しずつ時代に合わなくなってきています。そこを

今回の計画でつくり替えていくことが鉄道高架という

ところでございます。

今日は資料を用意しましたけれどポイントを絞って説

明をしていきたいと思います。

　まず、このスライドをご覧ください。いま私が説明

をしたとおり、1945 年（昭和 20年）の時代、釧路

市の人口はわずか８万人に過ぎませんでした。その後、

水産・石炭・紙パルプと高度経済成長期に併せて産業

がどんどん進展をした結果、人口が倍増し、20年後

の 1965 年（昭和 40年）には、あっという間に人口

が 20万人を突破しました。

その間、釧路市のまちづくりは、自動車交通優先とし

て、そこに記載をしておりますように 1961 年（昭和

36年）に現在の釧路駅が開業しました。それに併せて、

今の北大通、この時点では、まだ狭い北大通でした。

今日ご参加の皆さまの中にも狭い時代の北大通をご存

じの方もいらっしゃると思います。それを今のような

大きな幅員 30ｍに達する北大通の拡幅の工事が始

まった。また 1963 年には、旭跨線橋を架けた。

1973 年には、北中跨線橋を架橋した。つまりこの時

代はまさに自動車交通優先を基本としたまちづくりを

行ってきました。

その後、人口のピーク・昭和 55年に約 23万人を迎

えて、その後人口がどんどん減少することになるので

すが、まだ当時の想定では人口は伸びていくだろうと

いう予測があって、平成元年に釧路市として第一期の

鉄道高架事業の検討に入ったところです。この第一期

では、なんと将来の予測人口が 30万人を突破すると

いう想定の中で、いまの跨線橋も渋滞が発生して持た

ない。跨線橋を架け替えるか、もしくは鉄道を上げて

その下に道路をつくるのか。そこから鉄道高架の検討

がスタートしておりました。

ただ、釧路市の場合は、帯広市などと違って、早い時

点で踏切ではなく跨線橋で整備をしていたこともあり

まして、渋滞が発生しない、車はソコソコ円滑に流れ

ることもありましたので、この第一期の検討は、一旦

ここで中断をして、次の第二期の計画に移ってまいり

ます。

第二期の計画では、そろそろ人口減少が見えてきたこ

ともありまして、車優先だけではなく、都心部に必要

なまちづくりとはどのようなものなのかを検討したの

が第二期の計画になります。ご記憶がある方もいらっ

しゃると思いますけれど、平成 19年にＡプラン・Ｂ

プランで凍結をしました。これが第二期の検討に当た

ります。

　今回、われわれが計画をしていることが、この第三

期目。まさに人口減少が分かってきた。釧路市の場合

は、持続をしていくためにコンパクトなまちづくりの

推進、お話を聞いたことがあると思いますけれど、要

は広がり過ぎた街を少しずつゆっくりゆっくり市内８

つの拠点に市民の方を誘導していくことで、都市を維

持する、コストを下げていくことと、その拠点間を公

共交通で結ぶことで、高齢化による自動車免許証の返

納などに対応するまちづくりを行っていくというとこ

ろをいま釧路市では進めておりますが、この鉄道高架

の計画もまさにこの都心部という１つの拠点を将来的

に市民の方にここに住んでいただく、また観光やお仕

事をされる方が交流としてここに訪れてくれる、その

ような人と公共交通を中心とした街に変えていきた

い。これがわれわれの計画の大きな中身となります。

　ここに、２枚の象徴的な写真があるのですが、左側

が昭和 50年代の北大通。沿道には、デパート丸三鶴

屋があり、様々なデパートがあって、車も混雑して、

人も多く歩いている。右側が同じ場面から見た令和時

代の北大通でして、この都心部は人口の減少・街の拡

大、様々な要因によってかつての人の賑わいがなく

なっています。

現在の道路網は、先ほど私が説明をしたとおり、自動

車交通優先につくられたところがあるものですから、

朝と夕方のラッシュ

の時間、車は大変流

れます。但し、その

他の時間はほとんど

車が通っていない状

況になっています。

また、約 50年前に

整備をした社会基盤の老朽化や津波災害のリスクが高

まっている状況になります。

　では、どうして自動車交通優先なのかを簡単に示し

た図表を作っています。左側に釧路駅前や北大通に流

入をする通過交通を示しております。

ここでの通過交通という言葉は、この都心部に用事が

なく別な目的地に移動をするため都心部を通り抜ける

だけの車、とご理解ください。その通過交通は、まず

東西が、旭橋から駅前を通って国道に合流をして、そ

のまま西側へ向かう交通。これが約１日１万台ありま

す。駅前を通ることで、駅と北大通は分断されている。

また、南北の通過交通については、幣舞橋を通って北

大通を直進して、途中右側に旭跨線橋へ向かう道路か

ら旭跨線橋へ向ってただ通り抜ける車が、北側へ行き、

釧路町の方へ行くような交通が１日あたり１万台から

２万台存在しています。

市としましては、この都心部を人と公共交通中心の空

間に変えていくためには、この車の流れをどのように

変えていくのかがわれわれの大きな検討の材料となっ

ております。そこをどのようにしていくのかを後ほど

詳しく説明をいたします。

資料の右上を見てください。先ほど説明をしたとおり、

北中跨線橋も旭跨線橋も整備を終えてから約 50年が

経過しています。一般的に土木構造物・道路・橋・ト

ンネルなどは、50年を耐用年数として設計・計画・

施工をしています。ですから２つの跨線橋とも、そろ

そろ架け替えの時期が迫っている。もちろん、釧路市

としては、延命化を図っていく努力はしていきますが、

いつかの時点で必ず架け替えをしなければいけませ

ん。今この鉄道高架を検討しておかないと、いつかの

時点で「はい、架け替えます」となった時に「そのま

ま新しい橋で架け替えますか」となってしまう可能性

があります。ですから今からこの鉄道高架の検討を進

めておいて、その架け替えのタイミングの時期を睨み

ながら新たなまちづくりにつなげていきたいのが釧路

市の考え方でございます。

右下に大津波のお話がございます。想定が少し古いで

すけれど、平成 24年６月に北海道が公表した大津波

の想定によりますと「都心部は、５ｍ以上 10ｍ以下

の津波が襲う」と。この都心部は、東側を釧路川、西

側を新釧路川で、南北は鉄道で分断されている陸の孤

島という所にありますので、通常は非常に交通の便が

良い場所ですけれど、何かあったら陸の孤島になって

しまいますので、鉄

道を上げて、下に道

路がつくりやすくな

ると、南北の移動の

活性化、何かあった

ら避難できる道路網

を併せて考えていく

ことが釧路市の考え方でございます。

最初に、私が説明をしたとおり、都心部の通過交通を

どのように都心部から遠ざけていくのかの説明をして

まいります。

現状の都心部は、左の図をご覧いただくとおり、北大

通・旭橋駅前通・共栄新橋大通があって、大部分の自

動車は都心部を目的地とするのではなくて、通過をす

るために都心部の赤いエリアに入って行って抜けてい

くだけという状況になっています。これを変えていく

ためには、右側の都心部環状道路（緑の太線で表示を

しております）に道路を大きくつくることによって、

都心部に用事がない車は中へ入る前にその環状道路を

通ってそれぞれの目的地へ向かってもらう。そうする

ことで、この都心部内のエリアの中に通過を目的とし

た交通が減少しますから、そこを上手く活用して人と

公共交通が中心の空間につくり替えていくのが釧路市

の考え方です。

ただし、誤解をしていただきたくないことは、全ての

車をこの都心部の中に入らせないわけではありませ

ん。これまでどおり都心部に用事がある車は、どうぞ

車で中へ入って駐車場に止めて、お仕事に行かれ、お

買い物をしてください。ただし、通過を目的とする車

には、環状道路を抜けてそれぞれの目的地へ進んでく

ださい。これが釧路市の考え方でございます。

　では、具体的にどのような道路網を考えていくのか

です。太いピンクの線が、市が考える都心部環状道路

でございます。幣舞橋を通過して北洋銀行の交差点、

国道 38号線と 44号線の交差点からそれぞれ目的地

へ向かっていただいて、通過をする車は抜けていただ

きます。北中跨線橋と旭跨線橋は、現在の位置で道路

を平面化します。まず、１カ所と、この２カ所です。

それと、ここに柳町公園大通という三十間道路、大変

幅員が広い道路がありますが、そこに新たに道路をつ

くって、このようなルートで都心部へ入りやすくして

いきます。ここは人も車も通れます。

次に、市役所横通、和商市場の西側の道路。ここは、

いま道路はありませんが、新たに鉄道を上げることに

よって道路をつくって、ここも人も車も通れる道路に

することによって、いまよりも自動車も人も都心部に

アクセスしやすい道路環境ができてくると考えていま

す。ただし、この北大通と共栄新橋大通の道路の繋ぎ

方ですが、そこを繋いでしまうと、先ほどから説明を

しております通過交通がここに集中してしまい、都心

部の空間が人と公共交通中心の空間にはならないとい

うことが分かってきましたので、ここに関しましては

バス専用道路という形で釧路市では考えています。た

だし、歩行者の方はここを最短で移動ができるように

新たに歩行者専用道路をつくっていきます。

では、具体的に道路網を見ていきたいと思います。こ

の道路の西側に北中跨線橋の道路があります。先ほど

言った市役所横通ここに１本、それから三十間道路か

ら１本、ここは人も車も通れます。この小さな道路は、

交通広場といってタクシープールや駐車場へアクセス

する道路をつくっていきます。北大通と共栄新橋大通

は、真っ直ぐ繋いで、人は最短距離で南北を移動でき

るようにする。この道路につきましては、バス専用と

いうことで、高架下にバスターミナルを設けてここは

公共交通優先。公共交通の利便性を上げていくのが釧

路市の考え方でございます。

今後のスケジュールについて、簡単に説明をいたしま

す。今年度から概ね３カ年をかけて、鉄道高架・街路

整備・土地区画整理の概略設計を進めて行きます。そ

の後、国との着工準備の採択と協議に入りまして、国

から「よし、釧路の鉄道高架をやれ」というお話があ

れば、さらに５年間の詳細設計にいって、市としては

最短で８年で工事が着手できるように今後も鋭意努力

を進めていきたいと考えております。

　ロータリークラブの皆さんには、これからも引き続

きご支援ご協力のほどをよろしくお願い申し上げま

す。

以上で終わります。

会長謝辞

　山中部長、吉岡室長、今日はお忙しいところをあり

がとうございます。

聞くところによればこれから議会が始まるというお忙

しいときに足をお運びいただきましてありがとうござ

います。

　僕は不動産屋でして多少、都心部に関わりが強い不

動産でございます。話せばキリがありませんが、最近、

都心部で貸店舗を行うと、昔はちょっと家賃を下げる

と多少でも反響がありましたが、うちの力不足・営業

努力不足もあるかもしれませんが、本当にここ１～２

年は都心部に対する反響がないのです。若い人からす

ると、「北大通で何をするの」という感覚があるよう

に思えてなりません。僕らとしたら都心部について

「待ったなし」じゃないかという思いを強く持ってお

ります。

先ほど、100 年の計とありましたけれども手遅れに

なる前に市役所さんも頑張っていただいていると思い

ますが、山田支社長もいらっしゃいますし、ＪＲさん

ともご協力をいただきながらできる限りスピーディー

に行っていただくことと、われわれも他人ごとではな

く、市民としてしっかりとここにコミットして、より

良いものを。他都市に比べると少々周回遅れの高架に

なってしまっていますが、「遅い分、素晴らしいもの

ができた」となるようにわれわれもしっかりコミット

して参加をして行っていきたいと思います。

これから寒い時期になってまいりますが、お身体に気

を付けていただきまして、釧路のためにぜひ頑張って

いただければと思います。

どうぞ、これからもよろしくお願いいたします。あり

がとうございました。
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ＲＩ会長  シェカール・メータ

第 2500 地区ガバナー
漆崎　　隆（釧路ベイ RC）

ロータリー親睦活動月間月間テーマ

本日のプログラム

次週例会 年末クリスマス家族会 （担当：親睦活動委員会）

年次総会（担当：理事会）

疾病予防と治療月間

■ロータリーソング：奉仕の理想　　　　■ソングリーダー：山田　浩司君

■会員数　  103 名

■ビジター   なし

■ゲスト　　赤い羽根共同募金　釧路市共同募金委員会　釧路地区委員会　卯月　ひとみ会長

　　　　　　釧路市社会福祉協議会　総務課　藤倉　裕康係長

 

　　　　　　　　　　杉村　荘平会長

　皆さん、こんにち

は。本日もたくさん

のご出席をいただき

ましてありがとうご

ざいます。

12月に入りました。

クラブ会長を受けて

からつくづく１週間の経つのが早いものだなと思って

おります。これを１年間とおされてこられた歴代会長

の皆さまに、改めて尊敬の念を表しまして 12月を迎

えたいと思っている次第でございます。

オミクロンなるものが出現しだして、どうなることや

らというところでございますが、お話を聞いています

と情報集会も活発に行われているようです。これから

来週のクリスマス家族例会、新年交礼会と無事に何と

か年を越していければなと思っている次第でございま

す。気持ち良く年を越してみんなで、通常で例会を重

ねていきたいと思っております。どうぞよろしくお願

いいたします。

今日の会長挨拶はクラブ歴史編第６弾で最後になりま

す。お付き合いいただければと思います。

先ほど卯月さんが来られていましたが、お気づきの皆

さんはお気づきだと思います。シロアム病院の高岡先

生の娘さんで、僕も言われて初めて聞きました。実は、

高岡さんも僕が資料を見ていたらすごく素晴らしいス

ピーチをされていた方で、皆さんの称賛の記述がある

方でございました。もしかしたら高岡先生も紹介させ

てもらおうかなと思っていた一人でございました。な

にか縁を感じました。

今日はクラブのベテランメンバーの皆さんにとっては

歴史を紹介するというよりも、ついこの間までお酒を

飲んでいたという方でしたが、僕の考えている三代目

のミスターロータリーということで川口雄さんをご紹

介したいと思います。

川口さんは見てみると、どのメンバーからも「ロータ

リーの生き字引」として敬愛されておりまして「困っ

た時は川口さんに聞け」という存在だったようでござ

います。

昭和 34年クラブに入会されまして、昭和 61年クラ

ブ会長、平成２年にガバナー補佐を務められておりま

す。平成 15年に、小船井ガバナー事務所の事務局長

在職中のままお亡くなりになられました。そのお亡く

なりになるまで 44年間、連続 100％出席という記録

を残されている方でございます。

この記録は僕の調べた限りでは、北村藤兵衛さんが

40年間連続 100％出席という記録を持っていたよう

ですが、その記録を抜きまして歴代 1位は間違いな

いと思っております。

そうはいってもこの川口さんの 40年連続 100％出席

と、村上祐二さんの地区大会出席 102 回という２つ

の記録がありますが、この２つの記録はいってみれば、

会長の時間
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王の 868 本と金田の 400 勝みたいなもので、更新す

るのは難しいだろうと思っています。一番可能性のあ

る佐藤君におかれましては、前人未到の二冠王を目指

して、44年連続 100％と地区大会 102 回出席の更新

をぜひとも目指していただければと思っております。

川口さんを振り返るのにいつの追悼文的なものをご紹

介させていただいて、人となりを見ていただければと

思います。

その中で、亡くなられた当時地区幹事であった吉田パ

ストガバナーの追悼文の一部をご紹介させていただけ

ればと思います。

　「一昨年、釧路クラブより 20年ぶりに小船井ガバ

ナーエレクトが誕生いたしました。不肖私が地区幹事

に指名され、一番大切な事務局を責任もって預かって

くれる人材を検討し、真っ先に浮かんだのが川口さん

でした。意を決して『２年間、深いお付き合いをお願

いいたします。ガバナー事務所に入り、事務局の総括

をお願いしたいのですが』と話しました。すると『い

いよ、ロータリー最後のご奉公を一緒にするかい』と

明るく笑って答えてくれたのが本当にほんの少し前の

ような気がします。

それからが毎日、戦いの連続でした。事務局にはさま

ざまな問い合わせがたくさん来ますが、不安を与える

ような返答は絶対にできません。川口さんはどんな質

問にも実に明快に答えておりました。私たちはその卓

越したロータリー知識に感心するとともに、すべての

ロータリアンに公平に面倒くさがらず、対応されてい

た姿には本当に頭が下がりました。ガバナー事務所が

高い評価をいただきましたのも、みんな川口さんが

作ったものでした」

また、清水先生からも、

「まさにロータリーの生き字引であった。地区内外か

らも『分からないことがあったら釧路の川口に聞け』

と評価が定着し、パストガバナーからも一目置かれる

人材でした。それも、聞かれれば丁寧に控えめに教え

てくれた。目立ちたがり屋は毛頭もない、奥ゆかしい

人であり、それが尊敬される故でもあった。嵯峨さん

と同期ガバナーの旧皇族の武田ＲＩ理事が昭和59年、

丹頂スケート国体で釧路に来られた時に『嵯峨さんの

ご遺族にお会いしたい』という要望の実現も川口さん

が手配してくれ、同期ガバナーからのご香料が武田様

からご遺族に手渡された」

ということもあったようです。

小船井パストガバナーからは、

「川口さんが釧路クラブに残していただいたのは半世

紀近いロータリアンとしての行動・生き方・往き方で

ありました。私はロータリアンとしての素晴らしい手

本を持ったことの素晴らしさをかみしめながら、ご冥

福をお祈りします」

と、述べられておりました。

という川口さんに関するお話でございますが、85周

年ちなみまして私なりに釧路クラブの歴史を少しかい

つまんでご紹介させていただきました。

一番勉強になったのは本当に私自身でございます。先

輩方からは人生を前向きに楽しく生きてく生き様みた

いなものを調べながら勉強させていただきました。

この 85周年を迎えて、また 90周年、100 周年にむ

けて、この思いをわれわれはしっかりつないでいく責

任があると思っているところでございます。まさに今

日がそのバトンを渡す大切な節目になる日だと思って

おります。

今日の総会、どうぞよろしくお願いしまして、会長挨

拶に代えさせていただきます。

どうぞよろしくお願いいたします。

幹事報告　市橋　夛佳丞幹事

皆さま、こんにちは。幹事報告をさせていただきます。

他クラブの今週の例会につきましては例会案内をご一

読お願いします。

また、12月のロータリーレート１ドル 114 円となっ

ております。

本例会終了後、ローズホールにて理事会を開催いたし

ますので理事者の皆さまはご移動をスムーズにお願い

いたします。以上でございます。

赤い羽根共同募金　釧路市共同募金委員会

　　　　釧路地区委員会　卯月　ひとみ会長

感謝状授与

貴会は国民助け合い

共同募金運動の趣旨

をよく理解され、多

額の浄財を寄付し、

釧路市の社会福祉事

業の推進に寄与され

た功績は誠に顕著で

あります。よって、ここに深く感謝の意を表します。

令和３年 12月２日　釧路市共同募金委員会会長　卯

月ひとみ。

ありがとうございました。

ご挨拶

皆さま、本日は誠にありがとうございました。８月１

日より、釧路市共同募金委員会の会長を務めさせてい

ただいております卯月ひとみでございます。どうぞよ

ろしくお願い申し上げます。

釧路ロータリークラブの皆さまにおかれましては、日

頃より赤い羽根共同募金運動をはじめ、社会福祉の発

展・向上のため格別なるご配慮ご支援を賜り、心より

お礼を申し上げます。また、この度は皆さまからの温
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■ 本日のプログラム ■

年次総会

かいご寄付をいただ

き、重ねてお礼を申

し上げます。

今年の募金活動は昨

年に引き続き、新型

コロナウイルス感染

症の影響もあり、大

変厳しい状況下ではありますが、地域の活動団体に寄

り添いながら資金確保ができる貴重な仕組みとして推

進されることが期待されております。コロナ禍のこの

ような時だからこそ取り組む必要があるということを

発信しながら、役職員が一丸となって募金活動を展開

しているところでございます。

共同募金会では「つながりを絶やさない社会づくり」

を全国共通のテーマとし、これまで地域で築かれてき

たつながりを維持するために取り組まれる福祉活動

や、感染拡大の影響で地域の複雑多様化する課題の解

決に向けて取り組まれる活動などへの助成をこれから

も後押ししていく所存でございます。

私ごとではございますが、私の父・故高岡邦夫は

1989 年から 1990 年の間にこちらの釧路ロータリー

クラブ様で会長を務めさせていただいておりましたよ

うで、釧路ロータリー 60周年記念にいただいた盾を

大事に飾っておりました。その盾には『奉仕とは未来

である』と書いてございました。募金活動もまた未来

を支えるひとつと確信しております。

最後になりましたが、歴史ある釧路ロータリークラブ

の皆さまの今後益々のご発展と一層のご活躍をご祈念

申し上げまして、はなはだ措辞ではございますが、お

礼の言葉とさせていただきます。

本日は誠にありがとうございました。

司会　　これより 2021-2022 年度年次総会を始めさ

せていただきます。釧路ロータリークラブ細則第４条

第１節により、杉村会長に議長をお願いいたします。

議長　杉村　荘平会長　

それでは、総会を始めさせていただきたいと思います。

不慣れではございますが、議長を務めさせていただき

ますのでよろしくお願いいたします。また、円滑なる

議事進行へのご協力よろしくお願いいたします。

それでは、釧路ロータリークラブ細則第５条第１節に

基づきまして、年次総会を始めます。初めに定足数の

確認と本日の出席状況について報告をお願いいたしま

す。

司会　　定足数については釧路ロータリークラブ細則

第１条の５に基づき当クラブ会員総数の３分の１とな

ります。

12月２日現在の釧路ロータリークラブ会員総数は

103 名、定足数は 34名となります。本日の出席者は

62名ですので本総会は成立することをご報告いたし

ます。

議長　杉村　荘平会長

ありがとうございます。本日の年次総会が成立すると

の報告がありました。

次に議案の確認をいたします。本日の議案は３点でご

ざいます。

第１号議案 2022-2023 年度釧路ロータリークラブ理

事・役員の選挙について。

第２号議案前年度の財務報告及び現年度の収入と支出

を含む中間報告。

第３号議案でその他となります。その他をお持ちの方

はいらっしゃいますか。

なければ、第３号議案その他は削除させていただきま

す。

それでは、第１号議案2022-2023年度釧路ロータリー

クラブ理事・役員の選挙について進めさせていただき

ます。

釧路ロータリークラブ細則第３条第１節に基づき、

11月４日に次年度役員及び理事の選挙を告示し、立

候補を募りましたが、11月 11日の立候補締め切り

までに申し出がなかったことを受けまして、指名委員

会を設置させていただき、11月 18日に指名委員会

を開催し、推挙させていただく候補者を決定いたしま

した。

初めに、次々年度会長の候補者を私から発表させてい

ただきます。指名委員会において満場一致で決定した

後藤公貴君を次々年度会長に推挙いたします。

後藤公貴君は、2012 年２月９日入会以来、11年間

に亘り小委員長を２度、大委員長を１度、

2017-2018 年度に幹事、2019-2020 年度に副会長、

そして今年度に副ＳＡＡを歴任されております。

また、これまでの釧路クラブの各種事業における実行

委員会等でも要職を務めあげ、クラブへの多大な貢献

も皆さんの知るところでもあります。以上の点を含め、

人格・経歴とともに素晴らしい人材と判断し、推挙さ

せていただくことを決定いたしました。

皆さまの満場の拍手をもってご承認いただければと思

います。いかがでしょうか。

（拍手）

大きな拍手ありがとうございます。全会一致を持ちま

してご承認とさせていただきます。

それでは、会長ノミニーとなりました後藤公貴君より

ご挨拶を頂戴したいと思います。
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どうぞよろしくお願いいたします。

2023-2024 年度　後藤　公貴会長ノミニー　

　全会でのご承認、

誠にありがとうござ

いました。後藤公貴

でございます。

まさか、私がこうし

てこの場に立たせて

いただく日がくると

は夢にも思っており

ませんでした。改めて、この重責に身が引き締まる思

いをいたしております。

杉村会長をはじめといたます指名委員会の皆さま、そ

してこれまで 11年の間、私を優しくこの釧路ロータ

リークラブの中で育てていただいた諸先輩の皆さまに

感謝を申し上げたいと思います。

2011-2012 年度に、時の五明正吉会長、そして白幡

パスト会長のスポンサー等をいただきまして、皆さま

のお仲間に加えさせていただきました。

今、杉村会長からもあったように、この 11年間、自

分なりには一生懸命ロータリーの役職をやってきたつ

もりですし、自分なりに楽しくそしゃくしてこのクラ

ブに馴染んできたつもりでありますけれども、こうし

て改めて会長という役職を受けるということになりま

すと、まだまだ社会的な経験も、そしてロータリーク

ラブの中での経験も足りないことがだんだん感じ始め

ておりまして、自分の任期が始まるその日まで、改め

て一から勉強させていただきたいと思っております。

ぜひ、皆さま方にはこれまで以上に𠮟咤激励を頂戴い

たしたいと思います。

最後になりますけれど、私は末広町で皆さんご存知の

ように飲食店を経営させていただいております。２年

ほど前から続くコロナ禍において、われわれの業界は

以前のように活気を取り戻したとは言いにくい状況で

もございますし、また新たな変異株というざわついた

ニュースも飛び込んで来るように予断を許さない状況

が続いております。

しかしながら私がこうして皆さまの前で会長として何

ができるかと考えた時に、何とか皆さまの職業を基盤

とする、職業の尊さを大切にする、このクラブの中で

何とか少しでも元気を発信できればいいなと思い、こ

の度の決断に至ったところでございます。

まだまだ勉強不足でございます。まだまだ若輩者でも

ございます。ぜひ皆さまの支援そして𠮟咤激励をよろ

しくお願い申し上げまして受託のスピーチと代えさせ

ていただきます。

今後ともぜひよろしくお願い申し上げます。ありがと

うございます。

議長　杉村　荘平会長

後藤ノミニー、ありがとうございました。よろしくお

願いいたします。頑張ってください。続きまして、

2022-2023 年度の理事・候補者につきまして滝越会

長エレクトに発表していただきます。

滝越会長エレクト、よろしくお願いいたします。

2022-2023 年度理事者発表　

　　　　　滝越　康雄会長エレクト

　会長エレクトの立

場から 2022-2023

年度理事者の発表を

行います。お名前を

呼ばれた方はその場

にてご起立くださ

い。読み上げます。

理事・清水輝彦君、理事・中島　徳政君、ＳＡＡとし

て理事・脇弘幸君、会計として理事・白幡博君ですが、

ご存じのとおり不幸がございましたので今日はご欠席

です。理事・佐藤貴之君、理事・及川雅順君、理事・

吉田英一君、理事・米本富夫君。直前会長として理事・

杉村荘平君。会長ノミニーから来年度は会長エレクト

で理事・後藤公貴君。最後、私は会長職で滝越康雄。

以上、11名でしっかりとやっていきたいと思います。

よろしくお願いいたします。

議長　杉村　荘平会長

　滝越会長エレクト、ありがとうございました。発表

になった次年度理事につきまして、皆さまの拍手を

もってご承認いただければと思います。いかがでござ

いましょうか。

（拍手）

ありがとうございます。全会一致での承認とさせてい

ただきます。

度々で恐れ入りますが滝越会長エレクト、ご挨拶をお

願いいたします。

ご挨拶　滝越　康雄会長エレクト

　私は最近、勉強不足なので会報くまなく見ていまし

た。本当はこのスピーチなかったのです。まったく飛

び入りでございます。ノミニーが話すことなのです。

いま、準備の真っ最中でございます。ただ、去年の舟

木会長時代から、クラブじゃなくてもう時代そのもの

が変化しております。そして、みんながそのことを認

識しだしたのは、今までの普通の状態が非常に貴重な

ものであって、個人は家に閉じこもり、会社はリモー

ト、だんだんそうなってきている時代で、逆に、クラ

ブというのは非常な価値観を占めております。

この前の日曜日、９時半から 17時まで Zoomで財団

のセミナーをやって、言い合ったのです。接近感があっ

−120 −



 

て会議室で話すよりもモノが言えるのですよ。喫茶店

で話す雰囲気なので、バツバツはっきり言いました。

私の性格からして「ロータリー、このままでいいのか」

という思いもありますし、「時代に追いつくのか」と

いうのもあります。例えば、「ここで釧路のトップグ

ループが言いだしても、結果として街が落ち込んでい

るのじゃ、何にもならないじゃないか」とそこまで言

いました。

ということで、第一目標は、クラブ活性化というより

もクラブを３年前ぐらいまで戻して平常にすると。

ロータリーとして大きな奉仕というテーマがあります

が、奉仕の枠だけでは時代的に間に合わない。例えば

奉仕の中に少し地域振興でも入れるとテーマが大きく

広がりますので、ＲＩを批判するつもりはないけど、

組織そのものがトップの方が一致していないかなと、

おこがましいですが、こういう放言を Zoomで言いま

した。これは私、間違っていないのではないかと思い

ます。

何といいますか、１年間無事にはしますけれど、ちょっ

と新しい風を起こしたいなという、いつ辞任しても構

わないので、そういう年が年ですので最後は言いたい

放題言って、実行もしたいと思います。

皆さん、その場面になったらお力添えください。よろ

しくお願いいたします。

議長　杉村　荘平会長

　滝越会長エレクト、ありがとうございました。期待

しております。頑張っていただければと思います。

続きまして、第２号議案に移ります。前年度の財務報

告及び現年度の収支と支出を含む中間報告についてと

なります。

まずは、前年度の財務報告を昨年度幹事・荒井剛君よ

りお願いいたします。

前年度財務報告及び現年度の収支と支出を含む中間報

告　荒井　　剛前年度幹事　

　前年度幹事の荒井

から前年度の財務報

告をさせていただき

ます。まず、収入の

部ですが最終的には

合計 10万円ほどプ

ラスになっておりま

す。当初、会員数 97名と予算組したところ、最終的

には 98名だったこと、また新入会員につきましても

当初 8名で予算組していたところ、昨年度合計 10名

の新入会員に入会していただきましたので、その分収

入としてはプラスになっております。

次に、支出ですが、ご存じのとおり新型コロナウイル

スの関係で、もともと予定していた例会数は46回だっ

たのですが最終的には33回の例会になっております。

その他、実施予定だった事業等もできなかったことも

ありまして、一定の予算が余った形になっております。

収支としては、700万円近くプラスになっております。

その 700 万円を以下のように振り分けさせていただ

きました。

昨年度も特別対策基金を設置していただきまして、そ

こに今年度、収支差額として 700 万円が残ったとこ

ろから 300 万円を振り替えさせていただきました。

また、嵯峨記念育英会についても 100 万円振り替え

させていただいております。その他、釧路ロータリー

クラブ周年事業積立金に 50万円。また、昨年度更新

させていただきました台北中央ロータリークラブ等の

姉妹クラブ交流積立基金として 50万円を積み立てさ

せていただいております。

さらにニコニコの分として次年度から収入としてあげ

るのではなくて、昨年度の実績をそのまま次年度に引

き継ぐ形を本年の杉村年度でそのような方針となった

とお聞きしております。それを踏まえて昨年度のニコ

ニコ実績 52万 8,000 円をニコニコとして明確に分か

るようにさせていただきました。

最終的な繰越金としては、151 万 2,087 円のプラス

ということになっております。

以上、前年度の財務報告でした。

今年度の中間報告

　　　　　　　市橋夛佳丞幹事

　本年度の中間報告

をさせていただきま

す。中間報告と申し

ましても、現状、予

算実績報告書がある

のですが締めている

のが 10月末までと

いうころで、年度の３分の１の、７月・８月・９月・

10月の実績となります。ご承知おきをお願いいたし

ます。

会費収入ですが、皆さま方のご協力を持ちまして概ね

の入金はいただいております。まだ、若干名未入金の

方がおりますのでそちらの方には個別対応したいと

思っております。

事業費の支出ですが、実際のところ約 30％の進捗率

となっております。９月に１カ月の休会を挟んでおり

ますので、実際の進捗率としてはちょうどいいところ

と考えております。

また、先月 10月に 85周年の記念事業としまして市

役所にサーマルカメラの寄贈を行っております。そち

らの寄贈内容は釧路ロータリークラブのホームページ

「例会報告」の中に特別枠で作っていただいておりま

す。ぜひ、そちらをご一読いただければと思っており
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ます。

私からは以上となります。

議長　杉村　荘平会長

　市橋幹事、ありがとうございました。以上で中間報

告を終わりますが、皆さまの拍手をもちまして、承認

とさせていただきたいと思います。いかがでございま

しょうか。

（拍手）

はい、ありがとうございます。皆さまの拍手をもちま

して、ご承認とさせていただきます。以上で本日の議

案は終了となります。時間どおり終わることができま

した。

皆さまのご協力により、円滑に進行終了することがで

きましたので、以上で議長の任を解かせていただきま

す。

どうもありがとうございました。
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　　　　　　　　　　杉村　荘平会長

　改めまして、皆さんこんば

んは。本日はメンバーをはじ

め、ご家族の皆さま、そして

いまご紹介をしましたイン

ターアクトクラブの皆さま、

ローターアクトクラブの皆さ

ま、多数ご出席いただきまし

てありがとうございます。そ

して瀧波委員長をはじめとす

る親睦活動委員会の皆さま、

本当に一生懸命今日の設えを

していただきました。ありがとうございます。この場

をお借りしてお礼を申し上げます。

　思い起こせば、ちょうど昨年の今ごろの１年前、昨

年の『家族例会』が終わった直後からコロナが再度猛

威を振るい始めて、長期の休会へ入ったわけでござい

ます。僕の年度の当初には、ワクチンも行き届いて大

体が治まっているだろうと安心をしていたところ、ま

さかの９月の再度緊急事態宣言、そしてまた休会とな

り 10カ月間、夜例会を開催することができない状態

が続いておりました。

夜例会には、昼例会と違いまして親睦を大きく深める

効果がありますので、やっとこの 10月に夜例会を再

開できたこと。そして何より今日、このように盛大に

皆さんにご出席いただきまして『クリスマス家族会』

を開けたことを本当に喜んでおります。改めて皆さん

のおかげだと思っております。ありがとうございます。

　本日は、駄弁は無用でございます。皆さんが揃った

中で、家族に改めて感謝をしていただきながら大いに

楽しんで行きたいと思っております。親睦活動委員会

の皆さん、どうぞよろしくお願いいたします。

　それでは、限られた時間でございますが、大いに楽

しんでください。メリークリスマス。

司会

　先日行われた年次総会で選出されました会長ノミ

ニーのご紹介を杉村会長よりお願いいたします。

会長ノミニー紹介　杉村　荘平会長

　過日、12月２日に『年次総会』が行われまして、

皆さまの満場一致をもちまして選ばれました会長ノミ

ニー、これがまた分かりづらいのですが、次の次の年

度の会長をご紹介したいと思います。

品行方正、人柄も良く、素晴らしい人物でございます

が、何せ挨拶に初々しさが足りないのです。いつも落

ち着いているものですから僕が困ってしまいますが、

後藤公貴君です。

よろしくお願いします。

会長ノミニー挨拶　後藤　公貴会長ノミニー

　皆さま、こんばんは。柄にもなく妻が参加をさせて

会長の時間
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いただいているものですから、妻の前で偉そうに喋る

ことは大変緊張をして支離滅裂な話になるかもしれま

んが、少しだけお時

間をお借りしたいと

思います。

　ただいま杉村会長

よりご紹介がありま

したとおり、先週開

催されました年次総

会におきまして、次の次の年度の会長ということで、

皆さまのご承認をいただきました後藤公貴でございま

す。ご存じの方も多いかもしれませんが、私は末広歓

楽街で炉端焼きのお店と居酒屋、どちらも小さなお店

ですけれども２軒ほど経営をさせていただいておりま

す。いま、申し上げましたとおり、小さなお店でござ

いますから私も毎日一人工としてお店に立たせていた

だいて、従業員とともに汗を流させていただいている

毎日であります。

今日、妻と２人でこのような席にお邪魔をするとなか

なか従業員が大変な思いをしているわけであります。

出てくる前にお店に行って「よろしく頼むね。ちょっ

と忙しい思いをさせるね」と話したところ、「いやいや、

ゆっくり楽しんできてください。ロータリー、頑張っ

てください」と送り出してもらいました。本当に嬉し

かったです。

いつも思うのですが、私自身のいろいろな役職や仕事

などを受ける時に、従業員、そして妻には感謝の言葉

しかないと思っています。少し時間が経つと忘れがち

になるのですけれども、こうして改めてこのような思

いを思い出させていただきましたことも、こうして

ロータリーの皆さまにご了解をいただいて重責を任せ

ていただける機会があったればこそと思っておりま

す。

この感謝の気持ちを忘れずにこのまま頑張ってまいり

たいと思っております。

　最後になりますけれども、10年前にこのクラブの

門を叩かせていただき皆さまの末席のお仲間に入れさ

せていただいて、こうしてこの場に立たせていただけ

るような機会を与えていただいたこと、これは私の成

長にとって本当にかけがいのないものになると思って

います。

新しい私のロータリーライフが始まる大切な１日だと

私の中で位置付けて、これから１年半、自分の当該年

度が来るその日までしっかりと努力を重ねてまいりた

いと思っておりますし、目一杯ロータリーを楽しみた

いとも思っております。従業員や妻にも「ロータリー

に入って良かったね」と言われるような男に育ってま

いりたいと思っております。

今後とも引き続きよろしくお願いを申し上げまして私

のご挨拶とさせていただきます。ぜひ、よろしくお願

い申し上げます。ありがとうございました。

次年度理事者紹介　滝越　康雄会長エレクト

　次年度会長予定

者、ロータリー用

語で言えば、会長

エレクトから

2022－2023 年度

理事者の紹介をさ

せていただきます。

恐縮ですが、お名前を呼ばれた方は一緒にご登壇くだ

さい。読み上げます。

副会長理事・清水輝彦君、清水先生はアクシデントが

あって出席予定でしたがご欠席でございます。

幹事理事・中島徳政君

続きまして、ＳＡＡ理事・脇弘幸君

続きまして、会計理事・白幡博君

続きまして、クラブ運営委員長理事・佐藤貴之君

同じくクラブ広報・

会員組織委員長理

事・及川雅順君

続きまして奉仕プ

ロジェクト委員長

理事・吉田英一君

四大委員長の最後

です。ロータリー財団奨学推進委員長理事・米本富夫

君そして、直前会長として理事・杉村荘平君

会長ノミニー・来年度会長エレクト理事・後藤公貴君

そして、会長職を務めます私、滝越です。よろしくお

願いいたします。

以上 11名で、しっかりとやっていきたいと思います。

よろしくお願いいたします。

続きまして、理事会にいろいろとお手伝いをいただく

役職の方々をご紹介いたします。

呼ばれた方はその場でご起立ください。

会計監査・甲賀伸彦君

副ＳＡＡ・浅川正紳君

副幹事・篠原実君、

副幹事・濱口憲太君

以上のメンバーでございます。

私も在籍は長いですけれどあまり主催者の立場で体験

したことがないものですから失敗も多いと思います

が、何卒大目に見ていただければ幸いです。

よろしくお願いいたします。以上です。

　　　（点鐘）
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■ 本日のプログラム ■

年末クリスマス家族会

親睦活動委員会　瀧波 大亮委員長

　皆さん、メリークリスマス。これより年に一度のお

楽しみ釧路ロータリークラブの『クリスマス家族会』

を行います。それでは早速、開会宣言をクラブ運営委

員会・中島委員長よりお願いいたします。

開会宣言　クラブ運営委員会　中島 徳政委員長

　ご指名をいただきましたクラブ運営委員長をさせて

いただいております中島です。

本日は、釧路ロータリークラブの『クリスマス家族例

会』に皆さんお集まりいただきましてありがとうござ

います。

本年度杉村会長のテーマは、そちらに書かれてありま

すとおり『我がロ－タリーを楽しむ。我が地域を育む。』

でございます。ぜひ本日は会員のみならず、ご家族の

皆さま、それからご来賓の皆さまで、このクラブの家

族例会を楽しんでいただければと思います。

　本日は、よろしくお願いいたします。

親睦活動委員会　芦名　健一君

　それでは、早速でございますが、乾杯を行います。

乾杯のご発声を舟木直前会長、お願いいたします。

皆さまにおかれましては、ご準備をお願いいたします。

乾杯挨拶　舟木　　博直前会長

　皆さん、こんばん

は。久しぶりです。

久しぶりに顔を見て

昨年を思い出しまし

た。昨年の今ごろは

一生懸命楽しんで、

変な寸劇を行って皆

さんに笑われて楽しかったことを思い出します。

今日の後藤君、そして滝越さん、３年前のことを急に

思い出しました。すごく初々しい挨拶をしていたと

思って。皆さんやお二人のような素晴らしい挨拶はで

きませんけれど、ぼくとつな挨拶をさせていただきま

す。

　今日は、年末クリスマス会ということで、私も楽し

みにしておりました。体調があまり良くないもので皆

さんとあまりお話もできませんけれど、昨年のコロナ

禍の中で何とかクリスマス家族会ができたことで、昨

年は行うよりも終わった後、「このあと、もし出たら

どうしょう」と寝られませんでしたね、この性格なの

ですけれど。

そして、今日を迎えることができて安心をして参加す

ることができ、嬉しいと思いました。昨年の場合でし

たら企業等も「出てはいけない」と随分ご指導があり

ましたけれど、今日はこのように立派なクリスマス家

族会ができ嬉しいと思っています。また今日一生懸命

努力をされた親睦活動委員会の皆さま、本当にご苦労

様でした。

そのようなわけで、12月のクリスマス、そして今日

のクリスマスと、クリスマスを２度楽しめると思いま

す。

そろそろ乾杯に移りたいと思います。

ご唱和を「メリークリスマス」でお願いいたします。

“メリークリスマス” 

　ありがとうございました。

親睦活動委員会　芦名　健一君

　舟木直前会長、ありがとうございました。それでは、

これよりお食事の時間といたします。ごゆっくりお過

ごしください。

また、申し遅れましたが、本日の司会は親睦活動委員

の芦名が務めさせていただきます。よろしくお願いい

たします。

暫しご歓談ください。

（食事・歓談中）

親睦活動委員会　芦名　健一君

　皆さん、ご歓談の

中に失礼いたしま

す。これより毎年恒

例となっております

理事者の皆さまによ

る余興をご披露いた

だきます。

　本年度の理事者チーム・杉村 JAPANによる余興は、

『アートステック　陸スイミング』 水面に見立てた青

い布の向こう側で繰

り広げられる「いい

歳こいたオッサンた

ち」のシンクロスイ

ミングです。シンク

ロしているのか、し

ていないのか微妙な

ところはご愛嬌。練習期間は５日間。クオリティが低

いこともご容赦ください。

　AKB48 に対抗し釧路ロータリークラブ 85周年に

ちなんだ「KRC85」の登場です。

親睦活動委員会　芦名　健一君
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　理事者の皆さまお疲れ様でございました。

　皆さん、大変お待たせしております。これからマジッ

クショーをはじめます。遠くからだとなかなか見えな

いので、ぜひステージ前方でマジックを間近で見てく

ださい。

（ヤマちゃんマジックショー）

親睦活動委員会　芦名　健一君

ヤマちゃんありがとうございました。最後にお楽しみ

大抽選会があります。

大抽選会　司会　親睦活動委員会　東堂 光春君

　毎年恒例の大抽選会を始めたいと思います。よろし

くお願いいたします。抽選の司会は私入会１年経ちま

した。東堂と申します。よろしくお願いいたします。

景品すごいことになっています。

（大抽選会）

親睦活動委員会　芦名　健一君

　それでは、宴もたけなわではございますが、楽しい

祝宴も閉会の時間が近づいてまいりました。ここで皆

さまと手に手をつないで大きな輪を作って斉唱したい

と思います

　ソングリーダーは、次年度三役の皆さまです。よろ

しくお願いいたします。

（手に手つないで）

閉会挨拶　天方　智順パスト会長

こんばんは。杉村夫

人いいね。「Yogibo」

ありがとうございま

す。

楽しく過ごしてまい

りました。私は昨年・

舟木年度の『クリス

マス家族会』に出ていなかったので、私の年度から数

えて２年振りになります。やっぱり夜例会はいいです

よね。楽しい時間・美味しいお料理・お酒・気品のな

い芸。すみませんね、やっぱり会長のカラーが現れる

のが理事の芸でございます。と言っても、私は何をやっ

たか、覚えていらっしゃいますか。当時、2019 年ラ

グビーワールドカップで全然そろっていない『ハカ』、

本当に懐かしく思っております。

先週は年次総会、そして今日『クリスマス家族会』と

いうことで、これで大体半分、あと半分です。多分、

杉村会長もそう思っていらっしゃることと思います。

今日は、みんなで楽しく杉村年度のパーティーをやっ

てまいりました。年が明けてあと６カ月あります。杉

村会長がまた楽しく噛まない挨拶をすることを皆さん

と一緒に祈念させていただいて、この場を締めたいと

思います。

僭越です。ご起立願います。奥さま、お子さま方、ご

一緒に一発で締めたいと思います。それでは入ります。

親睦活動委員会　芦名　健一君

　天方君、ありがとうございました。皆さま、本日は

長時間にわたりご参加いただきまして誠にありがとう

ございました。以上をもちまして『クリスマス会』を

終了させていただきます。ありがとうございました。

本日のニコニコ献金

■舟木　　博君 　お久しぶりです。皆様の顔をみて、元気がでました。

■理事者より　　協賛金。

今年度累計　　279,000 円　　
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次週例会 釧路ロータリークラブ重大ニュース（担当：プログラム委員会）

情報集会報告会（担当：クラブ研修委員会）

疾病予防と治療月間

■ロータリーソング：我等の生業　　　　■ソングリーダー：米倉　幸泰君

■会員数　  103 名

■ビジター   なし

■ゲスト　  

 

　　　　　　　　　　杉村　荘平会長

　お食事の方は、お

続けいただければと

思います。本日はま

た多数ご出席をいた

だきましてありがと

うございます。

先週の『クリスマス

家族会』は、今年の９月に休会になった時には「もし

かしたら開催ができないのではないか」という思いも

ありましたけれども、盛大に開催できまして感慨深い

ものがありました。ありがとうございました。また親

睦活動委員会の皆さんには、コロナの中、開催が難し

い中で事前に委員会を何度も開催をしていただきまし

て素晴らしい家族会を開催していただきました。改め

てお礼申し上げます。ありがとうございます。

　また、理事の皆さま・副幹事のお二人には、素晴ら

しい『理事出し物』をしていただきまして、手前味噌

でございますが例年を軽く凌駕する、例年に類を見な

い、格段の違いの出し物をご披露できたのではないか

思っております。重ねてお礼を申し上げます。ありが

とうございます。ちょっと言い過ぎました。すみませ

ん。

　会長挨拶・釧路歴史編の付録になりますけれども、

ネタを調べていた時にクリスマス家族会の「間違いな

く歴代で一番盛大だったクリスマス会」を見つけまし

たので、そこだけご紹介したいと思います。

1967 年の砂山会長年度ですが、場所が、なんとキャ

バレー銀の目を貸し切りで、参加人数が 290 名。僕

が見た中で最大のクリスマス会でございました。どの

ように雇ったかはよく分かりませんが、司会はＮＨＫ

の本職のアナウンサーです。昔ありましたが、サンタ

が天井から飛び出してきて、生バンドの演奏で銀の目

さん専属ダンサーのダンスショー有り。予算がどれぐ

らいかかっているのかよく分かりませんけれども、と

にかく昭和 40年代当時の釧路の勢いは本当に凄まじ

いものだったと改めて見たクリスマス会、このような

家族会がありました。

そのようなことで、家族会も無事に終わりましたので、

年がもうそろそろ閉まってくるところで、今日と明日

をしっかりやっていきたいというところでございま

す。

　今日は情報集会で報告がありますので、時間がない

ことは重々なのですが、ここでひとつ皆さんに大事な

お知らせがありますので、少しお時間をいただきます。

実は、事務局員の青島さんから退職願が出ております。

一身上の都合ということで、少し体調に問題がありま

して退職ということになりました。大変残念でござい

ますが、会長挨拶で言うべきかどうかと思いましたが、

皆さんにお知らせをしたいと思いましてお伝えさせて

いただきます。

そのような事情がありますから、後任を探す時間があ

会長の時間
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■ 本日のプログラム ■

情報集会報告会

まりございません。つきましては、青島さんも、三ツ

石さんもそうでしたが、口コミ的なもので探せたよう

に思いますので、改めまして皆さんの近しい方、知人

の方、奥様のお知り合いなどがいらしたら良い職場だ

と思っておりますので、年末年始で大変申し訳ありま

せんが、どなたかいらっしゃいましたら早めに市橋幹

事へお知らせいただき、引き継ぎを早急にしていきた

いと思いますので、ぜひご協力をお願いしたいと思い

ます。

今日は、『情報集会報告』でして、手短に終わらせた

いと思いますが、改めましてこの情報集会にあたりま

して、脇委員長をはじめクラブ研修委員会の皆さんに

は大変ご苦労をおかけしお世話になりましたことをお

礼申し上げまして今日の会長挨拶とさせていただきま

す。

　ありがとうございました。

幹事報告　市橋　多佳丞幹事

　皆さま、こんにち

は。私から幹事報告

をさせていただきま

す。

先日、前年度の荒井

幹事からご報告が

あった昨年度の会報

綴りのＰＤＦ版データをメモリースティックに入った

物を皆さまのキャビネットに入れておりますので、皆

さまお持ち帰りいただければと思います。

　また、冊子の方ですけれど、ご入用の方は私に言っ

ていただければ 15冊までですけれども皆さまにお渡

ししたいと思いますのでよろしくお願い申し上げま

す。

　他クラブの例会は記載のようになっておりますが、

釧路北ロータリークラブ 12月 22日金曜日となって

いますが水曜日の記載ミスでございます。

　また、ニコニコ献金ですが、前回合計が 190,000

円となっておりますが、こちら 191,000 円に訂正を

お願いいたします。それに伴い、今年度累計を

370,000 円となっておりますのでその修正もお願い

いたします。

　私からの報告は以上でございます。

クラブ研修委員会　脇　　弘幸委員長　

　皆さん、こんにちは。時間があまりございませんの

で、手短にお話をさせていただきます。

今回の情報集会は、10グループに分けて開催をして

いただきました。参加人数が延べ 74名で、多くのメ

ンバーの皆さまにご

出席をいただきまし

た。ご参加いただい

たメンバーの皆さま

にはお礼を申し上げ

ます。ありがとうご

ざいました。

　今回のテーマが、今年設立 60年、また今年吉田潤

司理事長から石田博司理事長に引き継がれた『嵯峨記

念育英会について』というテーマにさせていただきま

した。この育英会の在り方、また今後の展望などにつ

いて各グループで話合いをしていただきました。

このあと、グループごとに報告いただきますが、例会

の時間の都合もございますので、各グループ３分での

報告をお願いいたします。時間が３分と短いものです

から参加日時や参加者等については割愛をお願いでき

ればと思います。参加者・開催日時等は、各テーブル

に参加者一覧を配布しておりますのでご確認をいただ

ければと思います。

　発表の順番につきましては、Ａから始まり最後はＪ

グループという流れで順次ご登壇をお願いいたしま

す。グループ名等はご紹介しませんので、前のグルー

プの発表が終わりましたら速やかに登壇をしていただ

き報告をお願いいたします。

　それでは、Ａグループからよろしくお願いいたしま

す。

A グループ　田内　康章君

　皆さま、こんにち

は。Ａグループ・サ

ブリーダーの田内で

ございます。Ａグ

ループの発表をさせ

ていただきます。私

を含め「炉辺会合に

出席をしたことがない」という方もいて、ましてや嵯

峨記念育英会がどのようなものなのか、私も詳しく分

かりませんでした。当日は、石田さん、脇さんにどの

ような経緯かなどを分かりやすく教えていただき、そ

の中で現状の運営の仕方や基金の有効な使い方につい

て討議させていただきました。

出た意見としましては、「釧路活性化のためにも地域

貢献の職種に進みたい子どもたちを支援したらどう

か」、「米山記念奨学会とは逆に釧路から海外へ進出し

たい子を支援したらどうか」という話も出てきました。

その中で、支援をしている私たちロータリー会員と支

援を受けている子どもたちがともに「釧路ロータリー

は素晴らしい」と誇れるようにして行こうという話に

なりました。

−130 −



 

そのような意見がどんどん出てくる中で少しずつ話が

それて、「釧路を良くするにはどうしたらよいか」と

いう話題になりました。「釧路の良い所はたくさんあ

るけれども、他の地域との違いの自慢をしないところ

だ」「交通の便が悪く感じるが、良くするためには自

然や環境を破壊してしまう。だからこそ、その不便さ

が良い」と言ったところで、石田さんから「釧路へ来

るなら１日前」というお話を受けまして、その言葉に

納得・共感いたしました。最終的に得地さんが「文化

遺産でもある旧日銀さんの建物を買い取る」という話

でまとまりました。

　最後に、参加されていた木村さんからも「このよう

に有意義な情報集会は初めてだった」と言っていただ

きまして、改めて自分たちの会費から支払われている

お金でどのように青少年育成を行っているのかを知る

ことができて、とてもためになる情報集会でした。

　以上です。どうもありがとうございます。

B グループ　東堂　光春君

　こんにちは。Ｂグ

ループの東堂です。

今回の情報集会で嵯

峨記念育英会につい

て私も初めて聞かせ

ていただき、歴史や

伝統を聞いていくう

ちに釧路ロータリークラブ独自の組織であることを

知って、本当にすごいこと、長い間語り継がれていま

も運営をしていることに感銘を受けました。

　討議をしていく中で、いまの高校の苦学生への月額

10,000 円の支給について、「いまは高校の授業料の無

償化などを受けて、そこまでお金に困っている学生が

いるのか」というところから議論もされました。支援

をした学生たちがいま何をやって、その後を把握でき

ているのかも議論になりました。「せっかく奨学金を

出すなら将来釧路に戻って貢献をしてくれる人材に

絞った方が良いのではないか」というような意見もご

ざいました。

　まとめとして、対象を高校生から大学生にした方が

良いのではないかということで、「いまは大学生に苦

学生が多いのではないか」という意見もありました。

将来の夢に向かって頑張っている方に支援をする方が

良いのではないかということで、「地元のスポーツア

スリートでプロを目指している子、芸能・芸術に秀出

ている人に将来は釧路のために頑張ってもらうような

支援はどうでしょう」という話もありました。「夢に

向かっている大学生にプレゼンを行ってもらい、１人

に絞って一気に 500,000 円を奨学金として支援をし

て、夢を叶えてもらい、それを実現して釧路に還元し

てもらう」という意見もたくさん出ました。

　結論としては、僕の意見ですけれどもアスリートや

芸能・芸術に秀出ている学生、向かっている人にしっ

かり支援をして、釧路のために有名になってもらって、

還元をしてもらうという奨学金制度がいいのではない

かという結論に至りました。以上でございます。

C グループ　篠原　実君

　皆さん、こんにち

は。Ｃグループ・サ

ブリーダーを仰せつ

かりました篠原で

す。よろしくお願い

します。

私も炉辺会合に初め

て参加をさせていただきました。どのような話になる

か少し不安でしたが、２時間があっという間に過ぎる

ような、皆さんにたくさん意見を出していただき話合

いをさせていただきました。　

その中で私なりにまとめさせていただくと、大きく分

けて３つあります。１つ目が、支援をする活動・活躍

の内容はどのようなものか。２つ目に、支援の対象者

はどのような学生か。３つ目ですけれども、支援の方

法及び金額についてはどうか、と３つにわけてみまし

た。

　１つ目の支援をする活動・活躍の内容として、これ

は２つあって、これからの活動・活躍に期待を込めて

夢のある内容であるかどうか。２つ目が、釧路の名を

残す、または名を高める活動・活躍をした内容か。こ

の２つ目の支援の対象者の中にも２つありまして、１

つ目が、学業支援については、大学４年生で釧路に残

り、水産業関連などで活躍に期待ができる学生。２つ

目が、高専から大学を目指して今後の活躍に期待がで

きる学生。その他としてどのようなものがあるかとい

うことでは、スポーツ関係で日本代表などに選出され

るような内容。もう１つが、楽器及び音楽関係で全国

大会に出場するなどではどうだろう、ということでし

た。３つ目の支援の方法及び金額については、年間に

複数の対象者ではなく年度内に１名に絞る。そして毎

年ではなく対象者が出た場合に一時金で褒賞する。例

えば一括 100 万円のお祝い金をあげることではどう

だろうか、という意見が出ておりました。

　最後にこの基金名、育英会設立の目的で『青少年に

ささやかな贈り物をする』と冊子に書かれておりまし

たので、この基金名を「釧路ロータリー夢物語基金」

というのもいいのではないかという話も出ておりまし

た。以上です。

Dグループ　小野　正晴君

　Dグループの小野です。Dグループの討議を報告さ
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せていただきます。

あくまでも私がまと

めましたので、私の

責任でということで

報告をさせていただ

きます。

Ｄグループは主に２

つのテーマについて話し合っています。１つは、育英

資金の現状認識について、もう１つは、今後の展望に

ついてです。

現状認識については、Ｂグループとも同じような「高

校生に毎月 10,000 円はどの程度役に立っているのか

疑問である」という意見です。「育英会が始まった 60

年前は高校進学率も低く意味があったのではないか。

いまの公立高校は実質的に無償化されておりますし、

私立についてもかなりの補助が出ておりますので、い

まはどれぐらいの意味があるのだろうか」という意見

が出ました。「いまの時代のニーズに合う支援対象・

支援額に変更すべきではないか」という意見が出まし

た。また、「報告会にも最近出席をしない奨学生が多

いけど、必ず出席を求めるのも行き過ぎで、趣旨に反

するのではないか。そうした礼儀の部分を教えること

は親の責務ではないか」みたいな意見も出ました。一

方で「応援をしている生徒がいまどのような生活、将

来展望を持っているのかをぜひ聞きたい」という意見

もありました。

そのような現状認識を元に今後の展望についてです。

１つは、「今後の方針が決まるまで現行の奨学生制度

は当面ストップすべきではないか」という意見が出ま

した。このストップとは、現在の高校１年生で卒業ま

で給付を始めている生徒さんがいますが、その生徒さ

んには卒業まで給付をしますが、新年度からの募集を

一旦ストップしてはどうか。その上で、対象は先ほど

同じような意見も出ましたけれども、コロナ禍で大学

中退の動きもあるので、対象を大学生にしてはどうか。

月の支援額も 10,000 円ではなく数万円に増額しては

どうか、などです。

この場合でも釧路出身者、もしくは釧路にある大学・

高専が対象。元々の趣旨、釧路の発展に寄与する人材

を育成するという観点は大切にすべきだ。さらに「若

手経営者にも対象を広げてはどうか」という意見も出

ました。この場合、開業資金や支援額は増額する必要

がある。その中で、5,000 万円の基金を取り崩しては

どうかという議論にまで発展しました。

ただこの基金の取り崩しについては、賛否の意見があ

りまして有効に支援をするためにも取り崩しても良い

のではないかという意見がある一方、教育は長期にわ

たる投資であり、限られた学生を支援して釧路の発展

に資するかどうかは分からない。できるだけ長く制度

を設けて多くの学生を支援するためにも基金は取り崩

すべきではない、という意見も出ました。

その他として、「われわれロータリアンが嵯峨記念奨

学金について関心を持つべきだ」という意見が最後に

出たことを報告させていただきます。

すみません。少し時間が延びまして失礼いたします。

E グループ　小西　卓哉君

　皆さん、こんにちは。Ｅグループは、小西から発表

をさせていただきま

す。時間の関係から

割愛をしながら本題

から述べさせていた

だきます。

過去の育英会の話を

交えながら、大胆に

発想の転換もありではないかというテーマとしてざっ

くばらんな会話をさせていただきました。いま私５番

目の発表ですが、話が被ってきているのでご了承いた

だきたいと思っております。

　大きく３つに絞りました。１つ目として「勉学だけ

でなくスポーツ・文化系クラブに燃えている高校生を

対象にしてはどうかということです。例えばアイス

ホッケー、フィギュアスケート、ピアノ、バイオリン

等々、地元から羽ばたく可能性を持った若者を対象に

しては」との意見がありました。現在は高校の先生か

ら推選を受ける形で対象者を選考していますが、なか

なか対象者が集まらないとも聞いております。そこで

勉学に限らずスポーツ・文化系クラブなどを対象者に

加えてはどうかという発想の転換です。

２つ目として、先ほどもありましたけれども、そもそ

もいまのニーズに合っているのか。違うニーズもある

のではないか、というテーマです。現在、１人毎月

10,000 円ですが、対象者を絞って 1人あたりの金額

を 30,000 円や 50,000 円と厚くする。また該当者が

いなければ、その年度は繰り越しをして次年度に金額

を厚くして支給をする。また金額は３年間定額ではな

く単発で 100 万円といった形の支給支援もありでは

ないか、という意見が出されました。

３つ目として、対象者を高校生に限定せず大学生を対

象にしてはどうか。これは先ほどから意見が出ていま

すけれども、せっかく地元に４年制大学が２つもあり、

卒業生が将来世界へ羽ばたく可能性もあることに目を

向けてはどうかという発想です。

先ほど話をしました勉学・スポーツ・文化系クラブの

対象者に月々数万円を支給することも１つの方法であ

りますが、ここは発想を転換して、最近増えている学

生の起業化に先行投資をすることも１つの方法ではな

いかということです。もちろんケースバイケースです

が、基金を一部取り崩して１人に数百万円～ 1,000
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万円を先行投資する形を取って将来釧路にフィード

バックしてもらうという大胆な意見も出ておりまし

た。

　以上、大きく３つの意見がありましたけれども、嵯

峨記念育英会の定款や規定から一部逸脱したと思われ

る議論にもなりましたけれども、大胆な発想の転換、

殻を破る発想、可能性を秘めた子どもに夢を託すとい

う思いから、少しでも嵯峨記念育英会をバージョン

アップし、進化させたいと議論が交わされました。以

上でＥグループの発表を終わります。

F グループ　吉岡　　央君

　お疲れ様です。Ｆ

グループの発表は、

吉岡からさせていた

だきます。

今回の会合に参加を

させていただき、ま

ず私自身があまり理

解をしていなかった嵯峨記念育英会の内容を理解する

ことができて、参加をさせていただき良かったと思っ

ています。

　われわれの班で出た意見としては、既に皆さんが発

表されたものと大体同じですけれども主なものでは、

「この仕組みは、釧路の人が釧路の人のために作った

奨学金制度で、素晴らしいもの。その意志を継続する

ために学生さんへの奨学金制度は続けていくべき」と

いう話がありました。

ただ他の班でもありましたが、「スポーツなど特別な

形で支援できる仕組みがあっても良いのではないか」

という意見もありました。「その支援を受けた人たち

には、市内にある嵯峨さんの銅像の周りの草刈りや清

掃活動をして、嵯峨さんのことをもっと知っていただ

くことがあっても良いのではないか」という意見があ

りました。

　その他に出た意見としては、ロータリークラブは経

営のプロの集まりなので、釧路で起業したいという人

たちへの支援として釧路版の『マネーの虎』を開催し

て、起業したい人にプレゼンをしてもらい、皆さんが

審査員となって、「これだ！」というものに対して支

援をしてはどうか、という意見が出ましたけれども、

これは公益財団法人として「収益事業はできませんね」

という結論になりました。

　以上、Ｆグループではこのような意見がありました。

ありがとうございます。

Gグループ　竹村　康治君

　Gグループは、竹村から報告をさせていただきます。

会合では冒頭、脇さんと石田さんから基金のこれまで

の経緯や運営状況について丁寧に説明をしていただき

ました。私もロータ

リーは日が浅いの

で、非常に勉強にな

りました。ありがと

うございます。

基金自体について

は、嵯峨晃さんの思

いを受け継ぐ釧路ロータリー独自の大切な事業で、こ

れからも続けてほしいということで異論はありません

でした。ただ、対象の人を選考するにあたって、本当

に奨学金を必要とする生徒に巡り会えているのかとい

う問題提起がありました。

今は公的な私的な奨学金もありますから、そこから落

ちこぼれて本当に苦学している生徒を見つけ出してい

るのか。月額 10,000 円という金額も含めてどのよう

な支援がいいのか、また選考の方法も見直すべきでは

ないか、という意見が出ました。

選考の方法については、特に学校推薦について議論に

なりました。メンバーからは、学校の先生が非常に多

忙で、生徒ひとりひとりの事情や家庭の状況まで深く

把握できていないのではないか。学校でもロータリー

に推薦するのだから、それなりの生徒を選ばなくては

と思い表面的な情報だけで推薦しがちになるのではな

いか。また一方で、ロータリーとしても学校に任せた

方が選考ミスにならないという事情もあって、どうし

ても選考が形骸化しているのではないか、という指摘

がありました。提言として、労力を惜しまず学校推薦

を止めて、生徒自ら応募をしてもらう公募方式にして

呼びかけて募ってはどうか、という意見がありました。

あとは、皆さまからも出ていましたけれど、「学業ば

かりではなくスポーツや文化など一芸に秀出た生徒な

ども対象にしてはどうか」や「釧路市内だけではなく

東北海道全域を対象にしたらどうか」という意見など

もありました。

良い話が出たところで、メンバーの１人の差し歯が取

れてしまい爆笑になって、それで話が終わってしまい

ました。

以上、簡単ですが報告とさせてもらいます。ありがと

うございました。

Ｈグループ　織田　　亨君

　Ｈグループのサブ

リーダー織田です。

よろしくお願いいた

します。Ｈグループ

は私を除いて、どう

考えてもあまり真面

目そうな方はいらっ

しゃらないので、本当にこの議論をするのかと不安

だったのですけれども、約２時間、一度も脱線をする
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ことなくみんなが真剣にこの育英会について議論をさ

せていただきました。

　育英会、制度としては本当に素晴らしいものだとい

うことで一致をしております。ただ、問題点としては、

この時代、月 10,000 円という支給額にありがたみが

あるのかということ。それから、「そもそも苦学生とは」

や「相応の奨学金制度が他にもたくさんあります」、

それから「支給されている間の３年間、生徒さんにお

会いする機会がない」「支給のしっぱなし」等の問題

点が出てまいりました。

では、どのように変えていくことが良いのかでは、

「月々 10,000 円ではなく毎年１回年間 120,000 円を

このロータリーの例会に来ていただいてお渡しをす

る」。または「該当する人数を減らして 1人当たりの

支給額を引き上げる」「将来、釧路に残る学生さんを

優先して選び支援する」、また「釧路市内の中学校へ

この制度のパンフレット等をお配りして伝える」「学

業に対する支援の他に、スポーツ分野の学生さんも選

択肢の１つとする」等々と改善策の話が出てまいりま

した。

　余談で唯一脱線をした話が、このメンバーで「私た

ちの高校時代はどのような学生だったのだろう」と少

し脱線をしましたけれども、いまはとても紳士で格好

いい土橋さん、脇さんの高校時代の話になりました。

私が言うのもあれなのですけれども、「高校時代のお

二人はとても悪い方だった、道ですれ違う時も非常に

怖かった」と。これは私が言っているのではなく参加

メンバーの某建設会社の社長さんがおっしゃっていま

した。

ちなみに私は銀行員ですので、高校時代はきちんと Y

シャツは第 1ボタンまで止めて、詰襟もホックをき

ちんとして非常に真面目な学生だったものですから。

おそらく脇さんと土橋さんはひょっとしたらリーゼン

トかパンチパーマで、長ラン・ボンタンをはいて恐ろ

しかったのではないかと思って。以後、私は本当にお

二人を直視できないのですけれども、終わってから私

に隅で暴力を振るわないようにお願いいたします。す

みません。

以上でございます。

I グループ　曽我部　元親君

　皆さん、こんにち

は。I グループのサ

ブリーダーを務めま

した曽我部です。初

めての機会ですの

で、少し緊張をして

います。

わがグループでは、他のグループと同じで、「対象に

ついては、高校生より大学生が良いのではないか」と

いう意見が出ました。ただ公立大学の卒業生を見ても

管内に就職をする学生が２割程度しかいないというこ

とですので、管外に就職をするような学生に支援をす

ることはどうかと言ったような意見も出ました。

　それよりも、「いまの若者は奨学金の返済に大変苦

しんでいるのが現状らしいので、社会人に支援をして

はどうか。これはＩターン・Ｕターンにもつながる政

策ですから良いのではないか」という意見が出ました。

ただ「転勤なども考えられますので、一定の縛りは必

要ではないか」ということです。

　この財源について非常に話が出ました。いまは奨学

金の最低額も 20,000 円ということですので、当然

10,000 円では足りません。「そのためには、資産を増

やさなければならず、例えば会員の増強で 100 名を

150 名、1.5 倍にする」意見も出ました。ただ、釧路

クラブは小船井さんが入会した時と変わらない体制

で、100 人以上いることは素晴らしいことですが、

全国的にみると 12万人～８万人と減少していますの

で、おそらく釧路クラブにとってこれ以上増やすこと

は難しいのではないかということです。

では、どうするのか。「会員の負担を増やす」という

意見が出ました。ただ全員に負担を求めることも大変

だろうということで、これまでリーダーシップを取っ

ていただいた方の負担を増やすということでございま

す。もう一度言います。これまでリーダーシップを取っ

ていただいた方々の負担を増やすということです。具

体的には、パスト会長やパストガバナーと名前が出ま

した。私のメモには金額も入っていますが、議事録が

残るとまずいと思いますので。結構、大きな数字が出

ております。

あとは基金について。これについても「運営費として

使われている部分のオーバーをした部分については、

こちらの基金に移してはどうか」という意見も出まし

た。

　最後になりますけれども、僕が初めてこの情報集会

に出て心に残ったことが２つあります。１つは、青少

年に対する奉仕は釧路クラブの誇りであるというこ

と。もう１つは、３月の例会で、抜ける方がここで謝

辞を言われるそうですが、その時に「釧路クラブで良

かったと、そう思える」と言う。これは小船井さん、

天方さんの言葉ですが、それが非常に心に残った情報

集会でした。以上でございます。

J グループ　濱口　憲太君

　皆さん、こんにち

は。Ｊグループのサ

ブリーダーを仰せつ

かりました濱口が報

告します。

何より、入会をさせ
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ていただいて４カ月という短い期間で、全く分からな

い、そして大変緊張ある場面でしたので、ご報告内容

に少し違うのではないかというような点がございまし

たらご容赦をと思います。

　テーマ『嵯峨記念育英会について』、当グループで

話し合われた内容のご報告をさせていただきます。当

日ご参加の育英会第６代石田理事長より、嵯峨記念育

英会とは、その歴史や現在に至るまでの大変貴重な話

をしていただきました。その後、主に育英会のこれか

ら、移り変わる社会背景を直視したうえで、どのよう

な懸案があるのか。また育英会の理念とその目的を果

たしていくために今後どのような変化が求められるの

か、を中心に話し合いがされました。

　主な内容としては、社会経済や生活レベルの向上の

変化に伴いまして、当初に比べ現在では、経済的に困

難な学生、いわゆる苦学生というものが減少傾向にあ

る。また現在の社会情勢を踏まえて、当財団の奨学金

制度を検証し、必要に応じて一部見直すということも

今後は視野に入れる必要があるのではないだろうか、

が話し合いの焦点となっておりました。

　具体的にどのようなことが話し合われたかですが、

かなり重複する部分はあるかと思います。

１つ目は、時代の流れで、「奨学金を受けることに対

する対象者の感じ方に変化が見られるのではないだろ

うか」という意見がありました。また学校から高校生

の推薦がされますけれども、その際、成績を重視され

ると思いますが、成績も大事だがやはり本人の頑なな

までの学ぶ意欲。成績はそうでもなくても本当に頑張

りたいという学ぶ意欲が強い人間に光が当てられてい

るのかどうかもしっかり見ていくべきではないかとい

う意見もありました。

　また、運営面ですが、給付額 10,000 円が妥当なの

かどうか検証が必要であり、増額も検討するべきでは

ないかという意見もありました。さらには給付対象を

高校生から大学生への支援にした方が良いのではない

だろうかという意見がありました。

　話し合いの流れでは、大学生対象という点でお金だ

けではなく、例えば物資支援も併せて検討をすること

も良いのではないだろうか、という意見も出ておりま

した。

　また、給付金増額では、「当然会員の理解が必要」

であり、また給付対象を大学生にという意見では「学

業・生活、その他で困って支援を必要としているのは

大学生ではないか」。その大学生を支援するというこ

とから育まれる「われわれとの絆」というところに、

今後釧路に留まっていただき、今後釧路を支える人材

となってくれるのではないだろうかという期待も含ま

れているように感じておりました。

　また、われわれ会員も釧路で事業を行っている身と

しても決して他人事ではありません。大学生支援につ

いては、今後の地域経済の活性化、または次代の釧路

を担う人材の定着という観点からもこの点を重要視し

て取り組んでいく必要があるのではないかという見解

が示されていたように感じております。

　最後に、石田理事長より「今回の情報集会を経て、

釧路クラブ会員全員で育英会の理解を深め、これから

のよりよい育英会の発展に向けた議論を進めていきた

い」という強いお話を頂戴しまして、Ｊグループ全員

が嵯峨記念育英会への気持ちをひとつにして会合を終

えました。以上となります。

クラブ研修委員会　脇　　弘幸委員長

　発表をしていただきました皆さま、大変ありがとう

ございました。今回のテーマが「嵯峨記念育英会」ひ

とつでしたが、この育英会に対するメンバーの思いが

やはり強い情報集会だった。情報集会の中で、ほとん

ど脱線することもなく、いろいろな角度から話し合い

が持たれたということで、大変良い情報集会だったと

思います。

　また、今年度から石田理事長に引き継がれたという

ことで、石田理事長にも６グループの情報集会に加

わっていただきました。本当にありがとうございまし

た。

　以上で、『情報集会報告会』とさせていただきます。

ありがとうございました。

本日のニコニコ献金

■佐藤　貴之君 　先週は私の笑顔、今日は家の笑顔が新聞に掲載されました。

今年度累計　　374,000 円　　
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　　　　　　　　　　杉村　荘平会長

　皆さん、こんにち

は。お食事の方はそ

のままお続けくださ

い。

今年最後の例会にな

ります。何とか半分

まで来られました。

皆さんのおかげをも

ちまして今日まで来られまして本当にありがとうござ

います。

　まだ半分残っておりますが、脇パスト会長が言って

いた名言「１週間はあっという間に来るけども、１か

月はなかなか過ぎない」というのを毎週実感しながら

こうやって例会に立たせていただいております。何と

かあと半分、緊張感を持ちながら、会長職を楽しんで

務めていきたいと思っております。改めてよろしくお

願いします。

　さて、今日は『重大ニュース』という例会です。今

年の釧路地域の大きいニュースということであれば、

明るい話題で締めたいところでございますが、やはり

日本製紙撤退というのが釧路地域にとって一番大きな

ニュースだったなと思っております。

先日、12月の頭に札幌に定期的にあいさつ回りに行

くわけなのですが、釧路への進出の計画がないかどう

かということで、札幌に支店がある大手の不動産会社

さんやゼネコンさんに行って、ご挨拶回りして来るわ

けですが、行く先々で最初から「釧路さん大変ですね」

「釧路さん本当に大丈夫ですか」とさんざん言われて

いまして、10件くらい回るのですが、最後の方では「申

し訳ないですが、釧路から来たのですがいいですか」

の感じで回っておりました。とにかく一番思ったのは、

数字的にというよりも、釧路地域自体への印象が悪く

なっているのが本当に心配になって帰ってまいりまし

た。

釧路と同じような状況である室蘭市は、1970 年の人

口 16万 2,000 人が 50年後の現在で約８万人、半分

になっています。釧路のピークが 1980 年で約 23万

人、ちょうど 10年後で 50年というところです。「悲

観は気分に属し、楽観は意思に属する」という言葉が

あります。そういうことで前向きに考えたいところで

ございますが、やっぱり見て見ないふりをするよりも、

しっかり問題を直視して具体的に具体策を立てていく

ことが大切だと思います。

そう考え、思い起すと 20年前になりますが、2001

年に青年会議所に入っておりました。実は 2001 年と

いうのは釧路町との合併運動に燃えていた時期でし

て、私もＪＣの中で「合併、合併」とうるさくて「杉

村合併」なんて言われていました。夜は自宅訪問で署

名活動、昼はイオンの玄関で署名活動やっていた思い

出があります。

当時、その僕らの上に立っていたのが、その当時のＹ

ＥＧの先輩たちでして、良く働かされました。本当に

格好よく仰ぎ見て、頼もしい先輩たちだなと思って見

ておりました。結果、その先輩たちの背中を追いかけ

てこのロータリークラブに入って、当時は口もきけな

かったような先輩たちとお酒を飲める間柄になって、

そういうご縁をいただいているわけでございます。

何を言いたいかというと、この街の活力はこういう循

環で成り立っているのではないかと思った次第です。

ロータリークラブも地域に関わる比率をもう少し増や

していって、この循環に入っていくことが、結局は、

ロータリーは増強・拡大をやっていますが、そういう

活動が遠回りのようで実は一番近道ではないかなと

思っております。

県庁所在地にあるような大きいロータリークラブとわ

れわれみたいな地方、街の心配がなくていいロータ

リークラブと街の心配をしなければならないロータ

リークラブ、これは自ずと取り組み方、活動に違いが

あって然るべきと思った次第でございます。

ということで、我々も街とロータリーの関わりをもう

少し意識しながら来年以降、良い街・地域になるよう

にしっかりと活動して行きたいなと思った次第でござ

います。

最後の例会になりますが、来年１月６日、皆さんと元

気な顔でもう一度再会できること祈願いたしまして、

今日の会長挨拶とさせていただきます。また、どうぞ

よろしくお願いいたします

幹事報告　市橋夛佳丞幹事

　皆さま、こんにち

は。幹事報告をさせ

ていただきます。

先日、皆さま方にご

案内をさせていただ

きました青島事務局

員の退職に伴い、事

務局職員の募集をさ

せていただきました。その中で、皆さま方のご協力を

もちまして、候補者が見つかりそうな状況となってお

りますことをご報告させていただきます。それに伴い

まして、この募集を候補者がいることで一度ストップ

させていただきます。正式な採用が確定しましたら、

皆さま方にメール等でご報告をさせていただきます。

まず、ご協力いただきましたことに心より感謝申し上

げます。ありがとうございました。

２点目です。事務局の休業期間ですが、本年 12月

29日から来年１月４日まで事務局を休業とさせてい

ただきたいと思っております。その期間、前後でも構

いませんが何かございましたら幹事の市橋までご連絡

いただければと思います。よろしくお願い申し上げま

す。

続きまして、１月６日に新年交礼会が行われます。返

信の期日が昨日までなっております。まだ返信をされ

ていない方がいらっしゃいましたら、私か親睦委員の

瀧波委員長までご一報をいただければと思います。ま

た、新年交礼会、例年のことですが、１万円の登録料

を皆さま方から頂戴いたします。その都合上、キャン

セルの方がおりましたら２日前までにご連絡いただか

ないと登録料がかかってしまいますので、ご承知おき

をいただければと思います。

最後になります。このキャッスルホテルさんのWi-Fi

システムが変更になったことでパスワード等が変わり

ました。ということで、ホワイトボードにＩＤとパス

ワード記載させていただいております。後ほど、ご覧

いただければと思います。私からは以上となります。

歳末助け合い募金の贈呈

日本放送協会釧路放送局　小野正晴局長

　小野でございます。毎年毎年、ロータリークラブか

らご厚意をいただきましてありがとうございます。私

たちお預けする立場なのですが、お届けさせていただ

いて、困っている方々に役に立つようにしっかりやっ

ていきたいと思います。毎年、ありがとうございます。

北海道新聞社釧路支社　竹村康治支社長

　皆さま、毎年ご寄付いただきまして本当にありがと

うございます。このご寄付を北海道新聞社社会福祉基

金に寄託いたしまして、道内の福祉のために活用した

いと思っております。本当にありがとうございました。

プログラム委員会　工藤 彦夫委員長

　皆さん、こんにち

は。「ロータリーの

基本は挨拶」という

ことをこの前、聞か

されましたので大き

な挨拶をいたしまし

た。

２年前にＮＴＴの池田委員長が「ロータリーの重大

ニュース 2019」をやって、結構面白くて、これを見

た現会長が「これ、絶対やってくれ」ということで、

企画いたしました。こ

みなさんにアンケートたくさんいただきました。ただ、

手違いで全部が私の手元に来ておりません。大変申し

訳なく思っております。こ

今日の流れです。まず、月ごとに大きな流れを見ても

らって、ロータリーの重大ニュース、皆さんのアンケー

ト読んで最後の例会を楽しく終わりたいと思います。

よろしくお願いします。

　さて、2021 年の釧路ロータリークラブ重大ニュー

ス、まずは普通編ですね。１月、「１都３県に緊急事

態宣言が２度目です」。今年は１年間、コロナに始ま

りという感じです。２番目に「アメリカ連邦議会議事

堂にトランプ派乱入」とういうことですごかったです

ね。アメリカでもこういうこと起きるのですね。次は

「バイデン政権誕生」ということで１月 20日ですね。

バイデン大統領は 78歳だそうです。

２月に「ワクチン接種始まる」。医療従事者やお年寄

りから始まりました。２番目に「ミャンマーでクーデ

ター」。

3番目に「スエズ運河でコンテナ船が座礁」、これも

今年の話です。次の写真。これって画像処理している

けれども、横に本当はエバーグリーンと書いてあるは

ずです。これエバーギブンという船ですが全長が

400 メーター、20万トン。この運航会社が長栄海運

というところで、ご存じの方はここの会社の会長が東

北大震災の時に 10億円寄付したという方ですね。

次、これ松山英樹。ゴルフ好きな人だったら「日本の

男子で初のマスター優勝」となります。

次お願いします。「大坂なおみ、全仏で会見せず」。と

いう流行りなのでしょうかね。なにかあったらＰＴＳ

Ｄだと流行りました。これ、後でも出てきますけれど

も、そのうちＰＴＳＤについて清水先生にゆっくり講

演していただきたいと思っております。

次、「香港、リンゴ日報 26年の歴史に幕」というこ

とで中国本土による圧力があるようです。

６月で「集団下校の小学生にトラック、５人死傷」。

今年は子どもさんや園児が被害にあう事件があって、

皆さん記憶にあると思います。「熱海で土石流」ですね。

これは映像なのですけれど、最近はスマホや携帯が普

及しているから、こういう流れるのを全部ビデオで見

た方いると思います。

次は、「オリンピック、無観客」ということで始まり

ました。ついに「杉村年度」が７月から始まりました。

６月のクラブアッセンブリーでは誰か乱入もしません

でしたね。大丈夫でしたね。

「オリンピックの最後」、これ、凄かったですね。どう

やっているのか分からなくて、ドローンが 1840 機ぐ

らい飛んでやった日本の技術、すごいなと一番感動し

たのがこれです。

次、これも同じような事件がありました。「切りつけ」

のいろんな人が模倣犯。この後も京王でもあったし、

そういう悲惨な事件でした。次に「タリバン、アフガ

ンを制圧」と。1975 年、ベトナム戦争が終わったと

きに『サイゴン陥落』という映像があるのです。全く

同じで、アメリカ大使館にアメリカに協力した人が逃

げて行く写真があるのです。30年近く経ったアメリ

カも同じことを繰り返しているのが気になっておりま

した。

次、先ほど、会長から話もありましたけれど「９月末

で日本製紙釧路工場閉鎖」と。もう１つ、「道東の赤

潮被害拡大」、これも気になるニュースでした。

これで「また解除」が出て、10月から初めての夜間

例会が実施されました。それで「岸田内閣発足」と、

これは僕が一番好きな「眞子様の結婚届」。写真を左

から行きますと佳代さんの元の婚約者、名前を言えな

いものですからジャガーさんと言っているのです。な

ぜかというと、ジャガーに乗っているというのです。

荒井先生もこれからはジャガーさんと言わないとダメ

ですね。

次、11月、「新庄監督」ですね。すごいド派手な入場

をしていました。将棋の「藤井聡太、最年少で四冠」、

四冠は調べてきました。８大タイトルあるそうですが、

四冠は竜王・王位・叡王・棋聖の４つを取っているそ

うです。これにランクがあって一番上が竜王らしいの

ですが、スポンサーが賞金を出すらしいのですが一番

集まる竜王がナンバーワンという話です。

次は「大谷翔平」、皆さんのアンケートでも大谷翔平

が活躍したことで、コロナ禍で毎朝テレビ８～９時か

らのＢＳで大谷翔平が出るのを本当に楽しみにしてい

ました。あと、「日大の田中理事長逮捕」。これにコメ

ントしたら２人を敵に回すので飛ばしましょう。

次に進みます。本当は 11月までなのですが、「ノー

ベル物理学賞」、日本人の素晴らしさです。そして「オ

ミクロン株」。今日もニュースになっていました。「大

阪で市中感染が」ということです。今年もまた来年ど

うなるかという、またコロナで振り回されるのかなと

いう気がします。これが今年の一般的なニュースです。

これからは皆さまのアンケートを読んでいきたいと思

います。アンケートを出した方で「これ、まずいから

読んじゃダメ」という人、手を上げてください。大丈

夫ですね？読んじゃいますよ。

まずは篠原実さん、気になったニュースが「大谷翔平

米リーグで活躍 11冠」。というのが先ほど出ていま

したね。あと「日本ハム、白いカウンタックでド派手

な入場」で、あと「オミクロン株、国内で確認される」

ということです。ご自分のニュースとしては「長女が

水の教会で結婚式」。いいですね、水の教会はトマム

ですね。トマムは氷の教会があるのですね。「初めて

の夜例会に参加にわくわく」。そうですね、10カ月も

やらなかったので本当に 10カ月我慢したという感じ

です。

次の方は北電の米倉幸泰支店長からいただいていま

す。まず、気になったニュースは「アフガニスタンか

らの米軍撤退において中ロの勢力が拡大した」。２番

目に「コロナの死者が全世界で 500 万人」、今日調べ

たら 530 万人が亡くなっているそうです。３番目と

して「東部太平洋沿岸の赤潮被害の拡大、影響の甚大

さ」が出ております。個人的なニュース、ロータリー

のニュースといったら「新型コロナウイルスによる緊

急事態宣言が繰り返され、公私に亘り活動に制約」。

そうです、皆さんもそうだったと思います。２番目に

は「杉村会長以下、新メンバーによる体制始動」とい

いこと書いてあります。

次は日銀の二宮拓人支店長です。個人的では、ここを

食いついたのかということ書いてあります。「OSO（オ

ソ）18」を知っていますか。ヒグマの被害というこ

とで、「牛を食べる熊がいることに素直にビックリし

ました」。北海道の人間は、小さいころからこんな

ニュース見て「よけ方」や「死んだふりをすれ」「背

中向けるな」とか、いろんなこと教わるのであまりびっ

くりもしない。「57頭くらいの牛を３年間で襲った」。

熊は足が速い、100ｍを７秒で走るので人間は逃げて

も絶対追いかけられる。背中を向けたら駄目なのです。

昨日も映像でやっていましたが、札幌の東区などでは

全部背中から襲われていて、「背中を向けない。逆に

目と目を合わせる」と教わりました。ここに食い付い

たのはすごいですね。２番目は「時々、新聞に掲載さ

れる日銀支店長の活動が掲載」。すごいですね。３番

目が「日本銀行釧路支店の建物に関する議論が話題に

なった」ということです。個人的なロータリーに関し

ては、「蒸し風呂のような東京からクーラーのいらな

い釧路に赴任したこと」。２番目に「妻子を放置し、

22年ぶりの単身赴任生活を開始」。字が嬉しそうです

ね。「ひがし北海道、空の青さと夕日の美しさに心を

奪われる」という。きっと３年なので、転勤の方々は

釧路を楽しんでいただきたいと思います。

次は小西卓哉さんからいただいています。「私自身が

釧路ロータリーに入会させていただくこと」。謙虚な

方ですね。

次は森村好幸支店長です。気になったニュースは「大

谷翔平の活躍」、２番目は「赤潮被害」、次に「みずほ

のシステム障害」。

次は、木下正明さん。長崎ではセクハラで訴えられる

行事も木下さん、大丈夫ですね。気になったニュース

「大谷翔平選手のメジャーリーグＭＶＰ」、いいですね。

２番目「東京オリンピック開催」、３番目「香港のアッ

プルデイリー、リンゴ日報が廃刊になった、中国の圧

力に」。それで、ロータリーに関してこれを書いた人

は１人だけでした。「釧路ロータリークラブ創立 85

周年」、これ忘れちゃいけないですね。２番目、「台北

中央ロータリーとの姉妹クラブ締結延長」、これも忘

れちゃいけない。３番目は「ブランディングカリスマ

村尾隆介さんの講演」で、ひがし北海道ブランディン

グ協会。なかなかいい講演でした。

続きまして廣部雅資さんの気になるニュースは、「コ

ロナ感染」「釧路は赤潮被害・人口減少」と書いてあ

ります。ご自分のニュースとしては「長女の就職内定」、

いいですね。「次女は母校に入学。関西学院大学です」、

関西学院大学に入学したということで本人も関西学院

大学なのでしょうね。「新しい家族、タイニープードル・

マロンちゃん仲間入り」。

次は後藤公孝君。気になったニュースは「新型コロナ

感染者が11月に減少して収束に向かう」。２番目は「日

本製紙釧路工場の閉鎖」。３番目「道東中心とした太

平洋沿岸で赤潮」。これやっぱり気になるところです

ね。個人的なニュース、「おそよ 10カ月ぶりの夜間

例会開催」、皆さんそう思っていますね。２番目が「妻

と初めて長期国内旅行」、行ってきましたか、良かっ

たですね。楽しかったですか。３番目「タバコを止め、

一時 10kg 太った」ということ。

これは土橋賢一君の殴り書きですね。１番、「長引く

コロナ」。２番、「小室圭さん・真子さん」。個人的な

ニュースとしては「孫の成長」。思いますが、去年、

舟木さんが出られなくて土橋さんが会長の代わりに挨

拶をして、挨拶がだんだんうまくなってくるのです。

だから、「おれの成長」と書いてほしかったですね。昔、

ピンクのバイクに乗っていたと思えない、本当に。人

間は成長するものです。

西村智久さんからです。「大谷翔平、二刀流でＭＶＰ」、

「日本製紙釧路工場 100 年の歴史に幕」、「無観客開催、

東京オリンピック」と３つあります。ロータリーに関

しては「ロータリーの活動を再開へ」ということ。２

番目「あの時の尾身茂先生が・・・」。そうですね、

尾身茂先生を地区大会に呼んで、吉田潤司さんの娘さ

んのお知り合いということです。娘さんがハーバード

卒。Ｔシャツにハーバードって書いてある人を見たこ

とあるけれど、ハーバード卒は僕初めて見ました。

はい、荒井剛先生です。ごめんなさい、ジャガーさん

からいただいております。ジャガーさんのすごいです

ね、「赤潮と軽石」。小説みたいな題名が飛び込んでき

ましたね。戦争と平和とかね、すごい。荒井先生は仕

事柄、罪と罰です。赤潮と軽石。２番目、「日本ハム

の新監督に新庄が就任した」。３番目、「東京オリンピッ

ク」。ロータリーに関しては１番目、「ロータリー幹事

から解放」、どれだけいやだったのさ。２番目は「息

子の野球チーム、全道大会ベスト８入り、息子が釧路

選抜に選出された」いいですね。３番目、「両親が釧

路に完全に移住」。これ、嬉しいニュースですか、はい、

嬉しい。奥さんは嬉しくないと思いますけど。

次に行きましょう。吉田潤司パストガバナーからいだ

だいています。気になったニュースは「７分区のベテ

ラン会員、相次いで逝去する。釧路クラブの五明正吉

会員、北クラブの中島会員、ベイクラブの成田会員、

残念です」と書いてあります。あと、「保育園バスに

園児が取り残され熱中症で亡くなった。この苦しさを

想像すると耐えられない」。初めて人間味のあること

を聞きました。次は「総選挙の件」、これは駄目ですね。

ロータリーは政治的な発言は禁止していますので割愛

します。個人的な意見、「大腸ポリープ除去、１日入

院した。ひどく暇だった、健康第一を痛感した」と。

いいですね。２番目、家族の話で「孫が４人になった

と同時に家の金魚に 60匹前後の子どもが生まれた。

子どもだらけ」、おぉ、すごいですね。ロータリーに

関しては、杉村会長、よく聞いていてくださいね。「ク

ラブ会員が 100 人の壁を突破したこと」。20年前

115 名の前後からあって、これを超えようと言われ

ていますよ。64匹の孫がいる人からのお便りです。

最後、杉村会長なのですが、さっき言ったけど自分で

話しますか。いいですか。気になったニュースは、１

「コロナ」、２「オリンピック」、３「アメリカ大統領選」。

アメリカ大統領選挙は去年です。はい。ロータリーに

関しては「会長年度突入」、「娘、就職」、良かったで

すね。「夜の例会再開」、そうですね 10月にやりまし

たものね。

皆さん、本当にたくさんのアンケートありがとうござ

いました。再度言いますけど、お手元に小野正晴さん

からもいただいているし、市橋夛佳丞さんからもいた

だいている、いろいろまだあったかと思います。私の

手元に来なかったことをお詫び申しあげます。

最後に 10分が余ったので、これからは陰となり足と

なり手となり、杉村会長の影を踏まずに前を歩いた市

橋幹事が、自分で送ったという証拠を見せてもらうた

めに５分くらい話して、そのあと副会長も話してもら

おうかな。そういうことで僕は司会を降ります。その

まま終わってください。どうもありがとうございまし

た。

市橋夛佳丞幹事

　皆さま、こんにちは。工藤委員長にお話を振ってい

ただきましたので、私の中での今年の重大ニュースを

皆さまに披露させていただければと思っております。

１つ目ですが、先日の話で、生まれて２度目の入院を

して、「親知らず」を３本ほど抜いてまいりました。

一度目の入院は 20歳ごろに盲腸で、この盲腸も開い

た所から化膿して１カ月ほど入院したという経歴の持

ち主なのです。今回は３泊４日でしっかり抜かせてい

ただいて、その代わり顔が倍ぐらい腫れていたという

ことで、人の顔はこんなに腫れるというのを実感させ

ていただいた３日間でした。

その後、木曜日の午前中には退院をして、会社には出

社せずに例会場に直行するという幹事の鏡をしっかり

体現したことをお伝えしたいと思います。

２つ目ですが、私、普段からジム通いをアクアトピア

でしておりました。昨年１年間はコロナの感染の絡み

で一切行くことができませんでした。私は普段から暴

飲暴食をやる癖がありまして、年間をとおして体重が

増えたり減ったりする体質なのですが、昨年の 12月

ぐらいに体重計に乗ったところ約 90kg にいきまし

て、人生で多分１位・２位を争うような体重になりま

した。

そのころから次年度の幹事を受けておりましたので、

幹事の職務等が活発化して会社で資料をこしらえてい

ると、体を動かしたくなってくる杉村会長の無言のプ

レッシャーがストレスではないかと思いますけれど、

これは体を動かさなければ駄目だなということで、今

も通わせていただいております。12kg ほど瘦せるこ

とができました。だいたい月に１kg ほど落とすこと

ができて、これは杉村会長の暖かなストレスを与えて

いただいたおかげで、心身共にリフレッシュできてい

ると思っております。

３つ目ですが、これは本当にどうでもいい話なのです

が、私の名前は市橋夛佳丞ですが、名前の方は夛佳丞

で、皆さまに覚えていただきやすい名前なのですが、

初めて私、たかじょうさんという名字の方とお会いす

ることができました。本当に会ったことがなくて、「僕

の名前は夛佳丞というのです。あなたの名字はたか

じょうと言うのですね。その後・・・」となって終わっ

たというくだらないお話でした。これで私の３つのス

ピーチになります。どうもありがとうございました。

浅川　正紳副会長

　皆さんこんにちは。少し風邪気味で、変な声で申し

訳ございません。確か工藤さんからは「副会長は絶対

喋るものじゃない、人前に出るものじゃない」と教わっ

ていたのですが、まさかの無茶振りでお話させていた

だきます。重大ニュースがお手元に届いていないとい

うことですね。また私のお手元にあったかもしれませ

んね。申し訳ございません。

冗談はさておき、重大ニュースと言っても世界の

ニュースとか、先ほどいろんな方のお話とまったく同

じでして、個人的な重大ニュースは、やはり７月から

今年度三役でやらせていただきまして、コロナの関係

で夜例会ができない時に、７月の始まる前からの打ち

合わせの中で半年近く「夜例会はどうしようか」を毎

回のように会長・幹事と話していると思います。

そういう時に杉村会長は、「もうそろそろいいのでは」

と言うのですが、私が「まだじゃない」と言うので、

間に入った市橋幹事がいつも汗拭きながら「どっちに

寄ったらいいのかな」という顔をしながら、何とかホ

テルさんのご協力をいただいてパーテーションを置い

たり、１テーブルに今は６名ですが、最近まで４名で、

いつになったら５名にと話しながら 10月に初めて行

いました。その時の杉村会長の嬉しそうな顔を見て、

何とかお手伝いできて良かったなと。最近も「７名で

行けるのではない」とか、「そろそろパーテーション

いらないのでは」と話していますが、まだ「１月はも

う少しこのままで」という話です。早くこのパーテー

ションがなくなって、マスクをしてもいいですから横

の人と楽しくお話しできる例会をできればいいなと

思っております。

きれいごとばかり言ってもあれなので、私の重大

ニュースって思い出すまでもなかったのですが、うち

の父親を知らない方もいると思いますが、元ロータリ

アンで今年 85歳なのです。当クラブが昭和 11年 11

月 23 日、父親がその少し前の 11月９日で、ここの

周年と一緒だなと年を覚えているのです。

先週、突然「冬になって雪が降ったら靴を買いたい」と。

父親は免許返上しておりますので足がないから、遠回

しに「行け」と言っているのだなと思い、イオンに買

いに行きました。

昔ですと、父親の後ろを私が背中を見ながら歩いて行

くのが親子かなと思っていたのです。年齢も重ねてい

るので足元もおぼつかなく遅くて、私がそれに合わせ

て歩かなきゃと思いながら、私もそういう歳だなと思

いながら歩いて、そんな高い物ではなく、とにかく滑

らないようにだけを考えて買って、そういう靴を履く

ようになったんだと思いながら見ていました。

その後、釧路町のイオンにスターバックスがありまし

たので、「ちょっと、スターバックス寄っていこう」

と言われました。思えば 2人で喫茶店に入ってお茶

を飲むのは 20数年ぶりだったような。私の父親が社

長で元気な時もあまり２人で動くこともなかったので

す。

その時も、父親に「先に席に座っていて、買って行く

から」と、システムがよく分からないのですが、後ろ

から見るとどうしてもお爺ちゃんの背中なのです。で

も、父親があとからうちの母親に言っていたのは「本

当に今日楽しかった」と。息子とコーヒーを飲んだだ

けのはずですが、そう聞いて、もう少し親子の会話を

持たなきゃいけないなと反省をしながらも、そうは

いっても顔を見るとなかなか素直に言えないので、多

分、ここのこの言葉がホームページに載ったのを見て

「お前、そんなこと言ったのか」と言われると思います。

これからも父親のそばを歩いて行きたいなと思うの

が、ニュースというよりも当たり前のことなのですが、

いまさら思った話をさせていただきました。

大体、時間ですね。これからもどうぞよろしくお願い

いたします。

会長の時間
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釧路ロータロークラブ 2021 重大ニュース

　　　　　　　　　　杉村　荘平会長

　皆さん、こんにち

は。お食事の方はそ

のままお続けくださ

い。

今年最後の例会にな

ります。何とか半分

まで来られました。

皆さんのおかげをも

ちまして今日まで来られまして本当にありがとうござ

います。

　まだ半分残っておりますが、脇パスト会長が言って

いた名言「１週間はあっという間に来るけども、１か

月はなかなか過ぎない」というのを毎週実感しながら

こうやって例会に立たせていただいております。何と

かあと半分、緊張感を持ちながら、会長職を楽しんで

務めていきたいと思っております。改めてよろしくお

願いします。

　さて、今日は『重大ニュース』という例会です。今

年の釧路地域の大きいニュースということであれば、

明るい話題で締めたいところでございますが、やはり

日本製紙撤退というのが釧路地域にとって一番大きな

ニュースだったなと思っております。

先日、12月の頭に札幌に定期的にあいさつ回りに行

くわけなのですが、釧路への進出の計画がないかどう

かということで、札幌に支店がある大手の不動産会社

さんやゼネコンさんに行って、ご挨拶回りして来るわ

けですが、行く先々で最初から「釧路さん大変ですね」

「釧路さん本当に大丈夫ですか」とさんざん言われて

いまして、10件くらい回るのですが、最後の方では「申

し訳ないですが、釧路から来たのですがいいですか」

の感じで回っておりました。とにかく一番思ったのは、

数字的にというよりも、釧路地域自体への印象が悪く

なっているのが本当に心配になって帰ってまいりまし

た。

釧路と同じような状況である室蘭市は、1970 年の人

口 16万 2,000 人が 50年後の現在で約８万人、半分

になっています。釧路のピークが 1980 年で約 23万

人、ちょうど 10年後で 50年というところです。「悲

観は気分に属し、楽観は意思に属する」という言葉が

あります。そういうことで前向きに考えたいところで

ございますが、やっぱり見て見ないふりをするよりも、

しっかり問題を直視して具体的に具体策を立てていく

ことが大切だと思います。

そう考え、思い起すと 20年前になりますが、2001

年に青年会議所に入っておりました。実は 2001 年と

いうのは釧路町との合併運動に燃えていた時期でし

て、私もＪＣの中で「合併、合併」とうるさくて「杉

村合併」なんて言われていました。夜は自宅訪問で署

名活動、昼はイオンの玄関で署名活動やっていた思い

出があります。

当時、その僕らの上に立っていたのが、その当時のＹ

ＥＧの先輩たちでして、良く働かされました。本当に

格好よく仰ぎ見て、頼もしい先輩たちだなと思って見

ておりました。結果、その先輩たちの背中を追いかけ

てこのロータリークラブに入って、当時は口もきけな

かったような先輩たちとお酒を飲める間柄になって、

そういうご縁をいただいているわけでございます。

何を言いたいかというと、この街の活力はこういう循

環で成り立っているのではないかと思った次第です。

ロータリークラブも地域に関わる比率をもう少し増や

していって、この循環に入っていくことが、結局は、

ロータリーは増強・拡大をやっていますが、そういう

活動が遠回りのようで実は一番近道ではないかなと

思っております。

県庁所在地にあるような大きいロータリークラブとわ

れわれみたいな地方、街の心配がなくていいロータ

リークラブと街の心配をしなければならないロータ

リークラブ、これは自ずと取り組み方、活動に違いが

あって然るべきと思った次第でございます。

ということで、我々も街とロータリーの関わりをもう

少し意識しながら来年以降、良い街・地域になるよう

にしっかりと活動して行きたいなと思った次第でござ

います。

最後の例会になりますが、来年１月６日、皆さんと元

気な顔でもう一度再会できること祈願いたしまして、

今日の会長挨拶とさせていただきます。また、どうぞ

よろしくお願いいたします

幹事報告　市橋夛佳丞幹事

　皆さま、こんにち

は。幹事報告をさせ

ていただきます。

先日、皆さま方にご

案内をさせていただ

きました青島事務局

員の退職に伴い、事

務局職員の募集をさ

せていただきました。その中で、皆さま方のご協力を

もちまして、候補者が見つかりそうな状況となってお

りますことをご報告させていただきます。それに伴い

まして、この募集を候補者がいることで一度ストップ

させていただきます。正式な採用が確定しましたら、

皆さま方にメール等でご報告をさせていただきます。

まず、ご協力いただきましたことに心より感謝申し上

げます。ありがとうございました。

２点目です。事務局の休業期間ですが、本年 12月

29日から来年１月４日まで事務局を休業とさせてい

ただきたいと思っております。その期間、前後でも構

いませんが何かございましたら幹事の市橋までご連絡

いただければと思います。よろしくお願い申し上げま

す。

続きまして、１月６日に新年交礼会が行われます。返

信の期日が昨日までなっております。まだ返信をされ

ていない方がいらっしゃいましたら、私か親睦委員の

瀧波委員長までご一報をいただければと思います。ま

た、新年交礼会、例年のことですが、１万円の登録料

を皆さま方から頂戴いたします。その都合上、キャン

セルの方がおりましたら２日前までにご連絡いただか

ないと登録料がかかってしまいますので、ご承知おき

をいただければと思います。

最後になります。このキャッスルホテルさんのWi-Fi

システムが変更になったことでパスワード等が変わり

ました。ということで、ホワイトボードにＩＤとパス

ワード記載させていただいております。後ほど、ご覧

いただければと思います。私からは以上となります。

歳末助け合い募金の贈呈

日本放送協会釧路放送局　小野正晴局長

　小野でございます。毎年毎年、ロータリークラブか

らご厚意をいただきましてありがとうございます。私

たちお預けする立場なのですが、お届けさせていただ

いて、困っている方々に役に立つようにしっかりやっ

ていきたいと思います。毎年、ありがとうございます。

北海道新聞社釧路支社　竹村康治支社長

　皆さま、毎年ご寄付いただきまして本当にありがと

うございます。このご寄付を北海道新聞社社会福祉基

金に寄託いたしまして、道内の福祉のために活用した

いと思っております。本当にありがとうございました。

プログラム委員会　工藤 彦夫委員長

　皆さん、こんにち

は。「ロータリーの

基本は挨拶」という

ことをこの前、聞か

されましたので大き

な挨拶をいたしまし

た。

２年前にＮＴＴの池田委員長が「ロータリーの重大

ニュース 2019」をやって、結構面白くて、これを見

た現会長が「これ、絶対やってくれ」ということで、

企画いたしました。こ

みなさんにアンケートたくさんいただきました。ただ、

手違いで全部が私の手元に来ておりません。大変申し

訳なく思っております。こ

今日の流れです。まず、月ごとに大きな流れを見ても

らって、ロータリーの重大ニュース、皆さんのアンケー

ト読んで最後の例会を楽しく終わりたいと思います。

よろしくお願いします。

　さて、2021 年の釧路ロータリークラブ重大ニュー

ス、まずは普通編ですね。１月、「１都３県に緊急事

態宣言が２度目です」。今年は１年間、コロナに始ま

りという感じです。２番目に「アメリカ連邦議会議事

堂にトランプ派乱入」とういうことですごかったです

ね。アメリカでもこういうこと起きるのですね。次は

「バイデン政権誕生」ということで１月 20日ですね。

バイデン大統領は 78歳だそうです。

２月に「ワクチン接種始まる」。医療従事者やお年寄

りから始まりました。２番目に「ミャンマーでクーデ

ター」。

3番目に「スエズ運河でコンテナ船が座礁」、これも

今年の話です。次の写真。これって画像処理している

けれども、横に本当はエバーグリーンと書いてあるは

ずです。これエバーギブンという船ですが全長が

400 メーター、20万トン。この運航会社が長栄海運

というところで、ご存じの方はここの会社の会長が東

北大震災の時に 10億円寄付したという方ですね。

次、これ松山英樹。ゴルフ好きな人だったら「日本の

男子で初のマスター優勝」となります。

次お願いします。「大坂なおみ、全仏で会見せず」。と

いう流行りなのでしょうかね。なにかあったらＰＴＳ

Ｄだと流行りました。これ、後でも出てきますけれど

も、そのうちＰＴＳＤについて清水先生にゆっくり講

演していただきたいと思っております。

次、「香港、リンゴ日報 26年の歴史に幕」というこ

とで中国本土による圧力があるようです。

６月で「集団下校の小学生にトラック、５人死傷」。

今年は子どもさんや園児が被害にあう事件があって、

皆さん記憶にあると思います。「熱海で土石流」ですね。

これは映像なのですけれど、最近はスマホや携帯が普

及しているから、こういう流れるのを全部ビデオで見

た方いると思います。

次は、「オリンピック、無観客」ということで始まり

ました。ついに「杉村年度」が７月から始まりました。

６月のクラブアッセンブリーでは誰か乱入もしません

でしたね。大丈夫でしたね。

「オリンピックの最後」、これ、凄かったですね。どう

やっているのか分からなくて、ドローンが 1840 機ぐ

らい飛んでやった日本の技術、すごいなと一番感動し

たのがこれです。

次、これも同じような事件がありました。「切りつけ」

のいろんな人が模倣犯。この後も京王でもあったし、

そういう悲惨な事件でした。次に「タリバン、アフガ

ンを制圧」と。1975 年、ベトナム戦争が終わったと

きに『サイゴン陥落』という映像があるのです。全く

同じで、アメリカ大使館にアメリカに協力した人が逃

げて行く写真があるのです。30年近く経ったアメリ

カも同じことを繰り返しているのが気になっておりま

した。

次、先ほど、会長から話もありましたけれど「９月末

で日本製紙釧路工場閉鎖」と。もう１つ、「道東の赤

潮被害拡大」、これも気になるニュースでした。

これで「また解除」が出て、10月から初めての夜間

例会が実施されました。それで「岸田内閣発足」と、

これは僕が一番好きな「眞子様の結婚届」。写真を左

から行きますと佳代さんの元の婚約者、名前を言えな

いものですからジャガーさんと言っているのです。な

ぜかというと、ジャガーに乗っているというのです。

荒井先生もこれからはジャガーさんと言わないとダメ

ですね。

次、11月、「新庄監督」ですね。すごいド派手な入場

をしていました。将棋の「藤井聡太、最年少で四冠」、

四冠は調べてきました。８大タイトルあるそうですが、

四冠は竜王・王位・叡王・棋聖の４つを取っているそ

うです。これにランクがあって一番上が竜王らしいの

ですが、スポンサーが賞金を出すらしいのですが一番

集まる竜王がナンバーワンという話です。

次は「大谷翔平」、皆さんのアンケートでも大谷翔平

が活躍したことで、コロナ禍で毎朝テレビ８～９時か

らのＢＳで大谷翔平が出るのを本当に楽しみにしてい

ました。あと、「日大の田中理事長逮捕」。これにコメ

ントしたら２人を敵に回すので飛ばしましょう。

次に進みます。本当は 11月までなのですが、「ノー

ベル物理学賞」、日本人の素晴らしさです。そして「オ

ミクロン株」。今日もニュースになっていました。「大

阪で市中感染が」ということです。今年もまた来年ど

うなるかという、またコロナで振り回されるのかなと

いう気がします。これが今年の一般的なニュースです。

これからは皆さまのアンケートを読んでいきたいと思

います。アンケートを出した方で「これ、まずいから

読んじゃダメ」という人、手を上げてください。大丈

夫ですね？読んじゃいますよ。

まずは篠原実さん、気になったニュースが「大谷翔平

米リーグで活躍 11冠」。というのが先ほど出ていま

したね。あと「日本ハム、白いカウンタックでド派手

な入場」で、あと「オミクロン株、国内で確認される」

ということです。ご自分のニュースとしては「長女が

水の教会で結婚式」。いいですね、水の教会はトマム

ですね。トマムは氷の教会があるのですね。「初めて

の夜例会に参加にわくわく」。そうですね、10カ月も

やらなかったので本当に 10カ月我慢したという感じ

です。

次の方は北電の米倉幸泰支店長からいただいていま

す。まず、気になったニュースは「アフガニスタンか

らの米軍撤退において中ロの勢力が拡大した」。２番

目に「コロナの死者が全世界で 500 万人」、今日調べ

たら 530 万人が亡くなっているそうです。３番目と

して「東部太平洋沿岸の赤潮被害の拡大、影響の甚大

さ」が出ております。個人的なニュース、ロータリー

のニュースといったら「新型コロナウイルスによる緊

急事態宣言が繰り返され、公私に亘り活動に制約」。

そうです、皆さんもそうだったと思います。２番目に

は「杉村会長以下、新メンバーによる体制始動」とい

いこと書いてあります。

次は日銀の二宮拓人支店長です。個人的では、ここを

食いついたのかということ書いてあります。「OSO（オ

ソ）18」を知っていますか。ヒグマの被害というこ

とで、「牛を食べる熊がいることに素直にビックリし

ました」。北海道の人間は、小さいころからこんな

ニュース見て「よけ方」や「死んだふりをすれ」「背

中向けるな」とか、いろんなこと教わるのであまりびっ

くりもしない。「57頭くらいの牛を３年間で襲った」。

熊は足が速い、100ｍを７秒で走るので人間は逃げて

も絶対追いかけられる。背中を向けたら駄目なのです。

昨日も映像でやっていましたが、札幌の東区などでは

全部背中から襲われていて、「背中を向けない。逆に

目と目を合わせる」と教わりました。ここに食い付い

たのはすごいですね。２番目は「時々、新聞に掲載さ

れる日銀支店長の活動が掲載」。すごいですね。３番

目が「日本銀行釧路支店の建物に関する議論が話題に

なった」ということです。個人的なロータリーに関し

ては、「蒸し風呂のような東京からクーラーのいらな

い釧路に赴任したこと」。２番目に「妻子を放置し、

22年ぶりの単身赴任生活を開始」。字が嬉しそうです

ね。「ひがし北海道、空の青さと夕日の美しさに心を

奪われる」という。きっと３年なので、転勤の方々は

釧路を楽しんでいただきたいと思います。

次は小西卓哉さんからいただいています。「私自身が

釧路ロータリーに入会させていただくこと」。謙虚な

方ですね。

次は森村好幸支店長です。気になったニュースは「大

谷翔平の活躍」、２番目は「赤潮被害」、次に「みずほ

のシステム障害」。

次は、木下正明さん。長崎ではセクハラで訴えられる

行事も木下さん、大丈夫ですね。気になったニュース

「大谷翔平選手のメジャーリーグＭＶＰ」、いいですね。

２番目「東京オリンピック開催」、３番目「香港のアッ

プルデイリー、リンゴ日報が廃刊になった、中国の圧

力に」。それで、ロータリーに関してこれを書いた人

は１人だけでした。「釧路ロータリークラブ創立 85

周年」、これ忘れちゃいけないですね。２番目、「台北

中央ロータリーとの姉妹クラブ締結延長」、これも忘

れちゃいけない。３番目は「ブランディングカリスマ

村尾隆介さんの講演」で、ひがし北海道ブランディン

グ協会。なかなかいい講演でした。

続きまして廣部雅資さんの気になるニュースは、「コ

ロナ感染」「釧路は赤潮被害・人口減少」と書いてあ

ります。ご自分のニュースとしては「長女の就職内定」、

いいですね。「次女は母校に入学。関西学院大学です」、

関西学院大学に入学したということで本人も関西学院

大学なのでしょうね。「新しい家族、タイニープードル・

マロンちゃん仲間入り」。

次は後藤公孝君。気になったニュースは「新型コロナ

感染者が11月に減少して収束に向かう」。２番目は「日

本製紙釧路工場の閉鎖」。３番目「道東中心とした太

平洋沿岸で赤潮」。これやっぱり気になるところです

ね。個人的なニュース、「おそよ 10カ月ぶりの夜間

例会開催」、皆さんそう思っていますね。２番目が「妻

と初めて長期国内旅行」、行ってきましたか、良かっ

たですね。楽しかったですか。３番目「タバコを止め、

一時 10kg 太った」ということ。

これは土橋賢一君の殴り書きですね。１番、「長引く

コロナ」。２番、「小室圭さん・真子さん」。個人的な

ニュースとしては「孫の成長」。思いますが、去年、

舟木さんが出られなくて土橋さんが会長の代わりに挨

拶をして、挨拶がだんだんうまくなってくるのです。

だから、「おれの成長」と書いてほしかったですね。昔、

ピンクのバイクに乗っていたと思えない、本当に。人

間は成長するものです。

西村智久さんからです。「大谷翔平、二刀流でＭＶＰ」、

「日本製紙釧路工場 100 年の歴史に幕」、「無観客開催、

東京オリンピック」と３つあります。ロータリーに関

しては「ロータリーの活動を再開へ」ということ。２

番目「あの時の尾身茂先生が・・・」。そうですね、

尾身茂先生を地区大会に呼んで、吉田潤司さんの娘さ

んのお知り合いということです。娘さんがハーバード

卒。Ｔシャツにハーバードって書いてある人を見たこ

とあるけれど、ハーバード卒は僕初めて見ました。

はい、荒井剛先生です。ごめんなさい、ジャガーさん

からいただいております。ジャガーさんのすごいです

ね、「赤潮と軽石」。小説みたいな題名が飛び込んでき

ましたね。戦争と平和とかね、すごい。荒井先生は仕

事柄、罪と罰です。赤潮と軽石。２番目、「日本ハム

の新監督に新庄が就任した」。３番目、「東京オリンピッ

ク」。ロータリーに関しては１番目、「ロータリー幹事

から解放」、どれだけいやだったのさ。２番目は「息

子の野球チーム、全道大会ベスト８入り、息子が釧路

選抜に選出された」いいですね。３番目、「両親が釧

路に完全に移住」。これ、嬉しいニュースですか、はい、

嬉しい。奥さんは嬉しくないと思いますけど。

次に行きましょう。吉田潤司パストガバナーからいだ

だいています。気になったニュースは「７分区のベテ

ラン会員、相次いで逝去する。釧路クラブの五明正吉

会員、北クラブの中島会員、ベイクラブの成田会員、

残念です」と書いてあります。あと、「保育園バスに

園児が取り残され熱中症で亡くなった。この苦しさを

想像すると耐えられない」。初めて人間味のあること

を聞きました。次は「総選挙の件」、これは駄目ですね。

ロータリーは政治的な発言は禁止していますので割愛

します。個人的な意見、「大腸ポリープ除去、１日入

院した。ひどく暇だった、健康第一を痛感した」と。

いいですね。２番目、家族の話で「孫が４人になった

と同時に家の金魚に 60匹前後の子どもが生まれた。

子どもだらけ」、おぉ、すごいですね。ロータリーに

関しては、杉村会長、よく聞いていてくださいね。「ク

ラブ会員が 100 人の壁を突破したこと」。20年前

115 名の前後からあって、これを超えようと言われ

ていますよ。64匹の孫がいる人からのお便りです。

最後、杉村会長なのですが、さっき言ったけど自分で

話しますか。いいですか。気になったニュースは、１

「コロナ」、２「オリンピック」、３「アメリカ大統領選」。

アメリカ大統領選挙は去年です。はい。ロータリーに

関しては「会長年度突入」、「娘、就職」、良かったで

すね。「夜の例会再開」、そうですね 10月にやりまし

たものね。

皆さん、本当にたくさんのアンケートありがとうござ

いました。再度言いますけど、お手元に小野正晴さん

からもいただいているし、市橋夛佳丞さんからもいた

だいている、いろいろまだあったかと思います。私の

手元に来なかったことをお詫び申しあげます。

最後に 10分が余ったので、これからは陰となり足と

なり手となり、杉村会長の影を踏まずに前を歩いた市

橋幹事が、自分で送ったという証拠を見せてもらうた

めに５分くらい話して、そのあと副会長も話してもら

おうかな。そういうことで僕は司会を降ります。その

まま終わってください。どうもありがとうございまし

た。

市橋夛佳丞幹事

　皆さま、こんにちは。工藤委員長にお話を振ってい

ただきましたので、私の中での今年の重大ニュースを

皆さまに披露させていただければと思っております。

１つ目ですが、先日の話で、生まれて２度目の入院を

して、「親知らず」を３本ほど抜いてまいりました。

一度目の入院は 20歳ごろに盲腸で、この盲腸も開い

た所から化膿して１カ月ほど入院したという経歴の持

ち主なのです。今回は３泊４日でしっかり抜かせてい

ただいて、その代わり顔が倍ぐらい腫れていたという

ことで、人の顔はこんなに腫れるというのを実感させ

ていただいた３日間でした。

その後、木曜日の午前中には退院をして、会社には出

社せずに例会場に直行するという幹事の鏡をしっかり

体現したことをお伝えしたいと思います。

２つ目ですが、私、普段からジム通いをアクアトピア

でしておりました。昨年１年間はコロナの感染の絡み

で一切行くことができませんでした。私は普段から暴

飲暴食をやる癖がありまして、年間をとおして体重が

増えたり減ったりする体質なのですが、昨年の 12月

ぐらいに体重計に乗ったところ約 90kg にいきまし

て、人生で多分１位・２位を争うような体重になりま

した。

そのころから次年度の幹事を受けておりましたので、

幹事の職務等が活発化して会社で資料をこしらえてい

ると、体を動かしたくなってくる杉村会長の無言のプ

レッシャーがストレスではないかと思いますけれど、

これは体を動かさなければ駄目だなということで、今

も通わせていただいております。12kg ほど瘦せるこ

とができました。だいたい月に１kg ほど落とすこと

ができて、これは杉村会長の暖かなストレスを与えて

いただいたおかげで、心身共にリフレッシュできてい

ると思っております。

３つ目ですが、これは本当にどうでもいい話なのです

が、私の名前は市橋夛佳丞ですが、名前の方は夛佳丞

で、皆さまに覚えていただきやすい名前なのですが、

初めて私、たかじょうさんという名字の方とお会いす

ることができました。本当に会ったことがなくて、「僕

の名前は夛佳丞というのです。あなたの名字はたか

じょうと言うのですね。その後・・・」となって終わっ

たというくだらないお話でした。これで私の３つのス

ピーチになります。どうもありがとうございました。

浅川　正紳副会長

　皆さんこんにちは。少し風邪気味で、変な声で申し

訳ございません。確か工藤さんからは「副会長は絶対

喋るものじゃない、人前に出るものじゃない」と教わっ

ていたのですが、まさかの無茶振りでお話させていた

だきます。重大ニュースがお手元に届いていないとい

うことですね。また私のお手元にあったかもしれませ

んね。申し訳ございません。

冗談はさておき、重大ニュースと言っても世界の

ニュースとか、先ほどいろんな方のお話とまったく同

じでして、個人的な重大ニュースは、やはり７月から

今年度三役でやらせていただきまして、コロナの関係

で夜例会ができない時に、７月の始まる前からの打ち

合わせの中で半年近く「夜例会はどうしようか」を毎

回のように会長・幹事と話していると思います。

そういう時に杉村会長は、「もうそろそろいいのでは」

と言うのですが、私が「まだじゃない」と言うので、

間に入った市橋幹事がいつも汗拭きながら「どっちに

寄ったらいいのかな」という顔をしながら、何とかホ

テルさんのご協力をいただいてパーテーションを置い

たり、１テーブルに今は６名ですが、最近まで４名で、

いつになったら５名にと話しながら 10月に初めて行

いました。その時の杉村会長の嬉しそうな顔を見て、

何とかお手伝いできて良かったなと。最近も「７名で

行けるのではない」とか、「そろそろパーテーション

いらないのでは」と話していますが、まだ「１月はも

う少しこのままで」という話です。早くこのパーテー

ションがなくなって、マスクをしてもいいですから横

の人と楽しくお話しできる例会をできればいいなと

思っております。

きれいごとばかり言ってもあれなので、私の重大

ニュースって思い出すまでもなかったのですが、うち

の父親を知らない方もいると思いますが、元ロータリ

アンで今年 85歳なのです。当クラブが昭和 11年 11

月 23 日、父親がその少し前の 11月９日で、ここの

周年と一緒だなと年を覚えているのです。

先週、突然「冬になって雪が降ったら靴を買いたい」と。

父親は免許返上しておりますので足がないから、遠回

しに「行け」と言っているのだなと思い、イオンに買

いに行きました。

昔ですと、父親の後ろを私が背中を見ながら歩いて行

くのが親子かなと思っていたのです。年齢も重ねてい

るので足元もおぼつかなく遅くて、私がそれに合わせ

て歩かなきゃと思いながら、私もそういう歳だなと思

いながら歩いて、そんな高い物ではなく、とにかく滑

らないようにだけを考えて買って、そういう靴を履く

ようになったんだと思いながら見ていました。

その後、釧路町のイオンにスターバックスがありまし

たので、「ちょっと、スターバックス寄っていこう」

と言われました。思えば 2人で喫茶店に入ってお茶

を飲むのは 20数年ぶりだったような。私の父親が社

長で元気な時もあまり２人で動くこともなかったので

す。

その時も、父親に「先に席に座っていて、買って行く

から」と、システムがよく分からないのですが、後ろ

から見るとどうしてもお爺ちゃんの背中なのです。で

も、父親があとからうちの母親に言っていたのは「本

当に今日楽しかった」と。息子とコーヒーを飲んだだ

けのはずですが、そう聞いて、もう少し親子の会話を

持たなきゃいけないなと反省をしながらも、そうは

いっても顔を見るとなかなか素直に言えないので、多

分、ここのこの言葉がホームページに載ったのを見て

「お前、そんなこと言ったのか」と言われると思います。

これからも父親のそばを歩いて行きたいなと思うの

が、ニュースというよりも当たり前のことなのですが、

いまさら思った話をさせていただきました。

大体、時間ですね。これからもどうぞよろしくお願い

いたします。
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　　　　　　　　　　杉村　荘平会長

　皆さん、こんにち

は。お食事の方はそ

のままお続けくださ

い。

今年最後の例会にな

ります。何とか半分

まで来られました。

皆さんのおかげをも

ちまして今日まで来られまして本当にありがとうござ

います。

　まだ半分残っておりますが、脇パスト会長が言って

いた名言「１週間はあっという間に来るけども、１か

月はなかなか過ぎない」というのを毎週実感しながら

こうやって例会に立たせていただいております。何と

かあと半分、緊張感を持ちながら、会長職を楽しんで

務めていきたいと思っております。改めてよろしくお

願いします。

　さて、今日は『重大ニュース』という例会です。今

年の釧路地域の大きいニュースということであれば、

明るい話題で締めたいところでございますが、やはり

日本製紙撤退というのが釧路地域にとって一番大きな

ニュースだったなと思っております。

先日、12月の頭に札幌に定期的にあいさつ回りに行

くわけなのですが、釧路への進出の計画がないかどう

かということで、札幌に支店がある大手の不動産会社

さんやゼネコンさんに行って、ご挨拶回りして来るわ

けですが、行く先々で最初から「釧路さん大変ですね」

「釧路さん本当に大丈夫ですか」とさんざん言われて

いまして、10件くらい回るのですが、最後の方では「申

し訳ないですが、釧路から来たのですがいいですか」

の感じで回っておりました。とにかく一番思ったのは、

数字的にというよりも、釧路地域自体への印象が悪く

なっているのが本当に心配になって帰ってまいりまし

た。

釧路と同じような状況である室蘭市は、1970 年の人

口 16万 2,000 人が 50年後の現在で約８万人、半分

になっています。釧路のピークが 1980 年で約 23万

人、ちょうど 10年後で 50年というところです。「悲

観は気分に属し、楽観は意思に属する」という言葉が

あります。そういうことで前向きに考えたいところで

ございますが、やっぱり見て見ないふりをするよりも、

しっかり問題を直視して具体的に具体策を立てていく

ことが大切だと思います。

そう考え、思い起すと 20年前になりますが、2001

年に青年会議所に入っておりました。実は 2001 年と

いうのは釧路町との合併運動に燃えていた時期でし

て、私もＪＣの中で「合併、合併」とうるさくて「杉

村合併」なんて言われていました。夜は自宅訪問で署

名活動、昼はイオンの玄関で署名活動やっていた思い

出があります。

当時、その僕らの上に立っていたのが、その当時のＹ

ＥＧの先輩たちでして、良く働かされました。本当に

格好よく仰ぎ見て、頼もしい先輩たちだなと思って見

ておりました。結果、その先輩たちの背中を追いかけ

てこのロータリークラブに入って、当時は口もきけな

かったような先輩たちとお酒を飲める間柄になって、

そういうご縁をいただいているわけでございます。

何を言いたいかというと、この街の活力はこういう循

環で成り立っているのではないかと思った次第です。

ロータリークラブも地域に関わる比率をもう少し増や

していって、この循環に入っていくことが、結局は、

ロータリーは増強・拡大をやっていますが、そういう

活動が遠回りのようで実は一番近道ではないかなと

思っております。

県庁所在地にあるような大きいロータリークラブとわ

れわれみたいな地方、街の心配がなくていいロータ

リークラブと街の心配をしなければならないロータ

リークラブ、これは自ずと取り組み方、活動に違いが

あって然るべきと思った次第でございます。

ということで、我々も街とロータリーの関わりをもう

少し意識しながら来年以降、良い街・地域になるよう

にしっかりと活動して行きたいなと思った次第でござ

います。

最後の例会になりますが、来年１月６日、皆さんと元

気な顔でもう一度再会できること祈願いたしまして、

今日の会長挨拶とさせていただきます。また、どうぞ

よろしくお願いいたします

幹事報告　市橋夛佳丞幹事

　皆さま、こんにち

は。幹事報告をさせ

ていただきます。

先日、皆さま方にご

案内をさせていただ

きました青島事務局

員の退職に伴い、事

務局職員の募集をさ

せていただきました。その中で、皆さま方のご協力を

もちまして、候補者が見つかりそうな状況となってお

りますことをご報告させていただきます。それに伴い

まして、この募集を候補者がいることで一度ストップ

させていただきます。正式な採用が確定しましたら、

皆さま方にメール等でご報告をさせていただきます。

まず、ご協力いただきましたことに心より感謝申し上

げます。ありがとうございました。

２点目です。事務局の休業期間ですが、本年 12月

29日から来年１月４日まで事務局を休業とさせてい

ただきたいと思っております。その期間、前後でも構

いませんが何かございましたら幹事の市橋までご連絡

いただければと思います。よろしくお願い申し上げま

す。

続きまして、１月６日に新年交礼会が行われます。返

信の期日が昨日までなっております。まだ返信をされ

ていない方がいらっしゃいましたら、私か親睦委員の

瀧波委員長までご一報をいただければと思います。ま

た、新年交礼会、例年のことですが、１万円の登録料

を皆さま方から頂戴いたします。その都合上、キャン

セルの方がおりましたら２日前までにご連絡いただか

ないと登録料がかかってしまいますので、ご承知おき

をいただければと思います。

最後になります。このキャッスルホテルさんのWi-Fi

システムが変更になったことでパスワード等が変わり

ました。ということで、ホワイトボードにＩＤとパス

ワード記載させていただいております。後ほど、ご覧

いただければと思います。私からは以上となります。

歳末助け合い募金の贈呈

日本放送協会釧路放送局　小野正晴局長

　小野でございます。毎年毎年、ロータリークラブか

らご厚意をいただきましてありがとうございます。私

たちお預けする立場なのですが、お届けさせていただ

いて、困っている方々に役に立つようにしっかりやっ

ていきたいと思います。毎年、ありがとうございます。

北海道新聞社釧路支社　竹村康治支社長

　皆さま、毎年ご寄付いただきまして本当にありがと

うございます。このご寄付を北海道新聞社社会福祉基

金に寄託いたしまして、道内の福祉のために活用した

いと思っております。本当にありがとうございました。

プログラム委員会　工藤 彦夫委員長

　皆さん、こんにち

は。「ロータリーの

基本は挨拶」という

ことをこの前、聞か

されましたので大き

な挨拶をいたしまし

た。

２年前にＮＴＴの池田委員長が「ロータリーの重大

ニュース 2019」をやって、結構面白くて、これを見

た現会長が「これ、絶対やってくれ」ということで、

企画いたしました。こ

みなさんにアンケートたくさんいただきました。ただ、

手違いで全部が私の手元に来ておりません。大変申し

訳なく思っております。こ

今日の流れです。まず、月ごとに大きな流れを見ても

らって、ロータリーの重大ニュース、皆さんのアンケー

ト読んで最後の例会を楽しく終わりたいと思います。

よろしくお願いします。

　さて、2021 年の釧路ロータリークラブ重大ニュー

ス、まずは普通編ですね。１月、「１都３県に緊急事

態宣言が２度目です」。今年は１年間、コロナに始ま

りという感じです。２番目に「アメリカ連邦議会議事

堂にトランプ派乱入」とういうことですごかったです

ね。アメリカでもこういうこと起きるのですね。次は

「バイデン政権誕生」ということで１月 20日ですね。

バイデン大統領は 78歳だそうです。

２月に「ワクチン接種始まる」。医療従事者やお年寄

りから始まりました。２番目に「ミャンマーでクーデ

ター」。

3番目に「スエズ運河でコンテナ船が座礁」、これも

今年の話です。次の写真。これって画像処理している

けれども、横に本当はエバーグリーンと書いてあるは

ずです。これエバーギブンという船ですが全長が

400 メーター、20万トン。この運航会社が長栄海運

というところで、ご存じの方はここの会社の会長が東

北大震災の時に 10億円寄付したという方ですね。

次、これ松山英樹。ゴルフ好きな人だったら「日本の

男子で初のマスター優勝」となります。

次お願いします。「大坂なおみ、全仏で会見せず」。と

いう流行りなのでしょうかね。なにかあったらＰＴＳ

Ｄだと流行りました。これ、後でも出てきますけれど

も、そのうちＰＴＳＤについて清水先生にゆっくり講

演していただきたいと思っております。

次、「香港、リンゴ日報 26年の歴史に幕」というこ

とで中国本土による圧力があるようです。

６月で「集団下校の小学生にトラック、５人死傷」。

今年は子どもさんや園児が被害にあう事件があって、

皆さん記憶にあると思います。「熱海で土石流」ですね。

これは映像なのですけれど、最近はスマホや携帯が普

及しているから、こういう流れるのを全部ビデオで見

た方いると思います。

次は、「オリンピック、無観客」ということで始まり

ました。ついに「杉村年度」が７月から始まりました。

６月のクラブアッセンブリーでは誰か乱入もしません

でしたね。大丈夫でしたね。

「オリンピックの最後」、これ、凄かったですね。どう

やっているのか分からなくて、ドローンが 1840 機ぐ

らい飛んでやった日本の技術、すごいなと一番感動し

たのがこれです。

次、これも同じような事件がありました。「切りつけ」

のいろんな人が模倣犯。この後も京王でもあったし、

そういう悲惨な事件でした。次に「タリバン、アフガ

ンを制圧」と。1975 年、ベトナム戦争が終わったと

きに『サイゴン陥落』という映像があるのです。全く

同じで、アメリカ大使館にアメリカに協力した人が逃

げて行く写真があるのです。30年近く経ったアメリ

カも同じことを繰り返しているのが気になっておりま

した。

次、先ほど、会長から話もありましたけれど「９月末

で日本製紙釧路工場閉鎖」と。もう１つ、「道東の赤

潮被害拡大」、これも気になるニュースでした。

これで「また解除」が出て、10月から初めての夜間

例会が実施されました。それで「岸田内閣発足」と、

これは僕が一番好きな「眞子様の結婚届」。写真を左

から行きますと佳代さんの元の婚約者、名前を言えな

いものですからジャガーさんと言っているのです。な

ぜかというと、ジャガーに乗っているというのです。

荒井先生もこれからはジャガーさんと言わないとダメ

ですね。

次、11月、「新庄監督」ですね。すごいド派手な入場

をしていました。将棋の「藤井聡太、最年少で四冠」、

四冠は調べてきました。８大タイトルあるそうですが、

四冠は竜王・王位・叡王・棋聖の４つを取っているそ

うです。これにランクがあって一番上が竜王らしいの

ですが、スポンサーが賞金を出すらしいのですが一番

集まる竜王がナンバーワンという話です。

次は「大谷翔平」、皆さんのアンケートでも大谷翔平

が活躍したことで、コロナ禍で毎朝テレビ８～９時か

らのＢＳで大谷翔平が出るのを本当に楽しみにしてい

ました。あと、「日大の田中理事長逮捕」。これにコメ

ントしたら２人を敵に回すので飛ばしましょう。

次に進みます。本当は 11月までなのですが、「ノー

ベル物理学賞」、日本人の素晴らしさです。そして「オ

ミクロン株」。今日もニュースになっていました。「大

阪で市中感染が」ということです。今年もまた来年ど

うなるかという、またコロナで振り回されるのかなと

いう気がします。これが今年の一般的なニュースです。

これからは皆さまのアンケートを読んでいきたいと思

います。アンケートを出した方で「これ、まずいから

読んじゃダメ」という人、手を上げてください。大丈

夫ですね？読んじゃいますよ。

まずは篠原実さん、気になったニュースが「大谷翔平

米リーグで活躍 11冠」。というのが先ほど出ていま

したね。あと「日本ハム、白いカウンタックでド派手

な入場」で、あと「オミクロン株、国内で確認される」

ということです。ご自分のニュースとしては「長女が

水の教会で結婚式」。いいですね、水の教会はトマム

ですね。トマムは氷の教会があるのですね。「初めて

の夜例会に参加にわくわく」。そうですね、10カ月も

やらなかったので本当に 10カ月我慢したという感じ

です。

次の方は北電の米倉幸泰支店長からいただいていま

す。まず、気になったニュースは「アフガニスタンか

らの米軍撤退において中ロの勢力が拡大した」。２番

目に「コロナの死者が全世界で 500 万人」、今日調べ

たら 530 万人が亡くなっているそうです。３番目と

して「東部太平洋沿岸の赤潮被害の拡大、影響の甚大

さ」が出ております。個人的なニュース、ロータリー

のニュースといったら「新型コロナウイルスによる緊

急事態宣言が繰り返され、公私に亘り活動に制約」。

そうです、皆さんもそうだったと思います。２番目に

は「杉村会長以下、新メンバーによる体制始動」とい

いこと書いてあります。

次は日銀の二宮拓人支店長です。個人的では、ここを

食いついたのかということ書いてあります。「OSO（オ

ソ）18」を知っていますか。ヒグマの被害というこ

とで、「牛を食べる熊がいることに素直にビックリし

ました」。北海道の人間は、小さいころからこんな

ニュース見て「よけ方」や「死んだふりをすれ」「背

中向けるな」とか、いろんなこと教わるのであまりびっ

くりもしない。「57頭くらいの牛を３年間で襲った」。

熊は足が速い、100ｍを７秒で走るので人間は逃げて

も絶対追いかけられる。背中を向けたら駄目なのです。

昨日も映像でやっていましたが、札幌の東区などでは

全部背中から襲われていて、「背中を向けない。逆に

目と目を合わせる」と教わりました。ここに食い付い

たのはすごいですね。２番目は「時々、新聞に掲載さ

れる日銀支店長の活動が掲載」。すごいですね。３番

目が「日本銀行釧路支店の建物に関する議論が話題に

なった」ということです。個人的なロータリーに関し

ては、「蒸し風呂のような東京からクーラーのいらな

い釧路に赴任したこと」。２番目に「妻子を放置し、

22年ぶりの単身赴任生活を開始」。字が嬉しそうです

ね。「ひがし北海道、空の青さと夕日の美しさに心を

奪われる」という。きっと３年なので、転勤の方々は

釧路を楽しんでいただきたいと思います。

次は小西卓哉さんからいただいています。「私自身が

釧路ロータリーに入会させていただくこと」。謙虚な

方ですね。

次は森村好幸支店長です。気になったニュースは「大

谷翔平の活躍」、２番目は「赤潮被害」、次に「みずほ

のシステム障害」。

次は、木下正明さん。長崎ではセクハラで訴えられる

行事も木下さん、大丈夫ですね。気になったニュース

「大谷翔平選手のメジャーリーグＭＶＰ」、いいですね。

２番目「東京オリンピック開催」、３番目「香港のアッ

プルデイリー、リンゴ日報が廃刊になった、中国の圧

力に」。それで、ロータリーに関してこれを書いた人

は１人だけでした。「釧路ロータリークラブ創立 85

周年」、これ忘れちゃいけないですね。２番目、「台北

中央ロータリーとの姉妹クラブ締結延長」、これも忘

れちゃいけない。３番目は「ブランディングカリスマ

村尾隆介さんの講演」で、ひがし北海道ブランディン

グ協会。なかなかいい講演でした。

続きまして廣部雅資さんの気になるニュースは、「コ

ロナ感染」「釧路は赤潮被害・人口減少」と書いてあ

ります。ご自分のニュースとしては「長女の就職内定」、

いいですね。「次女は母校に入学。関西学院大学です」、

関西学院大学に入学したということで本人も関西学院

大学なのでしょうね。「新しい家族、タイニープードル・

マロンちゃん仲間入り」。

次は後藤公孝君。気になったニュースは「新型コロナ

感染者が11月に減少して収束に向かう」。２番目は「日

本製紙釧路工場の閉鎖」。３番目「道東中心とした太

平洋沿岸で赤潮」。これやっぱり気になるところです

ね。個人的なニュース、「おそよ 10カ月ぶりの夜間

例会開催」、皆さんそう思っていますね。２番目が「妻

と初めて長期国内旅行」、行ってきましたか、良かっ

たですね。楽しかったですか。３番目「タバコを止め、

一時 10kg 太った」ということ。

これは土橋賢一君の殴り書きですね。１番、「長引く

コロナ」。２番、「小室圭さん・真子さん」。個人的な

ニュースとしては「孫の成長」。思いますが、去年、

舟木さんが出られなくて土橋さんが会長の代わりに挨

拶をして、挨拶がだんだんうまくなってくるのです。

だから、「おれの成長」と書いてほしかったですね。昔、

ピンクのバイクに乗っていたと思えない、本当に。人

間は成長するものです。

西村智久さんからです。「大谷翔平、二刀流でＭＶＰ」、

「日本製紙釧路工場 100 年の歴史に幕」、「無観客開催、

東京オリンピック」と３つあります。ロータリーに関

しては「ロータリーの活動を再開へ」ということ。２

番目「あの時の尾身茂先生が・・・」。そうですね、

尾身茂先生を地区大会に呼んで、吉田潤司さんの娘さ

んのお知り合いということです。娘さんがハーバード

卒。Ｔシャツにハーバードって書いてある人を見たこ

とあるけれど、ハーバード卒は僕初めて見ました。

はい、荒井剛先生です。ごめんなさい、ジャガーさん

からいただいております。ジャガーさんのすごいです

ね、「赤潮と軽石」。小説みたいな題名が飛び込んでき

ましたね。戦争と平和とかね、すごい。荒井先生は仕

事柄、罪と罰です。赤潮と軽石。２番目、「日本ハム

の新監督に新庄が就任した」。３番目、「東京オリンピッ

ク」。ロータリーに関しては１番目、「ロータリー幹事

から解放」、どれだけいやだったのさ。２番目は「息

子の野球チーム、全道大会ベスト８入り、息子が釧路

選抜に選出された」いいですね。３番目、「両親が釧

路に完全に移住」。これ、嬉しいニュースですか、はい、

嬉しい。奥さんは嬉しくないと思いますけど。

次に行きましょう。吉田潤司パストガバナーからいだ

だいています。気になったニュースは「７分区のベテ

ラン会員、相次いで逝去する。釧路クラブの五明正吉

会員、北クラブの中島会員、ベイクラブの成田会員、

残念です」と書いてあります。あと、「保育園バスに

園児が取り残され熱中症で亡くなった。この苦しさを

想像すると耐えられない」。初めて人間味のあること

を聞きました。次は「総選挙の件」、これは駄目ですね。

ロータリーは政治的な発言は禁止していますので割愛

します。個人的な意見、「大腸ポリープ除去、１日入

院した。ひどく暇だった、健康第一を痛感した」と。

いいですね。２番目、家族の話で「孫が４人になった

と同時に家の金魚に 60匹前後の子どもが生まれた。

子どもだらけ」、おぉ、すごいですね。ロータリーに

関しては、杉村会長、よく聞いていてくださいね。「ク

ラブ会員が 100 人の壁を突破したこと」。20年前

115 名の前後からあって、これを超えようと言われ

ていますよ。64匹の孫がいる人からのお便りです。

最後、杉村会長なのですが、さっき言ったけど自分で

話しますか。いいですか。気になったニュースは、１

「コロナ」、２「オリンピック」、３「アメリカ大統領選」。

アメリカ大統領選挙は去年です。はい。ロータリーに

関しては「会長年度突入」、「娘、就職」、良かったで

すね。「夜の例会再開」、そうですね 10月にやりまし

たものね。

皆さん、本当にたくさんのアンケートありがとうござ

いました。再度言いますけど、お手元に小野正晴さん

からもいただいているし、市橋夛佳丞さんからもいた

だいている、いろいろまだあったかと思います。私の

手元に来なかったことをお詫び申しあげます。

最後に 10分が余ったので、これからは陰となり足と

なり手となり、杉村会長の影を踏まずに前を歩いた市

橋幹事が、自分で送ったという証拠を見せてもらうた

めに５分くらい話して、そのあと副会長も話してもら

おうかな。そういうことで僕は司会を降ります。その

まま終わってください。どうもありがとうございまし

た。

市橋夛佳丞幹事

　皆さま、こんにちは。工藤委員長にお話を振ってい

ただきましたので、私の中での今年の重大ニュースを

皆さまに披露させていただければと思っております。

１つ目ですが、先日の話で、生まれて２度目の入院を

して、「親知らず」を３本ほど抜いてまいりました。

一度目の入院は 20歳ごろに盲腸で、この盲腸も開い

た所から化膿して１カ月ほど入院したという経歴の持

ち主なのです。今回は３泊４日でしっかり抜かせてい

ただいて、その代わり顔が倍ぐらい腫れていたという

ことで、人の顔はこんなに腫れるというのを実感させ

ていただいた３日間でした。

その後、木曜日の午前中には退院をして、会社には出

社せずに例会場に直行するという幹事の鏡をしっかり

体現したことをお伝えしたいと思います。

２つ目ですが、私、普段からジム通いをアクアトピア

でしておりました。昨年１年間はコロナの感染の絡み

で一切行くことができませんでした。私は普段から暴

飲暴食をやる癖がありまして、年間をとおして体重が

増えたり減ったりする体質なのですが、昨年の 12月

ぐらいに体重計に乗ったところ約 90kg にいきまし

て、人生で多分１位・２位を争うような体重になりま

した。

そのころから次年度の幹事を受けておりましたので、

幹事の職務等が活発化して会社で資料をこしらえてい

ると、体を動かしたくなってくる杉村会長の無言のプ

レッシャーがストレスではないかと思いますけれど、

これは体を動かさなければ駄目だなということで、今

も通わせていただいております。12kg ほど瘦せるこ

とができました。だいたい月に１kg ほど落とすこと

ができて、これは杉村会長の暖かなストレスを与えて

いただいたおかげで、心身共にリフレッシュできてい

ると思っております。

３つ目ですが、これは本当にどうでもいい話なのです

が、私の名前は市橋夛佳丞ですが、名前の方は夛佳丞

で、皆さまに覚えていただきやすい名前なのですが、

初めて私、たかじょうさんという名字の方とお会いす

ることができました。本当に会ったことがなくて、「僕

の名前は夛佳丞というのです。あなたの名字はたか

じょうと言うのですね。その後・・・」となって終わっ

たというくだらないお話でした。これで私の３つのス

ピーチになります。どうもありがとうございました。

浅川　正紳副会長

　皆さんこんにちは。少し風邪気味で、変な声で申し

訳ございません。確か工藤さんからは「副会長は絶対

喋るものじゃない、人前に出るものじゃない」と教わっ

ていたのですが、まさかの無茶振りでお話させていた

だきます。重大ニュースがお手元に届いていないとい

うことですね。また私のお手元にあったかもしれませ

んね。申し訳ございません。

冗談はさておき、重大ニュースと言っても世界の

ニュースとか、先ほどいろんな方のお話とまったく同

じでして、個人的な重大ニュースは、やはり７月から

今年度三役でやらせていただきまして、コロナの関係

で夜例会ができない時に、７月の始まる前からの打ち

合わせの中で半年近く「夜例会はどうしようか」を毎

回のように会長・幹事と話していると思います。

そういう時に杉村会長は、「もうそろそろいいのでは」

と言うのですが、私が「まだじゃない」と言うので、

間に入った市橋幹事がいつも汗拭きながら「どっちに

寄ったらいいのかな」という顔をしながら、何とかホ

テルさんのご協力をいただいてパーテーションを置い

たり、１テーブルに今は６名ですが、最近まで４名で、

いつになったら５名にと話しながら 10月に初めて行

いました。その時の杉村会長の嬉しそうな顔を見て、

何とかお手伝いできて良かったなと。最近も「７名で

行けるのではない」とか、「そろそろパーテーション

いらないのでは」と話していますが、まだ「１月はも

う少しこのままで」という話です。早くこのパーテー

ションがなくなって、マスクをしてもいいですから横

の人と楽しくお話しできる例会をできればいいなと

思っております。

きれいごとばかり言ってもあれなので、私の重大

ニュースって思い出すまでもなかったのですが、うち

の父親を知らない方もいると思いますが、元ロータリ

アンで今年 85歳なのです。当クラブが昭和 11年 11

月 23 日、父親がその少し前の 11月９日で、ここの

周年と一緒だなと年を覚えているのです。

先週、突然「冬になって雪が降ったら靴を買いたい」と。

父親は免許返上しておりますので足がないから、遠回

しに「行け」と言っているのだなと思い、イオンに買

いに行きました。

昔ですと、父親の後ろを私が背中を見ながら歩いて行

くのが親子かなと思っていたのです。年齢も重ねてい

るので足元もおぼつかなく遅くて、私がそれに合わせ

て歩かなきゃと思いながら、私もそういう歳だなと思

いながら歩いて、そんな高い物ではなく、とにかく滑

らないようにだけを考えて買って、そういう靴を履く

ようになったんだと思いながら見ていました。

その後、釧路町のイオンにスターバックスがありまし

たので、「ちょっと、スターバックス寄っていこう」

と言われました。思えば 2人で喫茶店に入ってお茶

を飲むのは 20数年ぶりだったような。私の父親が社

長で元気な時もあまり２人で動くこともなかったので

す。

その時も、父親に「先に席に座っていて、買って行く

から」と、システムがよく分からないのですが、後ろ

から見るとどうしてもお爺ちゃんの背中なのです。で

も、父親があとからうちの母親に言っていたのは「本

当に今日楽しかった」と。息子とコーヒーを飲んだだ

けのはずですが、そう聞いて、もう少し親子の会話を

持たなきゃいけないなと反省をしながらも、そうは

いっても顔を見るとなかなか素直に言えないので、多

分、ここのこの言葉がホームページに載ったのを見て

「お前、そんなこと言ったのか」と言われると思います。

これからも父親のそばを歩いて行きたいなと思うの

が、ニュースというよりも当たり前のことなのですが、

いまさら思った話をさせていただきました。

大体、時間ですね。これからもどうぞよろしくお願い

いたします。
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　　　　　　　　　　杉村　荘平会長

　皆さん、こんにち

は。お食事の方はそ

のままお続けくださ

い。

今年最後の例会にな

ります。何とか半分

まで来られました。

皆さんのおかげをも

ちまして今日まで来られまして本当にありがとうござ

います。

　まだ半分残っておりますが、脇パスト会長が言って

いた名言「１週間はあっという間に来るけども、１か

月はなかなか過ぎない」というのを毎週実感しながら

こうやって例会に立たせていただいております。何と

かあと半分、緊張感を持ちながら、会長職を楽しんで

務めていきたいと思っております。改めてよろしくお

願いします。

　さて、今日は『重大ニュース』という例会です。今

年の釧路地域の大きいニュースということであれば、

明るい話題で締めたいところでございますが、やはり

日本製紙撤退というのが釧路地域にとって一番大きな

ニュースだったなと思っております。

先日、12月の頭に札幌に定期的にあいさつ回りに行

くわけなのですが、釧路への進出の計画がないかどう

かということで、札幌に支店がある大手の不動産会社

さんやゼネコンさんに行って、ご挨拶回りして来るわ

けですが、行く先々で最初から「釧路さん大変ですね」

「釧路さん本当に大丈夫ですか」とさんざん言われて

いまして、10件くらい回るのですが、最後の方では「申

し訳ないですが、釧路から来たのですがいいですか」

の感じで回っておりました。とにかく一番思ったのは、

数字的にというよりも、釧路地域自体への印象が悪く

なっているのが本当に心配になって帰ってまいりまし

た。

釧路と同じような状況である室蘭市は、1970 年の人

口 16万 2,000 人が 50年後の現在で約８万人、半分

になっています。釧路のピークが 1980 年で約 23万

人、ちょうど 10年後で 50年というところです。「悲

観は気分に属し、楽観は意思に属する」という言葉が

あります。そういうことで前向きに考えたいところで

ございますが、やっぱり見て見ないふりをするよりも、

しっかり問題を直視して具体的に具体策を立てていく

ことが大切だと思います。

そう考え、思い起すと 20年前になりますが、2001

年に青年会議所に入っておりました。実は 2001 年と

いうのは釧路町との合併運動に燃えていた時期でし

て、私もＪＣの中で「合併、合併」とうるさくて「杉

村合併」なんて言われていました。夜は自宅訪問で署

名活動、昼はイオンの玄関で署名活動やっていた思い

出があります。

当時、その僕らの上に立っていたのが、その当時のＹ

ＥＧの先輩たちでして、良く働かされました。本当に

格好よく仰ぎ見て、頼もしい先輩たちだなと思って見

ておりました。結果、その先輩たちの背中を追いかけ

てこのロータリークラブに入って、当時は口もきけな

かったような先輩たちとお酒を飲める間柄になって、

そういうご縁をいただいているわけでございます。

何を言いたいかというと、この街の活力はこういう循

環で成り立っているのではないかと思った次第です。

ロータリークラブも地域に関わる比率をもう少し増や

していって、この循環に入っていくことが、結局は、

ロータリーは増強・拡大をやっていますが、そういう

活動が遠回りのようで実は一番近道ではないかなと

思っております。

県庁所在地にあるような大きいロータリークラブとわ

れわれみたいな地方、街の心配がなくていいロータ

リークラブと街の心配をしなければならないロータ

リークラブ、これは自ずと取り組み方、活動に違いが

あって然るべきと思った次第でございます。

ということで、我々も街とロータリーの関わりをもう

少し意識しながら来年以降、良い街・地域になるよう

にしっかりと活動して行きたいなと思った次第でござ

います。

最後の例会になりますが、来年１月６日、皆さんと元

気な顔でもう一度再会できること祈願いたしまして、

今日の会長挨拶とさせていただきます。また、どうぞ

よろしくお願いいたします

幹事報告　市橋夛佳丞幹事

　皆さま、こんにち

は。幹事報告をさせ

ていただきます。

先日、皆さま方にご

案内をさせていただ

きました青島事務局

員の退職に伴い、事

務局職員の募集をさ

せていただきました。その中で、皆さま方のご協力を

もちまして、候補者が見つかりそうな状況となってお

りますことをご報告させていただきます。それに伴い

まして、この募集を候補者がいることで一度ストップ

させていただきます。正式な採用が確定しましたら、

皆さま方にメール等でご報告をさせていただきます。

まず、ご協力いただきましたことに心より感謝申し上

げます。ありがとうございました。

２点目です。事務局の休業期間ですが、本年 12月

29日から来年１月４日まで事務局を休業とさせてい

ただきたいと思っております。その期間、前後でも構

いませんが何かございましたら幹事の市橋までご連絡

いただければと思います。よろしくお願い申し上げま

す。

続きまして、１月６日に新年交礼会が行われます。返

信の期日が昨日までなっております。まだ返信をされ

ていない方がいらっしゃいましたら、私か親睦委員の

瀧波委員長までご一報をいただければと思います。ま

た、新年交礼会、例年のことですが、１万円の登録料

を皆さま方から頂戴いたします。その都合上、キャン

セルの方がおりましたら２日前までにご連絡いただか

ないと登録料がかかってしまいますので、ご承知おき

をいただければと思います。

最後になります。このキャッスルホテルさんのWi-Fi

システムが変更になったことでパスワード等が変わり

ました。ということで、ホワイトボードにＩＤとパス

ワード記載させていただいております。後ほど、ご覧

いただければと思います。私からは以上となります。

歳末助け合い募金の贈呈

日本放送協会釧路放送局　小野正晴局長

　小野でございます。毎年毎年、ロータリークラブか

らご厚意をいただきましてありがとうございます。私

たちお預けする立場なのですが、お届けさせていただ

いて、困っている方々に役に立つようにしっかりやっ

ていきたいと思います。毎年、ありがとうございます。

北海道新聞社釧路支社　竹村康治支社長

　皆さま、毎年ご寄付いただきまして本当にありがと

うございます。このご寄付を北海道新聞社社会福祉基

金に寄託いたしまして、道内の福祉のために活用した

いと思っております。本当にありがとうございました。

プログラム委員会　工藤 彦夫委員長

　皆さん、こんにち

は。「ロータリーの

基本は挨拶」という

ことをこの前、聞か

されましたので大き

な挨拶をいたしまし

た。

２年前にＮＴＴの池田委員長が「ロータリーの重大

ニュース 2019」をやって、結構面白くて、これを見

た現会長が「これ、絶対やってくれ」ということで、

企画いたしました。こ

みなさんにアンケートたくさんいただきました。ただ、

手違いで全部が私の手元に来ておりません。大変申し

訳なく思っております。こ

今日の流れです。まず、月ごとに大きな流れを見ても

らって、ロータリーの重大ニュース、皆さんのアンケー

ト読んで最後の例会を楽しく終わりたいと思います。

よろしくお願いします。

　さて、2021 年の釧路ロータリークラブ重大ニュー

ス、まずは普通編ですね。１月、「１都３県に緊急事

態宣言が２度目です」。今年は１年間、コロナに始ま

りという感じです。２番目に「アメリカ連邦議会議事

堂にトランプ派乱入」とういうことですごかったです

ね。アメリカでもこういうこと起きるのですね。次は

「バイデン政権誕生」ということで１月 20日ですね。

バイデン大統領は 78歳だそうです。

２月に「ワクチン接種始まる」。医療従事者やお年寄

りから始まりました。２番目に「ミャンマーでクーデ

ター」。

3番目に「スエズ運河でコンテナ船が座礁」、これも

今年の話です。次の写真。これって画像処理している

けれども、横に本当はエバーグリーンと書いてあるは

ずです。これエバーギブンという船ですが全長が

400 メーター、20万トン。この運航会社が長栄海運

というところで、ご存じの方はここの会社の会長が東

北大震災の時に 10億円寄付したという方ですね。

次、これ松山英樹。ゴルフ好きな人だったら「日本の

男子で初のマスター優勝」となります。

次お願いします。「大坂なおみ、全仏で会見せず」。と

いう流行りなのでしょうかね。なにかあったらＰＴＳ

Ｄだと流行りました。これ、後でも出てきますけれど

も、そのうちＰＴＳＤについて清水先生にゆっくり講

演していただきたいと思っております。

次、「香港、リンゴ日報 26年の歴史に幕」というこ

とで中国本土による圧力があるようです。

６月で「集団下校の小学生にトラック、５人死傷」。

今年は子どもさんや園児が被害にあう事件があって、

皆さん記憶にあると思います。「熱海で土石流」ですね。

これは映像なのですけれど、最近はスマホや携帯が普

及しているから、こういう流れるのを全部ビデオで見

た方いると思います。

次は、「オリンピック、無観客」ということで始まり

ました。ついに「杉村年度」が７月から始まりました。

６月のクラブアッセンブリーでは誰か乱入もしません

でしたね。大丈夫でしたね。

「オリンピックの最後」、これ、凄かったですね。どう

やっているのか分からなくて、ドローンが 1840 機ぐ

らい飛んでやった日本の技術、すごいなと一番感動し

たのがこれです。

次、これも同じような事件がありました。「切りつけ」

のいろんな人が模倣犯。この後も京王でもあったし、

そういう悲惨な事件でした。次に「タリバン、アフガ

ンを制圧」と。1975 年、ベトナム戦争が終わったと

きに『サイゴン陥落』という映像があるのです。全く

同じで、アメリカ大使館にアメリカに協力した人が逃

げて行く写真があるのです。30年近く経ったアメリ

カも同じことを繰り返しているのが気になっておりま

した。

次、先ほど、会長から話もありましたけれど「９月末

で日本製紙釧路工場閉鎖」と。もう１つ、「道東の赤

潮被害拡大」、これも気になるニュースでした。

これで「また解除」が出て、10月から初めての夜間

例会が実施されました。それで「岸田内閣発足」と、

これは僕が一番好きな「眞子様の結婚届」。写真を左

から行きますと佳代さんの元の婚約者、名前を言えな

いものですからジャガーさんと言っているのです。な

ぜかというと、ジャガーに乗っているというのです。

荒井先生もこれからはジャガーさんと言わないとダメ

ですね。

次、11月、「新庄監督」ですね。すごいド派手な入場

をしていました。将棋の「藤井聡太、最年少で四冠」、

四冠は調べてきました。８大タイトルあるそうですが、

四冠は竜王・王位・叡王・棋聖の４つを取っているそ

うです。これにランクがあって一番上が竜王らしいの

ですが、スポンサーが賞金を出すらしいのですが一番

集まる竜王がナンバーワンという話です。

次は「大谷翔平」、皆さんのアンケートでも大谷翔平

が活躍したことで、コロナ禍で毎朝テレビ８～９時か

らのＢＳで大谷翔平が出るのを本当に楽しみにしてい

ました。あと、「日大の田中理事長逮捕」。これにコメ

ントしたら２人を敵に回すので飛ばしましょう。

次に進みます。本当は 11月までなのですが、「ノー

ベル物理学賞」、日本人の素晴らしさです。そして「オ

ミクロン株」。今日もニュースになっていました。「大

阪で市中感染が」ということです。今年もまた来年ど

うなるかという、またコロナで振り回されるのかなと

いう気がします。これが今年の一般的なニュースです。

これからは皆さまのアンケートを読んでいきたいと思

います。アンケートを出した方で「これ、まずいから

読んじゃダメ」という人、手を上げてください。大丈

夫ですね？読んじゃいますよ。

まずは篠原実さん、気になったニュースが「大谷翔平

米リーグで活躍 11冠」。というのが先ほど出ていま

したね。あと「日本ハム、白いカウンタックでド派手

な入場」で、あと「オミクロン株、国内で確認される」

ということです。ご自分のニュースとしては「長女が

水の教会で結婚式」。いいですね、水の教会はトマム

ですね。トマムは氷の教会があるのですね。「初めて

の夜例会に参加にわくわく」。そうですね、10カ月も

やらなかったので本当に 10カ月我慢したという感じ

です。

次の方は北電の米倉幸泰支店長からいただいていま

す。まず、気になったニュースは「アフガニスタンか

らの米軍撤退において中ロの勢力が拡大した」。２番

目に「コロナの死者が全世界で 500 万人」、今日調べ

たら 530 万人が亡くなっているそうです。３番目と

して「東部太平洋沿岸の赤潮被害の拡大、影響の甚大

さ」が出ております。個人的なニュース、ロータリー

のニュースといったら「新型コロナウイルスによる緊

急事態宣言が繰り返され、公私に亘り活動に制約」。

そうです、皆さんもそうだったと思います。２番目に

は「杉村会長以下、新メンバーによる体制始動」とい

いこと書いてあります。

次は日銀の二宮拓人支店長です。個人的では、ここを

食いついたのかということ書いてあります。「OSO（オ

ソ）18」を知っていますか。ヒグマの被害というこ

とで、「牛を食べる熊がいることに素直にビックリし

ました」。北海道の人間は、小さいころからこんな

ニュース見て「よけ方」や「死んだふりをすれ」「背

中向けるな」とか、いろんなこと教わるのであまりびっ

くりもしない。「57頭くらいの牛を３年間で襲った」。

熊は足が速い、100ｍを７秒で走るので人間は逃げて

も絶対追いかけられる。背中を向けたら駄目なのです。

昨日も映像でやっていましたが、札幌の東区などでは

全部背中から襲われていて、「背中を向けない。逆に

目と目を合わせる」と教わりました。ここに食い付い

たのはすごいですね。２番目は「時々、新聞に掲載さ

れる日銀支店長の活動が掲載」。すごいですね。３番

目が「日本銀行釧路支店の建物に関する議論が話題に

なった」ということです。個人的なロータリーに関し

ては、「蒸し風呂のような東京からクーラーのいらな

い釧路に赴任したこと」。２番目に「妻子を放置し、

22年ぶりの単身赴任生活を開始」。字が嬉しそうです

ね。「ひがし北海道、空の青さと夕日の美しさに心を

奪われる」という。きっと３年なので、転勤の方々は

釧路を楽しんでいただきたいと思います。

次は小西卓哉さんからいただいています。「私自身が

釧路ロータリーに入会させていただくこと」。謙虚な

方ですね。

次は森村好幸支店長です。気になったニュースは「大

谷翔平の活躍」、２番目は「赤潮被害」、次に「みずほ

のシステム障害」。

次は、木下正明さん。長崎ではセクハラで訴えられる

行事も木下さん、大丈夫ですね。気になったニュース

「大谷翔平選手のメジャーリーグＭＶＰ」、いいですね。

２番目「東京オリンピック開催」、３番目「香港のアッ

プルデイリー、リンゴ日報が廃刊になった、中国の圧

力に」。それで、ロータリーに関してこれを書いた人

は１人だけでした。「釧路ロータリークラブ創立 85

周年」、これ忘れちゃいけないですね。２番目、「台北

中央ロータリーとの姉妹クラブ締結延長」、これも忘

れちゃいけない。３番目は「ブランディングカリスマ

村尾隆介さんの講演」で、ひがし北海道ブランディン

グ協会。なかなかいい講演でした。

続きまして廣部雅資さんの気になるニュースは、「コ

ロナ感染」「釧路は赤潮被害・人口減少」と書いてあ

ります。ご自分のニュースとしては「長女の就職内定」、

いいですね。「次女は母校に入学。関西学院大学です」、

関西学院大学に入学したということで本人も関西学院

大学なのでしょうね。「新しい家族、タイニープードル・

マロンちゃん仲間入り」。

次は後藤公孝君。気になったニュースは「新型コロナ

感染者が11月に減少して収束に向かう」。２番目は「日

本製紙釧路工場の閉鎖」。３番目「道東中心とした太

平洋沿岸で赤潮」。これやっぱり気になるところです

ね。個人的なニュース、「おそよ 10カ月ぶりの夜間

例会開催」、皆さんそう思っていますね。２番目が「妻

と初めて長期国内旅行」、行ってきましたか、良かっ

たですね。楽しかったですか。３番目「タバコを止め、

一時 10kg 太った」ということ。

これは土橋賢一君の殴り書きですね。１番、「長引く

コロナ」。２番、「小室圭さん・真子さん」。個人的な

ニュースとしては「孫の成長」。思いますが、去年、

舟木さんが出られなくて土橋さんが会長の代わりに挨

拶をして、挨拶がだんだんうまくなってくるのです。

だから、「おれの成長」と書いてほしかったですね。昔、

ピンクのバイクに乗っていたと思えない、本当に。人

間は成長するものです。

西村智久さんからです。「大谷翔平、二刀流でＭＶＰ」、

「日本製紙釧路工場 100 年の歴史に幕」、「無観客開催、

東京オリンピック」と３つあります。ロータリーに関

しては「ロータリーの活動を再開へ」ということ。２

番目「あの時の尾身茂先生が・・・」。そうですね、

尾身茂先生を地区大会に呼んで、吉田潤司さんの娘さ

んのお知り合いということです。娘さんがハーバード

卒。Ｔシャツにハーバードって書いてある人を見たこ

とあるけれど、ハーバード卒は僕初めて見ました。

はい、荒井剛先生です。ごめんなさい、ジャガーさん

からいただいております。ジャガーさんのすごいです

ね、「赤潮と軽石」。小説みたいな題名が飛び込んでき

ましたね。戦争と平和とかね、すごい。荒井先生は仕

事柄、罪と罰です。赤潮と軽石。２番目、「日本ハム

の新監督に新庄が就任した」。３番目、「東京オリンピッ

ク」。ロータリーに関しては１番目、「ロータリー幹事

から解放」、どれだけいやだったのさ。２番目は「息

子の野球チーム、全道大会ベスト８入り、息子が釧路

選抜に選出された」いいですね。３番目、「両親が釧

路に完全に移住」。これ、嬉しいニュースですか、はい、

嬉しい。奥さんは嬉しくないと思いますけど。

次に行きましょう。吉田潤司パストガバナーからいだ

だいています。気になったニュースは「７分区のベテ

ラン会員、相次いで逝去する。釧路クラブの五明正吉

会員、北クラブの中島会員、ベイクラブの成田会員、

残念です」と書いてあります。あと、「保育園バスに

園児が取り残され熱中症で亡くなった。この苦しさを

想像すると耐えられない」。初めて人間味のあること

を聞きました。次は「総選挙の件」、これは駄目ですね。

ロータリーは政治的な発言は禁止していますので割愛

します。個人的な意見、「大腸ポリープ除去、１日入

院した。ひどく暇だった、健康第一を痛感した」と。

いいですね。２番目、家族の話で「孫が４人になった

と同時に家の金魚に 60匹前後の子どもが生まれた。

子どもだらけ」、おぉ、すごいですね。ロータリーに

関しては、杉村会長、よく聞いていてくださいね。「ク

ラブ会員が 100 人の壁を突破したこと」。20年前

115 名の前後からあって、これを超えようと言われ

ていますよ。64匹の孫がいる人からのお便りです。

最後、杉村会長なのですが、さっき言ったけど自分で

話しますか。いいですか。気になったニュースは、１

「コロナ」、２「オリンピック」、３「アメリカ大統領選」。

アメリカ大統領選挙は去年です。はい。ロータリーに

関しては「会長年度突入」、「娘、就職」、良かったで

すね。「夜の例会再開」、そうですね 10月にやりまし

たものね。

皆さん、本当にたくさんのアンケートありがとうござ

いました。再度言いますけど、お手元に小野正晴さん

からもいただいているし、市橋夛佳丞さんからもいた

だいている、いろいろまだあったかと思います。私の

手元に来なかったことをお詫び申しあげます。

最後に 10分が余ったので、これからは陰となり足と

なり手となり、杉村会長の影を踏まずに前を歩いた市

橋幹事が、自分で送ったという証拠を見せてもらうた

めに５分くらい話して、そのあと副会長も話してもら

おうかな。そういうことで僕は司会を降ります。その

まま終わってください。どうもありがとうございまし

た。

市橋夛佳丞幹事

　皆さま、こんにちは。工藤委員長にお話を振ってい

ただきましたので、私の中での今年の重大ニュースを

皆さまに披露させていただければと思っております。

１つ目ですが、先日の話で、生まれて２度目の入院を

して、「親知らず」を３本ほど抜いてまいりました。

一度目の入院は 20歳ごろに盲腸で、この盲腸も開い

た所から化膿して１カ月ほど入院したという経歴の持

ち主なのです。今回は３泊４日でしっかり抜かせてい

ただいて、その代わり顔が倍ぐらい腫れていたという

ことで、人の顔はこんなに腫れるというのを実感させ

ていただいた３日間でした。

その後、木曜日の午前中には退院をして、会社には出

社せずに例会場に直行するという幹事の鏡をしっかり

体現したことをお伝えしたいと思います。

２つ目ですが、私、普段からジム通いをアクアトピア

でしておりました。昨年１年間はコロナの感染の絡み

で一切行くことができませんでした。私は普段から暴

飲暴食をやる癖がありまして、年間をとおして体重が

増えたり減ったりする体質なのですが、昨年の 12月

ぐらいに体重計に乗ったところ約 90kg にいきまし

て、人生で多分１位・２位を争うような体重になりま

した。

そのころから次年度の幹事を受けておりましたので、

幹事の職務等が活発化して会社で資料をこしらえてい

ると、体を動かしたくなってくる杉村会長の無言のプ

レッシャーがストレスではないかと思いますけれど、

これは体を動かさなければ駄目だなということで、今

も通わせていただいております。12kg ほど瘦せるこ

とができました。だいたい月に１kg ほど落とすこと

ができて、これは杉村会長の暖かなストレスを与えて

いただいたおかげで、心身共にリフレッシュできてい

ると思っております。

３つ目ですが、これは本当にどうでもいい話なのです

が、私の名前は市橋夛佳丞ですが、名前の方は夛佳丞

で、皆さまに覚えていただきやすい名前なのですが、

初めて私、たかじょうさんという名字の方とお会いす

ることができました。本当に会ったことがなくて、「僕

の名前は夛佳丞というのです。あなたの名字はたか

じょうと言うのですね。その後・・・」となって終わっ

たというくだらないお話でした。これで私の３つのス

ピーチになります。どうもありがとうございました。

浅川　正紳副会長

　皆さんこんにちは。少し風邪気味で、変な声で申し

訳ございません。確か工藤さんからは「副会長は絶対

喋るものじゃない、人前に出るものじゃない」と教わっ

ていたのですが、まさかの無茶振りでお話させていた

だきます。重大ニュースがお手元に届いていないとい

うことですね。また私のお手元にあったかもしれませ

んね。申し訳ございません。

冗談はさておき、重大ニュースと言っても世界の

ニュースとか、先ほどいろんな方のお話とまったく同

じでして、個人的な重大ニュースは、やはり７月から

今年度三役でやらせていただきまして、コロナの関係

で夜例会ができない時に、７月の始まる前からの打ち

合わせの中で半年近く「夜例会はどうしようか」を毎

回のように会長・幹事と話していると思います。

そういう時に杉村会長は、「もうそろそろいいのでは」

と言うのですが、私が「まだじゃない」と言うので、

間に入った市橋幹事がいつも汗拭きながら「どっちに

寄ったらいいのかな」という顔をしながら、何とかホ

テルさんのご協力をいただいてパーテーションを置い

たり、１テーブルに今は６名ですが、最近まで４名で、

いつになったら５名にと話しながら 10月に初めて行

いました。その時の杉村会長の嬉しそうな顔を見て、

何とかお手伝いできて良かったなと。最近も「７名で

行けるのではない」とか、「そろそろパーテーション

いらないのでは」と話していますが、まだ「１月はも

う少しこのままで」という話です。早くこのパーテー

ションがなくなって、マスクをしてもいいですから横

の人と楽しくお話しできる例会をできればいいなと

思っております。

きれいごとばかり言ってもあれなので、私の重大

ニュースって思い出すまでもなかったのですが、うち

の父親を知らない方もいると思いますが、元ロータリ

アンで今年 85歳なのです。当クラブが昭和 11年 11

月 23 日、父親がその少し前の 11月９日で、ここの

周年と一緒だなと年を覚えているのです。

先週、突然「冬になって雪が降ったら靴を買いたい」と。

父親は免許返上しておりますので足がないから、遠回

しに「行け」と言っているのだなと思い、イオンに買

いに行きました。

昔ですと、父親の後ろを私が背中を見ながら歩いて行

くのが親子かなと思っていたのです。年齢も重ねてい

るので足元もおぼつかなく遅くて、私がそれに合わせ

て歩かなきゃと思いながら、私もそういう歳だなと思

いながら歩いて、そんな高い物ではなく、とにかく滑

らないようにだけを考えて買って、そういう靴を履く

ようになったんだと思いながら見ていました。

その後、釧路町のイオンにスターバックスがありまし

たので、「ちょっと、スターバックス寄っていこう」

と言われました。思えば 2人で喫茶店に入ってお茶

を飲むのは 20数年ぶりだったような。私の父親が社

長で元気な時もあまり２人で動くこともなかったので

す。

その時も、父親に「先に席に座っていて、買って行く

から」と、システムがよく分からないのですが、後ろ

から見るとどうしてもお爺ちゃんの背中なのです。で

も、父親があとからうちの母親に言っていたのは「本

当に今日楽しかった」と。息子とコーヒーを飲んだだ

けのはずですが、そう聞いて、もう少し親子の会話を

持たなきゃいけないなと反省をしながらも、そうは

いっても顔を見るとなかなか素直に言えないので、多

分、ここのこの言葉がホームページに載ったのを見て

「お前、そんなこと言ったのか」と言われると思います。

これからも父親のそばを歩いて行きたいなと思うの

が、ニュースというよりも当たり前のことなのですが、

いまさら思った話をさせていただきました。

大体、時間ですね。これからもどうぞよろしくお願い

いたします。
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　　　　　　　　　　杉村　荘平会長

　皆さん、こんにち

は。お食事の方はそ

のままお続けくださ

い。

今年最後の例会にな

ります。何とか半分

まで来られました。

皆さんのおかげをも

ちまして今日まで来られまして本当にありがとうござ

います。

　まだ半分残っておりますが、脇パスト会長が言って

いた名言「１週間はあっという間に来るけども、１か

月はなかなか過ぎない」というのを毎週実感しながら

こうやって例会に立たせていただいております。何と

かあと半分、緊張感を持ちながら、会長職を楽しんで

務めていきたいと思っております。改めてよろしくお

願いします。

　さて、今日は『重大ニュース』という例会です。今

年の釧路地域の大きいニュースということであれば、

明るい話題で締めたいところでございますが、やはり

日本製紙撤退というのが釧路地域にとって一番大きな

ニュースだったなと思っております。

先日、12月の頭に札幌に定期的にあいさつ回りに行

くわけなのですが、釧路への進出の計画がないかどう

かということで、札幌に支店がある大手の不動産会社

さんやゼネコンさんに行って、ご挨拶回りして来るわ

けですが、行く先々で最初から「釧路さん大変ですね」

「釧路さん本当に大丈夫ですか」とさんざん言われて

いまして、10件くらい回るのですが、最後の方では「申

し訳ないですが、釧路から来たのですがいいですか」

の感じで回っておりました。とにかく一番思ったのは、

数字的にというよりも、釧路地域自体への印象が悪く

なっているのが本当に心配になって帰ってまいりまし

た。

釧路と同じような状況である室蘭市は、1970 年の人

口 16万 2,000 人が 50年後の現在で約８万人、半分

になっています。釧路のピークが 1980 年で約 23万

人、ちょうど 10年後で 50年というところです。「悲

観は気分に属し、楽観は意思に属する」という言葉が

あります。そういうことで前向きに考えたいところで

ございますが、やっぱり見て見ないふりをするよりも、

しっかり問題を直視して具体的に具体策を立てていく

ことが大切だと思います。

そう考え、思い起すと 20年前になりますが、2001

年に青年会議所に入っておりました。実は 2001 年と

いうのは釧路町との合併運動に燃えていた時期でし

て、私もＪＣの中で「合併、合併」とうるさくて「杉

村合併」なんて言われていました。夜は自宅訪問で署

名活動、昼はイオンの玄関で署名活動やっていた思い

出があります。

当時、その僕らの上に立っていたのが、その当時のＹ

ＥＧの先輩たちでして、良く働かされました。本当に

格好よく仰ぎ見て、頼もしい先輩たちだなと思って見

ておりました。結果、その先輩たちの背中を追いかけ

てこのロータリークラブに入って、当時は口もきけな

かったような先輩たちとお酒を飲める間柄になって、

そういうご縁をいただいているわけでございます。

何を言いたいかというと、この街の活力はこういう循

環で成り立っているのではないかと思った次第です。

ロータリークラブも地域に関わる比率をもう少し増や

していって、この循環に入っていくことが、結局は、

ロータリーは増強・拡大をやっていますが、そういう

活動が遠回りのようで実は一番近道ではないかなと

思っております。

県庁所在地にあるような大きいロータリークラブとわ

れわれみたいな地方、街の心配がなくていいロータ

リークラブと街の心配をしなければならないロータ

リークラブ、これは自ずと取り組み方、活動に違いが

あって然るべきと思った次第でございます。

ということで、我々も街とロータリーの関わりをもう

少し意識しながら来年以降、良い街・地域になるよう

にしっかりと活動して行きたいなと思った次第でござ

います。

最後の例会になりますが、来年１月６日、皆さんと元

気な顔でもう一度再会できること祈願いたしまして、

今日の会長挨拶とさせていただきます。また、どうぞ

よろしくお願いいたします

幹事報告　市橋夛佳丞幹事

　皆さま、こんにち

は。幹事報告をさせ

ていただきます。

先日、皆さま方にご

案内をさせていただ

きました青島事務局

員の退職に伴い、事

務局職員の募集をさ

せていただきました。その中で、皆さま方のご協力を

もちまして、候補者が見つかりそうな状況となってお

りますことをご報告させていただきます。それに伴い

まして、この募集を候補者がいることで一度ストップ

させていただきます。正式な採用が確定しましたら、

皆さま方にメール等でご報告をさせていただきます。

まず、ご協力いただきましたことに心より感謝申し上

げます。ありがとうございました。

２点目です。事務局の休業期間ですが、本年 12月

29日から来年１月４日まで事務局を休業とさせてい

ただきたいと思っております。その期間、前後でも構

いませんが何かございましたら幹事の市橋までご連絡

いただければと思います。よろしくお願い申し上げま

す。

続きまして、１月６日に新年交礼会が行われます。返

信の期日が昨日までなっております。まだ返信をされ

ていない方がいらっしゃいましたら、私か親睦委員の

瀧波委員長までご一報をいただければと思います。ま

た、新年交礼会、例年のことですが、１万円の登録料

を皆さま方から頂戴いたします。その都合上、キャン

セルの方がおりましたら２日前までにご連絡いただか

ないと登録料がかかってしまいますので、ご承知おき

をいただければと思います。

最後になります。このキャッスルホテルさんのWi-Fi

システムが変更になったことでパスワード等が変わり

ました。ということで、ホワイトボードにＩＤとパス

ワード記載させていただいております。後ほど、ご覧

いただければと思います。私からは以上となります。

歳末助け合い募金の贈呈

日本放送協会釧路放送局　小野正晴局長

　小野でございます。毎年毎年、ロータリークラブか

らご厚意をいただきましてありがとうございます。私

たちお預けする立場なのですが、お届けさせていただ

いて、困っている方々に役に立つようにしっかりやっ

ていきたいと思います。毎年、ありがとうございます。

北海道新聞社釧路支社　竹村康治支社長

　皆さま、毎年ご寄付いただきまして本当にありがと

うございます。このご寄付を北海道新聞社社会福祉基

金に寄託いたしまして、道内の福祉のために活用した

いと思っております。本当にありがとうございました。

プログラム委員会　工藤 彦夫委員長

　皆さん、こんにち

は。「ロータリーの

基本は挨拶」という

ことをこの前、聞か

されましたので大き

な挨拶をいたしまし

た。

２年前にＮＴＴの池田委員長が「ロータリーの重大

ニュース 2019」をやって、結構面白くて、これを見

た現会長が「これ、絶対やってくれ」ということで、

企画いたしました。こ

みなさんにアンケートたくさんいただきました。ただ、

手違いで全部が私の手元に来ておりません。大変申し

訳なく思っております。こ

今日の流れです。まず、月ごとに大きな流れを見ても

らって、ロータリーの重大ニュース、皆さんのアンケー

ト読んで最後の例会を楽しく終わりたいと思います。

よろしくお願いします。

　さて、2021 年の釧路ロータリークラブ重大ニュー

ス、まずは普通編ですね。１月、「１都３県に緊急事

態宣言が２度目です」。今年は１年間、コロナに始ま

りという感じです。２番目に「アメリカ連邦議会議事

堂にトランプ派乱入」とういうことですごかったです

ね。アメリカでもこういうこと起きるのですね。次は

「バイデン政権誕生」ということで１月 20日ですね。

バイデン大統領は 78歳だそうです。

２月に「ワクチン接種始まる」。医療従事者やお年寄

りから始まりました。２番目に「ミャンマーでクーデ

ター」。

3番目に「スエズ運河でコンテナ船が座礁」、これも

今年の話です。次の写真。これって画像処理している

けれども、横に本当はエバーグリーンと書いてあるは

ずです。これエバーギブンという船ですが全長が

400 メーター、20万トン。この運航会社が長栄海運

というところで、ご存じの方はここの会社の会長が東

北大震災の時に 10億円寄付したという方ですね。

次、これ松山英樹。ゴルフ好きな人だったら「日本の

男子で初のマスター優勝」となります。

次お願いします。「大坂なおみ、全仏で会見せず」。と

いう流行りなのでしょうかね。なにかあったらＰＴＳ

Ｄだと流行りました。これ、後でも出てきますけれど

も、そのうちＰＴＳＤについて清水先生にゆっくり講

演していただきたいと思っております。

次、「香港、リンゴ日報 26年の歴史に幕」というこ

とで中国本土による圧力があるようです。

６月で「集団下校の小学生にトラック、５人死傷」。

今年は子どもさんや園児が被害にあう事件があって、

皆さん記憶にあると思います。「熱海で土石流」ですね。

これは映像なのですけれど、最近はスマホや携帯が普

及しているから、こういう流れるのを全部ビデオで見

た方いると思います。

次は、「オリンピック、無観客」ということで始まり

ました。ついに「杉村年度」が７月から始まりました。

６月のクラブアッセンブリーでは誰か乱入もしません

でしたね。大丈夫でしたね。

「オリンピックの最後」、これ、凄かったですね。どう

やっているのか分からなくて、ドローンが 1840 機ぐ

らい飛んでやった日本の技術、すごいなと一番感動し

たのがこれです。

次、これも同じような事件がありました。「切りつけ」

のいろんな人が模倣犯。この後も京王でもあったし、

そういう悲惨な事件でした。次に「タリバン、アフガ

ンを制圧」と。1975 年、ベトナム戦争が終わったと

きに『サイゴン陥落』という映像があるのです。全く

同じで、アメリカ大使館にアメリカに協力した人が逃

げて行く写真があるのです。30年近く経ったアメリ

カも同じことを繰り返しているのが気になっておりま

した。

次、先ほど、会長から話もありましたけれど「９月末

で日本製紙釧路工場閉鎖」と。もう１つ、「道東の赤

潮被害拡大」、これも気になるニュースでした。

これで「また解除」が出て、10月から初めての夜間

例会が実施されました。それで「岸田内閣発足」と、

これは僕が一番好きな「眞子様の結婚届」。写真を左

から行きますと佳代さんの元の婚約者、名前を言えな

いものですからジャガーさんと言っているのです。な

ぜかというと、ジャガーに乗っているというのです。

荒井先生もこれからはジャガーさんと言わないとダメ

ですね。

次、11月、「新庄監督」ですね。すごいド派手な入場

をしていました。将棋の「藤井聡太、最年少で四冠」、

四冠は調べてきました。８大タイトルあるそうですが、

四冠は竜王・王位・叡王・棋聖の４つを取っているそ

うです。これにランクがあって一番上が竜王らしいの

ですが、スポンサーが賞金を出すらしいのですが一番

集まる竜王がナンバーワンという話です。

次は「大谷翔平」、皆さんのアンケートでも大谷翔平

が活躍したことで、コロナ禍で毎朝テレビ８～９時か

らのＢＳで大谷翔平が出るのを本当に楽しみにしてい

ました。あと、「日大の田中理事長逮捕」。これにコメ

ントしたら２人を敵に回すので飛ばしましょう。

次に進みます。本当は 11月までなのですが、「ノー

ベル物理学賞」、日本人の素晴らしさです。そして「オ

ミクロン株」。今日もニュースになっていました。「大

阪で市中感染が」ということです。今年もまた来年ど

うなるかという、またコロナで振り回されるのかなと

いう気がします。これが今年の一般的なニュースです。

これからは皆さまのアンケートを読んでいきたいと思

います。アンケートを出した方で「これ、まずいから

読んじゃダメ」という人、手を上げてください。大丈

夫ですね？読んじゃいますよ。

まずは篠原実さん、気になったニュースが「大谷翔平

米リーグで活躍 11冠」。というのが先ほど出ていま

したね。あと「日本ハム、白いカウンタックでド派手

な入場」で、あと「オミクロン株、国内で確認される」

ということです。ご自分のニュースとしては「長女が

水の教会で結婚式」。いいですね、水の教会はトマム

ですね。トマムは氷の教会があるのですね。「初めて

の夜例会に参加にわくわく」。そうですね、10カ月も

やらなかったので本当に 10カ月我慢したという感じ

です。

次の方は北電の米倉幸泰支店長からいただいていま

す。まず、気になったニュースは「アフガニスタンか

らの米軍撤退において中ロの勢力が拡大した」。２番

目に「コロナの死者が全世界で 500 万人」、今日調べ

たら 530 万人が亡くなっているそうです。３番目と

して「東部太平洋沿岸の赤潮被害の拡大、影響の甚大

さ」が出ております。個人的なニュース、ロータリー

のニュースといったら「新型コロナウイルスによる緊

急事態宣言が繰り返され、公私に亘り活動に制約」。

そうです、皆さんもそうだったと思います。２番目に

は「杉村会長以下、新メンバーによる体制始動」とい

いこと書いてあります。

次は日銀の二宮拓人支店長です。個人的では、ここを

食いついたのかということ書いてあります。「OSO（オ

ソ）18」を知っていますか。ヒグマの被害というこ

とで、「牛を食べる熊がいることに素直にビックリし

ました」。北海道の人間は、小さいころからこんな

ニュース見て「よけ方」や「死んだふりをすれ」「背

中向けるな」とか、いろんなこと教わるのであまりびっ

くりもしない。「57頭くらいの牛を３年間で襲った」。

熊は足が速い、100ｍを７秒で走るので人間は逃げて

も絶対追いかけられる。背中を向けたら駄目なのです。

昨日も映像でやっていましたが、札幌の東区などでは

全部背中から襲われていて、「背中を向けない。逆に

目と目を合わせる」と教わりました。ここに食い付い

たのはすごいですね。２番目は「時々、新聞に掲載さ

れる日銀支店長の活動が掲載」。すごいですね。３番

目が「日本銀行釧路支店の建物に関する議論が話題に

なった」ということです。個人的なロータリーに関し

ては、「蒸し風呂のような東京からクーラーのいらな

い釧路に赴任したこと」。２番目に「妻子を放置し、

22年ぶりの単身赴任生活を開始」。字が嬉しそうです

ね。「ひがし北海道、空の青さと夕日の美しさに心を

奪われる」という。きっと３年なので、転勤の方々は

釧路を楽しんでいただきたいと思います。

次は小西卓哉さんからいただいています。「私自身が

釧路ロータリーに入会させていただくこと」。謙虚な

方ですね。

次は森村好幸支店長です。気になったニュースは「大

谷翔平の活躍」、２番目は「赤潮被害」、次に「みずほ

のシステム障害」。

次は、木下正明さん。長崎ではセクハラで訴えられる

行事も木下さん、大丈夫ですね。気になったニュース

「大谷翔平選手のメジャーリーグＭＶＰ」、いいですね。

２番目「東京オリンピック開催」、３番目「香港のアッ

プルデイリー、リンゴ日報が廃刊になった、中国の圧

力に」。それで、ロータリーに関してこれを書いた人

は１人だけでした。「釧路ロータリークラブ創立 85

周年」、これ忘れちゃいけないですね。２番目、「台北

中央ロータリーとの姉妹クラブ締結延長」、これも忘

れちゃいけない。３番目は「ブランディングカリスマ

村尾隆介さんの講演」で、ひがし北海道ブランディン

グ協会。なかなかいい講演でした。

続きまして廣部雅資さんの気になるニュースは、「コ

ロナ感染」「釧路は赤潮被害・人口減少」と書いてあ

ります。ご自分のニュースとしては「長女の就職内定」、

いいですね。「次女は母校に入学。関西学院大学です」、

関西学院大学に入学したということで本人も関西学院

大学なのでしょうね。「新しい家族、タイニープードル・

マロンちゃん仲間入り」。

次は後藤公孝君。気になったニュースは「新型コロナ

感染者が11月に減少して収束に向かう」。２番目は「日

本製紙釧路工場の閉鎖」。３番目「道東中心とした太

平洋沿岸で赤潮」。これやっぱり気になるところです

ね。個人的なニュース、「おそよ 10カ月ぶりの夜間

例会開催」、皆さんそう思っていますね。２番目が「妻

と初めて長期国内旅行」、行ってきましたか、良かっ

たですね。楽しかったですか。３番目「タバコを止め、

一時 10kg 太った」ということ。

これは土橋賢一君の殴り書きですね。１番、「長引く

コロナ」。２番、「小室圭さん・真子さん」。個人的な

ニュースとしては「孫の成長」。思いますが、去年、

舟木さんが出られなくて土橋さんが会長の代わりに挨

拶をして、挨拶がだんだんうまくなってくるのです。

だから、「おれの成長」と書いてほしかったですね。昔、

ピンクのバイクに乗っていたと思えない、本当に。人

間は成長するものです。

西村智久さんからです。「大谷翔平、二刀流でＭＶＰ」、

「日本製紙釧路工場 100 年の歴史に幕」、「無観客開催、

東京オリンピック」と３つあります。ロータリーに関

しては「ロータリーの活動を再開へ」ということ。２

番目「あの時の尾身茂先生が・・・」。そうですね、

尾身茂先生を地区大会に呼んで、吉田潤司さんの娘さ

んのお知り合いということです。娘さんがハーバード

卒。Ｔシャツにハーバードって書いてある人を見たこ

とあるけれど、ハーバード卒は僕初めて見ました。

はい、荒井剛先生です。ごめんなさい、ジャガーさん

からいただいております。ジャガーさんのすごいです

ね、「赤潮と軽石」。小説みたいな題名が飛び込んでき

ましたね。戦争と平和とかね、すごい。荒井先生は仕

事柄、罪と罰です。赤潮と軽石。２番目、「日本ハム

の新監督に新庄が就任した」。３番目、「東京オリンピッ

ク」。ロータリーに関しては１番目、「ロータリー幹事

から解放」、どれだけいやだったのさ。２番目は「息

子の野球チーム、全道大会ベスト８入り、息子が釧路

選抜に選出された」いいですね。３番目、「両親が釧

路に完全に移住」。これ、嬉しいニュースですか、はい、

嬉しい。奥さんは嬉しくないと思いますけど。

次に行きましょう。吉田潤司パストガバナーからいだ

だいています。気になったニュースは「７分区のベテ

ラン会員、相次いで逝去する。釧路クラブの五明正吉

会員、北クラブの中島会員、ベイクラブの成田会員、

残念です」と書いてあります。あと、「保育園バスに

園児が取り残され熱中症で亡くなった。この苦しさを

想像すると耐えられない」。初めて人間味のあること

を聞きました。次は「総選挙の件」、これは駄目ですね。

ロータリーは政治的な発言は禁止していますので割愛

します。個人的な意見、「大腸ポリープ除去、１日入

院した。ひどく暇だった、健康第一を痛感した」と。

いいですね。２番目、家族の話で「孫が４人になった

と同時に家の金魚に 60匹前後の子どもが生まれた。

子どもだらけ」、おぉ、すごいですね。ロータリーに

関しては、杉村会長、よく聞いていてくださいね。「ク

ラブ会員が 100 人の壁を突破したこと」。20年前

115 名の前後からあって、これを超えようと言われ

ていますよ。64匹の孫がいる人からのお便りです。

最後、杉村会長なのですが、さっき言ったけど自分で

話しますか。いいですか。気になったニュースは、１

「コロナ」、２「オリンピック」、３「アメリカ大統領選」。

アメリカ大統領選挙は去年です。はい。ロータリーに

関しては「会長年度突入」、「娘、就職」、良かったで

すね。「夜の例会再開」、そうですね 10月にやりまし

たものね。

皆さん、本当にたくさんのアンケートありがとうござ

いました。再度言いますけど、お手元に小野正晴さん

からもいただいているし、市橋夛佳丞さんからもいた

だいている、いろいろまだあったかと思います。私の

手元に来なかったことをお詫び申しあげます。

最後に 10分が余ったので、これからは陰となり足と

なり手となり、杉村会長の影を踏まずに前を歩いた市

橋幹事が、自分で送ったという証拠を見せてもらうた

めに５分くらい話して、そのあと副会長も話してもら

おうかな。そういうことで僕は司会を降ります。その

まま終わってください。どうもありがとうございまし

た。

市橋夛佳丞幹事

　皆さま、こんにちは。工藤委員長にお話を振ってい

ただきましたので、私の中での今年の重大ニュースを

皆さまに披露させていただければと思っております。

１つ目ですが、先日の話で、生まれて２度目の入院を

して、「親知らず」を３本ほど抜いてまいりました。

一度目の入院は 20歳ごろに盲腸で、この盲腸も開い

た所から化膿して１カ月ほど入院したという経歴の持

ち主なのです。今回は３泊４日でしっかり抜かせてい

ただいて、その代わり顔が倍ぐらい腫れていたという

ことで、人の顔はこんなに腫れるというのを実感させ

ていただいた３日間でした。

その後、木曜日の午前中には退院をして、会社には出

社せずに例会場に直行するという幹事の鏡をしっかり

体現したことをお伝えしたいと思います。

２つ目ですが、私、普段からジム通いをアクアトピア

でしておりました。昨年１年間はコロナの感染の絡み

で一切行くことができませんでした。私は普段から暴

飲暴食をやる癖がありまして、年間をとおして体重が

増えたり減ったりする体質なのですが、昨年の 12月

ぐらいに体重計に乗ったところ約 90kg にいきまし

て、人生で多分１位・２位を争うような体重になりま

した。

そのころから次年度の幹事を受けておりましたので、

幹事の職務等が活発化して会社で資料をこしらえてい

ると、体を動かしたくなってくる杉村会長の無言のプ

レッシャーがストレスではないかと思いますけれど、

これは体を動かさなければ駄目だなということで、今

も通わせていただいております。12kg ほど瘦せるこ

とができました。だいたい月に１kg ほど落とすこと

ができて、これは杉村会長の暖かなストレスを与えて

いただいたおかげで、心身共にリフレッシュできてい

ると思っております。

３つ目ですが、これは本当にどうでもいい話なのです

が、私の名前は市橋夛佳丞ですが、名前の方は夛佳丞

で、皆さまに覚えていただきやすい名前なのですが、

初めて私、たかじょうさんという名字の方とお会いす

ることができました。本当に会ったことがなくて、「僕

の名前は夛佳丞というのです。あなたの名字はたか

じょうと言うのですね。その後・・・」となって終わっ

たというくだらないお話でした。これで私の３つのス

ピーチになります。どうもありがとうございました。

浅川　正紳副会長

　皆さんこんにちは。少し風邪気味で、変な声で申し

訳ございません。確か工藤さんからは「副会長は絶対

喋るものじゃない、人前に出るものじゃない」と教わっ

ていたのですが、まさかの無茶振りでお話させていた

だきます。重大ニュースがお手元に届いていないとい

うことですね。また私のお手元にあったかもしれませ

んね。申し訳ございません。

冗談はさておき、重大ニュースと言っても世界の

ニュースとか、先ほどいろんな方のお話とまったく同

じでして、個人的な重大ニュースは、やはり７月から

今年度三役でやらせていただきまして、コロナの関係

で夜例会ができない時に、７月の始まる前からの打ち

合わせの中で半年近く「夜例会はどうしようか」を毎

回のように会長・幹事と話していると思います。

そういう時に杉村会長は、「もうそろそろいいのでは」

と言うのですが、私が「まだじゃない」と言うので、

間に入った市橋幹事がいつも汗拭きながら「どっちに

寄ったらいいのかな」という顔をしながら、何とかホ

テルさんのご協力をいただいてパーテーションを置い

たり、１テーブルに今は６名ですが、最近まで４名で、

いつになったら５名にと話しながら 10月に初めて行

いました。その時の杉村会長の嬉しそうな顔を見て、

何とかお手伝いできて良かったなと。最近も「７名で

行けるのではない」とか、「そろそろパーテーション

いらないのでは」と話していますが、まだ「１月はも

う少しこのままで」という話です。早くこのパーテー

ションがなくなって、マスクをしてもいいですから横

の人と楽しくお話しできる例会をできればいいなと

思っております。

きれいごとばかり言ってもあれなので、私の重大

ニュースって思い出すまでもなかったのですが、うち

の父親を知らない方もいると思いますが、元ロータリ

アンで今年 85歳なのです。当クラブが昭和 11年 11

月 23 日、父親がその少し前の 11月９日で、ここの

周年と一緒だなと年を覚えているのです。

先週、突然「冬になって雪が降ったら靴を買いたい」と。

父親は免許返上しておりますので足がないから、遠回

しに「行け」と言っているのだなと思い、イオンに買

いに行きました。

昔ですと、父親の後ろを私が背中を見ながら歩いて行

くのが親子かなと思っていたのです。年齢も重ねてい

るので足元もおぼつかなく遅くて、私がそれに合わせ

て歩かなきゃと思いながら、私もそういう歳だなと思

いながら歩いて、そんな高い物ではなく、とにかく滑

らないようにだけを考えて買って、そういう靴を履く

ようになったんだと思いながら見ていました。

その後、釧路町のイオンにスターバックスがありまし

たので、「ちょっと、スターバックス寄っていこう」

と言われました。思えば 2人で喫茶店に入ってお茶

を飲むのは 20数年ぶりだったような。私の父親が社

長で元気な時もあまり２人で動くこともなかったので

す。

その時も、父親に「先に席に座っていて、買って行く

から」と、システムがよく分からないのですが、後ろ

から見るとどうしてもお爺ちゃんの背中なのです。で

も、父親があとからうちの母親に言っていたのは「本

当に今日楽しかった」と。息子とコーヒーを飲んだだ

けのはずですが、そう聞いて、もう少し親子の会話を

持たなきゃいけないなと反省をしながらも、そうは

いっても顔を見るとなかなか素直に言えないので、多

分、ここのこの言葉がホームページに載ったのを見て

「お前、そんなこと言ったのか」と言われると思います。

これからも父親のそばを歩いて行きたいなと思うの

が、ニュースというよりも当たり前のことなのですが、

いまさら思った話をさせていただきました。

大体、時間ですね。これからもどうぞよろしくお願い

いたします。
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　　　　　　　　　　杉村　荘平会長

　皆さん、こんにち

は。お食事の方はそ

のままお続けくださ

い。

今年最後の例会にな

ります。何とか半分

まで来られました。

皆さんのおかげをも

ちまして今日まで来られまして本当にありがとうござ

います。

　まだ半分残っておりますが、脇パスト会長が言って

いた名言「１週間はあっという間に来るけども、１か

月はなかなか過ぎない」というのを毎週実感しながら

こうやって例会に立たせていただいております。何と

かあと半分、緊張感を持ちながら、会長職を楽しんで

務めていきたいと思っております。改めてよろしくお

願いします。

　さて、今日は『重大ニュース』という例会です。今

年の釧路地域の大きいニュースということであれば、

明るい話題で締めたいところでございますが、やはり

日本製紙撤退というのが釧路地域にとって一番大きな

ニュースだったなと思っております。

先日、12月の頭に札幌に定期的にあいさつ回りに行

くわけなのですが、釧路への進出の計画がないかどう

かということで、札幌に支店がある大手の不動産会社

さんやゼネコンさんに行って、ご挨拶回りして来るわ

けですが、行く先々で最初から「釧路さん大変ですね」

「釧路さん本当に大丈夫ですか」とさんざん言われて

いまして、10件くらい回るのですが、最後の方では「申

し訳ないですが、釧路から来たのですがいいですか」

の感じで回っておりました。とにかく一番思ったのは、

数字的にというよりも、釧路地域自体への印象が悪く

なっているのが本当に心配になって帰ってまいりまし

た。

釧路と同じような状況である室蘭市は、1970 年の人

口 16万 2,000 人が 50年後の現在で約８万人、半分

になっています。釧路のピークが 1980 年で約 23万

人、ちょうど 10年後で 50年というところです。「悲

観は気分に属し、楽観は意思に属する」という言葉が

あります。そういうことで前向きに考えたいところで

ございますが、やっぱり見て見ないふりをするよりも、

しっかり問題を直視して具体的に具体策を立てていく

ことが大切だと思います。

そう考え、思い起すと 20年前になりますが、2001

年に青年会議所に入っておりました。実は 2001 年と

いうのは釧路町との合併運動に燃えていた時期でし

て、私もＪＣの中で「合併、合併」とうるさくて「杉

村合併」なんて言われていました。夜は自宅訪問で署

名活動、昼はイオンの玄関で署名活動やっていた思い

出があります。

当時、その僕らの上に立っていたのが、その当時のＹ

ＥＧの先輩たちでして、良く働かされました。本当に

格好よく仰ぎ見て、頼もしい先輩たちだなと思って見

ておりました。結果、その先輩たちの背中を追いかけ

てこのロータリークラブに入って、当時は口もきけな

かったような先輩たちとお酒を飲める間柄になって、

そういうご縁をいただいているわけでございます。

何を言いたいかというと、この街の活力はこういう循

環で成り立っているのではないかと思った次第です。

ロータリークラブも地域に関わる比率をもう少し増や

していって、この循環に入っていくことが、結局は、

ロータリーは増強・拡大をやっていますが、そういう

活動が遠回りのようで実は一番近道ではないかなと

思っております。

県庁所在地にあるような大きいロータリークラブとわ

れわれみたいな地方、街の心配がなくていいロータ

リークラブと街の心配をしなければならないロータ

リークラブ、これは自ずと取り組み方、活動に違いが

あって然るべきと思った次第でございます。

ということで、我々も街とロータリーの関わりをもう

少し意識しながら来年以降、良い街・地域になるよう

にしっかりと活動して行きたいなと思った次第でござ

います。

最後の例会になりますが、来年１月６日、皆さんと元

気な顔でもう一度再会できること祈願いたしまして、

今日の会長挨拶とさせていただきます。また、どうぞ

よろしくお願いいたします

幹事報告　市橋夛佳丞幹事

　皆さま、こんにち

は。幹事報告をさせ

ていただきます。

先日、皆さま方にご

案内をさせていただ

きました青島事務局

員の退職に伴い、事

務局職員の募集をさ

せていただきました。その中で、皆さま方のご協力を

もちまして、候補者が見つかりそうな状況となってお

りますことをご報告させていただきます。それに伴い

まして、この募集を候補者がいることで一度ストップ

させていただきます。正式な採用が確定しましたら、

皆さま方にメール等でご報告をさせていただきます。

まず、ご協力いただきましたことに心より感謝申し上

げます。ありがとうございました。

２点目です。事務局の休業期間ですが、本年 12月

29日から来年１月４日まで事務局を休業とさせてい

ただきたいと思っております。その期間、前後でも構

いませんが何かございましたら幹事の市橋までご連絡

いただければと思います。よろしくお願い申し上げま

す。

続きまして、１月６日に新年交礼会が行われます。返

信の期日が昨日までなっております。まだ返信をされ

ていない方がいらっしゃいましたら、私か親睦委員の

瀧波委員長までご一報をいただければと思います。ま

た、新年交礼会、例年のことですが、１万円の登録料

を皆さま方から頂戴いたします。その都合上、キャン

セルの方がおりましたら２日前までにご連絡いただか

ないと登録料がかかってしまいますので、ご承知おき

をいただければと思います。

最後になります。このキャッスルホテルさんのWi-Fi

システムが変更になったことでパスワード等が変わり

ました。ということで、ホワイトボードにＩＤとパス

ワード記載させていただいております。後ほど、ご覧

いただければと思います。私からは以上となります。

歳末助け合い募金の贈呈

日本放送協会釧路放送局　小野正晴局長

　小野でございます。毎年毎年、ロータリークラブか

らご厚意をいただきましてありがとうございます。私

たちお預けする立場なのですが、お届けさせていただ

いて、困っている方々に役に立つようにしっかりやっ

ていきたいと思います。毎年、ありがとうございます。

北海道新聞社釧路支社　竹村康治支社長

　皆さま、毎年ご寄付いただきまして本当にありがと

うございます。このご寄付を北海道新聞社社会福祉基

金に寄託いたしまして、道内の福祉のために活用した

いと思っております。本当にありがとうございました。

プログラム委員会　工藤 彦夫委員長

　皆さん、こんにち

は。「ロータリーの

基本は挨拶」という

ことをこの前、聞か

されましたので大き

な挨拶をいたしまし

た。

２年前にＮＴＴの池田委員長が「ロータリーの重大

ニュース 2019」をやって、結構面白くて、これを見

た現会長が「これ、絶対やってくれ」ということで、

企画いたしました。こ

みなさんにアンケートたくさんいただきました。ただ、

手違いで全部が私の手元に来ておりません。大変申し

訳なく思っております。こ

今日の流れです。まず、月ごとに大きな流れを見ても

らって、ロータリーの重大ニュース、皆さんのアンケー

ト読んで最後の例会を楽しく終わりたいと思います。

よろしくお願いします。

　さて、2021 年の釧路ロータリークラブ重大ニュー

ス、まずは普通編ですね。１月、「１都３県に緊急事

態宣言が２度目です」。今年は１年間、コロナに始ま

りという感じです。２番目に「アメリカ連邦議会議事

堂にトランプ派乱入」とういうことですごかったです

ね。アメリカでもこういうこと起きるのですね。次は

「バイデン政権誕生」ということで１月 20日ですね。

バイデン大統領は 78歳だそうです。

２月に「ワクチン接種始まる」。医療従事者やお年寄

りから始まりました。２番目に「ミャンマーでクーデ

ター」。

3番目に「スエズ運河でコンテナ船が座礁」、これも

今年の話です。次の写真。これって画像処理している

けれども、横に本当はエバーグリーンと書いてあるは

ずです。これエバーギブンという船ですが全長が

400 メーター、20万トン。この運航会社が長栄海運

というところで、ご存じの方はここの会社の会長が東

北大震災の時に 10億円寄付したという方ですね。

次、これ松山英樹。ゴルフ好きな人だったら「日本の

男子で初のマスター優勝」となります。

次お願いします。「大坂なおみ、全仏で会見せず」。と

いう流行りなのでしょうかね。なにかあったらＰＴＳ

Ｄだと流行りました。これ、後でも出てきますけれど

も、そのうちＰＴＳＤについて清水先生にゆっくり講

演していただきたいと思っております。

次、「香港、リンゴ日報 26年の歴史に幕」というこ

とで中国本土による圧力があるようです。

６月で「集団下校の小学生にトラック、５人死傷」。

今年は子どもさんや園児が被害にあう事件があって、

皆さん記憶にあると思います。「熱海で土石流」ですね。

これは映像なのですけれど、最近はスマホや携帯が普

及しているから、こういう流れるのを全部ビデオで見

た方いると思います。

次は、「オリンピック、無観客」ということで始まり

ました。ついに「杉村年度」が７月から始まりました。

６月のクラブアッセンブリーでは誰か乱入もしません

でしたね。大丈夫でしたね。

「オリンピックの最後」、これ、凄かったですね。どう

やっているのか分からなくて、ドローンが 1840 機ぐ

らい飛んでやった日本の技術、すごいなと一番感動し

たのがこれです。

次、これも同じような事件がありました。「切りつけ」

のいろんな人が模倣犯。この後も京王でもあったし、

そういう悲惨な事件でした。次に「タリバン、アフガ

ンを制圧」と。1975 年、ベトナム戦争が終わったと

きに『サイゴン陥落』という映像があるのです。全く

同じで、アメリカ大使館にアメリカに協力した人が逃

げて行く写真があるのです。30年近く経ったアメリ

カも同じことを繰り返しているのが気になっておりま

した。

次、先ほど、会長から話もありましたけれど「９月末

で日本製紙釧路工場閉鎖」と。もう１つ、「道東の赤

潮被害拡大」、これも気になるニュースでした。

これで「また解除」が出て、10月から初めての夜間

例会が実施されました。それで「岸田内閣発足」と、

これは僕が一番好きな「眞子様の結婚届」。写真を左

から行きますと佳代さんの元の婚約者、名前を言えな

いものですからジャガーさんと言っているのです。な

ぜかというと、ジャガーに乗っているというのです。

荒井先生もこれからはジャガーさんと言わないとダメ

ですね。

次、11月、「新庄監督」ですね。すごいド派手な入場

をしていました。将棋の「藤井聡太、最年少で四冠」、

四冠は調べてきました。８大タイトルあるそうですが、

四冠は竜王・王位・叡王・棋聖の４つを取っているそ

うです。これにランクがあって一番上が竜王らしいの

ですが、スポンサーが賞金を出すらしいのですが一番

集まる竜王がナンバーワンという話です。

次は「大谷翔平」、皆さんのアンケートでも大谷翔平

が活躍したことで、コロナ禍で毎朝テレビ８～９時か

らのＢＳで大谷翔平が出るのを本当に楽しみにしてい

ました。あと、「日大の田中理事長逮捕」。これにコメ

ントしたら２人を敵に回すので飛ばしましょう。

次に進みます。本当は 11月までなのですが、「ノー

ベル物理学賞」、日本人の素晴らしさです。そして「オ

ミクロン株」。今日もニュースになっていました。「大

阪で市中感染が」ということです。今年もまた来年ど

うなるかという、またコロナで振り回されるのかなと

いう気がします。これが今年の一般的なニュースです。

これからは皆さまのアンケートを読んでいきたいと思

います。アンケートを出した方で「これ、まずいから

読んじゃダメ」という人、手を上げてください。大丈

夫ですね？読んじゃいますよ。

まずは篠原実さん、気になったニュースが「大谷翔平

米リーグで活躍 11冠」。というのが先ほど出ていま

したね。あと「日本ハム、白いカウンタックでド派手

な入場」で、あと「オミクロン株、国内で確認される」

ということです。ご自分のニュースとしては「長女が

水の教会で結婚式」。いいですね、水の教会はトマム

ですね。トマムは氷の教会があるのですね。「初めて

の夜例会に参加にわくわく」。そうですね、10カ月も

やらなかったので本当に 10カ月我慢したという感じ

です。

次の方は北電の米倉幸泰支店長からいただいていま

す。まず、気になったニュースは「アフガニスタンか

らの米軍撤退において中ロの勢力が拡大した」。２番

目に「コロナの死者が全世界で 500 万人」、今日調べ

たら 530 万人が亡くなっているそうです。３番目と

して「東部太平洋沿岸の赤潮被害の拡大、影響の甚大

さ」が出ております。個人的なニュース、ロータリー

のニュースといったら「新型コロナウイルスによる緊

急事態宣言が繰り返され、公私に亘り活動に制約」。

そうです、皆さんもそうだったと思います。２番目に

は「杉村会長以下、新メンバーによる体制始動」とい

いこと書いてあります。

次は日銀の二宮拓人支店長です。個人的では、ここを

食いついたのかということ書いてあります。「OSO（オ

ソ）18」を知っていますか。ヒグマの被害というこ

とで、「牛を食べる熊がいることに素直にビックリし

ました」。北海道の人間は、小さいころからこんな

ニュース見て「よけ方」や「死んだふりをすれ」「背

中向けるな」とか、いろんなこと教わるのであまりびっ

くりもしない。「57頭くらいの牛を３年間で襲った」。

熊は足が速い、100ｍを７秒で走るので人間は逃げて

も絶対追いかけられる。背中を向けたら駄目なのです。

昨日も映像でやっていましたが、札幌の東区などでは

全部背中から襲われていて、「背中を向けない。逆に

目と目を合わせる」と教わりました。ここに食い付い

たのはすごいですね。２番目は「時々、新聞に掲載さ

れる日銀支店長の活動が掲載」。すごいですね。３番

目が「日本銀行釧路支店の建物に関する議論が話題に

なった」ということです。個人的なロータリーに関し

ては、「蒸し風呂のような東京からクーラーのいらな

い釧路に赴任したこと」。２番目に「妻子を放置し、

22年ぶりの単身赴任生活を開始」。字が嬉しそうです

ね。「ひがし北海道、空の青さと夕日の美しさに心を

奪われる」という。きっと３年なので、転勤の方々は

釧路を楽しんでいただきたいと思います。

次は小西卓哉さんからいただいています。「私自身が

釧路ロータリーに入会させていただくこと」。謙虚な

方ですね。

次は森村好幸支店長です。気になったニュースは「大

谷翔平の活躍」、２番目は「赤潮被害」、次に「みずほ

のシステム障害」。

次は、木下正明さん。長崎ではセクハラで訴えられる

行事も木下さん、大丈夫ですね。気になったニュース

「大谷翔平選手のメジャーリーグＭＶＰ」、いいですね。

２番目「東京オリンピック開催」、３番目「香港のアッ

プルデイリー、リンゴ日報が廃刊になった、中国の圧

力に」。それで、ロータリーに関してこれを書いた人

は１人だけでした。「釧路ロータリークラブ創立 85

周年」、これ忘れちゃいけないですね。２番目、「台北

中央ロータリーとの姉妹クラブ締結延長」、これも忘

れちゃいけない。３番目は「ブランディングカリスマ

村尾隆介さんの講演」で、ひがし北海道ブランディン

グ協会。なかなかいい講演でした。

続きまして廣部雅資さんの気になるニュースは、「コ

ロナ感染」「釧路は赤潮被害・人口減少」と書いてあ

ります。ご自分のニュースとしては「長女の就職内定」、

いいですね。「次女は母校に入学。関西学院大学です」、

関西学院大学に入学したということで本人も関西学院

大学なのでしょうね。「新しい家族、タイニープードル・

マロンちゃん仲間入り」。

次は後藤公孝君。気になったニュースは「新型コロナ

感染者が11月に減少して収束に向かう」。２番目は「日

本製紙釧路工場の閉鎖」。３番目「道東中心とした太

平洋沿岸で赤潮」。これやっぱり気になるところです

ね。個人的なニュース、「おそよ 10カ月ぶりの夜間

例会開催」、皆さんそう思っていますね。２番目が「妻

と初めて長期国内旅行」、行ってきましたか、良かっ

たですね。楽しかったですか。３番目「タバコを止め、

一時 10kg 太った」ということ。

これは土橋賢一君の殴り書きですね。１番、「長引く

コロナ」。２番、「小室圭さん・真子さん」。個人的な

ニュースとしては「孫の成長」。思いますが、去年、

舟木さんが出られなくて土橋さんが会長の代わりに挨

拶をして、挨拶がだんだんうまくなってくるのです。

だから、「おれの成長」と書いてほしかったですね。昔、

ピンクのバイクに乗っていたと思えない、本当に。人

間は成長するものです。

西村智久さんからです。「大谷翔平、二刀流でＭＶＰ」、

「日本製紙釧路工場 100 年の歴史に幕」、「無観客開催、

東京オリンピック」と３つあります。ロータリーに関

しては「ロータリーの活動を再開へ」ということ。２

番目「あの時の尾身茂先生が・・・」。そうですね、

尾身茂先生を地区大会に呼んで、吉田潤司さんの娘さ

んのお知り合いということです。娘さんがハーバード

卒。Ｔシャツにハーバードって書いてある人を見たこ

とあるけれど、ハーバード卒は僕初めて見ました。

はい、荒井剛先生です。ごめんなさい、ジャガーさん

からいただいております。ジャガーさんのすごいです

ね、「赤潮と軽石」。小説みたいな題名が飛び込んでき

ましたね。戦争と平和とかね、すごい。荒井先生は仕

事柄、罪と罰です。赤潮と軽石。２番目、「日本ハム

の新監督に新庄が就任した」。３番目、「東京オリンピッ

ク」。ロータリーに関しては１番目、「ロータリー幹事

から解放」、どれだけいやだったのさ。２番目は「息

子の野球チーム、全道大会ベスト８入り、息子が釧路

選抜に選出された」いいですね。３番目、「両親が釧

路に完全に移住」。これ、嬉しいニュースですか、はい、

嬉しい。奥さんは嬉しくないと思いますけど。

次に行きましょう。吉田潤司パストガバナーからいだ

だいています。気になったニュースは「７分区のベテ

ラン会員、相次いで逝去する。釧路クラブの五明正吉

会員、北クラブの中島会員、ベイクラブの成田会員、

残念です」と書いてあります。あと、「保育園バスに

園児が取り残され熱中症で亡くなった。この苦しさを

想像すると耐えられない」。初めて人間味のあること

を聞きました。次は「総選挙の件」、これは駄目ですね。

ロータリーは政治的な発言は禁止していますので割愛

します。個人的な意見、「大腸ポリープ除去、１日入

院した。ひどく暇だった、健康第一を痛感した」と。

いいですね。２番目、家族の話で「孫が４人になった

と同時に家の金魚に 60匹前後の子どもが生まれた。

子どもだらけ」、おぉ、すごいですね。ロータリーに

関しては、杉村会長、よく聞いていてくださいね。「ク

ラブ会員が 100 人の壁を突破したこと」。20年前

115 名の前後からあって、これを超えようと言われ

ていますよ。64匹の孫がいる人からのお便りです。

最後、杉村会長なのですが、さっき言ったけど自分で

話しますか。いいですか。気になったニュースは、１

「コロナ」、２「オリンピック」、３「アメリカ大統領選」。

アメリカ大統領選挙は去年です。はい。ロータリーに

関しては「会長年度突入」、「娘、就職」、良かったで

すね。「夜の例会再開」、そうですね 10月にやりまし

たものね。

皆さん、本当にたくさんのアンケートありがとうござ

いました。再度言いますけど、お手元に小野正晴さん

からもいただいているし、市橋夛佳丞さんからもいた

だいている、いろいろまだあったかと思います。私の

手元に来なかったことをお詫び申しあげます。

最後に 10分が余ったので、これからは陰となり足と

なり手となり、杉村会長の影を踏まずに前を歩いた市

橋幹事が、自分で送ったという証拠を見せてもらうた

めに５分くらい話して、そのあと副会長も話してもら

おうかな。そういうことで僕は司会を降ります。その

まま終わってください。どうもありがとうございまし

た。

市橋夛佳丞幹事

　皆さま、こんにちは。工藤委員長にお話を振ってい

ただきましたので、私の中での今年の重大ニュースを

皆さまに披露させていただければと思っております。

１つ目ですが、先日の話で、生まれて２度目の入院を

して、「親知らず」を３本ほど抜いてまいりました。

一度目の入院は 20歳ごろに盲腸で、この盲腸も開い

た所から化膿して１カ月ほど入院したという経歴の持

ち主なのです。今回は３泊４日でしっかり抜かせてい

ただいて、その代わり顔が倍ぐらい腫れていたという

ことで、人の顔はこんなに腫れるというのを実感させ

ていただいた３日間でした。

その後、木曜日の午前中には退院をして、会社には出

社せずに例会場に直行するという幹事の鏡をしっかり

体現したことをお伝えしたいと思います。

２つ目ですが、私、普段からジム通いをアクアトピア

でしておりました。昨年１年間はコロナの感染の絡み

で一切行くことができませんでした。私は普段から暴

飲暴食をやる癖がありまして、年間をとおして体重が

増えたり減ったりする体質なのですが、昨年の 12月

ぐらいに体重計に乗ったところ約 90kg にいきまし

て、人生で多分１位・２位を争うような体重になりま

した。

そのころから次年度の幹事を受けておりましたので、

幹事の職務等が活発化して会社で資料をこしらえてい

ると、体を動かしたくなってくる杉村会長の無言のプ

レッシャーがストレスではないかと思いますけれど、

これは体を動かさなければ駄目だなということで、今

も通わせていただいております。12kg ほど瘦せるこ

とができました。だいたい月に１kg ほど落とすこと

ができて、これは杉村会長の暖かなストレスを与えて

いただいたおかげで、心身共にリフレッシュできてい

ると思っております。

３つ目ですが、これは本当にどうでもいい話なのです

が、私の名前は市橋夛佳丞ですが、名前の方は夛佳丞

で、皆さまに覚えていただきやすい名前なのですが、

初めて私、たかじょうさんという名字の方とお会いす

ることができました。本当に会ったことがなくて、「僕

の名前は夛佳丞というのです。あなたの名字はたか

じょうと言うのですね。その後・・・」となって終わっ

たというくだらないお話でした。これで私の３つのス

ピーチになります。どうもありがとうございました。

浅川　正紳副会長

　皆さんこんにちは。少し風邪気味で、変な声で申し

訳ございません。確か工藤さんからは「副会長は絶対

喋るものじゃない、人前に出るものじゃない」と教わっ

ていたのですが、まさかの無茶振りでお話させていた

だきます。重大ニュースがお手元に届いていないとい

うことですね。また私のお手元にあったかもしれませ

んね。申し訳ございません。

冗談はさておき、重大ニュースと言っても世界の

ニュースとか、先ほどいろんな方のお話とまったく同

じでして、個人的な重大ニュースは、やはり７月から

今年度三役でやらせていただきまして、コロナの関係

で夜例会ができない時に、７月の始まる前からの打ち

合わせの中で半年近く「夜例会はどうしようか」を毎

回のように会長・幹事と話していると思います。

そういう時に杉村会長は、「もうそろそろいいのでは」

と言うのですが、私が「まだじゃない」と言うので、

間に入った市橋幹事がいつも汗拭きながら「どっちに

寄ったらいいのかな」という顔をしながら、何とかホ

テルさんのご協力をいただいてパーテーションを置い

たり、１テーブルに今は６名ですが、最近まで４名で、

いつになったら５名にと話しながら 10月に初めて行

いました。その時の杉村会長の嬉しそうな顔を見て、

何とかお手伝いできて良かったなと。最近も「７名で

行けるのではない」とか、「そろそろパーテーション

いらないのでは」と話していますが、まだ「１月はも

う少しこのままで」という話です。早くこのパーテー

ションがなくなって、マスクをしてもいいですから横

の人と楽しくお話しできる例会をできればいいなと

思っております。

きれいごとばかり言ってもあれなので、私の重大

ニュースって思い出すまでもなかったのですが、うち

の父親を知らない方もいると思いますが、元ロータリ

アンで今年 85歳なのです。当クラブが昭和 11年 11

月 23 日、父親がその少し前の 11月９日で、ここの

周年と一緒だなと年を覚えているのです。

先週、突然「冬になって雪が降ったら靴を買いたい」と。

父親は免許返上しておりますので足がないから、遠回

しに「行け」と言っているのだなと思い、イオンに買

いに行きました。

昔ですと、父親の後ろを私が背中を見ながら歩いて行

くのが親子かなと思っていたのです。年齢も重ねてい

るので足元もおぼつかなく遅くて、私がそれに合わせ

て歩かなきゃと思いながら、私もそういう歳だなと思

いながら歩いて、そんな高い物ではなく、とにかく滑

らないようにだけを考えて買って、そういう靴を履く

ようになったんだと思いながら見ていました。

その後、釧路町のイオンにスターバックスがありまし

たので、「ちょっと、スターバックス寄っていこう」

と言われました。思えば 2人で喫茶店に入ってお茶

を飲むのは 20数年ぶりだったような。私の父親が社

長で元気な時もあまり２人で動くこともなかったので

す。

その時も、父親に「先に席に座っていて、買って行く

から」と、システムがよく分からないのですが、後ろ

から見るとどうしてもお爺ちゃんの背中なのです。で

も、父親があとからうちの母親に言っていたのは「本

当に今日楽しかった」と。息子とコーヒーを飲んだだ

けのはずですが、そう聞いて、もう少し親子の会話を

持たなきゃいけないなと反省をしながらも、そうは

いっても顔を見るとなかなか素直に言えないので、多

分、ここのこの言葉がホームページに載ったのを見て

「お前、そんなこと言ったのか」と言われると思います。

これからも父親のそばを歩いて行きたいなと思うの

が、ニュースというよりも当たり前のことなのですが、

いまさら思った話をさせていただきました。

大体、時間ですね。これからもどうぞよろしくお願い

いたします。

本日のニコニコ献金

■工藤　彦夫君 　12 月で創業 110 年になりました。釧路に皆様に感謝申し上げます。

■木下　正明君　ニュージーランドで孫がうまれました、当分会えません。

今年度累計　　389,000 円　　
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Kushiro Rotary Club

SINCE 1936

85 th
2021

Anniversary

釧路ロータリークラブ

　　　　　　　　創立 85周年事業

　令和 3年 10月 13日、釧路市役所にて当会の創立 85周年の記念事業として、いまだ

収束しない新型コロナの感染拡大防止の一助となるよう釧路市に対してサーマルカメラ

11台を寄贈致しました。釧路ロータリークラブを代表して杉村会長をはじめ、市橋幹事、

奉仕プロジェクト委員会小野寺　 俊委員長、社会奉仕委員会菅原　顯史委員長が蝦名釧

路市長に目録を手渡しました。また、釧路市からは感謝状を頂きました。

　設置場所として釧路市の公共施設 ( 生涯学習センター、市民文化会館、図書館等 ）と

なります。

寄贈したサーマルカメラ感謝状を受け取る杉村会長

寄贈品の説明

【寄贈予定先】

 釧路市生涯学習センター・釧路市民文化会館

 釧路市交流プラザさいわい・釧路市こども遊学館

 釧路市中央図書館・釧路市鳥取温水プール

 釧路市立博物館

② ドーム型サーマルカメラ

　　　　　　（三脚ブラケット、三脚付き）

メーカー：HIKVISION

形式：DS-2TD1217B-6/PA

台数：１台

（接続用中古パソコン付属）

【寄贈予定品】

① サーマルカメラ（スタンド付き）

メーカー：HIKVISION

 形式：DS-K1TA70MI-T

 台数：10 台
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漆崎ガバナーとの会長幹事懇談会

　去る 9月 30日、11時より、10月 28日へと延期になりましたガバナー公式訪問に先

立ちまして国際ロータリー第 2500 地区  漆崎　隆ガバナーと当クラブ杉村会長、市橋幹

事との会長幹事懇談会が行われました。

　懇談会の中では漆崎ガバナーより 2500 地区の他クラブの状況や 2500 地区としての

取り組み状況を、杉村会長より当クラブの現状や会員増強、例会でのコロナ対策や取り

組みの状況について意見交換を行わせていただきました。

　1時間という短い時間ではございましたが、大変有意義な機会となりました。

会談の後半ではバナー交換を、最後に第 7分区長倉巨樹彦ガバナー補佐と共に記念撮影

を行いました。お忙しい中お越しいただきまして誠にありがとうございました。

記念撮影漆崎ガバナーとのバナー交換
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